


　　目次






第一幕　正義の白

　プロローグ　約束の夢

　第一話　我が家の正体は

　第ニ話　カトリーヌの質問

　第三話　ヒーロー登場

　第四話　私が悪の女幹部である理由

　第五話　白い魔法少女と黒い悪の女幹部

　第六話　悪の女幹部の過去

　第七話　ブラックシャドウ

　第八話　翌日の魔法少女

　第九話　魔法少女の誓い

　第十話　傷だらけの魔法少女

　第十一話　白と黒の競演

　第十ニ話　決着

　エピローグ　宴の後とこれからのこと

舞台裏　正義のミカタの内部事情

　第一話　私が正義の魔法少女である理由

　第二話　幸せな、私

　第三話　ピンクの決意とその後の惨劇

　第四話　シルバーの生き様と白の過去

　第五話　戦闘訓練

　第六話　二人の夜

　第七話　真相

　第八話　船上の二人

第二幕　閃光の青

　プロローグ　冷たい雨

　第一話　カトリーヌはクラスメイト

　第二話　お嬢様の憂鬱

　第三話　閃光の青

　第四話　そして戦いが始まる

　第五話　その言葉は許せない

　第六話　合わせ鏡

　第七話　完敗

　第八話　博士の言葉。博士の気持ち

　第九話　青の過去

　第十話　男の意地

　第十一話　答え

　第十二話　決別

　第十三話　拳、受け止められて

　第十四話　切り札

　エピローグ　満月が見ていた

舞台裏　悪の組織の内部事情

　第一話　儂が悪の科学者である理由

　第二話　俺が悪の大幹部である理由

　第三話　僕が悪の戦闘員である理由

　第四話　私が悪の戦闘員である理由

　第五話　自分が川岸を走りこむ理由

　第六話　私が卵のお姫様である理由

第三幕　浄化の桃

　プロローグ　桃色の魔法少女

　第一話　体調不良のお嬢様

　第二話　北川さんのお願い

　第三話　雨の日の『正義のミカタ』

　第四話　北川さんのお見舞い

　第五話　『闇夜の鴉』の狙い

　第六話　黒と青

　第七話　化け物　VS　化け物

　第八話　黒と青の共闘

　第九話　空中戦

　第十話　総力戦

　第十一話　台風の目の中

　第十二話　桃色の少女の叫び

　第十三話　桃色

　第十四話　青色

　第十五話　そして黒色

　第十六話　私のヒーロー

　第十七話　カトリーヌの真の力

　第十八話　浄化魔法、発動

　エピローグ　台風一過

舞台裏　二人の休日

　第一話　暴走の魔法少女

　第二話　陰謀の魔法少女

　第三話　休日の魔法少女

　第四話　驚愕の魔法少女

　第五話　笑顔の魔法少女

次回予告

　第四章　予告！

第四幕　業火の赤

　プロローグ　赤の悪夢

　第一話　白の告白

　第二話　青の変化

　第三話　黒の慟哭

　第四話　黒の姉妹

　第五話　赤の挑発

　第六話　緑の脅威

　第七話　桃の激闘

　第八話　銀の死闘

　第九話　赤の謀略

　第十話　黒の疾走

　第十一話　青の信念

　第十二話　白の別離

　第十三話　赤の哄笑

　第十四話　桃の魔法

　第十五話　白の参戦

　第十六話　白の本気

　第十七話　黒の絶叫

　第十八話　青の正義

　第十九話　黒の……

舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

　第一話　真実を求めて

　第二話　影山　翼

　第三話　緋村　茜

　第四話　初陣

　第五話　魔法使い

　第六話　甘い魔法

　第七話　そして少女たちの穏やかな日々は

　第八話　夢幻のように一瞬で過ぎ去り

　第九話　惨劇の夜の幕が上がる

　第十話　ふたつの正義

　第十一話　『魔法少女』だから　『魔法使い』だから

　第十二話　血と泥と、そして刃と

　第十三話　それを『正義』と呼ぶのなら

　第十四話　ten years ago（前編）

　第十五話　ten years ago（後編）

次回予告

　最終章　予告！

最終章　逆襲の黒　――私が悪の女幹部である理由――

　プロローグ　「親友でいられて、良かった」

　第一話　「私は、この星で一番強くなります。本物の『正義の味方』になるために」　

　第二話　「私の気に入らない正義を振りかざすあいつを、力づくで、叩きのめす」

　第三話　「私にも、私だけの戦う理由が出来ました。……一緒に来て、くれますか？」






第一幕　正義の白





第一幕　正義の白

プロローグ　約束の夢

プロローグ　約束の夢




　……夢を見ていた。




　子供の頃から何度も何度も、もう数え切れないほど何度も見せられた光景。

　私が私である理由。存在証明。原点ともいうべきその光景。







　広い広い、どこかの岩切場のようなその地において。

　幼い私が、小学生の私が、その光景を見ている。







　それは、原色の戦闘服に身を包んだ『正義のミカタ』の戦闘シーン。

　赤、青、黄色、ピンク、白のヒーローたちが悪の組織を叩く場面。







　襲いかかる戦闘員たちは、確かに常人に比べれば高い戦闘力を持ってはいたけれども、しかし『正義のミカタ』の圧倒的な力の前には成す術もなく吹き飛ばされて。




　秘密結社がその総力を挙げて創り出した怪人は、一対一であれば『正義のミカタ』とですら互角以上に戦える力がある筈ではあったが、五人一体の連携技に破れ。




　追い詰められた秘密結社の誇りを護る為に立ち塞がった幹部の将は、その身を集団戦法でぼろぼろにされても決してその背中を見せず。立ったまま意識を失い。




　反則的なまでに強い『正義のミカタ』のその力に圧倒され、声すら出せない私の目の前に最後に立ったのは秘密結社の総統。その背中は幼い私から見れば、世界の全てであるかのように広く。そして力強く。しかし襲いかかる『正義のミカタ』の力に押され、僅かに震えていて。




　手足となる戦闘員も、力の象徴である怪人も、付き従う幹部の将をも失った総統は、しかし組織の長としての誇りだけは最後まで失わず。




　悪趣味だと。重そうだと。幼い私が何度も指をさして笑った兜に、仮面に。しっかりと覆われたその表情を見ることは出来なかったけれども。でもきっと。総統は。いつでもむっつりと怒ったような顔をしていた総統は。最後に私に向け微笑んでくれたのだと、そう思う。そう信じている。だって。




　顔を見ることは出来なかったけど。こちらを向いてはくれなかったけど。

　総統は一言。たったの一言だけだけれども。私に声をかけてくれたから。







『生きろ。胸を張って、強く。強く生きろ』







　☆　☆　☆　☆　☆







「……り。百合。いい加減、起きなさい」




　ちょっと強めに肩を押されて意識が覚醒し始める。枕代わりに頭の下に敷いた腕が痺れている。おっと、よだれも垂れていたぜ。年頃の乙女としては有るまじき醜態。こっそりと制服の袖でふき取る。あとでカピカピしたらイヤだなあ。




　そんなことを考えながら、寝起きの頭を左右に振る。




　授業が終わった……というよりも、もはや放課後のようで。気の早いクラスメイトたちは鞄を抱え三々五々、ある者は我が家へと向かい、またある者は部活へと足を運ぶ。平和な高校生の平和な放課後の光景。




「ん……。起きた。授業は終わった？」

「『起きた』……じゃありませんわ。本気で熟睡していたでしょ。貴方？」




　呆れた顔でこう告げるのはクラスメイトの異人。その名もカトリーヌちゃん。ヨーロッパのどこかの国からやってきた留学生。銀色の腰まで届く長い髪と、吸い込まれそうな深い蒼の瞳と、抜けるような白い肌と、明らかに大和撫子である私には無縁の、とんでもないサイズの胸囲を誇る典型的な北欧系美少女のお姫様。




　入試の時には知らなかったのだが、この学校、貝塚高校には『特別外国人枠』などという、プロ野球チームの構成なのかと思うような名称の制度があり。毎年一定数の異国の方々を招き入れているらしい。その枠を利用して入学したのがこのカトリーヌなのだが。




　正直、学業優秀、運動神経抜群、家柄最高、スタイル良し器量良しのこのお嬢様なら、もっと上のレベルの学校に入学すればよかったんじゃないかとそう思う。家から一番近い学校を適当に受験して適当に合格して適当に初登校したその教室に、どう見ても本物のお嬢様が在籍していた一月前のあの日には、正直びびったものである。




　……そう。お嬢様。




　実は『カトリーヌちゃん』なんて気安く呼んではいけないほどの、やんごとなきご身分らしい。ご実家は爵位を持っているとか何とか。そのせいでフルネームはクラスの誰にもどころか、担任にすら覚えきれないほど長ったらしいお名前だったりする。ちなみに私は自己紹介の時にその名前の前半分を聞いた時点で憶えることを早々に諦めている。無駄な努力はしない主義である。まあそれはともかく。




「微分積分なんて真面目にやったって実生活では役に立たないし」

「数学は実生活に役立てるものではなく、ある種の哲学なの」




　哲学で飯が食っていけるか。そう思いはしたが口には出さない。何故ならば口喧嘩になっても確実に私が負けるから。たったの一ヶ月の付き合いではあるが、この銀髪巨乳女に口で勝ったことがない。見た目100％異国の女に日本語での口喧嘩で負ける屈辱には、ちょっと本気で泣きたくなってくる。




「……疲れてるのよ。いろいろと」

「百合はバイトしすぎですよ。学生の本分は勉強です。バイト減らしなさい」




　そうは言ってもですね。お姫様？　人間は霞を食って生きていくことは出来ないのですよ？　食うもの食わねば死んでしまうのです。そして食べ物は自然に湧いてくるものではなく、それを手に入れる為には労働の対価としての現金が必要なのですよ。




「あー……。うん。成績落ちたら考えるよ。うん」




　しかし私はその本心を隠しそう答える。何故ならば口喧嘩になっても以下省略。




　そんな私の言葉を聞き流しつつ、カトリーヌがそっとため息をつく。




「……初めて百合に、本多百合に会った時は。『この人こそ私の終生のライバル！』ってそう感じたのに……。艶やかな黒髪を日本人形の様に切り揃えて、他の日本の女子高生のように意味もなく群れたりせず、孤高を保つその姿勢。私の肩ほどしかない身長と、大和撫子らしい慎み深い体型にも拘らず、私と互角の頭脳と運動神経を持つ貴方こそ……と」




「誉めるか貶めるかどっちかにしてよ」




　髪が黒いのは染めるような経済的余裕がないから。短く切り揃えられているのは美容院に行くお金がもったいなくて自分で適当に切っているから。一人でいるのは群れるような友達がいないから。あと体型のことは言うな。泣くぞ？　なんだ大和撫子らしい慎み深い体型って。年中肉食ってるお前らとは食文化からして違うんだ。日本に住む全ての女性に土下座して謝れ。この牛乳女め。




「……っと。こうしてはいられない。バイトの時間だ」

「ちょっと百合。お待ちなさいまたバイトなの？　私の話、聞いてました？」




　なおも言い募ろうとする銀髪少女をさらりとかわし、私は鞄を手に取る。




「聞いてた聞いてた。聞いてたけどさ。将来的にどうするかはともかく、今の私は雇主と雇用契約書を取り交わして雇われている身分なんだからさ。遅刻する訳にはいかないの。という訳で、また明日ね。カトリーヌ」




　教室に残されたカトリーヌがまだ何か叫んでいたような気はしたが、私は気にせず廊下を走る。今日はファーストフードで夕方五時から八時までのバイトだ。マニュアル化された仕事は楽でいい。何も考えずに済むから。これで時給がもう少し高ければ文句は無いのだが。まあ高望みはすまい。高校生のバイト先なんて多寡が知れているのだし。







　……いろいろあって、すっかり可愛らしさなんて無くしちゃったけど。

　……いろいろあって、すっかり年相応の素直さなんて消えちゃったけど。

　……いろいろあって、すっかり世間を斜めに見るようになっちゃったけど。







　でも、私は生きている。胸を張って生きている。だって私は。今の私には。

　




「……さてと、今日も大事な扶養家族の為に頑張ってきますかね、っと」







　元気に生きてますよ？　あの時、総統が言ってくれたように、ね。

　だから、今度会うときは。いつかまた会えたら。その時には。







　私は、胸から下げたペンダントをそっと握りしめる。

　総統から貰った大事なその品は、結局使われることがなかったお守りで。

　使う可能性すら摘み取られてしまった、魔法の道具で。




　だからこそ。それだけに。何物にも代えがたい大事な大事な宝物で。

　私は、祈る。届かぬ思いを。叶わぬ願いを。そっと。そっと。







　……誉めてくださいね。『よくやったな』って誉めてくださいね？







　約束ですよ？　総統閣下。
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「……つーかーれーたー……」




　私は労働に疲れた左右の足にカツを入れつつ自宅を目指す。両腕に下げた買い物袋が手のひらにくい込んで痛い。自分を入れて五人分の食材で膨れ上がったそのマイバックは、もはや元が何の模様だったのか判明がつかないほど伸びきっている。これが可愛い子犬柄だとは誰も思うまい。持ち主である自分にすら判別不可能である。子犬の顔がムンクの『叫び』のように不気味な表情になっている。




　目指す我が家は街の外れ。商店街を抜け、住宅街を抜け、畑の広がる街外れにぽつんと佇む木造二階建てのボロい建物こそマイホーム。最寄り駅まで徒歩二十分。最寄りのコンビニまで徒歩十五分。こんな立地条件で、こんな昭和風味の建物だからこそ購入できた、それでも私にとっては大事な宝物。




　ぱっと見た所は、割と大きな横長の（ボロい）一軒家。実は一階に台所（決して『キッチン』などどいう洒落たものではない）、大広間（決して『リビング』などどいう以下省略）、お風呂、トイレなどの共有スペースを設け、二階に合計六個の個室を備えた古き良き（？）下宿スタイルのその建物には、実は名前があった。







「……どうかと思うのよね。いつものことなんだけど、さ」







　玄関に建てつけられたこの建物の名称の看板。私が泣いて頼むので目立たぬように小さくしてはあったが、不必要に達筆な墨汁で書かれたその名前。







　――『百合荘』。







「……自分の名前だということは差っ引いても、さ。『百合荘』はないと思うんだ。『百合荘』は。今時。もっと他にも何かあるだろうと……」




　毎度のことながら、そんなことを呟きつつ玄関の扉を開く。そして毎度のことながら、――でも、私としては絶対に譲れない習慣として――大きな声で告げる。




「ただいまー」




「おかえり」

　年季を感じさせる、静かな落ちついた声で『博士』が応えてくれた。




「おかえりなさい。百合さん。遅かったですね？　バイトですか？」

　若々しい、でも男らしくも丁重な口調で『Aさん』が応えてくれた。




「おかえり。百合ちゃん。おなか減ったよー」

　弾んだ、でも大人の女性らしい艶のある声で『Bさん』が応えてくれた。




「ごめんねBさん。すぐ晩ご飯にするから。……あれ？　『大佐』は？」




　打てば響くように返ってくる『おかえり』と、玄関までわざわざ出迎えてくれた三人の優しさにささやかな幸せを感じつつ、でもその声が一人足りないことに気がついて問いかけてみる。




「ああ。今日は残業だって言ってたよ」

「でも、晩ご飯は家で食べるってー」




　逞しい肉体、そしてそれに不釣り合いな童顔をした二十代前半の男性、Aさんと、メリハリの利いたダイナマイトなお体、そしてそれと比較して優しすぎる顔をした二十代前半の女性、Bさんが答えてくれた。




「アレにもアレの仕事があるんじゃろう。そろそろ帰ってくるさ」




　もじゃもじゃの白髪。怪しい片眼鏡。純和室の室内にいながら何故か白衣をはおったおじいさんにしてこの『百合荘』の大家さん、博士がそう締めくくる。




「そっか。じゃあ手早く用意しちゃうから、みんなもうちょっと待っててね」




　私は制服のまま素早くエプロン（ヒヨコ柄。『寮の管理人とはすべからくヒヨコ柄のエプロンをすべきである！』と博士から強要されたもの。それにどんな意味があるのか残念ながら私には分からない）を身につけ、台所に立つ。




「百合ちゃん。百合ちゃん。今日のおかずはなにー？」

　こっそりとBさんがついてきた。ニコニコと優しい頬笑みを浮かべている。




「お魚が安かったからブリ大根にしようかなと。Bさん、好きでしょ？」

「うん。大好きー。手伝うよー」

「あ。ありがと。じゃあ味噌汁の準備お願い」

「了解ー。出汁は煮干しでいいよねー」




　……私がバイトで遅くなる日は、こうしてBさんが家事を手伝ってくれる。そして大広間では博士とAさんが、テレビで開幕したばかりのプロ野球の中継を見ている。たまに「おおーっ！」とか「くそーっ！」とかいう声が漏れてくる。







　――こんな。平凡な。どこにでもありそうな。一家団欒の光景。

　ただ、それだけ。それだけのことが。たったのそれだけのことが。







「……あれ？　百合ちゃん？　タマネギでも切ってた？」

「ううん。何でもない。急いで作っちゃおう。ね。Bさん」







　……おかしいな。今宵の大根は目に染みるぜ。







　☆　☆　☆　☆　☆







　Bさんの協力の元、急いで作った今日の晩御飯を大広間のちゃぶ台（純和室の大広間にテーブルなどというものは存在しない）に並べている最中に、もう一人の住人である『大佐』が帰ってきた。




「ただいま。……おお。いい匂いだな」

「おかえりなさい。ロイ・ショッカー大佐。お仕事お疲れ様」

「うん。ただいま。百合。今日も旨そうだ」




　スーツの上着を脱ぎ、ネクタイを緩めつつ席に着いたのは二十代後半の、妙に退廃的な色気のある優男。その名もロイ・ショッカー大佐。どこからどう見ても日本人であるにも拘らず、カタカナで表記されるお名前のこの男。ちなみに勤めている会社では偽名で通しているようで。『山田太郎』なんていう誰が見ても明らかに怪しい名前を刷った名刺を見せてもらったことがある。ふざけるにもほどがある。




「よし。では全員揃ったところで。いただきます」




　博士の声にみんなが唱和する。小学校の給食の時間のようだが、これがこの『百合荘』のルール。食事はなるべく全員で。感謝の心を忘れずに。




　現在時刻。夜の九時過ぎ。晩ご飯の時間としては結構遅い方で。ちゃぶ台についた私を含む五人は、減ったエネルギーの補充に専念する。とはいっても決して無言ではなく。やれ新しいバイト先がどうとか、やれ最近の若い者の風紀の乱れがどうとか、やれ微分積分は世間に出て役に立つのかどうかとか、そんな話題が飛び交う。そして。




「……今日は遅かったようだが、どうしたんじゃ？」

　博士が大佐に話しかける。

「ああ。ちょっとした問題がおきまして」




　照れたように答える大佐を眺めつつ味噌汁を口に含む。ううむ。やっぱりBさんの作る味噌汁は絶品だな。甘くもなく、かといって辛すぎもせず。お豆腐もしっかりと形を保ったまま、それでいて口に含むとほろりとほどけ……。




「いやあ。取引先の部長さんの奥さんとの不倫がばれましてね。目出度く懲戒解雇となりまして。困ったものです。はっはっは」




　ぶぶーっ。




「ちょ！　百合ちゃんー！　汚いー！」




　私の噴き出した味噌汁は思いっきり大佐の顔面を直撃する。整った顔にはりつくワカメがとてもシュール。世話好きなBさんが慌ててティッシュを取り出す。いや大佐の顔のことなんかどうでもいいよBさん！　今はそれどころじゃないの！




「何してくれんのよ！　大佐！　これで何度目！？　何度目なの！？　女性問題で会社をくびになるの！」

「えーっと。三回……いや四回目？」

　軽く首を傾げつつ大佐が答える。




「五回目ですよ。大佐」

　大根を突きつつAさんがのんびりと訂正する。

「くびになったのは五回じゃが、依願退職で済んだのが三回ほどあるな」

　タクアンを齧りつつ博士がさらに訂正する。

「えっとー。公にはなってないけど上司の奥様に手を出して会社に居づらくなって結局辞めたことも二回くらいあったわよねー」

　お茶を飲みつつBさんがのんびりと駄目押しをする。




「何で！？　何で大佐はそんなに女性関係に弱いの！？」

「いやあ。モテル男はつらいねえ。はっはっは」

「誉めてない！　誉めてないからね私は！　謙遜するところじゃないからねこれ！」




　見た目涼しく。身長高く。人当たりもよく。笑顔も爽やかなこの男。ロイ・ショッカー大佐は。その見た目通り女性には好かれる体質で。そして始末の悪いことに『来るもの拒まず。去るもの追わず』がモットーの人で。




「もういい！　大佐なんか会社勤めはやめてホストにでもなればいいんだ！」

「馬鹿を言っちゃいけない百合。思春期真っ只中の百合がいるのにも拘らず、そんな反社会的な職業につく訳にはいかないじゃないか」

「真面目な顔して何を諭すように言ってるのこのお馬鹿さんは！　あんたの存在自体が青少年有害指定文書みたいなもんじゃないか！　私の道徳教育の想いを馳せる暇があるならお願いですから大佐はまともにお勤めして家計を助けてください！」




　割と切実に！　博士は年金暮らしだし！　AさんもBさんもフリーターで収入安定しないし！　私のバイト代なんて微々たるものなんだし！　大佐が頼りなんだよこの『百合荘』の生活基盤はさ！




「……もういっそ悪の秘密結社らしく偽札でも作って……」




「それは駄目じゃな百合」

「それは駄目ですね百合さん」

「それは駄目じゃないかなー。百合ちゃん」

「それは駄目だと思うぞ。百合。やはり勤労とは尊いもので」




「あんたらが言うなー！！　しかもサラウンド方式で！　何なの！？　悪の秘密結社なのに偽札作りは認められないの！？　大佐の不倫はOKなのに！？」







　世の中の理不尽を責めるような、私の叫び声が響き渡った。







　☆　☆　☆　☆　☆







　――百合荘。その住人たちの正体は。




　悪の秘密結社のお抱えの科学者であった『博士』と。

　悪の秘密結社の幹部であった『ロイ・ショッカー大佐』と。

　悪の秘密結社の戦闘員A、Bであった『Aさん』、『Bさん』と。




　……何の取り柄もない、家事見習い候補の子女子高生である、私、本多百合で。







　つまり、ここは。







　一度は『正義のミカタ』により壊滅させられた悪の秘密結社、『ブラックシャドウ』の生き残りが潜伏した、秘密のアジトなのであった。

















第一幕　正義の白

第ニ話　カトリーヌの質問

第ニ話　カトリーヌの質問




「ふああーっ……。眠い。春眠暁を何とやら……」




　欠伸を噛み殺そうとする努力すらせずに朝の通学路を歩く。年頃の乙女が大口を開けて欠伸をしているその姿はいささかはしたないという自覚はあるが、何しろ我が家の周りは畑ばかりで。蜂やバッタに見苦しいところを見られても何とも思わない訳で。




「くそー。大佐め。帰ったらまたSEKYOUだ」




　深夜遅くまで大佐を説教していたせいで私は寝不足で。不倫で職を失った大佐はいつものように口では反省を述べるが、非常に残念なことに行動が伴わない。一度は許そう。二度目も許した。仏の顔も三度までの筈だった。しかしその後も一向に言動が改善されないのはどういう訳だまったく。




「そもそもあんな顔だけの今の大佐のどこがいいのよ……。謎だわ」

「あら？　百合ちゃん、おはよう」




　ぶつぶつと大佐に対する恨み事を述べつつ歩く私の背中に声がかかる。ふと見ると近所の田中さんのお婆ちゃんが、自慢の畑の手入れをしながら手を振っている。




「おはようございます。田中のお婆ちゃん。今日も早いですね」

「畑仕事は朝が早いのよ。百合ちゃんはこれから学校？」

「はい。そうです。でも今日は避難訓練だけなので午前授業なのです」

「そうなの。じゃあ帰りにでもまたウチに寄りなさい。春キャベツがとれたのよ」

「春キャベツ！　ありがとうございます！　お礼に草むしり手伝いますね！」




　このご近所のお婆ちゃんはなぜか私を気に入ってくれており、こうして四季折々の収穫物を恵んでくれる。家計の助けになるのはもちろん、お婆ちゃん自慢の無農薬野菜は実に甘くておいしくて。何よりこうして気にかけてもらえることが本当にうれしくて。




「あらうれしいわ。じゃあおいしいお茶菓子も用意しておくわね」

「私、もうお婆ちゃんちの子になります！」




　――きっと。多分。




　世間一般で言うところの『孫と祖母』というのはこんな関係なんだろうなと。望んでも望んでも今の私には届かない、そもそも私には生涯縁がないと思っていた血縁なんていうものを意識しながら。




　私は田中のお婆ちゃんと放課後の約束をする。疑似でもいい。うそっぱちでもいい。でも、それでも。せめて私の正体がばれるその日までは。こうして仲のいいご近所づきあいをしていきたいと、そう切実に願う。だって。こんなに。こんなにも。







　幸せな気分になれたのだから。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……不幸だ……」

「なぜ貴方は登校してくるなりそんなに不機嫌なお顔をしているの？」




　教室に入るなりダウナー少女へと変貌を遂げた私を見て、不思議そうに北欧系美少女が問いかけてくる。別に理由なんか無いのよ。ただ私は『学校』という空間が苦手なだけで。というかそもそも人間が嫌いなだけで。




「……早く放課後にならないかな……」

「……まだ朝のホームルームすら始まっていないというのに……」




　だから朝から目敏く私を見つけ、いつものように付きまとってくるカトリーヌちゃんの爽やかな御尊顔を拝することが私には既に苦痛な訳で。どうしてこのお姫様は私を構うんだろう？　高貴な貴方様に比べれば私なんか路傍の石ころのような存在なので、出来ればほっといてくれると大変うれしいのですが。




「そもそも避難訓練の為だけに登校しなきゃいけないというのが納得できない」

「訓練というのは普段からの心構えが重要なんです。『備えあれば憂いなし』です」




　何故この異国情緒に溢れた少女は日本語のことわざや四文字熟語の使い方に熟練しているのだろう？　さすが『平家物語』はおろか、『源氏物語』、『枕草子』まで読破したというだけのことはあるけど。そもそも『枕草子』って面白いのか？　あんなの、ヒマな清少納言が日々更新しているツイッターみたいなもんじゃないか。しかも発言内容も危ういぞ？　『小さいものは全て可愛い』って、今ならネット警察に見つかって通報されるレベル。ワールドワイドで宣言する内容じゃない。




「人間、身の危険を感じたら逃げるって。普通に。だから訓練なんかいらない」

「実際に悪の秘密結社である『闇夜の鴉』が暗躍している今こそ、必要なんです」

「…………」

「どうかしました？」

「なんでもない」




　……『闇夜の鴉』ね。




　私たちが所属していた『ブラックシャドウ』が壊滅したあとに血みどろの権力闘争を経て覇権を握った悪の組織。らしいけどさ。最盛期のウチよりも力が強いって噂の組織だけどさ。実際のところ、きっとここも噛ませ犬なんだろうなとそう思う。




「どうせその『闇夜の鴉』だか『明け方の鶏』だか知らないけどさ、結局のところその組織も『正義のミカタ』には敵わないわけでしょ？」

「それがそうでもないのですよ。百合」




　そう呟くと、このお姫様には珍しく憂鬱な顔をしてため息をつくカトリーヌちゃん。珍しいってだけで似合わない訳ではない。北欧風の彫の深いそのお顔は明るい笑顔だけではなくこういう表情もよく映える。まったく美少女は得である。典型的日本人のシンプルな顔をした私はそう思う。




「なんでよ？　『正義のミカタ』が負ける訳ないじゃない」

「百合、知らないのですか？　今の『正義のミカタ』はヒーロー一人と魔法少女二人の三人体制なのですが、この春に代替わりしたばかりで、経験不足でずっと苦戦しているんですよ？」







　……この世界における『正義のミカタ』と『悪の秘密結社』の関係は、ある意味持ちつ持たれつと言ってもいい関係で。そもそも『悪』がなければその対比となる『正』も単体では存在できない訳で。




　所謂、『悪の秘密結社』が活動を始めるとどこからともなく現れる『正義のミカタ』たちは少年少女に限定されている。公式な理由は不明だけれども、女の私になら想像はつく。十代半ばまでならともかく、二十歳を過ぎてまで『魔法少女』や『正義のヒロイン』のヒラヒラした衣装を着れないからだとそう確信している。




　想像してみるといい。夢と希望が一杯に詰まった、それと比例して衣装の面積が極端に狭い衣装を着てくるくる舞いつつポーズを決める二十代後半のお姉さんの姿を。それはもう痛々しいだけではなく、下手したらテレビでは放映できない、正義というより性技のミカタだと思う。そういうマニアックで十八禁なお店的なナニカだ。




　故に。『正義のミカタ』はだいたい一年単位で代替わりをする。稀に二年くらい継続する場合もあるが。ちなみにそれは専門用語で『2クール目』というらしい。残念ながらその意味は私には分からないけど。何かの隠語なのだろうか？　まあそれはともかく。







「……今期の『正義のミカタ』が弱っちいのは分かったけどさ。でも、どうしてそれをカトリーヌが気にする必要があるの？」

「べべべべ別に気にしてなんかいませんわ！　それにあれです！　『正義のミカタ』が弱いのではなく、ヒーローが弱いのです！　魔法少女の二人はよくやっています！」

「うおおっ！　なんだねカトリーヌさん！　何でそんなにむきになるのさ！？」




　くわっ！　っと目を見開いて迫ってくるカトリーヌさんが怖いです！　あれか？　この異国のお姫様は実は魔法少女のマニアだったりするのか！？　確かにどことなく百合百合しい雰囲気を持つお方だと思ってはいたけれども！？




「まったく！　前回の出撃の時だってわたく……ではなく！　せっかく魔法少女たちが追い詰めた怪人に止めを刺すべきヒーローがあろうことか敵の真ん前ですっ転んで逃がしてしまうし！　その前は怪人と間違えて一般人を攻撃しそうになるし！　その前だって……！」




　拳を握りしめ、わなわなと肩を震わせるカトリーヌちゃん。あれだな。感情をあらわにしない日本人と違って、異国のお姫様は怒りもストレートに発揮するのね。でもカトリーヌ？　そろそろ周囲の目が痛いからやめようね？　ほら教室にいるクラスメイトだけじゃなく、教室の外、廊下からもあんたに向かって視線が……って。あれ？




「落ちついてカトリーヌ。さあ深呼吸するんだ。ヒッヒッフー」

「百合！　それは深呼吸ではありませんわ！　出産のときの何かですよ！」




　ラマーズ式呼吸法っていうやつらしいよ。カトリーヌ。将来役に立つかもしれないから学んでおいて損はないと思う。どうでもいいことだけど。ところでさ。




「……お怒りのところ、大変申し訳ないんだけどもさ。お姫様？　さっきから廊下からこっちを見ている子がいるんだけど？　知り合いじゃないの？」

「話を逸らさないでもらいましょう百合周囲の目なんて関係ありません今重要なのは魔法少女のほうは有能であるというその証明であって今期の正義のミカタが弱いということではなくてその成否の見方をしっかりする必要があるということで」

「ああああうっさい！　カトリーヌ落ちつけ！　アレを見ろ！」




　私はお嬢様のしっかりと整えられた頭を強引に掴み、ぐりんと廊下側へと向ける。おのれお姫様め。なんだこのさらっさらの髪質は。絹糸どころの騒ぎじゃねえ。




「い、痛い！　痛いですわ！　百合！　離し……」




　カトリーヌのあげた抗議の声が不自然に止まる。その視線の先にいる少女。私と同様、短い黒髪で、しかしむしろザンギリ頭と表現してもよい私とは違う、よく手入れされたおかっぱ頭の、気の弱そうな、どことなく薄幸そうなその少女を見て。




「……百合。お話し中申し訳ありません。急用が出来ました」

「はいはい。どーぞどーぞ。早く行ってあげて」




　むしろ早急に。申し訳なくなんか全然ないから。あっちいってください。しっし。




　ふわりと優雅に立ちあがったお嬢様は。しかし、すぐには廊下へとは向かわず。何かを言いかけて、やめる。そんなことを数回繰り返し。




「……どうしたの？」

「……ねえ。百合。仮に。仮のお話なのですけど」




　何かを思いつめたような、秘密を打ち明ける罪人のような表情で、カトリーヌがそっと呟く。先程の大騒ぎとは別の声で、私にだけ聞こえるように。そっと。




「……もし、貴方の友人が、その、正義のミカタだとしたら、貴方はどうします？」




　質問の意図が分からない。分からないけど。でも。私は断言する。




「そんなの決まってる。……縁を切る。だって私は、さ」




　私の答えに衝撃を受けたように息を飲むお嬢様に向け、私は続けて言い放つ。







「だって私、大っ嫌いだもの。正義のミカタ。本当に、心から」







　私から全てを奪った、しかも二度も奪った正義のミカタを。







　私は絶対に。絶対に。一生許さない。
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第三話　ヒーロー登場




　ピンポンパンポーン。




『えー。全校生徒にお知らせします。全校生徒にお知らせします。只今から避難訓練を開始します。……街に怪人が現れました。生徒の皆さんは、至急、学級委員の指示に従い、速やかに校庭へ避難を……』







　校内放送用のマイクから緊張感のない声が流れる。その声に合わせ、クラスメイトたちがのんびりと立ち上がる。雑談しつつ廊下へ向かい歩き始める。




「あー。とりあえず勝手に出るなよ。廊下側の列から順番に、だ」




　クラス委員の三田君が声を上げる。明るく朗らか。真面目で優秀。学級委員をする為に生れてきたような彼の言葉にそれなりに秩序が生まれる。とは言っても雑談は止まらないし、聞いてないやつもいるのだが。




　わいわいがやがや。適当に話しつつ適当に廊下へと向かうクラスメイトたちを見つつ三田君が苦笑している。高圧的な管理型クラス委員長ではない彼にとって、この程度なら許容範囲なのだろう。逆に、こういう無秩序を嫌う筈の副委員長様が静かなのが気になる。普段の彼女なら委員長を差し置いてでも黙らせる筈なんだけど……。




　ちらりと銀色のお嬢様に視線を送る。……目が合った。




「――っ！！」




　慌てて目を逸らすカトリーヌちゃん。その反動で長い綺麗な髪が揺れる。むう。別に取って食ったりしないからさ、そんなに怯えなくてもいいじゃん。




　……なんてね。




　そりゃ普通の人だったら引くよね。『正義のミカタ』が大嫌いなんて宣言されたら。うん。分かってる。分かってるからさ、カトリーヌ。私がおかしいのはよく分かってるんだ。だから気にしないで欲しいな。




　私はため息一つつくと、いやいやながら立ち上がる。避難訓練に参加するクラスメイトの列につく。無言でその最後尾に並ぶ。教室から出る直前、ちらりと肩越しに見てみると、もう中にはカトリーヌと三田君しかいなくて。落ち込んだように肩を落としているカトリーヌに三田君が話しかけていて。




「……どうしたんだ？　カトリーヌ。そろそろ行かないと……」

「……先に行ってください。私のことはほっといて」

「……何かあったのか？　俺でよかったら話を聞くくらいなら」

「……っ！！　貴方が！　貴方がもっとしっかりしていれば……っ！」




　何やら言い争う声がする。まあきっと私には関係ない話。だから聞かない。私は義務感のみで動く足の思うままに外へと向かう。窓の外に広がる五月晴れ。散った桜の樹に青々とおい茂る緑の葉を眺めつつ、ふと私は思う。




「カトリーヌ、どうしたんだろうなあ……」




　やっぱり魔法少女の熱烈なファンだったのかな？　『正義のミカタ』の魔法少女は昔から老若男女問わずの大人気で。その名前は遠く異国の地へも届いている筈で。もしかしたらカトリーヌの国でも人気があったのかもしれない。この春に日本へ来たという彼女もその存在は知っていたのかもしれない。




　だとしたら。それをああまで憎しみをこめて悪し様に言われたら。彼女は傷ついたのかもしれない。悲しく思ったのかもしれない。……そして、そんな発言をした私に悪意を抱いたのかもしれない。だから。




「もう、話しかけては来ないかもしれないなあ」




　ぽつりとそう呟く。孤独に慣れることと、孤独でいることは違う。孤独に『慣れた』私は孤独で『いる』ことに抵抗はないけど、別に好き好んで自分から一人になった訳じゃない。







　世界が私を一人にしたのだ。

　世間が私をその輪から弾いたのだ。







　それを嘆いた私は、それを悲しんだ私は。されど決して膝を屈して許しを請うことはせず。下げたくもない頭を下げることは出来ず。結果としてますます孤立していき。気がつけば周囲には誰もおらず。




「クラスメイトと話をするなんて、久しぶりだったんだけどな」




　誰にでも優しいお嬢様は。誰にでも分け隔てなく接するお姫様は。いつの間にか人を寄せ付けない雰囲気を身につけてしまった私にも例外なく話しかけてきて。……いや、それどころか数いるクラスメイトの中でも特に私を狙ったように話しかけてきて。




　でも。それももう終わり。私はきっと彼女に嫌われた。いや、違うかな？　彼女『にも』嫌われた。この世界は私にこれっぽっちも優しくはしてくれない。




「ごめんね」




　何に対して謝っているのか、自分でもよく分からない。ううん。実は分かっている。私はきっと彼女の大事なものを否定した。お節介なお姫様の気持ちを踏みにじった。それは酷いことだとそう思う。でも。だって。仕方ないのだ。何故ならば。







「それでも、私は、『正義のミカタ』が大っ嫌いだから」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……適当に始まった高校の避難訓練は適当に終わり。校庭に並んだ全校生徒を前に校長先生がありがたくもない話を長々と述べ。貧血で倒れた生徒が五人を超えたあたりで教頭先生により強引に話がまとめられ。教室に戻った私たち生徒は、各クラスの担任による短いホームルームを済ませると晴れて自由の身となった。




「……さてっと」




　私は学校指定の鞄を手に取る。今日はバイトもない日。これから私は田中のお婆ちゃんのウチへ向かい畑仕事を手伝うのだ。春キャベツの為に。




　基本的に私の放課後はバイトか家事かの二択なので、こうして予定があるのは珍しい。増してその報酬は無農薬育成の春キャベツである。そりゃ心も躍るというものである。他のクラスメイトのようにカラオケやらボウリングの予定はない。どちらかと言えばボーリング的な予定である。穴掘り的な意味で。




　取れたての春キャベツをどう調理しようか、そんなことを考えつつ廊下へと向かう――途中でカトリーヌと目が合う。いつもならまたここで何らかの言葉の応酬がある筈なのだが。




「……さよなら。また明日ね。百合」

「……ああ。うん。また明日」




　正直、これにはちょっと驚いた。このお姫様はまだ私とのコミュニケーションを諦めてはいないようだ。あれだけ全否定されたのにも拘らず。その真っ直ぐな思いに尊敬すら抱く。やはり生粋のお姫様は一味違う。




　たかが挨拶。されど挨拶。このお姫様はまだ私を『挨拶するに足る者』として認識してくれている。それは何か、形容しがたい感情を私に抱かせる。




　感謝、とはちょっと違う。当たり前のことを当たり前に出来るお嬢様。その強さに憧れる。惹かれる。固く閉ざされた私の心を解かされそうになる。







　……この世界の全ての人間が、このお姫様のような人ばかりならよかったのに。







　そんなことを考えつつ、私は教室を出た。







　☆　☆　☆　☆　☆







　私の足はいつもの習慣で駅前の商店街へ向かう。今日はお魚が安い日。一家の稼ぎ頭である大佐の無職が決定した以上、当分は緊急財政を組まざるを得ない。高タンパク低カロリーコストパフォーマンス抜群のアジの開きとかホッケの塩焼きに頼る生活になりそうだ。お肉？　そんなものは我が家では贅沢品なのです。お肉が食べたかったらお肉が出る家庭の子になりなさい。




　……ぼーっと今日の献立を考える私の耳に、甲高い警報音が突き刺さった。







『こちらは過去川市役所防災センターです。住民の皆様のお知らせします。只今、駅前商店街に怪人が出現しました。住民の皆様は警察の指示に従い、速やかに避難を……』







　街頭に設置されたスピーカーから避難勧告が流れ出す。それにせかされるように商店街のお店が次々とシャッターを下ろし始める。お目当ての魚屋さんのシャッターも目の前で閉められた。




　……あー。ついてないな。これじゃ買い物できないじゃないか。くそう。悪の秘密結社め。『闇夜の鴉』め。出るなとは言わないから、もう少し時間をずらしてくれればいいのに。滅びてしまえばいい。




　どうやら怪人とその一味は私の進行方向の先に出現したようで。逃げまどう人の集団が私のほうへ向かって走ってくる。その背後から人々を追いかける黒服黒サングラスの群れ。中には銃器や鈍器のようなものを持った奴もいて大変危なっかしい。




　そして、そのまたさらに背後にいる怪人。ニンゲンに強引にカニを合成したようなその不格好な怪人が、手と一体化した巨大な鋏を振り回しつつ何かを叫ぶ。




「けーっけっけっけ！　追え！　追うんだ戦闘員たちよ！」




　その声に合わせ、黒服の戦闘員たちが『おうっ！』と野太い声を上げる。……興味がないから知らなかったけどさ、『闇夜の鴉』の戦闘員ってこの黒服たちだったのね。あんたらには美意識が足りないと思う。戦闘員たるもの全身黒タイツで黒マスクをかぶり、掛け声は『イーッ！！』に決まっているだろうと説教してやりたい。してやろうか？　割と本気で。元悪の秘密結社の一員としてはそこは譲れないところだったりするんで。




　まあ、そうは言っても私自身は組織に属していたというだけで、不思議な魔法を使えるでもなく、強力な力を持っている訳でもないのだが。







　しかし。そんな非力な私に代わって悪の一味に声をかける者がいた。







「そこまでだっ！　それ以上の狼藉は『正義のミカタ』であるこの僕、『ライジング・スター』が許さなごふうぅぅうっ！！」







　…………。







　そう名乗りつつ現れた、シルバーの生地に雷をモチーフしたであろう閃光を縫い込んだコスチュームに身を包み、同色のフルフェイスヘルメットで頭部を護る『正義のミカタ』の『ライジング・スター』は。




　格好よく悪の一味の真ん前に現れたまではよかったが、どうもその出現位置が悪かったようで。全力疾走で人々を追いかけていた黒服の群れは突然現れた『正義のミカタ』を目の前にして急停止出来ず、その身を思いっきり跳ね飛ばしてしまう。




「…………あ」




　跳ね飛ばされた側のヒーローも困ったろうけど、跳ね飛ばした方の黒服も戸惑っている。『ヒーローが名乗りを上げるまで攻撃してはならない』、そんな暗黙の了解を無視してしまった気まずさに（しかも過失はヒーロー側にある）言葉を失っている。




　…………まあ、その、なんだ。




　なんというか、『悪の組織の美意識』が足りないこいつらと、『正義のミカタ』の一番の見せ場である名乗りシーンすらまともに出来ないこのヒーローは、ある意味お似合いなんじゃないかな？　うん。遠くで幸せになって欲しいものである。




　――関わり合いたくない連中に背を向け、何も見なかったことにして帰ろうとした私の足は。しかし、どこかで聞いたような声のせいで強制的に止まってしまう。







「何をしてるんですかっ！　貴方はっ！　早く立ってください！　あとここでの戦闘は駄目です！　周囲に被害が出てしまいますから！　この先に広い畑が広がっています！　そこでなら誰にも迷惑をかけることなく戦うことが出来ます！　急いでください！」







　……何だと？　その畑と言うのはあれか？　もしかしてこの先の、田中のお婆ちゃんが精魂こめて手入れをしている大事な畑のことなのか？







　またか。またこいつらは。『正義のミカタ』なんて名乗る糞ったれどもは。







　正義の名のもとに。正義の名を免罪符にして。罪もない人々を踏み躙るのか。苦しめるのか。何の罪の意識もなく。いいことをしたと自分に酔いしれて。







　――めらりと。自分の中にある昏い炎が燃え上がる。拳を握りしめる。







　上等じゃないか。そっちがその気ならこっちにも考えがある。正義の名の元に踏み躙られる蟻は確かに小さいけれども。その顎には力がある。毒を持つ者すらいる。蟻にだって反撃する権利はあるのだ。




　私は走りだす。連中の先回りをする為に。『正義のミカタ』も『悪の秘密結社』も関係ない。ただ私は。私の大事なものを護る為に。







　――総統から頂いた、大事な大事な宝物であるペンダントを、ぎゅっと握りしめて。











第一幕　正義の白

第四話　私が悪の女幹部である理由

第四話　私が悪の女幹部である理由




　……それはずっとずっと昔の話。秘密結社『ブラックシャドウ』のアジトにて。







「そーとー。そーとー。おねがいがあるのです」




　幼い私が総統に話しかけている。執務室の豪奢な椅子に腰かけた総統は、コーヒーを片手に報告書の確認中で。私の方を見向きもしない。




「そーとー。そーとー。きこえていますか？」




　総統のすぐそばで騒ぎ立てる、うるさく騒ぐ私の声が聞こえていない訳がないのだが。クールな総統は聞こえないふりというか、私の存在を無視しているようで。




「そーとー。そーとー。おはなしをきいてください」




　今ならば分かる。執務中に煩い幼女に付き纏われる総統の気持ちが。本気でうざかったろうなとそう思う。でも当時の私にそんなことが理解できる筈もなく。




「そーとー。そーとー。……そーろー」




　ぶほっ。




　とんでもない発言が幼女の口から飛び出したことにより、口に含んでいたコーヒーを噴き出す総統。総統の名誉の為に断言するが、総統が早○であったという事実はない。……ないと思う。知らないけど。というか知っていたら問題だけど。




「げほっ！　げほっげほっ！！　おいお前！　どこでそんな言葉を覚えた！？」

「はい？　たいさにおしえてもらいました！」




　大佐の名誉の為に断言するが、あの男が幼女に変態的な言葉を教え込む趣味があった訳ではない。舌足らずだった幼い私が『総統』を噛んで『早○』と言い間違えたのを、たまたま聞きつけた大佐がバカ受けしたのでそれを憶えていただけである。




　ついでに私の名誉の為にもここは強く断言するが、当時の私はもちろんその言葉の意味を知らない。大佐がバカ受けしたことで気を良くしたお馬鹿な私が、総統の気を引きたくて口にしただけである。所謂一つの黒歴史である。嗚呼、記憶から消し去りたい。なかったことにしてしまいたい……っ！




「……とりあえず、その言葉は二度と口にするな」

「はい。わかりました。そーとー。……なにをしてるんですか？」

「うん？　とりあえず大佐の減俸処分を書類にしているところだ。あの男は幼女に何を教えているのだ……。むしろ降格でもいいくらいだがそうすると戦力が落ちるしな」

「？？？」




　幼い当時の私には理解できなかったが、後に聞いたところによると、大佐の給与は半年に渡り減俸されていたらしい。ま、自業自得というものである。




「……で、何の用なんだ？」

「あ。はい！　そうでした！　そーとー！　わたしもたたかいたいです！」

「馬鹿なことを言うな。お前のその小さな体で何が出来るというのだ？」

「でも。たいさがいってましたよ？　『幼女には幼女のニーズがある！』って。だからきっとへいきです！　……あれ？　なにしてるんですか？　そーとー？」

「うん？　とりあえず大佐を自宅待機処分にする書類を書いている。……あの馬鹿。ニーズって何だニーズって……。一度本気で魔空間に閉じ込めてやろうか？」

「？？？」




　幼い当時の私には理解できなかったが、後に聞いたところによると、大佐は実際に魔空間に三ヶ月ほど幽閉されたらしい。ま、自業自得というものである。




「おねがいします。そーとー。わたしもせいぎのみかたとたたかいたいのです」

「あー。もー。わかったわかった。……これをやる」




　そう言って総統がしぶしぶデスクの引き出しから取り出したもの。それは銀の鎖のペンダントで。幼いながらも女の子であった当時の私は、その鎖が照明を反射してキラキラと輝いているのが珍しくて。眩しくて。




「すごいきれいです！　これはなんですか？」

「女幹部への変身キットだ。これを使えばお前でも変身できる」

「かっこいいです！　ありがとうございます！」

「ただし！　これにはサイズがある！　今のお前ではとても着れたものじゃない。だから、お前が大きくなって、それに合うサイズになるまでは使用禁止だ」




　早速女幹部へ変身しようとした幼い私は総統の言葉にぶーたれる。




「えー」

「『えー』じゃない。それくらいは我慢しろ。悔しかったら早く成長しろ」

「むう。わかりました。はやくおおきくなるためにもんでもらってきます」

「……おい待てお前。今なんて言った？　それも大佐から教わったのか？」




　総統がすらりと腰に差してあった刀を抜く。『正義のミカタ』を目の前にしている時よりも殺意溢れるオーラを纏っている。今の総統なら、世界くらいなら一人で簡単に征服できそうな感じである。




「いいえ？　それはBさんからおしえてもらいました。『どうしたらBさんみたいにおおきくなれますか？』ってきいたら、『揉んでもらえばいいのよー』って。なぜかむねをはりつついってました」

「ウチの組織の連中はどいつもこいつも……っ！！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　私はそんな美しい思い出の、……美しい思い出の……？　美しい……か？　うん、どうだろう？　いやきっと美しい。多分。きっと。美しい筈。美しいといいな。美しいんじゃないかなあ……。まあとにかく。思い出の詰まったペンダントを握りしめる。







　――あれから数年が過ぎ、私の体は大きく成長した。







　このペンダントは、大事な時には使えなかったけど。

　私は私の大事なものを護ることは出来なかったけど。




　あの頃よりは成長した今の私なら。あの頃と同じ思いを抱いている今の私なら。

　大事なものを奪われる辛さを知っている私なら。戦う術を持った今の私になら。







　何度も。何度も何度も。穴が開く程読み続けた、一言一句全てを記憶したペンダントのマニュアル。その起動キーワードを叫ぶ。天に届けと声を上げる。







「メタモルフォーゼ！！」







　強く。強く握りしめた銀のペンダントが光を放つ。秘密結社の魔法のアイテムらしく、逆十字架のそのペンダントから眩い光が溢れだす。私の身を包む。







　身に着けていた高校の制服が、黒いセーラー服が分解されていく。これ外から見たらどう見えるのだろう？　この光のカーテンの遮光性の高さを信じる。悪の女幹部として恐れられるのはともかく、単なる露出狂と思われるのは勘弁してもらいたい。露出して喜ばれるほど立派なものは持っていないし。




　完全に衣類が吹き飛んだ私の体に、黒い霧がまとわりつく。その霧が衣装へと姿を変えていく。悪の女幹部らしい、ぴったりと体に張り付いた黒いレオタードへと変わっていく。ご丁寧におへそのあたりだけ切り抜かれた表面積の少ないレオタードへと。これは恥ずかしい。やはりダイエットをしておくべきだったと今更ながら後悔する。




　色気が足りないと言われる（発言者である大佐は殴っておいた）私の足を、赤いロングブーツが包み込む。ピンヒールのついたその靴はちょっとだけ踵が高くて。普段ローファーかスニーカーしか履かない私にはやや難易度が高い。慣れるまでは歩くのも大変そうだが、これで踏みつけたら相当痛そうではある。対痴漢用には最適かもしれない。今度大佐で試してみようと思う。




　薄い私の肩にマントが装着される。風にはためくそのマントが総統の身に着けていたものと同じデザインであることに気がついて。同じカラーであることに気がついて。私の心がざわめく。痛みを伴った記憶が甦る。総統の広い背中を思い出す。私を護ってくれた力強い背中を。それが消え去った時の記憶を。痛みを。悲しみを。涙を。無理矢理心の奥底から引きずり出される。




　そして最後に。中心から真っ二つに割れた般若の面が、私の顔の左半分を覆う。怒りの表情を露わにしたその仮面はまるで私の心のようで。天をも焦がさんばかりのその憤怒はしかし、志半ばにして折られた私の気持ちを表すようで。







　……光のカーテンが消えていく。徐々にその光を失っていく。その中心にいたのはもう『女子高校生　本多百合』ではなく。その正体は。







「秘密結社、『ブラックシャドウ』の女幹部！　ブラック・ユリィ！　見参！！」







　右手を振い、ポーズを決める私の足元から強い風が吹く。はためくマントが私の登場シーンを彩る。うん？　恥ずかしくないのかって？　そんな訳があるか。この変身アイテムは総統が私にくれた大事な宝物。名乗る名前は総統が私につけてくれた大事な言霊。とったポーズは総統が私へと考えてくれた大事な思い出。







　その全てが私の原点。私の存在理由。私が私である理由。







　私は自分が悪の女幹部だと胸を張って宣言する。だからこの衣装も、このポーズもこれっぽっちも恥ずかしくなんかない。疾しさなど一片たりとも存在しない。むしろ誇らしさすら感じられる。




だって私は、私の正体は。私の夢は。希望は。真っ直ぐに。愚直に。ただひたすらに憧れたのは。この悪の女幹部の姿なのだから。







　私が悪の女幹部である理由。







　――それは大事なものを護るため。正義の名のもとに踏み躙られる、ささやかな幸せを護るため。正義の光では救われない、正義の名のもとに犠牲を強いられる弱いものを護るため。







　過去の私のような存在を、もう二度とこの世界に生みださないために。







　ただ、それだけなのだから。







　……私は背後を振りかえる。田中のお婆ちゃんの自慢のその畑は。綺麗に手入れされたその畑は。田中のお婆ちゃんが雨の日も風の日も、暑い日も寒い日も、毎日欠かさず草を抜き、水を撒き、固い土を掘り起こし、素敵な野菜を育ててきたその畑は。







　……不幸にも自分の子供に先立たれ、連れ合いも亡くし、孫にも恵まれなかった田中のお婆ちゃんの生きがいで。生きる支えで。命の元で。







　私は断言する。そんな大事な空間を。かけがえのないその存在を。――『周囲に人がいないから』――そんな簡単な理由で踏み躙る『正義のミカタ』を。それに釣られるマヌケな今の悪の秘密結社『闇夜の鴉』の馬鹿怪人を。その一味を。







　私は、絶対に、許さない。







　顔を正面へと向ける。こちらに向かって追い立てられる『闇夜の鴉』の怪人と黒服たち。その背後に白とピンクの衣装がひらひらと見え隠れする。多分あれは『正義のミカタ』の魔法少女たち。ドレスのようなその衣装は、可愛らしさでは私のものよりは上だろうけど、詰められた想いはきっと私のほうが深い筈で。




先頭を走るカニ怪人を睨みつける。軸となる左足をアスファルトの道路へと叩きつける。悪の女幹部へと変身した私のその怒りを支えきれず、固い筈のアスファルトにひびが入る。私の足がめり込んでいく。




　腰を捻る。右手を腰にあて思いっきり『タメ』を作る。左足の土踏まずに力を込める。そこを軸として全身を回転させる。持ち上げた右足を横殴りに振り切る。そのつま先をピンと張り、角度をつける。狙いをつける。







「だあらっしゃあああああああっっっ！！！」







　乙女らしさの欠片もない、そんな腹の底から響くような気合を入れ、私は私の右足を、そのつま先を、カニ怪人の横っ面に向け叩きつける。頬を抉るように。突き刺すようにして力を解放する。




「な、お、お前は何者ごふうぅぅぅぅっ！！！」




　突然進行方向に現れた私に向かい、何かを問いかけてきたカニ怪人の言葉にこれっぽっちも耳も貸さずに振り切った私の足は。正確にその顔面を横から突き刺し。




　畑の前を横切る道路に沿って、その不格好な体を弾丸のように吹き飛ばす。







　ざっぱーん。







　その道路の先には、我らが過去川市民自慢の一級河川、過去川が悠々と流れており。遠く百メートルは離れたその水面に水しぶきが上がった。







「…………え？」

「『え？』じゃないわよ。この三下ども。あんたらのご主人様が吹き飛んだわよ。さっさと回収に行かないと後で上司に怒られるんじゃないの？」




　突然視界から指揮官が消し飛んだことにより、茫然としていた黒服たちに向け私はそう言い捨てる。見る間に蒼ざめていく黒服たち。




「か、か、カニゾーさまあああああっ！！」




　そうか。あのカニ野郎の名前はカニゾーっていうのか。さすが美意識の足りない悪の組織。怪人の名前にもセンスが感じられない。慌てて過去川に向け走り出す黒服たちを見つつ、私はそう思う。




「……ふう」




　怒りを蹴りの形にして叩きつけたことにより、頭に上っていた血が下がってくる。いつもの私らしい冷静さを取り戻す。その身は悪の女幹部ではあるけれども。やたらと露出の多い服装をしているけれども。中身は変わらず年相応の女の子な訳で。




「ま、これで一安心、かな？」




　私は変身を解く為に再びペンダントを握りしめる。あの馬鹿カニ怪人を倒すのは『正義のミカタ』の仕事で。私は田中のお婆ちゃんの畑が守れればそれで満足で。







　――だから。一仕事を終えた私は油断していて。彼女のことに気がつくのが遅れて。







「……何を、しているのですか？　百合？」







　純白の、光り輝くひらひらのドレス状の。でもドレスというのにはちょっとスカートの丈が短くて、その抜けるように白い肌の足がとても綺麗で。圧倒的な存在感で見るもの全ての視線を独占する、白銀に光る髪の、白い『魔法少女』が。







　――カトリーヌが、蒼い瞳で、私を見ていた。
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「……百合。ですわよね……？」

　白い正義の魔法少女であるカトリーヌが問いかけてくる。




「……カトリーヌ、よね……？」

　黒い悪の女幹部である私がそう答える。







　見間違えようがない、長く輝く絹糸のような白銀の髪。優しさと凛々しさの同居した綺麗な顔。夢のような可愛らしさと天使のような高貴さを併せ持った、そんな白い衣装を身に纏ったこの少女は。深く蒼い瞳に驚愕の色を浮かべて私を見つめる。







　そうか。カトリーヌ。この少女であるならばと納得する。







　誰よりも優しく、誰よりも気高く、誰よりも貴いこの少女こそ。

　魔法少女に、平和を護る正義のミカタに相応しいと、そう思う。




「あ、あの。お嬢様？」




　カトリーヌの背後にいたピンクの衣装の少女が恐る恐る声をかけてくる。よく見ればその子は廊下からカトリーヌを見つめていた気の弱そうな少女で。ああ、なるほど。そう言えば魔法少女は二人組だったなと。白とピンクの二色だったなと思い出す。




「……先に行っていなさい。雪乃」

「で、でも……」

「いいから！　早く！」

「は、はい！　分かりました！　お嬢様！」




　雪乃と呼ばれたその少女は、ぺこりと勢い良く頭を下げると走り出す。綺麗に整えられた黒髪が揺れる。日本人形のようなその顔にピンクの衣装はやや違和感があったけど、それでも彼女の可憐さを引き立てているようで。




　敵わないなと。そう心の中でため息をつく。




　誰からも愛される魔法少女は、その姿形からして悪の組織の女幹部とはものが違う。白やピンクのひらひらしたその衣装には、黒や赤のどぎつい色をしたこの衣装では勝てない。カトリーヌの美しさも、雪乃と呼ばれた少女の可憐さも、私にはないもので。




　だからと言って卑屈にはならないが。でも。やっぱり。







　この世界はやはり『正義のミカタ』を優遇しているのだと、そう感じてしまうのだ。







「……どういうこと、ですか？」

　白い魔法少女がそう問いかけてくる。信じられないものを見たような目で。




「……見てのとおりよ。カトリーヌ」

　黒い女幹部がそう答える。後ろめたさから目を逸らしつつ。




　正義の魔法少女と悪の女幹部は立ちつくす。お互いその正体は秘密の筈で。魔法少女にも悪の女幹部にも、一般の人にはその正体が認識されないように、顔を見られてもそれがカトリーヌや私に直結しないように特殊なフィールドが張られているのだが。




　その効果は一般人用でしかなくて。お互いには作用してくれなくて。




　カトリーヌは認識してしまう。――私が悪の女幹部だということを。

　私の目は映してしまう。――カトリーヌが魔法少女だということを。




　どんな偶然だこれは。神様ってやつはよほど性格が歪んでいるのに違いない。悪意を持って運命を弄らなければ、有り得ない程の不幸な偶然。偶然選んだ高校の、偶然同じクラスになった二人の女の子の正体は。







　――不倶戴天の敵と言ってもいい。決して相容れることが出来ない存在で。

　正義のミカタの白い魔法少女と、悪の秘密組織の黒い女幹部、でした――。







「……行ったほうがいいよ。カトリーヌ。あの怪人はまだ倒されていないから」

「……そうですわね。私は『正義のミカタ』ですから。それが私の使命ですし」




　カトリーヌはそう呟くと私に背を向ける。騒がしい過去川のほうへと目を向ける。……それは仲間が気になるのか。それとも私に対して心理的に背を向けたということなのか。私には判別がつかない。




「……ねえ。百合？　ひとつだけ、聞いてもいいでしょうか？」

「……何よ。カトリーヌ。答えられることなら答えてあげるわ」




　私はそう呟くとカトリーヌに背を向ける。私が守った畑のほうへと視線を向ける。……それは視線を逸らしたかっただけなのか、それともカトリーヌへの気持ちの表れなのか。私には区別ができない。




「貴方が教室で言った言葉。『正義のミカタなんて大っ嫌い』っていうのは、貴方が悪の組織の人間だから、そういう理由からなのですか？」

「ううん。違うよ。私は悪の組織の人間だから正義の味方が嫌いな訳じゃない。正義の味方が嫌いだからこそ悪の組織の人間になったんだよ」




　背中越しに私の言葉を聞いて、白い魔法少女の動きが止まる。足音が止まる。




「……それってどういう意味ですか？　同じじゃないのですか？」

「全然違うよ。カトリーヌ。私が正義を嫌った訳じゃないんだよ」







　そう。私だって子供の頃は。正義のミカタの魔法少女に憧れたのだ。でも。







「だって。私は正義を嫌ってなんかいなかった。正しいことをしようと思っていた。でも。そんな私を受け入れず。そんな私を弾き飛ばし。そんな私に石を投げつけ。世界から遠ざけようとしたのは」







　きつく。きつく。血が滲むほどに唇を噛みしめる。







「先に私を嫌ってきたのは、正義のほうだったんだよ」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……何故かひとつ頷くと走り出したカトリーヌを、白い魔法少女を見送りつつ、私はもう一度ため息をつく。




「……バレちゃったなあ……」




　今更正体がばれた所で、私自身は痛くも痒くもない。いじめには慣れている。迫害にも慣れさせられた。もうそんなものではもう私の心を折ることは出来ない。




　でも。私自身ではなく。私の大事な人たちが。家族が。




　私の為に悲しんでくれる。怒ってくれる。嘆いてくれる。それが逆に申し訳なくて。心配をかけたくはなくて。だから私は自分の正体を隠していたのだけれども。




「入学早々転校とか、そんなお金はないしねえ……」




　我が家は常に緊急圧縮予算で運営されているのだ。そんなお金はどこを探しても出てこない。国のお世話になるなんてまっぴらごめんだし。




　さてどうしようかなあ……。そんなことを考える私の目の前に土煙を巻き上げつつ走る込む影。それは怪人の一味からも仲間である魔法少女からも置き去りにされたシルバーコスチュームの正義のヒーローで。




「やあっ！　君！　怪我はないか！？　俺は正義のヒーローだっ！」




　……いらっ。

　暑苦しくもそう宣言してポーズを決めるその男にちょっとだけいらつく。




「さあっ！　俺が来たからにはもう心配はいらない！　悪は俺が倒す！」




　…………いらっいらっ。

　心配なんか誰もしていない。三下の戦闘員に吹き飛ばされる自分の心配をしろ。




「悪を倒す為ならどんな犠牲も厭わない！　それが正義のミカタ！」




　……………………いらいらいらいらいらいら。ぷつん。




　ぐいっ。




「ぐ、ぐえっ！　く、苦しい！　何をするんだ！？」

「おいそこの銀ピカ野郎。お前今なんて言った？」




　私は込み上げてくる怒りをそのままに、ヒーローの胸倉を掴みあげる。悪の女幹部へと変身した私の腕は、日本人の平均的男子くらいはありそうなヒーローの体を片手で楽々と持ち上げ、ネックハンキング状態にして吊し上げる。




「え？　え？　ええっ！？」

「『どんな犠牲も厭わない』。そう言ったな？　そう言いやがったよな？」




　私の殺意を込めた視線にヒーローが怯える。フルフェイスヘルメットでその表情は分からないけど、今のこいつはライオンの前に飛び出した野兎のように震えている。情けない。こんなやつが、こんなやつが『正義のミカタ』だと呼べるのか。




「馬鹿なお前にも分かるように言ってやる。いいか？　『どんな犠牲も厭わない』。そう思うのは勝手だ。でもそう思うのならばまず自らを犠牲にしろ。間違ってもその思想を人様に押し付けるな。増してやその『犠牲』とやらを他人に求めるな」




　コクコクと反射的に頷く銀色のヒーロー。恐怖の余りか、それとも首を締めあげられているせいなのか、その声は聞こえないが、言葉は耳に届いているようだ。




「いいか？　馬鹿なお前が忘れないようにもう一度言ってやる。『どんな犠牲も厭わない』。そう考えるお前が、お前たちが、『正義のミカタ』が、悪を倒すという大義名分のもと、誰かに犠牲を強いるというのならば」




　私は腕に力を込める。戦闘服も裂けよと言わんばかりに握り締める。吊り上げたヒーローの顔を真正面に見て宣言する。叩きつけるように言ってやる。




「……その時は、この私が、悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の女幹部であるこの私が、貴様らを叩き潰す。徹底的に叩き潰す。塵ひとつ残さずに叩き潰してやる。忘れるなよ。貴様らが正義の名のもとに暴挙に及ぶというのなら」




　握りしめた腕に更に力を込める。野球のオーバースローのように振りかぶる。その反動で振り回されたヒーローが情けない悲鳴を上げているが聞く耳を持たない。




「……私を倒す、その覚悟を持ってくるがいい。返り討ちにしてくれる。貴様らが二度と『正義のミカタ』などと名乗れないようにギタギタにしてくれる。分かったな？　わ・か・っ・た・な・っ！？」




　私はその声にあわせて力一杯ヒーローを投げ飛ばす。過去川のほうに向かって投げ飛ばしたのは武士の情けである。あっちにはこいつのお仲間が、カトリーヌがいるだろうしね。きっと手厚く葬って……じゃない。手当くらいはしてくれるだろうから。







「……ふう」




　パチパチパチパチ……。




　体内に残っていた怒りの残滓をため息の形で吐き出した私の背中に向けて、軽い拍手の音が贈られてくる。







「……名演説、じゃったぞい。百合」

「……博士」







　白いもじゃもじゃの髪の、白いくしゃくしゃの白衣を引っかけた姿の博士は。いつものように優しい頬笑みを浮かべつつ、私の頭を撫でてくれる。







「……ごめんなさい。博士。私、変身、しちゃった」

「そのようじゃな」

「……きっと、多分。正体もばれた」

「そうか」

「……怒らないの？　博士？」

「何故怒る必要があるんじゃ？　百合は自分の信念に従っただけじゃろう？」

「……うん」

「だったら胸を張りなさい。総統のように。堂々と。自信を持って」

「…………うん」







　……『ブラックシャドウ』は壊滅したとはいえ、元は『正義のミカタ』と何度も死闘を繰り広げた悪の秘密結社な訳で。その生き残りである私たちは、正体がばれれば世間から石を投げつけられて追われる存在で。




　だからこそ。私たちは。博士は。大佐は。Aさんは。Bさんは。




　その力を隠し。その能力を隠し。世間に溶け込むようにして静かに暮らしていたというのに。それを皆に徹底させていたのは自分だったというのに。







「……博士」

「うん？　なんじゃ？　百合」







「ごめ……じゃなくて。ありがとう」







　私がようやく絞り出した言葉に、博士はもう一度にっこりと微笑んでくれ、そのゴツゴツした大きな手で、優しく頭を撫でてくれた。
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　私の、本多百合の父親は、小さな町工場を経営していた。




　決して要領がいいとは言えないが、まじめで誠実で、そして腕のいい職人だったと聞いたことがある。私にとって父親とは、無口ではあってもどこか温かい、大きな背中の優しい人であった。




　私の、本多百合の母親は、そんな父を支える主婦だった。




　決してお上品だったとは言えないが、優しく朗らかで、そして家庭的な人だったと聞いたことがある。私にとって母親とは、いつもにこにこと微笑んでいる、甘い香りの素敵な女性であった。







　私はきっと、この両親に愛されて育ててもらえたのだと思う。残念なことに、楽しい思い出を積み重ねられるほど長い時間を過ごした訳ではないけど。




　でも。きっと。もはや思い出すことすら困難な両親のことを想うと。消え去りそうな心の奥底を覗き込むと。私の心は少しだけ暖かくなるから。少しだけ優しい気持ちになれるから。




　父親の大きな背中に守られ

　母親の優しい笑顔に癒され。




　幼い私はきっと真っ直ぐに育っていたのに違いないと、私はそう想像するのだ。







　☆　☆　☆　☆　☆







　――運命の歯車が狂ったのは、外れてしまったのは、私が小学生の時。







　悪の秘密結社『ブラックシャドウ』のロボットが当時の『正義のミカタ』に破壊され、その内部構造が国家によって解析された時のこと。




　そのロボットを構成するいくつかのパーツが、本多家の工場で作られていたことが判明した時のこと。それがマスコミにより大々的に報道された時のこと。







　私の父が、自分の製造しているパーツが、『悪の秘密結社』の戦闘ロボットに使われているということを、自覚していた上でのことなら自業自得というものだろう。しかし、父は知らなかったのだ。自分が精魂こめて作っているパーツがどこに使われるのかを。どこに納品されるのかを。なぜならば。




　父が直接契約していたのは、国内第三位の機械メーカーの子会社で。小さな町工場の社長に過ぎなかった父は、そのメーカーが納品されたパーツを使い何を作っているかまでは知る由もなくて。







　さらに悪いことは重なるというか、ある意味当然のことだったと言うべきか。







　そのメーカーは当然のように自社がそのロボットの製造に関与している証拠などは残している筈もなく。父同様、いくつかの経営の苦しい町工場へ分散してパーツを発注することにより、自社の影を可能な限り消し去っており。間にいくつものダミー会社を挟むことによって巧妙に追跡の手を逃れて。







　結果として。最終的な主犯であるメーカーの名前は公表されず。

　父を始めとするいくつかの町工場の名前だけが独り歩きを始め。




　ただただ愚直に、取引先の要求に応え、より良いものを作り出そうとしていた父たちは、マスコミから、社会から、こう呼ばれるようになった。







　――『悪の組織の手先』と。







　世間的にはよくある話。不祥事を起こした大企業が、自分が生き残るために自分の尻尾を切っただけ。典型的なトカゲの尻尾切りというやつで。




　身を守るために尻尾を切り離したトカゲ本体が、犠牲にした尻尾のことなど顧みるはずもなく。その将来のことなど考える筈もなく。




　切り離された尻尾のほうがのたうち回り、足掻き、必死に助けを求めても、それに応える優しさなど欠片すらも持っている筈もなく。







　一番大口のお得意様であるメーカーの子会社から見捨てられ。『悪の組織の手先』との取引を嫌った他の取引先からも切られ。それでも自分の名誉のために、大事な家族のために、数少ない従業員のために、身を粉にして必死に駆けずり回った父親は。







　疲れて、疲れて、いつしか疲れ果てて。

　仮眠中に意識を失った父親は、そのまま目を覚ますことはなかった。







　寝る間も惜しんで働き続けた父は、もう疲れを感じることも、世間に責められることも、眠る必要もない。そんな世界へと旅立っていったのだ。







　――そして残された母子は。その母親のほうは。







　優しく、でもそれだけに他人の、人の目に敏感だった母親は。




　守ってくれていた父の力強い背中が消えてしまったことにより。直接世間の悪意から曝されるようになり。少しずつ少しずつ壊れていき。削られていき。逃げるように実家の工場をたたみ誰も知らない街へと引っ越した母親は。







　悲しんで、悲しんで、いつしか悲しみすら感じないようになり。

　食事も取れなくなっていた母親は、緩やかに穏やかに、父の後を追っていった。







　それでも娘だけは守ろうとした母は、しかしもう娘のために何一つしてあげることは出来ず、最後まで娘の手をとり、その名前を呟きつつ逝ってしまったのだ。







　――生き残ってしまった私は、置いて行かれた私は。その時のことを覚えている。







　狭くて古くて汚いアパートで。それでも私のために必死に生きようとしてくれた母親が。でもその心の弱さに、世間の悪意に負けてしまった母親が。その細い手が。少しずつ少しずつ、冷たく硬くなっていくその感触を。




　父親に先立たれ、母親に置いて行かれ。親戚縁者からは縁を切られ。天涯孤独となったこの身は。外に出れば石を投げられるこの身は。学校に行けば持物を捨てられるこの身は。それを先生に訴えても助けてはもらえぬこの身は。







　――世間から見捨てられた、『悪の組織の手先』の娘たるこの身は。







　もう涙も枯れ果てて。泣くだけの気力を無くして久しく。ただただ茫然と母親の亡骸の傍にいることしか出来なくて。このままこうして母の傍で。共に息絶えることしか考えられなくて。そんな未来しか見出せなくて。







　……だからそれは。母親が息を引き取ってから、どれくらいの時間が経ってのことだったのかは覚えていない。認識されていない。







　お腹が空いていた、という感覚はなかったと思う。もうそういう人間らしい感覚も感情も全て無くした後だったのだと思う。ただそのアパートのチャイムが鳴った時、反射的に立ち上がろうとした私は、眩暈に襲われて立ち上がることすらできなかったのを覚えている。




　ふらりと床に倒れた私は来客のこともどうでもよくなり、このまま眠ってしまえば楽になれるかなと。この苦しみから離れられるのかなと。この悲しさを感じることもなくなるのかなと。そんなことを考えていた。







　だからその手が。大きなその手が。力強いその手が。

　優しく。ただただひたすらに優しく。何度も何度も。




　私の頭を撫でて。私の背中を抱きしめて。私の体を支えてくれて。

　私に話しかけてくれて。私の身を案じてくれて。私を見てくれて。




　言葉は足りないけれども。でも真っ直ぐに。そして誠実に。

　何度も何度も。繰り返し繰り返し。優しく、とても優しく。







「すまなかった……。本当にすまなかった。申し訳ない。本当に。本当に」







　その男の手が。武骨なその手が。不器用に。でも精緻なガラス細工を扱うように。

　何度も何度も。繰り返し繰り返し。私の頭を撫でるから。私の背中を撫でるから。




　枯れ果てた筈の涙が。失った筈の感情が。もう一度私に蘇り。

　頬を濡らす。男の胸を濡らす。赤子のように声を張り上げる。







「探し出すのに時間がかかってしまった。許せ、とは言わない。恨んでくれて構わない。憎んでくれて構わない。私はそれだけのことをしてしまった」







　何を恨めというのだろう？　

　何を憎めというのだろう？




　この人はひとりぼっちの私に手をのばしてくれたというのに。

　世界に見捨てられた孤独な私を抱きしめてくれたというのに。







「お前の敵のメーカーは叩き潰しておいた。契約を果たすのであればその責任をも取るべきだと思い知らせてやった。下の者に犠牲を強いるなとそう言ってやった。……だが、間接的にであれ私の組織と関わってしまったことにより、お前の家庭を壊してしまったこともまた事実。私も私の責任を取りたいと思う」







　そんなことはどうでもよかった。ただただこの温かい手を放したくはなかった。

　父を見捨てたメーカーは、その罪を認めなかった。私を救ってはくれなかった。







「どんなことをしてでも償いにはならないと知ってはいるが、せめて何かをさせて欲しい。お前の望むものを叶えたいと思う。亡くした両親を生き返らせることはできないが、その代わりとなるだけの金銭を支払おう。お前が大人になるまで、いや死ぬまでの生活を保障しよう。私に出来ることはそれくらいしかないが、受け入れてはもらえないだろうか？」







　お金なんていらなかった。私の欲しいものはすぐそこにあった。だからこそ。







「じゃ、じゃあ。ひとつだけ。おねがいがあります」







　泣きながら。何度も言葉を詰まらせながら。それでも私はその意思を伝える。







「おかねなんて、いりません。……わたしに、かぞくを、ください」







　驚き、言葉を返すことすらできないその男に向かって、私は重ねて懇願する。







「わたしの、かぞくに、なってください。……おねがいします」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……あれから、もう十年、か」

「総統が私たちのことを知って、メーカーの不貞を知って、メーカーを潰してくれて、必死に私たち家族を捜索してくれて、でも母の死には間に合わなかったけど」







　……我が家へと向かう帰り道。変身を解いた私と、そんな私の保護者代わりの博士は、畑に挟まれた道路を歩きつつ、私がここにいる理由を思い出していた。







「なあ、百合よ？」

「うん？　なに？　博士？」

「……お前は、恨んではいないのか？　総統を。いや、お前の人生を狂わせた悪の秘密結社、『ブラックシャドウ』のことを」

「なに言ってるのよ博士。そんな訳ないじゃない」







　私は空を見る。抜けるような五月の空を見上げる。その先に天国と呼ばれる世界があるとしたら、きっとそこにいるのであろう両親に語りかけるように言葉を紡ぐ。







「父が、そして母親が亡くなった原因はメーカーにあるの。そりゃ元請けは総統だったのかもしれないけど、でも知らぬ存ぜぬを貫いて私たちを見捨てたメーカーと違って、誠心誠意謝罪して責任を取ろうとした総統。どっちを恨むかって言ったらそんなの決まってるじゃない」




「……そうか」




　深く、深くうなずく博士に向け、さらに言葉を続ける。




「それに、さ」

「なんじゃ？」







　私は博士を真っ直ぐに見つめる。私の大事な人をしっかりと見つめる。







「……仮にメーカーが自分の罪を認めて保障しようとしたってさ、きっとあいつらじゃお金を支払って、雀の涙ほどの補償金を支払っておしまいだったよ。だから、私に、私の望み通りに、私に大事な家族をくれたあの人を、私を抱きしめてくれたあの人を。総統を」







　私の家族を。かけがえのない家族を。一度は無くしてしまった宝物を。







「……約束通り家族になってくれた、こんなにも大事な家族を増やしてくれた、与えてくれた総統を恨むなんて、そんなこと、ある訳ないじゃない」
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第七話　ブラックシャドウ




「……神戸テレビ。朝のニュースです。昨日夕方、兵庫県過去川市に現れたカニ型の怪人ですが、周囲に大きな被害を及ぼすことなく『正義のミカタ』に討伐され……」







　つけっぱなしのテレビが昨日の騒動を伝えている。リアルタイムでその現場にいた私と博士は、怪人を倒したのは実は『正義のミカタ』などではなく悪の組織の女幹部である私だと知ってはいたが、だからと言ってそれを宣伝する気にはならない。







　――悪の怪人は正義の味方によって滅ぼされるべき。







　この世界にはそんな不文律が存在しているのだ。悪の怪人が悪の女幹部に倒されるようなことがあってはならない。それでは一般人から見ればただの同士討ちである。美意識も様式美もあったものじゃない。







　……それ以前に。私は自分がついに封印を解いて『悪の女幹部』に変身したことをみんなには伝えていない。何となく、何となくではあるが。それを口にするのは抵抗があったのだ。




　大佐も、AさんもBさんも。今でこその本性を隠してはいるが、元は悪の秘密組織の生粋の戦闘員な訳で。百戦錬磨のその人たちを前にして『変身しちゃった。てへっ☆』とか打ち明けるのは妙に気恥かしく。




　そして何より。『悪の秘密組織』である『ブラックシャドウ』が、その柱であった総統が健在だった頃から、私はみんなに末っ子のように可愛がられており。大事にされており。その分、『子供』としての立場がしっかりと出来あがっていて。




　その私が『悪の女幹部』へと変身してしまったことは。なぜだか一足飛ばしで大人になってしまったような気恥かしさがあって。それを打ち明けるのは、その、何となく。何となく照れくささがあって。







　結局。ついつい、打ち明けるタイミングを逃してしまったのだ。







　だから私はそのニュースには何も関心を示さず、朝ごはんのメインディッシュであるアジの開きの身をほじる事に専念していたのだが。







「あれー？　この怪人って百合ちゃんが倒したんじゃなかったっけー？」




　――がちゃん。




　のんびりと上品にお漬物を齧りつつ呟いたBさんの声が耳に届く。その想定外の発言内容に、私は取り乱しお茶碗を手から滑らせてしまう。




「とどめを刺したのは魔法少女かもしれませんが。致命傷になったのは確実に百合さんの右ハイキックですよね。あれは見事でした」




　――ばしゃ。




　納豆をかきまぜつつ同意するAさんの声が耳に届く。そのまるで見てきたかのような正確な情報内容に、私は取り乱しお茶をテーブルにぶちまけてしまう。




「もしかしたらテレビ局の人が百合のことを新手の魔法少女と勘違いしたのかもしれない。ほら。女幹部の衣装も魔法少女の衣装も布面積の狭さは似たようなものだし」




　――がんっ。




　のんびり食後のお茶をすすりつつ見解を述べる大佐の声が耳に届く。その余りと言えば余りの解釈内容に、私は取り乱しちゃぶ台に膝を強打してしまう。







「なっ、なっ、なっ！？　何で知ってるのよみんな！？」







　目撃者はいなかった筈！　周囲に人の気配はなかった筈！　しかも戦闘自体も一撃で、つまり一瞬で終わってしまったから、誰にも知られていない筈なのに！







「えー？　博士が撮影した映像で見たよー？」

「はい？　博士が撮影した映像で見ましたよ？」

「うん？　博士が撮影した映像で見たんだが？」







　Bさんがきょとんとした顔で。Aさんが冷静な顔で。大佐が楽しそうな顔で。同一犯人の名を上げる。証言者多数で一発有罪確定である。疑う余地が1ミリもない。







「何してんのよ博士！　何してくれてんのよ博士！　何がしたいのよ博士！？」

「何って。そりゃお前さん。儂らの百合の晴れ姿であろう？　初陣であろう？　それを撮影し記録に残すことに何の躊躇いがあろうか？　いやない。ある筈がない」







　憤怒の表情で迫る私を前にして、臆するどころかむしろ胸を張りつつ博士がそう断言する。その無駄に『いい仕事をした！』と言わんばかりの表情が憎い！　何なのその笑顔！？　初孫の七五三の晴れ姿を写真に収めたようなその清々しい笑顔は！？




　あああああっ！　みんなの目が痛い！　その生温かい目はやめて！　その半端に優しい表情はやめて！　ちょっと私マジで家出したくなるからっ！




　あれだっ！　これはあれだっ！　周囲に内緒でコスプレをしていた同人女が、うっかりその姿を家族に見られてしまったような、そんな気持ち！？　うっわ！　痛い！　痛すぎるぞ私！　これは立ち直れないっ！




「ち、違うのよみんな！　あれは若気の至りというか！　若さゆえの過ちというか！　と、とにかく何かの間違いだから！」




　慌てて全否定する私に三人が声をかけてくる。




「えー？　結構にあってたと思うけどなあ。素敵だったよー。百合ちゃん」

「そうですよね。百合さんはすらりとしているからレオタードもにあいますよね」

「しかし私としては年頃の娘があんなに露出の多い格好をするのは反対だな」




「にあってないから！　素敵じゃないからBさん！　すらりとなんかしてないから！　ただの真っ平らだからAさん！　あと大佐！　あんたなに常識人のふりしてるのよ！？　この不倫男が！　歩く性犯罪が！　世界中であんたにだけは道徳を説かれたくはないわ！」




　だめだ！　すっごい恥ずかしい！　照れくさい！　それから大佐に常識を説かれるとマジで腹が立つ！　この男にだけは説教されたくはない！　まずは就職しろ！　そして女関係で退職するなくびになるなウチにお金を入れろ！　話はそれからだ！




「まあまあ。百合。そう興奮するものではないぞ？」

「なに大人ぶった態度でまとめようとしてるのよ博士！　そもそも博士！　博士が撮影なんかするから！　いったいどこにカメラを隠していたのよ！？」

「よくぞ聞いてくれた百合よ。これは儂が新しく発明したバッチ型カメラでな。従来のタイプに比べ撮影時間は2倍にもなるのに画像解析度も……」

「なんで博士はそんなもの開発してるの！？　どこで使うのそれ！？　なんか犯罪臭がぷんぷんとするんだけど！？　しかも大佐的な犯罪臭が！」




　ヤバい隠し撮りDVDとか売り出そうとしてないよね！？　襟じゃなく靴とかに取り付けてスカートの中とか撮影しないよね！？　信じてるからね博士！？




「……まあ。このカメラの使用目的はどうでもいいとして」




　えっ？　どうでもいいのそれ？　流していいの？　本当に平気なの？




「百合よ」

「……なによ博士。この裏切り者」




　照れ隠しの私の憎まれ口にちょっとだけ苦笑した博士は。でもすぐに表情を改め。その真剣な、でも親愛の情に溢れた顔で。ぽつりと私にこう告げる。







「お前が変身してくれたこと。成長した姿を見せてくれたこと。それは嬉しく思う。親代わりとして。家族としてお前と接してきた儂たちは皆、本当に心から嬉しく思うよ。……でもな、百合よ。『ブラックシャドウ』はもう滅びたのじゃ。総統と共に消え去った存在なのだ」




「…………」




「だから。もう。出来ることならば。変身はしてくれるな。あの一回だけでいい。あれを見せてくれたことを、儂らは誇りに思うよ。でももう儂らは。悪の秘密結社『ブラックシャドウ』は終わってしまった存在なのだ。だから」




「…………わかった。わかってるよ。博士」




「それならそれでいい。分かってくれたのならもういい。だから、そんな顔をしないでおくれ。百合よ。お前には。お前にだけは。笑っていて欲しいのだ。笑顔でいて欲しいのだ。それが儂らの。『ブラックシャドウ』残党の。たったひとつの願いなのだから」







　……私は肌身離さず首から下げた、大事なペンダントをぎゅっと握りしめる。







　もしも私があの時。もう少し大きければ。もう少し力があれば。強ければ。

　せめて自分の身だけでも守れれば。怯えて立ちつくすことがなければ。




　あるいは私は。そして私の大事な家族は。仲間は。恩人たちは。

　もしかしたら。今でも。あの頃のように。みんなで。笑って。




　正義のミカタたちと正面から、堂々と。戦っていたのかもしれない。

　悪は悪らしく。されど華麗に。我が身を省みることなく。

　ただただ悪の美学を。誇りを。貫き通すことが出来たのかもしれない。




　でもそれは。今となっては遠い夢の話で。過去の栄光というだけで。

　何故ならば。私たちが。博士が。大佐が。Aさんが。Bさんが愛した組織は。







　――悪の秘密結社。『ブラックシャドウ』は。







　その圧倒的カリスマを誇った組織の長、総統が。『正義のミカタ』が放った必殺技をまともに受けて。その背中に幼い家族を庇い、避けることを潔しとせずに、その全身で受け止めて。その身を異空間へと飛ばされてしまったことで。







　――終わってしまった、組織なのだから。
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「おはよう。百合」

「…………」




　何だろうねもう。驚くとかそういうレベルじゃない。昨日、あれだけの騒動を引き起こした私に向け、あれだけの言葉を叩きつけた私に向け、それでもこのお姫様は始業時間ぎりぎりに教室に駆け込んできた私へと挨拶の言葉を投げ掛ける。




「……おはよう。百合。聞こえてる？」

「……うん。おはよう。カトリーヌ」




　正直、覚悟の上での登校だった。自分の正体がばれたこと。悪の組織の人間だと宣言してしまったこと。それはもう、このコミュニティにおける『本多百合』の人権剥奪宣言のようなものであって。




　だからまず、下駄箱にあった上履きが無事だったことに驚いて。

　廊下を歩いても後ろ指を指されず、罵る声が聞こえなかったことに驚いて。

　そして教室にあった私の机に、ロッカーに、心ない落書きがないことに驚いて。







　――そして昨日と変わらず声をかけてきたお姫様の、『正義のミカタ』の白い魔法少女の存在に何よりも驚愕した。







「昨日は、お見事でした」

「ううん。別に大したことした訳じゃないし。それよりどうだったの？　あの後。ちゃんととどめを刺した？」

「いえ。残念ながら。いいところまでは追い詰められたのですが、最後の最後に怪人本体には逃げられました」




　あれおかしいな。あのカニ怪人、そんなに強そうだったっけ？　私の蹴り一発で吹っ飛んでいったような気がするんだけど？




「詰めが甘いね。カトリーヌ。結構弱らせたと思ってたんだけどな」

「……どういう訳かこちらの戦力の一人が、まるで首を締めあげられた揚句に投げ飛ばされたかのようにボロボロで、ちっとも使いものにならなかったので」

「…………」

「…………」




　どうしよう。心当たりがありすぎる。




「コホン。まあ、それはともかく。百合。今日の放課後はお時間ありますか？」

「バイトはないけどスーパーの特売がある」




　タマゴ1パック99円セールがある。暇そうな大佐も呼び出して2パックゲットしなくてはいけない。私に、というか我が家にとっては割と大事な用事である。




「……五分でいいので。ちょっとだけお話を」

「その五分でタマゴが売り切れていたら、結構本気で恨むけど、いい？」




　お嬢様には分かるまい。普段138円のタマゴが99円で買えるというこのお得感を。タマゴは栄養満点の万能食である。煮て良し焼いて良し。生でもイケる。タマゴかけご飯というものを発見した人は天才だと思う。あれおいしいよね。




「大事なお話なので。お時間がないということならば、そのお話が終わり次第、我が家の車で送迎致しますから」




　……私はなんとなく想像してみる。このお嬢様の言う『我が家の車』が大衆的な軽自動車である訳がないよね？　もしかしたら専属運転手とかがついてくる、ドアの数が普通ではない車なのかもしれない。黒塗りの、防弾ガラスとか車内冷蔵庫とかがついているような。




　そんな高級車で安さが売りのスーパーに乗りつけ、颯爽と1パック99円の特売品のタマゴを買いに行く自分の姿。……何だそのシュールさは。世界観が狂うわ。




「いいわよそんなことしなくても。……放課後。屋上でいい？」

「ええ。お待ちしていますわ」




　そう言って優雅に頭を下げたカトリーヌは、ふわりと花のような香りを残し自分の席へと戻っていく。多分、今の香りの正体は腰まで届く長い髪に染み込んだコンディショナーの香り。きっと高価なものを使っているんだろうなと、そう思う。家族共有で適当に安い奴を使っている我が家とは大違いである。消費を減らす為に博士の髪抜こうかな？　もじゃもじゃの髪より禿げてるほうが楽そうだし。あとついでに大佐の髪も。いっそのこと頭を丸めさせて僧籍にでも放り込んでやろうかしら？







　……まあ、ともかく。ひとつだけ分かったことがある。







　どうやらあの完璧お嬢様は、信じがたいことにいまだに私の正体を周囲に話したりしていない。正義のミカタのくせに。







　だから私は結局。行くしかないのだ。放課後。屋上へ。話をつけるためなのか、それともこの平和な学校の屋上で、『正義のミカタの魔法少女』VS『悪の秘密結社の女幹部』の壮絶なる戦いが待っているのか、それは分からないけれども、ね。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……お待たせ、って、あれ？」







　別にこれっぽっちも楽しみにしていた訳ではないが。退屈な授業が終わってしまえば必然的に放課後となってしまい。私は嫌々ながらも約束通り屋上へときてしまう。




　ところがそこで私を待っていた人物は白いお姫様だけではなく、黒髪ショートカットの少女と我がクラスのクラス委員長である三田君の三人で。




「どういうこと？　カトリーヌ？」

「……まずは改めて自己紹介から、ですわね」




　私の質問には直接答えず、お姫様は優雅にスカートの裾を摘む。お上品に片足を引き頭を軽く下げる。映画でしか見たことのないような英国式の会釈。




「……いまさら、という感じもしますが。私の正体は『正義のミカタ』の魔法少女。『マジカル・カトリーヌ』でございます」




「……『悪の秘密結社』、『ブラックシャドウ』の女幹部、『ブラック・ユリィ』よ」




　名乗られたからには一応、返事を返さねばなるまい。このあたり、他人から見れば痛々しいだけなのだろうが、悪の美意識としてこれは譲れない。実戦経験皆無とはいえ、私は骨の髄まで悪の組織の人間なのだ。様式美に拘ること、出来そこないの正義のミカタ以上であると自負している。




　そんな私たちを見て、慌てて黒髪の少女も頭を下げる。




「ま、魔法少女の『マジカル・スノー』です。名前は雪ですが色はピンクです。よろしくお願いします」




　何をどう「よろしく」しろと言うのだろうかこの気弱そうな少女は？　しかもピンクなのか。ヒロイン枠か。昨日もちらっと感じたが、改めて名乗られると違和感がすごいな。ピンクってもっと元気はつらつなイメージがあるんだけどな。




「あ、あの。変身前の名前は。つまり本名は北川雪乃です。一年E組に在籍しています。家政科の所属です」




　貝塚高校には一般教養であるAからDまでの四クラスに足して、専門クラスとして料理や裁縫を専門にする『家政科』が存在する。カリキュラムが普通とは違うらしいが、E組に知り合いのいない私には、その実情はよく分からない。







　……まあ、ここまではいい。昨日、顔を突き合わせているし。カトリーヌの登場インパクトが強すぎて雪乃さんのことはすっかり忘れていたけれども。それを責められても困る。この子、影が薄そうだし。たまに見かける『ヒロイン枠なのに脇役に人気をとられる憐れな女の子』的な感じだし。




　だから問題はもう一名。残った一人のほう。我がクラス委員の三田君。姓しか知らない、というか多分、このクラスになった時に自己紹介くらいはされたのだろうけど、私の脳裏にはその時の光景がこれっぽっちも残っていないのだから仕方ない。興味ないし。興味のないことは聞いた瞬間に忘れるほうだし。




　……でもまあ、ここに『いる』と言う時点で。彼の正体はアレしか考えられない訳で。参ったなあ。見知らぬ人だと思ったから、生涯縁がない人だと思っていたから、あれほどまでにストレートに暴言（＋締め上げ＋投げ飛ばし）をかましたのだけれども。




「……その顔を見ればもう分かっているとは思うけど。一応、な。一年C組のクラス委員長、三田義昭とは仮の姿。その正体は！　正義の力で悪を撃つ！　風が雷が俺を呼ぶ！　正義のヒーロー！　『ライジング・スター』とは俺のことだ！」




　どどーん。




　そんな効果音が似合いそうな、暑っ苦しくも王道的な自己紹介をポーズつきで済ませてくれた三田君に対し、カトリーヌは妙に冷めた視線を送りつつ呟く。




「……まあ、その、そういう訳なのですよ。百合」

「……ああ、うん。よく分かった。うん」




　あなたたちの関係とか。カトリーヌ、意外と苦労してそうだな、とか。いろんなことが分かったような気がするよ。うん。




「この三人が、今の『正義のミカタ』の正式なメンバーです。今後、適性を持った少年少女が現れれば増える可能性はありますが、当面はこの体制で『悪』と対峙していく予定です」

「部外者である私が言うのもなんだけどさ、戦力足りなすぎない？」




　はっきりと『主戦力となる筈のヒーローが頼りなさすぎる』と言うのは何だか憚られたので、ちょっとお茶を濁す感じで問いかけてみる。




「心配ご無用！　俺がついているからな！」




　きらーんと前歯を輝かせるあんたが一番の心配要因なんですけど？　ねえ三田君？　あんた自分が足を引っ張っているという自覚がないでしょ？　悪の女幹部である私にやられたのはともかく、あんた雑魚戦闘員である黒服にすらあっけなく吹き飛ばされていたじゃない。まあそれはともかく。




「……で、カトリーヌ。私を呼び出した訳は？　まさかここで私と一戦交えようとでも言うつもりなのかな？」

「…………」

「こう言っちゃなんだけどさ。カトリーヌ。私これでも悪の秘密結社の女幹部だからね？　弱った怪人を取り逃がすような魔法少女にも、戦闘員に吹き飛ばされるようなヒーローにも、負けるつもりなんてこれっぽっちもないけど？」




　これはまあハッタリというやつである。悪の組織の女幹部とは言え、私には実戦経験が皆無である。まともにこの三人と戦えるかどうかは、はっきり言って未知数だ。昨日の自分の戦闘能力を見る限り、変身後の私には相当高いポテンシャルはありそうだが、それでも経験も知識もない今の私の力がどれほどなのかは、私自身にもよく分かっていない。







　そもそも、私はもう、変身するつもりはないのだし。







「……そういう訳ではないのですよ。百合」

「……じゃあ、なんで？　魔法少女って、それから正義のヒーローってその正体は秘密なんでしょ？　それをわざわざばらしてまで、何がしたいの？」




　カトリーヌは。白銀の魔法少女は。言いにくそうに。躊躇いつつ。でも、それでもやがて、その小さな口を開く。




「……貴方が。本多百合が。どうして『悪の秘密結社』に在籍しているのか。どうしてそこまで『正義のミカタ』を憎むのか。よかったら教えてくれませんか？」

「……カトリーヌには、あんたには関係ないじゃない」




　私が私である理由。本多百合が悪の組織の女幹部である理由。それをこの正義の少女に、純白のお姫様に打ち明けなくてはならない訳があるとでも言うのだろうか？




「関係。関係は、あります。知りたい理由もあります」

「どんな関係よ？　どんな理由よ？」




　だんだんと。うっすらと。自分でも理由が分からないままに感情が自分で制御できなくなってくる。目の前のお姫様がうっとうしく感じてくる。







「私は、百合の友人のつもりです。友人が、悪へと転落しようとしていることを見過ごすことは出来ません。これだけでは理由として足りませんか？」







　……転落。転落、ね。そういうことね。カトリーヌ。あんたそれはお節介と言うものだよ？　転落と言うのは堕ちるということ。そういう意味。あんたは正義が絶対だと信じているから。そこから堕ちることを悪だと、悪いことだと思い込んでいるから。




　私は『堕ちて』なんかいない。堕ちた訳じゃない。私は私の判断で、受動的にではなく能動的に、悪への道を選んだだけなんだよ。







　その信念を。誇りを。勝手に『堕ちた』なんて決め付けるな。







「……そこまで言うのなら、分かった。話してあげる」







　聞いて後悔するといい。自らの行いを恥じるがいい。『正義のミカタ』が正義の名のもとに断行した悪行を。私という一人の少女の未来を奪った行いを。その全てを。聞かせてやろうじゃないか。







「私の両親はね。小さな町工場を経営していたの……」














第一幕　正義の白

第九話　魔法少女の誓い

第九話　魔法少女の誓い




「……まあ、そういう訳で私は『正義のミカタ』が嫌いなのよ」




　長くもない話が終わる。つまらない話が終わる。

　どこにでもいるような女の子が、正義を恨むようになるまでの過程。その道筋。

　聞かされるほうも反応に困ったろうけどね。無理に聞き出したのはそっちだから。




　だから私は、『悪の秘密結社の女幹部』である私には質問をする権利があると思う。

　そしてあんたたちには、『正義のミカタ』には私の質問に答える義務があると思う。




「で、どうかな？　この話を聞いて、私の今日までの人生を聞いて、その上でカトリーヌ。あなたに答えてもらいたいのだけれど？」




　蒼ざめた顔の魔法少女に。絶句する白銀のお姫様に。

　意地の悪い私は追い討ちをかける。答えられない質問を投げかける。




「ここまでされても。こんな目にあっても。それでもやっぱり私は正義を受け入れなきゃいけなかったのかな？　悪を否定しなきゃいけなかったのかな？」




　ぴくりと、カトリーヌが身を震わせる。正義を、自身が信じる正義を、ここまで明確な理由で否定されたことは無かったのだろう。この世の中が『絶対正義』と『究極悪』で二極化されていればよかったのにね。そうであれば、あるいは。もしかしたら。私も救われたのかもしれない。正義に縋ったのかもしれない。でもそれは無意味な仮定。あり得ない空想の世界。







　この世界は絵本でも御伽噺でもないから。正義のミカタには当人ですら気づかないような影がさすこともあるし、悪の組織に結果的に救われる人もいる訳で。







「――で、でもっ！　でもっ！」




　唇を噛み締め、俯いてしまったカトリーヌを庇うように。黒髪の少女が、北川さんが声を張り上げる。あるいはそれはカトリーヌの為ではなく、正義のミカタの、つまり自らの名誉を守るためだったのかもしれない。




「何かな？　北川さん」




　そんな彼女に向け、私は冷静な視線を投げる。冷静？　いやちょっと違うかな？　今の私は冷静な訳ではないのだろう。ただただ醒めているだけなのだろう。そんな自覚がある。……だって私はもう、私の過去の境遇に対しては怒りすら湧かないのだし。




「け、結果として不幸になったしまったあなたには同情します。でも！　正義のミカタは自らの職責に忠実に従っただけで！　決してあなた個人を不幸にしようとした訳ではない筈なので！　だ、だから、その……」




　勢い込んで叫んでは見たものの、やはりそれは反射的な行動だったらしくて。当初の大声は自らが言葉を重ねるに連れ徐々に小さくなっていき。最後の方はもう何を言っているのか聞き取れないほどで。




「ねえ。北川さん？」

「は、はいっ！？」




　これを言うのは心が痛むのだけれども。私の古傷に触れる行為なのだけれども。




「当時の『正義のミカタ』たちが、なぜ『ブラックシャドウ』の本拠地を襲撃することが出来たか、あなたは分かる？」

「……えっ？　そ、それは地道な調査とかで……」




　普通はそう思うよね？　でも違うんだよ。違ったんだよね。




「……『ブラックシャドウ』の本拠地を叩きたかった当時の『正義のミカタ』は、私のあとをつけたんだ。小学校から帰宅途中の、ね。悪の秘密結社の保護下にあるなんて、勿論学校の人間に話してはいなかったけどさ。そういうのって調べれば分かることだしね」

「あっ……」




　悪の秘密結社の人間だろうと、正義のミカタの魔法少女だろうと、変身前は一般の人と同じなのだ。学生なら学校へ向かわなくてはいけないし、この世界に生まれてきたのであれば、この世界のルールには従わなくてはいけない。




「……そして、ようやく念願の『ブラックシャドウ』の本拠地にたどり着いた『正義のミカタ』たちは……」




　今度は私が唇を噛み締める番。私はもう、『私の過去』に対して腹を立てることは無い。そんな段階はとっくに通り越しているから。でも。しかし。だからこそ。




「……私という存在を盾にして。私という存在を人質にして。『ブラックシャドウ』の人間に攻撃を仕掛けてきたの。私がその戦場に居たことによって、『ブラックシャドウ』の人間は思い切った威力のある攻撃は出来ず。逆に、『正義のミカタ』たちは、敢えて私を狙って強い攻撃を撃ち放ってきたのよ。……それを庇うために、私の命を守るために、組織の人間が身を挺してその攻撃の前に立つように」




　腸が煮えくり返る。怒りで逆に顔が蒼ざめてくる。『正義のミカタ』たちの苛烈な攻撃。普段なら。いつもなら。それを容易く回避できるはずの戦闘員さんたちが、怪人が、幹部が、そして総統が。その身を犠牲にして。その体を盾として。私の前に立ちふさがり。




　戦闘員さんたちが吹き飛ぶ。

　怪人たちが命を散らす。

　幹部が立ったまま意識を失う。







　……そして。そして。そして！！







　最後の盾として。最後の砦として。正式には組織の人間ではない、何の役にも立たない幼い私をその背に庇った総統が。何発も。何発も何発も。無慈悲に叩き込まれる『正義のミカタ』の攻撃を受け止めて。それでも決して膝を屈すことはなく。




　打つ手に困った『正義のミカタ』たちによって、禁断の魔法で、この世界ではないどこかへと、異空間へと吹き飛ばされるその瞬間まで。




　血塗れになり。傷だらけになり。誇りを傷つけられ。しかしプライドは捨てず。

　最後まで。悪の組織の総統としての矜持を保ったまま。私を護り抜いたままで。







「……それを卑怯だとは、私も言わない。戦いとはそういうものだと思うから。お互いの弱みに付け込むことだって立派な戦術だと思うから。でもね。でもさ」




　私を狙った『正義のミカタ』が、私を一般人と認識していたかどうかは怪しい。何しろ私は堂々と悪の組織のアジトに住んでいたのだ。関係者だと思われても、悪の一味だと思われても無理はなかったと思う。私自身、自分を組織の一員だと思っていた訳だし。そこは否定しない。




「……総統が異空間に消え去って、戦いが終わって。悪運強く生き残った私に向かって、『正義のミカタ』はその手を差し伸べてはくれなかった。悪の一味だと思われていたんだろうね。だからそのこと自体は恨んではいないよ？　でもさ、命だけは助かった私を、また帰る家を失った私を、家族を無くした私を、そこから救ってくれたのはやっぱり『正義のミカタ』じゃなくて『悪の秘密結社』の残党だったの」




「あ、あ……。う、うう……」




　もう言葉も出ない北川さん。うん。あなたはやっぱり『正義のミカタ』の素質があるよ。昔の私に、幼かった私に同情してくれてるんだろうね。優しいねあなたは。でもね。でもさ。だからこそ。




　――私はとどめを刺す。刺してあげる。




「『正義のミカタ』が『悪の秘密結社』のアジトを、その長を叩き潰したことは、すぐにニュースで報道されたよ。ご丁寧にも生き残った私の実名と顔写真付きでね。……そのあとの私がどんな目にあったかは、言うまでもないよね？　聞きたいなら聞かせてあげるけどさ。世間が、正義の名を借りた社会が、私をどう扱ったかを」




　投げつけられた石の数はもう憶えていないけど。

　浴びせられた罵声の言葉はもう記憶にないけど。

　

　でも。私は。一生忘れない。正義の名を借りた大人たちが。正義の意味も分からぬ子供たちが。悪の名前をその体に刻みこまれた私に向ける、あの冷たい目を。







「だから、私は、正義を憎む。悪に救いを求める。それってそんなに」

「もう、やめて、ください。百合」







　……『いけないことなのかな？』と続けたかった私の言葉は、血の滴るような、魂を削るかのようなカトリーヌの言葉に遮られる。その声は普段のお姫様の声ではなく。その表情は普段のお嬢様の顔ではなく。







　糾弾され、鞭を打たれる罪人の声で。表情で。







「……カトリーヌ……」

「ごめんなさい。百合。もう、そこまでに、して、ください」




　カトリーヌが頭を下げる。白銀の髪が揺れる。その顔はもう、伏せられて見えない。




「あなたが悪い訳じゃないでしょ？　カトリーヌ。謝る必要はないよ」

「いいえ。私は貴方を傷つけました。古傷を抉りました」




　謝る必要もないけど。謝られても取り返しのつかないことでもあるんだよね。




「もう、いいからさ。カトリーヌ。顔を上げて？」




　慰めの言葉は、だがしかし、カトリーヌの欲するものではなくて。

　彼女は頭を上げることはしない。そしてその心は『正義のミカタ』のままで。

　だから彼女は叫ぶ。天にも届けと声を上げる。宣誓する騎士の如く。







「……だからせめて。私にチャンスをください。私に名誉回復の機会をください。私は、私は、必ず、必ず。誰にも後ろ指を指されることがない『正義』を実現します。私は『正義の名のもとに』ではなく、『カトリーヌの名のもとに』それを果たします。だから」







　彼女はやっと顔を上げる。その目はどこまでも蒼く。強い意志の光に溢れ。







「『正義のミカタ』は、百合。貴方を救うことは出来なかった。でも私は、カトリーヌは、もう二度と貴方のような過去を持つ子を作りません。だから、百合。正義を信じろとはもう言いません。でも、私を。カトリーヌを。信じてください。見ていてください。私の道を。私の正義を。お願いします」







　凛としたその表情は。その言葉が心からであることを雄弁に語り。

　やはりと。そう私は思う。カトリーヌは。この純白のお姫様は。







　どこまでも。どこまでも。気高く。強い。『正義のミカタ』なのだ、と。







「……わかった。期待してる。……もう行くね」







　私は彼女に背を向ける。屋上から去ろうと足を運ぶ。

　打ちひしがれ、砕け落ちそうな北川さんに目を向ける。




　そして。結局。派手な自己紹介の後は何ひとつ語らなかった男にも目を向ける。




「……あのさ。本多さんよ？」

「……なによ。役立たずのヒーロー君？」




　がりがりと頭を掻きつつ、三田君が口を開く。




「当時の『正義のミカタ』が信じられないのはよく分かった。それを『悪』だとはもう言わねえよ。……でもな、ひとつだけ。ひとつだけ言わせてくれ」

「伺いましょう？」







「そいつらはお前を助けられなかったかもしれねえけどな。俺や北川は頼りないかもしれねえけどな。でも、あいつは。カトリーヌだけは。本物なんだ。正真正銘の正義なんだよ。……それだけは信じてやってくれないかな？」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……どこか遠くの。日の差さぬ場所で。

　その暗闇がよく似合う壮年の男が呟く。




「……で、どうなんだ？　あの役立たずは？」




　男の言葉に、別の男が答える。




「はっ。回収したカニゾーはご命令の通り生体改造を施しました。これで理論上は改造前の二倍以上の戦闘力を発揮できる筈です。データをご覧になりますか？」




　壮年の男が興味なさげに腕を振る。




「データなどどうでもよい。結果さえ伴えばいいのだ」

「はっ。……しかし、生体改造の影響により、あの怪人はもう長くは持ちません。体細胞が改造に耐えきれないのです」




　壮年の男が興味なさげに腕を振る。もう一度。




「それがどうかしたのか？」

「はっ？」

「だから、それがどうかしたのか、と聞いている。役にも立たない廃品を、一度きり、しかも期間限定とはいえ使用に耐える程度にまで強化してやったのだ。それ以上、何をしてやる義理があるというのだ？」

「…………はっ」







　壮年の男が笑う。楽しげに。







「どうせ滅びる体ならば」







　壮年の男が笑う。楽しげに。本当に心から楽しくて仕方ないというように。







「精々、派手に。そして華麗に。滅んでくれればいいのだが、な」














第一幕　正義の白

第十話　傷だらけの魔法少女

第十話　傷だらけの魔法少女




『はい。もしもし？』

「あ。大佐？　百合です。今ってお暇？」

『うん？　どうかしたのか？』

「や。これから買い物に行くんだけどさ、お一人様一パックまでのタマゴ」

『それ、スーパー「ワオン」の特売のやつか？　だったら無駄だぞ？』

「なんでよ？　まさかもう売り切れとか？」

『いや違う。商店街にまた怪人が現れてな。どこも店を閉めていると思う』

「えー。またなのー？　じゃあ、しかたないかー」




　私は携帯を握りしめる。おのれ『闇夜の鴉』め。急に勤労意識を燃やしだすんじゃないわよ。せめて特売の時間終わるまでは待って欲しかった。嗚呼、私のタマゴさん、さようなら……。




『しかし、アレだな。百合』

「うん？　なに？」




　通話料がもったいないから端的にお願いね？　大佐。通信料金だって馬鹿にならないんだからね？




『今期の「正義のミカタ」はどうも戦いが下手と言うか。はっきり言ってしまえば弱いというか。今、テレビ中継されているけど、えらく苦戦しているな』

「……へえ。そうなんだ？」




　言われてみて気がついたけど。確かに私の進行方向の先。商店街のほうから轟音が響いてくる。これは戦闘音。この先では、きっとカトリーヌが怪人と激戦を繰り広げているのに違いない。……でも。苦戦？　何してるのよカトリーヌ。だらしないわねえ。




『BOSS戦でもない、ただの一般怪人にここまでやられる「正義のミカタ」も珍しいな。おっと。また吹き飛ばされた。……そもそも、さ。百合』

「うん？」




　再び鳴り響く、腹に響くような大きな轟音。いやー、随分派手にやっているなあ。これ、周囲への被害が大変なことになるんじゃないかなあ？







『なんでこの魔法少女は、白いのはさ、敵の攻撃を全部まともに受けてるんだ？　さっきから全く、避けようとする気配すら見せないのだが？　いくら魔法少女とはいえ、これだけの攻撃を全部受け止めていたら、そろそろヤバイぞ？』







 ☆　☆　☆　☆　☆







「ぐは……っ！！」




　カニ怪人の巨大なハサミの一撃を受け、白い魔法少女が吹き飛ぶ。辛うじて左腕でガードをしていたとはいえ、その凶悪な破壊力を受け流し切ることは出来ない。いやむしろ、しっかりとガードをしたことにより、炸裂するパワー全てを受け止める形になってしまっている。




「お、お嬢様っ！？」




　後方にいたピンクの魔法少女が悲鳴を上げる。慌てて駆け寄ろうとするピンクの少女を、白い少女が手で制する。その華奢な腕は度重なるカニ怪人の攻撃により、散々に痛めつけられ、所々、青痣が浮かんでいる。




「わ、私ならば平気です！　ですから！　早く周囲の人の誘導を！」




　どう見ても平気ではない。しかしこの白い少女は気丈にもそう言いきる。痛みに震える腕を無理矢理高く上げ、蒼い瞳でカニ怪人を睨みつける。




「カトリーヌっ！！」




　シルバーのヒーローが声を上げる。雑魚戦闘員たちと揉み合っていたヒーローが、その力で数名まとめて吹き飛ばす。しかし黒服の戦闘員は数だけは多くて。ヒーローは白い魔法少女の元へは辿りつけない。




「三田君っ！　まだ力は加減して！　解放しないで！　この先のスーパーの駐車場へ！　そこまで戦場を移動させて！　ますはそれに専念してください！」

「し、しかしっ！？」




　その一瞬の戸惑いが命取りとなり。ヒーローはまた黒服の群れに埋もれる。単純な力の差ならばさすがにヒーローのほうが強い筈。だがしかし、このヒーローは魔法少女の指示により全力で戦うことを止められており。結果として数の圧力に抗しきれる訳はなく。




「く、くそうっ！　離れろ！　離れろおおおお！！」




　まとわりつく戦闘員に。黒服たちに。その腕を振るうも、加減された力では振りはらうことは出来ず。また白い少女との距離が開いてしまう。







　……何をしてるんだ？　こいつらは。







　その無様な戦い方を見て私はそう思う。なぜ攻撃魔法を撃たないのカトリーヌ？　なぜ戦闘に加わらないの北川さん？　なぜ力を解放しないの三田君？




　前に聞いたことがある。今の『正義のミカタ』のパーティーは、近接物理攻撃のヒーローと、強力な単体攻撃魔法の白い魔法少女と、威力は低いが範囲攻撃魔法を持つピンクの魔法少女の、バランスのいいパーティーなのだと。




　ところがこの有様はどうだ？　ヒーローは戦闘員に埋もれ、魔法攻撃が得意な筈の白い魔法少女は無理をしてその身を盾にして。ピンクの魔法少女においては戦闘に加わる事すらしていない。




　……別に『正義のミカタ』がどうなろうが知ったことじゃないけど。苦戦してると聞いて心配して見に来た訳では絶対にないけど。でも。これは。余りにも酷くて。余りにも無様で。文句のひとつも言ってやりたくなる。







『それが私に向かって大口をたたいた魔法少女の、カトリーヌの姿なのか』と。







　実際にそう叫んで喝を入れてやろうとした私の声が止まる。




　再び振り下ろされたカニ怪人のハサミを、白い魔法少女はまたしてもその腕で受け止める。骨が軋む音がここまで聞こえてくるような強力な一撃を、しかしカトリーヌは歯を食いしばって受け止める。




　なんでよ？　なんでそんな大ぶりな攻撃を避けないの？　無理に受け止めるの？　そんな必要ないじゃない？　さっさと魔法をぶちかましなさいよ。




「お嬢様っ！　避けて！　避けてください！」

「そ、そういう訳には、いかないんですっ！」




　全身の力を振り絞り、カニ怪人のハサミを跳ね返すカトリーヌが。白い魔法少女が。喉も裂けよとばかりに叫び返す。胸を張って宣言する。







「わ、私の背中にはっ！　この後ろには！　誰かの思い出の詰まったお店があります！　誰かの生きる場所があります！　それを壊させてはなりません！」







　…………え？







「それより雪乃っ！　貴方は早く！　その子を安全な場所へ！　私のことは平気ですから！　だから！　早くっ！」







　言われて初めて気がついた。ピンクの少女の影に。その背後に。目の前の事態に硬直する小さな女の子がいたことに。怯える少女がいたことに。







　……それはまるで、昔の、幼いころの自分のようで。







「けーっけっけっけ！　どうした魔法少女！　白い魔法少女よ！　そんな店を、背中で護りながらでは俺様には勝てぬぞ！？　おらあっ！！」




　三度振われたハサミを。大上段から振り下されたその凶悪な凶器を。頭上に掲げた腕で辛うじて受け止めたカトリーヌが。散々に痛めつけられ、散々に打ちのめされ、その身は既にぼろぼろではあったが。しかし魂は高貴なままで。




「……約束を……」

「あん？」




　蒼い瞳は輝きを失っておらず。凛とした顔は戦意を無くしておらず。







「私はっ！　約束をっ！　したのですっ！　誓ったのですっ！　自らの名前に賭けて！　カトリーヌの名に賭けて！　私は！　私は……っ！」







　その純白だった衣装は泥と血にまみれ。美しく流れる銀色の髪は乱れ。でも。それでも。プライドは無くさず。誇りは捨てず。どこまでも。どこまでも。







「百合とっ！　大事な友人とっ！　約束したのですから！　もう誰も不幸にはしないと！　私の正義を貫くと！　そう誓ったのですからっ！」







　ああ。馬鹿だ。あのお姫様は。あのお嬢様は。本物の馬鹿だ。







　私のことなど気にしなければいいのに。

　私の言葉など忘れてしまえばいいのに。

　

　私との約束なんてなかったことにすればいいのに。

　私に宣言した誓いなんて無視してくれていいのに。







　――私のことを、『友達』だなんて、言ってくれなくていいのに。







「けーっけっけ！　馬鹿な女だ！　ではその約束を胸に……」




　カニ怪人が力を溜める。そのハサミへと力を注ぐ。甲殻類特有のゴツゴツした甲羅が赤い光を放つ。単純な物理攻撃に加え、その凶器に魔力すら込め、更に上の破壊力を引き出そうとしている。




「分かるか？　魔法少女よ？　このハサミに籠められた魔力の大きさを」




　分かる。離れている私にすら感じられる。あれは駄目だ。あれを受け止めてはいけない。如何に魔法少女と言えども、あれをまともに受け止めたらただでは済まない。真面目に命の危険すらある。




　その矢面に立たされた魔法少女にも。カトリーヌにも。その魔力の強大さは理解できたのであろう。もともと白い顔が今や血の気を失い、特徴的な瞳の色が顔中に広がったように蒼ざめている。




「命が惜しければ避けるといい。こいつは威力は大きいが精度は低いのでな。魔法少女の運動能力であれば回避は容易かろう。……ま、貴様がこれを避ければ、この商店街一帯は瓦礫の山になるだろうがな」




　そういってより一層、魔力を注ぎ込むカニ怪人。その顔は。その表情は。どこかで見たことがある。あれは絶対的な優位な立場に立った者が、逆らうことができない弱者に向かって哂いかける汚らしい笑顔。







　――子供の頃の私に、社会が、大人たちが散々見せてくれた、その笑顔。







「……だから、なんだと、いうのですか？」







　だがしかし。絶体絶命の危機に晒されても。崖っぷちまで追い詰められても。それでもこの白く輝く魔法少女の心を折ることは出来ない。一歩も引くものかと。背中を見せるものかと。その蒼い瞳が万の言葉より雄弁に語る。







「そんなもので。悪の力で。私の心が折れると思うのなら。私の意思を砕けると思うのなら。そんな前置きは要りません。やって御覧なさいな」







　あるいは伝説の騎士たちは。物語の聖人たちは。彼女のような、カトリーヌのような目をしていたのかもしれない。我が身を省みることなく。ただただその身に。その心に。プライドという名の意地を満たして。







　彼女は笑う。この期に及んでも一切怯えることなく。無様に膝を折ることなく。見苦しく命乞いをすることなく。胸を張り顔を上げ。声高らかに宣言する。







「我が名はカトリーヌ！　正義の魔法少女！　例え悪の力で撃たれようとも！　ゆがんだ魔法に穢されようとも！　私の道を折ることは出来ません！　私の意思を変えることは出来ません！　さあ！　悪の怪人よ！　やれるものならやってみなさいっ！」







「……その覚悟や良しっ！　では、死ぬがいいっ！」







　カニ怪人がその凶器を。赤く不気味に光るハサミを。背中に付くくらい大きく振りかぶる。そう叫びつつカトリーヌに襲いかかる。対するカトリーヌは。一歩たりとも後ろに下がらず。一瞬たりともその目を逸らさず。広げた腕は。傷だらけのその華奢な腕は。いっそ愚かと呼べるほど、愚直に、されど誠実に。ただただ自分の言葉を。誓いを。『友人』と呼んだクラスメイトとの約束を守るために。背中に誰かの大事なものをしっかりと庇い続ける。自らの命と名誉を賭けて。







　――その少女は、魂の最後の一片まで、『正義のミカタ』だった。







　だとしたら。彼女が生粋の『正義のミカタ』なのだとしたら。




　私は。私はっ！　私は……っ！







「メタモルフォーゼ！！」
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第十一話　白と黒の競演




　気がつけば走りだしていた。

　気がつけばそう叫んでいた。







　銀のペンダントは私の声に応え、光のカーテンを召喚する。黒いセーラー服を弾けさせる。私の体に黒い霧をまとわりつかせる。その霧が同色の衣装へと姿を変えた時。目が覚める程に赤いブーツに姿を変えた時。私の内面そのままの怒れる般若の面に変えた時。失った大事な人とお揃いのマントへと姿を変えたその時。




　――『女子高生　本多百合』のダッシュ力は、瞬時に『悪の女幹部　ブラック・ユリィ』の爆発的な脚力へととってかわり。彼我の距離を一瞬で零にして。私は滴る血のような赤いハサミを振り上げたカニ怪人と、それを迎え討とうと身構えた気高く白い魔法少女の間へとその身を滑り込ませる。




「な……っ！？」




　刹那の驚愕。突然現れた黒い女幹部のその姿に驚く怪人は、しかし全力で振り下した必殺の攻撃を止めることは出来ず。この地域一帯を瓦礫の山へ変えると豪語したその凶器が、真っ直ぐ私の頭上へと襲いかかる。その紅に染まった巨大なハサミには、嘘偽りなく溢れんばかりの魔法が籠められていて。その余波がちりちりと、私のむき出しの肌を焼く。




　受け止めれば我が身が弾け飛ぶ。

　避ければこの商店街が砕け散る。




　防御も回避も出来ないとするならば。残る方法はたった一つしかない訳で。私は私の足に力を込める。地面も裂けよと言わんばかりに左足を踏みしめる。横からでは角度が足りない。だから私は思いっきり右足の膝を引きつける。自分の胸元に。しっかりと抱え込んだその足を。溜めこんだ力を。更に上方に。頭上に向けて開放する。空手で言う前蹴りの形で。私の足はその必殺の攻撃を迎え撃つ。




「ちぇぇぇぇぇいっっっっ！！」




　狙いは唯一点。カニ怪人のハサミの接続部分。人間でいえば肘にあたるその部分。振り下ろされるそのハサミが触れることも出来ない程の魔法に満ちているというのであれば。弾き返すことも避けることも出来ない攻撃だというのであれば。




　――バシィッ！　そんな肉と肉がぶつかる鈍い音を立てて。私の爪先とカニ怪人の肘が激突する。足の力は腕の力の数倍はあるという。その両者が正面から激突すれば、おのずと結果は唯一つしかない訳で。




「ぐおっっ！！」




　力の重心はその全てが巨大なハサミへと注がれており。その支点となる肘の部分には力が入る訳もなく。想定外の存在である私から。想像外の角度で放たれた攻撃が。カニ怪人の腕を弾き返す。白い魔法少女へと叩きこもうとしていた凶器が自らの頭上へと跳ね返される。今まさに放たれようとしていた魔法が、その進行方向を見失って頭上へと、空へと昇っていく。天へと還っていく。そしてすぐに。直後に。




　ズゥン！！！




　そんな腹に響く重い音を立て、籠められていた力が。魔法少女を打倒そうとした力が。この地を壊滅させようと放たれた魔法が。無人の空で炸裂する。その威力たるや、地面に立つ私たちにすら届かんばかりで。びりびりと空気が揺れる。震える。その余波を受け私の肌が粟立つ。ぞっとする。




　……なんつー威力なのよこれ。こんなものぶちかまされたら華奢な魔法少女なんて、一瞬で吹き飛んじゃうに決まってるじゃん。まあ、それはともかく。私は私の存在理由を思い出す。自らの立場を思い出す。『悪の組織の女幹部』として。絶対に譲れない、忘れてはいけない行動をとる。







「秘密結社、『ブラックシャドウ』の女幹部！　ブラック・ユリィ！　見参！！」







　びしっと。指先までしっかりと力を入れて腕を振るう。登場ポーズをとる。『悪の組織の女幹部』の美意識として。様式美として。登場シーンの名乗りだけは欠かせない。名乗る間もなく雑魚戦闘員に吹き飛ばされたどこぞの間抜けなシルバー色のヒーローとは格が違うのだよ格が。ふふん。







「……お、お前はあの時のっ！？」

「……ゆ、百合っ！？　なぜ！　どうして貴方がここに！？」







　怪人が驚き叫ぶ。私を思い出し憤怒の表情を浮かべる。

　カトリーヌが驚き叫ぶ。私の顔を、信じられないものを見るような目で見つめる。




　そんなカニ怪人に飛びきり邪悪な笑顔を向けて。私は囁く。けれんみたっぷりに。これは演出。『悪の組織の女幹部』たるもの、こういう演技もまた必須な筈で。




「あら。これはこれは。カニ鍋にされずによかったわね。間抜けな甲殻類さん」

「な……っ！？」




　余りと言えば余りに馬鹿にしたその発言に絶句する怪人に背を向け、私は魔法の余波で膝をついたカトリーヌに目を向ける。蒼い眼差しを受け止める。とっても嫌そうな顔そして。私は呟く。これは本心。いつもクールな本多百合たるもの、こういうことは言いたくない訳で。




「なにしてんのよ。カトリーヌ。それがあなたの全力ってことなの？」

「……っ！」




　この白い魔法少女が。純粋な正義のお姫様が。何の為に。誰の為に。ここまで打ちのめされたのか、それは誰よりも私がよく知っている。でも。それを口に出すのは憚られて。それを言葉にするのは躊躇われて。何故ならばそれは、逆に、カトリーヌの誓いを汚すような、そんな気がして。




　だから私は。カトリーヌが。私を『友人』と呼んでくれたこの少女が。







　彼女がどこまでも『正義のミカタ』であろうとしたように。

　私はどこまでも『悪の組織の女幹部』として振る舞おう。







「立ちなさい。カトリーヌ。自らを正義と誇るなら。自分を正義と称するのなら。その足で立ち上がりなさい。自分で立ちなさい。それともあなたは、正義の魔法少女は。悪の組織の女幹部の力を、手を、借りねば立てない程に弱かったの？」




　いっそ傲慢と言ってもいい。そんな私の酷い言葉。実際に手を合わせて分かった。あの怪人は決して弱くはない。単純な力技だけでも相当なものである。それをこの華奢なお嬢様が。触れたら壊れそうな純白のお姫様が。本来は魔法に、攻撃魔法に特化したこの魔法少女が、あえてその身を晒して、その体を盾にして、何度も、何度も何度も。打たれて、叩きのめされて、それでも立ち上がり続けたのだ。







　ここで倒れられたら。全てを私に任せられたら。楽なのにね。

　でもあなたは。きっと。絶対に諦めない。絶対に立ち上がる。







　――何故ならば。この少女は。この純白の少女は。その存在理由は。







「そんな訳……っ！　そんな訳、ないでしょう！　我が名はカトリーヌ！　この身は正義の化身！　この心は正義の鏡！　正義は、私の正義は……っ！」







　震える膝に自らの平手を叩きつける。気合を入れる。折れそうな足に無理矢理力を入れる。その顔は一瞬たりとも地に向けず。その蒼い瞳は僅かな時も私から逸らさず。




「お、お嬢様っ！　お嬢様っ！」

「カトリーヌ！　カトリーヌ！」




　戦闘員に囲まれた仲間からの声援を受け。戦場に迷い込んだ少女を護るため動くことが出来ない仲間からの声援を受け。少女はもう一度立ち上がる。その身は傷だらけでも。純白の衣装は泥だらけでも。彼女自身から溢れだす光のオーラは。その眩い輝きの訳は。理由は。彼女の立場ではなく、その本質に在り。







「私の正義は！　この程度では折れません！　私の信念は！　この程度では曲げられません！　私は！　私が！　私こそが！　正義なのですから！」







　――きっと最後まで。いつか息を引き取るその瞬間まで。悪を滅ぼす正義であろうとするに違いないから。







「……なによ。ふらふらじゃない？　そんな体で戦えるとでも思っているの？」

「貴方の目は節穴ですか？　百合？　私はまだまだ行けますよ？　元気ですわ」




　空元気も元気のうち。好きだよ。カトリーヌ。その強がりは。




「だったら行くしかないわね。ついてきなさい！」

「言われなくても！　私の力を見せてあげます！」




　展開に付いていけず、やや呆然とした表情で立ち尽くすカニ怪人の懐に私が飛び込む。その背中を護る白い魔法少女が魔法の詠唱を始める。




　思いきり握りしめた私の拳を、反射的にその大きなハサミで打ち払ったカニ怪人が叫ぶ。大きな声で疑問を投げかける。




「なぜだ！？　なぜ『正義のミカタ』とお前は共闘するのだ！？　お前は悪の組織の人間なんだろう！？　幹部なのだろう！？　何故同じ悪である我に拳を向ける！？」




　同じ悪？　冗談じゃない。味噌汁でその不細工なツラを洗って出直しておいで。

　あんたらには悪の美学が足りないのよ。悪の誇りが感じられないのよ。




　私のいた『ブラックシャドウ』の者ならば。あの誇り高い総統の部下ならば。

　常に真っ向から。正々堂々と。自らの主義の為に。自分たちの信念の為に。




　その力を正義に向けた筈。間違っても人質なんかとらなかった筈。

　悪の秘密結社の『ブラックシャドウ』の。その存在理由は。存在意義は。




　総統が掲げた理想は。理念は。総統が護りたかったものは。それこそは。







　――正義の名のもとに踏み躙られる、弱い者の救済、だったのだから。







「……そんなの、あんたを殴る理由なんて簡単よ」




　握りしめた拳に。もう一度力を込める。爪が食い込むほどの力を込める。




「私はさ、カニって大っ嫌いなのよね。高価だし。身は少ないし。高価だし。食べるのにも労力がいるし。高価だし。人によってはアレルギーも出るし。高価だし。それから高価だし。そして、それからさ。何よりも、さ」




　おっと。ドサクサに紛れて庶民の心の叫びが混じってしまった。背後にいる白いお嬢様には分かるまい。カニなんて庶民が食べるものではないのだ。カニカマのちょっと侘びしいおいしさで十分なのだ。だから。




「なによりもっ！　あんたのそのイボイボした殻が気に入らないっ！　気に入らないから殴るだけ！　どうよ！　我儘で傲慢で！　実に『悪』らしい理由でしょ！」




「ぐほっっ！！」




　言葉と同時に、今度こそカニ怪人の腹に私の拳が突き刺さる。堅そうな殻に守られたハサミと違い、体躯のほうは意外と柔らかくて。私の正拳づきをまともに食らったカニ怪人の体がくの字に折れ曲がる。吹き飛ぶ。




　それと同時に、私は『何か』の気配を感じ、横っ跳びにその身を転がす。一瞬前まで私の頭があったその空間を、白銀の光が貫く。魔法の矢が飛び去っていく。その的は。標的は。ようやく体勢を立て直したカニ怪人のまさに腹のあたりで。




「ぐあああああっ！！」




　カトリーヌの魔法の矢は、正確に確実にその狙い通りにカニ怪人へとぶち当たり。散々殴られ続けたその恨みとばかりに最大限の威力を発揮し。更にカニ怪人の体にダメージを与える。その効果は絶大だが。それはともかく！




「ちょっと！？　なにすんのよカトリーヌ！　危ないじゃない！？」

「あら。御免あそばせ。でも『悪の女幹部』であるならば、その程度は避けられるでしょう？　それとも『悪の女幹部』さんは、言われなければ『正義のミカタ』の魔法攻撃ですら避けられないのかしら？」




　ヲホホ、と。そんな感じで優雅に顔に手を当ててお嬢様ちっくに微笑むカトリーヌのその勝ち誇った顔！　カッチーンときたよ！　これは復讐だな！？　さっきの私の発言に対する当てつけだな！？　上等じゃない！




「そんなひょろひょろ玉に当たる訳ないでしょ！　遠慮せずにガンガンきなさいよ！」

「ひょ、ひょろひょろ玉ですってえええ！　後悔させてあげますわ！」







　……そこから先は、もう一方的で。




　私の拳が。爪先が。肘が。膝が。

　カニ怪人の体を殴る。抉る。突き刺す。突き飛ばす。




　カトリーヌの魔法が。光が。風が。雷が。

　カニ怪人の体を貫く。刺し込む。吹き飛ばす。撃ちすえる。




　白い正義の魔法少女と、黒い悪の女幹部の連携は。

　何ひとつ示し合せた訳でもないのに。言葉ひとつ交わす訳でもないのに。

　互いが互いの隙をカバーし、互いが互いの息遣いだけを合図として庇いあい。




　それはまるで、完成された舞台のように。約束された組み稽古のように。

　完璧に完全に。同等に同調し。重なり合い重ね合い。打って引き引いて撃ち。







「……ぐ、ぐ、ぐおおぉぉぉ……」







　いつしか立場は逆転し。苦悶の声を上げるカニ怪人の体はボロボロで。倒し切るまであと一息。そんな時に。そこまで追い詰めたその時に。







　――その声は、冷たい男の声は、どこからか響いてきた。







『……情けないものだな。カニゾーよ。そのハサミは飾りか？　その力は正義には通用しないとでも言う気か？』




　びくりと。カニ怪人が身を震わせる。




『仕方がない。もう一度だけ手を貸そう。有り難く思うがいい』

「し、しかし！　総督！　わ、私はもう！　既に一度生体改造を……」




　……総督？　誰それ？　あとカニ怪人はなんでそんなに怯えてるの？




『だからどうしたというのだ？　運が良ければ生き残れることもあるだろう。恨むのであれば、自分の力で正義を倒せなかった自らの非力さを恨むが良い』

「そ、総督！　お慈悲を！　総督！　そうと……」




　カニ怪人の叫びは。悲鳴は。最後まで聞きとることが出来なかった。

　天から刺した一筋の光が、カニ怪人の体を包む。包み込む。







「ぐ、ぐはっっ！　ごぼっ！　ごぼごぼごぼ……っ！！」







　光のベールに包まれたカニ怪人の苦悶の声が響き渡る。ぼこっ、ぼこっという奇妙な音が聞こえてくる。シルエットしか見えないカニ怪人の姿が、一回り以上膨らむ。特にハサミの部分が大きく膨れ上がっていく。







『行け。カニゾーよ。生体改造バージョン2。そこまで力をつければ、魔法少女如きに負けることはないだろう。……まあ、その身も同時に滅ぶであろうが、な』







　……ゆらりと。光のカーテンが晴れたその中から出てきたカニ怪人は。さっきまでのボロボロだった残り滓のような姿ではなく。より一層強大に。より一層邪悪に。その姿を変えており。口からこぼれ出す泡が見苦しく。赤く染まった目が危険な色を放って。




「おのれ……っ！　おのれ！　おのれ！　おのれええええっっ！！」




　ガラスを爪で引っ掻くような、そんな聞くに堪えない大声を上げつつカニ怪人が突進してくる。ひらりとそれを回避し……ようとして、その早さが、その突進力が、先程とは比べ物にならない程に強化されていることに気がつく。




　今までのように余裕を持って対処できない。私は身を守る為に両腕を体の前で交差する。その突進を受け止める為に。そのハサミが致命傷にならないように。だがしかし。




「……っ！？」




　怪人が飛び込んできた瞬間、その体当たりを受けた瞬間、しっかりと地を咬んでいた筈の私の足がふわりと浮いてしまう。その勢いに負ける。体が後ろへと弾き飛ばされる。吹っ飛ばされた私の体は背後にいたカトリーヌをも巻き込み、さらに後方へと飛ばされる。




「い、いたっ！　ど、どうしたのですか！？　百合！？」

「私が聞きたいよ！　カトリーヌ！　あいつ、パワーアップしている！　もう私だけでは抑えきれないかもしれない！　もっと強い攻撃魔法はないの！？」




　私の叫び声に、カトリーヌが答える。私と同じくらい大きな声で。




「確かにあります。ありますけど！　それは威力が強すぎてここでは使えません！　周囲に被害が出てしまいます！　それは本末転倒でしょう！？」




　しかしその声は。カトリーヌの悲痛な叫びは。私の耳を素通りする。何故ならば。両手を。いや、両方のハサミを頭上に掲げたカニ怪人のその腕に。全身に。




　先程の、私が蹴り飛ばした時とは桁違いな程の、有り得ない程の魔力が籠められていくのを見てしまったから。見せつけられてしまったから。




　私を、防御に徹した私ですら簡単に吹き飛ばしたあの力で。

　あれほどまでに高められた魔力を宿したハサミを叩きつけられたら。




「貴様らのせいで！　貴様らのせいで！　我は命を失う！　この身は滅ぶ！　だが、ただでは死んでくれぬぞ！　貴様らも。憎き正義のミカタも！　道連れだ！」




　地が震えるほどの魔力が渦巻く。天が怯えるほどの魔法が集まる。どうすればいい？　あんなのどうやって防げばいい？　いや。回避するだけなら簡単だ。私も、そして魔法少女たちもヒーローもその身体能力は並みじゃない。逃げることなら可能であろう。




　でも。




　私はカトリーヌを見る。正確にはその背後にある無関係な商店を。

　私は北川さんを見る。正確には彼女が守る幼い少女を。




　唇を噛む。血が滲むほどに噛みしめる。またか。また私は大事なところでは役に立てないのか。また私は大事なものを護ることが出来ないのか。そんな命なら。そんなちっぽけな存在ならば！　自らの誇りさえも守れぬというのなら！







「百合っ！！」







　魔法少女の悲鳴が響き渡る。その前に立ち腕を広げる私に向けて。




　その姿はあるいは、もしかしたら、あの日の総統に重なっていたのかもしれない。

　その瞳はあるいは、もしかしたら、さっきの魔法少女と同じ色なのかもしれない。




　それは実は簡単なことで。護りたい物が、大事な人が背中にいるのであれば。

　人は案外簡単に、その身体を、自らを、命をも犠牲にできるのかもしれない。







　ごめんなさい。総統。せっかく助けてもらった命だったのに。二度も救ってもらえたこの体なのに。がんばりましたけど。がんばってはみましたけど。どうやら百合はここまでのようです。『不甲斐ない』と叱って下さい。『情けない』と怒ってください。







　でも百合は。私は。総統の部下だから。総統の家族ですから。だからそれ故に。

　ここは一歩も引きません。折れません。あの日の総統の、力強い背中のように。







　――私は総統の、悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の女幹部なのだから。




　








第一幕　正義の白

第十ニ話　決着

第十ニ話　決着




　――覚悟は、決めた。




　本当ならば、母親と共に逝く筈だったこんな命なら。

　本来ならば、総統と共に消える筈だったこの命なら。




　――二度も失いかけた命なら。




　その背中に大事なものを庇って。決して振り返らずに。

　その目に憎い敵を焼きつけて。決して一歩も引かずに。




　――憧れ続けたあの人のように。




　私の力はまだ少し足りなかったけど。

　私の心はまだ誇れる程ではないけど。




　――誰かの為に、散ってみるのも、悪くはない。







「――きなさいっ！！」

「言われなくともっ！！」




　握りしめた拳を体の前に。両の拳に魂を込めて。ガチンと音高く打ち鳴らす。私に魔法はない。私に出来るのは近接物理攻撃のみ。だがしかし。この身に在るは引かない心。この身に宿るは誇り高き総統の魂。




　だとしたら。この拳はきっと。邪悪な魔法をも討ち払える筈。

　せめて、相討ちに。願わくば、背中にいる少女のことだけは。




　力を貸してください。護ってください。総統閣下！







　……カニ怪人の赤く染まった視線が私を貫く。

　私の炎のような眼差しがカニ怪人を貫く……。







　物理的な熱すら感じられる、そんな灼熱の視線の交差。二人の緊張が高まる。不可視の可燃物に包まれたような、そんな緊張感。何かの切欠で一瞬で爆発しそうなその空気。びりびりと肌を焼く殺意。それを跳ね返そうとする意思。




　対峙する私たちが交わす無言の会話が。二人だけの世界が。急激に急速に。激烈に熾烈に。その熱を高めていく。前振りは十分。交差は一瞬。その熱に。その圧力に。やがて耐えかねたようにカニ怪人が叫ぶ。







「……死ねい！　裏切り者の『悪の女幹部』よ！」







　大きく振りかぶったカニ怪人が。その圧倒的な力を解放しようとしたその時。







「そこまでじゃ！　双方！　拳を引けい！」







　その声は。帰る場所を失った私を引き取ってくれた恩人の声で。天涯孤独になってしまった私の保護者を買って出てくれた人の声で。私はその声に逆らうことは出来ず。私はその声に一抹の救いを求めて。首を廻らす。その声の主を探す。




「は、博士っ！　なにしてんのそんなところで！　危ないじゃないっ！？」




　私の背中。私が護ろうとした魔法少女の更に後ろ。魔法少女が護ろうとした誰かの生きる場所。どこにでもあるような商店のその屋根の上で。







　――くしゃくしゃの白衣を風になびかせ。傲然と胸を張る博士が、そこにいた。







「危ない？　誰に向かって物を言っておるのじゃ。百合よ。儂は『悪の組織の天才学者』じゃぞ？　……それに見た所、危ないのはお嬢様方のほうだと思うのだが？」




　にやりと。人の悪い笑みを浮かべる博士が、白衣のポケットから何かの機械を取り出す。それを高々と頭上に掲げる。カニ怪人へと悪い笑みを向ける。




「さて。怪人さんよ。そこの黒いのは儂の孫のようなものでな。とんだじゃじゃ馬娘ではあるが、むざむざやられるのを黙って見ている訳にはいかんのじゃ。そこでどうだろう？　ここで引いてもらう訳にはいかないだろうか？」




「ば、馬鹿を言うな！　今まさに！　この小娘たちを吹き飛ばそうとしているこの時に！　引け、だと！？　馬鹿も休み休み言え！」




　うん。まあ。そうだよね。あんたの立場からすればそう言うしかないよね。




「そうか。では交渉決裂と言う訳じゃな。では、百合よ。そこの『魔法少女』たちよ。『ヒーロー』よ。お前たちひよっこどもに戦場を用意してやろう。感謝するといい」




　かちりと。無造作に。博士がその機械のスイッチを入れる。同時に叫ぶ。







「魔空間発生装置！　作動！」







　――途端に世界が歪みだす。足元が、固いアスファルトの感覚が消え去る。風景が、どこにでもあるような商店街がその色彩を失う。ぐるぐると、万華鏡のように視界が回る。廻る。渦巻く。




「えっ！？　ええっ！？　な、なにこれ！　なにしたの博士！？」

「ちょ、ちょっと！　百合！　これは何ですの！　何があったのです！？」




　突然無重力空間に放り込まれたような感覚に、思わず何かに縋りついてしまう。それは逆に私の体を抱きしめてきて。黒い私と白い少女は互いをきつく抱きしめあい。その手を固く握りしめあって。







　――気がつけば、私たちは。自分たち以外は誰もいない、広大な石切り場のような、そんな空間に立っていて。







「こ、ここはっ！？　ここはどこなんですお嬢様！？」

「いったい何があったんだ！？　カトリーヌ！？」




　ピンクの魔法少女とシルバーのヒーローが叫ぶ。ああ、あんたたちも来てたのね。ごめんちょっと存在を忘れていた。だって影が薄いんだもん。二人とも。







「ば、馬鹿なっ！？　『魔空間』だとっ！？　その技術は伝説の物の筈！？　既に失われた過去の技術の筈だ！」







　カニ怪人が叫ぶ。どうやらやつは自分たちの身に何が起こったのか正確に把握しているらしい。ちょっと悔しい。おのれ甲殻類の分際で。




「失った？　ここに開発者である儂がおるというのに。そもそもじゃな、『魔空間』の理論は儂がきちんと論文にまとめた筈じゃ。誰にでも分かるようにとあれほど簡単に簡潔に書き記したというのに、それすらも理解できないなんて最近の若い学者どもは……」




　ぶつぶつと、何か年寄りくさい独り言を呟く博士。まあ年寄りなんだけど。




「とにかく、じゃ。百合よ。『正義のミカタ』たちよ。ここなら周囲への被害を考えることはない。お前さんたちしかいない空間じゃ。……思いっきりやるがいい」




「おのれ！　くたばり損ないめ！　戦闘員！　やつを捕えろ！　いや！　構わん！　叩き潰してしまえ！」




　勝ち誇ったように高笑いを上げる博士に向け、カニ怪人が叫ぶ。その声に我に返ったのは、雑魚戦闘員と揉み合っていたヒーロー、三田君で。




「させるか！　力を解放できるのであれば、戦闘員など怖くはない！　さあ！　思いっきり叩きのめして……や、る？　あれ？」







　……ふと気がつけば。軽く二桁はいた筈の黒服たちはその全員が既に伸びていて。多分、わざとだと思うのだけれども。その黒服を敢えてひとつにまとめ、山を築きあげたそのてっぺんに。どっしりと。ちょこんと。二人が腰をかけている。







　――黒い覆面で顔を覆い、黒い全身タイツで体を覆ったその二人は。逞しい体をした童顔の男性と。抜群のスタイルを誇る大人の女性の筈で。顔は見えないけれども、でも私には分かる。あの中身は、常に冷静で礼儀正しい青年と、常に優しく朗らかな女性であることが。




「パワーはまあまあでしたけどね」

「力の使い方が甘いよねー」




　物足りないと言わんばかりのその声は。甘く魅力的なその声は。

　やはり私の大好きな家族のもので。かけがえのない仲間のもので。




「せ、戦闘員が……全滅……だと？　従来型の三倍の能力がある戦闘員が……」




　信じられぬ、そう呟くカニ怪人に向かって黒マスクたちが声をかける。




「経験が足りませんよ。圧倒的にね。戦闘は力だけで決まるものではないので」

「そもそも、黒覆面黒タイツじゃない時点で、私たちの敵じゃないですよー」







　やばい。涙が出そう。あの姿は。あの戦闘員としての自負は。誇りは。

　間違いなく。あの頃の。総統の部下の。戦闘員AさんBさんのままで。







「あ、ありがとう二人とも！　博士をお願い！」







　感極まった、ちょっとだけ潤んだ私の言葉に、だけど二人はそっと首を横に振る。えっ？　なんで？　助けに来てくれたんじゃないの二人とも？




「そうじゃないでしょ？　百合ちゃん？　私たちは『悪の組織の戦闘員』なのよ？」

「そして、百合さんは『悪の組織の女幹部』なんですよ？　だったら、ね」




　ああ。そうか。わかったよ二人とも。そうだよね。それが悪の様式美だよね。

　私は胸を張る。二人に強い視線を送る。傲慢に傲然と。二人に向け叫ぶ。




「戦闘員！　女幹部ブラック・ユリィの名のもとに命じる！　博士を護れ！」

「イーーーッ！！」




　どこまでも誇らしげに。ぴんと右手を真っ直ぐに伸ばし頭上に掲げ。普段の落ち着いた二人からは想像も出来ないような甲高い声を上げるその姿が。もう。もう。滲む涙で。ぼんやりと霞んで。見え、ない。見えないよ。Aさん。Bさん……っ！







「ほれほれ。泣いてる場合ではないぞい？　百合よ。はよう怪人を倒さんかい」

「な、泣いてなんかない！　博士うるさい！　目が埃に入っただけだもん！」

「……それはとっても猟奇的な光景だと思いますわ。百合」

「カ、カトリーヌっ！？　あんたまで私を裏切るの！？」




　こんなやつ庇うんじゃなかった！　もうカニ怪人の攻撃から私を護る盾にしてやろうかしらこのお嬢様！　へろへろのくせに！　衣装も泥だらけのくせに！




「あら？　私は『正義のミカタ』で貴方は『悪の組織の女幹部』ですわよ？　私たちがいつ手を組みました？　いがみ合って当然ではありませんこと？」

「……ま、言われてみればそのとおりよね。カトリーヌ。でもさ、この際、悪も正義も関係なく、さ、あのカニ野郎をぶっ飛ばしてやりたくはない？」




　私の提案に。まあ、今さらという話もあるが。そこは置いといて。カトリーヌはにっこりと微笑む。ふわりとその手を振う。誘い込まれるように光が集まってくる。




「了解しましたわ。『悪の女幹部』さん。では少しだけ時間を稼いでください」

「高威力の魔法を撃つつもりね。さっさとしなさいよ。『正義のミカタ』さん」







　頷きあう私たちの横を、風のように走り去る銀の光。







「ちょっと待った！　俺だってやるぜ！」




　その勢いのまま、思いっきりとび蹴りをカニ怪人にぶちかます三田君。へえ。なかなかやるじゃない。ただのお笑い担当じゃなかったんだね。見直したよ。ちょっとだけ。ほんのちょっとだけね。あんまり効いてないみたいだけどさ。







「わ、私だって！　『パウダー・スノー』！！」




　ピンクの少女が、どこからか取り出したファンシーな杖を振う。その声に誘われるように、導かれたように。ピンクの雪のようなものが舞い降りてくる。ふわり、ふわりと舞うその魔法は、まるで桜の花びらのようにも見えて。思わずすっと手を差し伸べる。手のひらで受け止めようとしてみる。







　ジュッ。







「あ、あっ、あっつううう！！　熱い！　何よ！　何なのよこれは！？」

「えっ！　ええっ！？　神聖魔法ですけど？　悪を浄化する範囲魔法ですけど？」

「なに考えてんのよあんたはっ！　私のこの姿が見えないの！？　どう見ても『悪属性』でしょうが私は！　あれか！　それはあれか！　カニ怪人もろとも私まで浄化して滅しようとするその意思表示なのか！？」




　憤怒の表情で叫ぶ私に怯えたのか、北川さんの動きが止まってしまう。ついでに対私用だったのかもしれない浄化魔法も止まる。おのれピンクの魔法少女よ。北川雪乃よ。その属性はドジっ子だったのか。見誤っていたわ！







　――そんなコントのようなやりとりを。敵が黙って見ている訳もなく。







　飛びかかったヒーローを力任せに地に叩きつけたカニ怪人は、その重そうな体からは想像も出来ないダッシュ力で私に迫り。――迎え討とうとした私の拳を避け、その横を走り抜け。そのハサミを。ピンクの魔法少女へと向ける。




「えっ！？　えっ！？　きゃ、きゃああ！」




　北川さんの背後に回ったカニ怪人は。その自慢のハサミを少女の細い首にあてて。高らかに笑う。勝ち誇ったように笑う。




「ふははははっ！　そこまでだ！　この女の命が惜しければ武器を捨てろ！　その魔法の詠唱をやめろ！　膝をつけ首を垂れろ！」




　この場面で人質をとったカニ怪人は。きっと。己の絶対的な優位を確信したのだろう。この勝負を制したと思ったのだろう。だがしかし。私は慌てない。私は揺るがない。だって私は。まだこの場に現れていない、でも絶対にいるに違いない、もう一人の男を知っているから。その人を信じているから。







「……大佐。お願い」

「委細承知」







　風のように。陽炎のように。幻のように。

　音もなく。気配すらなく。すっとカニ怪人の横に出現したその優男は。




　きん。という澄んだ音を立てただけで。一瞬で抜かれたのであろう腰の刀は、その軌跡すら私たちに見せることなく。目に留まらせることなく。映すことなく。




　――ごとり、と。重い音を立ててカニ怪人自慢のハサミが地に落ちる。斬り払われたその断面は、ゾッとする程の剣の冴えをまざまざと見せつけていて。カニ怪人はその痛みよりも、衝撃よりも、重いハサミが突然切り離されたことにより大きく体のバランスを崩す。







「な、な、なああああっ！？」







　魔法のように。魔術のように。一瞬で自らの体から切り離されたハサミを見てカニ怪人が絶叫する。口から泡を吹く。その隙に逃げ出した北川さんの首筋に、その綺麗な髪に、ピンクの衣装に、一切の刀傷がないことを見て、私は心から驚愕する。どれほど鍛錬を積めば、どれほど自らを追い詰めれば、人はこの境地へと辿り着けるのか。




「……遅かったじゃない。大佐」

「うん？　ずっといたんだがな。一番いいところを持っていこうと思って、な」




　にやりと笑う大佐の顔は。いつものナンパ師のそれではなく。不倫男の顔ではなく。

　見るもの全てを畏怖させる、『悪の組織の大幹部』の顔そのもので。




　……私を狙った『正義のミカタ』の無慈悲な攻撃に一歩も引かず、撃たれて撃たれて、撃ち続けられても。気を失ってさえも私を庇い立ち続けた、あの時の大佐のままで。凛々しく誇り高い、男の中の男の精悍な顔で。




　でもね。大佐。ごめんね。その願いは、叶えてあげられないんだ。







「一番おいしいところは、これからよ。そしてそれは私のもの。だって私は」







　ぐっと下半身に力を入れる。私には博士のような知恵はないけど。戦闘員さんたちのような格闘技術はないけど。大佐のような剣戟は放てないけど。でも。私は。私の正体は。それでも。今までも。これからも。







「傲慢で我儘で！　自分勝手な『悪の組織の女幹部』なのだから！」







　どんっ！　私の足が地を抉る。走りだした私の前に立つのはカニ怪人。地の利を奪われ、部下は倒れ、人質は奪い返され、武器の半分をも失ったカニ怪人は。それでも敗北を認めようとはせず。逃げ出そうとはせず。破れかぶれではあろうが、またそのハサミへと魔力を籠め始める。この期に及んで背を向けず、それどころか必殺の一撃を放とうとするその姿勢は敵ながら天晴れ。そう認めてやってもいい。でも。だからこそ。







　私は全力でぶつかる。滅ぼされた悪の組織の女幹部の名に賭けて。







　一切の手加減はしない。情けはかけない。それが。それこそが。この怪人に対する礼儀だと知っているから。同じ立場にあるならば、私もそうして欲しいと願うから。それが悪の美意識。滅びの美学。悪の魂そのものだから。







「これがっ！　最後だああああっっ！！！」

「上等っ！　やれるものならやってみなさいっ！！」







　懐に飛び込んだ私に向け、カニ怪人が赤い凶器を振り下す。ギリギリ。紙一重。そんな言葉では表現しきれない。私の肌を掠めるようにして魔法が放たれる。







　――さっきは避けられなかった。背中に護るべき人がいたから。

　――今度は避けられる。背中を預けるに足る人たちがいるから。







　この魔法は。博士の科学力が。戦闘員さんたちの肉体が。大佐の技術が。

　絶対に絶対に。魔法少女に。白いお姫様に。――私の大事な『友だち』に。







　余波ですら届かせる訳がないと、知っているから。







　……しかしそれは囮。私の背後で轟音を上げるその魔法は。実は強大で凶悪で強力な目くらましで。本命は。その巨体の全力を籠めた馬鹿馬鹿しい程大きく重いこのハサミのほうで。血のように赤い武器のほうで。怪人に残された立ったひとつの味方のほうで。







「死ねえええええいっ！」







　一度は地に向かい振り下ろされたそのハサミが。凶器が。その切っ先が私に向け跳ね上がってくる。慣性も重力さえも無視したような軌道で襲いかかる。突き刺そうとする。私の身を裂こうとする。斜め上方に向かって放たれたその必殺の一撃を。カニ怪人が己の魂を籠めて放ったその攻撃を。







　一瞬が。刹那が。何倍にも。何十倍にもなったように感じられる。

　私に向けて突き進む、そのハサミに入ったヒビも。模様も。その構造さえも。

　私には知覚できる。認識できる。空気を焼き迫る赤。それを私は。







　地面を這うように。私の短い髪が地に付くくらいに。思いっきり頭を下げかいくぐる。カニ怪人のその腕の内側に。その懐の奥深くに。自分の身を飛びこませる。







「……見事」

「……あんたこそ」







　交わした言葉はそれだけで。交わした視線は一瞬で。でもされど。そこには。互いに向けてのありったけの賛辞の言葉が籠められていて。それでも足りない想いは。伝えきれない言葉は。これから。この拳が。握りしめられた拳が。代弁してくれるから。







「……だらあぁぁぁぁっっ！！！」

「――っ！　ぎっ！　ごっ！　ぐ、ぐはっ！！」







　悪は悪らしく。乙女らしさの欠片もなく。私は叫ぶ。殴る。左右の拳を叩きつける。横腹に。鳩尾に。顎に。人中に。こめかみに。喉元に。雨霰と自らの武器を叩きつける。呼吸すら忘れ。獣のように叫びつつ。一陣の暴風のように振る舞う。




　悪は悪らしく。格好良さなど微塵もなく。怪人は呻く。身を折る。顎を跳ね上げる。横腹が。鳩尾が。顎が。人中が。こめかみが。喉元が。機関銃のように叩き込まれる拳で痛めつけられる。呼吸すら出来ず。ただ一方的にその身を打たれる。







　弾丸のように放たれた私の拳が。怪人の腹にめり込む。体がくの字に折れる。ハイキックでも届かなそうだった顎が目の真に晒される。ここだ。ここで。一気に！







「カトリーヌっ！」

「お任せなさいっ！　百合っ！　『ホワイト・サンダー』！！」







　踏みしめた軸足が固い大地にめり込む。私は残った力の全てを右足に注ぎこむ。真っ向から。真正面から。もはや防御の必要は感じられない。完全に死に体となったカニ怪人の顎に、そのつま先を、天へと向けて思いっきり叩き込む。突き刺したつま先に、更に限界まで力を籠め、敵の巨体を宙に浮かせる。空へと弾き飛ばす。







　最早悲鳴すら上げられず、成すがままに吹き飛んだ怪人の体に向け、天から一筋の光が、白く輝く雷が、轟音を上げて降り注ぐ。その身を貫く。天上に住まう神の怒りのようなその閃光は、誇り高い『正義のミカタ』の、白い魔法少女の渾身の一撃で。







　――その直撃を受け、ボロボロに焼け焦げたカニ怪人が、地に叩きつけられる。ぐしゃっという音を立てて落ちてきたカニ怪人は、泡を吹いたままピクリとも動かず。







　それを見てようやく私は。ほう……っと。息をつく。全身の緊張を解く。







　終わった戦闘に興味はない。今はただ、昔のように。あの時のように。私の危機を救ってくれた仲間のもとに帰りたくて。優しく迎え入れてもらいたくて。







　――くるりと振り返った私を、蒼い瞳が貫く。







　そこに立っていたのは不倶戴天の敵。悪を滅ぼそうとする正義の少女。




　彼女は彼女につき従う、二人の仲間を連れこちらに向かい歩いてくる。

　私は私を守ってくれる、四人の仲間のもとへ向かうために歩き始める。







　どこまでいっても。私は悪で。彼女は正義で。







　だから。一時の。ほんの一時の。両者の共闘は。その敵が倒れたことにより解消された筈で。それ故、私たちはお互い目も合わせずに。勿論言葉なんてかけずに。




　ただ黙ってすれ違う。各々の道を歩んでいく。互いの道を否定せず。されど自分の道を譲ることなく。自らの存在意義を。その誇りを。そっと胸の内に秘め。







　……だから私が、自分の右腕を肩の高さに上げた時、すれ違う純白の魔法少女が全く同じ動作をしたことはただの偶然で。同じ高さに掲げられた二人の腕が。その掌が。音高く鳴らされたのもまた偶然の筈で。そこには何の必然もない筈で。







　だから二人は。きっと。明日からも。ずっと同じ関係の。好敵手であり続ける。







　――誇らしげに響き渡ったその音が、二人の少女の手が力強く合わされた、その澄んだ音が、この死闘の終わりを告げた。







　





第一幕　正義の白

エピローグ　宴の後とこれからのこと

エピローグ　宴の後とこれからのこと




　最後まで胸を張り。何ら悪びれることなく。悪と慣れ合うことなく。

　凛とした表情で歩き去るカトリーヌの。『正義のミカタ』のその背中は。




　私と歩む道は違えども。私と思想は違えども。

　その生き様には。愚直なまでの一途さには。何故だか共感すら覚えて。




　もしかしたら。あるいは。彼女とは。彼女であるならば、と。

　そんな。有り得ない、夢を、未来を、見てしまいそうで。




　そんな自分が。弱くなりそうな自分が。どこか怖くて。

　手に入れてしまったら。一度受け入れてしまったら。




　もう二度と手を離せなくなりそうで。失うことが怖くなりそうで。







　……だから、私は、そっと目を逸らす。彼女に背を向ける。







　私は悪の組織の女幹部。彼女は正義の白い魔法少女。

　どこまで行っても。きっと。二人の道は平行線で。交じることは、ない、筈。







　――そんなことをつらつらと。らしくもなく考え込む私の肩を叩く人がいる。







「……お疲れ様。百合」

「博士。その。あの。あのさ……」







　どうしよう。言葉が出ない。最初に言うべきは『ありがとう』なのか。それとも『ごめんなさい』なのか。博士との約束を破って変身してしまい、しかも命まで助けてもらった私としては、何と言うか、その、面目ないやら申し訳ないやら格好悪いやらで……。




「……何も言わなくて、よい。百合には百合の考えがあるのじゃろう？」

「……あ。うん」




　そんな私の心を見透かしたように、皺だらけの手で頭を撫でてくれる博士。




「蛙の子は蛙、ということじゃ。……思えばお前は、誰よりも、儂らの誰よりも総統にべったりだったしのう。その心を誰よりも深く受け継いでいて当然か」




　それは私にとって。何よりの、最高の賛辞の言葉で。

　憧れたあの背中に。ちょっとだけ近づけたような。そんな気がして。




　私の頬はついつい緩んでしまう。私の瞳はついつい潤んでしまう。




「しかし！　何じゃあの有様は！？　あの程度の怪人に苦戦するなど、『ブラックシャドウ』の名折れじゃ！　その上、命の危機に晒されても儂らを呼ばないとは、全くどういう料簡じゃ！」




　……怒られてしまいました。いいじゃん最後は勝ったんだし。負けなかったんだし。そりゃ一時はどうなることかと思ったけどさ。実は密かに覚悟は決めていたけどさ。それに。




「……だって。呼べないじゃない。『もう変身しない』って。そう宣言したの、今日の朝だよ？　朝令暮改にも程があるかなあって考えたら、さ」




　恥ずかしくって。そう続けようとした言葉は、博士の怒号に遮られる。




「それで命を失うほうがよっぽど本末転倒じゃ！　この馬鹿者め！」




　……ごつん！　拳骨を頂きました。『ブラックシャドウ』では体罰は違法ではないのです。とっても痛いです。花の乙女に拳骨とか。博士酷過ぎる。




「まあまあ。博士。そのへんで」

「そうだよー。百合ちゃんがんばってたじゃない」




　AさんもBさんも私には甘い。だから大好きなのさ。この二人は。今夜のおかずは二人の好物ばかりにしようと、私は心密かに誓う。




「うむ……。まあ、努力は認めてやっても、いい。……ところで、百合よ」

「はい。お仕置きですか？　罰当番ですか？　トイレ掃除一週間の刑ですか？」

「そうではない。そうではないよ。百合」




　コホン、と。ひとつ咳払いをした博士の顔は。直前までの、孫の悪戯を見つけた時のような怒り顔ではなく。成長した孫を見つめるような、眩しげな優しげな顔で。







「……改めて。『ブラックシャドウ』の一員となったことを、歓迎する」

「あっ……」







　変身をしたということは。異能の力を身につけたということは。そしてその力で戦ったということは。それはやはりそういう意味で。ただの『居候』から。守られるだけの立場から。共に戦うべき仲間へと変貌を遂げたということで。







「……待ってたよ。百合ちゃん」

　Bさんが優しく微笑んでくれる。




「長いようで、でもあっという間でしたね」

　Aさんが深い感情を込めて頷いてくれる。




「力はそれだけでは力とは成り得ない。百合は経験と知識を身につける必要がある」

　大佐が組織の幹部らしい、普段とはうって変わった真剣な表情で言葉を告げる。







　――そして博士が。両親を失い、総統とも生き別れた後の私を。ずっと見守り、導き、育て上げてくれた親代わりの大事な人が。







「……百合よ。最後にひとつだけ、言わせてもらおう。……自分の道を悔やんではいないか？　我々は、お前の加入を心から歓迎する。だがしかし、今ならまだ普通の生活にも戻れる。戻ることが出来る。総統はお前に悪の組織の女幹部への道を。普通ではない生き方を。望んではいなかったと、儂はそう思う」




　そこでふっと言葉を切る博士。もしかしたら。あるいは。




　その心は。消えてしまった総統を思い出しているのかもしれない。

　その目は。失ってしまった偉大なる指導者の背中を映しているのかもしれない。




「……だから。最後の選択じゃ。自分で選びなさい。……このまま儂らと茨の道を、日の差さない道を進むのか。それとも普通の、ささやかではあるが穏やかで幸せな日々を送るのか。これが最後のチャンスじゃ。よく考えて答えなさい」







　そんなの決まっている。







「私は、本多百合は。総統の意思を継ぎたい。総統の果たせなかった夢を叶えたい。それが日陰の道であっても。幸せにはなれないかもしれないけど。でもその道を進みたい。だから私は。本多百合は」







　初めて会ったその日から。背中で護ってくれた最後の日まで。







「私は、悪の秘密結社の、『ブラックシャドウ』の女幹部に、なる」







　ずっとずっと。いつまでもいつまでも。この先もずっと。







　――大好きでした。総統。







「……その言葉に二言はないな？」

「うん」







　博士の真剣な表情に。真剣な眼差しに。私は胸を張って応える。

　だってそれは私の夢だから。私の存在理由そのものだから。迷うことはない。







「そうか。ならば」







　博士が私の前で跪く。博士だけではない。AさんもBさんも、そして勿論大佐も。膝をつき右手を地面に置き左手を胸にあて首を垂れる。




　――それはまるで、王に謁見する騎士の如く。




「……えっ！　ちょ、ちょっとみんな！　なにしてるの！　顔を上げてよ！」




　一瞬の驚愕の後。慌てて皆に向かい叫ぶ私に、博士が宣言する。







「我ら一同。『ブラックシャドウ』の残党四名。本日只今より、本多百合に生涯の忠誠を誓います。我らは貴方の手足となり、貴方の盾となり、貴方の為に死にましょう。この身を貴方に捧げましょう」







　その声は。その言葉は。その瞳は。その姿勢は。冗談と言うには重すぎて。







「え？　え？　ええっ！？　なんでよ！　リーダーは博士でいいじゃん！？　年功序列は日本の文化だよ！　それじゃだめなの！？」




　しかし博士は。ゆっくりと。けど揺るがぬ思いを込めて。私に応える。




「百合よ。儂はただの『科学者』じゃ。同じようにAもBも。大佐ですらも。能力は高かろうがその身分はただの『戦闘員』じゃ。……儂らはな。百合。総統の能力に従ったのではない。総統の力に縋ったのではない」




　顔を上げた博士は、その目を空に向ける。あるいはこの言葉は。目の前にいる私にではなく、どこか遠くに、この世界ではない違う世界にいるであろう、誰かに向けての言葉なのかもしれない。




「儂らが『ブラックシャドウ』に属したのは、総統の下で働いたのは。ただただ、総統の思想に、理想に、夢に。共感したからじゃ。……だから、百合よ。我らの大事な子よ。儂らを導くのは、儂らを従えるのは、誰よりも総統の心を知っている者。誰よりも総統と近い者でなくてはならぬのだ。……そして、それは。即ち」




　博士がもう一度、私に視線を向ける。真っ直ぐに私を見つめる。




「百合よ。本多百合よ。それはお前以外の誰でもないのじゃ。今はまだ、その身は幼く。経験不足でも。その魂は誰よりも総統に近いと。儂らはそう信じておる。儂らの。『ブラックシャドウ』残党の忠誠を捧げるのに、それ以外の、それ以上の理由など、どこを探してもありはしないのだよ」




　一気にそう語ると、博士はまた頭を深々と下げる。




「どうか。我らに。もう一度。胸を張って仰ぐべき旗を授けて欲しい」

　大佐が言う。




「百合ちゃんになら。私の全てを捧げても後悔はしない」

　Bさんが言う。




「幼いころから、百合さんは総統にそっくりでしたよ」

　Aさんが言う。







　……私は天を仰ぐ。私は空を見上げる。

　もしかしたら。考えたくはないけど。でも可能性のひとつとして。




　総統。もしもあなたが。私の両親のように。空の上にいるのだとしたら。

　この光景を見ているとしたら。あの頃のように私を見護っていてくれるとしたら。







　――今の私を笑いますか？　







　百合には無理だと笑いますよね。お前には荷が重いと笑いますよね。

　でもそれは。私の肩には重すぎる責任が。立場が。私に押し付けられたのは。




　あなたがいなくなったからなんですよ？　総統閣下？




　だから私は。私の身に合わない仕事ですが。立場ですが。

　あなたの代わりに。あなたの代理に。なりましょう。




　だから。総統？　私の大好きな総統閣下？

　心配性で、無関心なふりをしてもいつも私を気にかけてくれた優しい総統？




　心配でしょ？　心配ですよね？　心配してくれますよね？　だったら。それなら。







　……早く帰ってきてくださいね。留守番、しっかりと努めますから。

　いつまでもいつまでも。ずっと。みんなと。みんな揃って。







　あなたを、待っていますから。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ねえ。博士？」

「うむ？　なんじゃ？　百合よ？」

「アレ。あのカニ怪人。まだ生きてるよね？」

「半死半生というか九割近くは死んでおる」

「ってことは一割は生きてるってことよね？　アレ助けてあげられないかな？」

「…………また無茶を。そもそも助けてどうしようというのじゃ？」

「ほら。うちって戦闘員はいるけど、怪人がいないじゃない。だから、さ」

「…………九割死んでおるのじゃぞ？　生き返る保証はないぞ？」

「えー。博士なら何とかしてくれると信じてる」

「科学には出来ることと出来ないことがある」

「じゃあ命令。総統代理の、女幹部の命令。アレ助けて」

「…………早まったかもしれん、な」

「うん？　何か言った？」

「いや何も？　ところで百合よ？」

「はい？　どうしたの博士？」

「いやな。さっきのアレ。『正義のミカタ』の連中じゃが」

「ああ。うん。あの子たちがどうかした？」

「あいつらはどこに行ったのじゃ？　いやに颯爽と歩いて行ったようじゃが、ここは魔空間じゃから現実世界にはつながってはおらんのだが」

「…………あっ」

「奴らが向かった先はうちの戦闘員の訓練所でな。大佐クラスでないと生きては帰れぬほどの数の魔物を放ってあるのじゃが。あいつらはそれを知っておるのかのう」







「ちょっ！　えっ！　博士今さら遅いよ！　どうしてそういう大事なことを早く言わないのさ！　カトリーヌ！　カトリーヌーーっ！」







「……行ってしまいましたね。博士」

「……あいつらの関係もいまいちよくわからんのう。大佐」

「まあ、仲良きことは……っと。そうだ。伝えるのを忘れていました」

「うむ？　どうしたのだ？　大佐」

「実は就職が決まりましてね」

「ほう。それはめでたい。百合も喜ぶであろう。で、職種は？」

「それがですね……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……おはよう。百合」




　翌朝。珍しく、私よりも遅い時間に登校してきたお嬢様が挨拶をしてきた。




　多分。いや絶対。あんなことがあっても。互いの正体がばれた今でも。きっとこのお嬢様はいつもと変わらず私に声をかけてくる。そう信じてはいたけれども。確信はあったけれども。




　でも、それが。現実となって。ほっとしている自分がいる。




　多分。私は。もしかしたら。『悪の組織の女幹部』になって戦闘力は上がったのだろうけど、きっと心は少し弱くなっていると、そう思う。







　……って。それより。うわー。顔色悪いなあ。真っ青と言うか白いよカトリーヌ？　どうしたのよ？　病気？







「……おはよう。カトリーヌ。元気ないじゃない？　昨日の疲れ？」

「……いえ。疲れではなく。昨日のことが夢に出てきて……」




　それだけ呟くと、まるでいつもの私のように机に突っ伏してしまう。







　……あー。あれか。あれは夢に見るよなあ。







　――きっとそれは。博士が魔空間に放った魔物たちの夢のことだろう。




　駆け付けた私が見たもの。それは。白い魔法少女が巨大なイソギンチャク状の魔物の触手に囚われている姿で。仮に魔空間にテレビカメラが入れたとしても、その映像はとてもテレビでは流せそうもない。十八禁的な意味で。







「……申し訳ありませんが、朝のホームルームまで休ませてもらいますね……」

「……うん。まあ。その。ご愁傷さま……」







　同じ乙女として。年頃の女子高生として。正義とか悪とかそんな主義主張の壁を超え、私はこのお姫様に同情する。それくらい、あの光景は凄かった。うん。







「よーし。みんなー。席につけー」







　がらりと音を立てて教室のドアが開かれる。担任の田中先生が入ってくる。残念だったねカトリーヌ。仮眠の時間は終わりだよ。まあ、寝足りないなら授業中寝ればいいさ。私のように。




「まずは連絡事項だ。急ではあるが、先生は来週から研修で海外へ行くことになった。ついてはその間、新しい担任の先生がこのクラスを受け持つことになる」




　また突然な。別に好きだった訳じゃないからどうでもいいけど。担任の田中先生。




「紹介しよう。――山田先生。中へ」




　うん？　どこかで聞いたことがあるような？　……って！　まさか！？







「今日からこのクラスを担当させてもらう、『山田太郎』といいます。教師の経験はありませんが、毎日の生活を勉強と考え、がんばります。宜しくお願いします」







　颯爽と。爽やかな笑顔を浮かべつつ教室に入ってきたその男は。

　そう自己紹介をして。軽く頭を下げたその優男の顔は。







　――どこからどう見ても。我が家の居候の一人で。不倫男の顔で。







　私は開いた口が塞がらない。絶句とか、そういう問題じゃない。

　そんな私に向け。新任の先生は。山田太郎先生は。ロイ・ショッカー大佐は。







　ぱちりと。悪戯っぽくウィンクを決めて。そして更に、こう言うのだ。







「新しい生活の始まり。それはとても素敵な事ですよね。私は期待しています。皆さんも期待していて下さい。これからの毎日が、楽しくなることを……」










　　――　第一幕　（了）　――




************************************************

これにて第一幕　『白と黒の出会い』終了です。

ここまでお付き合い頂き、ありがとうございました。




ご意見、感想などを頂けたら嬉しく思います。







追記：第二幕校正のため、明日の更新はお休みさせて頂きます。





舞台裏　正義のミカタの内部事情





舞台裏　正義のミカタの内部事情

第一話　私が正義の魔法少女である理由

第一話　私が正義の魔法少女である理由




　……私の名前はカトリーヌ。




　

　正式には『カトリーヌ・バートラム・フリーマン＝ミットフォード』という名前、そして本来であれば更にその後に名誉あるイギリス貴族に与えられた爵位がついていたりもするのですが、それはまあ省略。どうせ長すぎて担任にすら覚えてもらえませんし。




　ああ。いや。新任の担任の先生は一度聞いただけでしっかりと憶えてくれましたっけ。しかも発音まで正確に。あの先生は何者なんでしょうね？　新任教師と言うには落ち着きすぎていますし、何か秘密がありそうです。前にどこかであったような気もするのですが……。







　……そんなちょっと不思議な先生が、新任の山田太郎先生が黒板に向けて板書する音だけが響く教室で。堂々と机に突っ伏して熟睡する女の子がいます。勉強するそぶりすら見せない、いっそ潔く男らしいとすら言えるその少女。







　彼女のイメージを色で例えるとしたら、それはきっと『漆黒』。

　なまじ肌が白いだけに、その短い黒髪の色を、強い瞳の黒をより一層際立たせ。







　そしてそれは、外見だけの問題ではなく。むしろ内から溢れる彼女の本質で。




　

　しっとりと、濡れたように黒い髪と。切れ長の、深みのある黒い瞳と。

　何よりも自身の放つ孤高の姿勢が。闇に生きようとするその生き様が。







　彼女の。『本多百合』の本質を。『黒』だと。『闇』だと強く認識させます。







　生まれた時から、『白』と、『光』と共に歩んできた私と。

　経験のせいで、『黒』と、『闇』と歩まざるを得なかった彼女の正体は。




　名誉ある『正義のミカタ』として、『白い魔法少女』として生きる私と。

　闇が似合う『悪の組織』の一員として、『黒い女幹部』として生きる彼女で。







　だとしたら、本来、私たち二人は、不倶戴天の敵の筈で。

　共に歩くことはままならない。そんな悲しい関係の筈で。







　……でも。でもね。百合。『悪の組織の女幹部』さん。

　貴方は知らないでしょうけど。貴方は気付いていなかったでしょうけど。




　私の顔に微笑みが浮かぶ。桜吹雪のあの春に。入学式の晴れた日に。

　私が貴方を見ていたことを。私が貴方を見つけたことを。







　……私が貴方を、認めた日のことを。







　☆　☆　☆　☆　☆







「おはようございます。お嬢様」

「……おはよう。北川さん。早いのね」

「お嬢様をお出迎えするのは私の義務ですから」




　胸を張ってそう答える気弱そうなこの少女。北川雪乃さんは。私の同僚で、私の仲間で。私の付き人とかそういう立場ではない筈で。




　つまり、彼女が私を『お嬢様』と呼ぶ謂れも、これから高校へ初登校をしようとしていた私を、マンションのエントランスで出迎える義務も、どこを探してもこれっぽっちも存在しない筈なのですが。




「……お嬢様はやめてください。それから出迎えも結構です」

「そう言わずに。お側に置いてください……」




　捨てられたチワワのようなその視線が痛いです。この少女は、同い年の筈のこの少女は。どうも『お嬢様』とかそういった上流階級に対する過剰な憧れがあるようで。あとついでに言えば、これは私の勘違いだと思いたいのですが。私を見上げるその視線には、その、どうも。単純な憧れとか、尊敬とかとは別の、妙に熱っぽいというか艶っぽいというか、とにかくそんな視線を感じたりする時もありまして……。







　……変な趣味とかもってないでしょうね？　信じてますからね？　北川さん？







「……まあ、とりあえず学校へ向かいましょうか」

「はいっ！」




　嬉しそうに微笑み、私の一歩後ろを歩きだすこの少女。その正体は。

　今期の、選ばれた『正義のミカタ』で。ピンクの魔法少女で。




　与えられた能力は、純粋な魔法使い。故に近接戦闘はやや苦手としているが、『白い魔法使い』の血を誇る私にもない、強力な範囲魔法を所持していると聞いています。







　……そう。彼女は『選ばれた』魔法少女で、私は『魔法使い』の血統。







　一般の人には知らされていない秘密ですが。関係者以外から見れば、それはどちらも『魔法少女』で等しく括られる存在ですが。実は両者には大きな違いがあるのです。







　全国の少女たちからランダムに選ばれる『魔法少女』は、強大な力を誇るものの、その力は期間限定で。そして一代限りで。本質的にその力は、ただ無条件で与えられただけと言ってもいいもので。勿論、少女自身の資質もあるのだとは思います。思想的に『悪』である少女に魔法が与えられたという話は聞いたことがありませんから。




　それに対し各国に極少数存在する『魔法使い』の家系は。先祖代々、魔法を、不思議な力を研究し、それを身につけ、正義の為に行使することを義務付けられた存在で。つまりその家系に生まれたものは、その瞬間より、本人の意思に関係なく『正義のミカタ』として、『魔法使い』としてしか生きられない存在で。







　正義を遂行する為に選ばれた存在と、正義である為に生まれた存在。

　後天的正義と、先天的正義とでも言えばいいのでしょうか？







　ですから。育てられた環境が違うから。正義に対する距離感が違いすぎるから。

　正義という同じ旗を仰ぐ両者は。正義という同じ志を持つ両者は。




　正義でありたい。正しいことをしたいと願う前者と。

　正義であることが普通。呼吸をするように正義を行使する後者は。







　同じようでいて、やはりどこかに齟齬があって。







　今期の日本の『正義のミカタ』が経験不足という理由で、遠く英国から招集された私と、基本的に善良ではあるものの、正義の力を振うことにどこか躊躇いを覚える北川さんとの間には、見えない壁が、超えがたい障壁が存在するような。そんな気がして。




　期間限定の正義のミカタと、生まれながらの正義のミカタの違いは。

　それはささいなところにも。例えば今まさに、目の前で起きたことにも現れて。







　――私たちの進行方向。通学路に植えられた街路樹の下で。幼い少女が泣いています。その頭上。街路樹の枝には赤い風船が引っかかっていて。小さなその少女では、どうやっても届かない場所で揺れていて。







　それを見て『かわいそうだなあ。とってあげよう』と思うのが魔法少女で。

　それを見た瞬間に何も考えずに無意識に体が動いてしまうのが魔法使いで。







　どちらもとる行動は同じではありますが、それを意識して行う者と無意識で行ってしまう者の違いとでも言うべきなのでしょうか？




　これは決して『私の正義のほうが強い』とかいう自慢ではないのです。北川さんが『いい人』であることも十分承知しています。でも、『選ばれたから』正義であろうとする者と、生まれた時から正義であることを『義務付けられた』者の違いはそこにあるのかと。その差が。違いが。私には、酷く悲しくなることがあります。孤独に感じることがあります。それは傲慢な考えなのでしょうか？




　……まあ、それはともかく。目の前で泣いている幼女をどうにかしなければ。







「わ、わあ！　ありがとう！　おねえちゃん！」

「……ん。もう手を離しちゃだめよ」







　だけど。私の行動は先取りされてしまって。目の前を歩いていた華奢な少女に先を越されてしまって。その風船は無事に幼女の手へと戻ってきて。幼いながらも礼儀正しく頭を下げる幼女に向け無造作に手を振ると、その少女はまるで何もなかったかのように歩いていきます。




「…………」

「どうかしましたか？　お嬢様？」




　今の一幕に気付かなかったのか、北川さんが不思議そうに問いかけてきました。彼女の目はどこを見ているのでしょう？　……さっきから私の腰のあたりにチリチリと視線を感じるのですが、それはきっと気のせいですよね？







　……再び歩き出した私たちの目の前で、時間帯的にどうなのかと思いますが、この白昼というかむしろ早朝堂々と、気の弱そうな少年相手に、どう見てもまともな職には付いていなさそうな男が絡んでいます。かわいそうに。気の弱そうな少年は半ベソをかきながら既に財布を差し出そうとしています。何をしているんですか日本の官憲は。こう言う輩はとっとと取り締まってほしいものです。あとできればついでに、私の腰に向け尋常ではない熱い視線を注いでいる背後の少女にも職務質問をして頂きたいところです。




　……まあ、それはともかく。目の前で行われている蛮行を止めなければ。







「あぁん？　なんだこれ？　たったこれっぽっちで許してもらおうとはぐぅっ！」

「……何してんのよ。朝っぱらから。見苦しい」







　だけど。私の行動は先取りされてしまって。目の前を歩いていた華奢な少女に先を越されてしまって。その少女に背後から股間を力一杯蹴り上げた男は泡を吹いて悶絶してしまい。慌てて逃げ出しつつも礼を述べる少年に向け無造作に頷くと、その少女はまるで何もなかったかのように歩いていきます。




「…………」

「あ、あれって。今の女の子って。うちの制服着てましたよね？　すごいなあ。怖くないのかなあ。私だったら怯えて動けなくなりそうです。ねえ。お嬢様」




　さすがに今の騒動には気がついたらしい北川さんが興奮気味に声をかけてきます。そう。そうなのですよね。魔法という力があろうが無かろうが、人は『暴力』には恐怖するものなのです。怯えるものなのです。それに打ち勝つのが『魔法少女』で。それを省みもしないのが『魔法使い』で。……だとしたら、彼女は？







　優しさと強さの同居は、言うほど容易くはありません。人は優しくあろうとすれば強さを否定しがちで、強くあろうとすれば優しさを忘れるもの。手前味噌になりますが、私たち『魔法使い』は正義を施行する為に強くあろうとしがちであり、『魔法少女』は正義であろうとする為に過剰に優しくなりがちです。




　使命感と義務感で。どちらかに偏りがちなその感情。正義のプロフェッショナルである筈の私たちですらそうなのです。




　だからこそ、私は驚くのです。そして尊敬もするのです。目の前を歩く少女が。何やらかったるそうに、だるそうに歩くあの少女が。その見た目のやる気のなさとは裏腹に、熱い何かを持っているのではないか、と。







　……そしてそれは、突然立ち止まった少女の視線の先を追って、道路に横たわる「ソレ」を見て、確信へと変わりました。







「うわ……。あっ。……か、かわいそう、ですね」







　いいんですよ。北川さん。無理に取り繕わなくても。道路に横たわる「ソレ」は。簡単に言えば心ないドライバーに撥ねられ命を失った野良猫の亡骸で。それを見た人が「かわいそう」と思う前に「気持ち悪い」と思うことは。嫌悪感を抱くことは。それはむしろ人として当然の感情で。当たり前のことで。だから。







「お、お嬢、様？」







　貴方はそこにいていいですよ。ああ。何なら先に登校してくれても一向に構いません。期間限定の『正義のミカタ』に。本来であれば楽しい高校生生活を送れたのであろう優しい貴方に。そこまで強いる権利は誰にもありませんから。







　そこまでするのは。そこまでしなくてはいけないのは。持って生まれた血筋のせいで『正義』であることを強制されている私たちだけで十分ですから。







　私は道路へ向けて歩き出します。不幸中の幸いと言っては不謹慎ですが、あの猫の亡骸は、どうやら一度跳ねられただけで済んだようで。亡くした命に祈りを捧げつつも、その亡骸が比較的原型を留めていることには安心もしていて。




　あれならば、弔うのに、そんなに手間はかからなそうです。




「お嬢様。あの……？」

「北川さん。私はちょっとそこのコンビニで軍手を買ってきます。ちょっと時間がかかりそうなので、貴方は先に」




　――行ってください。そう続けようとした言葉は。目の前の光景に遮られて。







　……何の迷いもなく。躊躇いもなく。血塗れのその亡骸を。自分の制服が汚れることなど、自分の手が血に塗れることなど、恐らくこれっぽちも考えもしないで。無造作に少女が抱きあげる。







　一度だけ。僅かな時間だけ。その亡骸に目を向け、そして目を閉じた少女は。

　次の瞬間にはその切れ長の瞳を開け、きょろきょろと周囲を見回す。




　ぴたりととまった視線の先は小さな児童公園があり。彼女はその亡骸を抱えたまま、そちらへと向かって歩き始める。




　その公園の隅のほう。緑の葉が生い茂る植栽のあたりに座り込んだ彼女は。恐らく昨日ここで遊んでいた少年少女たちの忘れものなのであろう。砂場に転がっていたシャベルを掴み、無言で土を掘り起こす。固い土に苦労しつつも、ある程度の大きさまで穴を広げた彼女は、冷たい亡骸を、物言わぬ肉の塊を、そっとそこに安置する。







　静かに土を埋め戻す彼女の行動は。どこまでも自然で。

　それは上辺だけの優しさではなく。それは義務感でも使命感でもなく。







　何が彼女をそうさせたのでしょう？　

　誰が彼女をそうさせたのでしょう？







　どんな経験をすれば、人はここまで優しくなれるのでしょうか？

　どんな環境にいれば、人はこんなにも強くなれるのでしょうか？







　当たり前のことを。当たり前のように。魔法の力がある訳でもないのに。

　泣く者を助け。弱いものを助け。亡くした者に祈りを捧げるこの姿こそ。







　それこそが。『悪』と戦う私たちなんかよりもよほど。

　義務感や、使命感に縛られる私たちなどよりもよほど。







　――それは、『正義』の名に相応しいのではないでしょうか？







　☆　☆　☆　☆　☆







　……そう私に思わせたこの少女が。『本多百合』の正体が。

　実は『悪の秘密結社の女幹部』であったと知った時には驚いたものです。




　自分は悪であると。悪の組織の幹部であると。正義を否定すると。

　百合のその言葉には、まごうことなき強い意志が籠められていて。




　そしてそれは。私に一切の反論を許さない理由があって。

　彼女には絶対に絶対に。譲ることが出来ない道があって。




　それが私と違う道なのが悲しくて。それが私と反対の思考なのが寂しくて。







　……でも、でもね。百合。『悪の組織の女幹部』さん？







　貴方はきっと。気がついてはいないのでしょうけど。

　貴方はきっと。それを指摘したら怒るでしょうけど。







　――多分。きっと。絶対。貴方の言う『悪』と私の思う『悪』は違うから。







　貴方の言う『悪』は。『正義のミカタ』のアンチテーゼというだけで。

　弱いものを。間違った正義の犠牲になる者を助けようとするその心は。







　――多分。きっと。絶対。貴方と私は同じ道を歩いていると信じているから。







　……授業終了の鐘が鳴る。件の少女はまだ目覚めない。

　その姿を目にしつつ、私は席を立つ。密かな覚悟を持って。




　その立場は違えども。仰ぐ旗は違えども。同じ道を歩く二人なら。

　いつか。きっと。必ず。互いを解りあえる日が来る筈なのだから。







　その想いを胸に。その気持ちを心に。私は彼女の華奢な肩を揺する。







「百合。起きなさい。百合。授業は終わりましたよ」

　……貴方の道は。貴方の思想は。きっと折れないでしょうけど。




「起きなさいってば。大事なお話があるのですよ」

　……覚悟、してくださいね。私は貴方を諦めたくはないのです。




「もう！　起きなさいってば！　百合！　ゆーりっ！」

　……だから。百合。貴方を巻き込みます。私の計画に巻き込みます。







　だって貴方は。私が。このカトリーヌが。『正義のミカタ』である私が認めた。







　――大事な、大事な。たった一人の。私と対等の存在なのですから。














舞台裏　正義のミカタの内部事情

第二話　幸せな、私

第二話　幸せな、私




「……強化合宿～？」




　……心地よい午後のお昼寝の時間を無理矢理中断させられた私は、思いっきり不機嫌な声でそう呟く。まあ授業中に熟睡していた私が悪いという話もあるが。私の特殊な耳はそういう常識論を華麗にスルーするように出来ている。




「そう。強化合宿。今度の週末。金曜の放課後に出発して二泊三日で」




　私とは対照的に、何がうれしいのか知らないけど心から楽しそうにそう答えるのは白いお嬢様。高校の部活じゃあるまいし。『正義のミカタ』が合宿なんてしてどうするのだろう？　近いうちに大会でもあるのだろうか？　『全日本正義の味方選手権』とかそんな感じの。まあ、私には関係ないからどうでもいいけど。




「ふーん。行ってくればいいじゃない。……じゃあ私はこれで。ばいばい」

「お待ちなさい百合。話はまだ終わってませんわ」

「時間がないのよカトリーヌ。今日こそは1パック99円のタマゴを」

「そんな些細なことは今はどうでも」

「おいカトリーヌ！　些細なことっていうな！　1パック99円なんだぞ！？」

「えっ！　ええっ！？　何でそんなに怒るんですか百合！？」




　心底理解できない、そんな顔のお嬢様のほうこそ私には理解できない。いや理解したくない。通常価格138円のタマゴが99円なんだぞ！　39円も安いんだぞ！　あとタマゴは万能食なんだぞ！　偉大なんだぞ！　庶民の味方なんだぞ！　もうこのお嬢様はタマゴ様と鶏様に向けて土下座して謝るべきだと私は思います！




「そもそもあんたは私の敵なのよ！　正義と悪なの！　光と闇なの！　水と油なの！　慣れ合ったりしないの！」

「それは変身後のお話でしょう！？　今の私たちはただのクラスメイト！　お話くらい聞いてくれてもいいじゃないですか！？」




　何なんだ今日のお嬢様は！　無視してスーパーに向かおうとした私の鞄に必死にしがみつくこのお姫様は！？　どうでもいいけど肩下げ鞄の肩紐の部分掴むな！　首が締まる締まる！　ぐえ。




「ええい！　もう！　聞く！　聞くから！　手を離しなさい！」

「は、初めから素直にそう言えばいいのです！　……ぜぇぜぇ……」




　カトリーヌさん超必死。必死すぎる。まあ仕方がない。ちゃっちゃと聞き流してさっさと話を終わらせてとっととスーパーへ向かおう。




「こほん。……先日の戦いで、私たちはまだまだ力不足だと痛感しました」

「うん」

　力不足以前の問題だと思うんだけどな。そう思うが面倒なので突っ込まない。




「そこで私たちは自身を鍛える為に強化合宿をすることにしたのです」

「うん」

　実戦で鍛えないと意味がないんじゃないかな。そう思うが以下省略。




「場所は瀬戸内海の小さな島。人口二百人の島なので思いっきり訓練できます」

「うん」

　こんな連中に押し掛けられた島の人たちがとても不憫。そう以下省略。




「と、言う訳ですので。はい。これ。フェリーのチケットです」

「うん。…………うん？」

　そのまま自然に。極めて自然に差し出された封筒を、私は反射的に受け取る。




「幸いにも金曜は午前授業ですので、夕方には現地につけますね」

「うん？　うん？　ううん？？？」




　あれ何かおかしくない？　あんたたちが合宿に行こうが地の果てまで進軍して魔王を倒しに行こうがどうぞご勝手にって感じなんですけどね？　何故無関係な筈の私の手にチケットが握られているのかしら？




「二泊三日ですからね。きちんと親御さんに……失礼。保護者の方に承諾を得ておいてくださいね？　無断外泊はいけませんからね」

「ちょっと待ってもらえませんかカトリーヌお嬢様」

「はい？　何ですか？　ああ。費用はこちらもちですのでどうぞお気にせず」

「そんなもんこれっぽっちも気にしちゃいないけどさ！　なに！？　なんで！？　何であんたたちの合宿に私も付いて行かなくちゃいけないの！？」

「ああ。そんなの簡単なことじゃないですか」




　激昂する私とは対照的に、嫌みなくらい落ち着きはらったお嬢様がサラっと言う。







「合宿、なんですのよ？　訓練なんですのよ？　私たち『正義のミカタ』と手を合わせる存在がいなければ戦闘訓練にならないじゃありませんか」







　……『何を当たり前のことを仰ってるのかしら？　大丈夫ですかこの人は？』。そんな感じで、まるで常識を説くかのように私に告げるお嬢様の姿に、常識を説かれた側の立場の私は開いた口が塞がらない。




「……馬鹿じゃないのカトリーヌ！　なんで私が！　『悪の秘密結社の女幹部』であるこの私が！　『正義のミカタ』の戦力アップに協力しなくちゃいけないのよ！」

「あら。これは『正義』とか『悪』とかそういう問題ではなく。あくまでも一クラスメイトとしてのお願いですわ」




　図々しいにもほどがあるわっ！　何なのこのお嬢様は！？　もしかして本気で『世界は私の為に回っている』とか考えているんじゃないでしょうね！？




「お・こ・と・わ・り・し・ま・す・っ！！」

「えー」




　……『えー』って。そんな理不尽なこと言ったか私は？　どう考えても私のほうが正論だと思うんですけど？　あんた『正義のミカタ』って自覚ある？　ないでしょ？




　しかしこのお嬢様は。銀髪のお姫様は。簡単に折れてくれる気はないようで。




「ところで。百合。週末のご予定は？」

「別に教える義理もないけどさ。いつものように家事とバイト」




　週末は稼ぎ時なのである。早朝から夕方までバイトして生活費の足しにしなければならないのである。特に今は稼ぎ頭であった大佐が（不倫がばれて）失業。そして再就職を果たした直後で。前の職場を懲戒解雇となった大佐には退職金が支給されていなくて。そして再就職先のお給料日はまだまだ先の話で。おまけに扶養家族が一人増えたりもしていて。




　……実は今月の財政は結構本気でピンチだったりする。

　このままでは歴史上初の『財政難で崩壊した悪の秘密結社』になりかねない。




「なるほど。バイトなんですのね？　ちなみに時給は？」

「800円だけど？」




　田舎の高校生なら割と普通の時給だ。




「800円×8時間×2日間＝￥12,800ですわね？」

「うん」

「今回の合宿の日当は一日二万円。二日分で四万。しかも即日現金支給ですわ」

「な、なんだって！？」




　思わず身を乗り出した私を誰が責められようか？　四万！？　四万だと！？

　プライドと現金収入がしのぎを削り始めた。やばいプライドあっさり負けそう。




「そ、そんな、お嬢様の、財力になんか、負けてなんか……っ！」

「何か勘違いしているようですが、これは私のお金ではありませんよ？」

「へっ？　そうなん？　じゃあどこから出てくるのそのお金って？」

「どこって……。正義のミカタの組織。正確には『国』からですわ」







　…………えっ？







「百合。貴方ならよく分かるでしょうけど。『正義のミカタ』にしろ『悪の秘密結社』にしろ霞を食って生きている訳ではありませんよね？　特に『正義』側は、いざとなれば銀行強盗でも何でもやれて活動資金を手に入れられる『悪』側と違って、現金収入の道はありませんから」




　言われてみれば、確かにそれはそうだ。組織が組織として活動するには、どうしたって活動資金がいる筈。まして毎年進化する悪に対抗する正義のミカタともなれば、その武器の開発資金だって消耗品費だって馬鹿にならない筈で。




「……ってことは。つまり。あんたたちって。『正義のミカタ』って……」

「ええ。ご想像の通り。私たちって公務員なんですわ」







　……こ、公務員……。正義のミカタが公務員……。







　何となく。何となくなんだけどさ。いいんだけどさ。別に。公務員でも。でも。何と言うか。夢が壊れたというか。知りたくなかった現実を知ったというか。その。非常に微妙な気分にさせられる。




　うん。落ちついて考えてみれば。警察だって自衛隊だって公務員だしね。そう考えたら有りなのかもしれない。




「まあ。とにかく。そう言う訳なのですよ」

「ああ。うん。わかった。理解はした。でもやっぱりさ。いや、尚更？」

「はい？」




　きょとんと首を傾げるカトリーヌ。西洋人形みたいだね。その仕草とかさ。




「この際、私個人の意思感情云々は別にしてもさ。国が絡むってことはやっぱりまずいんじゃないの？　仮にも私は『悪の組織』の。『ブラックシャドウ』の人間だよ？　そこに協力を依頼するって、その、よくわかんないけどさ、許可下りないんじゃない？」




　私の質問を受け、にっこりと微笑むカトリーヌ。ああ。多分。これはきっと論破されるな。あのカトリーヌが、白いお姫様が。この程度の質問を想定せずに話を持ってくる訳がないもんね。




「ご安心ください。百合。まず第一に、『ブラックシャドウ』という組織は公式にはもう存在していません。過去の『正義のミカタ』により滅ぼされたことになっています」




　……うん。まあ。その瞬間に立ち会った訳だしね。私だって。




「そして第二に。百合？　貴方の名は公安のリストにはありません。過去の事件禄として『ブラックシャドウ』から『救出された少女』としての記載はありますけどね」




　……救出。へえ。救出ねえ。国はあれを『救出』と呼ぶのね。へー。




「そして第三に。というか、正直に言えばこれが全てですわ。国は領収書さえきちんとしていればそれをいちいち調べたりしません。お役所仕事って言葉、ご存知？」




　それを国家公務員であるあんたが言ったら駄目だろう。仕事しろ公務員。




　……と。ここまではにこやかに語ったカトリーヌのお顔がちょっと曇る。軽くため息をつく。そんな顔も綺麗だなんて、やっぱり美人は得だよなあ。




「ここまで話したのなら正直に言いますけどね。実際、困っているのですよ」

「どうして？　予算もあるんだし、別に困ることないじゃない？」




　四万円よ四万円。お嬢様には分からないでしょうけど。結構なお金よそれ。




「確かに日当二万円なら、希望者は多いでしょうけどね。ですが問題は質でして」

「質？　思想とか？　『正義』の人間じゃないと駄目だとか？」




　だったら私なんて真っ先に対象外にされそうだけどなあ。




「いいえ。この際そういうのには拘りません。というか拘ってられません」

「だったら何が問題なのよ？」




　カトリーヌはもう一度深々とため息をつき、そして私の目を見る。




「……ねえ。百合。変身したあなたが強いのはよく分かりました。しかし、変身前、だったら？　生身の体で、『本多百合』のままで。私たちと戦えますか？」

「あっ……」




　そうか。単純な戦闘力。カトリーヌ自身が言っていたではないか。『戦闘訓練』だと。『正義のミカタ』と互角以上に戦える存在なんて、それこそ『悪の組織』の人間くらいしかいる筈もない訳で。そして現役悪の組織に『正義のミカタ』が協力を依頼する訳には当然いかなくて。




「この合宿の企画立案を任されはしましたが、正直、百合。貴方に断られたらお手上げなのですよ。分かってもらえましたか？」

「ああ。うん。分かった。今度こそ理解した。でも。でもなあ……」




　現金収入は欲しい。率直に言って欲しい。でも、これはどうなんだ？　今の『正義のミカタ』と『ブラックシャドウ』は明確に敵対している訳ではない。確かにそれはそうだ。でも所詮、その本質は『正義』と『悪』な訳で。







　総統が知ったらどんな顔をするだろうなあ……？







　そんな風に悩む私を見て、カトリーヌが悪戯っぽい顔で微笑む。




「こう考えてみてはどうでしょうか？　百合」

「うん？」

「このお金は、言わば『正義のミカタ』の活動資金。それを強奪すると。奪ってしまうと。それならば貴方の立場でも、理想とも相反することはないのでは？」




　それはカトリーヌからの助け船。だから私は、それに片足を乗せる。







「――わかった。保留で。仲間と相談して明日返事するよ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「行ってくれば良いではないか。百合よ」







　その晩。仲間が揃っての夕餉の時間に。おずおずとカトリーヌからの依頼の件を切りだした私に向け、博士はあっさりとこう言った。




「え？　いいの？　というか反対しないの博士？」

「反対する理由がどこにあるんじゃ？」




　むしろ不思議そうに、博士が逆に問いかけてくる。




「え？　その？　悪のプライドとか、美学とか？」

「プライドで飯が食えるか」




　そう言いつつ沢庵を齧る博士。ちなみに今夜の夕餉はいつもよりおかずが少ない。タマゴ1パック99円セールに間にあわなかったからである。嗚呼、私のタマゴ。タマゴ様。貴方には何時になったら会えるのでしょうか？




「行ってきなよー。楽しそうだよー」

「そうそう。いい経験になりますよ。きっと」




　BさんもAさんもそう言う。




「まあ。百合。こう考えてはどうだ？　『正義のミカタ』だけではない。百合。お前自身も経験不足なのは否めない。費用向こう持ちで戦闘訓練が出来るとすれば、それはもう『悪の組織』の利益にもつながると、私はそう思うぞ？」

「なに他人事のようにしれっと正論吐いてるのよ大佐はっ！　あんたが不倫で解雇されたりするから私はこんな身売りみたいなことしなきゃいけないのに！」




　明日から大佐のおかずだけあと一品減らそう。私はそう決意する。




「あ、姐さんっ！　留守はこのカニゾーがしっかり守りますから！」




　そう叫ぶのは我が家の新たな扶養家族。大佐に斬り落とされたハサミは精巧な義手につけかえられ。三途の川の一歩手前どころか腰までつかった状態から生還した奇跡の怪人。その名もカニゾーさん。




　敵対していた時はともかく。こうして仲間となった今では結構細かいところまで気がつく、私の家事のお手伝いなんかもしてくれるいいやつなのだが。




「ですから姐さんはどうかっ！　お心のままにっ！」




　……いやさ。うん。確かにあんたを助けろって言ったのは私だけどさ。その過剰なまでの忠誠心はちょっとうれしいけどさ。『姐さん』はやめようよ『姐さん』は。どこのヤ○ザの組織なのさ。ここは『悪の秘密結社』なんだからね。







　ま、それはともかく。みんながそう言うのなら。言ってくれるのなら。







「うん。わかった。合宿参加する。……みんな、ありがと。ね」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……ここにいたのですか。博士」

「うん？　おお。大佐か。どうしたんじゃ？　こんな夜遅くに」

「そっくりそのまま返しますよ。博士。縁側は寒くはありませんか？」

「もうそろそろ梅雨だぞ？　心地よいくらいじゃ」

「なるほど。……どうです？　一献？　私の秘蔵の品です」

「おお。いいな。遠慮なく頂こう」

「百合には内緒ですよ？」

「わかっておる」




　…………。




「……しかし。博士も甘いですね。百合には」

「何の話かのう？」

「いえいえ。心当たりがないのであれば、私の気のせいですよね」




　…………。




「……アレはな。優しい子でなあ」

「よく知っていますよ」

「小学校の時も、中学校の時も。修学旅行は行ってないのだ」

「部活も、課外活動も、何もしていませんよね」

「『私が家を開けたら誰がご飯を作るのよ！』……だったかのう？」

「『うちの男どもは風呂掃除も出来ないんだから！』……もありましたね」




　…………。




「金銭的な話、というのも確かにあった。だがそれ以上に」

「百合は私たちと、僅かな時間すらも離れようとはしませんでしたね」

「そこまで慕ってくれるのはありがたい話ではあるが」

「でも、百合には私たち以上に大切な『友人』もいませんでした」

「環境が、過去がそうさせたとは言え、のう」

「悪の宿命。そう言ってしまえばそれまでですが」




　…………。




「それを不幸だと、不憫だと、な」

「本人は決してそうは言わないでしょうけどね。意地でも」

「もしかしたら。あの白いのならば、『正義』の権化みたいなあれならば、とな」

「百合にとって、初めての経験になるといいのですけど、ね」




　…………。




「……どうです？　もう一杯」

「頂こう。……いい月、じゃな」




　…………。







　馬鹿。どうしてくれる。明日、目が腫れてたら二人のせいだからね。




　深夜にトイレに降りてきた私は、偶然二人の姿を見かけてしまい。

　二人の、その優しさに触れ。その想いに打たれ。その愛情に震え。




　台所で立ち尽くす。声を堪える。その分、堪え切れなくなった涙が。涙が。

　静かに。静かに。ぽろぽろと。ぽろぽろと。抑えきれずに。抑えられずに。







　馬鹿。二人とも。本当に馬鹿。もう。馬鹿。馬鹿馬鹿。……大好き。







　でも。二人とも。ひとつだけ。私からひとつだけ、言いたいことがある。

　こんなにも。こんなにも愛されている私が。本多百合が。不幸だなんて。







　――そんなこと、ある訳、ないじゃ、ない……。








舞台裏　正義のミカタの内部事情

第三話　ピンクの決意とその後の惨劇

第三話　ピンクの決意とその後の惨劇




　五月の爽やかな風が、穏やかな水面の上を滑っていく。




　生まれて初めて乗ったフェリーの甲板。

　生まれて初めて見る、360度の水平線。




　もうすぐ海に沈もうとしている太陽が、こんなにも赤いのだということを。

　少し冷たい潮風に包まれることが、こんなにも心地よいのだということを。







「……知らなかった、な」

「何を、ですか？」




　背後からかけられた声に振り返る。つばの広い、白い帽子を片手で押え、同じく白いワンピースのスカートを反対の手で押さえたお嬢様がそこに立っていた。なんだろう。こう、さ。こんな如何にも『お嬢様』な服装を嫌みもなくさらりと着こなしてしまうのが、カトリーヌのカトリーヌたる所以なんだろうけど。




　私は自分の格好を見てみる。履き古したGパンと、いい具合に色の抜けたGジャン。中に着ているのは無地漆黒のTシャツ。……うん。色気の欠片もないね。まあもともとそんなものは存在しないけどさ。




「何でもない。三田君は？」

「まだトイレから出てきませんわ。多分、ずっとあのままでしょう」




　……船酔いするヒーローってどうなんだろう？　巨大ロボに乗って戦う戦隊モノのヒーローじゃなくて良かったね。三田君。合体ロボに乗って乗り物酔いするヒーローは見たくないし。




「ほっといていいの？」

「雪乃がついているから平気でしょう」

「ふーん。……そういやさ、あの子ってあんたの付き人か何かなの？」

「いいえ？　そんなことは全くないんですけどね……」




　なんだろう？　カトリーヌがちょっと憂鬱な顔をしている。何か複雑な事情でもあるのかな？　まあ私には関係ない話なんだろうけど。




「それはともかく。百合」

「うん？」

「改めて。礼を申し上げますわ。ご協力、感謝いたします」




　そう言うと、目を閉じてふわりと頭を下げるカトリーヌ。




「……やめてよ。バイトでしょ？　単に報酬に釣られただけなんだから」

「それでも。ですわ。気にしないでください。私が礼を言いたいだけなので」




　カトリーヌは優雅に微笑む。一点の曇りもない、純粋な笑顔。きっと私ではもう浮かべることが出来ないその表情。……敵わないなと、素直にそう思う。思うけど。でも私の口は、私の心とは別に動いてしまうのだ。




「慣れ合う気は、ないよ？　『正義のミカタ』さん」

「ええ。わかってます。『悪の組織の女幹部』さん」




　でも。そんな私の憎まれ口さえも。このお嬢様には効果がなくて。







　くすくすと楽しそうに微笑むお姫様に。

　私はどうしても。やっぱり。勝てない。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……ここ？」

「ええ。狭いところで恐縮ですが」




　さらっとそう謙遜するこのお嬢様の言葉は多分本心からなのだろう。しかし。しかし。しかし！　私の目の前に立つこのコテージは。確かにやや古くはあるのだろうがしっかりとした作りで。趣さえあって。何と言うか。その。そう。ペンション！　そんな感じのおしゃれな建物で。




　庶民の私としては『こんなところに泊れるなんて……』とかいう乙女ちっくな感想を抱く前に、私たちの血税がこんなところに使われているということに忸怩たる思いを抱く訳で。おのれ『正義のミカタ』め。国家公務員め！




「いいわね……。『正義のミカタ』は。こんないい施設を使えて」

「はい？　これは正義の組織のものでも国のものでもありませんよ？　うちの、ミットフォード家のものです。ですからどうぞ遠慮なく使ってください」




　…………はい？




「あれ？　あんたの実家ってイギリスじゃなかったっけ？」

「はい。そうですけど？」

「……なんで英国貴族様が日本の瀬戸内海の島にペンション持ってるのよ？」

「……何でと言われましても……。ここは景色もいいですし……」




　駄目だ。話が噛み合わない。所詮、私とこのお嬢様は。正義だ悪だと主義主張をぶつける以前に住んでいる世界が違いました。博士、大佐、AさんBさん。カニゾーさん。私もう帰りたいです。スーパーの特売が恋しいです。あと大佐は私の不在中、必ず1パック99円のタマゴを買っておいてください。忘れたらタダじゃおきません。




「まあ。とりあえず。荷物を中に入れてお風呂でもどうですか？　潮風が体に付いて気持ち悪いでしょう？　汗といっしょに流してしまいましょう」

「ああ。そうね。ずっと甲板にいたからちょっと気になってたんだ」




　このブルジョワジーなお嬢様に対して止めどなく沸き上がる殺意はともかく。潮のせいで体がべたつくのは事実。お風呂に入れるならそれは大変助かる。お風呂に罪はないし。罪を憎んでお風呂を憎まず。




「……す、すまん……。俺はちょっと横になりたい……。うぷっ」




　青い顔をした三田君が呻く。結局、長くもない船旅の間ずっとトイレから出ることが出来なかった情けないヒーロー様は、今でもまだ足元が覚束ない感じで。




「仕方ないですね。三田君は。二階に個室がありますから、そこで少し休んでくださいな。それから雪乃。お風呂の設備に関しては事前に説明した通りです。百合を案内して先にいっしょに入ってください」

「あ、は、はい！　わかりました！　でも、あの。その？　お嬢様は？」




　指名された北川さんがぴんと直立不動で返事と質問を返す。




「私はちょっと寄るところがあります。島の方々に挨拶をしてこなければいけないのですよ。終わり次第私も合流します。ガスの元栓は開いてますし、浴槽にはもうお湯が張ってある筈です。先程、管理の方に電話でお願いしておきましたから」




　至れり尽くせりだなあ……。というか、管理人？　やっぱりすごいな。ミットフォード家。さすが英国貴族。年に何回利用されるか分からない別荘にも管理人が常駐しているんだ？　お金ってあるところにはあるもんなんだなあ……。




「……んじゃまあ、行きますか？　北川さん。よろしく」

「は、はい！　浴室はこっちです！　どうぞ！」




　建物の外へ、多分、島の偉い人か何かのお家へ向かったカトリーヌと。よろよろと二階へ向かった三田君がいなくなると。このペンションの玄関には私と北川さんの二人しか残されていなくて。




　そう言えばこの子ときちんと話すのは初めてだったなと。そんなことを考えつつ先導する小柄な女の子に続く。清潔な脱衣室は思ったよりも広くて。二人は無言で背中合わせで、衣類を脱ぎ去る。浴室へと続くガラス戸を開ける。




「……へぇ」

「わぁ……」




　中は想像よりもずっと広くて大きくて。何だろう？　たまにテレビで見かける『隠れた名湯』みたいな、そんな感じで。こじんまりとした温泉みたいで。




　柄にもなくちょっとだけテンションが上がる。いいなー広い浴槽！　あそこで足を伸ばしたら気持ち良さそうだなあ。『百合荘』の狭いお風呂とは大違いだ。古さなら負けないけど。あと清潔も負けていない！　と思う清掃担当の私である。




　軽くシャワーで汗を流し。私は早速その湯船へと体を沈める。たっぷりと張られたお湯はすべすべで。なんかこう、体の中から悪いものが全部出て行ってくれるようで。ああ。いかん。私の本質である悪まで溶けだしそうだ……。このままでは正義に染まってしまいそう……。




　そんな桃源郷にいる私の横に、ちゃぽんと遠慮がちに北川さんが身を沈める。ちらりと横目で見た彼女は、小柄ながらも出るところはそれなりに出ていて。控え目ながらも確かな女性を感じさせる曲線を描いていて。




　……我が胸の関東平野のなだらかさが、何だか貧相に思えてきたりもする。いいんだけどね別に。女の価値は胸じゃないし。多分。じゃあ私に他に女らしい部分があるかと言われると返答に困るが。くそう。いやそれはともかく。しかし。




「…………」

「…………」




　な、なんか、気まずいなあ！　二人して無言でいるっていうのもさ！　でも。そもそもほとんど初対面と言ってもいい私たちだし！　共通の話題は何かないか何か！




「……カトリーヌ」

「は、はいっ！？」




　びくっと身を震わせて奇声を発する北川さん。うおお！　そんなびっくりしないでよ！　こっちまで驚くじゃない！？　小動物みたいな子だな！




「北川さん、さ。カトリーヌを『お嬢様』って呼ぶじゃない？　あれなんで？」




　ただの嫌み的な意味だとか当てつけ的な意味でそう呼んでいるのなら、大したもんなんだけどな。腹黒いって意味で。多分そうではなさそう。




「あ、あれは、その、なんというか、憧れ？　みたいなもので……」

「はい？」

「ほ、本多さんには経験ありませんか？　上級生のお姉さまに憧れたりとか？」

「ごめん。一切ない」




　……なるほどね。この子は『そっち側』の人なのね。よくわかったよ。うん。




「……何で私と微妙に距離をとるんですか？」

「……ああ。ごめん。気にしないでいいから」




　別に人様の趣味に口出す気はないからね。お互い遠くで幸せになろうね。




「あともうひとつ。これ聞いていいのかどうか分からないけどさ。北川さんは何で『正義のミカタ』を、『魔法少女』をやってるの？」




　これは割と本気の疑問。『生まれた時から正義でした』みたいな顔をしているカトリーヌや、熱血漢の三田君なら、まあ分かる。あいつらの言動は正義に相応しいと認めてやってもいい。でもこの子は？　北川さんは。どこにでもいそうな普通の女の子のような気がするんだよね。趣味はやや特殊みたいだけど。うん。







「ああ。えっとですね。実は、ある日突然、窓から入ってきた不思議な生き物が、私に向けて言ってきたんです。『僕と契約して魔法少女に』」

「すとーーーーーっぷ！　やめるんだ北川さんっ！　それはまずい！」







　私の中の『何か』が叫ぶ！　その先は言ってはいけない！　何故だか分からないけど、理由は知らないけど強烈にまずい気がする！　あとなんだかその言葉には不吉な匂いがする！　性質の悪い詐欺の匂いがぷんぷんする！　回避不可能のバットエンドの予感がひしひしと感じられる！




「ま、それは冗談ですけどね」

「…………」




　ばしゃっ。




「わぷっっ！　な、何をするんですか！　本多さん！」

「うっさい！　無駄に危険な話をするあんたが悪い！」




　冷や汗かいたわ！　いろんな意味で！




「ううう。目に入りましたよう……。ひどいです本多さん」

「自業自得よ自業自得」

「……ま、でも。半分は本当なんですけどね」

「……半分？」




　こくりと。小さな顔を頷かせる北川さん。




「私の場合はぬいぐるみでしたが。歴代の魔法少女はみんな、不思議な存在に話しかけられて、それで魔法の力を得るんですよ。それはかわいい生き物だったり、人形だったりと。モノは様々ですけどね」

「……へえ。そうなんだ」




　ちゃぽん。




「はい。そしてその力を得た翌日に、国の人が自宅を訪ねてきたんです。『こちらの雪乃様が魔法少女に選ばれました』って」

「……ずいぶん手回しがいいのね」




　ちゃぽん。




「実は、これでも悩んだりもしたんですよ？　私なんて何の取り柄もないし。勉強だって苦手ですし。体育は一番嫌いですし。……でも」

「……でも？」




　ちゃぽん。




「『貴方は選ばれたのだから胸を張りなさい。胸を張って正義を遂行しなさい。それが貴方の使命なのだから』って。そう言ってくれた人がいて」

「……誰かさんが言いそうなセリフ、だね」




　ちゃぽん。




「ええ。はい。素敵な人です。私の憧れの人です。あの人といっしょになら。あの人の言うことなら。あの人の言う『正義』なら。私も信じてもいいかなって。だから『正義のミカタ』になろうって。そう思ったんです。……あの。私からも、ひとつだけ、質問、いいですか？」







　……うっとりとした表情で、その『誰か』さんを思い出していたらしい北川さんは、一転してちょっとだけ寂しそうな顔をして、私を見つめる。







「どうぞ？　答えられる事ならば」

「どうしたら、本多さんのように、お嬢様と仲良くなれますか？」







　……はっ？　突然何を言い出したこの子は？

　冗談かと思えたその発言、少なくとも発言主である北川さんの目は本気で。







「お嬢様は、優しい方です。誰にでも笑顔を向けてくれます。でもそれは、一線を引いた向こう側からの笑顔です。笑顔であろうとして浮かべた笑顔なんです。でも、本多さん。あなたは違う。あなたに対するお嬢様の態度は違うんです。年相応に笑って、年相応に怒って。本当に自然な感じで」




　そう、なんだろうか？　私には分からない。私の持つカトリーヌのイメージと言えば。よく怒り、よく笑い。動揺もするし。泣き言も言うし。愚痴も零すし、悪口や皮肉さえ言う。……どこにでもいる。普通の。クラスメイトで。




　いつから？　いや多分出会った時から？　ずっとそうだったとしか思えない。

　それが彼女の、カトリーヌの本性だとしたら？　飾りのない素の彼女だとしたら？




　何故彼女は、カトリーヌは。私にだけは素顔を晒すのだろう？

　何故彼女は、正義の代行者としての立場を脱ぎ去るのだろう？







　――不倶戴天の敵である筈の、私の前で、だけは。







「……それが、ちょっとだけ、羨ましい、です」

「……北川さん……」







　追求して来ない北川さんと、答えることが出来ない私の間に沈黙が満ちる。




　何となく、何となく、なんだけど。彼女の、北川さんの気持ちが分かるような、そんな気がするだけに、私は言葉を失う。多分それは疎外感。仲間である筈の自分より、敵である筈の私のほうがカトリーヌに近いという事実が。親しいということが。きっと彼女には悔しいのだ。多分。







「……いいです。いつかきっと私だって、あなたに並びますから」

「……うん。がんばれ、って私が言うのもおかしいけどさ。うん」




　短くもない沈黙の後で、そっとため息交じりに北川さんが呟く。




「お嬢様の『正義』は眩しすぎて。私では手が届きませんけど」

「あんたが悪いんじゃない。カトリーヌが特別なんだよ。多分」




　その顔は、何かを決意した人の顔で。凛々しいと言ってもいい顔で。




「私の『正義』はまだ弱いですけど。お嬢様とは遠すぎますけど」

「思いの強さは育つものよ。きっと。継続すれば。諦めなければ」




　今の彼女は、今の彼女なら。きっと『正義のミカタ』と。




「いつか。必ず」

「うん。いつか」




　そう、胸を張れる、そんな気がするから。







　――私たちは沈黙する。それはさっきまでの気まずい沈黙ではなく。少しだけ、少しだけではあるけれども。分かりあえた二人の持つ空間で。だから何となく。せっかくのこの雰囲気を壊したくはなくて。もう少し味わっていたくて。







　でも。世の中と言うものは往々にしてうまくいかないもので。そんなもので。







　ガラッ。







「……遅くなりまして申し訳ありません。お湯加減はいかがですか？」







「あっ！　お嬢様！　とっても……いい……感じ……で……」

「遅いよカトリーヌ！　どこで……なにを……して……」







　まあ言わなくても分かるとは思いますが。ここはお風呂場でして。当然人は全裸にならなくてはいけない訳でして。そしてカトリーヌさんは制服の上からも一目で分かるようなダイナマイトなお体をお持ちでして。それが薄いタオル一枚巻いただけのお姿で浴室に御降臨あそばした訳でして。つまり。その……。その……っ！！







「おいカトリーヌっ！　キサマなんだその乳はっ！　無駄に豊満なその肉体はっ！　折れそうな腰はっ！　喧嘩売ってんのかこらああああっっ！！」

「え？　え？　ええっ！？　なんですの貴方っ！　ちょ！　え！？　やだ！　百合！　どこ触ってるんですかやめてください訴えますよっ！！」

「うっさい！　こんな乳牛みたいに立派な乳をしているあんたが悪いっ！　自慢か！？　自慢だよな！？　よしこの喧嘩買ってやる覚悟しやがれっ！！」

「きゃあああああっっ！　やめ、やめ、やめなさいっ！　百合落ちついて！　獣の目になってますわ！　雪乃！　雪乃！　助けて！　百合を止めて！！」




　しかしお嬢様のお仲間は、北川さんは。浴槽で上を向いたまま鼻をつまみ、片手で後頭部をトントンと叩く作業に忙しそうで。




「す、すいません。お嬢様。私、ちょっと今は動けそうにありません……」

「何してるんですか貴方までっ！　って？　鼻血？　え？　ええっ！？　どうして雪乃貴方はこの場面で鼻血なんて出してるんですか何を興奮しているんですかっ！？」

「何を……って。そんなの。私の口から言わせるなんて……お嬢様ったら……」

「そこ恥じらうところじゃありませんからっ！　ああっ！　ここにはまともな人はいないんですかっ！？　ひゃん！　ちょ！　百合やめてやめていやああああっっ！！」







　――カポーン。














舞台裏　正義のミカタの内部事情

第四話　シルバーの生き様と白の過去

第四話　シルバーの生き様と白の過去




　むくり。




　目覚ましが鳴る前に、自然に目を覚ました私は。自分が『百合荘』二階の自室の、そして愛用の布団にくるまっているのではなく、ふかふかのベッドで、しかも洋室にいることに一瞬混乱し。




「……そっか。合宿中、だったっけなあ……」




　ぽりぽりと頭を掻く。身に染み付いた習慣とは恐ろしいもので、私は旅行先だというのにも拘らず、自らが六人分の朝食を用意する必要もないというのに、いつもの時間に正確に目を覚ましてしまったようである。




　大きな窓から外を見る。朝焼けが眩しく、空気は爽やかで。微かに潮の香りがして。

　――それはもう『散歩においで』と。世界が催促しているようで。




　私はそっとベッドから抜け出す。寝巻代わりのスウェットの上からGジャンを引っかけて部屋を出る。階段を鳴らさぬようにして一階に下りる。玄関を出る。







　澄んだ空気の中で、夕日とはまた違う赤い太陽がきらきらと朝露を反射していて。

　これを見ただけでも。この光景が見れただけでも。来て良かったなと、そう思う。







「……うん？　おはよう。早いな。本多さん」

「うん？　あれ？　三田君？　そっちこそ早いね？」




　声を掛けられてびっくりした。私から死角に当たる庭の片隅で。使い込んだジャージに身を包んだ正義のヒーロー、三田君が屈伸運動をしている。五月とはいえ早朝、まだちょっと肌寒い筈の季節なのに、彼はしっとりと汗ばんでいて。




「何してるの？」

「うん？　見ての通り。柔軟体操」




　うん。ラジオ体操でないことくらいは私にも分かるんだけどね。

　多分、私のそんな疑問が伝わったのだろう。説明不足と感じたらしい三田君が、もうちょっと詳しく語ってくれる。




「俺、毎朝走ってるんだよ。だからここに来ても、ついいつもの時間に目が覚めちゃってな。だったらついでにひとっ走りしてこようかな、と」

「ふうん。私と同じだね」

「うん？　なんだ、本多さんも毎朝走ってるん？」

「ううん。私は家事。みんなの朝ご飯作ってるからさ」




　そうか。そう笑って三田君がまた屈伸運動を再開する。見るともなしにそれを見ていた私は、何となく疑問に感じて質問する。




「ずいぶんしっかり準備運動するんだね」

「あー。うん。実際、寝起きの体ってかなり固まってるからな。よーっくほぐしておかないと怪我の元なんだよ」

「そうなんだ？」

「ああ。体を鍛えるための運動で怪我をしたら馬鹿馬鹿しいだろ？」

「確かに」




　でも、準備運動だけで汗ばむって結構すごいんじゃないかなってそう思う。動き自体も、ただ体をほぐすだけにしては、念を入れ過ぎているような……。




「……俺は、さ。本多さん」

「うん？」




　ぐっ、ぐっと、アキレス腱を伸ばしつつ三田君が言う。




「カトリーヌや北川みたいに魔法が使える訳じゃないからな。この体だけが資本だからな。下手なことして怪我をする訳にはいかないんだよ」




　……なんだ。ただの熱血馬鹿じゃなかったんだね。三田君。自己管理が出来る人は本物だって、何かで読んだ記憶がある。本気で見直したよ。




「……ちゃんと『ヒーロー』してんじゃん」

「失礼だな。俺はいつでもヒーローのつもりだぜ？」




　にやっと男らしく笑う三田君は。とても前日船酔いでヘロヘロだった人と同一人物だとは思えなくて。何となく、もうちょっと、少しくらいなら。話をしてもいいかなって。そんな風に思えてきて。




「……三田君は、どうして『ヒーロー』をしているの？」

「うん？　どうして？　どうして、って聞かれてもなあ……」

「言いたくないなら、別に無理には聞かないけど」

「別に。そんなことはないぞ」




　ぽりぽりと頭を掻きつつ、三田君は何となく空を見上げる。







「……歩道で立ちすくんだ女の子を助けようとして、な。暴走トラックの前に飛び出したんだよ。何とか女の子だけは助けられたんだけどさ、俺は思いっきりそのトラックに跳ねられてな。気がついたら怪しい神様が目の前にいて、『すまん！　お前はまだ死ぬ筈ではなかったのだ！　お詫びにこのチート能力を』」

「すとーーーーっぷ！　何そのテンプレ！？　それ以上は危ない！」







　私の中の『何か』が叫ぶ！　その先は言ってはいけない！　何故だか分からないけど、理由は知らないけど強烈にまずい気がする！　あとなんだかその言葉には不吉な予感がする！　被るとか埋もれるとかまた神様トラック転生かよとか！　そんな意味不明の単語が私の脳裏をよぎる！　




「ま、それは冗談なんだがな」

「…………」




　どすっ。




「――っ！！　ほ、本多、さん。レバーは、レバーブローは、きついっす……」

「うっさい！　無駄に危険な話をするあんたが悪い！」




　冷や汗かいたわ！　いろんな意味で！




「……ふう。いいパンチだったぜ。効いたわ」

「自業自得よ自業自得」

「……ま、でも。半分は本当なんだけどな」

「……半分？」




　軽く頷いた三田君は、もう一度空を見上げる。




「……女の子を庇ってトラックに跳ねられたのは本当だ。しかも相当打ち所も悪かったらしい。ついでに言えば足なんてグッチャグチャだったそうだしな。……んでまあ、死にかけて病院に運び込まれた訳だが、そこで国のお偉いさんが出てきたそうだ。『このままでは息子さんの命は失われます。もしよければ、正義のヒーローとして生まれ変われるように生体改造を施したいのですが』って。……そりゃお袋も断れねえよなあ」







　……そう言って笑う三田君に、私は何と言葉を掛けたらいいのだろうか。一言でいい。誰か今すぐに答えを教えて欲しい。お願いだから。







「そんな顔すんなよ。本多さん。生き残れただけ俺は運が良かったって思ってるし」

「……恨んでないの？　自分の許可なく体を勝手に改造されて？」

「うん？　うーん。そうだなあ……」




　三田君はちょっとだけ言葉を切る。自分の足に。ジャージに包まれてよくは分からないけど、きっと鍛えられて逞しい筈の太股を撫でる。




「……俺ね。実は中学の時、千メートルで県の新記録出してるんだよね」

「えっと。陸上競技のこと？」

「そ。トラック競技ね。当然、高校でも陸上続けるつもりだったけど、さ」




　愛しげに。でもどこか名残惜しげに。足を撫で続ける三田君。




「……仮に。だ。仮に生体改造されなくて。それでも生き残れたとする。でもな。もう俺の足は走ることはおろか、歩くことだって保証できない。そんな酷い状態だったって後から聞いた。……走れなくなった自分に、俺は、きっと耐えられなかったんじゃないかな？」




　ぐっぐっと。撫でていた手はいつの間にか強いマッサージになっていて。




「確かに、今の俺はもう競技会には出られない。反則だしな。でもな。でも。走れないことに比べたら何倍もいい。小学生の頃から鍛え抜いたこの足が、『正義の為』なんて言うとちょっと照れるけど、誰かの為に役に立つなら、更にいい」




　最後に靴紐を確認し。三田君が立ち上がる。前を向く。




「そしてな。『貴方の足を。その運動能力を。正義の為に使ってください。私と共に』ってな。そんな恥ずかしいセリフをな。真っ直ぐ目を見て言われちまったらな。それで『いっちょやってやっか！』……って気にならなかったら」







　たったったっと。規則正しく。姿勢正しく。その場で足踏みをした三田君が。







「そりゃ男じゃねえだろ。なあ、本多さん」







　――そう言って。綺麗なフォームで。真っ直ぐ前を見て。走りだした。







　☆　☆　☆　☆　☆







「――失礼。ミットフォード家の関係者の方ですか？」

「えっ？　あ。はい」







　……何となく。三田君の言葉を噛みしめつつぼーっとしていた私は、突然初老の男性に声を掛けられて驚く。今朝は驚いてばかりだな私。




「よかった。……いえ。怪しいものではありません。近所の農家の者です」

「あ。はい。どうも……」




　礼儀正しく頭を下げてくるその男性にちょっとだけ面喰ったけど、でも、確かに本人が言うように怪しい雰囲気はなくて。絵に描いたような農家の方で。麦わら帽子と首に巻いた白いタオルがよく似合っていた。まあ、それはともかく。




「ご近所さん、ですか？　カトリーヌに用があるとか？」

「いえ。そういう訳じゃないんですよ。ああ。カトリーヌお嬢様が来ているんですね。ちょうど良かった。いえね。これを召し上がってもらおうかと思いまして」




　そう言っておじさんが差し出したものは編み込まれた籠で。そしてその中にはあるもの、それはほんのりと温かく、白く神々しく輝く……。




「た、タマゴ！　うっわああ！　もしかして産み立てですかこれ！？」

「お。お譲ちゃんわかるのかい？　ウチの自慢の鶏が今朝産んだものだよ」




　ちょっとだけよそよそしかったおじいさんの言葉か砕ける。私の笑顔とおじさんの笑顔が弾ける。それは誠実な生産者と、それに感謝する消費者の関係で。私とおじさんは一瞬にして固い友情を結ぶことに成功する。どうやら私は年配の方に気に入られる体質らしい。




「カトリーヌお嬢様が来ていると聞いてね。慌ててもってきたんだよ」

「ありがとうございます！　カトリーヌの代わりに礼を言います！」




　1パック99円のタマゴは確かに我が家の家計にとって救世主ではあるけど。やはり産み立てほやほやの新鮮な卵には敵わない。うわあ。これでオムレツ作ったら最高だろうなあ。でも、それはともかく。




「えっと。おじさんはカトリーヌと仲がいいんですか？」

「うん？　ああ。そういう訳じゃなくてね。個人的にどうこうではなく、この島の人間は全員、ミットフォード家には足を向けて寝れないくらいの恩があるからね」




　ふうん。何したんだ？　カトリーヌの実家は。




「……昔、この島が国によって買い上げられそうになってね」

「ほうほう」

「何でも、産業廃棄物の集積場にしようって計画があったらしいんだよ」

「ええっ！？　この綺麗な島をですか！？」




　これだから国は信用できない！　こんな綺麗な島を夢の島に変えようとしていたのか。馬鹿だろう行政。お役所仕事め！




「それをどこからか聞きつけたミットフォード家の旦那様がな、はるばる英国から自ら乗り出してきて、行政と粘り強く交渉し、最終的にはこの島全体を市場価格の倍のお金を出して買い取ってくれてのう」




　……やるじゃん。ミットフォード家。ただの金持ちじゃなかったんだね。




「旦那様と、奥様はな。過去に何度かこの島に滞在した経験があった。その縁で、私たちの為に戦ってくれたのだよ。カトリーヌお嬢様も、な」

「カトリーヌが？　どれくらい昔か分かりませんけど、まだ子供だったんじゃ？」




　うむ。そう深々と頷いたおじさんが、懐かしそうに続ける。




「思いっきり子供だった。だがな、その子供が、カトリーヌお嬢様が。最終的に行政の計画を止めたと言っても過言ではないんだよ」




　何したんだカトリーヌ？　まさか市役所に向けて攻撃魔法でもぶっ放したのか？

　うん。やりかねない。あのお嬢様ならやりかねない。むしろ嬉々としてやりそう。




「デモでも、座り込みでも。常に先頭切って旗を振ってくれてなあ。幼いながらも、あの容姿だろう？　私たちがどれだけ訴えても動いてくれなかったマスコミが、カトリーヌお嬢様目当てに一大キャンペーンを展開し始めてなあ」




　私はちょっとだけ想像してみる。脳裏で現在のカトリーヌを十歳くらい若返らせてみる。……まあ、それはそれは天使のようだったろうなあ。中身はともかく。将来はともかく。今ではただの口うるさい人だけど。







「だから、うちらは。この島の者は。ミットフォード家には頭が上がらない。いや。違うな。好きなんだよ。あの英国貴族の一家が、な」







　最後に、鼻をかきつつそう照れくさそうに締めくくったおじさんは、『カトリーヌお嬢様によろしく』と、そう言って歩き出す。……そして立ち止まる。何だろう？




「なあ。お前さん。気にするほどのことではないんだけどな」

「はい？　なんですか？」




　さっきとはうって変わって渋面を作るおじさんがこっそりと呟く。




「何だか、二、三日前から、怪しいよそ者がうろついているって話がある。私は直接見た訳じゃないけどな。だから戸締りだけは厳重にしておいてくれ」

「あ。はい。わざわざありがとうございます。あとタマゴも！」




　私はぺこりと頭を下げる。おじさんが笑顔で手を振って去っていく。




「……怪しいよそ者、ねえ……」




　まあ、大抵のやつらなら。というか生身の人間ならば。ヤ○ザだろうがシシリアマフィアだろうが。あの白いお姫様に指一本触れることすら出来ないだろうけど。相手が悪いよ相手が。正義の名のもとに断罪されちゃうのがオチだよねきっと。




　せっかくの忠告だし、戸締りくらいはしておくけどね。







「さて、っと」







　私は籠の中の白い宝石をゴロンゴロンと転がしてみる。見ているだけでうれしくなってくる。年頃の娘がタマゴみて微笑んでいる姿が周囲からどう思われるかなんて気にしない。いいんだ私は。世界一優秀な家事手伝いになってやるんだから。







　目玉焼きがいいかな？　入り卵もいいよね？　やっぱりオムレツかな？

　今日、私の作る朝ご飯を食べる人は、家族ではないけど。仲間ではないけど。







　それは気弱ながらも少しずつ、強くなろうと努力する少女だったり。

　それは破れた夢の欠片を、違う可能性に生かそうとしている少年だったり。

　それは誰にもその本性を見せず、そっと善行を重ねるお姫様だったりするけど。







　でも。まあ。たまには。朝ご飯くらいなら。新鮮なタマゴさんに免じて。







　――作ってあげてもいいかな、って。そんな風に思える人たちだから。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……おい。なんであいつらがいるんだよ？」

「俺が知るか。旅行か何かだろ？」

「どうする？　『白い魔法少女』もいるらしいぞ？」

「どうするって言ったって……。今さら作戦変更できないだろ？」

「し、しかし……」

「じゃあお前が総督に連絡しろよ。『正義のミカタ』がいますから撤退しますって」

「言えるか！　そんなこと！」

「だろう？　だったらやるしかないじゃないか」

「……とりあえずクマゾー様には連絡しておこうぜ？」

「ああ。そうだな。それは仕方ない」

「くそ！　ついてねえぜ！」

「……いや。そうでもないんじゃないか？」

「どういう意味だよ？」

「耳を貸せ」







　…………。







「……悪くないな」

「だろう？」

「よし。クマゾー様には俺のほうから連絡しておく」

「了解。俺は作業を続ける」














舞台裏　正義のミカタの内部事情

第五話　戦闘訓練

第五話　戦闘訓練




「……では、これより事前ミーティングを開始します」




　胸を張ってそう宣言するのは白い魔法少女。今は私服ではなく『正義のミカタ』の正装とも言うべき『マジカル・カトリーヌ』の姿をしている。その露出の多いヒラヒラ衣装で、『事前ミーティング』とか真面目に語られると、どうにもこうにも表情に困ってしまう私である。




　……まあ、偉そうにそんなことを思っている私の衣装も既に愛用のGジャン姿ではなく、『ブラック・ユリィ』のその姿だったりするんだけど。変身後の私たちはそれなりに暑さ寒さにも耐性がある筈なんだけど、その、何と言うか。五月半ばという季節を考えると見た目的にみんな何となく寒々しい感じがする。お腹冷えないといいけどな。




「会場となるこの山はミットフォード家の私有地であり、部外者が立ち入る心配はありません。また、山の中には余計な施設や建物は存在しませんので、流れ弾による被害なども考えずに結構です」




　あー。山ね。山。島全体を買い取ったくらいなんだし、山の一つや二つ持ってても不思議じゃないけどさ。うん。こういう発言を聞くとまた殺意が湧いてくるのも仕方ない話だよね。金持ちは敵だー。




「……と、いう訳で、百合。全力で行きますからね？」

「ああ。うん。まあ。それがお仕事ですからやりますけどね。四万円分は働くよ？　でも、戦闘訓練って具体的にどうするのさ？　組み手でもやるつもり？」




　三田君はいいけど。経験や腕はともかく、この銀色のヒーローは一応近接型だし。でもあんたや北川さんはどうするの？　近接戦闘を私に習うつもりなのかな？




「何をのんきなことを言っているのですか。……実戦に決まっているでしょう？」

「…………はっ？」




　ごめんカトリーヌ。私耳がどうかしちゃったみたい。今一瞬、あんたが『実戦』って言った気がしたよ。そんな訳ないよねははは。




「実戦です」

「…………」




　……えーっと。この正義のお嬢様はこう言ってる訳かな？　『今から三人がかりであんたを袋叩きにするから覚悟しておいてね！』って。そういうことかな？




「い、異議ありっ！　三対一は卑怯だと思いますっ！」

「何を言ってるんですか、貴方は」




　ふう……そんな感じで優雅にため息をおつきになるお嬢様。ため息つきたいのはこっちなんだけど！　割と本気で身の危険を感じるんですけれども！？




「正直言って、百合。……いいえ。『ブラック・ユリィ』個人の戦闘力は、私たち三人の合計と互角だと分析します。別にこれは嘘でもお世辞でもありませんわ。だって本心では認めたくありませんもの。……私が貴方に負けているなんて」




　……えーっと。誉められてるのかな私？　どうなんだろう？




「ですが、客観的に見て。私たちが三人がかりでも敵わなかったあのカニ怪人を、実質的に一人で亡き者としたのは、百合。貴方です。『ブラックシャドウ』のサポートがあったとはいえ、あの時の貴方は、強かった」




　亡き者にはしてないけどね。家で元気にしてるけどね。カニゾーさん。ちゃんと家事してくれてるかな？　料理はBさんに任せているけど。お風呂掃除とゴミ出しはカニゾーさんの担当なんだよね。ちょっと心配だなあ。




「勘違いしないで頂きたいのですが。それは『ブラック・ユリィ』が、その変身キットに秘められた能力が優秀と言うことであって、百合。貴方個人に私個人が負けたということではありませんからね。そこははっきり言っておきますけど」




　わあ。お嬢様負けず嫌い。プライド高いなあ。見た目通り。ま、プライドのない英国貴族なんて見たくないけどね。……それくらい勝ち気なほうが、このお嬢様らしいと言えばらしいし。でも三対一はどうかと思うんだよね。




「それとも、自信がないのですか？　『悪の女幹部』さん？」

「……なんだと？」




　ふふん。そんな感じで鼻で笑う白い魔法少女。なにあんた？　私に喧嘩売ってんの？　そんな態度とってると風呂場で測定したあんたの胸囲、クラス中にばらすぞ？




「まあ、百合が怖いって言うなら仕方ありませんわねえ。雪乃。貴方は百合の仲間になりなさいな。それでちょうどバランスがとれるでしょう。『正義のミカタ』の集団に単身挑むのが悪の美学だと思っていたのですけど。勘違いだったようですわ」







　――カッチーンっ！！







「上等っ！　じゃないっ！　三対一でも温いわよっ！　やってやるわよ！」

「無理はしないでよろしいのですよ？　怖いなら怖いと素直に仰れば？」

「はんっ！　あんな甲殻類に泣かされたお嬢様なんて怖くないってーのっ！」

「なっ！　なっ！　泣かされてなんていませんわっ！　訂正なさいっ！」

「ああん？　やるかっ！」

「受けてたちますわっ！」

「よし上等！　そのヒラヒラした衣装を泥塗れにしてやるからねっ！」

「誇り高い『白い魔法使い』の正装になんてことを！　もう許しません！」

「で、どうすりゃいいのよ私は！」

「五分あげますわっ！　山でも川でも好きなところに移動しなさい！」

「おーけー。わかった。……三分で片を付けてやるっ！」

「出来もしないことを……。一分で無様に這いつくばらせてやりますわっ！」

「へんっ！」

「ふんっ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　――百合が消えていった山陰を、射殺さんばかりに殺意を籠めた視線で睨みつつ仁王立ちするカトリーヌの背後で。三田君と北川さんがそっと視線を交わす。




「……なあ。北川よ？」

「……なんですか？　三田君？」

「……仲、いいよなあ。あの二人」

「……羨ましいくらいですよね」




「そこの二人っ！　何をのんびり話しこんでるんですっ！？　さあ！　五分経ちましたよ！　あの憎くき悪の手先をギッタンギッタンにする時間です！　……もし、万が一にも負けたりしたら、ただじゃおきませんからね……っ！」




　とばっちりで怒鳴られた二人が首を竦める。触らぬ神に祟りなし。怒れるお嬢様に逆らうべからず。鼻息荒く山へと向かうお嬢様に、二人はため息一つついて付いていく。その背中が微妙な哀愁を醸し出している。




「……ま、せっかくの機会なんだし。真面目にやりますかね」

「……ですね。負けでもしたら本気でお嬢様に何をされるか分かりませんし、ね」







　☆　☆　☆　☆　☆







　がさり。そんな音を立てて私は藪の中を注意深く進む。売り言葉に買い言葉でこんなことになっちゃったけど。やるなら本気でいく。あの『正義のミカタ』を叩き潰す。そんな意志を籠めて拳を握りしめる。




　……うまく乗せられた。そんな思いがあるのは確かだけど。でも正直。私だって腕試しはしてみたいのだ。総統から頂いたこのペンダントの力。その全てをまだ私は自分の物としていない。そんな自覚がある。それを引き出したい。胸を張って『悪の女幹部』と名乗りたい。それにはまだ私の力は足りないような気がするのだ。







　――何より私には勝算がある。







　私の持ち味は。武器は。疾風のような瞬発力と爆発的なパワー。敵となる『正義のミカタ』たちのメインウェポンは白の攻撃魔法とピンクの範囲魔法。確かにどちらも強力な魔法ではあるけども。だがしかし、懐に入ってしまえば圧倒的に私が有利なのだ。彼女たちに零距離からの攻撃力は、ない。




　極端なことを言えば。目の前で正々堂々と対決したとしても。私はあの二人の魔法の詠唱前に懐に飛び込める自信がある。詠唱前にこの拳を叩き込める自信がある。




　その私が敢えてこうして森に身を隠す理由。それは簡単で。敵側の唯一の近接型である三田君を。『ライジング・スター』を警戒しているから。




　ぶっちゃけ。怖いかとそんなことはない。一対一なら私の圧勝だろう。将来性ならともかく、今現在という話であるのならば。私の変身アイテムの性能のほうがずっと上だ。変身ヒーローはよく改造されるので未来は分からないが。







　――以上から導き出される私の結論。それはつまり『各個撃破』。







　一番理想なのは、まず最初に『ライジング・スター』を叩くこと。彼さえ沈めば、残りの魔法少女たちの盾となる者は存在しない。また逆に、魔法少女たちを一人ずつ潰していってもよい。最終的に彼と一騎打ちになれば、それはそれで私の勝ちは動かない。




　……うん？　待ちの一手は卑怯だって？　私の正体をなんだと思っているのだ？　『悪の女幹部』様だぞ？　卑怯はむしろ褒め言葉。勝てばいいのよ勝てば。あの白いお嬢様に向けて高笑いをしてやろうじゃない。




　敗北を受け入れられずに悔しがるカトリーヌの顔を想像して一人ほくそ笑む。ふっふっふ。この私に向けて喧嘩を売ったことを後悔させて……。







　――はらり。はらり。







　それはまるで季節外れの雪のように。一月遅れの桜吹雪のように。私の目に前に。頭上に。静かに舞い降りてくるその桃色の粒は。




「――しまっ――っ！！」




　気付いた時には時すでに遅し。一番ノーマークだった『マジカル・スノー』のその魔法の正体。それは浄化魔法で。つまり私のような『悪』に対してだけ効果を発揮する聖属性の範囲魔法で。




　如何に素早さが身上の私と言えど、広範囲に渡り雪のように降ってくるこの粒の全てを回避するのは物理的に不可能で。それは降り注ぐ雨を避けようとするのに似た無謀な行いで。当然成功する訳もなく。




　じゅっ。じゅっ。と。嫌な音を立てて体が焼かれる。




「――っ！！」




　私は唇を噛みしめる。灼熱の痛みを堪える。だがしかし。それは無駄な努力だったようで。森の外から『マジカル・スノー』の、北川さんの声が響く。







「反応がありましたっ！　この奥！　森の中です！」







　なんてことだ。この魔法はただの攻撃魔法というだけではなく、敵を察知するレーダーのような役割も果たすのか。くそっ！　完全に油断した！　やるじゃない！　『マジカル・スノー』！　見直したよっ！




　私は一瞬の躊躇いもなく、森の外へと飛び出す。想像通りそこには『正義のミカタ』の三人が。三角形の陣計で。私に向けた先端には『ライジング・スター』が。後ろの二角にはそれぞれ『マジカル・スノー』と『マジカル・カトリーヌ』が。既に万全の態勢で待ち構えていて。







　――完全に先手を打たれた。それは認めよう。初手は私の負けでいいよ。







　でも。でもね。カトリーヌ。『マジカル・カトリーヌ』。何故私が逃げずに飛び出してきたか、わかる？　それはね。それは。







「こういうことっ！」







　どんっ！　私の足が地を抉る。撃ち放たれた弾丸の如く駆ける。その狙いは『マジカル・スノー』の華奢な体。彼女は森に向け捜索を兼ねた魔法を放っている最中で。つまりそれをキャンセルし新たな攻撃魔法を放つにはタイムラグが生じる筈で。




　何よりも。声が聞こえたその場所は。私の想像よりもずっと近くて。これは遭遇戦と言ってもいい距離で。そして私の本質は近接物理攻撃で。つまり。







「惜しかったわね！　『マジカル・スノー』！　眠りなさい！」







　ずどん！　と。削岩機が岩を砕くような音を立てて私の拳が『マジカル・スノー』の体に打ち込まれる。反撃を考えない、というより当たればどこでもいいという感じの大ぶりな一撃。恐らくこの少女の耐久力は高くない。そう当てを付けての捨て身の一発。別にこの一撃で倒せなくてもいいのだ。吹き飛ばせさえすれば。やっかいな範囲攻撃さえ無くすことが出来れば。




　辛うじて交差した腕で私の拳を受け止めた『マジカル・スノー』は、私の思惑通り後方へと吹っ飛ぶ。樹齢百年はありそうな大木へと叩きつけられる。……よし。これで三角形の一角は潰した。このまま一気に短期決戦だ！




　私はマントをはためかせ、次なる獲物へと飛びかかる。標的は白い魔法少女。その手に籠められた白い魔法が放たれる前に決着をつけてやる！




　そんな私の意思を受けた両足が、羽が生えたような速度で前へと飛び出す。よし。行ける！　この早さなら届く！　この拳は彼女の体に付き刺すことが出来る。




　そう思えたのは束の間。私と『マジカル・カトリーヌ』を結ぶ直線上に銀色の影が飛びこんでくる。フルフェイスヘルメットのせいでその目は見えないが、それは決して破れかぶれの行動ではなく。私を止めるという明確な意思を感じさせて。







「どきなさいっ！」

「そうはいかねえんだよっ！」







　握りしめた拳は対『マジカル・カトリーヌ』用で。つまり、着弾地点よりもずっと前に突然現れた『シャイニング・スター』にぶちかますには間合いが足りなすぎて。私は急遽、その右腕を折りたたみ、固い肘を目の前の男に叩きつけようとする。だがしかし。その取ってつけたような攻撃は容易くかわされて。




「――っ！」

「まだまだっ！」




　追撃で放った左のジャブも、右足を伸ばしたハイキックも悉くかわされて。




「やるじゃないっ！」

「俺は！　足だけなら！　早さだけなら！　お前にも負けない！」




　……甘く見ていた、のかもしれない。確かにパワーはない。多分、私の一撃がもろに入ったら、先程の『マジカル・スノー』のように吹き飛ぶであろう彼は。私の攻撃を決して受け止めようとはせず。右へ左へと回避し続ける。やばい。このままでは。こんな膠着状態が続いては。カトリーヌの。『マジカル・カトリーヌ』の。魔法がっ！







　……しかし。それは想像に反して私の元へと届くことはなく。これは運が私に味方したと言ってもいいのか？　接近しギリギリの戦闘を続ける二人の動きがあまりにも早くて。白い魔法少女はその自慢の魔法を放つことが出来ないようで。タイミングが図れないようで。無理に撃てば仲間ごと撃ち倒してしまいそうな距離。近接同士の戦いに入れない遠距離攻撃。




「……今度はこっちから行くぜ！」

「打ち合う気！？　正気！？」




　そんな状況に気がついていないのか。『ライジング・スター』が腰を落とす。それは今までのように私の攻撃を回避する為の姿勢ではない。腰を据えてしっかりと打ち合うのに適した姿勢。それにより互いの位置こそ固定されるものの、逆に彼の体そのものが『マジカル・カトリーヌ』からの射線を遮る盾になるというのに。




「だああああああああっっ！！！」

「――っ！！」




　一瞬、この状況の変化を喜んだ私は、だがしかし、『ライジング・スター』の予想以上の拳の早さに度肝を抜かれる。『早さだけなら私にも負けない』。そう言い放ったのは決して誇張でもなんでもなく。その拳は威力こそ、重さこそ足りなくはあったが、早さだけならば確かに私にも負けてはいなくて。




「どうした！？　『ブラック・ユリィ』！　お前の力はそんなものか！？」

「……言ってくれるじゃない！」




　確かに今は勢いに押されているけど。彼の拳は軽すぎて。数発ならこの身を直撃しても大したダメージは受けない筈で。それに対して私の一撃は。一発が決まれば。まだ今の彼には耐えきれない筈で。つまりこの勝負は！




「私のっ！　勝ちだっ！」




　その言葉と共に放たれた私の渾身の一撃は。彼の上げられた腕により致命傷とは成り得なかったけど。でもその身体を吹き飛ばすことには成功して。ついに。ついに。敵の大将。『マジカル・カトリーヌ』への道を開くことが出来て。




　私の足が歓喜に震える。勝利を予感する。私にとってその距離は最早距離とも言えず。言葉通りに一瞬で越えられる筈で。地面を蹴る……つもりが。







　がくん。







「なにっ！？」




　意思に反し膝が折れる。馬鹿な！？　さっきの『ライジング・スター』の攻撃が足にきている？　いや！　違う！　そうじゃない！







　……気がつけば私は。直径5メートル程度の五芒星の中央に立っていて。桜色の光を放つその星型は。私の力を残らず吸い取っていくようで。







「まさかっ！？」




　私は背後を振りかえる。――痛みに耐えつつ立ち上がる『マジカル・スノー』と目が合う。苦痛にゆがむ顔で、それでも彼女は誇らしげに笑う。




　なんてこった。完璧にしてやられた。思えばさっき『ライジング・スター』を殴りつけた時、豪快に吹っ飛んでいった彼の体は異常に軽くはなかったか？　あれはつまり、あの捨て身に見えたパンチのラッシュは、この為の時間稼ぎで。そしてそれが成されたと判断した彼は、私に殴られる「ふり」をして距離をとったのではないか？




　……私は唇を噛みしめる。してやられたという気持ちで目がくらむ。そして顔を上げたその先には。カトリーヌが。白い魔法少女が。その手を上げようとしていて。私にかざそうとする瞬間で　




「……まだだああああっっっ！！！」




　足が動かぬというのなら。足を囚われたというのなら。それでもまだ諦められぬというのなら！　残る手段はこれしかない訳で。




　私は自慢の拳を地に叩きつける。地面も裂けよと言わんばかりに叩きつける。これが魔法だというのなら。これが結界と呼ばれるものならば。それすらも。悪を捕える五芒星さえも。桜色の魔法さえも！







「だらあああああああっっっ！！」

「な……っ！！」







　私の拳は打ち砕く。私を捕える星すらも打ち砕く。強い意志が魔法の力を超える。百万の鏡が割れたような音を立てて、五芒星が砕け散る。正義の魔法が崩れていく。




　足に力が戻ってくる。爆発的なパワーが甦る。目の前の白い魔法少女に飛びかかる力が籠められる。でもそれは。ほんのちょっとだけ遅くて。既にカトリーヌは、『マジカル・カトリーヌ』は。その右手に完全に白い光を乗せていて。







　――飛びこんでも。間にあわない。







　瞬時にそう判断した私は横っ跳びでその場所から離れる。回転しつつ体勢を整える私の真横を、魔法少女の一撃が、白い魔法の矢が。







　――貫か、ない。







　一瞬の呆然。刹那の空白。私に向け放たれる予定だった必殺の魔法が来なかったことにより、私の意識が白く染められる。その一瞬を。一秒の半分にも満たない時間を。『正義のミカタ』たちが見逃してくれる筈もなく。




「いくぞっ！」

「くあっ！！」




　まだ地に膝をついたままだった私に向け、その隙を逃さずに間合いを詰めてきた『ライジング・スター』が右手を振り下す。それを私の左手が受け止める。彼の右手が振るわれる。それを私の右手が受け止める。




　そして銀のヒーローが次に放った攻撃は右足のローキックで。地に膝をついたままの。右手で彼の左手を。左手で彼の右手を受け止めていた私には。それを受けとめる術はなくて。それを回避できる体勢ではなくて。







　左の脇腹に衝撃が走る。痛みを、ダメージを与えるというよりは。私の体そのものを吹き飛ばすのが目的のようなその蹴りは。正確に精密に。狙い通りに。私の体をある場所へと吹き飛ばす。







　ごろごろと無様に転がった私が、それでももう一度立ち上がろうと顔を上げた時。その目の前には。眩く白い光に包まれた、そしてその光に負けないくらい白い肌の手のひらが優雅に広げてあって。







「……チェック・メイト、ですわ。『ブラック・ユリィ』」







　……思えば。最初から最後まで。この白い魔法少女は。『マジカル・カトリーヌ』は。戦闘に直接参加することはなく。私を。『悪の女幹部』であるこの私を。ここまで追い詰め、そして膝をつかせた相手というのは。実は『ライジング・スター』と『マジカル・スノー』の二人だけであったという事実に今更ながら気がついて。




　

　……なるほど。戦闘『訓練』ね……。

　私は、ふうっと息を吐き出す。全てを受け入れる。事実を認める。そして。







　――両手を、頭上に、上げた。














舞台裏　正義のミカタの内部事情

第六話　二人の夜

第六話　二人の夜




「……いてて……。くっそー。三田君め。思いっきり蹴り飛ばしやがって……」




　――戦闘訓練（という名のある意味『悪』イジメ）が、順当に『正義のミカタ』側の勝利で終わり。この建物の管理人さんが調理したという晩ご飯を食べて。あの広いお風呂を堪能し。夜の帳もすっかり落ちたこの時間。私は自室に引っ込んで、痛む脇腹に湿布を貼ろうと奮闘していた。ところがこれが案外難しい。蹴られたのは左の脇腹。腰の上あたりなんだけど、どうも三田君の蹴り足の角度的な問題なのか、背中のほうが痛みが酷くって。




「ふぬ……っ！　ぐっ！　このっ！　ひゃん！　冷たっ！」




　如何に私が『悪の組織の女幹部』と言えども。その身体の基本構成はやはり人間ベースなもので。残念ながら私には背中に目は付いてはおらず。肘の関節は逆には曲がってくれず。さっきから何度も痛む箇所に湿布を貼ろうとしては失敗し。またこれが温湿布ではなく冷湿布だったことも災いし。




「くそっ！　この……っ！　えいっ！　ひゃああああ！　また外れたあ！」




　一人悪態を衝きつつ必死に背中に手を伸ばし、たまに奇声を上げる私のその姿は。客観的に見たら相当寂しくて危ない人なのではないかとそう思う。ちょっとだけヘコむ。いいもん別に。誰が見ている訳でもないし。『悪の女幹部』は孤独なのだ。いや孤高なのだ。それは決してぼっちという意味ではないのだ。多分。







　――コン、コン。







　脳内で「孤高」と「ぼっち」に違いを見えない誰かに向かって滔々と説明していた私の部屋のドアが、控え目なノックの音を響かせる。うん？　こんな時間に誰だろう？　まさか今から『夜間戦闘訓練』とかを行うつもりじゃないだろうな？　断固反対するぞ？　アルバイトと言えども労働基準法は守られるべきなのだ。







「――百合。起きてますか？」

「ううん。寝てる」




　がちゃ。




「起きてるじゃありませんか」

「寝てるんだってば。これは寝言」




　呆れた顔で部屋に入ってくる白いお嬢様。庶民の勝手なイメージでスケスケのネグリジュ姿とかを想像していたのに、カトリーヌの寝巻は至って普通の白いパジャマ姿で。何となく違和感を覚える。まあ、多分、繊維とかは最高級品なんだろうけど。




「で、どうしたの？　こんな時間に？」

「……その前に。貴方は何をしているんですか？」




　カトリーヌの視線が、ベッドの上で胡坐をかいている私に注がれる。その私の姿はというと。使い古したスウェットの後ろの部分をくびのあたりまでベロンとたくし上げ。思いっきり背中を晒した情けない姿で。




　……うん。まあ。そりゃカトリーヌじゃなくても疑問に感じるわな。




「見ての通りよ。背中に湿布を貼ろうとしているの。三田君に、あんたのお仲間に蹴られたトコがちょっと痛むんで」

「……言ってくださればいいのに……」




　ふわりとベッドに腰掛けたカトリーヌは。私の手から湿布を受け取ると、背中にそっと手を這わせる。すっと、その指が背中を撫でる。ちょっとだけくすぐったい。




「……この辺り、ですか？」

「んー。もーちょい左。うん。そう。そこそこ」




　ひやりと。冷たい感触が患部に広がる。うん。いい感じ。




「サンキュー。カトリーヌ」

「これくらいなんでもないですわ。……平気ですの？」

「ん。何ともないよ。今はちょっと痛むけど、




　変身時の怪我は軽く済むんだけどね。新陳代謝がどーとか。体の抵抗力がこーとか。体組織そのものが強化されてうんたらとか。博士が前に長々と語ってくれたことがある。半分以上聞き流したけど。どうして年寄りの話は長いんだろうね。まあ、それはともかく。




「…………」

「…………」




　なんだろうね。このお嬢様は。こんな時間に部屋を訪ねてきて。でも無言で。




　あれかな？　単に私の睡眠を妨害しに来ただけなのかな？　明日の訓練（という名のある意味『私』イジメ）を有利に運ぶ為に。……ま、それはないか。




　……そう言えば。今さらのように気がつくけど。戦闘訓練（という名の以下省略）終了時から、このお嬢様はちょっとおかしかった。大変不本意ながら『正義のミカタ』に対し、私が降伏したとき。両手を上げた時。







『をーっほっほっほっほっ！　やはり正義は勝つのですわ！　悪は滅びる運命だったのですわ！　この美しく聡明なカトリーヌが！　貴方のような庶民に負ける理由など微塵もありませんわね！　をーっほっほっほっ！』







　そんな高笑いを浮かべなかったし。いやさすがにこの想像は酷いけど。でもそういうのも似合いそうだけどな。カトリーヌ。高飛車お嬢様キャラ目指してみたら？




　……実際のところ、その時のカトリーヌは。何と言うか、そうだなあ。『納得いかない』かな？　そんな不思議な表情を浮かべてたっけ。何だろうね。あれだけケチョンケチョンに私を叩きのめしておいてまだ満足しなかったのかな？　どれだけS属性なのよあんたは。もう白い魔法少女なんかやめてボンテージ女王様にでもなれば？




「…………」

「…………で？」




　ま、理由は分からないけど。このままお嬢様と無言のお見合いをしていても仕方がない訳で。というか湿布も無事貼れたしことだし私はさっさと寝たい訳で。




　私の端的な促しに。でもカトリーヌはまだ迷いがあるみたいで。二、三度、口を開いてはまた閉じる。そんな仕草を繰り返す。うん。うっとおしい。『人生は常に即決即断』をモットーに生きてきた私にとってそれは。イライラを募らせるだけの態度で。仕草で。もともと気の長い性質ではない私はもう一度繰り返す。




「で？」

「…………あの、ですね。百合。率直に答えて欲しいのですが」




　散々躊躇った挙句。更にそんな前置きまでしてカトリーヌが話しだす。そんだけ気を持たせておいてくだらない話だったらただじゃおかないからね？




「百合。貴方は今日、手を抜いてませんでしたか？」

「…………はっ？」




「手を抜く、というと失礼な言い方になりますね。申し訳ありません。手加減、と言い直します。どうでしょうか？　正直に答えてもらえませんか？」

「…………」




　あー。うん。そうか。なるほどね。うんうん。そうかそうか。




「……ねえ。カトリーヌ？　ちょっと話は変わるけどさ。アレ。あのドアの上。アレのことなんだけどさ」

「はい？　アレ？　ドアの上ですか？　そこに何かあるのですか？」




　カトリーヌは振り返る。自分が入ってきたドアの上を見る。そこには当然「アレ」なんてなくて。というか背中さえ向かせられれば何でもよくて。私はベッドの下に脱ぎ捨てておいたスリッパを拾い上げる。右手で握りしめる。思いっきり振りかぶる。




「……なんにもありませんわよ？　それより百合。さっきの質問に」







　スッパーーーーーンっ！！







「いったあああああっっ！！」




　私は恐れ多くも。日の沈まぬ国と呼ばれた大英帝国の大貴族。ミットフォード家のお嬢様の。傷一つない綺麗な額に向けて。力一杯、ええもうそれはそれは目一杯の力を籠めて、スリッパを叩きつける。




「『いたいですわん。きゃっ』じゃ！　ねええええっっ！！！」

「なっ！　えっ！　ええっ！？　私そんな声出してません失礼なっ！」




　よほど痛かったのか、それとも驚いたせいか、お嬢様が涙目で反論する。




「うるせえこのお嬢様め！　なんだ！？　手抜きだあ！？　んな訳あるかあ！」

「だ、だって！　だって！　いえそれよりもスリッパで叩くとか酷すぎます！」

「トイレのスリッパじゃないだけありがたく思え！」

「ト、トイレ……。何てお下品なんですか貴方は！」







　まったく。本当に。このお嬢様ときたら……。言うことに事欠いて『手を抜きました』だあ？　舐めんな。この本多百合。例え宿敵『正義のミカタ』の依頼とは言え、きちんと契約を果たしたことになら誠心誠意努めるわ！　馬鹿にするなよ？







「……んな訳ないでしょうが。私は全力を尽くしたよ？　それともなに？　あんたの目からは私が手を抜いてるように見えたっていうの？」

「いえ。そんなことはありませんでした。貴方が誠実に努めてくれるであろうことは、私が一番よく知っています。だからこそ、貴方に依頼したのですから」




　申し訳なさそうに。消え入りそうな声で。カトリーヌが呟く。




「……だったら、なんで……？」

「だって。勝ってしまったから……」

「…………はっ？」




　勝ってはいけなかったのだろうか？　負けるつもりだったのだろうか？




「勿論、負けるつもりはありませんでした。私は私の全力を尽くしました。策を弄したことは認めます。でもそれだって立派な戦術ですし」

「うん。まあ。まんまと引っ掛かった私が言うのもなんだけど。いい策だったと思うよ？　成果もあったし。……でも、だったら、尚更、なんで？」




　ぐっと。カトリーヌが唇を噛む。しばらくそうして内心の葛藤と戦っていたらしい彼女は、やがてひとつ息をつくと、ゆっくりと話し始める。




「……イメージ、でしょうか？」

「イメージ？」




「はい。……前回の戦闘での貴方は。カニ怪人と戦っていた貴方の姿は。本当に、もう。無敵と言っていいくらい強くて。そのイメージが残っていたから。その印象が強すぎたから。だから、私たちに負けた貴方を見て。もしかしたら、と。気を使ったというか、花を持たせてくれたのかな……なんて。そんな風に思ってしまって……」




　……もう。なんだろうねえ。このお嬢様は。負けたら負けたで絶対大騒ぎするだろうに。勝ったら勝ったでうじうじとこんなことに悩むのかよ。ああもう。本当に。面倒くさいお姫様だよ。あんたは。




「……近接攻撃の『ライジング・スター』に、範囲魔法の『マジカル・スノー』。それに攻撃魔法の『マジカル・カトリーヌ』。……そんなバランスのいい三人を前にして、手を抜けるほど私は大物じゃない。正真正銘、本気だったよ」

「……百合」




　カトリーヌ。いつも凛と澄ましているあんたが、見た目と違って実は繊細だということはよく分かったよ。うん。でもね。カトリーヌ。あんたはさ、『正義のミカタ』の実質的なリーダーなんだから。みんなが。それこそ日本中のみんながさ。あんたを頼りにしてるんだからさ。







　――だから、そんな表情はするな。下を向くな。胸を張りなさい。







「あんたたちは、強かった。本心でそう思うよ。私の言葉が信じられない？」

「……いいえ。信じますわ。だって貴方は……。ううん。何でもありません」




　何を言いかけたのかは、追求しないであげる。

　それを聞くのは私も少しだけ照れくさいから。




「ま、明日は負けないけどね。リベンジしてあげるから、覚悟しといてね」

「そうはいきませんわ。二連勝して気持ちよく合宿を終わらせてあげます」




　そう。それでこそ。その強気な笑顔と。負けない心こそ。あなたの本質でしょ。




「……お騒がせしました。もう休みますね。おやすみなさい」

「うん。おやすみ。また明日、ね」







　散々大騒ぎして、ようやく納得できたらしいカトリーヌが部屋を出ていく。それを目だけで見送って。私はベッドへと横たわる。明日。明日は私が勝つ。それは。その気持ちは。カトリーヌに負けないくらい強い筈で。きっと思いは届く筈で。







　――でも。結局。リベンジの機会は。再戦のチャンスは、こなかった。







　☆　☆　☆　☆　☆







　ドンドンドンドン！　ピンポーン！　ピンポーン！　ピンポーン！







　……うっさいなあ……。一体何事よこんな時間に……。




　乱暴に玄関を叩く音に。何度も鳴らし続けられるインターフォンの音に。快適な睡眠を妨げられた私は、仕方なくむくりとベッドから起き出す。廊下へ出る。




　私と同じように叩き起こされたのであろう。カトリーヌが。三田君が北川さんが。寝間着姿のままで部屋から出てくる。




「……なんでしょうね？　お嬢様？」

「わかりませんわ。雪乃。とりあえず玄関に出てみましょうか？」

「平気か？　強盗とかそういう可能性もあるんじゃないか？」

「インターフォン鳴らす強盗っていうのも斬新だと思うよ？　三田君」




　四者四様に言葉を交わしつつ。私たちは念のためしっかりと固まって玄関へと向かう。その間もドアは叩かれ続け。インターフォンは騒ぎ続け。




「……こんな時間に、どなたですの？」

『ああ！　カトリーヌお嬢様！　良かった御無事でしたか！』




　玄関のドア越しにかけられたカトリーヌの声に返事をしたのは、この建物の管理人さんで。念の為、防犯カメラで画像も確認したカトリーヌは、そっとドアを開ける。




「こんな時間にすいません！　実はお知らせしておきたいことがありまして！」

「お知らせ？　一体なんですか？　何かあったのですか？」




　玄関の外にいた管理人さんの顔は青ざめていて。何か尋常ではない事件の臭いをぷんぷんと漂わせていて。よほど焦って駆けつけてきてくれたのか、全身汗だくで。




「島の自警団から連絡が来ました！　港のほうで正体不明の集団が暴れているそうなんですよ！　ここは港からは離れてはいますが、大事なお嬢様に万が一のことがあっちゃならねえって。村長がすぐに知らせてこいって！」




　……正体不明の集団？




「そのうちの一人は熊のように大きくて毛むくじゃらで……。あれはとても人とは思えないって、自警団の人間も言ってました！　お嬢様。奴らがここまで来るとは思えませんが、念の為、戸締りだけは厳重にしておいてください！」




　……『とても人とは思えない』、ね。それってつまり。




「私も港へと向かいます！　人手が足りないそうなので！　ですからお嬢様！　それからお連れのお友達の方々！　くれぐれも注意してください！」




　最後にそう告げて。都会と違って夜ともなれば真っ暗で。月明かりと星明かりだけが頼りの道を。小さな懐中電灯で照らしつつ。管理人さんはまた夜の闇の中を走りだしていった。足元に気をつけてね。転ばないでね。




　――それはともかく。




「……どう思う？　カトリーヌ？」

「まず間違いなく。その『熊のように大きい』のは怪人でしょうね」




　だろうね。私もそう思うよ。……ってことは自警団程度では相手にならない。悪の怪人に勝てるのは、『正義のミカタ』だけだと相場が決まってる。




「……やれやれ。合宿が本当の実戦になっちまったなあ」

「お、お嬢様。私たちも出るべきでしょうか……？」

「当たり前です。私たちはこういう時の為に。悪を滅ぼす為にいるのですから」







　……『正義のミカタ』たちがそう意思統一を図る。ま、そうだろうね。あんたたちはその為に存在しているんだもんね。でも。まあ。その。なんだ？







「……百合。申し訳ありませんが、留守をお願いします」

「……いいけど、さ」







　うん。そう言うと思ったよ。カトリーヌ。







「うん？　本多さんは来ないのか？」

「せ、戦力は多いほうがいいと思いますが……」




　三田君が。北川さんがそう言う。何かを期待してカトリーヌと私を交互に見つめる。いや。うん。『戦力』って言ってもらえたのはうれしいけどね。頼りにされるのも悪くないけどね。でも。さ。







「百合は。『正義のミカタ』ではありません。今、この場面においては部外者です。彼女との契約は、あくまでも『合宿』に関するもののみ。ですから彼女には、百合には。この戦いに参加する理由はありませんわ」







　……頭が固いと。そうは言うまい。カトリーヌは。『正義のミカタ』のリーダーとしては。本心はどうであれそう言うしかない訳で。そしてそう拒絶された私の立場としても、仮に頼まれたとしても嬉々として『正義のミカタ』と共闘する訳には行かなくて。







　……どこまで行っても。カトリーヌと私は。正義と悪で。

　そんな二人に一時的な共闘や協力はあっても、永続的な友好関係は結べない。







　私たち二人は。それを誰よりもよく知っているから。

　私たち二人は。互いの道を決して否定することは出来ないから。




　だから。特別な理由もないのに、私を誘うことはカトリーヌには出来ず。

　だから。戦う必要もないのに、勝手に参戦することは、私には出来ない。







　――私たち二人には、絶対に超えることが出来ない一線が、ある。







「……じゃあ、後は頼みましたよ？　百合」

「……はいよ。精々怪我をしないようにね」




　だから私は。戦闘準備を整えて玄関に再集合した三人を黙って見送る。あー。あのさ。三田君。それから北川さん。そんな目で見なくていいから。別に『仲間外れ』とか思っていないから。うん。だから気にしないで。ね？




「……さてと」




　――三人がいなくなった後のコテージは。何だか広くがらんとしていて。




　考えてみれば。母親の最期をみとったあの後を除けば。私は常に『ブラックシャドウ』の人間と共にいて。その場所は組織のアジトから『百合荘』に変わりはしたが。でも側にいてくれる人たちの顔ぶれは大部分は変わっておらず。……一番大切な人はいなくなってしまったが。




　だから。こうして。本当に一人ぼっちになったのは。もしかしたらあの時以来なのかもしれなくて。それは、何と言うか。寂しいというのとはちょっと違う、不思議な感情を私に抱かせて。




「……言われたことくらいは、しておきましょうか、ね」




　私は玄関から始めて、各部屋の窓の施錠を改めて確認する。『正義のミカタ』が迎撃に行ったのだから、港から遠く離れたここに危険が迫る可能性は低いとは言え。念には念を入れておくことに越したことは……。







「……うん？」







　自慢ではないが、私は目はよい。勿論性格も頭もよいのだが。スタイルはちょっとだけ残念かもしれないが。まあそれはともかく。両目とも視力2.0である。







　――だから。私は発見してしまう。窓の外。そこにいた何かを。
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「……どっこいしょっと」




　そんな年寄りくさい独り言を呟きつつ、私はその建物の屋上へと、非常階段を上っていく。港に隣接したこの三階建てのビル。今は突然現れた狼藉者の集団を避けるために無人となっているこのビル。つまりこの屋上は。狼藉者の集団、ううん。『悪の組織の一味』たちと『正義のミカタ』の戦いを観戦するのに絶好のロケーションで。




「……おー、やってるやってる」




　地表近くを幾筋もの光の線が交差している。あれはきっと『マジカル・カトリーヌ』の攻撃魔法。そしてそれに押されつつも反撃する『悪の組織の戦闘員』たち。うん。やっぱりここが特等席だった。




「さて、と」




　私は足元に視線を投げる。苦労して（重いというよりも嵩張るという意味で）ここまで運んできた『荷物』にちらりと視線を投げつける。




「……むう……」




　その『荷物』が何やら呻いている。おかしいな。軽く半日は目を覚まさない程度にはぶん殴っておいた筈だけど。『闇夜の鴉』の戦闘員は頑丈だね。とりあえず意識を取り戻して騒がれるとうるさいので、もう二、三発殴っておこうかしら？




　そんな物騒なことを考えつつ、コキコキと拳の関節を鳴らす私の耳に、カトリーヌの。『正義のミカタ』のリーダーの声が届く。







「今ですっ！　『マジカル・スノー』！　一気に浄化魔法を！　『ライジング・スター』は右にっ！　私は左を受け持ちますっ！」

「わ、わかりましたっ！」

「おうよっ！　任せておけ！」




　……こうして上から見れば。第三者の視線から見れば。この戦いは『正義のミカタ』が優位。そんな風に『見える』。……残念なことに。







「おのれっ！　『正義のミカタ』よっ！　これでも喰らえ！」

「当たるかよ！　俺の足を見くびるな！」




　この暗闇の中でも一際目立つ、軽く2メートルはありそうな大きな黒い塊が吠える。それに何ら臆することなく。堂々と。真っ向から勝負を挑む銀のヒーロー。







　――『確かに、今の俺はもう競技会には出られない。反則だしな。でもな。でも。走れないことに比べたら何倍もいい。小学生の頃から鍛え抜いたこの足が、『正義の為』なんて言うとちょっと照れるけど、誰かの為に役に立つなら、更にいい』――







「まだだ！　浄化魔法が完成する前に一斉にかかるのだ！」

「させません！　私だって！　やればできるんです！」




黒服黒サングラスの戦闘員たちを前にして、桃色の少女が声を張り上げる。弱気な自分を吹き飛ばすように。憧れる誰かに聞かせるように。







　――『ええ。はい。素敵な人です。私の憧れの人です。あの人といっしょになら。あの人の言うことなら。あの人の言う『正義』なら。私も信じてもいいかなって。だから『正義のミカタ』になろうって。そう思ったんです……』――







　……ちくりと。私の胸が痛んだ。彼は。彼女は。自らの正義を信じて。自らの力を信じて。前に。前にと。迷うこともあったろうけど。後悔することもあったろうけど。それでも。前に。前にと。進もうとしているのだ。……そして。そして。







「行けます！　私たちは、強い！　それはつい先程証明した筈！　百合に！　『悪の組織の女幹部』である『ブラック・ユリィ』にも完勝した私たちがっ！　こんな三下どもに負ける筈がありませんわ！」







　……自らを『正義』と断言して臆さないその少女は。正義の光を信じて疑わないその少女は。見るもの全てを圧倒する光り輝くその少女は。――でも。実は。本当は。繊細で怖がりだったのかもしれないその少女は。




　……馬鹿だな。カトリーヌ。あんたは馬鹿だよ。本当に。あんたたちは強いんだよ。自信を持っていいんだよ。『私に勝てたから』。そんな自己暗示に縋らなくてもいいんだよ。だから。だけど。でも。







　私はぐっと唇を噛みしめる。これから自分がすべきことを考える。……それは、『悪』である自分にこそ。ううん。『悪役』である『ブラック・ユリィ』にこそ相応しいこと。憎むなら憎め。『マジカル・カトリーヌ』。覚悟は決めてきた。







　――私は。これから。あんたの。プライドを。理想を。打ち砕く。







「そこまでよっ！」







　……ビルの屋上から。背に月の光を背負って。私は戦う者たちに――違うか。戦う者と、戦う『ふり』をする者たちに向け大声で怒鳴る。







「え……？　なっ！　えっ！　ゆ、百合！？　貴方どうして」

「百合？　気安く呼ばないでもらえるかしら？　『マジカル・カトリーヌ』さん。……まぬけな『正義のミカタ』さん」




　思いっきり。軽薄な口調で。馬鹿にしたように。馬鹿にしていると聞こえるように。私は絶句する魔法少女にそう告げる。




「……何の真似だ？　我々の邪魔をすると言うのであれば、同じ『悪の組織』の者と言えども容赦はせぬぞ？」




　突然現れた私という闖入者に、黒い塊が、熊のような巨大な体躯と鋭い爪を備えた黒い塊が。ついさっきまで『正義のミカタ』に押されていたとは思えない程に落ちついた、そしてゾッとするような冷たい声で呟く。




「『同じ悪』ですって？　鳥肌が立つわね。訂正してくれる？」

「……何が言いたい？」

「……プライドを捨て、悪の誇りをも捨てて。権力に尻尾を振るようなやつはね。それを悪とは私は呼ばない。……それはただの家畜。あんたは、豚だよ」

「――っ！！」







　……『権力に尻尾を振るようなやつ』。この一言は絶大な効果があったようで。クマ怪人が言葉を失う。悔しそうに黙りこむ。つまりそれは。私の言葉に反論できないという何よりの証拠で。そしてそれこそ。こいつが最低であるという自供と同じで。







　私はそんな家畜には視線すら投げず。再び魔法少女のほうを睨む。

　状況の変化に付いていけず、ただ立ち尽くす白い魔法少女へと視線を飛ばす。







「ねえ。『マジカル・カトリーヌ』。あなたの今日の戦闘訓練時の作戦は見事だったわ。一番力が強いものを。つまり自分を。囮にした作戦、ね」

「そ、そのことと今の状況に一体どんな関係があるというのです！？」

「……わからないかなあ？」

「いい加減にしてください！　怒りますよ！」







　そうか。わからないか。じゃあ仕方ないね。――絶望しろ。自らの愚かさに。







「全く同じ手を、使われたんだよ。あんたは。今のあんたは、囮に全力で、馬鹿みたいに向かっているだけ。精巧なルアーに喰いついた魚と同じなんだよ」







「な……っ！？」




　カトリーヌは、聡い。だから多分、今の一言で大筋は理解した筈。でもね。でも。まだまだこんなもんじゃないんだよ？　もっと落ち込ませてあげる。




「理解した？　こいつらは『囮』なの。本命は他にあるの。あんたたち『正義のミカタ』はそれに気付かずに喰いついているだけなの。それから、多分。そいつらはきっと、手を抜いてる。何故なら全力で戦って勝っちゃったら困るから。……ああ、いや。別に困りはしないか。うん。ただ短期決戦になることだけは困るから」







「……なんだよ。そりゃ……」

「そ、そんな……。そんなのって、ないよ……」







　三田君が。北川さんが。ううん。『ライジング・スター』が。『マジカル・スノー』が。さっきまでの高揚した顔から一転。絶望の色を浮かべる。







「……つまり。こういうこと、なんですわね？　こいつらは囮で。本命は私たちの本拠地で。偶然そこにいた貴方は。コテージで待機していた貴方は。その企みを見破って、私たちに知らせに来た、と」







　……そう、だったら、さ。もしそうだったのであれば。もう少し、もう少しだけ。あんたは救われたかもしれないね。カトリーヌ。だけど、違うんだよね。違うんだよ。――更に落ちろ。カトリーヌ。深く深く。這い上がれる程に。







「……自惚れるんじゃないわよ。『マジカル・カトリーヌ』。……あんたたちの本拠地が本命？　笑わせてくれるじゃない」

「――っ！？」




　人がいいにも程があるわよ？　カトリーヌ。あんたは無意識で信じている。――目の前にいるこいつらが、『悪』だということを。自分たちの敵だということを。そこからして間違っているんだよ。こいつらは断じて『悪』なんかじゃない。……ただの、豚、だ。




「こいつらにとって、あんたたちなんてどうでもよかったのよ。単なる邪魔者……ううん。違う。むしろ体のいい目晦ましかな？　……あんたはね。カトリーヌ。『マジカル・カトリーヌ』。歯牙にもかけられていなかったばかりか、徹底的に利用すらされたのよ」







　蒼白な顔で、唇を噛んでいた魔法少女が。震える声で、それでも問い掛けてくる。







「……説明、して、ください。全部」

「……聞いたら後悔するよ？　多分」

「それでも」

「……了解」







　私は荒縄を引き上げる。その辺に転がっていた縄で適当に縛りつけてきたモノを引っ張り上げる。……それは黒服の戦闘員の一人で。つまりこいつが、留守を命じられた私の目にとまったモノで。







「……こいつが全部吐いた。言い逃れは出来ない」







　私の言葉に、怪人や戦闘員たちが目に見えて動揺する。ざわざわと騒ぎ出す。おい。雑魚ども。うるせえ。もうお前らの負けだ。大人しくしていろ。







「カトリーヌ。あんたの実家が。ミットフォード家がここで尊敬されている理由。それってなんだっけ？」

「は、はい？　えっと。この島が産業廃棄物の集積場になるって計画を……」




　突然話が自分の実家のことや過去のことに飛んだせいか、カトリーヌがちょっとだけ素に戻る。目を白黒させている。……まあ、それが『本命』だなんて想像もつかないだろうしね。仕方ないことだよね。




「ミットフォード家の援助により、確かにその計画は潰れたよ。でもさ。それって行政にとっては。市のお偉いさんたちにとっては。すごく痛いことだったんだよね。そんな大規模な公共事業ならばさ、本来なら莫大なお金が動く筈だもんね。……賄賂って形、でね」




　億単位の公共事業ともなれば。それは市の財政へも大きな影響がある筈で。何よりそれを指導する立場の、政治家モドキたちにとってはいろんな意味でおいしい話で。見逃す筈がなくて。




「一度は潰れた計画だけどさ。あいつらは諦めなかったみたいなんだよね。島の人たちが島に拘るその理由は。それはきっと自分たちの村だから。生れ故郷だから。自分たちが生きる場所だから。……だったらさ。その場所が。帰る家が。『不審火』で一切合財燃えちゃったらさ。……そしたら、どうなるのかな？」




　……やつらは懲りなかった。『正義のミカタ』の手で奪われた島ならば。その天敵である『悪の組織』の力を借りて取り戻せばいいのだ。……そう考えたって、そして実行したって、何の不思議もない。




「大火事で燃やしつくされた島を。焼け出された島の人たちを。やつらは下卑た笑顔で迎え入れるだろうね。親切さを演出して、新しい住居くらいなら用意してくれるかもしれない。……でもそれは、この島には建たない。何故ならばその時には、きっともう。一面焼け野原となったこの島には。産業廃棄物集積場を建てる為の重機が運び込まれているのに違いないから」




　それはまるで魔法のように。そして合法的に。やつらは自然に全てを手に入れる。本来、尽くすべき対象である村の人たちのことなど一切顧みずに。これが公僕？　選ばれた選民たちのすること？




「多分。きっと。当初の予定では、怪人が出現して暴れまわって島を壊滅させるつもりだったのだろうね。でも予定外の存在がいたから。『正義のミカタ』がいたから。作戦を変更したんじゃないかな？　怪人のいる主力を囮にして。少数の戦闘員が火をつけて回る。そんな感じに、ね」




　そしてそれは完璧に成功していて。見なさい。カトリーヌ。自警団の人たちを始め、島の男の人たちはみんなこの周囲に集まってるよ？　それだけじゃない。噂の『正義の魔法少女』を一目見ようと、女性や子供たちまで集まってきている。……これじゃ村はきっと無人だよね？　悪の組織も仕事しやすかったろうね。きっと。







　……つまり、あんたは。優秀な『客寄せパンダ』だったという訳よ。カトリーヌ。どう？　今どんな気持ち？　軽く死にたくなるよね。こんな時ってさ。







「……見てきたように、ペラペラと。夢物語を語るものだな」

「夢物語？　こいつが全部吐いたって言ったでしょ？」




　口を挟んできたクマ怪人によく見えるように、私は黒服を持ちあげる。というか吊り上げる。こいつの存在が動かぬ証拠だと思うけど？




「……うちの戦闘員たちは拷問で口を割ったりはしない」

「そう？　『私の質問に対して五秒以上沈黙を返したら、あんたの（ピーッ）を（ピーッ）して（ピーッ）してやるから覚悟してね』って言ったら聞かれもしないことまで全部ペラペラと話してくれたけど？」




　……あれ？　なんだろう？　私のその発言を聞いた直後、黒服の戦闘員たちだけじゃなく、三田君までも内股になって身悶えてるんだけど？　アレってそんなに痛いものなのかな？　残念ながら『ついてない』私には分からない。




「き、貴様っ！　な、なんという恐ろしいことを……っ！？」

「そうなの？　いやさ。五月の瀬戸内海の島って聞いてさ。虫刺されとかいやだなーって思ってさ。持ってきてたんだよね。『キン○ン』。それを、こう、さ。目の前で右へ左へ揺らしつつ、さ」

「や、やめろおおおおっっ！　な、なんて酷い奴なんだお前はっ！　悪魔か！？」




　いいえ？　悪魔ではありませんよ？　『悪の組織の女幹部』ですよ？




「ついでに。これ。この黒服が保管していたもの。……副市長さんのサイン入り契約書。助役さんの承諾書。事前の打ち合わせに使った料亭の領収書。それからこれは、なんだ？　接待に使った特殊浴場？　の領収書？　……ねえ？　特殊浴場ってなに？　サウナのこと？」




　それとも温泉のことなのかな？　残念ながら私には意味は分からない。……あれ？　黒服の戦闘員たちが気まずそうに顔を逸らしている。　なんだろう？　どうかしたのかな？　まあそれはともかく。







　……さてっと。







　悪の一味に対し、動かぬ証拠の数々を叩きつけた私は。ビルの屋上から飛び降りる。通常なら大怪我覚悟のその行為は。今の私にとっては。『ブラック・ユリィ』へと変身した私にとっては。階段二段飛び降りよりも安易なことで。




　すっと。音もなく無事に着地したその場所は。




　精神的に打ちひしがれ。叩きのめされ。もう声を上げることも出来ない『白い魔法少女』の目の前で。私は彼女に背を向け。豚どもを睨みつけつつ。







　――彼女に、最後の言葉を、投げ掛ける。







「ねえ。『正義のミカタ』さん？」

「…………なんです、か？」




　力ないその声が。迷子の幼子のようなその声が。あの眩いお嬢様から発せられていると信じられなくて。信じたくはなくて。私は彼女に背を向け続ける。彼女の顔を見ないようにする。




「私はこれからあいつをぶん殴る。叩きのめす」

「…………そう。ですか」




　彼女をここまで追い詰めたのは、私。彼女をここまで壊したのは、私。

　そして。そんな彼女を更に追い詰めるのも。私の役目で。私の意思で。







　私はぐっと唇を噛みしめる。拳を握りしめる。







　これを言えば。これを言葉にすれば。彼女は立ち直れないかもしれない。

　彼女は見失うかもしれない。自分の立場を。信じる道を。信念を。でも。







　私は言わなければならない。伝えなくてはいけない。何故ならば。







　彼女は。『正義のミカタ』だから。その背に多くの人々を背負う存在だから。

　彼女のミスは。多くの者を不幸にするから。多くの幸せを消してしまうから。







　――だから。私は。彼女の。一切のミスを。許さない。







　それを私は厳しいとは思わない。相手がこの少女であるならば強要する。

　だって彼女は私に宣言をしたのだから。胸を張って約束をしたのだから。







　――彼女ならば。カトリーヌであるならば。それを是としてくれる筈だから。







「あんたは、言った。自分は公務員だと。と、いうことはつまり。あいつらは。あの豚野郎どもは。広い意味で考えればあんたのお仲間だ。あんたが国家公務員なのか地方公務員なのかまでは知らない。でも、結局のところ、あんたは国の命令下にある。……そしてあいつらは。行政の指示で動いている。目的は金だとしても、だ」







　多分、きっと。いや絶対。これは暴言。言いがかりに近い物言いで。でも。それでも。真実の尻尾くらいは掴んでいる筈で。金で動く『悪の組織』と、悪と知りつつ金で動かそうとしている行政。私はそれを許さない。でも。だけど。







「つまるところ、さ。私から見れば。『悪の女幹部』である私から見れば。あいつらも。腐った行政も。そしてあんたたちも。どいつもこいつも『権力』側な訳だ。……そこで。カトリーヌ。いや。『マジカル・カトリーヌ』。あんたに聞きたいことがある」







　……私は、信じている。







「……あんたは。『正義のミカタ』は。『白い魔法少女』は。どっちに立つ？　お仲間と共に私を討つか？　何もかもを投げ出して、惨めな負け犬のように尻尾を巻いて逃げだすか？　……それとも」







　……この少女の心は、正義は。







「……押し付けられた正義じゃない。権力側から押し付ける正義でもない。自分の信じる、自分だけの正義を。貫いてみるか？」







　……これくらいじゃ、折れない。







　その証拠に。ほら。こんなにも。こんなにも。燃えるように背中が熱い。抑えきれない闘志が。戦意が。気迫が。誇りが。彼女の中に甦る。彼女をもう一度奮い立たせる。彼女をより一層輝かせる。







　誇り高き正義の化身。『マジカル・カトリーヌ』が。立ち上がる。







「……ずいぶんと。言いたい放題。言ってくれるものですね」

「でも正論でしょ？　『正義のミカタ』さん」

「……今は反論はしません。でも。ひとつだけ」







　ぶわっと。物理的な圧力さえ伴って。彼女の魔力が世界を震わせる。







「権力も、国も。関係ありません。私が進む道。それが即ち、正義です」

「……それでこそ、あんただよ。『白い魔法少女』さん。……それなら、さ」







　ぐんっと。私の体に力が満ちる。権力なんかには決して屈しない。そんなことは、総統に教わっていない。私は私の道を行く。総統の背中を追いかける。







「……ここからは。正義も悪もない。ただの『喧嘩』だ」











舞台裏　正義のミカタの内部事情

第八話　船上の二人

第八話　船上の二人




　拳が震える。脹脛が震える。溢れんばかりに力が満ちてくる。それは爆発する時を今か今かと待っている。待ち望んでいる。




　心が震える。私の顔に禍々しい笑みが浮かぶ。『悪の組織の女幹部』らしい、自信に満ちた悪意ある微笑み。見るものを凍りつかせる般若の笑み。熱く燃えそうな体とは裏腹に、頭脳は冷たく冴えていく。強敵を前にして体細胞の一つ一つが喜びの声を上げている。







　流行の物語の主人公は言う。――『俺は平凡に生きたいだけなんだ』







　それはクールさと愚かさを取り違えた勘違い。人ならざる力を持った身であれば、人ならざる野望を抱くのが人の性。私は自分の熱さを否定しない。自分の心を閉じ込めない。『平凡に生きたいだけ』？　そんな糞ったれな人生が楽しいものか。







　ぎちりと、そんな音を立てて拳の骨が軋む。余りにも強く握り締められた私の拳は、このままでは私自身の肌をも喰い破るであろう。だがしかし。私は力を緩めない。より一層の力を以って拳を固める。……さあ。いこうか相棒。私の武器よ。私の拳よ。







　――あの醜い豚野郎の喉笛を掻き斬れ！







　私の足が轟音とともに地を離れる。蹴り上げられた地面が抉れる。クレーターのような穴すら穿つ。それにより生み出されたエネルギーを全て注ぎ込み突撃する。目の前にいる集団に。誇りを捨てた悪の成れの果てに。こんなやつらが存在すること自体が許し難い。故に私は何の躊躇いも無くその力を振るう。




　間にいた数名の黒服たちをその勢いだけで吹き飛ばし。私は一瞬にしてクマ怪人の目の前へと至る。この怪人に比べれば小柄な私であっても十分拳が届く間合いへと。







「だあああああっっっ！！」

「ぬうっっっ！」







　ファーストアタックは双方フェイントも何も無い、ただただ力任せの一撃。私の右拳が、クマ怪人の右拳に迎え撃たれる。ぶつかった瞬間に聞こえた炸裂音。それはもう肉と肉の奏でる音ではなく。爆発と評するのにふさわしい轟音で。




　余りの衝撃に肩が悲鳴を上げる。ぎしりと嫌な音を立てて軋む。しかし腕を弾き飛ばされた私は、それでも一歩も後退することなく。それどころか更に前へとこの身を滑らせる。互いの呼吸音すら聞こえるこの距離で。双方、右腕を弾き飛ばされた体勢で。それ故に次のアクションに至るには一瞬の間が空き。







「……貴様に問おう。何故、我らの邪魔をする？　島を守ろうとする？」

「……そうね。強いて言えば。新鮮なタマゴのお礼ってところ、かな？」







　悪も正義も関係ない。そう言った筈だ。これはただの喧嘩。私はあんたが気に入らない。……それはこの拳を振うのに十分な理由の筈。




　天上天下唯我独尊。悪は何にも縛られない。悪は何にも囚われない。

　受け取れ。この拳を。悔やめ。私に拳を向けたことを。ひれ伏せ。本物の悪の前に。







　――まがいものは。偽物は。決して。本物には。勝てない。







「…………っ！！」

「――――っ！！」







　互いが声とは言えない獣の叫びを上げる。パワーならばきっと怪人が上。スピードならば間違いなく私が上。パワー　VS　早さ。剛腕に疾風。破壊力に瞬発力。互いが互いのプライドを賭ける。互いが互いの自分の持ち味を発揮する。互いが互いの武器に感嘆する。







　台風のように。雪崩のように襲いかかる怪人の腕。

　旋風のように。飛燕のように突きこまれる私の拳。




　地面ごと叩き潰さんとばかりに振り下ろされる剛腕。

　その隙をついて正確に精密に撃ちだされる私の手刀。




　一撃必殺の覚悟を持って振われる攻撃に。

　急所のみを狙い手数と速さで対抗する私。




　血が滾る。体が燃えるように熱い。焦がすようにこの胸を焼く戦いへの渇望。

　やはり私は。私に流れるその血は。憧れたあの人の心を誰よりも継いでいる。







　――正義に対し背を向け。権力を由とせず。己が力のみで立つあの人の心を。

　――自身の誇りの為ならば。力を振うことすら躊躇わない。そんな人の心を。







　だから。私は。負ける訳にはいかない。折れる訳にはいかない。

　悪の名の元に。悪にすら値しないこの豚を。この拳で叩き潰す。







「……覚悟しろっ！　そしてその身を恥じよ！　この最低野郎が！」

「吠えるな！　子供が何を言うか！　身の程を知れ！」







　――暴風と疾風が激突した。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……お嬢様？　加勢しないのですか？」

「どうして？」

「どうしてって……。なあ。カトリーヌ。ショックなのは分かるが……」

「ショック？　ああ。そうですね。確かに自分の至らなさには呆れていますが」




　そう反省の弁を述べるカトリーヌの顔は、発言内容とは裏腹に妙にさっぱりとした表情を浮かべていて。『憑きものが落ちたような』と評される、まさにそんな顔で。




「しかしですね。雪乃。ああも怪人と百合が接近していては、私たちの魔法ではどうしようもないでしょう？　まあ、百合ごと撃ってしまっても私は構いませんけど」

「あっ……」




「それにですね。三田君。あの早さ。あの二人の早さに貴方はついていけますか？　率直に言って私には無理ですよ？　あれではどちらが怪物かわかりませんね」

「……手を抜かれていたって言うのは本当だったんだな。……へこむぜ」




　ふわりとカトリーヌは微笑む。……無理に強がる必要はない。彼女は自分を取り戻した。彼女の本質は『正義』。彼女の願いは『弱い者の救済』。勿論それを成すには力が必要な場合もある。しかし、力が全てという訳でもないのだ。







　――できることから。やっていけばいいのです。







「……理解出来たのなら、急ぎましょう。私たちは島を捜索します。あの連中が。黒服たちが姿を消しました。まだどこかに潜んでいる可能性があります。それを捕えるのです。それからこの近隣に集まっている島の方々を安全な場所に誘導します。当然護衛もします。……やることは。やれることは。一杯ありますよ？　でしょう？　二人とも？」







　――まだ私の力は弱いですが。こんな策に引っかかるほど愚かではありますが。







「戦闘はあの『戦闘マニア』に任せておけばいいのです。ほら。御覧なさい。あの生き生きとした表情。あれは馬鹿ですわ。ええもう。本当に。きっと頭の中まで筋肉が詰まっているのでしょうね。……だから。任せて、平気です」







　――理想の道は険しいですが。遠すぎますが。それでも一歩ずつ。着実に。







　……カトリーヌの指示を受け、『ライジング・スター』が。『マジカル・スノー』が走りだす。その後ろ姿を眺めつつ、カトリーヌは思う。







　自分たちは、確かに強くなってはいるのだろう。何しろあの『ブラック・ユリィ』に完勝できたのだから。でも、それは。あくまでも訓練の。模擬戦の話で。




「全く……。貴方という人は……」




　彼女は言った。『手なんて抜いていない』。多分、それは本心なのだろう。ああ見えて実は気まじめな百合の事だ。きっと誠心誠意、全力で向かってきたのであろう。……少なくとも本人はそう思っている筈。




「本当に。不器用な、人、なんですから」




　だがしかし。カトリーヌも。きっと百合本人ですら気がついていなかった事実。それはある意味、本多百合という少女の。『ブラック・ユリィ』という女幹部の本質で。その存在理由で。即ち。彼女の強さの理由。それは。







「……背中に護るべき人がいる時、彼女はその最大の力を発揮する、と」







　全く。本当に全く。腹ただしい人ですわ。自分のことを散々『悪』だなんだと言い続けているのに、その強さの理由は、まるで『正義のミカタ』のようで。







　……この合宿は失敗ですわ。彼女の力を『正義』に役立てようと。彼女自身は認めずとも、結果として彼女が『正義』の側に立つようにと。そんなことを考えての行動でしたのに。そんな思惑があったというのに。







　なのに。こうして。気がついてみれば。むしろ私のほうが。『正義のミカタ』である私のほうが。悪である百合に諭され、見失いかけた自分の道を取り戻す始末。全く。全くもって。本当に。心から。本心から。







「……腹ただしい人、ですわ」







　――そう呟いたカトリーヌの顔が、何故か妙に誇らしげで、そしてさっぱりとしていたことは、残念ながらお月様以外の誰も見てはいなかった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ごふっ！！！」

「どうした！？　そこまでか！？」




　したたかに腹を殴りつけられた私が思わず息を吐く。

　そんな私に向かって勝ち誇るクマ怪人の顔も、既に血塗れで。







　――こいつは、強い。多分、カニゾーさんより、強い。







　まず体格差がどうしようもない。同級生と比べても華奢なほうである（特に胸囲が）私にとって、この怪人の反則的な巨体は、まさに動く山と評してもいい程で。




　そして耐久力の差が埋めがたい。同級生と比べても華奢なほうである（特に胸囲が）私と比較すると、それは筋肉の鎧を身に纏った騎士と軽装の弓手のようで。







　私がどんなに攻撃を当てようとも、一撃でひっくり返される力の差。







　ジャブを積み重ねていってもK.Oには至らないように。ライト級のチャンピオンではヘビー級の王者には敵わないように。







　徐々に。徐々に押されて行く私。……でもね。でも。







「ほざくなっ！　家畜に負ける私ではないっ！」

「いい加減その口を閉じやがれっ！」







　私の挑発を受け、頭に血を昇らせたのであろうクマ怪人が振りかぶる。見え見えの顔面狙い。人は。おっと違った人ではなかった。最低の豚野郎でも。誇りを無くし権力に媚を売る家畜野郎でも。怒ればその攻撃は雑になり。そして何故か効果も考えずに顔面を殴りつけたくなるようで。







　――この時を。待っていた。







　襲いかかる剛腕。これを避けきってはいけない。逃げては届かない。ギリギリ、いやむしろダメージ覚悟で少し掠めるくらいでなくてはいけない。顔が命なのはお嬢様と日本人形だけで十分。こいつに一撃を叩きこむことが出来るのであれば。むしろ喜んでこの顔に傷をつけよう。







　――だってそれは。勇気の証なのだから。







　実は隠れ格闘マニアのAさんから借りたマンガ本の数々。実は教えたがりのAさんから護身術という名目で叩き込まれた空手やボクシングの技の数々。その中の一つ。非力なボクサーが圧倒的なパンチ力を誇る王者に対抗する為に生みだしたテクニック。それを遂行する為に力はいらない。







　電光石火のスピードと、ほんのちょっとの勇気があれば。それで、十分。







　クマ怪人の太く逞しい腕と、私の細く鋭い腕が交差する。







　紙一重、ではない。それよりもさらに内側。剛腕が私の頬を削る。血飛沫を飛ばす。皮膚が裂ける感触がする。しかしそんな痛みは物ともせず。私は更に踏み込む。全身の筋肉が過剰な要求に悲鳴を上げる。それを力ずくで抑え込み、私の体は。閃光のようなこの腕は。一瞬の停滞もなく前へと進む。







　力一杯振りかぶったクマ怪人の体は。その腕が避けられたことにより大きく前のめりに倒れこみそうになる。私の目の前にまで顔面が降りてくる。その下。熊だろうが人だろうが四肢と頭を持った生き物であるならば。顎は首によって支えられている筈で。首は頭を載せている筈で。頭の中には脳が詰まっている筈で。







　――つまり顎を貫けば、首を支点としてその頭蓋骨の中身が揺さぶられる筈で！







　スコンと。その一撃は。籠められた力やスピードに反して。軽い音を立てた。







　どしゃりと。意識を刈り取られ重い音を立ててクマ怪人が沈む。私は手の甲で頬の傷を拭いつつ、『悪』らしく。悪どく。されど誇らしげに。そのでかい頭に片足を乗せる。ピンヒールの踵を差し込む。







　――家畜に払う、礼儀はない。







「……偽物が本物に勝負を挑むなんて、百年早いのよ。おわかり？」







　☆　☆　☆　☆　☆

　




　……五月の爽やかな風が、穏やかな水面の上を滑っていく。




　生まれて二度目に乗ったフェリーの甲板。

　生まれて二度目に見る、360度の水平線。




　もうすぐ海に沈もうとしている太陽が、こんなにも赤いのだということを。

　少し冷たい潮風に包まれることが、こんなにも心地よいのだということを。







　――前は、知らなかった。今は、知っている。







「……ここにいたのですか。百合。よほど甲板の上が気に入ったようですね」

「……別にずっといるからって気に入ったって証拠になる訳じゃないでしょ」







　そんなことを言ったら行きと同様、帰りもトイレ籠城している三田君はトイレマニアだということになる。……やだな。トイレマニアのヒーローなんて。







「…………」

「…………」







　船首から向かって右側の海を眺める位置に私が立つ。

　船首から向かって左側の海を眺める位置にカトリーヌが立つ。







　二人はいつものように。背中合わせで。互いの立場を象徴するかのように。







「……どうするの？　あの連中？　それから市役所のやつら」

「……勿論、徹底的に追及しますわ。それが『正義』の仕事ですから」







　私は拘束されこの船の倉庫に放り込まれた連中を思い浮かべる。あーあ。かわいそうに。絶対このお嬢様はS属性持ってるよ？　私が語って聞かせた尋問の方法よりももっとえげつなくて酷い拷問が待ってるんじゃないかな？　ちょっとだけ同情する。







「……まあ、あんな騒ぎはありましたけど、とりあえずお疲れ様です」

「……お疲れ様。バイト料はちゃんともらうからね」







　本来なら超過勤務手当を請求しても罰は当たらないような気がする。乙女の柔肌に傷を付けた分も請求してもよいかもしれない。潮風が頬の傷に染みるぜ。







「……それは自業自得というもの。貴方はただ単に暴れたかっただけでしょう？」

「…………」







　あーむかつく。このお嬢様。あの時の半ベソかいた顔を写メっておけばよかった。そのネタだけで一生食っていけそうな気がする。実家、お金持ちだしね。







「……ああ。でも。私からではありませんが。島の人たちから」

「……うん？」







　にやりと。お嬢様がひとの悪い笑顔を浮かべる。おいやめろ。あんたは『正義のミカタ』なんだろ？　そんな悪い笑顔をするな。S系女王様に見えるぞ？







「今回のことで島の人たちが『ブラック・ユリィ』にとても感謝していまして」

「うん」







　あー。やっぱり自然に囲まれた島の人たちは素朴で素直だな。おいそこの『正義のミカタ』モドキ。あんたも見習いなさい。私を崇め奉れ。







「ぜひ、『ブラック・ユリィ』の銅像を島に建てたいと」

「…………え？」

「素晴らしい企画だと思い、私も多少ながら寄付してきました」

「おいちょっと待てカトリーヌ！　お前知ってて黙ってたな！」







　ふざけんな！　銅像立てられるとか恥ずかしくて死ぬわ！　しかも『ブラック・ユリィ』のだと！？　あんな露出の多い銅像とか児童教育に悪すぎるだろ！







　くそう！　このお嬢様に何と言ってやろう！　このっ！　この……っ！







「……誘ってくれて、ありがと」

「……えっ？　何か仰いまして？」

「ううん。なんでもない」

「そうですか。分かりました。……では私はこれで。船室に戻ります」







　ふわりと。視界の隅を白いスカートが翻る。潮風に揺れるそれは、身につける者の高貴さを、純白さをあらわしているように。どこまでも。白く。白く。







「……聞こえなかったことに、してあげます。『悪の女幹部』さん」

「……そういうことに、しておいて。『正義の白い魔法少女』さん」







　――波を切り、船は進む。




　五月の風は、どこまでも爽やかで。

　五月の空は、どこまでも澄み切っていて。







　そして五月の夕日が、沈む太陽が、そんな二人の長く伸びる影だけを。







　――こっそりと。少しだけ。重ね合わせてくれた。










　　――　舞台裏　『正義のミカタの内部事情』　了　――
















************************************************

これにて　舞台裏　『正義のミカタの内部事情』　終了です。

ここまでお付き合い頂き、ありがとうございました。




次回から本編に戻ります。

またお付き合い頂ければ幸いです。





第二幕　閃光の青





第二幕　閃光の青

プロローグ　冷たい雨

第二幕　『閃光の青』　開始です。




よろしくお願いします。

********************************************

プロローグ　冷たい雨




　さあああああ……。







　六月の冷たい雨が私の体を濡らす。少しずつ少しずつ。私の体温を奪っていくその幾千万もの水滴が奏でる雨音。それは地表から聞こえてくるんだなという、考えてみたら当たり前のことが今の私にはよく分かる。







　――何故なら私は。今の私は。その身を地べたに横たえているのだから。







　総統から頂いた大事な衣装が泥にまみれ。総統とお揃いの大事なマントが泥にまみれ。総統に救ってもらったこの体が泥にまみれ。




　ああ。洗濯が大変だなと。温かいお風呂に入りたいなと。この場面には酷く不釣り合いな日常的なことを考える。今考えるべきはそんなことではない筈なのに。今思わなくてはならないのは我が身に降りかかった危機をどう切り抜けるかである筈なのに。







　――でも。だって。仕方ないじゃない。







　私は目だけを動かして自分の拳を見る。どんなものでも叩き伏せられる自信があった私の固い鉄拳は。壊れて砕けて血に塗れ。もう握りしめる事すら困難で。

　私は目だけを動かして自分の足を見る。羽が生えたように軽やかで。どこまでも飛べた筈の私の足は。斬られ裂かれ貫かれ。もう私の意思では動かせなくて。







　――私は。負けたのだから。







　ぴしゃり。そんな湿った足音を立てて、目の前にいた『セイギの魔法少女』がこちらに向かってくる。よく見ればその足元は覚束ず。頼りなく揺れていて。ああ。なんだ。ふらふらじゃないか。この少女も。効いていたんじゃないか。私の攻撃も。惜しかったな。もう少しだったな。でも。結果は出てしまっていて。







　――彼女は立っていて。私は地に伏せていて。それが即ち勝者と敗者の差。







　また一歩。彼女が私に近づいてくる。私に止めを刺す為に近づいてくる。だから。この目は閉じない。意識は手放さない。悪は最後まで悪らしく。敗者の誇りを胸に。せめて滅びの美学を貫こう。捨て台詞のひとつも吐いてやろう。







　――だけど。それすらも。たったそれだけのことさえも。







　今の私には困難で。今の私には成し得なくて。徐々に。徐々に。目の前が暗くなっていく。全てを塗り潰す漆黒に覆われていく。うるさいくらいに耳元で鳴り響いていた雨音がもう聞こえない。容赦なく私を打っていた筈の雨粒の冷たさすらも感じられない。







　――ここまで、か。







　私は目を閉じる。心を閉ざす。ここで果てる運命なら。ここで消える命なら。最後くらいは。大事な人のことを想って。仲間のことを想って。博士のことを。大佐のことを。Aさんのことを。Bさんのことを。カニゾーさんのことを。……そして。あの人のことを。







　――申し訳ありません。総統。力及びませんでした。百合はここまでのようです。







　いつも不機嫌そうだった顔を思い出す。いつも不機嫌そうだった声を思い出す。無骨で力強かった掌を思い出す。その心意義そのままの鋭い視線を思い出す。……私を護ってくれた、庇ってくれた、あの広い背中を、思い出す。







　――不甲斐ない私を叱って下さいね。……今、お側に、参ります。










************************************************

テレビ番組のヒーローものの次回予告のような演出を考え

プロローグ部分のみを先行掲載致しました。




本日の更新は通常通り0時に実施いたします。
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第一話　カトリーヌはクラスメイト




「……では。本日のホームルームはこれで終わりだ。みんな部活に勉強にバイトに恋にと青春を謳歌してくれ。以上。三田君。号令を」







　教卓の前で無駄に爽やかな笑顔を浮かべる担任の山田先生が、クラス委員である三田君を促す。それに応えて『起立。礼』と声を上げる三田君。ちなみにこの二人の正体は『悪の組織の大幹部』である不倫男と、『正義のミカタの変身ヒーロー』であるお笑い担当だったりするのだけど、そのことは私しか知らない。







「……ああ。そうそう。忘れていた。本多さん。あとで職員室に来てくれ」

「はあっ？」







　おいちょっと待て山田先生ことロイ・ショッカー大佐。あんた知ってるよね？　今日の私が急いでいることを。今日こそ。今日こそ！　あの愛しい1パック99円のタマゴを手に入れる為に全てを投げ打つ覚悟なことを。




「すまんがちょっと話があるんだ。よろしく」

「ちょ！　ちょ！？　ちょっとー！！」




　大人らしく。生徒のプライベートなど何ら考慮することなく。そう言い残すと大佐は教室から出ていく。まるで先生のように。いやまあ先生なんだけどさ。確かに。不倫男だけど。女の人にだらしないけど。この人にだけは生活指導をさせたくはない。指導されたくはない。いや、どうだろう？　反面教師としては優秀なのかもしれない。それはともかく。




　おのれ大佐めっ！　私がなぜ1パック99円のタマゴにここまでこだわるのか知っている筈なのにっ！　というかそれ全部大佐のせいなのにっ！　あんたが前の勤務先をくびになったりするから！　あれほど忘れないでねって頼んでおいた1パック以下省略のセールの日を間違えたりするから！　







　さてはあれか？　罰として三日間、大佐の夕食だけふりかけご飯のみにしたことを恨んでいるな！？　それは逆恨みというものだと思います大佐！







　……とは言え。自宅では。『百合荘』の中では。最高権力者として君臨するこの本多百合も。学校では。教室の中では。ただの目立たない一生徒な訳で。そして生徒という存在は先生という存在に逆らえる筈もない訳で。




「……はあ」




　大変不本意ではあるものの、私はため息一つついて運命を受け入れる。プライベートの話なら、自分たちの正体に絡む話なら、自宅で、『百合荘』ですればいいのだ。あえてそれをせず、職員室の呼びつけるということは、あくまでも山田先生として、本多百合にお話があるということで。







　……まあ、その。心当たりがないでもない、し。







　天才科学者である博士から学問を。格闘マニアであるAさんからは運動を。ついでに家事裁縫はBさんから。『人間こうなったら終わりだよ』という生きた実例は大佐から。幼いころから、それぞれの分野のスペシャリストに英才教育を受けた私は、実はテストの成績は悪くない。体育も家庭科も同様。




　私の将来の夢は、世界一有能な家事手伝い兼『悪の組織の女幹部』なので、正直学業の成績なんてどうでもいいのだが、下手に赤点をとって追試なんてことになるとバイトをする時間も家事に勤しむ時間もとられてしまうので、基本的にテスト勉強だけはしっかりとやっている。







　……つまり問題は成績のほうではなく、素行のほうな訳で。







　いやいや。『素行に問題がある』とは言っても別に、盗んだバイクで走りだしたとか、夜の校舎窓ガラス壊して回ったとか、そんな十五歳の夜チックでファンキーなものではなくですね。まあその。私、全教科の授業中の実に八割は睡眠学習を敢行しているというだけのことでして……。




　別に各教科の教師に対しての反抗心からそうしている訳ではないのですよ。ただ単に、朝は朝で六人分の朝食を用意し、学校が終わったら週に四回は夜遅くまでバイトかスーパーの特売狙って走り回り。それが終われば今度は六人分の夕食の準備。そして日によってはトイレやお風呂、大広間といった公共部分のお掃除……。




　単純に睡眠不足なんだよね。家事もバイトも別に嫌いじゃないから全然苦痛ではないんだけど。むしろ家事は好きな方だと思うよ。きっと。スーパーのセールのチラシとか見るのも好きだし。あれ楽しいんだよね意外と。まあそれはともかく。







　……って訳で。まあいつかはこうして呼び出しを喰らうであろうって事は、実は予想はしていたんだけど。だからと言ってそれで怒りが収まる訳でもなく。何よりも腹が立つのは、こうして先生に呼び出された私を見て、あのお節介お嬢様が私を放置しておく訳はないということ……あれ？







「…………」







　ところが件のお嬢様は。アンニュイな表情で窓の外の曇り空を眺めているだけで。




　担任に呼び差だれた私を指さしつつ、『をーっほっほっほ！　担任に呼び出される「悪の組織の女幹部」なんて前代未聞ですわ！　私のように普段からきちんと学業に励み、勉強と正義を両立させていないからこうなるんですのよ！　をーっほっほっほ！』とか高笑いを上げたりはしなかった。




　どうでもいいけど、私のお嬢様のイメージって酷いよね。カトリーヌが『をーっほっほっほ！』なんて笑っているところなんて見たことはない筈なんだけどな。







　……ま、何はともあれ。妙に元気のない彼女が絡んでこないというのなら、それはそれで私にとっては今は有り難いお話で。時間を無駄にしない為にも私は職員室へと向かうことにした。







　☆　☆　☆　☆　☆







「カトリーヌの様子がおかしいって？」

「ああ。そうなんだ。それでお前は何か知っていないかな、とな」







　自主的睡眠学習の罪を問われると覚悟して職員室に入室した私を、山田先生は隣接する『指導室』という名の個室へと連れて行き。『あらこれはちょっとまずいかなただの注意ではなく指導なのかな睡眠学習って結構罪が重いのね体罰反対私の体に触れたら訴えますよああでもそれで問題になって引責辞職とかされたらまたウチの家計が……』とかなんとか。そんな風に身構える私に席を勧めつつ、予想外の話を切り出してきた。







「あのお嬢様がおかしいのなんて今に始まったことじゃないじゃない」

「前から思っていたのだが、お前も大概酷いよな」







　酷いのは大佐のほうだと私は思う。自分に非のあることで呼び出されるのならともかく、他人のことで呼び出されるのは納得がいかない。ああ。いやまあ。『他人』は言いすぎた。ともだ……コホン。クラスメイトね。クラスメイト。うん。クラスメイトの素行のことなら本人に直接聞けばいいのに。







「で？　具体的にどうおかしいのよ？　大佐？」

「学校内では先生と呼べ先生と。……いや、な。どことなく元気がないというか」







　……私はさっきのカトリーヌの顔を思い出す。窓際の席で、憂いを帯びた表情で、一人孤独に空を見つめる彼女の姿を。……あれ？　なんだろう？　心配とかそういう感情が浮かぶ前に、余りに絵になるその光景に同じ女性として腹が立ってきた。なんだあの英国貴族のお嬢様は！　落ち込んでいても周囲を圧倒する雰囲気を漂わせるとは！　これだから美人は許せないのだ。滅びるといい。没落してしまえ。







「あー。確かにね。でも気にすることはないんじゃない？　きっと生理よ生理」

「……頼むから。百合。年頃の娘が『生理生理』連呼するのはやめてくれ……」







　いいじゃん別に。恥ずかしいことって訳でもないんだし。それこそ生理現象な訳だし。ある意味健康な証拠じゃない。むしろ生理がこなかった方がこの年頃の娘としては問題だと私は思うぞ？　あのお嬢様にそういう事態が発生した場合、下手したら国際問題にすらなりかねないし。







「そもそもね。大佐。何で大佐がそんなこと気にするのよ？」

「何でってお前。そりゃ失礼だろ？　私はあのクラスの担任な訳だし」







　……へえ。ちょっと意外だった。どうにも大佐には『不倫男』のイメージが付きまとっているからこの仕事も適当にやっているのかと思ったけど。うん。ちょっと認識を改めるよ。もともと大佐は女性問題以外はハイスペックな人だしね。ある意味女性に対してもハイスペックな人だけど。







「そんなに心配なら直接聞いてみればいいじゃない」

「それが出来たら苦労しない。社会人としてはともかく、私はまだ教師としては経験不足なんだぞ？　しがない新米教師なんだぞ？」







　社会人というよりは社壊人だけどね。いろいろ壊してるし。信頼とか信用とか人間関係とか。取引先の部長さんの家庭とか。







「それにあの年頃の女の子はいろいろ難しいだろう？」

「そうなん？　いつもの大佐みたいにぱっぱと口説いちゃって、さっさと惚れさせちゃって、ちゃっちゃと問題聞き出して、しっしと追い払うように捨てればいいじゃん」

「……どこの悪質ホストだよ。それは。あと私は自分からは振らないぞ。面倒だから。告白もお別れも全部相手に言わせるのが円満な人間関係のコツなんだ」

「わーキチクー。この人最低だー」

「鬼畜卑怯は悪にとっては誉め言葉だろ。……って、話が逸れてるぞ？」







　ちっ。気がつきやがったか。面倒事っぽいから関係ない話を持ち出して煙に巻こうとしてたんだけどな。いやでも。まあ。カトリーヌが、か。あの何でも持っているようなお嬢様でも悩みとかあるのかなあ……。







「正直、ちょっと困ってる。あの年頃の女の子は範囲外だしなあ」

「世界を狙える大佐のストライクゾーンの広さなら平気なんじゃないの？」







　前に聞いたことがあるぞ？　大佐のストライクゾーン。この最低野郎が何て答えたか教えてやろうか？　『ゆりかごから墓場まで』って言いやがったんだぞ？　お前はあれか。偉大なる福祉国家大英帝国の回し者か。あれにはさすがに開いた口が塞がらなかったもんだぞ。この人は首都圏に住むことは許されない。条例的な意味で。







「職業柄、今はあの年頃の娘に手を出すのはまずいってことだ」

「趣味嗜好の問題じゃないのね。身の安全のためなのね。やっぱり大佐最低」







　はっきり言って身内じゃなかったらとっくの昔に通報しているレベルである。これで過去に事件を起こしていないのが不思議なくらいである。よくこんなの採用したなあ。この学校。経営者はチャレンジャーだと思う。







「まあ。とにかく。それでカトリーヌと一番仲のいいお前に相談を」

「ちょっと待って大佐聞き捨てならない誰が誰と仲がいいって？」

「お前とカトリーヌ」

「…………」







　あれおかしいな？　空耳かしら？　孤高を誇る私が誰と仲がいいって？　百歩譲ってそれがただの一般人なら許してやってもいいけど。よりにもよって不倶戴天の敵。水と油。そんな誰かさんの名前が出たような気がしたんだけど？







「ばっかじゃないの！　大佐！　あんなのと仲がいい訳ないでしょう！？」

「いやでもな。クラスの他の連中もみんなそう言ってるぞ？」







　ヤバいうちのクラスの連中はどいつもこいつも目が腐ってやがる。早すぎたんだ。いやそうではなく。節穴にも程があるだろう。目が合えば。口を開けば。その瞬間に舌戦が始まる（そして大抵私が負ける）私たちのどこを見て仲がいいなんて言えるのだろう？　割と本気で疑問である。







「じゃあ、逆に問うけどな。百合」

「なによっ！？」

「お前、気にならないのか？　カトリーヌのこと」

「…………別に」







　お嬢様がどうなろうと。お姫様がどうなろうと。何を悩んでいようが。何か落ち込んでいようが。私には関係ない。そう。関係ない。うん。関係ない。関係ない関係ない……。だから関係ないんだってば！　関係ないのよ！　私にはっ！







「……別に。気にはならないけど、さ」

「うん」

「でも、そうね。『悪の女幹部』としてはさ」

「うん」

「『正義のミカタ』の心情とか、調査する必要は、ある、かも、ね」

「うん」

「そう！　そう言う意味で！　もしかしたら弱みとか握れるかもしれないし！」

「うん」

「だから！　心配とかそういう意味じゃなく！　気になるとかじゃなく！」

「うん」

「純粋に純真に心から悪の組織の為に！　私たちの利益の為に！」

「うん」

「仕方がないから！　立場的に！　私がさりげなく聞き出してくるわ！」

「うん」







「……何で笑ってるのよ！　大佐！　その顔むかつく！　不倫男のくせに！　タマゴ買ってこなかったくせに！　だから違うって言ってるのに！」
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第二話　お嬢様の憂鬱




　指導室から解放された私は、大佐と並んで廊下を歩く。




「……本当に平気なんだろうな？」

「任せておきなさいってば。大佐は心配性だなあ」




　三十手前のおっさん大佐には厳しいかもしれないけどね。女子高生のことなら女子高生に任せなさいって。ああ。でも大佐はある意味女性のプロフェッショナルか。そんな大佐にすら苦手意識持たせるなんて、やっぱお嬢様はすごいね。うん。




「……ところで大佐？　カトリーヌがもう下校してたらどうするの？」

「いや。彼女なら教室にいる筈だ。適当に用事言いつけて残してある」




　さすが用意周到な男。というかまめな男。伊達に『対女性用最終兵器』という二つ名で呼ばれていない。でもね。大佐？　あんた仮にも『悪の組織の大幹部』なんだからさ、そんな場末のホストの源氏名みたいな二つ名はやめようよ。ね？




「……ん。じゃあ、あとは私がやる」

「……一抹の不安が残るが。まあ、仕方ない。任せるぞ？」

「はいはい。うまくやっとくから大佐はとっとと仕事終わらせてきなさい」

「頼むぞ？　あの年頃の女の子は難しいからな？　あくまでさりげなく、な？」




　本当に心配性なんだから大佐は。そんな悩んでばかりいると禿げるよ？　大佐もそろそろヘアケアに気を使わなきゃいけないお年頃なんだからさ。この私に任せて大船に乗った気でいなさいってば。『悪の女幹部』を舐めるなよ？




　私と大佐は揃って我がクラスの前で立ち止まる。そっと教室を覗き込む。……うん。いるいる。深窓のお嬢様が、一人。外を眺めつつ憂鬱な顔をしていらっしゃる。いや。だからね。カトリーヌさん？　それ。その全国の男子を一瞬で虜にしてしまいかねない表情はいったい誰に見せてるの？　私の知らない間に教室にテレビカメラでも設置されていて全国放送されてたりするの？




　いやまあ。ナチュラルなんだろうなあ。ああいう絵になるお顔が。神様は本当に不公平だよね。私が悩んでいても『どうした？　腹でも痛いのか？』って聞かれるだけなのに。主にこの横にいる中年予備軍の不倫男から。大佐はもう少し私に対する態度を改めるべきだと思います。私がグレて暴力少女にでもなったりしたらどうするつもりだ？




「……よっし。あーあー。コホン。うん。行ってくる」

「ああ。じゃあ私は職員室で待ってるから、あとで報告頼むな」




　心配そうに不安そうに、何度も何度も振り返りつつ、大佐が歩き去っていく。まったく。小学生の初めてのお買い物じゃないんだからさ。気にしすぎだっつーの。……ま、それはともかく。面倒ごとはちゃっちゃと終わらせるとしますか。







　スッパーーーーンッ！！







　豪快な音を立て、私は教室のドアを開け放つ。







「カトリーヌ！　何か悩んでいるらしいじゃない！　さあ聞かせなさい！　その悩みを！　全部！　包み隠さずに！」







　ぶほおっ！！




　何やら廊下の先のほうで誰かが噴き出したような音が聞こえたが、きっと気のせいだろう。うん。そういうことにしておく。面倒だから。時間ないし。







　そもそもね。『私、悩んでます』みたいな顔してる人って気に入らないのよ。悩むなら悩め。大いに悩め。でもそれを周囲に見せるな。そういう人間に限ってくっだらないことでウジウジ悩んでたりするものなのよ。だからね。『さりげなく』とか面倒くさいことしようとしないで、正々堂々、正面から聞いちゃえばいいのよ。うん。







「……突然、何を言い出すんですか貴方は？」







　……私の登場シーンに動じないこのお嬢様は、ちょっと誉めてやってもいいと思う。もうちょっとリアクションがあってもいいと思うんだけどな。もしかしたら、案外、本当に深刻な悩みを抱えてるのかもしれない。人間、本格的に悩みだすとそれ以外の感情が鈍くなるらしいし。







「それから、今、何か外で変な音がしたようですが……？　誰かいるのですか？」

「さあ？　野良犬か何かじゃない？　きっと盛りがついて校内に入り込んだのよ」







　あながち間違っていないと思う。年中無休で発情期みたいなもんだし。大佐。もう少し自重するべきだと思う。思春期真っ盛りの中学生男子じゃないんだからさ。







「……で？　どうしたのよカトリーヌ？　本当に元気ないじゃない？」

「……別に何でもありませんわ。それに、仮に私に何かあったとしても貴方には関係ないでしょう？」　







　うん。その通り。ついさっきまでは私もそう思っていたけどね。でもさ、なんか、その。うん。なんつーか……。







「確かに。関係ないけどさ。うん。そうなんだけどさ……」

「……らしくないですわね？　貴方こそどうしたのですか？」







　あれだね。入学当時の。まだお互いの正体がばれる前の。ただのクラスメイトだった頃にさ。いつも一人きりだった私にカトリーヌが声をかけ続けていた時の気持ちってさ。もしかしたら今、私が感じている気持ちと同じだったのかな？




　心配で声をかけても。相手に拒絶されて。私に拒絶されて。でもやっぱり心配で。何度も何度も。追い返されても。相手にされなくても。それでもどうしても。気になって。ほっとけなくて。




　だとしたら。やっぱり。このお嬢様は。お姫様の本質は。どこまでいっても。『善』なんだろうなと。改めてそう思う。だって今の私、すごく居心地が悪いもん。こんな思いを何度もしても、それでも懲りずに声をかけてくれたカトリーヌを。私はいまさらながら、少しだけ尊敬する。適わないなって、そう思う。







「私と貴方は敵同士。水と油。そう言っていたのは貴方のほうじゃありませんか」

「そう……なんだけどね。うん。でもほら。私がそう言ったら、あんたはこう返してきたじゃん。『変身前はただのクラスメイト』だって。だから……。あ……っ」







　……それは見ようとして見てしまった訳じゃなく。カトリーヌの眼光に押されて顔を伏せた私の視界に偶然入ってしまったもの。カトリーヌの机の上。そこに広げられていたノート。そこに書かれていたそれは。







「……三人の配置？　フォーメーション？」

「え？　あ……っ！」







　カトリーヌが慌ててノートを閉じようとして……やめる。ため息ひとつついてノートに視線を落とす。諦めたように。開き直ったように。そのまま顔を上げず。私とは目もあわせず。このお嬢様には似合わない、自嘲気味の声で呟く。

　




「……昨日。また怪人が現れまして」

「うん」

「善戦、は、したと。そう思うのですけどね」

「そうなんだ」

「いいところまではいったのですが。結局。最後は取り逃がしてしまいました」

「そっか」







　悔しかったのだろうね。淡々としたその言葉の中に、万の思いが詰まっている。不甲斐ない自分たちへの、抑えきれない悔しさが滲み出ている。プライドが人一倍強いこのお嬢様にとって。カトリーヌにとって。敗北を受け入れること。弱い自分たちを認めること。それは何よりも辛いことの筈で。でも。







「合宿。そう。合宿の時のあんたたちは、結構いい線いってたと思うよ？」







　そう。そうなのだ。自分が負けたから言う訳じゃないけどさ。あの時の『正義のミカタ』の三人は。あんたたちは。相当強かったと思うよ？　個々の強さは勿論。それ以上にコンビネーションがきちんと機能していたと、私はそう思う。今のあんたたちならそう簡単に負けることもないと思うのだけどなあ。







「そう……ですわね。自分で言うのもなんですが、少しは成長できたと、そう思ってはいます。でもね。でも。百合。それでも。今の私たちでは」







　自分自身に語りかけるような、そんなか細い声でそう呟いたカトリーヌは。だけど、それを最後まで言い切ることはなく。語りかけていた相手が物言わぬ無機物ではなく、よりにもよって不倶戴天の敵である筈の私であったことを思い出したかのように、唐突に言葉を切る。ノートを鞄にしまい込む。そして。







「……少し、おしゃべりが過ぎたようです。忘れてください。では、私はこれで」







　有無を言わせぬ勢いで立ち上がったお嬢様は、突然のことにやや呆然としている私に一瞥もくれず。そう宣言すると鞄を掴み教室を出ていく。ただ、最後に。ドアに手をかけた時。こちらを振り返りもせず。小さな声で。ぼつりと。







「……お気遣いは、感謝します。ありがとう。百合」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……なるほど、な」







　お嬢様に置いていかれた私は、なんとなくすっきりとはせず。ぼーっとカトリーヌの言葉を反復しつつ学校を出て。買い物をして。帰宅して。いつものように家事をこなし。……そして夜遅く帰宅した大佐の顔を見て、『職員室で待っている』という約束をしていたことを思い出した。




　私に忘れ去られた大佐は、そのこと自体は責めては来なかったが。私の『お悩み相談』の方法に関しては何やらぶつぶつと苦情を述べてきて。やれ『お前は少女の繊細な心が分かっていない』だの、やれ『あれのどこが「さりげなく」なんだ？』とかぶつぶつと苦情を申し立ててきた。




　もう。細かいなあ大佐は。だから禿げるのよ。将来的に。今はふさふさだけどさ。いいじゃん結果的に悩み自体に関してはヒントだけでも聞きだすことが出来たのだし。




　……と、いう訳で。今は食後のお茶の時間。洗い物を変わってくれたBさんは台所に向かい。調べ物があるらしい博士は自室へと向かい。今、この『百合荘』の大広間には私、大佐、Aさん。そしてカニゾーさんの四人しかいなくて。







「なるほど……って。大佐。あれで分かるの？お嬢様の悩み」

「まあな。これでも『悪の組織の大幹部』だ。そっち方面のことなら得意分野だよ」




　普段のアレな言動からうっかり忘れそうになるが。大佐はこの若さで『ブラックシャドウ』の戦闘員たちをまとめていた戦いのスペシャリストなのだ。カトリーヌの悩みが学業のことや進路のことなら役に立たなかったかもしれないけど、殊、戦闘に関してのことなら、大佐に答えられないことはない。




「A。昨日のニュースを録画しておいた筈だ。再生してくれ」

「了解しました。大佐」




　きびきびと指示に従うAさん。我が家の年代もののテレビとビデオ（DVDなどというものは我が家には存在しない）を操作する。やがて画面に映し出されたのは、『闇夜の鴉』と対峙する『正義のミカタ』の三人。







「これが昨日の戦闘だ。……まあ、ちょっと見てみようか」







　……過去川の川沿いの公園で対峙する両者は。やがて睨み合いの時を終え。群れを成す黒服戦闘員の集団に向け、まずは『ライジング・スター』が飛びかかる。




「へえ。やるじゃん。三田君」




　銀色のヒーローは、数を頼みに襲い掛かる戦闘員たちをものともせず、的確に鋭く、確実に。一人、また一人と打ち倒していく。




　その隙を突いて魔法の詠唱を終えた『マジカル・スノー』が範囲魔法を放つ。その一撃は多くの戦闘員たちの意識を奪い。その力を削り。……うん。北川さん。あの合宿の時より動きがよくなってる。いいね。悪くない。でも。これなら。うん。







「……優勢じゃん。カトリーヌたち。これでどうして負けたんだろ？」

「ここまでは、な。まあ続きを見てみろ」







　……埒が明かないと判断したのか、戦闘員の奥から怪人が姿をあらわす。全身とげとげで覆われた、見るからに痛そうなその怪人。うっわー。あれとは戦いたくないなあ。どこ殴ればいいんだあれ？　下手に攻撃したら自分の身が傷つきそう。







「……ウニゾーですね。姐さん。防御力ならピカイチの怪人です」







　カニゾーさんが補足してくれる。そういえばあんたは元『闇夜の鴉』の怪人だったわね。余りにも自然にこの大広間に溶け込んでいるんで、うっかり忘れてたけど。




　……ウニ怪人の登場により戦況が変わる。三田君の動きに迷いが生まれる。怪人を抑えようとすれば戦闘員が。戦闘員と対峙しようとすれば怪人が。各々が魔法少女に近接戦闘を挑もうとしてくる。







「正直、この銀のヒーローはよくやってると思います。パワー不足を運動量で補って、怪人と戦闘員の両者をよく支え続けました。この速さを見れば、彼が合宿で百合さんを短時間とはいえ押さえ込んだというのも納得出来ます。しかし……」







　Aさんが解説してくれる。珍しいなAさんが誰かの戦闘を誉めるなんて。よかったね三田君。あんたの動き、格闘マニアのAさんに認められたよ。……でも。




　……膠着状態が解ける。ついに勢いに押されて戦闘員の突破を許した三田君の背後を。黒い人波が駆け抜ける。その先には魔法を詠唱しつつある二人の少女が。……つまり、近接の戦いには不慣れな、そして魔法に集中しているために無防備な魔法少女が。







「あ……っ」

「ここから先は、見る必要もないだろう。ただのグダグダな乱戦だしな。まあ、『魔法少女』も伊達に『正義のミカタ』を名乗っている訳じゃない。近接、即敗北ってこともなかった。……しかしそれでは、勝てない」







　うん。分かった。分かってしまった。そうか。そういうことか。あの合宿の時、確かにあの連中は私を圧倒した。でもそれは。単純な力の差ばかりではなく。カトリーヌの策がよかっただけではなく。







「……今の『正義のミカタ』って。カトリーヌたちって。実はバランス悪いんだ」

「戦闘力ってことだけなら、強いよ。何しろ強力な攻撃魔法と広大な範囲魔法。そんなふたつの火力を持っている。でもな、それを支える前衛が一枚足りないんだよ」







　敵が単体なら。つまり合宿の時のような状況なら。この三人は実力の全てを発揮できるのだろう。でも多対多だと。乱戦になると。







「これは今の『正義のミカタ』の構造的な問題だ。これがカトリーヌの悩みの原因だよ。……こういう言い方は教育者としては問題だが、一戦闘指揮官としては、彼女がこれにどう答えを出すのか、興味があるな」











第二幕　閃光の青

第三話　閃光の青

第三話　閃光の青




「……おはようございます」

「うん？　ああ、おはよう」




　翌日。ぼーっと通学路を歩く私に背後から声をかけてきた影の薄そうなこの少女。『正義のミカタ』の魔法少女。ヒロイン色のピンク担当なのに一向に目立てない宿命のこの少女の名前は北川さん。まあ、白も銀も無駄に個性が強いしねえ。いい意味でも悪い意味でも。主に悪い意味のほうで。




「……元気ないじゃない。どうしたん？」

「……お嬢様に振られました。昨日の夜、電話したら『明日はちょっと一人で登校したいので、雪乃は先に行っていてくださいな』って……」




　……いやそんなことくらいで『世界の終わりがきた』みたいな顔をされても。




「お嬢様に尽くすことが私の宿命なのに……」

「いや北川さん。私が言うのもなんだけど、あんたの立場から言って、あんたの宿命って『正義を守る』こととか『悪を滅ぼす』こととか、そんなのなんじゃないのかな？」




　仕事しろよ『マジカル・スノー』。全国の魔法少女ファンに謝れ。




「私にとってはそんなのはおまけですおまけ。本命はお嬢様一筋です」

「おーけー。よく分かった。あんたもう魔法少女引退しろ。普通の女の子に戻れ」




　いや変身前のこの子が『普通の女の子』かどうかはかなり疑問だけど。いやそれどころか相当異常な女の子だとは思うけど。変身後より変身前のほうが個性あるんじゃないの北川さんって？　勿論悪い意味で。







「……話は変わりますけど。本多さん。……お嬢様に何か聞いてますか？」

「うん？　あー、うん。聞いたといえば聞いたような、そうでもないような？」

「……やっぱり仲がいいんですね。妬ましいです。うっかり呪いそうになりました」




　仮にも『正義のミカタ』が呪うとか言うな。似合いすぎて怖いわ。あんた実は浄化魔法より呪術とかのほうが得意なんじゃない？　藁人形とか持参してそうだし。こいつの前で髪を梳かすのはやめよう。うっかり髪の毛とか拾われたら大変なことになりそうだし。




　そんな感じで恐れ戦く私に気がつかないのか、北川さんがそっとため息をつく。




「……分かっては、いるんです。私たちが不甲斐ないから。私たちが弱いから。それがお嬢様を苦しめているんだって。困らせているんだって」

「……あんただけのせいじゃないわよ。気にすんな」




　大佐が言っていた通り、これは今の『正義のミカタ』の構造的欠陥なのだ。個々の責任ではない。強いて言えば今のような構成にした『正義のミカタ』のバックアップ組織が悪い。そう考えたほうがいいと思うよ？




「私が、本多さんのように、強かったら……」

「そう言ってもらえるのはうれしいけどね。私はあんたたちに負けてるんだよ？」




　訓練とはいえ、あれは私の完敗だった。それを認められないほど私は狭量じゃない。




「あんたはあんたに出来ることをすればいい。それでいい」

「本多さん……」




　今ちょっといいこと言ったよね私。うん。まあ、なに？　大佐は私に『繊細な女心が分からない』なんて失礼なこと言ったけどさ、私だってやれば出来るのよ。見なさいこの北川さんの瞳を。感動で潤んでいるこの目を。はっはっは。困ったな。私に惚れるなよ？　いや惚れちゃうのも無理はな。







　ずっばーーーんっ！







「おはようございますっ！　百合！　あらなんですか朝からそんな深刻な顔をして！　もっと元気にいきましょう元気に！　さあ！」

「いったあああああああっっっ！！」







　もんのすごいハイテンションのその勢いのままに、カトリーヌが私の背中を平手で殴りつけてきた！　痛え！　すっごく痛いっ！　これ絶対背中にもみじが出来てる！　私の珠の肌になんてことを！







「なにしやがんのよカトリーヌ！　痛いじゃない！」

「あら。ごめんあそばせ。私はただ、元気の無い百合に挨拶を、と」

「さっきのは挨拶じゃねえっ！　立派な攻撃だ！」

「言いがかりはやめてもらえませんこと？　失礼ですわ」







　……あー。うん。天国にいるお父さんお母さん。それからどこかで元気でやってるであろう総統。こいつ殴ってもいいでしょうか？　いいですよね？　許されますよね？







「お、お嬢様！　お元気になられたのですね！　よかった！」

「あら？　ああ。雪乃。いたのですか。おはようございます」







　あ。酷い。お嬢様いくらなんでもそれは無いんじゃないかな？　見なさい北川さんの顔。すっごい落ち込んでるよアレ。顔に縦線が見える。ずーんっていう効果音が聞こえる。ちょっとだけ同情する。







「百合が隣にいたせいで気がつかなかったのです。ごめんなさい。雪乃」

「…………………………はい」







　ちょっとまってね北川さん。それ。その目。親の敵を見るようなその目はやめてもらえないかな？　私悪くないよね？　悪いのはお嬢様だよね？　ね？　だから恨まないでね？　藁人形はやめてよね？　まあ、それはともかく。




「……なによ？　いきなり元気になったじゃない？」

「失礼ですわね。そもそも私、落ち込んでなんかいませんでしたわ」




　あーはいはい。ソーデスネー。もういいよそれで。心配して損した。




「ま、問題が解決したのならいいよ。うん」

「あら？　あらら？　聞きたいんですの？　聞きたいんですわね？　しかたないですわね！　まあ百合になら特別に教えて差し上げても……。どうしようかしら？」







　……天国にいる以下省略。こいつぶっ殺してもいいですよね？　うん。もう許可は要りません。承諾もいいです。問答無用で殴り倒してやります。







「お話してあげたいのは山々なんですが、実はこれ、機密でして……」

「あー。そう。分かった。機密じゃ仕方ないし。いいよいいよ」

「でも百合になら……。こっそり内緒でお教えしても……」

「いいってば。機密なんでしょ？　情報秘匿の義務があるんでしょ？　公務員だし」

「だからここだけの話に……」

「だからいいっつーの」

「何で聞いてくれないんですか！」

「あんたが機密だって言ったんだろうが！」







　ああもうこのお嬢様ほんとに面倒くせえ！　誰か引き取ってくれないかな！　今ならおまけで北川さんもつけるから！　割と本気で！







　往来のど真ん中で殺意をこめた目で睨み合う二人を、私たち同様に通学中の学生さんたちが驚いた顔で見ている。ううう……。不必要に注目を集めてしまった。恥ずかしい。そしてそれはワガママお嬢様も同じ気持ちだったらしく。ちょっとだけ頬を染めつつ、コホンと小さく咳払い。







「ま、その。近いうちに分かると思いますわ。楽しみにしていてくださいね」







　――その『近いうちに』は本当に近いうちに。具体的に言うとその日の放課後に。

　私は知ることになる。カトリーヌの上機嫌の理由を。その訳を。







　この目で。見てしまうのだ。――『閃光の青』を。







　☆　☆　☆　☆　☆







『こちらは過去川市役所防災センターです。住民の皆様のお知らせします。只今、駅前商店街に怪人が出現しました。住民の皆様は警察の指示に従い、速やかに避難を……』







　……またか。最近多いなあ。それ自体はどうでもいいけど。お願いだから私の買い物の前に出現するのはやめてほしい。特売激安スーパーが使えないということは。お得意の個人商店で割引交渉が出来ないということは。割と本気で我が家の家計に深刻なダメージを与えるのだ。勘弁して。




　そんな極めて個人的なことを考えつつ歩いていた私の目の前。過去川駅前の大して広くも無いロータリーにて。黒服の戦闘員たちと『正義のミカタ』の三人が睨み合っている。その後ろには例のトゲトゲの怪人も控えていて。




　あー。これはここで一戦交える気だな。ロータリーだけで済ませろよ？　その前に建っているふっるーいデパートは結構年代物なんだからさ。壊すなよ？　まあ一度壊して作り直したほうがいいような気もするけど。それはともかく。







　……圧縮し高められた緊張に耐え切れなくなったかのように、黒服たちが飛び出す。迎え撃つのは銀のヒーロー。三田君が。『ライジング・スター』が拳を握り締め自慢の足で走り出す。




「へえ……」




　昨日見た録画でも、三田君の動きは際立っていたけど。こうして実際に生で見るとそれがよく分かる。一発一発は決して強くは無い。それは打撃音からも判断できる。しかしその速さはどうだ？　鍛え上げられた（主にAさんに）私の動体視力を以っても、たまに見落とすことがあるくらい。しかもそれが実にいい角度で入る。あれは、効く。




　……敵陣奥深くに突っ込んだ銀のヒーローが、不意に方向を変える。黒服の群れの外側へと飛び出す。目の前にいた筈の敵が消えたことにより、黒服たちに一瞬の空白の時が生まれる。







　そこに、静かに降り注ぐ桃色の雪片。

　そこを、轟音とともに貫く白い雷光。




　北川さんの。『マジカル・スノー』の浄化魔法が。

　カトリーヌの。『マジカル・カトリーヌ』の攻撃魔法が。







　黒服たちに甚大なダメージを与える。ある者は桃色の雪片に焼かれ。またある者は白い雷光に打ち倒され。まさにそれは一撃必殺。魔法少女が魔法少女である理由。悪を討ち正義を称える魔法の乱舞。純粋な正義だけが持つ、圧倒的な攻撃力。







　――ここまでは。『正義のミカタ』が圧倒的に有利。

　――ここからが。『正義のミカタ』の今後の課題。







　戦闘員たちが倒れつつあるのを見て、トゲトゲの怪人がゆらりと体を揺する。前線へとその姿を現す。さあ。これからだ。やつらは『正義のミカタ』に二正面作戦を強いる筈。邪魔な『ライジング・スター』を一手が抑えて。もう一手が近接で戦う術をを持たない魔法少女へと向かう筈。最近の戦闘のパターン。前衛一枚火力二枚のバランスの悪い『正義のミカタ』たちにとって極めて有効なその布陣。







　……さあ。見せてもらうわよ。カトリーヌ。あんたの自信の訳を。







　私はこの先を。この先の展開を。一瞬たりとも見落とさないように、と。そう考え目を凝らした。だから。というのは言い訳だ。そもそも『ソレ』の接近に。私は一切気がついていなかったのだから。私が『ソレ』に気がついたのは。気づかされたのは。







「……え？」







　轟音とともに私のすぐ横を走りぬけた風が。青い疾風が。その矛先で。鋭い刃で。







「な……っ！？」







　そんな驚愕の声がウニ怪人の口から漏れる。しかしそれすらも一瞬のことで。次の瞬間には硬い外殻と鋭いとげで全身を覆ったウニ怪人は。その身を爆風とともに吹き飛ばされ。駅の外壁へと叩きつけられる。







　それ自体にも当然驚いたが。真の驚愕はその後のことで。







　私には、見えなかったのだ。あのウニ怪人の巨体を。見るからに重そうなあの体を。軽々と吹き飛ばした『ソレ』の正体が。




　自慢ではないが私の目は相当いい。公式には両目とも2.0ということになってはいるが、それは簡易視力検査ではそれ以上計測することが出来ないというだけで。本来の私の視力は大佐曰く『アフリカに住む原住民くらいはあるんじゃないかな？』とのこと。相変わらず失礼な男である。もう少しいい例えは無いものなのだろうか？　まあそれはともかく。




　そんな格闘に特化した私の動体視力を以ってしても、『ソレ』の姿を正確に認識することは出来ず。ただただ、青い風が戦場を駆け抜けているということしか分からず。







　――そう。まさに。それは。『青い閃光』。







　青い光が戦場に煌く時、その先にいた黒服たちがまとめて吹き飛ぶ。三田君のように一対一の状況を作り出して戦うのではなく。ただただその速さと威力を叩きつけるだけ。そしてそれだけのことで、屈強なはずの黒服を討ち飛ばす。瞬時に戦場を一回りしたその疾風は止まる事を知らず。再び次の獲物へと走っていく。







　――次の獲物。それは即ち。自らのトゲで壁に縫い付けられたウニ怪人のことで。




　ずざあっっ！　そんな地面を足で削るような音を立てて、ようやく風が止まる。







　その風の正体は。その風の姿は。カトリーヌと同じくらいの長い髪を。しかしカトリーヌとは違い青いリボンでひとまとめにして自然にたらした少女で。活動的な青いホットパンツからすらりとした長い足を晒し。ぴったりと体に張り付いた短いベストはやはり深い青で。ただマントだけが純白で。それを自身が巻き起こした風にたなびかせていて。







　そして。その少女らしい華奢な体に不釣合いな。巨大な、槍。

　彼女が抱える、彼女の身長よりも長く、そして鋭いその槍は。







　青く。どこまでも青く。深い深い海の底のような、静かな青。

　極地にある氷から作り出したかのような、冴え冴えとした青。







　見るもの全てを凍りつかせ、引き裂き、切り刻むような、鋭い青。







「……おしまい。ですね。悪の怪人さん」







　多分、妙に楽しげなその声は、青い少女から放たれたのだと思う。『多分』というのも、角度的に私には青い少女の顔が見えなかったから。余りの展開の早さに立ちすくんだ私の位置は。少女の真後ろで。私からはその長い髪と華奢な肩と白いマントしか見えなくて。







　――そして。少女は。槍を構える。まっすぐに。揺らぐことなく。







「悪は。滅ぶべき。なのです。さようなら」







　……青い閃光が。ウニ怪人の体を。貫いた。














第二幕　閃光の青

第四話　そして戦いが始まる

第四話　そして戦いが始まる




「……それが私の見たことの全て」

「なるほどな」







　……悪の組織の秘密基地。『百合荘』の居間にて。




　私は今日の夕方見た光景をつぶさに語る。なるべく正確に。客観的に。『正義のミカタ』に対する感情を出さぬように。




　さすがにこんな重要な話を食事中にするのはどうかと思い、食後のお茶の時間に先日のメンバー、つまり、大佐、Aさん、カニゾーさんを招いての会談である。







「……姐さんを疑うわけじゃございませんが、あのウニゾーを一撃……」

「一撃。正確には二撃かな？　一発目の突撃で壁に叩きつけて、二回目の刺突で完全に命を奪った。……正直、ちょっとだけ背中が震えたよ」







　普段がどうあれ、結局のところ私たちは『戦闘員』だ。実戦経験に不足している私はともかく、大佐やAさんは『ブラックシャドウ』時代に何度も死線を潜り抜けている猛者だし。また、敵だったとはいえカニゾーさんだって、私との戦闘では命を失いかけた経験があるし。




　つまり。ここにいる私を除く男どもは全員。多かれ少なかれ『死』を見てきた、体感してきた筈の男たちで。そんな歴戦の猛者を以ってしても、私が話して聞かせたその時の、青の少女のインパクトは強かったようで。







「……カニゾー。そのウニ怪人の強さはどの程度なのだ？」

「へい。大佐の兄貴。戦闘力自体はそこまででもありません。改造前の私以下でしょう。ですが、昨日も言いましたが防御力は組織でも一位、二位を争うほどだったと」







　……カニゾーさんが仲間になってくれたおかげで、こうして『闇夜の鴉』の情報が手に入るようになったのはうれしいことなんだけどね。何であんたはそんなヤ○ザ口調なのよ？　いや。百歩譲ってそれはいいとしても。『大佐の兄貴』ってなんだ。『大佐の兄貴』って。『ロイ兄貴』とか『ショッカー兄貴』でいいじゃん。何で役職名＋兄貴なのよ？　まあ今はそれは流すけどさ。







「……まあ。僕たちは『悪』ですからね。『正義』に討たれて死ぬのはある意味本懐とも言えますが。ですが、しかし……」







　うん。Aさん。私も同じ気持ち。過去の組織はともかく。今の『正義のミカタ』は。カトリーヌたちは。正義の力を振るうことに躊躇いは無くとも。悪とはいえ、誰かの命を躊躇せず奪えるほどの冷徹さは無かった筈。悪い言い方をすれば、『正義のミカタ』としては甘さが残っていた筈。




　それは誰よりもこの私がよく知っている。あの白い魔法少女は、黒い悪の女幹部である私を、無条件で断罪しようとはしなかった。それどころか。これは私の勘違いかもしれないが、あのお嬢様は、私の正体を知りつつも、その全てを受け入れようとしている節さえある。







　それは甘いと評価される行為なのかもしれないけど。

　そんなカトリーヌだからこそ。私は彼女を絶対の正義と認める。







「……それにしても。これで一気に戦況は逆転だ。百合が見たという『青い少女』。百合の話を半分信じたとしても、その戦闘力は脅威だ。何よりその少女が加入したことにより、『正義のミカタ』の構造的欠陥、『バランスの悪さ』は劇的に改善される」







　半分って何よ。失礼だな大佐は。……まあ、私も変身していた訳じゃないからね。生身の視力では完璧にその姿を捉え切れなかったことは事実だし。それに正直、『青の少女』のインパクトに押され、正確な状況判断が出来ていたかも疑問だし。







「昨日までの『正義のミカタ』のバランスの悪さ。それをどう改善するつもりなのか、実は楽しみにしていたのだがな」

「強力な新兵力の加入。ある意味、王道できましたね」

「何しろ相手は『正義』だ。王道こそやつらが歩む道だろうよ」

「全くです。さて、これに対して『闇夜の鴉』がどう出るか？　見物ですね」

「『正義のミカタ』と敵対していない、今の我々『ブラック・シャドウ』としては」

「思う存分、高みの見物を気取れますしね」







　戦闘マニアの大佐と格闘マニアのAさんの会話が弾む。今は一般人として世間に溶け込んでいるとはいえ、その正体は『悪の組織の大幹部』と『悪の組織の戦闘員』な訳で。やはり『戦闘』を見て血が騒ぐのは当然ともいえる訳で。心から楽しそうに今後の状況予想などをしている二人を眺めつつ。







　私は別のことを。別の少女のことを考えていた。







　ねえ。カトリーヌ？　これがあんたの上機嫌の理由なのかな？　確かに戦力は増えたよね？　格段に強くなれたよね？　でも。でもさ。これが。悪であるならば、問答無用でその命をも奪うこのやり方が。







　――それが。あなたの。カトリーヌの。正義の。道。なのかな？







　☆　☆　☆　☆　☆







「……おはようございます。百合」

「……ああ。うん。おはよ。カトリーヌ」







　翌朝。カトリーヌの顔が歓喜に輝いているか。それとも何かを悔やんでいるか。どちらかなと。そう思いつつ登校した私は、その答えが後者であることを知った。







「元気、ないじゃん」

「……別に。そんなことはありませんわ」

「そう？　ならいいけどさ。……見てたよ。昨日。完勝おめでと」

「……ありがとうございます。でもあれは、私の手柄ではありませんわ」







　一昨日までのカトリーヌと、似ていても違うその声。一昨日までのカトリーヌは『落ち込んでいた』のだ。自身の不甲斐なさに。自分たちの抱える構造的欠陥に。弱さに。深い自己嫌悪を覚えていた筈。




　今はどうなんだろう？　このお嬢様は、確かにプライドは高いけれども。他人の功を認められないほど狭量でもない筈で。だから、『青の少女』に対する嫉妬とかは無い筈で。だとしたら。彼女の声が沈んでいるその理由は。それはきっと。







「あの子は？」

「『正義のミカタ』の新人です。色は青。名前は『マジカル・ウィンド』」

「青い風……か。ぴったりだね」

「ですね。まあ、あれは。風なんて可愛いものではありませんが」

「台風、だよね」

「『マジカル・ハリケーン』に名前を変えてもらいましょうか？」







　くすりと。小さく笑うお嬢様。うん。そんな上品な仕草も確かに似合うけどさ。でも、さ。カトリーヌ？　見たくないな。あんたの。そんな。寂しそうな笑顔は、さ。







「甘い、のでしょうね。私は。きっと」

「『そんなことないよ』って。そう言ってもらいたい？」

「…………」

「…………」







　言ってあげてもいいんだけどね。でも。それは。きっと違うよね？　あんたの悩み。今、考えていること。多分、私は分かる。分かるような気がする。でも。それに対して。私が同情してあげたら。同意してあげたら。『あんたが正しいよ』って言ってあげたら。







　あんたはうれしい？　そんなことないよね？　だってあんたはカトリーヌだもんね。







　――本物の『正義』は。決して。悪に弱みを見せない。もんね。







「強いね。あの子」

「ええ。確かに。強い、ですわ。……身も心も」







　心が、強い。か。――ねえ。カトリーヌ？　それってどうなのかな？　敵を討つことに一切の躊躇いを覚えない。それは確かに強いんだと思うよ？　でもね。でも。カトリーヌ？　私が認めた『正義のミカタ』さん？　ひとつだけ。いいかな？







　……私はね。カトリーヌ。悪の組織の人間であっても。その人となりが。行動が。思想が。『正義』の敵ではないと判断できたら。それを笑顔で受け入れることが出来る、そんな広い心を持った誰かさんのほうが。







　よほど。強い心を持ってると。そう思うよ？







　……そんなことを。私は。言ってあげない。







　何故ならば彼女は『正義のミカタ』だから。私が唯一認めた好敵手だから。




　だから彼女は『悪の組織の女幹部』に慰められてはいけない。

　だから私は『正義のミカタ』に決して手を差し伸べたりしない。




　それが私たち二人の。『正義の白』と『悪の黒』の。あるべき関係だから。







「……あら？　雨、ですわ」

「あー。本当だ。参ったな。帰りの買い物が面倒だなあ……」




　二人は揃って窓を見る。気象庁はまだ梅雨入りを宣言してはいないけど。そんな人間たちの都合など考えもせず。天は恵みの雨を地上へと注ぐ。さああ……っと。そんなささやかな音を立てて降り始めた雨は。まるで。誰かさんの心の中のようで。







　――静かに。静かに。空から。水の雫を。零し落とす。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ふ。ふふ。ふふふふ……。うふふふふふふふふ……」







　やばい。笑い声がとまらない。雨の、そして夜遅くの住宅街を、買い物袋片手に不気味な笑い声を奏でつつ満面の笑みで歩く自分の姿は、客観的に見たら『おまわりさんこのひとです』って通報されるくらい異常だとは思うのだけれども。







「ふふふ。ふへへへへへ……」







　抑えきれない歓喜。抑える必要を感じない喜び。ああ。神様は見てらっしゃったのですね。哀れなこの私のことを。こんな私の願いを知っていてくれたのですね。感謝致します。これからは誠実に生きます。悪の組織の人間だけど。




　右手に提げた買い物袋が重い。この重さこそが私の喜びの理由。私を狂喜乱舞させた存在。その中身とは。マイバックの奥にそっと置かれた宝物とは。







「……まさか、タマゴ様が1パック69円で買えるなんて……」







　放課後の、いつものスーパーで。その値段を見た時は我が目を疑ったものである。雨ということで客足が鈍ったスーパーが時間限定で実施したタイムセール。




　いつもなら128円。毎週火曜のセールの時は限定販売で89円。それでも十分安いと思っていたのに。それすらなかなか買えないというのに。それが。なんと。さらにそこから二十円も値引きされたのである。これで喜ばなかったら、それはもう主婦ではない。二十円に笑うものは二十円に泣くのだ。







「しかもお一人様2パックまでOKとか……。もう一生あの店についていく」







　などど。私が浮かれていたのは否定しない。でも。それを差し引いても。彼女は。私の進路の先で待っていた、青い傘をさしたその少女は。




　人間としての存在感が妙に稀少で。生き物としての息遣いすら感じられなくて。人として大事な何かを失ってしまったかのようで。魂の抜け殻のようで。







「――こんばんわ。ご機嫌ね」







　そうして。妙に楽しげな声で。声をかけられるまで。その存在に気がつかなくて。







　にこにこと笑うその少女は。青い傘を子供のようにくるくると回して。

　しかしその笑顔は。絵に描いたような笑顔で。つまりマネキンのような笑顔で。




　微笑まれてる筈なのに。笑い掛けられている筈なのに。

　私に遅まきながら危機感を持たせる。全身に鳥肌が立つ。







　――この世ならざるものに。偶然出会ってしまったかのような。そんな気分。







「……誰？」

「……あら？　初対面ではない筈だけど？　忘れられちゃったかなあ？」







　私の鋭い誰何の声にも。彼女の笑顔は崩れず。彼女の雰囲気は変わらず。

　変わった事といえば。楽しげに回されていた傘の回転が止まった事くらいで。







「……あんたみたいなインパクトの強いやつ、忘れる訳がない」

「あら。光栄ですこと。……では。見えなかったと。そういう訳かな？」







　少女が傘を閉じる。その華奢な全身を雨が濡らす。流れるような黒髪が。水分を吸ってなお一層黒々と艶を放つ。その髪が。長い黒髪が。背中で一本にまとめられていて。それが。その光景が。昨日の駅前でのことと重なる。長い髪を青いリボンでまとめた少女のことを。疾風のようなその動きを。強さを。私は思い出す。







「名乗る意味も無いのだけどね。――『風見　葵』。覚えなくていいよ」







　閉じられた傘の先端が。その鋭い切っ先が。私に向けられる。私を見据える。

　街頭の光を受けて鈍く光るその切っ先は。まるで血に飢えた青い魔槍のようで。







　「だって。覚えても。名前を覚えられても。――すぐ死んじゃうから。あなたが」







　……青い閃光が。溢れんばかりの殺意とともに。私に向け。放たれた。
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　――その刺突にこめられた殺意は本物だった。







　気がついた時には目前に迫っていたその金属の切っ先を、私が回避できたのは。

　持って生まれた運動神経と動体視力。そして、ほんの少しの幸運のおかげで。




　ぎりぎり。本当に肌を掠めるほどのぎりぎりの空間を。

　青い閃光が。必殺の一撃が。風を切って貫いていく。







「あら？　外れちゃった？」

「――――っ！？」







　声が、出ない。恐怖？　驚愕？　それはどちらがより強かったのだろう？







「どうしたの？　そんな顔しちゃって？　――殺し合いには、慣れてるでしょう？」







　殺し合い。殺し合いと言ったのか。この電波女は。そんなものに。そんな物騒なものに。『慣れている』訳が無いだろう？　なんだ？　いったい何なんだこの女は？　お前は『正義のミカタ』の一員じゃなかったのか？　仮にも正義を名乗るものが、『殺し合い』なんてセリフを吐く訳がない。……と、いうことは？　こいつは？　ニセモノ？




　混乱する私をよそに。少女が体を揺する。――ふわぁり。ふわぁり。そんな風にしか表現できない、奇妙な動き。次の行動が予想できない。静かに。緩やかに。前後に。左右に。ゆらゆらと揺れるその体。見えない何かに操られるかのようなその動き。







　……ふわぁり。ふわぁり。……ゆらぁり。ゆらぁり。――ズドンッ！！







　静から動への転換は瞬時にして成され。深海に漂う海藻のように揺れていたその手が。その手が握る青い傘の先端が。空気の分子すら両断する勢いで突き出される。







　……一度目の攻撃を避けられたのが奇跡なら。二度目は偶然で。







　やや下方から喉元に向かい伸び上がってくるその攻撃は。私が持っていた買い物バックに引っかかり。その中身を貫き。しかしそのことにより勢いは失われ。私は背を逸らせて少女の放つ一撃を回避する。ほっと息をついたのは束の間の事で。その一撃が貫いたもの。私の身を守ってくれたもの。それは。つまり。私の白い王子様で。壊れやすい純白の王子様のその本体で……。







「あああああっっ！　タマゴ様がっ！！　私のタマゴ様があああっ！！」

「はぁい？　タマゴ様？　いったい何のことなのかなあ？」







　余りに悲惨なその出来事を目撃して。ショックで思わず声が出た。それをきっかけとして。停止していた思考が動き始める。体が活動を始める。私の運動神経が復活する。凍りついた私の体を再起動させるとは、やはりタマゴ様は偉大であった。そんなタマゴ様を破壊されたこの怒り。恐怖を。戦慄を。そんなマイナスな感情を圧倒する純粋な怒り。おのれ。おのれおのれおのれえええっっ！！







「ほらほらー。よそ見している暇は無いよ？」







　三度目の攻撃。三度目の閃光。しかし人の身が放つその攻撃は。鋭くはあっても。速さはあっても。所詮それは人の動きであって。人の限界は超えられるはずも無く。幼少の頃からAさんに鍛え上げられた私の動体視力を超えることは出来ず。何よりフェイントも何も無い、ただただ速さと勢いに任せたその攻撃は直線的で。







「――甘いっ！！」







　体をすっと横に傾ける。襲い掛かる刺突にタイミングを合わせ、右足を後ろに引く。そのまま自然に体を斜めに開く。一瞬前まで私の首があった場所。そこに青い少女が飛び込んでくる。余裕を持って回避した私の左腕は。体に染み付いた習性のままに腰の横に当てられて。その拳は軋むほどに強く握り締められて。







　無防備に晒されたその横っ面を。作り物の笑顔が貼り付けられたその頬を。完璧なタイミングで。完全な角度で。したたかに殴りつける。腰が引けたこの体勢では。全身の力を乗せることは出来なかったけど。それを補ってなお余りあるのは少女の勢いのほうで。その突撃の早さが仇となり。勢いが逆に働き。彼女は自ら私の拳の前へと飛び込んできた形となり。







　突撃の勢いで体が流れていた少女は、私の横からの一撃をかわす事は出来ず。まともにその一発を受けた体は横へと吹き飛ばされ。傘を掴んでいた腕では受身を取ることも出来ず。雨に濡れた地面へとその身を無様に滑らせる。







　――鮮やかな。絵に描いたような。カウンターパンチ。




　

　決まった、と。そう思った。利き手ではない左手での一撃ではあったけど。腰を回し相手の勢いを逆に利用したその一撃は。大の大人でさえも地に這わせるほどの一発だった筈で。それだけの手ごたえはあった筈で。




　路上に大の字で横たわり。その身を雨に打たれるその少女の意識を。確実に刈り取ったと自信を持って言える、そんな一発だった……筈なのに。







「……あは」







　……何故。この少女は笑う？　この少女は沈まない？　この少女は折れない？







「あは。あは。あはは。あはははははははははっっっ！！！」







　寒気が来るようなその哄笑。怖気が来るようなその声。

　そこにいるのは。目の前にいる者は。本当に人なのか？







　その哂い声は狂気を含んで朗々と響き渡り。

　その声からは僅かな痛みさえも感じられず。




　糸を切られた操り人形のように。その身を横たえていた少女は。

　糸を繋がれた操り人形のように。その身を不自然に折り曲げて。




　上半身だけを起こした少女が。虹彩の消えた目を私に向ける。

　貼り付けられた笑顔の仮面が。さらに禍々しく変化していく。




　白く整った顔の下。ちょっと血が滲むその口が大きく開く。

　かぱあっと。そんな音が聞こえたようなような気さえする。




　三日月のように開けられた口の中は。私の一撃を受け無残に血塗れで。

　不健康なほどに白いその肌と。赤い血に汚れた口の中の対比が凄惨で。







　この少女が。この世ならざる者と。そう感じたのは。

　あながち間違いではなかったと。私は強くそう思う。







「いいね！　あんたいいよ！　悪はそうでなくちゃね！　嬉しさで震えそうだよ！」

「……私は今すぐ逃げ出したいわよ。なんなのよ。あんたは？　何がしたいのよ？」







　割と本気で逃げ出したい。これがいっそ『悪の組織』の刺客なら。『闇夜の鴉』の怪人であったのなら。ここまで恐怖は覚えなかった筈。こいつは。この少女は。私の常識では理解できない。私の知識では捉えきれない。そんな異形の存在で。







「何？　何って、そんなの決まっているでしょう？　さあ続きを……あれ？」







　嬉々として立ち上がろうとした少女は。しかしこくりとその首を傾かせる。ああ。無理だよ今は。多分、あんたは立てない。あれだけ派手に顔面を張られたんだ。軽い脳震盪くらい起こしていても不思議じゃない。そりゃ立てる訳が無いわよ。……まあ、普通なら。それ以前に。あの勢いで殴られたんだ。痛みでのた打ち回ってもいい筈なんだけどな。







「うん？　うん？　おかしいな。足が動かないぞ？」







　上半身を起こせただけでも大したもの。いや、そもそも意識を保っていられるだけでも驚愕に値する。だから無理をするな。少し待てば動く筈だから。切れた神経が繋がる筈だから。だから。







　…………え？







「もう。仕方ないなあ。おい。私の足。言うことを聞け」







　少女はその右腕で掴んでいた青い傘を。何の躊躇いも無く。一瞬の停滞も無く。その言葉とともに自らの足へと叩きつける。肉を打つ嫌な音が聞こえる。しかし、それでも反応を返さない自分の足にイラついたのか、その行為を二度、三度と繰り返す。







　我侭な子供が、壊れたおもちゃに腹を立て、部屋の隅に投げつけるように。

　彼女は、言うことを聞かない自分の足を、何の手加減も無く容赦なく打つ。







　白い太ももが、見る間に蒼く染まっていく。やがて赤を滲ませる。

　叩きつけられるその傘の、鮮やかな青を、鮮血が赤く染めていく。







　――ぴっと。そんな音を立てて。その一滴が。赤が。私の顔めがけて飛んできた。







「……な、何を、何をしてるのよ。あんたは……」

「うん？　何って、そりゃ躾だよ。躾。言うことを聞かないガキを殴るだろ？　あれと同じだよ。……お。ようやく反応したか。さあ。続きいくよ？」







　内出血で蒼く染まった足が。所々裂けて血を滲ませた足が。所有者の意思を受けその身を支える。その折れそうな足と、それを目撃した私の顔と。どちらがより蒼ざめて見えるのか。







　ようやく立ち上がれた彼女が。その顔を上げる。その視線を私に向ける。

　ジャック・オー・ランタンのような。作り物めいた笑顔を。空虚な瞳を。







「続き……。だから続きって何なのよ？　なんであんたは私を襲う？」

「何で？　何でだって？　そんなの決まってるでしょう？」







　三日月のように大きく裂けたその口。黒く染まり何も映さないその瞳。

　カボチャをくりぬいて作ったかのように。笑顔で固定されたその表情。







「『正義』が『悪』を討つのに、理由なんかいるの？　『悪の女幹部』さん？」







　その言葉とともに、またもや傘を構えつつ突撃してくる彼女。私の感情は凍りついていたけれども。私の運動神経は、私の生存本能は。私の体を正しく動かして。横っ飛びに飛んだその距離は。直線的に過ぎる彼女の攻撃から見れば大袈裟なほどで。つまりその距離が、私の選んだ選択で。私の本心で。







　――こんな気持ち悪いやつから、少しでも離れたいと言う意思表示で。







　ずざあっ！　そんな音が遥か後方から聞こえる。愚直なまでに直線的なその攻撃は。やはり細かい方向転換が苦手なようで。避けられてしまうとその勢いを容易く殺すことは出来ないようで。







「あー。ちょこまかちょこまかと。うっとおしいなあ」







　笑顔のままで。そう呟いた少女が。また地面を蹴る。その身を一本の槍に例えて。その切っ先に鈍く光る傘の先端を携えて。再び私に肉薄してくる。




　このままじゃ埒が明かない。それは私と彼女の共通の認識で。だがしかし。それを打破する手が無いのが彼女の立場で。それをひっくり返す術があるのが私の立場で。




　まっすぐ向かって来る傘の先端を睨み付ける。街灯の光を受けて光るその金属部分。それに貫かれては一巻の終わりだが。所詮、その武器は傘であり。傘というものは、案外、太くて嵩張るものであり。つまり。切っ先が如何に鋭くても。その本体は。







「ちぇいっ！！」

「な……っ！！」







　先程とは違い、今度は少女の刺突から大きく身を避けない。ぎりぎり横をすり抜ける感じで。我が身を滑らせる。大事なのはタイミング。ここはそれほどの力は要らない。一筋の閃光となったその傘の。その本体部分。青い布が軽い金属で支えられたその骨の部分。そこを。下から。反り返らせた足の裏の。土踏まずの部分で。上に向け。空へと向け。思いっきり蹴り上げる。







　ぐしゃっとした手応え。いや、足応え？　まあどちらでもいいのだけれども。私の一撃を受け、青い傘がくの字に折れる。やや厚めの布に守られて切断するまでには至らなかったけど。完全に折れ曲がったそれはもう、武器をして使用することは出来なくて。







「……あーあ。壊れちゃった。お気に入りだったんだけどなー。この傘は」

「本当にお気に入りだったのならさ。こんなことに使わなければいいのよ」







　ぶらぶらと。どこか楽しそうに。傘の残骸を振り回していた少女は、やがてその行動に飽きたのか無造作にそれを地面へと投げつける。







「うーん。やっぱり生身のままじゃ勝てないかー。情報通りだなー」

「情報？　何よそれ？　何のこと？」







　私の問い掛けに。彼女は興味なさそうな声で答える。







「本多百合。県立貝塚高校一年C組在籍。十五歳。所属部活、無し。所属委員会、無し。アルバイト暦あり。現在駅付近のファーストフードにて週三回程度勤務。現住所、過去川市外の一軒家。通称『百合荘』」







　……滔々と。機械の合成音のような抑揚の無い声が続く。







「……幼少時、悪の組織、『ブラックシャドウ』に強制的に拉致される。その後、組織の人間と行動を共にしているところを多数目撃される。組織壊滅後、現住所に転居。正体不明の住民数名と共同生活を送り、今に至る。先日、『闇夜の鴉』の怪人と一戦を交える。その際、自らを『悪の組織の女幹部　ブラック・ユリィ』と称し、怪人を撃退。……情報はもっとあるけどさ、まだ聞きたい？」







　――いろいろと規格外の出会いではあったが。何度も何度も、気持ちの悪いものを見せつけられはしたが。でも。その中でも。この短い邂逅の中でも。一番の気持ち悪さが私を包む。ストーカーに付きまとわれた被害者の気持ちというのは、あるいはこういうものなのかもしれない。自分が丸裸にされたような、尊厳を否定されたような、そんな、気持ち。







　でも。それを圧倒する大きな感情が。その耐え切れない嫌悪感すらを吹き飛ばす。







「……訂正しろ」

「はい？」







　こくりと。作り物めいたその顔を傾ける少女に向け。私は冷たい声をぶつける。







「私は決して拉致などされていない。私は私が望んでここにいる。……それだけは。絶対。誰にも。何者にも。否定させない。……否定など、させるものか」







「……へえ？　いい顔になってきたじゃない？　ゾクソクしてきたよ。うん。いいね。いいねいいね。あんたやっぱりいいね。……でも。さすがにこうなったら」







　灼熱の溶岩のような私の怒りを。絶対零度のその声を。目の前の少女は笑う。浮かれる。やっと友達に出会えたように。ゲームでラスボスの前に辿り着けたように。彼女は嬉々として受け入れる。







「生身のままでは、済まないかな？　ねえ？　『悪の女幹部』さんも。さあ」







　その言葉と共に、彼女が祈りをささげるように胸の前で手を合わせる

　それを見た私は、胸元から大事な逆十時を取り出し、強く握り締める。







　――作り物の笑顔と。冷たい怒りの表情が。その視線が。交差する。







「……マジカルチェンジ！」

「――メタモルフォーゼ！」
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　誇り高き漆黒の衣装を身にまとった私と。

　深海の如き蒼い衣装を身に付けた少女は。




　傲然と。超然と。その身を冷たい雨に晒し。

　されどその魂は濡れず。その誇りは穢れず。







「『正義のミカタ』の青い風！　マジカル・ウィンド！　参上！！」

「秘密結社、『ブラックシャドウ』の女幹部！　ブラック・ユリィ！　見参！！」







　胸を張り名乗りを上げ。巨大な槍を掲げるマジカル・ウィンドと。

　腕を振るい、マントを風になびかせるブラック・ユリィこと私は。




　双方互いの姿に視線を送り。双方自らの姿に視線を落とし。

　その姿が。背負う物が。共に互いを敵だと強く認識させる。







　――瞬時の停滞。それは双方合意の、言わば『溜め』の時間で。







　全てを叩き伏せる青が動く。その巨大な凶器を振りかざし突撃する。

　全てを塗りつぶす黒が迎え撃つ。拳を強く握り締め前へと飛び出す。







　変身後の魔法少女の一撃は、昨日見た青い旋風のそのままで。迂闊に手を出せばその暴風に巻き込まれることは必至で。私は眼を凝らす。隙を探す。青く染められた視界の中で活路を見い出す。




　鋭く尖った刃先まで、冷たい青一色に塗られたその槍に隙は無く。それを携える彼女の姿勢に隙は無く。ならばと自分が視線を変え。思考を変え。




　私は地面を蹴る。走り出した勢いをそのままに。向かってくる彼女に向け真っ直ぐに。彼我の距離が、槍の間合いに、つまり彼女の間合いになる直前、私は空へと飛び上がる。青い閃光の上。槍の上。その作り物の笑顔に向け蹴りを放つ。







　――少女の青い槍が私の足元を掠める。

　――私の鋭い蹴りが彼女の頬を掠める。







　双方共に譲らず。双方共に傷つかず。青い閃光と黒い雷光は無傷のまま交差し。







　音も無く地面に着地した私と、音高く地面を削り停止した魔法少女は。瞬時にその身を翻して、振り返った勢いをそのままに、再び相手に向かって飛びかかる。







　魔法少女の持つ槍は、先程と寸分違わず私の喉元を狙い。

　私の体は先程とは反対に、地面に腹がつくほど潜り込み。




　避けられたと察知した魔法少女が空へと逃げる。

　避けきれたと感知した私が天に向け追撃を放つ。




　魔法少女は空中で槍を旋回させ、その鋭い刃先を私へ向け。

　私は一瞬でも早く拳を届かせるべく、限界まで腕を伸ばす。







　――彼女の持つ刃が私の横髪を切り落とし。

　――私の持つ拳が彼女のを耳元を薄く裂く。







　双方共に譲らず。双方共に相手の体に武器を届かせ。正義と悪はなお止まらず。







　三度目の跳躍。互いの心臓の音が聞こえるくらいの至近距離。突かずに薙ぎ払われた刃の内側。長い槍の長い柄の部分まで潜り込んだ私が、左手を立ててその一撃を受ける。返す刀と言わんばかりに振りぬかれた右の拳は、魔法少女の肩で受け止められ。







　双方ついに耐え切れず。双方ついに一撃を与え。私と彼女は同時に吹き飛ぶ。







「……がはっ！！　はあ、はあ、はあ……」

「――っ！！　はあっ！　はあっ！　はあっ！」







　最初の交差から、ここまで。私たちは一呼吸すら行えず。酸素の一分子さえもこの身に取り込めず。無酸素運動に悲鳴を上げる全身が、ただひたすらに空気を求める。膝をつき獣のような呼吸音を上げ酸素を貪る。煮えたぎる血を静めていく。







　さあああ……。







　全身に注がれる雨が心地よい。自分の体に触れた瞬間、その水滴は蒸発するのではないかと、そう思ってしまうほどに熱せられた体と頭。人を超えた動きの代償は。人の体では有り得ないほどの熱を生み出し。私を内部から焼き尽くそうとする。







「……あは。あはは。あははははっ！　やっぱりやるねえ！　『悪の女幹部』！」

「――あんたも。なかなか強いよ？　性格はともかく。『正義のミカタの青い風』」







　正直、『なかなか』どころの話じゃないんだけどね。あんたの攻撃が回避できたのは、別に見えていたからと言う訳じゃない。ぶっちゃけ、見えてはいない。ただ、愚直に直線的に進んでくるって分かったから。それならどんなに早くても回避は容易い。







　ゆらりと。『マジカル・ウィンド』が立ち上がる。三日月の口はそのままで。虹彩を失った瞳もそのままで。正義の仮面を被った化け物は。またもや私に強大な槍の切っ先を向けてくる。殺意を隠そうともせずぶつけてくる。







「まだまだ。まだまだいけるよね？　まだこれからだよね？　……いくよ！」







　魔法少女が地を蹴る。遅れじと私も飛び出す。動画の三倍速のように彼女が時間を飛ばす。急接近してくる。その一撃を。その切っ先を。私はぎりぎりで避ける。マントの一部が切り裂かれるくらいの距離をすり抜ける。そして。







　ずざあっ！　すれ違った両者の足が地面を噛む。雨が降っていなければ土煙が上がったであろう。いやもしかしたら火花すら散ったかもしれない。そんな勢い。







　――ここまでは、さっきまでと同じ。ここからが、さっきとは違う――







　見えてはいないが、彼女はまた最速の速さで身を翻すであろう。突撃。そして一撃必殺。それこそが。いや。それだけが彼女の攻撃の全てだから。




　だから、私は。それを迎撃するための過程をひとつ飛ばす。ショートカットする。彼女に。『魔法少女』に。一手先んじるために。速さで上回るために。







　私は敵に背中を向けたまま、その体勢のまま。振り返らずに後方に向け大きく跳ぶ。

　握り締めた右拳を、大きく力いっぱい背中に向け放つ。位置はあてずっぽうで。







「なにっ！？」







　背後から。見えない背中の向こう側から。『マジカル・ウィンド』の驚愕した声が聞こえた時。私は賭けに勝ったことを知る。私の右拳が。その裏拳が。彼女の頬を捉える。思い切り回した腰の力が、思い切り逸らした腕の力が、思い切り握り締めた拳の力が。彼女の横っ面で爆発する。







　ゴキッ！　彼女の顔がそんな鈍い音を立てる。初めてのクリーンヒット。

　私の最高の武器。右の拳の一撃を受けた魔法少女が吹き飛ぶ。







　想像以上にまともに入ったその一撃は、彼女の華奢な体を吹き飛ばすには十分な威力を秘めていて。逆にそれが災いして追撃は入れられなかったのだが。でも。







「……うっし！」







　胸の前でぐっとガッツポーズ。敵に背中を向けたままの。ある意味捨て身の一撃。策というよりギャンブルといったほうが近い。そんな攻撃ではあったが。







「……ぐはっ！　ぐほっ！　あ、あはは……。やられたあ……」







　力なく地面に横たわる彼女を沈められさえすれば、何の文句も無い。







「これが、力の差よ。そろそろ降伏すれば？　命まではとらないよ？」

「あ、あは。あはは。まだまだ。まだまだ。まだまだっ！！」







　よろめきながら、それでも。槍を杖代わりにしても。彼女は立ち上がる。







　……いやもう、なんだろ？　なんだかだんだん、人と、いや『魔法少女』と戦っている気がしなくなってきた。多分彼女にはアイスホッケーのマスクがよく似合う筈。そんで十三日の金曜日には大暴れしている筈。きっと彼女はそういう存在。







　叩いても叩いても。潰しても潰しても。彼女は立ち上がってくる。そんな気がする。







「……さあ。もう一度。いくよっ！」







　だがしかし。それは気のせいで。錯覚で。さすがにあの一撃は堪えたようで。彼女の突進のスピードが。地を蹴る足の力が。目に見えて衰えている。







　……だとすれば。だとしたら。ここがターニングポイント。勝利への道が見えた。







　明らかに先程よりは遅い槍の切っ先を避け。私はその身を彼女の懐深くに滑り込ませる。ここで。ここから。殴りつけても。きっと彼女の心は折れない。諦めない。だとしたら。彼女の戦意が折れないのだとしたら。







　――折れるものを。折ればいい。







　私は左手を大きく広げる。脇の下に槍を通す。即座に脇を閉める。がっちりと腕を絡める。絡めた腕に力を入れる。その身をさらに前へと滑らせる。







「王手。詰み。……ってところかな？」

「……あはは。そうきたか」







　脇腹と。左腕の上腕部分で。しっかりと槍を抱え込んだ。両手で槍を持つ魔法少女には、この距離から攻撃する術は無い。対して、槍を左手で押さえ込んだ私の右手は完全にフリーで。……つまり。完全に私の間合いで。殴り放題の距離で。







「これ。この槍。多分、私の力なら叩き折ることが出来ると思う」

「あー。そうだろうなあ。あんたの力ならそれくらい簡単に出来そうだ」

「だからね。ここで降伏しなさい。悪いことは言わないから」

「降伏？　する訳無いじゃん。あたしは死んでも『悪』に跪いたりしない」







　予想通りのその答えに。私は心の中でため息をつく。握り締めた拳をみせつける。







「……私の拳は、痛いよ？」

「身に染みて知ってるさ。女の顔を殴りやがって」

「それでも、白旗は揚げない？」

「お断りだ。……やるならやってみろ」







　それは強がりでもなんでもなく。彼女の本心のようで。私は質問を変える。







「何でそんなに頑ななのよ？　プライドが高いのはいいことだけどさ」

「プライド？　そんな安っぽいもんじゃない。……逆にあんたに聞きたいんだけどさ」

「うん？　何よ？」

「むしろ、あたしにとってはあんたのほうがわかんないよ。……なんで」







　彼女は顔を上げる。仮面の笑顔はそのままで。空虚な瞳だけが憎しみに燃えて。







　さあああ……。睨み合う二人を、六月の雨が濡らす。

　その冷たさも。その一滴も。魔法少女の仮面を砕くことは出来ず。







「なんで、あんたは。親の敵と。親の命を奪った正義と。馴れ合えるんだよ？」







　――ぴしりと。自分の心が軋んだ音が、聞こえた。おぼろげな記憶の中にある両親の顔。大きな手。優しい香り。笑顔。声。そんなものが。そういったものが。大事なものが。ひび割れた心から滲み出してくる。







「あたしは。許さない。あたしからパパを。ママを。奪っていった『悪』を。あたしのパパを殺した悪を。あたしのママを殺した悪を。絶対に。絶対に。許さない。だからあたしは『魔法少女』になった。だからあたしは『正義のミカタ』になった。あたしは。あたしは。……あたしはっ！！」







　笑顔の仮面は割れず。青の少女は口を三日月に開いたまま。血を吐くような叫びを上げる。その返り血が私を責める。私を追い詰める。彼女の表情が変わらぬ代わりに、私の顔が蒼ざめる。血の気を失う。失っていく。







「悪を、滅ぼす。一人残らず殺してやる。そう誓った。パパとママの亡骸の前で！　血塗れの死体の前で！　そう誓ったんだ！　その為に表情は捨てた！　感情も捨てた！　未来も捨てた！　痛みも捨てた！　全部！　全部全部全部捨てた！」







　まずいなと。私の中に残っていた冷静な部分が警告をあげる。彼女の言葉に何一つ反論できない。彼女の言葉に心をずたずたにされる。これは同情ではなく。憐憫でもなく。深い同意で。完全な同意で。何故ならば。その言葉は。心は。







「……だから。あたしは魔法少女になれた。魔法に選ばれるために全てを投げ捨てた。そしてその努力は正しく報われた。だからあたしは悪を憎む。悪を討つ。悪を滅ぼす。……ねえ。あんた、さ。あんたは許すの？　正義を。親の敵を？」







　――彼女は。『正義のミカタ』の魔法少女、『マジカル・ウィンド』は。私の合わせ鏡だから。私の写し身だから。……私そのものだから。







「なにも、言い返さないんだね？　それとも言い返せないのかな？　まあどっちでもいいや。あんたの気持ちは分かった。あんたの冷たさも知った。……もう、あんたに興味は無い。終わらせるとしよう」







　……冷たい？　私は冷たいのか？　そうかもしれない。そうなのかもしれない。親の敵と。恩人の敵と。馴れ合うような私は冷たい人間なのに違いない。そんな私なんか、ここで終わるのが……え？　終わる？　確かに精神的に追い詰められているのは私のほうだけれども。圧倒的優位なのも私のほうじゃないか？







「……言いたいことは、わかったけど、さ。終わらせるって？　この状況から？」

「……やっぱりあんたはだめだ。状況も読めないようじゃ、あんた終わってるよ」







　青の少女の瞳が再び色を失う。狂気の色にとって変わったのは絶望の虚無。

　何も映さず。何も映そうとせず。ただただ暗黒を。その心を映し出すガラス玉。







「言ったじゃん？　あたしは全てを捨てて『魔法少女になった』って。――『魔法少女』は魔法を使えるから、『魔法少女』なんだよ？」







　……心を壊されて鈍くなった私の思考能力が、その言葉の意味を正確に理解するのには幾許かの時間が必要で。今までの戦いを顧みる。彼女の攻撃を思い出す。それは愚直なまでに槍に拘った、物理攻撃のみだった筈で。







「あんた、早いらしいからさ。槍だけでは仕留められないかなって。で、素早く強いあんたが仕掛けてくるとしたらさ、それは槍の死角、懐に入ることだろうなって。そして武器を押さえてくるだろうなって。だから」







　バチィ！　魔法少女の槍が光る。青い雷が切っ先に宿る。高圧電線が切断されたかのような眩い光。直視することが出来ない、そんな青白い光。







「あたしは魔法は苦手なんだ。威力は足りないし精度は低いし。でもね、そんな私にも取り柄はある。槍の力を借りて、とはいえ。白にも桃にも出来ないことが出来る」







　急速に高まる危機感。頭の中を警報が鳴り響く。ヤバイ。そう感じるよりも早く。体が勝手に動き始める。――しかし時既に遅く。退避は間に合わず。







「ほとんど無詠唱で魔法を発動できるんだ。威力も精度も、この距離なら関係ない。何しろあたしの魔法の媒体を、あんた自身が自分でしっかりと抱え込んでいるんだ。外しっこない。――詰んだのは。誘い込まれたのは」







　飛び去ろうとした私の腕を、『マジカル・ウィンド』の腕が取る。爪を立てる。放せない。放すことができない。そして。







「あんたのほうだったんだよ。――ライトニングッ！！」







　……青い閃光が、私の身を、包んだ。











第二幕　閃光の青
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第七話　完敗




　不思議なほど、痛みは感じなかった。




　だけどその魔法が、青の閃光が、私の体を音高く貫いたことは事実で。

　そしてその魔法が、青い電撃が、私の心臓の横で炸裂したのも事実で。




　よりにもよって左の脇の下。心臓の真横から全身へと流れた高圧電流。




　さすがに、耐えられない。耐えられる訳がない。心臓がショックで鼓動を止めなかっただけでも幸運だったと、そう思う。あー。いや。どうだろう。いっそ止まってしまったほうが楽だったのかもしれないなと。魔法の余波で吹き飛びながら、そんなことを考える。







　――どしゃり。







　何か重いものを濡れた地面に落としたかのような、そんな音。それが耳元から聞こえて。私はその音を立てたモノの正体が、自分の血塗れの体であると知る。受身も取れず地に叩きつけられた私が、それでも緩慢に、されど必死にその身を起こそうとしたのは、戦闘員としての本能か。それとも単なる悪足掻きなのか。




　地を掴もうとした拳が、私の言うことを聞かない。視線を落としてみればそれも納得。電撃魔法の媒体そのものを、力一杯握り締めていた私の拳はズタズタに引き裂かれていて。鉄拳と言われたこの拳が。鍛えぬいたこの拳が。その骨が。神経が。







　砕けてしまっていることが。折れてしまっていることが。切れてしまっていることが。

　私には分かってしまって。知ってしまって。でも痛みすらも感じなくて。







「――っ！」







　私は強く歯を噛みしめる。動かぬ腕には見切りをつけて。動く足に全身の力を注いで。羽毛のように軽かった体を。鳥のように空へと導いてくれたその足は。まるで鉛でできているかのように重くて。鈍重で。……でも。それでも。まだ動いてくれて。




　立ったからといって何が出来る訳でもない。そんなことは分かってはいるけれども。でも、例えそれが無駄な努力だったとしても。指先だけでも動かす力が残っていたのなら。私は諦めない。諦める訳にはいかない。そんなことは教わっていない。総統にも。大佐にも。Aさんにも。







　――だから私は身を起こす。片膝を立てて前を見る。今更のように全身を襲う痛みに歯を食いしばり。ともすれば無くしそうになる意識を全力で繋ぎ止める。でも。それは。そこまでしても。







「……無駄、だよ」







　ゆらりと目の前に現れた青い少女が。無造作にその槍を一閃させる。――私の太ももが引き裂かれる。ふらふらと揺れる少女が。興味なさげにその槍を地に立てる。――私の足が貫かれる。







　――彼女の深い青に、私の鮮やかな赤が飛び散る。







　朝顔のようなその色彩に。こんな場合だと言うのに心を奪われる。いや。違うかな？　こんな場合だからこそ、なのかな？　拳を砕かれ。足を斬られ。心を折られ。もう立ち上がる術も、その気力もなくなった今だからこそ。その色彩に。鮮やかな色に。目を留めたのかもしれない。







　だって。もう。私の意志で動かせるのは、この目だけなのだから。







　――どしゃり。もう一度濡れた音がした。私の体が崩れ落ちた。……そして。







　……………………。







　さあああああ……。







　六月の冷たい雨が私の体を濡らす。少しずつ少しずつ。私の体温を奪っていくその幾千万もの水滴が奏でる雨音。それは地表から聞こえてくるんだなという、考えてみたら当たり前のことが今の私にはよく分かる。







　――何故なら私は。今の私は。その身を地べたに横たえているのだから。







　総統から頂いた大事な衣装が泥にまみれ。総統とお揃いの大事なマントが泥にまみれ。総統に救ってもらったこの体が泥にまみれ。




　ああ。洗濯が大変だなと。温かいお風呂に入りたいなと。この場面には酷く不釣り合いな日常的なことを考える。今考えるべきはそんなことではない筈なのに。今思わなくてはならないのは我が身に降りかかった危機をどう切り抜けるかである筈なのに。







　――でも。だって。仕方ないじゃない。







　私は目だけを動かして自分の拳を見る。どんなものでも叩き伏せられる自信があった私の固い鉄拳は。壊れて砕けて血に塗れ。もう握りしめる事すら困難で。

　私は目だけを動かして自分の足を見る。羽が生えたように軽やかで。どこまでも飛べた筈の私の足は。斬られ裂かれ貫かれ。もう私の意思では動かせなくて。







　――私は。負けたのだから。







　ぴしゃり。そんな湿った足音を立てて、目の前にいた『正義の魔法少女』がこちらに向かってくる。よく見ればその足元は覚束ず。頼りなく揺れていて。ああ。なんだ。ふらふらじゃないか。この少女も。効いていたんじゃないか。私の攻撃も。惜しかったな。もう少しだったな。でも。結果は出てしまっていて。







　――彼女は立っていて。私は地に伏せていて。それが即ち勝者と敗者の差。







　また一歩。彼女が私に近づいてくる。私に止めを刺す為に近づいてくる。だから。この目は閉じない。意識は手放さない。悪は最後まで悪らしく。敗者の誇りを胸に。せめて滅びの美学を貫こう。捨て台詞のひとつも吐いてやろう。







　――だけど。それすらも。たったそれだけのことさえも。







　今の私には困難で。今の私には成し得なくて。徐々に。徐々に。目の前が暗くなっていく。全てを塗り潰す漆黒に覆われていく。うるさいくらいに耳元で鳴り響いていた雨音がもう聞こえない。容赦なく私を打っていた筈の雨粒の冷たさすらも感じられない。







　――ここまで、か。







　私は目を閉じる。心を閉ざす。ここで果てる運命なら。ここで消える命なら。最後くらいは。大事な人のことを想って。仲間のことを想って。博士のことを。大佐のことを。Aさんのことを。Bさんのことを。カニゾーさんのことを。……そして。あの人のことを。







　――申し訳ありません。総統。力及びませんでした。百合はここまでのようです。







　いつも不機嫌そうだった顔を思い出す。いつも不機嫌そうだった声を思い出す。無骨で力強かった掌を思い出す。その心意義そのままの鋭い視線を思い出す。……私を護ってくれた、庇ってくれた、あの広い背中を、思い出す。







　――不甲斐ない私を叱って下さいね。……今、お側に、参ります。







　☆　☆　☆　☆　☆







「がは……っ！　はあ、はあ、はあ……」







　倒れ伏し、意識を失った『悪の女幹部』を見下ろす『正義のミカタ』も。決して五体満足という訳ではなく。その言葉ほど、態度ほど、余裕があった訳でもなく。




　殴られた頬は熱を持って彼女を責め立て、人ならぬ動きを続けた体はボロボロで。最早、立っているのも困難なほどではあったが。それでも。




　少女の笑顔は崩れることなく。少女の瞳は揺らぐことなく。前へ前へと足を運ぶ。度重なる跳躍で捻じ切れた筋肉が悲鳴を上げても。無理な体勢を強いられ続けた腰が泣き叫んでも。命を預けた武器を杖代わりにして。







　――少女は進む。少女が少女である為に。己が存在理由の為に。







　無様に地に横たわり、ピクリとも動かない敵の正体は『悪の組織の女幹部』。







　彼女がどんな人間だったのか、少女はよく知らない。組織から受け取ったデータでしか知らない。肝心なのは、大事なのは、彼女が少女の前で。『正義のミカタ』である自分の前で、『悪』だと名乗ったことだけで。







　――彼女の命を奪うのに、それ以外の理由など要らない。







　ジャキン！　愛用の槍を振るう。今はただの杖代わり。でももう一歩、もう一歩前へと進めば。そこは槍の攻撃範囲で。少女のテリトリーで。彼女の柔らかそうな首筋を。薄く上下する胸元を。晒された腹部を。その槍で貫くことは簡単な筈で。







　少女は嗤う。またひとつ誓いを果たしたと自画自賛する。







　槍を振り上げる。彼女めがけて振り下ろす。それは少女にとっては神聖な儀式と同様で。幼い自分に課した義務とも言うべき行為で。だから少女は躊躇わない。迷わない。その手を止めない。だから。







　その槍が。青い凶器が。予想に反して空を切ったことが。少女には腹ただしくて。







「……そこまで」







　落ち着いた大人の男の声。身につけた黒い衣装が闇夜に溶け込み。しかし圧倒的な存在感を示すその声の主は。その胸に、傷だらけの彼女を抱きかかえて。







「……あんたが何者か知らないけどさ。それはあたしの獲物だ。返せ」

「悪いがそうも行かない。まだまだ未熟な、そして不肖の弟子なれど」







　男の手が彼女の頬を撫でる。愛おしげに。優しく。優しく。







「それでもこの子は、我らの、『ブラックシャドウ』の。盟主代理なのだから」

「……ほう？　あんたらその女の組織の人間か。そりゃ都合がいい」







　少女の手が槍を握りなおす。忌々しげに。強く。強く。







「そいつぶっ殺したら、次はあんたらの番だったんだ。ついでにやってやるよ」

「やめておけ。強がりは嫌いじゃないが限度がある。せめて怪我を治してからにしろ」







　少女の体が青い闘気に包まれる。それを受けてなお涼しげな黒い男。







「怪我？　こんなのなんでもないさ。さあ。かかってこいよ。色男」

「色男と言われるのは光栄だが。事実を伝えても世辞にはならんのだぞ？」

「安心しろ。皮肉だ」

「そうか。しかし困ったな。私は女子供に手を上げる趣味はないんだが。まして」







　……ぶわっと。二人を包む空気が変わる。その匂いが。色彩が。感触が。

　血生臭く。黒く。ねっとりとした空気に取って代わる。




　それは。少女が経験したことのない圧倒的な『力』と、そして『殺意』。

　生存本能が少女に告げる。逃げろと。これには勝てないと。敵わないと。




　自分を正義だと信じる少女を。その信条を。幼い頃の誓いさえも。

　一遍の光すら射さない世界へと誘いこむ、そんな、絶対の、暗黒。







　……男の足が一歩前に出る。ただそれだけ。それだけの動きなのに。

　――少女は思った。私は死んだと。今、私はこの男に殺された、と。







「……自分より圧倒的に格下の相手では、な」

「ひ……っ」







　なんだ今の声は？　追い詰められた草食動物の断末魔のような声は。

　大蛇に睨まれた哀れな蟾蜍のような、そんな惨めで無様な今の声は。




　あたしが？　あたしがあげたというのか？　あんな声を。悲鳴のような声を。

　そんな訳はない。感情は捨てた筈。恐怖も捨てた筈。その筈。その筈なのに。







「……趣味が悪いですよ。大佐」

「相変わらず、本性はドSですよねー。大佐は」







　新たな若い男の声は右後方から。

　新たな若い女の声は左後方から。







　いつの間に。いつの間に近づいていたというのだこの二人は？

　気配などなかった。気配など感じなかった。少女は狼狽する。







「……まあ。あまり脅かしても可哀想だしな。『正義のミカタ』よ。こういう訳だ」

「……なんだっていうのよ？」

「お前は怪我をしている。そしてこっちは前に一人、後ろに二人だ」

「だから？　なに？」







　男の口が皮肉めいて歪む。挑発するような笑みを浮かべる。







「……逃げ出しても、恥じゃないんだぞ？」

「――っ！！　ばかにっ！　するなっ！！」







　少女は激昂する。槍を構える。男に向かって突撃する。――つもりだった。







　……振り上げた右腕は槍と共に抑えられ。ピクリともせず。

　……踏み出そうとした右足は押さえられ。一歩も動かせず。




　右腕を抑えた黒装束の若い男の手には短剣が握られ。少女の首元にあてられ。

　右足を押さえた黒装束の若い女の手にも短剣が握られ。少女の腹にあてられ。







「な……っ」







　動くどころではない。呼吸すらままならない。蜘蛛の巣に絡めとられた蝶。蟻地獄に引きずり込まれた蟻。今の少女は、そんな哀れな虫けらのようで。







「……あんな人でも。一応上司なもので」

「……好き勝手させる訳には、いかないんですよねー」

「しかし。大佐。楽しむのはいいですが、そろそろ帰らないと」

「博士が心配しすぎて血管切れちゃいますよ？　最近高血圧気味ですし」







　若い男と若い女のその声は、こんな状況にもかかわらず、少しも揺れておらず。

　当たり前のように。当然のように。簡単に押さえこまれた少女の混乱を深める。







　――これが。悪の組織。これが。『ブラックシャドウ』。







「……それもそうだな。A、B。やれ」

「了解」

「しました」







　その声が、少女が認識できた最後の声。







　男の手が少女の首筋を打ち、女の拳が少女の腹を抉る。痛みを感じる間もない。

　瞬時に暗転した意識が。それでも最後に感じたものは。少女を支える四本の腕。







　……………………。







「それ以上、怪我をさせるなよ。……って、言うまでもなかったか」

「大佐ならそう仰ると」

「確信していましたから」

「しかし、お前らのせいで私の見せ場がなくなったぞ？」

「大佐に任せたら」

「骨も残らないじゃないですかー」







　さあああああ……。







「失礼なことを言うな。私は女子供に手をあげたりはしない」

「意外と」

「紳士なんですねー」

「女は肉体的に痛めつけるより、精神的に追い詰めるほうが好きだ」

「やっぱり」

「ドSですねー」







　さあああああ……。







「それにしても、派手にやられたものだな。我らが盟主代理様は」

「平気ですか？　百合さんは？」

「血塗れですよね……。大丈夫かなあ。百合ちゃん」

「なに。命に別条はないだろ。そんなに柔な鍛え方はしていない」

「……いいんですか？　大佐？　この『魔法少女』は？　このままでも？」

「……後顧の憂いは断っておくべきかとー？」

「うん？　何を言ってるんだお前たちは」







　さあああああ……。







「あれを討つのは、『正義の魔法少女』を倒すのは。『ブラックシャドウ』の女幹部、『ブラック・ユリィ』の役目だろう？　私たち三下が出しゃばる場面じゃないさ」











第二幕　閃光の青

第八話　博士の言葉。博士の気持ち

第八話　博士の言葉。博士の気持ち




　……私の目は、血走っていたと思う。







　走り続けた私の足は酷使に悲鳴を上げ。

　全身に酸素を送り続けた私の心臓は早鐘のように脈打ち。




　もう無理だ。限界だと。全身が訴えかける。

　まだいける。まだ平気だと。感情がそれを否定する。




　流れる汗は体温調整のためなのか。それとも恐るべき未来に対する冷や汗なのか。

　私は想像する。この足が止まってしまったら。前へと進めなくなってしまったら。




　

　その結果にぞっとする。走り続けて熱い筈の体が一瞬で凍りつく。







　駄目だ。諦める訳には行かない。私には仲間がいる。仲間が待っている。

　大事なあの人たちのために。愛すべき仲間のために。私は走る。




　指先一つでも動くなら。一歩でも前に進める力が残っているのなら。

　絶対に諦めてはならぬ。絶対に心を折ってはならぬ。




　私は私の大事な人たちにそう言われた。大事な人たちからそれを学んだ。

　だから。私は諦めない。1％でも可能性があるのなら。勝機があるのなら。







　……だがしかし。世の中にはどれほど望んでも手に入らないものがあって。

　どれほどがんばっても、手が届かない事だってあって。







　目的地に辿り着いた自分が見た現実。限界を超えて走り続けた先のゴール。

　そこで待っていたのは光り輝く未来などではなく。冷たい現実で。絶望で。







「あ、あ、あ……」







　私はがくりと膝をつく。残酷な現実に打ちのめされる。




　私が見たもの。私の目に映ったもの。それはこの私の、本多百合の。無敵の『悪の組織の女幹部　ブラック・ユリィ』の強い心を折るには十分過ぎる光景で。







　……気がつけば、私の頬は熱い涙で濡れていて。

　……気がつけば、私の口から嗚咽が漏れていて。

　




「ごめん、なさい。ごめんなさい。博士。ごめんなさい。大佐。ごめんなさい。Aさん。ごめんなさい。Bさん。ごめんなさい。カニゾーさん……」







　絶望とは。きっと。今の私のような心情のことを言うのだと。

　残酷とは。きっと。今の私の目の前にある光景を言うのだと。







「間に合わなかった……。また間に合わなかったよ。ごめんね。みんな。ごめんね」







　はらはらと流れる涙が。ぬぐってもぬぐってもあとからあとから溢れ出す涙が。その光景を滲ませる。涙で濡れた視界がぼやける。でも。それでも。その鮮やかな赤は。白地に赤で書かれた一文は。私の目ではなく、心に直接届いてしまって……。







『広告の品。タマゴ１パック10円。お一人様無制限は好評につき売り切れました』







　その一文が書かれたコピー用紙がスーパーの空調がおこす風で揺れている。そこにあった大きめのワゴンの上には。今は何一つ残っておらず。恐らく数時間前までは、白く輝くタマゴ様が天井近くまで積まれていたのであろうことを想像させ。




　私は自分を責める。悔しさで折れそうな心。間に合えば。間に合いさえすれば。私の家族に。大事な仲間に。お腹一杯完全栄養食であるタマゴを。好きなだけ食べてもらうことが出来た筈なのに……。







　……声もなく、ただただ涙を流す私の肩を、誰かがそっと叩く。







「……カトリーヌ……」

　そこにいたのは純白の魔法少女で。白い『正義のミカタ』で。




「……間に、あわなかったのですね。百合。……心中お察し致します」

　彼女は私に憐憫の目を向ける。……そしておもむろに自らの持つ買い物袋を掲げる。







「をーっほっほっほっ！　まあ。それが悪の末路ですわねっ！　御覧なさい！　この神々しい姿を！　高貴なる白を！　このタマゴは『正義のミカタ』の魔法少女！　『マジカル・カトリーヌ』が買い占めさせて頂きましたわっ！」







「いやあああああっっ！　やめてえええっっ！」







　私が悲鳴を上げる。彼女の。白い魔法少女の持つ光り輝くタマゴ様へと手と伸ばす。だがしかし。その手は振り払われて。私には触れることすらできず。







「ぷぷぷ。間に合わなかったのですね。無様ですねー。本田さん。ぷぷぷ」







　いつの間にか横にいた、暗黒魔法少女……もとい。桃色の魔法少女が。憎たらしい笑顔を浮かべつつ、やはり買い物袋を見せ付けてくる。どうでもいいけど北川さん。あんたの持ってるそれ、『エコバック』じゃなく『エゴバック』って書いてあるよね？　いや。あんたにはすごく似合っていると思うけどさ。







「あははははっ！　これかっ！？　あんたの欲しいものはこれかっ！？」







　そしてラスボスの如く。打ちひしがれた私の前に立つ青い少女。傲然と胸を張り、狂気に彩られた瞳で私を見下ろす青の魔法少女。その背後に山と積まれたものこそ、私の望むもので。私が欲したもので。その白さが。光沢が。私の目を奪う。







「あは。あはは。あはははっ！　これからお前に真の絶望を与えてやる！」

「な、なにを！　何をする気なのあんたはっ！？」







　三日月の形に裂けた口が哄笑を吐き出す。貼り付けられた笑顔が不気味さを増す。残酷さを滲み出させる。……そして、少女が、その槍を、振るう。







「ま、まさかっ！　やめて！　それだけは！　それだけはああああっっ！！」

「あははははっ！！　お前の大事なものなど、こうしてやるっ！！」







　青い閃光がタマゴ様を貫く。ぐしゃりと悲しい音を立てて白が砕け散る。透明なとろりとした白身が。黄金色に輝く栄養満点の黄身が。涙のように。血のように。どろりどろりと滴り落ちる。







「あ、あ、ああ……」

「あははははっ！　『悪の女幹部』よ！　効いているようだな。ではもう一度……」







　禍々しい笑顔のまま。三日月の口のまま。空虚な視線のまま。青い少女が再び槍を振り上げる。もうやめて。やめて。お願い。お願いだから。やめて。やめて……。







「い、い、いやあああああっっっ！！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「やめてえええええっ！！」







　がばっと。私は布団を跳ね除ける。そこはスーパーの生鮮品売り場などではなく。周囲に魔法少女たちの姿などはなく。ましてや見たことのない天井の下などでもなく。







　ここは私の自室で。隣にいたのは心配そうな顔をしたBさんだけで。







「ゆ、百合ちゃん！？　ああ。よかった！　やっと目を覚ましてくれた！」

「うん？　あれ？　うん？　あれ？　Bさん？」




　きょろきょろと周囲の目線を泳がせる。見慣れた私の自室。私の匂いがしみこんだお布団の中。お気に入りの寝巻きに身を包んだ私の体は、全身包帯まみれで。




「すごくうなされてたから心配したんだよー！」

「あ、うん。そう。うん。ちょっと悪い夢を……」

　うん。私のとってぶっちぎりに生涯No.1の悪夢だった。うん。




「うんうん。わかるよ百合ちゃん。激戦だったものね。でももう大丈夫だからね……」

「あ、うん。そうそう。激戦だった。負けたけど」

　特売競争に負けたよ。1パック10円お一人様無制限のタマゴ様、買えなかったよ。




「そう……。やっぱり夢に見たのね。ひどかったものね。かわいそうな百合ちゃん……」

「あ、うん。そうそう。そうそう。酷い夢、だった……？　あれ？」

　遅まきながら、私とBさんの現状認識の相違に気がつく。ああ。うん。そう。ね。







　Bさんが私のことを優しく抱きしめてくれる。ふわっとした甘い大人の女性の香りに包まれる。そして、その手が。Bさんの白魚のような綺麗な手が。そっと自分の目頭をぬぐうのを見てしまい。優しい目が、涙で濡れていたのを見てしまい。







　――どうしよう。すごくいたたまれない。







「とりあえず博士たちを呼んでくるね。百合ちゃん。もう平気だから。魔法少女の悪夢にうなされるようなことはないから。ここにいれば。私の側にいれば。百合ちゃんのことは必ず守ってあげるからね！」




　気丈にも私には涙を見せず。目元を隠して。努めて明るい声でそう告げるBさんの優しい横顔を見て。私は思う。







　……タマゴの夢を見て飛び起きたということは、生涯内緒にしておこうと。この秘密は決して誰にも語ることなく、墓場まで持っていこうと。







　部屋を出て、仲間全員を呼び寄せる為に大声を上げる、優しいBさんの背中を眺めつつ。私は一人、心にそう誓った。










　☆　☆　☆　☆　☆







「……全身打撲。左肋骨のいくつかが骨折。左拳裂傷。右拳同じく裂傷。右の太ももは十針ほど縫った。左の足の甲は完全に貫かれておった。……まあ、変身前だったら軽く死んでおったろうな。総統のくれた『女幹部変身キット』の性能に感謝するがよい」




　やー。こうして改めて聞くとよく生きていたなー私。特に太ももの怪我。あればっさり斬られたもんなあ。動脈とかやられなくてよかった。




「三日間は絶対安静。今日は一日寝て過ごすように。とはいっても、もう夕方なんじゃがの。明日、そして明後日は学校も休め。大佐に頼んで連絡はしてもらっておる」




　うん。ありがとう博士。手当てしてくれたのも博士だよね？　さすが悪の組織の天才科学者。発明だけじゃなく医学にも通じてるなんて。







「あと。ついでと言っては何だが。拳もだいぶ痛んでいたようなのでな。交換しておいた。性能はなかなかいいぞ？　脇の下のボタンを押すと、こう、音速を超える速さで右拳がどーんと火を噴いて」

「ちょっと待って博士！　なにしてくれんのよ！？　え？　まさか本当じゃないよね？　それ嘘だよね！？　私の体勝手に改造したりしてないよね！？　私、ロケットパンチなんていらないからね！？」







　洒落にならない！　怪我して意識失って勝手に改造されるなんて、それ悪の組織の人間の役目じゃない！　それどっちかと言えば正義のミカタの役だし！




「安心しろ。今回は普通の手当てだけにしておいた。……まだ」

「『まだ』？　今、『まだ』って言ったよね博士？　いつかやるつもりなの？　ねえ？」







「……そうじゃな。『正義のミカタ』の魔法少女に勝負を挑まれ。無様に敗北した『悪の女幹部』など、いっそ改造してしまったほうがいいかもしれんな」

「あ……っ」







　――そうだった。そうだったね。私は。『ブラック・ユリィ』は。

　……負けたんだ。『正義のミカタ』に。青の魔法少女に。




　

　私は、『マジカル・ウィンド』に完敗したんだ。







「……戦闘がどのように推移していったのかは、大佐たちから聞いた。正直、お前とその魔法少女の戦闘力そのものは互角と言ってもいい筈。……なのに、どうしてここまで結果に差がついたのか、百合。お前には分かるか？」







　何だろう？　何が悪かったのだろう？　戦術？　地形？　対術？　魔法？　戦闘経験？　覚悟？　意思？　過去？　どれも正解のようで、どれも外れているようで。







「……わかりま、せん。博士」

「そうか。そんなことだから惨めに敗れるのじゃ」







　容赦のない言葉。しかしそれは事実で。負けたことは仕方ない。しかしその敗因すら分からぬようでは、百戦して百敗するのもまた必然で。







「その答えが見つかるまで、百合。お前には変身を禁ずる。よいな？」

「…………はい」







　変身ができないということは。あの青い魔法少女に。『マジカル・ウィンド』に再戦を挑むことが出来ないという事で。惨めな負け犬に成り下がった私は。その汚名を雪ぐ機会すら与えられないという事で。







「最後にひとつ。年寄りから苦言を言わせてもらおう」

「……はい」

「百合。お前が負けるのは勝手だ。それはお前の力不足の証明だしな」

「…………はい」

「しかし。百合。今のお前は『ブラックシャドウ』の盟主代理じゃ」

「………………はい」

「お前が負けると言うことは『ブラックシャドウ』が負けると言うことなんじゃ」

「……………………は、い」







「百合。お前の敗北で、『ブラックシャドウ』の名を汚すな」

「――っ！！　は、はいっ！」







　刺さった。突き刺さった。博士の言葉は私の臓腑をえぐった。

　でも反論はできなくて。言い返せる言葉など持っていなくて。







　私はもう、ただの『本多　百合』ではなく。

　私はもう、悪の組織『ブラックシャドウ』の『ブラック・ユリィ』なのだから。







「……申し訳、ありませんでした。博士」







　ぐっと唇を噛みしめる。ぎゅっと布団を握りしめる。その拳の痛みが、自分が負けたのだということを再び思い出させて。痛くて。痛くて。痛くて。







「……博士。もうそのへんで」

「ですよー。博士。百合ちゃん、まだ病み上がりなんですから」







　優しいAさんが、Bさんが、そう取り成してくれる。ありがとうAさん。ありがとうBさん。でもね。博士は悪くないの。悪いのは私のほうだから。覚悟が足りなかった私のほうだから。だから、いいんだ。ごめんね。ありがとう。







　悲しさと悔しさと。嬉しさと情けなさと。いろんな感情が渦巻いて。

　私は言葉を失う。何も言い返せず。何も言い返そうとせず。ただ頭を下げる。







「……反省しろ。そして考えろ。よいな？　百合」

「はい」







　博士はその言葉を最後に、部屋から出ていく。

　私はその背中に頭を下げ、そして体力回復のために布団へと戻った。







　……今は、休もう。そして体調を万全にしよう。それが愚かな今の私に出来る、たった一つのことなのだから。博士の讒言に報いる、たった一つの方法なのだから。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……冷たい布が目を覆うように当てられた。







　骨折の影響で全身熱っぽかった私にとって、それは優しい冷たさで。

　寝起きの寝ぼけた頭で。夢うつつに。昔のことを思い出す。







　――子供の頃。まだ総統が健在で、『ブラックシャドウ』にみんながいた頃。







　年相応の体力しかなかった幼い頃の私は、季節の変わり目にはよく熱を出して。

　年相応に我儘で。子供らしい我儘で。大好きだった総統に看病をねだった私は。




　いやいやながらも。しぶしぶながらも。でも私の側から離れずにいてくれた総統が。

　そっとその大きな手を私の額に当ててくれるのが、嬉しくて。嬉しくて。嬉しくて。




　普段忙しい総統を、今だけは自分が独占できているような、そんな気持ちになれて。

　無骨な総統が。不器用な手つきで。小声で文句を言いながら。私を見てくれるのが。







　――嬉しくて。本当に嬉しくて。泣きそうなくらい嬉しくて。

　――このままずっと風邪をひいててもいいな、なんて。そんなことを思って。







　…………。







「……博士。あんまり根詰めるとお体に触りますよ？」

「うん？　ああ。Bか。どうした？」

「どうしたもなにも……。交代の時間です。看病、代わりますよ」

「……いや。まだよい。儂がもう少し診ていよう」







　…………。







「……博士？　百合ちゃんの看病は交代で、って言ったのは博士ですよ？」

「儂は戦闘はこなせないからな。その分、こういった雑務を、の」

「博士私博士大佐博士A博士カニゾーさん博士博士そして博士おまけに博士」

「なんじゃその呪文は？」

「博士が決めた、百合ちゃんの看病の順番ですけどー？」

「……そうだったか、の」

「明らかにある特定の方の看病時間が多い気がしますがー？」

「……気のせいじゃろう」







　…………。







「……大佐も言ってましたけどー。ほんと、博士は百合ちゃんには甘いですねー」

「……何を言うか。お前らが甘やかすから、さっきも儂がびしっと説教を」

「ああでも言っておかないと百合ちゃん、怪我も顧みず飛び出しそうでしたものね」

「…………」

「…………ふふっ」







　…………。







「……儂にとって。百合は。この子は。の」

「はい」

「総統の忘れ形見、というだけではなく、その、なんだ」

「はい」

「大事な大事な、孫、のような、もので……」

「はい」







　…………。







「……すまん。忘れてくれ。妙に感傷的になってしまったようじゃ」

「はい」

「少し、夜風にでも当たってくる。百合を見ていてくれ」

「はい。……あら？」

「うん？　どうかしたか？」

「いえ。博士、この布。百合ちゃんの目元に当てた布。ちゃんと絞りましたか？」

「なぜじゃ？」

「布団が妙に湿ってますよ？　もっと絞ったほうがよかったのではないかと」

「む？　おかしいな。きちんと絞った筈なのだが……」










　……布団を濡らしたその水の成分は。きっと。多分。塩分が多め。











第二幕　閃光の青

第九話　青の過去

第九話　青の過去




　怪我の治りが早いこと。それは私たち『ブラックシャドウ』のメンバーの、数少ない特権のひとつである。まあ、そもそも。私以外の人たちはいろんな意味で規格外の人ばかりなので、怪我を負うこと自体が珍しいのだが。




　私の持つ逆十字架は勿論、大佐にもAさんBさんにも自分の専用変身アイテムがあり。そしてそれを製作したのは博士であり。科学の力なのか魔法の力なのかはよく知らないけど、それを着用した状態で負った怪我は、変身を解いても有り得ない早さで完治する。







　だから。まあ。瀕死と言ってもいい状態だった私の怪我も。一晩経てば。翌日の夕方にもなれば。それなりに痛みも引き、怪我自体も塞がりつつはあるのだが。







「……はあ……」







　治らないのは心の傷で。塞がらないのは心の穴で。




「あー。もー。悩むのは柄じゃないのになあ……」　




　青の魔法少女に浴びせられた言葉が私を苛む。

　博士にかけられた言葉が私の心を刺激する。




　青の魔法少女の言葉を否定できなかった私は。

　博士に言葉に反論できなかった私は。




　やはり冷たい人間なのだろうかと、そう思い。

　やはり軟弱な戦闘員なのかと、そう思う。







「馴れ合い。馴れ合い、か……」







　白い魔法少女の顔を思い出す。彼女との会話を思い出す。自らを『正義』と呼んで何ら恥じることのない、自信と自負に満ち溢れた整った顔。その瞳は常に前を見ていて。前だけを見ていて。自らの進む道に一遍の迷いすらなくて。




　もしかしたら。彼女も。強く見える彼女でも。　




　私と交流することを。私に声をかけることを。その立場上、その思想上、躊躇ったりしたのだろうか？　迷ったりしたのだろうか？







　青い魔法少女の顔を思い出す。見る者全ての心を凍らせる三日月の笑顔を思い出す。悪を滅ぼすと。悪を許さないと。その為に全てを捨てたと。そう叫んだ彼女の顔は発言内容とは裏腹に笑顔のままで。その瞳は虚ろな深淵を映すだけで。




　もしかしたら彼女こそ。彼女の持つ強さこそ。




　全てを捨て去ることが。甘さを捨てきることが。そこまですることが。そこまでして手に入るものこそが。それが本当に『強い』ということなのだろうか？







「……そう、なのかなあ？　そうなのかなあ？」







　骨折に伴う熱はもう引いたけど。今の私は知恵熱を発症しそうで。ままならぬ思考を廻らすのにも疲れ果て。カジカジと毛布を齧る。うん。おいしくない。




　ゴロゴロと布団の上を転がる。普段の私は即決即断で。勇猛果敢がモットーで。見る前に飛べが座右の銘で。だから。悩むという行為自体に慣れていなくて。







　――こん、こん。







　だからそのノックの音は。来客は。私には大歓迎で。そしてその控えめなノックの仕方は。私の大好きな優しいBさんの癖で。




「百合ちゃーん？　おきてるー？」

「うん。起きてる起きてる。どうしたの？　Bさん」

「えーっと。お見舞い？」

「お見舞い？　どうぞどうぞ。入って入ってー」




　ひとつ屋根の下に住んでいて、いまさらお見舞いも何もないとは思ったけれど。

　気分転換をしたくて。というかBさんに甘えたくて。私は彼女を招き入れる。




「……やー。そのー。私じゃなくてねー。えっとー」

「うん？　どうしたの？　入ってくればいいじゃない？」

「私じゃなくてね。お見舞いに来てくれたのは百合ちゃんのクラスメイトさんで」




　……私にお見舞い？　クラスメイトが？　自慢じゃないがそんな人には心当たりがないぞ？　本多百合は孤高の生徒。ぶっちゃけ私が休んでもクラスの誰にも気がつかれない、そんな自信すらある。……悲しいことに。







　――あ。いや。ちょっと待てよ？　まさか。まさかあいつか。いやまさか。







　Bさんがドアを開ける。その背後にいた彼女は。恐縮そうに、でもどこか物珍しげに、キョロキョロと周囲に視線を飛ばす彼女の正体は。まさか、と言おうか。やはり、と言おうか。銀髪のお嬢様で。蒼い瞳のお姫様で。







「――お見舞い、などではありません。クラスの副委員長としての義務、です」







　憮然とした顔をして。我がクラスの副委員長様が。白いお姫様が。

　カトリーヌが、両手に荷物を下げて、立っていた。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……思ったより元気そうで安心しました」







　ふわりと優雅に。でも背筋を伸ばして。私の部屋の畳の上にきちんと正座して、カトリーヌはまずそう述べる。何だろう？　この英国人正座ができたのか。銀髪碧眼黒セーラーの美少女が、六畳の和室の畳の上でぴしっと正座するその姿は、余りにも違和感が強すぎて。うっかり異世界にでも迷い込んでしまったのかと、そう思う。




「これ。この花束は三田君からです」

「ああ。うん。ありがと……」

「それからこれ。このネギは雪乃からです」

「ああ？　うん？　ありが、と？」

「この国では熱が出たときには、このネギを使った民間療法があるそうですね？」




　うん？　ネギ湯のことかな？　それとも首に巻くほうかな？




「何でもこれをこのまま、体のどこかに差し込むとたちまち熱が」

「待ってカトリーヌ！　誰！？　そんなデマをあんたに吹き込んだのは誰！？」

「デマ……？　なのですか？　この国では割とポピュラーな治療法だと雪乃が」

「あの悪魔少女か！　あいつの仕業か！！」




　おのれ桃色の黒魔術師め！　何か私に恨みでもあるのかあいつは！？







「……まあ。無意味な挨拶はこれくらいにして……」







　すっと。カトリーヌが視線を送ってくる。『ここから先が本題ですよ』と。そう伝えてくる。彼女がクラスの副委員長から魔法少女へと、その立場を変える。







「……派手に、やられたものですね」

「……なによ？　馬鹿にしにきたの？　だったら帰れ。しっし」

「『組織』に上がってきた情報では、もっと酷い状態だということでしたが」

「変身中の怪我だったしね。それにこっちには腕のいい医者モドキもいるのよ」







　カトリーヌの視線が私の腕に注がれる。左右とも包帯に包まれたその腕に。その拳に。……一瞬だけ。ほんの一瞬だけ。その瞳が憐憫の色に揺れたように見えたのは、私の気のせいだったのだろうか？







　……さあああああ……。







　そんな軽い音を立てて、また雨が降ってくる。今年の梅雨は働き者らしい。窓の外から見える畑が。そこに植えられた田中のおばあちゃん自慢の野菜たちが。その恵みを受けてきらきらと輝く。







「……雨、だね。帰り、平気？」

「ご心配なく。折りたたみ傘を持参していますから」







　なんとなく。二人して窓の外を見る。六月の雨は軽くて。夏の雨ほど強くもなく。冬の雨ほど冷たくもなく。優しく、優しく、ただ降り注がれる。







「……なんあの？　あの青いのは？　アレ本当に『正義のミカタ』なの？」

「……それに答えるのは、『守秘義務違反』、ですわ」

「あっそ。じゃあもう聞かないよ」

「でも。今日の私は実はお休みなので。今はただの女子高生なので」







　二人の視線は窓の外に注がれたままで。だから二人の視線は絡むことなく。そしてカトリーヌの声は小さく。ぎりぎり、独り言と言っても通じるくらいの音量で。







「日本の女子高生は、おしゃべりが好きですものね。噂話が大好きですものね。『郷に入りては郷に従え』と。この国の教えに倣ってみますか」







　さあああああ……。







「……彼女が、『風見　葵』さんが。『正義のミカタ』だということは、事実です」

「……その割には、正義と名乗る割には、言動がだいぶぶっとんでるけど？」




　バーサーカー。あるいは狂信者。そう呼ぶのが彼女には相応しい。




「それから、あいつの言ってたこと。『両親を悪に殺された』。これの真偽は？」

「それも、間違いなく、事実です」




　……そうか。まあ、そんな気はしていたんだ。それが嘘だとしたら、彼女の異常性が証明できない。説明がつかない。それくらいの過去がなければ、トラウマがなければ、人はああも憎しみに固まったりはしないだろうし。




「……今から十年位前、だそうです。時期的には、当時最強と言われた『ブラックシャドウ』が壊滅した、その直後、ですね」







　――ちくり、と。その言葉に胸が痛む。少しだけ。少しだけ。







「最大手の悪の組織、『ブラックシャドウ』が潰れたことにより、この世界には平和が戻る。当時の人間は皆、そう思っていました。――でも、そうはならなかったのです」

「……なんでよ？　悪がいなくなれば平和になるのは道理でしょ？　それとも何？　その最大手の悪を潰した正義が反旗を翻して悪にでもなったの？」




　個人的には有り得ると思う。あいつら汚かったし。やり方が卑怯だったし。あいつらこそ『悪』の名前が似合うんじゃないかと。私はそう思う。……いや。そんなことはないか。やつらは『悪質』なだけで『悪』じゃない。『悪』を名乗るには美意識が足りなすぎるもん。あの最低野郎たちには。




「いいえ。そうではなく。……『ブラックシャドウ』に押さえ込まれていた弱小の『悪の組織』たちが、邪魔な目の上のたんこぶが消えたことにより、活性化しまして」

「……あー。なるほど、ね」




　それは、分かる。分かる気がする。同じ『悪』とはいえ、信念を持って、節度を持って行動していた『ブラックシャドウ』と違い、己の私利私欲のために悪であろうとする存在では、その意識が違う。錬度が違う。結果が違ってくる。




「……結局、当時の『正義のミカタ』も認識が甘かったと言うことですわ。大物を倒してしまったことにより、逆に小物どもの暴走を許してしまった。……そして、そんな小物たちのひとつが、高速道路で『正義のミカタ』とカーチェイスを巻き起こし」




　カトリーヌの白い顔が更に白さを増す。蒼白になる。




「あ。うん。わかった。あいつの両親は、青いやつのご両親は、その事故に巻き込まれて……ってことなんでしょ？」




　カトリーヌは一度頷き、そして首を横に振る。




「正確には、ご両親だけではなく、一家全員、ですね。――風見さんも、いえ、葵さんも、その車に同乗していたのです。……彼女にとって不幸だったこと。それは、彼女のご両親が重体だったこと。そして自らは軽症だったこと。そして」







　言葉を切る。言うのを躊躇うような、そんな雰囲気。







「――その悪の組織が、苦し紛れに周囲の車も巻き込んでしまったが故に、救急車の到着が大幅に遅れました。……つまり、彼女は長い時間、まざまざと見せ付けられたのですよ。自分のご両親が死んでいく様を。自分の愛する両親が。苦しんで苦しんで、苦しみぬいて。そして死んでいく。そんな地獄のような光景を」







　さあああああ……。







「――その後、一人残された少女は、国の施設に引き取られました」

「まて。カトリーヌ。話が見えたぞ？　つまりあれか？　あいつはそこで。その国の施設とやらで。洗脳か何かをされたんだろ？　それであんなふうに」




　すっと。カトリーヌの手が上がる。私の前で手のひらが広げられる。




「その誤解は、貴方の立場なら尤もではありますが。違います。彼女を引き取った施設は健全な施設です。それは私の名に賭けて断言できます。いえ。そもそも」




　銀髪の少女が手を下ろす。……そしてその手を胸に。自らの胸に。




「悪と戦うのは、私たち『正義のミカタ』の魔法少女の仕事です。……確かに、国はそのバックアップの役目は果たしてくれます。情報や補給や、生活の保障と言う形で。でも、考えてみてもください。戦闘自体は『魔法少女』が勝手にしてくれるのです。それを、なぜ、国がわざわざ取って代わろうとするのです？　そんなの、意味がないじゃありませんか」







　私はカトリーヌの言葉を吟味する。つまり、こういうことか。国はその立場上、『正義のミカタ』のバックアップはする。でも、悪との戦闘の矢面に立つつもりはさらさらない。――故に、国が、悪と戦うための人材を自ら作る必要もない、と。







「……あ。でもそうすると、ひとつ矛盾が生じるぞ？　カトリーヌ」

「はい？　なんでしょうか？」

「その話が本当だとするならば、なぜあいつは『魔法少女』になれたのよ？」







　合宿のときに、北川さんから聞いたぞ？　魔法少女は不思議な存在に選ばれてなれるものだって。つまりそれは偶然の色が濃い訳で。そして青の少女がこうも言っていた筈。『だからあたしは『魔法少女』になった』と。その言葉の裏には、自らの意思が感じられて。偶然ではなく必然だということで。







「……魔法少女が『選ばれる』システムは、実はよく分かっていません。ただ、歴代の『魔法少女』たちを見れば、いくつか推測できることはあります」

「なによそれ？　あんたたちはよく分かっていないものに力を貰っているの？」




　私の挑発めいた口調に、カトリーヌは乗っては来ず。淡々と続ける。




「そういうことに、なりますね。……選ばれた『魔法少女』たちは大きく分けると二つのタイプの人でした。ひとつは生まれつき、魔法の才能がある人たち。雪乃がこれに当たりますね。……彼女、自分でもよく分かっていないみたいですけど、範囲魔法が使えるということだけでも、その才能は恐るべき事なんですよ？」




　……えー。なんとなく。納得できない。だってあいつ黒魔術師じゃん。




「もうひとつのタイプは、人一倍正義感が強い優等生。如何にも『正義のミカタ』っぽい人たちですね。三田君がこれに該当します」




　うん。それはまあ、うん。納得してもいい。今はただのお笑い担当だけど。




「……ここから先は推測、です。彼女は、風見さんは。その道を選んだのではないでしょうか？　調べてみて驚きました。彼女のいた施設の精神ケアの担当官。小学校の担任。中学校の担任。どの人も皆、口をそろえて彼女のことをこういうのです」







「『あんな悲劇の経験者とは思えない、いつも笑顔の優等生だった』、と」







「……どういうこと、よ？」

「彼女は、昨晩の彼女の行動を見れば。彼女が悪を過剰に憎んでいるのは分かります。無理もないことだとは思います。でもそれを表に出しては、顔に出しては、表情に出しては。『正義感の強い優等生』ではいられない。だから」







　私は彼女の顔を思い出す。ぱかりと大きく、三日月形に開いた口は、私に殴られ血を滴らせてなお、笑顔の形を崩さずに。一度も崩すことはなく。







「……十年。実に十年間。彼女は彼女の心の底に渦巻く復讐心を、本心を、誰にも見せずに、誰にも悟られずに、ずっと笑顔で隠し続けた、ということです。――それで歪まなかったら、おかしくならないようなら。それはきっと『人』ではない。人以外の存在なのではないかと、私はそう思います」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……そろそろ、帰りますね。百合、お大事に」

「……ああ。うん。その、ありがと」

「いいえ。礼を言われるようなことではありません。義務ですから」

「あー。はいはい。そうでしたねー」




　お嬢様が立ち上がる。そしてドアに手をかける。




「ああ。そうそう。忘れるところでした」

「うん？　傘？　貸そうか？」

「ちゃんと持ってきましたってば。……これを」




　そう言いつつ、彼女がスーパーの袋から取り出したものは。




「……桃缶、か」

「『見舞いならこれが一番だ』と、山田先生が仰っていたので」




　うん。大佐。グッジョブ。ネギとか言い出してたら家に入れないところだった。




「……百合。最後にひとつだけ」

「うん？　まだあるの？　なに？」







　振り返ったカトリーヌの表情は。深い悩みに曇っていて。いつもの凛とした表情は形も見えずに。迷子の幼子のような、そんな顔をしていて。







「……私には、分かりません。分からなくなりました。風見さんは、正義なのですか？　それとも悪なのですか？　正義のために振るうべき力を、復讐のために振るう。でも、振るう相手は悪で。でもその目的は私的なことで。個人的な感情で」







　正義の代名詞。そう言っても何ら差し支えのない、そんな純粋な魔法少女であるカトリーヌは。純粋すぎるが故に。新たな仲間のことを理解できなくて。







「……今の私たちは、本当に、『正義』の名に値するのでしょうか？」

















第二幕　閃光の青

第十話　男の意地

第十話　男の意地




　――ゴン、ゴン。







　カトリーヌが出て行ってからしばらくの時間が経ち。私の部屋のドアが再びノックされる。Bさんの、その優しい人柄を表すかのような音ではなく。硬い金属でドアを叩くような、腹に響くような、そんな大きな音を立てて。







「……姐さん。起きてますか？」

「うん。起きてる。姐さんじゃないけど起きてる」







　ドアを開けてぬっと入ってきたのは巨漢の甲殻類、カニゾーさん。さっきの金属音の正体は右手の義手。大佐に斬り落とされ、博士によって取り付けられたその義手はナントカ合金製とやらで、やたらと硬いとかなんとか。







「よかった。いや、夕食を作ってきたんですけどね。食えますか？」

「あ。ありがとうカニゾーさん。ちょうどお腹へってたんだ」

「そりゃ体力が回復してきた証ですな。蟹雑炊です。お口に合えばいいのですが」

「…………うん。ありがと」







　これ、あんたの肉じゃないでしょうね？　信じてるからね？　カニゾーさん？







　……恐る恐る口を付けたカニゾーさんの蟹雑炊は、出汁が利いてて口当たりが軽く。味付けも薄くて食べやすく。するすると私のお腹に入っていき。




「……ふう。ご馳走様。おいしかったよ。カニゾーさん」

「気に入ってくれたようで何よりです。姐さん」




　甲斐甲斐しく食後のお茶などを淹れつつ、カニゾーさんが応える。よく見たらこの甲殻類さん、私愛用のヒヨコのエプロンをしている。見上げんばかりの巨漢怪人が、かわいいフリルのヒヨコエプロンを着用し、慎重に湯飲みにお茶を注ぐその姿は、まあその、こう言っちゃなんだけど、かなりシュールな光景で。




「……どうかしましたか？」

「ううん。なんでもない」




　自然と笑顔が浮かんでくる。沈んでいた気持ちがちょっとだけ救われる。これを狙ってのヒヨコエプロン姿なのだとしたら、案外、この怪人も策士である。







「ところで、みんなは？　今ってカニゾーさんが看病の時間なの？」

「皆さん、今夜はどうしても外せない用事があるそうで……」







　博士は町内会の寄り合い。大佐は学校で残業。AさんBさんは警備のバイトで夜勤だという。博士の寄り合いや大佐の残業はともかく、『悪の組織の戦闘員』に警備されるビルとか、それってどうなんだろうと思う。ま、それはともかく。







「……ってことはさ、カニゾーさん？」

「はい？　何でしょうか？　姐さん？」

「カニゾーさんがいてくれなかったら、私、ひとりぼっちだったんだね」

「……いや。その場合はさすがに誰かが予定をずらしたでしょうが……」







　そういう意味じゃないんだよ。カニゾーさん。




　動けない私一人をおいて、みんなが出て行けた理由は、そこに信頼できる仲間がいたからで。それがつまりカニゾーさんのことで。それはみんなが、博士や大佐やAさんやBさんが、怪我した仲間を預けるに足りると、カニゾーさんのことを認めたという何よりの証拠で。







　カニゾーさん。もうあんたは、うちの家族の一員なんだよ。あんたがその事を喜んでくれたのなら、私も、そしてきっとみんなも、嬉しいな。







「……ねえ。カニゾーさん？」

「はい？　何ですか？」







　本多百合という女の子は。学校では孤高を気取ってはいるけれど。実は家族には甘えん坊なのだ。AさんBさん大好きだし。博士も大好きだし。大佐も……まあ、うん。嫌いではないし。いろいろと駄目な人だけど。







　だから私はカニゾーさんに問いかける。解けない悩みを打ち明ける。







「カニゾーさんにとって。正義って。悪って。強さって、なに？」

「……哲学的な質問ですね。姐さん」

「難しく考えないんでいいんだ。率直なところを聞かせて？」

「そうですね。……悪の組織の怪人が、自ら正義や悪を語るのは滑稽ですが」




　カニゾーさんが居住いを正す。しっかり私と目を合わせる。




「強さ、ということならば、ひとつだけ」

「うんうん」

「あの日の、自分を打ち倒した時の姐さんは、強かったと、思います」

「あー。その。確かにあれは私の勝ちだったけどさ。そういうことじゃなくて」




　物理的な強さとか。勝ち負けだとか。博士の問い掛けはそういう意味じゃないと思うんだ。むしろ精神論？　いや心意義？　そんなものだと思うんだけど。そう突っ込もうとした私をやんわりと遮って、カニゾーさんが続ける。







「姐さん。自分は学がありませんから、博士の親父さんや大佐の兄貴のような、難しいことはいえませんが。でも、一人の戦士として感覚的に分かることはあります」







　……戦士として。か。聞かせてもらいましょう。でも、その前に。これ今は突っ込まないけどさ。『大佐の兄貴』もどうかと思うけど、『博士の親父さん』って……。







「難しく考えているのは、姐さんのほうではないかと。強さとは？　なんて、戦士が語ることではありません。姐さんは呼吸をするときに、呼吸のやり方を考えますか？」

「……考えない。考えたことはないと、思う」







　カニゾーさんが渋い顔で笑う。いやその顔は怪人の顔の。甲殻類のままなので、渋いとかそういう表現が正しいのかどうか分からないけど。







「あの日の姐さんは、誰よりも強かった。それは事実です。……姐さん、自分、不器用ですから。これ以上は言えませんが。姐さんの望む答えは案外」







　すっと。金属製の義手を私に向ける。その指先を私の胸に向ける。







「姐さん自身が、既に。呼吸をするように、自然に。意識せずにしていることなのかも、しれませんよ？　……さあ、悩むのは明日にして。今夜はもう寝てください。お体に触りますから」







　☆　☆　☆　☆　☆







　ぼーん、ぼーん、ぼーん……。







　百合荘一階の居間にある、古風な柱時計が、夜の九時を告げる。

　普段は仲間の誰かしらがいるこの居間には。今は一人の怪人、いや男しかいなくて。




　男は背中に手を回す。エプロンを外し丁重に畳む。それをちゃぶ台の上に置く。

　可愛らしいヒヨコ柄のそのエプロンの持ち主は。男が守るべき人で。大事な人で。




　背筋を伸ばし。正座した男は。そのエプロンに向け、深々と頭を下げる。

　男を負かした彼女に対し。男を救った彼女に対し。最大の感謝の念を払う。







　――きっちり十秒間。頭を下げ、そして静かに頭を上げた男の顔は。

　――精悍な、引き締まった、誇り高い一人の戦士の顔を取り戻していて。







　男は音もなく立ち上がる。そっと自分の武器を撫でる。愛おしそうに。

　男は静かに玄関の扉を開ける。そっと自分の義手を撫でる。感謝するように。







　目の前に広がる畑は。夕方から降り続く雨に濡れ。月はその姿を隠し。

　歩き始めた男が。その少女と対峙したのは。雨で水量を増した過去川の川岸で。







「……あいつ以外、誰もいないって、予想していたんだけど、ねえ」

「……『正義のミカタ』の情報網も、存外、当てにならぬと言うことだ」







　少女が笑う。貼り付けたような笑顔で。

　男が応える。固い意思をこめた声で。







「確かに。帰ったら情報担当を締め上げておくよ。……でも、よく分かったねえ。あたしが近づいてくるのを。もしかしてこっちの情報が漏れたのかな？」

「見つけてくれと言わんばかりに、そんな殺気を振りまいたまま近づいてくれば馬鹿でも分かる。貴様は少しは控えるということを覚えたほうがいい」







　少女が首を傾ける。人形のような無機質な動きで。

　男が腕を広げる。自分の覚悟を見せ付けるような動きで。







「それで？　ここを通して欲しいって言ったら、通してくれる？」

「元より言葉で解決する気はないのだろう？　『正義の魔法少女』よ」







　カパリと。少女の口が開く。赤い三日月がその顔に現れる。

　ガチャリと。男の鋏が開閉する。赤い凶器がその笑顔に向けられる。







「……あんたじゃ、あたしには勝てないよ？　それでも、やる？」

「……勝てぬからといって、背中を向ける訳にも行かぬので、な」

「なんで？　あんた『闇夜の鴉』の怪人でしょ？　そんな義理ないじゃん」

「命を救われた恩がある。男が命を賭けるのに、それ以上の理由があるか」







　少女が青い槍を構える。その切っ先を男へと向ける。

　男が鋏を振りかざす。その切っ先を少女へと向ける。







「……じゃあやるしかないよね。お互い譲れないものがあるのなら」

「……元よりその覚悟。ここを通りたくば、自分の屍を超えていけ」







　さあああああ……。







「『正義のミカタ』の青い風！　マジカル・ウィンド！　参上！！」

「『ブラックシャドウ』の怪人！　カニゾーだ！　いざ尋常に！　勝負！！」







　――青い閃光と、赤い灼光が、交差する。







　☆　☆　☆　☆　☆







　――夢うつつに。半分意識が飛んだ状態で。それ故素直に。




　私はさっきのカニゾーさんの言葉を思い出す。『呼吸をするように、自然に』。私がしていること。意識せずに実施していること。それが、私の強さの正体。




　――それはきっと。多分。正義を憎むことじゃなくて。




　私はさっきのカニゾーさんの言葉を噛みしめる。『あの日の姐さんは、誰よりも強かった』。つまり、青の少女と戦った時と、カニゾーさんと戦った時の違いこそが答えで。




　――それはきっと。多分。誰かを憎むことじゃなくて。







　誰か……を。何か……を。……その……せなか……に……。







　――暗転。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ぐはっ……！！」







　青の少女の槍が、男の腕を斬り裂く。固い甲羅で覆われた左腕は健在なれど、少女は悪魔的といっていいほどの精密さで、速さで、男のむき出しの肌のみを狙い引き裂いていく。その傷の数は既に二桁を超え。男の体はその鋏のような深紅に染まり。







「んー。やっぱりあんたじゃ駄目だよ。甲殻類さん。そろそろ諦めたら？」

「なんの……。これしきの傷、屁でもないわ……」

「この期に及んでその強がりは立派だけどさ。もうふらふらじゃん？　あんた」

「ふん。小娘に対するハンデだ。さあ、気にせずかかって来い」







　論理的に言って、敵う訳がないのだ。この青い『魔法少女』は、男を倒した『悪の女幹部』にすら完勝したのだ。どう考えても勝てる相手ではない。







　それでも男が倒れないのは。男が意識を失わないのは。

　明確な目的意識があったから。達成可能な目標があったから。







　自分では、勝てない。それはよく分かっている。でも。男には。いや。『今の』男には。頼るべき仲間がいるから。信じられる仲間がいるから。




　もうすぐ『ブラックシャドウ』の頭脳とも言うべき老人が帰ってくる。どんな逆境をもその知識で乗り越える天才が帰ってくる。老人には戦闘能力はない。だがしかし、老人ならば呼べる。頼りになる仲間を呼び寄せることができる。







　――だから。男が。その男が自分に課した義務は。時間稼ぎ。







　今の男は一人ではない。だからそれまでこの身は倒れない。倒れることは自分が許さない。倒れるようなことがあっては、大事な仲間を守ることが出来ないようでは、男を信頼して任せてくれた戦友たちに顔向けが出来ない。昨日までの敵を、快く受け入れてくれた戦友たちに顔向けが出来ない。







　幸いこの身は、ベースは甲殻類。深海に。汚れたどぶ川に。どんな劣悪な環境でも生きられる甲殻類の生命力は。普通ならとうに出血死してもおかしくはない、そんな傷にも、怪我にも、痛みにも、耐えられる。そう信じている。







「……そもそもさ、相性が悪いでしょ？　あたしの早さについてこれないでしょ？」

「……早いだけの攻撃など、幾ら喰らっても痛くも痒くもないわ」







　嘘である。男が意識を失わずに済んでいるのは、実はその痛みのおかげなのだ。気を失いかねない激痛を与えられても、すぐにそれを上回る痛みが襲い掛かるため、男の意識は繋ぎとめられているのだ。青の少女にとっては皮肉な状況と言えよう。







「んー。じゃあ切り札でも使おうかな？　……次は、痛いよ？」







　バチィッ！！　そんなスパーク音を槍が上げる。青い槍が、青白い光に包まれる。バチバチと発光するそれは、強大な魔法の証で。その起動音で。







「これは、かわせない。回避できない。かすっただけでも致命傷だよ？」

「……それが貴様の、切り札、か」

「そう。あの『女幹部』にぶちかます予定だった一撃」

「……では。かかってくるがよい。そんなものは、自分には、効かぬ」







　三日月が、裂ける。空虚な瞳が、光る。




　

　爆発するような音を立て、青い少女が地を蹴る。それを認識することまでが男の限界で。気がつけば青い少女の掲げる青い槍は目の前で。回避など間に合う筈もなく。







　――ぞぶり。と。男の横っ腹が裂ける。ばしゃっと、血が溢れ出す。







　同時に男の全身に衝撃が走る。避けた傷口から直接、電撃魔法が流れ込む。肉が焦げる嫌な匂いが周囲に立ち昇る。焼けた傷口から煙が上がる。







「――ぐ、ぼっ……！」







　男の口から鮮血が溢れ出す。身を屈め男の懐に潜り込んだ少女の顔に、その赤黒い液体がかかる。――それを避けもせず。拭い去りもせず。血塗れのまま、にぃ……と嗤う少女の顔。まさに悪鬼の如く。




　男の腰が落ちる。されどなお、倒れまいとする意思を示すが如く。男の右腕が少女の胸倉を掴む。最早、それだけで我が身を支えているかのように。縋るかのように。男は腕に力をこめる。







「……放しなさいよ。女の胸に気安く触るんじゃない」

「……ひとつ。貴様に教えてやろう」







　どう見ても、死の一歩手前。三途の川は目の前。全身傷だらけ。全身血塗れ。横腹には致命傷。体には電撃を受け。でも。それでも。男は意識を失わない。男は倒れない。男は――諦めない。







「あんたに教わることなんて、なにもない」

「……そうかな？　じゃあ勝手に話す。――切り札っていうのはな」







　ガシュッ！！　男の腕が。右腕が。そんな金属音を立てる。手首よりやや上。ひじよりはやや下。そのあたりに。腕の左右から、排気口のようなものが飛び出す。







「なっ……！？　あんたそれは！？　は、離せ！　離せっ！！」







　少女が男の腕を振り払おうとする。しかし男の腕は少女の衣装を掴んだままびくともせず。その意志の固さそのままに。硬く、強く、握り締められたままで。







「……最後まで。とっておくもの、さ。　――吹き飛べ『魔法少女』よっっ！！」







　男の腕が火を噴く。これこそがまさに男の『切り札』。追い詰められ追い詰められ追い詰められて。最後の最後の、最後のときに。覚悟を持って放つ必殺の技。それこそ。







　青い少女が吹き飛ぶ。握り締められた男の拳は。『ロケット・パンチ』として飛び立った後もなお。男の意思を伝え硬く握り締められたままで。少女に回避の術を与えず。ただただその身を宙に走らせる。







　――やがて。遠く離れた過去川の川岸の。堅牢な石で作られた堤防から。トラックが激突したかのような轟音が響き渡った……。







　☆　☆　☆　☆　☆







「が、は……っ！！」







　少女が血を吐く。青かった筈のその衣装は。自らが切り裂き打ちのめした怪人の返り血で。そして今、自らが吐き出した鮮血で赤く染まっていて。







「……肋骨が、数本。持って行かれた、か。背骨が無事だっただけましだね」







　少女は立ち上がる。今なお自分の胸倉を握り締めたままの怪人の腕が、ガチャリと音を立てる。うっとうしげに引き剥がそうとする。だがしかし、その腕は。金属製の怪人の『切り札』は。どんなに力をこめても剥がすことが出来ず。







　少女は青い衣装のポケットに手を突っ込む。中に無造作に忍ばせてあった錠剤をまとめて口に放り込む。ガリガリと咀嚼する。組織の医療部門が開発したこの鎮痛剤の効果は抜群だ。……まあ、副作用も相当なものだけど。







「折れた骨は、肺には刺さっていない、と。……まだ、いけるか」







　少女は槍を構える。今のは、油断。その代償が、この怪我。

　授業料は高くついたけど。でもこれで。あの怪人は終わり。







　……もうあいつには、私に向け、放つ武器が、ない。







　少女は走る。川を飛び越え。畑を横切り。今なお自分へと向けた顔を逸らすことなく。傲然として立つ男の下へと走りよる。







　――その切っ先が。青い凶器が。男の喉元へと迫る。その瞬間。







　少女は急停止する。槍の先は男の喉に触れる寸前で。軽くそれを振るえば、男の動脈は裂け、軽く突き刺せば、男の延髄は貫かれる筈で。でも。







「……なんだよ。もう終わってんじゃん。あんた」







　右腕を真っ直ぐ前へと伸ばし。左腕の鋏でそれを支え。自らの血で汚れ。ずたずたになった体をしっかりと伸ばし。傷だらけの足で大地を踏みしめ。







　――男は。カニゾーは。立ったまま。意識を失ってなお、少女の進路を阻んでいた。

　……一歩も引かぬと。ここは通さぬと。そう告げた言葉のままに。







　少女が無言で槍を振り上げる。男に向けて振り上げる。そして。







　――少女が口を閉じる。三日月が姿を消す。代わりに少女に浮かんだ表情は。







　月のないこの夜では。六月の雨が降り注ぐこの闇夜では。

　誰も見ることが出来なくて。誰の目にも留まることはなくて。







「……やめた。見逃してやるよ。　――授業料代わりだ。とっとけ」







　――そう呟いた少女は。『全ての悪を滅ぼす』と宣言した『魔法少女』は。槍を収め、男に、『百合荘』に。傷だらけの背を向け、静かに歩き去っていった……。
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「――だっ！　……まずは血を……！」

「頭を……、腹を……、――そうだ！　ゆっくり！　揺らすな！」







　……う、う、うん？　なんだろ？　騒がしいなあ……。







　わたしは寝ぼけ眼のまま、枕元の目覚まし時計に手を伸ばす。……只今の時間、夜中の0時。十分、真夜中といっていい時間。誰だこんな時間に騒いでるのは。




　のそのそと布団から這い出た私は、自室のドアへと手をかける。ぴりっと軽い痛みが拳に走る。うーん。完治まではまだもうちょっとかかるかなあ。




　そんなことを考えつつ廊下に出る。騒ぎは一階から聞こえてくる。うちが住宅地から離れていてよかった。こんな時間にこんなお騒ぎをしていたら、ご近所さんから通報されてしまう。畑に囲まれた一軒家で本当によかった。ぼろいけど。




　そろそろと階段を下りる。――下りきる必要もなく、私の鼻腔を刺激する錆びた鉄の匂い。つい先日、自分の流す『ソレ』の匂いを嫌というほど嗅がされたばかりで。その匂いの元が容易に想像ついてしまう訳で。







「ちょっ！？　え？　ええっ！？　なに！？　なにがあったの！？」

「見るな！　百合！　部屋に戻るんだ！」







　最初に私に気がついた大佐にの叫びは、ほんの少し遅くて。遅すぎて。







　私は見てしまう。見せられてしまう。毎日、私が磨いている玄関が、その床が。赤黒い液体で汚れていることを。つう……と広がるその赤が、私の新しい家族の体から流れ落ちているということを――。







「……え。ええ？　なんで！？　どうして！？　カニゾーさん！？」

「……事情は知らん。博士が寄り合いから帰る途中で見つけたそうだ。こんな状態のまま、そして立ったままで気を失っていたらしい。……まあ、この槍傷を見れば、犯人の想像はつくが、な」




　いつもはヘラヘラと。軽薄な笑いばかりを浮かべている大佐の顔が苦々しく歪む。その大佐の服も血で赤く染められていて。それはつまり。大佐が。スーツ姿のままでカニゾーさんを背負ってきたということに違いなくて。




「……え。なに？　カニゾーさん立てないの？　歩けないの？」

「……立つどころか。呼吸すらままならぬ状態じゃ」




　傷口を調べていた博士が呟く。その目は見たことがないくらい真剣で。どんな無理難題でも自慢の科学力でこなしてきた博士と同一人物とは思えなくて。




「……冗談だよね？　嘘だよね？　博士。嘘だって。そう言ってよ……」

「……儂は学者、だからな。嘘は言わん。……助かるかどうかは、五分五分だ」







　私は居間に仰向けで横たえられたカニゾーさんの体を見る。全身ズタズタに切り裂かれたその体は、無事なところを探すほうが難しいくらいで。特に左の脇腹は。今なおジクジクと血を滲み出させているその部分は。抉られ、焼かれ、貫かれ。とても直視できないような、酷い有様で。







「……なんで？　なんでこんなことになってるの？　博士。ねえ博士ってば！！」

「うおっ！　百合！　落ち着け！　落ち着くんじゃ！」




　私は博士の白衣に飛びかかる。その裾に縋る。しわくちゃの白衣は。博士のずば抜けた頭脳の証で。存在理由で。この人なら何とかしてくれる。博士なら死者ですら蘇らせることが出来る。そう信じて。それに縋って。私は博士の肩を揺する。




「博士！　お願い！　助けて！　カニゾーさんを助けて！　死なせないで！　絶対に死なせないで！　出来るよね？　博士なら出来るよね！？　だからっ！」

「落ち着けと言ってるのだ！　百合！　お前がそう肩を揺すっては、まともに治療も出来んわい！　離せ！　離せと言うのに！」

「やだっ！　離さない！　離さない！　絶対離さない！　やだよ！　やだよ博士！　もう嫌だよ！　誰かがいなくなるのは嫌だよ！　だから！　博士！」







　……更に泣き叫ぼうとした私の肩に、そっと手が置かれる。特に力を入れたようにも見えないその手により、私はすっと、博士から引き剥がされる。




「……落ち着いてください。百合さん」

「落ち着け！？　落ち着けだって！？　この状態を見て！　こんな血塗れのカニゾーさんの姿を見て！　落ち着いてなんかいられないよAさん！　だってカニゾーさんは」







　――ぱん。







「…………え？」

「……あなたが動揺してどうするのですか。百合さん。見苦しく泣き叫ぶだけなら、博士の治療の邪魔です。部屋に戻って勝手に騒いでいてください」







　頬が、熱い。じんじんと熱を持つそこが、Aさんの平手で殴られたということに。その事実を認識するのに。ものすごく時間がかかる。




　すっと、Aさんに押しのけられる。そのまま廊下に追い出される。博士の横に座ったAさんは、冷静に、沈着に、博士と一言二言、言葉を交わし。頷き。




　再び立ち上がる。その顔は、やるべきことをきちんと見据えた大人の顔で。やるべきことに全力を尽くそうとする男の顔で。




　押しのけられた私は。ぺたんと。幼児のように。廊下にへたり込んでいるだけで。その横を。颯爽と。きびきびと。Aさんがすり抜けていく。




　いつも優しいAさんが。兄のように慕っていたAさんが。そんな私に一瞥もくれず。そんな私には視線さえもくれず。博士の私室へと向かっていく。




　そっと。優しく。私の腕がとられる。その暖かい手のひらは。繊細な指先は。私が姉のように慕っていた人のもので。いつも私を撫でてくれた手で。







「……いきましょうか？　百合ちゃん。お部屋に帰りましょう？」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……あれからどれくらい時間が経ったのだろう？　







　部屋の隅に座り。膝に顔を埋めて。何も見ず何も聞かない私には、もうそんな時間の感覚なんかなくなってしまって。なくしてしまって。







　――ただただ、惨めだなと。無様だなと。自嘲することしか出来なくて。







　不思議と、涙は出てこなかった。人間、どん底まで落ち込むと涙も出ないんだなと、そんな知りたくもなかったことを知る。




　ほんの少し前まで、戦場のような騒ぎであった博士の私室は、今は物音ひとつせず。しんと静まり返っていて。それがまた、最悪の未来を予想させて。







　誰も来ないこの部屋にひとり。自分しかいないこの部屋でひとり。







　こうして膝を抱えていると。あの日のことが思い出されて。あの日のことが思い出されて。忘れたい記憶が蘇ってきて。母の姿が瞼に映って。私はそっと手を伸ばす。







　――虚ろな記憶が。微かな記憶が。あの時もこうして。誰かに向け手を伸ばしたなと。誰かに助けを求めたのだなと。そしてそれは間違いではなかったのだなと。







　幼い私の小さな紅葉を。無骨な手で包んでくれた人のことを思い出す。







　……そうか。私は何を悩んでいたのだろう。







　答えはすぐ、目の前に。私の原点とも言うべきあの記憶。私が一瞬たりとも忘れたことのないあの姿。私がここにいる理由。私が戦う理由。それは。それは。







　――あの背中に憧れて。あの人のようになりたくて。ただそれだけで。







　私は顔を上げる。包帯に包まれた手を握り締める。ぎちりというその痛みは、自分への罰。その痛みが今の自分には必要で。その痛みが今の自分を奮い立たせ。







　きつく。きつく。傷口が開き。真っ白な包帯に真っ赤な滴が滲むほどに強く。







　カニゾーさんが、教えてくれた。足りない言葉で教えてくれた。

　伝えきれない言葉は、言葉を発せなくなってから、その身を以って教えてくれた。




　Aさんが教えてくれた。いつも優しいAさんが。兄のようだったAさんが。

　その手のひらで。痛みを伴うやり方で。肉親にするように教えてくれた。




　ぎちり。私の拳が燃えている。私の心が燃えている。私の魂が燃えている。

　さあ。誇り高く叫ぼう。魔法の言葉を。私を奮い立たせる呪文を。声高らかに。







「――メタモルフォーゼ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　がらりと。私は居間のドアを開け放つ。四人の前に姿を晒す。




「博士。カニゾーさんの容態は？」

「うむ……。とりあえず命は取り留めたと……おい。百合？　その姿は」




　博士が私の姿を咎める。黒い衣装に包んだ私の姿に非難めいた視線を送る。しかし私は博士のその言葉の前半部分だけを聞き、今度はAさんへと視線を向ける。常に冷静沈着。常に動じることのない。そんな整ったAさんの顔を見つめる。







「……さっきは。ごめんなさい。私が悪かったです」

「いえ。こちらこそ。差し出がましい真似をしました」







　そんなことない。そんなことないよ。Aさん。Aさんのおかげで目が覚めた。Aさんのおかげで答えが見つかった。Aさん、ありがとう。本当にありがとう。







「百合。お主には変身を禁じてあったはずじゃが？」

「博士。確かにそうだった。けど、それは期間限定のはず。……私は答えを見つけた」

「ほう？　では問おう。強さとは、一体なんじゃ？」

「……それは。そんなものは。カニゾーさんの姿を見れば一目瞭然」







　血塗れのカニゾーさん。怪我だらけのカニゾーさん。瀕死のカニゾーさん。痛かったよね？　痛すぎたよね？　ごめんねカニゾーさん。私が弱いばかりに。私が至らないばかりに。本当にごめんなさい。そして、ありがとう。ごめんなさい。







「……全身、至るところに怪我があった。斬られていた。刺されていた。打たれていた。血塗れだった。……でもね。でも。カニゾーさんの背中は。あの人の背中は。一筋の傷も負ってなかった。怪我ひとつなかった」







　誇り高い戦士の魂。あの人は。カニゾーさんは。私の大事な家族は。身を以って。その身を犠牲にして教えてくれたんだ。私の強さの根源を。その答えを。







「あれほど痛めつけられても。致命傷を負っても。カニゾーさんは決して敵に背を向けなかったんだ。何故ならばその背中には。その後ろには。守るべき人がいたから。自らを犠牲にしても守りたい人がいたから。だからカニゾーさんは背中を向けなかった。背中で、大事な人を……。私を、守って、くれた」







　見ることのなかったその光景が、私の目には映る。はっきりと見える。強大な敵の攻撃に身を晒し、痛みに震える体を無理矢理立たせ、それでもなお、絶対に背中を見せなかったであろう男の姿を。引かなかったであろう戦士の姿を。







　――その姿が、あの日の総統と被る。あの背中と重なる。つまりそれこそが。







「……正義だとか、悪だとか。そんなことは些細な問題で。取るに足りない問題で。人は、誰かを守ろうとする時、誰かの為に立つ時、誰かをその背中で庇う時。その時こそ、最大の力を発揮する。強くなれる。だから」







　どんっ！　そんな強い音を立てて、私は私の胸に拳をぶつける。その思いの強さのままに。その思いの深さのままに。堂々と宣言する。







「私には！　覚悟が足りなかった！　みんなを！　『ブラックシャドウ』を！　この背に背負っていると言う自覚が足りなかった！　その罰がこれだ！　カニゾーさんを失いかけた！　大事な仲間を失いかけた！　私の愚かさだ！　その罪は償おう！　どんなことをしててでも償おう！　だがその前にっ！！」







　ぎりっと唇を噛む。血が滲むほどに噛みしめる。総統！　すいませんでした！　私は私を見失っていました！　叱ってください！　罰を与えてください！　でも！







「これが私の答えだ！　私はもう負けない！　絶対に負けない！　この背には！　博士が！　大佐が！　Aさんが！　Bさんが！　そしてカニゾーさんが！　乗っている！　今は至らぬこの身なれど！　いつか必ず！　みんなを！　大事な家族を！　仲間を！　この背で守れるだけの強さを身に付けてみせる！　博士！　これでも足りないか！　この答えでは満足できぬと言うのか！？」







　私は叫ぶ。挑むような目で博士を睨みつける。さあ聞かせろ。私の答えでは足りないか？　私の覚悟はまだ足りないか？　どうだ！







「……全ては御心のままに。我が盟主よ」







　博士が膝をつく。大佐が。Aさんが。Bさんが。それに倣う。片膝をつき片手をつき、右腕を胸の前で真横に立てる『ブラックシャドウ』式の拝見の礼。







「……よし。では本日只今より、『ブラックシャドウ』は戦闘態勢に入る！　大佐！　戦闘員Aと共に街を偵察せよ！　敵の動きを掴め！　戦闘員Bよ！　このアジトにて待機！　偵察部隊のもたらした情報を逐一私の報告せよ！　……そして博士」




「はっ！」




「……これは命令ではなく、お願いです。お願いします。お願いです。カニゾーさんを。私の家族を。助けてください。私はもう、誰もなくしたくないのです……」




「……『命令』ならば拒否も出来るが、の。『お願い』では聞かぬ訳にはいくまい。……我が名に賭けて、必ず！」







　……伝説の悪の組織、『ブラックシャドウ』が胎動する。動き始める。一度はその羽を奪われ、地に落ちたその組織は。頭をもがれ、進むべき方向を見失ったその組織は。偉大なる前指導者の志を受け継いだ少女の言葉で不死鳥のように蘇る。







　――最強の悪の組織、『ブラックシャドウ』が目覚める。







「しかし。百合よ？」

「大佐。私の今の身分は『総統代理』」

「……総統代理。いいのか？　本当に『正義のミカタ』と正面衝突しても？」




　……多分。今の私と大佐の脳裏に浮かんだ人物は共通の筈で。その心のままに、純白がよく似合う、清楚な白い少女の姿だった筈で。







　――だから。私は笑う。大佐の間違いを正す。







「違うよ。大佐。相手を間違えちゃいけない。私たちと『正義のミカタ』は、今のところはまだ、敵対していない。……将来は分からないけど、ね」







　もしかしたら。近い将来。その想像は現実になるのかもしれないけど。私とあのお嬢様が本気で対峙することがあるのかもしれないけど。でも、今は。その時じゃない。







「……では、我々は一体何と、誰と戦えばよいのだ？」

「簡単なこと。『正義』とか『悪』とか。そんなくくりで喧嘩するから、悲劇は繰り返されるのよ。復讐が復讐を呼ぶのよ」







　私は青い少女を思い出す。狂気に彩られた笑顔を思い出す。空虚な瞳を思い出す。復讐は復讐を呼び。悲劇は悲劇を呼び起こす。彼女と私は合わせ鏡。親を、そして大事な人を奪われた私と少女は。奪っていった『正義』を。『悪』を。憎み。呪った。




　そのこと自体が間違っていたとは、今でも思わない。そう思える日が来るとは思えない。だけど。でも。私は気がついた。教えてもらった。憎むべきは。恨むべきは。『正義』という理想でも。『悪』という思想でもないということを。







　過剰な強さは、いらない。行き過ぎた暴力も、いらない。人はただ。自分の大事なものを守るためだけに。譲れないものを守るためだけに、戦えば、いい。







　だから。私の敵は。私の大事な仲間を傷つけたやつだけでいい筈で。







「……敵は、『正義』ではなく。青の少女個人だよ。討つのは彼女だけで、いい」







「……なるほどな。承知した。ところで百合」

「総統代理」

「……総統代理。ご自身はどうされるのです？　ここで待機ですかね？」

「うん？　そんなの決まってるじゃない。大佐。私の仕事はね」







　私は敵の顔を思い出す。怒りで顔が歪む。だって私は『悪の組織の女幹部』。

　悪は悪らしく。どこまでも華麗に。そして派手に。正々堂々と戦いを挑む。







「……あの青い電波女に向けての、宣戦布告に、決まってるじゃない」
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　すう……と息を吸う。胸に手を当てる。鼓動を確認する。

　うん。大丈夫。私は冷静。落ち着いている。いける。







　……さあ、いこうか。　――正義に喧嘩を売りに。







　私は教室のドアを開ける。目立たない私のことなど誰も気にしない。

　いつもなら、黙って。すぐに自分の席に着き、顔を伏せる私だけど。




　今日は違う。ううん。この高校に入学して。このクラスになって。




　私の日常は変わった。誰とも交じらず。誰にも気にされず。

　世界の全てを恨んでいた私を。世界の全てを拒絶した私を。




　疎まれても。拒まれても。その手を差し伸ばし続けた少女がいる。

　私の言葉に。笑って。私の声に。怒って。私の顔を。見てくれて。




　その色のままに。白い心のままに。全てを受け入れる少女と出会い。

　その色のままに。黒い心の私すら。受け入れてしまう少女に向けて。







　――これで終わるなら。それまで。覚悟は、決めてきた。







「……カトリーヌ」

「……おはようございます。百合。お体は平気ですか？」

「まあまあね。……ちょっと、時間、いい？」

「始業時間まであまりありませんが、いいでしょう。……ここで？」

「ううん。人のいないところがいいな。屋上かな？」

「了解しました」







　お嬢様を、屋上に、呼び出し。なんとなく、単語を繋げて文を作る、そんなゲームのことを思い出す。くすりと笑みが浮かぶ。十年前の少年漫画みたいな展開。







　黙って廊下を歩く。階段を上る。その先。更に上。壁も天井もないその空間は、青一色の広い空。梅雨の合間のお天道様。今日の空は晴れていて。昨日の雨は止んでいて。多分今夜は月が出る。赤い三日月を消し去る大きな満月が。







「……さて、っと」







　私は振り返る。六月の風に、長い銀髪を揺らすお嬢様を見る。

　いつ見ても綺麗な顔。凛々しいその瞳。彼女は正義のお姫様。




　彼女はきっと知っているのだろう。私の仲間に。家族に。何があったのかを。

　彼女はきっと予想しているだろう。私がこれから何を言うかを。その言葉を。




　受け取れ。『正義のミカタ』。悪は、『ブラックシャドウ』は。一歩も引かない。







「私たちは、『マジカル・ウィンド』を敵と認識した」







　ぴくり。お嬢様の肩が揺れる。……でも、反応はそれだけで。彼女はそれを否定はせず。されど肯定もせず。ただ黙って、私の言葉に耳を傾ける。







「あいつは、やりすぎた。私に喧嘩を売っただけなら、まあいい。たがあいつは、うちの大事な仲間に手を出した。その罪、万死に値する。……『ブラックシャドウ』の総統代理として、私は宣言する。――彼女を、討つ」







　さあ。正義よ。白い魔法少女よ。これが悪だ。『ブラックシャドウ』だ。我々は仲間の為に立つ。仲間の為に拳を振るう。同胞を守るための戦いは絶対だ。それを否定すると言うのなら。立ち塞がるというのなら。







　――私の拳は、あんたですら、一片の迷いもなく、打ち砕く。







「……それが、貴方の、出した結論、なのですね」







　長い長い沈黙の後、お嬢様がそっと呟く。目を伏せ、顔を伏せ、唇を噛み、私から視線を逸らして。悲しそうな声で。泣きそうな声で。







　白い少女が顔を上げる。決意。その目が光る。私を貫く。







「所詮は、『正義』と、『悪』、でしたね。……いいでしょう。貴方が選んだ道です。私も覚悟を決めましょう。……風間さんには、私から、伝えておきます」







　……そ、っか。そっか。うん。そうだよね。あんたはどこまでも『正義』だった。私はこれからも『悪』だった。ただ、それだけの、こと。せめて、正々堂々と。あんたの、『正義の魔法少女』の覚悟とやらを、受け止めてやるよ。







「……うん。任せた。じゃあ、私は帰る」

「……授業は、どうするのです？」

「うん？　なにいってんの。私は『悪』なのよ？　さぼるに決まってるじゃん」

「それは『悪』とかそういうものではなく、単なる不良というのです」







　くすりと。お嬢様が笑う。ああ。いいや。もういいや。もう私とあんたは敵同士みたいだけどさ。そう思われちゃったみたいだけどさ。最後に。最後の最後に。あんたのその笑顔が見れて。それだけで。私はよかったと、そう思うよ。







　……そう、思うことに、するよ。







「……桃缶」

「はい？」

「桃缶、おいしかった。……ありがと。さよなら。『正義のミカタ』さん」

「どういたしまして。……御機嫌よう。『悪の女幹部』さん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「ただいま。Bさん。カニゾーさんの容態は？」

「おかえりなさい。百合ちゃん。……状態は、変わらず、だね」

「そっか……。博士とAさんは？」

「博士は買い出しに。Aは街の偵察。後ほど連絡が入る予定」




　博士は買い出しか。カニゾーさんの手術用かな？　助けてくれるって言ったもんね。科学者は嘘をつかないもんね。信じてるからね。博士。




「……カニゾーさんの顔、見てくる」

「まだ意識は戻ってないけど？」

「いいんだそれでも」

「そっか。わかったよ。百合ちゃん」




　私は階段を上がる。カニゾーさんは今は自室ではなく、博士の部屋で寝ている筈。手術ともなれば、地下の博士専用秘密ラボに体を移す必要があるけど。




　ふと。足を止める。前を向いたまま。顔を見せないまま。そっと呟いてみる。




「……ね。Bさん？」

「はい？　なーに？　百合ちゃん？」

「……私、友達に、嫌われちゃったみたい」

「……そうなんだ。残念だったね。辛かったね。あとで慰めてあげるね」




　優しいなあ、Bさんは。大好きだ。大きくなったら。大人になったら。Bさんみたいな女性になりたいな。優しくて、包容力があって、スタイルもよくて。……最後の部分はもう、成長期も終わりに近づいた私には手遅れかもしれないけど。




「甘いもの、用意して待ってるからね。百合ちゃん」

「うん。ありがとう。Bさん。あとでねー」




　ぱん、と。軽く自分の頬を叩く。気持ちを切り替える。自分で選んだ道だ。信念だ。悔やんでも仕方ない。私は私のするべきことをしよう。私の道を進もう。




　一応、軽く。博士の部屋をノックして。やっぱり返事は返ってこなくて。カニゾーさんの渋い声は聞こえてこなくて。私は静かにドアを開ける。







　――包帯まみれで。部屋に横たわるカニゾーさんは。体のあちこちに管や電極を差し込まれていて。痛々しくて。見ていられないほどで。







「カニゾーさん。宣言してきたよ。仇をとるって、言ってきたよ」




　やられたら。やりかえす。それを不毛だと人は言うかもしれないけれど。でも私たちは絶対非暴力主義者じゃないから。インドの偉いお坊さんとは違うから。




「ぶん殴ってあげる。もう二度と私たちに手出しできないように。トラウマになるくらいに。ギッタギタにしてくるからね。待っててね」




　勝てるかどうか。ではない。究極のところ、勝ち負けはどうでもいい。意思を示せばそれでいい。私たちから手を出すことはない。ただ、出された手に無条件で殴られる趣味はない。私たちには反撃する術と意思がある。それを見せればいい。




「だから。帰ってきて。カニゾーさん。私、カニゾーさんの作ってくれた蟹雑炊がもう一度食べたいな。みんなにも食べさせてあげたいな。だから。お願い」




　一度は負けている。だから大口は叩けない。でも弱気にはならない。だってこの体は、大佐に、Aさんに、Bさんに助けられ。そしてカニゾーさんに守ってもらった体だから。命だから。




「そうだなあ。雑炊だけじゃちょっと寂しいからさ。いっそお鍋にしちゃおうか？　たまには豪勢に。蟹なべにしちゃってさ。そのお出汁の利いた蟹雑炊とか、よくない？」




　怒るかな？　カニゾーさん怒るかな？　『自分の仲間を鍋にするなんて……！』とか言ったりするのかな？　どうなのかな？




「……もう、行くね。頑張ってくるから。負けないようにするから。勝ってくるから。だから、カニゾーさん。カニゾーさんも負けないでね。お願い、ね」







　私は立ち上がる。勝つと誓った。命の恩人に誓った。だから、私は負けない。もう負けることは許されない。絶対に、勝つ。勝てる。







　――かしゃん。







　その音は。大きな鋏をかみ合わせるようなその音は。誰かさんにしか出せない音で。人では出せない音で。手の変わりに鋏を持つような怪人にしか出せない筈で。







「――え？」

「あ、姐さん……。あ、ねさん……」







　弱々しいその声が。苦しげなその声が。自分の耳に届いても。これは夢なんじゃないかと。幻聴なのではないかと。自分の願望が生んだ幻なのではないかと。







「か、カニゾーさんっ！？　カニゾーさん！」

「姐……さん。聞いて下さい……」

「待ってて！　今すぐ博士を呼んでくるから！　しゃべらないでいいから！」

「違う……のです。あ、あ、姐さんに、姐さんに、伝えたいことが……」




　ああ。どうしよう！　博士は買い出しか！　とりあえずBさんを呼んで。それから携帯で博士を呼び戻して。それからそれから……！




「姐、さん。やつと、青い少女と、戦う、なら……」

「もういいから！　あいつは私が倒すから！」




「いいえ……。駄目、です。聞いて下さい。やつには、やつの魔法には……秘密が。弱点が、あり、ます。……自分では、半分しか、出来ませんでした。で、でも、姐さんなら、姐さんなら。姐さんの勇気があれば……」







　……………………。







　☆　☆　☆　☆　☆







　タンタンタタンタンタンタタンタン。タンタンタタンタンタンタタンタン。

　チャーチャチャー、チャーラーチャーラー……。







　カニゾーさんの部屋を出た途端、タイミングを見計らっていたかのように私の携帯がメール着信音を奏でる。前世紀にその名を轟かせた偉大なる格闘家の登場テーマ。本当はこの後にも戦意を湧き立てるような力強いメロディーが続くのだが、それを最後まで聞くと思わずボンバイエと叫びたくなるので音を止める。







　……画面に表示された送信者の名前はクラスメイトの名前。本文は短く簡潔に。







『決着を、つけましょう。今夜0時、過去川河川敷で待ちます』







　にやりと。自分の顔に笑みが浮かぶ。河川敷で決着とは、あの白いのもなかなか分かっているじゃない。舞台装置は満点。これこそ、様式美ってやつだ。




　魂が、震える。立場とか、遺恨とか。正義とか悪とか。そんな一切合財を取っ払って。一人の戦士として。『悪の組織の女幹部』として。強敵と拳を交わせることに、体中の細胞が熱を上げる。歓喜の雄叫びを上げる。







　――我ながら、救いがたい習性だと、そう思う。それと同時に、これこそが。自らの信念に為に拳を振るうこの姿こそが。自分の本性なのだと、そうも思うのだ。




　さあ、行こうか。『正義のミカタ』よ。『青い魔法少女』よ。覚悟しろ。

　細いそのの喉笛に。華奢なその体に。笑顔を貼り付けたその顔に。







「……私の自慢の、ナックルパンチを、おみまいしてやるっ！！」














第二幕　閃光の青

第十三話　拳、受け止められて

第十三話　拳、受け止められて




　さあああ……。







　六月の風が過去川の河川敷を走る。鉄道の鉄橋の下、恵みの雨を受けすくすくと育つ青い草木が風になびく。春には夜桜見物で賑わうこの川岸も、梅雨の合間のこの季節、そしてこの時間ともなれば人っ子一人おらず。




「……いい、月ですね」

「ああ。見事な満月だ」




　私の背後で、Aさんが大佐に話しかけている。夜こそ我らの生きる世界。月の光こそ我らの太陽。星の光こそ我らの友。……この時間は、我らの為にある。




「百合ちゃん……じゃなく。総統代理。怪我は平気？」

「あー、うん。まあまあ、かな？」

「うそばっかり。……無理しないで、なんて言わないけど、少しは自分を大事にしてね」




　私の横に並ぶ、黒装束黒マスクの女性が呟く。




　……なんだろね。こう、さ。私の衣装ってさ、相当露出が多くて、自分で言うのもなんだけど、それなりにソレナリなものだと思うんだけどさ。それにも拘らず、このBさんの、露出が一切ない黒装束姿に、色気で完璧に負けているのはなぜなんだろうね？







　ま、それはともかく。……胸の差か……。いや。それもともかく！







「……そろそろ、時間だね。総統代理」

「うん。私たちにとっても。それから博士とカニゾーさんにとっても」




　もうすぐ、時計の長針と短針が重なる時間。この河川敷にいる私たちにとっては『正義のミカタ』との約束の時間。――百合荘にいる博士とカニゾーさんにとっては、手術開始の時間。







　――どちらも、命と、誇りを賭けていることには変わりない。







「……お待たせしました」




　涼しげなその声は土手の上から。月の光を浴びてきらきらと輝く白い衣装と、白銀の長い髪の少女から。――そしてその横に並ぶのは憎き仇。自慢の槍を高々と。天をも貫くといわんばかりに掲げた青い少女の姿もあり。







「別に、待っちゃいないけどね。遅れての登場は、宮本武蔵に倣ってのことか？」

「ここは巌流島ではありませんわ。でもあの勝負、勝ったのはどちらでしたっけ？」







　何でそんなことまで知ってるんだよ英国人。嫌味のつもりで言ったのに。更に教養のある皮肉で返されるとは思ってなかったよ。




「……ところで。人数が足りないようだけど？」

「そうでしょうか？　十分だと思いますが？」




　白の魔法少女が優雅に笑う。相変わらず仕草の一つ一つが芝居かかったやつだ。またそれが嫌味でもなんでもなく、自然に出てくるのが憎らしい。これが高貴な血というやつなのか。庶民なめんなよ？




「……あんたら四人を倒すくらいなら、あたしたち二人で十分ってことだろ？」

「煩いよ。『青の魔法少女』。あとでちゃんと相手してやるから、今は黙ってろ」




　囀るな。誰もあんたの意見なんて聞いていない。私は本物の『正義のミカタ』に聞いているんだ。正義の皮を被った哀れな復讐者の言葉など、誰も求めてはいない。







「……カトリーヌ。それは本心からか？　本気で言っているのか？」

「……百合。本気ですわ。私はこの戦いに雪乃も三田君も呼んではいません」

「そうか。本気か。だとしたら私はあんたを買いかぶっていたみたいだな」

「買いかぶり？　なにがですの？」







　――その言葉が、その冷静な声が、引き金となった。







　私は走る。土手を駆け上がる。拳を引く。一瞬で間合いを零にする。卑怯とは言うまい。『正義』と『悪』が、こうして最高の舞台で対峙したのだ。身構えていなくてはいけない場面。心構えが必要な場面。だからこの一撃を。私の拳を。白い少女が回避できないとしたら。それはあんたが悪い。油断したあんたが悪いのだ。







　――なんてことは、ただの言い訳で。自分への言い訳で。







　悔しかったのだ。悲しかったのだ。カトリーヌを信じていた。その立場は違えども。仰ぐ旗は違えども。私とこのお嬢様は。対等の敵として、尊敬すべき宿敵として。どこかで通じていると、私はそう思っていたのだ。だから私は、『正義』と、『白い魔法少女』と戦う為に全戦力をつぎ込んだ。動ける全員を集めた。それに対する答えが、これか。だとしたら。だとしたら！







　――私たちを侮ったこと、後悔させてやるっ！！







　隣に並ぶ、閃光の青ですら反応できない速さで。私は拳を突き出す。白い魔法少女のつんと澄ました顔に向け、何の容赦もなく。手加減もなく。まっすぐに。ただ真っ直ぐに。私の心のように真っ直ぐに。私の怒りのように鋭く。その武器を叩き込む。







　――あんたを信じた、私が馬鹿だった！！







　ばしいっ！　そんな音を立てて私の拳が、魔法少女の白い顔に、――届かない。両目を開き、しっかりと大地を踏みしめ。白い魔法少女は私の拳を、重ねた両手で受け止める。かわすのではなく。避けるのでもなく。彼女は私の拳を真正面から受け止める。







「……へえ？　よく止めた。誉めてやるよ。『正義のミカタ』」

「――っ！！　ほんと……っ！　馬鹿力、なん、です、からっ！」







　無理をするな。『マジカル・カトリーヌ』。あんたの本分はあくまでも魔法の筈。根性と正義感で身を晒すことはあっても、耐えることは出来ても。この距離から反撃する術は無い筈。……打たせてもらうよ？　カトリーヌ。







　――さよなら。私の友達。私からの餞別は、痛いぞ？







　私は追撃を放とうとして、拳を、――引けない。何故ならば。私の拳は。自慢の鉄拳は。まだ完治には至らず、早くも傷口から血を滲ませるその拳は。




　カトリーヌに。『白い魔法少女』に。しっかりと握り締められていて。固く。固く。この細い腕のどこに、そう驚くような強い力で握り締められていて。







「――っち！　離せ！　離しやがれ！」

「いいえ離しませんわ！　離すものですか！　この単細胞さん！」

「た、たたたた、単細胞、だあ！？　あんた言うことに事欠いて何てことを！」

「単細胞に失礼でしたわねっ！　……百合っ！　『ブラック・ユリィ』！　貴方！！」







　ぐいっと、腕を引かれる。顔が近づく。魔法のお姫様の。その長いまつげが。激情のままに大きく開かれた唇が。熱い吐息が。触れ合うくらいに近く。近く。







「……間違えているのは、貴方のほうですよ。百合」

「……なによ？　なにを間違えてると言うのよ？」







　白い少女が微笑む。聖女のように。全てを受け入れ、全ての罪を許し、全ての罰を背負い込む、天使のような、その笑顔で。彼女は告げる。







「貴方のその拳は、誰に向けて放たれるべきものですか？」

「……え？」

　どこまでも気高く。




「貴方の敵は、本当に『正義』なのですか？」

「…………」

　どこまでも清らかに。




「貴方の敵は、私では、ううん。『正義のミカタ』では、ないでしょう？」

「…………」

　どこまでも、どこまでも。ただひたすらに、優しく。







「――見失わないで、ください。間違えないで、ください。私は貴方を否定しません。なぜならば、私は貴方をよく知っているから。誰よりもよく知っているから。……さあ、もう一度よく考えてください。貴方の敵は、全ての『正義』ですか？　それとも、他の何か、他の誰か、ですか？」







　――難しいことは、わからない。でも、ひとつだけ、こんな愚かな私にもわかることがある。理解できることがある。……この少女は、私の友達は、私の敵ではない。




　――わかって、くれていたんだ。カトリーヌも、私と同じ気持ちだったんだ。私たちは、敵ではない。少なくとも、今は、まだ。友達で、いられるんだ。……私の敵は。







「……茶番は終わったかな？　どうやらあたしは、味方にも裏切られたようだけど。まあ、どうでもいいや。お涙頂戴の友情劇が終わったのなら、さっさとやりましょ？」







　こいつ、だ。この青い少女だけだ。まあ、待ってなさい。もう少し。もう少しこのお嬢様と話をさせろ。そのあとで、たっぷりと、付き合ってやるから。







「……だったら、あんたは何をしにきたのよ？　カトリーヌ？」

「何って？　そんなの決まってるじゃありませんか」




　少女は笑顔を浮かべる。新しい仲間と。クラスメイトと。その確執に。その互いの立場ゆえの衝突に。心を痛めていた少女は。悩んでいた少女は。




「審判、ですわ」

「…………はい？」




　カトリーヌは続ける。吹っ切れた笑顔で。




「この戦い、『正義』も『悪』もありません。これはただの私闘。『正義のミカタ』と『悪の組織』の戦いではありません。本多百合と風見葵の、喧嘩、です」




　それはもしかしたら。本当に。一番客観的な意見なのかもしれない。正義だ悪だと、復讐だ何だと。いろんなことに縛られて。動けなくなっていた私たちには。




「今の貴方たちには、主義も、主張も、ありません。ただただ、遺恨があるだけ。互いを理解できていないだけ。そんな貴方たちを、『正義』と『悪』と。そう見ていたからいけないのです。……そんなものは、貴方たちの間に、ありはしなかったのに」




　カトリーヌは。この少女は。見抜いたのだ。事の本質を。私たちの問題を。私たちと違って。真っ直ぐな故に。歪まなかったが故に。でも。







「……待ってくれる？　そこの白いの。あんたにあたしの何がわかるっていうの？」







　そう言われると。そう言われてしまったら。否定したくなる気持ちが出てくるのも無理はない話で。反論したくなる気持ちも理解が出来て。







「そうですね。少なくとも、ひとつだけは確実に言えますね」

「なによ？」

「無関係な周囲をも巻き込む復讐なんて、正義の名に相応しくはありません」

「――っ！！」







　いっそ堂々と。正面から。青い少女の言葉を、一言で粉砕するカトリーヌ。王道が、王道だからこそ、言い放つことが出来る、正論。







「貴方の気持ちもわかります……なんて、言葉を飾る気はありませんわ。復讐心で振るわれる正義の力など、私は認めない。そんなものは正義ではありません。そして、正義でないものは、弱い。……貴方は、まだ、弱いのですよ？　風見さん」




　――白が、諭す。




「大きなお世話だ！　恵まれたお嬢様にはわからないだろうよ！　あたしの過去を！　あたしのパパとママの最後を！　それを知ってて、それでもあたしを否定するか！」




　――青が、叫ぶ。




「ええ。私は否定します。否定できますわ。何故なら、知っているから。貴方と同じ境遇にあっても。貴方と同じ過去を持っていても。それでも、道を見失わなかった人を知っているから。……嘘だと、思うのならば」







　――白が、青が、私を見る。片や尊敬の眼差しで。片や憎しみにあふれた瞳で。







「……戦って、御覧なさい。復讐心では、強い志には、勝てない。それを彼女が、『悪の組織の女幹部』が。貴方の敵が。証明してくれるでしょう」







　これこそ。『正義のミカタ』の白い魔法少女。『マジカル・カトリーヌ』

　彼女の正義は。常に真っ直ぐで。公平で。誰にも否定することが出来ない。







　……まったく。このお姫様は。おいしいところ全部持って行きやがって。これじゃまるで、私も、青いのも、あんたの引き立て役じゃないか。……まあ、いっか。今夜は気分がいいから。この綺麗な満月に免じて許してやるよ。







　……物理的な圧力さえ感じる、青い少女の視線を受け。私は再び臨戦常態をとる。拳を胸の前に置く。どんな攻撃にも対応できる、中段受けの構えを取る。







「百合。いいえ。『ブラック・ユリィ』。こんなことを頼める立場ではありませんが。……彼女をよろしくお願いします。本当の強さと言うものを、見せてあげてください。私の『仲間』に。新しい私の仲間の、目を覚ましてあげてください。長い悪夢から、辛い過去から、救ってあげてください。お願いしますね」




「聞けないね。そんな頼みを聞く義理はない。私はただ、私の仲間を傷つけたお礼に、こいつをぶちのめすだけだ。それ以外の理由なんて、ないよ」




「ふふふ……。それで、いいのですよ。それこそが貴方の戦う理由であり、貴方の強さの元なのですから。……思う存分、やってくださいな。それを、彼女に、見せてあげてくださいね」




　うっさいよ。カトリーヌ。あとその顔むかつく。なにお姉さんぶってんのさ？　同い年の癖に。同学年の癖に。……まあ、体型だけは、あんたのほうが大人っぽいけどさ。







　じわりと。黒と青の間の空気が凝縮していく。私と少女の視線が絡む。

　一種即発。双方飛び出す切欠を図り。間合いを詰め。目で語り。







　――そんな空気を。白いお嬢様が。最後の最後で。ぶち壊す。

　




「雪乃いわく、専門用語ではこういうのを『たいまん』と言うそうですよ？」







　……………………がくり。







「……ねえ？　黒いの？」

「……なによ？　青いの？」

「……こいつは、この白いのは、いつもこんな調子なの？」

「……まあその、わが道を行き過ぎてるところは、確かに、ある、かな？」

「こういうの、なんて言うか知ってる？」

「『究極のKY』。『スーパー勘違いお嬢様』。そんな感じ、かな？」

「気が合うわね。あたしも今、そう思ってた」

「それにしても、『タイマン』って……。一体いつの言葉なのよ……」

「…………」

「…………」







「何を二人でヒソヒソ話しているんですっ！？　さあ！　このカトリーヌが！　『白い魔法使い』が！　天に誓って公明正大に審判を務めてあげます！　さあ！　さあさあさあ！　存分に！　その腕を振るいなさいっ！」







　今やろうとしてたんだよっ！　あんたがぶち壊したんだよ！　わかれよ！







　あああ。私の背中で。川岸で。土手の下で。大佐が腹を抱えて笑っている。クールなAさんが肩を震わせ何かに耐えている。Bさんが涙をぬぐっている。もう駄目だ。どうすんだよこの空気。誰かなんとかしてくれ。







「く、くくくく……っ！　さ、さすが『正義のミカタ』！　敵ながら天晴れ！」

「なに言ってんのよ！　大佐！　誉めるとこじゃないでしょ！」

「いや、もう、百合。お前の負けだよ。……素直に、喧嘩して来い」

「…………」







　――そっか。うん。そうだね。




　

　私はあいつを許せない。カニゾーさんに手を出したから。

　あいつは私を認めない。自分が憎む悪の組織の人間だから。







　互いに譲れないものがあるのだから。だったらあとは、拳で語るしかない。

　力は絶対ではないけれど、思いの深さは、拳に、武器に宿る筈だから。







　さあ。はじめようか。『正義の魔法少女』よ。『マジカル・ウィンド』よ。

　互いの思いの強さを。互いの志の強さを。競い合おうじゃないか。







　――いざ。尋常に。勝負。







「『正義のミカタ』の青い風！　マジカル・ウィンド！　参上！！」

「秘密結社、『ブラックシャドウ』の女幹部！　ブラック・ユリィ！　見参！！」














第二幕　閃光の青

第十四話　切り札

第十四話　切り札




　さああああ……。







　風に髪がなぶられる。私のまとまりのない髪が揺れる。

　風に少女のマントがたなびく。彼女の衣装の隙間から白い包帯が覗く。




「……なによ？　怪我してるの？　そんなんで戦えるの？」

「……両手両足に包帯を巻いたあんたに言われたくはないなあ」




　あんたが付けた傷なんだけどね。これ。でもまあ正論。体躯に怪我を負っているあんたと、四肢に怪我を負った私と。これは互角と言えるのかな。どうなのかな。




「カニゾーさんにやられた傷か。強かったでしょ？　うちの仲間は？」

「あん？　そんな訳……」




　青い少女はなぜか口を閉ざす。どうした？　また何か酷い言葉でも考えているのか？




「……いや。強かった、よ。あの強さの理由は、なんなんだろうね？」

「……それを知る為に、私と、あんたは、ここにいるんじゃないの？」




　そっか。と。青い少女が顔を伏せる。そうよ。と。私は頷く。







　少女が伏せた顔を上げる。　――三日月の笑みを浮かべて。黒い瞳をして。

　




「……じゃあ、教えてもらおうかな？」

「……授業料は高いよ？　覚悟してね」

　




　槍を構えた彼女が地を蹴る。飛び出してくる。私に向けて。

　迫り来る青い閃光。血の滴るような赤い三日月。絶望のみを映す虚無の瞳。







　……その仮面、今夜こそ、叩き割る。







　私は彼女を迎え撃つ。真正面から。堂々と。……と、言えば聞こえはいいけれど。




　少女の槍がこの身を貫く寸前、私は体を横に傾ける。虚空を貫く青い槍。少女の伸びきった体に、その横腹に、浅く肘を入れる。リーチが足りず、深くは入れられない。







「……うん？　なんで？　どうして向かってこないの？」

　止まらぬ勢いのままに、私の背後へと走り抜けた少女が問いかけてくる。




「こっちにもこっちの事情があるのよ。気にしないで」

　事情と言うか、なんと言うか。ま、気付かれない訳はないんだけどさ。







「……ははあ。なるほど。あんた、さては走れないな？　足の怪我のせいで」

「……あー、まあ、ばれちゃしょうがない。その通りよ。『魔法少女』さん」







　私は素直に認める。隠し通せる筈もないし。なまじ一度、相対してしまっているから。本来の私の動きを知っている少女に、嘘は通じない。







「あと一日あれば、塞がった傷なんだけどね」

「そりゃ不幸だね。あんたにとっては。　――まあ、あたしにとっては」







　双方振り返る。青い少女の顔が、その赤い三日月が、さらに禍々しく裂ける。







「存外の、幸運だ。　――覚悟しな。手加減は、しない」







　青い閃光が、空を、舞う。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……白い少女が思わず目を閉じる。そしてすぐ、開く。




　疾風のような青い少女の一撃を。立ち尽くす黒い少女が辛うじて回避する。その光景にほっと息を吐き、そして気を引き締める。目を閉じるな。閉じてはいけない。この戦いを誘導したのは自分なのだから。自分は審判なのだから。







　例えそれが、『殺し合い』と呼んでも差し支えないほど、危険なものであっても。







　白い少女は腕を組む。胸の前で組んだ腕を固く握り締める。指が震えるくらいに強く握り締める。祈る。祈り続ける。友人の無事を。仲間の無事を。そんな結末は有り得ないと知っている筈なのに。流血は避けられないと知っている筈なのに。




　何故ならば。既に血は流れてしまっているから。青い少女の両親の命が失われているから。黒い少女の仲間の血が流れてしまっているから。それを贖う為には、やはり、相応の報いが必要で。







　黒い少女も、青い少女も、己を騙す事が出来るほど、器用ではないと知っているから。







　あの二人は、合わせ鏡。双方が双方の影に自分を見ている。

　何かが変わっていれば、何かがずれていれば。何かひとつきっかけがあれば。




　青い少女が、今の、黒い少女の立場にいたのかもしれない

　黒い少女が、今の、青い少女のように壊れた笑顔を浮かべていたのかもしれない。




　だから、あの二人は譲らない。拳を収めない。仲間の為と。復讐の為と。でもそんな。

　双方が思う戦う理由なんて、きっと勘違いで。あの二人は、ただ、見たくないだけで。




　こうなりたかった自分の姿と。こうなったかもしれない自分の姿。

　それはもう一人の自分の姿だから。だから二人は、双方相打つ。







　――自分こそが真実だと。お前こそが影だと。そう証明する為に。







　だから。少女は止めない。願わくば。神様がいるのだとしたら。

　せめてあの二人が。自分の思い描くような。理想の結末を迎えますように。




　そう思い。そう願い。そう祈り。そう信じ。二人を見守ると、そう決めた少女の足が。

　本人の意思とは関係なく。本人の思考をも裏切って。思わず前へと進む。飛び出す。







　――青い少女の振るう槍が、黒い少女の足を引き裂き、鮮血を散らしたその時に。







「百合っ！！」

「来るなっ！　カトリーヌ！　『マジカル・カトリーヌ』っ！！」







　赤い血を撒き散らしつつ、横に飛んで致命的な一撃だけは回避した黒い少女が、その場に刺さっていた『車両進入禁止』の看板を引き抜く。そのまま白い少女の足元へと投げつける。地に刺さったそれが、『進入禁止』の文字が。少女の足を縫いとめる。







「……これは、私の戦いだ。手出し無用。もしあんたが、その看板より一歩でも前に出たら、その時は、私はあんたとの縁を切る。絶交だ」

「……別に、手出しも手助けもする気なんてありませんでしたわ。私はただ、公正な審判として、見やすい場所に移動した、だけ、です」







　馬鹿。馬鹿馬鹿いじっぱり！　そう言って手を取れたらどんなに楽だろう？　彼女と共に並んで立てたらどんなに素敵だろう。そう思っても。想っても。




　それは叶わぬ願いで。それは有り得ない夢で。距離を縮めることは出来ても。声をかけることはできても。自分と黒い少女の立場は対極で。線対称で。




　どこまで行っても、進んでも。交わることがない縁ならば。せめて。一番近くで。最後まで。しっかりと。この目に焼き付けて。心の中は見せずに。







「『ブラック・ユリィ』っ！　興醒めですわ！　貴方の力はそんなものですの！？」

「今から奇跡の逆転劇が始まるんだよ！　そこでおとなしく黙って見てろ！」







　……これでいい。激励も、応援も、出来ない二人の関係だとしたら。

　……罵声で。憎まれ口で。彼女を奮い立たせればいい。それが。それこそが。







　私たち、二人らしい、関係なのだから。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……しぶといねえ。あんたも。『悪』ってみんなそうなの？」

「……諦めの悪さだけは、天下一品だと、そう思うよ。私も」







　……あー、血が足りないなあ。流しすぎた。飛べない、走れない、そんなこの足で我ながらよくやってるとは思うけど。でもそれでは完全な回避など出来る筈もなくて。望むことも出来なくて。致命傷には至ってないけど全身傷だらけで。




　強く打てない、強く握れない、そんな拳では反撃もままならなくて。肘と膝だけでは、致命的なまでにリーチが足りなくて。今思えば、戦闘前にあの白いお嬢様につっかかっていったことが悔やまれる。これで負けたらカトリーヌのせいにしよう。うん。そうしよう。







　――まあ、負けた後、自分が口が聞ける状態なのか、自信もないけど、ね。







「……気に入らない、ねえ。その目。まだ諦めていないその目が」

「目のことは、あんたにだけは言われたくないなあ」




　逝っちゃってる目をしたあんたよりはましだと思うんだ。正直、目を合わせたくないもん。あんたとは。色彩が消えた目って、ほんと怖いよね。




「……あんたのところのさ、怪人に、教わったことがあるんだ」

「へえ？　なにを？　礼儀作法とか？」




　それはないな。あのカニゾーさんに少しでも教えを乞うたのなら、こんな失礼な生き物になる筈がない。礼儀正しいもんね。カニゾーさん。甲殻類だけど。







　――青い少女が小声で何かを呟く。それに合わせ、青い槍が一層蒼い光を放つ。







「……切り札は、最後まで、とっておけ。ってさ」







　バチィッ！　強大な槍が雷を纏う。青白い閃光に包まれる。魔力が高まる。







「本当は、初手からこれでいこうと思ってた。でもね、万が一があるからね。あんたの足を、機動力を、完全に奪ってからにしようって。……でも、もう、十分。あんたはもう飛べない。走れない」




　青い少女が淡々と述べることは、事実で。極めて客観的な事実で。




「あたしの弱点。それは小回りが利かないこと。一撃の勢いが強すぎるから、逆に超接近戦には弱いし、懐に潜り込まれると反撃の術がない。……でも。これなら」




　眩く闇夜に光るその槍を。少女はうっとりと眺める。




「貫けなくてもいい。切り裂けなくてもいい。触れるだけでいいんだ。次の一撃、もし、あんたが回避して懐に潜り込んだとしても、あたしはちょっとだけ槍を振り払うだけでいい。横に流せばいい。そうすれば」




　キンと。音を立てて。少女は槍を構える。切っ先を私に向けて。




「あんたの拳は、早い。強い。それは認める。でも、それでも、その拳、一撃ならあたしは耐えられる。そしてその一撃を耐えたら、次はあたしの番だ。吹き飛ばされる前に、この槍を、あんたの体に打ち込む。……それで、終わり、だ」







　それが、あんたの未来予想図。この戦いのエンディングか。

　その為に、ちまちまと。私の足を殺しにきていたのか。この状況を作る為に。







「終わりにしよう。　――勝つのは、『正義』だ」







　青い閃光。いや、青白い雷光。槍の纏う魔法が。雷神の杖のように。その一撃のように。私に迫る。動けない私に迫り来る。三日月が裂ける。大きく裂ける。魔性のようなその笑顔。勝利を確信した者の浮かべる笑顔ではなく。どこまでも作り物めいた、仮面のようなその笑顔。







　――この時を、待っていた。







　飛べない、走れないこの足では。彼女の突撃のスピードについていけないのは明白で。彼女が飛び込んでくるのを待つしかなくて。私の間合いまで突っ込んでくるのを待つしかなくて。




　絶対の勝利を確信した彼女が、カニゾーさんに放ったという『切り札』。これを出してくるのをただひたすら待って。耐えて。避け続けて。




　青い少女よ。あんたはきっと、この状況を作り出したのは自分だと思っている筈。ごめんね。違うんだよ。そうじゃないんだよ。







　――あんたが状況を作り出したと、そう思い込む状況を、私が作り出したんだ。







　歪んではいても、あんたは強い。ちょっとやそっとじゃ折れない。だから。あんたのその恨みごと。あんたのその心の支えごと。プライドごと。







　――私は、へし折る。







　雷光が顔の横を貫く。まずここまでは成功。この一撃を回避できれば。あんたの体は目の前で。なまじ突出した突撃力があるから。もう本当に私の目の前で。




　回避されたことを悟った青い少女が、がちんと歯を鳴らす。三日月が閉じる。私の反撃を。その一撃を。一撃だけ耐える覚悟を完了する。その一撃を耐えれば。彼女の宣言どおりもう勝利は目の前で。そして彼女の意識は、一撃では刈り取れなくて。







　……カニゾーさん。約束を守るよ。







『……あの『魔法少女』の切り札。電撃の槍は、私や姐さんのような近接型にとっては鬼門です。防ぐどころか、触れることさえ出来ない。でも』




　……ありがとう。カニゾーさん。私に勝利の道を教えてくれて。




『自分の右腕が。博士の親父さんから貰った大事な腕が教えてくれました。　――あの少女の魔法は、槍にしか作動しません。つまり、彼女本体には電撃は流れていません」




　……今ここで。この瞬間に。この瞬間で。




『だからといって彼女の本体に攻撃を加えては、自分の二の舞になるだけです。相打ち状態になれば、こちらの負けです。だから……」







　槍をかわした私の体は、青い少女に向け横に流れていて。私の体の正面には、電撃を纏う青い槍があって。その槍が私に向けて横殴りに払われてくる。青い少女が虚空を貫いた槍の慣性を、固く握り締めた両手で無理矢理押さえ込んで、強引に方向転換を遂げようとしている。







『勇気を持って、彼女の懐に。そしてその拳を。彼女の』







　さあ。ここまで温存した私の拳よ。ようやく出番だ。待たせて悪かったな。







　――その力を！　開放しろ！







　私の拳が。血塗れで壊れた拳が。それでも。速さは失わずに。正確さも失わずに。小さなその目標に向け放たれる。その一点に向け。全力をこめて。










『槍を握る、彼女の手の甲へ』










　ピキッ！　そんな乾いた小枝を折るような音を、彼女の左手の甲が立てる。その音が、私に更に勇気をくれる。速さをもたらす。右腕を引き、その反動で腰を回し、今度は左の拳を振るう。それはさっきよりもさらに小さな目標で。小さき故に、先程よりも脆い目標で。つまりそれは、槍を支える彼女の右手の指で。




　パキンッ！　もう一度聞こえた骨の砕ける音。如何に意志が強くとも。妄執でその身を支えていようとも。人体の構造上、折れた腕では物を握れない。折れた指では重い槍を支えることは出来ない。




　音を立てて、彼女の腕から電撃の槍が吹き飛ぶ。痛みよりも、強い衝撃で、追い詰めた筈の『悪』に、一瞬で勝機を覆されたショックで。青い少女の顔が固まる。閉じたままの三日月は。もう、開くことなく。







「……これが、私の『切り札』。最後までとっておいた、『切り札』」

「……なるほど、な。踊らされていたのは、あたしのほうだったか」

「……今度こそ。王手。詰み。だ」

「……あはは。そうだね。　――やれ」







　言われるまでもなく。私は拳を握り締める。血塗れのこの拳では。壊れたこの拳では。本来の力は発揮することは出来ないだろうが。いつもの威力は期待できないだろうが。でも、目の前に無防備で立つ、武器を奪われた魔法少女の華奢な体を吹き飛ばすくらいなら余裕で出来る筈で。それくらいの力は残っている筈で。







「終わりだ『正義の魔法少女』っ！　受け取れっ！！」







　――私の拳が。膝が。肘が。乱舞する。マシンガンのように叩き込まれる拳が、彼女の体を打つ。閃光のように放たれる肘が、彼女の皮膚を切り裂く。重々しい打撃音を立てる私の膝が、彼女の骨を砕く。




　耐え切れず吹き飛ぶ彼女に向け、とどめとばかりに放たれる右フック。角度をつけ、やや上から下に振り下ろすように放たれたそれを横っ面に受けた彼女が、地面に叩きつけられる。二度、三度とバウンドしたその体が、地面に横たわる




　私は獣のように彼女に飛び掛る。彼女の胸に乗る。彼女の両腕の上に膝を乗せる。……完全に決まったマウントポジション。もう、彼女には、無条件で私に殴られ続けるしか、手段が、ない。







「……もう、いい。もともと痛みは感じない。反撃も出来ない。　――殺せ」

「……そうか。覚悟を決めたか。なら、いい。　――安心して、逝け」







　私は拳を振り上げる。自分の血と、青い少女の血で汚れたそれは。まだ持ちこたえていてくれて。砕けずにいてくれて。もう一撃くらいは、私は全力で殴れそうで。




　ぎちりと。拳を握り締める。背後で誰かが、小さく悲鳴を上げている。その声を無視して。その白い少女にあえて見せ付けるように。私は強く、拳を握る。




　魔法少女の三日月は閉じていて。魔法少女の瞳は閉じていて。彼女の顔を覆っていた異形の仮面は、作り物の笑顔は、もう砕け落ちていて。でも。







「けじめは、つけないと、な。　――受け取れ『魔法少女』。あんたの罪を」







　――私は、力一杯握り締めたその拳を、思い切り振り下ろした。













************************************************

作者追記




本編とは関係のない、ある意味私信になるお話なのですが、

この作品を作品を読んで頂いている書き手の皆様にお伝えしたいことがあります。

お時間があるときで構いません。よろしければ、私の6/15の活動報告をご一読下さいませ。




以上、私信でした。





第二幕　閃光の青

エピローグ　満月が見ていた

エピローグ　満月が見ていた




　私の拳が叩き込まれる。血塗れの鉄拳が。壊れた拳が。音を立てて。

　青い少女の、壊れた仮面の。笑顔が剥がれた裏側の、年相応の素顔の。







　――すぐ横の地面に。







　ぐあああああっ！　いてえ！　格好つけて地面を殴ったけど、これ結構痛いね！　拳自体より肩が痛い！　衝撃がモロに伝わってくる。しびれたー。







「……なんのつもり？」

「うん？　まあその。うん。……これでいいかな、って」

「情けをかけるつもり？　感謝なんかしないわよ？」

「別にそういう意味じゃない。……これで、あおいこ、だからね」




　おあいこ。そう。おあいこ。これで五分五分。痛み分け、だから。




「意味わかんない。さっさとやってよ。あたしはあんたの敵なのよ？　仇なのよ？」

「うん。だから。やられた分だけはきっちりやりかえした。つもり」

「……どういうこと？」

「カニゾーさんは、生きてる。瀕死だけど。……だから、あんたの命もとらない」




　命には命で贖ってもらうけど。それが組織の総統代理たる私の義務だけど。




「……家に帰ったら死んでるかもしれないよ？」

「平気よ。博士がついてるから。心臓か脳か、どっちかが無事ならば、あの人なら死者でも蘇らせてくれる。そう信じてる」




　これは本心。私は博士を全面的に信じてる。だからカニゾーさんは絶対に助かる。




「それに、あんただって見逃したんでしょ？　カニゾーさんのこと」

「……んな訳ないでしょ。ほっといても死ぬと思ったから放置しただけよ」

「ふうん。……意識を失う前のカニゾーさんが最後に見たものは、鬼のような顔をして槍を片手に突っ込んでくるあんたの姿だったそうだけど？」

「…………」







　――総統。どうですか？　私の判断は間違っていますか？　甘いでしょうか？




　……そんなこと、ありませんよね。総統なら、同じようにしますよね？

　私の大好きな総統なら。強くて、格好良くて、でも誰よりも優しい総統なら。




　きっと。私と同じ判断を下したと、そう思います。絶対。絶対。

　私は総統の代理として、総統のように、振る舞えたと、そう信じています。




　だから、いつか。また会えたその日には。

　今日のことも、この判断のことも、誉めてくださいね。




　約束ですよ？　私の大好きな、総統閣下。







「……ひとつだけ、聞かせてほしい」

「うん？　何よ？」




　青い魔法少女が問いかけてくる。真っ直ぐに私を見て。あの虚無の瞳ではなく。悔しさを滲ませた色をして。感情を取り戻して。仮面を取り払って。







「何故、あんたは強くなった？　何故、あの怪人は倒れなかった？　思いの強さなら、あたしはあんたに絶対負けていない。恨みの深さなら、あたしは誰にも負けていない。そんなあたしが、何故、負ける？　あんたたちの強さの理由は、なんだ？」







　強さの理由。理由か。そんなものは簡単なことで。簡単なことだけど、私やあんたにはなかなか気付くことが出来なくて。恨みや復讐心で行動しているうちは、絶対に気付くことが出来ないことで。







「……私や、カニゾーさんは、背中に誰かを背負っているから。誰かを庇っているから。自分が負けたら、折れたら、その人を守ることが出来ないから。だから、私は、一度目の戦いではあんたに負けた。誰も背負っていなかったから。今日の戦いではあんたに勝てた。背負っているものの重さに気が付けたから」







　青い少女が唇を噛む。もう三日月はどこにも見えなくて。私に殴られて血を滲ませる唇は、悔しそうに歪んでいて。痛々しいくらいに、思いつめた顔をしていて。







「背負っているものなら、あたしにもあった。パパの魂を、ママの無念を、私は背負っていた筈。ずっとずっと、あの日から今日まで、一度も忘れずに背負っていた筈。それなのに。それだけじゃ。足りないと言うの？」







　虚無しか映していなかった少女の瞳が、滲む。透明な水で、滲む。色彩を取り戻した瞳が、満月の光を、星の光を宿して、綺麗に光る。







「……失くした人を思い続ける力と、今、共にいる人を守ろうとする力の差、かな？　……正直に言う。私にもまだ分らない。私も失くした人を思い続けているから。それも私の力の元のひとつだから。でも。でもね」







　私を守り続けた総統の背中。私を庇い続けたであろうカニゾーさんの背中。多分、それは、その背中は、鋼鉄よりも固く、宝石よりも綺麗だった筈。いつか、私も、あの人たちのように、強くなりたいなと、そう心から願う。







「守らなきゃいけないものを持っている人と、全てを捨てた人だったら、多分、きっと、前者のほうが強いんじゃないかなって、私はそう思うよ」

「……なによ。そんなのありかよ。それじゃあたしは、あんたらには勝てない。誰にも勝てない。強くなるために全てを捨てたのに。それじゃあたしは、あたしは……」







　つう、と。一滴。彼女の頬に涙が伝う。頑張って、頑張って。歯を食いしばって。耐えて。耐えて。やっと手に入れた『正義の力』。その源を。根源を。敵から否定された『魔法少女』は、子供のように、ただただ、静かに涙を流す。







　思わず。反射的に。少女の頬に手を伸ばそうとして、そして引っ込める。

　それは私の役目じゃない。それは私に仕事じゃない。それを果たすべきなのは。




「……案外、そんなこともないかもしれないよ？」

「……なによ？　どうしてよ？　もうあたしには何も残っていないのに……」




　私はゆっくりと立ち上がる。少女を見下ろす。今更ながらに気がつく。仮面で隠していた弱さが表に出てしまうと、青の少女は、驚くほど華奢で。儚くて。







「あんたにも、強くなる理由が、ううん。違う。強くならなきゃいけない義務が、生まれるかもしれないってことよ」







　そう呟いて、私は振り返る。仲間の元に向け歩き出す……つもりだったけど。くらりと眩暈が襲う。あーこれは完全に貧血。戦闘中に散々斬り刻まれ、今なお絶賛出血中の私の体内の血液は大幅に不足していて。振り返る。歩き出す。こんな何でもないようなことすら、今の私には結構きつくて。




　ふらりと。平衡感覚を失った体が前に倒れこむ。あー、締まらないなあ。我ながら。ここは格好良く、背中で語りつつ歩き去る場面なのに。まだまだ私には修行が足りない。そんなことを考えつつ倒れこむ私の体が。







　……ふわりと、優しく受け止められる。甘い香りに包まれる。







　あー、この驚異的な胸囲はBさんかなあ。柔らかけー。女の子ってなんでこんなにふわふわで柔らかいんだろうねえ。お菓子みたい。ま、私みたいな例外もいるけどさ。鉄板のような胸囲を持つ女の子もいるけどさ。……って、あれ？　Bさんシャンプー変えた？　なんかいつもより高級感のある香りがするよ？







「……もう。フラフラじゃありませんか……」

「……なんだ。カトリーヌか」

「何だとは失礼な。倒れそうな貴方を支えてあげた恩人なのに」

「……あの看板から先には来るなって言ったでしょ？」







　白い少女の腕が、私の背中に回る。ぎゅっと抱きしめられる。おい、まさかここで鯖折りとか決める気じゃないだろうな？　それ禁じ手だからな？　伝統ある大相撲ですら危険すぎるからって禁止されてる技だからな？




「それは戦いの間のお話です。戦いは終わりました。だからもうそれは無効です」

「勝手に、決めるな。だいたい私はあんたと馴れ合う気は」







　ない。と。そう言おうとした口は、白魚のような指でふさがれて。







　悪戯っ子を叱るような、そんな表情を浮かべたカトリーヌが。

　いつもの笑顔を浮かべつつも、うっすらと涙ぐんでいるのを間近で見てしまって。




　私は緩慢に離れようとするのだが、お嬢様の腕ではそれを許してくれなくて。足腰立たない私は、お嬢様の肩に顎を乗せるような姿勢になっていて。……まあ、いいか。カトリーヌ。たまにはあんたに甘えてやるよ。このお節介さんめ。







　……この借りは、いつか、熨斗つけて倍返ししてやる。







「……ありがと。カトリーヌ。もう平気」

「そうですか？　歩けますか？　怪我の具合は？」




　お前は私のオカンか。心配性にも程があるわ。それに。その。な。




「そのセリフは、私に言う前に、あんたのお仲間に言ってやれ。……そのつもりで近づいてきたんだろ？」

「はい。そのつもり、だったのですけどね。弱っちい誰かさんが、もうフラフラで見てられなくて、思わず支えてしまいましたので。嫌だったのですけど」

「あんたは私を心配してきたのか、それとも喧嘩を売りにきたのか、どっちなんだ？」

「さあ？　どちらでしょう？　……ま、それはともかく」







　つい、と、カトリーヌが離れる。なんとなく、離れがたいような雰囲気を醸し出しつつ。ゆっくりと背中に回した腕を解き、そしてその手を私の胸に当て、押し出すようにして。指の一本一本に未練を乗せるようにして。少しずつ。少しずつ。離れていき。







「……では、私はこれで。お疲れ様でした。『悪の組織の女幹部』さん」

「……はいよ。次はまた敵同士だ。覚悟しとけ。『正義のミカタの魔法少女』さん」







　ふわりと軽く、頭を下げる。銀色の髪が揺れる。たたたっと走り去った白い魔法少女は、未だ地に伏したままの青い魔法少女の横に座り。一言、二言と声をかけ。拗ねたような顔をしてぐずる青い少女に肩を貸し、その身を支え。




　……そこから先は、見なくても分るから、見ない。あのお嬢様が。お節介の国からお節介を広めに来たようなお姫様が。青の少女を見捨てる筈は無いから。新しい仲間を歓迎しない訳はないから。







　ねえ。青い魔法少女さん？　わかる？　今のあんたには、守るべき仲間がいるんだよ？　そいつはちょっとお節介で、ちょっと空気が読めなくて、ちょっといろいろとずれていて、それからちょっと弱っちくて、あと、なんだ？　その、いろいろ駄目なやつだけど。




　でもきっと。いや絶対。そいつはあんたを見捨てない。命に代えてもあんたを守る。あんたのためなら笑って死ねる。そいつはそんなやつだから。馬鹿がつくほど真っ直ぐな奴だから。だから、あんたも。







　――もう、一人じゃない。あんたにも、背中で守る人間が出来たんだよ。







　だから、あんたは強くなれる。両親の仇への復讐だけを考えていた時よりも、もっと、もっと、ずっと。強くなれる。なれる筈だから。







　そう思い、でもそれを口にすることはなく、私は魔法少女たちに背を向ける。あんたたちがそうやって支えあっているように、私を支えてくれる仲間がいるから。背中で守り、守られる。そんな素敵な仲間がいるから。







「……ねえ。黒い人？」

「……うん？　なによ？　青い人？」







　だから。こんな風に。歩む道が違う魔法少女から。拳をぶつけ合った青い魔法少女から。背中に声をかけられるとは思ってなくって。想定外で。




「……今日は、あたしの負けでいい」

「……今日は、って」




　まだやる気なの？　あんたは？　正直、私はもう勘弁なんだけど。




「……あんたが、私の『敵』じゃないということも、まあ、分った」

「そりゃどうも」




　これで雨の夜道で闇討ちされる危険はなくなったってことでいいのかな？




「でも、やっぱりあたしは『正義』だ。悪は許せない。だから」

「うん」

「……覚悟、しておけ。あんたがもし、あたしの正義に反するような事をしたら」







　すうっと、周囲の温度が下がったような、そんな感じ。思わずぞっとする。背中に氷を滑り込まされたような、そんな感覚。私は思わず振り返る。青い少女と目が合う。







「……その時は、その時こそ、あんたの命は、あたしが、貰うから、ね」







　……赤い三日月が、大きく、大きく、その顔に広がっていた。







　☆　☆　☆　☆　☆







「おつかれー。百合ちゃん……って！？　どうしたの顔真っ青だよ！？」

「いや、ちょっと……。最後の最後で夢に出てきそうな怖いもの見ちゃって……」




　うん。今夜私は絶対うなされる。ジャック・オー・ランタンに追い回される夢を見そうな気がする。しかも不死身の。殴っても殴っても笑顔が壊れないやつに。




　いろんな意味で血の気を失ったまま、私は仲間の元に帰る。Bさんがふらつく私の体を支えてくれる。Aさんが素早く的確な応急処置を施してくれる。大佐が大きな手で頭を撫でてくれる。







　――そして。







「戻ったか。百合。ずいぶんやられたようだのう」

「博士！　カニゾーさんは！？　手術は成功した！？」

「うむ……。まあ、成功と言えば成功、か？　とりあえず命は取り留めた」

「ああ……っ！　よかった！　さすが博士！　早速ウチに帰ってお祝いを……」




　命さえ無事ならば。多少、姿形が変わっても。中身さえ無事ならば。例え腕がロケットパンチになっていようと、目からレーザーがでようと。それでいい。だってカニゾーさんはカニゾーさんなのだから。







「うん？　ウチに？　いやいや。百合。ここにつれてきてるぞい」

　




　博士はそう言うと、足元に置いてあった水槽を持ち上げる。小学生の自由研究に使われそうなその小さめの水槽には、底を浸すくらいの水が入っていて。その中には、赤くてピコピコと動くものがいて……。







　……え？







「いやまあ。命は辛うじて救えたのだが、の。もう体は再利用が利かないほどボロボロでなあ。とりあえず、カニゾーの蟹成分だけは、こうして抽出できたのだが」




「えっ！？　待って博士！　ももも、もしかして！　このちっこいカニさんが！」




　水槽の中でカニさんが小さい鋏を振っている。挨拶をするように。ピコピコと。







「あらー。可愛い姿になっちゃいましたねー。カニゾーさん」

「可愛いというか。……いや、それ以前にこいつ、何か泡を吹いてますよ？　博士？」

「うん？　あー。あれだAよ。急いで出てきたからな。その水槽の水、水道水なのだ」

「ああ。なるほど。カルキにやられてるんですね。カニゾーさんは」

「おお。見てみろB。見事に泡吹いてるぞ？　これはそろそろヤバイかもしれんのう」

「あ。ついにひっくり返りました。カニの腹って白いんですね。ピクピクしてますー」







「いやあああああっっ！！　カニゾーさん死なないでええええっっ！！」







「……行ってしまいましたね。百合さん」

「カニさんの水槽抱えて、どこに持っていくつもりなんでしょうねー？　大佐？」

「とりあえず過去川の水を汲みに行ったのだろう。カルキ臭い水道水よりはましだ」

「まあ、生き物を大事にするその心は立派じゃな」




「で、博士？」

「なんじゃ？　大佐？」

「本当のところはどうなんです？　カニゾーは？」

「体が再利用できないと言うのは本当じゃ。立派なサイボーグにしてやったわ」

「ほう？　それは興味深い」

「今度はすごいぞ？　力は軽く前の五倍。鋏は脱着式じゃ」

「ほうほう。武器は他にも？」

「鋏以外にも、ドリルを用意してある。……完璧じゃろ？」

「完璧ですな」

「ふっふっふ……」

「はっはっは……」




「お楽しみのところ申し訳ありませんが。博士」

「なんじゃ？　Aよ」

「大佐もー。そんな陽気に笑っていていいんですかー？」

「何故だ？　Bよ」

「騙されたって知った百合さん」

「すっごーい怒ると思うんですけどー？」

「…………」

「…………」

「言い訳」

「考えておいてくださいねー」

「……まさか、信じるとは思わなかったのじゃ……」

「出来心でやった。今は反省している」







　――空にかかる満月が。三日月の悪夢を打ち消し。戦いの夜が、終わる。







　黒い少女に、自身の義務と、戦う理由を思い出させて。

　青い少女に、自信の源と、新たな戦う理由を、授けて。







　――そんな、二人の少女の、物語が、幕を閉じる。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……以上が状況の推移です。結局、『青の魔法少女』は『ブラックシャドウ』の怪人に手傷を負わせるのが精一杯だった模様です」




　満月の光さえ届かぬ、どこか遠い場所で。深い場所で。

　黒服の男が、豪奢な服を着た男にそう告げる。報告する。




「まあ、そんなものだろう。……しかし、カニゾーか。少し惜しい事をしたな」

「はっ。……しかしやつが、我々を裏切って『ブラックシャドウ』に味方するとは」




　そうではあるまい。と。豪奢な服を着た男はそう思う。

　あれはウチに。『闇夜の鴉』にいては、精々捨て駒がいいところ。三下だった。




　強くしたのは、『ブラックシャドウ』。

　能力的にも。精神的にも。カニゾーを変えたのはやつらだ。




　何よりも、最初に裏切ったのは、こちらのほうだしな。

　捨てたゴミを再利用されたからといって、文句を言う筋合いはない。




「……もうよい。下がれ」

「……はっ」




　豪奢な服の男はそう言い捨てる。

　黒服の男は一礼して……下がらない。




「なんだ？　まだ何かあるのか？」

「いえ。そうではありませんが……」

「何だというのだ？　何か言いたいことでもあるのか？」

「いえ。その。今回の作戦の意義が、自分には……」




　豪奢な服の男は鼻を鳴らす。




「なんだ？　私の指揮に対する異議でもあるのか？　うん？」

「い、いえっ！　決してそのような……！」

「では下がれ」

「は、ははっ！」




　転がるようにして黒服が下がった後の部屋。

　豪奢な服を着た男は、一人、静かに、嗤う。




「……作戦の、意義、か」




　真相を知ったら、あの男はどう思うのだろう？　どう行動するのだろう？

　組織から逃げ出そうとするか？　それとも自分に向けて刃を向けてくるか？




　少しだけ、試してみようかと、そんな気持ちになる。

　信じていた者に裏切られた人間の、絶望に満ちた顔を見るのは。







　その男にとって、何よりの楽しみであったから。







「……まあ、今はまだ、その時ではない、と」







　男は通信機を手に取る。簡単な操作で先方を呼び出す。口を開く。







「……私だ。こちらは順調。そちらはどうだ？　……そうか。もうすぐ動けるか。いよいよだな。……ああ。それは任せておけ。こちらの心配せず、お前はゆっくりと体調を整えておけ。何しろ」







　男は嗤う。にやりと。唇を歪ませる。悪魔の弟子のように。







「敵は、『ブラックシャドウ』だ。……相手にとって不足なし、だろ？」










　――　第ニ幕　（了）　――










************************************************

これにて第二幕『閃光の青』、終幕です。

ここまで読んで頂き、ありがとうございました。




またお付き合い頂ければ幸いです。





舞台裏　悪の組織の内部事情





舞台裏　悪の組織の内部事情

第一話　儂が悪の科学者である理由

第一話　儂が悪の科学者である理由




「博士ー。お茶にするけど、いっしょにどう？」







　私は縁側に佇む白髪のおじいさんに声をかける。

　この人は私の保護者、兼、私の後見人、兼、私の部下、兼、私の大事な家族。




　――通称『博士』。本名は知らない。どんな過去を送ってきたのかも知らない。




　その通称通り、あらゆる学問に通じ、どんな問題も科学力で解決するこのおじいちゃんは、私たちの所属する『ブラックシャドウ』の頭脳として、私は勿論、私以外のメンバー全員からも頼りにされている。




「うん？　ああ。百合か。遠慮なく頂くとしよう」

「田中のおばあちゃんからおいしい羊羹も頂いてるんだ」

「それはいいな。ちょうど腹が減っていたところじゃ」

「それは博士の自業自得。あと三日、博士と大佐のおかずはふりかけのみです」




　先日繰り広げられた『正義の魔法少女』との死闘において、博士がその名に恥じぬ働きをしたことは認める。死の一歩手前まで追い詰められたカニゾーさんを無事蘇らせたその手腕は見事と言うしかない。だーけーどーねー。




「……おちゃめな冗談ではないか……」

「冗談でもやっていいことと悪いことがあります！　ほんとに、あせったんだから！」




　なまじこの博士のことだから。天才科学者の博士のことだから。甲殻類型怪人であったカニゾーさんを本物のカニにしてしまうことくらい、簡単にやってのけそうで。




　水槽で泡を吹きつつ弱々しく鋏を振る、カニゾーさんもどきの『かにぞーちゃん』に向け、必死に『死なないで！　がんばって！』と語りかけ続けた私。嗚呼、黒歴史。月夜の晩、過去川の畔で、血塗れの衣装のまま涙を流しつつ、甲殻類に真剣に語りかける少女の姿が周囲の住民の皆様の目に触れずにすんだのが不幸中の幸いで。




　もし、クラスメイトに目撃でもされた日には、私はきっと登校拒否を敢行したに違いない。案外、引きこもりって現象は、こんな単純なことが原因で発生するのかもしれないと、そう思う。まあ、それはともかく。







「……はい。博士。博士好みのあつーいお茶ですよー」

「うむ。頂こう」







　……今日の天気も、雨。今年の梅雨は本当に働き者で。こんな梅雨らしい梅雨の季節はここ数年ではなかったことで。ウチの前の畑が生き生きとしている。天然のシャワーを浴びてすくすくと葉を茂らせる植物を見るのは、どこか気持ちがよくて。




　そろそろ冷たいお麦茶の季節だな、と。田中のおばあちゃんのトウモロコシが食べたいな、と。本当にとりとめもないことを。私は博士に話しかける。博士はそのひとつひとつに頷き、答えを返し、笑い、たまにちょっとむっとしたりして。




　こうして、二人でいるのが。二人っきりでいることが。本当に居心地がよくて。なんでもない会話が続くのが楽しくて。たまに訪れる無言の時さえ嬉しくて。　







　多分、これが。こういうのが。きっと『家族』なんだろうなと。

　既に、家族と言われる人たち全てを失っている私は、そう思う。







　家族。家族。……家族、か。







「……そういえばさ、博士」

「うん？　なんじゃ？」




　聞いても言いのかな？　いいよね？　だって家族みたいなものだし。私たち。




「博士が一番最初の、『ブラックシャドウ』のメンバーだったって、本当？」

「うむ。それは事実じゃな。何しろ儂が総統と出会った時、まだ『ブラックシャドウ』という組織はなかったしのう」




　へえ。それは初耳だった。




「ふうん。……ね。博士。どんな出会いだったの？　総統とは」

「何じゃ百合。そんな事を聞いてどうする？」

「え？　別に意味はないけどさ。聞いてみたいだけ。ね。聞かせてよ」

「そうじゃのう……。こんな雨の日には、思い出すな。あの日のことを」







　さあああ……。降りしきる雨が奏でるハーモニー。

　大きな音ではなく。心を打つ音色でもなく。でも、どこか懐かしい、その音。




　

　――雨の音は、消え去った時を、失くした過去を、思い出させる。







「儂と総統の出会いは、の……」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……年老いた男が、深夜の路地裏を千鳥足で歩いていた。







　見事なまでの白髪は、何年も櫛をいれていないのではなかろうかと、そう思わせるほどにモジャモジャで。身に纏った白衣はわざとやってるのかと思えるほどに皺だらけで。




　全体として、控えめに言っても『汚らしいおじいさん』。

　率直に言えば、浮浪者まで後三日くらい。そんな感じの人生崖っぷちな人。







　そんな身なりの男は、だがしかし。よく見ると、目だけはギラギラとしていて。




　まともな人生を歩んでいたのなら、そろそろ引退の時期。

　優しい家族に愛され、ちょっとだけ疎まれ、のんびり余生を過ごせる時期。




　そんな年頃の筈の男は、だがしかし。よく見ると、未だ目の色は失っておらず。




　抑えきれない怒りを前にして。押さえられない激情を表に出して。

　若々しい少年のように。荒々しい武士のように。牙はまだ抜けず。







「まったく！　どいつもこいつも国の輩は！！　……っとお！」







　しかし。目の色だけは若くとも。荒々しい声を上げてはいても。

　所詮、その身は年老いた体であり、枯れ木のように痩せ細った体であり。




　男はよろめく。過剰に摂取されたアルコールが、平衡感覚を狂わせる。

　足がもつれる。体が前に傾く。そのまま倒れようとしたところを。







「おっと。……失礼。ご老人。お怪我はありませんか？」







　一人の青年が、年老いた男の体を支える。目立たない色をしたスーツに身を包み、濃いサングラスでその表情を隠した青年の逞しい右腕が、意外なほどの優しさを持って、老人の背に回される。




「おう。悪いな。若いの。助かったぞ」

「いいえ。……しかしご老人、大分、呑まれているようですな？」

「まあ、のう。……世の中には、呑まなきゃやってられないことも、あるもんじゃ」

「まあ、そういうこともあるでしょうが……」




　年老いた男は笑う。可笑しくてたまらないといった風に。

　青年は困惑する。悪い酔っ払いに捕まったと、そう顔に書いてある。




「どれ。ここで会ったのも何かの縁じゃ。ちよっと、付き合え。若いの」

「あ。いえ。私はこれから用事が……」

「こんな時間に用事も何もあるもんか。嘘をつくならばれないようにつけ。若造」

「あ。いえ。その……」




　老人が青年の腕を強引に取る。青年の力を以ってすれば、そんなものは容易く振り払える筈ではあったが。困惑しつつも拒絶することが出来ない青年は、案外、お人よしなのかもしれない。




「まあまあ。この先にうまい手羽先を食わせる店があるんじゃ」

「いえ。ですから私には用事が……」

「そう邪険に扱うものでは……うん？　雨じゃな。これで理由が出来た」

「は、はあ。確かに雨のようですが……？　ご老人？　理由とは？」




　我が意を得たりと。そんな感じで。老人がにやりと笑う。







「決まっておる。　――雨宿り、じゃよ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……さ、もう一杯いけ。若いの」

「……いえ。もう。本当に……」

「何じゃ？　情けないのう。しっかりしろ。若造」

「……ご老人が強すぎるのです……」




　……杯を重ねること数時間。二人の前には日本酒の徳利が所狭しと並べられ。

　雨宿りというには、些か酒精の成分が強すぎるきらいがあって。




「まあ、こうして心から酒を楽しむのも、久しぶりのことでな。許せ」

「……何か、嫌なことでも？」




　ふん。と。老人が鼻を鳴らす。くしゃくしゃの白衣の内ポケットから、白衣と同じくらい皺だらけになった封筒を取り出す。




「……ま、原因はこれじゃ」

「拝見します。……辞表、ですか」

「好きで出した訳ではないわ。無理矢理書かされたのじゃ」

「心中、お察し致します。……失礼ですが、どちらへお勤めを？」




　老人が杯を呷る。強い酒を、まるで水のように飲み干す。




「……国、じゃよ。儂は国の為に、半世紀、働いてきた」

「……国、ですか。公務員、という訳ですね？」







　……『国』と言う言葉に、青年が少しだけ眉を上げたことに、老人は気づかない。







「まあ、公務員と言っていいのかどうかはわからぬが。……学者だしな。儂は」

「学者、様でしたか。専攻は？」

「そんなものはない。真の科学者たるもの、万物を扱えずにどうする？」

「なるほど。正にその通り、ですな」







　青年が静かに腰を浮かす。それは先程までの、酔い潰れそうだった青年の動きではなく。一般人の動きではなく。　――敵勢力を前にした、忍びの動きで。







「なあ。若いの。学者は、科学者は。何の為に研究するか、わかるか？」

「はあ。そうですね。　――名誉の為。あとは研究心。そんなところでしょうか？」

「阿呆。そんなものは、そんなものを追い求めるのは、ただの学者もどきじゃ」

「……では、ご老人は、何の為に？」







　ぴたり。と。老人が動きを止める。青年の目を見据える。その目。その目は。強い酒を何杯も呷ったとはとても思えず。科学者とも思えず。むしろそれは、戦う男の目で。その肩に何かを背負った男の目で。







「決まっておる。　――人々の幸せの為、じゃ」

「……人々の、幸せの、為」




　老人が頷く。その皺だらけの顔は厳しく。威厳すら漂い。




「そうじゃ。病に苦しむ者を救おうとして、医学が出来た。つらい労働を軽減しようとして、技術者が生まれた。学者は、科学者は、の。人に尽くすべきなのじゃ」




　青年が深く頷く。その精悍な顔に、驚きと、共感の色を浮かべて。




「……それを！　あいつらは！　役人どもは！」

「ご老人？」

「見ろ。これを。もう機密保持の誓約など知ったことか！」




　そう言いつつ、老人がポケットから取り出したメモリースティック。鈍く光るそれは、どこにでもありそうな記憶媒体で。でもその中身は。







「……その中に記憶してあるものは、のう。儂が生涯をかけて発明しようとした装置の設計図、じゃ。『異次元空間の発生装置』なのじゃ」







「『異次元空間の発生装置』……」

「左様。……なあ、若いの。『悪の秘密組織』のことを知っておるか？」




　ぴくり。と。青年の頬が強張る。しかし、青年の声は揺れず。




「まあ、人並みには」

「『悪』が出れば、『正義』も出撃せざるを得ない。これは仕方ない」

「はあ。そうでしょう、ね」




　青年の声に苦いものが混じる。しかし老人は気づかない。




「しかし、な。若いの。戦場がいつも無人とは限らない。『悪』はそんなことに拘らない。戦場を選んだりはしない。……その地が、その地に住まう人々にとって、重要な場所であっても。大事な思い出の場所であっても」




　老人が杯を呷る。苦々しげに。悔しそうに。




「……そして『正義』も。また。挑まれた戦いから逃げることは出来ない。例えそこが誰かにとって大事な場所であっても。壊れてほしくはない場所であっても。『正義』は『悪』を討つことを最優先で考える」




　青年が、腰を下ろす。浮かせかけていた腰を、もう一度、しっかりと下ろす。




「だから、『異次元発生装置』、ですか？」

「左様。戦いが避けられぬのであれば、せめて、周囲に被害を出さぬように、な」

「……素晴らしいお考えだと思います。して、そんな博士が、何故辞表など？」







　どん！　強い音を立てて、老人の拳がテーブルに叩きつけられる。その衝撃で何本かの徳利が床に転がり落ちる。







「……それが、わからぬ、のだ」

「……どういうことでしょう？」




　怒りの表情を浮かべたまま、老人がうなるような声で続ける。







「言葉の通りじゃ。手前味噌になるが、この装置が完成すれば、戦闘における二次被害はほぼ皆無となろう。コストの問題も、安全性もクリアしてると自負しておる。なのに、なのに、役人どもは……っ！」







「ご老人。落ち着いてください。お体に触ります」

「落ち着いてなどいられるか！　やつらは！　役人どもは！　儂の発明を！」




　老人が再び、拳を振り上げる。青年がその腕を取る。強引に押さえつける。




「『不許可』の一文で片付けおった。……理由すら、説明されずに、な」

「……それは、おかしな話ですね」

「儂もそう思った。だから何度も上申を繰り返した。……その結果が」




　老人の手がくしゃくしゃの封筒を取る。ひらひらと振り回す。




「……これ、じゃ。酒の一杯も呑みたくなる気持ち、わかるであろう？」

「納得、しました。そして同時に」

「なんじゃい？」







　青年が居住まいを正す。背筋を伸ばす。老人の目を真っ直ぐに見つめる。







「失礼の段、平にご容赦願います。　――あなたこそ、真の科学者、です」

「……よせよせ。煽てても何も出ぬぞ？　……まあ、ここの飲み代程度なら出すが」







　老人が手を振る。青年が徳利を持ち上げる。恭しくそれを差し出す。




「ご老人。どうぞ。一杯」

「おう」

「ところでご老人。あの装置のエネルギー源は？　莫大な消費量なのでは？」

「まあ、相当なパワーがいるのは事実じゃ」

「それがネックになって許可が下りなかったということは？」

「阿呆。発想の転換じゃ。エネルギーをあちらの世界からもらえばいい」

「と、いうと？」

「空間に穴を開ける。そこまではこちらの力を使う。そしてその先は」

「なるほど。あちらのエネルギーを使う訳ですな」

「左様。質量保存の法則に触れずに、無限のエネルギーを……」

「安全性は……」

「……と、この回路が……」







　……………………。







「――なるほど。そういう理論ですか。ご老人。……うん？　ご老人？」

「ああ。お客さん。その人はいつもそうなんだ」




　カウンターの奥から顔を出した、店の主人が苦笑いを浮かべる。




「と、いうと？」

「自分が語りたいことだけ語りつくしたら、ことん、だ」

「……なるほど」




　青年が老人に目を向ける。いつの間にかテーブルに突っ伏し、高鼾をあげる老人に向け、優しさと、そしてそれ以外の何かを含ませた視線を送る。




「なあに。いつものことですから。タクシーを呼びますね」

「迷惑をかける。……勘定を」

「あれ？　その人の驕りじゃないんですか？」

「ああ。その筈だったのだが……」







　青年は笑う。精悍なその顔に浮かんだのは決意の色。







「私はこの人が欲しくなった。……ここの勘定は、契約金代わりに、私が払おう」







　☆　☆　☆　☆　☆

　




「……秘密、じゃ」

「えー！　ひどいよ博士ー！　ぶーぶー！」

「ぶーたれるでない。百合。年頃の娘が」

「ひどーい！　いつもは女扱いしないくせにー！」







　百合が、むくれる。総統の忘れ形見が、残された希望が、頬を膨らます。

　そんな百合に向け、儂は手を振る。この話はこれまで、と締める。




　どんどんと。怒りのままに。床を踏み鳴らしつつ台所へと向かっていった百合の背中を眺めつつ、儂は、思う。ここにいない誰かに問いかける。







　――なあ。総統。あんたは怒るか？　あんたの夢をあの子に押し付けたことを。







　我ら『ブラックシャドウ』の残党が、あの子を中心にして、あの子を棟梁として、再び立ち上がり、戦おうとしていることを。




　許せ、とは言わない。もう、我々も、あの子も、覚悟を決めたのだから。




　だから。総統。わしらの盟主よ。指揮官よ。指導者よ。

　我が身はもう、どうなっても、よい。儂はもう十分に生きた。




　願わくば、あの子に。我々の希望に。光に。旗印に。　――儂の孫娘に。







　――あんたの加護が、注がれるように。










************************************************

本日の更新はお休みすると言っていましたが

予想以上に順調に進み、ギリギリ間に合いました。

読んで頂ければ幸いです。





舞台裏　悪の組織の内部事情

第二話　俺が悪の大幹部である理由

第二話　俺が悪の大幹部である理由




「……ってことがあったのよ！」

「……ノックもせず、人の部屋に入って来るなり、お前は何を言ってるんだ？」




　博士にとぼけられた私は、その怒りをぶつけるため、端的に言うと殴っても蹴っ飛ばしても平気な人に八つ当たりをするため、大佐の私室へとやってきた。




「だって！　酷くない！？　あそこまで言っておいて内緒だなんて……」

「人には知られたくない秘密の一つや二つはあるもんだ」




　それはそうなんだけどさー。そうだけどさー。でもさー。




「秘密なら秘密でもいいんだけどさー。あんな風にさ、ちょっとだけ匂わせて、でも続きは話さないって言うのは酷いと思うのよねー」

「その気持ちも、まあ、確かに分らないでもないが……」







「こう、なんて例えればいいのかな？　そうそう。続きもののweb小説でさ。章の終わりにさ、強大な敵の存在を匂わせておいてさ、さあ、これから急展開だ！　……ってとこでさ。しれっとさ、何事もなかったかのようにさ、番外編の過去話を挟みこむような真似をしなくても……」

「ストップ。ストップだ百合。そこまでにしろ。それ以上は口に出してはならない」







　すっと音もなく。大佐の大きな手が私の口を塞ぐ。その動作の早さより、意外さより、大佐の真剣な目に呑まれて私は言葉を失う。あれ？　何かまずかったのかな私？　うっかりこの世界の秘密にでも触れた？　自分でも知らないうちに世界の深淵でも覗き込んでしまったのかな？




「ま、それはともかく。だから、大佐。代わりにお願い」

「代わりって、何の代わりだ？」

「博士の代わり。大佐と総統の馴れ初め教えてよ」

「百合お前、私が今、何をしてるのか見て分らないのか？」

「なにしてんの？」

「テストの採点だ。仕事中なんだよ。私は」

「えー。いいじゃん。今日は日曜なんだし。あとで手伝ってあげるからさ」

「どこの世界にテストの採点を、生徒に手伝わせる先生がいるというのだ……」




　なによー。案外、真面目なんだからさー。少しは構ってくれたっていいじゃん。大佐は忙しいかもしれないけどさ、私は暇なんだよー。




「ねーねー。お願い。ちょっとだけ。ちょっとだけでいいからさ」

「仕方のないやつだなあ。お前は」




　諦めたように、そっとため息をついて。大佐がペンを置く。窓の外に目を向ける。降りしきる雨は、まだ止む気配を見せず。優しい音を立てていて。







「……そういえばあの日も雨だったな。私と総統の馴れ初めは……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「おいっ！　てめえっ！　今日こそその命を貰うぜ！　覚悟しろ！」

「……百年早い」




　……若い男。少年から青年へと脱皮する直前の、まだどこかに子供っぽさを残した若い男が、黒いマントの青年に襲い掛かる。握り締めた武器は、所謂鉄パイプと言うやつで。そんなもので強打されれば、無事では済まない危険なもので。




　……青年。いや、青年から壮年へと。若さよりも経験を。熱さよりも落ち着きを。徐々にその身へと蓄えつつある、そんな年頃の黒マントの男は。どこかうんざりしたような顔をサングラス越しに浮かべつつ、しかし油断はせず、若い男を迎え撃つ。




　バシィッ！　若い男の渾身の一撃は、黒マントの青年に軽く返され。




　特に力をこめていたとは思えぬ、青年の振るう特殊警棒による反撃で、若い男の武器が弾き飛ばされる。重い鉄パイプがくるくると宙を舞う。




「……これで終わり、か？」

「――っ！　くそっ！　まだまだっ！」




　若い男が拳を振り上げる。その拳を青年へと向ける……が。




「遅い」

「ぐはっ！」




　あっさりとカウンターで返される。軽く振られた青年の拳は、的確に若い男の顎を打ち抜き、その平衡感覚を奪う。がくりと膝を折る若い男。




「……もう諦めたらどうだ？」

「――っ！！　ま、まだ、まだ……」




　若い男が地に崩れる。彼の仲間たちと同様に。その周囲、まさに死屍累々。青年一人に倒された彼の仲間たちの数、軽く二桁に届き。ある者はその拳で。またある者は特殊警棒の一撃で。実にあっさりと意識を奪われ。




「く、くそ……っ！　なんでこんなオッサンに……」

「……まだ『オッサン』などと呼ばれる年ではない」




　ゴスっと。青年のつま先が若い男の腹に刺さる。今のは絶対、『オッサン』と呼ばれたことに対する復讐だと、若い男はそう思う。痛みにのた打ち回りながら。




「……根性は認めるがな。私に挑むというのなら、もう少し力を付けてからにしろ」

「うる……せえ……。オッサン……」







　さくりと。再びつま先が腹に刺さり、若い男は意識を失った……。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……もう、あの男に関わるのはやめませんか？　お頭」

「馬鹿ヤロウ。ここまでコケにされて、黙って引き下がれるか」




　そこはアジト……などという上等なものではなく。廃工場の一室で。

　若い男をリーダーとした、新興『悪の秘密結社』のたまり場で。




　町の不良たちを束ねた若い男が、食う為に作ったその組織は。同じく新興の、しかしたった二人しかいない『悪の組織』である『ブラックシャドウ』に負け続け。




「しかしですね。お頭。あいつに挑むこと三十回。全滅すること三十回ですぜ？」

「三十一回目には勝てるかも知れねえじゃねーか」

「たまにその、お頭のポジティブシンキングが羨ましくなります」

「そうだろう？　やる気は大事だぜ！　前向きに行かないとな！」




　お頭と呼ばれた若い男が、拳を振り上げる。それにあわせ数名の少年たちが歓声を上げる。どうやらこの若い男、頭は多少足りなそうではあるがではあるが、人望だけはありそうだ。




「そもそもお頭？　なぜあの『ブラックシャドウ』と戦うんですか？」

「ああん？」

「いや。うちもあっちも同じ『悪』じゃないですか。戦う必要、あるんですか？」

「だからお前らは馬鹿だというんだ。……いいか。よく聞けよ？」




　車座の中心にいた若い男が立ち上がる。周囲に視線を配る。




「同じ悪だからこそ、力を示すんだ。正義と戦う前に、周囲の悪の組織を食いまくって大きくなる。組織の力は数だ。その為には、あいつに勝たなくちゃいけねえんだよ」




　腕っ節だけで、ここまではやってこれた。しかし、自分たちがこれ以上大きくなるためには、名声や、実績が必要だ。そう考えた若い男が最初に目に付けたのが、少数精鋭ながらも、既に『正義のミカタ』との実戦経験のある『ブラックシャドウ』。




　噂では、戦闘担当は、たったの一人。もう一人のメンバーは頭脳担当。と、いうか、その噂が本当だとすれば、その頭脳担当者はヨボヨボの爺だそうで。




　若い男が『これは楽勝だ』と。そう思ったとしても無理はないであろう。だがしかし。現実は非常である。若い男を中心とした、二十人の不良たちに取り囲まれた『ブラックシャドウ』の青年は、しかし、その状況にあっても眉ひとつ動かさず。




　気がつけば。逆に。打ち倒され。地面を舐めさせられたのは自分たちのほうで。




　それ以来、幾度となく再戦を挑むも、結果は全て同じで。いい加減、心の弱い者なら諦めてもいい時期なのだが。どうにもこの若い男、根性だけはあったようで。




「まあ、次こそは絶対、俺が……」




　――ばんっ！！




「お、お頭っ！！」

「なんだ騒々しい！　警察の手入れかと思ったぞ！」




　息を切らして飛び込んできた仲間の一人が、若い男に向け叫ぶ。




「冗談を言ってる場合じゃありません！　太郎が『正義のミカタ』に捕まりました！」

「なんだって！？」




　若い男の顔色が変わる。周囲の少年たちの目が光る。太郎と言うのは組織の最年少のメンバーで。そして最近、『正義のミカタ』たちが防犯活動を強化していることは知っていて。捕まえた不良少年たちを、片っ端から管理の厳しい矯正施設に放り込んでいることも知っていて。







「助けに行くぞ！　お前らついて来い！」







　若い男は工場の外へと飛び出す。仲間たちを引き連れて。







　――いつの間にか降り始めた雨が、その背中を濡らしていた。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ちく……しょう……」




　水溜りに顔を突っ伏し、泥水を舐めさせられながら、若い男がうめく。




　何とか動く首を回す。しかし既に、立っている仲間は誰もおらず。誰も彼もが、血を流し、血を吐き、意識を失って地に伏せている。




「ちくしょう……」




　舐めていた。侮っていた。『正義のミカタ』は。自分が戦おうとした相手は。町の不良たちやチンピラたちとは格が違っていて。喧嘩なら誰にも負けないと、そう信じていた自分でさえも、簡単に殴り倒せるほど強大で。そして無慈悲で。




　一人。また一人と。仲間たちが『正義のミカタ』に回収されていく。無造作に。まるで荷物のような扱いで。輸送用トラックへと放り込まれていく。




　それを止めようにも。阻止しようにも。自分の体は『正義のミカタ』に散々打ちのめされ。殴られ。蹴られ。もう指一本動かせないような状態で。







　――自分の弱さが情けなく。今の自分が不甲斐なく。降り注ぐ雨が冷たくて。







　若い男は呻く。もう一度立ち上がろうとして、しかしそれを果たせず。

　ただただ、自分の無力さに打ちのめされる若い男の目の前に。







「……騒がしいと思ったら、またお前か……」

「……なんだよ。オッサンかよ……」




　ゴスッ。




「……血も涙もねえやつだな。あんた……げほっ！　腹はやべえだろ……」

「こう見えても『悪の組織』の人間だからな。……しかし、見事にやられたものだ」

「……馬鹿、ヤロウ。……今から逆転すんだよ……」

「そうか。じゃあ手助けはいらないか」




　若い男は口を開く。『余計なお世話だ』と。そう叫ぼうとするが。しかしそんな力は残っておらず。何より自分の仲間たちが、また一人、敵に運ばれるのを見て。




「……なあ、オッサン。頼みが」




　ゴスッ。




「……頼みがあるんだ。……死ぬかと思った……。聞いてくれ」

「礼儀作法は大事にな。……して、頼みとは？」




　若い男は青年を見つめる。真剣な眼差しで。何故なら、指先一つ動かぬこの体では、頭を下げることもままならないから。土下座すら成し得ないから。




「……あんたの言うことは、何でも聞く。死ねといわれればここで腹を割く。だから」




　その言葉に嘘はなく。その心に偽りはなく。若い男は青年に向け、願いを託す。







「……頼む。俺の仲間を、助けてやってくれ」

「その言や好し。承知した。……後は任せろ」







　青年がマントを翻す。顔を上げる。折り良く、こちらに向かってくる『正義のミカタ』の一人を、鋭い眼差しで貫く。




　

「さて。本気を……出すまでもないか。この人数が相手では、な。……まして」







　青年の纏う空気が色を変える。純粋な力というものを可視化したかのようなオーラが発せられる。その熱が、情熱が、降り注ぐ雨すらも即座に蒸発させる。







「……自分より圧倒的に格下の相手では、な」







　――そして、若い男は、目撃する。本物の強さというものを。




　無造作に、何の警戒もせず。『正義のミカタ』に近づいていった青年が、その腕を振るう度に、その警棒を閃かせる度に。仲間たちが敵わなかった『正義のミカタ』たちが。自分すらも打ち倒した『正義のミカタ』たちが。次々と、潅木をなぎ払うように、抵抗らしい抵抗もできずに、次々と沈んでいくところを。







　――まさに、一閃。







　気がつけば。雨に濡れるこの地に立つものは、青年一人で。

　黒いマントに返り血すら浴びず。その体に触れることすら許さず。




　若い男は思い知る。自分は手を抜かれていたのだな、と。

　自分は井の中の蛙であったのだな、と。いっそ清々しいほどに、思い知る。







「……こんなところか。さて、約束の件だが」

「……煮るなり焼くなり好きにしろ。殺すならさっさと殺せ」




　再び若い男の前に立った青年が、その言葉を発する。




「お前の命なんぞ貰ってもしょうがない。……組織を解散しろ」

「――は？」

「今ならまだ、『若さゆえの過ち』で済む。この先を望めば、もう引き返せない」

「…………」

「お前は弱い。頭が弱ければ、組織の者が傷つく。……それでも、まだやるか？」

「…………」

「組織の長になりたくば、強くなれ。今のお前では、全ては守れない」







　――青年の言葉が、若い男を貫く。鋭く。鋭く。







　若い男は唇を噛む。何かを言い返そうとするが、現状では青年の言葉を否定できるだけの根拠がなく。自信もなく。そして実力もなく。







「……わかった。約束は、守る。組織は解散する。　――ただし！」







　きっ、と。若い男は顔を上げる。青年を睨む。燃えるような目で。若々しさの全てを燃やし尽くすような、そんな熱い目で。真っ直ぐに。ただ真っ直ぐに。







「俺はあんたについていく。俺はいつかあんたを負かす。その為に、ついていく」

「……阿呆。そんなこと、認める訳がないだろう？」

「別に認めてくれなんて頼んでない。俺が勝手についていくだけだ」

「迷惑だ」




　短くそう言い捨てた青年が、身を翻す。若い男に背を向け歩き出す。




　若い男は立ち上がる。よろよろと。しかし全身の力を使って。必死に。

　颯爽と歩く青年に追いすがる。動かぬ足を無理に引きずって。必死に。







「……驚いたな。もう立てるのか」

「頑丈なのが俺の取り柄だ」




　すたすたすた。ずるずるずる。




「なあ。待てよ。待てってば！　おいオッサン！」




　すたす……ゴスッ！　……たすた。　ずるず……べしゃ！　る……ずる……。




「だ、だから……腹は、ヤベエだろう……って……」

「自業自得という言葉を知ってるか？」

「じゃあ、あんたのこと、何て呼べばいいんだよ？」

「うん？　教える義務もないが。組織では『総統』と呼ばれている」




　すたすたすた。ずるずるずる。




「へえ。総統か。なかなかいいな。じゃあ俺は『大佐』でいいや」

「図々しいやつだな。まあ、将軍を自称しないだけましか」

「ばっか。大佐は偉大なんだぜ？　怒ると地球にコロニー落としたりするんだぜ」

「知らん。何の話だ？」




　すたすたすた。ずるずるずる。




「なあ、あん……たじゃなく。総統。聞いてもいいか？」

「聞くな寄るなどこかへいけ」

「どうしたら、総統のように、強くなれる？」

「……とりあえず、お前は言葉遣いを直せ。強い言葉は逆に弱く見える」




　すたすたすた。ずるずるずる。




「うん？　気取ったしゃべりは苦手なんだよ。俺は」

「まずそこだ。『俺』なんて言うな。『私』とか『自分』とか言え」

「あーん？　面倒くせえなあ……」

「別に強要はしていない。……いやそれより、どこまでついてくるつもりだ？」




　すたすたすた。ずるずるずる。




「そんなの、決まってるだろ」




　すたすたすた。ず……すたすたすた。







「地の底、までだ。一生付きまとってやるから、覚悟しろよ？　総統閣下」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……秘密、だ」

「くきー！　大佐までそんな態度とるんだ！？　もういいもん！」

「私にだって言いたくないことくらいある」

「もー！　大佐の馬鹿！　何よ！　格好つけて『私』とか言っちゃってさ！」







　私の生徒が、むくれる。大事な生徒が、弟子が。頬を膨らませる。

　そんな百合から目を逸らし、私はまた答案へと向き直る。ペンをとる。




　どんどんと。怒りのままに。床を踏み鳴らしつつドアへと向かっていった百合の背中を眺めつつ、私は、思う。ここにいない誰かに問いかける。




　

　――総統。私は、……いや、『俺』は。あの日のあんたに、少しは近づけたか？







　あんたのようになりたかった。その強さに憧れた。その背中を追い続けた。もうその背中を見ることはできないのかもしれないが、でも、今でも。




　勝てるとは、言えない。乗り越えただなんて、思えない。




　だから、総統。俺の目標よ。俺たちの柱よ。守護者よ。指導者よ。

　俺はまだ、強くなる。いつかあんたと再会した時に、その腹を蹴っ飛ばす為に。




　だから。それまでは。あんたの大事なあの子のことは。百合のことは。







　――俺の命に代えても、守り続けて、やる。











舞台裏　悪の組織の内部事情

第三話　僕が悪の戦闘員である理由

第三話　僕が悪の戦闘員である理由




「……ってことがあったのー。うー」

「……はあ。それにはちょっと同情しますが……」




　ふりかけごはんコンビに誤魔化された私は、その怒りを冷ます為に、簡単に言うとAさん秘蔵の格闘漫画で気分を変えるために、お隣の部屋へやってきた。




「ふーんだ。もういいもん。ふりかけ期間延長してやるー」

「いや。あのですね。あれは、その、おかずがある僕たちのほうがだんだん居たたまれなくなってくるのでやめてあげて欲しいのですが……」




　そんなの知らない。私は平気だし。卵焼きおいしいです。




「……むっ！　Aさん！　こ、これはっ！」

「気がつきましたか。ええ。そうです。『阿修羅の門』の新刊です」

「あれ、ブラジル編で終わりじゃなかったんだね！」

「僕は信じてました」




　私はその一冊を手に取ると、畳の上に横になる。ごろりと寝転がりながらページを開く。おー。絵柄はちょっとだけ変わったけど。それは紛れもなく格闘漫画の名作で。




　おおお……。蘇る千年不敗の格闘技……。古武術、格好いいよなー。強いよなー。やっぱり投げと間接があると戦いの幅が広がるよなー。




　思わず話に引き込まれる。不敗無敵の主人公の物語。……ふと視線を感じて顔を上げると、そんなちょっとだけ失礼で、少しだけ行儀の悪い私のことを、Aさんがいつもの優しい眼差しで見下ろしている。







「……Aさんは今日、バイトないのー？」

「はい？　ああ。雨ですからね。休みになりました」

「雨天中止ってことは建築現場系とか？」

「いえ。遊園地のヒーローショウの中の人ですね。今は」

「あーなるほどー。ある意味天職だよね。戦闘員役」

「……実はヒーロー役だったりしますが……」

「…………」

「…………」

「……それって、どうなの？」

「……時給は、いいんですよ、ね……」




　Aさんがそっと視線を逸らす。いや、まあ、うん。別に悪いことしてる訳じゃないしさ。Aさん自身が納得してるのならそれでいいけどさ……。なんか、ちょっと空気が重くなっちゃったし、話を変えよう。




「そういえばさ、Aさんっていろんな格闘技、身に付けてるよね？」

「はい？　ああ。そうですね。割と何でもやりますね」

「どうして私には空手だけを教えたの？」

「あー。それはですね。総統が」

「総統が！？」




　ぴくりと。私の見えない犬耳が反応する。透明なしっぽをぶんぶんと振る。それを見たAさんが『しまった！』って顔をしてるけど、もう手遅れ。今の私の前でその名前を出したAさんのミスである。百合まっしぐら状態である。わんわん。




「……今のは、忘れて」

「あげる訳ないじゃん！　さあ話せ！　わんわん！　がうがう！」

「……お手」

「わん！」




『話さなかったら噛むぞ！』。そう視線で訴えかける。かぱーと口を開ける。やばい今の私はきっと、ちょっとだけ。青い人みたいな顔をしているのに違いない。でもいい！




「……総統との、出会いの時に、ですね」




　全てを諦めたように、Aさんが口を開く。わお。出会い！　博士にも大佐にもはぐらかされた私の知らない総統の話が聞ける！　期待で胸が高鳴る。







「……あの日も、今日のように、雨が降っていて、それで……」







☆　☆　☆　☆　☆







　……学校の入り口。ずらりと並んだ下駄箱に。たったひとつだけある、鍵着きの扉。そこか少年の上靴置き場。盗難悪戯防止のための自衛策。




　もうこの中にゴミを詰め込まれようが、上履きの中に画鋲を入れられようが大して心は動かないが、上履き自体を捨てられるのは困るから。施設育ちの少年にとって、上履きを買うお金は割と大金だから。自分では用意できないくらいの金額だから。




　上履きを履き替えた少年は、教室へと向かう。六年生の教室へと向かう。




　縦六列、そして横六列に並べられた机の配列。そこからぽつんとひとつ。弾き飛ばされた少年の机。その位置関係は見慣れたもので。むしろ今日は机そのものが廊下や外に出されていなかっただけましと言える。




　黙って席に着く。周囲から突き刺さる視線を無視して。机に視線を落とす。







『悪人の子供！』







　黒いマジックででかでかと。机の表面に書かれているその言葉は事実で。少年の親は弱小『悪の秘密結社』の戦闘員だったらしくて。その事実は隠すことも、覆すことも出来なくて。認めるしかなくて。受け入れるしかなくて。




　なかなか家にも帰ってこなくて。でもたまに帰ってきてくれた時には少年に優しかった父親は。『正義のミカタ』に討たれて果てて。その正体が親戚縁者ご近所さんにまでしっかりとばれてしまって。そして母親は少年を置いてどこかへ消えてしまって。誰も知らない遠くの森で、一人静かに自らの命を絶ったと、あとから聞かされて。







　どうせなら、と。少年はそう思う。







　どうせなら、連れて行ってくれればよかったのに。母親が。

　どうせなら、連れて逝ってくれればよかったのに。父親が。







　父を失った悲しみに。母を失くした悲しみに。涙が枯れるまで泣き続けて。感情が擦り切れるほどに悲しんで。何も残らなくなった少年の抜け殻は。その後の世間からの迫害にも眉ひとつ動かさない人形のようになり。喜びも悲しみも痛みも感じない体となり。




「よう。悪人の子供！」

「…………」

「……何とか言えよ。おい！」

「…………」




　少年に向け、大柄なクラスメイトが何かをがなりたてている。しかし少年は反応を示さない。ただ黙って外を見ているだけである。




　人を傷つけようとする言葉は、相手に届かなければ、その意味がない。

　人の心を壊そうとする悪意は、相手の心がなければ、その効果がない。




　少年にとって『悪人の子供』という言葉は、今や単に事実の羅列であり。

　少年の心は既に、どんな悪意を以っても貫けぬ程、固く固く閉じており。




　意地になり、子供っぽい悪態をつき続けるクラスメイトに視線もくれず。

　少年はただ、教室の外の景色を眺め続ける。虚ろな目で。透明な視線で。







　……降り始めた冷たい雨が、静かに、校庭を濡らす……。







　☆　☆　☆　☆　☆







　――少年の住む『施設』と言う場所は。さまざまな理由で育てる人を失った子供たちが集められた国有の施設のことで。つまりそのほぼ全員が何らかの心の傷を負っていると言ってもいい状態で。そしてそれをフォローするカウンセラーの数は常に不足していて。




　施設に預けられた壊れた心の少年少女たちは。所謂社会的弱者と呼ばれる少年少女たちは。そのストレスのはけ口を同じ立場の人間へと向けるしかなくて。同じ施設にありながら、その中で少しでも上の立場にあろうと同居人たちへと暴力を振るうことに、少しの躊躇いをも覚えることがなく。







　……どしゃりと。少年は施設の裏庭に、怪我だらけの体で座り込む。







　少年の立場は、少年の抱えるバックボーンは、この施設であっても変わることなく。『悪の子供』とレッテルを貼られた少年は、むしろ殴る側に偽りの『正義』という立場さえ与えてしまっていて。




　毎日のように振るわれる暴力に、逆に少年のほうに耐性ができてしまい、どう殴られればダメージが少ないか、どう倒れれば痛みが少ないか、そんなことさえ分るようになってしまっていて。




　少年は淡々と、自らの体のチェックを始める。腕、折れていない。足、OK。脇腹、アバラ、問題なし。……全身に浮かぶ内出血の痕は、どうしようもないが。







　さあああ……と。音を立てて降り注ぐ雨が気持ちいい。打たれ殴られ熱を持った患部を、ほんの少しでも冷やしてくれるから。血を洗い流してくれるから。







　誰も来ないこの裏庭が。年中日も差さず、じめじめとしたこの場所だけが。少年にとって安心できる場所であり。一人でいられる場所であり。







　――だから、その男が。大柄な体に黒いマントを身に付けた、そんな男が施設の塀を乗り越えて目の前に現れた時は、さすがの少年も少しだけ、驚いて。







「……誰、ですか？」

「……っと。油断したな。誰もいないと思っていたのだが」







　ふわりと。重さというものをまるで感じさせない、自然な挙動で裏庭へと降り立った男が、ちょっとだけ困ったように呟く。




「君は、この施設の子か？」

「はい。……それで、おじさんは？」

「……おじさんでは、ない」




　中学校入学前の少年にとっては、二十歳を超えた男性は全て『おじさん』と感じるものではあったが。聡い少年は、きちんと言い直す。




「お兄さん、は？」

「素直なのはいいことだ。……まったく、奴にも見習わせたい……」




　その『奴』というのが誰のことなのか、この時点では少年は知る由もないのだが。




「……名は、事情があって名乗れない。……実は私は、人を探しているのだ」

「人、ですか？」




　だったら交番にでも聞けばいいのに。少年はそう思う。そう口にする。




「いや。そうではなく、な。……この施設に、最近、女の子が来なかったか？」

「女の子、ですか？　……いえ。この一月、新しい人は見てません」




　そうか。と。ここでもなかったか、と。男が呟く。そして少年の視線に気づき、内ポケットから一枚の写真を取り出す。







　――そこに写っていたのは、一人の小さな女の子。まだ小学校入学以前だろうか？　綺麗な黒髪をおかっぱにして、にっこりと笑う少女の目は、見てるほうが楽しくなってくるほど、明るくて、真っ直ぐで。







「もしかしたら、これから連れられてくるかもしれない。少年、頼みがある。もしこの子がこの施設に訪れたら、私に教えて欲しい」




　差し出されたそれを受け取ろうと、伸ばした手が男に取られる。




「……どうした？　少年？　この怪我は？」

「あ。いえ。別に……」

「別にと言うことはないだろう。よく見せてみろ。……酷いなこれは」

「いいんですよ。ほっとけば治りますし。……それに、仕方のないことですし」




　丹念に。丁重に。少年の怪我を診ていた男の顔が上がる。




「仕方の、ない？」

「はい。仕方ないんです。……だって僕は『悪人の子供』なんですから」




　そう口に出しながら、少年は不思議に感じていた。何故自分は、自分のことを、隠すべき過去を、この男には素直に話してしまっているのだろう？




　そうは思ったが。男の手が優しくて。男の声が優しくて。気がつけば、止まらず。少年は全てを語る。自分の境遇を。自分の現状を。淡々と、淡々と。







「……だから、僕は、殴られても、蹴られても、仕方ないんです」

「……私は、そうは、思わないがな」







　話すことに夢中で気がつかなかったが。少年の怪我だらけの体は、男の黒いマントにすっぽりと包まれていて。冷たい雨は、もう少年の体を冷やすことはなくて。




　少年の怪我には、男がどこからか取り出した軟膏のようなものが塗られ。もう既に痛みは引いていて。それどころか腫れすらも引き始めていて。




「すごい、お薬、ですね」

「うん？　ああ。よく効くぞ。この薬は。自家製だがな」

「自家製、ですか。作った人はすごいお医者さん、なんですね」

「ああ。天才だ。医者ではないがな。何でも出来るご老人だ。……それより」




　男は少年を見据える。真っ直ぐに見つめる。その視線を受け、少年は思う。誰かに、こんなに、真剣な目を向けてもらったのは、一体いつ以来だろう、と。




「暴力で全てを解決することは、出来ない。だが、理不尽な暴力には抵抗すべきだ」

「……でも、僕は、力も無いですし」

「少年。ひとつ、教えてやろう。空手の突きに腕力は要らない」

「……そう、なんですか？」




　男が頷く。その逞しい右腕を腰へとつける。自然体に構える。




「ああ。あれはタイミングが全てだ。重要なのは腰のひねり。そして腕の返し。そしてその全てを、インパクトの瞬間に成しえれば、非力な者でも大の男を倒せる」




　音を立て男の拳が宙を抉る。腕が伸びきったその瞬間に腰が入る。拳が返される。




「……見たか？　今のタイミングだ」

「……こう、ですか」

「……いや、もっと腕をひきつけて。真っ直ぐ前に出すんだ」

「……ふんっ！」

「……そうだ。さっきよりはいいぞ。あとは拳を……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「おい！　『悪人の子供』！　お前最近、裏庭で何かしてるんだって？」

「…………」




　あれから数日後。少年は時間を見つけては男に教わった突きの練習を一人でこなしていて。そしてどうもそれを、誰かに見られたようで。




「お前みたいな『悪』がな、多少修行したって『正義』に勝てる訳ないだろ」

「…………」




　別に正義に勝とうとしてしていることではないのだが。ただただ、『教えてもらえた』ということ自体が嬉しくて。上達した姿をあの男に見せたくて。




「……相変わらずの、だんまりかよ。むかつくな。おい」

「…………」




　相手にしても、しょうがない。そんないつもの醒めた感情が少年を包む。そんな少年の態度が気に入らないのか、同じ施設の少しだけ年上の男が、少年の胸倉を掴む。




「……さあ、今日も正義の制裁の時間だ。……うん？　なんだこれ？」

「…………、――――っ！！」




　はらりと。黒マントの男から渡された写真が地に落ちる。胸ポケットに入れておいたそれが、胸倉を掴まれたことによりポケットから飛び出す。男がそれを拾う。




「……おいおい。『悪人の子供』が女の子の写真なんか持ってるぜ？」

「……返せ」

「……ああん？」

「……返せと、言った」

「……なんだその目は？　気に入らねえな。やっちまうぞ？」




　年上の男が少年を突き飛ばす。ふらつきつつも少年は倒れない。

　きっ、と。強い視線で男を睨む。右の拳を腰に当てる。両足を開く。




　その目に刺激された男が飛び掛ってくる。構えも何もなく、ただ力任せに。




　少年はタイミングを計る。ギリギリまで男を引きつける。この数日間、何度も、何度も何度も繰り返してきたこと。拳を前に真っ直ぐに。それにあわせて腰を入れて。腕はインパクトの瞬間に鋭く返して……っ！！







　ぱあん！　そんな感じで。衝撃が自分の体に伝わる。

　自分の拳が。年上の男の鼻っ柱に突き刺さる。男を吹き飛ばす。




　

　みっともなく鼻血を撒き散らしつつ、地面を転がる男になぞ目もくれずに、少年は大事な写真を拾い上げる。少しだけ泥で汚れたそれを、大事に胸に抱え込む。







「――い、ってえなあ！　このヤロウ！　おい！　みんな！　来い！」







　年上の男が仲間を呼び寄せる。三々五々、わらわらと押し寄せてくる年上の男の手下たちが、少年の体を掴む。髪を掴む。年上の男の前へと引きずっていく。







「よくも、やってくれたなあ。『悪人の子供』。　――制裁の時間だ」







☆　☆　☆　☆　☆







　さああああ……。




　冷たい雨が全身を打つ。裏庭に横たわる少年の体を打つ。

　でも、今の少年にとっては、その冷たさすらが心地よくて。誇らしくて。




　傷だらけの手を上げる。血塗れの拳を握り締める。ぐっと力を入れる。




　この怪我は、勲章。この痛みは、自分の成長の証。

　少年は守った。黒マントの男から預かった写真を。自らの拳で。




　一撃しか、入れられなかったけど。あとはもう、酷い袋叩きにあったけど。

　それでも。少年は。守ったのだ。大事なものを。託されたものを。







「……ずいぶん、酷い姿、だな。少年」

「……そうですか？　お兄さん？　でもなぜか、気分はいいですよ」







　いつの間にか。本当に気配ひとつ感じさせずに。そっと少年の横に立つ黒マントの男が少年の体に触れる。怪我に軟膏を塗りこむ。足に、腹に、そして腕へと進んでいった男の手が、ふと、少年の握り締めたものを見て、止まる。







「……この施設には、当分、新規の人は来ないということです。職員に聞きました」

「……そう、か」

「お役に立てず、すいません。……これ、この写真、お返ししますね」

「そうか。ありがとう。助かったぞ」







　――『ありがとう』――。礼を言われたことなど、本当にいつ以来なんだろう？　もう思い出すことも出来ない。だから少年は。その言葉が、嬉しくて、嬉しくて。誇らしくて、本当に誇らしくて。




　少年は、笑う。失くしたはずの感情が、表情が、もう一度、その機能を蘇らせる。ああ。自分は今、笑っている。笑顔を浮かべているのだ。何かを成し遂げるということは、誰かに頼られるということは、こんなにも気分のいいものなんだなと、そう思う。







「……お兄さん。聞いてもいいですか？」

「なんだ？」

「この子は、どんな子、なんですか？」

「……君と、同じ、だ」

「――え？」







　男が語った話は。今の自分をトレースしたような物語で。と、いうことは。この子は。輝くような笑顔を見せるこの女の子が。この先歩むことになる人生は。少年には容易く想像が出来てしまって。いつかこの子が、笑顔も、声も、心さえも、無くしてしまう事すら想像がついてしまって。







「――だから、私は、この子を探し出さなくてはいけない。私の罪を償わなくてはいけない。この子に謝らなくては、いけないのだ」







　黒マントの男が、そう締めくくる。沈痛な表情で。でも、絶対の意思をこめて。この男ならそれを成すであろう。この男なら約束は守るであろう。でも。







「……お願いが、あります。僕も、僕にも手伝わせてください」

「……なんだと？」




　少年は身を起こす。傷だらけの体を折り曲げる。頭を下げる。




「この子の笑顔が、曇るのは、見たくありません」

「いや。しかしな……」

「この子に必要なのは、きっと謝罪ではなく、愛情、です」

「…………」

「それは、誰よりも、僕が、よく知っています。だから……」







　少年はもう一度、写真を見る。女の子の顔を見る。この子に。天真爛漫に笑うこの女の子に。自分と同じ道を歩めと言うのか。正義はそう告げるのか。




　だとしたら。自分は。僕は。もう正義なんて認めない。正義が助けることが出来ないのだとすれば、自分は悪となろう。悪に縋って何が悪い。







　こんな真っ直ぐな女の子の笑顔ひとつ守れないで、何が正義だ。

　そんな正義など、こちらから縁を切ってやる。何しろ僕は。この僕は。







　――『悪人の子供』なのだから。







「……確かに、子供を捜すのには、子供が適任かも、しれんな」

「はい」

「……しかし、ウチは甘くないぞ？　下積みからやってもらうぞ？」

「はい」

「それから、ひとつ。条件がある」

「はい」

「今のお前は、弱い。格闘技を学べ。ちょうど今のウチには戦闘バカもいるしな」

「はい」

「……そして、もうひとつ」

「はい」







「これは条件ではなく、お願いだ。……もし、その子が見つかったその時には、少年、お前が家族となってやれ。兄として接してやれ。いいな？」

「――はいっ！　喜んで！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……秘密、です」

「ばうばうばうばう！　わんわんわんわん！（Aさんだけは信じてたのに！）」

「犬語で文句を言っても駄目です。さあ、百合さん。人間に戻って」

「きゃうーん。きゃうーん……。（もう誰も信じない……）」




　僕の妹分が、むくれる。大事な家族が、同じ境遇の仲間が、頬を膨らませる。

　そんな百合さんから目を逸らし、僕は開いていた漫画へと視線を戻す。




　すごすごと。落ち込んだままに。見えない尻尾をたらしつつ。廊下へと出て行った百合さんの背中を眺めつつ、僕は、思う。ここにいない誰かに問いかける。







　――総統。今の僕は、あの日の約束を、守れていますか？







　やっと見つけたあの子を。手遅れになる一歩手前で救い出せたあの子を。総統が連れて帰ってきた時には驚きましたけど。でも、僕は、あなたの言うように。




　あの子の兄になろうと。あの子の家族になろうと。努力してきました。




　……いいえ。実はそれは嘘です。僕のほうが、あの子の笑顔に助けられた。

　あの子に癒され、救われ、励まされたのは、僕のほうでした。兄、失格ですね。




　総統。僕の恩人で、百合さんの恩人で、僕たち二人の共通の師匠。

　あの子には、ひとつだけ。教えました。総統直伝の拳を。空手を。だから。




　あの子の拳には、総統の志が宿っています。魂が篭っています。間に僕を挟んで。

　いつか、誉めてあげてくださいね。あの子の空手を。まっすぐな拳を。







　――それまでは。この僕が。至らぬながらも、兄兼師匠代理を務めますから。

















舞台裏　悪の組織の内部事情

第四話　私が悪の戦闘員である理由

第四話　私が悪の戦闘員である理由




「……ってことがあったんだよー。ひーん」

「……あははー。それはご愁傷様ー」




　百合荘の男どもに翻弄された私は、その悲しみを癒すために、簡単に言うといつでも私に優しいBさんに甘えるために、更に隣の部屋へとやってきた。




「もういいもーん。今日からみんなおかず抜きにしてやる。ふーんだ」

「まあまあ。百合ちゃん。そんなに怒らないでー。……はい、あーん」




　あーん。もぐもぐ。Bさんのポケットにはいつもお菓子が入ってる。飴おいしいです。




「……あれ？　Bさんお洗濯中だったの？　雨降ってるのに？」

「うん。午後から晴れるらしいからねー」




　飴を口の中でころころさせながら見てみると、Bさんの部屋にはいくつかの洗濯籠が置いてあって。几帳面なBさんがそれを種類別に分けているところで。博士のパンツや大佐のパンツやAさんのパンツと、私たちの下着はしっかりと分けてあって。




「……なにしてるのー？　百合ちゃん？」

「や。こっそり大佐のパンツに穴でも開けておこうかなーと……」

「やーめーなーさーいー」




　ぺちんと。軽く額を叩かれました。ちぇー。いいじゃん。ちょっとくらい悪戯したってさ。こんなイタイケな私を弄んだ罰にさ。




　ま。それはそれとして。私はBさんをお手伝いする。……しながらちらりとBさんに視線を送る。我が百合荘の家事分担は、主に調理担当の私と、洗濯担当のBさんと、お掃除担当のカニゾーさん、という風に分けられているのだけど。




　すごく楽しそうに、綺麗な声でハミングを口ずさみながら、にこにこと洗濯物を仕分けしているBさんを見て、私はちょっとだけ疑問に思ったりする。




「……Bさんってさー」

「うん？　なーに？　百合ちゃん？」

「すごーく楽しそうに家事をしてるよねー？」

「そう？　うーん。そうかも？　楽しいよー。お洗濯もお掃除も」




　まあ、私も料理は楽しいけどね。卵焼きとか目玉焼きとか出し巻き卵とかオムレツとか茶碗蒸しとか作るの。すっごい好きだけどさ。




「綺麗でスタイルもよくて、優しくてスタイルもよくて、頭もよくてスタイルもよいBさんならさ、外で働いてもいいんじゃないかなーって」

「……あ、あのー。百合ちゃん？　誉めてくれるのはうれしいんだけどー。特定のキーワードが頻発していたような気が……」




　だってしかたないじゃん。どうしても目がいくんだもん。その胸に。半分とはいわない。三分の一でいいから私に分けてくれないかな？　くれないよね。駄目だよね。




「週三回はバイトしてるよー？　私も」

「やー。そうじゃなくてさー。就職しちゃってもいいんじゃないかなーって」




　もしくはモデルさんの事務所に登録するとかさ。




「……うーん。でも、いいや。私は。家事、好きだしねー」

「えー。もったいないなー。才能の無駄遣いだよー」

「そんなことないよー。だって家事はさ、総統が私に……はっ！？」




　キラーンと。私の目が輝く。総統センサーが反応する。ふへへ。もう男どもは頼りにしない。でも、私にダダ甘なBさんなら！　Bさんなら……っ！




「ゆ、百合ちゃん目が怖い！　きゃー！　迫ってこないでー！」

「もう私にはBさんしかいないのー！　お願い！　私に潤いをー！」

「もー！　仕方ないなー……」

「わーい！　だからBさん大好きー！　愛してるー！」




　にじり寄る私にちょっとだけ引きながら、ちょっとだけ困ったような笑顔を浮かべながら、それでもBさんは私の頭を撫でてくれる。上品な口を開く。







「……あの日もね。今日みたいに雨が降っててね。それで……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……おはようございます。叔父様。叔母様」




　少女は食卓のテーブルに着く前に、目の前の二人に頭を下げる。




　返事がないのはいつものこと。でも、それでも、少女からは必ず挨拶をしないといけないというのが、今のこの家のルール。




　少女はそっと席に着く。給仕係が少女の分の朝食を並べる。きっとその原材料は最高級品なのだろうけど。今のこの食卓には団欒という名の魔法の調味料が足りていない為、何を食べても無味乾燥な味しかしない。




「……八重」

「なんでしょう？　叔父様？」




　だから。そんな食卓だから。こうして会話があるのは珍しいことで。




「学校の成績は下がっていないだろうな？」

「はい。問題ありません」




　新聞から目を上げず、少女の答えに頷きもせず。男はそれで言葉を終える。




「……お稽古事は？」

「はい。そちらもきちんとしています。叔母様」




　男が気にしているのは。女が気にしているのは。少女の成績ではなく。将来のことでもなく。ただの世間体。少女の住むこの家。重光の家は。『重光重工』という名前の新興企業で。その一人娘である少女が、重光の名を汚すような事をしていないか、ただそれだけが、この二人の関心事で。







　……昔は、こうではなかった。







　忙しいながらも、少女に精一杯の愛情を注いでくれた父親と、そんな父を支えつつ、少女を心から愛してくれた母親が交通事故で共に亡くなったのは、もう何年も前の話で。




　子供だった少女に当時の事は知る由もないが。日本有数の大企業へと躍進を遂げつつあった『重光重工』のTOPがいつまでも不在という訳には行かず。『重光』の名を継ぐ為に、身内同士が醜い骨肉の争いを繰り広げたその結果。




　勝者となったこの夫婦が、重光の家に入り。重光八重の後見人として権力を握り。

　本来、少女のものであった筈の数々の権利をも奪い取り。




　今や重光の『正統な』後継者として君臨する夫婦にとって、その少女は。

　最早、利用するだけ利用し尽くし、搾り取り尽くした残り滓のような存在で。




　そんな少女に愛情を注ぐ訳もなく。愛情を注がねばならぬ理由もなく。

　夫婦にとっては。『重光』の一人娘として。見栄えだけ良ければいいと。




　そして、そんな環境で。少女の心が育つ訳もなく。情緒を知る筈もなく。




　いつしか。少女は。叔父夫妻の言うとおりに。ただただ、その言葉の通りに。

　感情もなく。意思もなく。怒りもなく。悲しみもなく。喜びもなく。







　――まるで人形のように、振る舞うだけの、存在と、成り果てていて。







　☆　☆　☆　☆　☆







　――どさり、というその音は、庭の花を見ていた少女の背後から聞こえた。







　振り返った少女が見たもの。それは。脇腹から血を滲ませた、黒マントの青年の姿で。マント同様、漆黒のその衣装からは、今でも赤い血が滲み出していて。




　少女の目が、それを無感動に眺める。心ひとつ揺らさず、それを見つめる。




　視線を少し上に上げる。そこにあるのは自分の家の高い塀。そしてそこにも、恐らく、この青年が流したものであろう、赤い滴が、点々と残っていて。




　なるほど。つまり。この男は侵入者であったか、と。少女は合点する。




　少女は男に近づく。ジクジクと血を滲ませる脇腹の傷は、どうみても致命傷で。いやもう既に事切れているかもしれないなと、そんなことを考えつつ歩み寄る。




　だから。少女にとっては。その男がいきなり音もなく立ち上がり、少女の口を大きな手で塞ぎ、その喉元に刃物を当てたことは、完全に想定外で。




　驚きも、恐怖も。もう感じることが無い少女は、冷静に、静かに、男の目を見上げる。







「……静かにしていれば、命をとることはない。傷ひとつつけない。約束する」







　侵入者の口約束など当てになるものではない。ましてや刃物を突きつけられつつの言葉など、信用に値する訳がない。でも、それすらも、今の少女にとってはどうでもいい事で。ただ、口を塞がれた事により呼吸が苦しくて。ただ、それをはずして貰う為だけに、二度、三度と、軽く頷く。




　男がそっと腕を外す。男がそっと刃物を離す。自由を取り戻した少女の呼吸器が、本人の意思に依らず活動を始める。




　騒ぐどころか声ひとつ上げず。逃げ去るどころかむしろ男をじっと見上げて。そんな少女の様子に、侵入者である男のほうが些か面食らっているようで。







「……どうして、逃げない？　何故、声を上げない？」

「だって。あなたが。騒ぐなと言ったから」







　少女は答える。素直に。嘘偽りなく。在るがままに。







　意思のない少女にとって、他人の言葉は絶対で。

　人形である少女にとって、他人の言葉は絶対で。




　例えその相手が、命令を下した主が、侵入者であっても同様で。




「……君は、この家の子なのか？」

「はい。私の名前は重光八重。この家の長女です」

「……君は、何をしていた？」

「はい。私はお庭を散歩していました。叔母様が外へ行けと仰ったので」

「……君は、私の姿を見ても、何とも思わないのか？」

「はい。ああ、でも、痛そうだなあ、とは、思いました」




　男は言葉を切る。少女は次の質問を待つ。

　怪我をした侵入者と、侵入された側の人間の会話とは思えぬやりとり。




　――どこかが、壊れている。どこかに、異常がある。




　男はそう思い、その理由を考え……ようとして、それよりも優先順位の高いことを思い出す。男の腹からは、今なお赤い血が流れ出していて。男の侵入に気づいた警備員の気配が近づいてきていて。




「……すまんが、君。どこか隠れるところはないか？」




　侵入者が侵入された側の人間に問いかける言葉ではない。でも。

　男には奇妙な確信があった。この少女は答えてくれる。そんな確信が。




　こくりと。首を傾げた少女が。やがてその細い指先である一点を示す。







「この先に、物置小屋があります。そこならば、隠れられるのではないでしょうか？」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……物置小屋、ね」

「はい？　何か不都合がありましたか？」

「いや。なんでもない」




　それは敷地面積的に言えば立派な一軒家に匹敵する建物で。男が身を隠すには十分すぎる広さを誇っていて。金はあるところにはあるものだなと。やや見当違いのことを男は考える。




「……ところで、君は、何故ついてきた？」

「帰れと。そう言われていませんでしたので」




　下手に戻られて騒がれるより、こうして手元に置いておいた方が、確かに男にとって好都合ではあったが。いやしかし。こうして侵入者に何の疑いも持たずついてくるこの少女の異常性のほうが気になって。




「……とりあえず、治療が先、か」




　男は懐から傷薬を取り出す。博士謹製のこの薬なら、この程度の傷なら即座に塞ぐことが出来る筈で。改めてあの老人の天才っぷりを再確認する。




　自らの傷口に薬を塗りこみつつ、男は少女を見る。ぼーっと。意思の光をまるで感じさせない瞳のままに。ただ立ち尽くす少女を見る。




　……試してみるか。




「なあ。君」

「はい。何でしょう？」

「背中に手が届かないのだ。薬を塗ってもらえるか？」

「はい。わかりました」




　少女が素直に頷く。少女が男から薬を受け取る。その小さな手に、どろりと軟膏を乗せ、血まみれの男の背中に何の躊躇いもなく手を這わせる。




「……なるほど、な。君は言われたことしか出来ないのか」

「はい？　言われたことを守る。それは正しいことではないのですか？」

「事によりけり、だ」

「……難しいことは、分りません。……お薬、塗り終わりました」




　少女が男に薬を返す。……そしてまた、男の前に立ち尽くす。

　命令を待つロボットのように。電源を入れる前の機械のように。




「……あのな。君」

「はい。なんでしょう？」

「私はこの家を、『重光重工』を潰しに来たのだ」

「はい。そうですか」

「……それを聞いても、何とも思わないのか？」

「はい。……そうですね。何も感じませんが、理由を聞いてもいいですか？」




　こくりと。少女が首を傾ける。機械じみたその動き。機械のようなその表情。

　少女は驚きからでも、悲しみからでもなく。ただの義務感から、理由を尋ねる。




「……この企業は、人として許されないことをした。酷い裏切りをした」

「そう、なのですか」

「不祥事を起こし、その罪の全てを下請けに押し付けたのだ」

「そう、なのですか」

「だから、その罪を償ってもらう。私が償わせる。　――残された少女の為に」




　男が一枚の写真を取り出す。所々、泥に汚れ。あちこちに皺のよったその写真には。黒髪をおかっぱ頭にした、明るく笑う少女が写されていて。







「……君を見ていたら、分った。やはり、人には愛情が必要だということを」

「愛情、ですか？」







　愛情。愛情。愛情。……何だろう？　自分には縁のない言葉のような気がすると、少女はそう思う。いや。違う。そうではない。過去には、記憶にないほどの昔には。少女も貰っていた筈のものだ。すぐ側にあった筈のものだ。







　――いつの間に、それは、自分の手からすり抜けていったのだろう？







「ああ。そうだ。悪いが調べさせてもらった。重光八重。前重光重工CEOの一人娘。今はその後見人として、遠縁の叔父夫妻が後見人となっている」







「はい。その通りです。お二人とも、本当に私によくしてくれています」

「本当に、か？」




　そんなことは知らない。ただ、そう尋ねられたら、そう答えろと、叔父夫婦から命令されていただけ。その命令を忠実に守っているだけ。




「……どういう意味、でしょう？」

「あの二人は、君に対して、本当に優しく接してくれているのか？」

「はい」




　欲しいものは何でも買ってくれる。




「何不自由なく、暮らしていますから」

「君が本当に欲しいものは、ちゃんと与えてもらっているのか？」

「は、い」




　でも、そもそも。私に欲しいものなどありはしないのだ。




「熊のぬいぐるみも。可愛いお洋服も。素敵な書物も。何でも買ってもらえます」

「君が本当に欲しいものは、そんなものなのか？」

「…………」







　私が欲しかったのは、言葉。『おはよう』『いただきます』『おいしいね』『おいしかったね』『ごちそうさま』『いってきます』『いってらっしゃい』『ただいま』『おかえり』『テスト、がんばったよ』『すごいね。えらいね』『がんばったね』『よくやったね』……。







　――『大好き』『愛してる』『お前が大事だ』『お前がいてくれてよかった』――







「……違い、ます」

「そうか」




　男が立ち上がる。力強くマントを翻す。致命傷と思われた怪我は、もう既に塞がっており。あれほど酷かった出血は、嘘のように止まっており。







「私は今から、この家を壊す。重光重工を壊滅させる。……まさか光学兵器まで用意しているとは予想せずに不覚を取ったが、もう油断はしない。確実に、潰す。だから」







　男が少女を見下ろす。痛々しげな目で見下ろす。







「……その様を、見届けるもよし。今からでも屋敷に戻って通報するもよし。……そして、言いたい事を、本音を、誰かにぶつけることも、それもまたよし。どれでも私は構わぬ。　――それを、君が、自分の意思で、選べ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「くそっ！　くそっ！　なんだ！？　お前は一体何者なんだ！？」

「『ブラックシャドウ』。……この名に心当たりがないとは、言わせない」

「……ブ、ブラック……。ま、まさか！　だとしても！　何故！？」

「貴様に、経営者としての責任を取って貰おうと思って、な」




　……燃え盛る炎を背に。黒マントの男がそう告げる。たったひとりで、国を代表する大企業の私邸に忍び込み。並み居る警備員の全てを蹴散らし。最新の警備システムですら難なく突破した侵入者の正体は、この黒マントの男たった一人で。




「け、契約は果たした筈だ！　発注された機器は無事納品されたと聞いてるぞ！？」




　重光の主が叫ぶ。自分は悪くないと、そう声を上げる。




「確かに、物資は届いた。だがしかし、その契約には、この件が発覚した際のリスク料も含まれていた筈だ。……貴様はそれを他人に押し付けた。弱い立場の下請けに無理矢理押し付けた。……だとすれば、これは契約不履行。違約金を払うのは当然だろう？」




　黒マントの男は淡々と告げる。事実を告げる。重光の主の罪状を読み上げる。




「おのれっ！　裏切りやがって！　今に見てろ！　すぐに警察が……」

「残念ながら、援軍はこない。……うちの戦闘バカが街で妨害工作をしてる」




　何故か少しだけ忌々しげに、黒マントの男はそう言うと、重光の主に銃器を向ける。




「――ひっ！」

「命までは、とらぬ。……少なくとも、私は、な」




　黒マントの男が銃口を逸らす。見苦しく、座り込んだまま黒マントの男から這いずるようにして遠ざかる重光の主。……その前に。すっと。立ち塞がる者がいる。




「や、八重……っ！」

「はい。八重、です」




　重光の主は、少女を押しのける。押しのけて、自分だけで逃げ出そうとする。




「……どこへ行くのだ？　重光の主。お前はこの子の後見人ではないのか？」

「馬鹿を言うなっ！　重光重工が！　俺の会社がつぶれた今！　こんな子供に用はない！　ええい！　邪魔だ！　どけっ！　このグズがっ！」




　少女は、押しのけられた少女は、自分の保護者へと視線を送る。口を開く。




「叔父様は、私を、助けては、くれないのですか？」

「黙れっ！　そんな義理はない！　財産を失ったお前になど、何の価値もない！」




　重光の主は叫ぶ。見苦しく。醜く。大人としての責任を放り投げて。




「では、もう。私は叔父様の言うことを聞かなくてもいいのですね？」

「好きにしろ！　どこへでも好きなところへ行け！　勝手にしろ！」

「……では、お言葉通り、勝手にさせて頂きます」




　ガッ！　少女は拳を振り下ろす。重光の主に。自分の保護者に。いや、保護者でありながら、保護するという義務を放棄した唾棄すべき男に。力一杯。無言のまま。何度も、何度も何度も何度も。




「な、なにを……。がっ！　ぐっ！　お、おい！　八重！　やめろ！」

「いいえ。やめません。……だって、勝手にしろと仰ったのは叔父様のほうですよ？」




　熊のぬいぐるみも。可愛いお洋服も。素敵な書物も。

　そんなものは。そんなものなど。欲しくはなかった。




　欲しかったのは。必要だったのは。目には見えず。形にもならない、モノ。

　どんなにお金を積んでも、お店では買えない、モノ。




「お、おい……。頼む……。八重。や、やめてくれ……」

「先に私を見捨てたのは、叔父様？　叔父様のほうですよ？」




　さっきの場面で。あの瞬間で。叔父が自分を守ると言ってくれたのなら。

　お前を助けると言ってくれたのなら。こうはならなかった。こうはしなかった。







　過去は水に流し。やり直してもいいと、助けてもいいと、そう思っていた。でも。







　最後の最後の最後まで。叔父が自分の望まぬ言動をとるというのなら。

　もう、私は『正しいこと』なんてしない。言いつけなんて守らない。







　――私は今日から、悪になる。







　抑圧され歪んだ心は。度を越えた暴力へと姿を代え。

　押さえつけられ壊れた心は。度を越えた暴力でしか自らの意思を表現できず。







　少女は、拳を振り上げる。振り下ろす。何度も、何度も、何度も。

　自らを縛り続けてきた鎖が、重石が、動かなくなる、その時まで。







　☆　☆　☆　☆　☆







　さああああ……。







　全てを終えた少女が、ふらりと外に出てみると、いつの間にか雨が降り始めていた。

少女の、煤と、泥と、誰かの血で汚れた服を、優しい雨が静かに濡らす。







「……これから、どうするつもりだ？」




　全てを見届けた黒マントの男が、少女に問いかける。




「さあ……？　どうしましょうか？　何しろ今の私は『悪い子』ですからね。拾って貰える当ても、頼ることが出来る友人も、いませんしね」




　くすくすと、笑みが零れてくる。このどうしようもない現状が、何やら楽しくて仕方がない。壊れてたがが外れた自分の心は、きっともう元には戻らないのだろう。




　だとしたら、と。少女は考える。このままここで朽ち果てるのもいいだろう。どうせ壊れてしまった自分なのだ。誰にも必要とされない哀れな身分なのだ。ここで死んでも、誰も悲しんではくれない。誰も泣いてはくれない。







　――壊れた人形の末路なんて、所詮、そんなものなのだろう。







「……ひとつ、提案が、ある」

「はい？　なんですか？」

「私はこれから、アジトへと戻るのだが」

「そうですか。お疲れ様でした」







　ぺこりと。少女が下げた頭の上に。何か温かいものが乗せられる。







「……え？」

「実は我がアジトは男所帯で、な。家事全般を受け持つ職員を探していたのだ」

「……はあ。そうなんですか」

「そろそろ缶詰ばかりの食事にも飽きてきたところでな」

「……はあ」







「……うちに、来ないか？　報酬は、多分、きっと。君が望んで、でも今までは手に入らなかったものだ。……賃金は安いが、君さえよければ、どうだろう？」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……やっぱり秘密ー」

「言うと思った！　そういうと思ったんだ！　うわーん！　Bさんのバカー！」

　

　私の可愛い妹が、むくれる。私を立ち直らせてくれた恩人が、頬を膨らませる。

　そんな百合ちゃんから目を逸らし、私は洗濯物へと視線を戻す。




　しくしくと。泣きまねをしつつ。肩を落として廊下へと出て行った百合ちゃんの背中を眺めつつ、私は、思う。ここにいない誰かに問いかける。







　――総統。私を救ってくれて、私の心を取り戻してくれて、ありがとうございます。







　総統に拾われて。家族を与えてもらって。言葉をもらえて。愛情をもらえて。

　少しずつ、少しずつ立ち直ってきた私が。今のように明るくなれたのは。




　全部。この子の。百合ちゃんのおかげで。




　この子の真っ直ぐさに。素直さに。一途さに。優しさに。

　どれだけ私は救われたのか。どれだけ私は助けられたのか。




　この子の姉であろうと。家族であろうと。そう思うたびに、私の心は癒されて。

　いつの間にか、私は。自然に。笑うことが出来るようになっていて。




　だから。総統。私の恩人。私の人生を変えた人。私の優しい侵入者さん。貴方が。

　総統が帰ってくるまでは。貴方がまた百合ちゃんを抱きしめてあげる日までは。







　――私が、責任を持って、彼女を愛し続けます。ずっと。ずっと。

















舞台裏　悪の組織の内部事情

第五話　自分が川岸を走りこむ理由

第五話　自分が川岸を走りこむ理由




「くそー。みんな嫌いだー。ばかー」




　博士に騙され、大佐に裏切られ、Aさんに見捨てられ、Bさんに拒絶された私はトボトボと百合荘の廊下を歩いていた。ううう……。もういいもんいいもん。グレてやる。『正義のミカタ』になってやるんだから！







「……もう私の味方は君だけだよ……。かにぞーちゃん……」

「……いや、あのですね。姐さん。その名前はやめて頂きたいな、と……」







　廊下の隅っこ。下駄箱の上に置かれた水槽の中で。ぶくぶく可愛く泡を吹いてるかにぞーちゃんに、一人さびしく話しかけていた私の背中に、カニゾーさんが声をかけてきた。




「だってー、もうこの子だけなんだもん。私の味方はー」

「いや、そんなことはないと思いますが……」




　苦笑するカニゾーさんのその姿は。もう前のような怪人の姿ではなくて。ぶっ壊れた青の人の襲撃により、怪人の本体部分が壊滅的ダメージを受けたことを逆に機会点として、立派なサイボーグへと生まれ変わっていて。堂々たる美丈夫に生まれ変わっていて。




　大佐よりも高い身長。Aさんよりも厚い胸板。年相応の身長しかない私からすれば、見上げんばかりの巨漢の男性へと生まれ変わっていて。




「んー。最近やっとその姿にも見慣れてきたよ」

「そうですか。それは何よりです」




　にこりと。いい笑顔で笑うカニゾーさん。この爽やかな青年が元『悪の組織のカニ怪人』だとは、もう誰も思わないであろう。……ま、その中身は相当メカメカしいらしいけど。ロケットパンチだけでなく、今ではドリルまで装着できるらしいけど。




「で、カニゾーさんはなにしてんの？」

「自分ですか？　自分はこれからいつものように走ってこようかと」

「あ、そうなんだ？　いつもお疲れ様です」

「いえいえ。自分の為ですから」




　サイボーグである今のカニゾーさんが体を鍛える意味はないのだが。やはり元の体と今の体には微妙な違和感があるらしくて。それがいざというときに自分の足を引っ張らないように、と。この真面目な怪人さんは日々の鍛錬を欠かさない。見上げたものである。どこぞのナンパ幹部さんにも見習って欲しいものである。




　いやまあ。大佐だって真面目に訓練はしてるんだろうけどね。誰も見ていないところで。ただなんとなく、あの人には『真面目に訓練』という言葉が似合わない。




「でも、毎日よく続くよねー。一人で黙々と」

「え、ええ。まあ……」




　――ピキーンと。百合センサーが反応する。この反応は大佐や博士やAさんBさんと同じ反応！　つまりカニゾーさんは何かを隠している！




「……カニゾーさん？」

「は、はい。なんでしょう……」

「なにか、私に、隠し事が、あったり、しない、かしら？」

「い、いえ！　自分には姐さんに隠し事など……」




　ぺろり。……ふふん。カニゾーさん。こいつは嘘をついている味だぜ！




「ふふふふふふふふふ……。カニゾーさぁん？」

「あ、姐さんっ！？　目が！　目が怖いですぜ！？」

「さあっ！　吐けっ！　全部吐いちまいなっ！」

「何で刑事口調なんですっ！？」




　カツどんとか取ろうか？　それとも過去川名物カツメシにしようか？

　そんな私の視線に全てを諦めたのか、カニゾーさんが肩を落とす。口を開く。




「……まあ、別に隠していた訳ではありませんが……」

「うんうん！」







「……自分が毎日、同じ時間に家を出る理由は……」







　☆　☆　☆　☆　☆







　たったったった……。







　逞しい青年が一人、過去川沿いの遊歩道を走っている。丸太のように太い腕を規則正しく振り、鋼のような足でしっかりと地を噛みつつ。




　新しい体を手に入れた男にとって、もう『鍛錬』は必要のないものではあったが。生身の体で生きていた頃の習慣はなかなか変えられず。また、男自身、本質的に体を動かすことを好む傾向にあり、こうして毎日同じ時間、同じ距離を、同じペースで走ることを日課としているのだが。







　たったったった……。







　この日は、いつもとは少しだけ違って。いつもなら。ここから。緩やかな川の流れに沿ってカーブを描く遊歩道のこの場所から。男は段階的にペースを上げていくのだが。







　たったったった……。







　……背後から、男と同じペースでついてくる足音。それが気になって。男は今日はペースを変えない。ここまでと同じ早さで足を運ぶ。同じペースで走り続ける。背後を見るような真似は、しない。きっと自分の背中にいる者は、自分をペースメーカー代わりにしているのだろうから。それに。







　たったったった……。







「はっはっはっはっは……。んく。……はっはっはっはっ……」







　足音と共に聞こえてくる息遣い。それはまだ規則正しくはあったが。たまに苦しげに唾を飲み込む音が混じるようになっていて。背後の併走者の心臓が、そろそろ限界に近いことを知らせてきていて。




　顔も知らぬその競技者の体に。無駄な負担をかけたくはなくて。でも、こちらが手を抜くのは返って失礼なような気がして。男はペースを変えず。変えられず。真っ直ぐ前を向いたまま、同じ速度を維持し続ける。







　たったったった……。







　この遊歩道は。あと500メートル程先にある小さな公園が終着点で。

　男も、そして男以外のアスリートたちも。自然とそこをゴールとしているので。







　――がんばれよ。もう少しだ。







　男は心の中で、そっと声をかける。顔も知らぬ併走者へ、と。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ごーーるっ！！　はあ、はあ、はあ、はあ、……お疲れ様です！」







　公園の入り口で。最後の最後に。男の前に飛び出した少女は、楽しそうにそう叫び、そしてそれで力尽きたのか、ぺたりと地面へと座り込む。その子供っぽい行動に苦笑を浮かべつつ、少女へと声をかけようとした男の口元が、……固まる。







　精根尽きたように座り込み、でも、とても綺麗な笑顔を浮かべるその少女は。







　――長い黒髪を、青いリボンで一本にまとめた、華奢な体躯の少女で。







　男の記憶にある、三日月型の笑顔は浮かべてはいないけれども。

　男の記憶にある、絶望だけを宿した虚無の瞳ではないけれども。







　――その少女の正体を。『青い魔法少女』の姿を。男は知っていて。







「……うん？　どうしたんです？　あたしの顔に、なにかついてます？」

「……あ、いや。すまん。失礼した」







　そうか、と。男は合点する。自分の姿はあの時とは似ても似つかず。怪人姿で対峙したこの少女にとって、今の自分は全くの初対面であって。だとすれば、これが。今のこの少女の態度こそが。







　――本来の少女の、自然な姿であって。







「やー。早いですねー。ついていくのが精一杯でした！」




　にこりと。そう言って微笑む少女。……そういえば、あの戦いのあと。仲間から聞いたような気がする。この少女は、自分を死の一歩手前まで追い込んだ『青の魔法少女』は。その変身後の姿とは裏腹に、普段は明るく優しい優等生であったと。







「……君も、なかなか、早いと思うぞ？」

「えー。そうですか？　うん。ありがとうございます。お世辞でもうれしいです」







　にこにこと。笑顔は崩さず。崩れず。でもそれは、あの雨の日の。雨の夜の。禍々しい笑顔とは全くの別物で。この年頃の娘らしい、自然な笑顔で。




　それ故に。男は戸惑う。我が宿敵めと、背を向けることも出来ず。少女の言葉を無視することも出来ず。かといって、その距離を無闇に縮める訳にも行かず。







「あの！　いつもこの時間に走ってますよね！」

「あ、ああ。まあ、習慣みたいなものでな」

「実は、少し前から見てました！　綺麗なフォームだなー……って！」

「そ、そうか？　あり、がとう？」







　そんなことを意識したことは無いのだが。ただせっかく頂いたこの体を、一刻も早く馴染ませる為に、なるべく自然体で走るようにしていただけなのだが。




　突然の賛辞に目を白黒させる男に向け、少女はまた笑顔を向ける。軽く頷く。そして今度は表情を一転させ、ちょっとだけ頬を染めて。







「あのー。ですね。突然で、なんですがー……」

「なんだ？」

「あたしも、最近、この時間にここを走ってるんですよー」

「ほう」

「よかったら、お兄さんがよければ、ですが、またご一緒したいなー……って」

「…………は？」







　またもや完全に想定外。もう男は聞き返す言葉すら出ず。最早理由を問うことすら出来ず。男は完全に言葉を失う。







「あ！　や！　変な意味じゃなくてですね！　ただ！　いいペースになるなって！」

「……ああ。なるほど。ペースメーカー代わりか」

「はいっ！　……って、そんなこと言ったら失礼になる、のかな？」

「……いや。そんなことはないだろうが……」







　ぱん！　少女が手を打つ。満面の笑みで。向日葵のような笑顔で。







「じゃあ決まりで！　あたし、風見　葵って言います！　お兄さんは？」

「……名無しの権兵衛、だ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……はい！　権兵衛さん！　今日もお疲れ様でした！」




　少女が男に向け両手を伸ばす。その手には巨大な槍が……握られている訳もなく。右手には清潔なタオルが。左手にはスポーツ飲料水が、それぞれ握られていて。




「ああ……。ありがとう。いつもすまんな」

「いいえ！　付き合ってもらっているのはこっちですから！」




　にっこりと。いつものように。笑顔のままで。少女は頷く。







　……あの日の宣言どおり、少女は毎日、男についてくる。最初のうちは、本当に、ついてくるのが精一杯であった少女の足は。日に日に、少しずつ少しずつ、男との距離を縮めていって。追いついてきて。







「……かなり、早くなったのではないか？　君も？」

「えー？　そうかな？　どうかな？　どうだろ？」







　併走する距離が縮んでいくのと同様に、少女の態度も、男との距離も縮んでいき。縮まっていき。言葉に固さが取れ、より一層、親しげな口調となり。







　これでいいのか、と。男は思い。これでいいのかもな、と。そうも思い。







「……しかし、君は、何で走っているんだ？」







　だから、これは。この言葉は。この問いかけは。この笑顔の似合う少女に向け、男も少しは心を許し始めている、何よりの証拠で。







「……ひとつは、リハビリ、かな？」

「リハビリ？」

「はい。実はあたし、ちょっと前に怪我しちゃって……」







　なるほど、そうか、と。男は自分の迂闊さに気がつく。我が主が少女につけた傷は、怪我、なんて生易しいものではなかった筈で。あれからまだ半月も経っていない今、少女がこうして日常生活を送れるのは、間違いなく魔法の治癒能力のおかげで。







「怪我自体は、もう平気なんですけどね。体を鈍らせたくないので」

「そうか」




　少しくらい鈍らせてくれても構わないと思うのだが。と、男はそう考える。この少女に貫かれた時の痛みを思い出す。……痩せ我慢で立ってはいたが。あれは本当にきつかったと、今更ながらにそう思う。




「……実は、もうひとつ、理由がありまして」

「うん？」




　少女が顔を伏せる。膝小僧の中に埋める。笑顔が隠れる。







「あたし、負けちゃったんですよ。大事な勝負に。……三回も」







　……三回？







「一度目は、ですね。もう、何というか、相手が強すぎるって言うか、そんなレベルじゃなくて。『格が違う』っていうのかな？　……あれには、あの男には、残念だけど、悔しいけど、今のあたしでは勝てない。絶対に勝てない。そういう相手で」







　……まあ、あの人が相手、ではな。男の脳裏に自らの腕を切り落とされた時のことが蘇る。痛みすら感じなかった。ただただ、気がついたら、あの人が横にいて、自分の腕が地に落ちていて。　――正に、『格が違う』とは、ああいうことで。







「もう一人には、実は一度は勝ってるんですけどね。再戦して、負け、ました。ボコボコにされちゃいました。　――まあ、こいつには、次の機会があったその日には、もう生きていることを後悔させてやるくらいに、痛みという感覚を持って生まれたことを悔やむくらいにべっこべこのズッタズタにしてやるつもりですが」







　……一瞬、ほんの一瞬、少女の膝小僧の隙間から、またあの三日月が見えたような、そんな気がして、男の肌を粟立てる。







　しかし。と。男はそう思う。ここまでは男の持つ情報の通り。我が主と、大佐の兄貴に、この少女が、『青い魔法少女』が敗北したことは知っている。しかし、この少女は、『三回』と。そう言っている。……我々の知らない戦闘があったのだろうか？







「――そして、あとひとつの敗北は。……これは、何て言ったらいいのかな？　試合に勝って勝負に負けた、かな？　うん。そんな感じで」

「……試合に勝って、勝負に負けた？」







　はい。と。そう呟いた少女が顔を上げる。その表情は、ここ数日の、見慣れた笑顔ではなく。禍々しい三日月を浮かべるでもなく。どこか、なにか、すっきりとしたような。憑き物が落ちたような、そんな、透明な笑顔で。







「……その人は、倒れなかったんですよね。私がどれだけ打ち込んでも。どれだけ突っかかっていっても。最後まで。本当に最後まで。……倒せなくて。倒れてくれなくて」







　男が息を呑む。言葉を失う。







「強かったなあ……って。勝負自体はあたしの勝ち、でしたけど。それはただ単に、『勝負に勝った』っていうだけで。あの人個人の強さには、負けた、かなって」







　少女は微笑む。言葉を紡ぐ。







「そのあとに、ですね。その人の強さの理由を聞いて、『ああ、やっぱりあたしの負けだな』って。そう思いました。だってあの人は、あたしに勝つことではなく、あたしを負かすことではなく、ただただ、その背中にいる人を、守り続けただけ、なんですから。……まあ、それを教えてくれた相手っていうのが、その守られていたやつ、なんですけど、ね。むかつくことに」







　少女が立ち上がる。くるりとその身を翻す。青い妖精のように。







「お兄さんについてきたのも、実は、お兄さんの雰囲気が、その人に似てたからなんですよ。あの人の背中も。きっとこんなふうに広くて、そして逞しかったんだろうなって。……想像になっちゃうんですけどね。だって、あの人は」







　少女が目を閉じる。胸の前で腕を組む。祈るように。誰かに捧げるように。







「だって、結局。あの人は。最後の最後まで、あたしに背中を見せてはくれなかった。傷だらけになっても。ボロボロになっても。絶対に背中は見せなかった。誰かを守る為に。誰かの為に。　――ね？　これってもう、あたしの負け、でしょう？」







　少女が目を開く。にこりと。素直な笑みを浮かべる。優しい声で続ける。







「だから。いつか。また。その人と出会うことがあったら。力比べをする機会があったら。その時は、絶対、負けたくないから。そして成長したあたしを見てもらいたいから。『あなたのおかげで、強くなれました』って伝えたいから。　――だから、あたしは体を鍛え直しているんですよ。……だから、これからも、付き合ってくださいね？　権兵衛さん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……秘密、で……」

「ぎゃーーー！！　もう！　カニゾーさんにまで裏切られたーー！！」




　自分の主が、むくれる。自分の命の恩人が頬を膨らませる。

　そんな主から目を逸らし、自分は外へと向かう。




　自分と似た名前を持つ甲殻類が住まう水槽を抱えて、台所へと向かうその背中を眺めつつ、自分は、思う。ここにいない誰かに問いかける。







　――まだ見ぬこの組織の長よ。総統と呼ばれた男よ。







　あなたの娘は。正義とか悪とか、敵とか味方とか、そんな垣根を越えて。

　多くの者の命を救える、心を救い出せる、そんな人へと育っております。




　主の強さの。優しさの。一途さの。ひたむきな心の。その理由が。

　あなたの心を、志を、受け継いだからだというのであれば。




　自分はあなたにも永遠の忠誠を誓いましょう。この身を捧げましょう。







　――自分と、この少女を、出会わせてくれたことに、感謝致します。







　





舞台裏　悪の組織の内部事情

第六話　私が卵のお姫様である理由

第六話　私が卵のお姫様である理由




「ほんと！　ウチの人たちはどいつもこいつも……っ！」







　私はかにぞーちゃんの水槽をテーブルの上に置く。冷蔵庫をあけ人数分のタマゴを取り出す。博士、大佐、Aさん、Bさん、カニゾーさん、そして私。一回の食事で最低六個のタマゴを消費する我が家にとって、1パック89円でタマゴを販売してくれる近所のスーパーは神様である。……無事に購入できたことはないけど。おのれ青の魔法少女め。半額タマゴを砕かれたことを思い出したぞ。この恨み晴らさでオクベキカ。




　カパ、カパ、カパっと。いつもの習慣でタマゴを割る。うん。黄身は厚く盛り上がっていて、白身は自然な透明で。今日のタマゴ様も新鮮だ。ありがとう鶏さん。







「さて、と」







　今日の献立はどうしようかな？　この季節ってメニューに困るんだよなー。暑い日と寒い日が交互に来るから。しかも生ものは腐りやすいし。




　うん？　メニュー決める前にタマゴを割るなって？　何を言っていますかお客さん。当レストランはタマゴ料理の専門店ですよ？　うちのシェフのタマゴ料理は超一流ですよ？　そもそもタマゴのない食卓なんてあり得ないと私は思うのです。




　ちなみにかにぞーちゃんの水槽を持ってきたのは、ただ単に話相手としてである。決してこの甲殻類ちゃんを今日の食卓に並べようという訳ではないので、ご安心を。まあ、物言わぬ甲殻類を話相手に選ぶというのは、自分でもどうかと思うけれども。







「……カニ玉、とか、どうかな？」







　なんとなく、本当に何気なく、ではあったが。思いついたメニューを口に出しつつ、かにぞーちゃんに視線を送る。ビクッ、と、反応したように見えたのは、きっと気のせいだろう。うん。きっとそう。そうに違いない。




　ま。そうだね。カニ玉はやめておこうか。冷蔵庫の中には鶏肉があったし。今日は百合特製親子丼あたりにしておこうかな？　みんな好きだし。親子丼。







「……みんな、か」







　私はその『みんな』には含まれない、誰かのことを思い出す。私が私である理由。私が悪の女幹部である前に、私が『卵のお姫様』である理由。その由来を、楽しくて、ちょっとだけ焦げ臭い、そしてとても優しい記憶を思い出す。







「……もう、十年、かあ」







　無意識に。習慣で。タマゴ様をかき混ぜつつ。私は思う。あの日のことを。大好きなあの人のことを。　――私の、『卵の王子様』のことを。







　☆　☆　☆　☆　☆







「そーとー。そーとー。おはようございます。あさですよー」

「……うん？　ああ。百合か。早いな……」




　少女がベッドの中にいる男の肩を揺する。精一杯背伸びして。小さな手で。




「おはようございます。そーとー」

「ああ」

「おはようございます。そーとー」

「……ああ？」

「おはよう！　ございます！　そーとー！」

「…………」

「おは」

「わかったわかった。……おはよう。百合」

「はい！　おはようございます。そーとー」




　にこーっと。この年でしか浮かべられない、純粋な笑顔を浮かべる少女。







　――それは。実は。やっと浮かべられるようになった表情で。最近取り戻したばかりの表情で。……あの日、あの時、男の到着が、あとほんの少しでも遅ければ、永遠に失われたのかもしれない、そんな、宝物のような表情で。







「そーとー。そーとー。あさのコーヒーです。どうぞ」

「うむ。……ああ、こら。百合。危ないだろ？　こっちによこせ」







　ふらふらと。よろよろと。少女はコーヒーカップの乗ったトレーを男へと差し出そうとするが。まだそれは小学校入学直後の少女にはやや難易度が高く。見ていられなくなった男のほうが手を伸ばす。それをそっと受け取る。




　目覚めのブラックコーヒーは男の習慣で。その酸味と苦味で体中の細胞を覚醒させるのが男のやり方であったのだが。ここ最近はその液体を啜る前に目が覚めてしまう。いや、覚まさせられてしまう、と、言うべきか。







　――男はその原因に向かい、声をかける。







「……お前はもう、食事は取ったのか？」

「うん？　あ、はい！　たべました！　おねえさんのごはんはおいしいです！」







　にぱーっと。輝くような笑顔を浮かべる少女。それを見て男は思う。そうか。うまくやっているようだな。と。……そして、男は自分の組織に最近加入した、目の前の少女よりは年上の少女のことを思い出す。心の壊れた少女のことを。感情を失った少女のことを。




　

　――この子の笑顔が。真夏の太陽のような一点の曇りもないこの笑顔が。あの少女の凍りついた心をも、溶かしてくれればよいのだが、と。







「そーとー。そーとー？」

「うん？　なんだ？」

「そーとーはどうして、あさごはんをたべないのですか？」

「……いや。どうしてと聞かれても、な」




　……『習慣だから』と言って、この少女が納得してくれるかどうか自信がなく。何となく答える言葉を失って、男は口ごもる。




　そんな男の顔を見て、何を思いついたのか（そしてそれは大抵碌でもないことなのだが）少女がまた笑う。楽しそうに、というよりも、嬉しそうに、笑う。







「わかりました！　そーとー。あしたはわたしがそーとーのごはんをつくります！」







　……ほらな。と。男は自分自身に話しかける。また面倒なことになった。




「……馬鹿なことを言うな。まだお前には無理だ」

「そんなことないです。おねえさんにおそわります。みててくださいね」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……これは、なんだ？」

「めだまやき、です！」







　――翌朝。少女に起こされるよりも早く、焦げ臭い匂いに刺激され目を覚ました男の前に差し出された、……黒く平べったい謎の物体。




　恐る恐る指で摘んで引っくり返してみるが。やはりそれは裏面も黒一色で。




「ちょっとだけ、こげちゃいましたけど、おいしいはずです！」

「『ちょっとだけこげた』というか、焦げた部分しか見当たらないのだが……」

「なまのたまごには、さる、さる、……さる？」

「……サルモネラ菌と言いたいのか？」

「そう！　それです！　それがいてあぶないのです！　それくらいやけばあんしん！」

「……別の意味でとても危険な代物に見えるのだが……」




　男は意を決して、それを一気に口にする。じゃりっと、目玉焼きを口にした時には出ない筈の効果音が響く。咀嚼する。飲み込む。




「……とりあえず。百合。これは『目玉焼き』では、ない」

「えー。めだまやきですよー」

「そもそも『目玉』と呼ばれる部分がないではないか」




　何しろ黒一色なのだ。白身と気味の区別すらつかない。




「……きっと、めを、つぶっているのです」

「……たまに、お前は天才なんじゃないかと錯覚する時がある」




　言い訳だとしても秀逸だ。その発想がすごい。小学生の考えることではない。




「……とりあえず、卵を焼くなら、フライパンに油を引け」

「おお！　なるほどです！　わかりました！　あしたはがんばります！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……昨日よりは、ましだが……」







　少なくとも色は着いている。黄色い部分『も』見える。目玉と呼べる部分は視認することが出来る。……相変わらず、全体的に焦げてはいたが。




「おかしいですねー？　ちゃんとあぶらをひいたんですがー」

「料理のことは私も詳しくはないのでな」




　とりあえず、男はそれを口に入れてみる。咀嚼する。……うん。確かに昨日よりはましだ。それに微かに油の味もする。……と、いうことは油の分量は間違っていない、のか？




　少女と二人、頭を抱える男の部屋がノックされる。少年が部屋へと入ってくる。




「失礼します。総統。今朝の訓練のこと……っと。ずいぶん焦げ臭いですね」

「ああ。すまん。すぐに行く」

「百合さんが作ったのですか？　……これ、差し水、しましたか？」

「さしみず、ですか？」




　目玉焼き（モドキ）を見て、それから少女を見て、少年が頷く。







「はい。差し水です。目玉焼きを焼く時は、焼いてる途中に少し水を入れて、それから蓋をするんですよ。そうするとこんな風に焦げずに蒸し焼きになりますから」

「おお！　ありがとうございます！　おにいさん！　あしたこそがんばります！」







　パタパタと。元気良く。スリッパを鳴らしつつ走り去っていく少女の背中を見つめ。男がため息をつく。少年が柔らかい微笑を浮かべる。




「……いい子、ですね。百合さん」

「それは否定しないが、な。……さあ。今日もしごいてやる。気絶するなよ？」




　男はそう言いつつ立ち上がる。そのついでに、半分残っていた目玉焼き（モドキ）を口に入れる。飲み込む。……そんな男の顔を見て、また少年が微笑む。




「……総統も、優しいですよね」

「……気のせい、だ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「そーとー。そーとー。おはようございます」

「……うん。ああ、百合か、おは……うおおっ！　どうしたその顔はっ！？」







　男が驚いたのも無理はない。少女の小さな顔には、所狭しと絆創膏とガーゼが当てられていて。目元口元程度しか外気に晒されおらず。しかもそのガーゼの隙間から見える肌も火傷のように赤く腫れていて。




「や。さしみずに、しっぱいしちゃいまして……。ばしゃー！　ってなっちゃって」




　にへら、と。それでも笑顔を浮かべる少女と、その酷い有様に動揺する男。




「お前……。痛くないのか？　平気なのか？」

「もうへいきです。いたくないです。たいさが、てあてをしてくれましたから」

「大佐が？」

「はい。『これは名誉の負傷だな！』っていってました。いみわからないですけど」

「…………」

「それから、あたまをいっぱいなでてくれました！　たいさやさしいです！」

「……そう、か」




　男は皿の上に乗っている『目玉焼き』に手を伸ばす。確かに焦げは少なくなった。見た目も大分ましにはなった。なので今日は咀嚼するだけではなく、味わってみる。




「……ちょっと水っぽいな。それに味付けが薄いような？」

「みずっぽいのは、ごめんなさい。おみずのぶんりょう、まちがえました」

「味付けが薄いのは？」




「それはたいさが、『ああん？　それ総統に食わせるのか？　だったら薄味がいいぞ。年寄りに過剰な塩分は禁物だからな！』っていって、しおこしょうをとりあげられちゃったからなんですよー。……あれ？　そーとー？　どこいくんですか？」




「ちょっとあの馬鹿をぶん殴り……こほん。ちょっと大佐に話があるのでな。あいつは台所か？　行ってくる」




　少女は最初、きょとんと首を傾げていたが、やがて満面の笑みを浮かべる。




「はい。わかりました！　たいさとそーとーはとってもなかよしさんなんですね！　いってらっしゃいませー！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……おはようございますー。そーとー……」

「……うん？　百合？　風邪か？　妙に声がくぐもって聞こえぬおおおおっ！！」







　男が驚いたのも無理はない。昨日は絆創膏まみれだった少女の顔は。今日は目と口だけが開けられた鉄板で覆われていて。無機質なそれから少女の声が聞こえてくることによって、辛うじて中身が少女だと認識できる始末で。




「な、ななな、なんだ！？　百合！　それは！？」

「はい？　ああ。このおめんはですね。はかせのはつめいひんです！」




　……博士の？　これが？　今にも『コーホー』とか言い出しそうなこの仮面が？




「『百合専用対卵焼き顔面保護装備』だ、そうです」

「……そ、そうか」

「『二千度の炎にも耐え、対空ミサイルの直撃をも防ぐ』だ、そうです」

「……そう、か」




　最近の台所にはナパーム弾や、パトリオットが飛んでくるのだろうか？　

　そもそもあの老人は何をしているんだ？　他にやることはないのだろうか？

　こういうのを『才能の無駄遣い』と。そう言うのではなかろうか？







「それより！　そーとー！　みてください！　これ！」







　仮面を外した少女が見せたもの。それは白い皿で。その上に乗せられた目玉焼きは。確かにどこからどう見ても『目玉焼き』と、そう呼べるもので。




「じしんさくです！　たべてください！」

「……ああ、いただこう」

　

　男はナイフとフォークを手に取る。軽く醤油をたらす。その有様を、少女が見つめる。真剣な眼差しで。真っ直ぐに。その大きな瞳で。




　一口。二口。咀嚼する。味わう。それはきっと、味付けは、技術は、まだまだと言っていい一品ではあったけれども。でも。この少女がこの一品にかけた情熱は、費やした努力は。一流のシェフにも負けていない筈で。だから。男は。







「……うまい、な」

「ほんとうですか！　よかったです！」







　ぱあっと。音が聞こえるくらいに。少女の笑顔が弾ける。それは眩しくて、本当に眩しくて、見ていられないくらいに眩しい笑顔で。完璧な笑顔で。




「ああ。本当だ。ごちそうさま」

「えへへ！　やりました！　ほめられました！　あしたからまいにちつくりますね！」

「毎日？　いくらうまくても、毎日では飽きるかもしれないぞ？」

「え？　そんなことないですよ？　だってそーとー、タマゴだいすきじゃないですか」

「うん？　いや私は別に、それほどタマゴが好きな訳でもないが……？」







　少女が、笑う。嬉しそうにくるくると舞いながら。にこにこと。にこにこと。

　天使のように。無垢な笑顔を男に向ける。純粋な瞳を男に向ける。







「いいえ。そーとーは、たまごだいすきですよね？　だって、いままでわたしがつくってきた、しっぱいさくのめだまやきさんだって、ぜんぶたべちゃったじゃないですか？　こげてても、あじがうすくても、ぜんぶたべちゃったじゃないですかー」







「……ああ。そう、だな。私はタマゴ料理が好きなのかもしれない」

「そうですよー。だからまいにち、つくってあげます。わたしが！」







　少女が男に近づく。その小さな手で男の手を取る。小指を絡ませる。







「やくそく。です。わたし、もっといっぱい、おりょうりをべんきょうします。もっともっと、おいしいおりょうりをつくれるようになります！　だから、そーとー？　わたしのおりょうりを、まいにち、たべてくださいね！　やくそくですよ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……馬鹿、だったなあ。子供の頃の私、は」







　総統は、タマゴ料理が好きだった訳ではなく。

　優しいから。とっても優しいから。焦げてようが水っぽかろうが味が薄かろうが。




　作ったのが、私だったから。幼い私が懸命に作ったものだから。

　だから残さず全部、食べてくれたのだと気づいたのは、ずっとずっと後のことで。







　――もう、私の作る料理を、総統が食べる事は、出来なくなってしまってからで。







　手早く。要領よく。六人分の夕食を準備しながら。私の胸がちくりと痛む。出来立ての親子丼は、今日もタマゴがとろりと絶妙の火加減で。見るからにおいしそうで。







「……うっし！　出来たっと。みんなー！　ご飯できたよー！」







　私は声を上げる。大事な仲間に。家族に。私の宝物たちに。

　呼びかけながら、思い出す。博士と大佐の分まで、親子丼、作っちゃったな、と。




　まあ、いっか。今日の私は懐かしいことを思い出して機嫌がいいから。

　許してあげよう。あの二人も。おいしい百合ご飯を食べさせてあげよう。







　……あの日、総統に食べてもらった目玉焼きから始まった私の料理の腕は。

　変な勘違いから、タマゴ料理に特化してはいますけど。でも。今では。




　今の私なら、総統の為ならば、どんな料理だってこなして見せますよ？

　そして、今の私には。総統がいなくても、大好きだった総統以外にも。




　私の作ったものを食べてもらいたいと、そう心から思える人たちもいるんです。

　これも全部、総統のおかげなんですけどね。総統から頂いた仲間なんですけどね。







　――だから、総統？　私の大好きな、大好きな大好きな、総統閣下。







　私は、待っています。待ち続けます。総統の帰還を。信じています。総統の無事を。

　待っていますから。祈り続けていますから。だから総統。私の総統閣下。

　




　早く、帰ってきてくださいね。おいしいお料理を作って、待っていますから。







　――お帰りを、いつまでも、いつまでも。お待ちしています、から。










************************************************

たまには、こんな、甘々なお話も……。







これにて『舞台裏　悪の組織の内部事情』終了です。

次回より、本編再開となります。




またお付き合い頂ければ幸いです。





第三幕　浄化の桃





第三幕　浄化の桃

プロローグ　桃色の魔法少女

第三幕　『浄化の桃』　開幕です。

よろしくお願いします。

********************************************

プロローグ　桃色の魔法少女




　轟……っ！　と。音を立て突風が私のマントをはためかせる。







　降りしきる雨は大地を泥土と変え。吹き荒れる風は木々を打ち倒さんばかりで。

　観測史上最大規模の台風は、その暴威を存分に振るい。街を破壊し。




　この地に住まう全ての人々の避難が完了した、過去川市街の外れにおいて。

　壊滅しつつある街の治安を守る為に、立ち上がった『正義のミカタ』たち。




　桃色の少女。青色の少女。銀色の少年。……そして、その前に立ち塞がる者の色は。







　――正義の、いや、正義『だった筈の』純白で。







　ゆらりと。その心同様、白い衣装を揺らし、白い少女が前にでる。

　じわりと。強い意志を持って、桃が、青が、銀が、距離を詰める。




　急激に高まる緊張が、戦意が、天に届いたかの如く。

　分厚い雲を割り、一筋の閃光が閃く。雷光が世界を白く染める。







　――数瞬遅れて轟いた雷鳴が、まるで、戦闘開始の合図であったかのように。







　対峙する両陣営は、互いの喉元に向け、必殺の攻撃を放つ。







　近接攻撃を得意とする青と銀が、一陣の風のように白へと迫る。

　遠距離魔法攻撃を得意とする桃が、神聖魔法の詠唱を開始する。




　右方向から青の槍に、左方向から銀の拳に。それぞれに狙われた白い少女は。

　だがしかし。自身の得意とする魔法を発動すらせず。両者を歯牙にもかけず。




　巨大な青い槍が自身を貫く一瞬前。銀色の少年の拳が自身を打ち倒す一瞬前。

　その刹那の瞬間を狙い、両者の真ん中を走り抜ける。二人を置き去りにする。




「――――っ！？」

「…………っ！？」




　青が。銀が。完全に間合いに捕らえたと確信していた白い少女を見失い、驚愕の余り声なき声を上げる。上下左右に視線を巡らせる。しかしその視線の先に白い少女はおらず。その瞳に純白の衣装を捉えることは出来ず。







「……きゃっ！」







　探し人の居所を教えてくれたのは。視覚ではなく聴覚で。目ではなく耳で。自分たちの遥か後方で強力な魔法の呪文を唱えていた筈の仲間の悲鳴で。桃色の少女の声で。

　

　青と銀の一瞬の隙をつき、瞬時に桃色の目の前まで距離を詰めた白い少女が。その勢いのままに拳を振り上げる。『魔法少女』の名には相応しくない、自身の体を使った肉弾攻撃。だがしかし、その一撃は。白い少女の拳は。確実に、的確に、精密に、そして力強く。桃色の少女の横腹へと突き刺さり。







　――どさりと。音を立てて。桃色の少女が崩れる。







　それに一瞥もくれず、白の少女は振り返る。再び自身へと迫る青い槍を。銀の拳を。感情を感じさせない瞳で見つめる。……そして。







　青の槍の、右手で握り締める。

　銀の拳を、左手で受け止める。




　青い魔法少女の攻撃は、決して遅くはなかった。

　銀のヒーローの動きは、決して鈍くはなかった。




　たがしかし。青い魔法少女の槍は。銀色のヒーローの神速の拳は。

　白い少女の体には届かず。白い少女に傷を負わせることは出来ず。




　握られたままびくともしない槍を。掴まれたまま微動だにしない拳を。

　振り払おうとした青い少女の体を。引き抜こうとした銀の少年の体を。







　――白い光が包む。白い閃光が貫く。







　どしゃりと。地に膝をつく青い少女。ふらりと。地に崩れ去る銀の少年。







　――『正義のミカタ』たちの体を、『正義のミカタ』の魔法が撃ち据える。







　跪き、自らを見上げる魔法少女に。地に伏せ、自らの足元に転がるヒーローに。

　最早一瞥もくれず。最早その存在を認識すらせず。轟然と立つ白い少女の名は。







　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』――







　私は腕を組み、黙ってその光景を見つめる。静かに事の推移を見守る。

　心の中で吹き荒れる嵐を隠して。心の中でだけ絶叫を上げつつ。




　……カトリーヌよ。『白い正義の魔法少女』よ。『正義のミカタ』よ。

　それがあなたの本当の力なんだね。やっぱり、強いよね。あんたは。




　でもね。でも。その強さは誰に向かって振るわれるべきなの？




　あなたを慕う桃を。あなたを誇る銀を。あなたを信じた青を。

　打ちのめす為の力ではないと、私はそう思うのだけれど、ね。







　……カトリーヌの顔が動く。その視線の先にいるのは、桃色の魔法少女。







　打たれた横腹を押さえつつ。笑う膝を無理矢理押さえつつ。

　桃色の少女は立ち上がる。白い正義の魔法少女を見据える。







　強風に煽られ、豪雨に打たれ、それでも、真っ直ぐに、彼女は立ち上がる。







　最悪の予想が、最悪の現実となり。最高の仲間が、最強の敵となり。

　誰よりも悔やんだのは彼女の筈で。誰よりも嘆いたのは彼女の筈で。







　でも。だから。だからこそ。彼女は立ち上がる。彼女は諦めない。彼女は……。







　「……お嬢様っ！　いきますっ！　お覚悟をっ！」







　――白の、魔法少女と、戦う――










************************************************

第二幕に引き続き、次回予告風プロローグです。

楽しんで頂ければ幸いです。




なお、本日更新分はいつも通り、このあと0時に反映されます。
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第一話　体調不良のお嬢様




『……次に、気象情報です。大型で、非常に勢力の強い台風6号は、沖縄の西、三十キロの地点をゆっくりと北上しており……』







　……ペタペタと、お茶碗にご飯をよそいつつ、私はテレビへと意識を向ける。







　別に我が家は農家を営んでいる訳ではないので、それほど天気に興味がある訳でもないのだが。いかんせん、我らが住まう『百合荘』は、築三十年を超える骨董品であるが故に、台風のたびにあちこちから雨漏りが発生する。困ったことである。




　それでなくとも一家の家事炊飯担当としては、雨は天敵なのだ。洗濯物は乾かないし、買い物に出るのは億劫になるし。あとカビ。風呂場や台所などの水周りにおいて発生する憎いアンチクショウのせいで仕事が増えるのだ。許せない。それはともかく。







「……台風、かあ。また避難命令とか出ないといいんだけどなあ」







　百合荘の建つこの過去川市は。その名の通り『過去川』に沿って発展してきた地域で。住民自慢の一級河川である過去川は、普段は悠々と流れるおとなしい川なのだが。




「去年の台風の時はすごかったよねー」

「だよねー。Bさん。道路が川みたいになってたしねー」




　Bさんと二人、うんうんと頷きあう。去年のことを思い出す。







　去年、夏の終わりに来た季節外れの大型台風は。その風の力もさることながら。本当に厄介だったのは豪雨のほうで。もともと川やため池の多いこの地区は、まさに『水害』によって、一時的に都市機能を喪失し。避難勧告すら出たほどで。でも、その『避難』するということ自体が既に困難な有様で。







　何しろ道路が川なのだ。普通に足首とか埋まるくらいの。長靴が意味を成さないくらいの。あれには本当に参った。







　そして、何よりも（精神的に）参ったこと。それは自然の力ではなく。水害のほうではなく。雨漏りのことでもなく。うちの男どものことで。この台風という非常事態に対し、こいつらは本当に揃いも揃って役に立たないこと立たないこと……。




　その理由は私たち女子には一切分らないし、また分りたくもないのだが。どうも、『台風』というものは、男どもの血潮を無駄に燃え上がらせるらしく。







『ちょっと川の様子を見てくる』……そう言って氾濫した川で流されかける博士とか。

『非常食の味見をしておかねばな！』……そう言って備蓄食料を食い尽くす大佐とか。

『この風を使ってトレーニングしてきます』……そう言って帰ってこないAさんとか。







　もうね。あんたたちは小学生かと。台風の日くらいじっとしていられないのかと。

　全員並べて正座させてSEKKYOUしてやったのは苦い思い出である。




　いつまでも子供心を失っていないと、そう言えば格好いいのかもしれないけど。

　それに振り舞わされるこっちの立場も考えてもらいたいものである。まったく。




　大佐は仕方ない。こういう人だし。諦めもつく。でもね、Aさん？　普段冷静沈着なAさんまでも浮かれちゃうってどういうことなのよ？　あの時は裏切られた気分で一杯だったよ。私。あと博士。博士は今年は外出禁止ね？　もうそんな死亡フラグ打ち立てなくっていいんだからね？　割と洒落にならないから。勘弁してください。







「……ま、今年は平気かな？　カニゾーさんもいるし」

「そうねー。頼りにしてるからねー。カニゾーさん」







　食卓の隅っこ（丸いちゃぶ台なので、隅っこという概念はないのだが。イメージ的に）で、その大きな体で礼儀正しく食事をしていたカニゾーさんが反応する。







「自分、ですか？　……いやまあ、雨漏りの修理程度なら喜んでやりますが」







「そういうのにも期待してるけどね。カニゾーさんにはもっと大事な仕事があるの」

「そーそー。博士たちが暴走した時に、力づくで止めてもらう仕事がねー」

「……それは自分には、些か荷の重い仕事、ですね……」







　渋い顔をしたカニゾーさんがぽつりとそう呟くと。さすがに去年のことを思い出してばつが悪かったのか、戦犯三人が次々に謝罪してくる。







「いやまあ……。去年はすまなかった。若気の至りじゃ」




　まって博士。去年の出来事なのにそのことわざを博士が使うのはいろいろとおかしいと思うの。まだ若いつもりなの？　博士？　まだ現役のつもりなの？




「……今年はちゃんと、百合たちの分も残しておく」




　そういう問題じゃないから。大佐。別に私もBさんも非常食のカンパンを食べられなかったことに対して腹を立てている訳じゃないから。勘違いしないように。




「僕もちゃんと、自分の所在は明らかにしておきます」




　だからAさんもね？　そもそも台風の日はウチでじっとしていなさいって言ってるんだけどね？　わかってくれないかな？　何で台風なのに外に出るの？　子供なの？







　……駄目だこいつら。まるで成長していない。







　私はそっと、Bさんと視線を交わし、深々とため息をつく。







　ま、いっか。別にこの人たちなら。台風の一つや二つで死ぬ人たちでもないし。危険のほうが尻尾を巻いて逃げていくような人たちだし。だとしたら、心配するだけ損というものである。もう好きにしなさい。私は止めないから。







「……ごちそうさまでした。じゃ、学校いってきまーす」







　お行儀良く。きちんと手を合わせて。私は食事を終える。食い入るようにして、台風情報を伝えるテレビを見つめる三人の大きな子供たちは、顔も向けずにおざなりに手を振るだけである。何となく腹が立つけど、騒がれるよりはましである。







　……台風で喜ぶのは、小学生男子の特権だろうに。ほんとに、もう。子供なんだから。







　私は鞄を掴む。玄関へと向かう。なんだか朝からいろいろ疲れた。

　学校でゆっくり休むとしよう。そう思いつつ、私は外へと歩き出した。







　☆　☆　☆　☆　☆







「百合っ！　台風ですわねっ！　台風がきますねっ！」







　……なんてこった。ここにも小学生男子がいやがった。もう嫌だ。







　小学生がいる筈のない貝塚高校一年C組にて。私が登校するなりすごい勢いで駆け寄ってきたのは。珍しく挨拶も忘れ、興奮気味に私に話しかけてきたのは。異国のお嬢様で。白いお姫様で。我がクラスの副委員長様で。







「……カトリーヌ。あんたもなの……？」

「はい？　百合？　何か言いましたか？」

「いや、もうなんでもない。なんでもないんだ……」




　私はもう疲れたよ。すごく眠いんだ。かにぞーちゃん……。




「そんなことより！　百合！　台風ですわね！」

「ああ。うん。そうだね。台風だね」







　だから一体何がそんなにうれしいんだよこのお嬢様は。

　なんでそんなに目を輝かせているんだよこのお姫様は。







「ジャパニーズ・タイフー！　すごいらしいですわよね！？　ね！　百合！」




　なんだよその『ジャパニーズ・タイフー』って。あれか？　世界各国にはいろいろなお国柄の台風があるのか？　『ブリティッシュ・タイフー』とか、『チャイニーズ・タイフー』とか。ちょっと見てみたいぞそれは。




「ああ。どうしましょう？　非常食とか買い占めたほうがいいのですか？　浸水した時のためにゴムボートも買っておいたほうがいいのでしょうか！　どうしましょう！」




　知らないよそんなこと。いやそもそも浸水って。




「……カトリーヌの家って、マンションじゃなかったっけ？」

「え？　あ、はい。五階建てマンションの五階ですが。それがなにか？」

「……いや、なんでもない」




　五階建てマンションの五階に住むあんたの部屋まで浸水するような事態になったら、それもうゴムボートとかでどうにかなる問題じゃないから。日本沈没してるから。いらん心配はしないでいいと思うぞ？




「あとは、ロウソク、懐中電灯、ラジオ、ああ、水もいりますよね？　他には？」

「……とりあえず、冷静な判断力があればいいんじゃないかな？　きっと」




　今のあんたに一番足りないものはそれだと思うんだ。うん。




「ああ！　もう！　地震、雷、火事、親父、それに台風！　この国は危険がいっぱいですね！　本当にどうしましょうか！？　百合！？」




　地震と台風はともかく。雷と火事は万国共通でどこの国にでもあることだと思うのだけど？　あと親父って。あんた一体どこでそういう言葉を覚えてくるのさ？




「とりあえず、落ち着け？　な？　カトリーヌ」

「失礼な。私はいつも冷静沈着ですわ。　――ゴホッ、ゴホッ。……失礼しました」




　いや。どう見ても今のあんたは冷静沈着じゃないから。うん。一度、我が家の男どもと食事を共にするといい。きっと気が合うと思うぞ？　……いや、それより。




「変な咳してるわね？　風邪？」

「はい？　ああ。どうでしょう？　ちょっと喉の調子が……。げほっげほっ」




　言ってる傍から、また軽く咳き込むカトリーヌ。うーん。よく見れば顔色もよくないし、本当に風邪かもしれないなあ。鬼の霍乱というやつかなあ？




「一応、薬とか飲んでおいたほうがいいんじゃない？」

「うーん。お気持ちはうれしいんですけどね。薬って、あんまり好きじゃないんですよ」

「いや、あんた。子供じゃないんだからさ。好きじゃないからって……」

「子供じゃないからこそ、ですよ。百合」







　そう言うとカトリーヌは軽く微笑む。それは同性の私から見てもどきりとするような、大人の女性の笑顔で。高校生のする表情ではなくて。責任を抱えた者のする笑顔で。







「……薬の成分、解熱剤や鎮痛剤に含まれる成分が、ですね。魔法によくない影響を与えるのですよ。そんな状態で、もし、『悪』と対峙することになったら……ね？」







　……どこまでいっても。体調を崩していても。やはり彼女は『正義の魔法少女』で。

　融通が利かない石頭、とは、言うまい。それが彼女の矜持なのだから。性格なのだから。







「……そうか。なるほどね。優等生のあんたらしい理由だとは思う。思うけどさ、確かに薬の悪影響はあるのかもしれないけどさ、体調不良のままでいたら本末転倒じゃない？」







　別に心配している訳じゃないけどさ。うん。気になんかしてないけどさ。全然。







「それもそうなんですよねえ……。困ったものです」

「うーん。よく寝て栄養のあるものを食べて……。あとは、なんだろ？」




　などと、私が一般論を述べている時に。お嬢様は、はっとした表情で後ずさる。

　うん？　なんだ？　私に風邪を移さないようにって、そんな気遣いかな？




「ま、まさか！　この私に日本の民間療法を……っ！？」

「うん？　民間療法？　それって一体なんの……あ」




　ずざあっ！　と。さらに大きく私から距離をとるお姫様。おいまてあんたまさか。







「わ、私の（自主規制）にネギを突っ込もうとしているのではないでしょうね！？」







　……しーんと。教室中が静まり返る。時が止まる。お嬢様が止めやがる。







「いやですからね！　私！　絶対そんなことしませんからね！？　ゲホッゲホッ！」

「あー……。うん。その、あのな。カトリーヌ？　まずは落ち着け」







　まさか爽やかな早朝の教室で、この清純そうなお嬢様の口から、そんな発言が飛び出すとは思っていなかった。完全に油断した。してやられた。







　……つーか、それ信じてたのね。お嬢様。気づけよ。嘘だって。冗談だって。







　おい。腹黒暗黒桃色魔法少女。お前さんのせいでお嬢様が大惨事だぞ？　どうするんだ？　この空気？　誰だ収拾つけるんだ？　この事態？　私は御免だぞ？







　ガラッ。







「よーし。朝のホームルーム始めるぞー。みんな席に……って、なんだこの空気は？」







　よっし！　よくやった大佐！　空気には突っ込むなこのまま流し去るんだ！

　しかし、私のその願いは叶わず。私のその希望は打ち消される。







　――他ならぬ、白いお嬢様の声により。







「先生！　本田さんが、酷いのです！　私の（自主規制）にネギを突っ込むって！」

「言ってない！！　言ってないからそんなこと！　もうあんたはいい加減に黙れ！」







　……にこりと。大佐が。山田先生が、微笑む。







「よし。お前ら二人。放課後職員室に来い。いいな？　説教してやるから」
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「風邪っぽい？　あのカトリーヌが？」

「はい。そうなんです。なのにお嬢様、学校もパトロールも休まないから……」




　

　昼休み。購買の前で偶然に会った北川さんに、私は今朝のことを話してみた。別にお嬢様が心配だったからではない。あの世間知らずのお嬢様に碌でもないことを吹き込むなという、厳重注意の意味をこめて、である。




　だがしかし。この腹黒少女は私からの糾弾をさらりとかわし、むしろ逆に相談を持つかけてきたのだ。曰く、『お嬢様の体調が心配』と。







「本当に生真面目というか何と言うか……」

「そうなんですよねえ……。まあ、そこがお嬢様のいいところ、なんですけど」







　相変わらずカトリーヌを崇拝している北川さん。別にもうあんたの趣味に関してどうこう言うつもりはないけどさ。本当に尊敬しているのなら嘘教えるなよ。おかげでこっちは放課後呼び出しだぞ？　まあ、ばっくれる気分満々ですけど。







「そもそも、パトロールしなきゃいけないほど、最近、治安悪いっけ？」

「確かに事件は起こってませんけど。それはパトロールをしているから、なのかも？」







　うん。それは一理あるな。あの白い魔法少女やこの黒……じゃなかった。桃色の魔法少女が殺気立った目と色に狂った目で街をうろうろしていたら、泥棒も強盗も逃げ出すかもしれない。特に桃色の意味不明な言動を見たら。いやむしろ、この桃色のほうこそ、警察に職務質問されても不思議ではない。いやまあ、それはともかく。







「そんなに心配なら休ませればいいじゃん」

「それが出来るくらいなら、こうして相談を持ちかけたりしません……」







　沈痛な面持ちで、北川さんが顔を伏せる。語尾が小さくなっていく。まあ、そりゃそうか。あの石頭が人様の意見を素直に聞くような性格をしていたら、北川さんもわざわざ宿敵の私に相談を持ちかけてきたりはしないだろうしね。ま、でも。







「それはあんたたちの問題だしねえ……。じゃ、私はこれで」

「ま、ままま、待ってください！　お願いします！　本多さんっ！」

「ちょっ！　あんたどこつかんでるのよ！？　放しなさい！」

「もうちょっと！　もうちょっと話を聞いてくださいよーっ！」







　ええい。花参加。じゃなく放さんか！　スカートが伸びるだろ！　私の足が周囲に晒されるだろ！　こんなところでサービスショット決める趣味はないぞ！？







「私が言っても駄目なんです！　三田君でも聞いてもらえないんですよぅ！」

「そりゃあいつが強情なだけだっ！　私には関係ないでしょ！」

「関係はないですけどっ！　でもっ！　本多さんなら！　本多さんが言えば！」

「私が言ったって結果は変わらないわよっ！　同じよっ！」







　いやむしろ、私がしたり顔で忠告なんかした日には。間違いなくあのお嬢様は意固地になるに決まってる。四十度を超える熱があろうとも。不治の病に冒されようとも。這ってでもパトロールとやらに出かけるに決まっているでしょうに。







「……違いますっ！」







　きっ、と。そんな音が聞こえてくるくらいに鋭い視線を、北川さんが飛ばしてくる。その視線の強さより、その声の鋭さより。悔しさを滲ませたその顔が。羨望を浮かべたその表情が。気になって私は動きを止める。







「……本多さんは、特別、なんです。お嬢様にとって……」

「……まあ、そりゃ私は、ね。あいつにとっては不倶戴天の敵だからね」







　ふるふると。少女が首を振る。さらさらの髪が揺れる。髪だけではなく、その瞳が、表現しがたい色を浮かべ、揺れる。揺れる。







「そうじゃない。そうじゃないんです。……本田さんは、お嬢様と、同じ位置にいるんです。同じ視線の高さを持っているんです。だから、お嬢様は本多さんを認める。認めているんです。……私や、三田君、よりも」







　そう言って、顔を伏せる北川さん。唇を噛む北川さん。彼女の発言の意味は分らないが。彼女の言葉の真偽は分らないが。でも、それでも。私にもわかることがある。ひとつだけ、ううん。ふたつだけ、わかることがある。







「……お願いします。本多さん。だめもとでいいんです。一言でいいんです。お嬢様に、休むように、言ってあげてください。お願いします」







　ひとつめ。何だかんだ言っても。言動が若干不穏ではあるけれども。行き過ぎているような気もするけど。　――やはりこの少女は、お嬢様を、本当に大事にしていて。







「……わかった。言うだけは言ってみる。結果には責任持たないからね？」







　ふたつめ。さっきの北川さんの表情の意味。さっきの北川さんが浮かべた瞳の意味。それは、きっと。多分。　――私に対する、嫉妬。







　すっ、と。北川さんの手が離れる。私のスカートが解放される。ぺこりと、小さな頭が下げられる。そして上げられた顔には、安堵が半分、嫉妬が半分といった、複雑な表情を浮かべていて。







「……ありがとう、ございます。……悔しいですけど、お願い、しますね」

「……いいけどさ。あんたも、その、何かと大変よね？」







　他にかけるべき言葉も見つからず、ようやく絞り出した私の発言に、北川さんが苦笑を浮かべる。最後にもう一度、軽く頭を下げ、私から離れていく……前に。







「……本多さん？」

「うん？　まだなにかあるの？」

「いえ。別にそういう訳ではないのですが……」







　にやあ……と。北川さんが。いやこれは、この顔は。『ちょっと気弱で、でも心優しい北川さん』の顔ではなく。暗黒魔法少女のその顔で。邪悪な笑顔で。




　おいなんだ？　なんでここで正体を現しているんだよ？　やばいよ？　早く隠したほうがいいんじゃない？　それ『正義の魔法少女』が浮かべていい笑顔じゃないよ？







「……『黒い悪の女幹部』さんでも、下着は白、なんですね。ふふふ……」

「――っ！？　あ、あんた！　見たの！？　見たのね！？」

「なかなか可愛らしいデザインです。……ご馳走様、でした。うふふふ……」

「ちょっ！？　まてあんた！？　それが正義のすることか！？　この変態がーっ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「却下、ですわ」

「……ま、そう言うとは思ってたけど、ね」







　放課後。どこかへ向かおうとするカトリーヌを捕まえ、また屋上へとやってきた私は、単刀直入に話を切り出した。……『体調が悪いなら、休め』と。




　その答えがこれである。想像通りとはいえ、けんもほろろをはこの事である。取り付く島すらない。全くない。困ったものである。







「全く……。雪乃にも困ったものです。あとでお仕置きしないと」







　いや。それはやめたほうがいいと思うぞ？　あいつ、人のパンツ見て喜ぶような変態だからね。崇拝するお嬢様から直々にお仕置きなんてされたら、きっと逆に歓喜するに決まってるから。うん。……まあ、それはともかく。







「そういう言い方はどうかと思うよ？　心配してるんじゃん。あの子も」

「……それは勿論、私にもわかってはいますけど、ね」

「少しは仲間を頼ったって、いいんじゃないの？」

「…………」







　さあ、っと。強い風が屋上を吹き抜ける。台風はまだ遠く沖縄のほうにいる筈だけど。その影響はもう、この街にまで及んでいて。風の強さが。雲の厚さが。大きな嵐を予感させていて。







「……あの子の、気持ちは、嬉しいのですよ？　それは本当です」

「……だったら」







　白い少女は顔を伏せる。そしてちょっとだけ寂しそうに。ちょっとだけ悔しそうに。……そして、ちょっとだけ罪悪感を滲ませつつ、呟く。







「でも、駄目なのです。今のあの子では。まだ。……げほっげほっ」

「ああ。ほら。まーたそんな咳してるし……。で、何が駄目なのよ？」







　二度、三度と。苦しそうに咳き込んだお嬢様は、ゆっくりと息を整え、そして私を見つめる。澄んだ瞳で。銀色の瞳で。真っ直ぐに。







「……それは、『覚悟』ですわ。……げほっ」

「……『覚悟』？」







　ええ、と頷くお嬢様に、私はポケットから取り出したモノをひょいと投げる。特に慌てた様子もなく、反射的に受け取ったお嬢様が、自分の手に収まったそれを見る。







「……のど飴？　ですか？」

「薬は嫌いって言ってたから、さ。それならいいんじゃないかって思ってね」







　昼休みに購買で買ってきたものはそれで。薬嫌いのお嬢様でも平気なように、極力薬っぽい成分の入っていないやつで。ま、気休めにしかならないだろうけど。







「ありがとうございます。……不思議な味ですね？　オレンジ？　ですか？」

「惜しい。柑橘系ってとこは正解。カリンだよ。それ」

「へえ。これが……。悪くない味、ですね。甘すぎなくて」

「柚子とかカリンとかって、風邪に効くらしからさ。……で？」







　ぽん、と。逆に投げ返されたそれを受け取る。ついでにひとつを口に放り込む。爽やかな酸味が広がる。舌先でころころと転がしながら、お嬢様の返答を待つ。







「……青が、貴方の嫌いな風見さんがいれば、まだ良かったのでしょうけど」

「……別に私はあいつを嫌ったりはしてないわよ。向こうが一方的に嫌ってるのよ」







　これはちょっと嘘だ。タマゴを砕くような極悪人、私は大っ嫌いである。あいつにはいつか手ひどい罰が下るに違いない。タマゴ神様からの。いや、それはともかく。







「……青？　よりにもよって、あいつか？　あいつと比べたら、まだ北川さんのほうが」

「……雪乃のほうが『正義の魔法少女』っぽいことは、認めますわ。でも」







　カトリーヌが微笑む。それは今朝、教室で見た笑顔と同じもので。『責任を抱えた大人』が浮かべる類の笑顔で。それをこの少女が。白い魔法少女が。私と同じ高校生であるカトリーヌが浮かべることが、その意味が。







　――私には。私にも。なんとなく、わかってしまって。理解できてしまって。







「雪乃は、いい子です。優しい、いい子です。……でも、今は、まだ、それだけ。あの子はまだ、『悪と戦う』ということの、本当の意味を知らない。負うべき責任の重さを知らない。生まれたときから『正義』だった私や、『悪を討つ為に』正義になろうとした風見さんのような、『覚悟』が、まだ、足りないのです」







　――優しさ、だけでは、誰かを守れない。

　――力なき正義は、誰も幸せに出来ない。







　カトリーヌが言いたいことは、つまりそういうことで。

　正義の『プロ』であるカトリーヌから見れば、北川さんは、まだ、甘い存在で。







　……全てを任せるには、まだ、『何か』が足りない。そんな存在で。







「……ごめん。余計なお節介、だった」

「いいえ。繰り返しますが、気持ちは嬉しいのですよ？　雪乃からも、……そして」







　白い少女が微笑む。今度は年相応の、いや、この年齢では逆に在り得ない、純粋過ぎるほどに綺麗な笑顔を浮かべる。心から嬉しそうに。楽しそうに。







「……百合。貴方からの心配も、ね」

「……別に。私は心配なんかしてない。北川さんに頼まれただけだし」

「そういうことにしておきます。……ごほっごほっ」

「ん。じゃあ帰る。あんたも早く帰って寝なさいよね」







　そう言い捨てて、私は屋上のドアを開ける。校舎へと戻る。歩きつつ、ちょっとだけ、背後を気にしつつ、屋上に残した少女のことを考える。







　――強さと、優しさを兼ね備え、正義を断行する、自分に厳しい少女のことを。







「……ま、がんばりなさいな。ほどほどに、ね」










　――ちなみに。そのままスーパーに向かった私が、誰かさんからの呼び出しのことを思い出したのは、百合荘に到着してからのことであったが。それは割りとどうでもいい話なので割愛することにする。……いいよね？　別に。うん。
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第三話　雨の日の『正義のミカタ』




「――なるほど。覚悟、ね」







　食後のお茶を啜りながら、大佐が呟く。呼び出しの原因となった朝の一部始終と、ついでに放課後の屋上でのことをきちんと報告した後に、である。ちなみに呼び出しに応じなかった理由を問われたので『親戚が危篤になったもので』と答えたらゲンコツを頂きました。体罰反対です山田先生教育委員会に訴えますよ？







「気持ちはわからないでもないんだけどねー。もうちょっと、その、ね？」

「確かにな。一高校生でしかない桃色に、そこまで求めるのは酷かもしれない、が」







　ことんと。静かにちゃぶ台の上に湯飲みを置いて、大佐がちょっとだけ遠い目をする。何かを思い出すように、記憶を探るように、ゆっくりと目を閉じる。







「……正義には、いや、『正義のミカタ』には、二種類の人間がいるような気がする」

「二種類？」







　やがて口を開いた大佐の言葉。それはちょっと意味深で。私は問い返す。小さく頷いた大佐が、自分の言葉を補足するように続ける。




「ああ。ひとつめは、『正義であろうとする者』。白や青のような者たちだな」

「……カトリーヌはともかく、青も？」




　えー。なんかやだなー。それを認めるの。




「襲撃されたお前は納得できないかもしれんがな。青は青で強い意志はあったぞ？」

「うーん。ま、確かに。意志と言うか妄執みたいなのはあったかも？」




　かなり歪んだ意志だから、それはもう妄執と言っていいものだと思うけど。







「……素の彼女は、実はいい子なのかも、しれませんけど、ね」

「うん？　カニゾーさん？　何か言った？」

「いいえ？　なにも？」

「そう？　気のせいかな？」







　なんかカニゾーさんがぽつりと呟いた気がしたんだけどな？　空耳かな？　まあそれはともかく。大佐？　続きをどうぞ？　そんな風に目で促す。大佐が頷く。







「もうひとつはな、『正義になってしまった者』だ。北川や三田のように、な」

「……なるほどね。言いたいことがわかったような気がするよ。大佐」







　受動的と能動的。その違いと言う訳か。それをカトリーヌは『覚悟』と評したのかもしれない。そしてそれは、きっと、私自身にも言えることで。今の私が『悪の女幹部』でいるのは、決して成り行きでも、誰かに言われたからでもなく。勿論、強制されたからでもなく。『自分が』その道を選んだ結果で。







　――私は、北川さんや三田君よりは、カトリーヌは風間さんに近い人間で。







　だから、きっと。あのお嬢様は。立場は違えど、私に敬意を払う、のかもしれない。

　そして、多分。それを感じているから、北川さんは私に嫉妬する、のかもしれない。







「……でも、それじゃ、辛いね。二人とも。悲しいよね。白も桃も」







　仲間を信頼しきれない白は。辛い時でも仲間に頼ることが出来なくて。

　仲間に信頼されない桃は。自分の不甲斐なさを噛みしめるしかなくて。







　……そんなことを思う私の頭に、大佐の手が乗せられる。優しく撫でられる。







「……カトリーヌはな、理解しているんだろう。自分が成すべきことを。自分がしていることの意味を。正義のミカタ『ごっこ』ではないということを。仲良しクラブ活動ではないということを。……だから、彼女は、強いのさ。百合、お前のように、な」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……あっちゃー。雨だよ。カニゾーさん。やっぱり降ってきたねえ」

「傘を準備してきて正解でしたな。姐さん」







　お茶のあと。トイレの電球が切れていることを発見した私は、コンビニに出かけることにしたのだが。『こんな夜遅くに姐さん一人で行かせる訳には』と言ってついてきてくれたのはカニゾーさん一人で。いつもならそういう役目はAさんが果たしてくれるのだが、今日ばかりは近づいてくる台風情報を見るためにテレビに釘付けで。







　結局、カニゾーさんと二人、こうして過去川沿いの夜道を歩く私である。

　総統。私は、百合は台風に負けたようです。微妙に悲しいです。くすん。







　ま、実際のところ。夜道を歩く私にボディーガードがいるかと問われれば、その答えは『否』な訳で。それを一番良く知っているのも、毎日稽古を付けてくれるAさんだったりする訳で。今の私を相手にするのは人間の痴漢程度ではどうしようもない訳で。『ただの人間には興味ありません』状態なのもまた事実ではありますけれども。







「さ、姐さんこちらへ。お体を冷やすといけませんから」







　台風に夢中で私を見捨てた薄情なウチの男連中と比較して、こうして大きな男物の傘を開き、紳士的にエスコートしてくれるカニゾーさんの漢ポイントは最近うなぎ上りである。またその体が大きすぎて、私を中に入れると自分の逞しい肩が濡れてしまうのだが、それを悟らせない、さり気ない優しさがまた、好感度を更に押し上げる。







「……カニゾーさんって、モテるでしょ？」

「は？　突然何を？」

「やー。ほら。優しいし、格好いいし、強いしね。女子高生とかイチコロにしそう」

「そんなことはありません。……自分、甲殻類ですし」







　うん？　そんなの些細な問題だってば。きっと種族の垣根を越えてカニゾーさんに惚れちゃう女の子っていると思うけどな。……こう、なんだろ？　辛い過去を持っていて、そしてそれのせいでちょっと歪んじゃったりした女の子とか、カニゾーさんの強さとか優しさを目のあたりにしたらコロリと行っちゃうような……。







　――バシャッ。







「……うん？　なんだろ？　今の？」

「川の……というより合流地点の水門から聞こえたようですな」







　大きな物を川に投げ込んだような、そんな水音。それは雄大な過去川と、その支流が合流する場所から聞こえてきて。一級河川である過去川には、数多くの支流が存在するのだが、雨天後の水量調整のために、水門がついている所も多くて。







　――バシャッ。バシャバシャ！







「……ちょっと、見てこようか？」

「ああ、姐さん。危ないですから自分が……」







『見てくる』と。カニゾーさんはそう続けようとしたのだろうけど。でも、その言葉は発せられずに。仮に発せられていたとしても、私がそれを聞くことが出来たかどうかは疑問で。







　――なぜならば。そこには。水門の影には。何か巨大なモノが蹲っていて。

　その黒い影には、ギラギラと赤く輝く目がついていて。つまり、そいつは。







　ギュオンッ！　そんな音を立てて赤く鋭い何かが私の喉元に向け伸びてくる。

　それが見えたのは私の動体視力の成せる技ではあったが。でもそれが限界で。







　……硬直してしまった私の体を、私の喉元を、ソレが貫く瞬間。







「姐さんっ！　失礼しますっ！」

「――――っ！」







　私の体が押し倒される。力強い腕で道路へと転がされる。カニゾーさんの腕が私の体を軽々と吹っ飛ばす。一瞬間前まで私の体があったその空間を、私とカニゾーさんの間の空間を、赤い何かが貫き、そして瞬時に伸びきったゴムが縮むように元へと戻って行く。







　……蹲る黒い影の、横に大きく開いた、口の中へと。







「ご無事ですか！？　姐さんっ！？」

「ごめん！　助かったカニゾーさんっ！　こっちは平気！」







　――かぱりと。影の口がまた大きく開く。禍々しい赤が見える。そしてそこから。

　ギュオン！　再度の攻撃。ソレが私に向かい飛んでくる。動けない私に向かって。

　




「――させるかっ！」







　私の前に大きな体が立ち塞がる。私からは背中しか見えないが、でもきっとその腕は、その体の前で交差されている筈で。赤いソレを正面から受け止めている筈で。そんな事が出来るのは、鋼鉄の腕を持つサイボーグにしか成せない業で。







　どぉん！　そんな大きな音が聞こえる。私の前に立つカニゾーさんの足が、その威力に押され地面を削る。巨体を誇るカニゾーさんでも抑えきれない威力に、私はぞっとする。あんなものを、変身前のこの生身で受け止めたら……。







「……ガマゾーか。久しいな」

「……うん？　なんだお前。その声はカニゾーか？　死んだと聞いていたが？」

「……ああ。『闇夜の鴉』の怪人であるカニゾーは死んだ。今の自分は」







　そう言いつつ、カニゾーさんの腕が動く。素早く巻き戻ろうとした赤いソレ――恐らく、あの影の舌――を、それを上回る早さで掴む。握り締める。そしてそれを力一杯、引きつける。肩に担ぐ。そしてそのまま。







「今の自分は、誇り高き『ブラックシャドウ』の怪人、カニゾーだ！　我が主に仇を成す者を許す訳には行かぬ！　その代償、その身で支払ってもらうぞ！」







　一本背負いの要領で。思い切り投げ飛ばす。自らの武器に引っ張られる形で、黒い影の大きな体が宙に浮く。遠心力をつけて投げ出された巨体が、過去川の水面へと飛んでいく。　――轟音と共に大きな水柱を立てる。







「……カニゾーさん！　あれってやっぱり！？」

「はい。姐さん。『闇夜の鴉』の怪人。蛙人間の『ガマゾー』です」







　降り注ぐ雨により、少しずつ水位を増す過去川の真ん中に。大きな波紋を描きつつ、黒い影、――ガマゾーが立ち上がる。平べったい顔に赤い目が光る。




　いきなり。一切の前動作もなく。その身が宙を舞う。そうか。カエルか。その跳躍力もそれなら納得だと。そんなことまで考える余裕もなく。




　ガマゾーの巨体が目指すのは、私とカニゾーさんの頭上で。捻りも何もなく。ただその超重量を使って私たちを押し潰す戦法。地球の重力を味方にした、シンプルで、それだけに効果の大きいその攻撃に対して。カニゾーさんが迎撃の覚悟を見せるように腕を振り上げたその時。







「――伏せろ！　本多！」







　……その声は遥か後方から聞こえた筈なのに。私がそれを認識できたその時には、もう既に銀色の疾風は宙へと飛んでいて。ガマゾーに向けて飛んでいて。







　グシャ！　そんな嫌な音を立てて、ガマゾーの腹に蹴りが突き刺さる。迎撃されたガマゾーが再び過去川へと撃ち落される。無様なその姿と比例するかのように、銀色の疾風は怪人を蹴り飛ばした反動で、くるくると綺麗に宙返りを見せる。すたっと地面に降り立つ。







「……『正義のミカタ　ライジング・スター』！　ここに参上！」







　びしっと、指先まで伸ばしてポーズを決める銀色のヒーローに。名乗りを上げる『正義のヒーロー』の姿に。不覚にも。本当に不覚にも。私は目を奪われる。







　なんだよ！　三田君！　ちょっと悔しいけど格好いいじゃない！

　あんたやれば出来る子だったんだね！　私は見直した！　うん！　見直したよ！







「……怪我はないか？　本多？」

「あ！　うん！　だいじょうぶ！　ありがとね！　三田君！」

「ばっか。そこは『ライジング・スター』って言ってくれないと締まらないだろ？」







　ぐっと。親指を上げる三田……君ではなく。『ライジング・スター』に向け。




　私も親指を立てる。その雄姿を称える。敵味方は関係なく。今の彼は結構本気で格好いいヒーローだと思う。成長したんだなあ。彼も。私も負けてられないな。







「……ところで、どうしてここに？」

「うん？　ああ。実は上流の水門がいくつか破壊されていたものでな」

「……水門？　水門って過去川の？」

「そ。だからそこから下流の水門を見回っていたところなんだ。手分けしてな」







　うん？　悪の怪人が。『闇夜の鴉』が過去川の水門を？　それって一体……。







「――百合！　三田君！　無事ですか！？　怪人は！？」







　そんなことを考え始めた私の耳に、聞き慣れた声が届く。白い魔法少女が桃色の魔法少女を引き連れ、こっちに駆け寄ってくる。その顔が余りにも心配げだったので、ちょっと照れ臭くなった私は軽く手を振る。







「あー。平気平気。だからそんなに慌てなくても」

「――百合っ！　後ろ！　伏せてください！」







　カトリーヌが腕を上げる。『マジカル・カトリーヌ』の細腕が白い光に包まれる。それは魔法少女の名に恥じない、不思議な力の白銀の矢で。彼女が生み出した、空を貫く攻撃魔法で。必殺必中の、正義の力で。







「――え？」







　だからそれは。この隙をついて私たちへと這い寄ってきたガマゾーを打ち倒す筈だったのに。その身を貫く筈だったのに。その光は、白銀の矢は。白い魔法少女の一撃は。







　――虚しく、何もない空を貫くだけで。







「――っ！　お嬢様っ！　私がやります！」







　桃色が杖を振り上げる。飛び掛ってくるガマゾーに向け何かを放つ。

　それは透明な障壁で。見えない壁で。ガマゾーの巨体を押し返す。三度川へと返す。







「結界魔法です！　長くは持ちません！　離れて！」

「あ、うん。わかった北川さん。ありがとう……」







　必死に叫ぶ北川さんに向け、私はおざなりに礼を告げる。ごめんね北川さん。守ってもらえたのに、助けてもらえたのに。でも今の私には、もっと気になることがあって。







　カトリーヌが。あの『マジカル・カトリーヌ』が。魔法攻撃を外した？

　誰よりも強く、そして誇り高い『正義のミカタ』である筈の彼女、が？　







　――そんなことが、あるのか？　在り得るのか？







「……ふん。新手か。これはちょっと俺の手にも余るな。逃げさせてもらうぞ」







　混乱する私をよそに、戦況はまた動いて。ガマゾーが水面へと潜る。その巨体を水面の下へと潜らせる。素早く川を遡って行く。







「まて！　逃がすか！」

「……よせ。相手は蛙を元にした怪人だ。水中では勝ち目はない」







　飛び出そうとした三田君の肩を、カニゾーさんが掴む。特に力を入れているようにも見えないが、たったそれだけで、『正義のミカタ』の行動は止められて。







「ええっ！　くそっ！　あのヤロウ蛙だったのかよ……。ここまで追い詰めたのに！」

「引くべきところは、引く。それも戦士の条件だぞ？　少年」







　三田君の全身が弛緩する。それを見てカニゾーさんが手を放す。そして。







「……強く、なったな。少年。見違えたぞ」

「……はい？　え？　どこかで会った事、ありましたっけ？」







　まあ、そりゃ気がつかないだろうなあ。あのゴツゴツしてトゲトゲしてた改造前のカニゾーさんと、今の堂々とした美丈夫のカニゾーさんが同一人物だと気づけるのは、きっと長いこと共にいた『闇夜の鴉』の怪人たちくらいだろうし。……それはともかく。







「はあ、はあ、はあ……っ！　ゆ、百合？　平気でしたか？　怪我は？　ゲホッ！」

「……カトリーヌ。あんた……」







　私が何かを言うまでもなく。私が彼女を問い質すまでもなく。

　その顔は血の気を失い真っ青で。その息は全身の不調を訴えて酷く苦しそうで。







　必殺の魔法を、必中の光の矢を、外してしまうほど衰弱しているのが一目瞭然で。







　――そんな体で、体調不良のその体で。降りしきる雨の中を駆け回っていたいたであろう『白い魔法少女』は。『マジカル・カトリーヌ』は。……私の、クラスメイト、は。







「……怪我は、ない、ようですね……。よかっ――」







　――どさりと。糸の切れた操り人形のように。雨に濡れる地面へと崩れ落ちた。
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「……ここ、なの？」

「はい。ここの五階です。インターフォンを鳴らしますので少々お待ちを」







　過去川駅近郊の、ごく普通のマンションの前。放課後の貴重な時間、桃色暗黒少女に無理矢理連れてこられた私が見上げるこの建物は、正義のミカタの本拠地などではなく。勿論、悪の組織とも何の関係もなく。ただの一般住宅で。どこにでもあるマンションで。




　強いて他のマンションとの相違点を挙げるとすれば、それは施設ではなく、設備でもなく、そして間取りでもなく。それは住人のほうで。







　――つまり、ここが、カトリーヌの住むマンションだということで。







「……あれ？　おかしいですね？　反応がありません」

「寝てるんじゃないの？　昨日の今日だし……」







　昨晩の話である。戦場で高熱の為に倒れたカトリーヌは、恐らく魔法少女史上初のことであろうが、普通の救急車に乗せられ、普通の緊急病院に運ばれ、普通のお医者様の診断を受け、『風邪を引いているのに雨の中傘も差さずに歩き回るなんて自殺行為です』と点滴をされつつお説教を受けていた。緊急病院のベッドの上で反省する白いヒラヒラ衣装の銀髪碧眼魔法少女の姿はかなりシュールであったことも付け加えておこう。まあ、それはともかく。







「……まだ熱が下がらず、寝てるんだよ、きっと。だから今日は帰ろう？」

「仕方がありませんね」

「そうそう。明日になればお見舞い出来るくらいには回復」

「ぴっぽっぱ、と。……さ、開けましたよ。いきましょう？　本多さん」







　何の躊躇いもなく。一瞬の停滞もなく。北川さんがカトリーヌの部屋の暗証番号を打ち込む。うぃーんと音を立てつつ自動ドアが開く。







「……ああ、なるほど。さすが『正義のミカタ』のお仲間だ。自宅の暗証番号まで教えてもらっているなんて、ほんと、仲がいいんだね。二人は」

「は？　いいえ？　教えてもらってなんかいませんよ？　お嬢様は本物のお嬢様ですからね。そういうセキュリティー部分では隙を見せませんから」　

「……じゃあ、なんでカトリーヌの部屋の鍵を解錠できるのよ？　あんたは？　今、これっぽっちも迷わず、一発で暗証番号入力したじゃないの」







　さらりと。何でもないことのように言うこの人が怖いんですけど。

　魔法の力で！　せめて不思議な力の仕業であって欲しいんですけど！？







「え？　そんなの簡単です。こっそり盗撮……クチュン！　あれ？　風邪かな？　お嬢様のがうつったのなら嬉しいんですけど。……まあ、そんな些細な問題はどうでもいいので、とりあえず部屋に行きましょうか？」

「些細じゃない！　全然些細じゃないから！　それ犯罪だから！　あんた『正義のミカタ』なんでしょ！？　そんなことしていいの！？」







　ぴしっと！　人差し指を突きつけ糾弾する私の声に振り返った北川さんは。一瞬顔を背け、目を伏せ……そして再び上げられた顔に、儚げな色を浮かべ、そっと呟く。







「……愛の前では、全ては許されるのですよ。本多さん」

「おまわりさーん！　ここに犯罪者がー！　正義の皮を被った覗き魔がー！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……ここ、ですね？」

「……そうね。部屋番号はここだし。管理人さんもそう言ってたし」







　何の変哲もないそのドア。シンプルに部屋番号だけが書いてあるそのドアの前で。チャラチャラと指先で鍵を振り回す正義の魔法少女、兼、犯罪者。当然、その鍵も部屋の持ち主から預かったものではなく。このマンションに常駐している管理人さんを騙くらかして手に入れたもので。







「……お友達がここに一人で住んでいるんですけど、昨日、風邪で倒れちゃって、それで今日はお見舞いに来たんですけど、でも、インターフォンにも反応しなくて……。わ、私、もう、心配で心配で……」







　……本当に。ね。もう。ね。隣で見ていた私が唖然とするくらいの変貌ぶりで。マンション入り口で騒ぎ立てる私たちを見て、何事かと飛び出してきた管理人さんの前で、この悪魔少女は友人思いの内気で健気な少女を完璧に演じきり、とどめとばかりにホロリと涙まで零して見せやがった。




　人の良さそうな管理人のおじいちゃんが騙されるのも無理はない。あれはまさに魔性の演技力だった。私はここに誓う。仮に私が何かのきっかけで男性になってしまったとしても、女性には決して心を許さない。こいつらは天性の詐欺師である。世の男性諸君！　女の涙には気をつけろ！　いやこいつが特別なのかもしれないけどさ！







「……ま、ここまで来ちゃったし。さっさと中に……。なにしてるの？　あんた？」

「へ？　ああ。いやいや。気にしないでください」







　そんなこんなで。ようやくお嬢様の部屋の前まで来た私たちであったが。ふと気がつくとドアの前で北川さんが何かゴソゴソやっている。肩越しにひょいとその手元を見てみると、この犯罪者、持参した粘土にカトリーヌの部屋の鍵を押し付けているところで……。







「…………」

「ふんふんふーん」




　――ひょい。ぐしゃ！　べしべし！　ぽーい。ひゅー……。べしゃ。




「ああっ！　粘土が外に！　なにするんですか本多さん酷いです！」

「酷いのはあんたのほうだっ！　勝手に合鍵作ろうとしてるんじゃない！」

「ううう……。絶好のチャンスだったのに……」







　さめざめと（今度は本気の）涙を流すこいつを見て、私はもう駄目だと思った。正義とか悪とかそういう問題じゃない。同じ人間としてこいつの言動はどうかと思う。いやもしかしたら人ではないのかもしれない。悪魔に魂を売り払っている可能性すらある。そろそろ本気で通報したほうがいいのかもしれない。世の中のために。







「もうよけいなことしなくていいから。さっさと入るわよ」

「――コノウラミ、ハラサデオクベキカ――」

「……うん？　何か言った？」

「いいえ？　なにも？」







　なんか一瞬、ものすごい寒気がしたんだけどな？　気のせいかな？　あとついでに北川さんの手が私の肩に乗っていたような？　指先が、まるで肩に落ちていた私の髪の毛を摘むような動きをしていたような気が……。まあいっか。







「カトリーヌー？　生きてるー？　入るわよー？」







　北川さんから取り上げた鍵を使い、私は部屋のドアを開ける。……ふわりと、カトリーヌの香りがする。部屋の主の香りが染み付いたその部屋は。意外なことに。







「……なんか、普通の部屋、ね？」

「……すごく、シンプルですね」







　多分、お家賃自体は安くはないと思うのだけど。入り口はオートロックだし。常駐の管理人さんはいるし。防犯体制はしっかりしているし。……まあ、この悪魔少女の前には易々と突破されていたけど。こいつは例外だろう。一般の犯罪者さんたちにとっては十分難攻不落だと思う。




「間取りは……1Kですね。あとはお風呂場とトイレ……。あ、ちょっと私、お風呂場の確認にいってきますね。いろいろと。ええ。いろいろと確認を」

「おいまて。一般以上の犯罪者。人様のお部屋にお邪魔して、まず真っ先にお風呂場を確認する意味が本気でわからない。いい加減自重しなさい」




　本当にぶれないなあ。この子。もういっそ尊敬するよ。こんなのに守られている過去川市はだいじょうぶなんだろうか？　いろんな意味で。







「……うん？　誰ですか……？」







　キッチンで騒いでいた声が届いたのだろう。部屋の窓際に置かれたベッドの中から、むにゃむにゃとした声がする。いつもの凛々しさはちょっとなくしちゃってるけど、それは間違いなく、私のクラスメイトの声で。魔法少女の声で。







「あー……ごめん。勝手に入って。インターフォンも鳴らしたんだけどね」

「あ、すいません。いつの間にか寝ていたようで。……あれ？　でも、鍵は？」







　ベッドに潜り込んだまま、不思議そうにそう問いかけてくるお嬢様に向け、私は直接言葉では答えず、無言でそっとキッチンを指差す。




　そちらから響き渡る桃色魔法少女の桃色の声。『きゃー！　お嬢様の歯ブラシー！』とかいう変態めいたセリフがとても痛い。すっごく痛い。







「……なんとなく、理解しました。暗証番号は変更しておきますね」

「……ついでに鍵も変えておいたほうがいいと思うよ。割と本気で」




　二人して、何となく目を合わせ、ため息をつく。




「……悪い子では、ないと、そう思うのですが……」

「……うん。まあ。心配しているのは本当だと思う」




　ただその『ついで』に見える下心が行き過ぎているだけで。……ま、今はヤツのことはどうでもいい。ちょっとこの白いお嬢様に話もあったし。思う存分、お風呂場を堪能していてくれ。そのほうが静かでいいから。うん。




「……で、どうなの？　体調は？」

「今は、だいぶ楽です。お薬が効いてますからね」

「そっか。それはよかった。……はいこれ」

「はい？　……あ、ふふっ。桃缶、ですか？」




　私の持参したお見舞いの品を見て、ベッドに横たわったままのお嬢様がくすりと微笑む。その顔色は確かに昨日よりはましだけど。でもやっぱりまだ本調子とは言えなくて。







「……あー、で、その、な？」

「はい？　なんですか？　百合？」







　んー。言いにくいなあ。これきっとお節介だしなあ。お節介は私ではなく、目の前の白いお嬢様の得意技だしなあ。でもなー。うーん。




　なんて。私がらしくもなく悩んでいると。そんな悩みとは無縁の万年煩悩少女が、ばーんと勢い良く、部屋の扉を開ける。こっちによってくる。







「お嬢様！　お体は平気ですか！？」







　いやまずね？　常識としてね？　病気のお友達のうちにお見舞いに来たのならさ、それが一番最初にする行為だよね？　お見舞いの言葉が先だよね？　間違ってもお風呂場漁るのが先ってことはないよね？　ね？　北川さん？







「あ、ああ。雪乃。ありがとう。もう平気ですよ？」

「本当ですか！？　寒くありませんか！？　私が暖めてあげましょうか！？」

「へ、平気ですからっ！　あまり近づくと風邪が移りますよ！？」

「お嬢様の風邪なら大歓迎です！　さあ！　移してください！　かもーん！」







　……うわあ。さすがにドン引きですよ私は。おかしいなあ。この子の第一印象って『大人しそうな、でも可愛らしい少女』だったのだけどなあ。どこで間違ったんだろう？　何がこの少女をこう変えた？　明らかに魔界転生してらっしゃるわー。




「き、気持ちだけ！　気持ちだけありがたく受け取っておきますから！」

「えー。遠慮なんてしなくていいのにー」




　それは遠慮じゃなく、本気で嫌がられてるんだよ。北川さん。理解しなさいよ。




「……じゃあ、せめて、誠心誠意、看病させていただきますね。お嬢様」

「……お手柔らかに、お願いしますね……」







　ニヤリと笑う北川さんに向け、恐る恐るといった感じで、カトリーヌが呟く。さすがに無敵の魔法少女であっても、体調不良の今、この悪魔を完全に退けることは出来ないようである。お客様の中にエクソシストさんはいませんかー？　いませんよねー？







「じゃあまずは……っと。お嬢様？　お薬は飲みましたか？」

「え？　あ、はい。これから飲もうかな、と」




　北川さんの目がカトリーヌのシンプルなベッドサイドに向けられる。正確にはそこに置いてあった薬袋とコップへと。




「お嬢様？　これ食後用ですよ？」

「あ、そうなんですけど。実は今、我が家には食材が何もなくて……」




　あー。そっか。お嬢様、一人暮らしだもんね。自分が倒れたら買い物してくれる人だっていない訳か。やっぱり大変だよね。一人って。




　その返事を予想していたかのように、北川さんがにっこりと笑う。両手をぽんと打つ。早速立ち上がり宣言する。




「だと思いました！　ちょっと買ってきます！　雪乃特製お粥作りますから！」

「え？　あ、その。そこまでしていただかなくても……」

「気にしないでください！　特殊な生薬を十二種類ブレンドした雪乃特製お粥は死者ですら簡単に蘇らせますから！　不死者として！」




　それはもうお粥などではなく黒魔術的な何かなのではないだろうか？　まあ、それはともかく。言うが早いが財布を掴んで北川さんは出て行ってしまう。元気のいいことは良いことだ。あれでもう少し常識さえあればなあ……。







　――さて、と。私は気分を切り替えてお嬢様を見る。あら珍しい。普段は強気一辺倒のこの白いお嬢様が、私から視線を逸らすように顔まで布団に潜り込んでしまう。……ま、つまり、自覚はあるってことね。　――私に説教される自覚が。







「……言いたいことは、わかります、よ？　百合」







　お嬢様に先手を打たれた。まあいいけど。







「……確かに、昨夜の戦闘では、私は役立たず、でした」

「うん」

「……それどころか、みんなの足を引っ張っていました」

「うん」

「……だから、休めと、そう言いたいんですよね？　百合は」

「ちょっと違う。言いたいんじゃなく、命令したいな。私は」




　うー……と一声唸って、ますます布団へと潜り込んでいくお嬢様。もう目どころか頭のてっぺんしか見えない。暑くないのだろうか？




「わかってます。わかってるんですよぅ……。でも、心配でー……」

「昨日の三田君や北川さんの動きは見たでしょ？　心配要らないってば」

「でもー。でもですよ？　万が一があるかもしれないじゃないですかー」

「今のあんたがいたら、逆にその万が一が千が一や百が一になりかねないの」




　いやだからね？　カトリーヌさん？　うーうー言いながら布団に篭城するのはやめなさい。子供みたいよ？　今のあんた？　いつもの凛々しいお嬢様はどこへ行った？







「……百合が、百合が『正義のミカタ』だったら、全部任せられたのに……」







　ぼそり。と。布団の中から呟かれたその一言が。意外な鋭さで私の胸に刺さる。……多分、これはお嬢様の本音、なんだろうけど。でもそれは、言ってはいけないことで。言ってもしょうがないことで。だから今まで言えなかったことで。







「……そんなこと、言っても仕方ないでしょ？」

「……わかってます。でも言いたくなるんですよぅ……」







　あー。もう。なんだ今日のお嬢様は？　なんでこんなに弱気なのよ？　私の庇護欲を掻き毟るのよ？　そんな捨てられた子犬みたいな声出すんじゃないわよ。もう！







「……病気のときくらいは、甘えなさい。仲間にも。……私にも」

「え？」

「いいわよ。青いのが復帰するまで、ウチがサポートするわよ。三田君たちを」







　ああ。もう！　誰か私の口を止めろ！　悪が正義に協力を申し出るなんて！　なんだこれ？　こんなの私のキャラじゃない！　『悪の女幹部』の言うことじゃない！







「……本当、ですか？」

「青いのが復帰するまで！　だからね！　何日くらいで復帰するのよアイツは！」

「百合にやられた怪我はもう完治してます。……明後日には、きっと」

「あれを怪我させたのは私だしね！　その分くらいの責任は取るわよ！」







　これは、まあ、詭弁というヤツで。ううん。そんな上等のものでもないか。ただの言い訳ってヤツで。そんなことは私が一番良くわかっている訳で。だから。







「……よろしく、お願いします。あの子達を、助けてあげてください」

「……経費はそっち持ちだからね？　ちゃんと支払ってよね？」







　いつの間にか、布団から顔を出した、責任感の強すぎる魔法少女に向かって。私は、つい強い言葉で、そっけない言葉で応じてしまう。……照れ隠しで。




　ふう……と、カトリーヌが息をつく。肩の荷が下りたかのように微笑む。久しぶりに見た、お嬢様らしい澄んだ笑顔に。私はちょっとだけ、どきりとする。







「……雪乃は、まだでしょうか？　安心したらお腹がすいてきました」

「もうすぐ戻ってくるでしょ？　我慢しなさい」

「うーん。……あ、そうだ。百合。百合の桃缶、頂いてもいいですか？」

「これ？　ああ、そうね。これがあったか。どうぞ？　食べちゃって？」




　私は無造作に桃缶のプルタブをつかんで引き開ける。キッチンからフォークを取ってくる。皿に開けるまでもないよね？　これはこのまま食べたほうが甘いシロップが良く絡んでおいしいものね。やっぱり風邪にはこれが一番だよね。




「はい。どうぞ？」

「…………」




　私がせっかく蓋まで開けてあげたというのに。自分から食べたいと言い出したくせに。しかし、なぜかカトリーヌはそれを受け取らない。ふるふると首を振り、なにやら妖しい上目遣いでこちらを見る。







「……うん？　どうしたの？　カトリーヌ？」

「……百合？」

「なによ？」

「……あーん」

「――っ！　な、なに言ってるの！？　馬鹿じゃないあんたいい年して！」

「えー？　だって私は病人ですよ？　甘えてもいいんですよ？」

「く……っ！　そ、そんなのは北川さんにやってもらいなさいよっ！」

「雪乃はいません。それに『病気の時くらい甘えろ』って言ったのは百合ですよ？」







「……ひ、卑怯なっ！？」

「ふふっ。百合。……あーん」







　――以下、私のイメージ崩壊を防ぐため、お見せできません。あしからず。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ふんふんふーん。……お？　なんだ北川さんか？　どうした？」

「はい？　ああ三田君？　三田君もお見舞いですか？」

「ああ。管理人さんに聞いたらこの部屋だって言われてな」

「そうですか。……でも、ちょっとだけ、待ってくださいね」

「うん？　なんで？　というか何故お前はドアの前で立ち尽くしてるんだ？」

「……今は、私も、三田君も、お呼びじゃないってことです」

「……意味がわからんぞ？」

「いいんですよ。わからなくて」

「？？？」







「……全く。こうでもしないと、お互い本音も言えなければ、甘えることも出来ないのですから。ほんと、不器用なお二人さんですこと。……でも、ありがとうございます。本多さん。これでお嬢様も、休むことが出来ます。……ちょっとだけ、妬けます、けど、ね」







************************************************

二日間も更新お休みして申し訳ありませんでした。

お嬢様が風邪で倒れるシーンを書いたら、作者も風邪で倒れました。




物語のキャラに本気で惚れる人はたまにいるようですが、

物語のキャラに風邪を移されたのは私が初めてかもしれませんね。




これからもよろしくお願いします。





第三幕　浄化の桃

第五話　『闇夜の鴉』の狙い

第五話　『闇夜の鴉』の狙い




『……ここで、気象に関するニュースをお伝えします。大型で、非常に勢力の強い台風六号は九州の南、三十キロの地点をゆっくりと北上しており……』







　つけっぱなしのテレビが気象情報を伝えている、百合荘の居間。ちゃぶ台の向こうに座る博士、大佐、Aさんの三人が、険しい顔で私を見つめてくる。







「……そういう訳で、『ブラックシャドウ』は一時的に『正義のミカタ』と共闘関係を結びます。勿論、これは永続的な同盟関係という訳ではなく、あくまでも一時的な措置です。期間的にも、恐らく、三日を過ぎることはないと思います」







　博士が唸る。大佐が腕を組む。Aさんがそっと息を漏らす。







「……私の独断専行の謗りは甘んじて受けます。『悪の秘密結社』としてこの判断が正しいとは、私も言いません。いえ。言えません。ですから、これは命令ではありません。本多百合個人からの『お願い』だと、そう解釈してください」







　そう。これはあくまでも『お願い』。本多百合個人からのお願いである。







　風邪で弱りきっていたお嬢様の情けない視線に負けて、『正義のミカタ』への協力を約束してきた私だけど。でもそれは私の独断で。本多百合の個人的感情で。『ブラックシャドウ』の総意とは言えなくて。




　こうして自宅へと戻ってきた私は、博士たちを集めて経緯を説明する。その上で協力を依頼する。誠心誠意、嘘偽りなく自身の気持ちを打ち明ける。




　今の『ブラックシャドウ』の盟主代行はこの私ではあるけれども。それは私個人の力などではなく、現在絶賛行方不明中の総統の威光のおかげで。純粋な戦闘力、知力での勝負となれば、私は目の前の三人の足元にも及ばないひよっこであり。




　前回、青の少女との戦闘においては、『命令』という形で組織のみんなを従えた私ではあったけど。今回は事情が違う。喧嘩を売られた訳ではなく、また、正義側から正式に依頼された訳でもなく。つまりこれは『組織と組織』で交わされた約束ではなく。私個人と、カトリーヌ個人で交わされた私的な同盟であって。







　――だから、私は強制することは出来ない。いや。違うかな？　きっとこの三人なら、『ブラックシャドウ』の人間なら。私の命令は絶対に聞いてくれるに違いないと、そうは思うけど。信じてはいるけど。だからこそ、私はこの件に関し、『命令』という形は使いたくないのだ。







　だって。総統なら。あの気高い人ならば。そんなことは絶対にしないだろうから。

　だから。その代理であるこの私が、そんなことは絶対にする訳にはいかないから。







「……三日。いえ。二日で構いません。私に力を貸してください。お願いします」







　私は頭を下げる。尊敬すべき『悪の組織』の先輩方に頭を下げる。この人たちは自分とは格が違うから。『悪の秘密結社』の人間であろうとした歴史が違うから。だからきっと、思うところもあるのだろう。プライドもあるのだろう。悪であることに誇りを持っているのであろう。




　そんな人たちに、正義との共闘を持ちかけているのだ。普通に考えれば、頭ごなしに否定されるのが当たり前だ。そうなっても仕方がないと思うし、私自身、この話を他人から持ちかけられたら、内心忸怩たる思いがあるだろうから。







　……断られることを覚悟しつつ、頭を下げ続ける私に、博士が声をかける。







「……つまり、百合は、我々にこう言っている訳か。　――『正義のミカタ』と共闘し、この台風の隙をついて暗躍する『闇夜の鴉』の企みを叩け、と」

「はい。そうです。博士。本多百合、一生のお願いです。みなさん、ご不満はあると思います。言いたいこともあると思います。ですが、どうか……」







　私は頭を上げる。……博士の、大佐の、Aさんの笑顔が目に入る。ああ。やっぱり。この人たちはわかってくれたんだ。自らの思いを捻じ伏せて、私なんかの為に力を貸してくれると、そう言ってくれているのだ。







　なんて、なんていい人たちなんだろう。こんな人たちと仲間でいられて本当に。







「……よっし！　盟主代理のお墨付きじゃ！　外に出られるぞ！　大佐！」

「やりましたな！　博士！　今年の台風は凄いらしいですしね！」







　………………は？







「いやあ！　さすが盟主代理！　話がわかるわい！　こんな機会に家に閉じこもっていたら魂まで腐り果ててしまうところじゃったわ！」

「さすがは総統の志を継ぐ子ですな！　私もこんなにも男心を汲んでくれる生徒を持って幸せというものです！　どうれ。一暴れしますか！？」







　いやちょとあの？　ねえ？　博士？　大佐？　なに言ってるのあんたたちは？







「百合！　大船に乗った気でおれ！　儂が指揮をとってやろう！」

「百合！　市街地は私に任せとけ！　世の女性たちは私が守る！」







　……ああ。うん。そうか。そうだったよね。あんたたちは、今のあんたたちは、ただの小学生男子だったっけね。あれか？　理由とか動機とかどうでもいいんだ？　この台風の中、堂々と歩き回れる大義名分さえ手に入れば、何でもいいんだよね？







　――なんか、深刻な決意を固めて、思い切ってみんなに正直に打ち明けた自分が馬鹿みたい、だね……。あは、あはは……。







　がっくりと。肩を落とす私の背に、大きな手が置かれる。その手が労わるように背を優しく撫でる。ああ、この手は。この大きな手は。私の兄代わりの。いつも冷静沈着なAさんの手で。この人なら。この人ならきっと……。







「……百合、さん」

「……A、さん」







　澄んだ瞳が、体躯に似合わず優しい瞳が、私に向けられる。その目が、『何も言わなくてもいい。僕はわかっているから』、と。そんな風に静かに語ってくれているようで。そんな気がして……。







「……過去川沿いの遊歩道は、僕に任せてくれれば」

「Aさん！？　あなたも！？　あなたもなの！？　Aさんだけは信じていたのに！　なに密かにガッツポーズなんかしてるのよ！？　もうだめだ！　私、もう誰も信じられないよ！　裏切られたよ！　うわーん！！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……と、いう訳で、ウチの組織は大変やる気まんまんですので、ご安心を」

「……はあ。その、あの、えっと……」

「ごめん北川さん。今は何も言わないで。お願いだから」







　下手に慰められでもしようがものなら、今の私は号泣するかもしれないし。いろんな意味で。総統、百合は強く生きてます。あんな変人たちに囲まれても真っ直ぐ生きています。でももうすぐ心が折れそうなので早く帰ってきてください。お願いします。







　――お嬢様宅へのお見舞いから一夜明けた放課後。九州地方をその暴風圏内に飲み込んだ大型台風の余波は、早くもこの過去川地区へと及び始め。明け方から降り始めた雨は徐々にその威力を増していき。空を流れる雲は、強風に煽られ一秒ごとにその姿を変えていき。







　そんなさなか。常人なら迷わず私宅に引きこもるであろう天気の中。『街のパトロール』を命じられた三馬鹿トリオは、それはもう見ているこっちが恥ずかしくなるような異常なテンションで嬉々として出かけていき。……いや。もうやめよう。詳細に思い出すと私のテンションが下がるから。もう全てを投げ捨ててお家に帰りたくなるから。まあ、それはともかく。







　こうして放課後の教室。私と北川さん、そして三田君が集まった理由はというと。







「……で、北川さん？　私たちはどの辺を担当すればいいの？」

「そうですね。何か提案とか要望はありますか？」

「市街地はウチで受け持ちたいかな？　ちょっと理由があって」

「了解しました。過去川駅の南側はお任せします」







　ウチが、『ブラックシャドウ』が、正義と共闘するに当たり結んだひとつの協定。それは、『主導権は正義側』ということ。基本的に私たち『悪の組織』の人間は基本的に表に出ることを嫌うので、出来ればサポートの立場でいたいという訳だ。




　なので、今、『正義のミカタ』と『悪の組織』の合同部隊の指揮をとるのは、実は北川さんなのである。いろいろと腐っていたり、犯罪的だったり、趣味嗜好がおかしかったり、実は神聖魔法ではなく暗黒魔法を得意としているような印象すらあるが、でも、それでも。







「ご協力、感謝致します。ですが、決して無理はなさらないようにお願いします」

「うん。わかってる。避けられるなら戦闘は避けるよ。すぐ連絡する」







　並々ならぬ決意の色を見せる北川さんの顔は。堂々とした『正義のミカタ』の顔をしていて。それはどこか、あの白いお嬢様を思い出させる顔で。




　彼女は。きっと、彼女なりに。自分の立場というものを考えているのだろうと思う。尊敬するお嬢様が不在の今こそ、自分が誰よりも頑張らねば、と。そう考えているのだと思う。







　……好きだよ。そういう思考。がんばれ。北川さん。応援するからさ。







「私と三田君は、駅の北側を見ます。特に過去川沿いを中心に」

「うん。……じゃあ私は逆に過去川を南に下るようにして歩いてみる」







　ちなみにウチが市街地を見る理由はというと。『悪の組織の大幹部』である大佐は、同時に我が貝塚高校の一教師でもある為、その職責として放課後のパトロールを学校側から命じられているからだ。本人としては一石二鳥だそうなので、ある意味、喜ばしいことではある。







「じゃあ、そんな感じで……。ああ、そうだ。本田さん」

「うん？　なに？　三田君？」

「カトリーヌからの伝言。風見さんは明日には復帰するってさ」

「あ。そうなんだ。……よかったね」







　あんだけブチのめしたのにもう回復しやがったのか。やっぱり不死身なのかあいつは？　ジェイ○ンか？　……まあ、『正義のミカタ』の戦闘力が上がるのは、今のこの状態から考えれば歓迎すべきことなんだけど。でも個人的な好悪の感情まではどうしようもない訳で。あいつ、嫌いなんだもん。ま、それはおいといて、っと。







「……じゃ、いきますか。お互い無理をせず」

「定時連絡、忘れないでくださいね？　本田さん？」







　☆　☆　☆　☆　☆







　ざあああ……。







　降りしきる雨が私の体を打つ。強風の為、傘が役に立たないことは最初からわかりきっていたので、今の私は雨合羽を装備している。制服の上から羽織っているので蒸れることこの上ない。ああ！　あっつーい！　べたべたするよう……。







　――北川さんからの指示を、博士製作のトライシーバーで博士たちに伝えたあと、私は自分の受け持ちである過去川周辺を歩いていた。折からの豪雨で水位を増した過去川は、普段の綺麗な流れではなく、まさに濁流と言ってもいい状態で。これが溢れたらどうなるのかなど、怖くて想像もしたくなくて。







「……自然の力って、やっぱりすごいよねえ……。っと？」







　そんなことを呟きつつ歩く私の視線が、前方の水門に注がれる。……何か今、ちらりと、黒い影が横切ったような、そんな気がしたから。




　私は過去側沿いに植えられた桜の大樹の陰に身を寄せる。こっそりと顔だけを出してみる。水門を注視する。







　……いた。ビンゴ。間違いない。







　この台風の中、律儀に黒スーツに黒サングラスの不審な男たちが数名、水門の前で何かの作業をしている。怪しく蠢いている。




　判断を迫られる。ぱっと見たところ、男たちの数は五人。変身して『ブラック・ユリィ』となった私になら、十分相手が出来る数ではある。でも、今の私の任務は、『正義のミカタ』から依頼された義務は偵察で。




　それを抜きにして考えても。敵の、『闇夜の鴉』の意図を観察することは、ただ力任せに叩きのめすよりも重要なことかもしれなくて。







　……などど、らしくもなく考え込んでしまった私の肩に、誰かが手を置く。







「――っ！！」

「――っと！　……いい裏拳ですが、相手が違いませんか？　百合さん？」

「Aさん！？　もう！　脅かさないでよ！」







　反射的に背後に向け放った私自慢の裏拳は、Aさんの大きな手で簡単に受け止められてしまって。……うん。やっぱりまだ私は、この人には勝てそうにないと、そんな思いを深くしてしまって。ちょっとだけ悔しく思う。







「失礼しました。　――ところで、あれは？」

「うん。……多分、いや、間違いなく、奴らだと思う」

「そのようですね。……どうします？」

「うーん。Aさん？　どうしたらいいと思う？　叩くべきかな？」







　そう言いつつ胸元からペンダントを取り出す私。でも、そんな血気盛んな私に向け、動きやすそうなジャージの上に私と同じように雨合羽を羽織ったAさんは、静かに首を振る。そっと呟く。







「もう少し様子を見てみましょう……。っと？　動きがありますね」

「あ。本当だ。引き上げるのかな？」







　――水門前の黒服たちが頷きあっている。やがてそのうちの一名が水門の影に。そして残りの四人は遊歩道に止めてあったライトバンに乗り込み、さっさとこの場を離れていく。







「……いいの？　連中、行っちゃったよ？」

「そうですね。とりあえず百合さん。今の車のナンバーを連絡しましょう」

「え？　……あ、ごめん。見てなかったよ」

「そうですか。　45-62です。車種は不明。白のライトバン。お願いしますね」




　私は慌ててトライシーバーを取り出す。博士に。そして北川さんへと連絡を取る。伝えられたナンバーを繰り返しつつ、私は思う。こういう冷静沈着な観察眼があるかどうかというのも、経験の差なんだろうか、と。







　戦闘員として。第一線で長い時間、戦い続けてきた男の力なのだろうか、と。

　この差は。私とAさんのこの差は。いつか埋まることがあるのだろうか、と。







「……連絡しておいたよ。Aさん。……あれ？　Aさん？」







　連絡を終えた私が振り返った時、もうそこにAさんはいなくて。

　影も形も見えなくて。移動の気配すら感じさせてはくれなくて。







　――その姿を発見したのは、見つけたのは、水門のすぐ側で。







　音もなく黒服の男の背後に忍び寄ったAさんの手刀が。黒服の首に落ちる。

　声を出す間もなく。呻き声ひとつ上げることさえ出来ず。黒服の男が沈む。







「……本当に、敵わない、よね。ウチの人たちには、さ……」







　私はため息をつきつつ、水門へと近づく。劣等感は感じるけれども。でもそれ以上に、自分の仲間たちの卓越した能力を誇らしく感じながら。







「……Aさんって、さ。」

「はい？　なんでしょうか？」







　手際よく。停滞なく。黒服の衣服の中などを調べながら、Aさんが答える。答えつつも手が全く止まらないあたりが、ますますプロっぽいなと、そう思う。







「今って、変身してないよね？　なんで戦闘員を素手で倒せるの？」

「……僕は、『ブラックシャドウ』の戦闘員ですから。素手でも、変身なんてしなくても、この程度の雑魚には負けませんよ。……っと、これかな？」







　さらりと。『闇夜の鴉』の人間が聞いたら憤死しそうなセリフを吐きながら、Aさんの手が何かを掴む。黒服の内ポケットから何かを取り出す。







「……コントローラー？」

「……いえ。違いますね。百合さん。……これは」







　Aさんが立ち上がる。素早く、しかし隙はなく。目の前の水門へと向かう。その影を漁る。……やがて、『何か』を発見したAさんが、私にトライシーバーを要求する。その手に私が無線機を乗せる。







「博士ですか？　Aです。ちょっとこちらへ来てもらえますか？　……ええ。はい。そうです。過去川駅から二キロくらい下った川沿いです。……ええ。はい。はい。そうです。……見つけました。これは」







　Aさんが顔を上げる。その体を雨が打つ。強い風が押す。そんな中、微動だにせず、いつもの優しい顔を緊張で強張らせたAさんが、私にも聞こえるように、少しだけ大きな声で言う。博士へと伝える。










「……爆弾、です。申し訳ありませんが、博士。解除をお願いします」














第三幕　浄化の桃

第六話　黒と青

第六話　黒と青




「……爆弾、ですか……」

「うん。これがリモコンの起爆装置。本体はウチが預かってる」







　テーブルに上にそっとそれを置く。小さなボタンが幾つかついただけのシンプルな機械。青い顔をした北川さんが手を伸ばす。恐る恐る手にとる。







「本体のほうは、危険はないのか？　ウチに預けたほうがよくないか？」

「要望があるならそうするよ？　三田君。ま、誤爆の心配はないと思うけどね」







　雷管が埋め込まれたプラスチック爆弾のほうは、百合荘地下の博士のラボで厳重保管されている。あの人が爆弾処理の失敗なんて初歩的なミスを犯す筈がない。







　……今、私たち三人がいるのは、過去川駅周辺の路地裏にある、小さな喫茶店の中。正面の扉に『本日臨時休業』の札を出したこの店は、『正義のミカタ』の秘密基地のひとつだそうで。そんな場所に自分がいていいのか、いろんな意味で悩むところではあるが、かといって百合荘に招く訳にも、カトリーヌの部屋で話す訳にもいかないし、で。




　爆弾を発見した私と、その報告を受けた北川さん、三田君が合流場所として指名してきたのがこのお店。ここに限らず、『正義のミカタ』には一般家屋や店舗に偽装したこうした拠点が他にも幾つかあるそうで。零細悪の組織である『ブラックシャドウ』の盟主代理としては羨望の思いを隠せない。いいなー。予算が一杯ある組織は。ちょっとはウチに分けてくれてもいいと思うんだ。ウチだって納税してるんだし。まあ、それはともかく。







「……正直、事態を舐めていた感があると思う。敵さんは結構本気っぽいよね」

「……その通り、だと、思います。上には報告しておきます」







　北川さんが答える。三田君が唸る。私は頷く。







　多分、三人は共通する考えを抱いている。今回の件、『闇夜の鴉』の活動は、今までとは違うということを。今までの奴らといえば、商店街で暴れるとか、駅前で暴れるとかが精々だったはず。強いてあげれば、カトリーヌとの合宿の時の事件、あれには多少は陰謀めいたものを感じられたが。でも。だけど。







　今回は、なんというか、レベルが違う気がする。今までの、ただ暴れるだけの『悪』とは何かが違う気がする。組織だって『何か』を起こそうとしているのが、朧げながら感じられるのだ。







　そして。こういった事態に、北川さんは、三田君は、そしてきっと私も慣れてはいない。目の前に敵がいれば体は動くだろう。それを打ち倒そうとするだろう。目に見えるものに対して、なら。私たちは行動できる筈。力になれる筈。







　――だがしかし、こういう『目に見えない』相手に対しては。私たちは実は無力で。







　それは、絶対的な経験不足。私にしろ、『正義のミカタ』の二人にしろ。

　こうして戦いの場に身を置くようになったのは、本当につい最近の話で。




　戦う『力』は身につけたけど。戦う『意思』は誰にも負けないと思うけど。

　戦いをコーディネイトする技術はなく。戦闘の推移を予想する能力もなく。




　つまり、これが。この差が。新米戦闘員である私や三田君たちと。

　ベテラン戦闘員であるカトリーヌや、うちの大佐たちとの違いで。







「北川さんを、信用しない訳じゃないけどさ……」

「……言いたいことは、わかります。本多さん。でも……」







　北川さんが言いよどむ。きゅっと唇を噛みしめる。まだ長い付き合いだとは言えないけれど。深い付き合いだとも言えないけれど。訓練とはいえ拳をあわせて。期間限定とはいえこうして共同作戦を取ってみて。私にもわかったことがある。







　――この子は、本質的に優しすぎるのだ。たまに暗黒面が出るけれども。







　今のこの状況で、北川さんがカトリーヌに報告をしない訳は。出撃を要請しない理由は。自身のプライドとか、意地とか、そんなつまらないものではなく。ただただ、自分の大事な仲間であるカトリーヌの体を心配してのことであって。







　――それがわかってしまうから。そしてそれに共感する自分がいるから。







「……OK。わかったよ北川さん。もう言わないよ」

「……すいません。本多さん。ご迷惑をおかけします」







　それが彼女の矜持だというのなら、それが彼女の誇りだというのなら。

　部外者である私がそれを否定することは出来ない。誹る事は出来ない。







「……で？　明日は私たちは何をすればいいの？　パトロールでいいの？」

「え？　あの？　明日には風見さんも合流しますので。その……」

「うん？　邪魔だって言うのなら引っ込むけど？」

「邪魔だなんてそんな！　……で、でも。いいんですか……？」







　そう言って上目遣いで私を見上げる北川さんには。いつもの暗黒面は見えず。

　何かを期待して。でも差し伸べられた手に縋っていいものなのか悩むようで。







「……ここまで付き合っておいて、見捨てられないから、さ」

「……ありがとうございます。本多さん。心から感謝します」







　せめて少しくらいはお手伝いさせてよ。でも勘違いはしないでよね。

　正義のためじゃないからね。私はあくまでも悪の組織の人間だから。







　――自身の体調をも省みず、正義のミカタであろうとした誰かさんと。

　――そんな誰かさんの為に、誠心誠意努める悪魔少女さんの心意義に。







　……ちょっとくらいは、応えてあげても、いいかな、って。

　気紛れに。暇つぶしがてらに。そう思っただけなんだから。







　☆　☆　☆　☆　☆







「こんにちは。北川さん。三田君。お久しぶりです。すごい雨ですね。今回の台風、本当に凄いですよねー。あたしの傘、また折れちゃいましたよ。もうびっちょりです。あはは。あとお休み貰っちゃってごめんなさい。もうすっかり元気になりましたから。ご安心ください。この風見葵。ううん、『マジカル・ウィンド』。完全復帰です。さあ、今日からガンガン悪を退治していきま本田百合！？　なんであんたがここにいるのよ！？　この悪の手先が！　今すぐ消えなさいぶち殺すわよ！？」







　…………わあい。風見さん。登場シーンから絶好調に飛ばしてるなあ……。







　二日続けてやってきた『正義のミカタ』の秘密基地。過去川駅前路地裏の喫茶店。







　ちなみにネットで調べたら『過去川市のカレーが美味しい喫茶店』ランキングで三年連続一位のお店だった。今は無人だけど、きっとこの奥にはカレーが大好きな元正義のミカタ（色は勿論黄色）のマスターがいるのに違いない。ま、それはともかく。




　本日も昨日と変わらぬ『臨時休業』の札を下げた喫茶店の扉を開けて入ってきた青い魔法少女は、天使のような笑顔で北川さんに挨拶をした後に私の存在に気づき、般若のような顔で詰め寄ってきた。







「か、風見さん！　落ち着いてください！」

「これが落ちついていられるか！　さあ！　黒いの！　あたしと勝負しなさい！」







　いや。まあ。うん。ね。きっとこうなるとは思っていたんだ。こいつの私に対する憎しみ恨みはハンパないからなー。気持ちは良くわかる。何しろ私も大っ嫌いだしね。こいつのことは。タマゴ様の件と、カニゾーさんの件と、あと私自身も結構派手にやられたし。







「とりあえず、座れ。青いの」

「はあ？　なにあたしに命令してんの？　黒いの。バカじゃないの？」

「……殴るわよ？」

「……刺すわよ？」







　お互いを、親の仇を見るような目で睨み合う私と青い少女。三田君がまあまあと仲裁に入ってくるが眼中にない。そこをどけ三田君。この生意気なのにはもう一度ガツンと。







「――いい加減にしないと、二人とも、呪いますよ？」







　……北川さんがぼそっと呟く。怒鳴る訳でもない。泣いた訳でもない。でもその声は、地獄の底から陰々滅々と響いてくるようなその声は。ヒートアップしていた私たち二人を瞬時に凍りつかせるような、そんな迫力があって……。







「……あ、青いの！　きょ、今日はここまでにしてあげるわ！」

「……そ、そうね！　黒いの！　お互い変身前だしね！」







　二人がしぱっと同時に手を差し出す。地獄の亡者……ではなく、北川さんに見えるように大袈裟に握手する。ぶんぶんと手を振る二人を見て、ようやく北川さんの雰囲気が元に戻る。……ふっ。北川さんもまだ甘いな。私も青いのも、お互い迷わず『左手』を出していたことまでは気づかなかったようである。







「……で？　実際のところ、なんであんたがここにいるのよ？」

「いやまあ、成り行きというか、あんたらのリーダーに頼まれたというか」







　不審げな眼差しで問いかけてくる青い少女に――いや、別に今は彼女も白い清楚なセーラータイプの高校の制服姿なので視覚的に青い訳ではないのだが――ここまでの事情を説明する。意外にも、よけいな茶々を入れずに静かに聴く彼女。







「――なるほど、ね。共闘、か」

「……共闘、というより、サポートかな？　ま、そんな訳だから、よろしく」

「『よろしく』される謂れもないし、する気もないけどね。……あ、でも……」

「うん？　なによ？」







　不意に、青いのが沈黙する。顔を伏せる。なんだろ？　何か気になることでもあるのかな？　っていうか顔が赤いぞ？　どうしたお前も風邪か青いの？







「……ってことは、さ。あの人も……」

「うん？　何か言った？」

「な、なんでもないわよ！」

「うおうっ！　なんだよ突然怒鳴るなよ青いの！　びっくりするだろうが！」







　なんだこいつやっぱりおかしい！　いや最初からおかしかったけどさ！　変な薬を飲みすぎて幻覚でも見てるんじゃないかこいつは！？　……って？　あれ？







「……どうでもいいけど。青いの。あんたその制服……？」

「うん？　『播磨女子高』の制服だけど？　それがどうかした？」

「どうしたって……。なんであんたがあのお嬢様学校の制服着てるのよ」

「なんでって……。『播女』の生徒だからに決まってるでしょう？」




　えー。納得いかなーい。播磨女子高。通称『播女』は県下一の名門お嬢様学校じゃない。なんでそんなイイトコにあんたみたいなバトルジャンキーが入学してるのよ？　世の中間違ってる。私の『播女』のイメージ壊すんじゃない。




「奨学金が出るところで、自分の学力に合わせたらこうなっただけよ」

「……でもあんた、素行悪そうじゃん？」

「ほんと、失礼よね、あんたは。こう見えても『正義のミカタ』よ？　あたしは」

「……この猫被りが……」







　そう言えばそうだった。こいつは『正義のミカタ』の魔法少女になる為に、実に年単位で優等生を演じていたんだっけな。そら、高校の面接官の目を誤魔化すくらい造作もない筈だわ。







「……風見さんも納得して頂けたようなので、今日の作戦ですが……」

「別に納得はしてないけどね。決定なら従う。指示をお願いね。北川さん」







　話が一段落したところで、北川さんがそう切り出してくる。青いのの性格上、北川さんのリーダーシップをすんなり認める訳がないと勝手に想像していた私にとっては、ちょっと肩透かしを食らった気分である。ま、話がスムーズに進むに越したことはないけどね。







「……本多さんのお仲間さんは？」

「昨日と同じ市街地がいいかな？　あとは川沿いを」







　了解しました、と、北川さんが頷く。そして、三田君、青いのへを視線を移す。







「本多さんのお仲間さんには別行動を取ってもらうとして、今ここにいる四人で残りをカバーすることになります。……で、念の為、二人一組でパトロールを実施したいと思うのですが」




　ま、それが順当だろうね。如何に強力な力を持つ『正義のミカタ』と『悪の女幹部』とはいえ、単独行動には危険が伴う。万が一に備えてペアで行動することには異存はない。特に今回は、相手の真意もまだ見抜けていない訳だし。




　ちらりと。北川さんが私を見る。その後、青いのに視線を移す。うんうん。わかってるわかってる。組み合わせでしょ？　相性の悪いうちら二人を分けて、その各々に北川さんと、三田君がつく、と。それでいいと思うよ？　北川さん。




　まあ、出来れば私は三田君と組めたらいいんだけどなー。二人とも完全物理型だから、そういった意味では相性がいいとはいえないけどさ。でも悪魔少女やバトルジャンキーと組むよりは全然マシだし……。そんな私の心の声が聞こえた訳でもあるまいが、北川さんが言い出す。







「では、私と風見さん。三田君と本多さんで……」







　よし。理想通り。北川さんナイス。あんたがあの青いのを引き受けてくれると安心だ。三田君ではちょっとあいつの暴走止められなさそうだしね。うんうん。







「ちょっと待って。その組み合わせは駄目よ」







　しかし北川さんの提案は駄目だしが入る。……青い少女によって。







「三田君も黒いのも完全物理型でしょ？　バランスが悪いよそれは」

「た、確かにそれはそうですけど……」







　タジタジになる北川さん。確かに青の追求、指摘は正論である。魔法と物理のバランスにおいて、物理系統の私、三田君と、完全魔法職の北川さん、そして多少苦手ではあるけれどもきちんと魔法が使える風見さん。この四人で二人ずつ二組を作るのなら、北川さんと風見さんは別のグループにするべき。それは理解できるのだけど。







「じゃ、じゃあ、私と本多さん、風見さんと三田君で……」

「あんたたちが二人組になっちゃったら、『ブラックシャドウ』の動きがこっちに伝わらないわ」







　これもまた正論で。私自身も、また『ブラックシャドウ』という組織の総意としても、当たり前のことだけど、正義のミカタ側に全面的に自分たちの個人情報を提供する気にはなれない訳で。今回の共闘、『正義』と『悪』、両組織の窓口となるのは、私と北川さんだけで。実は同じクラスである三田君にさえ、私は連絡先を教えていない。




　つまり、その情報交換の窓口である私と北川さんが組んでしまうと、三田君、風見さんコンビは情報入手のタイミングが著しく遅れることになる……のだけど。







「で、でも。そうすると、本多さんと風見さん。私と三田君のペアしか……」

「不本意だけど、仕方ないでしょ？　それでいくしかないよ」

「……え？　あのでも、その、いいんですか？」

「あたしだって公私の区別くらいつける。黒いのは嫌いだけど仕事なら仕方ないっしょ」







　……なんていうか。その。すっごく意外というか。想定外というか。







　多分、この場にいる風見さんを除く全員が危惧していたんだけどね。その組み合わせになることを。そしてそれを聞いたあんたが暴れることを。最後に『黒いの云々』のあたりを付け加えるのがとてもあんたらしいとは思うけど、あんたがそう言ってくるなら話は別だ。私だってきっちり自分の役割は果たすさ。嫌だけど。あんた嫌いだけどね。







「……って訳で。いくよ？　黒いの。足、引っ張るなよ？」

「はいはい。わかりましたよ。青いの。そっちこそ、ちゃんと働けよ？」







　出発前からいがみ合う私たちを、北川さんが心配そうに見ていた。







　☆　☆　☆　☆　☆







　ざああああ……！







「うわっぷ！　洒落にならないねこれ！？　風も雨も強すぎる！」

「全くね！　……って！　おい黒いの！　あんた川に近すぎる！　危ないっしょ！」







　音を立てて走る疾風に、私の体が煽られる。川沿いの遊歩道は既に泥土のような有様で、容易く私の足を取る。川に滑り落ちそうになった私を、青いのが手を伸ばし、間一髪、安全なところまで引き戻す。







　九州を抜け、本州最西端に上陸を果たした超大型台風は、思う存分にその威力を発揮し、関西の端っこであるここ過去川地区も暴風圏内に入っている。強風は物理的な圧力を感じるほどで、雨は体に当たると痛いくらいの勢いで降り注いできて。







　……そんな悪天候の中、雨合羽のみを装備して豪雨により氾濫寸前の一級河川である過去川沿いを歩く私たち二人。これ、れっきとした任務なんだけどさ、事情を知らない一般の人から見たら、きっと狂気の沙汰に見えるだろうなあ。ま、それはともかく。







「……っと。さんきゅ。青いの。助かったよ」

「……別に助けた訳じゃない。川に落ちでもされたら後々面倒だと思っただけ」







　……こいつもねー。どうやら悪いやつではなさそうなんだけどねー。仮にも『正義のミカタの魔法少女』に選ばれるくらいだし。お嬢様学校に通ってるし。でもさー。その口の悪さ、何とかならないもんかねー。







「……ところで、さ？」

「うん？　何よ青いの？」

「……あんたのとこの、あの、大きい人、だけど、さ」

「大きい人？」







　うちの人間で大きい人というと……？　ああ、Bさんか。確かに大きいもんね。体の一部が。それはもう嫉妬するぐらいに。立派すぎるくらいに。







「うん。確かにあの胸は反則だよね。おかしいな？　同じものを食べてる筈なのに」

「……胸？　おい黒いの？　お前は何を言ってるんだ？」

「はい？　胸の大きい女の人の話じゃなくて？」

「違う。そういう体の一部が大きい人の話じゃない。全体的に大きい男の人」







　ああ。なるほど。カニゾーさんのことか。『人』って言われたから連想できなかったよ。改造前は怪人だったし、改造後はサイボーグなんだもん。カニゾーさんって。







「……いや、その、どうしてるかな、って」

「どうもこうもないわよ。あんたがボロボロにしたんじゃない」




　……こういうのも盗人猛々しいって言うのだろうか？




「あれは！　あの時は！　しょ、勝負、だった、訳、だし……」

「うーん。まあそうなんだけどね。おかげでカニゾーさんは瀕死よ瀕死」

「そ、それはその……」

「ま、気にしなくていいよ。今はもう元気だし。毎日ここ走ってるくらいだし」







　確かこの遊歩道だったよね。カニゾーさんが走ってるの。さすがにこの雨でここ数日は自粛しているみたいだけど。というか、それが普通なんだけどさ。普通じゃないあの三人を見ていると、そういう常識的な判断が出来るカニゾーさんがますます立派に見えてくるから不思議だ。







「ま、ままま毎日！？　ここを！？　それほんと！？」

「うおうっ！　どうした青いの！　突然吼えるな！　びっくりしたわ！」







　しかし、何気なく伝えたカニゾーさんの日課のことが、青いのには驚愕モノの情報だったらしく、彼女が叫ぶ。私の合羽の袖を掴む。思いっきり引き絞る。







「ちょ、ちょっと！？　落ち着け青いの！？　どうしたんだよ！？」

「いや！　その！　あ、あたしも、最近、ここ走ってる、から……」

「へー。そうなんだ？　もしかしたら知らずに会ってたりしたかもね」

「知らずに……って。あんな怪人が走ってたら目立つでしょうに……」







　目立つどころか通報モノだけどね。カニゾーさんの前の姿だったら。







「や、カニゾーさんね。人型に変わってるのよ。今は」

「…………へ？」







　青いのの目が点になる。ま、そりゃそうだろうな。あんな如何にも怪人っぽい姿形してたカニゾーさんが人型になったって聞いたって、すぐは信じられないだろうし。







「ち、ち、ちなみに、ど、どんな、外見……に？」

「うん？　ああ。私の趣味で可愛い美少年タイプ」

「――ホッ」

「――ではなく、筋骨隆々とした美丈夫タイプに生まれ変わったのさ！」







「い、い、い、いやああああああっっっ！」







　……やばい青いのが発狂した。







　突然奇声を上げ泥だらけの地面に座り込み、両手で耳を押さえ、幼児がイヤイヤをするように首を振る雨合羽姿の魔法少女を見た私はドン引きである。何があったんだコイツ？　幼少時のトラウマでも蘇ったのか？







「そ、そ、そんな気がしてたのよ！　してたのよ！　ねえどうしよう！？」

「どうしようってお前がどうしようだよ！？　なんなのよあんたはっ！？」







　だから人の雨合羽を掴むな振るな離せ隙間から雨水が入るからっ！

　暴れまわる青い発狂少女から少しでもこの身を遠ざけようと……遠ざけようと？







「……おい。青いの？　あれ、あれ見て？」

「アレって何よあたしはもうだめなのよいろいろと話しちゃったし本心も」

「うるさい黙れ落ち着けこの戦闘ジャンキーが！　あれを見ろよあれを！」







　――私が指差すその先。前回、Aさんによって爆破を阻止された過去川の水門。

その傍で蠢く黒い影は。あのぬめっとした巨体は。怪しく赤く光るあの双眸は。







「……ビンゴ、だね。黒いの」

「……それっぽいね。青いの」







　びしゃびしゃと、そんな水音を立てて。水門で何やら作業している怪人――ガマゾーへと視線を送る。作業に熱中しているのか、向こうはまだ、こちらに気づいていない。







「とりあえず、北川さんに連絡するよ？　あとウチの連中にも」

「うん。任せる。……で、連絡するだけで終わり、じゃ、ないよね？」







　青い魔法少女が、笑う。カパリと口が開く。赤い三日月がその顔に浮かぶ。







　発狂少女が、戦闘ジャンキーへと変身する。どっちにしろ危険なやつである。できれば遠くで幸せになってほしい人物である。ま、今は心強いけど。そして。







「……いこうか？　青いの？」

「……やろうか？　黒いの？」







　……そして、多分。私の顔も相当悪い顔になっているような、そんな気がする。

　行き過ぎた正義の少女と、戦闘大好きな悪の女幹部が目を合わせる。頷きあう。







　――さあ。覚悟しろ。『闇夜の鴉』よ。怪人ガマゾーよ。







「……マジカルチェンジ！」

「――メタモルフォーゼ！」







　――お前はもう、きっと。骨すら残らない。











第三幕　浄化の桃

第七話　化け物　VS　化け物

第七話　化け物　VS　化け物




　川沿いを水門に向け、並んで走る私と青い少女の体が、眩い光に包まれる。

　二人の衣装が瞬時に分解し、そして各々の持つ色へと再構成される。







　私の体を黒い影が包み込み。魔法少女の体を青い光が包み込む。







　その影が。黒い影が。レオタードになり。ブーツになり。マントになり。

　その光が。青い光が。ブラウスになり。ベストになり。スカートになり。




　姿形だけではなく、その心まで戦士へと変身を果たした私たち二人は。

　金色のカーテンのような光の幕を突き破り、再び競うように併走する。







　漆黒の衣装を纏った『黒い悪の女幹部』が右に。

　紺碧の衣装を纏った『正義の魔法少女』が左に。




　雷光のように鋭く。風のように素早く。獣のように力強く。

　漆黒の影のように音もなく。紺碧の水流のように滑らかに。







　両者の足が濡れた遊歩道を蹴る。その身を高々と空に舞い上がらせる。

　空中で回転する二人の姿は、まるで合わせ鏡を見ているように同調し。




　膝を抱えて回転する。遠心力を味方につける。重力をも武器へを変える。

　宙を舞う二人の体が、やがて最高高度へと達し。その身をピンと伸ばし。

　

　私が伸ばした左足が。彼女が伸ばした右足が。その爪先が。

　真っ直ぐに。一直線に。怪人の背中へと向かい落ちていく。




　水門に張り付くカエル怪人の背中。そのぬらっと濡れた表面。その中央。

　生物であれば。骨格を持つ生物であれば。その場所は等しく急所であり。







　黒い閃光と青い雷光が、二本の鋭い槍と化し、水門の前へと降り注ぐ。

　悪の組織の怪人、ガマゾーの背中に、二人の渾身の蹴りが突き刺さる。







「ぐぼ……っ！」







　醜い呻き声を上げ、ガマゾーの巨体がくの字に折れ曲がる。両生類特有の柔らかい体がコンクリート製の水門に叩きつけられ、ベシャリという濡れた音を立てる。壁を滑り落ちるように、そのままずるずると水面へと沈んでいく。







「悪の女幹部！　『ブラック・ユリィ』参上！」

「正義のミカタ！　『マジカル・ウィンド』参上！」







　怪人の背を蹴りつけた反動を利用して、綺麗な宙返りを決めた二人がポーズを決める。胸を張り名乗りを上げる。……決まった。完璧に決まった。先制攻撃。そして登場シーンまでのこの一連の流れ。これは百点満点の出来だと思う。







「――ゴホッ！　ゲホゲホッ！　お、おのれ背後からとは卑怯な……っ！」







　咽びながらガマゾーが立ち上がる。その目が憎悪で赤く光る。常人なら恐怖を感じるであろうその目にも、またその声にも。私は動じない。青い少女は一瞥だにしない。







「私は『悪の組織の女幹部』だからね。卑怯汚いはむしろ誉め言葉だよ」

「悪に礼儀を守る必要などない。名乗ってあげただけ光栄だと思うべき」







  卑怯の謗りを受け、なお轟然と胸を張れる私と、卑怯の謗りを受け、それを歯牙にもかけない青い魔法少女は、実は案外似た者同士なのかもしれない。嫌だけど。というか、いいのか？　青いの？　私は悪だからいいけどさ。『正義のミカタ』が背後から不意打ちって、やっぱりどうかと思うぞ？







　しかし、そんな私の疑問などまるで気づく様子も無く。気にする様子も無く。青の少女は腕を振るう。一筋の閃光がその腕に纏わりつく。きぃん……という金属音と共に、その光が、青い雷光が、一本の巨大な槍へと姿を変える。







「……それに、どうせ観客はいない。目撃者はあんた一人。そしてあんたは」







　かぱりと。青い魔法少女の口が開く。貼り付けられた偽者の笑顔。仮面の笑顔。その赤い亀裂の中で、ぬらりと舌が動く。ぺろりと唇を舐める。







「……ここで、誰にも知られずに、あたしに殺されちゃうんだから」







　　――血に飢えた悪魔のように。獲物を前にした獣のように。







　そう宣言した青い魔法少女が地面を蹴る。地を奔る一筋の雷。青白い高圧電流。そうとしか表現できない早さでガマゾーへを迫る。空気を焼くような勢いで槍を前へと突き刺す。その切っ先が体に触れる瞬間、怪人は太腿を大きく膨らませ、一気にその力を解放する。爆発するような音を立て巨体が宙に浮かぶ。







　青い少女が地に足を突き刺す。慣性を無視して瞬時に急停止する。

　顔を上げ視線を向け、腰を捻り腕を上げ、足を曲げそれを伸ばし。




　空に浮かぶ楕円に向け。醜悪な月の劣化コピーへと向け。

　再びその槍を伸ばす。地から伸びる雷光。天を討つ閃光。




　自らを追い地を蹴った魔法少女に向け、怪人が口を開く。舌を出す。

　ぐるりとのたうつソレが、青い少女に向け弾丸のように襲い掛かる。







　――交差。







　青い魔法少女の青い槍は、怪人の首元を掠め。

　醜い蛙怪人の醜い舌は、魔法少女の顔を掠め。




　両者が共に地へと降りる。首から血を流し、頬から血を流し。

　自らの武器を再び構える。青の少女が槍を、怪人が長い舌を。

　

　青い少女の顔が、ますます禍々しく輝く。

　醜い怪人の顔が、ますます苦々しく歪む。







「――へえ。なかなかやるじゃない。ちょっとは楽しめそうね」

「……これ以上、我を邪魔をするようなら、貴様を喰らうぞ？」







　怪人が舌を伸ばし傷口を舐める。青い少女が舌を伸ばし傷口を舐める。

　怪人が忌々しそうに少女を睨む。青い少女がそれを正面から睨み返す。







「…………」







　……いや、もうね。これどっちが魔物なのよ？　や、わかってるんだけどさ。青いのは『一応』正義側だって知ってるんだけどさ。私から見たらどっちもどっちというか。むしろ発言が危険な分、青いののほうが悪魔っぽく見えるというか……。







「……おい。黒いの」

「へ？　あ、うん？　な、なにかな？　青いの、さん？」







　やばい。今の思考を読まれたか。まあ、そんな訳ないだろうけど。というか私動揺しすぎだ。『青いのさん』ってなんだそれは。さん付けするなら風見さんでいいだろうに。いやでもさ、あいつ怖いんだもん。ガマゾーが可愛く見えるくらいに。戦闘中のコイツの半径五メートル以内にはいたくないなあ。







「……もう少し、あたし一人でやらせろ」

「え、あ、うん。別にいいけど……」







　いやむしろ、両生類に触りたくは無いから、全部あんた一人でやってくれてもいいけど。いいくらいだけど。かにぞーちゃん。私、やっぱり両生類より甲殻類が好きです。ぬるっとしてる体より固い甲羅のほうがいいと思います。







「休養明けで鈍った体には、ちょうどいいリハビリになる」

「……小娘。我を舐めるにも程があるぞ？」







　ゆらりと。怪人の姿が霞む。あれは怒りのオーラ。青い魔法少女に侮辱された怪人が、降り注ぐ雨を、その怒りを熱に変え瞬時に蒸発させている。まあ、気持ちはわかる。『正義のミカタの魔法少女』と言えども、青いのの見た目は華奢な少女のそれで。右手に掲げた槍が大きすぎて、重すぎて。それを上げるだけでも精一杯のようにも見えて。







　――だけど、私は知っている。体感させられている。







　近接戦闘のプロフェッショナルであったこの私を。『悪の組織の女幹部』を。『ブラック・ユリィ』をも。地に這わせた青い少女の実力を。その強さを。狂気を。







　――その身を以って思い知れ。『闇夜の鴉』の怪人よ。







「舐めてなんかいないさ。……いくよ」

「――っ！？」







　――黒い『悪の女幹部』と、白い『正義の魔法少女』が認めた、青の力を。







　腹に響く音を立てて、青い少女が地を蹴る。零から一気にトップスピードへ。この少女の直進の速さは、私をも上回る。この少女の突撃の重さは、カニゾーさんをも上回る。速さと重さを兼ね備えた、最強の一撃。最凶の使い手。







　その速さに、勢いに、動揺しつつも怪人が迎撃する。横に開いた口から飛び出した舌が少女へと襲い掛かる。直線と直線。雷光と弾丸は交差する。青い槍が一閃し、固い柄の部分で赤い弾丸の軌道を変える。横へと逸らす。更に前へと奔る。







　怪人の舌が巻き戻るよりも早く、その懐へと飛び込む青。風よりも早く。雷よりも鋭く。冷たい青の槍が、その切っ先が。魔槍の刃が。怪人の腹を貫く。







　――その瞬間。







　ガマゾーの体がぬめりを増す。全身から油を滲み出させる。滴る程に大量に湧き出したその油が、丸く曲線を描く怪人の全身を包む。包み込む。青の少女の槍が、その切っ先が。魔槍の刃が。油の上を、怪人の体を滑る。







　ずしゃっ！　突撃の勢いを受け流された青い少女が踏鞴を踏む。







「……なるほど。ガマの油ってやつか」

「そうだ。我に刃物は通じない。刺突は通じない」

「そりゃ厄介だねえ」

「……故に、小娘。貴様に勝機はない。今度はこちらからいくぞ？」







　ガマゾーが飛び上がる。高々と宙に舞う。速さでも。力強さでも。青の少女に及ばない怪人が、唯一勝てる要素。それは体の大きさ。重さ。




　格闘というものは。戦いという行為では。『体が大きい、重い』ということは。それだけで大きな有利へと繋がる。ボクシングが、レスリングが、この世のあらゆる格闘技の試合が、階級別で行われることを見れば、それは明白で。







「……死ねい！」

「――っ！！」







　落石のような勢いで、ガマゾーが空から落ちてくる。青い少女の頭上に落ちてくる。辛うじてそれを避けた少女が反撃の槍を振るうも、怪人は体は既にその場には無く。瞬時に再度上空へと飛び上がり。







　どおん！　どおん！！　と。二度、三度。ガマゾーの攻撃が続く。







　空に舞い。地に落ちる。たったこれだけの行為が、それだけのことが、ガマゾーの巨体を以ってすれば十分に殺傷力を持っていて。あれの直撃を受ければ、華奢な魔法少女がどうなるかなんて一目瞭然で。







　……気がつくと、私は手を握り締めて。







　これは参戦するべきじゃないか？　助太刀が必要な状況じゃないか？　青の少女は強い。それは良く知っている。青の少女はプライドが高い。それも良く知っている。でも、だけど。一時的とはいえ共闘を結んだ彼女が。『正義の魔法少女』が。押し潰されるのを黙って見ていていいのだろうか？







「ねえ。青いの。あのさ……」

「その先を告げたら、口に出したら、あの蛙ヤロウより先にお前を殺す」







　しかし。彼女はそれを受け入れず。私の申し出を聞くことも無く。







「あ、あんたねえ……」

「黙ってみてろ。この程度の雑魚に負けちゃ、あの人に顔向けが……」

「うん？　あの人？」

「――っ！　な、なんでもないっ！」







　一瞬、青の少女の顔が、あの不気味なアルカディック・スマイルが。素の風見さんの顔に戻ったような気がしたんだけど？　あれ気のせいかな？　なんか妙に赤い頬をしているし。というか、誰？　あの人って？　カトリーヌのことか？







「……ふん。二人で来れば僅かな勝機も生まれように」







　ガマゾーが見下したように言う。その発言内容には同意するけど、あんたの顔が気に入らない。その声が気に入らない。こいつはな。青い魔法少女はな。確かに性格は最悪だけど、性能は最高なんだ。お前程度に見下される謂れは無い。







「おい。青いの。あんなこと言ってるぞ？　いいのか？」

「言わせておけばいい。……すぐに間違えに気づくだろうし」







　青い少女が呟く。三日月状に開いた口はどこまでも赤く。黒い瞳はいつかのように深い虚無を映し出して。……よし。OK。わかったよ。もう口を挟まない。手は出さない。あんたがその顔をしている限り。その笑顔の仮面を被っている限り。







「……戯言を。次で終わりだ！　覚悟しろ！」

「上等！　かかってこいや！」







　――あんたは、きっと、負けない。







　ガマゾーの足が地面を蹴る。空を飛ぶ。今までで最高の高さにまでその身を躍らせる。超重量が、超高度を経て、青い少女の下へと落ちてくる。隕石の落下を思わせるそれは、宣言の通り、怪人の最強の攻撃で。これで終わらせると言う強い意志を感じさせて。







「死ね！　『正義の魔法少女』よ！」







　――迎え撃つ青い魔法少女が、槍を構え、にやりと嗤った。
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　勝利を確信した醜い怪人が嗤う。迎え撃つ魔法少女が哂う。

　化け物と魔物の一戦。怪人と悪魔の戦い。人外と獣の闘争。




　目を爛々と輝かせ、上空から迫る怪人。

　口を大きく裂き、槍を構える魔法少女。




　自身の最大の武器である、その超重量を最大限に生かす為、身を丸めた怪人。

　自身の最高の武器である、その蒼く巨大な槍を高々と掲げ、顔を上げた少女。







　荒れ狂う風は二人の胸中を表し。轟音を上げて流れる川の水は二人の戦いを称え。

　降り注ぐ豪雨に紛れた巨大な影が、暴風にも負けず大地に立つ青い少女へと迫る。







　怪人の体躯は染み出した油でぬらぬらと輝き。少女の華奢な体を押し潰そうとし。

　青い魔法少女の体は溢れる戦意で眩く輝き。醜く膨らんだ怪人の体を睨みつける。







　巨体を丸め限界まで空気抵抗を失くした怪人が、少女の眼前に迫る。

　地に落ちる寸前、今度は逆に両手両足を広げ、少女の逃げ道を塞ぐ。




　槍の柄を地に突き刺し、暴風に逆らうように屹立した青い魔法少女。

　殺意の塊が。醜い肉の塊が。自らの頭上へと差し掛かったその瞬間。







　怪人を睨みつけ、微動だにしなかった魔法少女が動く。青い雷光が一閃する。巨大な槍が振るわれる。頭上へではなく。怪人に向けてではなく。勿論、離れて観戦する私に向かって、でもなく。







　――足元の、地面へと向かって。







「――っ！？」







　河川敷が爆発する。魔法の力で強化された巨大な槍の一撃。それをまともに受けた地面が抉り取られる。青い少女の目の前が。その地面が。その場の泥土が。叩きつけられたパワーの逃げ道を探し、轟音と供に空へと舞い上がる。その有様、火山の噴火の如く。







「喰らえっ！　外道がっ！」

「ぶ、ぶほ……っ！」







　怪人の全身を土砂が叩く。泥土が覆う。全身。そう、全身。頭も、顔も、腹も腕も足も。区別無く満遍なく。油でぬめる醜い全身を、鋭い石礫が打つ。顔面に泥がぶちまけられる。目に、鼻に、耳に、口に。濁った水が浸入する。







　怪人の視覚を、聴覚を、嗅覚を潰した魔法少女は、大きく後方に跳ぶ。体勢を整える。短距離走のクラウチングスタートのように。左腕を地面につき腰を高く上げ。視線は前から逸らさず足を引き絞られた弓のように撓らせて。







　そして右手に掲げるは。自身の分身。自信の源。　――即ち、紺碧の魔槍。







「……げほっ！　小ざかしい真似を！　所詮は小娘！　目晦ましが精一杯か！」







　思わぬ方向から思わぬ攻撃を受けた思わず怪人が喚く。が、しかし。確かに不覚は取ったが、されどそれはお世辞にも致命傷とは言えず。強打とすら言えず。撹乱の為の奇手でしかなく。




　故に、怪人は哂う。冷笑する。この程度で自信の有利が揺らぐ筈はないと、その顔が言っている。その目が告げている。……そしてそれは、客観的に見ても。私から見ても。全くの同意見で。完全なる事実で。だから。







「――ソレをただの目晦ましだと思っているんだ？　おめでたいやつだね、あんた」







　彼女が。青い正義の魔法少女が。三日月の笑顔を浮かべつつそう告げたのは。深遠の瞳を怪人に向けてそう言い放ったのは。私から見ても強がりとしか思えず。誰が見てもプラフとしか見えず。でも。だけど。







　ぐうっと。魔法少女の体か沈みこむ。限界まで前へと傾けられたその姿勢は、発射直前の巡航ミサイルのようにも。獲物を前にした肉食獣のようにも見えて。







　すらりと長い手足をつき、顔を地面近くまで下げ。にい……と赤く裂けた口で哂う魔法少女のその姿は。まさに野獣と呼ぶのに相応しく。凶暴な雌豹そのままで。







「――後悔しな。……あの世でね」







　どぉん！　という爆発音。先ほどの槍の一撃にも匹敵するその轟音は。魔法少女のしなやかな足が地を蹴った音。ただ『走る』という行為に。人であるならば誰でも自然に行う行為に。彼女は想像を絶する力を篭める。地面を蹴る、などという生易しいものではない。地面を穿つ。爪先を突き刺し、大地を抉る両足。







　彼我の距離を瞬時に零とする脚力。突撃力。それが彼女の持ち味であり彼女の武器である。魔槍はその先端に過ぎず。貫く刃に過ぎず。勢いこそが、威力こそが、彼女の本物の武器。彼女の強さの理由。







　防御を考えず。我が身の危険を顧みず。荒れ狂う向かい風にも負けず。叩きつける様に降り注ぐ豪雨にも怯まず。電撃のように。稲妻のように。魔法少女は怪人に肉薄する。その懐へと飛び込む。







　対する怪人は、絶対の防御。刃物を跳ね返すのではなく、耐えるのでもなく。その力を滑らせる、逸らさせる油を滲ませる。……いや！　違う！　滲まない！　全身を覆う泥土がそれをさせない。摩擦を零にする油が汚水と混じり純度を失う。







「しま――っ！」

「遅いっ！」







　――閃光。青い閃光。過去川の河川敷に、水平に雷が奔る。







　びしゃっ……という濡れた音。雨水ではない何かが。闇夜では黒く見える液体が。怪人の腹から地面へと注ぐ。足元を汚すそれが瞬時に雨に洗われ、流れる。







　一方、加害者のほうは。ヒトの形をした雷のほうは。折からの悪天候で摩擦を失った地面を足で噛むことができず、怪人の遥か後方まで滑って行き。水煙を上げようやく止まった体を無理矢理瞬時に反転させ、再び槍を構え哂う。赤い三日月が浮かぶ。怪人が傷ついた事が、血を撒き散らしたことが嬉しくて堪らないといったその表情、まさに冥界の悪鬼の如く。命を散らすことに全く戸惑いを覚えない死神の如く。







　……いやー、もう、ね。私、よくあんな化け物に勝てたよなーと。今更ながらにそう思う。力も速さも、そしてあの場から逆転する機転も然ることながら、何より怖いのは、背筋を粟立てるのは、あの表情。あの笑顔。







　見るもおぞましい化け物の腹を引き裂いた槍。それについた血をぺろりと舐めるあの顔。恍惚としたあの表情。……うん。やっぱりあんたとは一生仲良くなれない。お願いだから遠くで幸せになってね。風見さん。







「これで勝負あったかな……って。ああ。なるほど。『ガマの油』かあ」

「……ふん。意外と物知りだな。小娘。その通り。この油は優秀な止血剤にもなる」







　怪人の腹が。鋭く一文字に引き裂かれた筈の腹部が。ぬるりとした油面で覆われている。鮮血が飛び散るほどだった傷は、既にうっすらと新しい皮膚が生まれていて。もうそこにはどんなに眼を凝らしてみても、槍傷は探し出せなくて。







「……参ったね。こりゃ。多少の傷じゃあんたは倒せないか」

「理解したか？　絶望したか？　我のこの身は、刃物では絶対に」

「いや？　絶望？　なに言ってるんだあんた？」







　カパリと。魔法少女の口が開く。チロチロと舌が踊る。見る者を凍りつかせるアルカディック・スマイル。仮面の笑顔。痛みも悩みも悲しみも映さない、ただただ、復讐できる喜びだけを描いた魔性の笑顔。







「それだけ長く、あたしが愉しめるってことじゃないか……。ああ。いいね。いいねあんた。ゾクゾクしちゃうよ。……さあ、再開しようじゃない。あんたがこの槍に切り裂かれ貫かれた痛みで気が狂うのが先か、あたしが満足するのが先か」







　漆黒の瞳。見る者の肌に粟を立たせる深遠の黒。絶望と諦めと呪いと恨みだけで構成された絶対零度の眼差しが。立ちすくむ怪人を貫く。貫き通す。







「……一晩中でも、つきあってあげる、よ？」

「――っ。戯言を申すな！」







　――勝負、あったな。







　うん。格が違うわ。ガマガエルを改造した怪人程度では、あの化け物の相手にはならない。スライムが暗黒ドラゴンに勝負を挑むようなものだわ。ああ、ちょっと違うかな？　雑魚スライムはさすがに失礼か。あの、なかなか出会えない上に金属チックで足が速くて回避能力もやたら高い、でも倒すといっぱい経験値が貰える銀色スライムくらいの防御力はありそうだもんね。あの怪人。







　しかし、これはちょっと困ったなー。勝ちは揺るがないとしても、時間はかかりそうだ。青いのの攻撃はどれもこれも一撃必殺。逆に言えばどれもこれも大技なんだよね。なかなか当たらない上に、当たってもすぐ回復されちゃうんじゃ、これはもう、相当長い持久戦を覚悟しなくちゃいけないかもなあ……。







　……しかし、私のそんな悩みは杞憂となる。一本の電話によって。







　チャンチャンチャランチャンチャチャランラン……。







「ぬ？」







　この某有名オカルト映画のテーマソングは。無垢な少女の首が百八十度回転したり、ブリッチの状態のまま壁や天井を走り回る、そんなトラウマ必至のエクソでシストな映画のテーマソングが着信音設定されている人物は。







「はい。こちら本多。どうしたの？　北川さん？　まだ合流できないの？」

『本多さんっ！　そっちの現状はどうですか！？』

「どうもこうもないわよ。青いのが無駄に燃えちゃってさー。しばらくかかりそう」

『――っ！』







　携帯の向こうで息を呑む声が聞こえる。どうした悪魔少女？　聖水でもかけられた？　それとも十字架を押しつけられて火傷でもしたの？　どうでもいいけど、悪魔少女だったり冥界の幽鬼だったり、今の『正義のミカタ』の布陣はある意味すごいな。これほど『正義』の名に相応しくない連中もそうそういないぞ？







『――本多さんっ！』

「うおうっ！　携帯で怒鳴るな！　びっくりするじゃん！」

『あああっ！　すいません！　でも一大事なんです大変なんです！』

「……どうしたの？」







　ここに至り、さすがに異常を感じる。北川さんは確かに経験不足ではあるが、それでも今の『正義のミカタ』のリーダーである。その彼女がここまで取り乱すようなこと。それはどう考えても吉報とは思えず。







『……新手が出ました。国道二号線の橋桁で爆弾が見つかりました』

「――なんだって？」







『それだけじゃありません。JRの鉄橋でも、山影電鉄の鉄橋でも同様の物が見つかっています。……本多さん。敵は総力戦に出てきました。手が足りません。圧倒的に手が足りないのです！　そちらへ援軍を送るどころの話じゃありません。……お願いします。早く！　早くこちらへ合流を！』







　私は一方的に通話を切る。対峙する二匹……もとい。一人と一匹に呼びかける。







「青いのっ！　状況が変わった！　一気に決めろ！」

「うん？　はあ？　ちょっと黒いのあんた。今更なにを……」

「新手だ！　敵の援軍だよ！　こんなやつに時間をかけている暇は無いっ！」

「……ちっ。そういうことかよ」







　私は青いのの背中越しにガマゾーを見る。私の視線を受け、馬鹿にしたように唇を歪めるガマゾーを睨む。しかし視線で焼き殺すことは出来ず。呪いで心臓を止めることは出来ず。きつく唇を噛みしめる。







「……どうやら、そちらにも連絡が入ったようだな。『正義のミカタ』よ」

「正義なんてどうでもいいんだけどね。あたしは。悪を滅することさえ出来れば」







　ようやく合点がいった。なぜ、この怪人が出撃してきたのか？　なぜ、こいつは単独で行動していたのか？







「……また、陽動作戦、って訳か。やられたよ。見事に引っかかった」







　悔しげな私の声に、ガマゾーが喜色満面に反応する。忌々しい。そのツラこっちに見せるな。引き裂くぞこのヤロウ！







「爆弾を仕掛けるのは黒服でも出来る。魔法少女の相手は怪人でなければ務まらない。……つまり、そういうことだ。愚かな魔法少女とその一味よ」







　ガマゾーが嗤う。声を上げて嗤う。こいつの特徴は、その驚異的なまでの打たれ強さ。両生類特有の回復力。生命力。――私たちの足止めにこれほど適任な怪人は、きっとほかにはいない。存在しない。時間が惜しいのに！　一分一秒が惜しいというのに！







「――勝ち誇るのは、まだ早いんじゃないかな？　怪人さん？」







　この状況で。してやられた悔しさで身悶えする私に向け。だがしかし。青い魔法少女は冷静な声を出す。落ち着いた視線を向けてくる。







「なあ、黒いの？　要はさ、時間が惜しいってことだろ？　だったら簡単だ。こいつ瞬殺してさっさと桃色たちと合流すればいい」

「……簡単に言うけどね、青いの。コイツ、決して強くはないけど、しぶといよ？　そんなのあんたが一番良くわかってるじゃん」







　あんたの一撃すら耐えるんだぞ？　あんたのつけた傷さえ瞬時に再生させるんだぞ？　こんな原生動物みたいな相手、一体どうやって瞬殺するのさ？







「……自分を基準に考えるな。あたしはなんだ？　『魔法少女』だぞ？」

「――精度、自信がないって言ってたじゃん？　当たるの？　アレに？」







　私の反論に、フンっと鼻を鳴らす青い魔法少女。うわー気に入らない。ムカつく。何なのよあんたのその自信は。あんたの魔法、私にすら当たらなかったじゃないの！







「だから。その隙は、あんたが作ればいい。黒いの」

「――は？」







　魔法少女が槍を構える。その切っ先が青い閃光に包まれる。魔法の力を帯びる。

　目の前の敵に向け。ガマゾーに向け。鋭い視線を送る。私に背を向ける。







「――あんたのこと、本当に嫌いだし。むかつくけど、さ」

「おう上等。私もあんたが大っきらいだ。タマゴ弁償しやがれ」

「た、タマゴ……？　なんのことよ？」

「なんでもない。こっちの話。……で？」







　魔法少女の持つ槍が、バチバチと電撃を纏う。台風にも、豪雨にも負けないその光。彼女が魔法少女であると言う証明。彼女が本気で勝負を賭けに行くという意思表示。有言実行。ただ一撃に賭ける彼女の戦闘スタイルそのままに。稲妻のような速さで。ただただ、愚直に、真っ直ぐに。







　――敵の喉元だけを目指して、突き進む青い閃光。それが彼女の魔法。







「――背中は、預けた。一瞬でいい。ヤツを、止めろ」

「……上等。打ち損じたら、許さないから」







　――暴風吹き荒れる過去川の畔を。黒い獣と、青い閃光が、奔る。
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　青い少女自慢の電撃の魔槍。触れただけで致命傷となるその魔法は、あのタフなカニゾーさんですら一撃の下に沈めた必殺の攻撃魔法。だがしかし、遠距離攻撃機能はついておらず。あくまでも近接戦闘専用の攻撃魔法。




　今回の敵。『闇夜の鴉』の怪人ガマゾーは。斬ることも刺すことも出来ない物理防御力の高い怪人で。こいつを倒すには、やはり魔法の力こそが必要で。『正義のミカタの魔法少女』の、不思議な力こそが必要で。







　青い魔法少女が槍を振る。撓らせる。魔力を帯び発光する魔槍が、主人の意思に答えるように鳴動する。主人の戦意を反映するように光る。スパークする火花が、台風で荒れる過去川の川岸を青白く染める。十分に篭められた魔法の力が、抑えきれずに溢れ出す。







「……あんな体だが、ヤツの動きは速い。特に跳躍力はやっかいだぞ。黒いの」

「ま、カエルだしね。ぴょんぴょん跳ねるのは得意だろうね。青いの」







　空に逃がしたら勝ち目は無い。私も青いのも、そりゃ普通の人と比べたら筋肉も敏捷性もあるけれども。でも、跳ねることに特化したカエルには敵わない。でもね。







「でもさ、青いの。あいつには羽が生えている訳じゃない。空を飛べる訳じゃない」

「そりゃそうだが。着地点でも狙う？　しかし連続で跳躍されるのが落ちだろ？」

「まあ、任せておいて。あんたの目の前に、ヤツを叩きつけてやるから」

「……なるほど。わかった。任せたよ」







　青い少女が頷く。ぐっと腰を落とす。思いっきり体を前傾させる。火花を散らす魔槍を前へと突き出す。青白く光り輝く刃を怪人へと向ける。







「3、2、1、0！！」

「Go！　Go！　Go！！」







　先陣を切る青。後ろから追う黒。青い閃光と黒い疾風。閃光と鎌鼬。

　迎え撃つ怪人。赤く鋭く光る眼で、迫り来る少女たちを睨みつける。







「しゃらくさい！　二人まとめてひれ伏せい！」







　ズドン！　という発射音。ガマゾーの口から舌が伸びる。収縮自在の武器が青に襲い掛かる。一列に並ぶ青と黒の軌道に向け、破壊力満点の武器が迫る。




　青い少女は怯まない。青い少女は止まらない。魔槍に添えた左手を上げる。顔の前で拳を握る。弾丸のように迫るガマゾーの舌。赤黒く鈍く光るその先を、魔法少女の鉄拳が迎撃する。撃ち返すのではない。打ち倒すのでもない。握った拳を大きく外へと振り払い、直線的なその攻撃の軌道を逸らす。




　角度を変えられたガマゾーの舌が、青い魔法少女の顔を掠める。頬を抉る。肌を切り裂く。雨水ではない赤い水分が飛ぶ。その一滴が私の顔に跳ねる。しかし青い閃光は止まらない。青い稲妻は速度を落とさない。







　痛みでは、魔法少女の足を止めることは出来ない。

　恐怖では、魔法少女の戦意を折ることは出来ない。







　見えないけど。見ることは出来ないけど。でも私にはわかる。想像がつく。

　今の青の顔は。魔法少女の顔は。彼女の表情は。彼女の異形の仮面の色は。







　自らが流す血に酔い、その赤を更に紅い舌でぺろりと舐め取って。

　赤い口を耳まで避けさせ、禍々しい満面の笑みを浮かべている筈。







　――不意に、私の視界が広がる。蛙の化け物と目が合う。







　それは青の少女が身を伏せたせいで。低い体勢を更に低くしたせいで。右手に抱えた槍と、少女の体とか、地面に対し平行となる。ガマゾーの懐に、その腹に、潜り込むようにして放たれる電撃の槍。魔槍の一撃。魔法少女の必殺の一撃。




　空気を切って放たれる魔槍の先を。青い火花を散らす魔法の槍を。怪人は受け止める気はなく。受け止める覚悟はなく。受け止める必要もなく。




　気味の悪い笑顔をひとつ残し。怪人の姿が消える。巨体が手品のように消え去る。だが私の目は、青い少女の目は。その姿を追っていて。その進路を予想していて。







「黒いのっ！」

「任せろっ！」







　私の足が地を蹴り付ける。青い少女の頭上へと身を躍らせる。魔法少女が手をひく。槍に添えていた左手を思いっきり腰へとひきつける。十分に『溜め』を作った直後、その手を真上へと伸ばす。天に向け掌底を放つように。空をも撃ち落さんとばかりに。




　その手が伸びきる前に。その手にこめられた力が開放される前に。私の足が魔法少女の手に乗る。もう一度膝を弛ませる。足のばねを緩ませ、一気に伸ばす。タイミングを合わせて。魔法少女の掌底が力を放つその瞬間に合わせて。







　――私の体が、宙へと打ち上げられる。重力の存在を忘れる。







　悪の女幹部の脚力、プラス、正義の魔法少女の腕力。それは生身のロケット。血の通った対空ミサイル。空へと打ち上げようとした魔法少女の手と、それを蹴りつけ更に上へと飛ぼうとした私の足が生み出した、青と黒の合作。







　弾丸のような勢いで。早さで。私が空を飛ぶガマゾーを追う。追いかける。







「――なっ！？」







　私の体が空気を切り裂く音に気がついたのか。それとも私の足と魔法少女の手が奏でた爆発音が耳に届いたのか。ガマゾーがこっちを見る。視線が合う。でもそれは一瞬で。その瞬間はあっという間に過ぎて。







「うおおおおおおおおおっっっ！！！」







　獣のような咆哮。喉も裂けよとばかりに叫ぶ私。握り締めた拳が。固く固く握りこんだ私の相棒が。ガマゾーの腹へと向けられる。怪人の絶対防御策、蝦蟇の油の展開が間に合わない速度で。ガマゾーが身構える時間すら与えず。打ち上げられた勢いを、魔法少女の手を蹴り乗せた勢いを、私自身の突きの力を。







　――その全てを、この右拳に宿して。










　ごぶり、と。柔らかい腹にめり込む。私の鉄拳が、ガマゾーの腹を抉る。怪人の目がカッと見開かれる。だらりと舌が伸びる。攻撃の為ではなく、苦悶の為に。全身が痙攣する。武者震いではなく、痛みの為に。







　だけど。私は『悪の女幹部』。敵には容赦しない。歯向かう者には容赦しない。

　私の拳は。私の足は。我が敵を撃ち滅ぼす為にある。滅する為に存在する。







「――まだ、だよ？　『闇夜の鴉』の怪人さん。……格の違いを思い知れっ！！」







　全身の力をこめて、ガマゾーの腹を『握る』。怪人らしからぬ、柔らかい腹部をねじ上げる。臓器ごと引きずり出すように。骨を砕くように。空手家の握力は強い。腕力ではなく、拳を握ることで破壊力を増すから。空手家の指は固い。拳だけではなく、その指先までを手刀として攻撃に使うから。だから。







「……っ！？　――っ！？」







　苦しいだろう。痛いだろう。最早声も出せずに悶絶する怪人に心で語りかける。切り裂くことが出来ないというのなら、内部を破壊すればいい。切り裂いても回復するというのなら、臓器を痛めつければいい。







　――さあ。とどめ、だ。







「墜ちろ！　怪人ガマゾー！！」







　宣言と共に、鉄拳のラッシュ。打撃の乱舞。ガマゾーの防御力が回復する前に。蝦蟇の油を滲ませる前に。私の攻撃が無効化される前に。腹に。顔に。間接に。急所に。私の拳が刺さる。私の膝が叩き込まれる。上空に在るが故に、私の攻撃力は落ちている。しっかりと足で地面を噛めずに打つ打撃は、その力を半減させている。だから手数で。だから精密さで。いつもよりも早く。いつもよりも緻密に。







　素早く。飛燕のように。人体の急所だけを、手打ちで打ち抜く。そして。







　――遅まきながらようやく、ガマゾーの体に油が滲む。体表がぬらぬらとした油で覆われていく。それが完成する前に。全身が防御力を回復するその前に。







「――任せたっ！　青いの！」







　組んだ両手を頭上に上げて。ハンマーを打ち下ろすように。ガマゾーの顔に叩きつける。地面に向けて、下に向けて、その巨体を叩き落す。ぎしりと。私の両手がガマゾーの顔にめり込む。それに構わず、そのまま力を解放する。







　怪人に。蛙に。羽はない。一度跳ねたら、あとは落ちるだけである。

　ガマゾーに。この巨体に。重力逆らう術はない。ただ地面に向け沈むだけである。







　……そして地表には。ガマゾーの落下予定ポイントには。







　ぺろりと。舌なめずりをする魔法少女。赤い口を開いた魔法少女。







　天に向け槍を立て。獲物を見据え満面の笑顔を浮かべ。その瞬間を今か今かを待つ血に飢えた魔王少女が存在する。溢れる殺意を隠そうともせず、嗜虐性に歪む瞳を狂気の色で光らせて。







「よくやった。黒いの。　――あとは任せな」







　青い魔法少女が嬉々として地を蹴る。落ちてくる巨体向け槍をかざす。

　そのまま貫かれれば、行き着く先は百舌の早贄。惨めな化け蛙の末路。




　ガマゾーが大量の油を滲ませる。　――だがしかし。それには魔法耐久力はなくて。

　怪人は必至に身を捩る。　――だがしかし。羽のない体では逃げ出すことは出来ず。







　――地面から跳ね上がった青い雷光が、醜い怪人の体を貫く。







　無慈悲で。容赦がなくて。でも不思議と美しいその光が、戦闘の幕を引いた。







　☆　☆　☆　☆　☆







「――どう？　生きてる？」

「うーん。ピクピクしてる。これただ単に筋肉が電撃に反応してるだけじゃないの？」

「よし。死んでるかどうか（ピーッ）を抉り出して確かめてみよう」

「ぎゃー！？　青いの！　あんた猟奇的すぎる！　自重しなさい！」







　怪人の黒く焦げた体を、早速魔槍で解剖しようとする魔法少女を全力で止める。今、一瞬の躊躇いもなかったよね！？　今時カエルの解剖なんて小学校でもやらないからね！？　残酷すぎるからって！　あんた本当に『正義のミカタ』なの？







「ま、平気だろ？　これでも手加減したんだし」

「……え？　手加減？　これで？　本当に？」

「当たり前だろ？　とっ捕まえて情報引き出さないとな」







　ふん、と勝ち誇った顔で青い魔法少女が鼻を鳴らす。……これで手加減……ねえ？　どっちかといえばそれは、ガマゾーの命の心配というより『ウェルダンは好きじゃないのでミディアムにしておきました』って感じだよね？　焦げてるし。あんたもしかしてコイツ食べるつもりだったんじゃないの？　カエルの肉って淡白で美味しいって聞いたことがあるぞ？







「あたしの全力を受け止められるやつなんて、……あの男しかいないさ」

「あの男？　ああ、カニゾーさんね。でもカニゾーさんだって死に掛けてたぞ？」

「死ななかったことが、凄いよ。……あの人は、本当に、凄いね」







　うん？　いや、カニゾーさんが凄いのはよく知ってるけどさ。なんであんたそんなに真っ赤な顔してるのよ？　まだ怒ってるの？　カニゾーさんのこと？　執念深いなあ。そんなんじゃもてないぞ？　もっと可愛らしくなろうよ。いやまあ、それはともかく。







「とりあえず、青いの。北川さんに報告を」

「ああ。そうだね。そっちもお仲間に連絡したほうがいいんじゃないか？　黒いの」







　私たちはお互い携帯を取り出す。お互いの仲間へと連絡をつける。そういえばカトリーヌは平気かな？　看病役の北川さんまで戦場に駆り出されているしなあ。一段落したら一応連絡入れてみようかな？







『はい。山田です』

「ああ。大佐？　百合です。そっちはどう？」

『市街地は特に動きはなし……だが。どうにも交通量がおかしく感じるな」







　さすが腐っても『悪の組織の大幹部』。見るところが違う。街の警戒に当たりつつも交通量までチェックしてたのか。本物の戦闘指揮官は違うなあ。腐ってるけど。頭とか。性格とか。女癖とか。まあいいやそれはもう。死んでも治らなそうだし。







「二国と、JR、それから山電の鉄橋に新手が出たって。多分それが原因。今、『正義のミカタ』の二人が向かってる。さすが大佐。よく気づいたねえ」







　二国、国道二号線は過去川市を横切る街の大動脈。そこを襲撃され、しかも鉄道網にまで攻撃を受けたら、交通量だって変わる筈。それを目敏く見つけた大佐には脱帽。







　だけど。でも。







『……二国と。JRと山電、だと？』

「うん。そう……だけど？　どうしたの？」







　真剣な、真剣すぎるほど真剣な大佐の声。怒ってるのかと思った。『何でそんな場所に現れるんだ敵は！　私の活躍の場がないではないか！』とかそんな感じで。でもそれは。そうではなく。そんなつまらない理由ではなく。







『……百合。よく聞け。すぐに『正義のミカタ』のリーダーと連絡を取れ』

「……大佐？」







『そして出来るだけ早く、戦力を集めろ。そして派遣しろ。場所は、国道250号線。過去川バイパス。過去川グリーンロード。過去川沿いだけじゃないぞ？　反対側。過去川市の東側も警戒するんだ。……敵は、過去川の交通網を分断する気だ』







　私は先程の北川さんの発言内容を思い出す。過去川は過去川市の西を流れる川。つまり過去川から姫路方面へ行く道は、交通手段は、既に奪われている可能性があって。




　そして大佐の言葉を頭の中で復唱する。国道250号線は過去川の北側を。過去川グリーンロードは南側を。過去川バイパスは市の中央を走る道路で。




　地図を頭に浮かべる。過去川市の東側には大小多数の溜池や、いくつかの二級河川が流れていて。今は観測史上最高の台風が上陸しようとする直前で。つまりそれらはいつ氾濫してもおかしくない状態で。







　――過去川市が。この街が。水害と悪の組織の暗躍で孤立する未来が見えてしまって。




　

『青いの！　ちょっと貸して！」







　私は風見さんの携帯電話を奪い取った。
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「もしもしっ！　北川さん！　聞こえる！？」

『はい？　あれ？　本多さん？』







　携帯電話の向こう側。桃色の声が揺れる。背後からかすかに水の音が聞こえる。最新の携帯のノイズキャンセラ機能ですら消せないほどの大雨の音。轟々と響く風の音。やはりこの台風は尋常じゃない。







『そっちは片付いたって聞きました。さすがですね本多さんこれで』

「ごめん！　時間がないから単刀直入に言う！　そっちの戦力教えて！」







　北川さんの声を遮るようにして叫ぶ。頭ごなしな言い方になってしまったけれど、今は礼儀作法を云々している暇はない。真剣に一分一秒が惜しい。無礼は後でいくらでも謝罪できるけど、落とされた橋は元には戻らない。壊された道路は何も通せない。だから。







『え、えっと？　戦力と言われましても……？』

「過去川沿いの鉄橋だけじゃない！　他にも敵が攻撃を仕掛けてくる可能性があるの！　だから人手が欲しい！　『正義のミカタ』の組織は、どれくらい動員できる！？」







　桃色の少女が息を呑む音が聞こえた。背後からは青い魔法少女の驚きの声が聞こえた。経験不足とは言え、彼女たちも『正義のミカタの魔法少女』。戦闘というものを知っている。その肌で感じている。故に、私の声に即座に反応する。が。







『……警察や消防、それから自警団の人たちくらいなら、ある程度の人数は動かせるかもしれません。でも、ですが、『戦闘』となると……』







　北川さんの声が尻つぼみに消えていく。そうか。前にカトリーヌから聞いたじゃないか。国は、政府は、『正義のミカタ』のバックアップはする。協力はする。でも、殊、戦闘ということになると、その最前線に立てるのは『魔法少女』や『正義のヒーロー』だけで。悪と戦うことができるのは、不思議な力を宿した少年少女だけで。







「……戦力として動けるのは、桃色と、あたしと、三田君ぐらいだよ。黒いの」







　冷静な声で、青い少女が呟く。なまじ、『正義のミカタ』の力が強いから。突出しているから。その背後を固める必要はないと、彼ら彼女らに任せておけば平気だと、国からも、世間からも、そう思われていた。……その代償が、これだ。







「おい。黒いの。その情報はマジか？　ガセじゃないのか？」

「確証はない。物証もない。でもうちの戦闘指揮官が、大佐がそう言っている」







　ぴくりと、青い魔法少女の眉が上がる。そういえばこいつ、大佐に会ったことあるんだよね。その場面は見ていないけど。私は気を失っていたから知らないけれど。でもまあ、あの『大佐』のことだしなあ。あの場面から私を無事救出できたということは、きっと青いのには苦い思い出を叩き込んだ筈。実力行使か口からの出任せか知らないけど。きっと後者のような気がするけど。まあ、それはともかく。







「……あの男が言うのなら、信憑性はある、な。忌々しい話だけど」

「戦闘のプロだからね。あの人は。まずこの予想は外れないと思うよ」

「信じるよ。あたしは。あの男は格が違う。いつか倒すけど、今のあたしじゃ無理だ」







　……青いのって意外と、こういうところは素直だよね。敵は敵として気を許すことはないけど、その実力を無碍に否定することもない。やっぱり本質的にこいつっていいやつなのかもしれない。私は嫌いだけど。一生友達になれる気はしないけど。







「……で？　どうするんだ？　黒いの」

「……指揮権は、そっち。北川さんにあるでしょ？　青いの」







　私たちの会話の向こう側。私と風見さんの会話の向こう側。携帯電話の向こう側で。北川さんが苦悶している姿が目に浮かぶ。この日。『正義のミカタ』の本来のリーダーである白い魔法少女が倒れたこの夜に、よりにもよって発生した大事件。ある意味盲点だった同時多発テロの発生。個々として力をつけてきた『正義のミカタ』たちの裏を描く人海戦術。一対一なら『闇夜の鴉』の怪人にも負けない力をつけてきた魔法少女たちでは、魔法少女たちだけでは対処できない事件。







　――どうするの？　北川さん？　ううん。『正義のミカタ』のリーダーさん。







　雨の音が響く。風の音が響く。川の音が響く。……そして答えを告げない携帯電話。







　彼女の迷いが、葛藤が。手に取るようにわかる。わかってしまう。今回、『正義のミカタ』の下に『ブラックシャドウ』がついたのはあくまでも一時的な協力。その任務は偵察、警戒までという約束で。その一線を越えることを、彼女は躊躇っていて。







　――なぜなら。それは。その一線は。あのカトリーヌが引いた線だから。







　合宿所での事件。彼女は戦闘に私を巻き込まなかった。戦列に並ばせることを許可しなかった。恐らく、『正義のミカタ』の誰よりも、私と共にありたいと願った彼女でも、『正義』と『悪』の最後の一線を乗り越えることはしなかった。







　それは。『正義のミカタ』の矜持とも言うべきもので。意地と言ってもいいもので。







　冷静に、客観的に見て。現状、この過去川を救えるのは『正義』と『悪』の共闘だけで。呉越同舟を絵で描いて額縁に入れたような同盟関係だけで。それは北川さんもよくわかっている筈。理解している筈。でも。だけど。だからこそ。







　私は何も言わない。私から答えを提示する訳には行かない。それは彼女を侮辱する行為だから。彼女を下に見る行為だから。指揮官の役目は、判断を下すこと。そしてその結果に責任を取ること。――そして、今の指揮官は北川さん。カトリーヌに指揮権を託されたのは、他の誰でもない、桃色の魔法少女。彼女なのだから。







　……永遠に続くかと思われた沈黙が、パチンという音に破られる。







「……北川、さん？」

『はい。あ、もしかして、聞こえちゃいましたか？』

「うん。何かを叩くような音が？」

『ええ。ちょっと自分の頬を叩いてみました。意外と痛いですねこれ』







　なにしてんだこいつはこの非常時に。あれか？　追い詰められた反動でMにでも目覚めてしまったのか？　百合でストーカーでおまけにMって救いようがないぞおい。







『気合、入りました。……本多さん、お願いがあります』

「なに？」







　携帯電話から聞こえる声は、間違いなく北川さんの声なんだけど。『マジカル・スノー』のものだけど。でも。なにか、どこか、違って聞こえて。







「『正義のミカタ』のリーダーとして、お願いします。力を貸してください」







　凛としたその声は。いつもの気弱そうな彼女の声ではなくて。カトリーヌの背中で状況を見守っていた少女の声ではなくて。カトリーヌに全てを委ねていた、初心者魔法少女の頼りない声ではなくて。







『責任は、私が取ります。……共闘、お願いします』







　――誰かを守るために、何かを決断した、責任者の声で。







「……同盟を結ぶ前に、ひとつ聞きたい」

『はい。なんでしょう？』

「それは『正義のミカタ』の総意？　それとも北川さんの独断？」

『私の独断です』







　一瞬の迷いもなく。髪の毛一筋の間を置くことなく。彼女は断言する。これが自分の独断だと。上の指示ではないと。誰の許可をも貰っていないと。そう宣言する。







「いいの？　それで？　それは、その決断は、あの白い魔法少女ですら取らなかった手だよ？　しなかったことだよ？　あなたにそれだけの覚悟はあるの？」







　私に『悪の女幹部』としての立場があるように、彼女にも『正義のミカタ』としての地位がある筈。それがどれ程の権限を有しているかは知る由もないが、でもこれは、きっと。明らかな越権行為。彼女の所属する組織が。『正義のミカタ』が。悪との共闘を良しとする筈はない。それは当たり前のことで。でも。だけど。







『覚悟。覚悟ですか。そんなものはとっくに決めています。……私は正義のミカタです。正義の魔法少女です。平和を守る。悪を討つ。その大義名分の前には、全ては許されます。全ては霞みます。その為にどんな手段をとるか、なんてことは、些細な問題です。要するに』







　携帯電話の向こうで。北川さんが。『マジカル・スノー』が。にやりと笑ったような気がした。力強く頷いたような気がした。――彼女は、今。きっと。魔法少女見習いから、本物の魔法少女へと脱皮を果たした。







『人々の笑顔を守ること。この世界の平和を守ること。これが、私の、私たちの、全てです。その為には何でも利用します。どんな手段でもとります。……だって。私が負けたら、誰かが泣くことになるから。誰かが困るから。だから、『正義』は絶対に負けられないのです。……きっと、お嬢様が健在なら、同じ判断を下すと、私はそう信じています』







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　21:30　JR過去川鉄橋にて。







　銀色の風が河川敷を奔る。鍛え抜かれたその脚は、もうトラックで観客の声援を浴びる機会は失ってしまったが。大会で表彰台に上ることは出来なくなってしまったが。今の彼にはそれ以上に大切なものがある。金メダルよりも名誉に感じるものがある。







　――それは、人々の笑顔。そして、仲間からの信頼。







「ぬおおおおおおっっ！！！」







　少年は叫ぶ。気合を入れる。彼の速さに翻弄され。彼の勇姿に恐れをなし。黒服たちが怯む。怖気ずく。彼の拳は、まだ最強には届いてはいないけど。彼の足は、まだ最速とは呼べないけれど。昨日までの彼では、この人数相手に勝てる筈はなかったのだけれども。







「病気の仲間と！　強くなろうとしている仲間と！　生まれ変わろうとしている仲間がいるんだ！　それに報いられなきゃ、それに応えられなきゃ！　男じゃねえよな！」







　少年はまだ少年であったが。少年は男になろうと足掻く。少年は強くなろうともがく。格好悪くても。我武者羅であっても。それでいいと彼は思う。今はまだ勢いだけでも。気合が空回りしている状態でも。でも。いつか。きっと。







「俺がみんなを守る！　守れるようになる！　絶対なってやる！　いつか必ず！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　21:32　過去川バイパス料金所にて。







　その男が歩くだけで、黒服の列が乱れる。その男が前に進むだけで、黒服の列が後退する。その男が視線を投げるだけで、黒服の群れが硬直する。何の警戒もなく、無人の野を歩くが如く、静かに歩を進める、一人の男。







　――絶対の強さを具現化した男。大佐と呼ばれたその男は。







　何も持たず。何も構えず。ただただその圧倒的な存在感だけで、敵を退ける。その戦意を挫く。今日の彼の武器は、愛用の刀ではなく。鍛え抜かれた肉体でもなく。自身の所属する組織が開発した新兵器でもなく。故意に、滲み出させた殺意だけで。







　人は、大津波と勝負しようとは考えない。

　人は、雪崩に対して勝てるとは思えない。







　本物の『悪』が放つ殺意は。愚直なまでに強さのみを追い求めた男が放つ『戦意』は。それはもう、黒服たちにとっては自然災害に匹敵する巨大さで。質量すら伴い、ひしひしと迫ってきて。







　――気がつけば、黒服たちは一人残らず姿を消していて。







「……また見せ場なし、か」







　残念そうに肩をすくめる、彼であった。







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　21:40　山影電鉄過去川鉄橋にて。







　暴風は青く、そして人の形をしていた。暴風は青く、そして鋭い槍を掲げていた。

　突撃。斬撃。刺突。激突。一閃。旋回。襲撃。周旋。旋回。――そして、血飛沫。




　青い風は止まらない。青い風は捉えられない。青い風は容赦がない。

　赤く開いた口は閉じることなく。虚無を映した瞳は閉じることなく。




　閃く槍は死神の鎌の如く。放たれる魔法は雷神の怒りの如く。

　それは殺戮と虐殺の舞。それは悪魔の輪舞。それは鬼の演舞。




　魔法少女は嗤う。血塗れの槍をかざして哂う。復讐の美酒に酔いしれる。

　それは彼女の十年の重み。彼女の十年の恨み。彼女の笑顔の仮面の理由。







　――彼女のたった一つの、誓い。悪は、許さない。悪は、滅ぼす。悪は――







「みんな、一人残らず、あの世へ、送ってあげる、ね」







　……台風の夜に、赤い三日月が、浮かぶ。







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　21:55　国道二号線土山陸橋にて。







　……また一人、黒服が倒れる。もう何人が倒れて何人が立っているのかもわからない。陸橋の脚に仕掛けられた爆弾はとっくに解除され、予備の爆弾を抱えた黒服は真っ先に倒され。混乱する黒服の群れは、一人ずつ、静かに、音もなく倒されていき。




　漆黒の闇からの攻撃。目に見えない襲撃者。その存在は黒服たちの恐怖心を煽り。パニックを演出し。それが更に黒服たちの集団としての機能を奪っていく。恐怖が恐怖を呼び。怯えが怯えを生む悪循環。闇に生きる筈の黒服たちが、闇に怯える矛盾。




　

　恐慌をきたした黒服たちが、闇雲に振るう武器は同士討ちを生み。

　恐怖に打ちのめされた黒服たちが、足を止めれば襲撃者に討たれ。







　そして最後の一人をしとめた黒い影が、ぽつりと呟く。黒い衣装と黒いマスクに身を包んだその青年の姿は、闇夜に溶け込んだ影のようで。最後までその姿を黒服たちは捉えることができず。一方的な、狩りの時間でしかなくて。







「訓練にもなりませんでしたね。修行して出直してください」







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　21:55　過去川埠頭にて。







　観測史上最大の台風の力を受け、凶悪に荒れ狂う海が、波を岸壁に叩きつけている。過去川埠頭のコンクリート製の岸壁が、その暴威に必至に耐えている。負けはすまいと立ち塞がる。







　そこへ至る道を走る黒い影。複数の黒い男たち。何者かの意志を受け。何者かの指示を受け。何かを企むその黒い集団の前に、一人の男が立ち塞がる。







「……ここは、通さぬ。『闇夜の鴉』よ」







　堂々たる体躯を風に晒し。丸太のように逞しい腕を組み。岩のように静かに立ち塞がる男の正体は、悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の怪人、その名もカニゾー。




　カニ怪人としての本体は失い。生身の部分は大半を失い。体のほとんどの部分を機械に取って代わられた今でも。







　その魂は戦士のそれで。その誇りは戦人のままで。気高いままで。







「同じ組織だったという縁を以って忠告する。……引け。お前らでは何人束になろうとも、今の自分には勝てぬ」







　脅すのではなく。力を誇示する訳でもなく。怪人は告げる。事実を述べる。







　しかしその忠告は聞き入れては貰えず。その言葉は黒服たちの耳には届かず。

　手に手に武器を握り、迫りくる黒服たちの群れを一瞥した怪人は、そっと息を吐く。







「無駄な殺生は、好まぬのだがな。されど、挑まれた勝負から逃げる訳にも行かぬ。我が主の命に背く訳にも行かぬ。――手加減はせぬ、ぞ？」







　――過去川の海岸が。黒服たちの血に染まる。







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　22:00　過去川市外『百合荘』にて。







「どうして儂だけ留守番なのじゃ！」

「そう興奮しないでください。博士。血圧上がりますよ？」

「しかしな！　Bよ！　大佐もAも、カニゾーすら出陣してるというのに！」







　百合荘の居間で大騒ぎをしてるのは、『ブラックシャドウ』の頭脳こと、博士。それをまあまあと優しい顔でなだめる戦闘員B。







「百合ちゃんは心配しているんですよー。博士の体のことを」

「なんの！　まだまだ若い者には負けん！」

「じゃあ、命令違反しますか？　外に出ますか？　百合ちゃん、悲しむでしょうねー」

「…………」







　くすくすと、優しい笑顔で微笑む女戦闘員。苦虫を噛み潰したような顔で女戦闘員を睨みつける初老の男。……やがて全てを諦めたように肩を落とす白髪の男。







「……盟主代理が出るなというのなら、仕方がない」

「そうですよ。博士。ですからここはのんびりと」

「だがしかし！　儂も働くぞ！　やれることはするぞ！」

「……博士？」







　初老の男が懐から携帯端末を取り出す。それを猛然とした勢いで操作する。次々と現れては消える情報の窓。高速で流れいく意味不明な文字列。







「よし。過去川の警察、消防、自警団の指揮系統は儂が掌握した」

「……は、博士！？」







　もしかして、今のはハッキングというやつなのだろうか？　しかし、自警団はともかく、消防に警察？　そんな場所に簡単にアクセスすることが出来るのであろうか？　……ま、この人のやることだし。悪の組織の天才科学者のすることだし。やると言ったらやるのだろう。







「情報は全て押さえた！　縦割り行政の過去川市になんぞ任せてはおけん！　ここから先、指揮は儂がとる！　最高の効率で組織運営を果たして見せるぞ！」







　……目を爛々と輝かせ、矢継ぎ早に指示を飛ばす老人を見つめ、女戦闘員はこっそりと小さなため息をこぼした……。







　☆　☆　☆　☆　☆







　七月十二日　22:12　国道二号線陸橋前にて。







　最大の激戦区となった場所。それはこの二号線の陸橋前で。警察により封鎖された広い三車線道路を舞台に、黒服と桃色が激突する。




　本来、桃色は『正義のミカタ』の中でも特に魔法に特化したタイプで。その本分は、近接型の背後から前線に向け強力な魔法を放つ、いわば砲台のような役目であって。




　雲霞のように押し寄せる『闇夜の鴉』の戦闘員を、正面から一人で退けるというのは、彼女にとっては決して得意なことではなくて。







　だが。しかし。







「ええいっ！！」







　戦闘中の掛け声とはとても思えぬ、どこか可愛らしい声をあげ、目の前の黒服を蹴り飛ばす。返す刀とばかりに、魔力の篭った杖を振りかざす。体力的には黒服にすら劣る筈の桃色の魔法少女は、だがしかし、真正面から黒服に当たることをせず、隙を見て攻撃を放ち、距離を取り魔法を放ち、創作ダンスのような動きで敵を翻弄し。







　じわりと滲む汗をぬぐう暇もなく。接近戦で負った怪我を省みることもなく。

　桃色の魔法少女は戦う。誰の命令でもなく。誰の指示でもなく。自分の意思で。







　背負わされた責任が彼女を変えた。尊敬すべき友人からの信頼が彼女を変えた。

　




　白い魔法少女のような、覚悟はまだないかもしれないけど。

　青い魔法少女のような、壮絶な戦う理由はもってはいないけれど。







　でも。今の彼女には。守るべき仲間の存在があって。守りたい約束が存在していて。

　それが彼女に、戦う力を与えてくれる。それが彼女に、戦う意思を与えてくれる。







　だから。







「きなさい！　悪の手先！　『正義のミカタ』の魔法少女！　『マジカル・スノー』が相手になります！」







　――今ここに、新たなヒロインが、誕生する。











第三幕　浄化の桃

第十一話　台風の目の中

第十一話　台風の目の中




　――私が二国の交差点に辿り着いたとき、戦闘はまだ終わってはいなかった。







　押し寄せる黒服たちを前にして、一歩もひかずに立ち塞がる桃色の魔法少女の背中は、いつか見た、名も知らぬ商店を守る白色の魔法少女の姿と重なって見えて。桃色の彼女が憧れた、白色のお嬢様の誇り高い姿そのもので。







『百合とっ！　大事な友人とっ！　約束したのですから！　もう誰も不幸にはしないと！　私の正義を貫くと！　そう誓ったのですからっ！』







　……あの日、過去川駅前の商店街で。白いお嬢様が誓った言葉。彼女が正義の魔法少女である理由がそれなのだとしたら。







「下がりなさい！　悪の手先たち！　この橋は、私が守ります！　この街は、『マジカル・スノー』が守ります！　私は、お嬢様にそれを託されたのだから！　こんな私を、信じてもらえたのだから！　だからっ！」







　これが。これこそが。桃色の魔法少女の戦う理由。桃色の魔法少女の存在理由。彼女が正義の魔法少女である理由。







　フリルを多用した、如何にも戦隊モノのピンク役らしいその衣装は泥に汚れてはいたけれども。所々、切り裂かれ破れてはいたけれども。それどころか赤い血が染み出している部分すらあったけれども。

　

　それでも、傷だらけになっても。泥にまみれようとも。血を流そうとも。ここは一歩もひかぬと。ここは誰も通さぬと。ここは自分が守ると。雄弁に語る、その背中を見て私は思う。







　魔法少女に『なってしまった』彼女は今、魔法少女に『なった』のだと。







　……桃色のヒロインが杖を掲げる。魔法少女っぽく、ファンタジーな意匠をしたその杖が、持ち主の意志に答えるように、持ち主の戦意を力に変えたように、淡く、でも力強い光を放ち始める。







「これで！　終わりです！　――『パウダー・スノー』っ！！」







　暴風に舞う、桃色の雪片。魔力の篭った桜の花びら。それは月の隠れたこの暴風雨の闇を背景にして、幻想的なまでに美しく空を覆い、見る者の目を奪う。だがそれは、この場の観客である悪の組織の手下である黒服たちにとっては、致命的なダメージを誘発する浄化の魔法。桃色の魔法少女にしか使うことが出来ない、強力な範囲魔法。







　魔性の桜が、黒服たちを討つ。魔法の雪片が、悪の手先を焼く。







　――季節はずれの桜吹雪。闇夜に舞う桃色の乱舞が、最後の一片を儚く散らしたとき、戦場に立つ黒服は、もう一人もいなかった。







　……この戦闘に全力を尽くしたのであろう、肩で息をしつつ路上に膝をつく桃色の魔法少女の背中に向け、私は足を進める。その背後に立つ。年相応の華奢な背中は、降りしきる豪雨を受けびしょ濡れで、私と違い手の入れられていた筈のショートカットの黒髪は乱れ、首筋には滝のような汗を流し。まさに、疲労困憊といった有様で。







　でも。それでも。







「……お疲れ。北川……じゃない。『マジカル・スノー』。格好良かったよ」







　彼女は。桃色の魔法少女は。私に背を向けたまま無言で右腕を伸ばす。







　――ぴっと。真っ直ぐに。誇らしげに親指を立てて。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……『悪の組織の女幹部』が『正義のミカタの魔法少女』と合流を果たしたその時。







　観測史上最強最悪の台風に揺れる過去川市における『正義のミカタ』と『ブラックシャドウ』の布陣は、市の中心から見て東西南北に分散している。







　過去川市の西側、姫路方面には銀と青の『正義のミカタ』が。

　過去川市の東側、神戸方面には『ブラックシャドウ』の大佐、戦闘員Aが。

　過去川市の南側、瀬戸内海方面には機械の体を手に入れた怪人カニゾーが。

　過去川市の北側、内陸側には、桃色の魔法少女と黒色の悪の女幹部が。







　その力は『闇夜の鴉』の戦闘員を圧倒し。東西南北全ての戦闘に勝利し。

　一見すると、かの組織の野望を打ち砕いたかのようにも見えたが。




　しかしそれは、実は局地戦での勝利と言うだけで。個人の勝利と言うだけで。

　それは『戦術的な勝利』と言うだけで。『戦略的な勝利』に結びついてはおらず。







　――まるで誰かに誘導されたかのように、四方へと散った正義と悪。







　あるいは。『悪の組織の科学者』である博士が、最初から指揮を執っていれば。

　その天才的な頭脳で、敵の、『闇夜の鴉』の意図を見抜いたかもしれない。




　あるいは。『悪の組織の大幹部』である大佐が、最初から指揮を執っていれば。

　その悪魔的な戦闘指揮能力で、敵の、『闇夜の鴉』の目的を見破ったかもしれない。







　……だがそれを。その指揮能力を。今の『正義のミカタ』に求めるのは酷な話。







　今の『正義のミカタ』の指揮官は、弱冠十六歳の女子高生で。

　ほんの少し前までは、ただの中学生だった気の優しいだけの少女で。




　与えられた責務が、寄せられた信頼が、彼女の心を変えたとは言え。

　彼女の指揮能力が、彼女の戦闘能力が、飛躍的にあがる筈もなく。あがる訳もなく。




　対処療法で、敵の出た場所に味方を派遣し、自らも戦地に立った少女が。

　自分の勝利と仲間の無事を確認したその時。







　――物語は、もう一度、大きく動く。戦況が、激変する。

　

　

　その舞台となるのは、戦場は。過去川市の中心。過去川駅のすぐ近く。







　その建物は、政府の重要施設というわけではなく。過去川の要所と言う訳でもなく。

　どこにでもあるような、単身向けのマンションで。五階建てのマンションで。




　過去川駅近郊の、ごく普通のマンションの前。この建物は、正義のミカタの本拠地などではなく。勿論、悪の組織とも何の関係もなく。ただの一般住宅で。どこにでもあるマンションで。




　強いて他のマンションとの相違点を挙げるとすれば、それは施設ではなく、設備でもなく、そして間取りでもなく。それは住人のほうで。







　――つまり、ここは、『正義のミカタの魔法少女』、カトリーヌの住むマンションだということで。







　☆　☆　☆　☆　☆







　どんなに大型の台風でも、その中心は晴れ渡っているように。







　正義と悪が全面対決しているこの瞬間、その中心であるこの場所は。市の中心部は。折からの台風の影響で不気味なほどに人気がなく。本来、街の治安を守るべき国家権力も正義のミカタたちも、悪を討つために街の外周部へと出撃していて。全力で戦っていて。







　……だから、その人影が。怪しい黒影が。マンションの扉を破壊して内部へと侵入を果たしたことは、誰の目にも止まることはなくて。







「……あっけないものだな」

「はい。侵入防止の結界すら張られていないとは……」







　右手の一振りで、頑丈なマンションの鍵を破壊した豪奢な服を着た男がそう呟く。そしてそれに応える声がする。追従する声がある。だがしかし、マンションのエントランスには豪奢な服の男の姿しか見えず。もう一人の人物の姿は見えず。無造作に、無警戒に。歩き出した男以外の影は見えず。







「で、何階だったかな？」

「はい。五階です。総督」

　

　

　そうか、と。見えない相手にひとつ頷いて、男がエレベーターのボタンを押す。微かな機械音を響かせ、鉄の箱が下りてくる。その僅かな時間に。







「……あ、あんたは誰だ！？　ここで何をしている！？」







　エントランスに備え付けられた管理人室から、初老の男が飛び出してくる。右手に握った金属バットは護身用であろうか？　老人の細い手には似合わないその凶器は、だがしかし、金属製の扉をもやすやすと断ち切った豪奢な男に対しては余りにも無力で。威嚇用としてすら役には立たなくて。







「はて。職務に忠実なのはよいが、命を無駄にすることはない。黙って引っ込んでいればすぐに引き上げる。何も見なかったことにして、部屋に戻るといい」







　男は老人に全く興味を抱かず、視線すら送らず。路傍の雑草に対するような態度で言葉を投げる。しかし老人は頑固だった。あるいは愚かであった。目の前の男が、この豪奢なマントを身につけた男がどれ程危険かと言うことを考えることもなく、考える余裕もなく、さらにしつこく食い下がる。







「け、警察に通報するぞ！」

「警察？　そうか、警察か。よろしい。ぜひ通報してきてくれたまえ」







　老人の叫びに、男は笑って答える。……警察！　警察ときたか！　この私を捕らえるのに、この私を止めるのに、ニンゲンの力で成そうと言うのかこの老人は！







「……総督。私が」

「よい。老い先短い老人の命だ。ここで無駄に散らす必要もあるまい」







　見えない影に向かい、男は声をかける。獅子は虫けらのことなど見向きもしない。象は足元の蟻に気を払ったりはしない。ただその存在を無視するだけである。男にとって目の前の老人は、いや、老人が呼ぼうとしていた警官でさえも、塵芥に等しい存在。







　笑いを収めた男は、静かに振り返る。老人に向け視線を飛ばす。







　――それだけで。ただそれだけで。







　老人の動きが止まる。老人の思考が止まる。老人の喉が張り付く。

　声すら上げられない。呼吸すらままならない。指先ひとつ自由にはならない。







　視線ひとつで人ひとりの動きを封じた男は、最早老人に対する一切の興味を失い、エレベーターへと乗り込む。手袋に覆われた逞しい指で、『5』のボタンを押す。







　――気を失った老人一人、マンションのエントランスに残して。







　☆　☆　☆　☆　☆







　その部屋の主は、静かにベッドに身を横たえていた。







　本来であれば、悪が大挙して訪れたこの日この時、最前線で指揮をとっていた筈の彼女の体は、まだ本調子とは言えず。どんなに科学が進化しても、決して根絶することは出来ないといわれる風邪の症状は、まだ彼女の身体をじわじわと苛んでいる。







　気持ち悪い汗で濡れた体で、そっと寝返りを打つ。周囲の気配を伺う。







　年齢、弱冠十五歳と十一ヶ月。十六歳の誕生日には、まだ後一月ほどある。そんな世間的にはまだ少女と呼ばれる年頃の彼女は、だがしかし、『正義の魔法少女』として、『白い魔法使い』として、幾多の戦場を駆け抜けてきた歴戦の勇者。自慢の攻撃魔法で数多くの敵を退けてきた優秀な女戦士。







　……だからこそ気がつけた敵の気配。だからこそ気づいてしまったこの窮地。







　普段の彼女なら。白い魔女の血を引く彼女なら。寝る前に自らの部屋に結界を張る。結界を破られても戦う術がある。戦い敗れても助けを請える仲間がいる。







　だがしかし。今の彼女は。飲みなれない市販の薬を飲んだせいで魔法が使えない。







　魔法が使えないということは、身を守る結界を張ることが出来ないということ。

　魔法が使えないということは、迫り来る敵に対し攻撃する力がないということ。







　そして何より。彼女の頼りになる仲間たちは、彼女の命を受け全て出払っていて。







　彼女は唇を噛む。ガチャガチャと音を立てるドアノブを睨む。台所にある包丁でも握るべきかと慌てて身を起こし――眩暈に襲われる。再びその身をベッドへと戻す。いや。自分の体を支えきれずに倒れこむ。







　忌々しい熱は、まだ彼女の体から出て言ってはくれず。

　体内の白血球は、いまだ彼女を蝕む病原菌と激戦の最中で。







　せめてもと思い、枕元のガラス製のコップをベッドサイドに叩きつける。今の音はきっと、部屋の外まで聞こえた筈。正体不明の侵入者に警戒心を持たせた筈。その危険を冒しても、手に入れたかった武器。それが即ち、鋭く尖ったガラスの破片。




　こんなものでこの身を守れるとは到底思えはしないが、だからといって無抵抗でいることは『正義の魔法少女』としての矜持から受け入れることは出来る訳もなく。







　少女はもう一度、今度はゆっくりと――しかし全身の力を使って――立ち上がる。部屋の照明を消す。ガラス片を指に挟み込む。







　――今の彼女が成せる、最大限の戦闘態勢を整える。







　金属製の音を立てていたドアノブが、ごとりと玄関に落ちる。白い魔法少女は思わず唾を飲み込む。侵入者の正体、その姿はいまだ見ることは出来ないが。でも、そいつは。金属製のドアノブを捻じ切ることができるくらいの怪力を持っているということで。ガラス片ひとつで勝負を挑むこと事態が無謀とも言えるような相手ということで。







　――ゆっくりと。部屋にいる少女により一層の恐怖感を植えつけようとばかりにゆっくりと。開いていくドアに向かい、少女は駆け出す。右手の指に挟んだ唯一の武器をかざす。侵入者に向け振り下ろす。だがしかし。







「――っ！？」

「おやおや。手荒い歓迎、どうもありがとう。『白い魔女』さん」







　渾身の――普段の彼女からすれば在り得ないほど弱々しい力ではあったが――不意打ちは、目の前の侵入者に容易く握り締められてしまって。逞しい腕で握り締められた自分の手首は、あっさりとガラス片を手放してしまって。







「無礼者！　何者ですの！？　貴方！？」

「あなたの敵、ですよ。『正義の魔法少女』さん。『マジカル・カトリーヌ』さん」

「て、敵なのはわかっています！　放しなさい！　その手を放しなさい！」







　にやりと、不敵な笑顔を浮かべた男が、すっと右手を上げる。殴られる……と身構えた少女の顔に、正確にはその口に、手袋で覆われた手を押し付ける。







「騒いでも、無駄です。が、煩いのは苦手でしてね」

「――っ！　――っ！」







　幼児がいやいやをするように、必至に首を振る少女。そんな少女の姿を見下ろし、男は微笑む。ファウストに出会ったメフィストフェレスのような笑顔で微笑む。悪魔の微笑を浮かべたまま顔を近づける。







「この期に及んで、その目、ですか。……さすが『白い魔女』の血統。素晴らしい」







　男は更に踏み込む。少女の体を押し、部屋の反対側、台風に荒れる過去川の街を透かす大きな窓へと押し付ける。少女の華奢な体が、固いガラスに押し付けられる。







「だいじょうぶ。痛いことはしません。私はこう見えても紳士でしてね。……ただ、ちょっとだけ、あなたの体を借りるだけ、です」







　……体を、借りる？　この男は何を言っているのだ？　『お前を倒す』とか、いっそ『殺す』と言われれば納得も出来る。受け入れることは出来ないが。だがしかし。こいつは。この男は、『体を借りる』と。そう言った。そう言ったのだ。







　押し付けられた窓の外。轟々という風の音に混じり、遠くから雷鳴までが聞こえてきた。この台風は本当に勤勉らしい。追い詰められた少女は現実逃避気味にそんなことを考える。そしてすぐにそれを打ち消す。




　自分は、この身は、『正義』を体現した姿。悪を討つ正義の光そのもの。

　だとしたら。ここで。こんな場所で。むざむざ悪の手に果てる訳には行かない。




　押さえつけられた腕は、動かすことが出来ないとしても。

　悪を討つ正義の白い魔法は、放つことは出来ないとしても。







　少女は男の手に歯を立てる。思い切り噛みしめる。全身の力を顎にこめる。







　ぶちゅりと。嫌な音を立てて、生暖かい何かが口に流れ込んでくる。吐き気を堪え、尚力をこめる。手袋の布ごと、肉を食いちぎる。







「……素晴らしい。実に素晴らしい。その戦意。見上げたものです。ですが」







　男の声から痛みは感じられず。男の表情に苦悶の陰は浮かばず。むしろ少女に対する賞賛の色すら浮かべて。







「時間が惜しいので、この辺で。――カゲゾー！」







　男が叫んだのは、暗闇を雷光が貫いた瞬間。五階建てのマンションのこの部屋の窓の外には、暗い空が広がるだけで。荒れる夜空が広がるだけで。だからその閃光、魔法ではなく自然現象である雷が光った時、照明を落とされた部屋の床には、男と少女の影がはっきりと映る。映ってしまう。







　――その刹那の時間を逃さず、男の影から飛び出した平べったい『何か』が、少女の影へと飛び移った。














第三幕　浄化の桃

第十二話　桃色の少女の叫び

第十二話　桃色の少女の叫び




「……はい。はい。ええ。こちらも終わりました。はい。三田君も無事なようです。はい。はい。お疲れ様でした。では駅前で」

「……大佐も無事なのね？　よかった。え？　なに？　は？　『物足りない』？　アホなこと言ってないでとっとと戻ってきて。うん。じゃあ駅前集合で」







　ピッと小さな電子音をを立てて、私も北川さんも通話を終える。互いの陣営に対する連絡を済ます。どうやら『正義のミカタ』も『ブラックシャドウ』も完勝したようだ。怪我がないのは何より。まあ、三田君や青いのはともかく、ウチの人たちが負けるところなんて想像もつかないけれど、ね。うん。







「ふう。……ありがとうございました。本多さん。助かりました」

「別に礼とかいいから。一応、私たちも過去川市の住人だし」







　正義だ悪だと気取る前に、まずこの過去川市は私たちの街だ。生まれ故郷と言う訳じゃないけど、住んでいればそれなりに愛着もわく。それに何より、もし『闇夜の鴉』の破壊工作が成功して過去川が氾濫すれば、我が家である百合荘なんて、まず間違いなく崩壊するし。築二十年は伊達じゃないよ。木造だしね！







「で？　これからどうするの？　北川さん？」

「まずは上に報告ですね。それからパトロールの再実施。見落としがあるかもしれませんから。川沿いや交通機関だけではなく、ライフラインのほうも見て回るつもりです」







　きびきびと、北川さんが言葉を返す。激しい戦闘の後で疲れているだろうに、休む間もなくパトロールを再開しようと言っている。その薄い肩に乗せられた重圧と期待に、必至に応えようとしているのだろう。彼女なりに。







「よく働くねえ。ライフラインっていうと、変電所とか、上下水道とか？」

「はい。あとは消防署や、市役所なんかも」







　そう答えた北川さんの声が途切れる。二人の視線が市内へと向けられる。その原因は、駅前のほうから聞こえるサイレン音。消防か警察か、それとも救急車だろうか？　遠くから聞こえるそれが、嫌な感情を抱かせる。







「……まさか、新手？」

「そ、そんな！　いくらなんでもそんなに多数の戦闘員を配置できる筈が……！」







　悲鳴のような北川さんの声を遮るように、私の携帯電話が鳴り出す。画面に表示された着信相手の名前は、『博士』。また川で流されては困るので厳重自宅待機を命じたはずの博士からの着信。……なんだろう？　ものすごく悪い予感がする……。







「はい。こちら百合です。どうしたの？　博士？」

『百合か！？　緊急事態じゃ！　すぐに市内に戻れ！』

「え？　何があったの？　駅前のほうに緊急車両が向かってるみたいだけど？」

『だから緊急事態だと言っておる！　駅前のマンションに怪人が現れた！』







　……駅前の、マンション？　え？　それってどういうこと？　『闇夜の鴉』の狙いは過去川市の交通網の分断じゃなかったの？　マンションなんか襲撃したって、市の機能を奪うことは出来ないと思うけど？　いやまあ、そりゃ住んでいる人が人質になってたりしたら大問題だけど。でも。なんで？　あ、いやそれより。







「事件なのはわかったけど。そもそもなんで博士がそんな情報を？」

『今の過去川市の警察、消防その他の指揮系統は儂が握っているからじゃ！』







　何をしてるんだこの老人は？　年甲斐もなく。







「とりあえず、わかった。『正義のミカタ』には伝えておく。住所は？」

『過去川市篠原町。マンションの名前は『ベルエトワール』じゃ。急げ！』

「うん。わかった。篠原町の『ベルエトワール』ね。……うん？　あれ？」







　篠原町は過去川駅前の一角だった筈。それはいい。それよりも何かが引っかかる。何かが気になる。その違和感の正体。それは住所ではなく。場所ではなく。つまり。







「……篠原町の、『ベルエトワール』……そこで、何かあったんですか？　本多さん」

「え？　ああ。うん。怪人が出たって……えっ！？　ちょっと北川さん！？」







　私の言葉を最後まで聞くことなく、北川さんが走り出す。桃色のドレス風の戦闘服、その裾を翻して。過去川市内に向けて走り出す。







「ちょ、ちょっと！　北川さんってば！　どうしたのさ！？」







　慌てて追いかけた私は、桃色の魔法少女の背中に問いかける。その背中には焦りの色が濃く浮かんでいて。二号国道で黒服の群れを相手にしていたときよりも、ずっとずっと強張っていて。それだけに、彼女の真剣さを、彼女の動揺を雄弁に物語っていて。







「……過去川駅前の、篠原町。マンション『ベルエトワール』。そこは」







　振り向きもせず。そんな余裕すらなく。北川さんが叫ぶ。血を吐くような声で叫ぶ。







「――そこは！　お嬢様が住む、マンション、ですっ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「下がって！　危ないから下がってください！」

「こちら現場！　こちら現場！　本部！　至急増援を！　アレは押さえられません！」







　魔法少女である『マジカル・スノー』こと北川さんと、そして悪の女幹部である『ブラック・ユリィ』こと私がそのマンションの前に辿り着いたとき、現場は既に混乱の渦の真っ只中に叩き落されていた。




　超大型台風の影響により普段よりは人通りがないとは言え、ここは駅から徒歩五分の過去川市のメインストリート。これだけ多数のパトカーが集結していれば野次馬も沸いてくる。それを誘導する警官の怒号が響き渡る。車載のマイクに向け、本部へ連絡する警官の声もする。――そして警察により遮断された二車線道路の真ん中。そこには。







　豪奢なマントを台風の風にひらめかせ、轟然と立つ一人の男の姿があり。

　そしてその逞しい腕に捕らえられている、ぐったりとした白銀の髪の少女の姿があり。







「そこの男！　止まれ！　止まるんだ！　抵抗をやめろ！」







　拡声器を使い叫ぶ警官の声。それが聞こえているのかいないのか、いやそれとも聞こえていても歯牙にもかけないのか。男は警告に対し一切の反応を返さず、多数の警官に完全包囲されていると言う現状をも省みず、無人の野を歩くように足を進める。







　――よく見れば。男の足元。既に死屍累々。







　それを勇気と呼ぶのか、それとも蛮勇と呼ぶべきなのか。明らかに異質の存在である男に向かっていき返り討ちにあったのであろう、多数の警官が横たわっている。ピクリとも動かない者。苦しげな呻き声を上げる者、怪我の具合は個々によって違うのではあろうが、その強さは警察の戦意を奪うには十分な光景で。







　――じりじりと。包囲網が下がっていく。男に押され崩れていく。







「お、お、お嬢様あああああっっっ！！」







　一瞬。私が警官たちの惨状に眼を向けていたその一瞬に。桃色の風が飛び立つ。魔法少女が男に向けて飛びかかる。防御も何も考えない、危険も何も省みない、ただただ目の前の少女を救おうとして走りよる桃色の正義のミカタ。







その声に反応した男が振り返る。真っ直ぐに向かってくる桃色を見て笑顔を浮かべる。







「――面白いっ！　『正義のミカタ』の登場かっ！」







　魔法少女の手が伸びる。その先にいる白い少女に向けて。大事な人を。大切な仲間を。この手に取り返す為に。この手に取り戻す為に。だがしかし。少女の手は余りにもか細くて。余りにも無力で。男の腕に打ち返される。無造作に振るわれた男の腕の力に耐え切れず弾け飛ぶ魔法少女。







「お嬢様を放せええええっっ！！」







　振り払われた衝撃で壁に叩きつけられた桃色の魔法少女。しかしその戦意は折れず。戦う意思は途切れず。即座に立ち上がり腕を振り上げる。魔力の篭められた杖を振るう。杖に宿った桃色の光が男に向け放たれる。







「……興醒め、だな。今の『正義のミカタ』はその程度、か」







　つまらなそうな顔で腕を前に出す男。開かれたその掌に桃色の魔法がぶつかり――握りとめられる。弾くのではなく。耐えるのではなく。増して跳ね返すのでもなく。その手に掴み取る。







「私に挑むというのなら、もう少し力をつけてから、こい」







　男が無造作に「ソレ」を投げ返す。桃色の魔弾を投げ返す。野球のボールを投げるように。何でもないことのように。桃色の放った魔法を桃色に向けて投げ返す。







「――っ！！」







　余りのことに呆然としていた桃色の腹部に、投げ返された「ソレ」が直撃する。再び弾け飛ぶ魔法少女。壁面が大きな音を立てる。先程よりも強い勢いで背後のビルに叩きつけられる。コンクリート製の壁にひびが入るほどの勢いで。強さで。ずるずると壁沿いに崩れ落ちる桃色の魔法少女。







　――やばい！　アイツは強い！







　そう感じた私が飛び出す。飛び出そうとする。……その肩を掴む腕。『ブラックシャドウ』の女幹部である私の突撃を腕一本で止められる人。そんな人はいない。ただの人ではありえない。だからその腕の持ち主は。その人は。その名前は。







「おい。どうした？　百合？　なんだこの騒ぎは？」

「た、大佐！？　放して！　桃色が！　北川さんがやられちゃう！」







　振り返った視線の先。すぐ目の前にあった大佐の顔色が変わる。それは私の言葉のせいではなく。私の声のせいではなく。大佐自身が見た光景のせいで。その視線の先にいた人物のせいで。――豪奢な黒マントの男のせいで。







「あいつ……。あいつは……」

「た、大佐？」

「――うおおおおおおおっっっ！！」







　私の誰何に答えることなく、大佐が視界から消える。肩に置かれた手が外される。気がついたときには大佐の姿は空へと飛んでいて。高々と宙に浮いていて。状況の変化についていけない私を置き去りにして大佐が叫ぶ。普段の気取った声ではなく、飄々とした態度ではなく。







　――戦う男の顔をしていて。一人の戦士の声をしていて。







「黒き闇よ！　我が身に纏え！　メタモルフォーゼ！！」







　叫ぶ大佐の姿が黒い霧に包まれる。台風の風でも吹き飛ばせない、降り注ぐ豪雨でも貫けない黒い霧。そんな漆黒に大佐が包まれる。……え！？　いやちょっと待って大佐！？　こんなに大勢の人がいる前で！？　警官だらけのこの場所で！？　まさかっ！？







「悪の組織、『ブラックシャドウ』の大幹部！　ロイ・ショッカー見参！！」







　不可思議な霧が晴れたとき。その場にいたのは、空にいたのは、紛れもない、大佐の変身後の姿。カトリーヌを抱えた男と同じような黒いマントをひらめかせ、肩にはごつい肩当を装備した悪の大幹部である大佐が、腰から愛用の刀を抜く。そのまま大上段で振りかぶる。







「死ね！」







　問答無用。まさにそんな感じで男に向け斬りかかる。完全に意表を付かれたのであろう、地上に立つ男が驚愕の色を浮かべる。慌てて少女を放り投げ、自らも剣を抜く。







　――刃物と刃物が喰い合う音が響き渡る。閃光のような火花が散る。







「――ロイ・ショッカーかっ！？　久しいな！」

「――そっちこそ、よくもまあ、また『俺』の前に現れてくれたものだっ！」







　ギリギリと鍔迫り合いをする男と大佐。私にはわかる。両者の腕に篭められた力の凄まじさが。二人の握る刀が上げる悲鳴が聞こえる。鉄をも易々と断ち切る大佐の一撃。そしてそれを押し返す男。それはもう、私から見ても、別次元の戦い。







　……なに？　なんなの？　この二人は？　なんなのよこの展開は！？







「あれから十年か！　お互いよくもまあ生きていたものだな！」

「貴様を叩き斬るまで、この俺が死ねるもんか、よっ！」







　その『よっ！』に合わせて刀を返す大佐が、即座に袈裟懸けで斬りかかる。豪奢なマントの男がそれを弾き返す。返す刀で横なぎに払う。刀を立ててそれを受ける大佐。両者の剣戟が火花を散らす。振るわれた男の刀を大佐が避ける。背後にあったパトカーがその一撃を受けあっさりと切り裂かれる。お返しとばかりに大佐が刀を突き出す。その一撃を男が回避する。背にしていたビルのコンクリート製の壁が貫かれる。獣のような叫び声を上げ迫る大佐。悪魔のような唸り声を上げ迎え撃つ男。







　両者の戦闘の、そのあまりの激しさに、警官も、そして私も、一歩も動くことが出来ない。誰も彼もが息を呑み、両者の戦いに目を奪われる。――いや！　こんな状況で。こんな異常な戦いの中で。一人だけ動く者がいた。







「お、お嬢様……。お嬢様っ！」







　先程のダメージがまだ抜けないのだろう。ふらふらと。這うような姿勢で。それで桃色の魔法少女は、白い魔法少女へと近づく。男から突き飛ばされた大事な仲間へと向かっていく。覚束ない足取りで、でも、真っ直ぐに、愚直に、仲間を救い出そうと歩み寄る。







「お嬢様！　今、お側に参ります。カトリーヌお嬢様……っ！」







　搾り出すような、桃色の魔法少女の声。それが耳に届いたのであろうか？　白い少女の体がピクリと動く。操り人形のようなぎこちなさで体を起こす。ゆっくりと顔を上げる。視線が正面に向けられる。







　――その目の色は、戦闘時の青のような、ガラス玉のような虚無だけを映していて。







「き、北川さん！　気をつけて！　なんか様子がおかしい！」







　あれは、違う！　カトリーヌは、あんな目をしない！　白い魔法少女は、あんな瞳を仲間に向けることはしない！　……あれがカトリーヌだなんて、私のライバルである『マジカル・カトリーヌ』だなんて、絶対認めない！







　桃色の魔法少女が、白い魔法少女の足元に辿り着く。私の声は届かない。誰よりも白いお嬢様を大事に思う北川さんが、顔を上げる。目の前に立つカトリーヌを見上げる。心配そうに、愛おしそうに、その手を伸ばす。







　自らに向けられた桃色の魔法少女のか細い腕。それに応えるように手を伸ばす白い魔法少女。だがしかし、その手が交じる事は無くて。カトリーヌが北川さんの手を取ることはなくて。白い魔法少女の腕は、その掌は。桃色の手を握ることはなく。彼女の傷だらけの顔に向け大きく開かれて。







　――その手に白い光が宿る。魔法の槍が召還される。







「北川さんっ！」







　走り出した私が伸ばした手は、ちょっとだけ遅くて。遅すぎて。北川さんを守ろうとした手は、北川さんを引き戻そうとした手は、何も掴むことが出来ず。







　白い魔法少女の白い魔法が、桃色の魔法少女に向け放たれる。その身を撃つ。

　交通事故のような轟音。戦場のような爆発音。吹き飛ぶ桃色の魔法少女。







　三度弾け飛ぶ桃色の魔法少女の華奢な体。加害者に向けて伸ばされた手が切なくて。疑うことなく伸ばされた手が哀しくて。本物の魔法使いが放つ本物の魔法の直撃を受け、背中からビルに叩きつけられても尚、その手が下がることはなくて。その顔は、その視線は。それでもカトリーヌから逸らされることはなくて。







「……お、じょう、さま……」







　なぜ？　と。どうして？　と。視線だけで問いかける。なぜならもう、口を開く力も残ってはいないから。糾弾するだけの力も残ってはいないから。白の為に全力で悪と戦った桃色の魔法少女は、その白色により打ち倒される。無慈悲に。容赦なく。







「――っ！　カトリーヌーっっっ！！」







　私の視界が赤に染まる。昇った血が目を染める。怒りに我を忘れた私が突撃する。白い魔法少女に詰め寄る。その胸倉を掴み上げる。締め上げる。寝巻き姿の魔法少女を片手で吊り上げる。振り回す。







「カトリーヌ！　お前今何をした！？　北川さんに何をした！？　答えろっ！？」

「…………」







　白い魔法少女は答えない。正義の魔法少女は目も合わせてはくれない。私にされるままに。私の怒りに流されるままに。ただその手だけが上げられて。ただその手が、その掌がまた白く光るだけで。再び魔法の矢を召還するだけで。







「――っ！？」







　身の危険を感じた私は、反射的に少女の体を投げつける。さすがに全力で壁に叩きつけたりはしない。出来ない。変身後の『マジカル・カトリーヌ』であるのならばともかく、今の彼女はまだ変身前。魔法を使えるとは言え、その身は一般人と変わらない。だからとっさに手加減をして投げ飛ばす。危険な魔法から距離をとる。







　手加減した故に、大きく距離をとることは出来ず。私の立つ場所は、十分カトリーヌの攻撃圏内で。魔法の射程内で。私は身を固める。腕を上げ魔法の直撃に備える。だが。







　どん！　どん！　どん！　という連弾の音。魔法の射撃音。それは確かに聞こえたけれども。そのうちの一弾は私の耳元を掠めはしたけれども。そのどれもが私には当たらない。そのどれもが私を撃つことはない。放たれた魔法は、私の横、あるいは頭上を超え、周囲の建物に被害を与える。止まっていたパトカーを破壊する。







　――この距離で、カトリーヌが、魔法を外す？







　それが数日前の光景と重なる。ガマゾーと私の初邂逅のとき。河川敷に駆けつけたカトリーヌの魔法は、その全てが外れた。百発百中の精度を誇る、英国魔女のカトリーヌの攻撃魔法が外れたあの光景を思い出す。







「……どうした？　カゲゾー？」

「……いえ。総督。どうやらこの娘、今は魔法の制御が出来ないようです」







　大佐と対峙する男が問いかける。カトリーヌが応える。いや。カトリーヌの姿形をした、カトリーヌと同じ声をした「何か」が応える。







「……総督、だと？」

　油断なく刀を構え、男を睨みつける大佐がその声を拾う。問いかけるように繰り返す。




「この娘、この娘って言ったよね。今。それどういうこと？」

　腕を眼前に上げ、魔法少女の前に立つ私がそう問いかける。魔法少女に問いかける。







　――じりじりと、戦場の四人の位置関係が変わる。私と大佐が並び、男の横にカトリーヌが並ぶ。一対一が二組。それが二対二へと変わっていく。そういう配置に変わっていく。両者の緊張が高まる。二組四人の動きが止まる。







「……如何にも。今の私は、『闇夜の鴉』の総督、そういう立場にある」

「――っ！！　おのれ！　貴様！　恥を知れ！」

「……この娘の体は、『闇夜の鴉』の怪人、カゲゾー様が頂いたということだ」

「――っ！！　なんてことするのよあんたは！　返せ！　カトリーヌを返せ！」







　大佐が刀を構える。私が拳を握り締める。両者同時に前へと踏み込む。

　大佐は総督と名乗った男へと。私はカトリーヌの身を乗っ取った怪人へと。







　殺意を篭めた大佐の一撃は。怒りを乗せた私の一撃は。

　だがしかし。敵に届くことはなく。敵を討つことは出来ず。







　大きく後方へと跳んだ男が、懐へと手を忍ばせる。黒い何かを取り出す。それを私たちに向け投げつける。放物線を描く飛んでくるソレは、まるで爆弾のようにも見えて。







「百合！　伏せろ！」







　大佐に引きずり倒された私の視界が奪われる。地に伏せた私たちの視界を白い煙が奪う。猛烈な勢いで上がる白煙。これは、これはっ！？







「え、煙幕！？　待ちなさいあんたたち！　正々堂々戦え！　逃げる気か！？」

「ああ。逃げる。逃げさせてもらう。『正義のミカタ』の、『白い魔女』の魔法が当てにならないとすれば、我々の勝機は薄いからな」







　視界の一切を奪った白煙の奥で。揶揄するような声が上がる。「総督」と呼ばれた男の声がする。遠距離攻撃を持たない私には、声のする方向に向け視線を飛ばすことしか出来ない。睨みつける対象すら見えない。くそっ！　くそっ！　くそおおおっっ！！







「また会おう！　ロイ・ショッカーよ！　『ブラックシャドウ』の女幹部よ！　今はまだ、戦うときではない。その時期ではない。あの醜いガマゾーがもたらした情報、『白い魔女』の体調不良。その好機に最大限に付け込ませて貰うのが大事なのでな！」







　私は地面を殴りつける。何度も何度も殴りつける。自らの不甲斐なさ。自らの弱さ。それが悔しくて。悔しくて。大事な友達を、目の前でむざむざさらわれた自分が情けなくて。情けなくて。何度も。何度も。何度も。







「さらばだっ！　『ブラックシャドウ』！　ふははははっ！！」







　――大型台風がもたらす強風で、白い煙幕が消え去ったとき、この場所に残されたのは、私と大佐と、破壊されたパトカーと、打ち倒された警官と。……そして。







「お嬢様……。おじょう、さまあああっっっ！！」







　……心身ともにボロボロとなって尚、大事な仲間の名前を必死で呼ぶ、悲しい魔法少女だけ、だった。














第三幕　浄化の桃

第十三話　桃色

第十三話　桃色




　轟々という風の音。叩きつけるような雨の音。

　お日様は今日も昇らない。青空は今日も見ることが出来ない。







　午前六時に携帯に届いた学校からのメール。大雨洪水強風波浪その他etcetcの警報がバンバン出ているので今日は学校はお休みだそうで。ま、この常識外れの台風の中、自主的に学校に向かう命知らずな生徒もそうそういないとは思うけど。




　休みになったからといってどこに行ける訳でもないし。どこか行きたい場所がある訳でもないし。……そもそも、今の私は、その、何と言うか、心の中に見えない隙間がぽっかり空いた状態と言うか。したいことが出来ないと言うか。何からすればいいのか優先順位が付けられないとでも言えばいいのか。







　――昨日の夜、カトリーヌの住むマンションの前で。







　パトロールの最中に発見した『闇夜の鴉』の怪人を撃退し。

　街のあちこちで破壊工作を試みた黒服を撃退した私たちは。




　白い魔法少女を、病に倒れたクラスメイトの少女を、目の前でさらわれて。

　私も、桃色の魔法少女も、そしてあの大佐でさえも簡単に手玉に取られて。







　――勿論、そのまま放置して帰ってきた訳じゃない。







　北川さんの指揮の下、『正義のミカタ』は総力を挙げて捜索に努めたし。

　私も、そして私の大事な仲間も、雨の中必至に不審な人物を追い求めた。




　自宅待機を命じた筈の博士においては、勝手に握った過去川市警察組織の指揮権を最大限活用し、各幹線道路に検問すら張ったのだ。指揮権強奪の事実がばれるぎりぎりの瞬間まで。本当に何でもありだよね。あの人。どんな魔法を使ったのかは知らないけれど、その行為自体には感謝している。うん。本当に。







　でも。結局、白い魔法少女は見つからなくて。

　不審な男の、尻尾すら掴むことができなくて。







　明け方近くに出された、疲れと、それ以外の何かに打ちのめされた北川さんによる捜索の一時中断宣言。それは多分、自分の身よりも、三田君や、青いの、それから手伝う私たちの体のことを考えてのことだと思うのだけれど。確かに疲れた頭では、疲れた体では、効率的な思考も、作業も出来ないのは事実だし。でも。







　本当は誰よりもカトリーヌの身を案じているであろう、北川さんのその発言。彼女がどんな思いでそれを発したのか。それを言葉にしたのか。それを考えるだけで、胸が、私の小さな胸が痛む。ギリギリと締め付けられるように痛むのだ。







　北川さん一人なら、今こうしている瞬間にでも、白い魔法少女の姿を求めて街を彷徨い歩いていたであろう。食事も睡眠も取らず、ただただ敬愛するお嬢様の無事を祈り、身を粉にして働き続けていたのだろう。――嫌な言い方をすれば、ただ感情的に。何も考えずに。自分の欲求に素直に。したいことをしたいように。それこそ、疲れか空腹か睡眠不足で倒れるまで。でも。だけど。







　今の彼女は『正義のミカタ』の指揮官。今の彼女は倒れることも許されない。

　思考を濁らせる事も許されない。仲間の体を消耗させることすら許されない。







　だから、彼女は言ったのだ。『捜索を一時中断します。皆さん休息してください。私も休みます』と。有無を言わさぬ口調で。それが私には手に取るようにわかる。だって。その思考は。その過剰なまでの責任感と生真面目すぎるほどの義務感は。







　――まるっきり、カトリーヌの、北川さんが敬愛する白い魔法少女の思考と、言動と、全く同じものだったから。







　……ねえ。カトリーヌ？　あんた、前に言ってたよね？　『北川さんはまだ完全には信用出来ない』って。『覚悟が足りない』って。




　皮肉なことにさ、カトリーヌ。あんたがいなくなったから。そう言っていたあんたが消えちゃったからさ。北川さんは強くなったよ。誰よりも強くなったよ。もう、どこに出しても恥ずかしくない、立派な『正義のミカタ』に生まれ変わったよ。







　だから。カトリーヌ。私の口やかましいクラスメイトさん。







　早く戻ってきなさいよね。早く帰ってきなさいよね。そして北川さんに謝りなさい。見縊っていてゴメンナサイって。下に見ていてゴメンナサイって。恥ずかしいだろうから、一緒に謝ってあげるからさ。頭を下げてあげるからさ。だから。ねえ。







「……今から探しに行くから、ちゃんと出てきなさいよね」







　北川さんは『休むことも仕事です』って、そうも言ってはいたけれど。







　私は窓の外を見る。相変わらず元気な超大型台風。早くどっかにいってしまえ。でもまあ、今の私なら、なんとかなるなる。ほんの少しだけど横になったし。ほんの少しとは言えない量のご飯も食べた。目玉焼きも食べた。準備は万端だ。







　私は玄関へと向かう。……途中にある階段へちらりと視線を送る。二階の角部屋。博士の部屋。そこにいるのが、今の私の不調の理由。カトリーヌが行方不明という火急の事態であるにも拘らず、この時間まで私を百合荘に拘束した理由。カトリーヌと同じくらい大事、あ、いや別にカトリーヌはそんなに大事って訳じゃないな。うん。違う違う。だけど、まあ、クラスメイトだし？　うんうん。だからまあ、探しに行くのは吝かでもないというかその程度な訳なんだけど、いやまあそれはともかく！







　私の、今朝の行動の優先順位を狂わせた理由。







　昨日の、明らかにおかしかった大佐の態度が脳裏に蘇る。大佐はあれから、その件に関しては、と言うかそれ以外も、一言も口を利かず。私には何の説明もなく。黙って博士の部屋へと直行し、一晩明けた今でも一階に降りては来ない。







　――あの大佐が。お気楽ナンパ不倫男である大佐が。本気で怒っていた。







　気にならない訳はない。許されるのであれば今すぐにでも博士の部屋に押しかけて問い詰めたいところである。でも。だけど。それは昨日も感じた感情。そして昨日も果たせなかった要求。







　何故かと問われれば。理由は簡単で。――怖かったのだ。大佐が。







　あんな顔をした大佐は初めて見た。あんな目をした大佐は初めて見た。

　見る物全てを切り捨てるような。剥き出しの刀のような。危険な殺気。







　私が、この私ですら、声をかけることを躊躇わせる、そんな、雰囲気。







　聞けなかった。尋ねることができなかった。本当に怖くて、怖くて。

　でも、あれも。あの悪魔のような大佐も。大佐の本質なんだと思う。







　――だって。大佐は。『悪の組織の大幹部』なんだし、ね。







　だから、今は聞けないけど。質問も出来ないけど。今はカトリーヌの捜索のほうが優先だから聞かないけれど。いつか、ちゃんと話してね。私にも。だって。







　――だって。私だって『悪の組織の女幹部』なんだから、さ。







　長靴に、雨合羽。台風の中を歩くには、ちょっとだけ頼りない装備ではあったけれど。でもさすがに昼間から変身するのは目立ちすぎるから。出来る限りの準備をして私は玄関を出る。吹き荒れる風が、突き刺さる雨が、私の進路を阻む。でも。







「行ってきます。……うん？」







　負けずに歩き出した私の服のポケットの中。携帯電話が着信音を鳴らす。古いホラー映画のテーマソングを奏で出す。この曲は、誰かさん専用の着信音。







「はい。本多です。どうしたの？　北川さん？　……うん。うん。ううん。平気。うん。え？　今から？　別にいいけど？」







　誰かさん――北川さんからの電話であった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「お呼びだてして、すいません」







　すっかり常連になってしまった駅前の喫茶店。『正義のミカタの秘密基地』。今日も休業の札を出している店内にいた北川さんが軽く頭を下げる。先日と違って、今日は彼女一人。銀色のヒーローも青色の魔法少女も、その側にはいない。







「うん。気にしないで。……だいじょうぶ？　ちょっとは寝た？　顔色悪いよ？」

「明け方近くに、少しは横になりました」

「うんうん。で、寝たの？」

「……目は閉じました」

「そっかそっか。で、寝たの？」

「…………ま、それはともかく、です」







　寝てないんだろうな。目が真っ赤だよ？　北川さん。顔色が真っ白だよ？　『マジカル・スノー』さん。私たちに休めと言った自分がそれじゃ駄目じゃない。……ま、気持ちはわかるけどね。私だって似たようなものだし。




　露骨に話を逸らした北川さんが、テーブルの上に封筒を置く。それをそっと滑らせるようにして私の前に差し出す。結構な厚さがあるそれを、私は手に取る。







「なに？　これ？」

「お約束の実費と報酬、です。昨晩はご協力、ありがとうございました」







　……あー。あーあーあー。そっかそっか。そんなこと言ってたっけね。『手伝うから実費と報酬よろしく』って。あれは、その、だたの口実だったのに。照れ隠しだったのになあ。律儀というか、真面目というか。まあ、その。北川さんらしいっちゃらしい話だけれどもさ。くれるって言うならありがたく頂戴するけどさ。どうせこれって税金から出てるんだろうしね。







「うん。じゃあ、遠慮なく受け取っておく。ありがとね」

「いいえ。あ、領収書にサインをお願いします」

「ああ。はいはい。……面倒だね。いろいろと」

「お役所ですからね。こっちも。……はい。ありがとうございます」







　こういうやり取りが発生するあたり、やっぱり『正義のミカタ』は公務員なんだなあと実感させられる。ま、それはともかく。







「……で？　お嬢様の行方は？」

「……残念ながら、まだ所在ははっきりしません。情報待ち、ですね」







　まあ、そりゃそうだよね。所在がはっきりしているのなら、北川さんがこんなところにいる訳ないし。それが例え『闇夜の鴉』の本拠地であっても、単身でも、とっくに乗り込んでいるのに違いないし。







「うん。わかった。……で、私たちの今後の動きは？」







　ここからが本題。戦闘能力、知力ということなら、うちら『ブラックシャドウ』は『正義のミカタ』にも負けてはいない。個々の戦闘能力でなら圧倒すらしている。でも、こういった捜索のような組織だった行動力においては、残念ながら勝負にならない。こっちは総勢六名。あっちは警察、消防その他の組織も動かせる。『正義のミカタ』本体だけじゃなく、多くの人、組織を動かせる。情報収集能力では勝てる訳がないのだ。







「…………」

「うん？　どうしたの？　北川さん？」







　何気ない私の質問に、北川さんが言いよどむ。唇をぎゅっと噛みしめる。視線を逸らしテーブルを見つめる。あれ？　私、何か変なこと言ったかな？　今日のこの呼び出しの意味はそれだと思っていたのだけれど？　打ち合わせのつもりだと思っていたのだけれど？　何か間違っていた？







　……黙ったままの北川さんが、一度目を閉じる。すうっと息を吐く。そして、白い顔で、血の気を失った顔で、作られた無表情を浮かべて、静かに告げる。







「……ここから先は、私たちだけで、『正義のミカタ』だけで、やります」







　――はっ？







「今までのご協力、ありがとうございました。あとは任せてください」







　…………えっ？







「今日までの働きの報酬は、その封筒の中です。これで、私たちと、本多さんたちの、共闘関係は解消となります。お疲れ様でした」







　……………………。







「ちょ、ちょっと！？　何それ？　納得いかないんだけど！？」







　強い音を立てて、私の拳がテーブルを打つ。営業していない喫茶店とはいえ、テーブルに備えつけられていた調味料や紙ナプキンのホルダーが倒れる。激昂する私に向け、対照的に冷静さを崩さない北川さんが言葉を続ける。







「もともと、私たちの関係は敵同士だった筈です。……共闘は、あくまでも一時的なもの。解消することに、何か不思議がありますか？」

「おおありよ！　今更何を言い出すのよ！？　ねえ、北川さん？　わかってる？　カトリーヌが捕まっているのよ？　行方不明なのよ？　敵だとか味方だとか、正義だとか悪だとか、そんなつまらないことに拘っている場合なの！？」







　これは私が正論の筈。私が正しい筈。今の私は『正義のミカタ』の力を過小評価はしていない。白はもとより、今では青も銀も、そして目の前にいる桃色さえも。彼ら彼女らが正義の名に相応しい、立派なヒーロー、ヒロインだと知っている。だけど。







　今回は敵だって普通じゃない。組織だった行動。大佐ですら翻弄するあの男。どうあっても総力戦は避けられない。戦力は一人でも多いほうがいい筈。何より、囚われの白いお嬢様の安否。今こうしている間にも、彼女が何をされているのか、彼女がどうなってしまうのか、北川さんは心配じゃないって言うの！？







　なのに。なのになのになのに！







「ねえ！　北川さん！　なんで？　理由を聞かせてよ！？」

「……守秘義務、が、あります」

「そんなの知らない！　ねえ！　なんで？　昨日の言葉は嘘だったの？　ねえ！？」







『人々の笑顔を守ること。この世界の平和を守ること。これが、私の、私たちの、全てです。その為には何でも利用します。どんな手段でもとります。……だって。私が負けたら、誰かが泣くことになるから。誰かが困るから。だから、『正義』は絶対に負けられないのです。……きっと、お嬢様が健在なら、同じ判断を下すと、私はそう信じています』







　昨日の北川さんの、ううん。違う。『マジカル・スノー』の言葉。あれは心からの言葉だったと信じてる。あれは彼女の本心だったと信じてる。だから私は力を貸した。だから私は正義と共に戦った。それが、それが。なぜ？　なんで？







「……とにかく、そういうこと、です。では、話は終わりです。私はこれから任務に戻ります。本多さん、今までのご協力には感謝しています。――お帰りください」







　話はこれでおしまい、とばかりに、北川さんが立ち上がる。その目は何も応えてくれず。その唇は何も答えてはくれず。完璧なまでの無表情で。ただただ、私と、『悪の組織の女幹部』との決別だけを口にして。細い指が、戦う者とは思えないほど華奢な指先が、そっとドアを指す。







　――そう。そっか。そうなんだね。







　やっぱりあなたたちは『正義のミカタ』で。

　そして私たちは『悪の組織』の人間なのね。







　――両者は、水と油。決して交わることはない。







　よく、よくわかったよ。北川さん。でもね。でも。







「……わかった。もう手は組まない。それでいい。――こっちはこっちで、勝手にあいつらを探す。あいつらを叩く。邪魔は、させない」







　私も立ち上がる。もう、彼女とは目を合わせない。目を見たら、顔を見たら、何かを言ってしまいそうだから。手を出してしまいそうだから。だから。







「……それは、どういう意味ですか？　本多さん？」

「どうもこうもない。そのままの意味よ。北川さん」







　私はドアノブを握る。もう振り返ることはない。もうこの少女に用はない。――もう、この少女に心を許すことは無い。悲しいけど。







「私たちの邪魔をすると言うのなら、こちらにも考えがありますよ？」

「上等。カトリーヌのいない、今の『正義のミカタ』に何が出来るというのか、じっくりと見せてもらうよ」







　本当は、こんなことは言いたくなかった。こんな言葉は本心じゃなかった。今の彼女が、ううん、昨日までの彼女がどんなに頑張っていたかは、誰よりも私が知っている。私が見ている。でも。だけど。言葉が止まらなくて。口が閉じられなくて。







「……お願いです。引いて下さい。私はあなたと戦いたくは、ないのです」

「……なんで？　私はあなたと戦う気なんてないよ？　カトリーヌを探すだけだよ」







　ここにきて初めて、少女の声が震える。押さえつけていた感情が、出さないようにしていたのであろう感情が、少しだけ零れだしたのが感じられる。







「お嬢様は、私たちが必ず見つけます。あなたたちではなく、私たちが。私が必ず見つけ出します。だから、あなたが、『悪の組織』が、『ブラックシャドウ』が動くというのなら、私はあなたを止めなくてはいけません。――力づく、でも」







　その言葉に思わず振り返りそうになる。力づくでも、という言葉に反応してしまいそうになる。でも、私はぐっと堪える。……そして、言うのだ。背中を向けたままで。







「――上等、だ。止められるものならば、止めてみろ。『正義のミカタ』」







　そう言い残して、私は暴風吹き荒れる外へ出た。














第三幕　浄化の桃

第十四話　青色

第十四話　青色




　駅前の商店街、アーケードで守られたその通りをずんずんと歩く。昼過ぎとは言え外は大型台風の真っ只中。普段は買い物客で賑わうこの通りも今は無人に等しくて。だから私の独り言に答える人は誰もいなくて。返事を返す者も誰もいなくて。







「……見損なった」







　北川さんは、違うと思っていた。口だけの『正義』とは違うと思っていた。体面とか立場とか、そんなつまらないものに拘ることなく正義を遂行すると思っていた。……カトリーヌの、仲間の為なら何でもやると信じていた。







「……ほんと、見損なったよ。北川さん」







　昨日の北川さん。あれを見れば彼女にやる気がないとは思えない。言えない。病に倒れたお嬢様の為に、独断で私たちと、『悪の秘密結社』と手を結ぶことを選んだ彼女。自らも前線に出て、『闇夜の鴉』の戦闘員と戦った彼女。そんな彼女が、『正義のミカタの魔法少女』が、突然あんな態度をとった理由は。







「そりゃ、北川さんにだって上役はいるんだろうけど、さ……」







　きっと前に言っていた『上』とやらに止めらられたのだろう。そりゃそうだろう。『正義のミカタ』が『悪の組織』の手を借りたと言うのだ。そんなことは認められない。それは当たり前のこと。正義の親玉としては許せないこと。だから。







「北川さんの立場も、わからないではないけど、さ……」







　アーケードの天井を雨が叩く。バラバラという音が頭の上から聞こえてくる。台風はまだ去っていかない。嵐はまだ止まない。気候的な意味でも。私たちを取り巻く世界的な意味でも。今ここにカトリーヌはいない。白いお嬢様はここにはいない。







「……必要でしょ？　私たちの力が。いるんじゃないの？　私たちの協力が」







　これは私の自意識過剰って訳じゃないと思う。これは私の自惚れでもないと思う。今の彼女たちは猫の手だって借りたい筈。そして私たちは猫よりはましな筈。何より。何より何より何よりっ！







「……正義とか悪とか、そんなことより……そんなことより！」







　カトリーヌが、心配じゃないのか北川さん？　私にとってはどうでもいい話だけどさ、あんたにとっては大事な仲間でしょう？　大事な友達なんでしょう？　仲間の命よりも『正義のミカタ』としてのメンツが大事なのか？　友達の無事よりも『上』からの命令が大事なのか？







　――それが、『正義のミカタの魔法少女　マジカル・スノー』の意思だとしたら。







「……本当に、見損なったよ、『正義のミカタ』」

「……天下の往来で、なに堂々と人様の悪口言ってるんだ。あんたは」







　ぱたっと、足が止まる。私の独り言に対する応え。人気がない筈のアーケードの先に。私の進行方向のその先に。どこかで見たことがある少女が立っている。県下随一のお嬢様女子高の制服を着て立っている。長い髪を青いリボンでひとつにまとめ、手を腰にあて呆れたように私を睨みつける少女の正体は。







「……青いの、か」

「青くないわよ今は。いい加減、色以外であたしを認識してくれないかしらね」







　――青い閃光の魔法少女、『マジカル・ウィンド』こと、風見さん、だった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「なるほど、ね。桃色に拒絶されて拗ねてたって訳、か」

「……別に拗ねてなんかいない。ただ、見損なったっていうだけ」







　台風の影響でJRの電車は全線運休となっていて。普段は人で溢れかえっている過去川の駅は不気味なくらいに無人で。その改札の外で。彼女はそう言いつつ自動販売機の取り出し口から二本のジュースを手に取る。冷たい緑茶とブラックのコーヒー。







「ほれ。奢りだ。お茶でいいよね？」

「ん。どうも」







　無造作に投げられたアルミの缶を受け取る。プルタブを開けるでもなく手で弄ぶ。何でだろう？　こいつは何故、私を呼び止めたのだろう？　何でだろう？　私は何故、こいつに全てを話してしまったのだろう？







　――こいつは『正義』で、私は『悪』なのに。







「拗ねてるじゃん。子供みたいだよ？　今のあんたの顔」

「うっさい。もとからこんな顔なんだ。大きなお世話だ。私は」







　拗ねてなんかいない。断じて違う。ただ私は、その、不満なだけなのだ。自分が信じた『正義』が。自分が認めた『桃色の魔法少女』が。







「……プライドを守る為だけに、メンツを守る為だけに、北川さんが仲間を見捨てようとしているのが、許せない、だけ、なんだ」

「……ふうん。あんたには、そう見えるんだ？　桃色が白いのを見捨てたと。そういう風に感じられたんだ？」







　青いのが缶コーヒーに口を付けようとして、止まる。私の顔をじっと見つめる。その目が私を責めているように感じられて、私はそっと視線を逸らす。







「それは言い過ぎかもしれないけど、さ。でも」

「これ。見てみ？　『上』から届いた指令書。メールだけどね」







　青いのが鞄から携帯を取り出す。軽く操作した後、その画面を私のほうへと向けてくる。無機質な文字列。業務連絡なのだから当たり前なんだろうけど、絵文字も顔文字もない無味乾燥なその文章。その内容は。







『……以上の理由から、『マジカル・カトリーヌ』（以下、甲）を暫定敵性人物と認定します。本日只今より、当組織の優先順位第一位は甲の捕縛をその任務とします。その際、甲の心身においては無傷での捕縛が望ましくはありますが、甲による抵抗が見られた場合は、これを実力で排除する事を許可します。その際、甲の生死は問いません。また……』







「……なに、これ……？」







　緑茶を握る手が震える。そこに書いてあったのは、『正義のミカタ』の今後の基本方針。囚われた『マジカル・カトリーヌ』に対する、非情とも言うべき処分内容。今まで正義のために尽くしてきた彼女への、最後通告とも読み取れる指令書。







「書いてあるとおりだよ。白いのは『敵』と認定された。暫定だけどね」

「なんでよっ！？　カトリーヌが、自分の意志であんなことした訳ないじゃん！」







　誰よりも清く正しくあろうとした彼女が。誰よりも正義であることを誇っていた彼女が。自らの意志で『悪』に加担したとでも言うのかこいつらは！？　本気でそう思っているならこいつらは救いようがない低能だ！




　激昂する私に、青いのは静か過ぎるほど静かに言葉を紡ぐ。子供に言い聞かせるように。幼児に躾をするように。優しいくらいの声で答えてくれる。







「ウチの連中だって、そこまで莫迦じゃないさ。でもな、あんたが思うよりも、あんたが知っているよりも、彼女の力は大きい。大きすぎるんだ。あたしらなんかより、ずっとずっと、な」







　少しだけ悔しそうに、彼女はそう呟く。一旦言葉を切り、買ったばかりのコーヒーで唇を湿らせて、また口を開く。







「白いのは、あたしらと違って本物の『魔法使い』だからな。期間限定で不思議な力が使えるだけの『魔法少女』とはモノが違う。あいつが本気を出したら、こんな小さな街なんて一瞬で瓦礫の山になるよ。……それだけに、敵に回したら始末が悪い。それこそ、本人の意思なんて関係なく、ね」







　……期間限定の魔法少女と、本物の魔法使い？　なんだそれは？　カトリーヌと、青いのや桃色は何かが違うのだろうか？　どちらも私から見れば『正義のミカタの魔法少女』なんだけど？




　私のそんな疑問が顔に出ていたのであろう。青いのがこちらを見て、そして『しまった』というような表情を浮かべた。







「……ごめん。余計なことを言った。聞かなかったことにして」

「いや。そう言われても……」







　それは無理と言うものだろう。多分、そう告げた青いのにもその自覚があったのに違いない。取り繕うように言葉を続ける。







「とにかく。あたしたちはお手軽簡単に魔法を使えるけど、それは期間限定なのよ。それに対し『魔法使い』は持って生まれた血統と、厳しい修行によって魔法を行使する。……今回はそれが裏目になって、こんな事態になっちゃった訳だけど、さ」







　ますます意味がわからない。青いのの話を信じるとすれば、北川さんたちよりカトリーヌのほうが『上位』であるような印象を受けるのだけどな？　それが『裏目』になるって一体どういう意味なんだろ？　私にはまるでわからんぞ？







「わからないかな？　わからないよね？　原因は薬なんだよ」

「……薬？」







　そういえばカトリーヌが言っていたような気がする。『魔法が使えなくなるから薬は飲まない』って。その時は聞き流していたけれど……。そんなことを思い出す私に向け、ひとつ頷いた青いのは更に続ける。







「あたしたちと違って『魔法使い』はさ。精霊の力とか、地に満ちる魔力とかを行使して魔法に繋げるんだけどさ。それって体に不純物が混じるとうまく使えないらしいんだよね。不純物って言うのは化学物質とかそんなもののことらしいんだけど」







　化学物質が不純物って。それって結構不便なんじゃないの？　言われて初めて気がついたけど、そう言えばカトリーヌって、お化粧とかもあんまりしていなかったような気がする。元がお人形さんみたいな美少女だから気にもしていなかったけど。







「今回、病院で打たれた注射。あれがよくなかったんだろうね。あれのせいで彼女は襲撃を受けたとき、魔法が使えなかったらしい。そうじゃなかったら、あの白いのが、本物の『魔法使い』が、むざむざ敵の手に落ちる筈がないもの」







　なるほど。納得がいった。実はずっと疑問だったんだ。カトリーヌが敵に捕らわれたこと。あの誇り高い魔法少女があんなに簡単に捕まる訳はないって。たとえ病に侵されていたってあいつなら何とかする筈だって、そう思っていたから。だけど。







「でも、青いの？　あんたはいつもヤクきめてるじゃない？」

「人をジャンキーみたいに言うな。人聞きが悪い。あれはただの痛み止めだ」

「ヤバイ薬でも痛み止めでも何でもいいけどさ、実際飲んでるでしょ？　薬」







　ジャンキーみたいっていうかジャンキーそのものだったぞ？　あの時のあんたは？　本人には自覚ないかもしれないけどさ。怖かったもん。私は。







「だからさっき言ったでしょ？　白いのと違って、あたしはただの『魔法少女』なんだってば。薬を飲んでようが体調が悪かろうが、魔法はきちんと使える。……ま、その話はもういいだろ？　今の問題は、あの白いののことだろ？」







　ああ。うん。そうだった。まだ納得はしていないけど。理屈はよくわからないけど。今は『魔法少女』の生態を云々している時じゃない。問題はカトリーヌのこと。捕まった理由はわかったけど。だからといってこの対応はない。酷すぎる。







「……とにかく。白いのが自分の意志で正義を裏切ったなんて、誰も思っちゃいないんだよ。でも強すぎる力はそれだけで脅威となる。ましてそれが『敵』の手にあるとしたら尚更だ。……故に、『正義』は、あたしたちは彼女を討たなきゃいけないって訳」

「そこがおかしいって言ってるのよ！　『正義』『正義』って、その行為のどこに正義があるって言うのよ！？　何の罪もないカトリーヌを犠牲にするのが、正義の名の下に討つのが、それが正義だというのなら、私はそんなの認めない！」







　私の怒鳴り声に、ため息を返す青い少女。







「……あんたならそう言うと思ったよ。多分、北川さんもそう思ったんだろうね。だからこそ、あんたを遠ざけた。あんたとの共闘を切ったんだろ」

「……どういう意味よ？」







「そのまんまの意味よ。『正義』は『正義』だからな。この世界を守らなきゃいけないんだよ。例えそれで仲間の命が失われたとしても、な。あたしたちはその覚悟の元で正義を語っている。……あんたの言うことは、ただの理想論。夢物語なんだよ。そんな甘ったれに邪魔をされたくないから、あんたをきった。ただ、それだけだ」







　――言葉が、出ない。声が、出ない。青いのの言葉が、目の前の少女の言葉が、私の胸を抉る。貫く。私の精神を凍結させる。







　青いのが私を見つめている。冷たい眼差しで私を見つめている。その氷のような視線の冷たさ。針のような視線の鋭さ。それが彼女の心情を語っている。雄弁に万の言葉で語りかけてくる。







　――自分は、本気だと。本気であの白い魔法少女を討つ覚悟だと。







「……もう、行きなさい。『悪の女幹部』さん。これは『正義のミカタ』の内部の問題だ。あんたが口を出すことじゃない。あんたに出来る事なんて何もない。だから」







　その先は、聞こえない。聞いていない。なぜならば私は走り出していたから。もうこれ以上、彼女の言葉を聞きたくはなかったから。彼女の声を聞いていたくはなかったから。彼女の顔を見ていたくはなかったから。







　――豪雨の中。暴風の中。私は一人、自宅へ向けて走り出していたから。







　☆　☆　☆　☆　☆







　PiPiPiPiPi……。







「はい風見。……来たよ。あいつ。ちゃんと話しておいた」

『そうですか。ありがとうございます。風見さん。……で？』

「半ベソかいて逃げ出した。うん。いい気味だ」

『……何を言ったのですか？　風見さん？』

「うん？　あんたに言われたとおりにしたよ？　北川さん」

『なぜそれで泣かれるのか、意味がわからないのですが……？　怒るならともかく』

「まあほら。それはちょっとあたしなりのアレンジを、ね」

『……だいじょうぶなんですか？　それ？』

「へーきへーき。とりあえずあいつはこないよ。戦場には、ね」

『……ちょっと不安ですが、まあそれならばいいでしょう」

「しかし、北川さんも甘いよね。あたしだったら囮にするけどね。あいつを」

『…………』

「あれだって『悪』なんでしょ？　まとめて浄化しちゃえばいいじゃない」

『……今の敵は『ブラックシャドウ』ではなく『闇夜の鴉』ですから』

「甘いよ。北川さん。甘すぎるよ」

『甘い、でしょうか？』

「うん。甘い。――白いのを救える唯一の方法。範囲浄化魔法。それに」

『もういいです。風見さん。やめてください』







「ううん。やめない。――その浄化魔法に黒いのを巻き込まないために、あいつを遠ざけたんでしょ？　甘いよあんたは。北川さん」







『――そんなんじゃ、ないです』

「じゃあなんなのよ？　あいつを遠ざけた理由はなんなのよ？」

『……浄化魔法が、成功するとは限りませんから』

「うん？」

『……浄化作戦が失敗したその時は、誰かがお嬢様を討たなければいけませんから』

「……うん」







『その時は、せめて、せめて、私の、『正義のミカタ』の、手で……』







「……北川さん。あんた……」

『本多さんは、お嬢様の大事な人、です。その人に、その人の手で』

「黒いのに白いのを討たせる訳にはいかないって、こと、か……」

『あの二人は、本当は、本当に、互いのことを想っています。だから』

「オーケー。わかったよ。北川さん。変なことを言って悪かった」

『はい。こちらこそ、すいません』

「謝らなくていいよ。うん。わかった。……この作戦、成功させようね。絶対」

『はい。……必ず』

「なに。心配いらないって。サポートはちゃんとするからさ」

『はい。ありがとうございます。……でも』

「うん？」







『失敗して二人に恨まれるのは、私一人で十分、ですから……』














第三幕　浄化の桃

第十五話　そして黒色

第十五話　そして黒色




　――雨、雨、雨。







　刺さるような勢いで降り注ぐ雨粒が、私の全身を叩く。住宅街から百合荘へと続く道。その両側に広がる田中のおばあちゃんの畑。小ぶりなトマトが風に揺れている。渇水は困るけれど、多すぎる水分もトマトにはよくないらしい。実が破裂しちゃうかもしれないんだって。前におばあちゃんが言ってた。そんなことをぼんやりと思い出す。







　――風、風、風。







　物理的な圧力さえ感じる空気の流れが、私の背中を押す。私のこの体は、風に押されるほど小さかったっけ？　その割に、足はすごく重いんだよ。前に進むのが困難なくらいに。まるで鋼鉄製の足枷がついたように。一歩一歩が、普段は意識せずに行える「歩く」という行為が、今の私にはとても難しく感じるんだ。







　髪を短くしておいてよかったな。カトリーヌや青いのみたいな長い髪だったら、きっと雨水を吸い込んで大変なことになっていた筈。今の私には、多分、その重さに耐えられない。この場に座り込んで立てなくなっていたかも知れない。







　今が初夏でよかったな。真冬だったらきっと風邪を引いていた。全身ずぶ濡れな私。家を出たときに羽織っていた雨合羽は、あの喫茶店に忘れてきちゃったから。長靴の中にまで雨水が入り込んでいて気持ち悪い。歩くたびにグチャグチャいう足元が、ただでさえ重い足取りをより一層重くする。







　――思考が、まとまらない。我ながら支離滅裂だ。







　昨日までは。ううん。今朝までは。北川さんに会うまでは。やるべきこととやりたいことが直結していた。真っ直ぐ、前を向いていられた。その任務は困難かもしれないけれども、全力を尽くすつもりでいた。のに。なのに。







「……もう、どうしよう、かな？」







　その呟きは雨音に消されて。その声は風に流されて。







　北川さんに告げられた言葉は、はっきりとした拒絶。

　青い少女に伝えられた言葉は、それよりも酷い現実。







　――それは彼女たちが、『正義のミカタ』が決めたこと。







　今の私は、彼女たちの計画の邪魔になるらしい。計画。計画。その計画とやらは、『正義のミカタの魔法少女』を『正義のミカタの魔法少女』が討つという、共食いの作戦。




　誰よりも正義の名に相応しい白い少女のことを、誰よりも正義の名に相応しくあろうとしている桃色の少女が、討つ、という。これは何の冗談なんだろう？




　これが『正義』なのかと。『正義』である為には、こんな現実をも受け入れなければいけないのだろうか？　そんな覚悟が必要だとでもいうのだろうか？







「『正義』なんて、信じてはいないけれど、さ」







　でも、私は。あの少女のことは信じていた。桃色の魔法少女、北川さんのことは信じてもいいかと、そう思い始めていた。それが錯覚だったのが悔しくて。勘違いをしていた自分が情けなくて。







「一人でいることには、慣れているけど、さ」







　正義が正義を討つというのなら、悪が悪を討って何が悪い。私は一人でもあいつを探し出す。あいつを見つけ出す。あいつのことなんてどうでもいいけど。あいつのことなんて心配してはいないけれど。一度請けた仕事を放り出すのは嫌だから。一度承諾した言葉を翻すのは嫌だから。だから。







「絶対、絶対『正義』より先にあいつを見つけるけど、さ」







　なんだろう？　どうしてなんだろう？







　なんで私の体は、こんなに重いのだろう？

　どうして私の腕は、こんなにも力なく垂れ下がっているのだろう？







　羽のように軽かった筈の体は、鉛のように重くて。

　無敵だった筈の拳は、握り締めることすら億劫で。




　私の心の中は、まるで大きな大きな穴が開いてしまったように空っぽで。

　普段は溢れるほどに湧き出ていた筈の戦意は、これっぽちも感じられず。







　――どうしちゃったのかな？　私は？







　そんな自問自答を繰り返しつつ、百合荘の玄関を開けた。







「……ただいま」

「あらー？　百合ちゃんおかえりなさ……って！　どうしたの！　それ！？」







　玄関で出迎えてくれたBさんが悲鳴を上げる。どうしたのって……？　ああ、そうか。全身びっしょりだ私。こんな状態で家族がうちに帰ってきたら、そりゃ心配するよね。特にBさんは優しいからなあ。




　パタパタとスリッパを鳴らして部屋へと向かったBさんが、清潔なバスタオルを抱えて帰ってきた。問答無用で私の頭に被せる。優しい手で、ゴシゴシと水分をぬぐってくれる。だいじょうぶだよ。Bさん。それくらい一人でやれるから。そんなに心配しなくても平気だから。







　――私は、負けないから。







「もー。百合ちゃんどうしてこうなっちゃったのー？　雨合羽はー？」

「……ねえ。Bさん？」







　――私は、強いから。







「うん？　どうしたの？　百合ちゃん？」

「……邪魔するなって、言われちゃった」







　――孤独には、慣れているから。







「そっか。誰に？」

「……信じてもいいかなって、思えた人に」







　――ずっとこうしてきたから。







「そうなんだ？　……辛かったね」

「……辛くは、ない、けど、ちょっとだけ、悲しかった」







　――これからも、こうしていくから。







「私が、慰めてあげる。百合ちゃんは世界一イイコだって言い聞かせてあげる」

「……ありがとう。Bさん。でも、でも、でも、ね」







　――だって私は。私の正体は。







「うん？　なあに？　百合ちゃん？」

「……なんで私は、『悪』なのかな？」







　――『悪の組織の女幹部』で。







「百合……ちゃん」

「……なんでカトリーヌは『正義のミカタ』なのかな？」







　――そしてあの人たちは。







「百合、ちゃん」

「……もし私が『正義』だったら、カトリーヌが『悪』だったら」







　――誰もが認める『正義のミカタ』なのだから。







「…………」

「……私は、胸を張って、カトリーヌを助けに行けたの、かな？」







　――だから私と、あの人たちは。







「…………」

「……それが、出来ないのが、悔しい、ん、だよ」







　――本当の意味で、共に並び立つことは、できないのだから。







　ぽろぽろと。ぽろぽろと。雨水以外の水分が私の頬を濡らす。タオルを被っていてよかった。こんな顔を見せられない。こんな顔は見せたくない。だって私がないているのを知ったら、絶対Bさんは心配しちゃうから。Bさんは優しいから。だから。でも。







　……言葉が、止まらない。声が、止められない。







　こんなことを言われてもBさんが困るだけだと言うのに。Bさんを困らせたくなんかないのに。Bさんに答えられる問いじゃないのに。いつまでたっても、私は子供で、組織のみんなに甘えることしかできない。組織のみんなにしか、甘えることができない。







「どうしたら、いいのかな？　私、もうわかんないよ。Bさん……」







　悪であることに誇りを持って生きてきた。悪の組織に入れてくれた総統に感謝していた。それに不満なんてなかった。それを悔やんだりしたことはなかった。その私が、『悪の組織の女幹部』の道を選んだ私が、何故今更こんなに揺れるのだろう？　何故今更こんなことを言うのだろう？







　正義に触れるんじゃなかった。あのお嬢様と仲良くなんてしなければよかった。北川さんを信じたりしなければよかった。三田君と話したりしなければよかった。青いのを認めたりしなければよかった。そうしたら私は、真っ直ぐに、総統の道を追えた筈。総統の背中を追えた筈。







　――こんなに辛い思いをすることは、なかった筈。







「……悪じゃ、駄目、なのかな？　私」

「……じゃあ、やめちゃおっか？　『悪の組織の女幹部』？」







　ぴくりと。その言葉に体が反応した。心に届くよりも早く、体が動いた。ぶんぶんと首を横に振る。イヤイヤする子供のような仕草。その拍子に、頭からかけられていたバスタオルがはらりと落ちる。







　目の前で私を見つめる綺麗なお姉さん。自己否定のような言葉を呟いた私を怒るでもなく、悲しむでもなく、ただ慈しむように見つめるBさんの瞳。







「やめたくないの？　百合ちゃん？　辛くないの？　百合ちゃん？」

「そ、それとこれとは違うから……。『悪』は総統の生き様、だから」







　総統。私の恩人。大好きだった人。あの人が志した道を歩けるのは幸せだと、その言葉に嘘はない。あの人が示した道を歩き続けようと、そう決めたのは自分自身だ。だから私は、私は……。







「でもね。百合ちゃん？　総統は、百合ちゃんを苦しめてまで後を継いで欲しくはなかったと思うよ？　『悪』の道を強制したりはしなかったと思うよ？」

「で、でも！　総統みたいになりたかったから！　だから私は『悪の女幹部』で！　『ブラックシャドウ』の仲間で！　そして仲間は何よりも大事で！」







　……私の叫びは、途中で止められてしまう。目の前の女性の立てた、一本の指によって。「しーっ」ってするように人差し指を私の口に押し当てたBさんが、にっこりと微笑む。大人の女性だけが持つ、母性溢れた微笑。







「百合ちゃん？　カトリーヌちゃんたちは、百合ちゃんにとって大事じゃないの？」







　ふわりと。Bさん愛用のシャンプーの匂いが漂う。心を落ち着かせるような、そんな優しい香りに包まれる。抱きしめられた私は、ただ黙ってBさんの声に耳を傾ける。







「正義とか、悪とか。立場とか、組織とか。そんなつまらないことは全部忘れちゃってさ。百合ちゃん個人はさ、カトリーヌちゃん個人をどう思っているのかな？」







　正義も、悪も。立場も、組織も忘れて。







　私にとってカトリーヌは。そして北川さんは。三田君は。……青いのも、まあ。







「……大事な、お友達、です」

「そっか。大事なんだね？　じゃあ、あとひとつ。思い出して」







　もう一度微笑んだBさんが、そっと私の頬に手を当てる。その白い手で私の顔を挟む。優しく撫でつつ、言葉を続ける。言葉を紡ぐ。







「忘れないで。百合ちゃん。『ブラックシャドウ』が何の為に存在するの？」




　私の右手が、Bさんの左手を取る。




「『大事なものを守る為』、です」







「正解。じゃあ、総統のしたかったことは、なに？」




　私の左手が、Bさんの右手をとる。




「『信じた道を貫くこと』、です」







　Bさんが笑う。優しさだけではなく。力強さも兼ね備えた笑顔で。子供の頃から見慣れてきたその笑顔。いつでも私の味方で。いつでも私に甘くて。いつでも私のわがままを聞いてくれた優しいお姉さんが。







「だったら、もう答えは出てるよね？　私は事情はよくわからないけど、カトリーヌちゃんが大変なんでしょ？　ほかのお友達さんも大変なんでしょ？　だったら悩むことないじゃない？　『ブラックシャドウ』の女幹部なら、自分が大切に思うものを守り抜けばいい。自分が信じた道を貫けばいい。胸を張って出て行けばいいのよ。……それで責められたその時は、ここに帰っておいで。私が慰めてあげるから、ね」







　……体が、熱い。拳が、熱い。何よりも、心が熱い。







　力が、蘇ってくる。自分が自分を取り戻す。正義？　悪？　そんなものに振り回されていた自分が恥ずかしくなってくる。大事なことは、そこじゃなかった。立場じゃなかった。思想じゃなかった。







　……大事なものは、志。







　私のいるここは。私の生きる組織は。『ブラックシャドウ』は。その根源は。その行動原理は。その存在意義は。総統の残したものは。







　……戦う理由と、それを貫く意志。







「――行ってくるね！　Bさん！　ありがとう！」

「はい。行ってらっしゃい。あ、これ新しい雨合羽」

「そんなのいらない！　濡れたっていいもん！　台風なんかに負けないもん！」







　私は玄関を飛び出す。向かい風？　なんのその！　豪雨？　それがどうした！　今の私は止められない。そんなものでは止められない。全身にエネルギーが溢れて爆発しそう。一刻も早く敵を見つけないと。そうしないと！







「待っていなさい！　『闇夜の鴉』！　待っていなさい！　カトリーヌ！　待っていなさい！　頭の固い『正義のミカタ』たち！　全部まとめて私が面倒見てやるから！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……まったく、儂の出番がなかったではないか。Bよ」

「あら博士。駄目ですよ博士じゃ。百合ちゃん泣いてましたもの」

「何が駄目だというのじゃ？」

「博士、百合ちゃんに泣かれたら途端におろおろしちゃうくせにー」

「……そんなことは、ない、ぞ？」

「はいはい。そういうことにしといてあげますねー」

「ごほん……。まあ、それはともかく」

「はい？　なんでしょう？」

「大佐の話は、聞いたか？」

「……はい」

「どう思う？」

「どうもこうもありません。――いよいよ、ですね」

「ああ。いよいよ、じゃな。……百合には、儂が話す。十六の誕生日に、な」

「来月、ですか」

「ああ。ついに、じゃ」

「ついに、ですね」







「『大事なものを守る為』の戦い、じゃ」

「そのために『信じた道を貫く』、それが」







　――悪の秘密結社、『ブラックシャドウ』の存在意義なのだから。














第三幕　浄化の桃

第十六話　私のヒーロー

第十六話　私のヒーロー




『……こちらは過去川市防災課です。市民の皆さんにお知らせいたします。過去川の水位が危険値を越えました。市民の皆様においては、慌てず落ち着いて、係員の誘導に従い秩序を持った避難を……』







　ついに来た。過去川市からの避難命令。去年の台風の時はは避難勧告までだった。今年は更に上のレベル、避難『命令』の発令。サイレンの音が唸る。人波がざわめく。市民を誘導する市役所の人の声が響き渡る。市の中心である過去川駅前は、避難する人の群れで軽いラッシュアワー状態となっている




「ああっ！　もうっ！　この非常時に！」




　非常時といえば一級河川が氾濫しようとするこの時こそまさに『非常時』である訳だけど、私にとっての『非常時』は別のこと。白い魔法使いの安否。それこそが私にとっての『非常事態』。さらわれたカトリーヌの所在を求めて走り回る私にとって、この混乱はただただ邪魔になるだけで。いや勿論、市民の皆さんの安全を軽視している訳じゃないけれど。




「うーん……。参ったなあ。どうしよう？　また博士に警察無線の傍受を依頼するしかないかなあ……。うん？　あれ？　あれは？」




　さらっと犯罪行為を思い浮かべつつ、私の視線がある一点に向けられる。過去川は過去川市内の西側を流れている。なのでそこから非難する人たちの群れは、全員が一様に東を目指している筈、なのだが。




「……ふっふっふ。手がかり、見つけた。みっつけたぞーっ！」




　明らかにその流れに逆流している人がいた。そのおかげで見つけることができた。東ではなく西に。今まさに氾濫しようとしている川のほうへを走り去る影。逃げる為ではなく、何か目的を持って移動しているその人物。まるで誰かを追い求めるように真剣な表情で走るその人は。その人の名前は。







「逃がさないわよ。――三田君っ！」







　――『ライジング・スター』こと、うちのクラス委員長、三田君だった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「三田君っ！」

「うんっ！？　って！　本多かっ！？　おいお前なにをするっ！？」

「さあっ！　吐きなさい！　カトリーヌの！　敵の情報をっ！　所在をっ！」

「お、落ち着け本多！　しまる！　首がしまってるっ！」




　私服姿で走る三田君の背中に近づき、背後からいきなりその首を締め上げる。挨拶も何もない。そんな時間はない。無礼は後で詫びる。お互い変身前。力一杯締め上げても、か弱い女子高生である私の力なら多分平気だろう。多分。ちょっと顔色悪くなってるけど。




「おいっ！　放せ本多！　落ち着けってっ！」

「落ち着いてられないわよっ！　放すのは話してから。放して欲しければ話しなさい！」

「話せってなにをだよっ！？」

「さっきも言ったでしょ！？　敵の所在！　もしくはカトリーヌの居場所をよっ！」




　どちらでもいい。お嬢様の居場所がわかれば助けに行くだけだし、敵の本拠地がわかればそこを強襲するだけ。今の私の目的はお嬢様の救出。それを邪魔すると言うのなら、『闇夜の鴉』だろうがなんだろうが粉砕するだけ。







　――例えそれが、『正義のミカタ』であったとしても。







「まて本多！　お前なにも聞いてないのか？　北川から聞いてないのか？」

「うん？　なんのこと？　北川さんには説明抜きに一切を拒絶されただけ、だけど？」




　何か言ってたっけ？　北川さん？　興奮していてよく覚えていないけど。と、いうか、頭真っ白になっちゃって何も覚えていないけど。要は『邪魔をするな』とかそんな感じのことを言われたような、そんな気がする。




　そんな私の答えに、一瞬だけ怪訝そうな顔をした三田君は、やがて何かを得心したように深いため息を吐き出す。なんなのよ一体。自分ひとりで納得してるんじゃないわよ。私にも教えなさい。全部包み隠さず。







「……なあ、本多？　お前、引く気ないよな？」

「当たり前じゃん。あんたたちにカトリーヌを討たせたりしないわよ？」







　即答。もう迷わない。もう迷いはない。私は悪の秘密結社、『ブラックシャドウ』の女幹部。私は私の意志にだけ従う。今の私は誰にも止められない。







「……カトリーヌを、討つ、か。まあ、間違っちゃいないけど、な」

「何よ？　なんなのよ？　思わせぶりなこと言って煙に巻こうなんて」

「そんなつもりはないさ。……まあ、いいか。北川には悪いけど」

「？？？　だからなんなのよ？」







　三田君がにこりと笑う。『正義のヒーロー』に相応しい、一点の曇りもない笑顔。仲間を討とうとする憂鬱さも悩みも、その一切がない純粋な笑顔。







「確かに、俺たちはカトリーヌと戦おうとしている。でもな、そりゃカトリーヌの為なんだ。……俺たちが討とうとしているのは、戦おうとしているのは、カトリーヌに取りつき、意志を奪い、いいように操っている怪人のほうなんだ」







　…………え？







「カトリーヌの『反乱』。上はそういう風に言ってるけどな。その原因は、カトリーヌの体を乗っ取った怪人の仕業だ。襲撃されたマンションに取り付けられた防犯カメラ、目撃した管理人、そして過去に出現した怪人のデータベースから導き出した答えが、それ。……今回の主犯は、相手に取り付き、その意志を奪う怪人、『カゲゾー』の仕業だと、うちの組織は断定した」







　青いのが言っていたのはこのことか。――『白いのが自分の意志で正義を裏切ったなんて、誰も思っちゃいないんだよ』――。意識を奪われ、その力だけをいいように行使されている。それが、今のカトリーヌの状態。







「その怪人自体は、戦闘力も大して高くはないんだ。データを見ればわかる。強い相手に取り付くことはできないから、精々、一般人の権力者に取り付いて悪事を働く程度のことしかできなかった筈なんだ。……今回、こんな事態に陥ったのは、カトリーヌが魔法を使えなかったから。そうじゃなければ『正義のミカタ』に取り付くことなんてできる器じゃないんだよ。あの怪人は」







　……つくづく、今回は運が悪かったんだな。『正義のミカタ』は。







「……だから、そいつを『浄化』する。取り付いている怪人を北川の得意な浄化魔法で除去すれば、そうすれば、カトリーヌは元通り。それが今回の作戦、だ」







　なるほど。なるほど。よくわかったよ三田君。ありがとう。三田君たちが、『正義のミカタ』がやろうとしていることはよくわかった。でも。でもね。







「……だったらなんで、北川さんは、青いのは、私を仲間から外したんだろ……」







　こう言ったら自慢に聞こえるかもしれないけど。私の戦闘力だって捨てたもんじゃない筈。悪いけど、まだ三田君に負ける気はしない。青いとだって互角以上に戦える自信だってある。……そんな私が、何故？







「……案外、莫迦だなあ。本多」

「な、なによっ！　失礼じゃないその言い方！？」







　心底呆れたように呟く三田君の言葉がカチーンときた。私、こう見えても学校の成績はいいほうなんだけど？　そりゃ委員長を務める三田君ほどじゃないけどさ。クラスでもそこそこ上位の成績を収めているんだけど！？







「……北川の得意技はなんだ？」

「うん？　さっき自分で言ってたじゃない。『神聖浄化魔法』、でしょ？」

「うん。そうだな。『浄化魔法』だ。……範囲攻撃、のな」

「あっ……」







　――瞬時に、理解、した。







「カトリーヌの現状がどうなっているか、正確にはわからねえ。でも最悪、意識を乗っ取られたままのカトリーヌを無理矢理押さえつけてでも、魔法の範囲内に押しとどめなきゃならねえ。……そんなところにさ、『悪』属性の本多、お前がいたらどうなる？」







　――北川さんは、私が邪魔だった訳ではなく。『悪』を疎んだ訳でもなく。







「北川がお前に何を言ったのか、俺は詳しくは聞いちゃいない。けどな、今回の作戦、お前がいると巻き添えになるってことだけは、魔法を使えない俺にだってわかる。何しろ今回は、北川最大の範囲浄化魔法を使うらしいからな」







　――ただただ、私の身を案じて。私のことを心配して。







「正直、本多。お前がいればな、って思うよ？　お前の戦闘力があればな、って思うよ？　相手はあのカトリーヌだし。戦力は一人でも欲しいさ。実際、組織の上のほうからはその作戦も打診はされた。……でも、北川はそんな手を選ばなかった。そんな手段をとらなかった。なぜなら」







　――自分たちだけで。『正義のミカタ』だけで。困難な道を選んで。







「そんな手段を使ってカトリーヌを助けても。本多を犠牲にしてカトリーヌを救っても。肝心のカトリーヌ本人が喜びはしないって。カトリーヌに感謝なんてされないって。誰よりも北川自身が知っているから、だろ」







　――カトリーヌを。大事な仲間を。助けようとしていたんだろう。







　……手から。三田君の首を締め上げていた手から、力が抜けた。私はなんて愚かなんだろう。私はどうしてこんなにも子供なんだろう。







　――どうして、北川さんを信じてあげられなかったのだろう？







　強い後悔が、私の身を苛む。激しい感情が心の中に渦巻く。恥ずかしさの余り、顔が真っ赤になっているのが自分でもわかる。謝りたい。北川さんに誠心誠意謝りたい。そして。そしてそして。







「……それでも、私は」

「あん？」

「ううん。それでも、じゃないや。だからこそ。……北川さんの手助けを、したい」

「……あー。うん。そっか。そうだろうな」







　全部、わかってるよ、と。そう言わんばかりに三田君が優しく微笑む。くいっと親指で、過去川のほうを指差す。







「さっきの防災警報。ありゃ嘘だ。まあ、確かに過去川の水位は総統危険なところまで上がっているが、まだ避難警報が出るほどじゃない。……もう、わかるだろ？　この先に。過去川の川べりに、アイツがいる。カトリーヌがいる。だから」







　すっと。三田君が手を差し出してきた。大きな手を私に向け差し出してきた。……多分、『正義のミカタ』になるまでは喧嘩なんかしたことがなかったであろう彼の手は。今は幾多の戦闘のせいか、それとも鍛錬の結果かわからないけれど、いくつもの傷跡が白く浮き上がっていて。拳の部分が固く変質し始めていて。







　――信念を持って戦う男の。戦士の拳をしていて。







「いっしょに、来るかい？　本多？」







　差し出された手を取る前に。彼の手を握り締める前に。私はひとつだけ質問を投げかける。真っ直ぐ彼の目を見て、言葉を紡ぐ。







「……どうして？」

「うん？」







「どうして、私を誘ってくれるの？　どうして、北川さんの気持ちを教えてくれたの？」

「なんだ。そんなことか」







　ぽりぽりと。開いた片手で照れ臭そうに頬をかきながら。三田君が口を開く。







「……目の前に、泣きそうな顔をしたクラスメイトがいる。そしてそのクラスメイトに本心を伝えられず苦しんでいた仲間がいる。そんな二人の為に何かをしてやれないようじゃ」







　三田君がぐっと顔を上げる。まだ大佐ほど強くはないけど。まだカニゾーさんにもきっと及ばないだろうけど。でもその顔は。その笑顔は。その志は。







「――そんなヤツは、『正義のヒーロー』でも『男』でも、なんでもない、だろ？」







　――今の私にとっては、誰よりも、どんな物語の主人公よりも、格好良くて頼りになる、『正義のヒーロー』そのもの、だった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……いた！　あれだ！」







　台風の中を全力疾走。走りながらの変身。銀色の光を身に纏い、『正義のヒーロー』へと変身した三田君が、黒い闇を身に纏い、『悪の組織の女幹部』へと変身した私に向け大声で叫ぶ。前方を指差す。







　――その先にいたのは、三人の魔法少女。青と、桃と、そして白い魔法少女。







「いかん！　本多！　もう始まってる！」

「どうするの！？　三田君！？　一気に加勢する！？」







　助太刀しようにも、この距離。共に近接戦闘専門である私たちに攻撃手段はない。むしろ下手に手出しをすれば北川さんや青いのの攻撃を妨害してしまう恐れすらある。







「……そうだなあ。――なあ、本多？」

「うん？　なに？」

「さっきの言葉、北川の本心、ありゃ実は半分しか伝えていないんだ」

「……え？」







　走りながら。スピードは緩めず。思わず三田君の、ううん。銀色のヒーローの顔を見る。残念ながらその表情は、戦闘用のフルフェイスヘルメットに包まれており、窺い知ることが出来ない。







「お前を巻き込みたくはない、っていうのは勿論本心だ。でもな。俺も北川も、そしてきっと風見だってこうも思っている。――仲間のことは、自分たちの手で救い出したいってな」







　それは、うん。わかる。わかるような気がする。それはプライド。矜持。仲間と共に戦う者が持つ共通の心意義。私だって『ブラックシャドウ』の誰かが同じ状況に陥ったら、きっと自分の手で何とかしたいと願う筈。







「だから。本多。いや『ブラック・ユリィ』。頼むよ。最初は俺たちだけでやらせてくれ」

「……うん。わかった。――しっかりやんなさいよっ！」

　




　私は銀のヒーローに向け拳を突き出す。彼が応えて拳をぶつけてくる。その力強さが、熱さが。彼への、『正義のミカタ』たちへの信頼と変わる。大丈夫。三田君なら。北川さんなら。……まあ、おまけで青いのも入れてもいい。こいつらなら。







　――きっと、カトリーヌを。私の親友を、救い出してくれると、信じてる。







「オーケー。……いくぞっ！」







　銀の光が空を翔ぶ。――大事な仲間を取り戻す為に。

　私の足はそっとその疾走を止める。――友人の戦いを見守る為に。







「――がんばって。北川さん。負けないで。三田君。おまけで、青いの。そして」







　……無事に帰ってきて、ね。カトリーヌ。







　☆　☆　☆　☆　☆







　轟……っ！　と。音を立て突風が私のマントをはためかせる。







　降りしきる雨は大地を泥土と変え。吹き荒れる風は木々を打ち倒さんばかりで。

　観測史上最大規模の台風は、その暴威を存分に振るい。街を破壊し。




　この地に住まう全ての人々の避難が完了した、過去川市街の外れにおいて。

　壊滅しつつある街の治安を守る為に、立ち上がった『正義のミカタ』たち。




　桃色の少女。青色の少女。銀色の少年。……そして、その前に立ち塞がる者の色は。







　――正義の、いや、正義『だった筈の』純白で。







　ゆらりと。その心同様、白い衣装を揺らし、白い少女が前にでる。

　じわりと。強い意志を持って、桃が、青が、銀が、距離を詰める。




　急激に高まる緊張が、戦意が、天に届いたかの如く。

　分厚い雲を割り、一筋の閃光が閃く。雷光が世界を白く染める。







　――数瞬遅れて轟いた雷鳴が、まるで、戦闘開始の合図であったかのように。







　対峙する両陣営は、互いの喉元に向け、必殺の攻撃を放つ。







　近接攻撃を得意とする青と銀が、一陣の風のように白へと迫る。

　遠距離魔法攻撃を得意とする桃が、神聖魔法の詠唱を開始する。




　右方向から青の槍に、左方向から銀の拳に。それぞれに狙われた白い少女は。

　だがしかし。自身の得意とする魔法を発動すらせず。両者を歯牙にもかけず。




　巨大な青い槍が自身を貫く一瞬前。銀色の少年の拳が自身を打ち倒す一瞬前。

　その刹那の瞬間を狙い、両者の真ん中を走り抜ける。二人を置き去りにする。




「――――っ！？」

「…………っ！？」




　青が。銀が。完全に間合いに捕らえたと確信していた白い少女を見失い、驚愕の余り声なき声を上げる。上下左右に視線を巡らせる。しかしその視線の先に白い少女はおらず。その瞳に純白の衣装を捉えることは出来ず。







「……きゃっ！」







　探し人の居所を教えてくれたのは。視覚ではなく聴覚で。目ではなく耳で。自分たちの遥か後方で強力な魔法の呪文を唱えていた筈の仲間の悲鳴で。桃色の少女の声で。

　

　青と銀の一瞬の隙をつき、瞬時に桃色の目の前まで距離を詰めた白い少女が。その勢いのままに拳を振り上げる。『魔法少女』の名には相応しくない、自身の体を使った肉弾攻撃。だがしかし、その一撃は。白い少女の拳は。確実に、的確に、精密に、そして力強く。桃色の少女の横腹へと突き刺さり。







　――どさりと。音を立てて。桃色の少女が崩れる。







　それに一瞥もくれず、白の少女は振り返る。再び自身へと迫る青い槍を。銀の拳を。感情を感じさせない瞳で見つめる。……そして。







　青の槍の、右手で握り締める。

　銀の拳を、左手で受け止める。




　青い魔法少女の攻撃は、決して遅くはなかった。

　銀のヒーローの動きは、決して鈍くはなかった。




　たがしかし。青い魔法少女の槍は。銀色のヒーローの神速の拳は。

　白い少女の体には届かず。白い少女に傷を負わせることは出来ず。




　握られたままびくともしない槍を。掴まれたまま微動だにしない拳を。

　振り払おうとした青い少女の体を。引き抜こうとした銀の少年の体を。







　――白い光が包む。白い閃光が貫く。







　どしゃりと。地に膝をつく青い少女。ふらりと。地に崩れ去る銀の少年。







　――『正義のミカタ』たちの体を、『正義のミカタ』の魔法が撃ち据える。







　跪き、自らを見上げる魔法少女に。地に伏せ、自らの足元に転がるヒーローに。

　最早一瞥もくれず。最早その存在を認識すらせず。轟然と立つ白い少女の名は。







　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』――







　私は腕を組み、黙ってその光景を見つめる。静かに事の推移を見守る。

　心の中で吹き荒れる嵐を隠して。心の中でだけ絶叫を上げつつ。




　……カトリーヌよ。『白い正義の魔法少女』よ。『正義のミカタ』よ。

　それがあなたの本当の力なんだね。やっぱり、強いよね。あんたは。




　でもね。でも。その強さは誰に向かって振るわれるべきなの？




　あなたを慕う桃を。あなたを誇る銀を。あなたを信じた青を。

　打ちのめす為の力ではないと、私はそう思うのだけれど、ね。







　……カトリーヌの顔が動く。その視線の先にいるのは、桃色の魔法少女。







　打たれた横腹を押さえつつ。笑う膝を無理矢理押さえつつ。

　桃色の少女は立ち上がる。白い正義の魔法少女を見据える。







　強風に煽られ、豪雨に打たれ、それでも、真っ直ぐに、彼女は立ち上がる。







　最悪の予想が、最悪の現実となり。最高の仲間が、最強の敵となり。

　誰よりも悔やんだのは彼女の筈で。誰よりも嘆いたのは彼女の筈で。







　でも。だから。だからこそ。彼女は立ち上がる。彼女は諦めない。彼女は……。







「……お嬢様っ！　いきますっ！　お覚悟をっ！」







　――白の、魔法少女と、戦う――











第三幕　浄化の桃

第十七話　カトリーヌの真の力

第十七話　カトリーヌの真の力




　――見た。俺は見た。カトリーヌの本当の力を。正義の真の力を。







　速さなら誰にも負けないと思っていた。そう信じてきた。

　魔法では北川には勝てないけれど。破壊力では風見には及ばないけれども。




　それでも俺は。速さだけなら誰にも負けないつもりで戦ってきた。……けど。




　俺の拳は空を切る。

　俺の蹴りは容易く回避される。




　無表情なカトリーヌ。濁りきった目のカトリーヌ。

　俺の攻撃は悉く彼女の体には届かない。触れることさえ敵わない。







「……ちく、しょう……」







　これが、本物の『正義のミカタ』の力。

　俺たちのようなインスタントヒーローとは別物の力。




　歴史と、伝統と、そして何よりも本人の弛まぬ努力で身につけられた力量。

　魔法と、対術と、経験と、才能の完璧な融合。戦う者としての地力が違う。







　――でも。それでも。







　握り締めた拳に力を入れる。力強く奥歯を噛みしめる。

　まだやれる。まだ戦える。まだ……奔れる。




　十回回避されたら百回攻撃すればいい。千回避けられたら万回殴りかかればいい。

　俺はまだ早くなる。俺はもっと早くなれる。俺は誰よりも早くなる。だから。







　――俺はまだ諦めない。正義は絶対屈しない。俺は。俺たちは。







「俺は！　『ライジング・スター』は！　絶対に！　諦めない！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　あたしは見た。見せ付けられた。白の力を。白の本気を。その才能を。




　威力なら誰にも負けない自負がある。一撃の重さなら誰にも負けない自信がある。

　スピードでは銀色には勝てないけれども。魔法勝負では桃色にも負けるけれども。




　それでもあたしは、あたしの槍は、誰よりも強いと信じていた。……なのに。




　あたしの槍は彼女には届かない。

　あたしの一撃は、白に掠りもしない。




　軽やかに舞う白い少女。妖精のように飛ぶ白い少女。

　流水のように、涼風のように、あたしを翻弄する彼女の動き。

　




「どうして……当たらない！？」







　それは彼女が本物だから。あたしのような偽者とは違うから。

　ハリボテの正義ではなく。悪を討つ為の大義名分としての正義ではなく。




　恨みから正義になった訳じゃない。暗い感情から正義になった訳じゃない。

　純粋に。一途に。真っ直ぐに。在るがままに。正義であろうとする者の力。







　――でも。それでも。







　固く固く。血管が浮き出るほど固く。あたしは槍を握り締める。

　あたしは槍を信じる。自らの歩んだ道を信じる。……それでも、信じる。




　その力の根源が恨みだったとしても。戦い始めた理由が憎しみだったとしても。

　あたしはまだ正義と共にある。あたしの行動は正義だったと胸を張れる。だから。







　――負ける訳にはいかない。負けることは許されない。あたしは。あたしが！







「ここで負けたら！　あんたに負けたら！　あたしの『正義』が否定されるんだ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　見せられました。見せ付けられました。本物の『魔法少女』というものを。




　魔法は私の最後の砦。覚悟が足りない私の、それでもたったひとつの心の拠り所。

　格闘では三田君の足元にも及ばず。破壊力では風見さんの足元にも及ばず。




　魔法は。魔法なら。魔法だけは誰にも負けないと、そう思っていました。でも。




　私の魔法は発動させることすら出来ず。

　お嬢様の魔法は確実に正確に私の体を貫き。




　自身の誇る攻撃魔法。自らの心を表すような純白の魔法。

　針の穴を通すような精密さ。全てを打ち倒すその威力。それは私では届かない領域。







「やはり……。あなたは最高の魔法使い、です！　お嬢様！」







　正義であること。誰にも負けないこと。それがお嬢様の存在理由。

　誰よりも気高く。尊く。そして誇り高く。正義を遂行するお嬢様。




　その姿は私の理想そのもので。昔見た夢のそのままで。

　そんなお嬢様に憧れた。そんなお嬢様と側にいたいと願った。







　――でも。それでも。







　私はまた呪文を唱える。私に出来る精一杯を果たそうとする。

　だって今のお嬢様は正義じゃないから。本物の正義ではないから。




　誰よりも大切なお嬢様が。私たちを導いてくれていたお嬢様が。

　自身の意思ではなく悪に墜ちるというのなら。心を染めると言うのなら。ならば。







　――私がお嬢様を救い出す。私がお嬢様を取り戻す。私は。私こそが。







「お嬢様に！　『マジカル・カトリーヌ』に！　『正義』を託されたものだから！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　打ちのめされ。投げ飛ばされ。腹を抉られ。頭蓋を揺らされ。

　それでも一瞬の躊躇いもなく。一時の迷いもなく。片時も目は逸らさず。




　白い閃光は何度でも襲い掛かる。青い雷光は何度でも立ち上がる。

　そして桃色は、今も虎視眈々と魔法を撃つ隙を窺ってはいる……が。




　けど。なのに。でも。







　――駄目、だ。これは。これでは、勝てない。







　白い魔法少女は、疾風のような銀よりも速く。

　白い魔法少女は、暴風のような青よりも重く。




　彼女はまた宙を舞う。白銀の攻撃を軽やかに受け流す。

　彼女はまた身を翻す。紺碧の一撃を鮮やかに回避する。




　シルバーへのカウンターは正確に急所を貫き。

　ブルーへの一撃は無防備な顔面に突き刺さり。




　弾き飛ばされた銀色のヒーローは地を這い。

　吹き飛ばされた青色のヒロインは膝をつく。




　両の守りを失った桃色に抵抗の術はなく。放たれた一撃をかわす余裕もなく。

　またも『正義のミカタ』たちは無残に地に伏せる。白い少女に打ち倒される。

　

　

「なんなのよ。あんたは……。なんなのよ。その強さは」







　折からの台風に衣装をはためかせ、神々しく大地に立つ白い魔法少女。その顔から表情は失えど。その瞳から光は失えど。その唇から声は失えど。やはり見るもの全ての心を奪う美しさ。白百合の魔法少女は、銀を、青を、そして桃色を打ち据えなお涼しげで。息ひとつ乱さず。







　――これが、『魔法使い』。英国から使わされた真の『魔法少女』。

　脈々と受け継がれてきた歴史が育んだ、本物の『正義のミカタ』。







　……ここに来て。事、ここに至って。やっと私は理解できた。







「……今までのあんたは、力を抑えていた、んだね……」







　カトリーヌの、この英国魔法少女の役割は、『指導員』だったのだ。







　召集されたばかりで、まだまだ経験も力も足りない『正義のミカタ』たちを導き、諭し、力の使い方を教え、戦い方を伝授する。その為に彼女はこの国に来たのだ。彼女は単身で『悪の組織』を壊滅させられる力を有していながら、経験不足の異国の後輩たちの為に自らを律していたのだ。







　思い当たる節はいくつもある。







　――初めて彼女を手を組んだとき。『マジカル・カトリーヌ』を認めたとき。




　彼女はあのカニゾーさんの一撃を。あの攻撃を。巨大な鋏で成される脅威的な打ち下ろしを。真っ向から両腕のみで受け止めていたではないか。完全物理型。近接攻撃のエキスパートである私ですら試そうとも思わなかったことを成し遂げていたではないか。







　――合宿のとき。カトリーヌとちょっとだけ近くなれたあの合宿のとき。




　彼女は経験不足の三田君や北川さんの為に、あえて囮役を務めたではないか。自身では一切の攻撃はせず、仲間二人に私への攻撃を託したではないか。自身の攻撃魔法があれば容易く片がついたであろう勝負を、仲間二人の経験のために捧げたではないか。




　

　……見縊って、いた。いや。見下ろしてすらいた、のかもしれない。







　私は唇を噛みしめる。羞恥の余り顔が痛いほどの熱を持つ。『悪の女幹部だ』などと。誇り高き『ブラックシャドウ』の生き残りだなどと。おめおめと彼女に言い放っていた過去の自分を殴り飛ばしてやりたい気分。私は、井の中の蛙に過ぎなかったのだ。大海を知らぬ、憐れな両生類に過ぎなかったのだ。







　――そして、今。彼女は、強い。







　宿敵である『悪』のおかげでその楔から解き放たれた彼女は。『正義の魔法少女　マジカル・カトリーヌ』は。英国の魔法使いは。その力を十分に、自由に使い、目の前に立つ者たちを圧倒する。







　自らが信じた『正義』を。

　自らが育て上げた『正義のミカタ』たちを。







　なんて。なんて皮肉な話だろう。悲しすぎる喜劇。笑いすらこみ上げてくる悲劇。

　彼女は自らの弟子たちに、初めて、思う存分、その真の力を見せつけているのだ。







　――共に戦う仲間としてではなく。対峙する恐るべき強大な敵として。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……ごは……っ！！」

「――っ！！」







　幾度繰り返された光景かわからない。何度このシーンを見せ付けられたか数え切れない。またもや返り討ちにあう銀と青。ダメージの色濃い二人がまた跳ね返される。そして白い魔法少女のたおやかな腕から放たれる電光石火の白銀の矢。それは一心不乱に何かを唱えていた桃色に突き刺さる。







「きゃああああっっ！！」







　華奢な体を『く』の字に折り曲げて『マジカル・スノー』が吹き飛ばされる。私の立つ場所へと飛ばされてくる。遥か後方で観戦していた筈の私の位置は、気がつけば戦場のすぐ側へと変わっていて。即ちそれは、たったひとりの少女によって、三人の正義のミカタがジリジリと押しやられていたという動かぬ証拠で。




　反射的に抱きとめた北川さんの体は傷だらけで。桃色の衣装は血塗れで。どれだけ撃たれたのだろう。どれだけ耐え続けたのだろう。儚げなこの少女は。一途過ぎるほど一途なこの少女は。それでも、尚、目を強く輝かせて。唇を噛みしめて。







「――まだまだっ！　まだいきます！　まだいけます！　お嬢様っ！」







　自身を抱きとめた相手が、決別を告げた筈の私であると、そんなことすら気がつかず。一歩、また一歩と震える足で前へと進む。青痣だらけの足で前へと進む。一歩進んではふらつき、一歩進んでは膝が折れ、それでも、ただひたすらに。前へ前へと。







「きた、がわ、さん……」







　思わずその背中に、折れそうなほど細いその背中に。でも固い意志をこめたその背中に向け、私は声をかける。彼女の名前を呟く。声をかけてもいいのかどうか、迷いつつも悩みつつも。




　ぴくりと、小さく反応する薄い肩。ゆっくりと振り返るその表情。この期に及んでもまだ諦めてはいない目の色。春には、ううん。ついほんの数日前の彼女からは想像もできないような凛々しいその横顔。







　――誰かを救うために命を懸ける、正義の魔法少女の、顔。







「きちゃった、ん、ですね。本多さん」

「うん。……ごめんね」







　何が『ごめん』なのかは、発言した私自身よくわからないけれども。思わず口について出た言葉がこれだった。ま、その。ここで『あんたたち不甲斐ないわね！』と罵倒できるほど私の性格も悪くはなかったらしい。悪属性だけど。







「見ての通り、苦戦しています。やっぱりお嬢様はお強いです」

「うん。そうだね」




　そう言う彼女の唇は裂けていて。薄く血が滲んでいて。




「でも。まだやれます。まだ戦えます。まだ立てます」

「うん。そうだね」




　そう言う彼女の膝は笑っていて。もう真っ直ぐ立てないほどで。




「正義は必ず、最後には勝つものですからね」

「うん。そうだね」




　そう言う彼女の声は少し震えていて。まるで迷子の幼児のようで。




「……だから……、でも、……あの……、うっく、……うう……」

「うん。うん。うん」




　そう言う彼女の瞳が潤んできて。血で汚れた頬に一滴が流れて。

　一滴はやがて二滴となり。そしてぽろぽろと。ぽろぽろと。止め処なく流れ。




　抑えきれない思いを。伝えられない本音を。隠し続けた彼女の口が。

　ついに。ゆっくりと小さく開いて、心からの言葉を紡ぐ。







「――助けて、ください。お嬢様を。私の大事なあの人を。お願い、お願い……」

「……うん。うん。がんばろう。北川さん。私も力を貸すから。うん。うん。ね？」







　ねえ。聞いてる？　聞こえてる？　カトリーヌ？　北川さんのこの言葉を？　この声を。この子は。あんたの愛弟子は。これだけ痛めつけられても。これだけ打ちのめされても。それでも尚、あんたの身を案じているんだよ？　あんたを助けて欲しいと願っているんだよ？　泣きながらそう告げているんだよ？




　聞こえてるのなら返事をしてあげてよ。声を聞かせてあげてよ。『よくやったね』って。『よく耐えたね』って。尊敬するあんたが不在という非常事態の中、あんたという強大な敵とよくここまで戦えたもんだよね。誉めてあげなよ。たまには、少しくらい優しくしてやりなさいよ。







　――あんたの育て上げた、『正義の魔法少女』たちに、さ。







「……今回の作戦内容は、聞いてる。北川さん、浄化魔法はまだ撃てる？」

「あ、はい。まだ撃てます。撃てますけど、あれは相手を足止めしないと……」







　そう。その為に、その一瞬の時間を作る為に、三田君と青いのはあんなにも頑張っている。我が身も省みず、全身傷だらけになりながらも、必至にカトリーヌに喰らいついているのだ。ならば。







「……私が、その時間を作る。必ず作る。だから」

「駄目です！　それは出来ません！」







……『その隙を突いて浄化魔法を撃て』、そう続けようとした私の言葉を、北川さんの声が遮る。ま、そう言うだろうとは思ってはいたけどさ。うん。







「私の浄化魔法は範囲攻撃です！　具体的に言っちゃうと、地に眠る精霊さんたちを強制的に目覚めさせてその範囲一体を浄化する設置魔法です！　つまり、仮に本多さんがお嬢様の足止めに成功したとしても、すぐ側にいたのならば本田さんも巻き込まれてしまうのです！」




　うん。実はそれは知ってる。三田君に聞いたからね。今回はでかい借りができちゃったな。これから熨斗つけて返してあげるからね。借りっぱなしは私の性にあわないから。借金も借りも大嫌いだからね。私は。




「お嬢様を助けるために本多さんを犠牲にしたと知ったら、お嬢様は絶対に私を許してはくれません！　自分を救うために誰かが犠牲になることなんて、あの人は望んではいません！　だから！」




　うん。そうだろうね。だから青いのは私をこの作戦から遠ざけようとしたんだろうね。あのヤンデレ女め。実はツンデレ属性も持っていたのか。そんなに属性増やしてどうするつもりだ？　誰か意中の彼でもいるのか？




「……だいじょうぶ、だいじょうぶだよ。北川さん」

「何がだいじょうぶなものですか！　あの魔法は本当に強力で！」




　うん。そうなんだろうね。見たことはないけど。北川さん。あんたの魔法は実はあのカトリーヌですら認めるほど強力なんだよ。北川さん本人に告げたかどうかは知らないけど。いや多分、あのドSお嬢様のことだから、絶対言ってないと思うけど。







　――だから、その不安を解消してあげる。







「……この変身スーツを作った人は本物の天才でね。実は羽が生える仕様なんだ」

「……え？　え、ええーっ！？」

「『ブラックシャドウ』の天才博士を舐めるなよ。羽くらい簡単だって言ってたさ」

「そ、それなら！　それなら魔法発動の瞬間に飛べば！」







　そう。その通り。北川さんの浄化魔法は『地面設置型』の浄化魔法。如何に強力な魔法と言えども、その範囲外に逃げ出してしまえば何の問題もない。ギリギリまでカトリーヌを押さえつけ、発動の瞬間に飛び立ってしまえばいいのだ。







「ま、悪の女幹部のスーツだからね。羽と言っても蝙蝠みたいな黒いヤツだけど」

「見た目なんてこの際どうでもいいです！　いける！　いけますよ！」







　……いや見た目は結構重要なことだと思うぞ？　何が哀しくてうら若き清純な乙女であるこの私がデ○ルウィングみたいな蝙蝠の羽を生やさにゃいかんのだ？　いやまあ、こんな格好をしてる時点でかなり手遅れだとは思うけど。それにデ○ルイヤーじゃなかっただけでもマシだという意見もあるだろうけど。ま、それはともかく。







「……そういう訳だから、遠慮なくぶちかまして」

「はいっ！　わかりましたっ！　任せてください！」







　力強く、北川さんが頷く。絶望的なこの戦いに生まれた一筋の光明。自身の魔法で決着をつけることが出来るという一縷の希望。その未来に、大事な人を取り戻せるかもしれないと言う希望に彼女の顔が、瞳が輝く。







　……うん。いい笑顔だ。やっぱり魔法少女はそうでないとね。







「さて、と……」







　私は両の足で地面を踏みつける。力強く、雨に濡れた大地を噛む。気合を入れる。







　右足は、その力を見縊っていた、見誤っていた親友への謝罪の意味をこめて。

　左足は、絶望的な戦況にもめげず、正義を貫こうとした少年少女たちの為に。







「……この戦いが無事に済んだら、ですね」

「うん？」







　走り出そうとした私に北川さんが声をかけてくる。穏やかな笑みを浮かべながら。







「いっしょに、美味しいケーキを食べましょう。みんなで」

「……ありがたい話だけど、それ、死亡フラグみたいだよ？」







　ケーキは嫌いじゃないけどさ。それどう考えても死亡フラグとしか思えない。『俺、この戦争が終わったら結婚するんだ……』に匹敵すると思う。縁起でもないなあ。




　そんな思いが顔に出ていたのであろう。くすくすと可笑しそうに私の顔を見つめ北川さんが笑いかけてくる。リラックスさせるような口調で言葉を続ける。







「そうですね。素直な私や、単純な三田君が言えば、これはきっと死亡フラグです」

「でしょー？　やめてよねー。戦意が鈍るじゃない」




　ついでに微妙に失礼よ？　北川さん？　まあ確かに三田君は単純だけど。




「でも。捻くれ者の『悪の女幹部』さんが言えば、きっと逆に働きます」

「……つまり、死亡フラグではなく、生存フラグになるって訳、ね」




　捻くれ者とか言わないでよ。意外に口が悪い子だこと。いや、意外でもないか。




「だから。本多さん。絶対に。絶対に本多さんは生きて帰ってきます。信じてます」

「……ん。ありがと。……ケーキはそっちの経費でお願い、ね」







　その言葉を最後に、私は地を蹴る。白い魔法少女の下へと走り出す。

　走りながら思う。北川さんの言葉を。心を。その優しさを。







　ありがとね。北川さん。ごめんね。私、捻くれ者で。

　あなたの優しさが身に染みたよ。本当にありがとう。

　あなたが素直でよかった。私みたいな捻くれ者じゃなくて本当によかった。







　……私の言葉を疑いもせず信じてくれる、素直な子で本当によかった。







「……羽、かあ。確かに博士なら簡単に作ってくれそうではある、けど、ね」







　頼んでおけば良かったな。この際、デ○ルウィングでもよかったから、さ。

　飛ぶ事さえ出来れば、蝙蝠の羽でも、蜻蛉の羽でもなんでもいいから、さ。







「……ごめんね。北川さん。私、素直じゃないから、さ。嘘ついた」







　そうでも言わないと、きっと優しい彼女は魔法を撃つ事ができなかっただろうから。

　本来は敵である私のことを考えて、浄化魔法を撃つ事が出来なかったであろうから。







「……でも、ま、許してよね。だって私、『悪の秘密結社』の人間だし、ね」







　人を騙すのはお手の物。卑怯嘘つきはむしろ誉め言葉。だって私は悪だもの。

　悪の組織の人間の言葉を信じるなんて、正義のミカタとしてはまだまだだね。







「……羽なんて、私には、ないんだよ。北川さん」







　それでも方法はこれしかないから。カトリーヌを救うにはこれしかないから。

　だから。お願い。神様。――どうか北川さんが真実に気がつきませんように。







「……いくよっ！　カトリーヌっ！　覚悟なさい！」







　飛ぶ事の出来ない私は、走ることしか出来ない。彼女に向け、ただ一直線に。

　飛ぶ事が出来ない私は、彼女にしがみつく事しか手段がない。足止めの為に。







　だから。







「カトリーヌっ！　私のこの体！　この命！　あんたの為にくれてやるよっ！」







　――そして。私は。白く輝く親友に拳を向ける――











第三幕　浄化の桃

第十八話　浄化魔法、発動

第十八話　浄化魔法、発動




　飛び込みざまに放つ一撃は、精密さより勢いを重視して。

　当てることよりも。ダメージを与えることよりも。私の意志を見せ付ける為に。




　空手家にあるまじき、大きく振りかぶった右フック。

　私の師匠、Aさんに見られたら軽く三時間は説教されそうな雑な一発。




　私の右前方にいる三田君を追い抜き。私の左前方にいる青いのを抜き去り。

　我が標的は白い魔法少女。その横っ面めがけて渾身の一撃を放つ。







「だらっしゃあああっっっ！！」

「――っ！！」







　左手に三田君を。右手に青いのを。各々を牽制しつつ魔法を放とうとしていたカトリーヌの顔色が変わる。能面のような無表情に、微かな動揺を浮かべる。二人に意識を向けていた白い魔法少女は、想定外の一撃をさすがに回避は出来ず左手を上げてガードする。







　――本来の私の流儀とは程遠いけど。お世辞にも誉められた一撃ではないけれど。







　全力疾走で勢いをつけ、振りかぶって体重を乗せ、当たればどこでもいいと、ただそれだけを考えて振りぬいた拳は、派手な激突音を立てカトリーヌを大きく後方へと弾き飛ばすことに成功した。







「……うん。まあ、上出来、かな？　ダメージはないだろうけど、ね」







　大袈裟な音の割りに、右拳に手応えは感じられなかった。当たった瞬間、ダメージを殺すために後ろへと飛んだのだろう。当たった場所は多少痺れるだろうけど、体の基幹部分や急所に当たった訳ではないから効果の程は期待できない。ま、いいけどね。今のは挨拶代わりだしね。所謂肉体言語と言うヤツだしね。







　その証拠に。白い魔法少女は膝すらつかない。一瞬だけ浮かべた怪訝な表情はもうどこかへ消え去っており、能面のような、人形のような顔を取り戻す。興味なさげに、どこまでも無関心な瞳の色で。ただただ静かにこちらへと視線を向ける。







「本多っ！？　すまん！　助かったわ！」

「なにしにきやがったっ！？　黒いの！？　早く帰れ！」







　そんなカトリーヌとは対照的に大声を上げて私に詰め寄る銀と青の二人。傷だらけの二人のうち一人は助太刀を感謝するような声で、またもう一人は邪魔者を追い払うような声で私の側に駆け寄ってくる。……いや、青いの。あんたね。開口一番『帰れ』はないでしょう『帰れ』はさ。ほんと、口が悪いやつだなあ。







「ごめん。三田君。もう見てられなくなった。助太刀する」

「……ああ。うん。すまん。みっともないとこ見せちまったな」







　全然そんなことないよ。三田君。確かに力及ばなかったかもしれないけどさ。カトリーヌを止めることは出来なかったかもしれないけどさ。三田君の動き、格段によくなってた。相手があの白い魔法少女じゃなければ、カトリーヌじゃなければ。絶対に三田君が勝っていたと思うよ。だから胸を張って。







「ごめん。青いの。やっぱり私も戦わせて欲しい」

「ふざけんな。お前がいると計画に齟齬をきたすんだよ。大人しく引っ込んでろ」







　そうだよね。うん。そうなんだよね。カトリーヌを足止めして北川さんの浄化魔法をぶつける作戦だもんね。その場に私がいたら本当に邪魔にしかならないよね。でもさ。でも。その私の身に危険がないとしたら？　浄化魔法から逃げる術が在るとしたら？　私は立派な戦力の一人にならないかな？







「三田君？　君だってそれくらいわかるでしょ？　こいつが、黒いのがいると北川さんは魔法は撃てないんだよ。今、この場においては、この黒いのはむしろ邪魔なんだよ」

「……ああ。うん。そうだ。そうだった。本多。気持ちは嬉しいけど、実際にカトリーヌを押さえられない俺たちが言うのもなんだけど、でもやっぱり……」







　うん。ありがとう。私のことを心配してくれて。私の身を案じてくれて。でも。でもさ。私はもう覚悟は決めたんだよ。私はとっくに覚悟を完了してるんだよ。だから、その優しさは、いらない。だから。だから。







「だいじょうぶ。さっき北川さんにも伝えたけどさ。私のスーツって実は羽が装備されてるんだ。だから浄化魔法発動の瞬間に飛ぶ。空に逃げる。だから、ほんと。これっぽっちも心配はいらないんだよ」







　――だから、私は、また、嘘をつく。







「……まじか。本多？」

「まじまじ。大マジ。蝙蝠みたいなやつが背中から生えるの。にゅーっと」

「なんだよっ！　早く言えよ！　心配して損しちゃったよ！　俺っ！」

「やー、ほら。一応企業秘密？　みたいなもんだしねー」







　あははーと乾いた笑いを浮かべる私。そんな私に対し、これっぽっちも疑問を抱いていない様子の三田君。……うん。なんか、あれだよね？　三田君といい北川さんといい、基本的に性格がいいからだろうけど、君たちはもうちょっと人を疑うってことを知ったほうがいいと思うよ？　将来、変な壷とか買わされそうで私心配だよ。うん。







「……よーし！　それを聞いたら、なんか元気出てきた！　いくぞーっ！」







　私に向かって力強く親指を立てて見せた三田君が、身を翻す。白い魔法少女へと飛びかかる。打たれた怪我が癒えてはいないけど。流れる血は止まってはいないけど。でも。それでも。希望を取り戻した者は強い。恐れることなく、強大な敵へと向かっていく。また戦場へと身を投じていく。







　……うん。『正義のミカタ』はそうでなくっちゃ、ね。どんなに強大な相手にでも。どんなに困難な闘いにでも。笑って向かっていくのがヒーローだよ、ね。うん。







「……よし。じゃあ、私も」

「――待て。黒いの」







　三田君を追い走り出そうとした私の背中に向け、冷たい声がかかる。誰も見たことがない、深い深い海の底に流れる水のような冷たい声がかかる。……あー。うん。まあ、ね。青いの。あんたは、あんただけは騙せる気がしなかったんだよね。実は、さ。







「……飛べるって、嘘、だよな？　黒いの？　そりゃ嘘だろう？」

「……何を仰いますか。青いの？　何を根拠にそのような疑いを」

「嘘じゃないって言うなら、今すぐここでその羽を広げてみろ」

「……秘密兵器は、最後に見せるからこそ格好いいんだと思うんだ」

「…………」

「…………」







　沈黙。あーもー、本当に。青いの？　あんたは少し北川さんの素直さや三田君の単純さを見習ったほうがいいと思うんだ。そりゃあんたみたいに性格がひねちゃったらさ、『人を見たら泥棒と思え』が座右の銘だったりするのかもしれないけどさ。そんな人生送ってたら寂しいでしょ？　素直じゃない女の子はもてないぞ？







「本当に飛べると言うのなら、なぜ先日の蛙怪人との戦いで飛ばなかった？」

「……あー、うん。あれはー、そのー、出し惜しみ？　かな？」

「そんな言い訳が通用すると、本気で思っているのか？」

「……通じる、かな？　通じるんじゃない、かな？　通じたら、いいなあ……」







　再びの、沈黙。……ま、通じないよね。さすがに。自分でもわかっているんだ。でも。でもさ。仕方ないじゃん？　これしか手がないとしたらさ。これしか方法がないとしたらさ。無茶だってわかっていても。自分の身がどうかなってしまうかもしれないとしても。やらなきゃいけない時ってあると思うんだよね。これがきっと、私なりの、たったひとつの冴えたやり方、ってやつなんだ。







　――だから、お願い。このまま嘘を突き通させて。







　その言葉は、発せられることが無かった。口に乗せる暇も無かった。無言で前へと、白い少女の立つ場所へと歩き出した青いのは、もう私を追求することはせず、顔を見せることもせず、目もあわせることもなく。背中を見せたままで、一言。







「……嘘じゃないっていうのなら、最後まで貫き通せ」

「――え？」

「飛んでみせろ。羽は無くとも、お前には二本の足があるだろ。すげえ太いのが」

「……言われるほど、太くはないけど、ね」







　……失礼なやっちゃなーっ！！　太くなんかない！　そりゃ幼少の頃から鍛え続けてきたせいで筋肉はついてるけどさ！　太くはない！　ないもんね！　……でも、まあ。







「……ありがと。青いの」







　――黙っててくれるんだね。見逃してくれるんだね。感謝、するよ。







「礼を言われる筋合いはない。別におまえの心配なんかしていない。ただ……」

「……ただ？」







　そう続けた青いのは、相変わらず私に背中を見せたままで。その声はいつものように不機嫌なままで。私に対する敵意は隠そうともせずに。







「あんたを倒すのは、このあたしだ。だから、死なれると困るんだよ。――本多百合」







　☆　☆　☆　☆　☆







「うおおおおおおっっ！！」

　三田君の拳が乱舞する。疾風怒濤の勢いでカトリーヌに叩きつけられる。




「でぇいっ！！」

　青いのの槍が風を切る。それは避けられこそしたものの、白い衣装を僅かに切り裂く。







　――三対一の戦い。これを卑怯とは言うまい。なぜなら正義の戦隊は伝統的に複数で怪人一人を叩くものだから。ある意味王道。私たちは一人では敵わない敵に、数の力を持って対抗する。




　私の加入により大勢が変わった。戦況が動いた。まだカトリーヌの足止めには至らないけど。北川さんの魔法発動までには至らないけれど。触れることさえ敵わなかった最強の敵、白い魔法使いは、今、明らかに劣勢に追い込まれている。







　届かなかった拳が、掠ることもできなかった槍が、徐々に、徐々に白い魔法使いを追い詰めている。その身に届きつつある。致命傷こそ与えられてはいないけど、動きを止めるには至っていないけど、でも。







「当たる！　当たるぞ！　本多！」







　三田君の声が歓喜に弾む。青いのが自らの槍をまじまじと見つめる。そう。そうだよ。三田君。それから青いの。あんたたちは決して弱くなんかない。カトリーヌは確かに強いけど、手が届かないって訳じゃない。さっきまでのあんたたちが苦戦していたのは。その理由は。実はただひとつで。







「うん！　でも三田君！　油断しないで！　次は右いくよっ！」

「OK！！」

「青いのは前に詰めて！　カトリーヌがぐらついたらお願い！」

「うるさい！　いちいち命令するな！　……こっちは任せろ！」







　――私の両拳は、今ではもう三田君に速さで負ける。

　――私の一撃は、元から青いのに威力では勝てない。







　でも、でもね。そんな私が唯一、今でも二人に勝てるもの。それは。







「ちぇいっ！！」







　カトリーヌの正面に立った私は、思い切り左回し蹴りを放つ。この蹴りは私渾身の一撃だけど。でも。まあ。今のカトリーヌになら。本気を出した白い魔法少女になら。避けるのも受けるのも可能な筈。――いや。可能『だった』筈。でも。







　その蹴りを横に交わそうとすれば、目の前には拳を握った三田君がいる

　その蹴りを後ろに飛んで避けようとすれば、青いのが即座に詰めてくる。




　そしてその蹴りをその場で受け止めてしまっては、足が止まってしまう。

　つまり三人がかりで組み付き、地に押し倒してしまうことが可能なのだ。







　――三田君に、そして青いのに足りなかったものは、『格闘経験』。







　格闘家は、戦いをコーディネートする。拳のひとつひとつに意味を持たせる。体捌きのひとつひとつに意図をこめる。左回し蹴りを放てば、受けた相手の体が右に流れることを経験で知っている。避けようとすれば後方に飛ぶことを経験で知っている。







　――つまり。自分の放つ攻撃の『先』を読む事。







　全ての格闘家は。ううん。経験がないからわからないけど、恐らく剣術家であっても。その心得がある人たちは、『自分の攻撃により相手がどう動くか』ということを刹那の時間で計算する。その『場所』へ、次の攻撃を放つことを計算する。相手の逃走経路に次弾を放つことを無意識にやってのける。




　三田君が、青いのが。常日頃からの訓練を怠っていたとは思わない。実践で学んでいなかったとも言いはしない。でも。それでも。その『格闘経験』は。戦いの未来予想図を読む力は。一朝一夕で身につくものではない。何年も何年も、組み手をし、スパーリングをし、試合をし、練習を重ねて重ねてやっと身につくもの。何度も何度も、殴られ、蹴られ、投げられ、それでも繰り返して繰り返してようやく身につくもの。







　――凄まじい力を誇る、『正義のミカタ』であっても、それは例外ではなく。







　どれだけ力が強くても。どれだけ動きが早くても。それを効率よく運用する術を知らなければ、『格闘』に勝つことは出来ないのだ。だから。







　三田君。そして、青いの。私があなたたちの目になってあげる。私があなたたちの神経になってあげる。――私があなたたちの力を、100％全部発揮させてあげる。







　速さでは勝てなくなってしまっても。威力では負けてしまっていても。

　私はまだ、『格闘』ならば、あなたたちには意地でも負けないから。

　私の経験の全てを。今日までの稽古の全てを。ここで発揮するから。







　――だから、勝とうね。この悲しすぎる戦いを、一刻も早く終わらせようね。







「すまん！　カトリーヌ！　打たせてもらうぞ！」

「――っ！」







　私の蹴りを受け止めたカトリーヌの体が、右側に流れる。泳いだ体は三田君の真正面に無防備で晒される。優しい三田君は、こんな状況だというの一言謝罪してからカトリーヌに打撃を浴びせる。几帳面と言うか何と言うか……。まあいいけど。







　連打連打連打連打連打！　ガドリングガンのように三田君の拳が、雨霰とカトリーヌの体に叩き込まれる。一撃一撃は軽くとも。急所には届いていなくても。その非力さを。雑さを。補って尚余るほどの回転数。闇雲な攻撃ではあったが、無我夢中と言ってもいい拳ではあったが、だがそれだけに完全なる回避は、あのカトリーヌを以っても不可能で。







　偶然なのか、それとも狙っていたのか。そのうちのひとつが白い魔法使いのこめかみを捉える。人体の急所のうちのひとつに届く。如何に魔法少女と言えども。『正義のミカタ』と言えども。人間であることは変わらず。そこが急所であることは変わらず。







　――ぐらりと。ついに。偉大なる魔法使いの体が揺らめく。







「今だっ！　青いのっ！」

「言われなくてもっ！」







　猛然と青いのが詰め寄る。自慢の槍を振り回し駆け寄ってくる。……さすがに鬼畜パーサーカー『マジカル・ウインド』といえど、仲間にその刃を突き立てることはせず、くるりと一閃させた槍の柄の部分で、白い少女の体をかち上げる。







　――少女の体が、宙に浮かぶ。とうとう、この戦闘で初めて無防備な状態を晒す。







「黒いのっ！」

「本多っ！」







　わかっている！　耐えて耐えて耐え抜いて、ようやく廻ってきた千載一遇のチャンス。三田君が体を張り、青いのが血を流し、北川さんが傷だらけになりながらも待ち望んだこの瞬間。絶対に、絶対に無駄にする訳にはいかない！







「北川さん！　お願いっ！」







　背後で固唾を飲んで見守っている筈の北川さんに向け叫ぶ。返事を確認する間も惜しんで私は大地を蹴る。顎を逸らし成す術もなく宙へと飛ばされたカトリーヌに向け、思いっきり跳躍する。私同様、羽のない筈のカトリーヌ。その体にしがみ付き、地に叩きつける為。北川さんの魔法発動まで、地面に押し付ける為。







　――綺麗なその体に取り付いた、糞ったれな怪人を浄化する為。

　――誰よりも優しい『正義のミカタの魔法少女』を取り返す為。

　




　……そして、何よりも大事な、私の大事な親友を助ける為に。







「カトリーヌーっっっ！！」







　飛び上がった私は叫ぶ。喉も裂けよと大声で彼女の名前を呼ぶ。聞こえる？　聞こえていても届かないかもしれないよね。あんたの本体には。その心には。でも。それでも。私は叫ぶ。彼女の名前を。誇り高き英国貴族の名前を。生涯絶対に忘れることがないであろう、私のかけがえのないライバルの名前を。







　降り注ぐ豪雨の中。荒れ狂う暴風の中。白い少女は糸の切れた人形のように、成す術もなくただ空を舞う……だけだと。そう思っていた。それを押さえつけるだけだと、そう楽観していた。けど。







「――え？」







　カトリーヌの手が光る。白い魔法少女の白い右腕に白い光が宿る。全てを打ち払う魔法の矢が番えられる。この期に及んで。三田君に散々に打ちのめされて。青いのに力一杯突き上げられて。それでも尚、この少女は反撃の意思を見せ付ける。







　――あれが当たれば、地に墜ちるのは私。







　わかっていても、どうしようもない。なぜならば私に羽はないから。飛び上がることは出来ても空中で方向転換する術はないから。それどころか、あのカトリーヌの魔法だ。こんな至近距離でまともに喰らったら意識ごと吹き飛ばされる。







「ここまで来て！　ここまで追い詰めて！」







　どう考えても私の手が届くより、彼女の魔法の発動のほうが早い。でも、もうどうしようもないから。どうすることもできないから。私は精一杯手を伸ばす。諦めきれずに。無様に。我侭を言う子供のように。ただただ、他に出来る事もないから。







「届け！　届け！　とどけええええっっっ！！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……ここは、どこなのでしょう？







　なんだか随分長い間、眠っているような気がします。こういうのを半覚醒というのでしょうか？　夢うつつと言うのでしょうか？　私の意識が、私の肉体を離れてしまっているような、そんな気すらします。そもそも私って誰なのでしょう？




　私にはやるべきことが、やらなくちゃいけないこともあったような気がするのですが、もうそれが何だったのかすら、思い出すことが出来ません。大事な、とても大事な、大切なことだったと思うのですが。忘れてしまったようです。







　目を閉じても。目を開けても。変わらぬ真っ暗な世界で。そんな片隅で。

　私は膝を抱えて、ただ、待っています。待っています？　何を？　誰を？







　気を抜くと消えてしまいそうな意識の中で。何かに塗りつぶされそうな意識の中で。

　それでも、朧げながら浮かんでくるのは。ひとつのイメージ。というか、色。色彩。







　――それは、純粋な黒。漆黒。ただただ孤高に鈍く光る、深い深い、黒。

　綺麗だな、って思います。その黒は冬の夜空の黒。無限を感じる深い黒。







　――そんな、黒の声がします。黒の声ってなんだかおかしな表現ですけれども。

　でも。私にはわかるのです。この声が。この叫びが。黒のものだということが。







　――だから。私は、応えようと思います。この声に。この叫びに。黒の声に。

　私はここにいるよ、って。私はここで待っているんだよ、って。その一言を。







　――私に残された、有りったけの力を使って。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……魔法少女の腕から銀の矢が放たれる瞬間、不覚にも私は目を瞑ってしまった。覚悟はしていたつもりでも、でも、やっぱり反射的に目を瞑ってしまった。情けないと笑うなら笑え。『悪の女幹部』であるとは言え、私だって人の子なのだ。お年頃の女子高生なのだ。怖いものは、怖い。ああ怖いさ！







　でも。







　魔法の発射音が聞こえても。瞑った目にすら感じられるほどの光が放たれても。いつまでたっても私の身に痛みも衝撃も襲っては来ず。それが不思議で。理不尽で。




　……開けた瞳に映ったのは、目の前に浮かぶ白い魔法少女。そしてその顔が、無表情だったその顔が、驚愕で酷く歪んでいて。







　――そしてその右腕は、私ではなく、誰もいない空へと向けられていて。

　その事実に今度は私が驚いて。でも私にはゆっくり驚く時間すらなくて。







　私の手がついにカトリーヌへと届く。その白いヒラヒラした衣装を無我夢中で場所も構わず握り締める。普通の衣類なら私の力で裂けてしまうのだろうが、さすが英国魔法使い伝統の衣装。しっかりと私の指に絡みつく。







　――あとは、そのまま。重力の成せるままに。







　握り締めた手に力を入れて。彼女を背中から落とすように。でも後頭部は打たないように後ろに左手を添えて。そのまま。まっすぐ。地面へと諸共に叩きつける。







　……雨に濡れた過去川の河川敷。その地面に。ついにカトリーヌを捕らえた。そのまま身動きが取れぬよう、全身で圧し掛かるようにして動きを封じる。客観的に見たら私が銀髪碧眼美少女を押し倒しているように見えるだろうな、なんて、どうでもいいことを考えつつ。







　それとほぼ同時に地面が鳴動する。地震かと思えるほどに世界が揺れる。膨大な魔力が集まっている証拠。その起動音で鼓膜が破れるそうな程。首だけ動かして見てみれば、離れた場所で北川さんが、ううん、『マジカル・スノー』が。その名の通り魔法を詠唱しているのが見える。……そして。そして。







　――過去川の河川敷に浮かび上がる、巨大な白い五紡星。







　合宿の時。北川さんが見せたものとは同じようで規模がまるで違う。半径軽く50メートルはあるだろうか？　大きさもさることながら、篭められた魔力が段違い。私の拳で壊れた過去のあれとは比較にもならない。







　北川さん。やっぱりあなたも本物だよ。立派な『魔法少女』だよ。







　私は彼女に心からの賞賛を送る。そして少しだけ頭を下げる。嘘ついちゃってごめんね。カトリーヌに怒られるかもしれないけれど、許してね。ケーキ、食べにいけなくてごめんね。誘ってもらえて嬉しかったよ。うん。ありがとう。







　――なんて、一人気分を出していた私の横腹が蹴り飛ばされる。







「――っ！？！？」







　痛みよりも呼吸困難で。呼吸困難よりも混乱で。声が出ない。完全に油断していたところの一撃。効いた。いや効いたなんてもんじゃない。あばら、何本かいっちゃったんじゃないかこれ？　くそう！　カトリーヌめ！　なんてしぶとい……。







「なにしてんだこのすっとこどっこいっ！　早く逃げろ！」







　あれカトリーヌってこんな声だったっけ？　いやそれよりなんだその口調は？　すっとこどっこい？　こら英国貴族様。あんたが日本語堪能なのはよく知ってるけど、そんな汚い言葉遣いしちゃ駄目でしょ？　そういうのはあの粗暴な青いのが……。







「呆けてるんじゃねえ！　もう発動しちまう！　早く飛べ！」

「……って。青いの？　あれ？　あんた、なにしてんの？」







　私の横腹に力一杯本気の蹴りを食らわせ仁王立ちする青い少女が、蹲る私を見下ろし憤怒の表情で叫ぶ。いらいらと足踏みをしながら。







「早くどけ！　押さえつけるのは私が変わる！　白いのの動きを止めることは無理でも、押さえつけるだけならあたしでも出来る！　だから！」







　言うが早いが即座に私を押しのけ、カトリーヌに覆いかぶさる青い少女。なんだよ。この。あの。その。えーっと！







「ありがと！　でもなんで！？　あんた私のこと嫌いなんじゃないの！？」

「礼なんていらねえ！　あんたに死なれると泣くやつがいるんだよ！　それだけだ！」

「わ、わかったっ！」







　ようやく青いのの言葉を私の脳が理解した。カトリーヌを押さえつけるのは、三田君より力が強く、青いのより格闘に長けてる私の役目だと思い込んでいた。確かにここまでは私じゃないと出来なかったかもしれない。彼女を捕らえることは私にしか出来なかったかもしれない。でも。今なら。倒れているカトリーヌを僅かな時間だけ押さえ込んでおくのは。この青い少女でも出来る！







「早くっ！」

「う、うんっ！」







　青いのの切羽詰った声に突き動かされるように、私は立ち上がる。半径50メートル。一気に走り抜けられれば！　発動までに範囲外に逃げ出せれば！　いける！　私の足なら！　この鍛え抜かれた私の足なら！







「サ、セ、ナ、イ……」

「――え？」







　……走り出そうとした私の足首を握る者がいた。それは押さえつけられた少女。『マジカル・カトリーヌ』と呼ばれた少女が、その手を伸ばし私を拘束する。




　少女の顔が歪む。整った、フランス人形のようだった彼女の顔が憎悪で醜く歪む。それはカトリーヌの顔ではなく。カトリーヌに乗り移った異形のモノの顔。







「オ、マ、エ、モ、ミ、チ、ヅ、レ、ダ……」







　――その瞬間、世界が白い魔法で包まれた。














第三幕　浄化の桃

エピローグ　台風一過

エピローグ　台風一過




　鳴動する大地。荒れ狂う雨雲。吹き荒れる暴風。

　これは台風の影響か。それとも魔法少女渾身の一撃の成せる業か。




　この世のありとあらゆる天変地異を集めて煮詰めたような、この光景。

　その振動が、脈動が、世界を揺るがす。不動の大地を泥土へと変える。




　轟音と共に浮かび上がる光のライン。地を切り裂くようにして走る白いライン。

　初めは外周の真円を。そしてその内部に形どられる一筆書きの星の陣を。




　凄まじい力を篭めた白線が。レーザー光線のように奔る。奔る。――そして。







「召還型浄化魔法！　『大地賞賛』っ！　発動っ！」







　遠くから聞こえる北川さんの声。こっちの事情を知らない桃色の魔法少女が、私のついた嘘を信じて疑わない『マジカル・スノー』が。己が役割を果たすために。私との約束を果たすために。大事な仲間を取り戻すために。精魂篭めて放つ乾坤一擲の一撃。




　その声に応えるように。何かが呼び出されるように。白い五紡星がより一層の光を放つ。もう眩しくて目を開けていられない。感じられるのは圧倒的な力の渦。ヒトが成せる業ではない。科学では到達することが出来ない。私は生まれて初めて『神秘』というものを目の当たりにする。『神』の『秘密』。これは。この力は。そうとしか表現できないような、人知を超えた力。







「グ・ギ・ギ・ギ・ギ……ッ！！」

「放せっ！　放せつってんだろっ！」







　血を吐く様な呻き声を上げるカトリーヌ。ううん。カトリーヌの姿をした邪悪な何か。白い魔法少女の姿を借りた悪の怪人。それを全身で押さえつつ、空いた手で、掴まれた私の足を我武者羅に引き剥がそうとしてくれる青い少女。







　――ありがとう。青いの。……でも。もう。きっと。無駄、かな？







　私の足元。そこに蹲る白い魔法少女。『マジカル・カトリーヌ』。その体が光に包まれる。全てを癒し、浄化し、邪悪なるものを滅するその光。青い少女には何の影響も及ぼさない。白い魔法少女の本体にも害はない。でも。







「――っ！？　……っ！？！？」







　最早判別不可能な叫び声をあげて彼女が身悶える。その身の『中のモノ』が暴れ回る。だがしかし、青の拘束は解けず。青の腕を振り払うことは出来ず。







　――ついに。白い魔法少女の腕が。私の足を手放した。







「黒いのっ！　今だ！　飛べっ！　飛べえええっっ！」







　……ごめん。青いの。ごめん。駄目だ。やっぱり、もう駄目だ。

　足に力が入らない。いや。足だけじゃない。腕も。体も。指先ひとつにさえも。




　それは、私が『ブラックシャドウ』の。『悪の女幹部』であることの証明。

　それは、私が日が当たる『正義』ではなく、闇が似合う『悪』を選んだ結果。




　北川さんの魔法。地から湧き上がるこの光。それを浴びた瞬間から感じられていた力の喪失。自分の根源が滅消していくこの感覚。まだ痛みはないけれど。まだ焼かれる苦痛は感じられないけれど。でも。もう。







　――私は飛ぶ事が出来ない。私の足は、もう跳躍することすらままならない。







「――っ！？　黒いの！？　おいっ！？　なにしてんだ！？　早くっ！」







　……ごめん。青いの。私、もう飛べない。

　……ごめん。北川さん。ごめん。三田君。嘘ついちゃって。







　……ごめん。カトリーヌ。私は、もう、あんたと一緒にいられない。







　そして。







　……ごめんなさい。総統。お帰りを待っていられなくて、本当にごめんなさい。







　――白い魔法少女の体が、大きく一度痙攣するのを見届けた後。

　――全身から、一切の力が、抜け、私は、意識を、手放し、た。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……再び目を開けた時、私がまず感じたことは、例えようもない浮遊感。そして、何故だかわからないけれど、ちょっとだけ懐かしい、感触。







　子供の頃、まだ『普通の』子供だった頃、父親の大きな腕に抱かれていた時。

　幼少の頃、まだ私の組織が健在だった頃、総統が優しく頭を撫でてくれた時。







　その時と似たような感覚が、私を包む。







　ああ。これは死んだなと。北川さんの魔法で消滅しちゃったんだなと。回らない頭でそんな風に考える。何故なら今の私に父親はいないから。何故なら今の組織に総統はいないから。だからこれはきっと、所謂『走馬灯』というやつ。懐かしい暖かい感触に包まれてあの世とやらに逝けるのならば、これはこれでありかな、なんて、そんなことすら思ってしまう。……の、だが。




　……何やらやけに足元がすーすーするなあ、と。いや。足だけじゃない。手の先も、それから顔にも頭にも、涼しいというか、寒すぎるくらいの風が当たっている。ま、それもそうか。私はこれから天国に昇るんだしね。上空が地上より寒いというのは常識だし。……いやでもこれは寒すぎだろ？　バイト先のファーストフードにある大型冷蔵庫の中くらい寒いぞ？　こんな寒いと、寒いと、寒いと……っ！！







「……ふぁあ、ふぁあ、ふぁあ……ふぁくっしょーんっっ！！」







　ほら見ろ。豪快に出ちゃったじゃないか、くしゃみが。







「……あのな。百合。お前も年頃なんだから少しは大人しいくしゃみをだな……」







　そんなこと言ったってさあ。『女の子らしく』って、私には難易度高いんだもん。だって仕方ない。物心ついたときからさあ、私の身の回りには総統とかAさんとか博士とか、むくつけき男ばかりだったんだし。お手本になりそうな女の子ってBさんしかいなかったんだもん。でもそのBさんは余りにもお嬢様ちっくでとても真似なんてできなかったんだもん。……それにあの男。私が女性っぽくなれない最大の理由。事あるごとに私にちょっかいを出してはからかうあの男。大佐がいたから！　大佐がいたせいで！　わたしはどんどん女の子らしさを失って、代わりに男らしさを……。うん？　え？　たい、さ？　今の声、は……？







　とたんに覚醒した私の五感が捕らえたもの。それは――轟音。







　耳を劈くほどの機械音。巨大な機械が奏でるモーター音。その音の発生源である鋼鉄の塊は、私の頭上に浮いていて。空中で鉄の板を旋回させていて。







　――それは、科学が生み出した人口の鳥。ヘリコプターと呼ばれるもの。







「ま、気がついたようでなにより、だ」

「……え？　いや？　あの？　ええーっ！？　た、大佐っ！？」







　そして私の体は、力強く逞しい腕に抱きかかえられていて。片手で軽々と私の身を支える大佐は、ヘリから釣り下がっているロープに自らの五体を絡ませていて。昔、テレビで見たレスキュー隊員のような真似をしていて。







　――つまり、私は。ヘリからぶら下がった大佐の胸にすっぽりと収まっていて。







「……全く。無茶をするにも程があるぞ？　自分が『悪属性』だということを忘れた訳でもあるまいに……。さすがのそのスーツでも、浄化魔法には勝てないんだぞ？　わかっているのか？　百合？」







　頭上から轟くヘリの轟音。耳元を走る風の暴音。そんな環境であっても、何故かよく聞こえる大佐の声。女性を惑わせることには定評がある優しい声。それが、発言内容とは裏腹に、私の心に染みてくる。染みてくる。







「うん……。その。心配かけてごめんなさい。でも……」

「もう、いい。言いたいことは、わかっている。……よくやったな。百合」







　……背中に回された腕が、暖かい。幾多の戦闘を乗り越え。数多の死線を踏み越え。それでも戦ってきた男の、戦士の、大佐の腕は、傷だらけで。そのうちのいくつかは、遥か昔に、私の身を守るために付けられたものに違いがなくて。




　……いつだって。どんな時だって。『ブラックシャドウ』は。そのメンバーは。大佐は。博士は。Aさんは。Bさんは。……そして総統は。







　私を守ってくれる。私を助けてくれる。……私の味方であって、くれる。







「……それにしても、どうして？」

「うん？」

「どうして、ヘリで来たの？」

「ああ。なんだ。そんなことか」




　私の疑問に、なんでもないことのように大佐が応える。




「博士がな、『正義のミカタ』の通信を傍受していてな。今回の作戦が『地上設置型浄化魔法』を使って行われると知ってな。こりゃいかん、と。如何に我々と言えど、『ブラックシャドウ』の生き残りと言えど。『悪属性』というのは変えられないからな。地上からの援護は無理だと。だったら空から行くしかない、と、な」




　……ふうん。なるほどねえ。さすが博士よねえ。鉄壁の防御を誇る『正義のミカタ』の通信網を傍受するその盗聴技術も凄いけど、その作戦からここまでの展開を予想し対処するその頭脳が何より凄い。伊達に年食っちゃいないよね。まさかヘリまで用意してくるとはなあ。







　……って？　え？　あの？　え？　ヘリ？







「……あのさ、大佐？」

「なんだ百合よ。あんまりしゃべると舌を噛むぞ？」

「いやでも重要なことだから。今すぐはっきりさせたいことだから。あのさ」







　私は大佐に視線を合わせる。その目を睨みつける。嘘ついたら承知しないぞ、と。向こう一ヶ月間はふりかけご飯の刑にするぞ、と。そういう強い意志を篭めて睨みつける。そして。







「……この、ヘリ、は、どこから、調達、した、の？」

「なんだそんなことか。……ほれ」







　大佐が人差し指を上に向ける。ロープを握る腕の中から一本を立てる。そんな危険なことをしても微動だにしない大佐の体。そして大佐に抱えられる私の体。それはいい。それはそれで凄いと感心する。感心するけど。でも。でも。




　……私はそっと視線を上げる。私たちを吊り下げたヘリコプターのほうへを視線を上げていく。その機体の腹の部分。群青色の機体に白文字で抜かれたその言葉。そこに書かれていたのは。







　――『航』、『空』、『自』、『衛』、……。







「ちょーーーっ！！　ええっ！　えええっ！　なにしてんの大佐！　なにやってんのようちの組織はっ！　自衛隊！　これ航空自衛隊のヘリじゃないのよ！？」

「だって、仕方ないだろ？　貧乏組織のうちがヘリなんて所持している訳ないし。警察は先日の騒動で指揮系統の無線周波数を変えられていたらしくって解析に時間がかかりそうだったし。だから、手っ取り早くな。台風の被害状況を視察に来ていた自衛隊のをちょっとだけ拝借して」

「『ちょっとだけ拝借』じゃ、なーいっ！！　ご近所さんから切らした味噌借りるように一機何億もする空飛ぶ機密を借りてくるなーっっ！！」

「まあまあ、そう言うなって。パイロットには気持ちよく基地で気絶してもらっているし、誰の身も傷つけてはいない。うんうん」







　そういう問題っ！？　……って？　え？　いや待って？　パイロットには、って今、言ってたよね？　ってことは？　今このヘリを操縦してるのは……？







「Aだって喜んでいたしな。『一度ヘリを飛ばしてみたかったのですよね』ってな」

「そんな『やってみたかった』って理由で無免許でヘリを操縦するなーっ！？」







　ああもう駄目だうちの組織は！　『ブラックシャドウ』は！　ほんとに、もう！　うちの男どもは！　うちの大人たちは！　うちの大きな子供たちはっ！　ほんとに！　ほんとに！　ほんとにーっ！！







「……はあ。もう、いいや。ウチらしいっちゃ、ウチらしいよ、ね……」

「うん？　どうした百合？　何か言ったか？」

「ううん。なんでもない。……ありがとね。大佐」

「どういたしまして。……さあ、帰るとするか。我らがアジトに」







　……叫び続けたせいでぐったりと力が抜けた私の体を、大佐が抱え直す。みっちりと筋肉が詰まった、でも決して太すぎはしないその腕に、私はそっと指を這わせる。さっきの感覚を思い出す。懐かしさと、暖かさ。それが感じられたのは当たり前の話で。大事な『家族』の腕に抱かれれば、誰だってそう感じるはずで。







　桃色が。銀色が。青色が。命を賭して白を救おうとしたように。

　私の組織は。私の家族は。私の為に何でもしてくれるのだから。







「……おい。百合。あれを見てみろ」

「うん？　……あっ……」







　眼下に広がる過去川の流れ。その河川敷を。必死に走る桃色の影がある。飛ぶように駆け寄る銀色の影もある。その目的地は。目標は。倒れた白い少女の下で。その少女を抱きかかえる青色の姿も見える。青色の少女に揺さぶられて。桃色の少女の叫びを聞いて。銀色の少年の祈るような眼差しを受けて。







　――白い少女が。ゆっくりとその身を起こした。







「……成功したようだな」

「……うん。終わった、ね」







　――意識を乗っ取られていた魔法少女に、今日の記憶は残るのだろうか？







　あなたの為に。『マジカル・カトリーヌ』の為に。桃色の魔法少女が。青色の魔法少女が。銀色のヒーローが。その身を削り、血を流し、打たれ、殴られ、それでも諦めずに立ち上がり続けたことを、見ることは出来たのだろうか？







　――残っていると、信じる。ううん。仮に残っていなかったとしても。







　私は、見たよ。桃色の少女の覚醒を。

　私は、聞いたよ。銀色の少年の思いを。

　私は、知ったよ。青色の少女の優しさを。







　――カトリーヌ？　英国から来た孤高の魔法使いさん？







　私に仲間がいるように、あなたにも大事な仲間が出来た。

　弟子ではなく、部下でもなく、生徒でもなく。




　共に並び、共に戦い、共に泣き、そして共に喜べる。

　そんな、頼りになる、仲間たちが、ね。







「……よかったね。カトリーヌ。……それから」







　私は視線を変える。白色の魔法少女ではなく、彼女の胸に顔を埋め、まるで幼児のように泣きじゃくる桃色の魔法少女へと視線を送る。







「……がんばったね。本当にがんばったね。北川さん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「いってきまーす」







　翌朝。まさに台風一過。あれほどまでの暴威を振るった台風は戦闘の終結に合わせたように日本海側に抜け。西日本一帯は抜けるような青空が広がり。街は日常を取り戻す。……と、いうことは、私たち学生には学校がある訳で。




　玄関を開けた私を包む、初夏の爽やかな風。田中のおばあちゃんの畑から運ばれる、草花の瑞々しい香り。ああ、夏だなあ……と。梅雨はもう終わりだなあ……と。そんなことを考えつつ歩き始めた私の進行方向に。







「――おはようございます。百合」

「あん？　あれ？　カトリーヌ？　どうしたのこんなところで？」







　目の前に立つ清楚な少女。銀髪を風になびかせ、何やら所在なさげに立ちすくむ碧眼の少女。もう体調は平気なのかな？　あれ？　でもおかしいな？　彼女の家は市街地にあった筈。なんでこんな街外れに。しかも早朝から？







「……ご迷惑を、おかけしました」







　そう言うと同時に、深々と頭を下げる。……あー、うん。なるほど。このためにわざわざ朝早くから私の家の前で待ち伏せしてたって訳ね。いやもう、なんていうか、律儀と言うか糞真面目と言うか、さ。うん。







「……別に私はたいしたことしてないし」

「いえ。詳細はもう聞いています。貴方がいなければ、私は……」







　あーもう。いいって言ってるのに！　なに泣きそうな顔してるのよ！　似合わないのよ！　あんたはいつも通り、世界で一番偉そうにしてればいいのに！







「私なんかより、三田君には？　礼は言ったの？」

「……頭を下げたら、何も言わず、ぽんと肩を叩かれました」

「じゃあ北川さんには？　がんばってたよ？　あの子？」

「……あの子には、礼を言ったら泣かれました」

「あと青いの。風見さんだって大活躍だったよ」

「……風見さんには、その、『これで借りは返した』って言われました」







　……うん。まあ。三者三様っていうか、さ。その光景が目に浮かぶようだけど。







「……あの子たちは、言ってみれば、身内、ですから。でも……」

「……あー、もー！　あー、もー！」







　私はぐしゃぐしゃっと自分の髪をかき混ぜる。苦手なんだよねーこういうの。いいじゃん無事だったんだからさー。さらっと流そうよー。







「……ケーキ」

「はい？　あの、はい？　百合？」

「『この戦いが無事に済んだら、ケーキを食べましょう』って、北川さんが、ね」

「はい？　あの、え？　それが、なにか？」

「だからさっ！」







　えーい察しが悪いなあこのお嬢様は！







「その約束！　ケーキ！　あんたの奢りね！　それでチャラ！」

「えっ！？　あの！　百合！　そういう訳には」

「そういう訳もこういう訳もない！　私がそれでいいって言ってんの！」

「私にもプライドがありますっ！　そんな安いもので済まそうなんて！」

「ケーキは安くないっ！　嗜好品ってだけで贅沢品だろっ！」

「え！　ええっ！　なんでそこに噛み付くんですかっ！？」

「お嬢様にはわからないっていうこと！　庶民の暮らし舐めるな！」

「私はお嬢様なんかじゃありません！　雪乃みたいなこと言わないでください！」

「おいふざけんな！　海外に別荘まで所持している家のコは100％お嬢様だ！」

「実家のことと私個人のことは関係ないじゃありませんか！」

「じゃあカトリーヌ！　あんたスーパーの特売に並んだことはある！？」

「え？　へ？　あの、特売、ですか？」

「ほーら見なさい。1パック89円のタマゴを買ったことない人はお嬢様ですうー」

「なんですかその莫迦にしたような言い方はっ！　謝罪を要求します！」

「へーんだ。お嬢様に下げる頭なんてありませーん」

「……もう怒りましたっ！　百合！　まちなさーいっ！」

「待てといわれて待つ悪者はいませんよーだ！」







「もうっ！　百合の莫迦！　莫迦莫迦莫迦！　……ありがとう。大好き、です」







　……雨が止み。梅雨が開け。二人の少女の下に、眩しい夏がやってくる……。







　☆　☆　☆　☆　☆







　夏の強烈な太陽の光さえ届かない、どこか地下深くで。

　豪奢な服を着た男が、満足そうにグラスを傾けている。




　真っ赤な。血のように赤いワインを一息に飲み干すと、男は立ち上がる。

　手元の機器を操作する。部屋の一面に設置されたスクリーンが起動する。




　そこに映し出されたのは、誰もいない過去川の河川敷。

　正義の魔法少女と、正義の魔法少女たちの激戦の跡地。







「……予想通り、いや、予想以上の数値だな。これは」







　モニタリングされている数字は、魔力の総量。それを数字化したもの。

　棒グラフで表されるそれは、既に目盛り一杯までの上限を示している。







「これならば、彼女も文句は言うまい」







　――その魔力は、桃色の少女の召還した魔法の力。彼女の撃った魔法は、設置型の浄化魔法。そしてその力の根源は、召還した精霊たちの魔力。地に眠り、普段は発揮されることがない、莫大な魔力。







　無理矢理引き出された魔力は、拡散することもなく、消えることもなく、その地に貯まっている。貯めこまれている。誰かが。何かが。それを吸い上げ消費するその日まで。静かに。誰にも悟られることなく。







「お膳立ては、完璧に済んだ」







　全ては、男の手の中にあった。本当は台風の力を借りるつもりだった。あの膨大な力を魔力へと変換させるのが今回の計画の筈だった。その為に邪魔になる『正義のミカタ』たちを、街を破壊することによりこちらの意図から目を逸らさせるだけの計画だった。




　だがしかし。白色の魔法少女の、英国生まれの魔法使いの体調不良を知り、急遽変更したこの作戦は。彼女に邪悪なモノを乗り移させて、『正義のミカタの魔法少女』に強力な召還魔法を放たせる作戦は。







　――完璧に完全に男の期待通りに、成功した。誰にも悟られることなく。







「これで、計画は一気に進んだ。……あとは、最後の幕を開ける、だけ」







　男はワインのボトルをとる。新たな一杯をグラスへと注ぐ。これは、祝杯。計画の成功を確信した男が自らに捧げる、珠玉の一杯。さあ、始めよう。この舞台を完結させよう。役者は全て出揃った。舞台装置は完全に調整を終えた。あとは。主役の。真打の。この物語を終える者の出番を待つだけなのだから。










「――偉大なる魔法少女に。そして『ブラックシャドウ』に。……乾杯」










　――第三幕（了）――










************************************************

これにて第三幕『浄化の桃』終幕です。

ここまで読んで頂き、ありがとうございました。




これからもお付き合い頂ければ幸いです。





舞台裏　二人の休日





舞台裏　二人の休日

第一話　暴走の魔法少女

第一話　暴走の魔法少女




　……『マジカル・カトリーヌ』は正義のミカタである。







　凛としたその眼差しは、鋭く悪を貫き。

　清涼なその声は、厳しく悪を討ちすえ。




　この世に悪がある限り、全てを賭けて戦い続ける白い妖精。

　それが、英国生まれの魔法少女、『マジカル・カトリーヌ』。




　正義の為に生き、正義の為に戦い、正義の為に全てを尽くす。

　彼女のそれは、義務ではなく。生き様とでも言うべきもので。




　故に。人々は彼女をこう呼んで賞賛するのだ。







　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』と――







　……だがしかし。そんな彼女にも休日というものは存在する。







　これは、そんな彼女のある日の物語。戦う魔法少女の、戦わない日の物語。

　一人の。ただの女の子の。魔法とも陰謀とも無縁な、ある日の物語である。







　☆　☆　☆　☆　☆







「あっちぃ……」







　その日。七月某日。お昼休み。私はいつものように屋上のドアを開け放つ。

　燃え盛る夏の太陽をまともに受け、じりじりと輻射熱を放つコンクリの床。







「あーもー。太陽、暑すぎ！　無駄に熱いのは三田君だけで十分だっつーの！」







　いや別に。三田君に含むところがあるわけではないけれど。まあ、『暑っ苦しいやつだなー』と事あるたびに感じるのも事実だけれども。




　例のカトリーヌとの一戦からますますやる気を出しちゃった彼は、最近筋トレにはまっているらしく。用もないのに私の側に近づいては『どうだ！　本多！　また少し太くなった気がしないか！』とムキムキの二の腕を見せ付けてくる。正直、大変迷惑なのでやめてもらいたいところである。実に暑苦しい男である。







「退避ー。退避ー。早く日陰へ退避ー」







　この暑さのせいで誰もいない屋上を、ボソボソと呟きながら歩き始める。目指す目的地は給水塔の陰。この灼熱の屋上に存在する唯一のオアシス。夏は暑く冬は寒い（であろう）この屋上にて唯一、真夏の凶悪な日差しからも、真冬の厳しい風からも守られる狭い空間。




　私、本多百合のお昼休みの定位置。クラスに馴染むことができず、さりとてクラス外に友人がいる訳でもないこの私が、ひとりで食事を取るために見つけたあまり環境のよくないこの場所。ま、トイレの個室で食事を取るよりは『マシ』だろうと校舎内を探し回って見つけたこの場所。一人きりの昼休みを過ごす場所。







「よしよし。今日も誰もいないな、と」







　私はお弁当箱の包みをそっと床に下ろす。お尻の下に敷くためにハンカチを広げる。……ま、別に教室で食べても構いはしないのだけれども。別に今のクラスでいじめられている訳ではないのだけれども。というか、お節介な『正義のミカタの魔法少女』と、真夏には暑苦しい正義感に溢れた『正義のミカタのヒーロー』の在籍する我がクラスにおいてイジメが発生する可能性は皆無なんだろうけれども。







「……ま、これも習慣というものだし、ね」







　……高校生になった今となっては、仮に教室で食事を取ったとしても余計なちょっかいを出されることはないのだろうけど。小学校中学校と一人きりの昼休みを過ごしてきた私にとって、だからといっていきなり生活習慣は変えられないもので。相変わらず一人で生きる私である。北川さんから聞いた話によると、最近の私はクラスの内外から『孤高の黒少女』などと呼ばれているらしい。せめて『孤高の美少女』と呼んで貰いたい所である。黒少女って。暗黒魔法少女の北川さんじゃあるまいし。







「さ、余計なことは考えず、お昼、お昼、っと。今日のおかずはなにかなー？」







　なにかなーも何も、そもそもこのお弁当を作ったのは自分なのだが。これは気分というものである。幾つになってもお弁当の箱を空ける瞬間と言うものはわくわくするものである。ま、私の場合は物心ついた時から自炊しているので、『他人が作ってくれたお弁当』というものを食べたことはないのだけれども。こら。そこ。『寂しいやつだなー』とか言わないように。……だいじょうぶ。ちゃんと自覚しているから。







「うん。痛んでない。我ながらよく出来てるな。このサトイモの煮っ転がしは」







　旬にはまだ早いので、これはスーパーで買ったものである。懇意にしてもらっている田中のおばあちゃんの畑でも栽培しているのだけれども、サトイモは本来、晩夏から秋にかけて収穫するものである。先日、畑の草むしりを手伝った際に話題になり、『秋になったらお裾分けするからね』と言って貰えたことがきっかけとなって、今日のお弁当のおかずとして選抜されたのだ。田中のおばあちゃん大好き。おいも、期待しています。







「よし。では。いただきまーすっと」







　ぱくりと。おいもさんをひとつ。豪快に口の中へと放り込む。年頃の乙女としてはややはしたないという意見もありそうだが、ま、それはそれ。幸いなことにこの屋上、私以外には誰もいないので。多少無作法でも注意してくる人物はいないので。




　うーん。美味しい。甘辛い味付けは我ながら上出来。……ん？　でもちょっとまだ固かったかなあ？　もう少し煮込んだほうが良かったかもしれないな。いやでもこれはこれで歯ごたえがあって、うん。なかなか……。







　――ドバンッッ！！







　その時突然、何の前触れもなく。ものすごい轟音を立てて屋上の鉄の扉が開け放たれる。普段の静かさに慣れきっていた私は、その爆発音かと思うような音に驚き、思わず咀嚼途中のおいもさんをゴクリと飲み込んでしまう。







「――っ！？　……っ！？！？」







　ご存知の通り、サトイモというものは、ジャガイモやサツマイモと比べるとやや固いものである。まして、まだ旬には程遠い促成栽培もの。そしてこの煮っ転がしは、私には珍しくやや調理に失敗しており、ほこほことしているとは言い難く、どちらかといえば歯応えを楽しめるほどに固いもので……。







「百合っ！　こんなところにいたのですねっ！　探しましたよっ！」

「～～っ！！　――っ！！」







　扉を開けた人物が何かを叫んでいるが、そんなのは知ったこっちゃない。喉の奥に固形物が詰まったこの大惨事。割と真剣に命の危機である。早くお茶を。買ってきたお茶で流し込まないと呼吸も儘ならない。足元に置いてあったペットボトルへと手を伸ばす。







「聞いてください百合っ！　あの二人ったらひどいんですよっ！！」

「……っ！！　～～っ！！」







　ひどいのはお前のほうだと。お前は私を殺す気かと。そんな突っ込みをする余裕すらない。何しろ口がきけないのである。声が出ないのである。ＳＯＳを発する方法すらない。早く、早く水分を！　この危機を脱するための命の水を……っ！！







「なに不思議な踊りを踊っているのですか！　百合！　真面目に聞いてください！」

「……っ！？　――っ！？！？」







　私のすぐ側にまで駆け寄ってきた白い影が、目の前にしゃがみこむ。その反動で置いてあったペットボトルが遠くへと転がっていく。いや別に私は踊りなんて踊ってないから！　ただ夢中でペットボトルに手を伸ばそうとしただけだから！　ああっ！　お茶が！　私の命を救ってくれる筈の救世主が！　手が届かない場所へコロコロと……。







「百合！　そんな変な顔をして！　貴方まで私を莫迦にするのですか！？」

「…………」







　ごめんなさいね。変な顔で。生まれつきなんで。ただね。ひとつだけ言わせて貰うけどね。酸欠で死に掛けた時の顔まで可愛い女の子なんて存在しないから。そりゃ苦しさの余り、誰だって歪むものだから。……あ。やばい。だんだん目の前が暗くなってきた。天国のお父さんお母さん。どうやら百合もそっちへ逝けそうです。また家族三人仲良く……。

　




「無視しないでください！　聞いてくださいってば！　もう！　百合っ！」

「――――」







　遠のいていく意識の中、件の人物が私の肩に手をかけたのが感じられた。そのまま力任せにがくんがくんと揺さぶられる。抵抗する意欲も力もない私はその人物の成すがままで。首が前後に激しく振り回される。前へー、後ろへー、前へー、後ろへー……。







　――ごくん。







　その反動で、私の喉の奥に詰まっていたおいもさんが、すとんと胃の中へと落ちる。途端に呼吸が楽になる。漆黒に塗り潰された視界が開けてくる。暗黒に飲まれそうになっていた思考もクリアになっていく。







「あっ！　百合！　やっと私のほうを見てくれましたね！　さあ話を」

「…………」







　――がしっ。







　私は無言で右手を上げる。彼女の細い左手首を掴む。私は無言で左手を上げる。彼女の白い右手首を掴む。そのまま力任せに握り締める。砕けよと。折れよと。そんな強い意志を篭めて握り締める。







「……あら？　あの？　百合？　その、ちょっと、痛い、の、ですけど……？」

「……カトリーヌ。あんたは。あんたは……」







　陰々滅々とした声が私の唇から漏れる。地獄の底に落とされた幽鬼のようなその声に、件の人物が、カトリーヌが怯えた表情を浮かべる。後ずさろうとするその動きを、腕を握り締めることにより封じる。ふふ、ふふふ、ふふふふふふ……。







「ゆ、百合？　あの、目が、怖い、の、ですが……？」

「私を、私のことを……」







　一瞬の沈黙。それは嵐の前の静けさと言うヤツ。私は腹腔に力を篭める。自由になった呼吸でしっかりと肺に酸素を溜め込む。そして。そして……っ！







「あんたはっ！　私のことをっ！　殺す気かあああああっっっ！！」

「きゃああああああああっっっ！！」







　七月某日。夏のある日。無人の貝塚高校屋上に。







　――死に掛けた獣の咆哮と、絹を裂くような少女の悲鳴が響き渡った。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……仲間はずれにされているぅー？」







　……惨劇から数分の後。







　私を命の危機に陥れた犯人であるカトリーヌの胸倉を散々に締め上げ、その黒色のセーラー服に結んである白いスカーフをめちゃくちゃにし、十二分に復讐を果たした私は涙目のお嬢様からの口から漏れた言葉を復唱していた。







「うっうっ……。そうなんです。あと酷いです百合は。首が痛いです……」

「そりゃあんたの自業自得。こっちは死ぬ寸前だったんだからね」







　酷いのはあんたのほうだっつーの。こっちは天国にいる両親の顔すら脳裏にちらついたんだからね。幾多の死線を乗り越えてきた『悪の組織の女幹部』の死因が、『イモを喉に詰まらせた為』になったりしたら、いい笑いものになるところだったわ。







「……んで？　そう思う根拠は？」

「はい。あの。実は私、明日は非番なので三田君と雪乃をお誘いしたのですよ」

「ふんふん。明日は土曜日だしね。うちの学校は休みだ」

「そうしたら、お二人とも、『用事がある』って……」







　……え？　それだけ？　それ本当に何か私用があるだけなんじゃないの？







「……私も最初はそう思ったのです。ですが、その後。お二人がお話しているところに偶然出くわしまして。出くわしたとはいっても、お二人の後姿を見かけただけなのですが。その際に三田君が、『じゃあ明日、朝十時に駅前で』って……。雪乃も『はい。遅刻しないでくださいね』って。それはそれは嬉しそうに……」







　力なくそう呟くと、まるで捨てられた子犬のようにしょぼーんとしてしまう白いお嬢様。そういやこのお嬢様の落ち込んでいる姿なんて初めて見るな。なまじ姿形が可愛らしいせいでこっちの庇護欲を強く掻き立てられる。……昔、そんなテレビCMがあったなー。あれはチワワだっけ？　いやまあ、それはともかく。







「……二人の言う用事って言うのが、二人で出かける事だったんでしょ？」

「……そう、なんでしょう、けど……。だったら私も仲間に入れてくれたって……」







　面倒くさいなあ。このお嬢様は。あの二人があんたを避ける訳ないじゃないの。あんたは覚えていないかもしれないけどさ。先月の台風の時。あの死闘であの二人がどれだけがんばっていたのか、聞いてない訳じゃないでしょうに。







「私、今年この国にきたばかりで、友人なんてあの二人くらいしかいませんし……」

「……あー。うん。なるほど、ね」







　それは、うん。そうなのかもしれない。ただの一般の留学生であるのならば、カトリーヌのこの見た目だ。クラスの人気者になっていてもおかしくはない。でも、彼女は、一般人にはいえない秘密を抱えている。その正体が『正義のミカタの魔法少女』であるということを隠している。……教室で親しくお話しするクラスメイトには事欠かないだろうけど、休日を共に過ごせる仲間は、実は案外少ないのかもしれない。







「なので、あの二人に避けられてしまうと、私にはもう誰も……」

「…………」







　……ちょっと、思い違いをしていたのかもしれない。なまじ戦闘時の、悪と戦う魔法少女としての凛々しい姿ばかり見てきたから。このお嬢様は強いんだなと。誰にも頼ることなく生きていけるのだなと。そんな印象を無意識に抱いていたけれど。







　――『正義の魔法少女』だって、その中身は、年頃の女の子、なのだ。







　だから。なんだろうな。だから。私は。彼女を慰めるようなことを言ってしまう。彼女を納得させるような理由を探してしまう。……後々思えば、それは。明らかに余計な一言だった訳で。







「……案外、デートだったりしてね。あの二人」







　それは、ただの思いつきの一言で。実際のところ、あの単純熱血莫迦である三田君と、暗黒腹黒お嬢様大好き少女である北川さんがデートだなんて、発言した私自身、これっぽっちも信じちゃいないただの冗談だったのだけれども。







「ででで！　デートっ！？　あの二人が！　デートですって！？」

「うおうっ！　落ち着けカトリーヌ！　顔が近い近い近いって！」







　弾かれたように身を乗り出してくる白いお嬢様。思いっきり前のめりになってきたせいで、そのお人形さんみたいな顔が私の目の前に！　ちょ、やめて！　私みたいな一般庶民にお嬢様の顔のどアップは眩しすぎるから！　そんな顔が触れ合うくらいに近づいてこないで！　こっちが動揺しちゃうから！







「……そう、そうだったのですね。まさかあの二人がお付き合いしているなんて……」

「あの？　えっと？　あれ？　カトリーヌ、さん？」







　冗談だってわかっているよね？　本気になんてしていないよね？







　……なんていうのは。私の希望的観測で。ただの願望で。







　彼女は。『マジカル・カトリーヌ』は。『正義のミカタの魔法少女』は。

　どんなに強くても。どんなに凛々しくても。どれだけ誇り高くても。







　――その中身は、一人のお年頃の女の子な訳で。ただの女子高生な訳で。

　……そして。女の子と言うものは。人様の恋愛事情に興味津々なもので。







「私の大事な友人の恋……。これは全力で応援するしかありませんね！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』――







　弱気を助け、強気を挫く。英国生まれの純白の魔法少女。

　強大な敵にも怯まず。絶望にも負けず。常に前を、希望を見据える彼女。







　これは、そんな彼女のある日の物語。白い魔法少女（暴走）の、ある日の物語。

　一人の。ただの乙女（ヤジウマとも言う）の。ある夏の休日の物語である……。










「ま、ま、ま、巻き込まれ事故だああっっっ！！」

「なに意味不明な叫びを上げているんです百合！　さあ！　いきますよ！」











舞台裏　二人の休日

第二話　陰謀の魔法少女

第二話　陰謀の魔法少女




「……で？　応援つったって具体的には何をする気なのよ？」

「まずは情報収集からですね。敵を知り、己を知らば百戦危うからず、です」







　……その日の放課後。普段ならクラス委員長三田君の号令と同時に教室を出る筈の私なのだが、今日は全く以って不本意且つ不幸なことに、こうして『正義のミカタの魔法少女』に拘束されてしまっている。酷い話である。あと、どうでもいいけど、お嬢様？　仮にも生死を共にしてきたお仲間に向かって『敵』はないんじゃないかな？　それ北川さんが聞いたら泣くよきっと。







「情報収集……ねえ？」

「はい。三田君と雪乃、私はお似合いだとは思いますが」

「思いますが？」

「応援するにも情報は必要だと思うのですよ。二人が結ばれるためにも！」







　熱血筋肉莫迦と暗黒魔法少女だぞ？　どっちかと言えば宿敵同士的な立場のほうがしっくりくるような気がするけど？　前世からの因縁すら感じられるぞその組み合わせには。……いやでも、そう考えると、この二人に加え、おまけにバトルジャンキー青の三人をまとめ上げ破綻せず正義を運営しているこのお嬢様って、実は凄い奴だよな。その立場に立とうとは絶対に思わないけど。遠くで幸せになってください。まあ、それはともかく。







「……そうかなあ……？」

「ええ。そうです。間違いありません」







　迷わず断言するお嬢様。なんだろう？　私と感覚が違うのかな？　それともあの二人の、私には見せない隠された部分をよく知ってるからこその発言なんだろうか？　いやでもなあ……。北川さんはわかるよ？　腹黒魔法少女だし？　私に見せない本性のひとつや二つや三つや四つや五つや六つ……いっぱいあっても不思議じゃないけど。あの単純な三田君に本性を隠すような真似ができるとは……。







　……あ。







「ねえ？　カトリーヌ？　ちょっと聞きたいんだけどさ」

「はい？　なんでしょう？」

「……もしかして、扱いが面倒な北川さんを三田君に押し付けようとしていない？」

「そっ！　そそそ、そんなことありませんわ！　失礼ですよ！　百合！」







　図星か。







「わ、私はですね！　純粋に！　あくまでも純粋に二人の恋を応援しようと！」

「あー。ハイハイ。わかりましたー。いい人ですねー。カトリーヌさんはー」

「なんですかその棒読みセリフはっ！　莫迦にしてます！？　百合！？」

「いいえー。べつにー。わー。カトリーヌさんはやさしいなー」







　……と。憎まれ口を叩いては見たけれど。まあねえ。気持ちはわからないでもないよ。うん。あの少女の愛は重すぎる。あれ女性から女性へだからまだ許される――いやカトリーヌが許した訳じゃないだろうけど――ことであって、異性間であんなことしたら普通に通報レベルである。そういえばカトリーヌ？　部屋の鍵、ちゃんと変えた？　あんたの部屋、もしかしたら『闇夜の鴉』よりも危険な奴に狙われているかもしれないぞ？　セキュリティーには気を使ったほうがいいぞ？







「もうっ！　百合の莫迦っ！　いじわるです！」

「はいはい。わかったわかった。――で？　話を戻すけど、さ」

「はい？」

「情報収集っつったってさ、三田君、もう帰っちゃってるんだけど？」







　我がクラスの委員長様、三田君は。本日も飽きもせずジムに向かうんだそうで。『じゃ！　本多！　また明日なっ！』と無駄に爽やかな笑顔を浮かべ教室を出て行った。また明日も筋肉見せ付けられるのかなあ……。暑苦しくてやだなあ……。いやまあ、明日のことは今は置いといて。







「あら？　いつの間に？」

「授業終了と同時に」

「……くっ。さてはこちらの作戦を見抜いて……。やりますね。三田君も」

「いや多分、彼にそんなつもりは全くないんじゃないかなあ……」







　ただ単にダンベルやベンチプレスが恋しかっただけだろう。一度、Aさん紹介してみようかな？　きっと彼はその場で即座に弟子入りを申し込みそうな気がする。……いやでも。アレと兄弟弟子になるのは嫌だな。うん。やめよう。ごめんね三田君。君は君で自主鍛錬に励んでくれたまえ。







「……三田君に関しては、今日は諦めましょう」

「……いやもうこの際だから全部なかったことに……」

「はい？　何か仰いましたか？　百合？」

「いえなんでもありません」







　なんだよお嬢様そんな目で睨むなよ。わかったよわかりましたよ付き合いますよ。あーもう。不幸だ。不幸すぎる。







「……この時間なら、確かまだ雪乃は学校にいる筈です」

「へー。委員会かなにか？」

「いえ。部活動です。……部活、というか、同好会だそうですけど」







　ふーん。あの暗黒魔法少女も、学校にいるときは学生らしいことしてるんだね。学校の外では何だかんだで顔を合わせる機会が多いけど、そういや学校内で彼女と会うことってあんまりないからなあ。魔法少女ではない素の彼女って実はよく知らないんだよね。……いや。とびっきりの（ピーッ）だってことだけはよく知ってるけど。いやむしろ思い知らされてすらいるけれど。







「で？　何部なの？　美術部とか？」

「いいえ。違います」

「じゃあ、そうだなあ……？　そういや家政科の生徒だよね？　調理部とか？」

「それも違います」

「よしじゃあ文学部！　イタタなポエムとか書いてそうだし！」

「外れですね」







　うーん。何となく文科系なイメージはあるんだよなあ。魔法少女への変身時ならともかく、素の彼女って運動神経高そうには見えないし。あ。でもどうだろう？　お嬢様をストーキングできる程度には発達しているのか身体能力？　……それは嫌だな。運動神経抜群のストーカー。狙われたらいろんな意味でアウトだわ。うん。







「降参。教えてよ？　何部なの？」

「……ま、それはどうでもいいです」

「なんで隠すのよ？　教えてくれっていいじゃん？」

「……別に隠してる訳じゃ……」







　うん？　なんか怪しいぞ？　何を隠してるんだ？　素直に白状しろ。視線にそんな言葉をこめて睨みつけてみる。おい何で目を逸らすんだカトリーヌ？　疚しいことがあるって証拠だぞそれは？







「…………会、です」

「うん？　ごめん聞こえなかった。なんだって？」

「…………ト研究会、です」

「いやだから聞こえないってば。はっきり言いなさいはっきり」







　だんだん不安になってきたぞおい。いやでも高校の課外活動だろ？　しかも研究会なんだろ？　そんな酷いものの訳はないか。『お嬢様研究会』とか『百合研究会』とかかな？　それならこのお嬢様が言いよどむのも無理はないけど。







　――しかし、事実とは、いつも想像を裏切るものである。大抵は悪いほうに。







「オカルト、研究、会、です」

「…………」

「会員は雪乃一人と聞いています」

「…………」

「ですから、その、二人で押しかけても他の生徒のお邪魔にはなりませんので……」

「…………」

「な、何か言ってくださいよ！　百合！　……あっ！　無言で帰ろうとしないで！」







　ごめんもう無理。いろいろと全部無理。







「だいじょうぶ！　だいじょうぶですからっ！　行かないでください百合！」

「だいじょうぶな訳ないでしょうが！？　オカルトってなんだよオカルトって！？」

「オカルト、っていうのはですね！　　神秘的な、とか、宗教的な、とか、そんな」

「オカルトのwiki的な意味を聞いてるんじゃないわ！　そういう疑問じゃない！」

「じゃあなんだって言うんですか私だって怖いんですから我慢してください！」

「そもそもアイツ正義のミカタだろ！？　なんでオカルトなんだよおかしいだろ！？」







　百歩譲って。ううん。一万歩譲って、『魔法研究会』だったのならまだいい。魔法はあいつの存在意義みたいなもんだし。それを研究しようっていうのなら、それは立派な心がけだと思う。でも魔法とオカルトは別物だろう？　いやどっちがより彼女に似合うかと問われれば、それは圧倒的に後者ではあるけれど。







「はーなーせー！　放しやがれ！　私は帰るぞ！　こんな教室にいられるか！」

「はっなっしっまっ……っせん！　いっしょに来てください！　百合っ！」

「そもそもオカルトって黒魔法じゃん！　正義が使っていいのそんなもの！？」

「宗教、思想の自由はこの国の法律で保障されていますっ！」

「もういっそあんたの魔法でエクソシストしちまえよ！　白北川さんにしちゃえ！」

「私なんかで勝てる訳ないじゃないですかあんな化けも……っ！　こほん。失礼」

「今あんた『化け物』って言おうとしたよね？　ね？　ね！？　ねっ！？」







　私も失礼なほうだという自覚はあるが、このお嬢様も大概である。大事な仲間を化け物扱いは酷いと思う。まあ正真正銘化け物だとは私も思うけど。と、いうか、本当に。そもそもなんであんな暗黒腹黒少女が正義のミカタに選ばれたんだ？　選考システムに致命的なバグがあるとしか思えないぞ？　いやでも仮にあいつが『悪』側にスカウトでもされていた日には、簡単に全世界を暗黒面に墜としそうだし？　そういう意味での、いわば防御策としての採用だったのかもしれない。『敵の手に渡るくらいなら～』みたいな？　いやまあそれはともかく。







「わかった！　もうわかったからスカート引っ張るな！　伸びるだろ！」

「本当に？　本当にいっしょに行ってくれますか？　嘘じゃないですよね？」







　うん。嘘じゃないから。いっしょに行くくらいならしてあげるから。――場合によっては速攻見捨てて私一人で逃亡するけど――だから、放しなさいお嬢様。捨てられたチワワみたいに潤んだ涙目で私を見上げるなよ。もう。見捨てられないじゃない。







「……さっさと済ませよう。オカルト研究会って、部室どこなの？」







　――こうして私は、世界の裏側を、闇を、垣間見る。（厨ニ的表現風）







　☆　☆　☆　☆　☆







　――こん。こん。







『はい。どうぞ？　開いてますよ？』







　ノックした扉の向こうから、そんな声が返ってくる。







　――特別校舎錬の一番隅っこ。三階の奥。日に当たらないその場所に、世界転覆を企む悪の秘密結社の本拠地……ではなく、オカルト研究会の部室は存在した。なるほど。私がその存在を知らなかった訳だ。こんな辺鄙な場所、この部屋に用事でもない限り訪れる機会もないし。出来れば一生来たくはなかったけど。というか今すぐにでも回れ右して帰りたいけど。……私のセーラー服の襟の部分を、背後からしっかりと握り締めたお嬢様がそれを許してくれるのであれば、ね。







　――前門の暗黒腹黒オカルト少女。後門の涙目錯乱魔法少女。







　あれ？　わりと今、私って絶体絶命だったりしない？　悪の女幹部的な意味で。







「……北川さん？　本多だけど？　ちょっといいかな？」

『あら？　珍しいですね本多さん？　どうぞ入ってください』

「……お邪魔、しまーす……」







　……恐る恐る扉を開けたその中は……。拍子抜けするくらい普通の部屋だった。窓に黒いカーテンを張って日光を遮ったりしていないし。テーブルの上に怪しい水晶球とか置いていないし。壁に危険な絵柄のタペストリーとかも掛けられては、いない。







「いらっしゃい。本多さん……。と、あらあら！　お嬢様まで！」

「ご、御機嫌よう。雪乃……」







　私の背中から、ぴょこんと顔だけ出してカトリーヌが言う。おいお前？　なんで私の背中に隠れてるんだよ？　そもそもここにこようって言い出したのはお前だろ？　なんで主犯であるあんたが前に出ないんだ？







「ちょっと待ってくださいね。今、お茶を淹れますから。どうぞかけて下さいな」

「ああ。いや。そんなお構いなく……」







　などど、笑顔で椅子を勧める北川さんに受け答えをしながら。さりげなく部室内部に目を走らせる。テーブルがひとつと、何脚かの椅子。そして本棚。これが設備の全て。……うん。なーんだ。たいしたことないじゃない。『オカルト研究会』だなんて仰々しい名前がついてるから、こっちも過剰なくらい身構えちゃったよ。これなら普通の文芸部と何も、変わり、な……？　な？







　――『人を呪う十の方法』『あなたにも出来る黒魔法！　～上級者編～』『種からはじめるマンドラゴラの育成』『黒魔術師の七つの習慣』『もし高校オカルト部の女子部員がゲーテの「ファウスト」を読んだら』『完全犯罪　――呪いに証拠は残らない――』『暗黒論　第三章』『呪いのススメ』――







　……以上、本棚に並べられたタイトルの一部を抜粋いたしました。







　うん。無理。無理無理無理！　もうやだこの部屋！　早く帰りたいです総統助けてください！　私をこの場所から救い出して！







「はい。どうぞ？　紅茶ですけど、いいですよね？」

「あ。うん。どうも……」







　ふくよかな香りを楽しみ余裕なんぞ私にはこれっぽっちもなかったけど。勧められたものは頂こうと、カップに手をかけ……ふと、テーブルの上に広げられた本の中身をちらりと見る。







『……以上、飲み物に薬を混ぜる場合は、違和感に気づかれないよう、味、香り、色の濃いもので実施しなくてはなりません。濃い目のアールグレイ等は香りも強いので、選択肢としては最適の一品……』







「……あれ？　どうしたんです本多さん？　お茶はお嫌いでしたか？」

「あ。いや。そういう訳じゃないんだけどね。あんまり喉は渇いてないから……」







　今日、この部屋で出されたものは一切口にしないと、そう強く誓う。心の中で。







「そうなんですか。気にしないでくださいね。……で、今日は一体？」

「あ。うん。たいしたことじゃないんだけどね……」







　いろいろといっぱいいっぱいな私が言葉に詰まる。……いやいっぱいいっぱいにもなるだろうこの状況は……。そんな私に催促するように、北川さんに見えない角度からお嬢様が催促してくる。こっそりとテーブルの下、足をつついてくる。早くしろと訴えかけてくる。煩いなあんたは！　じゃあ自分でどうにかしろよって話だよね！　もう！







「いや、あのさ。前の約束」

「約束、ですか？」

「うん。そう。ほら。『みんなでケーキを……』ってやつ。あれなんだけど」

「ああ！　あれですか！　すいません最近ドタバタしていて……」







　……台風のあの夜。死亡フラグのように北川さんが呟いた一言。――『いっしょに、美味しいケーキを食べましょう。みんなで』――。その約束は、実はまだ果たされていない。忘れていた訳ではないのだけど、私にも、そして『正義のミカタ』たちにも、あの戦いの後始末などがあり。







「あ。それは知ってるから。うん。最近落ち着いてきたみたいだし、どうかなって」

「いいですね！　本多さん！　お嬢様！　いつがいいですか！？」







　なんだいつもと変わらないじゃん北川さん。お嬢様がらみの話にはしっかりと食いついてくるし。やっぱりお嬢様の気のせいなんじゃないかなあ？







「私としては明日とかどうかなーって。で、カトリーヌにも声をかけたんだけど」







　こくこくこくと。無言のまま頷くお嬢様。いやちゃんと話せよあんたも。いつもの超上から目線はどうした？　無駄に圧倒的な自信はどうした？　ま、お嬢様のことは今はどうでもいい。肝心なのは目の前の暗黒少女の反応。憧れのお嬢様とのお茶会だ。普段の北川さんなら喜んで飛びついてくる筈。……なのだが。







「明日……ですか。ごめんなさい。明日は実は、先約があって……」







　やはり明日の用事、つまり三田君との約束は外せないらしい。申し訳なさそうに頭を下げる北川さん。ま、お嬢様に『先約がある』ってことは言ってたそうだしね。そこは覆せないよね。……んじゃ、まあ。もう一声を。







「あ。そうなんだ？　でも、その先約さんといっしょでもいいよ？　私は？」







　さあどうする北川さん？　その『先約』とやらが三田君だってことは、こっちは実は知ってるんだ。その上での投げかけなんだ。これにどう答える？







　……しばらくの間、黙ってテーブルを見つめていた北川さんは、やがて顔を上げ、さっきよりも更に申し訳なさそうな声で、こう呟いた。







「本当にごめんなさい。明日の先約は、私個人の知り合いと、なので……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……どう思います？　百合？」

「うん。……言いにくいけど、明らかに隠されてるよね。明日のことは」







　……あのあと。申し訳なさからか落ち込む北川さんと、隣でこっそり地味にへこんでしまったお嬢様との三人で何とか雑談を成し遂げ（私って偉いと思う。本当に）、時間を見てオカルト研究会の部室を辞した私たちは。







「……やっぱり、私だけ、のけもの、なんですね……」

「いやほら、さ。『私たち付き合い始めましたー』とかって言うの恥ずかしいじゃん」







　地の底まで落ち込んでいきそうなお嬢様を慰める私。うん。もう帰りたい。なんで私が、『悪の女幹部』たるこの私が。正義の桃色の魔法少女のことをフォローし、正義の白い魔法少女のことを慰めなきゃいけないのだ？　世の中は理不尽に満ちている。







「でもまあ。これではっきりしたじゃん？　デキてるよ。あの二人」

「……そう、です、ね。それは喜ばしいこと、なのですが」







　もういいじゃんお嬢様。そっとしておいてやろうよ？　ね？　友人の幸せを祝おうよ。







「……ううん。でも。やっぱり。この目で確かめないと……」

「まあ。うん。その気持ちは、わからないでもない」







　お母さん的な意味で、かな？　ま、一応、指導役だしね。あんた。あの二人の」







「ですから。百合」

「うん」

「明日。十時に駅前、でしたよね？」

「うん」

「確認しようと思います。……私たちで」

「うん。……うん？」

「十時待ち合わせ……ってことは、私たちは九時に待ち合わせでいいでしょう」

「うん？　うん？　……うん？」

「尾行、しましょう！　いっしょに！　私たちであの二人を見届けるのです！」







　…………。







「や、やっぱり巻き込まれ事故だあああっっっ！！」

「さあ！　百合！　叫んでないで帰りますよ！　明日に備えて英気を養うのです！」








舞台裏　二人の休日

第三話　休日の魔法少女

第三話　休日の魔法少女




　翌朝。土曜日。超快晴。……はあ……。







　雨でも降ろうものならば、それを理由にしてばっくれる気まんまんだった私をあざ笑うかのような、どっぴーかんの超お天気。無駄にやる気を出すんじゃないよ太陽さん。今日も暑くなりそうだなあ……。




　大変不本意なことであるとは言え、約束は約束。せっかくの休日だというのに私は、バイトに勤しむではなく、家事に務めるのではなく、今日は朝からお嬢様のお供をしなくてはいけない。あー、そういえばそろそろ洗剤やらトイレットペーパーやらの買い置きが心もとなくなってきてたっけ。いっそあのお嬢様に買い物つき合わそうかな？　きっとそのほうが有意義な筈。お嬢様の特売初体験。テレビの企画みたい。







「……とりあえず、顔、洗ってこようか……」







　のそりと布団から起き上がる。思いっきり体を伸ばす。関節がポキポキと音を立てる。うん。今日も元気だ私の体。たまには風邪のひとつもひいてくれればいいのに。そんなネガティブなことを考えつつ洗面所に向かう。……が。







「おっ？」

「おや？」

「あれ？」







　珍しいことに先客がいた。いやウチの洗面所は一家六人が共有で使うので、平日の朝ならば鉢合わせも珍しいことではないのだが。休日の朝となると、ちょっと話は違う。おじいちゃんである博士（古今東西、年寄りの朝というのは早いものである。迷惑なことに）と、その朝食の準備を承っている私以外の住人は『休日くらいはゆっくり寝ていたい』という極めて平凡な思考の持ち主ばかりであり、故に休日早朝であるこの瞬間、この洗面所が混雑する訳はないと思っていたのだが。







「おはよう。百合。カニゾー。いい天気だな」

「おはようございます。大佐の兄貴。姐さん。夏本番、ですな」

「おはよー。大佐。カニゾーさん。今朝は早いんだね？　珍しい」







　すらりとした筋肉質の体を持つ大佐。巨漢（鋼鉄製、の）のカニゾーさん。この二人に挟まれた貧相な私。三人仲良く並んで歯ブラシを咥える。古いことは古いが、逆に古いだけに無駄に敷地面積だけは広い我が『百合荘』は、大の大人二人＋小柄な女子高生一人が並んで歯を磨くことが出来る、住宅事情が悪化した現代においては余り見ないほどの広い洗面所を所持していて。







「仕事、休みじゃなかったっけ？　大佐？」

「休みなんだがな。まあ、今日はちと野暮用があってな」

「ふうん。カニゾーさんは？　早朝訓練？　とか？」

「いやまあ、そんなところ、です。姐さんのほうは？　今日はバイトですか？」

「私はちょっと外出なんだ」

「なるほど。日射病には気をつけてくださいね。姐さん」

「はーい」







　……実は『正義のミカタの魔法少女』のリーダーとお出かけなんだけどね。なんとなく後ろめたくって正直には言わない。別に悪いことをしているのじゃないとわかってはいるのだけれども、ね。うん。一応、体面ってものもあるし。







「……じゃ、今から朝ごはん作るから。もうちょっと待っててね」

「ああ。いつもすまんな」

「自分、何か手伝うことはありますか？」

「だいじょうぶだよ。カニゾーさん。居間で大佐とテレビでも見てて」







　――初夏の早朝。いつもの朝。……いつもとはちょっとだけ違った、朝。

　こうして、私の、『特別な休日』は、始まったのである。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……あっちい……」







　約束の時間。九時ちょうどに駅前に着くようにのんびりと歩く。さんさんと降り注ぐ太陽の熱が恨めしい。雨は雨で憂鬱だけど、こう、『平伏せい！』と言わんばかりの圧倒的熱量を誇る夏の太陽は、それはそれで勘弁して欲しい。早く秋にならないかなあ。涼しいし。食べ物は美味しいし。お芋食べたいなあ。




　ただ歩くだけで湧いてくる汗をぬぐいつつ、ちらりとショーウィンドウに視線を送る。九時前なので、まだ駅前商店街の店は開店していない。別に商品を見たかった訳ではないのでそれはいい。目的は大きな窓ガラスに映った自分の姿の確認。年頃の娘としては、まあその、それなりに、ね？　自分の私服姿に対して、おかしいところはないかなーとか、ね？　うん。私だって多少は気にかけるものなのです。ま、とはいっても。







「……うん。いつも通り、だな」







　鏡面に浮かぶ自分の姿。使い古していい具合に色が抜けたGパンと、無地のTシャツ。その上に七部袖の薄手の生地のパーカーを引っ掛けて、日射病防止の為に白いメッシュ生地のキャップを被ってきただけ。まあ。うん。私にお洒落のセンスがあるとは自分でも思っていないしね。みっともなくなきゃいいのよ。




　ま、その、強いてあげれば。こんな暑い日はGパンじゃなく、デニムのショートパンツあたりがよかったんだけどね。涼しいし。でも、足を出すと博士が怒るんだよねー。『年頃の娘がそんなに肌を出すとははしたない！』とかなんとか言って。……あんなデザインの『悪の組織の女幹部』スーツを開発した人の言葉とは思えない。あれこそどうにかして欲しい。足どころか腹まで出てると言うのに。はしたないどころの話じゃない。







「……まあ、お洒落して見てもらう相手がいる訳でもないしねー」







　色恋沙汰には縁のない私。悲しい現実である。まあいいけど。特に今日の任務は尾行だしね。背伸びしてお洒落場格好とかしちゃって、人様の視線なんて集めちゃったら本末転倒だしね。うん。いいのよこれで。うんうん。







　……なんてことを考えつつぼーっと歩いていたら、気がつけば駅前についていた。さて。お嬢様はどこかな、と。今日の主犯はどこかな、と。周囲を見回す暇も無く。







「遅いですわ！　百合！　気合が足りませんよ！」







　駅前のバスターミナル。その中央からいきなり叫ばれた。ちょっとお嬢様？　あなた、今日、何のためにここに来たのかわかってらっしゃいます？　尾行ですよ尾行？　隠密行動なんですよ？　そんなに大声を上げたら目立って。……目立って……。







「まったく！　百合にはやる気が感じられません！　私なんて1時間前から」

「ちょ、ちょーっと待った！　カトリーヌ！　あんた、あんたってば……」

「はい？　なんですの百合？」







　きょとんと首を傾げるお嬢様。その動きに合わせて銀色の髪が流れる。乗せられた麦わら帽子も一緒に傾く。真っ白なノースリーブのシンプルなワンピース。なんか、そう。高原の避暑地とかにいそうな美少女。見るからに、こう、育ちのよさと品のよさが溢れ出てきている、そんな感じ、で……。







「……百合？」







　目立っていた。めっちゃ目立っていた！　そりゃそうだ！　こんなド田舎の駅前に。こんなワールドワイドレベルの美少女がご降臨あそばしたのだ。そら目立つわ！　しかもなにその私服姿！　狙ってるの！？　なんであんたの髪そんなにサラサラなの！？　どうしてあんたの肌そんなに抜けるように白いの！？　なにあんたこの私というかこの世の全ての女性に喧嘩売ってるのか！？







「な、なにか、おかしいのでしょうか……？　私？」

「あんたさあ……。あんたってばさあ……」

「は、はい？」

「いや、もう、その……いいや。うん。もう、どーでもいいやー……」

「ゆ、百合！？」







　なんか、もう、打ちのめされたわ。同じ女として。そりゃね？　私だって自分のことくらいよく知っていた訳ですよ？　このお嬢様のことだってそれなりに知っていたつもりですよ？　でも、でもさあ。いつもの制服姿じゃなく、さ。こういうお嬢様然とした私服姿を改めて見せ付けられたらさあ。なんというか。うん。ああもう！　ああもうもう！　ああああああっっ！　……ってなっちゃう訳ですよ！







「……とりあえず、さ。その辺の店に入ってお茶でも飲もうか……？」

「へ？　あ、ああ。はい。それはいいですけど……」

「何も聞かないで。何も言わないで。黙って私についてきて」

「え？　え？　え？」







　……やだなあ。私、今日一日この美少女様と行動を共にするのかー……。もうこれ、引き立て役ですらないよね？　私の立場ってお刺身の皿の上に載ってるタンポポの花だよね？　なんというか、へこむわー……。こうしている今現在ですら、駅前の人々の視線独占しちゃってるしこのお嬢様。無自覚に。ほんと、もうさあ……。







「あ、あの？　何か私に至らぬところがあったのなら……」

「いや別にいいんだよ。うん。カトリーヌ。あんたは何も悪くない」

「そ、そう、です、か？」

「強いて言えばさ、今日の任務って尾行じゃん？　もう少し目立たない服装を……」

「め、目立たないようなシンプルな服装にしてきたつもりなんですが……」







　……ま、言われてみれば、さ。確かに奇抜な格好というわけではないんだよね。真夏に白のワンピース。麦わら帽子。うん。その辺に似たような格好している人だってちらほら見かけるさ。デザインだってさ、別にレースをふんだんに使ったごてごてしいものって訳じゃない。本当にシンプルな、ワンピース。







　問題は中の人なんだよな。シンプルな純白のワンピースを自然に着こなす美少女。

　目立つのは似合いすぎるから。あーもう。文句の言いようが無いじゃんこれ。







「別に怒ってないから。それより暑いし。お茶にしようよ？　ね？」

「そうですわね。雪乃たちの待ち合わせは10時。それまで時間を潰さないと」







　さ。気持ちを切り替えよう。このお嬢様と美を競うのが今日の目的じゃない。いいじゃん気にしなくたって。こいつの見た目が麗しいのは今に始まったことじゃない。人間、大事なのは中身なのです。並んで歩いて比較されたって、私が気にしなければいいのよね。うんうん。そうそう。







『……おい。やっぱり待ち合わせだったみたいだぜ？』

『だよなー。あんな綺麗な子が一人でいる訳ないかー……』







　駅前のファーストフード店に向け歩き出した、私たちの背後から聞こえる見知らぬ男性の声。ナンパか。このお嬢様をナンパしようとしてたのか。恐れ多いと言うか命知らずというか。実行しなくてよかったね。コテンパンにされたよきっと。心身ともに。二度と立ち直れないくらいにズタボロに。







『すっごい可愛い子だったねー！　やっぱりモデルさんとかかなあ？』

『そうじゃない？　髪とか肌もちょーきれいだったし！』







　おやおや。男性だけじゃなく女性からも賞賛の声が。まあね。逆に女性だからわかる同性の美しさって言うのもあるよね。視線が男性とは違うから。顔の造りとかスタイルだけじゃなく、肌とか髪とかセンスとか。うん。どれもコレも一級品だけどね。このお嬢様の場合は。しかも天然ものだし。







　……くそー。わかってはいるけれど。やっぱり、こう、忸怩たる思いが……。







「……どうかしましたか？　百合？」

「ううん。別に」







　気後れ、かな？　やっぱりこのお嬢様の隣を歩くのは同じ女性として敷居が高い。やだなー。きっと比べられてるんだろうなー。『なんであんな美少女が、こんな平凡な女の子と一緒にいるのかな？』とか思われてるんだろうなー……。







『……でも、一緒にいる人、あの人もなかなかいいよね』

『あ。美樹もそう思う？　お似合いよね。うん。いい感じ』







　……お？







『なんて言うのかな？　シンプルだけど清潔感があるっていうか』

『そうそう。スタイルもすらっとしてるし』







　……お？　お？　お？　なになに？　私もいい感じなの？　ねえねえ？







『なんか、絵になる二人っていうのかなー？』

『だねー。うらやましいよねー』







　……やだなあ！　ちょっと照れちゃうじゃん！　もっと言ってもいいのよ？







『やっぱり美少女の隣に立つには、ああいう美少年でないとね！』

『そうそう！　ちょっと中性的な感じがいいよね！　ああいう彼氏じゃないとね！』







　…………。







「百合。私、ファーストフードより喫茶店のほうがいいのですが？」

「…………」

「駅前にいいお店があるんです。そこに行きませんか？」

「…………」

「ちょっと百合？　返事くらいしてくれても」

「…………るな」

「はい？」

「私の半径5メートル以内に近づくな」

「え？　え？　なんで……って！　百合あなた鬼みたいな顔になってますよ！？」

「私の！　半径！　5メートル！　以内に！　ち・か・づ・く・なーっっ！！」

「ちょっと百合ー！？　何があったんですか待ってくださーい！！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……で？　百合は何を怒ってるんです？」

「……ふん」







　お嬢様お勧めの駅前の喫茶店にて。私は凄い仏頂面でウーロン茶を啜っていた。私を怒らせた原因が目の前で何かを言ってるが返事はしない。いやわかってる。このお嬢様が悪いって訳ではない。それは重々承知しているけど、でも。でもおっっ！！







「……いーもんねー。どうせ私は女らしくないですよーだ」

「……何故そういう結論に至ったのか私はわかりませんが」

「慰めてもらわなくっていいもん。ふーんだ」

「子供みたいに拗ねないでください。……まあ、でも」







　男と間違われる屈辱なんてお嬢様にはわかるまい。あれか？　まっ平らなのがいけないのか？　そりゃ確かに私の胸囲は驚異的に平面ですよ。平地ですよ関東平野ですよ地平線が見えますよ。でもだからって、性別まで間違えること無いじゃない……。しかも相手に悪意は全然無いってわかっているから、この怒りをどこへもって行けばいいのか……。







「……私は、百合のこと、素敵な女性だと思っていますよ？」

「……どこがよ？　私、がさつだしスタイルだってよくないし……」

「でも百合は家事万能じゃないですか」

「そりゃ、別に、子供の頃からやってたからってだけで……」







　両親健在だった頃は、家事なんて全くしなかった。いやまあ、子供だったしね。それは仕方ないと自分でも思う。私が家事をするようになったのは、一度失った家族を再び手に入れることが出来たから。大事な家族の為に、何か出来ることはないかと子供なりに考えたから。







　……私の料理を、おいしいって、食べてくれる人がいたから。







「それですよ。百合」

「どれよ？」

「『誰かの為に』……貴方はいつもそう思っている。そう行動している」

「…………」

「その心こそが素敵なことじゃないですか。女性的じゃないですか」

「…………」

「ね？」







　……参ったな。もう怒れないじゃないか。まったくもう。どうしてこのお嬢様は照れもせずそんなセリフを口に乗せられるんだ。うわー。顔が熱い。私、今絶対真っ赤な顔してる。くそー。正面向けないじゃないか。







「……がと」

「はい？　何か言いましたか？　百合？」

「ううん。なんでもない。それよりそろそろ時間」

「あら？　本当ですわ。行きましょうか」







　カトリーヌが立ち上がる。私から見ても、ひねくれた私から見ても。誰よりも女性らしい女性である彼女。誰よりも優しい彼女。……私にとって大事な、彼女。







　……いつか。いつの日か。さっきの言葉を、きちんと。目を見て。







「百合。いましたいました！　三田君が来てます！　さあ、早く早く！」

「わかったわよ！　あんまり騒ぐと見つかるわよ！　少し落ち着け！」







　……大切な、あなたに。贈りたいと。そう、心から願う。














舞台裏　二人の休日

第四話　驚愕の魔法少女

第四話　驚愕の魔法少女




「……どう？　カトリーヌ？　何か動きはあった？」

「……いいえまだ何も……。あっ！　雪乃が来ました！　来ましたよ！」







　過去川駅前バスロータリー。待ち合わせの定番。その場所に一人佇む三田君を物陰から隠れて監視する私たち二人。ぶっちゃけ客観的に見ればかなりの不審者である。一歩間違えればただのストーカー状態である。いやもういいけどね。いろいろ諦めてるし。それにようやくメインターゲットも到着したし。







　三田君の背後、死角に当たる位置から顔だけ出して現場を視認する。Tシャツにハーフパンツ姿の三田君にゆっくりと歩み寄る一人の少女。ロングの巻きスカートに白いサマーセーターがよく映える。……正直に言おう。まともな格好でよかったよ北川さん。何となく、黒のゴスロリ姿とかで来ちゃうんじゃないかと想像していた私ってば結構失礼。それはそれで似合いそうだけど。内面的な意味で。いやまあそれはともかく。







「……とりあえず、二人で会う約束っていうのはビンゴだったね」

「……ですわね。何故、私に嘘をついたのでしょう？」







　まあ、普通に考えればデートに部外者はお呼びじゃないよね。そうは思うが口には出さない。このお嬢様がまた錯乱すると厄介だから。いいじゃんあの二人。思っていたよりずっとお似合いだよ？　祝福してあげようよ？







「まだ……。まだ、です。雪乃が三田君に騙されているという可能性も……」

「どちらかと言えば、騙すとしたら北川さんのほうだと私は思うけどな」

「何を言うのですか百合。騙されて泣くのは女のほうって相場が決まっています」

「一般的にはそうかもしれないけどさ、何しろ相手があの北川さんだしねえ……」







　単純熱血筋肉莫迦の三田君と腹黒暗黒オカルト少女の北川さんだし、ねえ。騙されて泣くとしたら間違いなく三田君のほうだと思うけど？　北川雪乃さん、アレを一般的な「女子」のカテゴリーに当てはめてはいけないと思うんだ私は。







「……っと。早速どこかへ行くみたいよ？　どうする？　ついてく？」

「当然ですわ。百合、遅れずに、且つ目だないように尾行です」







　駅前商店街のほうへと歩き出した二人。さすがに手を繋ぐ、もしくは腕を組むといった所謂「恋人らしい」動きはまだ見せないけれど。連れ立って仲良く歩く二人は捻くれた私から見ても普通にカップルに見える。そんな二人を物陰に隠れつつ追跡する女子二人。なんだかなあ……。なにしてんだろ私。もう帰りたい。







「……どこに向かっているのでしょう？」

「うん？　うーん？　どこに、って言うよりウィンドショッピングっぽい感じ？」







　午前十時を回り、開き始めた駅前商店街の店々。その軒先を覗くようにしてうろうろする北川さん。そんな彼女に振り回されるようについていく三田君。苦笑を浮かべつつも決して不満げな顔ではない。いやもうこれ、誰がどう見たってデートでしょ？







「あのさあ？　カトリーヌ？　あれ間違いなくデートだよ。だからもう帰らない？」







　電柱の陰に隠れつつ、私は隣に立つ少女に話しかける。なんかもう、私、むなしくなってきちゃったんだけど？　これ完全にただの覗きだよね？　馬に蹴られて死んじゃう前に、とっとと退散するべきだと思うんだけど……。







「……って！　何で泣きそうになってんのよあんたは！？」

「だって！　ひどいじゃないですか百合！？」

「なにが！？」

「付き合ってるなら付き合ってるでいいですけど！　何で私に内緒にするんですか！」







　涙目のお嬢様が拳を震わせている。知らないよそんなの！　大方、お節介なお嬢様にあーだこーだ口出しされるのが嫌だったんじゃないの！？







「三田君はともかく、雪乃とは隠し事のない間柄だと思っていたのに……」

「まあ、その、なんだ？　やっぱり照れ臭かったんじゃないの？　北川さんも？」

「そうかもしれませんけど……。でも、隠し事されてたのはショックですよう……」

「ああもう！　面倒なお嬢様だな！　泣くのはやめなさい！　ほら！　涙拭いて！」







　ぐずるお嬢様にハンカチを押し付ける。なんだお前？　今日は子供みたいだぞ？　いつもの凛々しい『マジカル・カトリーヌ』はどこにいったんだ？







「うっうっ……。百合は他人事だからそういうふうに言えるんですよ。百合だって親しい人に隠し事されたら落ち込むに決まってます！」

「はあ？　なに言ってるのあんた？　私だぞ？　孤高の人本多百合だぞ？　親しい人なんていないし、仮にいたとして、隠し事されたくらいでショックなんか――」







　反論する言葉が途切れる。何故なら私の視線があるものを捉えたから。ある人を映してしまったから。三田君と北川さんに声をかける知人を見つけてしまったから。そしてその人が、その人が。







「あら？　あれは山田先生と……」







　――親しげな女性を連れていたから。







「あら？　あらあらあら？　山田先生も女性連れですか？　あらあらまあまあ」

「……たい、さ……？」

「……百合？　貴方、今、山田先生に向かって『大佐』って……？」

「――っ！？」







　しまった！　やばい聞かれた！？　本多百合一生の不覚！　ついつい気を許してしまったが、こいつは、このお嬢様は、『正義のミカタ』だった。我ら『ブラックシャドウ』の宿敵だった。よりにもよってそのリーダーであるカトリーヌに、山田先生の、大佐の正体を明かしてしまうなんて……っ！







「……百合？」

「……今の、聞いた？」







　一縷の望みを賭けて、カトリーヌに問いかける。お願い神様！　あんたが役立たずなのを知ってて今一度、今一度だけお願いする。聞こえていませんように！　聞き間違いだと、カトリーヌが納得してもらえますように！







　だがしかし。願いは叶わず。祈りは届かず。カトリーヌが無言で深く頷く。そのまま視線を上げ、大佐の背中を見つめつつ口を開く。







「……貝塚高校勤務の国語教師とは仮の姿。その正体は、悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の構成員。通称『大佐』」

「――っ！？」







　知って、いたのか。大佐の正体を、知っていたのか。







「今更、何を驚いてらっしゃいますの？　百合？　我々『正義のミカタ』をあまり甘く見ないで欲しいものですわ。それくらい、とっくに調べがついています」

「……っ！？」







　言葉が、出ない。いつだ？　いつから気がついていた？







「そもそも。百合？　調べるも何も、山田先生ご自身が『正義のミカタ』である雪乃の目の前で変身を果たしていたじゃありませんか？　先月の騒動のときに」

「あ……っ」







　そう。そうだった。先月の台風の夜。意識を奪われ体を乗っ取られたカトリーヌが暴走したあの夜。その主犯である『闇夜の鴉』総督へと問答無用で斬りかかった大佐。あの夜のことは今でも鮮明に覚えている。普段の飄々とした態度とは裏腹に、憎しみで歪んだ大佐の顔。悪の秘密結社『ブラックシャドウ』戦闘指揮担当としてのもうひとつの顔。開放された驚異的な戦闘力。







　――それが、大佐の、正体。







「勿論、私自身は意識を奪われていましたから、実際に見た訳ではありませんけど」

「……北川、さん、か」

「ええ。あの子です。私の魔法に撃たれ戦闘力こそ奪われてはいましたが」

「……意識を失ってはいなかった、と」







　こくりと、小さく頷くカトリーヌ。







「雪乃は、『マジカル・スノー』は、あれでも立派な『正義のミカタ』です。確かに、あの総督という強敵に敵いはしなかった。でもだからといって、全てを諦めて戦闘事態を放棄することはしなかった。敵わないなら敵わないなりに、必至で情報を収集しようとしていた。……次に繋げるために」







　私は気づく。気づかされる。まだ自分が北川さんを見縊っていたことに。無意識に下に見ていたことに。彼女は『戦士』だったのだ。骨の髄から『正義のミカタ』であろうとしていたのだ。その拳は届かずとも。その魔法を放てはしなくても。それでも戦うことを、明日の勝利を、大事な仲間を救うことを諦めてはいなかったのだ。







「……あとは、簡単な話。職員名簿から山田先生の現住所を調べさせて頂きました。現在のお住まいは『百合荘』となっていますね。……百合、貴方の住む、ね。このふたつの事実を重ね合わせてみれば、一目瞭然ということ、です」







　突きつけられた言葉は、事実。私に反論の余地はない。もう認めよう。







「……そう、ね。山田先生は悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の人間よ」

「認める、という訳ですね？」

「認めるも何も、そこまで裏取られたら仕方ないでしょ？」

「まあ、嘘をついても意味のない場面ではありますね」







　見苦しく足掻くのはやめよう。私たちは悪の秘密結社の人間。そしてそれを指摘する彼女は宿敵『正義のミカタ』。この関係は壊せない。この思想はお互い譲れない。この道はお互いの進む道。では？　だとしたら？







「……で？　どうするの？　ここで戦う？　悪を討つ？　『正義のミカタ』さん？」







　視線に強い力をこめる。彼女の顔を真正面から見つめる。目を逸らさない。逸らすことは許されない。カトリーヌや北川さんが正義であるように。私や大佐は悪の組織の人間なのだから。その矜持は汚せない。その意志は曲げられない。だから。私と彼女は睨み合う。互いの目を見詰め合う。







　――永遠とも思える数秒間。無限の幅を持つ刹那が、過ぎ。……そして。







　

「……何を言っているのですか。貴方は」

「……えっ？」







　ふわりと。優しい笑顔で彼女が笑う。春の陽だまりのように暖かい目で。







「山田先生が、『悪の秘密結社』の人間だった。……だから、何なのです？」

「……はい？」







　彼女は笑いを納める。凛とした表情を取り戻す。







「悪は悪。私は正義。それは事実であり、そして私の仕事は悪を討つこと、です」

「……だったら」

「誤解しないでくださいね？　私の敵は『悪』なんですよ。だから」

「……だから？」







　彼女が顔を上げる。視線を空に向ける。照れ隠しのように。







「『悪』を自称するだけで、悪事を働いた訳ではない人は、私の敵ではありません」







　細い指で影を作りつつ、眩しげに太陽を眺める彼女は、そう言う。誇らしげに。朗らかに。自らの発言に、行動に、一片の迷いも無く。







「私なりに調べてはみました。『ブラックシャドウ』とは何なのか、と。あの組織の目的は一体何なのだろうと。……でも、正直、わかりませんでした。『ブラックシャドウ』の名が最強として伝わっている理由、それは、『正義のミカタ』と互角以上に戦える組織であるということ。当時の『正義のミカタ』と何度も何度も激戦を繰り広げた相手だということ。ただ、それだけでした。……でしたら」







　彼女が視線を戻す。もう一度、私の目を真っ直ぐに見つめる。







「何かの為に、信じる思想の為に、戦う。それは。それならば。その行為は」







　正義の魔法少女、『マジカル・カトリーヌ』として。







「……私たち『正義のミカタ』と、何も変わりは無いのではないのでしょうか？」







　――彼女は、そう言いきった。







「……了解、した」







　これ以外の言葉で答えようが無かった。『ありがとう』ではない。『ごめんなさい』でも違う。これ以上は踏み込めない。これ以上は踏み込ませない。それは絶対の線引き。私とカトリーヌの間にある、最後の一線。だから私は何も言わない。だから彼女にも何も言えない。抱え込んだ秘密の大きさが、私の口を塞ぐ。私の背負う信念の重さが、彼女の追及を拒む。何故ならば。その理由は。







「ですから当然、『上』には報告していません。このことを知っているのは私と雪乃、そして三田君と風見さんだけですわ」







　なるほど。魔法少女とヒーローたちだけの秘密という訳か。まあ、それはそうだろうな。このお嬢様や北川さんたちがどう思おうと、私たち『ブラックシャドウ』が正義の敵であると言う一般的な認識は覆せないし。カトリーヌのいう『上』とやらが、こんな寛大な処置を取るとは思えないし。







「まあでも、貴方方が悪事に手を染めると言うのなら、覚悟してくださいね？」







　茶目っ気たっぷりに、わざとらしくウィンクなどを決めながら、『こんな重い話はもうこれでおしまい』と言わんばかりに、彼女は口を開く。







「そのときは、もう、コテンパンにしちゃいますから、ね？」

「……上等、だ」







　――それこそが。正にそれこそが、『ブラックシャドウ』の存在意義なのだから。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……で？　で？　山田先生ってば誰といっしょなんですの？」

「おいこらカトリーヌ！　押すな！　ばれちゃうじゃないか！」







　さっきまでの微妙な雰囲気を吹き飛ばすかのように、はしゃぎまくるお嬢様が私のことをぐいぐい押してくる。なんだこのお嬢様。意外に好奇心旺盛だな！　バラエティー番組の突撃リポーターみたいな真似はやめろ！







「よい、しょ……っと。ああ。これでよく見えますわ」

「おいこらてめえ……っ」







　何の遠慮も無く私の背をよじ登るお嬢様。重……くないのが微妙に腹ただしい。普段なに食ってんだこいつ？　身長は私と大して変わらない筈なのに。ほんともう、こいつの女子力はとどまるところを知らないな。







「どれどれ……。って？　あら？　あれは麻葉先生じゃありませんか」

「麻葉先生？　なになに？　あんたの知り合い？」

「……百合。貴方なぜ自分の学校の先生の名前も知らないのですか？」

「……ああ。そう言えば先週の全校集会で聞いたことあるな。その名前」







　いやまあ。ぶっちゃけ全校集会なんて無心でいるし。それどころか日によっては立ったまま眠るという私独自の必殺技を使っているし。いやまあ。それはともかく。







「……確か、新任の先生だっけ？」

「正確には先生ではなく、養護の方。保健室の先生、ですわ」







　へえ。なるほど。どおりで私が見かけた事ない訳だ。保健室なんて行ったことないし。健康優良児なんで。私は。めったに風邪ひとつ引かないぜ。最近は怪我は多いけど。いろんな事情で。主に変身中の戦いで。







「いやでもしかし……。ついにまた病気が始まったか……」

「結構お似合いですわねえ……。って？　病気？　山田先生病気なんですか？」

「うん。救いようの無い女好きっていう不治の病」

「…………」







　連れだって歩く大人の二人。割と普段着のままのラフな格好の大佐。それに対して白のブラウス、そして黒のタイトスカートとばっちりと決めている麻葉教諭。うん。その私服姿からしても気合の程が見て取れる。あーあ。大佐どうすんの？　またこれで問題起こしてクビなんて嫌だからね私は。







「うーん……。なんか、そういう感じはしませんけれどねえ。山田先生って」

「油断しちゃいけない。あいつは呼吸をするように自然に女を口説くから」

「…………」







　そんな憎まれ口を叩きつつも視線は逸らさない。私の頭の上からドン引きされている雰囲気を感じるが――いやそろそろ私の背から降りろよお嬢様――今はこのお嬢様の反応を気にしている場合ではない。そうか。珍しく休日に早起きしていたと思ったらこれが理由だったのか。あの男は本当に……。







「あっ。百合百合。見てください。皆さん合流するみたいですわ」

「そうらしいね。……全く、なにしてんだあいつらは……」







　親しげに手を振り歩み寄る大人二人。それに対し軽く頭を下げる『正義のミカタ』組。そのまま自然にその場所、駅前デパートの前で世間話が始まる。







「ところで、百合？　貴方、山田先生から今日のことは……？」

「一切聞いていない。出かける前にも会ったんだけどね」







　なんだよちくしょう。こういうことなら一言言ってけよ。いや別にさ？　大佐の私生活すべてを私に逐一全て報告しろなんて無理は言わないよ？　でも。でもさあ？　これはちょっと、さ。ないんじゃないかなあ……。







「……ね？　百合？　親しい人に隠し事されると、結構、傷つくでしょ？」

「……うっさい」







　何となく不機嫌になり、語尾が厳しくなる。きっと今、私の頭上にいるお嬢様の顔はすげードヤ顔なんだろうなあ。見えなくてもわかるのが悔しい。くそー。勝ち誇ってるんじゃねえぞ。あんただって私と同じ立場の癖に。まあ、それはともかく。







「……これで、デート説には疑問が……」

「――っ！？　百合！？　百合百合百合！？　あれあれ！？」







　バンバンバンと力任せにお嬢様が私の背中を殴打する。いてえよこのやろう！　興奮すんな落ち着け！　もうこれだけ衝撃的な事実を突きつけられ、結構ダメージが大きい場面を見せ付けられたんだ！　ちょっとやそっとでは動揺しないぞ私は。だからあんたも、あんたも……っ！？







　――お嬢様の震える指が指し示した先。私たちと反対方向。そこから手を振ってみんなと合流を果たした新たな二人。それは。その二人は。







「……風見さん……」

「……カニゾーさん……」







　タイトなデニムのスカート。薄水色のTシャツの上に白いキャミソールを重ね着した髪の長い少女。――つまり、風見さん、と。




　そんな彼女に手を引かれ、ちょっと照れ臭そうな顔でゆっくりと歩く巨漢の美丈夫。――我が組織が誇る戦闘怪人、カニゾーさん、の。







　――そんな、意外すぎる、コンビ、だった――














舞台裏　二人の休日

第五話　笑顔の魔法少女

第五話　笑顔の魔法少女




「…………」

「…………」







　べたっと。テーブルの上に突っ伏してから早数時間。目の前に置かれたアイスティーは、とっくの昔に氷が溶け水割り状態となっている。すげーまずそう。




　のそのそと視線を上げる。目に入るのはお嬢様の成れの果て。ぽかんと口を開け虚ろな目で天井を見上げるその姿には、英国生まれのお嬢様の見る影も無い。







「あ、あの……。お客様？　も、もし宜しければ、こちら、お下げしても……」







　見るに見かねたのであろう、私たちが居座るテーブルに店員がおずおずと近づいてくる。きっ、と視線だけで威嚇する。ひっと息を呑み逃げ帰るウェイトレスさん。今の私たちに近づくなよ？　命の補償はしないぞ？







「……百合？　無関係の人を脅すのは感心しませんわ」

「……そう思うなら、カトリーヌ？　何か追加注文くらいすればいいじゃないの」

「食欲、ありませんもの……」

「奇遇だね。私もだよ……」







　――駅前デパートの入り口にて。正邪混成パーティーの結成を目撃してから既に数時間が経過している。あっけにとられ言葉も無い私たち二人を尻目にデパート内部へと消えていった六人は、未だ内部から生還しない。







「……もう、帰りましょうか？」

「ん。……夕飯の買い物してこなきゃ……」







　モゾモゾと身動きする百合スライム。ゴソゴソと身じろぎを始めたマペットカトリーヌ。待ちくたびれて……というより、自分たちが目撃した光景に打ちのめされ、最早、人としての矜持すらなくしてしまった私たち。







「何かもう、三田君と雪乃の件とか、どうでもよくなりましたね……」

「だねー……。あーあっと」







　……『正義のミカタ』陣営が、私たちの正体を掴んでいた。これはいい。確かに驚きこそしたけれど、カトリーヌの判断によりその事実は上に上げられてはいない。今日明日、早急にこちらから手を打たなくてはいけないという事態ではない。そのこと自体には安堵はするけれども。けれども。けーれーどーもー。







「なんなんだろうねー。ほんと。だからといってあんなに仲良くならなくても……」

「仲のよいことは問題ではありませんわ。重要なのは、そこに私と貴方が」

「言うなー。言わないでくれー」

「私だって言いたくはありませんよ。でも。実際にこの目で見てしまった訳ですし」







　そう。そうなのだ。正義側の三田君、北川さん、風見さんと、悪側の大佐、カニゾーさんに何らかのコミュニティーが発生した。それはいいんだ。問題なのは、その中に私とカトリーヌが含まれていないこと。仲間外れになっていること。







「正直、ショックですよ。私、もう立ち直れないかも……」

「私だってそうだよ。『ブラックシャドウ』は鉄の結束力を誇ると信じていたのに」







　カトリーヌは『正義のミカタ』のリーダーにして指導員。私は『ブラックシャドウ』の総統代理。お互い、各々の組織の中心人物だった筈。その私たちを排除して行われた今日の会合。いやもうね。これはさすがに。







「……へこむわー……」

「……落ち込みますわー……」







　カトリーヌのほうは知らないけれど。私は自分がへこんでいるという事実に気づき更に落ち込む。自分はずっと孤独だと思っていた。両親と死別し、育ての恩人とも生き別れた自分は孤独への耐性があると思っていた。それがこの体たらく。総統。ごめんなさい。いつの間にか百合はこんなにも弱くなっていたようです。







「……いつまでもこうしてても仕方ありませんし、帰りましょう？　百合」

「……うん。そうだね。帰ろっか。カトリーヌ」







　ついに腰を上げる私たち二人。店の奥にいる店員さんたちがあからさまにほっとした表情を浮かべているのが癪に障るが、まあそれもしかたない。何しろあの昼時から夕日差し込むこの時間まで、たった一杯のドリンクで粘ったのだ。しかも無言で不機嫌オーラを撒き散らしながら。一歩間違えればただの営業妨害である。もうしばらくはこの店に顔を出すことはでき無そう。今後ご利用お断り扱いにされても文句は言えないレベル。







「さて。幾らだっけかなあ？」

「――っ！？　百合！　外！　外！」







　先に立ち上がったお嬢様が突然騒ぎ始める。なんなのよもう。これ以上ここで騒ぎを起こしたら立ち入り禁止どころか警察呼ばれるぞ？　今ならまだただの迷惑な客で済むんだからさ。ここは大人しく……。







　――釣られるように見た窓の外。駅前デパートの入り口。そこから出てくる六人。







「うわ。最悪。このタイミングで出てくるかなあ……」

「どうします？　百合？　ちょっと時間ずらしましょうか？」

「うん。そうだね。今はちょっと、顔、合わせたくないしね」







　朗らかな顔で出てくる六人。対比するようにずーんと落ち込んでいく店内の二人。そして一度は伝票を握り立ち上がった私たちが再びテーブルに着くのを見て、絶望の表情を浮かべる店員たち。いやまあ、それはどうでもいい。もうここまで迷惑かけたんだ。今更多少印象が悪くなってもどうでもいい。いやもう既に最低を通り越しているかもしれないけれど。まだ通報はされないだろう。多分。







　そんなこちら側の葛藤を知る由もなく、笑顔で手を振る年少組。対する大人三人は軽く頷いたり会釈をしたりしつつ、駅前通りへと消えていく。あっちは飲食店が軒を並べるほう。大方、食事か一杯呑みにでも行くのであろう。ま。そっちは今はどうでもいい。問題は少年少女たちのほう。三人の視線が私たちのいる店内へと注がれる。おいまさか。待てよ待てよ？　ちょ、ちょーっと！？







「百合百合百合どうしましょう！？　こっちに来ますよ！？」

「どうするもこうするもないわよ！　というか、どうしようもないわよ！」







　三人が明らかにこの店を目指し歩いてくる。真に残念なことに（というかある意味当たり前の事なのだが）、この店の出入り口は一箇所しかない。最早私たちに逃亡は不可能である。ああ。くそったれ！　やっぱり神様は意地悪だ！　もう二度と信じない！　滅びてしまえ！







　――からん、からーん。







　そして、古式の澄んだベルの音が、入店者の存在を伝える。







「いらっしゃいませー。三名様でのご利用ですか？」

「あ。はい。そうです」

「では、お好きな席へどうぞ。今、メニューをお持ちします」







　瞬間、ぱっと目を逸らす私たち。私は無意味に窓の外へと。カトリーヌは素早く取り出した携帯電話へと視線を落とす。『関係ありませんよー』と。『私たちはあなた方と赤の他人ですよー』とオーラを出す。が。







「……うん？　あれ？　白いのと黒いのじゃねーか」







　十人も入れば満員御礼となるこの狭い店内でそれは思いっきり無意味な行動で。当たり前のように発見される私たち。ああもうこの青いのは！　ほんと碌なことしやがらねえ！　お前は私に何か恨みでもあるのか！







「あれ？　本当ですね！　お嬢様！　ごきげんよう！」

「おお。なんだ。本多もいっしょか。仲いいなお前ら」







　その声に惹かれるようにわらわらと集まってくる『正義のミカタ』の色モノコンビ。くっそー！　この腹黒少女の満面の笑顔が憎い。お前ら今まで私たちに内緒で会っていたというのに、よくそんな顔ができるな！







「あー、まー、ね……」

「……別に、仲良くなんて、ありませんけど」







　拗ねた私たちは二人して『あっちいけ』オーラで対抗するが、こいつらにはこれっぽっちも通じない。早速、当然のようにお嬢様の隣に腰掛ける北川さん。四人がけのテーブルなので一人あぶれると気を利かせたのか、自ら椅子を取りに行きお誕生日席に陣取る三田君。それを見てしぶしぶ私の隣に腰掛ける風見さん。







「で！　お二人はどうしたんです？　ま、まさか私を差し置いてデートとか……！」







　暗黒腹黒少女がおぞましい発言をする。おいお前。デートってなんだデートって。そういうのは普通一般的に男女で行うべきものだろう？　貴様の歪んだ性癖をさも一般常識のように語るな。迷惑だ。







　……それに。







「……デートだったのは、皆さんのほうじゃありませんか？」







　陰々滅々とした声でお嬢様が応じる。あーあ。私、しーらね。ただでさえ情緒不安定になっていたお嬢様の心に爆弾放り込みやがった。どうなってももう私は知らん。というかむしろ、私もお嬢様と同じ気持ちだし。







「え？　え？　え？　デート？　誰と誰が、ですか？」







　この期に及んでとぼけるかこの腹黒少女め！　あったまきた！　主義に反するがここはお嬢様に助太刀させてもらおう！　覚悟しろよこのやろうめ！







「三田君と北川さん。たい……じゃなく山田先生と麻葉先生。そしてカニゾーさんと青いの。トリプルデートだったんじゃないのー？」







　思いっきり憎々しげに言ってやった！　さあどうだ！　こっちは最初から全部見てたんだからな！　言い返せるものなら言い返してみろ！







「ちょ！　ばっ！　莫迦かあんたは！？　なに言ってるんだお前は！」







　青いのがわかりやすく動揺する。なに頬染めてんだこのやろう！　いつもの人を殺せそうなアルカディックスマイルはどうした！？　今更年頃の乙女ぶっても手遅れなんだぞ！　こっちはあんたの本性知ってるんだからな！







「おーい？　本多？　お前、何か勘違いしてないか？」

「なに他人事のような顔してるんですか三田君？　貴方も同罪ですからね？」







　お嬢様の追撃が三田君の声を打ち消す。その言葉にこめられた恨めしい気持ちを察したのか三田君が息を呑む。ほらみろ。やましいことがある証拠だろそれ。







「もういいですから。どうせ私たちは仲間はずれなんでしょう？」

「ふんだ。いいもんね。どうせ私は悪だしねー。孤独には慣れてるもんねー」







　嗚呼もう止まらない。というか止める気も無い。もうこの際だ。言いたいこと全部ぶちまけちゃおう。不幸中の幸いと言うべきか、普段はつんと澄ました良識派で通っているお嬢様もご立腹だ。もうこいつらのことなんて。ことなんて！







「……あー。もう。しょうがないなあ……。ねえ。三田君。北川さん」







　場の空気に当てられたのか、がしがしと面倒くさそうに頭をかきつつ、青いのが言う。視線を北川さんへと注ぐ。……正確には、北川さんが持つ買い物袋へと。







「もう言っちゃおうよ。こりゃ、現物を見せないと誤解が解けそうも無い」

「え……？　でも……」

「別にあたしは白いのや黒いのにどう思われてもいいけど、さ」







　そこで言葉を切る青いの。視線を私に向け、そしてカトリーヌへ向け。ちょっとだけ苦笑を浮かべる。幼子の悪戯を見守る母親のようなまで。ただをこねる妹を見つめるような、意外すぎるほど優しい目で。







「……勘違いさせたこっちも悪いってことで。フライング、OKじゃない？」







　その言葉を受け何かを納得したのか、北川さんが袋の中に手を入れる。取り出され、テーブルの上に置かれたものは二つ。







　――トッピングされ、綺麗なリボンをかけられた小箱が、ふたつ。







「え？」

「うん？」







　想像外のことに目が点になる私とカトリーヌ。その各々の前にすっと小箱を差し出し。そして。北川さんが。三田君が。風見さんが。声を揃える。







「お誕生日！　おめでとうございます！」

「誕生日おめでとう！　二人とも！」

「はいはい。おめでとおめでと」







　――思考が、真っ白に、なった。







「え？　え？　えええっ！？」

「ちょ、え？　はい？　え？　なになになんなの！？」







　一瞬の空白。混乱のままに口だけが勝手に動く。尤も、頭も心もフリーズしたままなので出てくる言葉は擬音と疑問ばかりで。私もお嬢様も言語中枢が破壊されたまま、あわあわと不思議な踊りを踊るばかり。







「お嬢様？　来週七月十五日はお嬢様の十六回目の誕生日、ですよね？」

「本多は十六日なんだってな。山田先生から聞いたぞ？」

「全く。あんたたちが変に拗ねるからフライングになっちゃったじゃない」







　――七月十六日。来週のその日は。確かに。私の誕生日、だった。







「で、でも！　だったらなんで内緒で……」

「黒いの。お前は阿呆か？　予告したらサプライズにならないでしょうに」




「わ、私！　あ、あの！　その！　事情も知らずに酷いことを！」

「いいんですよ。お嬢様。私たちが隠し事をしたのは事実ですしね」







　興奮した子犬のようにあたふたする私たち。対照的に落ち着き払ってにこやかに事情を説明し始める三田君たち。







「そもそもは俺と北川でカトリーヌへのプレゼント選ぶ予定だったんだ。そうしたら山田先生が本多の誕生日も近いって言うじゃないか。だったら一緒にお金出し合っていいものを選ばないか……って、な」




「あたしはもともと、権兵衛さん、ううん。ま、もういいか。カニゾーさんに相談されていたしね。黒いの、あんたへのバースディプレゼント選びを、さ」




「養護の麻葉先生がいたのは偶然なんだそうですよ。待ち合わせ場所に向かっていたらばったり街中で会っちゃったそうで。だったら大人の女性の意見も聞きたいから是非に……って連れて来たんだそうです」







　……言葉が、出ない。何も、言えない。何も、考えられない。







「先生方はこれから大人だけの時間を楽しんでくるそうですよ。駅前に新しいビアガーデンがオープンしたとかで。楽しんでくるんじゃないでしょうか？」







　……大佐やカニゾーさん、養護の麻葉先生のことなんて、今はどうでもいい。







「……なあ。黒いの？　前に、そう、台風の日、だ。お前には言ったよな？　カニゾーさんと面識があること。あれからまあ、その、なんだ。い、いろいろあって、だな？　そういう訳だ！　はっはっは！」







　青いのが何かいい訳じみたことを言いつつ照れ笑いをしているが、それすらも耳を素通りする。私の視界に入るのは、その心を捉えているのは、目の前の、小箱。







「あ。その。お二人とも？　よければ開けちゃってくださいな？」

「いやー。選ぶのに時間がかかるかかる。女の買い物が長いって本当なんだな！」

「とりあえず、私たち五人から、だ。大事にして欲しいな。さ、開けちゃえよ」







　どちらからともなく。私たち二人は。おずおずと手を伸ばす。プレゼント。プレゼント。昔、まだ子供だった頃。両親から貰った記憶はある。両親を失ったあとも、総統から貰ったこともある。総統と別れた後も、博士や大佐、AさんやBさんからは毎年貰ってはいた。でも。だけど。これは。







　――生まれて初めて、同年代の、友達から貰った、プレゼント。







　慎重にリボンを解く。破かないように、包装紙をはぐ。現れたのは真っ白な小箱。目に痛いほど綺麗な白色の、箱。これを開けたら消えちゃうんじゃないか、とか。開けた瞬間目が覚めて、『ああ。夢だったんだな』って、そんなふうに悲しくなるかもしれないなんて、そんなことを考えつつ。そっと、箱を、開ける。







「……綺麗」

「……素敵、ですわ」







　入っていたのは、シンプルなシルバーのリング。カトリーヌとお揃いの、銀色に光るリング。光物なんて買ったことないし、装飾品に興味なんて持てなかった私には、それがどれ程の価値を持つものなのかは知らないけど。わからないけど。でも。でも。でも。これだけは、間違いなく言える。







「……ありがとう、ございます」

「……うん。ありがとう。ありがとね。ありがとね。本当に、ありがと、ね」







　――私にとってこれは、世界でひとつの、かけがえの無い宝物に、なる。







　☆　☆　☆　☆　☆







「さーてと。今日は本当に疲れたなあ！」

「三田君？　女性の買い物ではあんなの序の口ですからね？」

「そうだよ。三田君。将来、彼女ができたときの予行練習だったと思えばいいよ」







　あのあと。五人で散々飲み食いして。騒いで。笑って。たまにちょっと怒ったりもして。でもそれすらも楽しくて。いい加減日も暮れてきたということでお開きとなって。お会計を済ませて店の外へと出て。







　真夏の星空の下。まだ騒ぎ続ける三人の背中を見つめながら。私はそっと自分の左手に――正確には左手の薬指に――触れる。慣れてないから、違和感がある。でも、今は。その違和感すら愛おしくて。嬉しくて。







「……あら？　百合は左手につけているんですね？」

「そういうカトリーヌは右なんだね？」

「ええ。その、左手の薬指だと、ちょっと意味深すぎるかな、と」

「だね。でも私の場合、右手はほら、武器だから、ね」







　なるほど、とカトリーヌが頷く。穏やかな笑顔を浮かべつつ、そっと私の横に並ぶ。視線は前を歩く三人の背中へ。素敵な、素敵な贈り物をくれた大事な三人の背中へ。『正義のミカタ』の、三人の背中へ。







「……ねえ。百合？　聞いてくださる？」

「うん？　なに？　カトリーヌ？」







「私、この国へ来て、よかった。今、心からそう思えます」

「……そっか」







「カトリーヌ。私の言葉も聞いて欲しい」

「何でしょうか？　百合」







「……私も、あんたたちと出会えて、よかった、よ」

「……そう、ですか」







　カトリーヌが、私の顔を見つめ微笑む。天使のような無垢の笑顔。







　私は笑顔を返す代わりに、そっとその身を寄せる。並んで歩く二人の手が、自然に触れ合う。指が絡み合う。大事なものを見つけたように。宝物を手に入れたときのように。しっかりと、お互いに握り締めあって。







　彼女の右手に付けられた銀のリングと、私の左手に付けられた銀のリングが。







　――触れ合って、微かな、澄んだ音を立てた――













************************************************

これにて、幕間『二人の休日』終了です。

無事、前章で仕込んでおいたフラグ回収しました。




予告編をはさんで次回より第四幕『業火の赤』開幕です。

これからもよろしくお願いします。





次回予告





次回予告

第四章　予告！

第四章　予告！




　……ついに現れた第四の魔法少女！







　緋色の袴をはためかせ、魔法の炎で敵を焼く彼女の正体とは！？







　そして成長著しい『正義のミカタ』たちに忍び寄る黒い影！

　桃色の魔法少女が。そして銀色のヒーローまでもがその毒牙にかかる！







　正義の信念を胸に、轟然と立ち上がる白い魔法少女。

　その先にあるのは勝利か！　それとも敗北か！







　正義が。悪が。誇りと意地を賭け、今、正面からぶつかる！










「……百合。貴方だけは、この『マジカル・カトリーヌ』が倒します！」

「……上等。この拳。砕けるものなら砕いてみろ！　カトリーヌ！」










　次回！　私が悪の女幹部である理由　第四章　業火の赤！　乞うご期待！













************************************************

ここまで来たら、もう、徹底的にあざとく！

テレビシリーズ風次回予告、でした。





第四幕　業火の赤





第四幕　業火の赤

プロローグ　赤の悪夢

第四幕　業火の赤　開幕です。

宜しくお願いします。

********************************************

プロローグ　赤の悪夢




　――赤。赤。赤。







　視界を埋め尽くす紅蓮の炎。圧倒的な熱量と暴力的なまでの美しさ。

　全てを舐め尽くし、全てを飲み込み、全てを消し去る赤く猛る暴風。

　人はその炎の前に跪き、静かに頭を垂れ、ただただ許しを請うのみ。







　――その中心で、静かに、柔らかい微笑を浮かべつつ舞う少女。







　彼女の右手の一振りで、暴炎の妖精は踊り狂い。

　彼女の左手の一振りで、赤風はその威力を増す。




　燃え盛る火にも負けない程の、鮮やかな緋色の袴姿。

　破滅の美を魅せる炎にも負けない程に、可憐な笑顔。




　艶やかな黒髪をなびかせ、彼女は無言で踊る。踊る。踊る。

　白魚のような細腕を振りかざし、彼女は舞う。舞う。舞う。







　――やがてその手がついと静止し、赤い舞が終わりを告げ。







　世界の全てをその業火で焼き尽くした彼女は、私に向けそっと囁きかける。

　優しい声で。優しい目で。優しい笑顔で。静かに。ただ静かに。一言だけ。







「久しぶり。また、会えたね。……そして今度こそ。さようなら。永遠に、ね」







　……………。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……っ、……っ！、……のわっ！！」







　がばっと勢いよく体を起こす。雨に濡れた子犬のように頭をぶんぶんと振る。感覚が現実世界と繋がる。脳が夢の世界からの情報をシャットアウトする。目に映るのは住み慣れた自分の部屋。窓から差し込む朝日が、ここは現実だと伝えてくれる。







「……うわー……、寝汗すごいなこれ。びっちょりだわー……」







　零細悪の組織である我が『ブラックシャドウ』の秘密基地であるこの百合荘には、当然のことながら個室にエアコンなんてものは存在しない。みんなの共有スペースである居間にのみ存在するが、私の管理により厳密な使用制限が課せられている。




　そういう訳で、夏真っ盛り。灼熱のこの季節には寝起きに汗をかいているということは、まあ毎日のことなのだが。いやでもしかし。この量は異常だ。しかもこれ、なんか寝汗というより冷や汗というか……。







「……なんだろ？　悪い夢でも見たのかな？」







　ものすごい悪夢を見たような気がするんだけどな。目が覚めた瞬間に忘れちゃったけど。まあその。見る悪夢のバリエーションの多さには自信があるしなあ。伊達にこの年まで『悪の組織の人間』として生きていない。後ろ指を指されて続けて早十年。心に受けた傷の多さなら誰にも負けない。悲しいことに。小学校の先生の、『さあ、仲のいいお友達と二人組みになってねー』なんてその際たるものだ。あれは本当に酷い習慣だと思う。人間誰しも仲のいい友達が一人くらいは出来るんだなんて思うなよ？







「よし。とりあえず起きるか」







　寝起きの良さは私の数少ない美徳のひとつ。低血圧とは無縁の私。まあ常日頃から問題発言、問題行動を取る身内たちにぶちきれ続けていれば血圧も高くなるというもので。これは私の後天的な体質なのかもしれない。







「さ、朝ごはん、つくろーっと」







　でも。私は。そんな手がかかる身内が、心の底から大好きなので。

　今日もまた。そんな大好きな人たちのために。愛情こめて。食事を作るのだ。







　☆　☆　☆　☆　☆







「はい。博士。ごはんは軽めでいいんだよね。あといつものお漬物」

「ああ。茶碗半分程度でよい。……うむ。よい塩加減じゃな」




「はい。Aさん。今日はスクランブルエッグだよー」

「ありがとうございます。百合さん自慢の卵料理。今日も美味しいですね」




「えへへ。ありがと。あ、Bさんこれ。このほうれん草のおひたし。どうかな？」

「とってもおいしいよー。百合ちゃんは、もういつでもお嫁にいけるねー」




「いやいやそれほどでも。あれ？　カニゾーさん？　その冷奴、気に入った？」

「はい。朝から豆腐というのは、何か豪勢な気分になりますね」




「でしょー？　私も好きなんだ。明日も出すね。……で。大佐。はいどうぞ」

「…………ああ。ありがとう」







　大佐が遠慮がちにおずおずと伸ばした手に、私はお米を盛った茶碗とふりかけの袋のみを手渡す。大佐の朝ごはん、以上終了。悲しそうにそれを見つめる悪の組織の大幹部。







「……なによ？　なんか文句でもあんの？」

「いやその。あのな？　百合？　だから誤解だと何度も……」

「誤解も六階もありませーん。大佐のご飯は当分ふりかけだけでーす」

「だからあれは不可抗力だと……」







　……先週の土曜日。私にとっては一生忘れられない特別な日。ちょっとだけ早い誕生日。銀色と桃色と青色と、そして白色とまた少しだけ親しくなれた、あの日。そして、ハッピーエンドの年少組を置いて夜の街へと消えていった大人たち。なのだが。







「まあ？　大佐も大人ですし？　社会人ですし？　付き合いもあるでしょうし？」

「だろう？　そう。あれは言わば、大人としての義務みたいなもので……」

「大人同士、呑みに行くくらいはいいけどさ。それくらいは当然と思うけどさ」

「うんうん。そうそう。大人には大人の付き合いというものがあるのだ！」







　ここぞとばかりに畳み掛けてくる大佐が、そっとおかずへと箸を伸ばす。その手を素早く叩く私。鍛え上げられた反射神経がこういう場面で役に立ってしまうのがちょっとだけ悲しい。ほかにもっと使い所はないのかと。いやまあそれはともかく。







「でも！　だからと言って！　無断外泊はどうかと思うのよ！　大佐！」

「いやだからあれはだな！　麻葉先生が酔い潰れてしまって仕方なく！」

「でも一緒に行ったカニゾーさんはちゃんと帰ってきたじゃない！？」







　そう！　そうなのだ！　あの日あの夜。左手薬指を見つめニヨニヨぐへへする私の待つ百合荘へと帰宅したのはカニゾーさんただ一人！　いい感じのほろ酔い気分のカニゾーさんはそのまま自室へと直行。もう一人の大人である大佐の帰宅は翌日早朝。朝帰りである。間違いようがなく朝帰りである。辞書的な意味でも言い訳の利かない朝帰りそのものである！







「カニゾーも酔っていたではないか！　だから先に帰しただけだ！」

「カニゾーさん、そんなに酔っているようには見えなかったけど！？」

「顔が茹で蟹のように真っ赤だったではないか！」

「蟹だけに顔真っ赤ってね！　やかましいわ！　ふざけんな！」







「わー。百合ちゃんうまいこと言うなー」

「そうですか？　僕的には今のはイマイチだと思いますが……」

「じ、自分が悪かったのです！　姐さんも大佐の兄貴も落ち着いて！」







　睨みあい舌戦を繰り広げる私と大佐。それをのんびり眺めつつ論評するAさんBさん。間に挟まれおろおろするカニゾーさん。そして。







「やかましい！　飯くらい静かに食えんのかお前らは！」







　今まで黙っていた博士の一喝。途端に黙る私と大佐。いいえ？　別に博士が怖いからじゃありませんよ？　朝食ぐらい和やかに食べたいと言う意思の現れですからね？　まあ、この件に関してはあとでしっかりと追求する気満々だけど。白状するまでふりかけご飯継続だからね大佐。覚悟しといてね？







「まったくお前らときたら……。ニュースが聞こえないではないか」

「ごめんなさい。博士。全部大佐の病気が悪いんです」

「失礼しました。博士。百合の教育方針を間違えたようです」

「どうでもいいわ。……それより、ほれ」







　博士がテレビに視線を飛ばす。釣られるように画面を見る。朝のこの時間、定番であるニュース番組。古いテレビの画面の中で、爽やかな顔をした男性アナウンサーがにこやかに原稿を読み上げている。







『……昨日、過去川市の高速道路料金所付近に出現した悪の秘密結社『闇夜の鴉』の怪人は、『正義のミカタ』に撃退されました。周囲への被害はない模様です。最近、活動が活性化している『闇夜の鴉』ですが、現在までのところ、その動きは『正義のミカタ』側に完全に押さえ込まれており……』







「……ふうん。がんばってるね。カトリーヌたちも」







　ここ最近は実際にこの目で見る機会は減ったけど、カトリーヌ率いる『正義のミカタ』たちの活躍は、こうしてテレビやインターネットで見聞きしている。結成当初はいろいろと問題があった連中だけど、今ではうまくやっているみたい。この一ヶ月、正義側が負けたと言う話を聞いたことないのがその証拠。







「ま、経験がものを言う世界だ。彼女らも、それなりに成長しているのだろう」

「実戦に勝る修行はない、と言うことですね。大佐」

「ああ。いくら組み手を続けても、拳を鍛えても、一度の戦闘には遠く及ばない」







　大佐とAさんの会話を聞きつつ、私も食事を再開する。お漬物を齧りながらも脳裏に浮かぶのは魔法少女たちの凛々しい姿。認めるのはちょっと悔しいけれど、今の彼、彼女たちは、本当に『正義』の名に相応しい存在だと思う。心身ともに。







　春先の、成り立て『正義のミカタ』だった北川さんや三田君のことを思い出す。有り余る魔力を。飛躍的に強化された肉体を。持て余すように戸惑いつつ戦っていたあの二人はもういない。今の桃は、そして銀は、その力を存分に発揮し悪を討つ。この街を守っている。正真正銘の正義のミカタである。







　――そして、そんな二人だけではなく、青い魔法少女をも率いるカトリーヌ。







　英国生まれの魔法使い。銀髪碧眼の魔女。白い正義の魔法少女。

　彼女がいる限り、今の『正義のミカタ』に敗北はない。そう断言できる。







「……魔法少女と言えば、百合？　もう聞いているか？」

「うん？　なに？　大佐？」

「……いや。すまん。その反応からすると聞いてないようだな」

「だから何を、よ？」

「本人が言っていないことを私が言う訳にもいくまい。忘れてくれ」

「……まあ、いいけど」







　最近の大佐は隠し事が多いんだよね。台風の日、普段冷静な大佐があれほどまでに激昂した理由もまだ聞かされていない。誕生日のプレゼントの件も事前には教えてくれなかった。それにその夜、帰ってこなかった理由も。まあ、最後のはいつもの病気が発症しただけなんだろうけど。女好きという不治の病が。







「それより。百合ちゃん。そろそろ時間じゃないかなー？」

「うん？　あ、ほんとだ。Bさんありがと」

「洗い物はやっとくからいいよー」

「そう？　じゃあお言葉に甘えて。いってきまーす」







　大佐の言葉がちょっと気になったけど、魔法少女のことならば魔法少女に聞くのが一番だ。我がクラスの委員長副委員長は、正義のヒーローとヒロイン。疑問は登校すれば解けるだろう。







そう考えた私は、置いてあった鞄を手に取り、玄関へと向かった。







　☆　☆　☆　☆　☆







『こちらは過去川市役所防災センターです。住民の皆様のお知らせします。只今、駅前商店街に怪人が出現しました。住民の皆様は警察の指示に従い、速やかに避難を……』







　うわ。今日もかよ。どうした『闇夜の鴉』？　突然勤労意識にでも目覚めちゃった？







　商店街に響き渡る警報のアナウンスを聞きつつ、私はのんびりとそんなことを考える。通勤通学の人の群れが大きく動く。その中心。いつもの黒服黒サングラスたち。そして硬く油っこそうな外殻と長く伸びる触角を持った黒い怪人。







「う……っわー……。あれもしかして、『G』型怪人？　かな？」







　……『G』型。別にそんなコードネームがある訳じゃない。ただそのGから始まる昆虫名を口にしたくなかっただけ。台所に出没するあの憎いやつ。カサカサと這い回り、退治しようとするとあろうことか空中を飛行して逃げるあの黒いやつ。







「た、戦いたく、ないやつ、だなあ……」







　正直、あれと真正面から対峙したらと思うと寒気が走る。だめだ。あれだけはだめだ。私だって人並みの女の子。Gとだけは戦いたくない。今回ばかりは、あれと戦わねばならない『正義のミカタ』たちに同情する。三田君に任せよう。あれと戦うのは女子には無理だ。うん。無理無理無理。







　……が。







「正義のミカタの魔法少女！　マジカル・スノー！　参上！」







　ぎゃー。一番乗りは北川さんかよ。魔法少女の中でも一番女の子っぽい（一部、不穏当な言動は見られるけど）あの子じゃ荷が重い……というか、無理なんじゃないかなあ？　普通に台所でG発見しただけで悲鳴上げそうだし。……ところが。







「街の平和は私が守ります！　『闇夜の鴉』よ！　覚悟！」







　フリルが多用されたピンクのワンピース姿のコスチュームをはためかせ、何ら臆することなく悪人どもと対峙する北川さん。右手に握ったステッキが淡い光を帯びる。発射されるピンクの魔法の弾丸。打ち倒される戦闘員たち。







「なるほど、ね」







　そういやピンクは遠距離魔法、範囲魔法のスペシャリストだったっけ。これは逆に相性いいのかも。あれだよ。丸めた新聞紙で叩き潰すより、コック○ーチ吹きかけるとかバル○ン炊くとかしたほうが効果的だしね。ヤツに対しては。うんうん。







　……なんてのんびり考えていられるのも北川さんのおかげ。完璧に魔法を自分のものとした『マジカル・スノー』の戦いっぷりは実に安定していて。助太刀どころか、見ているこっちのほうが参考になるほどで。







「……ほんとに、成長、したんだなあ……」







　今、真面目に一対一で戦ってみたら、私でも勝てるかどうか自信がない。比較的詠唱時間の短い魔法を多用し、それにより生み出された距離を使い、高威力多段詠唱の魔法を撃ち放つその姿に、以前のような隙は全く見えない。私から見てもそうなのだ。『闇夜の鴉』の下っ端戦闘員が敵う訳がない。







「とはいえ、そろそろ仲間と合流して一気に決めるとこ、だよね」







　なんていう私の独り言が聞こえた訳でもあるまいが、背後から聞き慣れた暑苦しい声が響いてきた。最近成長著しいもう一人の『正義のミカタ』。疾風のような動きが自慢の銀色のヒーロー。鋼の拳が武器のヒーロー。その名もライジング……。







「ぬおおおおおおっっっ！　悪の怪人めっ！　そこまでだ！」







　……嗚呼。こいつは。こいつは。こいつというやつは……。







「銀の疾風の『正義のミカタ』！　その名も！　ライジングごばあっ！」

「なにしてんのよあんたはっ！　恥を知れええええっっ！！」







　私のぶん投げた鞄が、今まさに名乗りを上げようとした銀色のヒーロー、『ライジング・スター』の横っ面に直撃する。もんどりうって横転する正義のミカタ。いやただの莫迦。筋肉鍛えすぎてついに脳みそまで筋肉になっちゃったとしか思えない莫迦。







「痛いじゃないか！　本多！　なにするんだ！？」

「あんたこそ何してくれたんだ！？　自分のしでかしたことわかってんの！？」

「何を怒っているんだ！？　俺はただ、一刻も早く現場に駆けつけようと」

「だからって……っ！　だからといって……っ！！」







　私は殺意をこめた目で三田君を睨みつける。そして、その横に転がっている物体へと視線を移す。ソレを指で差し叫ぶ。「ソレ」。私を激怒させた理由。それこそは。







「正義のヒーローがっ！　自転車こいで！　登場するなああっっっ！！」







　おいふざけんなよ三田君！？　あんた美意識ってもんがないの！？　どこの世界にママチャリこいで駆けつける正義のヒーローがいるって言うのよ！　TPOわきまえろよ！　こういうときには格好いいバイクが定番だろうが！







「いやだって、俺、まだ免許持ってないし。ウチ、校則でバイク禁止されてるし」

「世の中には高校の校則なんかより大事なものがあるの！」

「でも俺、クラス委員だし……。委員長自ら校則破りはいけないかなーって……」

「もうあんたなんかヒーローやめちゃえよ！　このチャリンコヒーローめっ！」







「……あの。お二人とも？　コントなら他でやってもらえると……」







　ヒーローとしての覚悟が足りないこの男の胸倉を掴み上げ、今まさに殴りかかろうとしていた私の背中からかかる控えめな声。そっと振り返ると、なにやらいたたまれないような表情で立ち尽くす桃色の魔法少女の姿が……。




　さらにその背後を見ると、既に黒服戦闘員は全て倒されており、残るはG型怪人ただ一人。その黒い怪人にすら憐憫の眼で見つめられている私たち。ああ！　もう！　こいつのせいで！　この莫迦のせいで！







「ほらっ！　さっさと立て！　それで少しはヒーローらしい姿、見せてみろ！」

「立てってお前。本多？　俺のこと倒したのお前なんだが」

「言い訳はいい！　男なら態度で示せ！　結果で語れ！　さあ！　ほら！」

「相変わらず無茶言うよな。本多は。……でも、まあ、しかし」







　静かに立ち上がった銀色のヒーロー。フルフェイスヘルメット型のコスチュームのせいでその表情は見えなかったけど。でもきっと。その瞬間。彼はにやりと笑みを浮かべたんじゃないかな、って、そう思う。







「……その通り、だな。見せてやるよ。『正義のヒーロー』の力ってやつをよ」







　――そして彼は。銀色のヒーローは。『ライジング・スター』は。







『闇夜の鴉』の怪人に真正面から戦いを挑み、これを瞬殺したのである――。














第四幕　業火の赤

第一話　白の告白

第一話　白の告白




　……四時間目は先生の都合とやらで自習になった。







　期末テストも終わり、夏休みまであと数日となった今この時期、『自習』と言われ真面目に課題に取り組む高校生がいる訳もなく。また我がクラスの委員長様は、そんなときに『静かに勉強しろ！』などと無粋なことを言う人ではなく、『ま、隣のクラスに迷惑をかけない程度にしろよ』と苦笑しつつも黙認してくれる、話のわかる正義のヒーロー様だったりするので、クラスは一気に騒がしくなる。




　夏休みに行われる部活の大会のこと、学校に内緒のアルバイトの件、海へ山へと遊びに行く計画、男の子は女の子のことを、女の子は男の子のことを。話題の内容は千差万別だけど。誰も彼もが、皆、最高の笑顔で。この夏の過ごし方を考える。提案する。笑う。笑う。笑う。




　そんな喧騒の中。そんな高校生らしい空間の中。私はそっと教室の外へ出る。無人の廊下を歩き、静まり返った階段を上り、いつもの場所へと向かう。普段から誰も近寄ることがない屋上。授業中である今は絶対に無人であろう屋上。夏の日差しがギラギラと、コンクリート製の床を焼くこの場所に。私は一人で辿り着く。







「……はあ」







　お気に入り……というか、この殺人的な太陽光線から唯一身を守れる場所、即ち給水塔の影。私がいつもお昼を過ごすこの場所に。私専用となりつつあるこの場所に。ずるずると座り込んだ私は、まず深い深いため息をつく。







「……あっついなあ……もう」







　見上げた空には、入道雲。青空と白雲のコントラスト。春は終わり、梅雨は過ぎ、季節は夏へと移りつつあり。私が高校生になってもう四ヶ月。私が『悪の組織の女幹部』になってもう四ヶ月。







　――そして。そして。







「……ここにいたのですか。百合」







　――私がこの白いお姫様と出会って、四ヶ月が、過ぎた。







「……なによ。もう。追いかけてきたの？」

「自習をサボる悪い生徒を注意するのは、副委員長の仕事、ですからね」

「自習なんて誰もしてないじゃん。ほっといてよ」

「そうはいきません。まったく、探しましたよ」







　そういいつつカトリーヌがペットボトルのお茶を差し出してくる。悪戯っぽくにっこりと微笑む彼女の手には、自分用にもう一本、アイスティーのボトルが握られていて。差し出されたものを突っ返すのも何なので、無言で受け取る。キャップをねじって一口、喉へと流し込む。







「……探した？　って？　私のことを？」

「ええ。そうですわ。本当に、サボり魔の不良娘さんには困りますわ」

「ふうん。……『探した』、ねえ……」

「はい？　なんですか？　何か言いたいことでも？」

「ううん。なんでもないよ」







　その割にはこのお茶、よく冷えてるんだけどな。まるでついさっき買って、そのまま迷わずここに来たみたいにね。ま、突っ込んだりしないけどさ。嘘はうまくつかないと駄目だぞ？　お嬢様。







「よいしょ、っと」

「おばさんっぽいよ。カトリーヌ」







　自然な動作で、私の横に座る白いお嬢様。そしてそのまま、何をするでもなく。何を語るでもなく。二人してぼーっと空を見上げる。入道雲は更にもくもくと。力強く。校庭のどこかで鳴く蝉の声が響く。大きな声で。精一杯に。







「……ねえ。百合？」

「うん？」

「日本の夏って、どんな感じなんですか？」

「……日本の夏、かあ。そうだなあ……」







　海水浴。川遊び。バーベキュー。プール。まあ、いろいろあるんだろうけど。その辺はきっと万国共通だろうな。日本の夏。日本の夏、かあ。そうだなあ……。







「……お祭り、かなあ？」

「お祭り？　ですか？」

「そう。神社に集まってね。縁日とか、盆踊りとかがあってね」

「神社はわかりますが、縁日っていうのは？」







　そうか。こいつ外国人。英国人だっけな。日本語があまりにも流暢なんですっかり忘れるところだったけど。まあ、見た目はどこからどう見ても英国風少女なんだけどさ。銀髪碧眼のパーフェクト美少女なんだけどさ。







「縁日っていうのはさ、なんていうか、出店？　かな？」

「出店、ですか？」

「そう。お祭りの日はさ、道沿いにその日限りのお店が並ぶの」

「へえ……。なんだか楽しそうです。どんなお店が？」

「多いのは食べ物屋さんかな？　あとは金魚すくいとか、射的とか」

「金魚すくい！　聞いたことがあります！　あれやってみたいですね！」







　へえ。意外に子供っぽいところあるなこのお嬢様。普段、ツンと澄ましてばかりいるから大人っぽいイメージがあるけど。中身は意外に無邪気なのかもしれない。……ないな。うん。こんな子供イヤだし。生意気な幼女だったんだろうなあ、昔は。







「でね。みんな浴衣きてさ」

「浴衣！　日本の民族衣装ですね！　色鮮やかな！」

「さっき話した屋台まわったりとかさ、盆踊りに混じったりとかさ」

「なるほどなるほど。イメージ湧いてきましたよ」

「で、最後は花火を見るんだ」

「ああ。花火！　写真で見たことがあります。スミダガワ、とかの」

「あんなに派手で大掛かりなものではないけど、ね」







　ちょっとだけ苦笑する。隅田川は東京だ。私も生で見たことはないけど、あれと比べられちゃ困る。何万発も打ち上げるんだよね。あれって。風流と言うか、ああなるともう一種のイベントだしね。







「……そっかあ。日本の夏も楽しそうですねえ」

「暑いけど、ね。湿度も高いし」

「ですよねー。これにはなかなか慣れそうにもありません」

「本格的に暑くなるのはこれからだぞ？」







　言葉とは裏腹に、涼しげな顔をするお嬢様。あれだな。肌の色が抜けるように白くて銀髪だからかな？　このお嬢様からは熱気と言うものが感じられない。常に清涼な風を身に纏っているようなイメージ。湖の妖精さんみたいな外見だしね。







「……浴衣、着てみたいですね」

「着ればいいじゃん」

「……縁日、行ってみたいですね」

「行けばいいじゃん」

「……花火、見てみたいですね」

「…………」







　ふわりと立ち上がったお嬢様が空を見上げる。眩しげに。その手を顔の前にかざす。日光から目を守るように。私の視線から顔を隠すように。……自分の、気持ちを、感情を、必至に隠すように。







「百合とお揃いの浴衣を着て」

「この年でお揃いとか、勘弁して」

「百合といっしょに縁日をまわって」

「またカップルと間違われるだけだぞ」

「百合といっしょに花火を見て」

「…………」







　――それは、あったかもしれない未来。このまま。もう少しこのままでいられたら。あるいは彼女が『正義のミカタ』でなかったら。私が『悪の組織の女幹部』でなかったら。違う道を歩く二人が、同じ道を歩く、そんな、ありえない、未来。だって。だって。だって彼女は。カトリーヌは。







「……でも。帰るんでしょ？　カトリーヌは、さ」







「……はい。私は英国に帰ります。帰ることになりました。だから」







　空を見上げたまま。私から視線を逸らしたまま。それでも。彼女は言葉を続ける。優しい声で。語りかけるように。私に諭すように。自分に言い聞かせるように。ゆっくりと。ゆっくりと。







「……だから、いっしょにお祭りは、行けません。ごめんなさい。百合。いっしょに行きたかったけど。いたかったけど。でも。もうすぐ」







　夏の風が彼女の綺麗な銀髪を泳がせる。さらさらとなびく髪は天の川。正義という名の孤高の星。皆に夢と希望を与える魔法少女。誰もが認める『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』は。







「……さよなら、です」







　――そう言って、静かに、微笑んだ。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……うっし！　討伐完了！　正義は勝つ！　わっはっはっ！」







　そう叫びつつボロ雑巾のようになった怪人Gを踏みつける『ライジング・スター』こと三田君。うわあ……。べっこべこにされて地に横たわるその姿はまさに丸めた新聞紙で叩き潰されたGそのもの。アレには絶対触りたくない……。というか、よく触れるな。三田君。結構本気で尊敬するぞ。







「お疲れ様でした。三田君。本多さん？　怪我はありませんか？」

「うん？　ああ。全然平気。私、見てただけだし」







　ふわりとミニスカートを広げつつ、北川さんが駆け寄ってくる。見た目『だけ』なら清純少女だからなこの子。ピンクがよく似合っている。中身はどす黒いけど。







「それにしても、あれよね。三田君、すごいよねえ」

「ええ。……どうみても、あれ、『アレ』ですもの。身内ながら尊敬します」







　あ。やっぱり北川さんもそう思っていたんだ。雄々しく対峙していたから気にしないのかと思っていたよ。いやまあ、ね。たとえ暗黒腹黒少女でも、『G』はいやだよね？　真正面から向かい合っただけでも立派だよ北川さん。うんうん。







「うん？　なんだ二人とも！　そんなに誉めるな！　照れるじゃないか！」







　そう言いつつポーズを決める三田君。うわ、うぜえ。そのボディービルダーみたいなポーズやめろよ。暑苦しいんだよ見せんなそんなもん！　いやまあ、それより。







「いや別に。強さは、さ。うん。まあまあだとは思うけど……」

「それより、ですよ。精神的に強いなー三田君は……ですよね？　本多さん？」

「うんうん。『アレ』に正面から掴みかかるなんてすげーって思うよ」

「まったくです。私なんか、もう、『アレ』に触りたくないから必死で魔法を……」







　二人して頷きあいながら視線を落とす。三田君の足元へと注ぐ。……潰された『アレ』が触覚をピクピクさせている。ぞくぞくぞくっと背筋が寒くなる。いやもうほんとに！　無理無理無理！　女子二人で震え上がる！







「うん？　……ああ！　そうか！　女子は虫が苦手だもんな！」







　何かを理解したらしい三田君がいい笑顔（注：フルフェイスヘルメット装着中なので想像）で笑う。いやまあ。虫だけどさ。確かに昆虫だけどさ。これはそういう問題じゃないと思うんだけどなあ？







「でもさ、確かに敵だけどさ、『クワガタ』型怪人だろ？　そんなに嫌うなよな！」







　――は？







「カブトムシと並んで男子には大人気なんだぜ？　クワガタって」







　いやそれは知ってるけどさ。ミヤマクワガタだっけ？　なんか都心のデパートとかではすごく高値で売れるのは？　でもあれって頭に角ついてるよね？　二本ほど。それ。今、三田君の足元で痙攣してるソレには、どうみてもそれっぽいものは何もついてないと思うんだけど……。







「いやでも。三田君？　それ角ついてないでしょ？」

「なんだ本多。知らないのか？　クワガタの雌には角はないんだぜ？」

「クワガタというには、その、体表が妙に油っこいと思うのですが……」

「ばっかだな。北川。こういうの、黒光りっていうんだよ。格好いいじゃん」







　そ、そうか、なあ！？　そうかなあっ！？　ソイツ、どうみてもクワガタさんではないような気がするんだけどな！？　台所で見かける憎いアンチクショウにしか見えないんだけどなあ！？







「……いやもう、クワガタってことにしましょう。本多さん」

「……えー。でもさあ……」

「なまじ、本性を知ってしまった後の三田君がどうなるか、心配ですから」

「うん。理解した。全面的に同意する。賛成」







　通常状態ですら暑苦しくやかましいことこの上ない三田君なのだ。自分がくんずほぐれつして倒し踏みにじった相手がゴキ（ピーッ！）だと知ったらどうなるか、想像するだけでもうっとうしい。本人がクワガタだと言い張るのだ。そういうことにしておこう。うん。……勿論、当分は彼の半径二メートル以内には近づかないけどね！







「……それにしても」

「はい？　なんですか？」







　私は改めて戦場を見渡す。死屍累々といった感じで倒れ伏す黒服の戦闘員たち。文字通り瞬殺されたG型……おっと違う。クワガタ型（♀）怪人。いやまあ。うん。認めるのはちょっと癪だけど。少し悔しくはあるけれど。でも。







「強く、なったねえ。二人とも」

「え？　あ、あはっ。そ、そうですか？　照れちゃいます、ね」







　ちょっとだけ、はにかんでもじもじし始めるピンクの魔法少女。なんだこいつかわいいな！　いやいや騙されるなこいつは暗黒魔法少女。オカルト研究会所属だぞ？　夜な夜な怪しい儀式とかやってるんだぞ？　見た目に惑わされるな悪霊退散！







「ま、俺たちも、いつまでもカトリーヌに頼りっぱなしじゃ、な」

「そうですね。お嬢様のお役に立てるよう、日々研鑽していますから」







　なるほど、ね。この急激な成長の裏側には、きっと先月のことがあるんだろうな。英国生まれの魔法使い、『マジカル・カトリーヌ』を敵に回した経験が。カトリーヌに鍛えられ。カトリーヌに導かれ。カトリーヌについてきた『日本の』正義のミカタたちは、きっと自らの力不足を痛感したのだ。







　――だから。彼女の負担にならないように。彼女の力になれるように。







　ただ守られる存在としてではなく。ただ助けられる存在としてではなく。共に並び、共に戦える、そんな存在になれるように。







　――本当の意味での、『仲間』になるために。







　……チクリと。胸が痛んだ。これはきっと、羨望。もしくは、嫉妬。三田君は。北川さんは。強くなれば。強くなれさえすれば。カトリーヌと並び立つことができる。戦友になることができる。どんなに自らを鍛えても。どんなに強くなっても。それでも、私にはできないこと。『正義のミカタ』と『悪の女幹部』では、カトリーヌと私とでは、永遠に成すことができないこと。







　――正義と悪とでは、カトリーヌと私とでは、絶対、出来ない、こと。







「……本多さん？」







　ふと気がつくと、なにやら私に気遣うような視線を投げかけてくる北川さんと目が合ってしまった。ああ。いかんいかん。何を考えているんだ私。つまらん妄想はしない。くだらない夢は見ない。そう誓ったじゃないか。あの日。総統が倒れたあの日に。私の生き方は決まったのだ。決めたのだ。







　――自分は悪の道を生きると。正義の敵であり続けると。







「あ。や。なんでもないなんでもない。それよりさ」

「はい？　なんでしょう？」

「ほんと、強くなったよ。うん。もうこれならカトリーヌ抜きでも平気じゃない？」







　……それは、何気ない一言。内心の動揺を悟られたくなかった私が、強引に遂げた話題転換。無理矢理話を逸らす為の、どうでもいい、ただの言葉の羅列。でも。







「――っ！？　そ、そんなことは、ありません！」

「……へ？」







　それに対する北川さんの反応は予想以上、ううん。予想外で。顔色を変え、声色を変え、彼女は私に詰め寄る。私の言葉を打ち消す。必死に声を上げる。







「お、お嬢様は！　私たちの柱です！　大事な仲間です！　いないと駄目なんです！」

「え？　え？　いや。その？　北川さん？」

「大事な！　大事な大事な！　かけがえのない仲間なんです！」

「うん！　わかった！　知ってるよ！　よく知ってる！　だから落ち着いて……」







　どうしたんだ北川さん！？　私、何か酷いこと言ったかな！？　別に、『カトリーヌなんていらない』とか、そんな意味で言ったつもりはなかったんだけど！？　そういう風に聞こえたのかな？　あれえ？







「……落ち着け。北川。本多が混乱している」

「あ……っ」







　激昂する北川さんを止めてくれたのは三田君。肩においた手は決して強引ではなかったが。でも。有無を言わさぬ強さで北川さんを自分のほうへと向きなおさせる。その目をじっと見つめ、彼は続ける。







「別に本多は、カトリーヌがいらないなんて言ってねえよ。な？　本多？」

「え？　あ、うん！　勿論そうだけど……。あの？」







　三田君の出してくれた助け舟に乗る私。そんな私の言葉を聴き、はっと我を取り戻したらしい北川さんは、途端に頭を下げる。私に謝罪する。







「ご、ごめんなさい！　わ、私、その！　あの！」

「いや、別に謝らなくてもいいけど？　あれ？」

「ほんと！　ごめんなさい！　わ、私、先に行きますね！　失礼しました！」







　呆然とする私を置いて、二度目の『ごめんなさい』を言い残し駆け出す北川さん。なんだ？　なんなんだ一体？　私は謝罪より説明が欲しいぞ？　あの大人しい北川さんがここまで動揺するって、何があったんだ？







「……すまんな。本多。代わりに謝っておくわ」







　居心地悪そうに、でも、大事な仲間である北川さんを庇うように、三田君が小声でそう呟く。いやだからさ？　謝罪はいいんだってば。北川さんにも謝ってもらったし。私が聞きたいのは理由。理由なんだよ。どうしたのさ一体？　二人とも？




　そんな思いを視線にこめ、三田君の顔を見る。表情の見えないフルフェイスヘルメット型のコスチュームが恨めしい。ま、君の顔は見えないけれど。君は私の目は見える筈。だったら、わかるよね？　私が何を求めているのか？　ね？







　……そして。しばしの沈黙のあと。彼は、そっと、私に告げたのだ。







「……カトリーヌの帰国が決定したんだよ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……そうですか。三田君から聞いたのですね」

「うん。今朝ね」

「まったく。困ったものですね。あの二人には」







　そう言うと、カトリーヌはそっとため息をついた。そのため息は彼らに対する不満だったのか。それともこの事実を自分で伝える必要が消えてよかったという安堵のものだったのか。それは私にはわからない。







「……もともと、そういう約束、だったのですよ」

「約束？」

「約束、というよりは契約、ですね。日本政府と英国王室の」







　――カトリーヌが、偉大なる大英帝国を護るべき魔法使いであるカトリーヌが。なぜこの東洋の島国へやってきたかというと。その理由は『現在の日本の正義のミカタたちが経験不足で戦力として不安があるから』だったという。その若輩者たちへの指導者として、そして教官として、期間限定で英国から日本へ貸し出された存在、それが『マジカル・カトリーヌ』。白い魔法少女の任務。







「……今朝の戦いを見たのなら、もう百合にはわかるでしょう？」

「……確かに、強かったよ。二人とも。でもさ」







　多分、その先は言わなくてもわかっているだろう？　カトリーヌ？　強さとか、リーダーシップだけじゃない。北川さんが。三田君が。それから多分、あの青いのも。あんたに求めているのはそれだけじゃない。あんたに期待しているのは強さだけじゃない。あんたは、もう、今の『正義のミカタ』にとって。大事な。大事な大事な。







「……理由は、もうひとつ、あるのですよ。百合」

「……なによ？」







　空を見上げたままのカトリーヌは、そこで言葉を切る。太陽の光を一杯に浴びる。夏の風を全身で受け止める。自然から力を得るように。自然に魔法の力を与えるように。魔法少女らしく。儀式めいた仕草を見せる。







「……いい、風、ですね」

「おい？　カトリーヌ？　話を」







『逸らすな』と続けようとした私の声は、彼女の声により止められる。遮られる。凛としたよく通る声で。透明感のある声で。ささやきかけるような。祈るような。そんな声で彼女は続ける。







「日本の自然は、日本の魔法使いにこそ、その力を最大限に注ぎます」

「うん？　そういうものなの？」







　こくりと。小さく頷くカトリーヌ。







「英国生まれの私では、この国の魔力を使いこなせません」

「それは初耳だけどさ。でも、それでも今でも、今までも十分……」

「ですから、どこの国にも、その国の自然の力を使う『魔法使い』がいるのです」

「……つまり？」







　カトリーヌが。この国の太陽の光を浴び、この国の夏の風を受け、この国の大気を胸いっぱいに吸い込んだ英国の魔法少女が。ようやく視線を落とす。座ったままの私へと微笑みかける。自然な、心からの笑顔を。







「……事情があり、着任が遅れていたこの国の魔法使い、『日本の魔法使い』が、昨日、正式に『正義のミカタ』としての任につきました。日本を護るのは日本の魔法使いであるべき、ですよね？　そして、私が本来護るべき国は、やはりあの大英帝国、なのですよ。だから」







　何も言えない私に。何も考えられない私に。彼女は続ける。笑顔のままで。長い髪を風に揺らしながら。その瞳を潤ませながら。――涙を、堪えながら。







「私は、この国を去ります。……百合。貴方と出会えて、よかった。貴方と友達になれて、よかった。ただひとつ、不満があるとすれば、貴方とは同じ立場でいたかった。同じ旗を仰いで欲しかった。貴方と並んで歩きたかった。でも。それでも」







「――私にとって、百合？　貴方は、生涯唯一の、親友、ですよ」







　最後に、一言。そう私に告げると、彼女は笑顔のままで。誰もを魅了する完璧な笑顔のままで。くるりと振り返ると、また、じっと空を見上げるのだ。










　――最後まで、『正義のミカタ』らしく。涙は、見せずに。














第四幕　業火の赤

第二話　青の変化

第二話　青の変化




「はぁい」

「……なんでいるのよ？　あんたが？　ウチの学校の前に」







　その日の放課後。我が高校の校門前にて。制服のまま私に向けにこやかに手を振る某お嬢様学校の女子高生。見た目だけなら白いセーラー服と青いリボンが印象的な清純派美少女。中身は恐怖の戦闘ジャンキー。風見葵さんこと『マジカル・ウィンド』。







「やー。白いのから連絡が来てねえ」

「カトリーヌから？」







　……あの三時間目から。カトリーヌとは一言も口をきいていない。別に彼女が悪い訳ではない。当然私が悪い訳でもない。でも。その。何というか。自分たちだけでは乗り切れない問題が。大人たちの、というか、国家間規模の都合が。







　私とカトリーヌの間に、何か、見えない壁のようなものを作り上げたようで。







「ようやくあんたに話せた、って聞いてね」

「……そう」







　カトリーヌだけではない。その余波は三田君や北川さんにも及び。私は今日、結局あれ以降、『正義のミカタ』たちと何一つ会話を成すことがなかった。何と言えばいいのかわからないし、何と言われれば納得できるのかもわからないし。多分、そんな私のことを心配して、あいつが、あのお嬢様がコイツに連絡を取ったのだろう。その召集に応じてこうしてここまで来てくれる青いのは、やっぱり案外、根はいいやつなのかも……。







「やー。唯一の友達を失うことになって、あんたが半べそかいてるんじゃないかって思ってねー。わざわざこんなところまで見にきちゃったよ」

「はっ倒すわよ？　あんた？」







　うん。勘違いだった。やっぱりこいつ、心の底から嫌な奴だった。こんなやつに一瞬でも心を許しそうになった自分の愚かさが悔しい。くっそー。何だその心底嬉しそうな笑顔は！　顔面パンチするぞこのヤロウ！







「……はあ」

「うん？　あれ？　ねえちょっと？　あらら？　もしかしてマジで落ち込んでる？」







　……駄目だあ。怒りのエネルギーが全然足りないや。普段の私なら、もうこの時点で神速の右が出ている筈。でも、今日の私の場合、動いたのは手ではなく足だった。ため息ひとつついてトボトボと自宅へ向け歩き出す私。ちょっと慌てたように、それを追いかけてくる青い少女。







「何よ。張り合いがないわねえ。あたしと互角に戦ったあんたはどこいった？」

「……うるさいよ」







　それ、こっちが聞きたいくらいだよ。あーあ。孤高の無敵少女。本多百合はどうしちゃったんだろう？　一人には慣れていた筈。孤独には耐性があった筈。もう十年以上こうして生きてきた筈。それがこの体たらく。ほんと、我ながら情けない。







「だいたい、あの白いのはあんたにとって敵の筈じゃないの？」

「…………」

「敵の戦力が下がった。それは『悪』にとって、喜ばしいことじゃないの？」

「…………」







　そう。そうなのだ。カトリーヌは『正義のミカタの魔法少女』。そのリーダー。彼女の不在は、我ら『悪』にとってプラスになりこそすれ、マイナスになることはない。後任がどんなやつなのかは知らないけれど、カトリーヌ以上の働きなんてできる筈がない。だから。だけど。でも。







「……そういえば、さ。青いの」

「うん？　何よ？　黒いの？」







　私の反応が鈍いことに拍子抜けしたのか、つまらなそうに横を歩く青いのに声をかけてみる。興味なさそうに生返事を返した青いのは、鞄からペットボトルを取り出し、透明なその中身を一口、口に含む。







「後任って、どんなやつなの？　純日本産の魔法使いって聞いたけど」

「あらら。あの白いのはそんなことまで話したんだ？　情報漏洩だなあ」

「言えないことならば、別に無理には聞かないけど」

「うん？　うーん……。ま、そろそろ実戦デビューだし。隠す必要もないか」







　所謂『魔法少女』たちの戦いは、実はあまり機密扱いされていない。そりゃその正体とか、能力限界値とかは当然秘密だけれども。『正義のミカタ』が税金で運営されている『特別国家公務員』である以上、政府としては『彼女たちのおかげでこの世界が護られている』、という宣伝も行わなければいけない訳で。故に、魔法少女たちは、結構頻繁にテレビ画面に登場したりしている。主に報道番組で。ちなみに現在の『正義のミカタ』の中で人気No.1なのは、意外にも『マジカル・スノー』だったりする。主に大きなお友達に大人気なのだそうだ。『清純っぽくていい！』というのがその理由なんだってさ。知らないということは恐ろしいことだよね。ま、それはともかく。







「実際問題ね、単純な能力値、魔力の潜在量とか体力面では、『魔法使い』ってやつは『魔法少女』には敵わないのよね。正直、白いのより北川さんのほうが魔力総量は高いし、三田君のほうが運動能力は優れてるんだよね」







　割とさらっと、重要機密をぶちまける青いの。おいおい。いいのかそれ話しちゃっても？　結構衝撃の事実なんだけど？







「例えばさ、先月、北川さんが白いのに向けて放ったあの浄化範囲魔法があるじゃん？　あんなの、『魔法使い』が同じことしたら、一撃で燃え尽きちゃうらしいよ。魔力が」

「……ごめん。ちょっと意味がわかんない。それって事実？　だとしたらさ、あんたたちが三人がかりでもカトリーヌ一人を抑え切れなかったのは何故なのさ？」







　……『三人がかりでも』のあたりで一瞬だけ不機嫌そうな顔をする青いの。相変わらず負けず嫌いな奴である。しかし、その言葉に反論できないのか、もしくは無視することに決めたのか、そのままその件には触れず話し続ける彼女。







「そこがまあ、この話の肝なんだけどさ。要はさ、私たち『魔法少女』ってのはさ、与えられた力をただ行使するだけ、なんだよね。その与えられた能力っていうのがハンパなく凄いってだけで。ま、期間限定だからなのかな、って思うけど」







　その辺は以前聞いたことがある。不思議な存在から力を与えられた『魔法少女』というのは期間限定。その能力は数年で失われるとか。







「それに対して『魔法使い』っていうのはさ。もう生まれからして違うの。私たちが精々二、三年しか戦えないのと比べて、あいつらは生まれたときから死ぬまでずっと魔法と共にあり、正義の名の下で悪と戦う。だから、経験値が圧倒的に違うんだよね。魔法ひとつとってもさ、精度、詠唱速度がまるで違う。近接戦闘だって同じ。そもそも体の使い方が違うからさ」







　なるほど。そうか。力が全てという訳ではないんだな。どんなに力があっても、その使い方を間違えれば100％の威力は発揮できない。どんなに魔力が高くても、当たらなければ意味はない、そういうことか。







「だからさ。あの白いのの後任がどんなやつかは、あたしもよくは知らないけどさ。『魔法使いの家系である』ってだけで、その戦闘能力は保証されているようなもんなの。そういう意味では、戦力としては全く心配していない」







　……『戦力としては』、か。







「ごめん青いの。わざわざ詳しく説明してもらっておいて悪いけどさ、私が聞きたいのはそういうことじゃないんだよね」

「あん？　じゃあ何が聞きたいのよ？　見た目とか？　性格とか？　んなもんまだ初対面を済ませたばかりだっつーのにわかる訳ないじゃん」

「そういうことじゃなくって。なんていうのかな？　青いの？　あんたはそれでいいの？　カトリーヌがいなくなるんだよ？　その後任とはうまくやっていけそうなの？」







　私が聞きたいのはそこなのだ。『正義のミカタ』の戦力がどうなろうが私の知ったことじゃない。カトリーヌの後任がどんな人物なのかも、正直どうでもいい。私にとって問題なのは、彼女がいなくなってしまうということ。彼女が帰国してしまうということ。その事実を前にして、三田君はより一層自らを鍛えることにした。北川さんは私を前にして取り乱すほど動揺している。じゃあ、あんたは？　青いの？　あんたはそれについてどう思ってるの？　平然としていられるの？　ねえ？







「……あー。なんか、あんたが何を言いたいのかわかってきたよ。黒いの」







　それは、多分。私の視線が強すぎたから。私の瞳が彼女への非難の色を帯びていたから。伝えられない心の内は。発することがない言葉の意味は。その目が。視線が。百万の言葉よりも正確に、彼女へと届ける。







「確かにね。白いのが抜けるのは、痛いよ。当たり前じゃん」

「…………」

「アレには借りがある。そしてあたしはそれを、まだ返し終えてはいない」

「……だったら、どうしてあんたはそんなに平然としていられるの？」







　我が道を見失った北川さん。己を追い詰める三田君。カトリーヌの。今の『正義のミカタ』の精神的支柱を失った二人は、あんなにも変わってしまったというのに。あんなにも変わろうとしているのに。目の前の少女は。青い魔法少女は。いつものように涼しげで。何も変わらず。変わろうとせず。







「……仲間がどうであろうと、誰であろうと」







　――彼女は顔を上げる。







「……あたしの『正義』は変わらない。揺るがない」







　――彼女は声を上げる。







「……あたしの『正義』はそんなに脆くはない。弱くはない」







　――彼女は、私を、見つめる。







「……あたしは、あたしの『正義』を貫く。ただ、それだけだ」







　――彼女の視線の強さに。意志の強さに。私は、気圧される。







「黒いの。あんたはどうなんだ？　あんたの信念は。思想は。進むべき道は。誰かがいないと成し得ないものなの？　誰かの助けがないと折れてしまうものなの？　だとしたら、興醒めだよ。がっかりだよ。黒いの。あんたはもっと強いと思っていたよ」







　そう伝えてくる彼女の顔は凛としていて。真っ直ぐに前を見ていて。その瞳に初めて会ったときの狂気の色は、もうない。その声に出会ったばかりの頃の憎しみは、もうない。復讐の鬼は狂気を拭い去り、戦いだけに己の価値を見出していた憎悪の塊は、いつの間にか立派な『正義のミカタの魔法少女』へと昇華していて。







　……私は唇を噛む。目を逸らしてしまう。なんだ。何なんだ私は。仲間を失う側の『正義の魔法少女』がこんなにも堂々としていて。部外者である私がこんなにも脆くて。惨めで。情けなくて。







「……ま、いっか」







　そんな私の表情を見て、青いのが肩をすくめる。それ以上追求はせず、前に向け歩き出す。その背中を見て、私は自らの未熟さを痛感する。自らの至らなさを痛感させられる。悔しい。みっともない。情けなくて涙が出そうになる。それだけはすまいと。意地でも涙は見せまいと。それだけを考え後に続く。







　PiPiPiPiPi……。







「うん？　本部からか。なんだろ？」







　前を歩く青いのが鞄から携帯を取り出す。通話ではなくメールのようだ。その画面を見て、一瞬だけ真面目な顔をした彼女は、ふと私の視線に気づき、にやっと笑う。悪戯を思いついたワルガキのような表情を浮かべる。







「……そんなに心配なら、さ」

「うん？」







　くるくるとストラップを振り回しつつ。彼女は続ける。私に問いかけてくる。何でもないことのように。世間話をするように。自然に。







「見に行こうか？　新任を？」

「はい？」







「国道沿いのスーパー。『闇夜の鴉』の怪人が出たってさ。白いの後任の、初陣ってやつだ。あんた、暇なんだろ？　ついて来なさいよ。いっしょに観戦しようじゃない」







　……その日。七月某日。ある晴れた夏の日。こうして私は風見さんに連れられ新生『正義のミカタ』の戦いっぷりを観戦し。










　――そして、『正義のミカタ』たちと、断絶、する。














第四幕　業火の赤

第三話　黒の慟哭

第三話　黒の慟哭




「……ほら！　早く来なさいよ！　こっちこっち！」

「……うっさいなあ……。もうどうでもいいって……」







　貝塚高校校門前から無理矢理青いのに手を引かれて走ること約五分。変身して「跳べ」ば、あっという間のこの距離。そのスーパーマーケットの広大な駐車場が、今日の戦場だった。







「はあ、はあ、はあ……。お、間に合ったぞ黒いの。ちょうどいいタイミング」

「だから私は別にいいって言ってるのに……。あ……っ」







　物陰に隠れてひょこっと顔だけ出してみる。その先。黒く油っこい外皮を持つ怪人を中心に、いつもより軽く三倍増しの戦闘員たちの姿が見える。……そしてその数にも怯まず、堂々と対峙する四人の『正義のミカタ』たちの背中が。







「む？　敵さん結構本気？　戦闘員の数がいつもと違うね。これは苦戦するかも？」

「いやだからさ。青いの？　あんたここにいていいの？　出動しないの？」







　のんきに鞄からペットボトルを取り出し、すっかり観戦モードに入った青いのをジト目で睨む。嫌味な口調で嫌味を言ってみる。だけど、今の青少女には少しも通用しなくて。私の放った言葉の棘は、彼女に何の痛みももたらさなかったようで。







「だからあたしは非番なんだって。今日はあいつらに任せるさ。それに」

「……それに？」

「今のあいつらがあの程度の敵に負ける訳がない。それぐらい、わかるでしょ？」

「…………」

「あたしは、今の『正義のミカタ』を。……あの白いのを、信じてる」







　それは信頼と実績に裏打ちされた当事者の言葉。仲間の力を正確に分析し、仲間の力に全幅の信頼を置き、そしてその仲間と積み上げてきた実績があるからこそ言える言葉。彼女はもう、『孤高の青少女』ではない。己の正義のみを信じ、自分以外の全てを憎み、誰彼構わず牙を向けていたあの雨の夜の戦闘狂は、もうここにはいない。







　……本当に、変わったな、と。名実共に『正義のミカタの魔法少女』になっちゃったんだな、と。彼女の横顔を眺めつつ、そう思う。一抹の寂しさと共に。彼女が変わったことを歓迎しない訳じゃない。そのこと自体には、人事ながら喜びすら感じられる。面と向かって言ったことはないが、私は彼女にシンパシーを感じていたのだ。私と同じような境遇にあり、私とは違う生き方をして、私とは違う立場に属し、でも結局、私と同じように憎悪のみをその力の元としていた彼女は。誰にも頼らず、誰にも心許さず、たった一人で生きてきた彼女は。







　――だけど。今は。信頼できる仲間に囲まれて。その心を少しだけ開いていて。







　……誰がそれを成したか。なんて、疑問の余地もない。強さと、優しさと。聡明さと、愚直さと。博愛精神と、一途さと。その全てを併せ持ち、ただただ、正しくあろうとする、白い少女。彼女の存在は、いるだけで周囲を変える。黒を白く染める。一筋の光さえ差さない、暗黒の世界に落とされた悲運の少女の狂気さえ、優しく、優しく包み込む。その傷ついた心を全身全霊をこめて癒す。







――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』で、あるならば。







　……ちくり、と。胸が微かに痛む。この痛みの意味はなんだろうと自問する。その答えを見つけ出す。ああ。そうか。これは嫉妬だ。羨望だ。私は彼女のことを羨ましいと感じているんだ。カトリーヌに変えてもらえた青い少女。忌まわしい過去から救い出された青い少女。憎しみも、痛みも。狂気も、苦しみも。その全てを受け入れられ浄化された青い少女。私と似たような過去を持ち、私と同様に歪んでしまった彼女は、されど今は、私一人を置いて正道に立ち返ろうとしている。本来歩むべきだった道に戻ろうとしている。……かけがえのない、仲間とともに。







　……ねえ？　カトリーヌ？　あんた、やっぱりすごいよ。







　口だけの薄っぺらい正義じゃない。力だけの押し付けがましい正義でもない。そんなものじゃ彼女は変えられない。青い少女の心は開かない。永久凍土のように固く冷たく凍りついた彼女の心を溶かしたのは、カトリーヌの優しさ。道に迷い修羅へと墜ちそうになった彼女を導いたのは、カトリーヌの強さ。彼女は誰にでも、等しく、その白い手を伸ばす。







　……ねえ？　カトリーヌ？　あんた、やっぱりすごいよ。……だけど、さ。







　何で、行っちゃうのかな？　国へ帰っちゃうのかな？　あんたがいれば。あんたと共にいさえすれば。この青少女ですら変えられるというのに。ううん。三田君だって、北川さんだってそうだ。ごく普通の高校生だった二人は。今ではどこに出しても恥ずかしくない『正義のミカタ』になったよ？　なれたんだよ？　それだって、あんたの力なんだよ？　誰もが、あんたの背中に憧れる。あんたの両手に救われる。それは、きっと、多分。……ううん。でも。







　……ねえ？　カトリーヌ？　あんた、やっぱりすごいよ。……なのに、さ。







　何で、行っちゃうのかな？　国に帰っちゃうのかな？　――私のことを、置いて行っちゃうのか、な？　私は駄目なのかな？　あんたに救われる価値もないのかな？　あんたに導いてはもらえないのかな？　私は。私だけは。私だけには。もうその手を差し伸べてはくれないのかな？　それはやっぱり、私が『悪』だから？　『悪の組織の女幹部』だから？　身も心も、過去も未来も、黒く、黒く染まりすぎているから？







　……ねえ？　カトリーヌ？　あんた、やっぱりひどい、よ。……だって、さ。







　何で、私の前に現れたのかな？　この国に来ちゃったのかな？　――私に構ったりなんかしちゃったのか、な？　ほっといてくれればよかったのに。中途半端に係わるくらいなら、最初から無視してくれればよかったのに。そうしてくれれば、私は迷わずにすんだのに。私は私の道を貫けたのに。心の底から、『正義』を憎んだままでいられたのに。







　……ねえ？　カトリーヌ？　あんたやっぱりひどい、よ。……どうして、さ。







　私に本物の『正義』なんて見せたんだよ？　私の根底を揺らすんだよ？　そんなことされたら、そんなものを見せられたら。私だって。私だってさあ。思っちゃうじゃないか？　願ってしまうじゃないか？　自分が変われるんじゃないかって。もう、いいんじゃないかって。立ち止まっても。この道を引き返しても。いいんじゃないかって。そんな、夢みたいなこと、考えちゃうじゃないか。







　……どうして。どうして。







　私に一瞬だけの夢を見せた？　私に少しだけの優しさを与えやがった？　なあ、知ってるか？　カトリーヌ？　捨て犬はなあ、世界中の誰からもそっぽを向かれた可愛くない捨て犬ってのはなあ。ほんのちょっと優しくされただけでころっと懐いちゃうんだぞ？　その気紛れに縋って纏わりついてしがみ付いて、そいつを勝手にご主人様って決め付けちゃうんだぞ？　野生の動物としての矜持なんか簡単に捨てて、喜んで飼い犬になろうとするんだぞ？　もう、そいつがいないと生きられなくなっちゃうんだぞ？　……そいつに捨てられたら、今度こそ、死んじゃうんだぞ？







　――だから、頼むよ。カトリーヌ。あんたのその手を、もう一度、私に……。







「……おい。始まるぞ？　……うん？　どうした黒いの？」

「えっ？　へ？　あ……っ」

「なんだよお前。白いのの後任が気になるっていうから連れてきたのに……」

「あ！　ご、ごめん！　ちょっと考え事してた！」







　怪訝そうに私の顔を覗き込む青いのから慌てて視線を逸らす。おい、私？　今、何を考えていた？　何を願っていた？　そうじゃないだろ私。お前は何だ？　何者なんだ？　『悪の組織の女幹部』だろ？　悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の一員だろ？　こんなところで迷ってどうする？　立ち止まってどうする？　私は私の道を行く。そう。あの日あの時。総統が私を庇って消えたあの日から。アイツが、私の大事なものを根こそぎ奪って行ったあの時から。だから。私は……。







「お。三人が下がった。新任一人でやらせるみたいだな。腕試しっていうところか」

「……へえ。お手並み拝見と行きますか……。――っ！？」







　……青いのの言葉を受け視線を上げた瞬間、私の時間が、止まった。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……白い魔法少女が、何か言葉をかける。この距離からその内容までは聞き取れない。だがしかし、想像することはできる。彼女の言葉を聞いた桃色の魔法少女と銀色のヒーローが、軽く頷き一歩下がる。







　――そんな三人とは逆に、ただ一人、一歩前に出た少女。







　どことなくメルヘンチックな白や桃色の衣装とは違い、シンプルな袴姿。上半身は雪のような白。下半身は燃えるような緋。腰まで伸びた長い髪は漆黒。その佇まいは冬の海のような静寂。







　この位置からでは背中しか見えない。表情までは見えない。だけど。でも。その落ち着いた雰囲気から、彼女がリラックスしているというのはよくわかる。圧倒的多数の敵を前に、初陣とは思えない落ち着きと、ちょうどいい緊張。







「……武器は、なし、か？　薙刀とか出しそうなコスチュームだけどな」

「…………」







　多分、それは、ない。アレが私の想像通りの人物だとしたら、彼女の本質は、魔法、だ。その姿形が表すように、護法の力で魔を払う神聖なる巫女。賭けてもいい。彼女はきっと近接型では、ない。







「……ん。包囲が縮まってきた。本当に平気かな？　初陣でこれはきつくないか？」

「…………」







　多分、それは、ない。アレが私の想像通りの人物だとしたら、彼女のこれは初陣ではない。心配するだけ無駄と言うものである。だって彼女は、こんな雑魚など比較にならないような大物にも打ち勝っている。……過去、に。







「魔法が武器だとしても、詠唱はいいのかな？　私みたいな無詠唱型、かな？」

「…………」







　多分、それは、ない。アレが私の想像通りの人物だとしたら、彼女の魔法にはそれ相当の詠唱時間が必要な筈。だがしかし。それは「魔法」を「魔法」として放つ場合のこと。彼女のそれは「魔法」であって純粋な「魔法」ではない。何故ならば。







「――きたっ！　……ええっ！？」

「…………っ！？」







　じりじりと距離を測っていた戦闘員たちが飛び出す。四方八方からの一斉攻撃。近接型であっても、遠距離魔法攻撃型であっても対応に迷う人数。正面、左右、そして上空からの攻撃。これを同時に叩き伏せるのは至難の業。数の暴力。それを頼みに、戦闘員たちがとるある意味必勝の陣。だがしかし。







　――対峙する彼女の両手が素早く懐に潜り込む。一瞬の停滞もなく真っ直ぐに伸ばされたその手に握られたもの。それは。その武器とは。







「……銃、だと！？」

「…………っ！」







　青いのの大きな叫びは、驚愕。私の無音の叫びは、納得。やはり。やはりか。両手に構えられたその銃の名前は、ニューナンブM60。日本の警察の正式採用拳銃。薙刀でもなく。和弓でもなく。その金属の塊こそが、彼女の武器。リボルバー式のその無骨なフォルムと、日本伝統の袴姿とのミスマッチが酷い違和感をもたらす。……そう。あの日の記憶のままに。







　轟音十連射。左右両手、装弾数五発のニューナンブの銃身が火を噴く。まさか銃で撃たれるとは想像もしていなかったのだろう。無防備だった黒服たちが次々と撃ち抜かれる。肩に。足に。致命傷を避けた銃弾が彼らの身を撃ち据える。







「うそだろっ！？　銃が戦闘員に効く筈がっ！？　何故だ！？」

「…………」







　その答えは簡単。あのニューナンブはただの銃じゃないから。銃身自体が特殊な製法で作られ、そして何よりも放たれる弾に破魔の魔法を込めた特殊仕様の銃だから。……魔法の才能はあっても、有り余る魔力は内蔵していても、その体の幼さ故に激しい戦闘を行うことが出来なかった、十年前の彼女専用に作られた武器、だから。







「――動いたっ！　……早い！」

「…………」







　彼女は奔る。赤い袴が風になびく。燎原を焼く火のように。その早さは私の記憶以上のもの。記憶にある幼女は、目の前を走る少女へと成長していた。その体躯とともに、戦闘技術も成長していた。彼女は奔る。奔りつつシリンダーを開き空薬莢を落とす。一丁を懐にしまいもう一丁に素早く装弾する。再びの轟音。火線が黒服を貫く。成す術もなく、射撃訓練の的のようにただただ撃たれるのみ。







　――ものの一分も経たずに、黒服たち全てが地に伏せる。







　残された怪人が、右を見る。左を見る。自分と目の前の袴姿の少女以外、誰も立ってはいない戦場を見回す。あれは多分。先日のG型怪人の改良型。G型らしく生命力だけはありそうな怪人。……故に、多分。戦闘力自体は大してないであろう、哀れな、たった一人残された、怪人。







　だからそれは、破れかぶれの攻撃だったのだろう。フェイントをかけるでもない。武器を振りかざす訳でもない。ただただ、目の前の少女に向かい、己の拳を振り上げるだけで。ただ、それだけで。そして、そんなものが、あの緋色の少女に通用する訳もなく。







　――最後の、銃声。それは怪人の額を正確に貫き、その行動を永遠に止めた。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……なんか、すごいもんを、見た気がするよ……」

「…………」







　終わってみれば、圧勝。緋色の少女は怪我どころか指先ひとつ触れさせることなく、圧倒的多数の敵を打ち倒し、また静かに佇む。多分、きっと。汗ひとつかいてはいないだろう。どこまでも涼しげに。ただ淡々と、するべきことをしただけ、と。







「……ありゃ、戦闘能力だけなら、きっと白いのより上かも……」

「…………」







　魔法使いでありながら、魔法だけに依存しない。つまり、詠唱時間というネックに縛られない。魔法の銃を両手に構え、破魔の力を込めた魔弾を放つ。魔を打ち払うという役割はそのままに、その戦闘スタイルだけは現代風に改めた、魔法少女と言う名前の、神聖なる巫女。――緋色の、魔法少女。







　――よくぞ、よくぞ帰って来てくれた。私の目の前に。







「……うん？　おい黒いの？　どうした？」







　――彼女を、再び私の目の前に登場させてくれた、神に感謝しよう。







「……どうしたんだよ？　あっけに取られたのか？　いやまあ確かに凄かったけど」







　――ただひとつ。ひとつだけは。言わせて貰いたい。神様とやら。







「おい！　おいってば！　どうしたんだよってば！　黒いの！？」







　――どうして、このタイミングだったんだ？　もう少しだけ、待てなかったのか？







「……おい。黒いの？　あんた、笑って……？　いや、泣いてるのか……？」







　――せめて、カトリーヌが帰国するまで、待てなかったのか？　神よ。







「……なあ、黒いの？　どうしちまったんだよ、お前さあ……」







　――私が迷ったからか？　正義に惑わされようとしていたからなのか？　なら。







「どうしちゃったんだよ。お前……」







　――なら、その罰を受けよう。痛みを甘んじて受け入れよう。







「何とか、言ってくれよ……」







　――生涯唯一の、かけがえのない親友との、決別の痛みを、受け入れよう。







「……なあ、黒いの……」

「あのさ、青いの。ううん。風見葵さん。……ちがった。『マジカル・ウィンド』」

「え？　え？　な、なに？」

「カトリーヌに、伝えて欲しいことが、ある。……私からの、最後の、お願い」

「で、伝言か！　おう！　伝える伝える伝えるぞ！　……って、最後、の？」

「うん」







　そう。最後。私は本日只今を以って、『悪』の道へと立ち返る。『正義』の敵と成り下がる。この三ヶ月間、本当に、本当に嬉しかった。楽しかった。……救われた……。『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』のおかげで。彼女の優しさに、彼女の友誼に、彼女が差し伸べてくれた手に、私はどれだけ救われたのかわからない。その事実を認める。叶うことならば、ありったけの感謝の言葉で報いたい。この気持ちを言葉にして、真っ直ぐ彼女に届けたい。







　だけど。でも。







「――私たち『ブラックシャドウ』は、『正義のミカタ』に宣戦布告、する」







「……え？　お、おい、お前……」

「今日から私たちは、不倶戴天の敵、だ。……覚悟、しておけ」

「……だから、お前……」







　私は感謝の言葉の代わりに、呪いの言葉を彼女に贈る。

　私は『ありがとう』の変わりに、言葉の刃を彼女に捧げる。







「……じゃ、もう、行くから。……さようなら。風見、さん」

「だから待てって！　おい！　おーい！」







　私は彼女に背中を向ける。そのまま脇見も振らずに走り出す。真っ直ぐ前だけを向いて走り出す。彼女が何かを叫んでいるが気にする訳には行かない。足を緩めることは出来ない。だって。だって。







「……う、う、うわ、う、ううう……」







　もう、私の目は、誰かに見せることなんて出来ないから。だって滲んでるから。

　もう、私の顔は、誰にも見せることなんて出来ないから。だって歪んでいるから。







「う、ううう……うっく、うう、あ、あああ……」







　走って走って走りぬいて。やっと見つけたスーパーのトイレへと駆け込む。個室に飛び込み、しっかりと鍵をかける。怪人たちの出現により入場規制がされたスーパーは無人で。だからこのトイレにも私しかいなくて。そのことを、そのことだけは、心から神様に感謝する。だって。だって。







「あ、あああ、うあ、うああ……。うあああ……」







　もう、抑えられない。抑えきれない。涙が、涙が、次から次へと。声が。情けない私の鳴き声が。止め処なく。止め処なく。







「あ、あ、あ、あああああああっ！　うあ、あ、ああああああああっっ！！」







　総統！　総統！　総統総統総統っ！　見つけました！　私、ついに見つけちゃいました！　総統の仇を！　私から全てを奪っていったあの少女のことを！　







　――私が悪の女幹部である理由を！







「うわあああああああああっ！　うわああああああああっ！　あああああああっ！」







　でも。でもね。総統？　聞いてください。あいつはね？　あの八つ裂きにしても足りないあいつはね？　私の友達といっしょにいるんです。私の大好きな人と同じ場所にいるんです。こんな私に優しくしてくれた、たった一人の友達と、同じ陣営にいるんです。だから。私は。私は。私……はっ！







「う、うぅぅぅあ、うあ、うああ、あああ……。ああああああああっっ！！」







　私は、親友と、戦わなくちゃいけないんです。生涯唯一とさえ思えた、本当に、本当に大事な人と、戦わなくちゃいけないんです。どうして、こんなことになっちゃうんでしょうね？　戦いたくなんてないのに。別れが来ると言うのなら、せめて笑顔で送り出してあげたかったのに。なのに。どうしてこんな。







「ああああああっっ！　あああああああっっ！　ああっ、ああああああああっっ！」







　だから。総統。ごめんなさい。謝ります。謝りますから。だから。今だけ。







「うあ、あ、あ、カトリーヌ……っ！　カトリーヌーっっ！！」







　何もかもを忘れて。総統のことも忘れて。親友の為に、泣かせて、ください。







「あ、やだ、やだよぅ……。戦いたく、ないよぅ……あ、あう、あ、ああ……」







　これで、おしまいにしますから。彼女のことは、忘れますから。……だから。







「やだ。やだやだやだ！　やだよカトリーヌ！　帰らないでよ！　離れないでよ！　側にいてよ！　また優しく私を叱ってよ！　見捨てないでよ！　うあ、あっあっあっ、あああ……。わ、私！　あんたに拳なんて向けられないよ！　あんたから嫌われたくなんてないよ！　私の我侭を笑って許してよおっっ！　うああああっっ！！」







　だから。今日は。今日だけは。今、この時だけは。







「うわああああああああっっ！　あああああああっっっ！！」







　――『悪の組織の女幹部　ブラック・ユリイ』ではなく。







「うあああああああっっ！　あ、あ、あ、ああああああああああっっ！」







　――カトリーヌの友人の、本多百合として、泣かせて、ください――







「あああああああああああっっ！　あああああああああああっっっ！！」














第四幕　業火の赤

第四話　黒の姉妹

第四話　黒の姉妹




「……間違い、ないのだな？」

「私の、この目に賭けて」







　ちゃぶ台の正面に座る博士の顔を真っ直ぐ見て、断言する。間違う訳がない。間違いである筈がない。この十年。一日たりとも忘れたことはなかった憎き仇の顔を。十年。三千余日は彼女の体を大きく成長させはしたが、その本質を変えることはなかった。悪を討つ魔法使い。正義のミカタ。緋色の魔法少女。







　――『ブラックシャドウ』総統を、この世界から消し去った少女。







「私は、あの日、あの時。ずっと見ていました。いえ。見つめることしか出来なかった。総統の背中に隠れ、総統の背中に護られ、でも、恐怖で指先ひとつ動かせなかった私は、目の前の光景を、惨劇を、目に、そして心に焼き付けるしかなかった。それしか出来なかった。……だから」







　彼女の顔も仕草もその声も。使う武器も行使する魔法もその戦闘技術も。

　髪の色も肌の色もその目の色も。浮かべる笑顔も笑い声も歪む唇さえも。







　何一つ。何一つ、失われてはいない。その記憶は、誰にも癒せない傷を負った私の心の奥底に、しっかりと書き記してある。赤い文字で。――血の色で。







「……僕は、百合さんを信じますよ」

「私も。私は百合ちゃんの目を全面的に信じる」







　Aさんが。Bさんが。力強く。優しく。私に同意してくれる。それは私の目に対する全幅の信頼であると同時に、自分の身を省みてのこと。今回、彼女と遭遇したのは私だった。だが、仮にもし、彼女と再会を果たしたのが自分であったら、やはり一目でその正体を見破ったであろうという自負。あれは。あの日の光景は。私だけではなく、『ブラックシャドウ』のメンバー全員に、等しく忘れられないトラウマを残したのだ。その後の痛烈な後悔を共有してきたのだ。そんな一緒に地獄を見た仲間の目を疑うような人は、この組織には存在しない。







「……大佐、は？」

「……当時幼かったとはいえ、百合は総統の後継者。その目は信じてもいいかと」







　ちらりと、博士から視線を送られた大佐が答える。普段の軽薄な色は鳴りを潜め、精悍な戦う男の顔で頷く。十年前のあの日。Aさん、Bさん、そして多くの戦闘員たちと共にあの戦場に立ち、まだ未成熟だった故、早々に敗退したその他のメンバーの分まで戦い抜いた本物の戦士。立ったまま、最後まで敵に背中を見せないままで、彼女らと対峙した悪の大幹部は。きっとそれだけに、深い遺恨を残している筈。消えない記憶を保持している筈。だからこそ。







「百合から聞いた話、その戦闘方法が事実だとしたら、もうきっと間違いないでしょう。ここ数年、銃器を武器にした魔法少女は存在しなかった筈です。そして袴姿というコスチューム。これも、『彼女』の特徴です。……純日本産の、魔法使い。『業火の巫女』。……私のあの日の記憶とも合致します」







　大佐から力強い返答を得た博士が、腕を組んだまま無言で頷く。目を閉じ何かを深く考える。それはあの日の記憶の再構築か。それとも我ら『ブラックシャドウ』残党の今後の行く末か。







　……壁にかけられた大時計の秒針が、三周ほど回転する。







「……善し。百合の判断を是とする。本日只今より、我ら『ブラックシャドウ』は現『正義のミカタ』たちと交戦状態に突入する。各自、戦闘に備え英気を養うべし」







「はっ！」

「承知しました！」







　博士の重々しい言葉に、Aさんが、Bさんが返事を返す。私は軽く肩の力を抜く。張り詰めていた緊張を解く。その理由は、私の独断専行が許されたこと。宿敵を発見した功績はいい。問題は、その場で衝動的に、敵に向け宣戦布告を成してしまったこと。『ブラックシャドウ』の現在の長は確かに私ではあるが、それはまあ、能力と言うよりは心理的な要因の元。私に組織の存亡を賭けた決断など下せる筈もない。その権限も能力もない。実質的に、『ブラックシャドウ』の活動方針は博士が決めることなのだ。今回、私は独断専行のそしりを受けても仕方ない筈。……だけど。







　今回、この件に限って言えば、私は自分の判断が覆されるとは、露とも思ってはいなかった。私が悪の女幹部である理由。それと『ブラックシャドウ』が悪の秘密結社である理由。それは同じものだから。私の怒りは、組織の怒り。私の思いは、組織の思い。それは絶対に一致すると信じていたから。……だけど。







「失礼。博士。一言よろしいでしょうか？」

「大佐？　何だ？　言ってみろ」







　軽く手を上げた大佐が発言を求めている。そしてそのまま一呼吸。じっと私を見つめる。憂いを込めた表情で、私を見つめる。ああ。大佐。やっぱりか。でも、もういいんだ。もういいんだよ。私はもう、覚悟を決めたのだから。別離を受け入れたのだから。だから。お願い。その先は。その先は言わないで欲しいな。







「……交戦は、私としても望むところ。その決断に異議はありません。……が」







　いいんだ。もういいんだよ。大佐。だから。だからだから。そんなに気遣わしそうな顔をしないで。そんなに優しい目をしないで。心配そうに見つめないで。大丈夫。私は大丈夫。もう平気だから。平気なことになっているから。でも。







「……いいのか？　百合？　もう少し待たないでも？」

「……なに、が？」







　ほら。言われちゃった。やっぱりこう言われちゃった。聞きたくなかったのに。答えたくなかったのに。その答えを考えたくなかったのに。絶対、声が震えるってわかっていたのに。







「……大佐？」

「博士。しばしお待ちを。……なあ、百合？　私は今、『ブラックシャドウ』の幹部としてではなく、お前の担任の山田として聞いている。その意味は、わかるよな？　その上でもう一度聞く」







　聞かないでよ。大佐。私の気持ちがわかるなら、聞かないでよ。お願いだから。本当にお願いだから。そっとしておいて。大佐の優しさには感謝するけど。でも。今は。今だけは、私にそれを聞かないで。







「……待たなくて、本当に、いいんだな？」

「……そんなの、当たり前じゃない。見敵必殺、だよ」







　……『誰を？』『何を？』なんて聞き返さない。そんなことは私も大佐も言葉に出さずわかっている。大丈夫。大丈夫。大丈夫。ちゃんと答えられた。ちゃんと断言できた。声も震えてなかった。表情も変わらなかった。うん。大丈夫。私は、大丈夫。







「……そうか。ならもう何も言うまい。私も存分に戦うとしよう」







　大佐がそう締めて、会議は終わった。後に残ったのは、誰も手を付けずにすっかり冷め切ってしまったお茶と、ちょっとだけ微妙な雰囲気。何かを感じつつも、それを問うていいのかわからない、そんな表情をした仲間たちの顔。







　――そして。







　血管が浮き出るほどに握り締められ、爪あとから血が滲んだ、私の、手のひら。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ゆーりちゃん？　こんばんはー」

「はい？　あ、えっと、Bさん？　こんばん、は？」







　……会議のあと。各々が自室へと散ったそのあと。私は熱せられた思考を冷まそうと縁側に座っていた。夏の夜の蒸し暑さは、何故か今日ばかりは力を潜め。心地よい風は、私の中にあるどろどろとしたものを、少しだけ冷ましてくれて。







　そんな私に、背中から声をかけてくれる、大人の女性が一人。







「あははー。同じ家に住んでるのに、『こんばんはー』はおかしかったかな？」

「あ、や、その、えっと……？」

「美味しい水羊羹があるんだ。麦茶も淹れてきたから、いっしょに食べよ？」

「あ、う、うん……」







　半身を捻って、背中越しにBさんを見る。いつものように優しい笑顔を浮かべ、ちょこんと正座したBさんの横には、お盆に載せられた、綺麗に切り揃えられた瑞々しい和菓子と、氷の浮いた麦茶。







「これねー。高かったんだよー？　私の秘蔵の一品なのです」

「うん……。ありがとう」







　食欲なんかこれっぽっちもなかったけど、純粋な善意で差し出されたものを無下にお断りするのは忍びなく。私は麦茶だけを手に取り、また庭のほうへと向き直る。







　――カラーン。







　グラスの中の氷が涼しげな音を立てる。それがなんだか心地よく、意味もなく手の中で揺らしてみる。……カラン、カラン、カラン……。背後にいるBさんも何も言わず、ただ二人でその音に耳を傾ける。







　……どれくらい、無言の時間が続いたのだろう？







「……さっきね？　大佐のお部屋にお邪魔したんだ」

「大佐、の？」

「うん。そう。何か、隠し事してるみたいだったからさー」

「……そう、なん、だ……」







　Bさんの声が耳に染みる。Bさんの言葉が心に刺さる。出来れば、その話題には触れて欲しくはなかったんだけどな。今の私は、その件に関しては平常心でいられないから。きっと顔に出てしまうから。声に出してしまうから。――もしかしたら、また涙が出てしまうかもしれないから。でも。







「なかなか話してくれなかったからさー。私、ちょっと怒っちゃったよー」

「怒った……って？　Bさんが？　大佐に？」

「うん。そう。……知ってた？　私って、怒ると結構怖いんだよー？」

「そ、そうなんだ……？」







　物心ついたときからずっと一緒にいるけど、この温厚なBさんが怒ったところなんて見たことはない。いつもにこにこ。優しい微笑みが標準装備のこの穏やかな女の人が激怒するなんて、ちょっと想像できない。したくもない。







「……帰国、しちゃうんだって？　カトリーヌちゃん、が？」

「――――っ！？」







　前を向いていてよかった。背後にいるBさんと目を合わせていなくてよかった。今、絶対私の顔は強張った。私の目は何かを浮かび上がらせた。駄目だよ。駄目だよBさん。今はその話題は。それだけは。私に振らないで。







「……だから、『待たなくていいのか？』、なんだね。百合ちゃん」

「…………っ！？」







　さっきは、我慢できた。でも今はもう、早くも視界が滲む。それはきっと、Bさんの声が優しいから。Bさんの優しさに甘えてしまいそうになっているから。駄目。だから駄目なんだってば。お願いBさん。そんな優しい声で話しかけないで。







「……苦しんだよね？　悲しかったよね？　よく我慢したね。百合ちゃん」

「～～～～っ！？」







　声が、溢れそうになる。嗚咽が、漏れそうになる。だけど、駄目。それは駄目。『正義のミカタ』との戦いは、もう避けられない。もう決まったことなんだ。ここで私が泣く訳には行かない。士気を下げる訳には行かない。だから。耐えろ。私。







「……でも、なんでかな？　どうしてカトリーヌちゃんの帰国まで待てないのかな？　そうすれば、百合ちゃんは大事な親友と戦わずにすむのに……」

「……だ、だってっ！　だってさあっ！！」







　決壊。もう、駄目、だ。言葉が、溢れる。心が、溢れる。気持ちが、溢れる。自分の弱さが嫌になる。Bさんの優しいところが大好きだったけど、今は、今だけは、大嫌いになりそうだよ。我慢したのに。今まで我慢していたのに！







　――力任せに、左手を上げる。握り締めた拳が、開く。その薬指には。







「こ、これはっ！　三田君から！　北川さんから！　青いのから！　贈ってもらった指輪！　カトリーヌと、お、お揃いなのっ！　私の！　宝物！」







　――言葉が、溢れる。







「あ、あの三人はっ！　『正義のミカタ』のあの三人はっ！　こんな私にこんなにも素敵な贈り物をしてくれたっ！　私の誕生日を祝ってくれたっ！　――初めて、だった！　あんなに嬉しかった日は、今までなかったっ！」







　――心が、溢れる。







「な、なのにっ！　なのにっ！　私はあの人たちに牙を向こうとしている！　あの人たちと戦おうとしている！　恩を仇で返そうとしているんだ！　この私はっ！」







　――気持ちが、溢れる。







「た、確かにっ！　もう少し待てば！　カトリーヌは帰国しちゃう！　そしたら！　その後ならば！　私はカトリーヌとは！　直接拳を交えなくても済むかもしれない！　だけど！　だけどさあっ！！」







　――そして、涙が、溢れる。







「そんなこと！　私には出来ない！　そんな酷いこと！　私には出来ない！　カトリーヌは駄目でも！　三田君なら殴れるなんて！　北川さんなら倒せるなんて！　青いのとなら戦えるなんて！　そんな、そんな失礼なこと、そんな酷いこと、言える訳がない！　出来る訳がない！　そんなこと、私自身が許せる筈がない！」







「……百合、ちゃん……」

「……と、友達に、差なんて、つけられない。つけられないんだよぅ……」

「……あ」

「だ、だから私は、今、戦うしかないんだよ。カトリーヌがいる、今のうちに……」

「そっか……」

「同じ裏切るなら、決別するなら、せめて、せめてみんな公平に……」







　……あーあ。言っちゃった。言っちゃいけないことを、言っちゃった。うん。もう認める。認めるよ。本多百合は。悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の女幹部。『ブラック・ユリィ』は。事もあろうに宿敵である『正義のミカタ』の魔法少女たちを、友達だと、思っているんです。これから戦おうという相手に、憎しみとは対極の感情を持っているんです。悪の女幹部、失格、ですよね。







「あ、あは、あはは……うっく、あ、はは……」

「百合、ちゃん……」







　何だろう？　もう情けなくって笑いがこみ上げてきたよ。莫迦だな。私って。







「ごめんね？　Bさん。私、こんなで。こんなに弱くて。総統の仇を見つけたのに。ようやく宿敵と出会えたっていうのに。これからみんなで一致団結して戦おうっていう大事な時期なのに。それは私たちの宿願なのに。な、なのに。私ったら。私ってば。もう、本当に。情けなくて情けなくて……。――あ」







　……ぎゅっと。柔らかいのもが背中に押し付けられる。優しい香りに包まれる。肩の上を通った白い両腕は、痛いほどの強さで私の体を抱きしめる。







「ごめん、なさい……」

「えっ？　び、Bさん？　なんでBさんが謝るの？」







　弾劾されるべきは、糾弾されるべきは。覚悟の足りない私のほうだというのに。







「……辛い思いをさせて、ごめんなさい。護ってあげられなくて、ごめんなさい」

「B、さん……」







　寄せられた頬が、熱い雫で濡れる。私のものではない涙で、濡れる。二人の目から溢れた雫が、交じり合う。でも。どうして？







「百合ちゃんを、護りたい。百合ちゃんを、助けたい。ずっとそう願っていたのに」

「…………」

「百合ちゃんが優しい子だって、知っていたのに。誰よりも知っていた筈なのに」

「……そんな、こと、ない、よ？」







　さらさらの髪が、ちょっとだけくすぐったい。真っ直ぐぶつけられる言葉が、ちょっとだけくすぐったい。でも。それが。とても心地よくて。安心できて。







「百合ちゃんを、幸せにしたかったのに。百合ちゃんを、笑顔にしたかったのに」

「わ、私、幸せだよ？　だ、だってほら！　こんなに優しくされてる！」







　それは嘘でも慰めでもなく、心からの、言葉。確かに私の境遇は同情されるようなものかもしれない。不幸が占める成分が多かったのかもしれない。でも。だけど。そのおかげでこうして素敵な家族を手に入れることが出来た。こんなに大事な仲間と共に生きることが出来た。この気持ちに嘘は、微塵もない。







「泣かせてしまって。傷つけてしまって。本当に、ごめんなさい」

「だ、だからあ……」







　それはBさんのせいじゃないんだよ？　私の覚悟が甘かったせいなんだよ？　だから、お願い。Bさん泣かないで。Bさんのそんな顔、私、見たくない。







「何でもする。お詫びに何でもするから。だから、許して、ください……」

「ゆ、許すも何も！　私、本当に、もう、その……そんなのいいから！」

「そんなの駄目。百合ちゃん泣かせちゃったんだもん。私、自分が許せないもん」

「ま、参った、なあ……」







　ああもう本当に。本当にBさんは私に甘すぎる。優しすぎる。そんなこと言われたって、Bさんにこれ以上望むことなんてない。今でも十分すぎるほど、愛してもらっているのに。大事にされているのに。それこそ、本当の家族以上に……。







「……あ」

「うん？　なに？　百合ちゃん？　何か思いついた？」

「あ、うん。でも。その。あ、あのさ……」

「本当に何でも言ってね？　遠慮しないでね？　私、がんばるから」







　自分の思いつきの莫迦莫迦しさに呆れる。お前いくつだよ、と突っ込みたくなる。これは。うん。これはきっと。私の心が弱っているから。痛みに潰れそうになっているから。だから、私はこんな、莫迦みたいなことを。でも。だけど。今だけ。今日だけならば。Bさんの優しさに。情けないくらい甘えても……。







「が、がんばることなんて、何もないけど……」

「ええー。そんなの駄目だよ。がんばらせてよ。百合ちゃんの為になら私」







「きょ、今日だけでいいから！　『お姉ちゃん』って！　呼んでいい、です、か？」







　恥ずかしさの余り、Bさんの言葉を遮るようにして叫ぶ。最初だけ。そのまま後半になるにつれ小さくなる私の声。うわー。おい本多百合。お前ほんと高校生かよ？　いい年してなに年上のお姉さんに甘えてるんだよ？　ほらみろ？　Bさん固まっちゃったじゃないか。彫像みたいに動かなくなっちゃったじゃないか。あーあ。これ絶対呆れられてる。ピシッって音が聞こえる固まっちゃったじゃな……ぐえ。







「ゆ、百合ちゃん……。百合ちゃん百合ちゃん百合ちゃん！　百合っ！　ちゃん！」

「ちょ、え？　あの？　え？　B、さん？　く、首、絞まってる、よ？」

「お姉ちゃん！」

「え？　え？　え？」

「お姉ちゃんって呼んでくれるって、言った！　百合ちゃん今そう言った！」

「あ……」







　急に強くなった腕の力より。締められてちょっとだけ苦しい呼吸より。そんな些細なことより。Bさんの声が。切羽詰ったような声が。感極まったような声が。それだけが私の心の全てを満たして。だから。







「お、おねえ、ちゃ、ん……」

「――っ！　百合ちゃんっ！！」







　両の肩を掴まれる。無理矢理体を捻られる。振り向かされたその先には、Bさんのいつもの綺麗な……いや、違う。いつも綺麗に整った顔を、くっしゃくしゃにしちゃったBさんが。ぼろぼろと、子供のように、さっきの私のように、止めようとしても止まらない、ただただ後から後から流れ出す涙に濡れた、Bさんの顔が。







「お姉ちゃん……」

「もう一回！」

「お姉ちゃん」

「もっと！」

「お姉ちゃん！」

「もっと！　もっともっともっと！　もっといっぱい！」

「お姉ちゃんお姉ちゃんお姉ちゃん！　……私の！　お姉ちゃん！」










「……う、うわ、うわあ……うわあああ……あああああああっ！」










　……その声が。その叫びが。どちらの口から漏れたものなのか、もう私は覚えていない。そこから先は、ちょっとだけ恥ずかしくて、でもとても大事で。大切で。そんな時間だから。だから私はその夜のことを。もう誰にも語らない。胸の中の、一番奥深くに、大事に、大事にとっておく。そう、決めた。決めたのだ。







　だから。そう。その夜に、Bさ……いや。お姉ちゃんが呟いた言葉も、私は一生口外しない。死ぬまで、墓場まで、私一人の胸に閉じ込めておくと誓う。







　……大好きだよ。私の、お姉ちゃん。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……あのね。百合ちゃん？　私、あの日、総統に拾ってもらえて、よかった。あの家から出られて、本当に、よかった。今日、百合ちゃんに『お姉ちゃん』って呼ばれて、本当に、本当に嬉しかった。……あの日、死んでしまわなくて、壊れてしまわなくて、本当に、本当によかった。これからも、ずっと、私のことを『お姉ちゃん』って呼んでね？　ずっとずっと、いつまでも。私のことを百合ちゃんの姉でいさせて、ね。約束だよ？







　――大好き、だよ。私の、妹、さん。














第四幕　業火の赤

第五話　赤の挑発

第五話　赤の挑発




　……眩しい夏の朝日が、まぶたの裏を焼く。







　腫れぼったい目をごしごしとこすりつつ、布団から半身を起こす。目覚まし時計を手に取る。現在の時刻、AM6:00。昨日、あれだけ精神的にきついことがあったというのに、いつもどおりの時間に目覚める自分の体がちょっと不思議。







　……まあ、それは、多分。子供のように大泣きしたからなんだろうな。きっと。







　泣く、という行為には意外と体力を使うものである。ま、あれだけ大声でわあわあ泣き喚けば、鍛えあげられた私の体力も尽きようというものである。ついでにストレスの発散も果たしたらしい。自分でも意外なほどにすっきりとした目覚めが、それを証明している。涙って偉大だなあ。泣かせてくれてありがとう。……お姉ちゃん。







　あれほど泣いたのはいつ以来だろう……。って。そんなの思い出すまでもない話で。それは十年前のあの日。総統が消えたあの日。私の目の前から消えてしまったあの日以外あり得ないと、即座に答えが出る。泣いて泣いて涙で溺れるくらいに泣いて。……そして、それ以降、泣けなくなったんだ。子供の頃の私は。その後の私に対して行われた迫害は結構酷いものがあったと客観的に見ても思うけど、私は涙ひとつ零さなかった。我慢していたという訳ではない。ただ単に『泣けなくなった』だけ。何をされても『悲しい』と思えなくなっただけ。多分、あの日、私の心はどこかに異常をきたしたのだと思う。大事な何かを壊してしまったんだと、そう思う。







　まあ、でも。この三ヶ月あまり。私の涙腺は今までの不具合を帳消しにするくらいの超過勤務状態にあるけれども。いろんな意味で。いろんな原因で。それがいいことなのか悪いことなのか、私自身では判断がつかないけど。『弱くなったな』と、自虐する思い。『これでいいのかも』と、受け入れる思い。相反する二つの感情を、今の私は抱えている。







「ま、とりあえず起きて朝御飯を……。っと」







　寝起きの体をほぐすために、思いっきり伸びをした拍子に目に付いた、携帯電話。年頃の乙女が持つものとしてはストラップも装飾も何もない、メタルブラックで傷だらけの、それ。







　……昨日の夕方から、電源も留守番電話サービスも切ってある、それ。







　仮に電源が入れっぱなしだったら、昨晩はさぞややかましく鳴り響いていたであろうそれを手に取る。二、三度躊躇い、思い切って電源を入れてみる。センターに問い合わせをしてみる。







「……あ、あはは……」







　ずらりと並んだ未読メールのマーク。私の携帯アドレスを知っているのは、仲間以外では北川さんとだけの筈なんだけどな。あの桃色魔法少女には、個人情報保護法は適用されないらしい。いいのか『正義のミカタ』？　それで？










『風見だ。連絡待つ』

『突然のメールすまん。三田だ。これ見たらすぐに返信してくれ』

『ごめんなさい。悪いとは思いましたが、緊急事態なので風見さんと三田君に本多さんのアドレス教えちゃいました。怒られても構わないので返信してください』







「……余計なことしやがって……」







　最初は比較的冷静に始まったメール爆弾は、時間の経過と共に徐々にその余裕を失い、感情的なものになっていく。無機質な携帯の画面から読み取れる、送信者の怒り、悲しみ、そして心配が、手に取るようにわかる。







『おいてめえふざけんな！　勝手に一方的に喧嘩売りつけておいて連絡断絶とはどういった了見だ！？　あたしは認めないからなそんなの！　あんたに少しでも人の心ってもんが残っているのならさっさと連絡よこしやがれ！　このバカヤロウ！』







　……青いの。







『本多がなぜ、あんな宣言を残していったのか俺にはわからない。わからないけど、何か悩みがあるのなら俺には聞く用意も覚悟もある。これはクラス委員としての職務からではないぞ？　ひとりの友人として本多の力になりたい。俺じゃ頼りないかもしれないが、話してみてはくれないか？』







　……三田君。







『立場は違えど、私は本多さんのことを友達だと思っていました。私の一方的な思いかもしれませんけど。だから、この仕打ちは悲しいです。でも、私以上に悲しい思いをしている人がいます。私はどうでもいいですから、どうかお嬢様にだけは連絡を取ってあげてください。……私は、お嬢様と本多さんが戦うところなんて、絶対！　絶対に！　見たくはありませんから』







　……北川さん。







「……莫迦、だなあ……」







　あんたたち、自分の立場ってやつを忘れているでしょ？　自分が『正義のミカタ』だっていう事実を忘れているでしょ？　私が『悪の女幹部』だっていうことを忘れようとしているでしょ？　不倶戴天の敵なんだよ私たちは、さ。……だから、私のことなんて心配しないでよ。私に気遣ったりしないでよ。『宣戦布告上等！　悪は叩き潰してやる！』くらい、言ってよ。







　――思いっきり。思いっきり罵ってくれれば、まだ気が楽になれたのに。







　ぽちぽちと携帯のボタンを押す。次々表示される新着メールの全てはこの三人からで。開けても開けても内容は全部一緒で。それは温かさと、寂しさと。嬉しさと。後悔と。喜びと、悲しみと。相反する感情を私にもたらす。私の心を乱す。決心が鈍りそうになる。――『じゃあ読まなければいいのに……』。頭の中の冷静な部分がそう忠告してくれているのにもかかわらず、私の指は止まらない。何かを探すように、何かを追い求めるように、次から次へとメールを開封していく。







　ピッ。







「あ、あれ？」







　その過程で一瞬だけ鳴り響く、今までとは違った機械音。ボタン操作では発生しない筈の小さな音。画面に表示されていたメール文章が消え、……その代わりに現れる『通話中』のシンプルな三文字。しまった着信の瞬間にボタンを押しちゃったのか。どうしよう？　これきっとあの三人のうちの誰かだろうし、このまま何も話さずに切っちゃおうかな……？







『……あ、あれ？　あらら？　ようやく繋がった、かなあ？』







　――っ！？







『あれえ？　通話中になってるんだけどなあ？　おーい？　もしもーし？』







　……聞き覚えのある声が、私の聴覚を刺激する。正確には、『聞き覚えのある声』という訳ではない。私の知る彼女の声はもう少し幼かった。彼女が十年くらい成長したら、こんな声になるのだろう。そういう感じの、声。







『もしもーし。無言電話ですかあ？　なーんちゃって。かけたの、こっちだけど』







　虚ろな陽気さが癇に障る。猫に構われる鼠の気持ち。構う側の立場は単なる悪戯に過ぎないのかもしれないが、構われる鼠のほうはたまったものじゃない。毛皮を皮膚を肉を、鋭い爪で削ぎ落とされる気分。







『おっかしいなあ？　番号、間違えちゃったかなあ？』

「……誰？」







　陽気な彼女の声に対抗するように、冷たく、どこまでも冷たい声で、私が答える。







『あ、どうもー。「ブラックシャドウ」の方ですよねえ？　おはようございます』

「……挨拶なんてどうでもいいから。誰？」







　その答えを、私は既に知っている。確信している。







『あ、失礼しました。私、緋村　茜といいます。以後お見知りおきをー』

「……その緋村さんが、私に、一体何の用事が？」







　その答えも、私は既に知っている。確信している。







『ご挨拶？　かなあ？　これから共に仲良く手を取り合って……戦いあい、潰しあい、殺しあう相手に対して、の？』

「挨拶なんていらない。余計な前口上はいらない。そんなくだらない用の為に電話をしてきたと言うのなら切るぞ？　『正義のミカタ』の緋村　茜」







　そもそも私に、『戦いあい、潰しあい、殺しあう』つもりなんて微塵もない。……一方的に、私が、私たちが、『正義』を叩きのめす。それだけだ。







『あー。やっぱり正体ばれちゃってるんだあ？　そうです。私は『正義のミカタ』です。お久しぶり……って言ったほうがいいのかな？　尤も、私は本多さんのことは、申し訳ないけどほとんど覚えていないんですけどね』

「その気に障る声と、慇懃無礼さは、こっちは忘れたことはないけどね。……うん。忘れたことなんてなかった。忘れたいとも思ったことがなかった。……いつかこの手で、叩き潰してやる日の為に」







　彼女からすれば、当時の私なんて『ブラックシャドウの総統にくっついてるオマケ』くらいのものだったのだろう。……例えその『オマケ』が、結果として戦況を左右したのだとしても。あの日あの戦場に私がいなければ、戦況は逆転していたのかもしれない。背後を気にする必要のなかった総統は、その戦闘技術を自由に思うがままに十二分に発揮し、目の前の敵を易々と撃破していたかもしれない。







「あらら。それは光栄ですね。でも、本当にごめんなさい。私のほうは、戦いを有利に進めるために使った「道具」のほうまでは、覚えていられなかったもので』

「……それで？　その『道具』に今更連絡してきた理由は、何？」







　みしり、と。耳元に当てた携帯電話が嫌な音を立てる。握り締められた無実の機械が悲鳴を上げている。落ち着け。本多百合。八つ当たりでこいつを握り壊しても、自分にとって何もいいことはない。







『そうですね。いつまでも昔話をしていても仕方ないですし。……端的に言いますね。あなたからの、いや、悪の秘密結社「ブラックシャドウ」からの宣戦布告、受けましょう。今度こそ、完膚なきまでに叩き潰してご覧に入れましょう。いつまでも失くした夢に無様にしがみついているあなた方を、今度はその夢ごと潰して差し上げましょう。……覚悟は、よろしいですね？』







　……ぐわっと、頭に血が上る。体中の血液が沸騰する。







「……OK。上等だ。貴様に悪の意地を見せてやる。惨めに地べたに這わせ、敗北の泥の味を思う存分味わってもらおう。その首、掻っ切ってやるから、そっちこそ覚悟を決め遺言書いて待ってろよ？」







　……この日の為に。この日の為だけに、今まで生きてきた。







『……強い言葉は、かえって己を弱く見せますよお？　そもそも、あなた方のその感情は逆恨みでしょう？　八つ当たりでしょう？　私は「正義のミカタ」なんですよ？　「正義」が悪を討つのは当然じゃないですか』

「……『正義』が悪を討つのが当然と言うならば、悪が正義を憎んで何が悪い？　それも当然だと、必然だと、あんたもそうは思わないか？」







　逆恨み？　八つ当たり？　上等じゃないか。何しろこっちは『悪』なんだ。そういったマイナス感情の量ならは、私たちは誰にも負けない。生まれつきの『正義』が存在しないように、生まれつきの『悪』もまた存在しない。『悪』が『悪』になる為には、それ相応の理由と動機と覚悟があるものなんだぜ？







『……謝罪する気も、撤回する気も、譲る気もないようですね。「悪の女幹部」さん』

「……謝罪する謂れも、撤回する意思も、譲る理由もないよ。『正義のミカタ』さん」

『古今東西、「悪」は「正義」に討ち滅ぼされると言うのが、これが常識ですけど？』

「ワンパターンに頼っていたら飽きられるぞ？　たまには意外性があるのも、いい」







　そうさ。『正義が常に勝つ』。そんな世界じゃつまらない。たまには『正義』が『悪』に敗れ去る。そんな物語があったっていい。そんな世界があったっていい。







『了解、しました。では、今夜零時より、私たちとあなた方は戦闘状態となります』

「どこからでもかかってこい。受けて立つ覚悟はとうに済んでいる」

『私が言うのも何ですが、御武運をお祈りしています』

「私も祈ってやるよ。……あんたの墓前に。成仏を、ね」







　……電話口の向こうで、彼女が薄く嗤うのが見えたような気がする。







『では、これで』

「ああ。ちょっと待った。二つほど、聞きたいことがある」

『――はい？　はあい？　何でしょうかあ？』







　返答まで一瞬のタイムラグがあった。きっともう通話を終えようとしていたのだろう。悪いけどもう少し付き合ってもらうよ？　弱小『悪の秘密結社』としてはさ、情報は生命線なんでね。







「ひとつめ。今の『正義のミカタ』の指揮官は、あんたってことでいいのか？」

『はい。日本政府から正式に任命されました。今の『正義のミカタ』の全組織の指揮権は、この私にありますよ』







　……つまり、カトリーヌはその任を解かれたということ。だからといって状況が好転したかと問われれば、それはそうではないだろう。あの『正義』の権化みたいなやつが、任務ではないからと言って戦いを見逃す筈がない。『正義』と『悪』の戦いに無干渉を決め込む筈がない。――それは、誰よりも私が、よく知っている。







「わかった。……あと、もうひとつ」

『はい。なんでしょうか？』







　ひとつめの質問は、単なる確認。青いのから仕入れた情報の答えあわせ。だからそちらは実は不要の質問。何だかんだ言っても、私は青いのを信用している。今、こうなった後でならともかく、あの時点であいつが私に嘘をつく必要がない。……その程度には、信じている。だから。







「……この作戦は、全ての『正義のミカタ』の総意ってことなのか？」







　肝心なのは、こっちの質問。私からの宣戦布告を受け、三田君が、北川さんが、そして青いのが。どんな思いをして、どんな決断をして、そして今後どういった行動を取るのか。それは、それだけは。どうしても気がかりで。







　――でも。







『……その件に関しては、ノーコメント、ということで』







　……数瞬躊躇った後、彼女は短くそう言って、通話を一方的に切った。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……ぴっ、ぴっ、ぴっ……







　宿敵との通話を終えた私は、そのまま携帯電話を操作する。未読のメールを開封して読み込んで、消す。その作業を続ける。







　開封するのは、彼女たちの気持ちに少しでも触れていたいから。

　削除するのは、彼女たちの気持ちに応えることができないから。







　……ぴっ、ぴっ、ぴっ……







　文面から滲み出る優しさに応えることができないから。

　文面から溢れ出る思いに応えることができないから。







　……ぴっ、ぴっ、ぴっ……







　だから、私はそれを削除していく。消していく。

　この四ヶ月の間に積み上げた友情と共に。もう、終わってしまった友情と共に。







　……ぴっ、ぴっ、……ぴっ。







「……あ」







　だけど。でも。最後に届いたこのメールは。このメールだけは。

　消すことができなくて。削除しようとしても、指が震えてしまってできなくて。







　――だから、これは。この一通だけは。







　この四ヶ月が嘘ではなかったという証拠の為に、保護しておくことに決める。










『連絡、待ってます』







　シンプルな、白い魔法使いからの、このメール、だけは……。
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「だから、どうしてそうなっちゃうんです！？　三田君って、お嬢様とも本多さんとも同じクラスじゃないですか！？　いくらでも追求できるじゃないですか！」







　……そろそろ日付も変わろうとする深夜の過去川市。満月に照らされた人気の絶えた市街地を、携帯電話を片手に徘徊するピンクの衣装を着用したショートカットの少女が、鼻息荒くそう叫ぶ。







『……だから落ち着けって。北川。例の件を追求しようにも、そもそも二人とも、今日は学校を休んだんだってば。俺にどうしろと？』







　通話相手の少年が、声に困惑と疲労を滲ませ反論する。謂れのない誹謗中傷、それに晒され続けること早三十分。そろそろ怒りよりも疲れを覚える時間である。







「だーかーらーっ！　三田君はあのクラスのクラス委員じゃないですか！　こんなときにその特権を使わずにいつ使うと言うのです！？　体調不良だかサボリだか知りませんが、休んだクラスメイトの自宅を訪問するのには、うってつけの職位であり立場じゃないですか！？　それくらいしたっていいじゃないですか！」







　休んだクラスメイトの自宅を訪ねることは『義務』だと考える少年と、それを『特権』だと認識している少女の会話は噛み合わない。ヒーローに変身できるということ以外は極めて平凡な男子高校生である少年にとって、その異端ともいうべき考えは理解できない。理解しようとも思わない。病気で寝込んでいるクラスメイトの自宅を訪ねて一体何をしようというつもりなのだろうかこの少女は？







『そうは言ってもだなあ。二人とも、携帯にすら出ないんだぜ？　本多のほうは、まあ、あんな宣言かましてくれたあとだし、俺たちとは顔を合わせにくいかもしれない。カトリーヌのほうは、本多とこんなことになって悩んでいるのかもしれない。ひとりで考えたいのかもしれない』







　常識人たる少年が常識人たる意見を述べるが、頭に血が上っている少女には届かない。理解してもらえない。そもそもこの少女に常識が通じるかと言う根本的な問題にぶち当たってしまう。魔法少女として規格外の能力を持つこの少女、実は頭の中身のほうはもっと（いろんな意味で）規格外なのだが、残念ながらその事実は身内以外にはあまり知られていない。その清純そうな姿形に、人は皆、騙されてしまう。……故に、数少ない身内はその本性に振り回され、しなくてもいい苦労を背負い込むことになるのだ。非常に厄介なことに。少年にとっても不幸なことに。だが。







「だからこそっ！　だからこそですよ！　三田君！　こういうときこそ私たちが間に入ってあげるべきだと、そうは思いませんか！？　喧嘩別れしそうな友人同士の仲を取り持つことこそ、第三者たる私たちの役目だと、そうは思いませんか！？　その為に本多さんやお嬢様の自宅に侵入することなんて、ささいな問題です！」







　……本質的に、悪い子ではないのだ。この少女は。『正義のミカタの魔法少女』に選ばれるくらいなのだから。その証拠に、今もこうして、共通の友人たちのことを心の底から心配しているのだから。その方法論は過激だとしても。少年に対し堂々と家宅侵入の罪を犯させようとしていても。







『まあ、言いたいことは、俺もわかる。わかるけどな』







　だから、少年は、少女の言葉を無碍に否定することができない。







「なら迷うことはない筈です。……心配なんですよ。私は。お嬢様が傷ついているんじゃないかって。本多さんが後悔してるんじゃないかって。……駄目、ですか？　大事なお友達のことを心配しちゃいけませんか？　大事なお友達のために、何かをしてあげたいって考えたらいけませんか？　だって私は、『正義のミカタ』なんですよ？　私は、誰かの笑顔を守る為に『正義のミカタ』をやっているんですよ？　それなのに。それなのに！　街の平和は守れても、親しい友達の笑顔を守れないなんて、そんなの、そんなの、嫌、です。嫌、なんですよぅ……」







　誰もが憧れる『正義のミカタの魔法少女』は、神様ではない。その正体は、まだまだ未熟な十六歳の少女。……故に、悩むのだ。ささいな人間関係ひとつに。どこにでも転がっているような小さな問題に。それを哂う者もいるだろう。己の立場を考えろと諭す者もいるだろう。だがしかし、彼女にとって、いや、この世代の少年少女にとって、友人関係の悩みと言うのは、世界を救うことと同じくらい重要な問題なのだ。それを哂える者は、人格の形成される思春期において、対人関係を疎かにしてきた者だけである。自分と同じくらい大切だと思える人物に廻り会えなかった、不幸で孤独な者だけである。







「……だから、私は……。――っ！？」

『うん？　どうした北川？　何かあったか？』

「これは……？　この反応は……！？　すいません三田君。一度通話を切ります！」

『北川？　おい！　北川！？』







　少女は少年の返事を待たずに一方的に通話を打ち切る。携帯電話をポケットに収め、何気なく、さりげなく、――そう見えて、実は少しも油断せずに――進路を変える。少しずつ、少しずつ、更に人気のないほうへと歩いていく。市街地を抜け、無人の小学校の校門へと向かう。







　――満月を雲が隠し、世界が漆黒に染まる。







「……む？」







　少女のものではない、男性の声が響く。雲が流れ、白々とした月光が再び地上を照らしたとき、目の前を歩いていた筈の少女の姿は消えていた。幻のように。魔法のように。一瞬で消えてしまった少女の姿を求め、男の顔が左右に動く。







「……探し物は、何ですか？」







　その声は、地上からではなく、空中から響いてきた。思わず顔を上げた男の目に映ったもの。それは降り注ぐ月光にピンクの衣装を光らせ、小学校の校庭にどっしりと根ざした桜の大樹の上に立つ、凛々しい魔法少女の姿。







「……参ったな。気づいていたのか」

「これでも、『魔法少女』ですので。深夜のパトルール中、自分の周囲に結界を張っておくことくらい朝飯前ですから」







　後をつけている、そう思っていた男は、実は少女に誘導されていたのだ。その実力に、そして胆力に、男は素直に白旗を上げる。両の掌を上へと向け肩の高さまで上げる。自身の負けを認める。







「やられたよ。……さすがは『魔法少女』と言うべきか」

「お褒め頂き恐悦至極。……それで？　今度は私をさらうおつもりですか？　――先月、お嬢様の身をさらったときと同じように」







　少女の言葉に、男は言葉を失う。今度こそ驚愕する。誘い込まれただけではない。その正体すらも既に見破られていたのだ。男は少女の実力を見誤っていた。その事実を認めざるを得ない。







「本当に驚かされる。私の正体を知っていながら、こうして誘い込んだというのか」

「初めは痴漢か変質者かな、とも思ったのですけどね。でも……」







　ふわりと。少女が桜の枝から飛び降りる。無人の校庭へと降り立つ。その手にいつの間にか握り締められていたステッキを振りかざし、男へと向け構える。







「その悪趣味なマント、そして何より私の結界に反応したあなたの気配。それは、絶対に忘れることが出来ないものでしたから。私を倒し、お嬢様に害をなした無法者の気配。忘れる訳がありません。忘れる筈がありません。……あのときの借り、そして屈辱。今ここで晴らしてご覧にいれます！」







　少女はバトンのようにステッキを回す。フリルを多用したピンクの衣装がはためく。魔法少女の演舞にあわせ、桃色の光が少女を彩る。そして。







「正義のミカタの魔法少女！　『マジカル・スノー』！　参上！」

「面白い！　『闇夜の鴉』総督！　通称『グリーン』だ！」

「いざ尋常に！」

「勝負！」







　お約束どおりの前口上。双方名乗りをあげ、後方へと跳ねる。少女は魔法の詠唱時間を稼ぐ為。男はその魔法に備える為。遠距離と近接。戦闘タイプの違う二人の激突は、まずは桃色の魔法少女が先手を取る。







「喰らいなさい！　正義の力を！」







　放たれる魔法の弾丸。桃色に光る魔力の塊が男に襲い掛かる。だがしかし、男は動じず。避けもせず。微動だにせず。凄まじい速度で迫るそれに向け逞しい右腕を上げる。掌に着弾したそれを強引に握り締める。







「それは通じないと！　先刻の戦いで知っている筈だ！」







　投げ返される魔法の弾丸。それを腹に喰らったのが先月の魔法少女。今の魔法少女はあのときの魔法少女とは違う。経験が、訓練が、実戦が、そして何より本人の自覚が、少女を大きく変えた。投げ返されたそれが身に迫った瞬間、大きく空へと飛ぶ。目標を失った魔力の塊が地を抉る。轟音と共に土煙を巻き起こす。







「前よりは威力をこめたつもりでしたが……。やはり効きませんか」

「確かに威力は上がったな。……だが、それだけだ」







　数多の怪人どもを打ち倒してきた魔法が、この男には効かない。通用しない。それを再確認した魔法少女は、しかし、落胆はせず。愛用の魔法のステッキを構える。それに祈りをこめる。再び放たれる魔法の弾丸。







「無駄だと言っておろう！」







　数分前と同じ光景。襲い掛かる桃色の魔弾を握り締めた男は。――されど、今度はそのまま硬直する。投げ返そうとしたそれを追うようにして放たれた、二発目の魔弾に驚愕する。それは。その魔法の弾丸は。正確に精密に一寸の狂いもなく、初弾と同じ場所に向け放たれていて。







「ぬおおおっっ！！」







　……連弾。それが魔法少女の放った技。魔法少女の選択した攻撃手段。初弾が受けとめられることを予想して、その軌跡をトレースするように寸分置かず放たれた魔弾。それが一発目の魔弾に当たり、相乗効果で大爆発を起こす。







「これで！　どうですか！？」

「……やるな！　『魔法少女』！」







　爆風をまともに受け、大きく下がった男が叫ぶ。目に見えてのダメージはない。そのことに少し落胆しつつも、しかしこれは二度の戦闘で初のクリーンヒットであることに気づき己を奮い立たせる。通じる。少女の魔法は通じる。少女の魔法はあの男に通用する。その事実に昂ぶり、少女は更に言い放つ。強気に言い放つ。







「一発で倒せないなら二発！　二発でも折れないなら三発！　何度でも！　何発でも！　あなたが倒れるまで撃ち込みます！　悪を討つ為になら、悪を滅ぼす為になら、私の、『マジカル・スノー』の魔力は……っ！」







　少女はステッキを構える。高々と誇らしげに構える。正義の名の下に。自身が正義であるという自覚の下に。悪を討つという覚悟の下に。







「――無限、ですっ！」







　轟音三連発。ステッキから飛び立った正義の魔法は、直進、右翼、左翼から同時に男へと襲い掛かる。……『無限』。その言葉に嘘はない。『正義のミカタの魔法少女』は、悪を討つという使命の為ならば、その命を燃やし尽くし魔力を生み出す。その生命力の最後の一滴までを戦う力と変える。……そう、少女は教えられた。そういう指導を受けてきた。敬愛する、白い魔法使いの少女から。だから！







「滅びなさい！　悪の総督よ！」







　光の尾をなびかせ、三つの流星が男を襲う。必殺の気合をこめた魔法の弾丸。これは避けられない。かわせない。勝利を確信した少女は、だがしかし。その幻想をあっさりと打ち破られる。







「甘いっ！」







　三つの光弾が合わさる直前、男が大きく踏み込む。最初に中央に迫った魔弾を、続いて時を開けず左右の魔弾を逞しい両腕で打ち払う。そしてその勢いのまま、少女の眼前へと迫る。拳を振り上げる。少女は反射的に両腕を上げ交差し、男の一撃を防ぐ。……が。その威力までは殺せず、大きく後方に弾き飛ばされる。







「……魔法に魔法をぶつけ、相乗効果で威力を上げる。その発想はよかった。見事だ。……だが、惜しむらくは威力が足りなかった。連発することにより、一発一発の威力が大きく下がっていた。合わされば高威力と言うならば、合わさる前に叩けばよい。個々で対処すれば、その処理は容易い。残念だったな。『魔法少女』よ」







　男は轟然と言い放つ。吹き飛ばされた少女は唇を噛む。一度。ただ一度見せただけで、少女の戦法の弱点は見抜かれた。その弱点を衝かれ、したたかに反撃された。……これがあるいは、格の違いというものか。







「くうっ……。やはり、一筋縄ではいきませんね……」

「少々驚きはしたがな。種のばれた手品を連発されるのは興醒めだ」







　手品。手品とまで言われたか。少女は自嘲の笑みを浮かべる。あの日あの夜、男に成す術もなく敗れ去り、それからずっと考え続け、練習を重ねてきた一撃を。この男は造作もなく破り、そして手品とまで言い切ったのだ。







　……やはり、ただの攻撃魔法では、勝てません、か。







　少女は覚悟を決める。虎の子を得るためにその巣へと忍び込む覚悟を固める。それは諸刃の剣。失敗すれば命はない。『魔法少女』である自分が、攻撃魔法を捨てる。自らの存在意義を捨てる。自分が唯一、仲間に誇れる特技を捨てる。







　……上等、じゃないですか。







　それは奥の手。使わずに済むならば封印しておきたかった。未完成な現状で、この男に一矢報いられる保証はなかった。でも。だけど。それしかないというのなら。それに賭ける。賭けてみる。思い切りレイズしてみよう。掛け金は自分の命と、『正義のミカタの魔法少女』としての矜持。不満はないでしょう？







「まだ……です！　私はまだ、負けてはいません！」

「ほう？　まだ何か切り札を隠しているとでも言うつもりか？　『魔法少女』よ」







　――『魔法少女』。そう。私は『魔法少女』。その名の通り、魔法こそが私の本分。そして生きる道。信じる力。私の武器。……だから。だから。だからこそ！







「……行きます！　正々堂々、勝負！」







　――そして少女は、魔法のステッキを投げ捨てる。
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　少女は拳を握る。腰を引きやや前傾姿勢となる。右拳を顎の高さにまで上げ左拳を胸の前に置く。軽く踵を上げ爪先に重心を移す。







「……何の真似だ？　『魔法少女』よ？」







　男の声に疑問と、そして失望の色が混じる。『桃色の魔法少女』と言えば、典型的な魔法特化。強力な攻撃魔法。広大な範囲魔法がその持ち味。……故に、近接戦における戦闘力は低い。末端の戦闘員程度ならともかく、『総督』を名乗るこの男にその拳が届く筈もない。







　……そう、考えるでしょうね。誰だって。







　少女自身、自分の特性はよく理解していた。魔法こそが少女の武器。身を守る盾。そして存在理由。そんな自分が、格闘戦の経験がほとんどない自分が、まるでなっちゃいない構えで強大な敵を相手に接近戦を挑もうというのだ。目の前の男でなくとも、拍子抜けするのは無理もない話。それは、よくわかる。







　……そして、それこそが、少女の狙い。







「付け焼刃の格闘など、この私に通じる訳がないだろう？」







　付け焼刃。そう。付け焼刃。見る人が見れば一発でわかる。少女の構えが素人に毛が生えた程度だということが。その拳が、まるで鍛えられていないということが。その脚が、微かに震えているということが。







「そう、です、ね。確かに、付け焼刃、かもしれません」







　それでも、あの夜、目の前の男に敗北を喫したあの夜から、毎晩欠かさずトレーニングは続けてきたのだ。魔法の、魔法だけでの戦いの限界を知り、己をもう一段階、上の存在にする為に、毎晩毎晩、同僚である少年に無理矢理教えを請い、我が身を限界までいじめてきたのだ。……まあ、それでも。やはり『魔法少女』は『魔法少女』であり。同僚のような格闘センスを短時間のうちに身につけることは不可能であった。……だが、しかし。







「真面目に訓練してきた人には敵わない、かも、しれません。……でも」







　少女はしたたかであった。よく言えば、高い柔軟性を持っていた。悪く言えば、効果的な『ズル』を思いつくだけの悪知恵が働いた。魔法だけでは倒せない。格闘はまるで通用しない。……ならば。







「お忘れですか？　私は『魔法少女』なんですよ。……だから」







　少女は魔法を召還する。桃色の光が掌から生まれる。それをそのまま放っても、この男には通じない。ただ、受け止められ、握り締められ、自らの身に向け投げ返されるだけ、だ。……そう。つまり。







「『魔法』は！　『持つこと』が！　出来る！　身に纏うことが出来る！」







　それに気がついたのは、気づかせてくれたのは、皮肉なことに今現在の対戦相手であるこの男だった。自身の魔法を投げ返された経験。その屈辱的な経験が、少女に劇的な発想の転換を生んだ。拳を鍛え上げるのには時間がかかる。石瓦を割る鋼の拳は、一朝一夕に作れるものではない。だがしかし。拳に魔法の力を加えたら？　破壊力のある魔法を拳に宿らせることが出来たら？







「『魔法少女』の意地の一撃！　その身を以って思い知れ！」

「――っ！？」







　生み出した攻撃魔法を発射せずに、自らの拳で握りこむ。それをそのまま力任せに目の前の敵に叩き込む。その一撃は、魔法に特化したが故に格闘には向かない筈の『魔法少女』の、柔らかい拳の非力さを、致命的なまでの腕力の不足を、補って尚余りあるほどの破壊力を生み出す。







　――「『魔法少女』の格闘なんて高が知れている」――。男にはそんな油断があったのだろう。少女の、見え見えの右フックが男にヒットする。無論、顔や腹で受けた訳ではない。きちんと左腕でガードは果たした。だがしかし。その威力は男の想像を完璧に上回り。







　……先程の、魔法の弾丸同士の激突に匹敵する衝撃と轟音。







　それが男の体を吹き飛ばす。受けた腕が、鍛え抜かれた男の腕が痺れるほどの破壊力に、男は感嘆し、そして血を沸き立たせる。







「……どうですっ！？　この一発は！？　『魔法少女』の拳の味はっ！？」

「……見事！　誠に見事！　敵ながら天晴れ！」







　負け惜しみも皮肉も挟む余地がない。男は少女に向け心から賞賛の言葉を贈る。これほどまでに威力のある一撃は、ここ数年、……いや、男が第一線で日夜戦いに明け暮れていたときでさえも受けたことはなかった。







「誉めても何も出ませんけどね！　――もう一度！　行きますっ！」

「……だが、まだまだ甘いっ！」







　再び振りかぶる魔法少女。両手を上げ迎え撃つ男。少女の拳は、今度は届かない。力任せに振るわれた必殺の一撃は空を切る。体を半身にしてその拳を避けた男が、お返しとばかりに少女の頬を張る。先程とは逆に吹き飛んだのは少女の華奢な体躯。







「……受けられないなら避ければいい。どれ程の威力を誇ろうとも、当たらなければどうということはない。惜しかったな、『魔法少女』。貴様は唯一の勝機を逃した。先程の一撃、あれを私の頭部か、最低でも腹部にでも叩き込むべきだった。それを成し得たら、あるいはこの勝負、貴様の勝利に終わっていたかもしれぬ」







　男の言うとおり。想像を絶する破壊力があろうが、当たらないことには始まらない。当てることもできない打撃など、扇風機が生み出す風と何も変わらない。そんな事は知っている。そんな事はわざわざ指摘されるまでもない。だから少女は。更に。更に進化を遂げる。当たらない打撃を当てられるように、自身を劇的に進化させる。







　少女は、切れた唇から滲む血を拳で拭う。にぃ……と凄惨な笑みを浮かべる。それは追い詰められた敗者の表情ではなく。獲物を前にした狩人の笑み。必殺の一撃を無効化された者の顔ではなく、これから奥の手を繰り出そうとする戦士の顔。







「……私の攻撃は、遅い。そう見えますか？」







　少女は膝をつく。短距離走者のクラウチングスタートのような構えを取る。







「……私の攻撃は、あれで全て。そう思いますか？」







　少女は地に片手を付く。広げた掌に魔力をこめる。







「……では、篤とご覧あれ。『魔法少女』、渾身の格闘技術」







　右腕には、打撃用の魔法を。そして地に付いた左腕には。







「……行きますっ！」







　――加速用の、放出系の魔法を！







　腹に響く轟音。それが耳に届くよりも早く、少女の華奢な体躯が男へと迫る。『桃色の魔法少女』の、常識外の魔法運用。この少女は、本来遠距離攻撃に使う放出系の魔法を、あろうことか自身の体躯を飛ばす為の推進力へと変えて使ったのだ。







「ぬおおおおおっっ！」







　……直撃。少女の拳が強かに男の腹を打つ。拳が生み出す衝撃ではない。生身の体が生み出せる威力ではない。右腕に纏った魔法の力、そしてそれに加え、左腕から放たれた魔法による推進力。それは、その一撃は。鍛え抜かれた男の腹筋を易々と貫き、その内部、肝臓に甚大なダメージを与える。







「――どうだっ！？」

「……まだ、そんな手を残していたとは……っ！」







　自身の勢いを殺せず、男の背後まで突っ込んでいった少女が振り返り、勝ち誇る。男にとっては二度目の驚愕。虚を衝かれた。完全に想像外だった。遠距離攻撃だけが取り柄と思われた少女は、その拳を魔法の力で鋼に変えた。そしてそれを封じられると今度は、百戦錬磨の男ですら捕らえきれないほどの速さを体現して見せた。ミサイルのような突進力を実現してのけた。――この少女は！　この『魔法少女』は！







　……もう、認めよう。認めざるを得ない。







「……偉大なる敵に敬意を表しよう。ここから先は、全力、だ」

「望むところです！　覚悟は既に終えています！」







　……この少女は、強い。過去に戦った敵の中でも最上級に。







「手加減など、貴様にとっては不要であった。失礼を詫びる」

「謝罪を受け入れるのは、あなたを倒してからです！」







　……これが。この強さが。強さこそが。『正義のミカタ』の証明だというのなら。







「……こいっ！　『魔法少女』！」

「……いきますっ！　『悪の総督』！」







　……相手にとって、不足はない。







　――桃色の閃光が、空気を焼いて、男に迫る。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……ぐうっ！」

「どうした『魔法少女』よ！　スピードが落ちてきてるぞ！」







　……戦闘開始から、どれくらいの時間が経ったのであろう。







　攻撃魔法は、受け止められ投げ返された。

　合体魔法は、その弱点を見抜かれ各個撃破された。

　格闘魔法は、早さが足りずに回避された。







「まだまだ……っ！　まだまだあああっっ！」

「その意気だ！　それでこそ『正義の魔法少女』だ！　かかってこい！」







　そして、今。握り締める拳に魔法を宿し、地を蹴る力を魔法で加速し。ようやく、互角。一ヶ月前に成す術もなく敗北した桃色の魔法少女は、ここまでしてやっと男と並び立つことが出来た。真正面からぶつかり合うことが出来た。だがしかし。







　――少女の右拳が、震える。少女の左拳が、震える。







「つぅ……！」







　そもそも、無理のある戦法だったのだ。魔法を握り締める右腕はその負担に悲鳴を上げ。魔法を連発する左腕はその酷使に抗議の声を上げ。何より、自身の耐久力を大幅に上回る運動能力を要求された全身が、もう限界だと告げている。もう休ませてくれと叫んでいる。







　……やっぱり、私は、ひ弱な『魔法少女』、なんですね。







　本来の少女の役目は、言わば砲台。破壊力のある魔法を遠距離から放つのがその仕事。近接戦闘は、やはり少女の任ではない。肉体を以って戦うことは、やはり少女の本分ではない。……それを、思い知らされる。でも。それでも。







「――いきますっ！」







　それでも少女は諦めない。折れない。最早何度目かもわからないほど数を重ねた攻撃を、またも愚直に繰り返す。膝を折り腕をつき、拳に魔法を宿らせ掌から魔法を放出し、男へと飛びかかる。それしかないと。男に対抗するにはそれしかないと。通用する唯一の技に固執する。我武者羅にそれに頼る。縋りつく。……ように、見える。見せる。







「今度こそ決めますっ！　覚悟っ！　……あぅっ！？」







　飛び出した少女の体が揺れる。意地と根性で立たせていた膝が折れる。体勢を崩したまま魔法の力で飛んでしまう。これは少女の明らかなミス。そして男はそれを見逃さない。今まで少女の攻撃をただ避けることのみに集中していた男の目が光る。







「しまっ――！」

「隙ありっ！」







　少女がこの技を繰り出し始めて以来、男は一歩も動かず耐えていた。少女の攻撃は、目で追えるものではない。少女の攻撃は、防御できるものではない。そう悟った男は、静かに、だが極限まで集中して、少女の拳を紙一重で回避し続けていた。四方八方へと飛び回る少女を常に正面から見据え、その攻撃のタイミングを図り、ひたすら避けることだけを心がけてきた。それだけに全力を尽くしていた。







　……それは全て、このときの為に。少女の疲労が限界に達するときの為に。







　無防備に前のめりに突っ込んできた少女の体をかわし、その首筋を、男の手刀が強かに撃ち据える。自身の放った魔法の推進力も消せず、男から受けた攻撃の威力も消せず。少女は男の背後へと飛ばされる。無様に地に転がる。







「……くうっ！」

「ここまで、だな。『魔法少女』よ」







　少女の頭蓋が揺れる。三半規管が悲鳴を上げる。反射的に立ち上がろうとした足がいうことを聞かない。上体を持ち上げようとした腕がその命令に反する。少女はうつ伏せに倒れ伏したまま顔だけを上げる。目線を上げる。その先には。







　……不沈空母のような。花崗岩のような。男の姿。







「世辞は抜きに、言わせて貰おう。貴様は、よくやった」







　少女を賞賛する男の声は、だがしかし、少女の耳には届かない。何故か？　少女はそれどころではなかったからである。全身を酷使し、平衡感覚まで奪われ、絶体絶命の危機にある筈の少女は、されど、必死で視線を廻らせる。







　……あった。見つけた。







　男を中心に、地面に穿かれた自身の足跡。男の右に飛び左に飛び、右後方に飛び左後方に飛び、そして今、背後へと飛んだ少女が地に着けた戦闘の跡。







「攻撃魔法が本文の貴様が、格闘でここまでやるとは、思ってもみなかった」







　足は？　動かないか。肩は？　これも駄目か。仕方ない。







「もう、十分であろう？　潔く、負けを認めるといい」







　少女は指先に力をこめる。地面を掴む。足が動かないというのなら。肩が上がらないというのなら。這ってでも。這いずってでも。あと一歩。一歩分だけ。







「……その体で、今更何をしようというのだ？　立つことも出来ぬというのに」







　ずるり。体が動く。少女は謝罪する。自らの右腕に向け。少女は懇願する。自らの左腕に向け。痛いのはわかってる。辛いのも十分承知している。でも、お願い。あと半歩。半歩だけ。それだけの距離を、私に、ください。







「……何を、するつもりだ？　『魔法少女』よ？」

「あ、あは。あはは……」







　ずるり。……届いた。手が届いた。ボロボロだけど。泥だらけになっちゃったけど。でも、これで。これでようやく。ようやく！







「……そう。そうです。私は、『魔法少女』、なんですよ」







　格闘なんか出来ない。接近戦なんか出来る筈もない。あんなものは三田君や風見さんに任せておけばいい。だってあの人たちは近接のエキスパートなのだから。私の格闘なんて、所詮付け焼刃。私の格闘なんて、所詮目晦まし。だって、私の存在意義は、魔法なのだから。どこまでも、どこまでいっても、魔法しかないのだから。







　――そんなこと、誰よりも私自身が、知っていたこと、だから。







「『桃色の魔法少女　マジカル・スノー』の得意技は！　魔法！」







　少女は地に掌を叩きつける。







「その内訳は！　攻撃魔法！　範囲魔法！　そして！」







　桃色の光が溢れる。湧き水のように地から溢れる。







「――魔を討つ！　浄化魔法！　ですっ！」







　溢れ出た光が地を奔る。一直線に、男の背後へと。そして折り返し右前方へ、左前方へ。そしてまた右へ、左へ。それが描くものは、星の陣。一筆書きで描かれる、星の陣。男を中心に描かれた、古の昔より伝わる、破魔の陣。







「――っ！？　これはっ！？　貴様っ！　あの攻撃はこれを狙ってのことかっ！？」

「ご名答です。……格闘であなたを倒せるなんて、最初から思っていませんでした」







　地に伏したまま、少女は笑う。晴れやかに。策が成ったことを、自身の行動、攻撃全てが陽動であったことを男に告げる。







「考えてもみてください。突進の推進力を得る為だけならば、手を地に着く必要がないじゃないですか。背中に向ければいいだけの話じゃないですか。……あれは、つまり、フェイクです。大地に魔法陣を描くこと。その目的からあなたの目を逸らす為に、わざわざ見せ付けていただけ、です」







　大地を揺るがす轟音を立て、光の壁が立ち上がる。男を閉じ込めた、桃色の魔法の結界。魔物を焼き尽くす、強力な浄化魔法が鳴動する。







「……ひとつだけ、聞かせて貰えないか？　『魔法少女』よ？」







　その中から、男が問いかける。数瞬後には骨まで焼かれ、この世界から消滅する運命にある男が、静かに問いかける。







「はい。何でしょうか？」

「何が、貴様を強くした？　何が、貴様を変えた？」

「そんなの決まってます」







　未だに立つことが出来ない少女は、それでも力強く答える。男の問いに対して、胸を張って正々堂々と答える。







「……本物の『正義のミカタ』、『マジカル・カトリーヌ』の教えと、そして、あなたから受けた敗北の味が、です。私はあのとき、お嬢様を助けられなかった。目の前であなたにさらわれてしまった。その屈辱が、私を変えました」







　少女は言葉を切る。脳裏に浮かぶのはあの雨の夜。自身の不甲斐なさを、弱さを、嫌になるほど痛感させられた、あの忘れられない夜。







「……そして何よりも、私は『正義のミカタ』です。『正義のミカタの魔法少女』なんです。みんなが憧れる『魔法少女』が、悪に、それも二度も同じ相手に負けるなんて、許されないでしょう？」







　……それは、実力とプライドの完璧な融合。そこにいたのは、誰もが認める『正義のミカタの魔法少女』。己の持つ力に怯えていた少女は、もういない。己にかかる期待に戸惑っていた少女は、もういない。







　――これぞ、『正義のミカタ』と言うべき者なり。







「……だから、本当は、あなたにはお礼を言わなきゃいけないのかもしれません。いえ、言わせてください。……私を強くして頂き、ありがとうございました。――そして、さようなら。『悪の総督』さん」







　少女は高々と手を上げる。その手を振り下ろす。魔法の陣に最後の命令を下す。







「――浄化魔法！　発動！」







　桃色の魔法が燃え上がる。目に鮮やかなピンクの嵐が吹き荒れる。以前、強化合宿の際に『ブラック・ユリィ』に破られたものと同系統の魔法。あれが空間に向け唱えただけで発動する簡易版だとすれば、こちらは地面に自らが直接魔法陣を書き込んで発動させた上位互換。――この魔法から逃れる術は、ない。







「あ、あは……」







　だからそれは、全ての『悪』を焼き払う。







「あ、あは、あはは、あはははは……」







　だからそれに、耐えられる『悪』などいる筈もない。







「あはは、あはははは……。な、なん、で……？」







　だからそれが、その桃色の魔法の暴風が止んだとき。







「なんで、無傷、なんです、か……？」







　焼き尽くされる筈だった男が、無傷で現れたとき。







「ここまでしても！　ここまでやっても！　届かないんですか！　あなたには！」







　少女の心は、ついに、折れる。







「……惜しかった。実に惜しかった。この勝負は、私の負けだ。完敗だ。『魔法少女』よ。貴様の戦いっぷりは見事であった。その策は完璧であった。……ただ、ほんの少し、ほんの少しだけ、運が足りなかった」







　ゆっくりと少女の前まで進んできた男が、そう告げる。残念そうに。心底残念そうに。生き残ったのは自分のほうだというのに。今、この瞬間、立っているのは自分のほうだというのに。







「――っ！？　ま、まだです！　まだまだああっ！」

「……もう、今度こそ、これまでだ」







　動かぬ体に鞭打って、それでも目の前の宿敵に向け魔法を放とうとした少女の腕を、男が踏みつける。力をこめ踏みにじる。嫌な音を立て少女の拳が砕ける。その骨が砕ける。酷使に耐えて耐えて耐え続けてきた拳が、ついに折れる。







「ぐっ、あ、うあっ！」

「……次は、もっと痛いぞ？　歯を食いしばれ」







　男の爪先が、少女の横腹を抉る。言葉の通り、何の遠慮も手加減もなく。ぐしゃりという肉が潰れる音と、みしりという骨が砕ける音が響く。成す術もなく吹き飛んだ少女が、血反吐を吐く。







「……ぐあ、あ、あ、ああ……」







　もう、言葉にならない。痛みと、屈辱と。敗北感と、絶望感と。どす黒い感情が、少女の心を塗りつぶす。もう、少女は、戦えない。もう、少女は、立ち上がることすら出来ない。ただ、痛恨の涙を零すのみ。







　――『魔法少女』、敗れる。







　男はゆっくりと歩を進める。少女に止めを刺す為に。その戦闘能力を完全に奪う為に。既に半死半生、戦う意思も力も残ってはいない『魔法少女』に、一方的な暴力を振るう為に。その華奢な体に、絶望の証を残す為に。







「……恨むな、とは言わん。だが、謝りもしない。……覚悟しろ。『魔法少女』」







　傷だらけ、そして血塗れの少女の体を無理矢理引き起こす。その胸倉を掴み、拳を握り締める。鍛え抜かれた鉄拳を、少女の腹に叩き込もうとしたそのとき。







「……その手をっ！　放しやがれええええっっ！」







　――銀色の閃光が、戦場に登場する。














第四幕　業火の赤

第八話　銀の死闘

第八話　銀の死闘




　疾風怒濤。銀の風が奔る。大地を抉り空気を裂き、少女の下へと奔る。







「北川ああああっっ！！」







　少年が空を飛ぶ。鍛えぬいた脚が地を蹴る。宙空で一回転した勢いをそのままに、少女の胸倉を掴んだままの男へと襲い掛かる。その脚を突き刺そうとする。







「……ちっ！」







　男が手を離す。後方に跳びその一撃を避ける。支えを失い少女の体が崩れる。倒れる直前、追いついた少年がその身を支える。血塗れの、傷だらけのその華奢な体を、しっかりと胸に抱き止める。







「北川っ！　おい北川っ！　しっかりしろっ！」







　左腕で少女を抱え込んだ少年。思わず上げた右腕が、行き場をなくして力無く彷徨う。何故ならばどこに触れたらいいのかわからなかったから。どこなら触れても平気なのかわからなかったから。それほどまでに。それほどまでに酷く痛めつけられた少女の体躯。腫れ上がった頬。血に汚れた唇。破れた衣装。泥に塗れた背中。青く鬱血している手足。砕けた右手の拳。







「北川……っ！　北川っ！」







　手で触れることが出来ないならばと。せめて言葉で大声でと。少年は叫ぶ。抱きかかえた少女の耳元で叫ぶ。目を覚ませと。帰って来いと。全力で、全身の力をこめて。その言葉が、声が、彼女の心に届くようにと叫ぶ。叫ぶ。







「……もう。遅いですよ……。三田君」







　少女がうっすらと目を開く。痛みを堪えるように息を吐く。少年に応えるように唇を開く。心配させないように、と。銀の仮面の中の人を、大事な仲間を、真面目なクラス委員を。安心させようと、無理をして微笑を浮かべる。







「遅れて……すまん」







　少年の到着が遅れたのは、少女が一方的に通信を切ったから。

　少年が到着できたのは、自慢の脚で街中を駆けずり回ったから。







　謝るべき少女は少年を責め、責めるべき少年は少女に頭を下げる。







「……ごめんなさい。負けちゃいました」

「ああ」

「……お嬢様には、内緒、ですよ？」

「ああ」

「……仇、とってくれますよね？」

「ああ」







　少女はもう一度笑う。切れた唇に血が滲む。汚れた頬が緩む。それは、仲間への信頼の証。同僚への期待の証。『逃げろ』とは言わない。それは彼の矜持を傷つける言葉だから。それは彼の心意義を裏切る言葉だから。……仮に、自分が同じ立場に立ったとしても、絶対、絶対に言って欲しくはない言葉、だったから。







　何故なら。少女は、少年は。『正義のミカタ』だったから。

　悪と戦うことを義務付けられた、『正義のミカタ』だったから。







　――『悪』を前にして背中を見せるなんて、出来る筈がないと信じているから。







　少女は右手を上げ……その拳が砕けていることに気づき、その掌が血塗れであることに気づき、そっと下ろす。代わりに上げた左手を、その拳を握り締める。弱々しく、だが今、自分に残された全ての力を注ぎ込んで。







「……あとは、任せました。『ヒーロー』さん」

「……ああ！　任せておけ！　『魔法少女』！」







　こつんと。小さな音を立てて。少女と少年の拳がぶつかる。そのかすかな、本当にかすかな衝撃にさえ、少女は苦痛を感じ顔を歪ませる。奥歯を噛みしめ耐える。そして最後にもう一度、にっこりと笑顔を浮かべた少女は、静かに目を閉じる。上げた左腕から、全身から、一切の力が抜ける。







「……北川……っ！」







　少年は少女の首筋に指を当てる。指先が伝える弱々しい脈動。大丈夫。まだ大丈夫。生きている。心臓はまだその機能を止めてはいない。だから、大丈夫。きっと助かる。助けてみせる。







　抱きかかえた少女の体を、そっと桜の大樹の根元に横たえる。大事な宝物を扱うように。乱れた前髪を直してやる。細心の注意をこめて。







「……駄目じゃないか。北川。お前、『魔法少女』なんだろ？」







　少年は立ち上がる。滾る思いを押さえ込み、少女へと声をかける。







「……身だしなみは、しっかりしないとな。ファンががっかりするぞ？」







　少年は拳を握り締める。燃える血潮を押さえ込み、少女に語りかける。







「……まあ、でも。誰が何と言おうと。組織が何と言おうと」







　少年は振り返る。溢れる感情を押さえ込み、少女に微笑みかける。







「……お前は、北川は。本物の、『正義のミカタの魔法少女』、だよ」







　少年は顔を上げる。漲る力を押さえ込み、少女に背を向ける。







　――そして。







「……待たせたな」

「何の。『ヒーロー』と『魔法少女』の別離の邪魔をするほど、野暮ではないさ」

「その気持ちには感謝するが……。別離？　そんなことになる訳ないじゃないか」

「ほう？　その根拠は？」

「それは、な。俺が。この俺が、な」

「……貴様が？」







　――少年は。







「この俺が！　『ライジング・スター』が！　てめえをここで叩きのめすからだ！」

「面白い！　かかってこい！　無謀な少年よ！」







　――ヒーローに、なる。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ぐ……っ！」

「どうした少年？　もう降参か？」







　少年は大地を踏みしめる。自身の武器を確かめる。戦闘開始十分。早くもズタボロになった己の体に問いかける。……まだ、動くよな？　俺の脚よ。なら、いける。







「しゃあっ！」

「むぅっ！」







　爆発的なダッシュ力。魔法少女が魔法の力で成した攻撃を、己の肉体のみを持って上回る。銀の閃光。その二つ名に恥じぬ動き。少年に桃色のような魔法はない。青色のような槍も持たない。自らの拳と、脚と、勇気だけが少年の武器。







　刹那の時間で間合いを詰めた少年が、拳を振り上げる。対峙する男は、その速さについてはいけない。その隙を逃さず、鉄拳一撃。振りかぶる余裕はない。コンパクトに。肘を支点として。下から突き上げるようなショートアッパー。







　だがしかし。







「まだまだっ！」

「――っつあっ！」







　その一撃。少年の拳。それが腹に突き刺さった瞬間、男からの反撃が来る。薙ぎ払うように振るわれた男の豪腕が少年の体を吹き飛ばす。リーチの短い少年が男に一撃を喰らわすには、その懐奥深くまで潜り込まなくてはいけない訳で。それはつまり、男の反撃に対し、回避する余裕がないということで。







「……少年。無駄だ」

「……へっ。そうかよ」







　少年の拳は、間違いなく男の腹に届いていた。その脇腹を強かに打ち据えた。戦闘員どころか怪人でさえ悶絶させるその一撃。肝臓を抉るその一撃は、それでも、男に対して些かの効果も見せない。……少なくとも、表面上は。







「少年。貴様が『魔法使い』であれば、まだ勝機はあったろうが……」

「生憎、俺の武器はこの体しかないもので、……ねっ！」







　再びの突撃。身を低くして男に迫る。超接近戦を想定して身構える男の目の前で急停止する。一瞬のタイムラグ。一秒の半分にも満たないその時間で、少年は体勢を入れ替える。鍛えぬいた脚を思いっきり振りぬく。ダッシュ、フェイント、そして後ろ回し蹴りと。生物の動体視力では追えない動きを見せる。







「む……っ！」

「どうだっ！？」

「何のっ！」







　土踏まずを支点にして、腰を入れ、腕を振り回し威力を増した筈の少年の蹴りが弾き返される。ガードされた訳ではない。勿論、回避された訳でもない。男は、少年の前に立ち塞がる男は、ただその強靭な肉体のみを以って、少年の会心の一撃を軽々と跳ね返す。小揺るぎもせず耐え切る。







「は、ははっ……。これでも、駄目、かい」

「少年。わかっている筈だ。貴様の拳は、蹴りは、私には通じない」







　男が動く。銀の少年に比べれば速さは劣る。だがその分、迫力と突進力では大幅に上回る男の前進。少年から見れば、まるで岩が動いているようにさえ見える。その重さも。固さも。雪崩のようにすら感じられる。







「ぬうっ！」

「……ぐはっ！」







　男の拳は、少年を捉えきってはいなかった。反射神経と運動速度。少年のそれは男のそれより優れていた。だからその拳の直撃を避けることが出来た。芯をずらすことが出来た。でも。それでも。芯を外したその一撃でさえも。







　少年の脚が地から離れる。威力を殺しきれず体が浮く。ガードした筈の腕が弾ける。弾丸を叩きつけられたような衝撃に痺れる。ぴきっと。また骨にひびが入った音がする。もうこの腕は、その骨は、次の一撃で折れ砕けるかもしれない。







「わかるか？　少年？　……貴様の拳は、軽いのだ」

「……ああ。身に染みてよーく知ったよ」







　――絶対的な、体格差。







　格闘をするにあたって、何よりも重視される項目。それが即ち体格差。同じ競技を行う際、絶対に考慮されなくてはいけない項目。ライト級のボクサーと、ヘビー級のボクサーでは、その筋力も耐久力にも、そしてパンチ力にも。大きな差がつくのは当然のことであり。







「少年。貴様に私と同等の体があれば、こうまで一方的な結果になることは無かった。貴様の動き、まだまだ拙いながらも見るものはある。……だが、こうまで体の大きさ、重さで差がついていては、どうしようもない。素直に負けを認めろ」







　……全く。ホント、その通り、だよ。少年はそう思う。自分の拳は、脚は、男に届く。何度もクリーンヒットをしている。だが、男の屈強な肉体は、その全てを跳ね返してしまう。男の鍛え抜かれた筋肉は、その急所を完璧にガードしてしまう。







　翻って、我が身はどうだ？　男の拳、攻撃、まともに喰らったことなど一度もない。そりゃ完璧に全部回避できた訳ではない。でも、男の攻撃、それが掠めただけでも少年の肉体は悲鳴を上げる。皮膚が裂け肉が潰れ骨が悲鳴を上げる。こんな酷いハンデ戦、訓練でもなかなかお見かけしないぞ？







「……先程の魔法少女。彼女のように魔法主体なら、まだよかった。魔法対格闘、そういうことであるならば、まだ勝機はあった。同じ格闘同士、同じ土俵に上がったのなら、体に恵まれたほうが圧倒的に有利。それくらい、理解できるだろう？」







　……そりゃ、北川は『魔法少女』だからな。







少年は笑みを浮かべる。自らの拳を見つめる。不器用な自分の腕。愚直に。ただ愚直に。格闘だけを。近接物理攻撃だけを追い求めた自分の拳。







「……それでも。俺にはこれしかないんだよ。北川が。カトリーヌが。魔法を撃つ時間を稼ぐのが俺の仕事だった。魔法を得意としない風見と、魔法が一切使えない俺の仕事、だったんだ。……だから、俺は。最後まで。最後の最後まで。自分の、拳を。脚を……」







　――信じる！







　カミカゼ・アタック。もし、この戦いを目撃した者がいたとしたら、少年の動きをこう評したであろう。運動能力抜群の零戦が巨大空母に挑むようなもの。一直線に。愚直に。少年はその心そのままに。男の目の前へと走りこむ。







「――愚かなっ！　これで終わりだっ！」







　フェイントも何もない少年の突撃。それを迎え撃つ男の拳。振り上げ、振り下ろされる鉄拳。岩の塊のようなその一撃を、少年は、避けようともしない。







　――耐えろっ！　俺の体っ！　この一撃をっ！







　少年は歯を食いしばる。必殺の一撃をまともにその身に受ける覚悟を完了する。顎を引き首に力をこめ、意識を飛ばされぬよう、頭蓋を揺らされぬよう、ただそれだけを考え迫り来る拳を睨みつける。







　……轟音と共に叩きつけられた拳が、少年のヘルメットを砕く。特殊合金製のそれが、まるでおもちゃのように砕け散る。むき出しになった少年の顔面を拳が貫く。奥歯が数本いかれた。頬骨が砕けた。首を持っていかれた。……だが、それは、少年の意識だけは辛うじて奪っていくことは無かった。







「……ぐ、ぐはっ！」







　少年が血反吐を吐く。折れた歯を吐き出す。ともすれば抜け落ちそうな意識を必死で繋ぎとめる。音がするほど歯をかみ締める。崩れ落ちそうな体を、目の前の男の胸倉を掴むことで支える。







「……驚いたな。まさか、これを耐えるとは……」







　男の声に感嘆の色が滲む。……耐える？　耐えた？　そうか、俺はアレを耐え切ったのか。男の拳の、その直撃を耐えられたのか。いや、どうだろう？　これは耐えたと言えるのか？　頭ががんがんする。下半身がいうことを聞かない。ちょっとでも油断すると、すぐ眠っちまいそうだ。







　……だけど、な。







　ぐいっと。胸元を掴んだ左手に力をこめる。もう脚は動かない。少年は飛べない。その翼は奪われた。銀の疾風は、もう、奔れない。だから、少年は空いた右手に力をこめる。残された全ての力を注ぎ込む。もう、回避は考えない。もう、逃げることは出来ない。……ここは、そんな距離。お互いに。







「……なあ。おっさん？」

「……まだ、話せるのか？　一体なんだ？」







　少年は笑う。脳裏に同僚の少女の顔を思い浮かべつつ、にやりと笑う。







「さっきのあれ。ありゃ、嘘、だ」

「……嘘？」







　自分に格闘を教えろと。練習に付き合えと。少年を振り回した少女に。







「『俺にはこれしかないんだよ』、ってやつ、な」

「……どういう意味だ？」







　じゃあ代わりに。自分にも教えろと。自分の特訓にも付き合えと。







「拳しか、脚しかなかった俺は、過去の俺、だ」

「――っ！？　まさか！　貴様！？」







　――俺にも魔法を教えろと。そう告げたのは、もう一月も前の話。







　離れようとする男の胸元。そこに縋りつく。離さない。離しはしない。この距離に辿り着くために。この場所に辿り着くために。あえて男の攻撃をまともに受けたのだ。避けもせず、回避も考えず。少年の最大の武器。即ち、勇気を以って。







　少年の拳が震える。桃色に光る。銀の光を宿すことは、不器用な少年には結局出来なかった。少年オリジナルの魔法を会得するには至らなかった。だから。それは。少年の大事な仲間から受け継いだ魔法。『正義のミカタの魔法少女』から。直々に授かった、少年が使える唯一の魔法。







「喰らえ！　悪の親玉っ！　『ヒーロー』の魔法をっ！」

「ぬおおおおおっっ！」







　少年と、男の隙間。その空間が光を放つ。轟音を響かせる。本職の魔法少女たちのように魔法を操る技術がない少年の、起死回生の一撃。男の腹に当てた拳。零距離から放たれる桃色の魔法。それは。その効果は。







「悪を滅する！　浄化魔法！」







　それは、桃色の少女の一番得意とする魔法。自身の力に拠らず、大地に満ちる精霊の力を借りて放たれる魔法。……故に、魔法の心得が、魔力の蓄積がない少年でも使うことが出来た魔法、であった。







　……皮肉なことに。







「……見事、であった。少年。……いや。『ヒーロー』よ」







　ぐいっと。少年の腕が掴まれる。魔を滅する浄化魔法の、その直撃を受けた筈の、男の力強い腕で。少年は視線を向ける。撃ち抜かれた筈の男の腹に。焼かれた筈の男の腹に。風穴を開けた筈の男の腹に。







　……そこにあったのは、筋肉の鎧。傷ひとつない、逞しい腹筋。







「『ヒーロー』。貴様といい、先の『魔法少女』といい……」







　みしり。少年の腕が握り潰される。骨が砕ける。その激痛よりも、この危機的状況よりも。少年は自分の魔法が。乾坤一擲の攻撃が。男に毛筋ほどの傷すらも負わせることが出来なかったという現実に言葉を失う。







「どうして。ここで。この場面で。……浄化魔法、だったのだ……？」







　男の呟きの意味が、少年には理解出来ない。もう、考えることも出来ない。

　活動を止めてしまった少年の脳の変わりに、動いたのは残された最後の武器。







「『ヒーロー』よ。『正義のミカタ』たちよ。貴様らは。貴様らは……」







　力も腰も入っていない、ただ、反射的に振り回されただけの少年の脚に向け、男が手刀を落とす。特に力を入れたように見えないその迎撃は、少年の脚を砕く。改造され、鋼鉄製のボルトを入れられた脚を、内部から破壊する。







「この私に、一体何度、敗北の苦味を舐めさせれば気が済むのだ……」







　少年の体が崩れ落ちる。顔から地面に突っ込む。小学校の校庭の、ざらついた砂が口の中に入ってくる。自身が流す血と混じる。その苦味を感じながら。敗北の泥を啜りながら。少年は顔を上げる。砕かれた右腕。破壊された左足。じゃあ、動くのは左手と右足だな、と。ぼんやりと考える。







　ずるり。少年の左手が砂を噛む。ずるり。少年の右足が砂を蹴る。

　芋虫のように。蚯蚓のように。無様に。惨めに。大地を這う。







　――少年が目指したのは、桜の大木。その根元。仲間の側。







「……すまん。北川。俺も負けちまった……」







　――やるべきことは、やった。全力を出した。……でも、届かなかった。







「……でも、安心しろ。もう、お前に指一本触れさせはしない」







　少年は、立ち上がる。……立ち上がろうとして、膝を折る。少年の羽は、折れてしまった。少年の翼は、砕けてしまった。だがしかし、少年の魂は、まだ折れてはいない。『ヒーロー』の志は、まだ砕けていない。……もう、立てない。立ち上がる力は残っていない。なら。せめて。顔を上げて。視線を上げて。







　膝立ちのまま両手を広げる。右腕は握り潰されはしたが、まだ肩は壊れていない。腕を広げるくらいなら出来る。両腕を思いっきり伸ばすことは出来る。







　――大事な仲間の為に、自らの身を盾にするくらいのことなら、出来る。







「……こいよ。おっさん」

「……その体で、まだ少女を守ると言うのか。『ヒーロー』よ」







　少年は、血で汚れた顔のまま、頷く。もう、戦うことは出来ない。男を倒すことは出来ない。だが、ここから一歩も動かない。1ｍｍたりとも後ろに下がらない。四肢全てをもがれても。全身の骨を砕かれようとも。ここで、笑って、立ち塞がってみせる。背中の少女を守ってみせる。そう覚悟を決める。







　――何故なら少年は、『正義のミカタのヒーロー』なのだから。







　月の光の銀色を。自身のコスチュームと同じ色の光を。血塗れの体に浴び、自らの『正義』を貫き一歩も引かないヒーローの姿を。その誇り高き勇姿を。じっと静かに見下ろし、やがて男は空を見上げ、一言、呟いた。







「――私の、完敗、だ」
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　桜の根元に横たわり、ぴくりとも動かない桃色の魔法少女。

　少女を庇うようにして、立ち膝のまま気を失った銀色のヒーロー。







　正義の名の下に奮闘した二人の『正義のミカタ』を前にして、ひとり、月を見上げる豪奢なマントの男。勝者である筈の男の顔は。絶対的な力を以って魔法少女を、ヒーローを下した筈の男の顔は。だがしかし。勝利の喜びとは対極の位置にあって。







　無言のまま立ち尽くす、そんな男の懐から電子音が響く。無造作に取り出された通信機器。盗聴防止の為、特殊な仕様となっているその機械を取り出す。着信表示を見ることも無く、見る必要も無く、男は通話ボタンを押す。







「……私だ」

『もう終わった？』

「ああ」

『そう。成果は？』







　挨拶どころか名乗ることさえしない相手の言葉。男は少年少女たちに視線を向ける。自らが叩きのめした『正義のミカタ』たちに視線を注ぐ。血塗れで横たわる少女。傷だらけで意識を失った少年。男を倒そうと、慣れない格闘に挑んだ少女。男に一矢報いようと、得意ではない魔法を身につけた少年。二人が今、男の目の前で倒れている理由は、二人を前にして、男がこうして立っていられる理由は。ほんの少しの、本当に少しだけの、運の差。







「……私の、完敗、だ」

『……今は、あなたの面白くもない冗談を聞いている暇はないんだけど？』







　冗談などではないと。男はそう思う。少女の魔法は、男を焼き尽くすのに十分な威力を持っていた。少年の魔法は、男の腹に風穴を明けるのに十分な破壊力を持っていた。少女が、少年が。男の正体を知ってさえいれば。浄化魔法以外の、何らかの攻撃魔法を放ってさえいれば。







「戦いには勝った。だが勝負には負けた。そんなところだ」

『……よく意味がわかんないんだけど？　とりあえずあの二人は倒したってこと？』

「ああ。お前の依頼どおりに、な」

『そ。ならいいわ』







　――この結果は、逆転していた。







「これから、どうする？」

『とりあえずうちの救護班を向かわせる。あとマスコミにも情報をリークするよ』

「そうか。予定どうりに、か」

『うん。だから、今夜のあなたの仕事はもうおしまい。お疲れ様でした』

「……しかし、今更だが、よかったのか？」

『……うん？　何が？』







　用件はもう終わりとばかりに。すぐに通話を終える気配のあった相手に対し、男は問いかける。この作戦を聞かされたときから抱き続けていた疑問をぶつける。







「この二人のことだ。……ここで潰してしまうには、惜しい人材ではないか？」

『うん？　うーん……。正直に言えば、惜しいよ。そりゃ』

「……では、何故？」







　……『正義のミカタ』は、全国の少年少女からランダムで選ばれる。勿論、本人の資質、置かれた現状と言うものは考慮されるが、基本的にその選抜対象は、あくまでも『普通の』少年少女たちだ。




　故に、『正義のミカタ』という組織には、成り立ての『正義のミカタ』を本物の魔法少女へ、ヒーローへと育成する必要が生じる。魔法を、格闘を、志を、意識を。その身に叩き込む。時間をかけてはいられない。何故なら少年少女たちが『魔法少女』で、『ヒーロー』でいられる時間は短いから。一年、長くても二年。それが彼らに残された時間。彼らに与えられた時間。その限られた時間の中で、組織は、少年少女たちを『正義のミカタ』へと『改造』する。







「……これほどまでの戦闘能力と、高いモチベーションを持った人材はそうそういないぞ？　今から新しい人材を見つけて、この二人と同等レベルまでに育て上げるのは、正直困難だと思うのだが？」







　自分と互角に戦える力。敵に対し一歩も引かない覚悟。この二人の『正義のミカタ』としての完成度は群を抜いている。能力だけではない。魂だけでもない。そのふたつが高いレベルで融合している。誰もが憧れる『正義のミカタ』。そう呼ばれるに相応しい少年少女。過去の歴史を紐解いても、ここまで完成された人材というのはいないのではないか？　……『アイツ』を除いて。







『……言いたいことは、わかるよ？　でもね。どんなに強くても。どんなに正しくても。その子たちは、もう駄目。見切るしかない。切り捨てるしかない。本当に。本当に残念だけど。もう徹底的に利用して利用して利用しつくして、……そして、捨てるしかないの』







　通話口から聞こえる声に、嘲りの色はない。嘲笑の色はない。長い付き合いだからこそわかる。彼女のこれは本心。あの二人の力を認めて。あの二人の正義を認めて。その能力を惜しみ。その志を惜しみ。……でも、それでも切り捨てると。そう言っている。迷うことなく、そう断言している。







「……何故？」

『だって。その二人は。その子たちは……』







　☆　☆　☆　☆　☆







「……お断りします」







　……月夜の死闘の、数時間前。過去川某所。『正義のミカタ』の秘密基地にて。新任のリーダーから、『ブラックシャドウ』との対決の意思を聞かされた桃色の魔法少女は、迷うことなく、怯むことなく、はっきりとその命令を拒絶した。







「……どうして？　理由を聞かせてもらえる？」







　会議の席についていたのは、緋色の魔法少女、桃色の魔法少女、青色の魔法少女、そして銀のヒーロー。……今日のこの日まで、未熟な『正義のミカタ』たちを引っ張ってきた、英国生まれの白い魔法少女の姿は、ここには、ない。







「戦う理由がありません。断罪する根拠がありません。『正義のミカタ』は『悪』と戦うべきです。まだ悪事を働いてもいない者を討つことは出来ません」







　緋色の少女の主導で始まった会議は、最初から不穏な空気を含んでいた。普段は大人しい（プライベート以外では）桃色の魔法少女は、席につく前から露骨な敵意を前面に出し、青色の魔法少女は不機嫌さを隠しもせず、銀のヒーローは、ただひとり、分別ある沈黙を守っていた。







「『正義のミカタ』が『悪の秘密結社』に宣戦布告された。……それは戦うのに十分な理由だと、私はそう思うけど、あなたは違うの？　北川さん？」

「だからまず、向こうが宣戦布告に至ったその理由を調べるべきだと言っているのです。避けられる戦いなら避けるべきです。私たちはその努力をすべきだと思います」







　緋色の少女の正論に、桃色の少女が正論で返す。会議の行く末はこの二人に任せたと言わんばかりの青色の少女。黙って見守る銀色の少年。







「こちらがそこまで妥協する必要って、あるのかな？」

「『正義』である私たちにこそ、その義務があるのだと思います」







　緋色の少女が重ねて問いかける。桃色の少女は一歩も引かない。組織から全権を委ねられた、言わば自分の上司に対し、いっそ堂々と桃色の少女は言ってのける。







「うーん……。私はそうは思わないけどなあ」







　緊迫した場の雰囲気を和ますように、緋色の少女が笑顔を浮かべる。その気持ちに応えるように、桃色の少女も語感を改める。







「……すいません。誤解の無いように言っておきますが、緋村さん。あなたに何か含むところがある訳じゃないんです。新任のリーダーさんに対して、私の態度はあんまりだと、自覚もしています。ただ、私は、『正義のミカタ』として、ずっと胸を張っていたいから。だから、だからこそ、納得のいかない指令には……」







　長い髪を揺らして緋色の少女が笑う。にっこりと微笑む。自らの言葉に俯く桃色の少女に向け、安心させるように声をかける。







「大丈夫。あなたがそんな子じゃないってことは、私、よく知ってるから。むしろ、忌憚のない意見を言ってくれて感謝している。そんなあなたに甘えて、もう少し聞かせてもらいたいのだけど、どうしてそこまで、『悪』を信じようとするのかな？」







　桃色の少女が顔を上げる。緋色の少女の目を真っ直ぐに見つめ口を開く。後ろめたさのかけらも見せずに。自らの言葉に絶対の自信をこめて。







「私には、本多さんが、『悪』だとは思えないから、です」

「その根拠は？　一緒にこの街を守った経験から？　かな？」

「勿論それもあります。でも、本当の理由はそこじゃなくて……」

「では？」







　桃色の少女の脳裏に、白い光が輝く。追いかけてきた背中。こうなりたいと願った姿。憧れた姿勢。自分を変えてくれた、『元』リーダーの澄んだ瞳。自信も無く、志も低く、『正義のミカタの魔法少女』に値しなかった過去の自分のことを、ずっと、ずっと支え続けて導いてくれた、力強くも優しい、白い手。







「……お嬢様……、失礼。『マジカル・カトリーヌ』が信じた人だから、です」







　自分では、とうとう届かなかった。最後まで、守られるだけの存在だった。いつか、肩を並べてみたいと。同じ視線で語ってみたいと。そう願った魔法少女。桃色の少女が『魔法少女』で、『正義のミカタの魔法少女』であろうと、あり続けようと。そう誓った理由。彼女が『正義の魔法少女』である理由。







「あの人が。『マジカル・カトリーヌ』が。唯一対等だと認めた相手。唯一その心を開いた相手。……唯一、認めた相手。それが『悪』だなんて。本多さんが、倒すべき『悪』だなんて。私は信じません。信じられません」







　――それは、嫉妬交じりの告白。自分がそうありたいと願い、叶わなかった思い。







「……感情論、かあ……」

「……そう、かもしれません。でも、それでも、私は信じています。――あの人を」







　緋色の少女はため息をつく。だが、桃色の少女の言葉を、その思いを。無下に否定しようとはせず、視線を廻らす。席について以来、一言も口を開くことの無かった銀色の少年へと視線を固定する。







「あなたはどう思う？　三田君？」

「うん？　……そうだな。北川の言うことも、緋村さんの言うこともわかる」

「三田君！」

「落ち着け北川。話は最後まで聞け」







　旧知の仲という遠慮の無さからか、早速噛み付いてきた桃色の少女に対し、銀色の少年は手をかざす。落ち着けと、暴れる子犬にするように腕を振る。







「実はな、緋村さん。俺、クラス委員なんだよね」

「……それが、この議題とどういう関係が？」

「だからさ」







　少年は笑う。屈託無く。影も無く。まっすぐに。自らの生き方そのままに。正しくあろうと願い、正しくあろうと行動し。少しずつ少しずつ成長し、少しずつ少しずつ認められてきた熱血漢の少年は。







「俺はね。緋村さん。もう四ヶ月間も、本多と机を並べてきたんだよ。同じ授業を受け、同じテストを受け、同じ教室で、同じ空気を吸ってきた。……あいつは悪いやつじゃないよ。少なくとも、本人が言うほどには、ね」







　……少年は思い出す。初めて本多百合という少女を意識した日のことを。ただの無愛想なクラスメイトだと思っていた少女。その正体である『悪の組織の女幹部』から胸倉を掴まれ、罵倒された日のことを。正義であろうと。悪と戦う『正義のヒーロー』であろうと。その意識ばかりが空回りし、周囲が見えなくなっていた当時の自分を。周囲のことを考えられなくなっていたあの頃の自分を。力づくで止め、説教を喰らわし、思いっきり叩きのめしてくれた、漆黒の髪の少女のことを。







「……つまり、三田君も反対ってこと、なのかな？」

「本多本人からきちんと話を聞くまでは、戦いたくはないなあ」







　言葉は柔らかい。表情に固さはない。でも、少年の言葉は、その意思を明確に伝えてくる。しっかりと、この作戦には反対だと断言している。優しさと。強さ。それは、少年が、この四ヶ月で身につけたもの。教えられ、吸収し、自らのものとした『正義のミカタのヒーロー』である資質。







　緋色の少女は頷く。否定するでも、肯定するでもなく、ただ頷き、……そして最後に残された少女へと視線を向ける。







「あなたは、どう？　風見さん？」

「うん？　あたし？　あたしの考えは至ってシンプルだよ」







　青色の少女が足を組みなおす。何かを言う前に。言葉を発する前に。桃色の少女を、銀色の少年を一瞥する。最後に、緋色の少女の顔を正面から見つめる。







「……あいつがやるっていうのなら、正面から叩き潰すだけ、だよ」







　桃色の少女が息を呑む。銀色の少年が眉を顰める。青色の少女の言葉は、声は、表情は。淡々としていてその真意を見せない。いつものアルカイック・スマイルではない。殺戮天使のそれではない。ただ、あるがままに、自らの意見を述べただけ。そのように見える。







「か、風見さん！？」

「おい。風見？　お前……」







　追い詰められたような顔で叫ぶ桃色の少女。訝しむような顔で問いかける銀色の少年。二人に対し、ちらりと一瞥を投げかけた青色の少女は、激昂するでもなく、声を荒げるでもなく、説得するでもなく。ただ、言葉を紡ぐ。







「そこの二人は何か勘違いをしているようだけど、あたしたちは、……少なくともあたしは、『正義』だ。その『正義』に向かって牙を剥こうって言うんだ。それが『悪』じゃなきゃ何て言えばいいんだ？」







「で、でも！」

「いやそれはさ……」







　何とか反論しようとする二人に、青色の少女はもう見向きもしない。緋色の少女を正面に見据え、最後まで淡々と、ただ事実を事実として述べるように、あるべきものをあると言うように。静かに口を開く。







「あたしたちは、『正義』だ。『悪』を討つ正義だ。その大前提を間違えちゃいけない。……緋村さん。宣戦布告、受けようじゃないか。あたしはあたしの正義を貫くよ。どこまでも。一切の妥協はせずに」







　青色の少女の視線と言葉を受けた緋色の少女が、かすかに微笑む。もう一度、会議の参加者全員の目を見る。桃色の少女の激情と、銀色の少年の戸惑いと、そして青色の少女の決意を受け取る。







　――そして。







「意見が二対二に別れましたね。この件に関しては、本日は保留にしましょう。明日また、この時間に。この場所で。各自一晩しっかり考えて、次回の会議で結論を出しましょう。……では、みなさん。お疲れ様でした」







　☆　☆　☆　☆　☆







『……あの二人は、『ブラックシャドウ』に汚染された。あの組織に囚われた。あの男の意志を継ぐ者に、囚われてしまった。……私はね？　あの組織のことを過小評価しない。あの男の志を継いだ子を過小評価しない。徹底的に、徹底的に排除する。……あなたなら、わかるでしょ？　私は、私の正義は。もう、あの男には、悪の秘密結社、『ブラックシャドウ』には……』







　その声に、どれだけの想いがこめられているのであろう？

　その言葉に、どれ程の痛恨が隠されているのだろう？







『……絶対に、負けない。もう二度と』







　最後にそう告げて、通信は一方的に切られた。怒鳴るでもない。泣き喚くでもない。でも、その一言には、どんな怒りよりも、悲しみよりも、強い意志が。彼女の『正義のミカタ』としての生き様のようなものが。しっかりとこめられていて。







　……男はもう一度、月を見上げる。







「……皮肉なものだな」







　正義が正義を、討つ。正義同士が、その腸を喰いあっている。共に願うものは同じである筈なのに。その志は同じである筈なのに。同じ立場に立っている筈なのに。







「……なあ？　黒崎？　今の俺を見たら、お前は哂うか？　今の『正義のミカタ』を見たら、お前は怒るか？　こうなることを予想していたから、だからお前は、だからお前というやつは、だから、あんな……」







　男は言葉を切る。もう、月は見ない。自らが打ち倒した少年少女たちにも視線は向けない。全てに背を向け歩き出した男が、最後に、ぽつりと呟く。







「それが、お前の望んだ道で。これが、俺の歩く道、だったな。……お前はもう、引き返せない。俺はもう、引き返さない。どちらが歩くのも、血に塗れた道だ。修羅の道だ。……ならば、最後まで」







　――貫き通すさ。自分で選んだ道、だからな。







　……月夜の死闘が、終わりを告げた。
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　とんとんとんとん……。







　私の振るう包丁の音が、広い百合荘の台所（キッチンなどという洒落たものではない）に響き渡る。今日のお昼ご飯のおかずは……なんだっけ？　習慣のようにタマゴを割り、習慣のように野菜を刻み、習慣のように鍋に火をかけ、――そこでふと我に返る。ううむ。身についた習慣とは恐ろしい。まったくの無意識でここまで調理していたぞ。そんなことを考えつつ、視線を巡らせる。







　壁にかけられたカレンダー。去年の年末に商店街の八百屋さんからもらった、四季折々の写真を背景にした安っぽいそれ。基本的にプライベートというものがほとんど存在しない私にとって、カレンダーというのは特売の曜日さえわかればいいものであって、こうして私の城、百合荘の台所に貼られて以来、先週の週末まで一度も書き込みなんてされたことがない、それに。







　……ぽつんとふたつ。仲良く並ぶ小さな赤丸を見て、思わずため息をつく。







「……はあ」

「……姐さん。鍋が吹き零れそうですぜ？」

「……はえ？　って！　あ、あ、あっ！」







　ぐつぐつと音を立て沸騰する鍋の中身。まずいまずい。今はまだ出汁をとっている段階だからよかったけど、食材が入っていたらやばかった。いやまあ。焼き物じゃなく煮物だから、多少煮込みすぎたところで形が崩れるくらいだし問題ないんだけど。失敗作は大佐専用にすればいいだけだし。そんなことを考えつつ火を止める。







「ありがとね。カニゾーさん。……ところで、いつからそこに？」

「まあその、十分ほど前から、ですが」







　……あー。やばいなあ、今の私。如何にこの百合荘の台所が広いとはいえ、カニゾーさんの巨体の進入に気がつかないとは。心ここにあらず……なんてレベルの話じゃない。どうかしてる。隙だらけにも程がある。







「……あの、姐さん？　差し出がましいことを言うようですが……」

「うん？　……あー。うん」







　私が何を見ていたのか、この心優しいサイボーグさんには気づかれていたのだろう。恐らく、その心の中までも見透かされているのだろう。うん。わかってる。カニゾーさんの言いたいことはわかる。――わかるけど、ね。







「大丈夫大丈夫。一日二日くらい学校さぼったって、別に問題ないよ」

「いえ。自分は別に、姐さんの学業の成績を心配している訳ではないのですが……」







　昨日は平日。そして今日も平日。一般的な勤め人なら会社に行っている。普通の高校生なら学校に行っている。そんな、祝日でもなんでもない今日この日に。何故、この私が百合荘住人の為にお昼ご飯の用意をしているのかと言えば。







「……学校、行ったほうがいいのではありませんか？」

「……ごめんねー。カニゾーさん。私、実は朝から熱があってねー」







　ま、所謂、サボリというやつなのである。それも昨日今日と二日連続で。一応、我が家における大人の一人で、且つ私の担任である山田先生こと大佐には、『高熱で動けませんのでお休みします』と朝食の席でもりもりと目玉焼きを頬張りながら、元気よく堂々と宣言してある。別に嘘をついている訳じゃないぞ？　熱。うん、熱か。三十六度もあるぞ。まずいね。平熱三十五度九分である私にとってこれは動けないほどの高熱なのだインフルエンザかもいやもしかしたらエボラ出血熱の可能性すらある……なんて、そんなくだらない冗談が真面目なカニゾーさんに通じる訳もなく。







「姐さん……」

「うん。ごめんねカニゾーさん。わかってる。わかってはいるんだよ。私だって」







　別に私は優等生という訳ではない。皆勤賞を狙っている訳でもない。ただ、学校に行けば嫌でも顔を合わせてしまう。隣のクラスの友人に。自分のクラスの委員長に。……そして英国生まれの副委員長様に。どんな顔をすればいいかわからないって、まさにこのことだろう。宣戦布告を交わした『正義』と『悪』が、同じ教室で机を並べて仲良く同じ授業を受ける。――どんなコメディだそれは。







「心配しなくても、もうすぐ夏休みだしね。――だから、このまま……」

「姐さん……」







　どんなに言葉を飾ろうと、私が友人たちと決別した事実に変わりはない。どんなに情理を尽くそうと、その裏切り行為が許される訳もない。……だから、私は逃げ出したのだ。恥も外聞も無く。戦略的撤退、なんて格好いいものじゃない。ただただ、あいつらに会いたくなくて。合わせる顔が無くて。







「……このまま、夏休みまで、このまま……」

「百合ちゃんっ！！」

「はえっ！？　え！？　なにどうしたの！？」







　大広間でくつろいでいた筈のBさ……じゃない。お姉ちゃんが台所に飛び込んでくる。私の腕を強引に取る。そのまま無言で有無を言わさぬ力で引きずっていく。なんだなんだなんだ？　いつもおっとりのんびり。春の陽だまりのような我がお姉ちゃんがこんなに慌てるなんて一体何事だ？




　転がり込んだ大広間にいたのは博士とAさん。難しい顔でむっつりと腕を組む博士。真剣な顔で食い入るようにテレビ画面を見つめるAさん。映し出されていたのは中年の男性アナウンサー。明るい話題ではないのだろう。ポーカーフェイスのまま淡々と告げる内容は本日のニュース。







『……昨晩遅く、兵庫県過去川市過去川小学校校庭にて発見された「正義のミカタ」、「マジカル・スノー」と「ライジング・スター」は現在も意識不明の重体で、過去川総合病院にて懸命の治療が施されています。当病院の田中外科部長の話によると、両者とも全身打撲と骨折、そして内臓に甚大なダメージを負っており、非常に危険な状態であるとのことです』







　……え？







『事件当夜、「正義のミカタ」の二人は、市内パトロールの最中でした。深夜零時ごろ、本部との連絡が断絶。異変を察知した「正義のミカタ」本部は、県警、及び自警団へ協力を依頼。その結果、巡回中の警察官が同日深夜二時前後、過去川小学校校庭にて血塗れで倒れている二人を発見しました』







　……北川さんが、三田君が、意識不明の、重体？







『「正義のミカタ」本部は、残された遺留品等から今回の襲撃事件を、秘密結社「ブラックシャドウ」の仕業と断定。関係各所への通報を終え、現在、新リーダー、緋村氏の精力的な指揮の下、組織の全力を挙げ戦闘準備に勤しんでいるとのことです』







　……な、に、これ？







　私は思わず博士の顔を見る。重々しく首を横に振る博士。私は次にAさんの顔を見る。慌てて首を横に振るAさん。『ブラックシャドウ』の仕業？　この事件が？　曲がりなりにも組織の長であるこの私が知らないというのに？　我が組織が誇る戦闘員たちは、昨晩、家から一歩も出ていないというのに？　いや。そんなことは今はどうでもいい。犯人捜しなんかしている場合じゃない。大事なのは。重要なのは。今回の事件による被害者の安否。







「――っ！？」

「百合！　待つんじゃ！」







　博士の声は私に届いてはいたが、動きを止めることは出来なかった。気がつけば、体が勝手に動いていた。足が勝手に走り出していた。エプロンを脱ぎ捨てつつ、玄関へと向かう。靴を履く時間ももどかしく、踵を踏んだまま外へと飛び出す。炎天下の道を病院に向け駆け出す。







「北川さん……っ！　三田君！」







　脳裏に浮かぶ嫌なイメージを吹っ切るように、全力で走る。あの北川さんが？　あの三田君が？　そんな莫迦な？　あの二人が負けるなんて。いやそれより。カトリーヌ。あいつ何してんだ！？　お前、あいつらのリーダーだろう？　指導者なんだろう保護者なんだろう？　お前がついていながらこれはどういうことだ？







「……なにしてんだよっ！　カトリーヌ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……くっ！　カニゾー！　ついていけ！　百合を頼む！」

「承知！」

「よいな！？　無茶なことはさせるなよ！」







　飛び出していった少女を追い走り出す巨漢の男性。その広い背中に声をかけつつ、老人が唸る。打つ手が早い。早晩、何か仕掛けてくるだろうと覚悟は決めていたつもりではあったが、これは……。







「……博士」

「……うむ。Bよ。至急、大佐へ連絡を頼む」

「わかりました。博士」







　老人からの指示を受けた妙齢の女性が部屋を出て行く。一度だけそちらに視線を送り、老人は目を瞑る。自らの心を落ち着けるように大きく深呼吸する。







「Aよ」

「はい」

「どう、思う？」







　老人に問いかけられた青年が腕を組む。精悍な顔と逞しい肉体を持った青年は、しばしの沈黙の後、やがて自分自身に語りかけるように口を開く。







「……国家権力とマスコミを味方につけ、徐々にこちらの外堀を埋めていくやり方……。間違いないでしょう。この一件の黒幕は、『彼女』だと僕は思います」







　青年の言葉は、老人の思考と一致する。正体は見せない。尻尾は掴ませない。だがしかし、これはいつか通った道。老人が今よりもう少し若く、青年が少年と呼ばれた時代に体験した苦い思い出。敗北の歴史。そのトレース。







　青年の言葉にひとつ頷いた老人は、少女が出て行った先を見つめる。さっきまで晴れ晴れと広がっていた青空は厚い雲に覆われ。夏特有のからっとした熱気は肌にまとわりつく湿気に取って代わられ。それがまるで、老人にとって自らの命よりも大事な少女の未来を暗示しているような、そんな気がして。







「……無事に帰ってくるのじゃぞ？　百合よ……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……くそっ！　正面玄関からは入れないか！」







　先月、性質の悪い風邪を引いたカトリーヌも世話になった病院。その正面玄関には多数のマスコミ関係者がたむろしていて。銃の代わりに言葉を放ち、剣の変わりにマイクやカメラで武装した連中が徒党を組んで待ち構えるそこに、徒手空拳で突撃を果たすことには、さすがに些かの躊躇いを覚える。別に悪いことをした訳じゃない。私は、私の組織は、この一件に関して完全に白い手のままではある。だがしかし。







『……悪の秘密結社、「ブラックシャドウ」の襲撃により瀕死の重症を負った「マジカル・スノー」と、「ライジング・スター」の意識は、惨劇から一夜明けた今現在でも依然として回復しておりません！　また、二人が入院しているとされるここ過去川病院前においては、多数のマスコミ関係者が続々と集結しつつあり、非常に混沌とした状況に陥っております！』







　どこぞのテレビ局のリポーターらしい中年の男性がマイクに向かいそう叫ぶ。何が「混沌とした状況」だ。それを。そんな状態を作り上げているのは自分たちのほうではないか。盗人猛々しいにもほどがある。『ブラックシャドウ』の襲撃により瀕死の重傷を負った、だと？　見てきたように嘘をつくじゃないか？　その情報の裏づけは取ったのか？　『正義のミカタ』の組織が情報源の、大本営発表なんじゃないのか？　自分のことを偉そうにマスコミだと名乗るのなら、せめて事実確認位してみろ。……いや。今はこいつらの相手をしている場合じゃない。こいつらが述べる嘘の情報を正している時間じゃない。落ち着け私。ここにきた目的は何だ？　三田君と北川さん。二人の状態を確認する為だろ？　だとしたら……。







「そうだ！　通用口！」







　私は踵を返す。以前、カトリーヌが救急車で運ばれてきたときに使った通用口。あそこは緊急車両専用出入り口。邪魔な連中はいない筈。野次馬もいない筈。走る。全力で走る。病院の裏側に回る。……よっし！　狙い通り！　門の前には誰もいない。私は走りこんだ勢いそのままで、その敷地内に入り込み……。







　――ジャキンッ！







「……そんなに急いでどこへいくつもり？　『悪の女幹部』さん？」







　――目の前に突き出された、蒼い槍に、その動きを、呼吸を、止められた。











第四幕　業火の赤

第十一話　青の信念

第十一話　青の信念




　……斬り払われた幾筋かの前髪が、はらりと落ちる。







　門柱の裏に隠れていた少女が真横から繰り出した蒼い槍は、私の皮膚には一切の傷を付けず、その動きを強制的に止める。息をすることすら自由にならない。瞬きすら儘ならない。心臓すら、その鼓動を止める。







「どうしたの？　『悪の女幹部』さん？　鳩が豆鉄砲を喰らったような顔をして」







　豆鉄砲なんて可愛らしいものじゃない。蒼槍に篭められた殺気は本物だった。その刃に篭められた殺意は本気だった。今更のように肌が粟立つ。背筋が凍る。この一撃、少女がその気だったら、易々と私の喉笛を切り裂いていた。筈。







「か、風見さん。あ、あんた……」

「うん？　気安く名前なんか呼ばないでもらえる？」







　硬い金属音を立てて、槍が回転する。改めてその矛先を私へと向ける。青い魔法少女は身構える。敵を眼前にしたときのように。仇を目の前にしたかのように。冷たい眼差しが私を貫く。酷薄な言葉が私を貫く。ザクザクと。ズタズタと。







「……で？　ここに何しにきたのかな？　『ブラックシャドウ』の女幹部が」

「な、何って……。私はただ、三田君と北川さんに会いに……」

「なるほど。あの二人に止めを刺しに来たって訳か。さすが『悪の女幹部』」

「そんな！　そんなことこれっぽっちも！　そもそもあれは……っ！」







　私の言葉を遮るようにして、青い魔法少女が槍を振るう。私の声を断ち切るようにして、青い魔法少女が槍を構える。







「言い訳を聞く気はないよ。ここを通るというのなら、あたしを倒していくんだね」

「風見さんっ！　聞いて！　あれは！　三田君たちを襲ったのは！」

「……自分たちじゃない、とでも言うつもり、なのかな？」







　そう言った青い魔法少女が薄く嗤う。それはいつか見た笑顔。降りしきる雨の中、彼女と始めて対面した日の記憶と重なる。笑顔という名の仮面を被った青い少女。この世界の全てを呪っていた、魔法少女という名の復讐者。







「悪の秘密結社を束ねる者からの、突然の宣戦布告。その後の、一切の連絡断絶。……そして『正義のミカタ』の二人が襲撃され倒れた……。こういうの、状況証拠っていうんじゃないの？　疑うなって言うほうが無理だよね？　……それに」







　カパリと。音を立てて魔法少女の口が開く。もう二度と見たくなかったこの笑顔。敵の血に飢えた獣の笑顔。殺意の爪を。憎しみの牙を。その身に潜めた悪鬼羅刹。







「……あの二人が。今の『正義のミカタ』が。協力しても勝てない相手なんて、そうそういる筈がない。少なくとも『闇夜の鴉』の下っ端怪人に成せることじゃない。……そんなことが出来るのは、あの二人を相手に完勝出来るのは……」







　青い魔法少女が言葉を切る。きっと彼女も今、あの日のことを思い出している。私が倒れたあとのことを。闇に紛れて忍び寄る二人の戦闘員のことを。正義のミカタの魔法少女を前にして、いっそ堂々と名乗りを上げた悪の組織の大幹部のことを。







「……あんたたちくらいしか、いないじゃない！　『ブラックシャドウ』っ！」

「……っ！！」







　少女が吼える。喉も裂けよと声を上げる。それは犯罪者を糾弾する声。罪人を打つ正義の声。その言葉よりも。その声に。その顔よりも。その瞳の色に。私は憎しみ以外の、殺意以外の何かを感じて息を飲む。それはまるで、捨てられた子猫の鳴き声のような。迷子になった赤子の、親を求める泣き声のような。そんなものが、微かに、本当に微かに、感じられて。







「あんたからの理不尽な宣戦布告に！　組織からの冷酷な命令に！　あの二人は必死になって抵抗した！　情理を尽くして、手段を選ばず、あんたと交渉の場を持とうとした！　上司からの命令にも首を縦に振ることはなかった！　……信じていたんだよ。あの二人は。あんたなんかのことを」







　知っている。私は知っている。あの二人が。何度も何度も。私にメールを送ってくれたことを。無視されても無視されても。飽きることなく諦めることなく。私へと手を差し伸べてくれたことを。――そしてそれは。目の前にいる魔法少女も同様で。私を。私なんかのことを信じてくれていたのは、あの二人だけではないと知っていて。私が裏切ったのは、あの二人だけじゃないと知っていて。







「……それに対する答えが、この仕打ちか！？　あんたはね！　あの二人の気持ちを裏切ったんだ！　あの二人の言葉に耳を貸そうともせず！　返事の代わりに拳を振るって！　和解の抱擁の代わりに血の雨を降らせたんだ！　その罪！　今ここで償って貰おう！」







　――がくりと。膝が折れる。心が折れる。あの二人を。三田君を、北川さんを襲ったのは自分たちじゃない。『ブラックシャドウ』ではない。それは確かにうちの仕業じゃない。でも。それ以外のことに関しては。一方的な宣戦布告を告げたのも。それ以降、一切の連絡を絶っていたのも。『正義のミカタの魔法少女』たちからの信頼を、友情を、私が反故にしたのも、言い訳のしようがない事実で。







「……立て。『悪の女幹部』。『ブラック・ユリィ』。せめて変身する時間を与えてやろう。無駄な抵抗だとは思うが、戦う術を与えてやろう。……さあ、あの夜の続きだ」







　力なく跪く私に向け、魔法少女がそう宣言する。あの日と同じように。あの雨の夜と同じように。青い槍を頭上にかざし、打ちのめされた私を見下ろし、彼女は静かに言葉を続ける。







「……言った筈だよな？　あたしはあたしの正義を貫くと。もしあんたが、あたしの正義に反するような事をしたら、そのときは……」







　すうっと。蒼い槍が下りてくる。その切っ先が私の顔に向けられる。冷たい刃先が、抑えきれない魔法少女の怒りを伝えてくる。絶対零度の怒り。溶けることがない、万年雪の怒り。深い深い、真っ暗な深海のような怒り。







「……このあたしが、あんたを、必ず殺す、って」







　有言実行。それが彼女のモットー。彼女は躊躇わない。彼女は自分を裏切らない。いつだって。どんな場面だって。彼女は自分の意思を真っ直ぐに貫く。







「……どうした？　立たないのか？　変身しないのか？　黙って無抵抗のまま、その首をあたしに捧げるとでも言う気か？　ま、そのほうがこっちは楽でいいけど」







　立たない。立てる訳がない。変身しない。変身なんてできる訳がない。折れた心は元には戻らない。戦う意思なんてはじめから存在しない。もう、いい。全部全部、もうどうでもよくなった。やるというならやってくれ。青い魔法少女。私の影法師。あんたにやられるというのなら、ある意味本望だ。







「本当に情けないやつだな。あんたは。……覚悟はいいか？」







　槍が目の前から引かれる。刃先が下がっていく。それは休戦の合図ではなく、ましてや終戦の証でもなく。言うなれば引かれた弓。貫く為の間合い。溜め込まれた力を解放する為の時間。







「返事もない、か。……では、そのまま死ね。『悪の女幹部』よ」







　蒼い稲妻。冷たい雷光。青い魔法少女の一撃が私に迫る。それがやけに遅く感じる。早く貫いて欲しい。早く終わらせて欲しい。もういい。本当にもう、どうでもいい。悪も、正義も。過去も、未来も。戦いも、復讐も。全部全部、面倒になった。もう、立てない。もう、戦えない。こんな『悪の女幹部』なんて、消えてしまえばいい。……そのときの私は、本気でそう思った。の、だけど。







「……そこまで」

「――っ！？」







　その槍は私の体を貫くことが出来ず。その刃先は私の体に届くこともなく。その刃は私の命を終わらせることは当然出来ず。







「得物を引け。『青の魔法少女』よ」

「……なんで、あなたが……。ううん。当然、か。だってあなたは」







　冷たい蒼に染まった槍が、逞しい腕によって押さえ込まれている。カルシウムの代わりに鋼鉄製の骨を。タンパク質の代わりに特殊合金製の動力を。皮膚の代わりに合成繊維を貼り付けた人口の腕。でも、冷たい筈なのにどこか温かいその腕。







「こちらに戦闘の意思はない。貴様と戦う意味もない。が……」

「……が？」







　みしりと、握り締められた槍が悲鳴を上げる。かつての自分を、死の一歩手前まで追い詰めた魔法少女の武器。それを、ただただ『握る』だけで破壊しかねない今のカニゾーさんの力。







「我が主へ刃を向けることは許さん。これ以上、続けるというのなら」

「……続けると、いうのなら？」







　ぐん、と、蒼い槍が軋む。サイボーグの腕力にも負けない、魔法少女の力。科学の力で増強された腕力を、魔法の力で強化された戦闘能力で対抗する。睨み合う二人。双方、一歩も譲る意思はないと、その瞳が告げている。







「……自分が、相手だ」

「……それは、本気なの、かな？」







　魔法少女の声が、揺れる。サイボーグの瞳が、揺れる。二人のやり取りに割り込むことが出来ない。一言一言が、まるで巨大な岩のように重い。篭められた感情が痛い。私の脳裏に、先週見た光景が浮かぶ。カニゾーさんの腕に取り付いた、青い魔法少女の嬉しそうな笑顔が。それを見つめるカニゾーさんの、ちょっと困ったような、それでいてとても優しい笑顔が。







「……無論、本気だ」

「……そっか。そうなんだ。やっぱり、そうなんだ、ね」







　魔法少女が、笑う。嗤うのではない。哂うのでもない。ただただ、透明な笑顔を浮かべる。深い深い海の底。そこを流れる、誰も触れたことのない海水。そんな、透明な、透明すぎる、悲しい笑顔を浮かべる。







「……引いてくれるか？　『魔法少女』よ？」

「……ううん。引かない。引けない。ここは譲れない。だって……」







　魔法少女が、顔を伏せる。表情を隠すように。想いを断ち切るように。絞り出された声が苦渋に塗れていても。伏せられた顔から想いが一滴、大地に向かって零れても。それでも。彼女は。風見　葵という名の少女は。







「だってあたしは、『正義のミカタ』だから。そうあろうと、生きてきたから。そうなる為に、生きてきたから。ここで折れたら、あたしはあたしじゃなくなっちゃう。ここで引いたら、あたしは自分の生き方を否定することになっちゃう。だから。だから。……だからっ！」







　魔法少女が、力を篭める。その細腕にありったけの力を篭める。自らの意思を表すように。自らの生き方を示すように。未練を振り払うように。







「……あなたが相手でも。あなたと戦うことになったとしても。あたしは引かない。あたしは自分の正義を貫く。あたしは悪を討つ。それは、それだけは、絶対に譲れない。譲れないんだ。だから……」







　魔法少女が、力任せに槍を引き抜く。カニゾーさんの逞しい腕から愛用の武器を奪い返す。高々と天に向け構える。顔を上げる。凛々しい顔を真っ直ぐに前に向ける。鋭い瞳を真っ直ぐに前に向ける。折れないように。下がらないように。しっかりと大地を踏みしめる。







「あたしは！　あなたと！　もう一度戦う！　そして勝つ！」







　それは『正義のミカタの魔法少女　マジカル・ウィンド』の意地。彼女の生き様。ずっとずっと。あの悲劇の日から。最愛の両親を失ったあの悪夢の日から。一日たりとも忘れたことのない気持ち。その根源。







――彼女が『正義のミカタの魔法少女』である理由。







「あたしは、悪を、許さない」

「……そうか。では」







　魔法少女の言葉に応えるように、カニゾーさんが身構える。ぎちりと、拳を握り締める。その全身を覆う赤い装甲は失えど。その両腕に付けられた巨大な鋏は失えど。巨漢の男の正体は、『悪の組織の怪人』。戦うことこそ、男の責務。『悪の組織の女幹部』である私の為に、その身を捧げるのが、彼の使命。彼の願い。でも。でも。でも……っ！







「だ、駄目だよ。カニゾーさん。もういいよ。もういいんだよ……」







　相変わらず立ち上がれない、地に膝をついたままの情けない私が、声を絞り出す。どうしてこうなっちゃったのだろう？　青い魔法少女も。巨漢のサイボーグさんも。互いを大事に想っている筈なのに。わかりあえた筈なのに。この二人が戦わなくてはいけない理由なんて、本来、どこにもない筈だったのに。







　――全部、全部、私のせいだ。私のせいなんだ。







「……姐さん。よくはありません。我が主に刃を向ける者、それは全て敵、です」

「……正義に対して拳を向けるというのなら、返り討ちにするだけ、だよ」







　――だれか、お願い。この二人を止めて。お願い。お願いだから。







「――いざ尋常に」

「勝負――っ！」







　青い閃光が奔る。人工の拳が迎え撃つ。魔法と科学の激突。全てを貫く魔法の武器と、全てを叩き潰す科学の力が正面からぶつかる。その瞬間。







「――双方、それまで」







　両者の中央に、白い障壁が浮かび上がる。青の魔法でも。サイボーグの拳でも。貫くことも砕くことも出来ない、ひとつ上のレベルの魔法。それを唱えた本人と同様、白く眩しい光を放つそれは、二人の決定的な対決を阻む。私の願いを叶える。







「風見さん。……それから、『ブラックシャドウ』の怪人さんも。ここは私に預けてはくれませんか？　お願いします」







　そう言いつつ、深々と頭を下げる少女。その名は。







「あんた、どうして……？」







　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』――
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　……遠く、遠くの空から雷鳴が聞こえる。







　真夏の熱せられた空気に、雨の匂いが混じる。今にも泣き出しそうな空は、暗く厚い雲に覆われ。表玄関の喧騒とは裏腹に、蝉の声だけが響く静かな舞台。登場人物は四人。演目は涙を誘う悲劇か、それとも失笑を禁じえない喜劇なのか。







　打ちひしがれ惨めに跪いた私。

　そんな私を見下ろし槍を突き出す風見さん。

　風間さんの振るう槍を握り締めたままのカニゾーさん。







　そして、三人の動きを言葉一つで止めた第四の人物。白い魔法少女。カトリーヌ。







「……もう一度、言いますね。風見さん。そこまでで。槍を引いてくださいな」







　その声は穏やかで。その言葉は礼儀正しく。されど、逆らうことが許されない重さを持ち。無視することが出来ない厳しさも併せ持ち。白い少女は毅然として私たちの前に立つ。言葉よりも態度で。声よりも存在感で。私たち三人を静かに圧倒して。







「……ここで引けと。あたしに引けと。そう命令するの、かな？」

「……命令？　いえ。私は既に、貴方に命令を下せるような権限は失ってますよ？」







　食い殺さんばかりの顔で、白い魔法少女を睨みつける青い魔法少女。

　どこまでも慈愛に溢れた顔で、青い魔法少女を見返す白い魔法少女。







「だから、これは『お願い』です。風見さん。……ここは引いて貰えませんか？」

「命令なら、無視も出来るんだけど、ね。……『お願い』じゃ、しょうがないか」







　――張り詰めた空気が、ふっと弛緩する。







「散々世話になった、あんたからの『お願い』だ。ここ一度だけ、引いてやる」

「ありがとうございます。風見さん。……さ、そちらの方も」







　ぺこりと頭を下げたカトリーヌに視線で促され、カニゾーさんが戸惑うように私の顔を見る。許可を求めるように目で問いかけてくる。私は頷く。カトリーヌの真意はわからないけど。風見さんの心境も読めないけれど。でも。私は信じる。信じることにする。白い魔法少女の言葉を。『正義のミカタの魔法少女』の言葉を。――それで騙され果てるのならば、そのときはそのときだ、と。







「うん。もう大丈夫だから。カニゾーさん」

「……では」







　すっと。カニゾーさんが槍から手を離す。乗り出していた体を、私の背後へと戻す。それを横目で見つつ、ぶんと蒼槍を振り回す風見さん。――再び、私の前髪を数本切り落としたそれは、その行動は、一種のデモンストレーション、だったのだと思う。得物を収めた彼女の目が語っている。……『次は、ないぞ』と。







「……で？　この場をどう収めるつもりなのかな？　白いのは？」

「そうですね。……とりあえず、私に任せてもらえますか？」

「そりゃ構わないけど。どうするの？」

「……会わせようと思います。百合を。雪乃たちに」







　その返答を聞き、青い魔法少女の眉がぴくりと反応する。







「そりゃまた思い切ったことを……。考えは、あるんだろうね？」

「私なりに」

「そっか。なら、あたしが止める理由はないよ。好きにしたら？」







　そっけなくそう言い捨てると、青い魔法少女は自慢の槍を地に突き刺し腕を組む。後は任せたと。言葉ではなく態度でそう示す。青々とした葉をつけた、裏庭に生える大樹に背を預け、静かに目を瞑る。不完全燃焼の殺意を抑えるように、浅く、静かに呼吸を繰り返す。







「さ。百合。こちらへ。……ああ。お連れの方はここでお待ちください」

「え？　あ、う、うん」







　状況の推移についていけない私は、カトリーヌの言葉に慌てて立ち上がる。その背中について……行く前に。もう一度振り返る。風見さんに向け口を開く。







「あ、あのさ！」

「あん？　なんだよ？　戦う気がないならさっさと行け」

「あ、うん。行く。行くけど。その前に。聞いて欲しいことがある」

「うん？」







　どうしても。これだけは。伝えないといけないから。言わなきゃいけないから。







「三田君を。北川さんを襲ったのは、私じゃ、私たちじゃ、ない」







　信じろなんて言わない。信じてくれなくてもいい。でも。これは伝えなければいけないことの筈。私の言動が誤解を生み、私たちの間には埋めようのない溝が出来てしまったけど。でも。それでも。私にはそれを伝える義務がある。誤解ならばそれを解く責任がある。だから。私は――。







「……何を言い出すのかと思えば。そんなくだらないことか」

「く、くだらない、って……」







　――正直、堪えた。その言葉の冷たさに。その目の冷ややかさに。萎えかける心。折れそうになる心。でも。私はそれでも。ありったけの勇気を振り絞って。更に言葉を続けようと口を開く。







「ごめん。信じてもらえないかもしれないけど！　でも！　本当に」

「もういい。黒いの。誰がやったか、なんて話は、この際……いや」







　私の声を遮るようにして発せられた風見さんの言葉が、不自然に途切れる。そのまま沈黙の時間が過ぎる。永遠に等しい数秒。折からの風に煽られた青葉がちぎれ、地に落ちるまでの時間が過ぎ。そして。







「……やっぱり、いい。あとはそこの白いのから聞け。もう、あんたに言うことは何もないけど、その人、あんたのお仲間にはちょっと話がある。……少しだけ、こっちも二人だけにしてもらおうか」







　……青い魔法少女は、そう言って、カニゾーさんのほうを、見た。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……病室の中は、私でも立ち入り禁止になっています。ご家族ですら面会謝絶ですからね。ここから顔を見るだけで我慢してください」







　……生まれて初めて入ったICU病棟は、白いクリーム色の壁をしていた。その一番奥。大きな窓ガラスの内側。そのベッドに横たわる二人の顔は、包帯と酸素マスクに隠されていて。一瞥しただけでは、どちらが北川さんでどちらが三田君か判別すらつかなくて。







「全身打撲。数箇所の骨折。雪乃は腕を砕かれ、三田君は足を……。ああ。改造された足を折られています。そして二人とも内臓、特に肝臓に甚大なダメージを負っています。外部からの衝撃により破裂寸前だったということです。……正直、生きているのが不思議、というか、魔法少女でなければ、ヒーローでなければ、もうとっくに絶命していてもおかしくはない、そんな状態です」







　余りの惨状に言葉も出ない私に向け、カトリーヌが淡々と続ける。彼女の声が私の耳を素通りする。彼女の言葉を私の脳は理解出来ない。私はただ、ただただ、目の前に横たわる二人を見つめる。何本ものチューブが差し込まれた雪乃さんの腕。血が滲んだ包帯。何本ものコードで監視された三田君の鼓動が、脳波が、モニタリングされている機械。掛け布団の外に出された腕がところどころ内出血を見せている。







「峠は越したとお医者様は仰ってましたが、それでも意識が戻るのはまだ先でしょう。完全回復にはどれだけかかるのか、見当もつきません。……どうですか？　百合。これが、今の『正義のミカタ』の姿、です」







　どうですかも、なにも、ない。北川さんは『正義のミカタの魔法少女』だった。三田君は『正義のミカタのヒーロー』だった。戦うことが二人の責務だった。この街を護るのが二人の使命だった。それは、知っていた。知っていた筈、だった。







「……戦うということは、こういうこと、です。勝てばいい。街の平和も守れますし、周囲から賞賛もされる。ですが、戦いに敗れれば、敗北した者は、その末路が、これ、です」







　……そう。それは、知っていた『筈』でしかなかった。こうして傷だらけの二人を目の前にして、私は自分の甘さを知った。思い知った。戦いとは、相対的なもの。勝者がいれば敗者がいる。スポーツならば『負けて悔しい』で済む。でも、この二人がいた世界は、この二人が立たされた立場は、そんな甘いものではなかった。







「……力及ばず、負けた、そのときには、命を失う危険もある、ということです」







　……二人には、その『覚悟』があったのだろうか？　いや。そんなの決まっている。あったのだろう。あったからこそ、今、この二人は瀕死の状態でベッドに横たわっているのだ。敵に対して背を向けず。敵に対して真っ向から挑み。我が身を犠牲にしてでも『正義』を貫こうとしたのだ。







「私は、この二人を誇りに思います。――そして、それと同時に」







　窓ガラスに張り付いた私。その背後に立つカトリーヌの声が変わる。抑えきれない憤怒に。激情に。その声を震わせる。







「私は、二人をこうまでした犯人を、『正義』の敵を、許しません。絶対に」







　それは、彼女の誓約。誓い。この少女は自らに課した約束を、命を懸けて果たすであろう。『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』の名に賭けて果たすであろう。疑う余地もない、それは、確定された未来。







　――だから。だからこそ。







「……あんたも、それが私たちの仕業だと、そう言いたいのか？　カトリーヌ？」

「そう、なのですか？　百合？」

「違うと言っている！　この件に関し『ブラックシャドウ』は無関係だ！」

「そうですか」







　激昂する私に対し、カトリーヌはどこまでも冷ややかにそう告げる。まるで無関心なように。私の言葉などどうでもいいかのように。







「……なにその言い方？　もしかして疑ってるの？　私を？」

「いいえ。そうではありません。百合。……と、いうより」







　思わず振り返った私を、その青い瞳でじっと見つめる白い魔法少女。吸い込まれそうなその瞳に浮かぶのは、同情の色でも、親愛の色でもなく、ただただ、冷たく醒めた無機質な、青。







「貴方が。ブラックシャドウが犯人かどうか、なんて。そんなことは、そんな些細なことの真偽は、今はどうでもいいのです」







　……え？







「先程、風見さんが言いかけて、口を閉ざした言葉。それが何だったのか、どういう言葉だったのか、貴方にはわかりますか？　百合？」







　……なに？







「今回の件。貴方が。『ブラックシャドウ』が犯人ではない。百合がそう言うのなら、私は信じましょう。貴方は嘘はつかない。そう信じましょう」







　……だったら。







「でも、これは近い未来にありえた話。貴方が。『ブラックシャドウ』が。『正義のミカタ』を相手に本気で戦うというのは、こういうこと。正義か、悪か、どちらかが、傷を負う。血に塗れる。……その、覚悟が、貴方にはあったのですか？　百合」







　……そ、うか。そういう、こと、か。







「今回は、貴方が直接手を下した訳ではなかった。でも結局、貴方たちと私たちが。『正義のミカタ』と『ブラックシャドウ』が。直接正面から戦うということは、遅かれ早かれこうなっていた筈です。あるいは、勝者と敗者が逆になっていた可能性はありますが、それでも、お互いにとって大事な人がその犠牲になっていたのは、間違いのないことですよね？」







　……そう、だね。







「ねえ。百合？　貴方は。貴方には、それだけの覚悟があったのですか？　三田君を、雪乃を、風見さんを、――そしてこの私を。こうして倒す覚悟があったのですか？　こうまでするほど、正義を憎んでいたのですか？　答えてください。百合」







　……そんな。そんなこと。そんなことは。







「貴方は。それでも。『正義のミカタ』と戦うと、そう言うつもり、ですか？」







　……違うと言えたら、どんなに楽だろう。自らの発言を撤回できたら、どんなに楽だろう。そんな思いが私の胸を掻き毟る。がりがりと。がりがりと。私の中の弱い部分に爪を立てる。どくどくと。どくどくと。目に見えない血が、目に見えない傷口から溢れ出す。その痛みに耐えながら、身悶えながら、それでも。私は。私……はっ！







「……それでも、私は、『正義』と、戦う」







「……わかりました。では、貴方と私の縁は、今日、この日限りで」







　――その瞬間、何かが、大切な何かが、渇望して渇望して渇望して、ようやく手に入れたかけがえのない何かが、音を立てて崩れ落ちた。そんな気が、した。







居心地のよい初夏の夢は破れ、一人きりの孤独な現実が蘇る。二人なら見れた夢は、一人では追いきれなくて。幻のように消え去った楽しい日々は、もう二度と取り返せそうにもなくて。哀しくて。悲しくて。だから。







「……帰る、ね。二人が起きたら、『お大事に』って、伝言、頼めるかな？」

「……わかりました。私が帰国する前に、目を覚ましたら、ですが」







　その言葉と共に、私は親友……違う、か。『元』親友に背を向ける。コツコツコツ、という足音が、無人の廊下に響き渡る。一人分だけの、足音が。――私の背中を追う気配は、微塵も感じられない。







「ああ。そうだ。最後に、ひとつ」

「はい？　何でしょうか？」







　我が家のキッチンの壁にかけられたカレンダー。七月の第三週。二つ仲良く並んだ赤い丸印。私が付けた赤い丸印。小さく、でもありったけの思いをこめて、ありったけの感謝の思いをこめて、そしてちょっとだけ期待もこめて付けた赤い丸印。過去にしたことない行動。その理由は。







「誕生日、おめでとう。そしてさようなら。『正義のミカタの魔法少女』さん」

「……ありがとうございます。そしてさようなら。『悪の組織の女幹部』さん」







　……今日がカトリーヌの。明日が私の。十六回目の誕生日、だった……。
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「……とりあえず、二人とも峠は越したようです。当然、まだまだ絶対安静ですが」

「…………」

「……あの？」

「……え？　あ、は、はい！　ありがとうございます」







　病室から出てきた白衣の男が、怪訝そうな顔で少女を見る。銀色の髪に映える透き通った肌は持って生まれたものであろうが、それにしても、些か白すぎはしないだろうか？　そんなことを考えつつ、言葉を重ねる。







「看病疲れ、ですか？　余り思い詰めないほうが……」

「いえ。平気です。本当にありがとうございます」

「よろしければ、別室で軽く診察致しますが？」

「ご心配おかけしまして申し訳ございません。でも、本当に平気ですから……」







　少女は白衣の男の厚意を重ねて辞退する。自覚がないわけではない。自身の顔色が悪いことは、自分の表情が硬く強張っていることは、誰よりも自分自身がよく知っている。思い知らされている。その原因にも心当たりがある。







「……そうですか。では、私はこれで。何かあったら呼んでください」

「はい。お気遣いには感謝致します」







　少女は頭を下げる。自分の友人たちの主治医である白衣の男に頭を下げる。彼の腕を信用していない訳ではない。彼の気持ちを疎ましく思っている訳でもない。だがしかし、どんな名医であっても、今の少女の顔色を回復させることは出来ないだろう。今の少女の胸の痛みを取り除くことは出来ないであろう。







　――それを成せるたった一人の人物とは、たった今、決別したばかりである。







　少女は無意識に右手を撫でる。正確には、その白魚のような薬指にはめられたシルバーのリングをそっと撫でる。それは約束の証。友情の印。白い少女と黒い少女の間に交わされた、何よりも大切な、大切な、大切な……。







「――くっ」







　少女は唇を噛む。痛みを覚えるほどに強く噛む。その痛みで脳裏に浮かんだ顔を消すように。さっきまでここにいた友人の、泣きそうな顔を消すように。絶望の色を映した瞳を忘れるように。







　――忘れられる訳など、ないと。そう知っていても。

　――これから先の人生、誕生日を迎える度に、嫌でも思い出すと確信していても。







「……くぅっ……！」







　自分は間違っていない。自分は正しい。それはわかっている。客観的に見ても、誰が見ても、それはきっと一致する筈。自分は『正義のミカタの魔法少女』として正しい対応をした。それは胸を張って言える。どのような場所であっても。誰を相手にしても。常に正義と共にあり続けた自分だ。その自分が取った行動が間違っている筈がない。選んだ道が間違っている筈がない。なのに。







「……くう……」







　どうしてこんなに胸が痛むのだろう？　どうしてこんなに切ないのだろう？　こんなことに悩んでいる場合ではないというのに。こんなところで立ち止まっている場合ではないというのに。自分の仲間が、大事な大事な友人が、命の危険に晒された。今も予断の許さない状態である。そんな非常時に。緊急事態の最中に。







　――『……それでも、私は、『正義』と、戦う』







　彼女の声が、また頭の中で再生される。







　――『……わかりました。では、貴方と私の縁は、今日、この日限りで』







　それに応えた自分の声が、また胸を掻き毟る。







　何もかもを諦めた彼女の声と、大事なものを捨て去った自分の声。孤独と絶望に身を焼いた彼女の顔と、裏切りと拒絶に心を折られた自分の顔。これが。この対面が。これが彼女との最後の記憶になるというのなら。自分は神をも呪おう。出会ってしまった運命をも呪おう。残りの人生全てを賭けて、世界を呪おう。彼女が『悪の女幹部』であったことを、自分が『正義のミカタの魔法少女』であったことを。その全てを。全身全霊を賭けて呪い尽くそう。







「……さようなら。『悪の女幹部』さん。私は、貴方が、『悪』が、大嫌いです」







　そして。







「……さようなら。本多百合。私は、貴方が、世界で、誰よりも、大好き、でした」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……遠くで響く雷鳴よりも、命の限りに鳴く蝉よりも、自分の鼓動が煩い。







　少女は目の前に立つ男の背中を見つめる。戦ったときは一度も見ることが出来なかったその背中。初夏の気持ちのいい川沿いで、息を切らしながら追いかけたその背中。広くて、逞しくて、厚くて、そして愛しい背中。







　……それが、今は。少女の視線を、想いを、言葉を。拒絶する大岩に見える。







「ね？　権兵衛さんは、関係ないよね？」







　――背中は答えてくれない。







「あの黒いのの宣戦布告、あれはアイツの独断なんでしょ？」







　――背中は答えてくれない。







「だったら！　あたしと権兵衛さんには関係ないもんね！？」







　――背中は答えてくれない。







「あたしと権兵衛さんは今のままで！　戦う必要なんてないもんね！？」







　――背中は答えてくれない。







「……何か、何か、言ってよ……」







　少女は少女の願いを袖にする、冷たく硬い背中にそっと掌を当てる。何も言ってくれないその背中に。少女を受け入れてくれないその背中に。ただただ、『無言』という答えだけを返すその広い背中に、指を這わせる。







「……こっちを、向いてよう……」







　少女は男のシャツを握り締める。きつく、固く、されど万感の想いをこめて。『正義のミカタの魔法少女　マジカル・ウィンド』の象徴とも言うべき愛用の槍を手放し、縋るように男のシャツを握り締める。







「……こんなの、やだよう……」







　貼り付けた笑顔の仮面と、世界すら騙す演技で、『魔法少女』になる為だけに生きてきた少女は。悪を滅ぼすという野望の為だけに生きてきた少女は。……そして、皮肉なことに『悪』との戦いの中で、それ以外の大事なものを見つけてしまった少女は。それ以上に大事な人と出会ってしまった少女は。







「……もう、ひとりぼっちは、いやだよう……」







　その大事な人を失おうとする今、まるで幼児のように。迷子のように。ただただ、その背中に縋ることしか出来なくて。一人きりで生きてきた少女は。一度二人になれたことで。より一層一人に戻ることに怯えて、怯えて、怯えて。







「……だから、お願い。こっちを向いて。声を聞かせて。権兵衛さん」







「……自分は、『権兵衛』などという名前ではない」







　搾り出したかのようなその声に。愛しい男のその声に。少女は顔を上げる。零れ落ちそうな涙を堪え、漏れそうな嗚咽を堪え、崩れ落ちそうな膝を堪え、壊れそうな心を堪え、やっと聞こえてきたその声に耳を澄ます。だが。その言葉は。







「自分は、悪の秘密結社『ブラックシャドウ』のサイボーグ、カニゾーだ」







　――少女は答えられない。







「故に、我が組織の長である、『ブラック・ユリィ』の命令は絶対だ」







　――少女は答えられない。







「主が戦えとそう申すのであれば、自分は喜んでその命を捧げよう」







　――少女は答えられない。







「『正義のミカタの魔法少女』たちとも、存分に戦って見せよう」







　――少女は答えられない。







「例えそれが、自分にとって大切な人物であったとしても」







　――少女は――。







「だから、君も、君の責務を果たせ。……『マジカル・ウィンド』よ」







　……予感が、あった。きっとこの人はこう言うだろうという予感が。愚直なほど真っ直ぐな心。自らの決めた道から一歩も離れない強い心。自らの信念に命を賭けられる強靭な心。男がそういう人間だということを、少女はよく理解していた。それ故に惹かれたのだから。それ故に心を許したのだから。だから。だけど。







「…………っ！」







　一度は上げた顔を、少女は再び伏せる。そのまま目の前の広い背中に押し付ける。震える手で、精一杯の力で、男のシャツを握り締め。血が出るほど強く、唇を噛みしめ。ついに溢れ出た雫を男に見せないように。ついに漏れ出した嗚咽を男に聞かせないように。







　――涙を見せないのが、少女の強さ。嗚咽が堪えられないのが、少女の弱さ。

　――少女を抱きしめないのが、男の強さ。少女を振り払えないのが、男の弱さ。







　……少女の肩が、震える。永久の別れを厭うように。

　……男の拳が、震える。言えぬ想いを堪える為に。







　言葉を失くした二人の上に、蝉の声だけが、降り注ぐ。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……It's A Perfect！」







　病院の屋上にて。腰まである長い黒髪の少女が、形のいい耳からイヤフォンを外しつつ一人そう呟く。仲間の病室に仕掛けた盗聴器。それがもたらした情報が彼女を有頂天にさせた。切れ長の目をした和風美人。袴が似合いそうな少女の口から思わず漏れた英語が、彼女の興奮をよく表している。







「我ながら完璧。正直、ここまでうまくいくとは思ってなかったんだけどなあ」







　瀕死の『魔法少女』たちを餌にして、誘き寄せた『悪の組織の女幹部』。本来、機密事項である『正義のミカタ』の入院先を、マスコミ相手にリークした甲斐があったというものである。彼女は街灯に群がる蛾のごとく、まんまと誘いに乗ってくれた。







「『ブラックシャドウ』だけならば、私一人でも相手に出来るんだけど、ね」







　期間限定のインスタント魔法少女とはものが違う。古の昔より魔を討つ者として、日々研鑽を重ねてきた魔法使いの家系に生まれた自分にとっては、『最強』と言われた悪の秘密結社『ブラックシャドウ』ですら、正直、恐るるに足らず。これを自信過剰とは呼べないだろう。何しろ実績がある。自分は八歳のときに既に一度、全盛期の『ブラックシャドウ』を退けているのだから。







「とはいえ、そこに私と同じ『魔法使い』が加わるとなると……ね」







　英国産の魔法使い。魔法社会の関係者の間では、『大英帝国の白い宝石』なんて二つ名で呼ばれるほどの腕利きであるあの少女が、なぜあれほどまでに悪の秘密結社である『ブラックシャドウ』に肩入れしていたのか、その理由はわからない、けど。







「うん。あれだけ完璧に決別しちゃえば、もう心配はいらないよね」







　白い魔法少女と悪の秘密結社の結託。共闘。それだけが懸念事項だった。もう、『正義のミカタ』と『悪の秘密結社』の正面対決は避けられない。殊、ここまで事態が進んでしまえば、もうこの計画を邪魔するものはない。邪魔しそうな者は、すでに排除した。そんな中で、唯一、読めなかったのが白い魔法少女の動向。







「まあ、仮にも魔法使いが『正義』に反する行為を取るとは思えなかったけど」







　念には念を入れて。少女は十重二十重に罠を仕掛けた。まず、彼女の友人である『魔法少女』『ヒーロー』を襲撃し瀕死の状態にする。それが『ブラックシャドウ』の仕業であるという情報を流す。ついでにその入院先も公開する。心優しい『魔法少女』である彼女のことだ。一もニもなく、病院へと直行するだろう。その有様に心を痛めるであろう。自身の中に在る、『正義』を強く意識するであろう。







　そこに犯人と目される人物が現れる。その際、明確な証拠の有無や情報の正確さは必要ないのだ。いくつかの状況証拠、それで十分。動揺した人間は、正確な判断力を失う。目に見えるものだけを。耳に入る音だけを。信じるようになる。無条件で信じ込んでしまう。些細な誤解が、決定的な拒絶に繋がる。小さなすれ違いが、大きな憎しみへと育ってしまう。







「ま、いいタイミングで宣戦布告してくれたあちらさんに感謝、かな？」







　正面から叩き潰す予定でいたのだが、勝手に自滅してくれたようなものである。あの一言、『悪の女幹部』からの宣戦布告がなければ、事態はこうまで自分の思うようには進まなかったであろう。もう少し、紆余曲折があったに違いない。てこずったに違いない……でも。まあ。







「……気持ち、わからないでもないけど、ね」







　……正直、少女も同じ気持ちであった。『ブラックシャドウ』の残党を目の前にして、高ぶる戦意を、沸き上がる殺意を、抑えるのにどれほど苦労したことか。その女幹部である彼女個人に恨みはない。その構成員たちも同様である。彼ら彼女らの罪は、ただひとつ。『ブラックシャドウ』に属していると言うこと。ただそれだけ。







　――そしてそれは、唯一にして最大の罪なのだ。少女にとっては。







「でも。あはっ。それももう、おしまい」







　少女は笑う。晴れやかに。心からの笑顔を浮かべて。この十年。自身の胸にずっと刺さっていた棘が抜ける瞬間は、もうすぐだ。あの男が。黒崎が残したものは一切合財全て消し去る。この世界から消滅させる。そのときが、もうすぐ、くる。







「あは。あはは。あははははっ！」







　少女は笑う。抑え切れない喜びに声を上げて笑う。もうすぐ果たせる復讐を思い描いて。自分の正義を証明する瞬間を思い描いて。そして、自分の正義を否定する存在、八つ裂きにしても足りぬ、あの男が残した組織、『ブラックシャドウ』の消滅を確信して。







「あははははっ！　もうすぐ！　もうすぐだからね！」







　そして少女は……。







「……私が正しかったって、証明して見せるから。……翼おねえちゃん」







　笑顔のまま、一人、そう呟く。
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　――ぽつり。ぽつり、ぽつり、と。







　私の頬を冷たい雫が濡らす。とうとう降り始めた雨が。真夏の雨らしい大粒の雫が。一滴。二滴。そしてすぐに数え切れないほどの水滴が。私の顔を、頭を、打つ。雨の匂いが私の体を包む。強張った私の体に優しく降り注ぐ。目の前の光景に眼を奪われ、行動を奪われ、思考を奪われ、凍りついた私の体に降り注ぐ。







　病院の裏口からそっと出てきた私が見たもの。それは、私の友人、……ううん。『元』友人が、私の仲間の背中に縋りつき泣く姿。誰よりも気高く誇り高い『正義のミカタ』の魔法少女が、幼児のように静かに嗚咽を堪える姿。誰よりも強く逞しい『悪の組織の怪人』であるサイボーグが、動力を失ったかのように動きを止め、ただただ天を仰ぐその姿。







　――ああ。よかったな、と。ありがたいな、と。







　雨が隠してくれるから。私の頬から流れる涙を。

　雨が隠してくれるから。私の喉から漏れる声を。







　――私は久しぶりに、この世界に感謝する。







　この世界は私に冷たいから。だから私はずっと恨んできた。

　この世界は私に厳しいから。だから私はずっと憎んできた。







　――でも。それは。勘違いだったのかもしれないな、と。今、私はそう思う。







　この世界が私に冷たいのではなくて、この世界に私が冷たいのだ。きっと。

　この世界が私に厳しいのではなくて、この世界に私が厳しいのだ。きっと。







　――調和した、『正義のミカタ』の世界に紛れ込んだ異物。それが、きっと、私。







　だから私の存在はこの世界を傷つける。三田君や北川さんが傷ついたように。

　だから私の存在はこの世界から弾かれる。白い魔法少女に拒絶されたように。







　――だから、私の存在は、この世界の調和を、壊す。







　目の前にいる二人の関係を壊す。私の大事な二人の関係を壊す。

　病院の裏門。その陰に隠れるようにして佇む二人を引き剥がす。







　――だから、私の存在は、この世界に不幸をもたらす。







　カニゾーさんの広い背中に縋りつく、青色の魔法少女の華奢な肩が震えている。

　大事な少女を抱きしめることが出来ず、立ち尽くす怪人さんの瞳が揺れている。







　――私の一言が、あの二人を引き裂いた。私の言葉が、あの二人を。あの二人を。







　これが。この光景を私に見せることが。それが罰だというのだろうか？　この事態を招いた私に対する罰だとでもいうのだろうか？　だとしたら、もういい。もういいですから。お願いですから神様。罪人は私ひとりです。罪を犯したのは私ひとりです。罰は私ひとりに。罪を犯した私ひとりに。私だけに。







　私の周囲に。私の大事な人たちに。これ以上、悲しい思いをさせないでください。酷いことをしないでください。傷つけないでください。お願いします。お願いしますから。私はどうなってもいいですから。自業自得ですから。だから。だから。もう、これ以上、私の大事な人たちを、不幸にしないで……っ！







　――いるだけで。存在するだけで。周囲に不幸を振りまく存在。それが、私。







　これが、『悪』であるということか。これが私の選んだ道なのか。ああ。そうか。そうなんだろうね。だって『悪』だもんね。自分以外の誰かを不幸にする存在。それが、『悪』。そしてそれを選んだのは自分。だからこれは当然の報い。全ては自分の責任。だから私はこれを受け入れなければいけない。受け止めなければいけない。誰を恨みようもない。誰を憎みようもない。だって、それを選んだのは、自分。







　――総統。ねえ？　総統？　聞こえますか？　聞いてくれますか？







　悪でいること。『悪の組織の女幹部』であること。それがこんなに辛いなんて、思ってもいませんでした。考えてもいませんでした。想像もしませんでした。悪でいる為には。総統の遺志を継ぐ為には。どれだけ心が強くないといけないのでしょうか？　どれだけ耐えなければいけないのでしょうか？　自分の痛みなら、耐えられます。自分の不幸なら、耐えられます。でも。でも。でも……っ！







　――総統。ねえ？　総統？　答えてくれませんか？







　総統も、辛かったのですか？　何も言わず。誰にも悟らせず。誰にも気づかせず。ずっとこの痛みに耐えていたのですか？　自分の信念がもたらす結果に。自分の行動がもたらす不幸の責任に。悪であることに。『正義のミカタ』の敵であることに。ずっと耐えていらしたのですか？　迷うことは、なかったのでしょうか？　後悔したことは、なかったのでしょうか？







　――総統。ああ。総統。総統……っ！







　助けてください、って、言いたいです。助けてください、って叫びたいです。全部全部、もう全部投げ捨てて、逃げ出したいです。ここから消えてなくなりたいです。ごめんなさい。情けない後継者でごめんなさい。決めたのに。自分で決めたのに。総統のあとを継ぐって自分で決めたのに。百合はもう、折れそうです。







　――『正義のミカタ』と戦うって決めたのは、自分なのに。







　多分。きっと。ここで全てを投げ出しても、総統は怒らないでしょうね。笑って許してくれるのでしょうね。総統は優しいから。私に優しいから。だから、私がここで折れても、私がここで諦めても。きっと許してくれちゃうんでしょうね。でも。だから。だからこそ。







　――総統がそういう人だと知っているからこそ、私は諦められないのですよ。







　総統が、もっと嫌な人だったらよかった。嫌いだったらよかった。そうしたら。そうだったのなら。私はきっと、ここで投げ出していました。泣いて。泣いて泣いて目が溶けるくらいに泣いて。謝って。謝って謝って土下座でも何でもして謝って。私は私の優しい世界を取り戻しにいったでしょう。私は私の優しい友人たちとの友誼を取り戻しに走ったでしょう。総統がそれを望んでくれているのも知っています。総統の願いが私の幸せにあったことも知っています。だって総統は優しい人だから。だから。ああ。だから。だからこそ。







　――そんな総統の仇だから、私は『正義のミカタ』を許せない。







　ごめんなさい。総統。私は総統の願いを反故にします。総統の望みを無視します。全世界を敵に回しても。ひとりぼっちに戻ってしまったとしても。私は私の道を譲れない。私は私の十年を忘れられない。なかったことになんて出来ない。馬鹿な子なんです。私ってば。不肖の娘で、ごめんなさい。本当に、ごめんなさい。でも。







　――私は、それでも、私の道を貫きます。最後まで。全てを捨てて。







　……優しい真夏の雨が、世界に降り注ぐ。その雫で悲しい光景を隠すように。その雨音で悲しい嗚咽を消すように。さあああ……と音を立てて。優しく。優しく。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……暗闇にひとり。ふっと目を覚ます。







　今は何時なんだろうと。何時でも別にいいかと。そんな取り止めのないことを考える。電気もつけず部屋の隅。膝を抱えたまま眠ってしまった今の私にとって。時間の経過に意味はなく。交わした約束がある訳でもなく。やらなくてはいけないことがある訳でもなく。日が落ちて真っ暗になった今が何時なのか、そもそも何日なのか何曜日なのかすら、大して興味を引く疑問ではなくて。







　……そんなことで、自分が壊れてしまったことを自覚させられて。







　重い足を引きずるようにして。重い現実から逃げ出すようにして。病院からひとり、傘もささずにこの百合荘に戻ってきたのが数時間前。ずぶ濡れの私を見て驚愕したお姉ちゃんに家事の全てを任せ。血の気を失った私の顔色に驚愕した博士に組織の指揮の全てを任せ。責任も義務も、何もかもを投げ捨てて自分の部屋に立てこもった私は。何も考えたくなくて。何も考えることが出来なくて。もう、泣くことすらできなくなった私は。涙すら枯れ果てた私は。それでも。







　……未練たらしくも。女々しくも。この薬指のリングを外すことが出来なくて。







　指輪ごと、自分の左手を抱きかかえるようにして。その思い出ごと抱きしめるようにして。失くしてしまった、大事な人との大事な関係を、その残り香だけでも、その温もりの残滓だけでも、離すまいとするようにして。そのリングと同じ色の髪の少女のことを。その笑顔を。その声を。ただただずっと。ずっと思い出していて。







　……その笑顔に。もう二度と触れることは出来ないのだと。思い知らされて







　澄ました顔。怒った顔。困った顔。泣きそうな顔。……そして、笑顔。私を見てくれた。私を見つめてくれた。世界から捨てられた存在の私を。世界の全てに対し牙を向いていた私を。それでも。まっすぐに、見てくれた彼女。







　……その声を。もう二度と聞くことは出来ないのだと。思い知らされて。







　優しい声。厳しい声。困惑した声。泣き声……は、聞いたことがなかったな。私に話しかけてくれた。私に笑いかけてくれた。世界の全てを恨んでいた私に。世界の全てから嫌われていた筈の私に。それでも。目を見て話しかけてくれた彼女。







　……私の、私にとっての。生涯の親友だと思えた、彼女。







　四ヶ月。たったの四ヶ月一緒にいただけの彼女は。桜の季節から向日葵の季節まで。百日ちょっと一緒にいただけの彼女は。その何十倍もの時間、孤独に過ごしてきた私の心をしっかりと掴んでしまった。ひとりには慣れていた筈の私を。ひとりでいることが当たり前だった筈の私を。ひとりでいることを選んだ筈の私を。







　……ひとりでは、生きられない、弱い少女に変えてしまった。







　そのことは恨むまい。強さを失ったことは悔やむまい。彼女がどこまでも『正義』と共に生きるように、私はどこまでも『悪』を捨てることが出来ない。それ故に、これは避けられない事態だったのだから。約束された結末だったのだから。だから、恨まない。悔やまない。だけど。だけど。







　……せめて、悲しむことくらいは、許して欲しい。







　明日になれば、忘れることが出来る……振りは出来る。明日になれば、何もなかったような顔が出来る……振りは出来る。だから。今夜だけ。この特別な日だけ。彼女の誕生日である今日だけは。彼女のことを想い、落ち込んでも許して欲しい。







　……そんなことを考える私の目が、部屋の隅で震える携帯電話に注がれる。







　――誰？







　――こんばんは。あなたの敵ですよ。







　――そう。何の用？







　――どうしたの？　なんか、声に生気が感じられないけど？







　――ほっといて。あんたには関係ない。







　――そ。じゃあ別に聞かないよ。用件だけ伝える。







　――だから、何？







　――決着をつけましょう。明日の夜零時に。場所は過去川の河川敷で。







　――わかった。用件はそれだけ？







　――うん。そう。……って。随分あっさりしてるんだね。







　――もともとそういう話だったでしょ？　だって私は『悪』で。







　――私は『正義のミカタ』、だものね。







　――そういうこと。じゃあ、明日の夜に。おやすみ。『正義のミカタ』のリーダー。







　――宵い夜を。『悪の組織の女幹部』さん。







　……ガチャ。ツーツーツー……。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……いつの間にか、うたた寝をしていたようです。







　ICUから一般病棟へと移された大事な友人の、無事だったほうの手を取りながら、私は夢を見ていました。黒髪の少女の夢を。生まれ故郷から遠く離れたこの島国で、初めて出来た親友、……いえ。『元』親友の夢を。







　いつも不機嫌で。いつも怒ってばかりで。団体行動が出来なくて。口が悪くて。素直じゃなくて。目が合えば文句しか出てこなくて。そもそもあまり目を合わせてくれることがなくて。







　でも。実は優しくて。実は面倒見もよくて。本当は寂しがり屋で。料理が上手で。意外にも卵が好きで。可愛い小物も好きで。義理堅くって。私には、私にだけは、少しずつ少しずつ、硬く閉ざした心を開き始めていた、そんな彼女。







　……そんな、大事な、大事だった『元』親友の夢を。







「……顔を、洗ってきましょう」







　気分を変える為に。気持ちを切り替える為に。私は一人そう呟き立ち上がります。……いえ。立ち上がろうとしました。しかし、その行動は阻まれてしまいます。私が握り締めていた筈の小さな手によって。私が寝てしまう前には力なくベッドに投げ出されていた筈の友人の手によって。







　……その手が。弱々しくも。でも確かな意思の力で、握り締められていました。







「――雪乃っ！？」

「……お嬢様……」







　全身を包帯に巻かれた私の友人は。命に関わるほどの怪我の影響で、その名の通り雪のように白く染まっていた私の友人の顔は。







「意識が戻ったのですか！？　ああ。よかった。本当によかった……」

「ご心配を、おかけしました。申し訳ございません……」







　それでも。優しい笑顔を浮かべていて。







「とりあえず、お医者様を呼んできますね」

「いいえ。私は平気です。それよりも、お嬢様」







　ナースセンターへ向かおうとした私の腕を、雪乃が再び握り締めます。何でしょう？　何だというのでしょう？　今は何よりも自分自身の体のことを優先してもらいたいものです。『正義のミカタの魔法少女』とはいえ、不死身という訳ではないのです。意識が戻ったからといって安心する訳にはいかないのです。なのに。







「……お嬢様こそ、平気ですか？」

「私？　私は平気ですよ？　何の問題もありません」







　看病疲れが、また顔に出ていたのでしょうか？　先程、お医者様に心配されたのと同じことでしょうか？　でも。それなら心配には及びません。平気です。だから、雪乃？　まずは自分の体のことを……。







「……平気、じゃ、ないですよね？　お嬢様？」

「そんなことは」







「じゃあ。何故、泣いていたのですか？　お嬢様？」







　……絶句、しました。見られて、いました。このカトリーヌ。一生の不覚です。瀕死の重傷を負った友人に、無用な心配をさせてしまいました。いいんです。いいんですよ。雪乃。私のことは。私のことなんかどうでも。私の涙の理由なんて。そんなものなんて。そんな些細なことなんて。







「……貴方が。目を覚ましてくれたから。つい、ほっとしてしまって……」

「その言葉は大変嬉しく思いますけど。……でも。お嬢様？」







「それは、嘘、ですよね？　お嬢様？」







　……再びの、絶句。ああ。この子は。私の友人は、何を言おうとしているのでしょう？　何を知っているというのでしょう？　意識を失っていた筈なのに。何も見ても聞いてもいない筈なのに。







「……嘘、なんかでは、ありませんわ。雪乃。私は貴方のことが心配で……」







　そんな私の言い訳を見透かすように。友人は優しく微笑みます。







「心配してくれたのは、本当だと信じています。それは素直に嬉しいです。感謝もしています。……でも。お嬢様？　お嬢様は私のことで泣いたりはしません。お嬢様はそんなに弱くありません。私の敵を討つと、そう怒ってくれることはあっても、私の為に泣いたりはしない筈です。だって」







　そして、ちょっとだけ悔しそうに、唇を噛みしめます。







「……お嬢様が、心から楽しそうに笑いかけたり、怒ったり、泣いたりする相手は、この世界でただひとりだけ、ですよね？　誰よりも強い故に。誰よりも正しい故に。誰よりも誇り高い故に。逆に孤高を強いられてきたお嬢様が、自分の本当の心を。素の感情を。ありのままの自分を見せてしまうのは、この世界にあの人だけ、です」







　そこで一度、言葉を切った友人は、何かを吹っ切るように、口を開きました。







「……本多百合さん。お嬢様の親友の、あの人だけ、です」







　その名前は。今は聞きたくないのですよ。雪乃。駄目、です。今は駄目です。駄目なんです。看病を必要としている友人の前だというのに。『正義』の名の下に、命を懸けて戦った仲間の前だというのに。その名前は。『本多百合』という名前の響きは。私の一番弱いところを刺激します。『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』を、ただの少女に戻してしまいます。だから。ああ。だから。







「……喧嘩を、してしまいました」

「はい」

「……多分、百合はもう、私に会ってはくれないでしょう」

「はい」

「……私は、それが悲しくて。悲しくて悲しくて悲しくて」

「はい」

「……でも！　私は『正義』だから！　だから百合を許せなくて！」

「はい」

「……でも！　だけど！　だけ……ど……っ！」







　……気がつけば、叫んでいました。気がつけば、一度は止まった涙が、また溢れていました。ああ。だから。だからやめてと。そう言いたかったのです。『百合』の名を口にすることは、やめて欲しかったのです。こうなることがわかっていましたから。こうなってしまうことが、容易く予想出来たから。なのに。なのになのに。







「私は！　こんな思いをするくらいなら！　魔法なんて使えなければよかった！」

「はい」

「こんな悲しい思いをするくらいなら！　この国に来るんじゃなかった！」

「はい」

「会わなければよかった！　声をかけなければよかった！」

「はい」

「……仲良くなんて！　ならなければ！　ならなければ……っ！　よ、よか……」

「……はい」







　もう。言葉になりません。思いが溢れて。想いが痛くて。喉が詰まって。声が出なくって。でも。涙だけは止まらなくって。心の暴走は止まらなくって。あとからあとから。とめどなくとめどなく。熱い雫が。私の頬を。







「……お嬢様の気持ちは、わかりました。……でも。それなら、何故、なんです？」

「……え？」







　黙って静かに相槌を打つだけで、私の激情を受け止めてくれていた友人が、ぽつりとそう呟きます。心底、不思議そうな顔をして。







「どうして。会いに行かないのですか？　話し合おうとしないのですか？」

「……え？　でも。もう。百合とは。さっき。その……」







　……『既に、決別してしまいましたし』と。そう続けようとした唇を塞がれました。友人の細い指によって。もういいよ、と。もう何も言わなくてもいいよ、と。その目が語っています。雄弁に語りかけてきます。







「……お嬢様は、不器用な方です。自分の気持ちに素直に行動できない人です」

「…………」

「でも、本多さんは、もっと不器用な人です。お嬢様よりも。もっともっと」

「…………」

「あの人は、言葉が足りなすぎます。心の扉にいくつもの鍵をかけています」

「…………」

「だから。あの人の本音を聞く為には。言葉だけじゃ足りないのですよ。多分」

「…………」

「あの人の。本多さんの本音は。本心は。言葉に非ず。それは、きっと」







「……あの人の。拳に宿っているのでは、ないでしょうか？」







　――それは、魔法の言葉。『桃色の魔法少女』が放った、珠玉の言葉。







　……すとんと。友人の言葉が、胸の中に落ちてきました。あるべきものがあるべき場所に落ち着いた。それはまるで、ジクソーパズルの最後の一片がはめ込まれたかのように。数学の証明問題の最後の解が、Xの正体が判明したかのように。そんな、不思議な感覚が、私の身を包み込みました。私の心を埋め尽くしました。







　ああ。そうです。そうでした。百合は。私の元……ううん。私の『親友』は。







「……その、通りですね。雪乃。ありがとうございます。私の目を覚ましてくれて」







　そんな、不器用な。不器用すぎるくらい不器用な。そんな、女の子、でした。







　私は立ち上がります。最後にもう一度、万感の思いをこめて。ありったけの感謝の気持ちをこめて。強く。強く友人の手を握り締めて。そこに、もう迷わないと。もう間違えないと。無言で固い約束を交わして。







「……行って、きますね。雪乃」

「はい。御武運を、お祈りしています」







　その言葉を。友人の激励を背中に受け。私は部屋のドアに手をかけ……そこで一度立ち止まりました。勝利の誓いではなく。無事への祈りでもなく。私は。私個人として。『正義のミカタの魔法少女』としてではなく。ただのカトリーヌとして。この友人に一言。言葉を贈ります。







「雪乃？」

「はい？　まだ何か？」







「さっきの言葉。取り消します。私はこの国に来てよかった。百合と出会えてよかった。……そして。雪乃。北川雪乃。貴方という友人に出会えたことに、出会わせてくれた運命に。心から神に感謝します。……ありがとう。私の友人になってくれて。『魔法少女』でいてくれて。本当に。本当にありがとうございます」







「……こちらこそ。その言葉を聞けただけで、私の今までは報われました。『魔法少女』をやっていてよかったと。そう思えました。世界中の誰でもない、お嬢様に認められることこそが、私の『魔法少女』としての目標でした。……夢が、叶いました。次は、お嬢様の番です。――思う存分、自分の気持ちをぶつけてきてくださいませ」










　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』、出陣。














第四幕　業火の赤

第十五話　白の参戦

第十五話　白の参戦




　宙空に浮かぶ満月が、優しく地表を照らす。







　初夏の爽やかな風が、川岸の緑を揺らす。過去川の水面を撫でる。水面に映ったお月様が揺れる様を見詰めつつ、私は思う。そういえば、ここで戦うのは何度目になるのだろうか？　青い魔法少女との死闘。『闇夜の鴉』の蛙怪人との激闘。悪の手先に乗っ取られた白い魔法少女との激闘。……そして。今夜。『正義のミカタ』との。恨んで恨んで恨み抜いた憎い敵との、決着。僅か三ヶ月の間に、よくもまあこれだけの戦闘を繰り返してきたものだと。拳を握り自嘲する。







　すっと。無言で佇む私の横に、黒い影が並ぶ。







　頭部を覆面で覆い、全身を黒いタイツで包んだ、それでも女性らしいフォルムを隠しきれないお姉ちゃん――じゃ、ないか。今は敢えて『悪の組織の戦闘員』と呼ぶのが相応しいか――が、心配そうに私を見詰めてくる。いや、顔も目も見えないんだけどね。覆面のせいで。でも、そういうのは雰囲気で伝わるものだしね。







　声をかけようとして、躊躇い。腕を取ろうとして、躊躇い。







　ずっと。この十年もの間ずっと。私の姉代わりを務めてくれていた優しい黒服の戦闘員さんは、多分、初めて見る私の様子に戸惑い、迷い、距離が掴めなくなっているのだろう。おろおろと、おろおろと。右往左往。五里霧中。暗中模索。曖昧模糊。







　その、迷子の子犬のような仕草を見て、ああ。申し訳ないな、と、そう思う。







　心配をかけるつもりはなかったのだけど、笑顔を浮かべる気力はなく。

　安心させてあげたいのだけど、優しい言葉をかけてあげる余裕もなく。







　ごめんね。Bさん。今の私は自分のことだけで精一杯。今はこうしてこの場所に。戦場に。『悪の組織の女幹部』としての衣装を纏い、下を向かずに立っていることが私の精一杯。戦うのが怖い訳ではない。敗北を恐れている訳でもない。そもそも、勝負の行く末すら、今の私にとってはさして興味はない。







　今の私がここにいる理由は。自分自身の十年間のけじめと、義務感、だけ。

　今の私がここに立っている理由は。組織の総統代理としての責任感、だけ。







　自分で始めたことだから、自分で最後まで成さねばならない。

　自分が選んだ道だから、心底悔やんでいても後には引けない。




　私が私の大事な人たちを傷つけた責任を、自ら取ろうとしている、だけ。

　私が私の我侭で始めた復讐劇、その幕を自ら下ろそうとしている、だけ。







　……私はちらりと、背中越しに背後を伺う。







　そこに並ぶ四人の男たちは、何れも百戦錬磨の戦士たち。







　自慢の対術で、並み居る敵を討ち倒す戦闘員さんが。

　科学の力で、どんな強敵とも渡り合えるサイボーグさんが。

　鍛え抜かれた業で、あらゆるものを斬り捨てる組織の大幹部が。

　天才的な頭脳で、致命的な危機でも乗り切ってしまう天才科学者が。







　倒れた私の屍を乗り越えて、きっと敵を討ってくれると、そう信じている。







　……そう。私の屍を、乗り越えて、ね。







　この戦い、敵味方全てを含め、一番弱いのは間違いなく自分だろう。真っ先に倒れるとしたら、それは自分だろう。それは技術の問題ではなく。腕力の問題でもなく。経験の問題でもなく。……気力の、問題。戦意の、問題。今の私は空っぽだから。今の私には何もないから。







　燃え滾るばかりだった復讐心は、凍り付いてしまった。

　溢れんばかりだった戦意は、全て枯れ果ててしまった。




　どんな強敵を前にしても、少しも怯むことのなかった『ブラック・ユリィ』は。

　どんな強敵を前にしても、凄惨な笑顔を浮かべてきた『悪の組織の女幹部』は。







　……今はただ。敗北し滅びる為だけに。戦場に佇んでいる。







　――『そうか。「正義のミカタ」との戦いで果てればいいのか』――







　昨晩、『正義のミカタ』の新リーダーから。総統の仇からの電話を受け、私の中に目的が出来た。後ろ向きな目的でも、目的は目的だ。総統の仇に一矢報いる。それは私の願い。総統の仇を討つ。それは組織の願い。……だったら、私は倒れてもいい。一矢報いれば、総統への義理は立つ。私の十年も報われる。だって私には仲間がいるから。こんなにも頼りになる強い仲間がいるから。敵討ちはあの人たちに任せる。任せられる。……だから、私は安心して、逝く事が、出来る。総統の元へ。







　だって。私には。『勝利の先』がない。







　勝ってどうしようというのだ。友人を失い。親友と別れ。仲間に迷惑をかけ。それでもおめおめと生きろというのか？　一人ぼっちで、目的を果たした後の長い余生を生きろというのか？　冗談じゃない。そんなの、耐えられない。耐えられる訳がない。そんな未来なら、いらない。そんな世界は、見たくは、ない。……だから







「……月がとっても綺麗ですね。『悪の組織の女幹部』さん」

「……それは『I　Love　You』という意味か？　『正義のミカタの魔法少女』」







　月の光を受け神秘的に輝く袴姿と。この夜空のような長く艶やかな黒髪。







「……そう、ね。『会いたかった』という意味では、あっているのかも、ね」

「……ずいぶんとまあ、歪んだ愛情だな。それは」







　人の良さそうな笑顔と。鈴を転がすような声。







「……この日を。十年。三千余日もの長い日々。待っていたのですもの」

「……奇遇だな。私も全く同じ気持ちだ。首を長くしてこの日を待っていた」







　この国の精霊たちから愛され。この国の正義を司る。







「……なるほど。では私たちは両思いだったということで」

「……長い長い別離の時間を乗り越えてきた、という訳か」







　純日本産の『正義のミカタの魔法少女』が、その姿を現す。







「……でも。やっと出会えたのに。今日でお別れでもあるのよね」

「……そうだな。そして次に会えるのは、墓の下か雲の上か、だな」







　今現在、まともに動ける唯一の仲間、青い魔法少女を引き連れて。







「……織姫と彦星よりも、儚い逢瀬、だね」

「……七夕には、ちょっとだけ遅かったな」







　私たちは空を見上げる。アルタイル、ベガ、デネブ。織姫と彦星の名を冠された二つの星と、もうひとつの星。夏の大三角形が空を彩る。こんな綺麗な星空に看取って貰えるなら、それは本望かも知れない。あんな綺麗な空へ逝けるのなら、敗北も悪くはないのかもしれない。







「……さあ、始めましょう。私たちの、最後の戦いを。……『ブラックシャドウ』」

「……望むところだ。……『正義のミカタ』」







　私たちは互いの目に視線を合わせる。十年前は、二人の間にひとりの男性が立っていた。緋色の少女はその男性に魔法で容赦なく攻撃を仕掛け、黒い少女はその男性の背中に隠れて震え。思えば自分たちの因縁は、この戦いの序章ともいうべき場面は、あの瞬間から始まったのだなと。そんなことを考えつつ、拳を握る。







　……さあ。始めよう。始めてくれ。おしまいの始まりを。







「今日こそ！　息の根を止めてあげるわ！　正義の名に賭けて！」

「返り討ちにしてくれる！　ここで終わるのはそっちのほうだ！」







　……恨みと憎しみに塗れ、裏切りと後悔で終わる私の人生を。







「『正義のミカタの魔法少女！　マジカル・スカーレット』！　見参！」

「悪の秘密結社『ブラックシャドウ』の女幹部！　『ブラック・ユリィ』！　参上！」







　……せめて、華々しく、華麗に、散らしてくれ。







　名乗りと共にわき見も振らずに突撃を果たす黒い少女。

　懐から取り出した銃を両手に構え迎え撃つ緋色の少女。




　黒い少女が力一杯、拳を握り、大きく振りかぶったその瞬間。

　緋色の少女が引き金に指をかけ、引き絞ろうとしたその瞬間。







　――今まさに交差しようとした両者の間に、轟音と共に白い稲妻が落ちる。







「…………っ！？」

「――――っ！？」







　声なき声を上げつつ、大きく後方へと跳ぶ両者。開ききった二人の間に。晴れ渡った夜空から降り注いだ雷が穿った大穴の上に。ひらりと。体重を感じさせない動作で降り立つ白い人影。ドレスのような衣装を身に纏い、銀色の髪を風になびかせ、蒼い双眸で周囲を見渡す見目麗しい異国の少女。それ即ち。







「……もう、あなたの出番はありませんよ？　『英国の白い魔女』さん」

「……国に帰るんじゃなかったのか？　『マジカル・カトリーヌ』」







　英国の白い魔女。マジカル・カトリーヌ。……私の、元親友。その人で。







「その、つもり、だったのですけど、ね。私も」







　もう見ることはないと思っていたその顔が。私の心をかき乱す。痛いほどに。

　もう聞くことはないと思っていたその声が。私の胸を掻き毟る。痛いほどに。







　ああ。どうしてここに現れた？　どうして私の前に現れた？　やめてくれ。もうやめてくれ。お願いだから。あんたの顔を見ると、夢を見てしまうんだ。もしかしたら歩めたかもしれない未来を。あんたの声を聞いてしまうと、鈍ってしまうんだ。ここで消えてなくなろうという自分の決意が。







　助けに来てくれた。なんて。そんな希望は抱かない。

　止めに来てくれた。なんて。そんな考えは思わない。







　だって彼女は『正義』だから。だって私は『悪』だから。







　期待して裏切られたら立ち直れないから。だから。

　期待してその通りだったら逝けないから。だから。







「……そこをどけ。『マジカル・カトリーヌ』。戦いの邪魔だ」

「……そうですよ？　もうあなたにはこの国で戦う必要も権限もないのですよ？」







　せめてこのまま。何もなかったかのように立ち去って欲しいとそう願う。だけど。







「ごめんなさい。緋村さん。仰る通りなのは理解しているのですが」

「……ですが？」







　ふわりと自然に微笑むカトリーヌと、その笑顔に向け不審そうな眼差しを送る赤い魔法少女。なんだ？　何を言おうとしているんだ、カトリーヌ？　もう、あんたには関係ない話だろ、これは？　私は嫌なんだよ。『ブラックシャドウ』と『正義のミカタ』の確執に。私と赤い魔法少女の因縁に。あんたを巻き込みたくはないんだ。それだけはしたくないんだ。もう嫌われているのはわかっているけど。もう友情が壊れてしまったのは知っているけど。でも。せめて。せめてそこで。それで。それだけで。







「……忘れ物を、思い出しまして」

「……忘れ物？」




　

「ええ。そこにいる、『悪の女幹部』さん。彼女との決着がまだだったのですよ。私が。『英国の白い魔女』とまで呼ばれたこの私が。悪の禍根を残したまま国に帰るのは、代々『正義の魔法少女』を務めてきたカトリーヌ家の名折れです。国に帰って叱られてしまいます。……どうでしょう？　ここはひとつ、短い間とはいえこの国に尽くしてきた私に、ご褒美代わりの我侭を聞いては貰えませんでしょうか？」







　……笑顔を崩すことなく。声を荒げることもなく。明日の天気のことを語るかのように、本当に何でもないことを語るかのように。白い魔法少女はそう言いきった。言葉の爆弾を投げつけてきた。私と、赤い魔法少女の間に。







「そ、そんなこと、認められる訳ないじゃないですか！」

「そう言わずに。同じ『魔法使い』同士じゃないですか。お願いします」

「で、でも！」







　思いもしなかったであろう要求に動揺する赤い魔法少女。その肩に、そっと手を置いた人物がいる。登場から今まで一言も声を上げることなく。名乗ることもせず。静かに佇んでいたもう一人の魔法少女。青い魔法少女が。







「……いいじゃない。それくらい。ね？　緋村さん」

「風見さん！？　あなたまでそんな！」

「別にあたしたちが損する訳じゃないでしょ？　戦いを変わってくれるだけだし」

「……でも。でも。私は……」







　尚も言い募ろうとする赤い魔法少女に向け、青い魔法少女が諭すように続ける。







「あたしたちの願いは、使命は、悪の撲滅。個人的な感情は控えようよ。ね？」

「…………」

「それにさ。白いのは『悪の女幹部』との決着、って言ってるんだし」

「…………」

「『ブラックシャドウ』全体は、あたしたちで叩けばいいじゃん。そのほうが楽よ」

「…………」

「何より。あの白いのはああ見えて頑固なんだ。もう聞かないぜ？　あいつは」

「…………わかり、ました」







　不承不承、というか、全然納得はしていないようだが、赤い魔法少女が頷く。自分に言い聞かせるように小さな声で呟く。頷く。不満げに自分の足元を見詰める彼女は、青い魔法少女が白い魔法少女に向け、そっと片目を瞑って見せたことに気がつかない。ただ自分の感情を、激情を、無理矢理押さえ込むだけである。







「……出来れば。ひとりひとり。私自身の手で八つ裂きにしてやりたいところでしたが、その『女幹部』だけは、あなたに譲りますよ。『英国の白い魔女』さん」







　尤も。彼女のそんな顔も声も動作も。私の頭に入っては来ない。それどころではないから。そんな瑣末なことは今はどうでもいいから。え？　なに？　なんなの？　なんで？　なんでなんでなんで……？







「ありがとうございます。交渉成立ですね。……では」







　優雅に一礼した白い魔法少女が、私と向き合う。さらさらの髪が。凛とした瞳が。白い肌が。女性らしいフォルムが。私の目に映る。が、その言葉は。その声は。その意味は。私の耳を。脳裏を。素通りする。







「『悪の女幹部』さん。……決着を、つけましょうか？」







　決着……？　何故？　何故、私とあんたが？　どうして？







「どうしたのです？　構えないのですか？」







　構える……？　誰を相手に？　カトリーヌを相手に？　私が？　何故？







「そっちがこないならこっちからいきますよ。……斬り裂け！」







　カトリーヌの言葉と共に、白い閃光が私の顔の横を通過する。頬を掠めるようにして飛び去っていく。いや。掠める『ように』、ではなく、掠めた。白い魔法少女が放った攻撃魔法が、私の頬を薄く切り裂いた。つう……と流れ落ちる赤い雫を手で受け止める。……掌を汚す赤い液体を見て、私は唐突に理解した。わかってしまった。







　……ああ。そうか。私は嫌われただけじゃない。憎まれていたのだな、と。







「百合ちゃん！」







　私の怪我を見て飛び出してきたお姉……いや、戦闘員を片手を上げて制する。いいよ。いい。心配いらない。大した怪我じゃない。痛みもほとんどない。心の痛みに比べたら、顔の傷なんて。その痛みなんて。ないと一緒だよ。







「……上等、だ」







　嫌われて終わりかと思っていたら、その上があったんだね。憎しみって感情もあったんだね。まだまだだなあ、私も。うん。甘い甘い。甘々だ。『悪の女幹部』失格だ。こんなことでは『正義』の敵は名乗れないな。







「……うん。やろう。やってやろうじゃないか」







　ぎちりと、拳を握る。皮膚が裂けそうになるほど。爪が肉に食い込むほど。その力で胸の痛みを消すように。その熱で凍りついた心を解凍するように。空っぽだった戦意が戻ってくる。虚無だったパワーが満ちてくる。







「……『悪の女幹部』の、『ブラックシャドウ』の、本当の力、見せてやる」







　あんたにやられるのなら、いい。私の最後の戦いの相手があんたであるのなら、それはむしろ本望だ。この拳に、私の全てを賭ける。この拳に、あんたへのありったけの想いをこめてやる。あんたの魔法を、受け止める。あんたの憎しみを、受け止める。全部全部、受け止めてやる。この身で。







「……あんたと本気で戦うのは、あの島での合宿以来、か？」

「……いえ。多分。初めて、でしょう。お互いが本気を出すのは」







　……私の全てを。あんたの全部を。今、ここでぶつけよう。







「……百合。貴方だけは、この『マジカル・カトリーヌ』が倒します！」

「……上等！　この拳、砕けるものなら砕いてみろ！　カトリーヌ！」










　――正義が。悪が。誇りと意地を賭け、今、正面からぶつかる。　







　





第四幕　業火の赤

第十六話　白の本気

第十六話　白の本気




「……全く。あなたは私の味方だと思っていたのに……。恨むよ？　風見さん」

「心外だなあ。今でもあたしは『正義のミカタ』のつもりなんだけどな。緋村さん」







　じとっとした眼差しで同僚を見詰める赤い魔法少女。

　その恨みがましい視線から目を逸らすようにして呟く青い魔法少女。







「……で？　結局あの二人、真正面からぶつかったらどっちが勝つと思う？」







　ふう、と。全身を使い深いため息をひとつ。その行為で何かを諦めた、もしくは吹っ切った赤い魔法少女が重ねて問いかける。その視線の先にいるのは二人の少女。黒と白。対極の色をした二人が睨み合っている。







「そうだなあ。……ま、あんたの想像通りだと、あたしも思うよ」







　黒の少女とは、直接拳を交えたことがある。白の少女とは、この四ヶ月共に肩を並べて戦ってきた経験がある。そんな青い魔法少女だからこそ言える言葉。宿敵としてと仲間としてと。ライバルとしてと同僚としてと。あの二人のことを最も知る人物は、実はこの青い魔法少女なのかも知れない。







「……白の圧勝、だよ」

「へえ。それが風見さんの予想なんだ？」

「うん？　あんたは違うのかな？　緋村さん？」

「……さあ？　どうでしょうねえ？　ただ……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「さて。すっかり置いてけぼりを喰らった訳だが」

「ま、ここは大人しく観戦するとしましょう。大佐」







　気障な仕草で肩をすくめる悪の組織の大幹部。

　それを諌めるような視線で軽く睨む悪の組織の戦闘員。







「……で？　愛弟子と宿敵の世紀の対決だが、勝敗はどう見る？　Aよ」







　逸る心を抑えるように。溢れそうな戦意を押し込めるように。とんとんと腰に差した得物を指先で突きつつ。大幹部が部下に尋ねる。その視線の先にいるのは二人の少女。彼のもうひとつの顔。山田教諭の可愛い教え子たち。







「そうですねえ。……途中経過はともかく、結果は明らかでしょう」







　この十年。黒髪の少女に稽古を付けてきた戦闘員は言う。雨の日も風の日も。継続は力なりという信念の元に。厳しくも愛情を持って師匠役を務めてきた男は。だからといって弟子の力量を過信することなく、静かに断言する。







「……最後に立っているのは、魔法少女のほうでしょう」

「成程な。百合は負けると、そう予想するか」

「と、言うと？　大佐は違う結果を予想しているのですか？」

「……はてさて。どうだろうなあ。ただ……」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……私はね？　何年も前から、ずっと前から、あの『女幹部』を知ってるからね」







「……私はな？　百合の仲間であるのと同時に、彼女たちの担任でもあるからな」







　☆　☆　☆　☆　☆







　月の光を受け、白く輝く彼女の衣装。夜の闇に塗れ、黒く溶け込む私の衣装。白と黒。光と闇。全てが対極の位置にある私たちは。それでも、友達、だった。少なくとも私のほうは、そう思っていた。信じていた。壊れてしまった関係は、戻らない。戻せない。だとすれば。だとしたら。







「……いくよ。『正義のミカタの魔法少女』」

「……存分に。『悪の組織の女幹部』」







　――せめて。この拳に嘘はつかずに。







　音が出るほど強く。地面が抉れるほど強く。私は前に向け、魔法少女に向け、強く踏み込む。相手は遠距離攻撃主体の魔法使い。離れて戦っては勝ち目はない。近接。超接近戦に持ち込まなければ勝負にならない。走りつつ拳を握り締める。空手の流儀ではないけれど。我が師匠。Aさんに教わった技ではないけれど。正確さよりは勢い重視で。精密さよりは破壊力重視で。当たればどこでもいいと言わんばかりに。大きく振りかぶった私は、走りこんだ勢いに体重を乗せて、ボクシングで言うところの右フックを浴びせかける。







　この一撃に、ダメージを負わせる意図はない。体勢を崩すこと。魔法詠唱の時間を与えないこと。それが狙い。だから当たればどこでもいい。逆に言えば、どこに当たっても彼女の華奢な体を吹き飛ばせるほどの力を篭めて。精一杯の力を篭めて。







「……しっ！」







　だから。その一撃を。大雑把な私の一撃を。まるで予想していたかのように彼女が潜り抜けたとき。その腕の内側にもぐりこんできたとき。私の体は目標を失って大きく崩れる。腕に篭めた力に体が引っ張られ、無様に流れてしまう。そして。







「……ていっ！」







　可愛らしい彼女の声を聞いたと同時に、視界が回る。前を見ていたはずの私の瞳は、何故か大きなお月様を映している。そのことに疑問を感じた瞬間、強く背中に衝撃を感じる。息が詰まる。







「――がはっ！」







　投げられた。と。そう理解できたのは、地面に寝転んだまま彼女の姿を見上げたとき。涼しい顔をして。息ひとつ乱さず。猪のように突進してきた私の腕を取り脚をかけ。その体を大地に叩き付けた彼女の姿を見上げたとき。頭を打たなくてよかった。思考が途切れずに済むから。すぐに立ち上がることが出来るから。







「……まだまだっ！」







　腹筋の力で。自らの上体を跳ね上げるように。跳び上がった私はそのまま彼女との距離を一瞬で詰める。その胸倉を掴む。こいつが投げを。格闘を嗜むとは想定外ではあったが。そこは。その距離は。寧ろ私の望むところ。どだい、離れていては戦いにならないのだ。一方的に魔法で撃たれるだけなのだ。ならば、と。掴んだ胸倉を思いっきり引き寄せ。そして空いた右腕で一撃を――。







「……はあっ！」







　再び視界が回る。いや、今度は自らの足で大地を蹴る。胸倉を掴んだ私の手を、彼女が捻り上げたから。掌を被せるようにして、手首を極めてきたから。真剣に『折られる』と、そう思った体が。そう感じた体が。長く厳しい訓練で身につけた危機回避能力が。私の意思のその前に、体を動かした。カトリーヌの動きに逆らわず。彼女の腕が示す方向へと。思いっきり体を転がす。その勢いを利用して腕を開放する。そのまま地面を転がって魔法少女との距離をとる。







　ごろごろと。恥も外聞もなく。ただただ安全の為に彼女から離れて。距離をとって。折られかけた腕の無事を確かめて。あと一瞬、いや半瞬でも判断が遅れていたらと。その結果を想像し、肌を粟立てて冷や汗を流して。







「……参ったな。投げだけじゃなく、関節も出来るのか。あんたは」

「……魔法だけが取り柄だと、そう思っていましたか？」

「そりゃそうだろ？　だってあんた、『魔法少女』、だろ？」

「同時に『正義のミカタ』でもあるのですよ？　私は？　格闘だって嗜んでますよ」







　今更。今更ながらに。とんでもない人物だったのだな、と。魔法だけでも始末に負えないのに、その上格闘もかよ、と。心の中で賞賛を贈る。それでこそ『正義のミカタ』だと。あんたはやっぱり、最高だと。







　……それはそうとして。さて。どうしましょうかね？







　☆　☆　☆　☆　☆







「……成程、ね。あれは柔道、かしらね？　風見さん？」

「……いや。どっちかといえば、合気道に近いような気がする」







　柔道の「投げ」の基礎は梃子の原理。今、白い魔法少女が見せたのは、むしろ相手の、黒い少女の勢いを利用しての投げ。合気道か、もしかしたら少林寺拳法かもしれない。その微妙な違いはわからないが……。







「でも、ま。あたしの言った通りになりそうだね。緋村さん」

「うん？　うーん……。ま、そうね。今のところは」

「『今のところは』？　なーんか煮え切らない返事だね」

「……ま、もうちょっと見てましょ？　風見さん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……愛弟子が苦戦してるぞ？　Aよ？」

「……あれは僕が教えた技じゃありません。戻ってきたら説教ですね」







　同じ『打撃』でも、ボクシングのそれと空手のそれは全く違う。それは曲線と直線の違い。男が少女に叩き込んできたのは『パンチ』ではなく『突き』である。基本を忘れた弟子が苦戦するのは当たり前と。少女の師に当たる男はそう突き放す。







「……ま、でも。百合さんも思い出したみたいですから、ね。これからです」

「ほう？　何を思い出したというのだ？」

「自分が何者であるか、を、です」

「……基本を、という訳か。見せてもらうとしようか」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……自然体に構える。肩の力を抜き、全身の緊張を解く。そのまま大きく息を吸い込む。ゆっくりと吐き出す。体中に酸素を行き渡らせる。







「――はああああ……っ！」







　息吹。力だけではなく、気合を全身に漲らせる。勝ち負けではなく。どっちが正しいかということでもなく。彼女が拳を交えようと言うのなら。彼女が勝負を挑んでくるのなら。それに答えるのが礼儀というもの。全力を尽くすのが礼儀というもの。彼女は自分がそれを成すのに相応しい人物。相手にとって不足はない。だから。







「……もう一度。いくよ」

「……何度でも。どうぞ」







　今度は、走らず。今度は、慌てず。摺り足で間合いを詰める。じりじりと。ゆっくりと。私の距離へと。私の空間へと。引き絞った右腕を腰に当て。土踏まずにじっくりと力を篭めて。そして。







「……せいっ！」

「く……っ！」







　フェイントも何もない。ただただ真っ直ぐな正拳突き。拳を握り腰を捻り、腕を回し手首を切り返して。愚直な一撃を放つ。







　如何に魔法少女といえど。如何に『正義のミカタ』といえど。この一撃は、かわせない。回避できない。さっきの隙だらけの大振りな一撃とは違う。静から動へ。一瞬で成される行動。攻撃。潜り抜ける隙間も。後ろに下がる時間も与えない。







「――ちぇいっ！」

「……しっ！」







　続けて放つ、回し蹴り。反り返され鉄板のように固められた土踏まずが少女の側頭部を狙う。腕を上げ受け止める魔法少女の体が揺らぐ。上体がふらついたその隙に、再び正拳突き。腕を交差して押さえようとした魔法少女の体が、その威力を殺しきれずに後方へと弾かれる。追撃の前蹴りを避けるように後方宙返り。間合いを詰める私。更に更に後ろへと飛んでいく魔法少女。







「……成程。これが『空手』というもの、なのですね」

「そう。これが『空手』。……悪いけど、もう関節は取らせないよ？」







　私は、そう。空手家、だから。







　――魔法少女と、悪の女幹部が、睨みあい、硬質の笑顔をかわす。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……急に分が悪くなったわねえ。『英国の白い魔女』さんは」

「……ま、黒いのもただでは負けない、といったところだろうね」

「でも、どうして関節や投げが打てないのかしら？　動きは寧ろゆっくりなのに？」

「動きが遅い訳じゃない。確かに脚運びはゆっくりだが攻撃自体は鋭いし、ね」







　と、解説はしたものの、魔法少女が反撃できない理由まではわからない。女幹部のほうの動きに秘密があるのだろうと想像はつくが、関節や投げのエキスパートでもなく、素手での打撃にも詳しくはない魔法少女チームにとって謎は深まるばかりである。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……空手の突き、蹴りは、基本的に振りぬかない、それがポイントです。大佐」

「と、いうと？」

「投げも関節も、相手の体が流れる、動きがあるからこそ成せる業なんですよ」

「成程。空手の攻撃は『振りぬく』のではなく、ある一点で止めるもの、か」







　他の打撃系格闘技と空手の大きな違い。それは『空手の攻撃は、インパクトの瞬間、その動きを止めること』にある。例えばボクシングのフック、アッパーが大きく振りかぶり、そのまま振りぬくのに対し、空手の突きは直線距離を最短で移動し打撃の瞬間はしっかり静止している。蹴りにしても同様。ムエタイやキックボクシングの蹴りは、遠心力で振り回すもので、空手の蹴りは、当たる瞬間に動きを停止しその威力を全て相手の体に叩き込むものなのだ。







　どちらのほうが『強い』かは、この際関係ない。今、重要なのは『止まる』こと。それが何故、重要なのかというと。







「百合さんの最初の一撃。ああいう『振りぬく』攻撃こそ、投げの格好の餌食なんです。その威力を逆に、存分に生かされてしまいますから。関節も同様。攻撃を仕掛ける瞬間、その不安定な状態こそ、関節技の狙い目なのですから。それに対し、空手の場合は、実は攻撃を放った瞬間こそが一番安定しています。何しろ、全身の力を使って『止まっている』状態なのですから」







　☆　☆　☆　☆　☆







　右正拳。左正拳。そのまま間合いを詰めて膝。そしてそのまま前蹴り。







　魔法少女の体に雨霰と打ち込まれる私の打撃。クリーンヒットはまだない。彼女が両腕を目の前で軽く握り鉄壁のガードを固めているから。これが空手の弱み。直線的な攻撃が多い為、こうして徹底的に防御を固められると攻撃の手段がない。ボクシングのフックのような、ガードを掻い潜れる曲線的な攻撃手段が存在しない。







「せいっ！　やっ！　ちぇいっ！」

「ふっ！　くっ！　せっ！」







　だがしかし。これは布石だと。陽動だと。お互い理解の上での行動。約束組み手のようなもの。私にこの硬直状態を崩す奥の手があるように、魔法少女である彼女にも一気に勝敗を決める攻撃手段が存在する。今は。それを。それを放つ瞬間を。双方が目を光らせ狙っている状態。







　――私の息が切れ、連続攻撃が途絶えるのが先か。

　――魔法少女の鉄壁のガードが、私の猛攻により崩れるのが先か。







　上段への回し蹴り――はフェイントで。狙いは足元。途中で止めた蹴り脚をそのまま地面へと突き刺す。正確には、魔法少女の足の甲へと。踏み抜いた感触。踵落とし。魔法少女の顔が苦痛で歪む。それに罪悪感を覚える暇もなく。その痛みを想像する時間もなく。私はもう一歩を踏み込む。彼女の腹に。水月に。必殺の一撃を叩き込む為に。この戦いを。体よりも心が痛いこの戦いを。終わらせる為に。







　間合いを詰められたことに気づいた魔法少女が、後方へ下がろうとして、それが成せないことに気づく。なぜならば彼女の足を私の足が抑えているから。踏み込んだ一歩が。私の足が。彼女の脚を地面に縫いとめる。その後退を防ぐ。







　――さあ。ここだ。私は覚悟を決めたぞ？　魔法少女。







　腰に当てた腕を。真っ直ぐ前に突き出す。しっかりと揃えられ体の正面を堅守する魔法少女の腕。これを掻い潜る技を、私は持っていない。これを叩き折れるほどの威力を、私の拳は宿していない。だけど。でも。







　――しっかりと合わせられたその腕の隙間。それが。私の狙い。







　その隙間に。私は腕を捻りこむ。握り締めた拳では、それは成せず。踏み込んだ蹴り足では、その隙間は通せず。でも。私には。空手家には。拳意外にも。蹴り以外にも。有効な攻撃手段が存在していて。







　――ピンと伸ばされた指先が。手刀と呼ばれる技が。彼女のガードを突き破る。







「これで！　終わり！　だああっっ！！」

「……ぐ、ふう……っ！」







　ぞぶり、と。彼女の水月に。鳩尾に。私の指先が潜り込む。肋骨で覆われることもなく。腹筋で守られることもない、鍛えようのない人体の急所に、私の鍛え抜かれた指先が刺さる。悶絶。これは耐えられない。耐えられる人間はいない。呼吸が止まる。抉られた内臓が悲鳴を上げる。







　――魔法少女の膝が崩れ……そして踏みとどまる。私の手首を握り締める。







「……終わりなのは、貴方のほうです！」







　苦しげに。唇を噛みしめつつ。彼女はそう叫ぶ。そう。そうだろう。私にこの手刀という切り札があったように、魔法少女には魔法少女という名前に相応しい、取って置きの攻撃手段がある。







　腕を取られ下がれない私に向け、魔法少女はその空いた掌を向ける。それが白銀に光る。それが。それこそが。彼女が『魔法少女』と呼ばれる所以。白く輝く雷。彼女がここまで格闘に付き合ってきたのは、きっと、この瞬間の為。回避しようがない零距離での必殺の魔法攻撃。魔法少女の魔法にも負けない速度を持った、私に対する戦闘手段。離れて放てば回避される。それ故に、彼女は敢えて格闘に身を任せた。絶対に回避できない距離に身を置く為。絶対に避けられない距離まで私を誘い込む為。







　――だから。







「折れなさい！　『悪の女幹部』よ！」

「避けてみせる！　『正義のミカタの魔法少女』よ！」







　――そこから先は。一瞬の半分の半分以下の、時間。







　魔法少女の手から放たれた魔法。掴まえられ、下がれない私はその体を思いっきり横に開く。真正面から放たれた魔法が。私の腹を目掛けて放たれた魔法が。私の腸を食い破ろうとするその瞬間が。スローモーションのように見える。5ｃｍ。1ｃｍ。5ｍｍ。1ｍｍ。近づいてくる白銀の矢。それから逃げる私の体。刹那の間に成された行動なのに、攻撃なのに。極限まで集中した私にはもどかしい動きに見える。避けろ。避けろ避けろ。避けろおおおっっ！！







　――私の腹の皮一枚を切り裂いた魔法が、私の後方にある過去川の堤防を砕いた。







「……はっ！　はっ！　はっ！」

「……ぜえっ！　ぜえっ！　……私の、勝ちだ！　カトリーヌ！」







　腹を抉られた痛みを堪えつつ、必殺の魔法を放ったカトリーヌの動きが、遂に止まる。その狙いを果たすことなく。その魔法を当てることは叶わず。荒い息をつきつつ、がくりと膝を折る。地に手をつく。







「これで、本当に、終わり、だ」







　拳を強く握る。目の前の魔法少女に突き刺す為に。目の前で苦しげに息を吐く自分の親友に止めを刺す為に。さあ。終わりにしよう。私たちの戦いも関係も。この一撃で。この一発で。何もかもを、終わりに……。







　――ぐらりと。体が傾く。上体が揺れる。







　……あれ？







　――膝が震える。自分の体を支えられない。







　……な、んだこれは？







　――腹部から。全身へと。波のように振動が。衝撃が。全身に走り抜ける。







　……まさか。まさか。あれだけで。たったのあれだけで。







　――振動は。衝撃は。やがて痛みとなり。私の体を蝕み。







　……かすっただけで。掠めただけで。触れただけで。







　――そして、その痛みが、爪先から髪の先まで、全身に回ったとき。







　……これが。これが。これこそが。







　――私は、成す術もなく、地面に倒れ伏す。







　……魔法少女の。『マジカル・カトリーヌ』の。本気の魔法、か。







　荒い呼吸をつきつつ、腹を片手で押さえつつ、それでも自分の足で立ち上がった白い魔法少女が、最早身動きひとつとれない私を見下ろし、静かに呟く。







「……私の、勝ち、ですね。『悪の女幹部』さん。……お覚悟を」







　――死闘、決着――。














第四幕　業火の赤

第十七話　黒の絶叫

第十七話　黒の絶叫




　見上げた空に浮かぶ月は大きくて、綺麗で。

　闇夜を照らす白銀の光は、まるで誰かさんの髪の色のようで。







「……いい月だなあ」

「……そうですね」







　思わず漏れた声に、白い魔法少女が応える。『あんたみたいに綺麗だな』とは、言わないでおこう。もうきっと。言葉は要らないはずだから。地面に倒れ伏し動けない私と。それを静かに見下ろす白い魔法少女。







　……決着は、ついた。







　遠距離から一方的に魔法で撃たれたというならともかく。この白い魔法使いは格闘でも私と互角以上に戦った。超接近戦という私の土俵でも踏みこたえた。私の奥の手を真正面から受け止めても倒れなかった。そして、最後には逆転の技を放った。







　……完敗、だ。







　ぐうの音もでないとは、正にこのこと。『悪の女幹部』の全力は、『白い魔法少女』という壁にぶちあたり砕け散った。うん。思っていたよりも、悪くない気分。心にわだかまりは残るけど。これからのことに未練は残るけど。それはまあ、私の偉大な先輩たちに任せよう。博士がいる。大佐がいる。AさんもBさんも。カニゾーさんだっている。







　――だから。大丈夫。私が負けても、『ブラックシャドウ』は、負けない。







「……気は済んだ。やれ」

「……そう、ですか。では」







　魔法少女の白い手が伸びる。開かれた五指が淡い光に包まれる。場違いだけど、その光を見て綺麗だな、と。そう思った。あれほど忌み嫌っていた『正義のミカタの魔法少女』の魔法だというのに。総統を消した力だというのに。







「……言い残すことは、ありますか？」

「何も。……ああ、いや。ひとつだけ」

「どうぞ」

「北川さんに謝っておいてくれ。『約束守れずに、ごめん』と」







　不思議だなあ。この期に及んで。消え去る一歩手前の状態で。私が。『悪の女幹部』であるこの私が。伝言を頼む相手が『魔法少女』宛て、なんて。でもまあ、気になるのだからしょうがない。……『いっしょに美味しいケーキを食べましょう。みんなで』、か。思わず笑みが零れる。ほらみろ。やっぱり死亡フラグになっちゃったじゃないか。約束、果たせなくてごめんね。北川さん。美味しいケーキは、私以外のみんなと、『正義のミカタ』たちで食べて、ね。







「……では。私からも。いくつか」

「うん？」







　どうしたカトリーヌ？　別れの言葉は要らないぞ？　あんたはあんたの責務を果たせ。『悪』を討つ『正義のミカタ』としての職責を果たせ。私はあんたに討たれたい。あの糞ったれな赤い魔法使いの手で果てたくは、ない。







「……百合。貴方は罪のない街の人を、害しようと考えますか？」

「……いや。そんなことは考えたこともない、な」







「……百合。貴方はこの世界を手に入れようと、そう願っていますか？」

「……そんな大それた野望は抱いていないよ。私の手に、世界は大きすぎる」







「……百合。貴方は雪乃と三田君。あの二人を恨んでいますか？」

「……恨む理由がない。感謝こそすれ、そんな気持ちは微塵も持っていないよ」







「……百合。貴方は……」

「……うん？」







　どうした？　一体どうしたカトリーヌ？　何故そんな顔をする？　何故そんなに瞳を潤わせる？　何故そんなに声を震わせる？　最後までいつものあんたでいてくれよ。凛々しくて格好良くて、誰もが憧れる『魔法少女』のままでいてくれよ。







「……百合。私は……」

「うん……」







　駄目だよ。そんな顔しちゃ。そんな目をしちゃ。そんな声をしちゃ。あんた、『魔法少女』なんだろ？　『正義のミカタ』なんだろ？　強いんだろ？　なんで。なんでなんでなんで。この期に及んで。







「……私は、貴方が、大好きです」

「…………」







　泣くな。泣くなよ。カトリーヌ。あんたの瞳から零れた雫が、熱い雫が、私の胸に降ってきてるぞ？　そんな顔されたら。そんな目で見詰められたら。あんたが『正義のミカタの魔法少女』としてではなくて。私のクラスメイトの、同い年の、普通の女の子として問いかけてくるのなら。それならば。







「……貴方は、私が、嫌い、ですか？　百合？」

「……莫迦。そんな訳、ないじゃないか」







　これじゃまるで、普通の女の子みたいじゃないか？　十六歳の、どこにでもいるような女子高生みたいじゃないか。それならば。『正義のミカタ』じゃないならば。あんたが『正義のミカタの魔法少女』の衣を脱ぐというのなら。







「……あんたが、大、好きだ。カトリーヌ」







　――私も、『悪の組織の女幹部』としてではなく。本多百合として。答えよう。







「……その一言が、聞きたかった。聞きたかったのですよ。百合」







　白い魔法少女が、その手を頭上に上げる。真っ直ぐに。上空に浮かぶ月に向け。夜空に輝く月に向け。その月光と同じくらい、白くて綺麗な光を放つ。何かを吹っ切るように。何かを脱ぎ捨てるように。思い切りよく。空に向け魔法を放つ。







「……もう。迷いません。悩みません」

「……カトリーヌ？」







　にっこりと。影ひとつない完璧な笑顔を浮かべつつ。『魔法少女』は呟く。







「百合。貴方が何を隠しているのか、私は知りません。貴方が私に語ってくれなかった過去に、一体何があったのか、それも聞きません。『ブラックシャドウ』という組織と、過去の『正義のミカタ』の間にどんな確執があったのかも、もう聞きません。聞く必要はありません。だって……」







　月光を全身に受け。その白い衣装をより一層輝かせ。闇夜に光る月のように。黒く塗り潰された私の心を照らす、一筋の光であるかのように。希望のように。彼女は紡ぐ。優しい言葉を。優しい魔法を。私の心を溶かすように。癒すように。







「百合。貴方は『悪』なんかじゃない。少なくとも、私の敵である『悪』ではない。何故貴方が『悪』を自称するのか。何故貴方は『悪の秘密結社』などと自分を卑下するのか。その理由はわかりません。……でも、これだけは言えます」







　――やめてくれと。それ以上は言うなと。そう願う理性と。

　ありがとうと。もっと言ってくれと。そう喜ぶ感情と――。







「百合。貴方は『悪』じゃありません。だから私たちに、戦う理由はありません」







　ああ。ついに言われてしまったと。昔の私が打ち崩れる――。

　――ああ。ついに言ってもらえたと。今の私が歓喜に震える。







「……何より。私が好きになった友人が、『悪』である筈がありませんから」

「……莫迦。本当にもう、莫迦……。莫迦だよ。あんたは」







　――『マジカル・カトリーヌ』の微笑みが。『悪の女幹部』の心を溶かす。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……ここまで予想して、の、ことですか？　大佐？」

「まあな。あの魔法少女に『親友』は討てないさ」

「流石です。女心を読むことにかけては天下一品、ですね」

「……その言葉には、弱冠の棘を感じるのだが？」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……まあ、前から甘い奴だと思ってはいたけれど……」

「ね？　だから反対だったのよ。カトリーヌさんに任せるのは」

「黒いの本質は『悪』じゃないということ、か。……知ってたの？　緋村さん？」

「別に？　ただ、心から『悪』になりきれるほど、強い子じゃないな、って、ね」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……さ、百合。平気ですか？」

「……平気じゃないわよ。全く。あんな凶悪な魔法撃ちやがって……」

「自業自得というものです。あれぐらいしないと、百合は本心を言いませんからね」

「人を捻くれ者みたいに言うな！」







　……ちょっとは自覚あるけどさ。ま、それはそうと。







「でも。いいの？　あんた？」

「はい？　何がですか？」







　未だに体がしびれて動けない私に向け腕を差し出しつつ、カトリーヌが言う。これは。うん。どうなんだろ？　私が言っていいものなんだろうか？　迷うことは迷うが、でも、うん。やっぱり私の口から言うべきことなんだろうな。これは。







「……あんたの立場とか、さ。あんた、『正義のミカタ』なんでしょ？　個人的な感情で私と、『悪の女幹部』と。馴れ合っちゃったりして平気なの？」







　カトリーヌとの和解は。うん。正直言って嬉しいさ。でも私は『正義のミカタ』に心を許した訳じゃない。あいつを。あの赤い魔法使いを許した訳じゃない。適う事なら今すぐにでも。奴とは決着を付けたいところである。その辺、こいつはどう考えているのだろう？　『正義』を捨てられる奴じゃない。かと言って、今更私に拳を向ける奴でもない。こいつを疑うのは、もうやめた。だからそこは全面的に信じる。だけど。いや、だからこそ。







「……あんたの立場が悪くなるのなら、私はその手を取らないよ」

「……全く。強情にも程がありますわね」







　すっと。差し出したその手を戻した彼女は。呆れたような、でもどこか優しい笑顔を浮かべひとつ頷く。私を安心させるように。私に約束するように。







「大丈夫。私に全て任せてくださいな」







　胸を張ってそう言うと、くるりと彼女は背を向けた。彼女の正面には。その視線の先にいるのは。彼女の仲間で、私の敵。『正義のミカタの赤い魔法少女』と、それにつき従う青い魔法少女。







「緋村さん！　提案があります」

「なーによー？」







　遠くから聞こえるその気だるい声。英国生まれの魔法少女が取った行動に呆れているのか。それともこの茶番に毒気を抜かれたのか。やや投げやりなその声に応える様に、白い魔法少女は叫ぶ。







「……私の見たところ、『ブラックシャドウ』は、今、倒すべき相手ではないと思います。彼女らに罰すべき罪はない。だとしたら、この戦いは無意味です。確かに、先に宣戦布告を告げてきたのは彼女らです。だけどそこには、何らかの理由がある筈。まずはお互い話し合いにより、戦いを回避する努力をすべきではないでしょうか？」







　おいこら待て。こっちに話し合いなんて選択肢はないぞ？　勝手に決めるなよ。私はあんたのことは。それと北川さんと三田君と。おまけに青いののことも入れてもいいけど。とにかくこの四人のことは認めても、あの赤い魔法少女だけは許すつもりはないからな？　……そんな私の心の声を知っているのかいないのか。聞こえているのかいないのか。それはわからないけど。英国生まれの魔法使いと日本生まれの魔法使いの会話は続く。







「それがあなたの。『英国の白い魔女』の、意思なの？　カトリーヌさん」







「ええ。そうです。私は私の名に賭けて、悪でない者を討つことも、そして討たせることもしません。させません。……それが、私の答え、です」







　ああ。こいつはやっぱり莫迦なんだなと。そのとき私はそう思った。事あるごとに『悪の組織の女幹部』であることを自認してきた私を庇い、『この子は悪ではない』と言い切りやがった。胸を張って。誇り高く。莫迦だ。本当に莫迦だこいつは。何であんたはそこまでして私を庇うんだ？　私を信じるんだ？　あんたがそんなだから、そんなだから。私は。私は。私は……。







　――こんなに。これほどまでに。あんたを。あんたのことを。英国生まれの白い魔法少女のことを。好きになってしまったというのに。







　でも、でもさ。そんな話が通じる訳ないだろう。無理を通そうとしても道理は引っ込まないんだぞ？　その赤いのは心底性根が悪いんだぞ？　そんな意見に、首を縦に振る訳が……。







「……わかったわ。『マジカル・カトリーヌ』さん」

「ご理解頂けて、何よりです。『マジカル・スカーレット』さん」







　……拍子抜け。思わず『えっ？』って間抜けな声が出た。なんだ？　なんだこれは？　魔法使い同士の、私たちにはわからない駆け引きがあったのか今のは？　私があいつを憎む理由があるように、あいつには『ブラックシャドウ』に対する並々ならぬ思いがある筈なのに。それを。全部。なかったことにする、と？







「さ。百合。話は済みました。立てますか？　肩を貸しましょうか？」

「え？　あ、うん。……あ、いやいや。その前に」

「はい？　まだ何かあるのですか？」







　きょとんと。首を傾げる白い魔法少女。いや待てよ。今のやり取りに疑問を感じないのかお前は？　今、正に殺しあおうとしていた『正義のミカタ』と『悪の組織の女幹部』なんだぞ。私とあの赤いのは？　それがこんなにあっさり、和解できる訳がないだろう？







　そんな思いをこめ、不審そうな顔をする私に対し、カトリーヌが見せ付けるようにため息をつく。駄々っ子に言い聞かせるように。物覚えの悪い生徒に二次方程式を教えこむ数学教師のように。ちょっとだけムカつく。







「……百合？　いい加減になさいな。あの緋村さんとどういった因縁があるか、貴方が教えてくれないから私は知りませんが、彼女だって立派な『正義のミカタの魔法少女』なんですよ？　『正義』が、『悪』ではない者を討つ訳ないじゃありませんか」







　……それは違うと。私はそう思うけど。赤い魔法少女のことはこれっぽっちも信用していないけど。でも。私に向け手を伸ばす、手を差し出してくれる、この優しい白い魔法少女のことは信じてもいいかなと。そう思い、やっと動くようになった自分の手を、彼女に向け伸ばし……。







　――轟音。閃光。……そして、紅。







　カトリーヌの顔が、笑顔を浮かべたまま固まる。その上体がぐらりと傾く。彼女の心そのままに、純白だった衣装が赤に染まる。自らの脇腹から噴出す液体により。







　――びしゃりと。少し前、彼女の涙で濡れた私の胸に、今度は赤い雨が降る。







　二発目の銃声。カトリーヌの肩が弾ける。三発目の銃声。カトリーヌの太腿が爆ぜる。……そして四発目の銃声は、彼女の体には着弾しなかった。







　――何故なら。彼女はもう。既に。私に覆い被さるようにして、倒れていたから。







「……やはりニューナンブは、遠距離の狙撃には適してないわねえ」







　硝煙を上げる銃口を真っ直ぐ前に向け、射撃訓練のお手本のような姿勢のまま呟く赤い魔法少女の声が、風に乗って私の耳に届く。その言葉を頭は理解できても、心が反応しない。何だ？　これは一体なんなんだ？　どうしてカトリーヌが撃たれる？　どうしてカトリーヌが倒れている？　何が？　一体何が？







　思考停止した私の脳の変わりに、体が反射的に動いた。カトリーヌの。私の大事な、大事な大事な親友の体を抱きしめる。その手がぬるりと滑る。何故？　そんなのわかっている。この赤。紅のせい。命の元となる液体が私の手を濡らす。赤く。赤く赤く。悪夢のように赤く染める。だから。だから。ああ。だから。







「カトリーヌーっっっ！！」







　……私の絶叫に。月は。何も答えてはくれなかった。














第四幕　業火の赤

第十八話　青の正義

第十八話　青の正義




　――例えば私が、両親の愛を知らずに育ったとしたら。







　物心ついた時には既に孤児で、両親の記憶そのものがなかったとすれば、失くした痛みを知らずにいられたのだろう。







　――例えば私が、総統に拾われなかったとしたら。







　あのままあのアパートで独り孤独に朽ち果てて、総統の愛情も優しさも強さも、失くした痛みも知ることはなかったのだろう。







　――例えば私が、北川さんたちと出会わずにいたとしたら。







　中学時代と同じような、孤独で暗い学生生活を送り続け、友達の温かさももどかしさも楽しさも、失くした痛みも知らずに過ごしたのだろう。







　――そして、例えば私が、この白い魔法少女と出会わずにいたとしたら。







　もう諦めていた筈の『親友』と呼べる存在に恵まれることはなく、その愛しさも切なさもかけがえのなさも、失う恐怖も知ることはなかったのだろう。







　……そう。この世界はいつでもそうだ。大事なものを。本当に大事なものを。一度は私に与えておいて、その後、容赦なく奪う。奪っていく。なんて残酷なんだろう。先に最高の体験を与えておいて、そして最低の感覚を叩き込む。私に与えられるのは、残されるのは、失った悲しみのみ。大事なものは。大事な人たちは。みんな私の元から去っていく。私の手をすり抜けていく。失くしてしまう。だから。







「カトリーヌっ！　カトリーヌカトリーヌ！　カトリーヌっっ！」







　きつくきつく。全身の力を使って抱きしめる。もう失くさないと。この手は離さないと。絶対に。絶対に絶対に絶対に失わせはしないと。だって。だって私は。私には。もう彼女を失う痛みには耐えられないから。彼女を失くす悲しみには耐えられないから。両親を失った痛みには耐えられた。総統を失くした痛みも乗り越えてきた。友人を失った痛みにも我慢できた。でも。でも。カトリーヌ。あんたは。あんただけは。私の親友だけは。







　――もし、失くしたら。私はきっと耐えられない。今度こそ、壊れてしまう。







「……後始末が面倒になったなあ。でも、ま。あんたは安心していいよ」







　風に乗り、そんな朗らかな声と共に火薬の匂いが私の元へと届く。シリンダーを開け銃弾を補充した、赤い魔法少女の笑顔が視界の隅に映る。







「大丈夫。一緒に送ってあげるから、さ。……さようなら。お二人さん」







　銃口が火を噴く。ノズルスマッシュに目が焼かれる。砲声に耳がやられる。真っ直ぐに。些かの躊躇いも迷いもなく。彼女の魔法が。魔法の銃弾が。私たちを目指す。その身を焼く為に。その身を貫く為に。その命を奪う為に。







　――だけど。







「……些か、お転婆が過ぎるのでは？　『魔法少女』よ」







　立ち塞がった精悍な影が。その高速で飛来する弾丸を。魔力を帯びた鉛の塊を。澄んだ音を立てて叩き斬る。一刀両断にする。切り捨てられた魔弾の欠片が地面に転がる。こんなことが出来るのは。こんな業を成せるのは。この世で唯一人。







「大佐っ！！」

「動くなよ？　百合？　……で？　どうだ？　Aよ？　何とかなりそうか？」







　こちらに振り返ることなく。こちらに視線を向けることなく。『ブラックシャドウ』の大幹部が続ける。その相手は私ではなく。いつのまにか、幻のように私の側に跪いたもう一人の影。黒服黒マスクに身を包んだ、私のもう一人の仲間。







「……とりあえず、生きてはいますね。大佐」

「……Aさん！」

「大丈夫。百合さん安心してください。こっちには博士がいます」







　冷静に。いつものように沈着に。血塗れの白い魔法少女の脈拍を怪我の具合を顔色を、淡々と確認しながら我が組織の戦闘員は続ける。繰り返す。







「大丈夫。あの人なら死体でも簡単に蘇らせてみせますから、ね」







　……大丈夫。うん。大丈夫。そう。大丈夫。大佐が守ってくれる。Aさんが助けてくれる。博士が治してくれる。だから、大丈夫。大丈夫。私は私にそう言い聞かせる。必死に必死に、そう言い聞かせる。そう信じ込もうとする。







「ありがとう。大佐。ありがとう。Aさん。ありがとう。ありがとう……」







　私の声にAさんが軽く頷き応える。私の手から意識を失った魔法少女の華奢な体躯を受け取る。そっと抱き上げ、博士の下へと静かに走り出す。







　大佐が背中を向けたまま親指を上げて応える。私を背で守りながら。その視線は一瞬たりとも前方から逸らさずに。強い視線を逸らさずに。







「……さて。『正義のミカタの魔法少女』よ？　一対一の、双方の組織の代表の、神聖なる決闘に銃弾で割り込むとは。しかも背後から問答無用の一撃とは。礼儀を失する行為だと思うのだが、如何なものだろうか？」







「……双方の組織の代表？　笑わせないでもらえるかしら？　そっちの女幹部はともかく、白い魔法少女のほうは勝手に割り込んできて勝手に自己解決しちゃっただけじゃない」







　緋色の魔法少女と、悪の組織の大幹部が睨み合う。







「仮にも仲間に向かって、その口の利き方はどうかと思うが？」

「仲間？　寝言は寝てから言ってくださらない？」







　大佐の握る刀が揺れる。魔法少女の握る銃が揺れる。







「白い魔法少女は、仲間ではないと、でも？」

「そうね。少なくとも」







　揺れる刀がゆっくりと上がる。揺れる銃がゆっくりと上がる。







「……『正義のミカタの魔法少女』でありながら、『悪の組織の女幹部』と馴れ合うようなやつは、私は『正義』と認めない。『仲間』だなんて認めない。はっきりと断言してあげる。そいつはもう、仲間じゃない。裏切り者だ。……そして」







　魔法少女の構える魔法の銃が、その銃口の向きを固定する。

　悪の組織の幹部が構える剣が、その切先の向きを固定する。







「……裏切りには、制裁を。罪には、罰を。罪人には、死を」







　轟音五連射。鋼のキカイが鋼の弾を弾き出す。迎え撃つ大佐の剣が演舞のように舞う。銃弾を斬る。銃弾を弾く。銃弾を逸らす。銃弾を打つ。銃弾を刺す。ばらばらと。その必殺の魔弾を打ち払う。一歩も下がらずに。一歩も引くことはなく。達人の業は高速飛来する銃弾を全て地に転がす。







「流石。腕は劣ってはいないようで」

「そちらはまた腕を上げたな。狙いが正確すぎて些か冷や汗をかいたぞ」







　魔法少女が嗤う。十年前を思い出すように。

　悪の幹部は呟く。十年前と比較するように。







「十年、十年たったからねえ。あれから」

「十年、十年たったのだなあ。あれから」







　十年前、魔法少女はまだ幼く。

　十年前、悪の幹部はまだ若く。

　




「十年前、幼かった私では出来なかったことをお見せしましょう」

「ほう？　年相応の色気でも身に付けたか？　『魔法少女』」







　大佐の軽口に対し、軽く眉をひそめた緋色の魔法少女は、しかしその言葉に言い返したりはせず、その代わりに懐からもうひとつの銃を取り出す。それを構える。真っ直ぐに。目の前に立つ男に向けて。







「片手で一丁ずつ、合計二丁。銃を持てるようになりましたよ。私は」

「……成程、な。立派な成長だ」







　勝ち誇る魔法少女。さも何でもないことのように平然と構える大佐だけど。これは、まずい。これは、無理だ。銃弾を剣で弾き返す。その神業は凄まじいが、それでもそれが成せるのには理由がある。それは実は簡単。『一丁の銃からは同時に二発の弾が出ることはないから』。どんな速射でも、一発目と二発目にはタイムラグがある。大佐の業はその隙をついたもの。その刹那の時間で剣の向きを変えている、剣の軌道を変えている、だけ。だから。







「如何にあなたといえど、同時に来る銃弾を打ち返す術はないでしょう？」

「さあ？　どうだろうな？　試してみるか？」







　その言葉を挑発と受け取ったのか、少女の唇が歪む。嫌な感じに。ああ。莫迦。莫迦大佐。何でそんな煽るようなことを言うのよ！？　







「……じゃ、遠慮なく撃たせて貰うわ。――っ！？」

「……どうぞ。やれるものならやってみればいい。――っ！？」







　売り言葉に買い言葉。そうとしか言いようのない会話を続けていた二人が同時に息を呑む。その視線は。その視線の先にいるのは。







「……まだまだああっっ！！」







　突如立ち上がり、一気に魔法少女との間合いを詰めた私の姿が映っているのに違いなく。痺れた体はまだ回復しきってはいないけど。その動きは全開とはとても言えないけど。でも。それでも。







「あんたはっ！　あんただけはっ！　許せない！　許さないっ！」







　大佐にその気があったのかどうかは知らないけれど。大佐にその意思があったのかどうかはわからないけど。二人の対決の時間は、私に僅かな休憩の時間をもたらした。回復の時間を与えた。白い魔法少女の放った魔法によるダメージを、私の『悪の女幹部スーツ』の回復力が上回る時間を与えた。だから。







「この！　拳をっ！　総統の恨みをっ！　カトリーヌの痛みをっ！」







　私は、奔る。拳を、握る。息を、詰める。力を、籠める。

　ぎゅうう……っと。力の加減を考えずに握り締めた拳を。







「――私の！　十年をっ！　思い知れええええっっ！！」







　――真っ直ぐに。ただ真っ直ぐに。突き出す。……が。







「――絶対結界！」







　――その拳が。私の思いが。透明な壁に遮られる。跳ね返される。







「ぐ……っ！　あ、あ……、うあ……っ！」

「……惜しかったわね。寿命が縮んだわよ。『悪の女幹部』。でも」







　分厚い鉄板を殴りつけたときのような反動に。ありったけの思いを籠めた拳が届かなかった悔しさに。呻く私に向け、魔法少女は哂いかける。にやり、と。







「……そんなんじゃ。『悪』の力じゃ、私の結界は……」







　すう……と。薄い笑みを浮かべたまま。少女が腕を上げる。その武器を掲げる。魔法の火を噴く魔法の銃を。その銃眼を。まっすぐ、目の前にいる私に向け。







「……砕けない。破れない。貫けない。わよ」







　むしろ静かに。優しいほどの声で。そう呟いた魔法少女は。自慢の武器の引き金を引く。超至近距離。拳銃が。ニューナンブが。最大の威力を誇れる距離で。精密射撃には向かないという弱点を補える距離で。







　両腕を目の前で十字に交差させ。私は反射的に後方へと跳ぶ。最早手遅れであることを知りながら。最早回避は不可能と知りながら。それでも。私の体は、私の神経系は、私の筋肉は骨は関節は。私の命を守ろうとして、私の体を動かす。







　一発目の銃弾が。私の頬を掠める。

　二発目の銃弾が。私の足元を抉る。




　三発目の銃弾が。私の右足を撃ち抜く。これでもう、私は飛べない。

　四発目の銃弾が。私の左足を撃ち抜く。これでもう、私は立てない。







　五発目の銃弾が。私の頭上を音を立てて飛んで行ったのは。外れたのは。

　私の体が崩れたから。両足に銃弾を受け、自らの体を支えられなくなったから。







　――どしゃりという重い音を立て。私は自らが作った血の海に沈む。







「……飛んで火にいる、なんとやら、ってやつ、だねえ」







　西部劇のガンマンのように。思いっきり演技がかった仕草で。硝煙を上げる銃口に唇を寄せ煙を吹く魔法少女。楽しくて。楽しくて愉しくて仕方ないと。その表情が語っている。その声が語っている。







「百合っ！」

「おっと。そこまでですよ？　『悪の組織の大幹部』さん」







　走り出そうとした大佐を牽制するように。魔法少女は大きく腕を振るう。自慢の拳銃を両腕に握り、その銃口を離れた二つの標的へと定める。ひとつは、私に向け。もうひとつは、博士に。……いや。正確には、博士により治療中の、動かない白い魔法少女に向け。







「あなたの強さは、よく知っている。音速で飛んでくる銃弾を弾き返すなんて業は、あなたにしか出来ない。あそこにいる戦闘員なんかには出来ない。……でもさすがに、反対方向に向け放たれるふたつの銃弾を同時に落とすことは、あなたにも、出来ない。――もう、チェックメイト。諦めて、あなたの大事な小娘が無様に命を散らすところを、黙って見てらっしゃいな。どちらにしろ、あなたでも、如何にあなたといえども、私の持つ『絶対結界』を斬り裂くことは出来ないのだし、ね？」







　……勝ち誇り言い切った魔法少女が、一丁の銃を口に咥える。開いた片手で、懐から新たな弾倉を取り出す。カチャリという軽い金属音と共に、シリンダーが廻る。魔法少女が優雅な仕草で、繊細な指先で、弾丸を補充する。







「さあ。とびっきりの、ショーを始めましょう」







　その右腕を真っ直ぐ伸ばし、私に向け。

　その左腕を真っ直ぐ伸ばし、カトリーヌに向け。







「お祈りは、済んだ？　……じゃ、『悪の女幹部』さん」







　――彼女は、同時に、引き金を、引く。







「ばいばい。……永遠に、ね」







　――銃声は完全に同時に聞こえ。銃火は完全に同時に光り。……そして。







「……これは、どういう、こと、かな？」







　――反対方向へと放たれたふたつの銃弾は、二人の人物により跳ね返される。







「……どういうことも、こういうことも、ないだろ？」

「……我が主の友人の命は、我が主の命と同等」







　私に向け放たれた弾丸は、青い魔法少女自慢の、青い魔法の槍により。

　カトリーヌに向け放たれた弾丸は、改造人間の装備した強化合金製の鋏により。







「……そこの、不恰好なサイボーグさんはともかく、あなたは私の味方だと思っていたのだけど？　と、いうか、自分でそう言ってたじゃない？　ついさっきも。それから以前も。会議のときだって。そう言ってたじゃない」







　動けない私を守るように立ち塞がる青い魔法少女に向け、緋色の魔法少女が問いかける。不思議そうに。心底不思議そうに。それに対し、青い魔法少女は答える。胸を張って。カパリと口を開き。いつもの。『敵を目の前にした』青い魔法少女の。笑っていない笑顔を浮かべて。







「そんなことを言った覚えはないなあ。あたしはね？　緋村さん？　ずっとこう言ってきた筈だぞ？　『あたしは正義のミカタ』だって。あんたの味方だなんて、一言も言った覚えはないぞ？」







「……それって同じことじゃないの？　どこが違うの？　私は『正義のミカタの赤い魔法少女』だよ？　私の味方ではいてくれないの？」







「ああ。そうだね。あたしは『正義のミカタ』だからね。『正義』じゃないやつの味方はしない。あたしはあたしの正義を貫く。貫いてみせる。つまり……」







　――少女は槍を振るう。見せ付けるように。その切先を、赤い少女に向け。







「……この場にいる中で、一番の『悪』は、あんただってことさ。緋村さん」

「……数々の非道の仕打ち、その責を取ってもらおうか？　『魔法少女』よ」







　青い魔法少女と、無骨な改造人間が、かつて殺しあった二人が。その肩を並べる。







　――共通の敵を。『緋色の魔法少女』を。前にして。

















第四幕　業火の赤

第十九話　黒の……

第十九話　黒の……




　淡い青色のオーラを身に纏い。蒼紺の槍を大地に突き刺し。彼女は正々堂々そう宣言する。『魔法少女』としての自信と。『正義のミカタ』としての自負と。そして何より、悪を憎む『風見　葵』個人として。







　精悍な顔に怒りを滲ませ。自慢の鋏を身に付け。男は胸を張り静かにそう告げる。『戦士』としての生き様と。『悪の組織の改造人間』としての誇りと。そして何より、彼自身の矜持に賭けて。







「青いの……。カニゾーさん……」







　自分の声が、揺れているのがよくわかる。震えているのがよくわかる。これは自分の、そして親友の安全を確信したことからくるものなのか。それとも他の何か、言葉に出来ない溢れる思いが成せるものなのか。







「……勘違いすんなよ？　別にあんたを助けた訳じゃない」







　活動的な青一色のコスチュームの中で、唯一純白のマントを風になびかせ。彼女は背中を向けたままそう呟く。足の出血と痛みの影響で未だ立てない私は、地に伏せたまま彼女を見上げる。そういえば、こんなことが前にもあったな、と。足の甲を貫かれ。足の筋肉を切り裂かれ。雨に濡れる地面を舐めつつ、彼女を見上げた経験があったなと。そんなことを思い出す。……そのときの加害者は、実は目の前に立つこの少女だった訳だけど。







「あたしは、あたしの正義を貫くだけ。あんたと馴れ合う気はないからな」







　多分。きっと。これは彼女の本心。本音。所謂照れ隠し、なんかじゃない。そんな安っぽいものじゃない。彼女がもし、私のことを本物の『悪』だと判断したら。彼女の設ける一線を越えたら。彼女はその自慢の槍を一切迷うことなく私に突きつける。どこまでも。どこまでも。自身の持つ『正義』に忠実な彼女。真っ直ぐな。真っ直ぐすぎて、直視できないくらい眩しい、彼女の生き方。彼女の矜持。







「……ただ、ひとつだけ。あんたに礼を言っておかなきゃいけないことがある」







　悲惨な過去を持つのは、私も彼女も一緒。耐えようのない孤独の味を知っているのは、彼女も私も一緒。『正義のミカタ』に仲間を奪われた私。『悪の秘密結社』に家族を奪われた彼女。立場は違えど。加害者の思想は違えど。奪われたものは同じ。私と彼女は表裏一体。だから。







「あたしを、あの白いのと、それから、あの人に出会わせてくれたこと」







　心の中では。口に出すことはしなかったけど。これからもしないけど。でも、本心では。心の奥底では。一番深いところでは。







「それだけは、あんたに、感謝している。……ありがとう」







　――実は、魔法少女の誰よりも。『正義のミカタ』の中でも一番。あんたに強いシンパシーを。感じていたんだよ。私は。







「……さて」







　長い髪を風に泳がせる彼女の側に。ずしんと。重い足音を立てて。圧倒的な存在感をみなぎらせて。巨漢の改造人間が並ぶ。精悍なその顔に戦意と、それ以外の何かを、少しだけ温かくて、そして優しい何かを滲ませ。







「……こうして、戦場で、共に肩を並べる日がくるとは、な」

「……あたしは、ずっと祈ってましたよ？　こんな日が来て欲しいな、って」







　青い魔法少女は、自分よりも頭一個分以上背が高い改造人間の顔を見上げる。にっこりと。年相応の。恐らく、この少女が本来持っていた筈の自然な笑顔を浮かべて。







「再戦を期して、そして今度は完勝する、そんなことを言ってはいなかったか？」

「……あははー。よく憶えてますねえ。はい。言いました。あの土手で。……でも」







　改造人間は、自分の半分にも満たない華奢な体躯を持つ魔法少女を見つめる。笑顔は浮かべず。だがしかし。慈愛に溢れた目で。愛しい者を見る目で。







「……もう、いいんです。リベンジよりも、大事なものを見つけたから」

「大事な、もの？」

「ええ。そうです。大事なもの。見つけちゃいました」







　魔法少女がはにかむ。頬を薄く桜色に染める。そしてそのまま左手を。槍を持たないほうの開いた手を。ゆっくりと上げる。隣に立つ、改造人間に向け。







「……強くなったあたしを、見せたいなって。見てもらいたいな、って。復讐じゃなくて。狂気でもなくて。恨みなんかじゃなくて。ただただ、自分の信念に基づいた強さを。自分の大事なものを守る強さを。……そのことを教えてくれた人に。あたしの大事な人に。それを見てもらいたいな、って。だから」







　改造人間が頷く。静かに。そしてそのまま右腕を。強化金属製の鋏に覆われていないほうの右腕を。ゆっくりと上げる。隣に立つ、青い魔法少女に向け。







「……一緒に、戦って、くれますか？　名無しの、権兵衛さん？」

「……元より、そのつもりだ。『正義のミカタ』の魔法少女、よ」







　……こつんと。小さな音を立てて。二人の拳がぶつかる。







「――いくぞっ！　風見　葵っ！」

「――はいっ！　カニゾーさんっ！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……涙が、出た。抑えきれずに。ぽろぽろと。







「ゆ、百合ちゃ……じゃなくて総統代理！　お怪我は！？　平気ですか！？」







　私の身を案じ、駆けつけてくれたお姉……じゃない。戦闘員が、私の顔を見て驚愕する。ああ。こりゃ勘違いされたな。今の私、どう見ても怪我が痛くてないているようにしか見えないもんね。でも、違うんだ。違うんだよお姉ちゃん。これは痛みがもたらす涙じゃないんだ。そんなものじゃないんだ。だって。







　――脳裏に浮かぶ光景は、あの雨の病院の裏庭。







　カニゾーさんの背に縋って、嗚咽を堪え忍び泣く青いのと。

　そんな彼女を抱きしめられない、心優しい改造人間の姿。







　ぎゅう、っと。心臓が握り締められるほどに痛む思い出。私の存在が、あの二人を引き裂いたその瞬間。それが。ああ。それが。今。







「よかった……。本当によかった……」

「ゆ、百合ちゃん？」







　よかったね。風見さん。その想いは届いたよ。

　よかったね。カニゾーさん。その優しさは届いていたんだよ。







　よかったね。本当に。よかったね。……うん。よかった。







　☆　☆　☆　☆　☆







　――改造人間の逞しい肉体が大地を駆ける。その様、まるで津波の如く。

　――魔法少女の華奢な両足が大地を駆ける。その様、まるで雷光の如く。







　重厚さと敏捷さ。破壊力と貫通力。それは、完璧なユニゾン。







　男の逞しい左腕に装着された、凶悪で強大な鋏が、赤い少女を守る魔法の結界に叩きつけられる。鋼鉄と合金を正面衝突させたような轟音が響き渡る。跳ね返される改造人間の武器。その反動を殺せず踏鞴を踏む改造人間。







　赤い魔法少女はその隙を見逃さない。握った魔法の銃が火を噴く……その寸前。







　男の広い背中から、蒼い疾風が飛び出す。風を切る魔法の槍が空気抵抗をなくし。人には成し得ない速度で飛び上がった青い魔法少女が、思い切りよく蒼槍を振り下ろす。速度と、武器の硬度と重さと、重力さえも味方につけたその一撃を。







　赤い魔法少女の唱える『絶対結界』は、それをも、その一撃さえも跳ね返す。







「……へえ？　これも耐えるか。すごいね。あんたの『絶対結界』は」

「……こう見えても、私も『魔法使い』の端くれだしね」







　にい……と、青い魔法少女が哂う。にやり……と、赤い魔法少女が応える。







「でも。おかしいな？　あたしの魔法は『正義』の力の筈なんだけどな」

「うん？」

「あんたさっき言ってたじゃん？　『悪』の力じゃその結界は破れないとか何とか」

「……ああ。そうね。訂正するわ」







　純白の袖を振り。細い指で空中に呪文の籠目を描きつつ。







「……私の結界は、絶対に壊れない。どんな力を以ってしても、ね。それが『正義』の魔法であっても。『悪』の力であっても。絶対に。絶対に」







　重ね掛けされる魔法の結界。すべてのものを跳ね返し、赤い魔法少女の身を守る透明で不可侵な壁が、淡い光に包まれる。







「……だから、『絶対結界』。……さて、今度はこっちの番よ？」







　赤い魔法少女が、その武器を、魔法の銃を懐にしまう。無手となった彼女の指が、空中に軌跡を描く。半紙に筆を滑らせるように。それは契約。無制限に魔法の力を与えられる『魔法少女』と違い、自らの鍛錬によって。古より続く血の濃さによって。魔法を由とする『魔法使い』が、大地に満ちる精霊たちを使役する為に生み出した、誓約の呪文。太古の秘法。







「……刮目なさい。本物の『魔法』の凄さを」







　轟と。音を立てて。大気が焼かれる。赤い魔法少女の両腕が生み出した赤い炎の魔法が。灼熱の大蛇が。対峙する二人に襲い掛かる。その鱗一枚一枚が、全て燃え盛る炎。その二股に割れた舌先は、無限の高温。その漆黒の眼は焼け焦げて溶け墜ちた虚無の穴。







　魔法の槍でそれを打ち返した魔法少女が、その威力に押され後方へ飛ばされる。

　鋼鉄製の鋏でそれを迎撃した改造人間が、その高温に耐え切れず空へと逃げる。







「……どう？　なかなかのものでしょ？」

「……驚いたなあ。うん。驚いたよ」







　白いマントに取り付いた火の粉を手で払いつつ、青い魔法少女が答える。







「あんた、魔法も使えたんだね。銃だけが得意な人かと思ってた」

「……あなた、私を何だと思っていたの？　風見さん？」







　赤い魔法少女が、じとっとした目で青い魔法少女を睨む。涼しい顔でそれを受け流され、諦めたように肩を竦める。……そして。







「……そこまで言うのなら、見せてあげましょう。『魔法使い』渾身の、大魔法を」







　……彼女は、凄惨な、妖艶な、笑みを浮かべる。







　☆　☆　☆　☆　☆







「――いかんっ！　ヤツは『アレ』を使う気じゃっ！」







　カトリーヌへの応急処置を終え、戦いの推移を見守っていた博士が、突然立ち上がり、目を剥いて叫んだ。怪我のせいで戦えず動けず、戦闘員Bに抱きかかえられつつ戦線を離脱した私は、その声の鋭さに、博士の表情に驚く。いつも飄々としていて、どんな場面でも動揺を見せたことがない博士の、その変わりように。







「は、博士……？」

「行けっ！　大佐っ！　ヤツを止めるのじゃっ！」

「承知っ！」







　博士の声が届くよりも早く、大佐が抜刀して飛び出す。見たことがないような、真剣な、いや。追い詰められた顔をして。何？　何なの？　あの博士が。あの大佐が。どんな危機的状況でも笑って切り抜けられる頼りになる私の仲間が。こんなにも。こんなにも動揺するような事態って。そんなことが、ある訳が……。







　……あ。







　ひとつだけ。ひとつだけ。心当たりが、ある。この二人が恐れる事態。この二人が真剣にならざるを得ない事態。それは。それは私の。心の底の。一番深くの。痛い、痛い記憶と合致していて。つまりそれは。それは。それ……は……。







「……まさか！？」







　遠くにいる赤い魔法少女と、目が合う。その目。その顔。その笑顔を見たとき。私は悟る。理解する。あいつは。あの赤い魔法少女は。魔法使いは。やる。やる気だ。アレを。もう一度『アレ』を。あの禁断の呪文を。







「――手加減はせぬぞ！　魔法少女よ！」

「……やっぱり出てきたわね。悪の大幹部さん」







　大佐の斬檄。鉄をも斬り裂くその一撃は、されど、魔法少女の展開する『絶対結界』を破るには至らず。







「……でも。如何にあなたといえど、この結界は破れないわよ？」

「……破ることは敵わずとも、消耗させることは出来る」

「成程。私に結界の維持に専念させて、魔法を唱えさせないつもりね」

「ご名答。ご理解頂けたのなら、その魔法の詠唱、止めてもらいましょうか？」







　大佐が、笑う。少女が、哂う。







「こっちは三人。そちらは一人。ここはひとつ、引き分けで満足してはどうだ？」

「引き分け？　何を言ってるの？　悪の幹部さん。そんなの聞ける訳ないじゃない」







　大佐が、問いかける。少女が、答える。







「それに、あなたはひとつ、勘違いをしているわ」

「勘違い、とは？」







　少女が腕を上げる。何かの合図のように。誰かへのサインのように。高々と。







「私は、ひとりじゃ、ない。――緑川！」







　その声に応えるように。魔法少女からの召還に応えるように。闇夜からもう一人の影が飛び出す。飛び上がる。そしてそのまま、月の光に反射する業物を、力任せに大佐へと振り下ろす。







「……出番はないと、そう思っていたのだが、な」

「――っ！？　貴様っ！　グリーンっ！」







　第三の男からの一撃を受け流し、大佐が逆襲に転じる。普段の、洗練された業と違い、荒々しいまでの太刀筋。襲い掛かるそれを、グリーンと呼ばれた男が弾き返す。再び入れ替わる双者の役割。……いや。もう、目では追えない。早すぎて。激しすぎて。どちらが攻でどちらが守なのか、私の目では判別できない。だけど。







「あの男……。あれって。あの夜の。カトリーヌの……」







　大佐と互角以上にやりあえる人物なんて、私の記憶には二人しかいない。一人は勿論、総統で。そしてもう一人は。あの夜。あの台風の夜。あの日見かけた、あの。







「……また腕を上げたな。ロイ・ショッカーっ！」

「……貴様を倒すまで！　『俺』の修行は終わらないんでねっ！」







　……ああ。やはり。やっぱり。あの日の。あの夜の。あの大佐、だ。







「そこをどけええっ！」

「通す訳にはいかぬっ！」







　あまりの剣戟の激しさに。速さに。青い魔法少女も。カニゾーさんも。間に入る隙を見出せない。そもそも、あの二人には現状が理解できていない。それがわかるのは。今の状況を理解できるのは。自分たちが置かれた窮地を知っているのは。







「逃げてっ！　風見さん！　逃げて！　カニゾーさん！　そこから離れて！」







　――十年前の、あの日を知っている、『ブラックシャドウ』の残党だけ、だから。







「……必死、ねえ。『悪の女幹部』さん。でも、もう。……て、お、く、れ」







　赤い魔法少女の唇が歪む。抑えきれない愉悦に。血のように赤い唇を、炎のように紅い舌でぺろりと舐める。そして。







「魔法使い緋村茜の使う、大魔法！　得とご覧あれ！　『異世界召還』っ！！」







　その声と共に、赤い魔法少女の背後の大地が割れる。轟音と共に、石礫を周囲に撒き散らしながら、『何か』が地面からせり上がってくる。彼女の名前のように。彼女の袴のように。真紅をしたそれは。赤い材木で出来たそれは。それは。







　――見上げんばかりの。巨大な。大鳥居。







「あのときと、同じ、ね。『ブラックシャドウ』。違うのは、今度はみんな一緒に」







　赤い魔法少女が告げる。絶望の言葉を。赤い魔法少女は謡う。滅びの歌を。







「――消えて、なくなっちゃえ」







　その言葉と同時に。大鳥居の奥から。虚無の空間から。『黒』ではない、真の『闇』から。無数の手が伸びてくる。青白い、血の気を感じさせない、生気というものをまるで失った幽霊のような腕が。枯れ枝のように細い腕が。一本。二本。五本。十本。百本。千本。万本と。数え切れないほどの幽鬼の腕が。







　――生者を地獄へと引きずり落とすかのように。無数に伸びてくる。







「あ、ああ……」







　眼前に迫る危機を前に。この世のものではない、あちら側のモノの襲撃を前に。私の体は動かない。私の思考は動かない。心が、凍りつく。これは。この光景は。この悪夢のような光景は。そう。あのときと。あの日と。十年前と。







　――総統が、この世界から、消えた瞬間と、全く同じで。







「百合っ！」

「百合っ！」

「百合さんっ！」

「百合ちゃんっ！」







　博士の声が。大佐の声が。Aさんの声がBさんの声が。私の耳に届く。でも、私の心には届かない。トラウマを刺激され。生涯最悪の記憶を引きずり出され。この魔法は私の体を縛る。私の心を絶望で染めあげる。ああ。もう。ああ。もう。これは。この魔法は。総統ですら消し去った魔法。あの総統ですら敵わなかった魔法。そんなものに。そんな規格外のものに。抗う術なんてありはしない。戦う術なんてありはしない。だから。もう。だから。もう。だから……。







　――なのに。







「……らしくないなあ。黒いの」

「……我が主よ。ここは自分にお任せを」







　動けない私と。意識のないカトリーヌを守るようにして。青い影と、大きな影が立ち塞がる。伸びてくるその腕を斬り捨てる。引きずり込もうとするその腕を斬り払う。魔法の槍で。鋼鉄製の鋏で。







　――二人が。その華奢な背中で。広い背中で。私を守る。でも。







「駄目っ！　駄目なのっ！　あれには！　あの魔法には勝てない！」







　私は叫ぶ。逃げてと。私を置いて逃げてと。あれは。あの魔法は。防げない。回避できない。必ず誰かを。何かを。異世界へと引きずり込む。だから私が。それならば私が。他の誰かじゃなく。他の誰でもなく。私が！　私がっ！







「……主の身を守るのは、配下の役目、ですので」

「……あたしは、この人に最後までに付き合うって、決めたんでね」







　襲い掛かる魔の手を。正真正銘、字のままの魔の手を。魔法少女は討ち払う。改造人間は打ち払う。一本一本は、確かに、弱い。だがそれが。無数に。数え切れないほどに。右から。左から。上から。下から。前から。後ろから。四方八方から。休むことなく。途切れることなく。次々と、次々と、襲い掛かってくる。







　その一本が、魔法少女の腕を取る。それを改造人間が叩き伏せる。

　その一本が、改造人間の足を取る。それを魔法少女が斬り捨てる。







　しかし、その隙を縫うようにして、さらに腕は伸びる。伸びてくる。魔法少女の腕が足がその槍が。改造人間の肩が頭がその鋏が。魔手に捉えられる。もうそれを払う術はない。もうそれを斬り裂く術もない。……だから。







「……ここまで、だな。付き合わせて悪かったな。風見　葵よ」

「……あなたとなら。どこまででも。地の果てでも。異世界でも。カニゾーさん」







　――最後まで。振り向かずに。背中を見せたままで。背中で守り抜いたままで。







　魔法少女が腕に埋もれる。笑顔のままで。

　改造人間が腕に埋もれる。笑ったままで。







「い、いや。いや……。いやああああっっ！」







　私の絶叫に被さるようにして響く爆発音。博士の手により投げられた複数の煙幕が、世界を白く染める。私を抱きかかえようとして、戦闘員さんの腕が伸びる。カトリーヌを抱え込もうとして、戦闘員さんの手が伸びる。博士の撤退命令が響き渡る。でも。ああ！　でも！　ああ！







「やだっ！　やだいかないで！　もういやだ！　もう誰も！　誰も！」







　――役立たずの私の声が。幼子のように泣くだけの私の声が。







「もう！　もう誰も！　私の前からいなくなっちゃ！　いやだあああっっ！！」







　――月光に照らされた戦場に、哀しく、響き渡った――。













　　　――第四幕（了）――










************************************************

これにて第四幕『業火の赤』終幕です。

あえて、サブタイトルに『エピローグ』はつけていません。

ここまでお付き合いくださり、ありがとうございました。







これからも、あと少しだけ、宜しくお願いします。





舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』





舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第一話　真実を求めて

第一話　真実を求めて




　……少女は目を覚ます。







　最初にその蒼い瞳に映ったのは、古ぼけた木目調の天井。住み慣れた、生まれ故郷の実家の天井とは違う。この数ヶ月、一人で暮らしている清潔なれど無機質なマンションの天井とも、どこか違う。年季を感じるが、されどしっかりと手入れをされている、そんな日本家屋の、天井。







「……あ、れ？」

「おお。気がついたかね？」







　この四ヶ月の一人暮らしで身についた、少女の新たな癖。答えるものなど誰もいない自分の部屋で、自分自身に語りかける言葉をつい口にしてしまうその癖。いつもと違うこと。それは。それに、その独り言に、応える者がいる。いた、ということ。







「……え？」

「ああ。まだ動かぬほうがよい。手当てはしたが、まだ傷は塞がってはおらぬでの」







　その言葉を確かめるように、少女は布団の中の自分の体へと視線を落とす。肩に分厚く巻かれた白い包帯。脇腹に丁寧に巻かれた清潔な包帯。そしてそれが、自分の足にも巻かれている感覚が、ある。







　そうか、と。自分は負傷したのだな、と。倒れたのだな、と。薄ぼんやりとそう思う。何故？　そして誰に？　覚醒しつつある思考がそれを探り――唐突に思い出す。







「――百合っ！　百合はっ！　百合は無事ですか！？」







　思わず布団を跳ね上げた少女は、しかし、その動きによって刺激された痛覚に顔を顰める。肩が。足が。脇腹が。痛みで引きつる。『正義のミカタの魔法少女』である自分にとって、戦闘は日常。だが、なまじ優秀すぎるせいで、これほど深刻な負傷を負う機会もなかった少女に、その痛みは想像以上に激しくて。







「……つっ！」

「ああ。だから動くなと言ったのに。落ち着け。『魔法少女』よ」







　その言葉の前半部分には完全に同意するが。その言葉の後半部分にはとても頷くことができない銀髪の少女である。落ち着け？　落ち着けですって？　無理を言わないで頂きたい。落ち着ける訳など。落ち着ける筈などないではありませんか？　そうは思うが。そうは口にはしない。何故なら彼女は優秀だから。聡いから。完全に覚醒した彼女の思考は、その行動の無意味さを理解する。ここは戦場ではない。ここに差し迫った危険はない。ならば動揺は。慌てることは。何もいい結果をもたらさない。







「……ここは？」

「悪の秘密結社。『ブラックシャドウ』の根拠地。『百合荘』じゃ」







　ああ。そうか、と。道理で微かに見覚えがある訳だ、と。少女は納得する。木と畳で構築された日本家屋。前に一度、訪れたことがある。負傷した親友を見舞う為に。自分の仲間との戦闘で怪我を負った友人の様子を見るために。――彼女に。彼女にだけは。そっと自分の悩みを打ち明ける為に。







「……ご迷惑をおかけしたようですね。ありがとうございました」

「何の。我らが盟主代理様の大事なご友人のことですからな」







　からからと。乾いた笑いを響かせる男の姿をそっと見る。手入れのされていない白髪。くしゃくしゃの白衣。好々爺然としたその表情。……されど。少年のように鋭い視線。この老人の姿は、何度か見かけたことがある。自分の親友に付き従う、悪の秘密結社の構成員。確か、百合は『博士』と呼んでいましたっけ。







「さあ。目が覚めたのなら、まずはこの薬を。これは儂が開発した、死人ですら蘇らせるという抜群の効果を持つ、科学の結晶とも言える薬で……」

「状況を、教えて頂けますか？」







　差し出された薬湯の、その怪しげな色と香りに少しだけ顔を顰めつつも。そして『死人すら蘇らせる』というフレーズには、どこか聞き覚えがありますね……と。そんなことを考えつつも。しかし少女ははっきりとそう伝える。目の前の老人に向け。







「……状況、とな」

「はい。あの後。私が銃弾に倒れてからの状況を」







　親友と本気で戦ったことは憶えている。親友を倒したことも憶えている。そしてその後、親友と交わした会話のことは、忘れる筈もない。だが。少女の記憶はそこまで。差し出した自分の手を。捨てられた子犬のような目で見上げる自分の親友が。何度も逡巡しつつも。それでもようやく何かを決意したかのように。躊躇いつつもおずおずとその手を伸ばしてきたところで……。







　――銃声。そして衝撃。そこで少女の記憶は途切れる。







「……聞きたいかね？　『魔法少女』よ？　『正義のミカタ』よ？」

「是非に」







　老人の言葉に。その表情に声に。不吉なものを感じつつも、少女は即答する。何故なら彼女にはその責任があるから。何故なら彼女は『正義のミカタ』だから。街の平和を守ること。悪を討つこと。それが少女の宿命だから。







　少女の言葉より。その表情に声に。老人は何かを感じ取ったかのように。ゆっくりと重々しく頷く。何故なら老人は知っているから。少女の責任の重さも決意の深さも知っているから。それを老人は認めているから。







「……あのとき。あんたが倒れたのは。あんたを背中から撃ったのは、な」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……そして、儂らは逃げ出した。尻尾を巻いて、な。まあ、あちらさんにも追撃の意思はあってもその力は残ってはおらんかったであろうが……」







　老人の話は、そこで止まる。長くもない話。白い魔法少女が。自分が。『正義のミカタ』から裏切り者と呼ばれたこと。そんな『正義のミカタ』から青い魔法少女が離脱したこと。そして……。







「……聞かぬ、のか？　青い魔法少女の、お仲間の、安否について、は？」

「……聞いて、どうなるものでも、ありませんから」







　――緋村　茜。純日本産の。この国の誇る『魔法使い』。







「同じ『魔法使い』として、わかりますから。彼女の唱えた魔法の強大さは。『魔法使い』が、その全力を以って放つ大魔法。それを受けて、それを受けた者が、無事で済む筈はないと、よくわかっていますから」







　……この世界と、異世界を繋ぐ大魔法。それが彼女の『奥の手』だった。正直、同じ『魔法使い』である自分でも、それがどれほど大量の魔力を消費して成されるものなのか想像もつかない。だから。だからこそ。







「風見さんのこと、そしてそちらのお仲間のことは、もう、諦めたほうがいいでしょう」







　それが、少女の結論。冷静に情報を吟味し、分析し、少女が出した結論。







「……落ち着いたもの、じゃな」

「……動揺して、嘆いて、悔やんでも。結果が変わる訳ではありませんから」







　いっそ冷酷と。冷たいとすら言える、少女の出した結論。そして言葉。







「成程、の。流石は『正義のミカタ』の元リーダー、といったところか。……じゃが」

「……何か？」







「……本当にそう思うのなら、な？　本当に心からそう思っているのなら、な？　肩の力を抜いたらどうかな？　『魔法少女』よ。震えるほど、拳を強く握り締めることはないのではないのかな？　『正義のミカタ』よ」







「あ……っ」

　少女の掌に、強く、強く。爪が突き刺さっている。血が滲むほどに。強く。







「強がるな、とは言わん。それも強さの一種だからな。しかし」







　――老人は微笑みかける。年の離れた孫に向けるような、優しい笑顔。







「……ここは、悪の秘密結社の秘密基地。儂ら以外の、何者も、おらん」

「――っ！」




「……故に。ここでは『魔法少女』の衣を脱いでも、よいのではないかな？」

「……っ！」




「……失った仲間のことを想い、素直になっても、よいのではないかな？」

「～～っ！」







「『正義のミカタ』ではない、一人の少女に戻っても、許されるのではないかな？」







　……その言葉が呼び水となり。その声がきっかけとなり。少女は思いを溢れさせる。熱い雫が。押し殺した声が。漏れる。漏れる。







　……老人が背中を向ける。『儂は見ていないぞ』と。『だから。思うままに。存分に』と。その背中で語りかけてくる。優しい無言。それに。その気持ちに。少女は甘える。







「……ぐぅっ……。くぅっ……。うう……」







　少女は布団を握り締める。力の限り。ぎゅう……っと。飾り気のないこの少女が唯一、肌身離さず身につけているシリバーのリング。それがはめられた右手の薬指が。それが。その光が視界に入り……そして滲む。もう。見えない。見えない。見えない。







　……『正義のミカタ』ではない。『魔法少女』でもない。唯の。友人思いで誰よりも優しい少女の漏らす嗚咽が、静かな部屋に響き渡る……。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……お見苦しいところをお見せ致しました。申し訳ございません」

「はて？　何のことかな？　儂は天井の染みを数えるのに忙しくて、の」







　幾分かの時間が経ち。少女が『魔法少女』へと戻る。微かに頬を染め、恥ずかしそうに頭を下げる少女に向け、老人はにやりと笑う。少女はその心遣いに感謝しつつも、その言葉は何か違う場面で使うセリフではないでしょうかと、そう思う。







「しかし。聞かぬのだな。百合のことは」

「はい？　あ、いや。百合のことについては、心配はしていますが……」

「いますが？」

「無事なのは、確信していますから」







　はて？　と。首を傾げる老人に向け、少女は微笑みかける。







「ご老人。貴方がここでこうして、私の相手をされているのが、百合が無事な何よりの証拠かと。百合に万が一のことがあったとしたら、貴方がここでこのようにのんびりとしてられる筈はないでしょうから。……違いますか？」







　老人は苦笑する。少女の言葉に対しからからと笑いつつ答える。







「これは一本取られましたな。その通り。あやつは無事じゃ。まあ、それなりに怪我を負ってはいるが。『魔法少女』、体躯を撃ち抜かれたあんたと比べたらかすり傷みたいなものじゃ。……ま、今は意識があると暴れるので、薬で眠らせておるが、の」







　そうですか、と。そう答えつつ少女は考える。黒髪の親友のことを。自身のかけがえのない親友のことを。何度もぶつかり。何度もすれ違い。そしてようやく、ようやく。素直に自分の気持ちを伝えられ、そしてそれに答えてくれた少女のことを。







　――だから。







「ご老人。お願いがあります。……聞かせて、貰えませんか？」

「うん？　何を、だ」







　――その手を、もう二度と離さない為に。







「全てを、です」

「……全て、とな？」







　――もう迷うことがないように。見失うことがないように。







「百合のことを。『ブラックシャドウ』のことを。その過去を。全てを」

「……そう、か」







　――少女は、踏み込む。その覚悟を決める。







「その質問、疑問は尤もだ。だが、しかし」







　老人はそこで言葉を切る。少女を見つめる。鋭い眼差しは、まるで試すような。何かを問いかけるような。そんな色を帯びていて。







「儂は。儂らは。悪の秘密結社の人間じゃ。そんな胡散臭い者の言葉を、信じるのか？」

「信じます。その全てを」







　一瞬たりとも躊躇せず。迷わず即答した少女に驚いたのはむしろ老人のほうで。訝しげな視線を投げかける。その疑問を、そのまま口に乗せる。







「これはまた、信頼されたものじゃな。……しかし、何故、じゃ？」







「簡単なことです。私は百合を信じています。だから。百合が信じるお仲間のことも。その身内の方の言葉も。私は全面的に信じます。疑う余地はありません」







　明朗快活。当たり前のことを、当たり前のように、そんな雰囲気すら漂わせて。『魔法少女』はそう断言する。毒気を抜かれた老人は、やがて、膝を叩いて大笑いする。楽しくてしょうがないとでも言わんばかりに。







「いやいやどうして！　これは儂の完敗じゃな！　さすがは大物じゃ！」

「……では？」







　少女の声に。老人は笑いを収める。表情を引き締める。それは、何かを決意した者の顔。歳はとっても。その身は老いても。老人は戦士であった。何かの為に。誰かの為に。その生涯を賭けて戦ってきた老戦士である。……そして、今尚、戦い続けているのだ。







「……よかろう。あんたには、その権利があると、儂はそう思う。だから全てを話そう。儂らが何者であるかを。『ブラックシャドウ』の正体を。……そして、百合が。あの子が戦い続ける理由をも、な」







　……長い、長い昔話が、始まる……。














舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第二話　影山　翼

第二話　影山　翼




　……明るく近代的なトレーニングルームに敷き詰められた畳。そこで対峙する二人の、少し歳の離れた男女。女性のほうはピンクの。男性のほうは黒の。シンプルなジャージに身を包んでいる。







　女性のほうは、恐らく十代半ばであろう。短い髪を片方だけリボンで結んだ、所謂サイドテールという髪型。すらりと伸びた手足は健康的に日焼けしており、よく動く瞳と共に、見る者に活動的な印象を与える。




　対する男のほうは、二十代後半といったところであろうか？　引き締まった体躯と、そして整ってはいるがやや精悍すぎる表情が、ややもすれば真面目すぎる印象はあるが、十分、美丈夫と言ってよい外見ではある。







　……少女がじわりと間合いを詰める。男はそれを棒立ちで見つめる。







　見る者が見れば、両者の力関係は一目瞭然。少女の拳には不自然に力が入り。上体も前のめりに過ぎ。本来、しっかりとべた足で畳を噛んでなくてはいけない下半身は微かに踵を浮かせてしまっていて。対する男のほうが、自然体でありつつも、即座にどんな動きにも耐えられる、そのような構えを取っているのとはまるで対照的で。







「――やあっ！」







　やがて男の発する無言のプレッシャーに。緊張に。耐え切れなくなったかのように。可愛らしい掛け声と共に少女が飛び出す。『一撃を入れよう』という気持ちだけが先行し。突き出した拳に。そこに籠められた過剰な力に。引っ張られるように体勢が崩れる。







「――甘い」







　殴りかかられた男のほうは落ち着いたものである。少女の小さな拳を半身になることで避け、その隙だらけの胸元を掴むと同時に軽く足を払う。それだけで。特に力を籠めたとは思えない男のその動きだけで。少女の体が綺麗に一回転する。畳に叩きつけられる寸前。少女の胸倉を掴んだ男の手に少しだけ力が入る。ふわりと体を持ち上げられた少女が、尻から畳に着地する。







「きゃんっ！」







　思わず悲鳴を漏らした少女の頭に、男の拳が軽く振り下ろされる。コツンという小さな音と衝撃。痛みはない。が。







「……これで今日の稽古は仕舞いだ」

「むう！　教官！　もう一回！　もう一回お願いします！」







　少女は勢いよく顔を跳ね上げる。座り込んだまま見上げる形で男の顔に視線を送る、所謂上目遣いの状態になる。大抵の男性なら一発ノックアウトされるその表情にも、男は心動かされることなく。表情を変えることもなく。だがしかし。







「……過剰な稽古は、体をいじめるだけで身にはならん。今日はこれまで」

「けちっ！　教官のどけちっ！　あとドS！」







　――少女の無体な言葉に顔を顰めつつも、その無骨と言ってもいい硬い手で、優しく少女に手を差し出す男であった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「だいたいですねっ！　教官は酷すぎます！　鬼です！　悪魔です冷血漢ですドSです！　私のようなイタイケな美少女を痛めつけて何が楽しいんですか！」







　……男に投げ渡された清潔なタオルで乱暴に汗を拭きつつ、男に手渡されたドリンクのチューブを咥えつつ。少女が憤懣やるせないといった表情で叫ぶ。







「……訓練をつけてくれる師匠に向け、随分な言い様ではないか？　そもそも、どこに『イタイケな美少女』とやらがいるんだ？　うん？　……あとドSとか言うな。年頃の娘が。はしたない」







　健康的な汗を流す少女とは対照的に、息ひとつ乱すことはなかった男が呆れたように愛弟子に向け呟く。







　――ここは過去川市内の某所。『正義のミカタ』の秘密基地内部にある、地下訓練所。少女のほうの正体は、『悪』と戦う『魔法少女』で。男のほうの身分は、そんな少女専属の戦闘教官で。







「ここにいるじゃないですか！　とびっきりの魔法『美』少女が！」

「私の目の前にいるのは、覚えの悪い手がかかる魔法少女だけ、だな」







　――いや、まあ。こうして客観的に見ていると。『悪』と命を賭けて戦うといった重い宿命を背負った『正義のミカタの魔法少女』と、その訓練を担当する戦闘教官との会話とは、とても思えないのもまた事実ではあるが。







　ずごごごご……と、凄い音を立ててチューブを吸う少女の目が光る。







「そもそもですよ！？　教官は何とも思わないんですか！？」

「何をだ？」







　ふんと。鼻息も荒く。少女が勝ち誇った顔で言う。胸を張って言う。







「こんなうら若き少女の胸倉を遠慮なくむんずとおもむろに力一杯掴んだことについて、です！　役得じゃないですか！　『ぐへへ。訓練と称してこの子の体を好きなように悪戯してやるぜ！』とか思わなかったのですか！？」







　……『ぐへへ』の辺りで、思いっきり芝居がかかった表情で下卑た笑みを浮かべる少女に向け、男は冷たく醒めた視線とため息を共に送る。







「……そういうことは、せめて『掴める』くらい胸囲を成長させてから言ってくれ。平面は掴めん。あと『ぐへへ』とは一体なんだ？　私はそんな下品な笑いはしない。お前は自分の師匠を何だと思っているのだ？」







『ガーン』と。わかりやすく。自分の口で効果音を奏で。ムンクの『叫び』のような表情を浮かべ。少女が絶叫する。涙ながらに訴えかけてくる。







「ああっ！　ひどいっ！？　今、言っていけないことを言いましたね教官！？」

「私は事実を。誰が見ても間違いのない客観的な事実を述べただけだ」

「気にしてるのに！　毎晩豊胸体操しているのに！　セクハラで訴えますよ！？」

「……むしろ、私のほうが今のお前をセクハラで訴えたい気分なのだが……」







　そんな哀しいカミングアウトを告げてきた弟子に対し、男は哀れみと諦めに似た視線を投げかける。全身を使い再度ため息をつく。どこで教育を間違えたのだろう、と。いやそもそも最初からこいつはこうだったような気がする、と。







　――そんな、我が身の成長の至らなさを（主に肉体的な一部分に関し）嘆き、さめざめと泣き真似をする少女と。自身の指導能力の欠如を疑い、憮然と天を仰ぐ男が仲良く座り込むトレーニングルームに、第三の人物が現れる。







「お？　休憩か？　黒崎？」

「……いや。今日の稽古は、もう終わりだ。緑川」







　声をかけてきた同僚――元戦友に向け、現親友に向け、男は答える。共に肩を並べ戦場を駆け抜けた十代。共に第一線を退き、後輩の育成へと道を進めた二十代。共に笑い、共に泣き、共に血を流してきた仲間に向け、黒崎と呼ばれた男は、緑川という名の男に向け答える。







「そうか。ちょうどよかった。少し話があってな」

「ちょっと待ってください教官に緑川さん！」







　にこやかにそう言いつつ近づいてきた緑川に向け、少女が食って掛かる。ご主人様を取られまいとする飼い犬のような表情で。わしわしと。チワワのように。







「うん？　どうした翼ちゃん？　訓練は終わったんじゃないの？」

「まだですよ！？　勝手に終わらせないでください！　緑川さん！」

「……緑川に絡むな。影山。今日の稽古は終わりだって、さっき言っただろう？」







　黒崎にそっけなくそう告げられた少女が頬を膨らます。目と表情と態度と声で不満を露にする。じとっとした恨みがましい目で男性二人組を睨む。







「そうですかそうですか。教官は若い女より若い男のほうがいいという訳ですね」

「お前のその言い方にはもの凄い悪意を感じるが、概ね間違ってはいないな」

「せめて！　せめてそこは否定してください！　変な誤解しますよ！？」

「やまかしい。早くシャワー室で汗を流して来い。その汚れた思考想像と共に」







　しっしと。それこそ纏わりつく捨て犬を追い払うような仕草で振られる手に。肩を落としすごすごと歩み去ろうとする少女……が、部屋を出る前にばっと振り返る。溢れんばかりのとびっきりの笑顔で。







「そうだ！　いいこと思いつきましたよ！　教官！」







「……影山。お前の言う『いいこと』が本当にいいことであったことは過去一度もないが、一応聞くだけは聞いてやる。何だ？」







　ようやく去って行った筈の『魔法少女』という名の嵐の延長戦に。うんざりとしながらも。それでも話だけは聞いてやろうという姿勢を見せる黒崎という男は、実はかなりのお人よしなのかもしれない。損をするタイプである。将来、性質の悪い酔っ払いや若い不良に絡まれたり、不幸な少年少女を見捨てられず自らの組織に抱え込んでしまうような、そんな事態を招く……かもしれない。まあそれは、今はともかく。







「ご褒美、ですっ！」

「……ご褒美？」







　黒崎の猜疑心丸出しの不審げな問いかけに対し、魔法少女は胸を張り元気よく返事を返す。授業参観中の小学生のような、屈託のない笑顔で。







「はい！　訓練をよりよいものにする為には！　より中身の濃いものにする為には！　達成後のご褒美があって然るべきだと、私はそう思うんです！　辛い稽古も！　鬼のような教官のしごきにでも！　その後のご褒美があれば私は耐えられます！」







　今にも『エウレカ！』とか叫んで裸のまま走り出しそうな顔の魔法少女。それとは対照的に。苦虫をまとめて百匹くらい噛み潰し無理矢理咀嚼させられた後のような、彼女の言うところの『鬼のような教官』の顔。







「……稽古というものは、本質的に己の為にするものであって、だな……」

「そんな正論聞いてません！　か弱い少女のささやかなお願いじゃないですか！」

「自分で自分のことを『か弱い』なんて称するやつは、大抵図太いものなのだが」

「くきーっ！　話を逸らさないでください！　教官！　ご褒美ですよご褒美！」







　……『地団太を踏む』という言葉があるが。それをいっそ思い切りよく。その言葉の通りにずんずんと床を踏みしめる人の姿は初めて見るな、と。呆れを通り越して逆に冷静になった黒崎は醒めた頭で考える。こいつ、幾つだっけ？　確か、今年高校に入学したとか言っていた筈なのだが？　……と。少女の精神構造の成長具合に関し真剣に悩み始めた黒崎に向け、黙って笑顔を浮かべつつ二人のやり取りを眺めていた緑川が口を挟む。







「まあ。翼ちゃんの言い分にも一理ある。いいじゃないか。黒崎」

「おい緑川？　お前までそんな……」







　緑川のその口調から、明らかに面白がっているに違いないとそう感じた黒崎が即座に嗜めようと口を開くが、その前に。そのセリフに被せるように。







「さすが緑川さん！　大人のご意見です！　どこぞの鬼教官とは違いますね！」

「こら影山。さっきから黙って聞いていれば、お前は『鬼教官』『鬼教官』と……」

「鬼は黙っていてください！」







　ついに教官ですらなくなったただの『鬼』が、思わず絶句したその瞬間を見逃さず。我が意を得たとばかりに魔法少女が畳み掛ける。







「と、いう訳で！　約束ですからね！　教官！　緑川さんが証人ですから！」

「あ。おい待て！　影山！？　緑川！？　お前も笑ってないであいつを止めろ！」







　もう話は終わりです、と。何を言っても聞きませんよ、と。言葉でも表情でもなくその背中で語る少女に向け。黒崎が叫ぶ。にこやかな笑顔を浮かべつつ駆け出した少女に向け手を振る緑川が、思い出したようにその背中に向け問いかける。







「ところで翼ちゃん？　ご褒美って何を貰うつもりなんだ？」




　

　ぴたりと。その言葉に反応し。少女の足が止まる。ゆっくりと振り返る。その顔を見たとき。悪戯っ子のようなその悪い笑顔を見たとき。黒崎は悟る。ああ、こいつはまたとんでもないことを言うつもりだな、と。また碌でもないことを思いつき、私を困らせるつもりなんだな、と。







　――そして彼女は。その形のいい唇に人差し指を当て。爆弾を落とす。







「そう、ですね。とりあえず。教官にちゅーでもしてもらいましょうか？　思いっきり。力一杯抱きしめてもらいつつ。あっつーいのを。ぶちゅーって！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……笑いすぎだ。緑川」

「いやすまん黒崎！　でも、くく……。ちゅーときたか！　キスですらないのか！」

「真面目に言っている訳ないだろう？　あいつは、影山は。俺を困らせたいだけだ」

「いやいや。案外本気かも知れんぞ？　慕われたもんだなあ」







　苦りきった顔でコーヒーを啜る黒崎。別にこのコーヒーが苦すぎた訳ではない。そもそも甘いものは苦手な彼である。当然のように、秘密基地の休憩室で購入したコーヒーはブラックである。







「全く。どこで教育を間違えたのか……」

「いやいや。いい子じゃないか。翼ちゃんは。素直だし明るいし」

「明るいのは認めよう。どう見ても『トイレの百ワット』というやつだがな」

「まあまあ。そう怒るな。……一人きりだというのに、よくやってるよ。彼女は」







　緑川の言葉に、不承不承という風情ではあったが。黒崎も頷く。そこは。そこだけは彼も認めざるを得ない。







「……一人きりの、魔法少女、か」

「その重圧に。期待に。よく耐えて。よく応えてると思うぞ？　俺は」







　――『正義のミカタの魔法少女』というものは、計画されて作り出されるものではない。あくまでも、まずは本人の資質。そしてそれを『不思議な力』が見出す偶然。そんな極僅かの可能性の上で成り立つ、奇跡の存在。







「俺たちは、俺『たち』だった。互いがいた。仲間がいた。でも、翼ちゃんは……」

「……まあ。その点だけは、誉めてやらんでもない」







　黒崎が。緑川が。『正義のヒーロー』として活躍した時代。『黄金時代』と呼ばれたその時代には、実に五人の『正義のミカタ』が存在していたのだ。生死を共にした二年間。そこで培われた友情は、固い。その証拠に。互いが互いといるときは。二人だけのときは。成長し『私』となった一人称が、『俺』に。あの頃と同じように『俺』へと戻るくらいには。







「……ま、でも。それももう少しの我慢だよ。黒崎」

「うん？　……おい緑川。それは。もしかして……」







　黒崎の問いかけに直接答えることはせず。緑川は手持ちのファイルを差し出す。A4のコピー用紙数枚にまとめられた資料を、周囲に憚るようにして差し出す。







「まだ。極秘事項だ。翼ちゃんにも話すなよ？」

「当たり前だ。守秘義務は守るさ。……見てもいいか？」







　緑川が軽く頷いたのを確認してから、黒崎は書類に目を走らせる。無機質な、飾り気のない印刷文字が目に入る。その一番上。作戦名が。







　――『魔法使い実戦配備計画書』――。







「……ついに、か」

「ああ。『魔法少女』ではなく、『魔法使い』、だ」







　一般的に知られている事実。この世界には『正義のミカタの魔法少女』がいること。そしてその陰に隠れ、実は一般的には知られていない事実が存在する。それがつまり。『魔法使い』の存在。




　自分たちの時代には、存在しなかった。いや。存在はしていたのだろう。『魔法使い』という者は、古から続くこの国の歴史において、国土を守ってきた存在なのだから。ただ、共に戦った経験がないということである。




　期間限定とはいえ、強大な力が与えられる『正義のミカタ』が健在ならば、『魔法使い』が表舞台に出てくることは、この国ではあまりない。英国や独逸のように、『魔法使い』のほうが主導権を握っている国もあるが、少なくともここ日本ではそれはない。あくまでも、影から支援する。それがこの国の『魔法使い』の基本スタンスである。……あった。




　だがしかし。現存する『正義のミカタの魔法少女』がたったの一名だけであるという不測の事態に対し。『魔法使い』側もようやく重い腰を上げたのだろう。……まさか、三名いた筈の『魔法少女』のうち、実に二名が初戦で引退に追い込まれるとは、誰も想像もしていなかったのだ。







「……一人は再起不能の大怪我。もう一人はそれを見て、怖気づいてしまった、と」

「あれを見て逃げ出さなかっただけでも、翼ちゃんは偉いと思うぞ？」







　今期の『正義のミカタ』たちの初戦。それはもう、無残の一言だった。訓練不足。碌な経験もない。『正義のミカタ』としての覚悟も決まりきっていない。そんな三人の『魔法少女』を、いきなり戦場へと送り込んだ『正義のミカタ』組織上層部の考えも大概だとは思うが。だがしかし。







「……あの子たちに。『正義のミカタ』としての覚悟がなかったのも、事実、だ」

「そう責めるものじゃない。黒崎。そんな『覚悟』、持っている人間が稀なんだ」







　……自分たちには、出来た。だからといってそれを他人に強要するべきではない。それは黒崎もわかってはいる。わかってはいるが、経験者であるが故に、忸怩たる思いを抱えるのも、また嘘偽りのない事実では、ある。







「やめよう。引退した者のことを語っていても仕方がない」

「そうだぞ。これからのことを考えたほうが、よほど建設的だ」







　……不思議な存在に、不思議な力を与えられたということは。元から人一倍正義感が強かったということ。正しい心の持ち主だったということ。『正義のミカタの魔法少女』になれる素質があったということ。




　そんな彼女たちであっても、たったの一度で心が折られる責務。重責。それが『正義のミカタ』。『悪』と戦うということ。街の平和の為に、我が身を投げ出しても戦うということ。それは、やはり、少年少女たちにとっては、重すぎる、責任。




　だからむしろ。ここはそんな経験にもめげず。そんな苦い敗戦にも折れず。一人この場所に踏み止まり。『正義のミカタの魔法少女』としての責務を全うしようと努力している残されたたった一人の『魔法少女』を。影山　翼という元気な。些か元気すぎるのが玉に瑕な。笑顔の似合う少女のことを誉めるべきなのだと。黒崎は心密かにそう思う。口に出すことはしないが。本人に聞かれたらまた調子に乗るので。そんなことを考えつつ、ペラペラと書類をめくっていた黒崎の手が、止まる。







「……おい？　緑川？　これは……」

「……ああ。そうだ。そこが今回の計画の、唯一、引っかかるところでな……」

「お前がそういうってことは、これは間違いじゃないんだな？」

「ああ。俺も何度も確認した。事実だよ。それは」







　そのページ。黒崎が手を止めたそのページに書かれていたのは。







『……パーソナルデータ：氏名　緋村　茜　血液型A型　現在七歳』







　☆　☆　☆　☆　☆







　――そして。『魔法少女』と。『魔法使い』が。出会う――。














舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第三話　緋村　茜

第三話　緋村　茜




「――緋村　茜と申します。これからよろしくお願いします」







　眉の上ですっぱりと切り揃えられた、腰まで届く艶やかな黒髪。全く日に焼けていない、ややもすると不健康さすら感じる白い肌。正装、ということなのだろうか？　肉付きの薄いすらりとした手足を目新しい袴に包み、緑川に連れられてトレーニングルームを訪れた彼女は、そう言って小さな頭をぺこりと下げた。







　……『日本人形みたいだな』。それが黒崎の、彼女に対する第一印象だった。







「ああ。こちらこそよろしく。自分は黒崎という。戦闘教官を務めている」

「はい。予てよりお名前は存じておりました。お会いできて光栄です」







　事前に知らされていた通りの、七歳児。十七歳の間違いでも、七十歳の誤植でもなかった。日本人としてはかなり大柄なほうの部類になる黒崎の、腹ぐらいまでしかない身長がそれを雄弁に語っている。正真正銘の小学校二年生。いや。『魔法使い』が普通の学校に通っているのかどうかは知らないが。正直、この大人びた少女が赤いランドセルを背負って集団登校している姿は全く想像出来ないが。いやそれよりも。







「私を知っているのか？」







　黒崎の問いかけに、少女はこくりと頷く。表情ひとつ変えずに。







「元『正義のミカタ　ジャスティス』リーダー、『ジャスティス・ブラック』。職務に在った二年間で、延べ三百回以上の出撃。数多の怪人の撃破。幾多の『悪の秘密結社』の撃滅。そして、当時、最強最悪といわれた『天川教団』の本拠地に乗り込み、これを殲滅した『正義のミカタ』のことは、私たちの組織も高く評価しています」







　立て板に水と。滔々と語られる黒崎自身の戦歴。その情報の正確さよりも。その賞賛の言葉よりも。どうみても幼女としか称せない彼女の語る、お世辞にも年相応とは言えない固い言葉遣いに、黒崎は強い違和感を覚える。







「……君は……」

「はい？　何でしょう？」







　こくりと。小さな首を傾げる。その仕草は少女特有のもの。歳相応のもの。形のよい唇から漏れる声は、やや舌足らずで。だがしかし。出てくる言葉は、やはり、成熟した大人のそれで。







「……いや。なんでもない。改めて、よろしく」

「はい。こちらこそ。ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いします」







　……その歪みに。バランスの悪さに。黒埼はどうしても慣れそうにない。







「さて。挨拶は済んだかな？　次は整備部に行くよ」

「はい」







　緑川の促しに対し、素直に頷いた少女がもう一度軽く頭を下げたときに。黒崎はようやく気がつく。というか思い出す。自分が一人ではなかったことを。何の為に、このトレーニングルームにいたのかということを。







　――隣で呆然と。阿呆のように口を開けて固まっている愛弟子のことを。







「おい。こら。影山。お前も自己紹介しないか」

「…………」

「…………影山？」

「…………はえっ！？」







　肩を軽くつつかれたところで、『魔法少女』が素っ頓狂な声で叫ぶ。電源を入れられたおもちゃのように。今まで不動無言で固まっていた少女がわたわたと動き出す。







「あ！　えっと！　あの！　私！　影山　翼っていいます！」

「ああ。はい。現在の『魔法少女』の方ですね。よろしくお願いします」







　動揺し何度も詰まりながら、何度も感嘆符を挟みながら。過剰な身振り手振りを振りまきつつようやく名乗りを終えた『魔法少女』と。それを冷静沈着に眺めつつ、平坦な声でお辞儀を返す『魔法使い』。……どちらが年上なのか、まるでわからない。







「うん！　うん！　これから一緒にがんばろうね！　えっと、茜、ちゃん！」

「……そうですね。共に職務を全うしましょう。影山さん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「めっっっっっちゃくちゃ！　かわいい子でしたね！　ねっ！？　教官っ！」

「わかったから唾を飛ばすな米粒を飛ばすな落ち着いて食え」







　スプーンを握り締めわなわなと震えつつ。『正義のミカタ』秘密基地内部にある休憩室兼食堂でお気に入りのオムライスをパクつきながら。感極まったようにそう叫ぶ『正義のミカタの魔法少女』。無理矢理付き合わされた形の黒崎の前にあるのは無難なA定食。今日のメインディッシュは鯵のフライである。







「はああ……。あの黒髪！　つぶらな瞳！　もうほんと！　どうしましょう！？」







　今のお前の状態のほうがよほど『どうしましょう』だよ、と。心の中で黒崎は突っ込むが口にはしない。何故なら現在、彼の口は、付け合せの沢庵を咀嚼するのに忙しかったから。そういうことにしておく。決して、この脳内お花畑状態の愛弟子に付き合うのが面倒だった訳ではない。……そういうことに、しておく。







「えへへー。あんなかわいい子が私の仲間になるのかあ……。えへへへへ……」

「見てくれよりもだな？　影山？　あの子の。緋村の魔法戦の技術とかをだな」







　……『しっかり見て学ぶんだぞ？』と。そう続けようとした黒崎は。最早、思考が異次元へと旅立っている弟子の蕩けきった笑顔を見て、全てを諦める。ああ。駄目だ、と。今のこいつに何を言っても無駄だ、と。『悪』との戦いでは、どんな絶望的状況でも諦めるという言葉を知らなかった元『正義のミカタ』の彼ではあるが、瞳に眩いばかりの光を輝かせ、『如何にあの子がかわいいか』をくねくねと体を揺らしつつ力説する頭のおかしい少女の前では全くの無力である。この世界は案外世知辛い。







「ああ……。あーもう。私って幸せ者だなあ……うへへ……」

「…………」







　いやまあ確かに。幸せそうでなによりではある。駄目なほうの意味で『幸せ者』だとしても。幸せなのには変わりない。本人が満足しているのなら、まあいいかと。そう考える黒崎である。達観している。諦めているとも言う。いろいろと。しかし、それはともかく……と。







「……しかし。あの子の表情……」

「ちょーかわいかったですよねっ！！　お人形さんみたいでっ！　ねっ！？」

「わかった落ち着けもうお前は咀嚼以外で口を動かすな。……いやしかし、な」







　食い気味で黒崎の発言に反応する『残念魔法少女』に対し、彼は続ける。少女の言葉と共に勢いよく顔面に向け飛んできたご飯粒を、テーブル上に常備されているナプキンで無表情にふき取りながら。







「……あの子、全然笑わなかったな」

「わかってないですね。教官は。あれは『クールビューティー』っていうんですよ」







　黒崎の散文的な語彙の中に、『クールビューティー』なる面妖な単語の辞書登録はされてはいなかったが、まあ、字面だけで何となく意味はわかる。が。







「……あれは、そういうものとは違う気がするが……」

「教官には女の子を見る目がないですね。そんなんだからその歳で独身なんですよ」







　大きなお世話だと。私はまだ若いと。そう突っ込もうとした黒崎は、その対象者が突然音を立てて勢いよく立ち上がったことに驚き、その言葉を飲み込む。どうした、と。そう言おうとしてその原因に気がつく。少女の視線の先に目が行く。







「噂をすれば……というやつです！　私、ちょっと行ってきますねっ！」

「あ、おい」







　食べかけのオムライスの皿を手に取り、『魔法少女』は黒崎の言葉を無視しスキップするような歩調で歩き出す。この組織、『正義のミカタ』の秘密基地において、唯一、自分より年下の少女の元へ向かって。カウンターで小ぶりな丼を受け取り、一人、手近なテーブルについた『魔法使い』の少女の元へ向かって。




　箸を取る前に。きちんと両手を合わせ軽く目を閉じる黒髪の少女の姿は、そこだけ見れば躾の行き届いた小学生そのものではあったが。背後から声をかけてきた影山に反応し見上げるその表情は、初対面の挨拶のときと一切変わらず。この広い施設の中で数少ないであろう顔見知りから声をかけられたというのに、安堵の色はまるで見えず。慇懃無礼を絵に描いて額縁に飾ったような、そんな顔をしていて……。







　……一言。二言。ぎこちない笑顔で会話を交わした影山が、やがて肩を落とし、すごすごと黒崎に座るテーブルへと帰ってくる。







「……どうした？」

「……いやあ。『ご飯なら、一緒にどう？』って言ってみたんですけどね……」

「ほう？」

「『食事は、静かに落ち着いて食べるものです』って言われちゃって……」







　たははー、と。ちょっと困った顔で笑う魔法少女。普段の輝くばかりの笑顔ではなく。眉を八の字にした、笑うしかないといった、そんな笑顔。







「……あれですかね？　教官？　茜ちゃんって人見知りなのかもしれませんね」

「……そう、だな」







　教え子が敢えてよいほうで解釈しようとしているのに、それに水を差すのは無粋だと。黒埼はそう考え本心を飲み込む。あれは、『人見知り』なんていう歳相応の行為ではなく、ただ、『敬して遠ざける』というような。年上の『魔法少女』の言葉を蔑ろにするつもりはないが、その言葉に従うつもりもないというような。そんな意図が籠められた行為ではないかと。そんな本心を飲み込む。







「でも！　見ててください！　教官！」

「うん？」







　見上げれば。力強くスプーンを握りしめつつ。行儀悪く立ったまま残ったオムライスをかきこみつつ。少女は満面の笑顔で頷く。宣言する。自分自身に語りかけるように。胸を張って。元気よく。







「私！　絶対茜ちゃんと仲良くなって見せますから！　ええ！　絶対！」

「……そうか。うん。がんばれ」







　――黒崎の言葉に。少女はもう一度最高の笑顔を浮かべ、大きく頷いた。







　☆　☆　☆　☆　☆







　……翌日。







「ねえ！　茜ちゃん！　ケーキ作ってきたんだけど、一緒に食べない？」

「ケーキ、ですか？」

「うん！　えへへー。実は私、お菓子作りが趣味でさー」

「申し訳ありません。私、洋菓子は苦手でして……」

「そ、そうなんだ。じゃあ、仕方ない、ね……」







「……教官。食べます？」

「……ああ。頂こうか」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……また翌日。







「茜ちゃん！　お饅頭食べない？　近所のお店で買ってきたんだけど」

「あ。えっと。市販のもの、ですか？」

「そう！　美味しいって評判のお店でねー。朝から並んじゃったよ！」

「申し訳ありません。私、体質的な問題で保存料とかが入っているものは……」

「え？　あ、そ、そうなんだ……。残念、だなあ」







「……教官。これ、高かったんですけどねえ……」

「……渋いお茶が合いそうだな。これには」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……またまた翌日。







「あ、茜、ちゃん！　こ、これ！　水羊羹なんだけど……」

「水羊羹、ですか」

「うん！　合成着色料保存料一切使用していません！　ど、どうかな？」

「……申し訳ありません。私、たった今、遅い昼食をとったばかりで……」

「あ。あーあーあー。そっか。訓練長引いたもんね！　茜ちゃんは。あはは……」







「……教官……」

「……ああ。うん。わかった。もう何も言うな。うん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……まあ。俺もちょっと困っている点ではあるんだ」







　新たに『魔法使い付き』という職務を拝領した緑川が、頭を掻きながらそう呟く。緋村　茜という少女の着任と同時に、途端に忙しくなった友人の顔を見ながら、黒崎はここ数日の愛弟子の奮闘振り……と、その敗北の日々を語る。







「悪い子ではないんだよ。うん。魔法の知識は勿論豊富だし。戦闘技術だって群を抜いている。我侭も言わないし、こちら側からの提案には素直に頷いてくれる。そういう意味では全く手はかからない……のだが」







　緑川がため息をつく。『正義のミカタ』としての現役時代から、どちらかといえば要領がよく、チーム内の人間関係の調整まで涼しい顔でやってのけたこの男のこんな顔は、そういえば初めて見るなと。黒崎はそう思う。







「……何というか、そう。壁を感じるんだよな」

「お前でもそうなのか？　『魔法使い』担当の緑川教官」

「ちゃかすな。『魔法少女』担当の黒崎教官。結構本気で悩んでいるんだぞ？」

「すまんすまん。……ところで」







　緑川の何気ない一言。それが引っかかった黒崎が問いただす。『戦闘技術だって群を抜いている』。緑川はそう言った。あの少女が？　腕も足もか細く。どちらかといえば華奢な印象すらあるあの『魔法使い』が、か？







「ああ。そう言えばお前は知らないんだな」

「何をだ？」

「うちの装備部が開発した緋村専用の武器のことさ」







　緑川がそう言いつつ、懐に手を入れる。内ポケットから出された、小さく折りたたまれた数枚の書類。無造作に差し出されたそれに、黒崎は目を走らせる。







「これは……銃、か？」

「そう。伝統ある『魔法使い』とはいえ、緋村はまだ幼い。魔法総量も少ない」

「それを補う為に、か？」

「ああ。魔法を籠めた弾を打ち出す、魔法の銃だ」







　黒崎は改めて書類に目を落とす。外見は、日本の警察官の正式採用拳銃。ニューナンブそのままだ。それを改造し、事前に用意した魔弾を発射するという。その発想も、技術も、ただ事ではない。







「……驚いたな。これは」

「うちの装備部には天才がいるから、な」

「天才？」

「見た目はただの白髪の爺だが、頭の中身は間違いなく天才だよ」







　……『まあ。天才の故なのか、相当の変わり者ではあるがな』と。賞賛の後にそう付け加えた緑川の顔に苦笑が浮かんでいるのは、その天才の『変わり者』の部分を思い出しているのかもしれないと、黒崎はそう思う。







「あの人は、一日二十四時間、自分のラボに篭っているからな。黒崎？　お前も興味があったら一度会いに行ってみるといい。ま、確かにどこかおかしい人ではあるが、間違いなく天才と呼べる人だし、何より、『正義』を愛する熱血漢でもあるしな」







　――緑川の言葉に何気なく頷いた黒崎ではあったが、その出会いが実現するのは、黒埼と天才科学者が対面を果たすのは、ずっと後になる。それは黒崎が、そしてその天才科学者が、『正義』側の人間ではなくなってからのことである。







　☆　☆　☆　☆　☆







「ね！　茜ちゃん！　美味しいお菓子が手に入ったんだ！　どう？　一緒に？」







　諦めるということを知らない、ある意味『正義のミカタの魔法少女』としての資質十分な彼女が、また袴姿の孤独な少女に声をかける。その努力の継続には正直、頭が下がる思いではあったが、話しかけるきっかけとして使うものが毎回甘いものなのはどうなんだろうかと。黒崎はそうも思う。実際にその件について問い質したときに返ってきた答えが、『甘いものが嫌いな女子なんて存在しません！』だった。……そういうものなのだろうか？







「お菓子、ですか……」







　さて、今日はどんな理由で断るのだろうか、と。そんな些か意地の悪い考えを抱きつつ、やや離れた場所から見守る黒崎の耳に、館内放送が届く。







『業務連絡。業務連絡。影山さん。影山さん。至急、装備室に。繰り返します……』







「……お呼びのようですよ？　影山さん」

「むうっ！　空気読まないなあ！　司令室は！」

「……そんなことを言ってはいけません。お仕事なのですから」

「でもっ！　うーっ！　むーっ！」







　十歳近く年下の少女に社会人としての心構えを説かれつつ、それでも納得がいかないと唸る愛弟子の姿を見て、黒崎は肩を落としつつため息をつきつつ、その背後に近づく。軽く拳を頭に落とす。







「いてっ！　なにするんですか！？　教官！？」

「『なにするんですか』じゃ、ない。ほら。出頭命令だ。早く行け」

「えー。でもー」







　むくれる『魔法少女』ではあったが、その職責を放棄する覚悟はまだなかったようで。不承不承とわかりやすく顔に書きつつ、未練たらしく緋村のほうを何度も振り返りつつ、『あとでね！　またあとでね！　約束だからね！？　茜ちゃん！』と大きく手を振りつつ。ようやく走り去る。その背中を見送り、さあ、自分も自分の仕事を……と。そう考えた黒崎の耳に、小さな声が届く。







「……あの人は……」

「うん？」







　その声が。自分の腹の辺りから聞こえた声だと気がついて。誰もを寄せ付けない、孤高の『魔法使い』の声だと気がついて。黒崎は少し驚く。







「どうして。あんなに。私のことを構うのでしょうか？」

「どうして、って……」







　そりゃあいつがお前のことを過剰なほどに気に入ったからだろう、と。あっさりそう告げようとして……言葉を飲み込む。少女が意外なほど真剣な顔をしていたから。真剣に、本心から、影山のことがわからないとそう顔に書いてあったから。







「……だって。私は。『魔法使い』なのですよ？」

「…………」







　そう言えば、と。黒崎は思い出す。初対面のとき。影山に食事の同席を求められたとき。影山に菓子類を差し出されたとき。この少女は。緋村は。困った顔をしてはいても、嫌そうな表情はしてはいなかったな、と。







「……『魔法使い』と『魔法少女』は、違います。似て非なる存在です。仲良くとか、馴れ合うとか、そんなことが出来る間柄ではない筈、です」







　黒崎は理解する。少女の壁の意味を。少女が人を寄せ付けないその意味を。







「……誤解して頂きたくはないのですが、私は別に『魔法少女』を下に見ている訳ではありません。いえ。むしろ。『魔法使い』として『悪』と戦うことを宿命付けられた私たちと違い、あくまでも本人の意思で戦い続けている『魔法少女』や『正義のヒーロー』の方々には心から尊敬の念すら抱いています。……でも」







　この子は。『魔法使い』は。困惑していたのだ。本気でわからなかったのだ。







「……でも。それでも。やはり私たちと他の人は、違います。『魔法少女』は、自分の在任期間を。不思議な力が消えるまでの時間を戦い抜けば、そこで任務は終了です。終了出来るのです。普通の日常に戻ることが出来るのです。……でも。私は、そうじゃない。この先ずっと。この命果てるその瞬間まで。戦い続けなくてはいけないのです。それを辛いとは思いません。『魔法使い』とはそういうものですから。生まれたときから、そのように育てられましたから。……でも」







　異質である自分と。普通である周囲との。周囲の人々との。







「……でも。だからこそ。私は周囲に溶け込むことは許されない。人の群れに混じることは許されない。だって。巻き込んでしまうから。生涯を『悪』との戦いに捧げる『魔法使い』の宿命に。職務に。危険に。巻き込んでしまうから。そんな私と仲良くして、その幸せを、生涯を、壊す訳にはいかないから。……だから」







　その差を自覚して。その背に背負うものの重さの差を自覚して。







「……だから。私は。影山さんの好意に。どう応えていいか、わからないのです」







　――距離感がつかめずに。差し出される手に戸惑い。一人、悩んでいたのだ。







　黒崎は思い出す。引退した今季の二人の魔法少女のことを。初戦で敗北し、心折られここを去って行った二人の少女のことを。彼女らを。彼女らに対して。『覚悟が足りなかったのではないか？』などと。そんな感情を抱いた過去の自分を思い出し、一人赤面する。とんだ思い上がりであった。自分と比較して。『正義のミカタ』として二年間、その職務を全うした自分と比較して、『覚悟が足りない』などど。そんなことを考えていたのだ。あのときの自分は。




　……目の前に立つ、『魔法使い』の少女。彼女の覚悟と比べれば、自分の覚悟など足元にも及ばない。彼女は言った。『生まれたときから、命果てるその瞬間まで』と。それを貫く為に。そしてその覚悟に他人を巻き込まない為に。誰とも馴れ合わず。誰にも心開かず。差し出される手をとることはせず。差し出される好意に甘えることもなく。一人でいようと。一人で生きようとしているこの少女に比べれば。







　――自分は。自分の覚悟とやらは。何と甘いものだったのだろう、と。







「あ、あの……」

「……うん？　あ、ああ。すまない」







　深く暗い自己嫌悪の穴に落ち込もうとしていた黒崎の意識を、小さな声が現実世界に引き戻す。控えめなその声を発した少女は、突然黙り込んでしまった黒崎を心配げに見上げていて。ああ。いかんと。この少女に無用な心配をかける訳には行かないと。黒埼は無理矢理笑顔を浮かべる。……多少、引きつってはいたが。まあ、もともとふんだんに笑顔を振りまくタイプではないので、そこは仕方ない。本質的に不器用な男なのである。







「なあ？　緋村？　私は思うんだが……」

「はい？　何でしょう？」







　少女の艶やかな黒髪を。くりっとした大きな瞳を。その視界に納めつつ。黒崎は思考を巡らす。こういったとき、どのような言葉をかければいいのかと。考えはするが、適当な答えが見当たらない。所詮、無骨な人間である自分が幼い少女の悩みを軽減させるような言葉をとっさに出せる訳がないのだと。早々に諦めそうになるが、いやそれはいかんだろうと。せめて何か一言と。……そうだ。自分の言葉である必要はない。こんなとき。あいつなら。あの無駄に明るい、でも誰よりも優しい魔法少女なら。愛弟子である影山ならどうするだろうと。そう考え。そして。







　――ようやく口を開いた黒埼の声が、けたたましい警報にかき消される。







「緊急！　緊急！　怪人が出現しました！　『正義のミカタ』組織はこれより戦闘状態へと移行します！　『魔法少女』及び『魔法使い』の二名は、至急、出撃を！』














舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』
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　車線規制された国道を、『正義のミカタ』の特殊車両が疾走する。ハンドルを握るのは緑川。助手席には袴姿の『魔法使い』の少女。後部座席に乗り込んだ黒崎に向け、黒い衣装に身を包んだ『魔法少女』がこっそりと話しかけてくる。







「……出撃なら、走っていったほうが早いのに」

「仕方ないだろう。緋村はまだ、この街の地形に詳しくはないのだからな」







　各種の通信機器を内蔵し、厚い装甲に守られた指揮車の中は狭い。当たり前のことではあるが、居住性よりも戦闘能力に重きを置いた結果である。お世辞にも快適とは言えないドライブに影山が不満を漏らす。







「私が道案内するのに」

「『北に進め』と言われ、即座に『上』に飛び上がったお前が道案内、だと？」

「あれは教官が悪いんです。右とか左とか前とかで指示してくれればいいのに」

「南と言われたら穴掘って埋まる気だったのか？　お前は？」







　女性は地図を見るのが苦手とどこかで聞いたことはあるが、それに破格の三次元移動能力を加え、更に『思考』と言う行動を。『常識』という知識を。どこかにおいてきてしまったのがこの『黒い魔法少女』である。道案内など頼める訳がない。







「……あの。お願いがあるのですが」







　身のない会話を交わす後部座席の師弟コンビに対し、助手席から控えめな声がかかる。申し訳なさそうに。だが強い意志を感じさせる顔で。少女は口を開く。







「はいっ！　なにかな！？　お姉ちゃん、何でも聞いちゃうよ！」

「……身を乗り出すな落ち着いて座ってろ。影山。……なんだ？　緋村？」







　お気に入りの少女に話しかけられた影山が、目を爛々と輝かせ鼻息荒く前傾姿勢となるが、それを強引に押しのけ黒崎が続きを促す。そんな黒崎の目を真っ直ぐ見つめ、少女は静かに続ける。







「今日の戦闘、私一人にやらせてはもらえませんか？」

「……ふむ」







　黒崎はその言葉の意味を吟味する。それは思い上がった自信過剰などではなく。ましてや排他的な独りよがりなどでもなく。『悪』と戦うことを生まれながらに義務付けられた少女が、自身の戦闘能力を新たな仲間に披露する機会。既に戦闘訓練において非凡な成績を収めている少女の、言わば実戦訓練とも言うべきもの。







「……どう思う？」







　黒崎からの投げかけに、ハンドルを握ったまま答える緑川。







「できれば、やらせてもらえれば助かる」

「……ほう」

「だ、だめですよ！　教官！　緑川さん！　そんなの危ないですよ！？」







「訓練での数字を見れば、緋村は十分実戦に耐えられると思う」

「そうだな。そこは私も同意できる」

「実戦と訓練は違いますよね！？　ここはやっぱり私と二人で！」







「それに私も、緋村の実戦をこの目で見てみたい」

「私たちも正統な『魔法使い』の戦いは見たことがないしな」

「私！　私がいるじゃないですか！　私、『魔法少女』ですよ！？　これでも！」







「今後の作戦展開の参考にする為にも」

「ここはひとつ。緋村の提案に乗ってみるのもありだな」

「今日から二人は一人です！　私と茜ちゃんは伝説の名コンビになるんです！」







　ルームミラー越しに視線を飛ばしてくる緑川。それに対し軽く頷く黒崎。このあたりの阿吽の呼吸は、長い付き合いがあればこそである。そもそも、共に戦場を駆け抜けていた時代から、この二人の相性は抜群によかった。







「……よし。わかった緋村。一人でやってみろ」

「ただし。危険だと判断したら即座に翼ちゃんにも参戦してもらうからね？」

「了解しました。無理を聞いて頂き、ありがとうございます」







「どうしてウチの大人たちには私の意見が耳に届かないんですかねそういう仕様なんですかね蓋でもついているんですかねその耳にはいい加減グレますからね私だってああそうかそうですかさては幼女の声にしか反応しないんですねお二人の鼓膜は人体の構造まで変えちゃうなんてどんだけハイレベルなロリコンなんですか通報しましたおまわりさーんこの人たちです早くきてくださーい！！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　過去川市外を東西に横切る高速道路。そのインターチェンジ側に設けられたドライブインが、今日の戦場だった。広大な駐車場に陣取る悪の怪人とその一味。それに対し涼しい顔で対峙する緋色の魔法使い。程よい緊張と、自らの業に対する絶対の自信が、彼女の華奢な背中からは感じられる。







　逆に戸惑いが隠しきれないのが悪の怪人たち。『魔法少女』との戦いには慣れている連中も、魔法『幼女』とでも言うべき幼い緋村の姿に不審げな眼差しを送る。その姿形を眼にすれば殺意も戦意も鈍るというものである。動揺がもたらす微かなざわめきの声を、指揮車搭載の高性能マイクが拾っている。







「……ぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつ……」







　そして後部座席の隅っこ。陰々滅々とした口調で何やら呪文のように呟きながら、恨みがましい視線を送ってくる少女。数分前までは、それでもきちんと日本語で文句をたれていたのだが、少女の貧しい語彙が尽きてしまったのだろう。今では単に『ぶつぶつ』と繰り返すだけになっている。正直、非常にうっとうしいとは思うが、相手にするともっと面倒なことになると経験で知っている黒崎は完全無視である。







「緋村の得物は？」

「前に見せただろう？　黒崎？　あの魔法の銃だ」

「ふむ……。装弾数に不安があるな。その辺りはどうするんだ？」

「移動しながらの充填ということになるな」







　ニューナンブのシリンダーに装弾できる弾丸の数は最大五発。それに対して敵の数は下っ端戦闘員だけで軽く二桁。そしてその背後に控える、あれは亀型なのだろうか？　緑色の甲羅を背負った大型の怪人まで全て一発で仕留めるとしても、軽く二回は充弾の作業が発生するという計算になる。







「……ちょっと、厳しくはないか？」

「まあな。とは言ってもあの体だ。二挺拳銃を気取る訳にもいかないだろう？」







　正直、緋村の年相応の身長では、拳銃の中では比較的コンパクトと言われるニューナンブの銃身ですら重そうに見える。武器の選択を誤っているのではないかと。黒崎がそう懸念するのも無理はない。だがしかし。







「心配するな。特殊セラミック製のあの銃にそれほどの重量はない。それに……」

「それに？」







　鸚鵡返しに問いかける黒崎に対して、緑川がにやりと笑う。人の悪い笑顔で。







「ミスマッチと言う事なら、袴姿の魔法少女が弓でもなく薙刀でもなく、無骨な拳銃を振り回しているんだ。これ以上のことはないだろうよ」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……少しずつ、少しずつ、対峙する両者の距離が縮まっていく。黒覆面姿の戦闘員たちが一歩。また一歩と前に出てくる。迎え撃つ緋色の魔法使いのほうは、一見するとそれに対し自然体で立っているだけのように見えるが、実はそこに一切の隙はなく、前後左右どちらにでもすぐ移動できるよう踵が少しだけ上がっていることを、百戦錬磨の格闘家である黒崎は見抜いていた。







「……ほう」

「何ですか何ですか教官！？　何が『ほう』なんですか教えてください！」







　ブツブツ呟くのには飽きたのか、車載のモニターを見つめる黒崎の側に影山が身を乗り出して詰め寄ってくる。狭い車内で小さいモニターを無理に並んで見ようとする魔法少女を内心暑苦しく思いつつも、基本的に人がいい黒崎はつい答えてしまう。







「重心の移動が見事だ。華奢な体をしているが、無駄なく鍛えられているようだ」

「あれですよね！　あの脹脛とか鎖骨とか素敵ですよね！？」

「……脹脛はともかく、鎖骨が戦闘にどのような影響を与えるというのだ？」

「えっ？　だって教官？　女子の鎖骨ですよ鎖骨？　萌えませんか？」







　心底不思議そうに聞き返してくる愛弟子の声を聞き、静かに深く落胆する黒崎である。ちょっとオツムの足りない子だとは薄々気がついてはいたが、ここまで深刻だとは思わなかった。どこの世界に戦闘中の戦士の鎖骨に注目する人間がいるというのだ。ああ。ここにいたか。もう駄目だなこいつは。いろんな意味で。







「……まあいい。お前はもう口を閉じて黙って見ていろ。……結果はすぐ出るさ」







　☆　☆　☆　☆　☆







　戦況が動く。睨み合い、探り合いに焦れた戦闘員たちが三々五々と飛び出してくる。その動きに一体感はなく、その表情に緊張感はなく。明らかに緋色の魔法使いを舐めきった動きである。内心、無理もないだろうと黒崎ですらそう思う。何しろ身長130ｃｍそこそこ。銃器よりもランドセルのほうが遥かに似合う少女なのだ。危機感を持てというのが無理な話ではある。







　――だがしかし、その怠慢のツケを、戦闘員たちは即座に支払うことになる。







　ふわりと。体重を感じさせない動きで後方へと跳んだ緋色の魔法使いの手に、銃器が握られる。両手でしっかりと構えられた自分専用武器の銃口は、正面よりやや下に向けられていて。







　轟音五連射。火を噴くリボルバー。もんどりうって倒れ伏す五人の戦闘員たち。







　射抜かれたのは、全て下半身。それも人体の急所のひとつ。膝の皿。モニター越しのその光景を見た黒崎が思わず息を呑む。動いている標的のたった一箇所に狙いを付けて命中させるその腕もさることながら、何よりもその意図がすごい。







　戦闘状態にある生物とは不思議なもので、極度の興奮状態に置かれた脳がアドレナリンを大量に分泌し、痛みを感じさせないという現象を稀に発生させる。頭部や胸部などの体の基幹部分を壊されたのならともかく、腕や足、場合によっては腹部に致命傷を負った場合ですら、戦いの最中にある者は動く。動ける。だがしかし。







「……すごいな。緋村の戦闘技術は」

「ああ。正直、担当の私ですら緋村あの動き、攻撃には舌を巻くよ。黒崎」







　痛みにのた打ち回る戦闘員たちを眺めつつ、黒崎と緑川が頷きあう。膝の皿。そこを破壊された痛み。それは勿論あるのだろう。だがそれより。







「あれは、動けない。やつらはもう、死に体だ」

「狙ってやったのか？　……いや、そうなんだろうな。あの『魔法使い』なら」







　如何に大量のアドレナリンが生成されようとも。不屈の戦意があろうとも。体を支える足が。その膝が。ああも完璧に破壊されては、人は立てない。動けない。戦闘を熟知した者が放つ一撃。最低限の攻撃で最大限の効果を。装弾数が少ないリボルバー。弾込めの作業のことを考えたら無駄弾は撃てない。だからこその、この攻撃。撃たれた者が完全に沈黙するように。自暴自棄になって暴れたりできないように。計算され尽くした、この一発。







　――緋村という少女は、一発の弾丸で、人一人の動きを完全に封じ込めたのだ。







　そして、緋村　茜は止まらない。その動きは決して電光石火と言う訳ではない。いやむしろ、緩やかですらある。だがしかし。直線的な蜂の動きではなく。優雅な蝶の動きで。武術というよりも舞のような動きで。少女は動く。跳ぶ。空を舞う。そのしなやかな足が大地を蹴る度に、男たちは彼女の姿を見失い。そのたおやかな腕が一閃する度に、黒い敵は大地に倒れ伏し。







「……これが、『魔法使い』か……」

「伊達にこの国を影から守ってきた訳ではない、ということかな？」







　――気がつけば。立っている敵は唯一人。指揮官である亀型怪人のみで。







「……勝負、あったな」

「ああ。予想以上の。いや。想定外の強さ、だったな」







　黒崎と緑川。元『正義のミカタ』の二人が。数多の戦闘を乗り越え生き残ってきた二人が。確信を持ってそう頷きあう。その間に入るようにして首を突っ込んできた影山が、心配そうに、でも幾許かの期待をこめて。師匠に問いかける。







「……茜ちゃんの、勝ち、ですか？」

「ああ。影山。残念ながらお前の出番はなさそうだ」







　まだ、戦闘そのものが終わった訳ではない。黒い戦闘員たちとは体の構造そのものが違う、巨漢の怪人が残っては、いる。だが、それすらもあの『魔法使い』の脅威には成り得ないだろう。そう確信する黒崎である。『格が違う』という言葉があるが、今、黒崎たちが眼にしている者こそが、正にそれであった。見た目の派手さはない。噂に聞く『古の魔法使いの大魔法』を見せてもらった訳でもない。だが。それでも。いや。それだからこそ。







「動きの質、そのひとつひとつが、もう、違いすぎる。……緋村の勝ち、だ」

「そう、です、か……。よかった……」







　その言葉を耳にし、黒い魔法少女の体から力が抜ける。ふう、と。大きな大きな深呼吸をひとつつき、その体を後部座席にゆっくりと沈める。その様を見て黒崎は思う。何だかんだ言っても。鎖骨がどうとかふざけたことを口にしてはいても。この少女は少女なりに。あの『魔法使い』の身を。新たな『仲間』のことを。心から案じていたのだな、と。







「教官。お願いがあります」

「うん？　何だ？　影山？」







　戦況がこうまで進んだ今、無駄に戦列に加わりたいとは言うまい。そうは思ったが、何しろこの頭の残念な魔法少女のことである。どんな常識外のことを口にしても不思議ではない。そう考える黒崎がやや警戒しつつ続きを促す。だが、少女の願いは意外なほどにささやかなもので。







「せっかくなので、茜ちゃんの晴れ姿をモニター越しじゃなく、生で見たいんです」

「……成程、な。まあ、それくらいならいいか。――緑川？」







　黒崎の視線を受け、運転席の緑川が軽く頷きつつ、端末を操作する。それにあわせ、重い起動音を立て車体上部に設けられたハッチが開く。外部の新鮮な空気と、そしてかすかな硝煙と血の匂いが車内に流れ込んでくる。







「まあ、言うまでもないことだが勝手な参戦は厳禁だからな？」

「わかってますって！　教官！　緑川さん！　ありがとうございます！」







　少女は車外へと身を乗り出す。普段の彼女ならともかく、今の彼女は『黒い魔法少女』。体は羽のように軽く。ほとんど腕の力を使うことなく指揮車の屋根へと飛び出す。そして、思いっきり息を吸い込んだ彼女は。







「がんばれーっ！！　茜ちゃんファイトーっ！！」







　……血生臭い戦場には相応しくない、少女の明るい声が、大きく響き渡った。
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　対峙する両者の体格差が余りにも大きい場合、それを『大人と子供』などと称することはよくあるが、この二人の場合、それはまさしくその言葉通りの意味でもあり。燃えるような緋色の少女、その年齢は弱冠七歳。苔むすようなくすんだ深い緑の怪人、その正確な年齢を黒崎が知る由もないが、少なくとも十代以下ということはないであろう。『亀は万年』という言葉もある。両者の年齢差が、実は桁二つ違っていたとしても驚くことではない。……が。







「……貴様、何者、だ？」

「……魔法使い、『マジカル・スカーレット』と申します。以後、お見知りおきを」







　そう名乗りを上げ、優雅に一礼する袴姿の少女。そこに戦闘への興奮はなく。巨漢の敵に臆することもなく。ましてや、血に酔いしれ昂ぶることもなく。静かに静かに。誰も訪れることのない、深い森の奥深く。冷たく澄んだ湖に映る名月の如く。その姿、まさに明鏡止水。







　――今、この場を支配しているのは、間違いなく最年少の少女のほう、であった。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……噂に聞いてはいたが、これほどのものだったとは、な」







　黒崎が唸る。人物を、見た目だけで評する愚かさを自分は知っているつもりだった。自分は決して彼女を侮ってなどはいなかった。だが、それすらも想定外。想像以上。古の魔法使い。その戦闘技術、体術、魔力は、黒崎の想像をその全てが悉く遥かに上回っていた。







「ここまでは、圧倒。さて。ここからどうするかが、ある意味見ものだな。黒崎」







　緑川が呟く。短い期間ながら彼女を、『魔法使い』を担当してみて、彼にはこの結果が予想できたのだろう。落ち着き払い、完全に彼女の勝利を確信している緑川が、それでも油断することはなく画面を見つめる。







「……亀の甲羅は、硬いぞ？　緋村。さあ、どうする？」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……両者の距離が詰まる。じわり、じわりと時が動く。







　すす……と。体重を感じさせない動きで足を運ぶ緋い少女。

　ズズ……と。圧倒的な質量を感じさせる動きの巨漢の怪人。







　――交差は一瞬。交戦も一瞬。







　その体躯からは信じられないほどの速さで首を伸ばした亀型怪人。赤い口内に並ぶ歯は刃の如く。ギラリと光るそれは獲物を食い千切る肉食動物のもので。怪人の元となる亀という生物の正体が、暢気なイメージとは裏腹にれっきとした爬虫類であるということを如実に示しており。







　金属製の、猛獣捕獲用の罠が締まるような轟音が周囲に響き渡る。――が。







　その標的であった小柄な魔法使いの姿は、既に数瞬前に怪人の前からは消えており。その緋色の袴にも長い黒髪にも触れることさえ叶わず。足音もなく気配すら感じさせず、移動した先は怪人の背後。不恰好な甲羅の目の前。







　引き絞られた引き金が撃鉄を叩く。火花を生み魔法の弾丸が放たれる。――が。







　確かに着弾したはずの弾丸は硬い甲羅に跳ね返され。怪人本体にダメージを与えるどころか、その表面に一筋の傷さえつけること叶わず。足音を轟かせその重さと硬さを存分に見せ付けた怪人の顔は、獲物を前にした野生動物のそれで。







　お返しとばかりに足を振り上げ、大地に叩きつける怪人。そのパワーに巨大な重量が加わり、硬い筈の地面を易々と揺さぶる。バランスを崩す魔法使い。その隙を見逃さず肉薄し、首を伸ばし牙を剥く爬虫類。踏鞴を踏んだ魔法使いは、だがしかし。慌てることも隙を見せることもなく。風に乗るようにしてその小柄な体を宙に浮かばせる。ふわり、ふわりと。春風に舞う桜の葉のように。ひらり、ひらりと。水面に揺れる木の葉のように。凶悪な刃から距離をとる。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……牛若丸と弁慶、か」

「うまい例えだな。黒崎」

「感心している場合ではないぞ？　緑川。銃は効かないようだが、どうするんだ？」

「確かに、あの甲羅はやっかいだな。……だけど、な。黒崎？」

「うん？」







「……五条大橋で勝ったのは、結局、牛若丸のほう、さ」







　☆　☆　☆　☆　☆







　軽さと素早さを武器とする魔法使い。

　重さと硬さで圧倒しようとする怪人。







　身軽な少女を怪人の武器は捉えることができず。

　硬い怪人の体を少女の魔法は貫くことができず。







　――硬直状態に陥るかと思われた戦況は、予想を裏切りより激しく熱く、燃える。







　ここまでは受け身で。常に相手に先手を取らせ。その『後の先』をいく戦い方をしてきた魔法少女が、自ら動く。静が動へと。凪いだ湖が滝壺へ注ぐ激流へと。落ち着きのある日本舞踊が激しい動きの中国雑技団へと。そのスタイルを急変させる。







　少女が奔る。足音ひとつ立てず。地面を踏むのではなく空を翔るように。突如として飛び込んできた魔法使いの直線的な動きに怪人はついていけず。その懐奥深くまで侵入を許す。零距離からの連射。空気が焼ける匂いが漂う。その硝煙が晴れる前に。その火花で奪われた視界が戻る前に。再び少女は駆け出す。今度は背後から。走りつつ交換した弾装。再びの連射。それが撃ち終わると同時に右へ。そして左へと。一人十字掃射をやってのける。文字通り、亀のように丸まる怪人に向け、容赦なく隙間なく間を空けず銃弾を叩き込む。……だが。







「……そこまでか？　『魔法使い』とやら」







　甲羅の中に。自分専用の要塞の中に。引っ込めていた首が伸びる。唇が歪む。にやりと笑みを浮かべる。魔法使いの十字砲火。その全てを跳ね返した自慢の鎧。防御力には絶対の自信を持つ怪人が、魔法使いを挑発するように言い放つ。







　その言葉に檄することはなく。表情を変えることはなく。少女は無言で弾丸を詰める。空薬莢を地面にばら撒き、懐から取り出した破魔の弾丸を装填する。西部劇のガンマンのようにシリンダーを回す。そして。







「なるほど。確かに貴方は硬い。それは認めましょう。……でも。ならば」







　硬い金属音と共に、シリンダーが固定される。銃眼を真っ直ぐに。脇を閉め肘は真っ直ぐに。グリップは両手でしっかりとホールドして。







「……その自慢の甲羅が割れるまで。何発でも撃ち込むだけ、です」







　――ノズルフラッシュが、少女の顔を赤く染め上げる。







　☆　☆　☆　☆　☆







「手数で勝負、か。……なあ、緑川？　弾は結構持っているのか？　緋村は？」

「まあ、そこそこには」

「そこそこって、お前なあ」

「いいから落ち着いて見てろよ。黒崎。ここからが本番だぞ？」







「……『魔法使い』が戦闘のプロだって、お前も思い知ることになるから、な」







　☆　☆　☆　☆　☆







　……先程とは別の意味の、膠着状態。







　緋色の魔法使いの魔法銃が、火を放つ。放つ。放つ。

　巨漢の怪人の装甲が、それを跳ね返す。返す。返す。







　大地をしっかりと踏みしめた魔法使いの連射が。魔法の弾丸が。途切れることなく撃ち込まれる。一点集中。驚異的な精度で腹の真ん中に。人体でいうところの鳩尾の位置に。ただひたすら銃弾を叩き込む。銃口が火薬の熱に焼かれ赤く染まる







　対する怪人のほう。足以外の全てのパーツを甲羅に引っ込め。ただひたすら銃撃に耐えているように、見える。……見えるが。その実、虎視眈々と反撃の機会を伺っている。じりじりと。じりじりと。摺足で前に進む。それこそ、亀のような歩みではあるが。確実に確実に一歩ずつ一歩ずつ。『魔法使い』との距離を縮めていく。銃弾に貫かれない装甲と。銃撃の衝撃に耐えられる重量が、それを成している。







　その事実に気づいた黒崎が身を乗り出す。それは危険な距離。敗北へのカウントダウン。遠距離攻撃が主体の『魔法使い』が懐に潜り込まれること。それは即ち自分の持ち味が。攻撃手段が封じ込まれること。そして逆にその距離は怪人の間合いであること。噛み付きが主武器である怪人のゾーンであること。……だから。







　……すっと。無意識のままに。黒崎の右手が懐に滑り込む。そこに忍ばせている『得物』へと手が伸びる。不思議な力は失えど。もう、『ヒーロー』に変身することはできねど。それでもこの男は、その心は、本質は。まだ、『戦士』であった。第一線を退いた今でも、黒崎は毎日の訓練を欠かしたことはない。武器を手放したことはない。いざというときには、自らが戦場に立つことを躊躇うつもりはなかった。……だから。







　連射に次ぐ連射。そしてその前段階における縦横無尽の動き。それが。少女の体を消耗させたのだろう。少女の魔力を枯渇させたのだろう。伝説の、『古の魔法使い』とはいっても、その正体は弱冠七歳の女の子。戦う意思はあっても。その体力は無尽ではない。悪を滅ぼす意思があっても。その魔力は無限ではない。……だから。







　――ふらりと。少女の体が『ブレた』とき。貧血のようにふらついたとき。







　気がつけば、体が勝手に動いていた。車体上部のハッチ。その縁に手をかけ体を引っ張りあげる。一気に車外へと躍り出た体を一度折りたたみ、そのまま地面へと飛び降り駆け出す。零から一気にトップスピードに。右胸に忍ばせた得物――戦闘用ナイフを抜き放ち、そのまま『魔法使い』の前に。この機を逃さず飛び出してきた怪人の前に立ち塞がろうとして――黒崎は違和感に気づく。







　――何故、俺は飛び出せた？　何故、指揮車のハッチは開いていた？







　その答えを見つけたのは、黒崎の脳細胞ではなく、眼球であった。今まさに。その凶悪な牙を魔法使いの首筋に突き立てようとした怪人の目の前に。黒い疾風が飛び込む。その凶器を。ギザギザに尖った刃を。自らの腕で受け止める。







「――ぐぅっ！！」

「影山っ！？」







　ぶしゃ！　っと。肉が裂ける音がする。空手でいうところの上段受けの構えで。その左手を生贄に差し出した『魔法少女』の体が血で汚れる。食いしばった唇から苦痛の声が漏れる。







　そうか、と。こんな事態にも拘らず。妙に冷静に黒崎が思う。こいつが。自分の愛弟子が。『仲間の晴れ舞台を自分の目で見たいから』と。そんな理由で指揮車のハッチを開け放っていたのだったな、と。そこまで思い至って我に返る。影山の怪我は？　そして緋村は？　魔力の枯渇した『魔法使い』なんて一般人と何も変わらない。戦闘なんてできる筈もない。







「影山っ！？　平気かっ！？　それから緋村はっ！？　……あん？」

「茜ちゃんっ！？　大丈夫！？　こっから先は私が引き受けるから！　……あれ？」







「なんだ貴様はっ！？　突然飛び出してきやがって！　よかろう！　そんなに死にたいのなら、まずは貴様から我が牙の餌食にしてやる！　……がっ！？」







　黒崎の眼が泳ぐ。魔法少女の視線が流れる。……そして、怪人の目、も。







　黒崎の視線の先に、緋い魔法使いは存在せず。

　影山の背中にも、緋い巫女の姿は確認できず。







　――そして、対峙していた怪人ですら見失った黒髪の少女は。







「……これで、終わりです。悪の怪人、さん」







　――いつのまにか。本当に魔法のように。その体を怪人の背中に移していて。







「……恨むな、とは言いません。せめて、安らかに逝って下さい」







　――その折れそうに細い左腕を、伸びた怪人の首に回し。







「……さようなら。来世では、どうか生き方を間違えないように」







　――その後頭部に突きつけた、右手に握った銃の引き金を、引いた。











舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第六話　甘い魔法

第六話　甘い魔法




「なんで勝手に飛び出してきたんですか！？　危ないじゃないですか！？」







　あまりといえばあまりな言い様ではある。それが戦闘終結後の『魔法使い』の、緋村茜という少女の、『魔法少女』である影山翼に対する第一声であった。







「え、え、ええっ！？　だ、だって茜ちゃんふらついてたし！　きっと魔力がなくなっちゃったんだって思ったから！　だからとっさに！」

「あんなの演技に決まってるじゃないですか！？　あの怪人、大して強い訳じゃなかったけど防御力は高そうだったから！　だから誘いをかけただけです！」

「演技っ！？　演技だったのあれ！？　なにそれすごいっ！　茜ちゃん女優賞モノだったよアカデミーだよノーベル女優賞狙えるよ！」

「そもそも銃を撃つのにさほど魔力は使いませんから！　あれは弾丸のほうに魔法をこめているんですから！　ついでにノーベル賞に演技の項目はありませんから！」







　……なるほどな、と。道理で緑川が落ち着いている訳だ、と。そんな騒がしい二人を見ながら黒崎は納得する。味方である自分たちですらあっさりと騙されたのだ。戦いの相手であった怪人にとってはまさに千載一遇のチャンスに見えたろう。硬い甲羅から身を乗り出し、一気に勝負を決めたくなるほどの。……まあ、それはともかく。







「……影山。腕を見せてみろ」

「あれ？　教官？　いつの間に外に？　って！？　ぎゃーっ！　いったあああっ！！」







　今更のように。少女が痛みを訴え始める。無造作に。だがその実、細心の注意をこめて。黒崎が愛弟子の腕を取る。引き裂かれた皮膚。そして潰された肉。傷口は無残の一言に尽きるが、だが骨まで達してはいないようだ。







「……派手にやられたな。待ってろ。今、医療班を呼んでやる」

「なんのこれしき！　茜ちゃんを守ってできた名誉の負傷です！　本望です！」

「そうか。じゃあ医者はいらんな。私が直々に塩水で洗ってやる。念入りに」

「あああ嘘です嘘ですチョーイタイです！　あと怪我人を嬲る教官は超ドSです！」







　変身中の負傷ゆえ治りは早いとはいえ、結構深刻な大怪我を負っている筈なのに、それでもめげないぶれない自らの弟子の言動に内心ため息を付きつつ、それでも自身の責務として無線で医療班を呼び出す黒崎の視線が、緋村を捉える。







「……なんですか？　黒崎さん」

「いや。その。……あー、なんだ」







　言いたいことは、ある。だが、それに対する正当性に自信が持てない。実際、終わって見れば完勝だ。緋村の狙い通りだったと言ってもいい。ただ、せめて仲間には事前に一言あってもよかったのではないか？　とか。だがしかし、戦闘中の臨機応変の作戦で伝える暇がなかったのもまた事実だよな、とか。そもそも、彼女に任せるといったのは自分たちだったよな、とか。いろいろと。いろいろと。消化不良の思いをどう口にすればいいかと、黒崎が迷っている間に。







「医療班、到着しました！　……って、これはまた、酷いですね……」







　黒崎の召集に応じて馳せ参じた白衣の男が、影山の腕を見て顔を顰める。治りが早いとはいえ怪我は怪我。痛みもあれば血も流れる。増してや、影山は十六歳の少女である。魔法よりも格闘のほうが得意な影山は、出撃のたびに大なり小なり怪我を負って帰ってくるのが常だが、だからといってそれを迎え入れるほうが慣れる訳もない。







「この通り。重症だ。タンカを頼む」

「了解しました！」







　敬礼と共に走り出す白衣の男の背中を視線で追いつつ、影山が呟く。







「やだなあ。教官。そんなに大袈裟にしなくてもいいのに」

「そうか。ならやっぱり私が洗ってやろう。塩水で。タワシを使って。ゴシゴシと」

「サーッ！　イエッサーッ！　影山翼！　タンカ、ありがたく使わせて頂きます！」

「初めから素直にそう言え」







　黒崎はふと思う。そういえば、コイツがこんなに遠慮するのは珍しいな、と。普段のコイツなら必要以上に大騒ぎをして周囲に迷惑をかけるものなのだが、と。そんなことを考えつつ、影山を見る。なんとなく、居心地が悪そうな彼女の視線は……。







「……ああ。なるほど、な」

「はい？　何が『なるほど』、なんです？　教官？　いてて……」







　――所在無げに。手持ち無沙汰な感じで立ち尽くす緋村のほうに向けられていて。







「……お前でも、『気を使う』ってことがあるんだな」

「……いじわるです。教官」







　勝手に飛び出した結果とはいえ、影山の怪我は緋村を庇ってできたもの。だから、こいつは騒がないのだ。痛いだろうに。辛いだろうに。ぐっと唇を噛みしめて。平気な振りを。『こんなの、全然たいしたことないんだよ！』と。年下の同僚に無言でアピールしていたのだ。苦痛を笑顔で塗りつぶして。不自然なほどに明るく。







「そういうのは、わかっていても黙っているのがいい大人なんじゃないですか？」

「いや。お前にもそういう繊細な心があったのだってことに驚愕してな」

「教官は私のことを何だと思ってるんです！？　繊細な乙女なんですよ私だって！」

「ああ。わかったわかった。悪かったよ。――ほら。タンカだ。行って来い」







　……素直に運ばれていく愛弟子を見送る。一般人であれば瀕死の重傷。悪と戦う『正義のミカタ』であれば、それは日常。彼女たちは、自らの身を犠牲にして平和を守る。それが使命であり宿命。だから。されど。







「……平気、でしょうか？　影山さんは？」

「まあ、な。あいつの場合、戦闘終了時に無傷である場合のほうが少ないし、な」







　身内が。師匠が。その身を心配するなというのは無理な話、で。







「……怒って、いたでしょうか？　影山さんは？」

「さあ、な。あいつの思考は常人とはかけ離れているからな。いろんな意味で」







　彼女を犠牲にして勝利を掴んだ少女のほうが、気にしない訳にもいかず。







「……怒られても当然、ですよね？　騙した上に、あんな言い方をしてしまったら」

「そう、かな？　どうだろうな？　何しろアイツときたら……うん？」







　……その「アイツ」を運んでいたタンカが急停止する。ぴょこんと起き上がった怪我人が、ペコペコと医療班の係員に頭を下げる。困惑するを白衣の男たちを置き去りにして影山がこちらへと走ってくる。







「お、おい？　影山？」

「ああ。教官。すいません！　忘れ物です！」

「忘れもの？」

「とは言っても、教官には関係ない話です。邪魔ですさっさとどいてください」







　そう言いつつ魔法少女が自らの師を押しのける。絶句する黒崎のことなど完全に無視し、彼女は魔法使いの前に立つ。気まずそうに。ばつが悪そうに。悪戯がばれた子供のように。唇を噛みしめ俯く七歳の少女の前に。







「な、なんですか？　影山さん？　早く治療したほうがいいです、よ？」

「うん。そうだね！　結構痛いしね！　……でも、その前に！」







　緊張し固まる緋村の腕を、影山が無事なほうの手で強引に取る。その掌を無理矢理開かせる。そして。その上に。ぱらぱらと。ぱらぱらと。







「え……っと。あの？」

「金平糖！」







　――色とりどりの。星のかけらを。降り注ぐ。







「え？　あの？　その？　え？　な、なんで？」

「なんでって。ほら！　出撃前に話してたじゃん！　用事があるって！」

「あ。は、はい。でも。その。え？」







　困惑し言葉が紡げない魔法使いに向け。魔法少女は笑いかける。屈託のない、影ひとつない完璧な笑顔。見ているほうが元気になれる、そんな、魔法の笑顔。







「いやほら、さ！　洋菓子は苦手で、保存料とかが入っているのも無理って言ったでしょ？　茜ちゃん？　だから京都の老舗に問い合わせて、予約して順番待ちしてついに手に入れた珠玉の一品なのです！　昔ながらの製法で、頑固な職人が作り上げた宝石のようなこのひとかけら！　これなら茜ちゃんでも平気かなって！」







　……肩透かし、なんてものではなかったのだろう。あの『魔法使い』が。弱冠七歳にして戦場を支配し、無傷のまま敵を撃破してのけた緋色の巫女が。まるでゼンマイがきれたカラクリ人形のように硬直し、言葉を失う。







「届いたのが今日でよかった！　茜ちゃんの初陣の、初勝利のお祝いになったから！　だ、だから！　その！　た、食べてくれたら、う、嬉しい、な……？」







　ここまでは、勢いで。そして思い出されるここ数日の緋村の態度。影山の捧げるいくつもの献上品を袖にする、冷静な魔法使いの冷たい視線。そっけない言葉。恐る恐ると年下の少女の反応を、言葉を待つ影山であった、が。だがしかし。名前と正反対な、冷静沈着な少女の口は。その唇は。







「……ありがとう、ございます。影山さん。ありがたく、頂き、ます」







　――静かに。小鳥が囀るように。だがはっきりと。小さな感謝の言葉を、紡ぐ。







「――っ！　うおっしゃああああっっっ！　い、……ったあああああっっ！」







　……魔法少女らしからぬ、野太い大声。そして渾身のガッツポーズ。思わず振り上げた左腕は亀型怪人に引き裂かれたほうの腕で。既に止血されているとはいえ、その痛みまでもが消えた訳でもなく。少女は再び絶叫する。……今度は、悲鳴、を。







「ああああっ！　もう！　なにやってるんですか！　影山さんはっ！」

「だって嬉しくて！　でも痛い！　痛すぎる！　でも嬉しい！　茜ちゃんがデレた！」

「莫迦ですかあなたは！？　この非常時に出てくる発言がそれなんですか！？」

「大丈夫！　茜ちゃんがいればお姉ちゃん！　この痛みにも耐えて見せるから！」

「誰が『お姉ちゃん』ですかもういいです！　そのまま痛みに悶えていてください！」







　……なんだろう。すっかりつっこみ役を取られたなあ、などと。どうでもいいことを考える黒崎の袖を誰かがそっと引っ張る。申し訳なさそうに。でも強い意志を感じさせる視線で。黒崎を見るのは医療班の面々。『早く「アレ」をどうにかしてくれ』と。あの暴走妄想娘をとっとと連行……ではなく、運搬させてくれ、と。そう目で語っていて。黒崎は自分の立場を。その役割を。改めて思い出す。







「……ほら。影山。もういいだろう？　そろそろ行け」

「なんですか教官。入ってこないでください。私と茜ちゃんの百合色の世界に」

「ありませんからね！？　そんな色の世界！　少なくとも私には！」







　こいつでも。この澄ました緋色の巫女でも。こんな声も出せるんだな、と。もしかしたら、今までのアレは猫を被っていただけなのかもしれないな、と。珍しく部外者の立場に立てた黒崎は意外と冷静にそんなことも思う。思う、が。それはそれ、で。







「緋村のことはともかく、医療班の連中まで困らせるな」

「……むう。確かにそうですね。仕方ないですね」

「私のことは困らせてもいいんですか……」







　名残惜しそうに。でも、意外なほどの素直さで。再び医療班の用意したタンカの上に横たわる影山。そんな彼女に向け、緋村が口を開く。声を出さずに固まる。再び口を開く。そうして二度三度と躊躇いを見せた緋村は、だが最後には。







「あ、あのっ！」

「うん？　なあに？　茜ちゃん？」

「あ、あの！　あのっ！　あのっ！？」







　思い切って声をかけるが、その後が続かない。無意味に「あの」という言葉を繰り返す。言ってもいいのか、と。言って答えて貰えるものなのか、と。その答えは彼女が求めるものと一致するのか、と。心の中で自問自答を重ねる。そして。







「……お、怒って、ないのですか？　影山、さん？」







　――違う。聞きたいことはこれじゃない。いや。これも聞きたいけど。この答えも知りたいけど。でも。本当に聞きたい事はこれじゃない。







「怒って、って？　茜ちゃん、何か悪いことしたっけ？」

「え？　いや！　あの！　今回、皆さんを騙しちゃったこと、とか……」

「作戦でしょ？　あれ。引っかかった私が悪いんじゃないかな？」







　――この人ならこう言うんじゃないか、って、そう思っていた。あっさりと。さっぱりと。本当に何でもないことのように。本心からそう思ってくれるんじゃないか、って。だから。その言葉が。その態度が。少女にもう少しの勇気をくれる。







「今まで、変な態度とってしまったこととか……」

「別に。茜ちゃん、人見知りなだけでしょ？　こっちこそしつこくしてゴメンね」







　――自分の態度は。今までの影山さんに対する態度は。「人見知り」なんて可愛らしいものではなかった。慇懃無礼。まさにその言葉の通りで。さぞかし、生意気に見えたであろう。小憎たらしくも思えたであろう。でも。だがしかし。影山は。そんな感情を露ひとつ見せず。







「じゃ、じゃあ。その、あの……」







　――だから。少女は。ありったけの勇気を振り絞る。千の敵に囲まれても。万の敵と戦う羽目になっても。眉ひとつ動かさずにいられると。心乱れることもないと。そう信じていた自分の心臓が、有り得ないほどの激しい鼓動を刻む。その痛みに耐えながら。その鼓動を自覚しながら。少女は口を開く。本当に聞きたかった疑問を、言葉にする。







「何故、影山さんは、私に、私なんかに。こんなにもよくしてくれるの、ですか？」







　語尾がだんだん小さくなっていったのが、自分でもわかる。その答えはきっとこうだ。『正義のミカタの職責だから』。『自分の任務だから』。彼女はきっと。影山さんはきっと。そう答えるのだろう。義務感から。責任感から。そうしただけだ、と。







「――うん？　だって。仲間だから」







　――仲間、ですって？　私が？　『魔法使い』なのに？







「――それに私、茜ちゃんのことが好きだから」







　――好き、ですって？　私を？　『魔法使い』なのに？







「質問はそれだけ？　そんな当たり前のこと聞かれても、お姉ちゃん返事に困っちゃうよ。……うーん。ま、いっか。とりあえず、もう行くね。茜ちゃん。医療班の人たちが鬼みたいな顔で私を睨むから、さ」







　――当たり前、なの？　当たり前で、いいの？







　――その言葉を。信じても。いいの……？







　☆　☆　☆　☆　☆







「…………」







　今の緋村の状態を一言で表すとすれば、それは『呆然』。今回、全く言葉を挟む余地もなく、ただ二人の様子を、その会話を、静かに見つめていた黒崎はそう思う。







　出撃前に彼女が語った疑問。彼女が漏らした本音。それは彼女の生まれを以ってすれば当然のことだったのだろう。常識のようなものだったのだろう。『魔法使い』は、生涯を賭けて悪と戦う義務がある。だからこそ、一人でいるべき。そう思い、そう考え、それを実践してきた彼女。好きで孤独に過ごしてきた訳ではない。彼女を取り巻く境遇が、運命が、それを強いてきた。なのに。







「……仲間、って言ってもらえました」

「……ああ」







「……好きだ、って言ってもらえました」

「……ああ」







「……しかも。それが当然のことだって、駄目押しまでされてしまいました」

「……ああ」







　――少女は自らの掌を見つめる。虹色のかけらが。夢のように美しい砂糖菓子が。ころころと。ころころと。掌を転がる。それを愛でるように。何度も。何度も何度も転がしていた少女が。そのひとかけらを指で摘む。そっと口に運ぶ。







「……甘い、です」







　――口内に広がる自然な甘さが、少女の心を溶かす。真面目さゆえに。頑ななまでに己の意志を貫こうとした少女の心の、その硬く締められた閂さえも、溶かす。俯いた少女の顔は見えずとも。その声が。その心情を如実に語っていて。







「美味しいですけど。甘すぎて。こんなにたくさん、私一人では食べ切れません」







　そうだろうか、と。黒崎は緋村の手を見つめながらそう思う。掌に乗る金平糖はたかだか数個。二桁にも満たず。少女の小さな口でも一息に食べることが可能な程度にしか、その数はなくて。むしろ少ないくらいで。







「……だから。行ってきます」







　少女がぐっと掌を握り締める。握り締めた掌を胸に抱え込む。大事な宝物をしまいこむように。一粒たりとも零さぬように。しっかりと。でも優しく。







「……影山さんと、一緒に……。ううん」







　そして、少女は顔を上げる。日本人形のように整った顔は、だがしかし。今は人形にあらず。その唇が。頬が。目が。全ての表情が生き生きとしていて。本当の意味で年相応の。無邪気な少女のように。







「……『翼お姉ちゃん』といっしょに、医務室で、食べます。だから」







　――離れていくタンカを追いかけて駆け出した少女の顔は。







「……行ってきます！」







　――確かに。見間違えようがないほどの。満面の笑顔を浮かべて、いた。














舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第七話　そして少女たちの穏やかな日々は

第七話　そして少女たちの穏やかな日々は




「翼お姉ちゃん！　前へ！　怪人本体を叩いてください！」

「うん！？　雑魚戦闘員はどうするの！？」

「そっちは私がやります！　お任せを！」

「了解！　背中は預けたよ！　影山翼！　突っ込みます！」







　☆　☆　☆　☆　☆







「こ、これが、シュークリーム……？」

「そうそう。そしてこっちがショートケーキ。こっちがエクレア」

「な、なるほど……。洋菓子も悪くない、ですね……」

「ふっふっふ。食わず嫌いはいけないぜ？　茜ちゃん」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……しかし、驚いたものだな。黒崎？」

「何がだ？　緑川？」







　――過去川市某所。『正義のミカタ』秘密基地内部の食堂にて。魔法少女たちの戦闘訓練と指揮を担当する二人の男が、少ない休憩時間に食事を取りながら語り合っている。黒崎と呼ばれた男の前には天丼。そして緑川と呼ばれた男の前には牛丼。二人仲良く丼物である。







「いや。翼ちゃんのことだ。よくもまあ。この短時間でああも緋村の心を開いてくれたと思ってな。正直、感謝よりも驚きのほうが大きいよ」







　実力は申し分ない『魔法使い』。だがしかし、誰とも馴れ合うことを由としなかった『魔法使い』。弱冠七歳にして既に全てを悟りきったように孤高を気取っていた緋村という少女。大人たちでは。自分たちでは。突破することが出来なかった彼女の心の壁を、影山翼という少女は易々と打ち破ってしまった。







「あの明石西インターチェンジでの戦闘後、訓練でも、休憩中も。緋村は翼ちゃんの背中を追いかけて離れようとしない。幾度かあった実戦でもあの二人のコンビネーションは抜群だ。それもこれも全部、翼ちゃんのおかげだよ」







　人は変わるというが、これほど極端な例も稀だろう。誰とも触れ合わず。誰とも馴れ合わず。常に一人でいることを好んだ袴姿の少女は、もういない。今の彼女は、よく笑い、よく話し、そして友人と共にあることを何よりも好む、どこにでもいるような年相応の少女、であった。







「……まあ、あれだ。精神年齢が近いからな。あの二人は。気も合うのだろう」

「黒崎。またお前はそうやって憎まれ口ばかり。たまには素直に誉めてやれ」







　緑川が呆れたような口調で非難する。その視線から目を逸らすようにして黒崎は立ち上がる。米粒一つ残さず平らげた丼を返却口へと戻す。食事が済めば午後の訓練。『正義のミカタ』というのは案外忙しいものなのだ。







「……そうは言うがな？　緑川？　あの影山のことだぞ？」

「うん？」







　訓練場に当てているトレーニングルームに向かいつつ、黒崎が口を開く。今日のタイムプランを頭に浮かべつつ、隣に並ぶ同僚に話しかける。







「下手に誉めでもしたら、調子に乗るに決まっているだろうが」

「そうかあ？　最近の翼ちゃんは随分しっかりしてきたと思うがなあ？」

「いや。お前は騙されている。あの影山のことだ。本質が変わることはない」

「…………はあ」







　緑川が、聞こえるようにわざとらしく溜息をつく。それを聞き流しつつ黒崎は思う。認めていない訳ではないのだ。自分だって。影山翼という少女が、緋村茜という少女のことを想い、どれだけ心を砕いていたのか、を。拒絶されても拒絶されても。諦めることなく見捨てることなく。彼女と関わろうとしたことを。その努力を。根性を。優しさを。でも。だが。しかし。







「それでも。影山の奇矯な行いが改まることは、ない」

「黒崎、お前なあ……」







　そう断言しつつ、訓練場の扉を開けた二人の目に入ったもの。それは。







「お待ちしておりました！　教官殿！」







　――十六歳の少女の。『魔法少女　影山翼』の。







「…………」

「…………」







　――見事な、真に見事な。まるで武士のような、土下座、であった。







「…………」

「…………ほら、な」







　呆気に取られ言葉を失った二人ではあったが。やはり先に己を取り戻したのは耐性のある黒崎のほうだった。ほら見ろ、と。そんな言葉をこめた視線を同僚に送る。影山翼はどこまでいっても影山翼である、と。こいつの行いは常に自分たちの想定の斜め四十五度を全力で突っ走っていくのだ、と。







「……で？」







　嫌々ながら。本当に本心から嫌々ながら。同僚が魂を抜かれたように固まり（いきなり無予告で女子高生の生土下座を見せ付けられたのである。フリーズしてしまうのも無理はない）動かなくなってしまったので、仕方なく黒崎が口を開く。見れば額を床にこすりつける影山の背後。そこにはおろおろと落ち着かなく視線を泳がせる緋村までいて。きっとこの茶番に無理矢理つき合わされたのだろうな、と。その不幸に人事ながら同情すらする。







「はっ！　この影山翼！　お二人に対し伏してお願い申し上げ奉りたい儀がございまする！　何卒！　何卒！　しばしのお時間お耳を拝借頂けるよう！　何卒！」







　今度は何のドラマに影響受けたのだろうな、と。そういえば昨日の夜、『忠臣蔵』が放送されていたな、と。きっとそれだろうな、と。短絡な愛弟子の言動をトレースした黒崎は思う。どうしてこいつはこうなのだ、と。黙って立っていればそれなりに見られる容姿も持っているのに、と。







「……なんだ？　言ってみろ？」

「はっ！　発言をお許し頂きありがとうございます！」







　こいつはまだこの時代劇を続けるつもりなんだなと。そう呆れつつも突っ込まない黒崎である。理由は面倒だから。どうせくだらない内容なのだろうと高をくくっていたこともある。だがしかし。彼女の願いというのは。その言葉は。







「……今度の週末！　具体的には明日の日曜！　私たち二人にお休みをください！」







　――正直、黒崎の想定外で。







「……休み？　二人揃って、か？」

「はいっ！」







　ぐっと。顔を上げ真剣な眼差しで自分を見つめる影山。その声から雰囲気から。これは冗談でも嘘でもないと悟った黒崎は意外に思う。何故なら影山が休みを申請してきたことなど、過去に例がないから。普段の言動が残念でも。その思考発言が突飛でも。腐っても影山は『正義のミカタの魔法少女』である。本質的にその心は『正義』である。そうでなければ『正義のミカタ』に選ばれることはない。実際、今日この日に至るまで、彼女は自分の全てを正義の為に捧げてきた。年頃の娘だ。遊びたいこともあるだろう。友人との約束もあったであろう。もしかしたら、黒崎が知らないだけで恋をすることすらあったかもしれない。だが、しかし。







「……本気、か？」

「はいっ！」







　自分の時間。プライベート。その全てを捨てて正義に尽くしてきた彼女の答えに迷いはなく。彼女の目に偽りの色はなく。自分の言葉を肯定する。本来、労働者としては当然の権利。彼女と同じように平和秩序を守る立場の警官や自衛官であっても与えられる権利。立場上、彼女の上司である黒崎や緑川にすら与えられる権利。だが。しかし。それは。







「自分が無理を言っているという自覚は、あるか？」

「……あります。でも！　です！」







　平和を守る『魔法少女』。彼女のような者が複数いればよかった。輪番制で休みが取れるから。勿論、その『休み』は非常時には一方的に取り消されるものだが。それでも彼女の代わりになる者がいれば休みを与えることは出来た。実際、少し前までは。『魔法少女』が彼女を含め三人いたときは。そうやって休暇を与えることが出来ていたのだ。だが。しかし。今となっては。







「お前が、そんなことを言い出すとはな……」

「一度だけ！　たった一日でいいのです！　お願いします！」







　たったひとりの『魔法少女』。その立場に、その重責に。彼女は今日までよく耐えてきた。泣き言ひとつ言わず。愚痴ひとつ零さず。ただひたすらに正義の為に尽くしてきた。『悪』は『正義』の都合など考えない。むしろ、正義を守る『魔法少女』が彼女ひとりになったことで、嵩になって責めかかってきた節すらある。休みなど望むべきもない。出撃がない日でも、訓練、座学、そしてパトロール。この数ヶ月間、彼女が『正義のミカタ』としての職責を疎かにした日は一日足りとして、ない。それは誰よりも黒崎がよく知っている。だが。しかし。今日の彼女は。







「理由を聞かせてもらっても、いいか？」

「……茜ちゃんを、茜ちゃんと、遊びたいから、です」







　――『魔法少女』は。『魔法使い』の為に。言葉を続ける。







「……茜ちゃんは、生まれたときから『正義のミカタ』でした。そういう立場の女の子、でした。物心ついた時にはもう、戦闘訓練が始まっていたそうです。当然、ほかの普通の女の子のように遊べる時間はなかった。毎日が、ただただ『悪』と戦う為に。その日の為だけに。費やされてきた。そんな、女の子、なんです」







　――自分の為ではなく、年下の友人の為に、初めての我侭を、口にする。







「それを辛いと思ったことはなかった、と。茜ちゃんはそう言います。そう言ってくれます。でも、それでいいのでしょうか？　その言葉に、志に、私たちが無条件で甘えても許されるのでしょうか？　私には選択の自由がありました。『正義のミカタ』に『ならない』という選択肢がありました。私は自分の意思でそれを選ばなかっただけです。だけど。でも。茜ちゃんには、その『選ぶ』という選択肢すら、最初からなかったのです。用意されていなかったのです。……だから！」







　――自らの意思で『正義のミカタの魔法少女』になった少女は。







「一日！　一日だけでいいのです！　『正義のミカタ』ではなく！　この国を守る『魔法使い』としてではなく！　ただの。年頃の。ひとりの女の子としての！　そんな日を過ごして貰いたいと！　そんな日を与えてあげたいと！」







　――本人の意思に因らず『正義のミカタの魔法使い』になってしまった少女の為に。







「教官！　お願いします！　お願いします！　この願いを聞き届けて頂けましたら、この影山翼！　金輪際『休みが欲しい』などと言いません！　この身の全てを賭けて正義の為に尽くさせて頂きます！　だから！　だから！　だからっ！」







　――ただ、ひたすらに、頭を下げ続ける。







「私たちに！　一日だけ！　一日だけの！　『普通』をください！」







　伏せられた影山の頭。床に額を擦り付け微動だにしない彼女。それを見下ろしつつ黒崎は思う。ああ、これが『影山翼』の本質だ、と。その正体なのだ、と。『正義のミカタ』としての、経験も戦歴も乏しい。能力も高いとはいえない。だがしかし。彼女は常にそうなのだ。『誰かの為に』。自分以外の誰かの為に。彼女はその身を尽くす。だから。だからこそ。彼女は『正義のミカタの魔法少女』なのだ、と。







　――でも。だからこそ。それだからこそ。







「……悪いが、それは承認できない、な」

「きょ、教官！？」







　――その願いを叶えることは、出来ない。







「……影山？　お前だってわかってはいるのだろう？　『正義のミカタ』に休日など存在しない。敵は。悪は。こちらの都合など一切考慮しない。お前たちが基地に不在のときに敵の襲撃があったらどうする？　本日は『魔法少女』は休みです、とでも言うつもりか？　出来るわけないだろう？　そんなこと」







　ぐう……っと。影山が唇を噛みしめる。わかっている。わかっているのだそんなことは。今更黒崎に言われるまでもない。悪の秘密結社の怪人たちと戦えるのは自分たちしかいない。だから。だからこそ。自分はたったひとり。今日まで頑張ってきたのだ。その上で。その上で。それでも。それでも。







「……お願い、します……。教官」

「……駄目、だ。許可はできない」







　それを通そうとする心優しい『正義のミカタの魔法少女』。

　それを認めることが出来ない『元正義のミカタのヒーロー』。







「……なあ、黒崎？　私は思うのだが……いや、なんでもない」







　睨み合う師弟を見るに見かねて、緑川が声をかける。が。その言葉が止まる。違うな、と。ここで自分が口を挟むのは筋が違うな、と。今、この場で発言をしてもいいのは。口を開いても許されるのは。そうするべきなのは。







「……翼お姉ちゃん。黒崎さん。もう、いいです」







　――影山の後ろで、静かに事の成り行きを見守っていた緋村が、そっと呟く。







「茜ちゃん……」

「……緋村」







　緋村は意外なことに笑顔を見せる。にっこりと。それは自分の我侭が叶わないことに対する諦めでも、怒りでもなく。ただただ。優しい、透明な微笑みで。







「翼お姉ちゃんが私の為に、そうして頭を下げてくれたこと。黒崎さんがそれに流されず、きちんと『正義のミカタ』としての筋を通してくれたこと。それで。それだけで。私は十分です。お二人とも。本当にありがとうございました。ご迷惑をおかけして申し訳ございませんでした」














舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第八話　夢幻のように一瞬で過ぎ去り

第八話　夢幻のように一瞬で過ぎ去り




「……なあ。黒崎？　ちょっと頭が固すぎるんじゃないか？」







　……結局。影山の訴えは退けられ。さすがにそのまま微妙な空気のまま訓練というわけにも行かず。今日の訓練を自主練習としトレーニングルームを後にした黒崎の背中に向け、緑川が微かに責めるような口調で声をかける。







「うん？　何がだ？」

「何が、ってお前……」







　今度は声だけではなく、視線でも責め始めた緑川であるが、黒崎のほうはそれに反応することもせず。それどころか言葉を濁してすらいて。







「……一日くらい、いいだろ？　いつ戦闘があるかわからないとは言っても、最近はあの二人のおかげで襲撃自体、回数が減っているだろう？　ここはひとつ。日ごろの労を労わる意味もこめてなあ」







　そう。そうなのだ。『悪の秘密結社』側も莫迦ではない。『正義のミカタ』側に新たな人員が配置されたこと。それが非常に有能なこと。その情報は既に広く知れ渡っているようで最近は目に見えて襲撃が減ってきている。襲撃は成功の可能性があるから成すものなのだ。みすみす、負ける為だけに出陣してくる莫迦はそうそういない。







「とはいっても、零ではない。今こうしている間にも、大規模な襲撃が計画されているかもしれないのだ。基地を空には出来ん」







　相変わらずの正論。黒崎の声に揺らぎはない。その言葉を聞き、緑川は心中密かに溜息をつく。こいつは昔からそうなのだ。常に。王道。正道。それ故に周囲は彼の言葉に反論することが出来ない。







　……が。







「ところで緑川？　話は変わるのだが」

「うん？」

「どうも昼飯に中ったようで、腹の調子がおかしいのだ」

「昼飯？　おい、黒崎。お前、何を食べたっけ？」

「天丼だ」

「天丼で中るってお前……。鯛のてんぷらでも入っていたのか？」

「いや？　普通に海老と南瓜だったと思うが？」

「それ、食事が原因じゃないんじゃないのか？」

「そうかもしれないな。まあ、原因はどうでもいい。腹が痛いのは事実なんだ」

「……そ、そうか」

「なので、明日の訓練、私は指導が出来ないかもしれない」

「そんなに痛むのか？　だったらまずは医者に……」

「医者はいい。薬でも飲んでおく。それより問題なのは明日のことだ」

「明日の訓練のことか？　今日と同じで自主練にすればいいんじゃないか？」

「二日続けて自主訓練というのはまずいだろう。士気が鈍る」

「そういうものか？」

「そういうものだ。……なので、明日の予定を変更しようと思うのだが」

「予定、変更？」

「うむ。訓練は中止してパトロールにしようと思う」

「まあ、それでも構わないとは思うが……」




「そこでついでにひとつ。せっかくなので緋村を借りたいのだ」

「……緋村、を？」




「ああ。緋村もそろそろこの街に慣れてもらったほうがいいと思ってな」

「……ほう？」




「なので明日は、影山のパトロールに緋村も付いていかせようと思うのだ」

「…………ああ。うん。いいんじゃないか？」




「具体的には、な。駅前から繁華街。商店街などの若者が集まるあたりがいいな」

「…………そのチョイスの根拠は？」




「おいおい。緑川？　襲撃が多いのは人が多い場所に決まっているだろうが？」

「………………ああ。うん。なるほど。そうだな。うん。そうだよな」




「時間は朝から夜まで一日中。敵を油断させる為に私服で。街を回ってもらおう」

「………………そうだな。これは任務だからな。丸一日なのも当たり前、だな」




「理解して貰えて何よりだ。俺は今から予定変更の書類申請をしてくる」

「……………………そうか。残業になるな。がんばれ」




「自分の体調管理が原因だから仕方ない。だからお前はあの二人に」

「……………………予定変更を伝えてくればいいんだな？　任せておけ」







「すまんな。俺の急な腹痛のせいで緋村にも迷惑をかける。謝っておいてくれ」

「そうだな。体調管理には気をつけろな。……ところで」

「うん？　なんだ？」

「まあ、その、なんだ」







「あれだな。黒崎？　俺は今、生まれて初めて『ツンデレ』をいうものを目の当たりにしているのだが、これって案外、現実世界で遭遇すると面倒なものなのだな」







「……俺はお前が何を言っているのかまったくわからないし、『ツンデレ』なる言葉に心当たりもないのだが、『大きなお世話だこのやろう！』、とだけ言っておこうか」







　☆　☆　☆　☆　☆







　――コン、コン。







「失礼します。黒崎さん。緋村茜、只今戻りました」

「うん？　ああ、緋村か。入っていいぞ？」







　翌日。日曜日。朝から『街のパトロール』に出かけた二人を見送ってから、夜の帳が落ちるこの時間まで。ずっと自身の執務室に篭り雑務を片付けていた黒崎はノックの音に答え、声をかけてきた緋村に向け入室を促す。







「はい。失礼します」

「おう。お疲れ様。街の様子はど……っ！？」







　すっと。音もなく。ドアを開け室内に入ってきた緋村の姿を見て黒崎は絶句する。古の『魔法使い』。正義を司る神聖なる巫女として、常時清楚な袴姿で過ごしてきたはずの緋村が。あの緋村が。







「や、やっぱり、似合いません、か……？」







　白いフリルの多用されたブラウス。黒いエプロンドレスの裾は膝上で。病的なまでに白い太腿は黒と赤のストライプのニーソックスに包まれており。ご丁寧に頭の上には大きな黒リボンまでつけられていて。







「……あ、いや。そんなことはない、と、思う……ぞ？」

「そ、そうですか……？」







　こちらを伺うような上目遣い。普段と違う洋装が恥ずかしいのか、その白磁のような頬はうっすらと紅に染まり。慣れないスカートに違和感を感じるのか、もじもじと足をくねらせ。







「……普段と違う格好だったからな。ちょっと驚いただけ、だ」

「……翼お姉ちゃんが選んでくれたのです。『せっかくのお出かけ』なんだからって」







　そうか。この姿はあいつの趣味か、と。ならば納得だ。これが実は緋村自身の隠していた趣味だとしたら彼女の評価を変えねばならぬところであった。黒崎は安堵する。まあ、その姿形に関する感想はともかく。







「で、どうだった？　どこを回っていたんだ？」

「あ、はい！　まずは駅前のファーストフード？　で、ご飯を食べました！」

「ほう。そうか」

「翼お姉ちゃんが全部注文してくれました！　美味しかったです！」







　彼女にとって『食事』とは栄養補給の為の義務。味や雰囲気よりもそれが第一であったことは想像に難くない。当然、洋式のブレックファーストメニューなど初めての経験だったのだろう。ここ数日、彼女と過ごしてみてそれはよくわかった。全てが。生活の全てが。『悪』と戦う為。それがこの少女の生き方であった。







「そのあとはデパートに行きました！　いろんな商品があって面白かったです！」

「何か買ったのか？」

「私は何も。……でも、お洋服屋さんでいろいろ試着させられました……」

「そ、そうか……。それは難儀だったろうな……」







　あの影山のことである。大好きな緋村を使いリアル着せ替え人形を思う存分楽しんだのだろう。振り回された緋村に心から同情する。黒崎には見える。獲物を前にした肉食獣のような目で緋村に迫る影山の姿が。その両手には山のような衣装を握り。試着室で怯える緋村に向け有無を言わせぬ笑顔で迫る頭の残念な『魔法少女』の姿が。まるでこの目で見てきたかのようにその光景が脳裏に浮かぶ。







「そのあとは、洋食屋さんでお昼にパスタ？　を食べて。ゲーム、センター？　という場所で遊んで。喫茶店でお茶を飲んで。アイスクリームを食べて。ウェインドーショッピングをして。それから。それからそれからっ！」







　目を輝かせて。今日あったことを身振り手振りつきで。興奮して早口でまくし立てる緋村の姿は。本当に。本当に年頃の少女そのままで。無邪気な。普通の。重い宿命から解き放たれた年相応の少女の姿で。







　――だから。







「……すまんな。緋村」

「えっ？」







　――『正義のミカタ』の戦闘指揮官も兼ねる黒崎は、頭を下げる。







「……本当は、本物の休みを与えてやりたかった。こんな駅前だけじゃなく。遊園地や動物園や、映画鑑賞や。普通の少女が休日に過ごす場所に行かせてやりたかった。だが、私の権限ではこれが精一杯で……」







　それは、昨日は言えなかった黒崎の本心。年端も行かない少女たちに。少女たちだけに。過剰な負担を強いる黒崎の。命令を下す立場の者の。本音。







「……やめてください。黒崎さん。頭を上げてください。私、黒崎さんには心から感謝してるのです。本当です。十分です。ここまでして頂いたのに謝られたりしたら、私、困ってしまいますから。……それに」







　少女は言葉を切る。目を閉じ胸に手をあて。今日一日のことを。生まれて初めて手に入れることが出来た『普通の日』を。思い返すように。噛みしめるように。







「……特別なこと、なんて、なくていいのです。私は『普通』が欲しかった。『普通』に憧れていました。友達とお出かけして。友達とお食事をして。友達とお買い物をして。友達と笑って。友達と手を繋いで街を歩いて……。だから。今日は。今日のことは。今日あったこと。今日見たこと全ては」







　少女は目を開く。満ち足りた笑顔を見せる。見ているほうが幸せになる、心からの。本当に嬉しそうな笑顔を黒崎に見せる。







「……一生、忘れません。私の宝物、です。だから、黒崎さん」







　そのまま静かに。深々と。頭を下げる。さらりと。鴉の濡れ羽色の髪が落ちる。







「本当に、本当にありがとうございました。この緋村、心から感謝します」







「……私は何もしていない。礼なら影山に言うんだな」

「はい。翼お姉ちゃんにも、何度もお礼しました」

「そうか。ならいい。……ところでその影山は？」







　緋村が帰ってきたというのに影山の姿が見えない。あいつのことだ。今日あったことを全て語りつくすまで自分を離さないと思ったのだが、姿すら見せない。側にいればいたで騒がしく迷惑なやつではあるが、いなければいないでどこかで見知らぬ誰かに多大なる迷惑をかけているのではないかと不安にさせる少女であった。存在自体が黒崎に対して害をもたらす。







「お姉ちゃんは、今日は直帰されました」

「なんだ。珍しいこともあるな」

「はい。それで、お姉ちゃんから黒崎さんに伝言を預かっています」

「うん？　なんだ？」







　コホンコホン。ニ、三度、可愛らしく咳払いをし、緋村が声を整える。頭の横の髪を一束、左手で根元から握り締めサイドテールのようにしてみる。そして。







「まったく！　教官は素直じゃないんですから！　でもそんなとこも大好きです！」

「…………」







「今日は本当にありがとうございました！　明日からまたよろしくお願いします！」

「…………」







「追伸！　そのか、かわ、可愛い茜ちゃんは私からのお礼です！　どうですか！？」

「…………」







「それは、その、なんだ？　影山の物真似、か？」

「えっと、その、あの……に、似てました、か……？」







　似ていない。正直、これっぽっちも似ていないと黒崎は思う。それ以前に、緋村のような内気な少女に対し、自分で自分のことを『可愛い』と言わせる影山の鬼畜っぷりに黒崎は戦慄すら覚える。ほら見ろ。思いっきりその部分、噛んでいるじゃないか。顔も限界まで真っ赤になって震えているぞ？　いや待てよ？　その部分まで込みで『可愛いでしょ？』という意味なのだろうか？　やつの考えそうなことだ。勝ち誇ったドヤ顔が脳裏に浮かぶ。げに恐るべしは影山翼である。







「……まあその、頑張ったとは思う、ぞ？」

「――っ！　だ、だって！　翼お姉ちゃんがそう言えって言うから！」







　最早、完熟トマトですら尻尾を巻いて逃げ出すくらいに赤面した緋村である。それを眺める黒崎の胸中に、何か温かいものが満たされる。そう。そうなのだ。緋村茜は七歳の少女。悪と戦う『魔法使い』である以前に、やはり彼女は少女であるべきなのだ。この、年相応の彼女の仕草。これを見ることが出来たのなら。これを見る為だったと思えば。予定変更の具申書の五枚や十枚、書いてやる労などたいしたことではない。







「よし。楽しかったのなら、よい。今日はもう遅い。ゆっくり休むといい」

「あ、は、はい。了解しました。緋村茜、これで休ませて頂きます」

「うむ。お疲れ様」

「はい。……あっ」







　一礼し退出しようとした緋村の顔が固まる。何か珍しいものを見たかのように固まる。はて、まだ何かあったかな、と。疑問に思う黒崎に向け、緋村が呟く。







「……今、笑ってました。黒崎さん」

「うん？　は？　そ、そうか？」

「はいっ！　すごく、優しい笑顔、でした」

「……気のせいだろう。もう寝ろ。疲れているんだろ？」

「はい。そうします。今度こそ、おやすみなさい。……それと」







「私も。黒崎さんが大好き、です。今日は本当にありがとうございました！」







　☆　☆　☆　☆　☆







　――『正義のミカタの魔法少女』――







　彼女たちの物語が、ここで終わればよかった。

　ずっとこんな生活が、日常が。続いていけばよかった。







『悪』と戦う責務を全うしつつも、明るく生きる『影山翼』と。

『悪』と戦うことを宿命付けられ、孤独に生きてきた『緋村茜』。







　……そして、彼女らの上官である黒崎と緑川。







　四人の人生が変わったのは。この穏やかな日々が終わりを告げたのは。

　これからしばらくの後。暴風吹き荒れる、ある嵐の夜のこと。







　その日は朝から暗雲が立ち込め。昼過ぎからは大粒の雨が降り始め。

　不快な湿気が肌に纏わりつき。遠く轟く雷鳴が人々を不安にさせる。







　――そんな、夏の嵐の、夜のこと、だった――







　☆　☆　☆　☆　☆







『緊急事態発生！　緊急事態発生！　播磨山村の集落が豪雨により孤立しました！　また、通報を受け現場に向かった警官との連絡も途絶え、何らかの事故が懸念されます！　『魔法少女』の二人とその専属戦闘指揮官は至急、現場に急行してください！　繰り返します……」











舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第九話　惨劇の夜の幕が上がる

第九話　惨劇の夜の幕が上がる




　……降りしきる豪雨の中。暗い山道を『正義のミカタ』の指揮車両が走る。







　播磨の山間にある、小さな集落。十数軒の家々がひっそりと軒を並べるその集落と連絡が途絶えて、早数時間。夏の嵐はその勢力を一層増し。先発した県警のチームとも通信は断絶し。予想外の事態に車内は重苦しい空気に包まれる。







「……どうだ？　黒崎？」

「駄目だな。周波数をいろいろ変えてはみたが、一切反応はない」







　注意深くハンドルを握る緑川。助手席で通信機器をいじる黒崎。







　警察や消防、自衛隊などと共にこの国の国防を担う『正義のミカタ』の組織には、専用の通信回線が整備されている。一般家庭の固定電話からも、携帯電話からも、そして無線機からでも通報は可能だ。可能な筈だ。だが。







　――目的地の集落。そこからの、そこへの通信は、不気味な沈黙を守っている。







「……悪い予感が、しますね」

「だ、だいじょうぶだよ茜ちゃん！　きっとただの電波障害だよ！」







　後部座席に座る二人の少女。彼女たちも動揺を隠しきれないようだ。無理もないと黒崎はそう思う。派手に登場しわかりやすく暴れ回る『敵』ならば対処は簡単だ。力ずくで鎮圧すればいい。今の彼女らにはそれだけの実力がある。だがしかし。今回は情報が少なすぎる。そもそも第一報は自然災害だったはず。孤立した集落の救出作業だったはず。それが。なぜ……？







　……ジッ！　……ジジッ！







「なんだ！？」







　……た、助け……ジジッ！　ば、化け……ジジッ！　ジジジッ！







　頑なに沈黙を守っていたはずの通信機が、突然音声を拾う。なんだ？　これはなんだと。黒崎が何かを考えるよりも早く。車載の映像モニターが通電する。黒崎が電源を入れた訳ではない。勿論、ハンドルを握る緑川は論外だ。では。誰が？　一体、何の目的で……？　そんな黒崎の疑問が、映し出された映像と音声に吹き飛ばされる。







『……遅かったではないか。「正義のミカタ」の諸君……』







　画面に映し出されたのは、血色の悪い老人の顔。長い白髪。片目を覆う眼帯。枯れ木のような細い体を黒いマントに包んだこの男の顔は。声は。いやまさか！？　そんな！？　そんなはずは……っ！？







「あ、『天川教団』の、天川……博士……？」







　――『天川博士』。







　黒崎が。緑川が。まだ現役の『正義のミカタ』として活躍していた頃。当時最大勢力の『悪の秘密結社』であった『天川教団』率い、何度も死闘を繰り広げた相手である。世界征服を標榜し、強力な怪人を操り、正面からいっそ堂々と戦いを挑んできた宿敵。悪魔的な頭脳と圧倒的なカリスマ性を兼ね備え、何度も、何度も何度も『正義のミカタ』の前に立ち塞がってきた、悪い意味での伝説的な存在。それが教団の中心人物である、天川博士。だが。しかし。







「そんな莫迦な！？　ヤツは！　ヤツは俺たちが倒したはずだ！？」







　ハンドルから手は離さず。だがしかし驚愕のあまり固まってしまった緑川が運転席で叫ぶ。そう。そうだ。そうなのだ。邪悪なる秘密結社『天川教団』は。その本拠地を黒崎率いる『正義のミカタ　ジャスティス』の戦隊に攻め入られ、その首班であった天川博士と共に炎の中に沈んだ筈。その筈、なのに！







『……うん？　その声には聞き覚えがあるぞ？　……貴様ら、まさか「ジャスティス・ブラック」と「ジャスティス・グリーン」か！　久しいな！　あの日以来か！　まさか憎きお前らが今日この場に現れるとはな！　嬉しい誤算であるぞ！』







　からからと。乾いた笑い声を上げるこの老人は。見た目の逞しさこそ失ってしまえど。溢れんばかりの生命力こそ無くしてしまえど。滲み出る野心こそ消えてしまえど。それは。その声は間違いなく。あの日の。あの時のままの。







　――最強最悪の悪の秘密結社『天川教団』の首班。天川博士のもので。







「……生きていたのか。天川博士」

『なに。もともと死んでなどおらん。貴様らが倒したあれ。あれは影武者だ』







　さらりと告げられた衝撃の事実に、黒崎が、緑川が、思わず絶句する。傷だらけになり、血塗れになり。死力を振り絞って倒した筈の宿敵が。その正体が。ただの影武者であったと当の本人から告げられたのだ。無理もない。







　――その代理のように。







「成程。あなたが悪名高き天川博士、ですか。お噂はかねがね。ご健勝な用で何より、です。……それで？　『正義のミカタ』に無様にも敗れ去ったはずのあなたが、今更、何の御用ですか？」







　真冬の空に浮かぶ月のような、冷たく透き通った声。慇懃無礼。言葉使いこそ丁寧ではあるが、明らかに挑発と揶揄を含んだその声は、車内最年少の少女の口から発せられた。







『……うむ？　おい、『ジャスティス・ブラック』よ。なんだこの小娘は？』







　その発言の主に直接言い返すのではなく。痛烈な皮肉にさしてダメージを受けた様子もなく。不思議そうに天川博士が問いかけてくる。驚愕で思考が止まっていた黒崎が、懐かしい『ジャスティス・ブラック』という呼び名を聞いて再起動する。







「……『正義のミカタ』の魔法使い、だ。天川博士」

『ほう！　『魔法少女』、ではなく『魔法使い』か！　これはこれは……』







　一般市民には秘密とされている、『魔法少女』と『魔法使い』の違い。それをこの悪の首魁は既に知識として知っていたようである。進むべき道を誤ったとはいえ、現役時代の天川博士は天才の名を欲しいままにした男。さすがは当代随一の頭脳を誇る科学者というべきか。いや。それはともかく。







「……で？　改めて尋ねるが、天川博士よ。貴様、ここで何をしている？」

『おいおい。「正義のミカタ」よ。現役から外れて耄碌したか？　私は「悪」だぞ？』







　感心したように緋村へと視線を注いでいた天川博士が、黒崎のほうへと向き直る。







『……いつの世でも、「悪」の企むことなど、「悪事」に決まっているではないか』







　にやりと。画面の中の老人が人の悪い笑顔を浮かべた。それを見て黒崎は確信する。この笑顔。実力と野心に裏づけされた、悪の首魁に相応しいのこの黒い笑顔。間違いない。こいつは本物だ。あの天川博士本人だ、と。







「この集落で何をしようとしている？」

『何を？　……そうだな。詩的に『終わりの始まり』とでも言ってみようか？』







　その言葉に。老人の挑発的な物言いに。後部座席に座る少女二人が反応する。言質は取った。今まさに目の前で犯罪行為が行われているという自白を得た。正義のために戦うことを宿命とする二人にとっては、それで。それだけでもう十分。指揮を、と。戦闘開始の合図を、と。無言で黒崎に催促する。それを視線だけで押さえ。







「組織は壊滅し、部下もなく、たった一人で何をしようというのだ？　天川博士」

『……そうだな。「ジャスティス・ブラック」。貴様らのせいで私は全てを失った』







　老人が遠い目をする。その脳裏に映し出されているのは在りし日の栄光か。それとも全てを失った炎の日の記憶か。その表情に黒崎が違和感を覚える。自身の記憶にある天川博士の像との差異に微かな苛立ちを覚える。あいつの。天川博士の。こんな顔を見たことはなかった。いつだって自信に溢れ、野心に燃え、世界の全てを敵に回してなお笑っていられる、そんな男だった。そんな男だった筈だ。それが。何故。







『……私は、負けたのだよ。「正義のミカタ」にも、運命にも、な』







　――こんなにも、達観したような、魂の抜けたような、薄い笑顔を浮かべるのか。







『勿論、負けたままで済ませる気はなかった。全てを失ったあの日から、私は復讐を誓いこの山村へと潜んだ。組織は失った。部下も失った。だが、この頭脳は健在だった。まだやれると思った。まだ戦えると信じていた。だが……』







　突然、老人が激しく咳き込んだ。細い体を折り。顔に右手を当て。喉が切り裂かれるような。魂を直接口から引きずり出されているかのような。そんな、激しい発作。数分にわたるそれがようやく収まり、ぜぇぜぇと激しく息を継ぎ。やっと再び顔を上げられた老人の口は、手は、赤い血に汚れ。







『……見よ。「正義のミカタ」よ。これが史上最悪と言われた秘密結社、天川教団教主、天川博士の末路、だ。数多の部下を従え、幾多の戦闘を繰り広げ。恐怖と破壊の代名詞といわれた男の、今の姿だ。どんな強敵にも怯まず。どんな逆境にもめげず。「正義のミカタ」ですら容易く騙してのけたこの私が、何と病に負けるというのだ。皮肉な話であろう？』







　見せ付けるように開かれた掌。画面一杯に映し出されたそれが、鮮血で赤く彩られて。己の血で染まった手の後ろから覗く顔には自嘲の色が薄く浮かび。







「……死病、か？」

『まあな。もう、このままでは数日も持つまい』







　黒崎の問いかけに、まるで人事のように答える天川博士。そうか、と。あの天川博士が病に倒れるのか、と。黒崎はそう思う。初陣で初めてその姿を見たとき、その力強さに怖気づいた。戦いの日々に慣れ始めたとき、老人の打倒を最終目標とした。自分たちの実力に自信を持ち始めたとき、それをあっさりと打ち砕いたのも天川博士だった。敵ではあった。不倶戴天の敵ではあった。だから。それだけに。







「……貴様の最後が、病とは、な」







　黒崎の声に応え、天川博士が薄く笑う。死闘を繰り広げたライバルの言葉から、憐憫の色を感じたのか。それとも皮肉と受け取ったのか。それはわからない。







「……なあ、天川博士？　貴様に引導を渡した俺たちが言うのも何だがな」

『うん？　なんだ？　「ジャスティス・グリーン」』







　それまで沈黙を守ってきた緑川が。元ヒーローが。元悪の首魁に投げかける。







「もう、長くはないんだろう？　だったら静かに終わるのがいいんじゃないか？」

『……そうだな。実は私自身、そう考えていた時期もあるのだよ。このまま静かに、土に返るのも悪くはないと、な。……だがな』







　天川博士が手を上げる。芝居がかかった仕草で天を掴む。







『――世界征服。何と甘美な響きであろう。チンギス・ハーンが。ナポレオンが。ヒトラーが。偉大なる先人たちが夢見て、そして果たせなかった偉業。私は掴みたかった。この手に世界を。私にはその力も資格もあると、そう信じていた』







　握り締めた手が下ろされる。力なく下げられる。







『「正義のミカタ」よ。「ジャスティス・ブラック」よ。「グリーン」よ。貴様らの力でその野望は一度は潰えた。だが、私は諦めなかった。一度の敗北は一度の勝利で取り返せる。そう信じていた。……だが」







　老人は哂う。寂しげに。







『……時は。時間は。待ってはくれなかった。私から戦う資格を奪っていった。私はまた負けたのだ。「正義のミカタ」との戦いに、ではなく。己を蝕む病魔に、だ。力を限界まで使い果たして、それで敗れるのなら諦めるもつく。自分より強いものに正面から打ち倒されるのなら、それはむしろ本望。喜んで三途の川を渡ろうではないか。……だが。だが私は……っ！』







　老人が顔を伏せる。その肩が震える。抑えきれない感情に揺れる。







『神は私から戦う為の時間すら奪っていったのだ！　こんなことなら！　こんな思いを抱くくらいならっ！　いっそあの日あの時！　滅んでしまえばよかった！　影武者など立てるのではなかった！　「ジャスティス・ブラック」よ！　「ジャスティス・グリーン」よ！　貴様らに討たれ果てればよかった！　我が野望と共に、あの炎に焼かれ消えればよかった！』







　慟哭。それはまさに慟哭。魂の叫び。







『あと三年！　いや一年でいい！　一年あれば貴様らに一矢報いられた！　「天川博士ここにあり」と、世間にその名を轟かすことができた！　……だが、それももう、見果てぬ夢。私は死ぬ。この場所で。誰に知られることもなく。……だが。だがな」







　老人が顔を上げる。そこにあるのは懐かしい笑顔。黒崎が。緑川が。当時の正義のミカタ『ジャスティス』が何度も煮え湯を飲まさ続けた、悪の首魁の、黒い笑顔。







『……掴めぬのなら。届かぬのなら。私のものにならぬというのなら』







　ニヤリと。あの頃のように。多くの部下を率いて正義の前に立ち塞がったあの日のように。正義を震撼させた、悪の巨魁のそのままに。







『いっそこの手で滅ぼしてやろうと、そう決めたのだよ。――世界を』







「……！？」

「――！？」







　老人の言葉に、男たちが固まる。それは、後部座席の二人には伝わらない恐怖。今、自分たちの目に写る天川博士の姿に往年の迫力はなく。覇気はなく。何も知らない人間から見れば、その言葉はただの妄言と片付けられるに決まっている。だがしかし。男たちは。黒崎は緑川は。知っている。天川博士という老人の恐ろしさを。その真の実力を。幾度となく死闘を繰り広げた二人は知っている。こいつが。天川教団の天川博士が。やると宣言したのならば。







「ま、待てっ！　天川博士！　貴様、何を……っ！」







　――本気だ、と。本気でこの世界を滅ぼす気なのだ、と。







『言ったであろう？　悪は悪事を働くからこそ、「悪」なのだ、と』







　老人はその言葉と共に、懐から何かを取り出す。照明を反射して鈍く光るそれは、どこにでもあるような一本の注射器。中に満たされた透明の液体が、黒崎の目には途方もなく不吉なものに見える。







『……こいつが私の切り札。世界を滅ぼす一滴』







　――狼狽する黒崎を嬲るような視線で見つめつつ、天川博士が続ける。







『こいつは人の属性を強制的に悪に変える。暴力と破壊のみを遂行する、そんな存在へと変える。理性を失い。思考を失い。ただただ、生きとし生けるもの全てを抹殺しようとする殺人マシーンへと変えるのだ。……そして、こいつの優れている点はそれだけではない』







　――子供がお気に入りの玩具を弄ぶように。







『まずは、その破壊力。知っているか？　人は普段、全力を出すことはできない。無意識にその力をセーブしている。それは全力を出すことにより自分の体を物理的に壊すことを恐れているからだ。この薬はそのストッパーをも破壊する。つまり、自らの身を損なう危険に恐れることなく、常に全力で戦える戦士となる』







　――そのアンプルを掌で無造作に転がし。







『そして、もうひとつ。こちらこそ本命。このウィルスは感染する。爪からでも。歯からでも。キャリアーの血や体液が体内に侵入すれば、即座にウィルスは活動を開始する。哀れな犠牲者の属性を、強制的に速やかに変化させるのだよ』







　――その針先を、自分の首筋へと向ける。







『私の最高傑作だ。惜しむらくは、感染者どもに言うことを聞かせることができなかったこと。やつらが私の命令のみを聞くように出来れば、世界など容易く私のものになったであろうにな。まあ、改良の為の時間がない私が、今更言っても仕方のないことではあるが、な』







　――空気を押し出すようにして、薬剤の一部を溢れさせる。







『滅びの幕は、もう上がっている。数時間前、嵐の混乱に紛れて、ウィルスに感染した野犬を放っておいた。今頃、あの集落は既にこの世の地獄と化しているであろう。……「正義のミカタ」よ。「魔法少女」よ。「魔法使い」よ。今更駆けつけても、もう、手遅れ、だ』







　――そして。老人は。







『私も自分の目で見たかったのだがな。この世界が滅ぶ有様を。残念ながら、それはもう叶わぬ願い。ならば私もその新しい世界の幕開けに、一役買おうと思ってな』







　――握り締めた注射器を。







『……さらばだ。「正義のミカタ」の諸君。冥土の土産に、篤とご覧あれ』







　――自らの首筋に。







『世界征服の夢破れた男！　天川教団教主！　天川博士の最期をっ！」







　――深々と突き刺した。
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第十話　ふたつの正義

第十話　ふたつの正義




　荒々しく突き刺された注射針。押し出された透明な薬剤。

　脈動する血管。痙攣する筋肉。吐き出される血塊。漏れる呻き声。







　――それは、人が、『人ならざるモノ』へと変貌する過程。







　息を呑み声も出せず画面を見つめる『正義のミカタ』たち。

　デスクの上に倒れ伏し、ピクリとも動かぬ悪の組織の天才博士。







　――そして。







　永遠とも思える数秒を経て、むくりと起き上がった、かつて『天川博士』と呼ばれた『ソレ』が、筆舌に尽くしがたい声で、吼える。







『――――っ！！』







　ギロリとこちらを睨む目は、血の赤に染まり爛々と輝き。

　獣のような唸り声を上げる口からは、鋭く尖った犬歯が覗き。







　人が人であることの証明――理性、知性を一片たりとも残していない『ソレ』は。







　振り上げた右の拳を、デスクに叩きつけそれを粉々に粉砕し。

　突き出した左の拳で、自身を映し出していたカメラを、一撃の下に、破壊、した。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……はっ！　はあ、はあ、はあ……」







　自身の荒々しい呼吸音。それを聞いたことで、黒崎は自分が呼吸すら忘れていたことに気がつく。それほどに。それほどまでに。百戦錬磨の元『正義のミカタ』の思考を呼吸さえも完全に奪い去るほどに。今、見せ付けられた映像は衝撃的だった。過去に倒したと信じきっていた宿敵の登場。その言葉。その最後。そして何より、あの変身。いや変貌。







　――ゾクリと。黒崎の肌が粟立つ。







　いやしかし。呆けている場合ではないと。光を失い、完全に沈黙した車内モニターを睨みつつ、それでも黒崎は思考を立て直す。戦闘指揮官としての職責を思い出す。情報の整理。そして的確な指示。それが今の自身に課された任務。







「緑川！　至急本部へ連絡！　応援を頼め！

「…………」

「緑川っ！」

「……はっ！　あ、ああ！　了解！　了解した！」







　凍りついたように動きを止めていた同僚が慌しく動き出す。無理もない、そう黒崎は思う。自分だって正常な判断力を保っているのか自信はない。とはいえ、ここで阿呆のように呆けている訳にはいかないのだ。この先の集落、連絡が途絶えて久しい僅か数件の家々の住民たちが。そしてそれを救出に向かった県警の第一陣が。今こうしている間にも現実的な危機に晒されているのだ。







　――そして、それを救えるのは。







「……影山っ！」

「了解、教官！　影山翼！　出ます！」







　黒崎の声に、愛弟子が鋭く反応する。こういうとき、思考が単純な影山は立ち直りが早くて助かる。猪突猛進は時としてマイナスに働く場合も多いが、今、自分たちに求められているのは精密さより速さ。慎重よりは大胆。事態は一刻を争う。あの、あんな『バケモノ』に対しては、民間人はおろか武装した警官だって無力に等しい。だからこその、速攻。黒崎はそう考えた。影山はそう理解した。







　――だが。しかし。







「……行ってはいけませんっ！」







　今にも飛び出そうとしていた影山の。『魔法少女』の袖を掴む者がいる。







「……緋村？」

「茜ちゃん？」







　年相応の小さな手で。だがしかし、しっかりと。強固に。固い意志のそのままに。同僚の手を取った『魔法使い』はゆっくりと首を振る。







「……これは、罠、です。あの集落に近づくことは危険です。自殺行為です。『魔法少女』は不死身ではありません。『アレ』と戦うことになれば、こちらも無事では済みません」







　黒崎の脳裏に、先程の映像が浮かぶ。木製のデスクを『叩き折る』のではなく『粉砕』する。……あの一撃には、どれ程の力が必要なのだろう？　単純にパワーだけだとしても、今まで自分たちが戦ってきた怪人たちと、比較することすらおこがましい。『アレ』と。『アレ』と真正面から戦って無事に済むのか？　影山は？　緋村は？　『正義のミカタの魔法少女』は？







「……まして、あの天川博士とやらが言っていたこと。『感染する』ということが事実だとしたら、事態はますます最悪です。仮に、一対一での戦いでなら勝利できるとしましょう。ですが、向こうは、敵は、何人いるのか、何人になるのか、わかりません。集落の全人口、そして救出に向かった警官すべてが私たちの敵となる可能性すらあります」







　――そして、もうひとつ。こちらこそ本命。このウィルスは感染する。爪からでも。歯からでも。キャリアーの血や体液が体内に侵入すれば、即座にウィルスは活動を開始する。哀れな犠牲者の属性を、強制的に速やかに変化させるのだよ――







　天川博士の最後の言葉。そう。やつはそう言っていた。これは感染すると。その真偽を確かめる術は今はないが、黒崎にはわかる。それが事実であると信じる。彼に専門的な知識はない。だが、彼は知っている。天川博士という男を。世界を敵に回してなお堂々と高笑いできる天川博士という男のことを。そんな男が。そんな誇り高い男が。自らの末期にくだらない嘘をつくだろうか？　いや。有り得ない。







「……罠、と言った意味、理解して頂けましたか？　敵は。悪は。天川博士は。この集落すべてを人質として、私たちに誘いをかけているのです。出て来い、と。爪を研ぎ牙を剥き、手ぐすね引いて待っているのです。『魔法少女』が『キャリアー』に討たれて果てる。それもよし。しかし、それ以上に、尤も最悪なのは……」







　緋村がそこで言葉を切る。真剣な眼差しで仲間を見る。運転席の緑川。助手席の黒崎。立ち上がったままの影山。誰もが言葉を失い固まってしまった車内に。少女の静かな声だけが響き渡る。







「……『魔法少女』である私たちが、敵の毒牙にかかること。『キャリアー』となってしまうこと、です。考えてみてください。死病に冒され余命僅かであった筈の、あの天川博士ですら、変身後の戦闘力は凄まじいものでした。……あれが。あの力が。もともと強化されている『魔法少女』に適用されるとしたら……」







　……強大な『悪』と戦う『魔法少女』には、それ相応の戦闘力が備わっている。強力な魔法。鋼の肉体。正義を守るものとして、その職責に耐えうるだけの力を授けられているのだ。だがしかし。それが。その力が。悪の手に渡ってしまったとしたら？　不思議な力により人の数倍に強化されている戦闘力が、悪の薬剤の力でさらに数十倍に増幅され、そしてその思考までもが悪に染まってしまったとしたら。







　――それは、『正義』の敗北。即ち、この国の、この世界の、終わり。







「……だから、行ってはいけないのです。翼お姉ちゃん」







　少女はそう締めくくる。車内の誰もが、その言葉に反論できない。それは確かに有り得る未来予想図。破滅への地図。終わりへの一方通行。『正義のミカタ』が悪に墜ちる。己の意思とは無縁に。無関係に。悪の科学力によって。







「……では、どうしろというのだ？　君は？」







　長い長い沈黙の果てに。黒崎がようやく声を絞り出す。『悪』に対し『正義』の力を以って対抗する。その大前提を覆されたことにより思考がまとまらない。出陣することが、イコールこの国の破滅に結びつきかねないこの状況。戦って、負けること。それ自体は何度か経験してきた。黒崎も。緑川も。影山も。だが、今までの敗北は次に繋げられた。一度の敗北は一度の勝利で贖えた。しかし、今回の敗北には後がない。そんな絶望的な状況の中で。







「私に、任せてください」







　この国を影から守り続けてきた『魔法使い』の一族。その末裔である少女は淡々と言葉を紡ぐ。気負うでもなく。強がるでもなく。静かに静かに言葉を紡ぐ。







「まずはこの集落全体を結界で包み込みます。『キャリアー』が一人でも外に出てしまえば、私たちの負け、です。村ごと封じてしまうのが一番確実です。こんな巨大な結界を張った経験は私にもありませんが、幸いなことに、ここは深い深い森の中。私に、いえ、私の一族に手を貸してくれる『精霊』の数には事欠きません。短時間なら何とかなるでしょう」







　黒崎が絶句する。山間の小さな集落。地図上で見れば確かにそうなのだろう。だがしかし。そこは現実には多数の人間が生活するコロニー。そのすべてを結界で覆ってしまおうというのだ。『魔法使い』という存在の強大さを今更ながらに思い知る。よし。いけると。これほどまでの力を持つ『魔法使い』がいれば。『緋村　茜』という少女がいれば。この国は、この集落の人々は救われるという黒崎の考えは。







「――そして、炎の魔法で焼き払います。その一切を。すべてを。灰も残さずに」







　――少女の一言で、粉砕される。







「……え？」







　思わず漏れた黒崎の声。結界を張る。これはいい。『キャリアー』を封じ込める。これも問題ない。……だが『魔法で焼き払う』？　『すべて』を？







　聞き間違いかと。言い間違いかと。少女の顔を見る。







「……言いたいことは、わかります。黒崎さん。でも、これが最善にして唯一の手段、なんです。集落すべてを包み込むような広大な結界、そんなものを長時間維持することは不可能です。仮にそれが可能だったとしても、結界の中に入り込んで『キャリアー』を殲滅するには、我々には戦力が足りなさ過ぎます。県警の応援どころか、自衛隊が出動しても到底無理でしょう。下手に手を出せば、被害者……つまり『キャリアー』を無駄に増やすだけ、です」







　――少女は淡々と、言葉を紡ぐ。悪びれることなく。







「……すべて、と。ええ。すべて、と。私は言いました。間違いありません。今現在、あの集落に生存者が残っているのかどうか、私にもわかりません。『魔法使い』はそこまで全知全能ではありません。その上で、言いました。『すべて』と」







　――少女は淡々と、言葉を紡ぐ。声を荒げることなく。







「……事は一刻を争います。結界の発動にも時間がかかります。まして、この集落すべてを焼き払う規模の魔法ともなれば、詠唱にどれだけ時間がかかるか、私にもわかりません。……ただ、これだけはわかります。時間がかかればかかるほど、私たちが後手に回れば回るほど、『キャリアー』が拡散する可能性は飛躍的に増加します」







　――少女は淡々と、言葉を紡ぐ。感情を見せることなく。







「……だから、確実に事を成すために。一切の妥協を許すことなく。天川博士の野望もろとも。この集落は焼き尽くします。『正義』の名の下に」







　――少女は淡々と、言葉を紡ぐ。声すら震わせることなく。







　そして。それは。つまり。







「……君は、あの集落に残された、救いを待つ人々を、見捨てると言うのか……？」

「……そのように取られても、仕方ありませんね」







　生き残った住人たちへの、警官たちへの、死刑執行宣言。







「そんなことが、許されると、思うのか？」

「許す、許さない、の問題ではないのです。『やる』か『やらないか』、です」







　黒崎の血が騒ぐ。元『正義のミカタ』のヒーローの血が。







「『悪』の暴力に晒される人間を救うこと、それが『正義』ではないのか？」

「『より多くの人を救うこと』、それが即ち、私の、わが一族の、『正義』です」







　緋村の血が言葉を返す。脈々と受け継がれてきた『魔法使い』の血が。







「……私は、誰かを犠牲にして平和を守るという考えには、賛同できない」

「……私には、この国の人々を、その大多数の安全を守る義務があります」







　共に『正義のミカタ』として、『悪』と戦う立場であった二人が。







「……君は、見捨てられるのか？　あの集落に住む無辜の人々の命を？」

「……黒崎さんは、見ない振りをするのですか？　この国が破滅に向かう瞬間を」







　正義のために半生を捧げてきた男と。正義のために生まれてきた少女が。







「……『悪』との戦いに命を捨てられる者、それが『正義』じゃないのか？」

「……『悪』との戦いにいかなる犠牲を払っても勝利する、のが、『正義』です」







　正義のミカタと呼ばれた男と。正義のミカタと呼ばれた少女が。







「……『悪』と戦うために死ぬ覚悟があるのが、『正義のミカタ』じゃないのか？」

「……『悪』を滅するためには、死ぬことさえ許されないのが、『正義』、です」







　己の持つ理想を掲げて、互いに睨み合う。一歩も引かずに。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……少数を助けるために、多くの人々を危険に晒すか。大多数を助けるために、少数の犠牲に目をつぶるか。『正義』を語る者にとっては、永遠に答えの出ることがない難問じゃが、『魔法少女』のお嬢さん、あんたならどう答えるかね？」







　唐突にご老人が質問をしてきました。手の中の薬湯は一口も口を付けることなくすっかりと冷め切っており、思いのほか長い時間が過ぎたのだな、と気付かされます。







「それは……とても意地の悪い質問だと思います」







　ギシリ。と。静けさの中で響く家鳴りに耳を澄ましつつ、私は考えます。我が名は『正義のミカタの魔法少女　マジカル・カトリーヌ』。偉大なる大英帝国において、代々、正義を遂行してきた家系。その一族に連なる者。そんな、正義の代名詞とも呼ばれる私でも、即座には返答しかねる難問、です。







「まあ、ここでお嬢ちゃんがどのように答えても、それが正解だとは誰にも言えぬしのう。……じゃが、あの二人は、いや、四人、か。緋村たちは、実際にその答えを選ぶ、選択するように強要されたのじゃ。しかも、極々僅かの時間のうちに、の」







　それは、この私ですら心底震える状況、だと思います。勝ち目のない戦いに身を委ねて世界を危機に晒すか。救いを求める手に背を向けるか。究極の選択、なんて言葉では生温い。そんな、人が選択することが許されないような、答えのない質問。これに、この質問に、難問に。迷うことなく答えが出せるのは、それはきっと人ではないのでしょう。神様でなければ選べない選択、なのではないでしょうか？







　――ですが。







「私には、……いえ。今の私には。その質問に対する答えが、あります」

「ほう。それは興味深い。ぜひともお聞かせ願いたいところですな」







　ご老人の瞳が少年のようにキラキラと光る。そういえば、『博士』と呼ばれていましたね。失礼ながら年齢にあるまじき好奇心。知に生涯を捧げた研究者というものは、皆さんこうなのでしょうか？　まあ、それはともかく。







「……お答えすることは簡単ですが、今は、お話の続きを」

「……うまくかわされた気もしますが、まあいいでしょう」







　ご老人が、ほんの少しだけ残念そうな顔をしました。本当に、よく表情の変わるお方です。『飽くなき好奇心』という言葉がありますが、このご老人ほどその言葉が似合う人も早々いないでしょう。







「……黒崎と、緋村。共に正義を愛し、悪を憎み、誰よりも正しくあろうとした人物であった。惜しむらくはただ一点、『正義』の解釈が違っていたのだ。どちらが正しい、どちらが正解、なんてことは儂にはわからん。どちらも正しいし、どちらも間違っている。無能非才なこの身ではそう答えるしかない。すべてを助けようとした黒崎。より多くを助けようとした緋村。極小の成功率に賭けるか。救える命の数で図るか。……そうして対立した二人は。結果的に」







　ご老人が言葉を切りました。しばしの沈黙の後、搾り出すようにして出た言葉が。







「……失ってしまったのだよ。共有する、大事な、何よりも大事なものを、な」
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第十一話　『魔法少女』だから　『魔法使い』だから

第十一話　『魔法少女』だから　『魔法使い』だから




　重油の海の中に沈み込んでいくかのような、昏く不快な空気。

　空気の分子ひとつひとつに、体感できるような重さが備わり体にまとわりつき。

　搭乗者の行動も呼吸も思考すらも止められてしまったかのような、無言の車内。







　それを打ち破ったのは、黒崎の鋭い怒号でもなく、緋村の冷たい正論でもなく。







　――ジッ……ザザッ……た、助け……ガガッ……バケモ……。







「……！？」

「――！？」

「な、なんだ！？」

「えっ！　な、なになに！？」







『――ちら、兵庫県警！　こちら兵庫県警！　本部！　応答願います！』







　突如、光と音声を取り戻した車内モニター、であった。







「……っ！　緑川っ！」

「黒崎！　先行した県警の部隊からだ！　通信が回復したぞ！」







　その言葉に、固まっていた黒崎の思考が行動を再開する。通信が断絶したのは、恐らく天川博士の仕業であろう。強力な妨害電波を発し、集落を孤立させる。科学力を誇った天川博士の常套手段。それが突如として回復した理由。即ち電波妨害の解除、もしくは装置自体の故障。黒崎は思い出す。先程の天川博士、いや、かつて天川博士と呼ばれていた『存在』の暴れっぷりを。デスクを粉砕し、カメラを破壊した『ソレ』は、それだけでは飽き足らず、通信装置さえ壊してのけたのだろう。だから。







『至急！　至急応援願います！　現在我々は集落の一部の住民たちと、村はずれの民家に立て篭もっています！　敵の戦力は不明！　敵は、て、敵は……っ！』







　通信者の背後から聞こえる。怒号。悲鳴。破壊音。現場の混乱がリアルタイムで直接こちらの脳裏に浮かぶ。声に浮かぶ絶望の色。孤立した集落の滅亡の音。そして。







『敵はっ！　バケモノ、です！　対処不可能！　至急、増援を！』







　――それは、救いを求める者が、まだあの集落には存在しているという、証拠。







　黒崎が視線を走らせる。『集落ごと一切を焼き払うべし』と強硬論を唱えた緋村へと。『生存者の存在が不明』であった先刻とは状況が違う。あの集落には、いる、のだ。救いを求める人々が。未知の存在からの襲撃に怯え、今まさに命の危機に晒されている無辜の市民が。それを目の当たりにして。それを事実として見せ付けられて。







　――それでも。それでも彼女は。『正義のミカタの魔法使い』は。







「……私の意見は、変わりません。今すぐ通信を切って、焼き払うべき、です」







　――声を荒げることなく。動揺を見せることなく。そう断言する。







「緋村……。お前は、お前というやつは……」







　言葉が続かない。何と言えばいいのかわからない。何故だ？　何故この子はこの状況であの通信を耳にして、それでも、なお、強固に自説を曲げないのか？　正悪の問題ではない。普通の人間が。人が。救いを求める同胞をこんなにも容易く見捨てることが出来るのか？　ましてや彼女は『正義のミカタ』。今日までの短い期間ではあったが、彼女の言動が思想が、それから外れたことはない。なのに。







「黒崎教官。作戦行動の許可を。……手遅れになる、その前に」







　――彼女は冷静に、そう、言い放つ。







　何が彼女を強硬論に駆り立てるのか。誰が彼女をこうしてしまったのか。黒崎にはわからない。わからない。わからない、が。それでも彼女の進言に頷くわけにはいかない。それを許可することは出来ない。彼女が譲れないように、黒崎にも譲歩できない一線があるのだ。それを伝えようと。それを諭そうと。口を開いたその時。







『……くそがっ！　ヤツらが。ヤツらがまたきやがったっ！　本部！　増援はまだですかっ！？　もう自分たちでは持ちこたえられません！　至急！　至急！　ああ！　来る！　ヤツらが来るっ！　くそっ！　くそっ！　た、た、助け……』







　怒号は悲鳴へと変わり。やがて絶望が取って代わり。……そして。







『――助けてくれえっっっ！　「正義のミカタ」っ！！』







　それが救いを求める声になった、その瞬間。







「……行きますっ！」







　黒崎が口を開くよりも早く。緋村が手を伸ばす間もなく。車内天井のハッチを開け放ち飛び出した影がある。漆黒の衣装に身を包み、しなやかな足でふわりと、強風吹き荒れ豪雨降り注ぐ大地へと降り立ったその影は。







「影山っ！」

「翼お姉ちゃん！」







　――『正義のミカタの魔法少女　マジカル・ブラック』、こと影山　翼――







「翼お姉ちゃん！　何をしてるんですか！　戻ってください！　私の話、聞いていたでしょう！？　危険です！　危険なんですあの集落は！」







　今までの冷静さとは打って変わり。精巧な日本人形のように変わらなかった表情を驚愕に歪ませ。緋村が叫ぶ。解放されたハッチから身を乗り出して叫ぶ。その声に背中を向けたまま。まっすぐに前を向いたまま。それでも、ちょっとだけ、困ったように。ぽりぽりと頬をかきながら。影山が答える。







「……あー。うん。聞いてた。聞いてたよ。茜ちゃん。でもさあ、ほら。私、茜ちゃんみたいに頭、よくないからさあ。茜ちゃんと教官の話を聞いてても、よく理解できなかったんだよねえ」







　――黒のその声はいつものように明るく。悲壮感は欠片もなく。







「わかりますっ！　私にはわかっています！　翼お姉ちゃんは優しいから！　翼お姉ちゃんは本物の『正義のミカタ』だから！　村の人を見捨てられない！　県警の人を見殺しになんて出来ない！　わかります！　わかります！　私にはわかります！」







　――紅のその声は切羽詰り。いつもの余裕はどこにもなく。







「だからっ！　その責は私が負います！　『人殺し』の罪は私が負います！　私にはその覚悟も責任もあります！　だからっ！　だからっ！　だからだからだからっ！」







　紅の少女が叫ぶ。黒の背中へと手を伸ばす。だが。しかし。







「……ごめんねえ。茜ちゃん。でもね」







　――最後に一度。彼女が発した言葉は。ちょっとだけ困ったような謝罪の言葉。







「……でもさ。やっぱり私は、『正義のミカタの魔法少女』、だから、さ」




　

　――最後に一度。振り返った黒の少女のその顔は。ちょっとだけ寂しげな笑顔。







「……だから私は、私に救いを求めた手を、私から振り払うことは、できないんだ」







　――そして最後に一言。彼女が残した言葉は。自身の尊厳。自らの存在理由。







「――『正義のミカタの魔法少女』！　『マジカル・ブラック』！　出ます！」

「待ってっ！　待ってお姉ちゃん！　いかないで！　やめてえええええっ！！」







　緋村が飛び出す。その小さな手を精一杯伸ばす。だがしかし。その指先は影山の背中には届かず。彼女の行動を止めることは出来ず。一寸先も見えぬほどの豪雨の中、迷うことなく走り出した黒い影に向け、彼女はただただ、声を張り上げる。







「翼お姉ちゃーーーんっ！！」







　……自らの衣装が泥に塗れることも厭わず。幼い少女は膝をつく。返らぬ返事に落胆し。自らの言葉が届かなかったことに落胆し。死地へと赴く仲間を、身内を、止めることにも失敗した少女は地を叩く。小さな拳で。年相応の幼子のように。







「なんで……なんで……」







　その質問の無意味さは、実は自分自身が一番良く理解している。影山翼という少女は。自分が姉と慕う彼女は。そういう人物だった。誰にでも優しく。自らが犠牲になることなど一片たりとも躊躇せず。そんな彼女だからこそ自分は心を開いた。そんな彼女だからこそ自分は姉と呼んだ。だから。だから。







　――そんな彼女だからこそ、自分の策を、拒んだのだ。







「……お姉ちゃん……お姉ちゃん……」

「それほどまでに心配ならば、悔やんでいるのならば、後を追えばいいではないか」







　いつの間にか隣に並んだ黒崎が、その小さな背中に向け声をかける。







「……黒崎、教官……」

「私は行くぞ？　あいつ一人にいい格好はさせられないからな」







　行く？　どこへ？　この先に？　罠とわかっているのに？







「……今なら、まだ間に合う。緋村。君の力があれば。君と影山が力を合わせれば。この未曾有の危機すら乗り越えられるかもしれない。……何より、あいつ一人では不安だ。無事に帰ってくることすら不可能かもしれない。……だから」







　……だから？







「……いっしょに、来ないか？　『正義のミカタの魔法使い』よ」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……結局、君は残ったのか」

「……緑川教官……」







　泥土に蹲ったまま、未だに立つことすら出来ぬ緋村の背中に、穏やかな声がかかる。現『正義のミカタ』の実戦チーム、最後の一人である緑川。事態の推移をじっと見守ってきた男が、少女の隣に並ぶ。







　……そう。そうなのだ。







　緋村は差し伸ばされた手を取ることはなかった。黒崎の誘いに乗ることはなかった。じっと蹲り、身動ぎもせず無言で濡れた地面だけを眺め。言葉どころか視線すら返す気配も見せず。じれた黒崎が走り出すまで、ただ時間が過ぎるのを待ったのだ。







「……いいんですよ？　緑川教官。あなたも二人の後を追っても。私など置いて行ってくれても一向に構いません。……黒崎さんは大事な戦友、なのでしょう？」







　自暴自棄。冷静沈着を旨とする自分の口から、こんな声が。こんな言葉が漏れてくる日がくるとは緋村は思わなかった。考えたこともなかった。誰よりも正しく。誰よりも強く。そうあろうと志し、そうあろうと生きてきた自分が。今までずっと一人で。孤高を保ってきたはずの自分が。何て。何て情けない姿を晒しているのだろう。







「そうだな。君が行く、というのならお供しよう。現役を外れて久しいが、それでも毎日の訓練を怠ったことはない。君の背中を守るくらいのことは出来るさ」







　沈み行く自分の気持ちとは裏腹に。いつもと何ら変わりなく。淡々と緑川が告げる。軽い調子でそう呟く。ちょっとその辺のコンビニへ行ってくる、といったような口調で。その先は。その先が。死地であると知っていながら。







「……私が行かない、と言ったら？」

「そのときは仕方ないな。ここで君と黒崎たちの帰りを待つさ」







　……え？







「何故？　です？　何故、私なんかのことを……」

「単純な話だ。今の私の職責は『魔法使い付』。その任務に従うまでのこと」







　……成程。『職責』ですか。生真面目な緑川さんに相応しい答え、ですね。







「それにな」

「……はい？　何ですか？　緑川さん」







　……もういいです。もういいんですよ緑川さん。そんな責務なんて投げ捨てて。







「翼ちゃんには、黒崎がついている。君にもせめて私ぐらいはついていないと、そりゃ不公平、ってものだろう？　ま、私なんかでは頼りないかもしれないけど、ね」







　……ぐらり、と。体が揺れた。心が揺れた。







「だから、君は、君の思うままにすればいい。バックアップは私がするから」







　黒崎教官からは否定された。翼お姉ちゃんからは置いていかれた。そんな哀れな自分でも。こんな惨めな自分でも。受け入れてくれる人がいる。支えてくれると、そう言ってくれる人がいる。







　……ならば。







　緋村は立ち上がる。その手を高々と頭上に掲げる。鳴り響く雷光にも負けぬ光が、その小さな掌から生まれる。魔法の力。自分の存在意義。これを。これで。人々を悪から守るのが自分の責務。生き様。だから。だから。だから。







　ありったけの力をこめて。付きまとう様々な思いを投げ捨てるように。少女はその手を地面へと叩きつける。地も裂けよと言わんばかりに叩きつける。溢れ出した光が左右に分かれる。少女の手から放たれた魔法はすさまじい速度で地を奔る。真っ直ぐにしか見えないその光線は、実は上空から見ればかすかな曲線を描いており。半径がキロ単位の、巨大な円を描こうとしているのがわかる筈で。







「……極大結界！　展開！」







　瞬く間にそれは、小さな集落をすっぽりと包み込む巨大な五芒星へと成長し。







「……凄まじい、な。これは……」







　緑川が思わず唸る。自身が現役の頃、メンバーの中には魔法を使う者も、いた。現役から外れ後進の育成へを責務が変わってからも、数多くの『魔法少女』たちを見てきた。だがしかし。これを。『魔法使い』の本気の魔法を見てしまうと。それが。過去に見てきたものすべてが。児戯に等しいとすら感じられてしまうほどの、比較することすらおこがましいと感じてしまうほどの、強大な、魔法。







「……緑川、教官」

「……」

「教官」

「……んっ！　あ、ああっ！　すまん、見蕩れていた！　なんだ？」







　地に手を付けたまま。小さな背中を向けたまま。緋村が呟く。







「……私の母が」

「うん？」







　それは独り言のように。己に語りかけるかのように。小さな声で。







「私の母が、私が生まれたとき、何と言ったか、想像が出来ますか？」







　唐突な少女からの質問。緑川は考える。混乱から立ち直れないままに考える。一般的に生まれてきた子供に対し、その母がかける言葉など相場が決まっている。







「……母は、生まれたばかりの私を胸に抱きながら、こう言ったそうです」







『生まれてくれてありがとう』『私がママよ』『元気に育ってね』

『あなたが生まれてくれてよかった』『この子に幸せな未来がありますように』……。







　だがしかし。その言葉は。緑川の想像とは全く違っていて。思考の埒外で。







「――『これでやっと、死ねる』、と」

「な……っ！？」







　少女は語る。声を震わせることなく。淡々と。淡々と。







「……私の家は、代々、『正義のミカタの魔法使い』を勤めてきました。それは、悪を討つ正義のミカタであると同時に、この国そのものを守る守護神という立場でもありました。……それが、この国唯一の『魔法使い』、緋村家の役目」







　少女は語る。顔を上げることなく。淡々と。淡々と。







「……そう。この国唯一の、なのです。期間限定で不思議な力を与えられる『魔法少女』たちとは違い、緋村家の魔法は古の精霊との契約に基づくもの。……故に、それを使えるのは。行使できるのは。緋村の一族の者、のみ、です」







　少女は語る。激昂することなく。淡々と。淡々と。







「……だから、死ねない。死ぬことは許されない。自らの後継者が生まれ育つまで。自分が倒れれば、この国を守るものがいなくなってしまうから。自分が死ねば、強力な魔法を司る血筋が途絶えてしまうから。……だから、死ねない。死なない、のではなく、死ねない」







　少女は語る。拳を握ることなく。淡々と。淡々と。







「……悪との戦いで、どんなに酷い傷を負ったとしても。病魔に冒され、生き地獄のような苦しみを味わったとしても。それでも、死を選ぶことは許されない。それが例え、自分のせいで、自分の力不足のせいで、結果として無辜の人々の命を損なうとしても。それがわかっていても。命を捨てて戦うことは、許されない。だから……」







　少女は語る。涙流すことなく。淡々と。淡々と。







「……私を生んだ後、まだ私が物心つく前に、母は悪との戦いでその命を散らせました。穏やかな死に顔だった、と聞いています。その話を聞いたとき、私はこう思いました。『悪を討てて本懐だったのだろうな』と。……それは、間違い、でした。母は、安堵していたのしょう。これで、もう、大多数の正義のために、多くの人々の身を守るために。誰かを死なせても自分は生き残らなくてはならない。そんな呪縛から解き放たれた、と。誰かのために。正義のために。死ぬことが許された、と。……今の私には、わかります。その気持ちが痛いほどに。……痛いほど、に」







　少女が――叫ぶ。喉も裂けよと大声で。叫ぶ。叫ぶ。







「ここで腹を斬って！　ここでこの腹掻っ捌いて！　それで集落の人々の命が救えるのならば！　翼お姉ちゃんや黒崎教官の命が助かるのなら！　私は喜んでこの命を捧げましょう！　恨み言ひとつ言うことなく！　進んで笑顔でこの身を犠牲にしたでしょう！　でも私には！　それは許されない！　許されないんです！　私が敗れたら！　この国を守る『魔法使い』がいなくなってしまうから！　私が今ここで無駄に命を散らしたら！　延々と受け継がれてきた緋村家の業を途絶えさせることになるから！　それがこの国の破滅と直結してしまうから！　だから！　ああ！　だから！　だから私は！　だからだからだから！」







　少女は両の腕を地に叩きつける。何度も。何度も何度も。何度も。







「私は！　あの二人の後を追えない！　あの二人と共に戦えない！　弱いから！　私が弱いから！　行けば命の保証がないから！　行けばこの結界が維持できないから！　世界を滅ぼすキャリアーたちを外に解き放ってしまう危険があるから！　だからっ！　だからだからだから……っ！」







　少女は天を仰ぐ。降りしきる雨にその身を晒しながら。







「『正義のミカタの魔法使い』？　救いを求める人々を見捨てて！　それどころか逆にその人々の命さえ奪おうとして！　それのどこが『正義のミカタ』なんですか！？　それがわかっていて！　それが嫌で嫌で仕方がなくって！　でもそれでもそれ以外の選択を選べない私は！　選ぶことが許されない私は！　こんな私は！　こんな私が！」







　少女は嘆く。世界を呪うように。この世のすべてを呪うように。







「……私は、私のことが、大嫌い、です……。きっと、一生、許せません」







　少女は……。







「……こんなにも。苦しい思いをするくらいなら。こんなにも。悲しい思いをするくらいなら。『魔法使い』になんてならなければよかった。『正義のミカタ』になんかならなければよかった。緋村の家になんか生まれてこなければよかった」







　少女は……。







「……でも。それでも。私は『魔法使い』だから。『正義のミカタ』だから。その運命から逃れることは出来ないから。この背中には、この国に生きる全ての人の命が乗っているから。その職務から目を逸らすことは出来ないから。だから。……だから」







　少女は……。







「……三十分、が、限界です。それ以上は結界を維持できません。だから、それ以上の時間が経過したら。結界が解ける前に。私は。私は……」







　少女は……。







「……全てを焼き払います。この地にある全て、を。……そして」







　少女は……。







「……私は、その罪を抱えて、地獄に落ちましょう」











舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第十二話　血と泥と、そして刃と

第十二話　血と泥と、そして刃と




　闇夜に爛々と輝く、二つの赤い双眸。







　憎しみと、恨みと。殺意と、悪意と。様々な暗い衝動に満ちたソレが。

　少女の心臓の位置に固定されたまま、ありえない速さで大きく動く。




　見失わないように。目を逸らさないように。視線に気圧されないように。

　空気が焼けるほどの勢いで迫り来るソレに対し、体を半身に開く。




　頭上から襲い掛かってくるソレの右腕は、どう見ても一般市民の細腕で。

　だがしかし。武術を嗜む『正義のミカタ』である少女の速度にも匹敵し。




　――紙一重、という言葉が『紙一枚分だけ避けられた』ということなら。

　少女の頭髪数本を掠めたソレの一撃は、紙一重より更に一枚上手で――。







「シッ！」







　鉈の重さではなく。ハンマーの破壊力ではなく。

　剃刀の鋭さで。研ぎ澄まされた刃の切れ味で。




　正確に精密に鋭く早く、ソレの顎一点を狙い済ました少女の足が。

　飛燕の速さで。荒鷲の鋭さで。大きく半円を描き一閃する。







　――ガクン。







　頭蓋骨の中身を揺らされたソレの目が、急速にその光を失う。

　電源の切れた機械人形のように、一瞬でその動きを止める。







　――バシャッ！

　




　黒い『魔法少女』と電撃戦を演じたソレは。赤い目をしたソレは。

　呻き声ひとつ立てることなく。悲鳴ひとつ上げることなく。




　一瞬で意識を失い、その身を泥の海に沈める。

　それを横目で眺めつつ。全身の緊張をほぐしつつ。







「……ぷっはあああ……。ヤバかったあ……」







　少女は詰めていた息を大きく吐き出す。通常の訓練では勿論、今まで積み重ねてきた実戦でも経験したことがないほどの、過度の緊張。『相手に触れさせることなく、一撃で仕留める』。自分が習ってきた空手という武術は、究極のところその領域を目指すのが正道なのだが、まさかそれを本気で実戦で実践する羽目になるとは思ってもみなかった。







　……そう。『相手に触れさせることなく、一撃で仕留める』。







　少女はちらりと視線を動かす。自身が倒した敵へと視線を送る。集落へと向かう道の途中。家々の影が見える田畑に囲まれた場所にて。物言わず、溢れんばかりの殺気と共に現れた普通の主婦の格好をしたソレは。声を発することなく、突然襲撃してきたソレは。言葉通じず、少女の誰何の声に、返答ではなく鋭く閃く爪の一撃で返してきたソレは。







　――どこにでもいるような、極めて普通の格好をした、中肉中背の年配の女性。







　特別体格がいい訳でもない。別段手足が長い訳でもない。本当に、どこにでもいるような、普通の中年女性。







　……そんな普通の一般市民が、戦闘訓練を積んできた自分と互角以上に戦える。







　スピードは少女と互角であった。

　パワーは少女の能力を大きく上回った。




　少女が勝利を収められたのは。瞬殺と言っていい速さで勝てたのは。

　単に、ただ、単に。格闘技における経験と知識の、差、だけで。







「……紙一重、どころの話じゃ、ない、よね……」







　……そして、何より。その手に生える爪が。口から覗く牙が。

　少女にいつも以上の緊張を強いる。少女にいつも以上の慎重を強いる。

　

　あれに触れられたら終わり、と。あれが皮膚を掠めたら終わり、と。

　それが少女の集中力を限界まで高める。それが少女の戦い方を変える。




　重さより速さを、と。強さより鋭さを、と。

　痛みを伴う腹部への一撃よりも、意識を刈り取る頭部へのダメージを。







　……そして。







　自身が得意とする猪突猛進の特攻よりも。

　自身の仲間が得意とする華麗なる回避を。







「……仲間、かあ……」







　脳裏に浮かぶのは、小さな同僚の悲しげな顔。

　耳に木霊するのは、小さな同僚の悲痛な叫び。




　置いて来てしまった。彼女の忠告に背を向けてしまった。

　共に戦おうと誓い合った彼女のことを。同じ正義の心を持つ彼女のことを。




　自身の行動に後悔はない。自身の決断に嘘はない。

　自分の正体は『魔法少女』。自分の職務は『正義のミカタ』。







　……だから。自分は。きっと。ううん。自分「も」。間違ってはいない。でも。







「……嫌われちゃった、かなあ……」







　ちくり、と。胸が痛む。抜けない棘が少女の胸に突き刺さる。

　自分の任務は正義の遂行。彼女の職務は治安の維持。言葉にすれば同じ筈なのに。







　――方法論が。達成手段が。最後の最後で。ほんの少しだけ違っていて。







「……でも。うん。仕方ない、よね」







　少女は顔を上げる。痛いほどに降りしきる雨に負けないように。

　後悔を振り払うように。迷いを捨て去るように。躊躇いを振り切るように。







「……いくしか、ないもん、ね」







　幼い彼女が自分の信念を曲げないように。

　若い少女は自分の感情を捨てられない。

　

　大多数の平和を守るのが彼女の『正義』なのだとすれば。

　救いを求める手を見捨てることが出来ないのが少女の『正義』。







　――だから。と。そう自分を納得させて走り出そうとした少女の五感が。







「……っ！？」







　――その光景を目で捉える。その音を耳で捉える。







　村外れの一軒家。その玄関が荒々しく開けられる。飛び出してきたのは小さな女の子を胸に抱えた大人の女性。そしてその更に背後には、県警の制服に身を包んだ、筋骨逞しい男性の姿。幼子の顔は状況の変化についていけずきょとんと固まっており。女性の顔は恐怖に歪み。男性の顔は迫り来る危機に対し引き攣っており。







　警官が女性の背中を押す。靴も履かずに玄関から押し出された女性が、泥の海の中を走り出す。幼子を抱えたまま必死の形相で走り出す。それを見届けた警官の背後から、幾つもの、幾つもの手が伸びる。人のものではない。獣のものでもない。それは、『鬼』のもの。牙を生やし爪を生やした人外のモノが。警官の無防備な背中へとその凶器を振り下ろす。舞い上がる血飛沫。響き渡る叫び声。警官の足が折れる。目が光を失う。その背中に止めとばかりに。何本もの。何本もの爪が突き刺さる。







　意識を失った男性が、恐らく意図的に、なのだろう。玄関を塞ぐようにして崩れ落ちる。治安を守ると。市民を守ると。最後までその職責に忠実であった勇気ある警官の屍が、『鬼』の進行を僅かな時間止める。その進軍を妨げる。『鬼』がそれを蹴飛ばす。普通の市民の姿をした『鬼』が。血に汚れぼろぼろになった県警の制服に身を包んだ『鬼』が。赤い目をし言葉を失い理性を失い、今や殺意だけを振りまく存在と成り下がった、かつては『人』と呼ばれた『鬼』たちが。牙を剥き唸り声を上げ女性の背中へ向け走り出す。







「――させるかあああああっっ！！」







『魔法少女』のしなやかな足が泥を蹴る。地面を抉る。人では有り得ない速度で走り出す。疾風怒濤。自身に授けられた不思議な力。その限界の更に上を超える速度で走る。走る。走る。だがしかし。『魔法少女』とその一軒家の距離は絶望的に離れていて。『魔法少女』の速さを以ってしても、手が届かないほど離れていて。







　――だからといって諦めることは出来ず。だからといって見捨てることは出来ず。

　……されど伸ばされたその手は届かず。されど魔法少女に時を止める術は在らず。







　影山の目の前。あと一歩。いやあと半歩というところで。無辜の市民がまたその命を散らす。彼女の必死の努力を嘲笑うかのように。彼女の願いを踏みにじるように。鬼の手が女性の背に届く。その皮膚を肉を引き裂く。悲鳴。血飛沫。それでも母は倒れず。それでも母は折れず。渾身の力で。残された最後の力で。胸の中の少女を投げる。影山に向け。『魔法少女』に向け。声にならない声の叫び。万の言葉よりも強い視線。お願いします、と。この子だけは助けて、と。母が娘の命を託す。







　――『正義のミカタ』に。







　影山が少女を抱きとめる。反射的に受け止める。思考が止まる。時が止まる。







　女性が頷く。安心したかのように微笑む。体から一切の力が抜ける。その背中から追撃が。一撃。二撃。三撃四撃五撃。無数の手が。爪が。華奢な背中を引き裂く。血の花が咲く。降りしきる雨がその赤を塗り潰す。そこまでが、一瞬。







　ぴっと。その赤い一滴が。彼女の生きていたという証が。彼女が失った命の一片が。影山の頬に飛ぶ。それを感じたとき。それを感知したとき。『魔法少女』の機能が再起動する。頭脳が覚醒する。感覚が蘇る。細胞すべてが反応する。時がまた動き出す。爆発的な感情と共に。







「……ああああああっっっ！！」







　倒れた女性の背後。闇夜でもくっきりと浮かぶ赤い瞳。爛々と輝くそれの数。ひとつやふたつではない。だがそれでも。されどそれでも。少女は止まらない。止まれない。ソレの存在を少女の中に流れる血が許さない。鬼の蛮行を許せない。救えなかった自責の念。託された命の重さ。様々な。様々な思いが思考が感情が。少女の血を沸騰させる。少女の心を怒り一色で染める。染め上げる。







　力任せに放った右の回し蹴りが、鬼の横っ面に叩きつけられる。枯れ木を刈るかのように雪崩を打って倒れる鬼ども。その一撃はほんの少し遅かった。その一発は女性を助けるには遅すぎた。ならば。せめて、と。その無念を晴らせるように、と。その恨みを晴らせるように、と。痛みを。苦痛を。鬼の体へと刻み付ける。理性を失ったこの鬼が。知性を失くしたこの化け物が。反省なんて。後悔なんて。出来る筈もないと、そう知ってはいたが。そう感じてはいたが。だけど。それでも。







「……うわああああああっっっ！！」







　振り抜いた右足を、一瞬だけ地に着ける。再び跳ね上がったそれが、少女の頭を超えるほど高く、高く、上げられる。そこから垂直移動。踵を。人体の中でも肘、膝、額に次ぎ硬い部分を。鉈のように叩き落す。ぐしゃりという肉が潰れる感触。一匹の戦闘力を。その意識ごと奪い去った筈の右足が再び上げられて……硬直、する。







　叩き伏せた筈の悪鬼が。血反吐きのた打ち回る筈の悪鬼が。

　意識失うことなく。戦意失うことなく。殺意失うことなく。

　ギラギラと。ギラギラと。目から赤い光を溢れさせたまま。







「……そん、な……」







『魔法少女』の渾身の一撃。怒りに任せた全力の一撃。それが完全に完璧にクリーンヒットした筈の鬼が。その手を伸ばし影山の左足首を掴んでいる。ぎりぎりと。折れんばかりの力で。ニヤリと。牙覗く唇を歪め嗤う鬼。大地蹴る脚を。卓越した運動能力の源を奪われ凍りつく『魔法少女』。動けない。走れない。跳べない。罠に捕らわれた小鳥のように。そこへ。そこへ。







　――前後左右上下から殺到する鬼の手。禍々しい爪を持つ悪鬼の腕。







　少女の四肢。その両腕は幼子を抱きかかえ。その左足は鬼に捕らわれ。稼動可能なのは右足のみ。思いっきり横殴りに振るう。攻撃ではなく防御の手段として。威力はない。軸足を固定され腰が入れられない状態の空手家の蹴りは、その本来の破壊力を半分も発揮できない。ただただ、迫り来る鬼たちを薙ぎ払うための苦肉の策。それでも、右から迫る鬼を叩き伏せることは出来た。正面から来る鬼を巻き込むことも出来た。……だが、それが精一杯。二匹の鬼にぶつかり勢いを失った右足は、左から突っ込んでくる鬼の体を吹き飛ばすには至らず。まして、後ろから。背中から襲い掛かってくる鬼に届く訳もなく。







　――あるいは。少女の両腕が自由であれば。







　その左の拳で。迫り来る鬼を迎撃できたかもしれない。

　その右の拳で。背後の敵を裏拳で打てたかもしれない。







　――だが。しかし。







　少女の腕の中にいる幼子は、母親から命懸けで託された大事な命で。

　それを見捨てて自らの身を守ることは、少女の矜持に賭けて出来ず。







　――だから。







『……でもさ。やっぱり私は、『正義のミカタの魔法少女』、だから、さ』







　――だから。







『……だから私は、私に救いを求めた手を、私から振り払うことは、できないんだ』







　――だから。







　少女が体を丸める。幼子の命を守る為に。その体に傷ひとつ付けないように。きつく胸に抱きかかえ。膝を折り全身を盾として。鬼の手から。悪鬼の攻撃から。殺意溢れるその爪から。全身を隠すようにして……自分は、無防備に、背中を晒す。







　……『魔法少女』の華奢な体を、殺到する鬼の爪が、強かに抉った……。







　☆　☆　☆　☆　☆







「影山あああああっっ！！」







　黒崎の絶叫。血を吐き魂切り裂くかのような絶叫が、嵐の夜に響き渡る。遅かったと。遅すぎたと。胸に去来する痛恨の念。彼の眼に映ったもの。それは愛弟子が血の海に沈む姿。彼を師と仰ぐ少女が大輪の血の花を咲かせた瞬間。自分の無力さを痛感する。『正義のミカタのヒーロー』だった頃ならば。自分にまだ不思議な力が宿っていた頃ならば。この脚は風よりも早かった。この脚は空をも飛べた。だがしかし。







「ぬおおおおおっっ！！」







　今の自分はただの一般市民。勿論、日々の鍛錬を怠ったことはなかった。正義の魂までは失わなかった。今ここにこうしていることが、その何よりの証明。だがしかし。その戦闘力は失われ。その不思議な力は失われ。その結果が、この惨劇。自分は無力だ。自分は弱い。救いを求める人々の事を守るどころか、自分の身近な人物の命を助けることすら、出来ない。だからせめて一矢報いようと。刺し違えてでも仇をとろうと。黒崎が胸に忍ばせた得物に。愛用のコンバットナイフに手をかけたその時。







　――『魔法少女』の体が跳ね上がる。







　左腕に幼子を抱えたまま、右手を地につきそれを軸とし。右足をピンと伸ばし鋭く回転する。独楽のように。脚払い。彼女の足が鬼の足を刈り払う。血に飢え『魔法少女』にとどめの一撃を放とうとしていた鬼たちの足が地面から強制的に離される。踏鞴を踏んで宙を舞う悪鬼たち。その中央。敵に無様な演舞を舞わせた『魔法少女』が素早く立ち上がり、自慢の蹴りを放つ。神速四連発。鋭く強く一瞬で閃いたそれが悪鬼たちの顎を次々と打ち抜く。その意識を奪う。肉を潰される苦痛に耐えることは出来ても、脳を揺らされる衝撃に耐えることは、生物には出来ない。それが例え、薬物で人在らざる者に成り下がった悪鬼たちといえども。







　どしゃり、と。重い音を立てて化け物たちが泥の海に沈む。糸の切れた操り人形のように。瞳の赤い光は色を失い、ただただ虚無だけを映す。それを横目で確認し。全てが意識を失ったことを確認し。『正義のミカタの魔法少女』はようやく抱えていた幼子を地に下ろす。膝をつきその目線にあわせる。にっこりと。安心させるように優しく微笑み、その小さな頭をそっと撫で――そして、自らも、泥の中へと沈み込む。







「か、影山っ！　影山っ！！　影山ああああっっ！！」







　黒崎は走り出す。少女の下へ。愛弟子の側へ。力を失い、ぐったりと倒れ伏す愛弟子の体を抱き起こす。胸に抱える。背中へと回した手が。その手が。雨でもなく泥でもない赤い液体で濡れる。ぬるりとしたそれは生温かく。比例して少女の体は急速のその体温を失っていき。







「――影山っ！　おい起きろ！　目を開けるんだっ！」







　意識を失わせてはいけないと。このまま眠らせるわけにはいかないと。黒崎が少女の耳元で叫ぶ。近づいてみてわかる、少女の激闘の後。背中の傷が一番大きく。肩にも一撃。左の二の腕にも裂傷。これは。これでは……。







「影山あああっっ！！」

「……もう。遅いですよ？　教官？」







　このまま目を開けないのではないだろうか、と。このまま口を開くことはないのではなかろうか、と。そんな黒崎の絶望を見透かすかのように、『魔法少女』が呟く。弱々しいながらも薄く微笑む。







「影山っ！？」

「……生存者、一名、救出、です。……一人しか、助けられません、でした……」







　少女が唇を噛む。悔しそうに顔を歪ませる。黒崎はその言葉にはっとする。愛弟子が倒れた場面、そこに全ての意識を持っていかれた。自分の職責を思い出す。周囲を見回す。玄関が開け放たれた民家の前に倒れる警官。すぐ側でぴくりとも動かず雨に打たれる女性。そうか、と。『一名しか』かと。その言葉の意味を理解する。『魔法少女』の痛恨の表情の理由を理解する。だがしかし。だがしかし。







「……違うぞ、影山。一名『しか』じゃない。一名『も』助けたんだ」

「……ほんと、優しいというか、甘いですよ、ねえ、教官は。……大好き、です」







　少女がもう一度、にっこりと笑う。泥に汚れ。自身の流した血に汚れ。されど、それでも。そんな『魔法少女』のことを。愛弟子のことを。黒崎は美しいと思った。……例えそれが、散り行く桜の最後を連想させたとしても。消える寸前の蝋燭の炎の揺らめきを連想させたとしても。







「……さあ、早く逃げて、ください。あの子を連れて。私のことはほっといて……」

「莫迦を言うな。お前を置いて行ける訳がないだろう？」

「莫迦なのは教官のほう、です。あの子は、私の、成果、なんです、よ……？」

「だったら一緒に帰るんだ。大丈夫。こんな怪我なんか、きっと……うん？」







　その言葉は常套句。気休め。慰め。その筈だった。戦場で致命傷を負った戦友に向け、まだ平気だと。まだいけると。生きて帰れると。ありもしない望みを。実現することのない夢を。見せる為の言葉……だった筈、だが。







「……どうしました？　教官？」

「……そうか。『魔法少女』だったな。お前は」

「……はい？　今更何を？」







　黒崎はその問いに答えることなく、背中へと回した手に集中する。そっと。細心の注意をこめて。その裂傷へと触れる。傷口を刺激しないように。可能な限り痛みや苦痛を与えないように。羽毛のように。軽く。軽く。







「やはり、な」

「なんなんですか？　もう……」

「聞いて驚け。お前、助かるぞ？　嘘でも慰めでもなく、な」







　……出血が、止まっている。最早死は避けられないと、黒崎ですら密かに覚悟していた事実が覆される。今はまだ、傷口が塞がるまでには至ってはいない。皮膚が裂け肉が覗くその傷口。一般人なら致命傷。だがしかし。彼女は。影山は。







「……『魔法少女』の、破格の治癒能力に感謝するんだな」

「治癒能力……あっ」







　少女もそこに思い至ったらしい。数日前の亀型怪人との戦闘。その主役は影山ではなく緋村ではあったが。その激突に飛び込んだ影山の怪我。ギザギザの牙で噛み砕かれた右腕。それすらも、『魔法少女』の不思議な力は癒してのけた。傷跡ひとつ残さず完治して見せた。極めて僅かな時間で。だから。だから！







「助かる、ぞ。お前は。……さあ、帰ろう。一緒に、な」

「……そうか。助かるんだ。助かっちゃう、んですね。私……。あはは……」







　黒崎が少女の体を抱えなおす。しっかりと胸に。そのまま膝の裏に腕を通し、長居は無用とばかりに立ち上がろうとする。『魔法少女』の一撃。並みの怪人なら昏倒し、二度と立ち上がれないほどのダメージを与えたであろうあの蹴りは、鬼相手では意識を失わせるのが精一杯で。だから早く、と。一刻も早くここを、と。黒崎が逸る気持ちそのままに立ち上がろうとしたところに。







「……あの、教官？」

「うん？　何だ？」







　少女の手がゆっくりと上がる。細い手首。しなやかな指先。怪人と。魔物と。戦う宿命さえ背負わなければ、それは他の年頃の少女たちと同じように、筆記用具や書物を握っていたであろうその手が。怪人を打ち払う力などどこにも感じさせないその華奢な拳が。







　――コツン、と。







「……あん？」

「……一本、です」







　伸ばされた手が。軽く握られた拳が。優しく。撫でるように。黒崎の頬に当たる。一本？　これは何かの呪いか、と。これは何かの冗談か、と。黒崎が僅かに混乱する。その一瞬。黒崎の意識に空白が芽生えたその瞬間。ほんの、ほんの僅かな、刹那の時間に。







　――少女の手が、怪我人のものとは思えないほどの速さで閃く。







　黒崎の胸を。戦闘用ジャケットのその胸を。その胸元を開く。裏地が露になる。その奥。黒崎の心臓の辺り。そこを守るように吊るされた革製のホルダー。その中に収められていたもの。『正義のミカタ』としての戦闘能力を失った黒崎の得物。悪と戦う為の覚悟。その象徴。それを。それを。







　――コンバットナイフを。影山の手が。握る。







　黒崎の意識が。黒崎の五感が。黒崎の本能が反応したのは、その時。刃の放つ鈍い光が。殺傷能力の極めて高い自身の得物が。『魔法少女』の手にある。その切っ先が向けられる。慣れない武器を手に取った『魔法少女』のその目が。その瞳が！







　――赤い、禍々しく血のように赤い光を放っていると気がついたその瞬間には。







「……っ！　ぐはっ……」







　――鋼鉄の刃は。深々と。音もなく。腹の中へと。沈み込んで、いた――














舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第十三話　それを『正義』と呼ぶのなら

第十三話　それを『正義』と呼ぶのなら




　……初めに感じられたのは、冷たさ。







　こうして刺されてみて。こうして貫かれてみて。改めて思い知ること。刃物というものは鉄なんだなあ、と。温かさなど欠片もないんだなあ、と。当たり前のことを。今更のように思い知る。







　……次に感じられたのは、熱さ。







　矛盾するようだけど、そうではない。これはきっと、人体の正常な反応。刃物という異物に対しての、人体の反撃。血液が。神経が。生存本能が。全力でそれと戦おうとしている。抗おうとしている。その証。







　……そして、その次に感じられたものが、痛み。







　衝撃。衝動。爆発。暴発。腹部から脳へと。頭の中を焼ききるかのように。感覚神経を破壊するかのように。一気に襲ってきたその痛み。目の奥がチカチカする。思わず声が漏れる。血も漏れる。気道から喉へと。喉から唇へと。抑えきれず。堪えきれず。その一滴を吐き出す。頬を伝うそれが。赤い雫が。胸に、落ちる。







　……そして。そして。







「影山あああああっっ！！」







　……最後に感じられたのが。聞こえてきたのが。教官の叫び声。







　ああ。絶叫ってやつは。こういうことを言うんだろうなあ、なんて。そんな大声で叫んだら喉を痛めちゃいますよ？　なんて。まるで人事のようにそう思う。その原因は自分だというのに。教官を叫ばせたのは私の行動の結果だというのに。







　――私が、私の横腹に刺した、このナイフのせいだというのに。







「お前……。お前は……っ！」







　ああ。これは怒られるなあ。また怒られちゃうなあ。こんな、こんな切羽詰った教官の顔は初めて見た。まあ、そりゃそうか。そうだろうなあ。自分の弟子が。自分の教え子が。自分のお腹に力一杯ナイフを突き刺したらそりゃ怒るよね。まあ、その、ごめんなさい。いつもだったら。昨日までだったら。素直に謝って反省文を書くところですけど。でも。今回は本当に、ごめんなさい。反省はしています。後悔はしていません。……だから、反省文は書きません、書けません。だって。







「何故……っ！？　何故、だ……っ！？」







　――何故？　何故って？　そんなの、そんなの決まってるじゃないですか。







「ま、魔法、少女、……です、から……」







　――だって私は。影山　翼は。







「正義の、ミ、ミカタ……ですから」







　――だって私は。『マジカル・ブラック』は。







「きょ、教官の、い、一番、弟子、ですから」







　――だから。私は。







「……わた、私は、『魔法少女』、です、から。『正義のミカタ』、ですから。教官の、黒崎教官の、弟子、ですから。……それが、それだけが。私の誇り、ですから。だ、だから、だから……。こ、ここ、で。このまま、『正義のミカタ』の、まま、で」







　ちらりと。私が倒した鬼たちのほうへと視線を向ける。普通の。本当に普通の格好をした人たち。きっと昨日までは。ううん。今日の夕方までは。普通にご飯を食べて。普通にテレビを見て。普通にお風呂に入って。もしかしたら恋なんかしていたかもしれなくて。明日のテストのことに頭を悩ませていたりして。旦那様と喧嘩したりして。そして仲直りしたりして。そんな。そんな。普通の人たちが。







「……魔法少女、の、まま、で……」







　牙を生やし爪を伸ばし。目を光らせ殺意溢れさせ。正義を捨て悪に墜ち。人であることを捨て鬼として生き。隣人を襲い私を襲い。世界を滅ぼすその起点になろうとしている。ならば。ならば。







「……せ、正義の、ミカタ、の、まま、で……」







　私も。きっと。ああなってしまう。このままでは。生き残ってしまっては。鬼の爪に傷つけられ。鬼の牙にこの身を抉られ。体内に爆弾を抱えてしまったこの身は。悪のウィルスに汚染されてしまった自分では。







「……きょ、教官の、一番、弟子、の、……」







　あんな風になるくらいなら。悪に身を墜とすくらいなら。『正義のミカタ』から『人類の敵』に成り果てるくらいなら。私は私の手で。自らの手で。この命を散らす。鬼になるくらいなら。悪鬼として人々に災厄を撒き散らす存在になるくらいなら。ここで終わりにする。私の全てを。意思のあるうちに。自我のあるうちに。私が私であるうちに。この命にけりをつける。だって私は。だって私は。まだ。







「……正義が、大好きな、影山　翼、の、まま、で……」







　――最後まで、子供の頃から憧れていた、『正義のミカタの魔法少女』のまま、で。







「影山……。お前は。お前ってやつは……」







　だから。ああ、だから、教官？　そんな顔、しないでください。心残りになっちゃうじゃないですか。ただでさえ。ただでさえ。未練がいっぱいあるんですから。もっと友達と遊びたかったなあ。もっと甘いもの食べたかったなあ。恋、は、まあ。してましたけど。今でもしてますけど。今まさに、その人の胸に抱かれていますけど。あれですよね？　もう少し、こう、ロマンティックな感じが、よかったですよね。こんな血生臭いシーンじゃなくて、ねえ？　でも、まあ。これはこれで、いっか。うん。







「……すまん」







　謝らないでください。教官。自分で決めたことですから。それに私、今、実は安心してるんですよ。だってこのまま鬼になっちゃったら。悪に墜ちちゃったら。それって悲劇ですよね？　私を倒すために、『正義のミカタ』が出てきちゃうんですよ？　私が倒れた今、その任務に就けるのは。その役目を果たせるのは。もうあの子しかいないんですよ？　『正義のミカタの魔法使い』。緋色の魔法少女。緋村　茜。そう。茜ちゃんしかいないのですよ？







「……本当に、すまん」







　だから。謝らないでくださいってば。仮に私が鬼になったとして。あの子に倒されるのなら。それはそれでいいかな、って。茜ちゃんにならいいかな、って。私はそう思うんですけどね。でも。それじゃ駄目なんです。駄目なんです。だってあの子は優しいから。誤解されがちだけど、本当に優しい女の子だから。そして正義感が誰よりも強い子だから。だからあの子は。あの子なら。私が悪に墜ちたら。墜ちちゃったら。きっととどめを刺してくれる。浄化してくれる。それは疑いのない事実。間違うことがない未来予想図。だけど。それじゃ。







「……私が、俺が、もっと、もっと早く来ていれば……」







　きっと彼女は一生後悔する。一生自分を責め続ける。せっかく開いた心の扉を、また堅く閉ざしてしまう。それくらいなら。茜ちゃんにそんな思いを抱かせるくらいなら。あの子を悲しませるくらいなら。ちょっと痛かったけど。いえ。実は死ぬほど痛かったですけど。実際死んじゃう訳ですけど。でも。







「影山あ……っ！」







　――私は、正義の為と、あの子の為になら、笑って、死ねます。だから。







「きょ、きょう、か、ん……」

「な、なんだ！　影山！　どうした！？」







「あ、茜、ちゃんと、仲良く、してください、ね」

「……ああ」







「け、喧嘩しちゃ、駄目、ですから、ね？」

「……約束、する」







「あ、あの子は、本当に、ほ、本当に、いい子、なんです、から……」

「……そうだな。ああ。そうだな」







「茜ちゃんの、正義を、責任感に潰されて、ゆ、歪んでしまったあの子の正義、を」

「……歪んだ、正義、を」







「まっすぐに……。元に、本当のあの子に……。私には、もう、出来ない、から」

「……本当の、緋村、に」







「だ、だから。教官、きょう、かん。……あとは、お願い、します……」

「……任せて、おけ」







　良かった。ちゃんと最後まで言えた。私の命は持ちこたえた。うん。満足だ。もう、満足、だ。これで逝ける。安心して逝ける。思い残すことはもうない。







　――ない、かな？







　ああ。駄目だ。まだ駄目だ私は。まだ逝けない。まだ言いたいことがある。もう痛みはないけれど。もう痛みすら感じられないけど。こうして何かを考え続けることが、意識を失わないでいることが、すごく、困難。ちょとでも油断すると引き込まれる。虚無の世界に引き込まれる。『無』に全てを委ねたくなってしまう。駄目だ。まだ駄目だ。私は『正義のミカタ』としてしか言葉を残していない。茜ちゃんの友人としてしか言葉を残していない。『影山　翼』としての言葉を、まだ伝えていない。







「きょう、かん……」







　だから最後に。本当の本当に最後に。私は私の気持ちを伝えよう。素直な気持ちを伝えよう。冗談っぽくなら、何度でも言った事。悪戯っぽくなら、毎日のように伝えてきた事。言葉が軽すぎて。表情が明るすぎて。きっと一度も本気とは取ってもらえなかったこと。……ずっと。本気だったんだけどな。心の底からの、本心だったんだけどな。だから。最後に。一言だけ。ああ、神様。お願いします。私に、私に一言だけの力を。言葉ひとつ分だけの、力を。







　――教官。ねえ、教官？　私は、影山　翼は。あなたのことが。ずっと。







「すぅ……――――」







　――――――――――――――――――――。







　☆　☆　☆　☆　☆







　抱きしめた少女の体が、徐々に、徐々にその熱を失っていく。







　一瞬垣間見えた、瞳の赤い光はすぐに消え去り、いつもの少女の悪戯っぽい色を取り戻し、そして今はそれすらも失い、ただただ虚無だけを映しており。いつも楽しげだった表情は、最後の最後に少しだけ大人びたものとなり。それでいて少しだけ口惜しげなものとなり。自身の零した血に汚れた唇は、何かを。何かを訴えかけようとしたまま。何かを伝えようとしたまま。それを果たすことなく、果たせることなく、その機能を、機会を永遠に失い。







「影、山……」







　物言わぬ屍となった愛弟子を。冷たくなった少女の体を。黒崎はもう一度抱きしめる。力一杯、抱きしめる。最後まで『正義のミカタ』であり続けた少女のことを。最後まで『魔法少女』であり続けた少女のことを。自分と同じ志を持ち、自分と同じ行動原理に従い、そして自分よりも早く逝ってしまった少女のことを。







「影山あ……」







　泥に汚れた頬を。血色を失った頬を。少女特有の柔らかさを失いつつある頬を。指でそっとなぞる。どうしてだ、と。どうしてこうなってしまったのか、と。黒崎は自問する。原因の一端。それは自分にある。弱かったから。彼女を助けられる力を失ってしまったから。正義の心を持ったまま、戦う力を失ってしまった自分。『正義のミカタ』であり続けようとしながら、その戦闘能力だけはなくしてしまった自分。自分が現役であれば。自分がまだ『正義のミカタのヒーロー』のままであれば。きっと彼女を犠牲にせずに済んだ、筈。彼女の背中を守ることが出来た、筈。だが。







　……ジッ！　ザザッ……！







　彼女は。影山は。結果として単騎で死地へと突入した。背中を守る者なく。並んで駆ける者なく。ひとり、自らの命顧みることなく。その結果が、これ。この悲劇。







　……くろ……！　聞いて……っ！







　何故だ？　何故こうなってしまったのか？　彼女が無謀だったからか？　彼女が無能だったからか？　いやそうではない。そうではないと信じたい。同胞の命を救うのは絶対の正義。救いを求める声に応えるのは『正義のミカタ』の義務。黒崎はそれを実践してきた。影山はその志を受け継いだ。それを正義と、師弟は信じた。だが。







　……返事を……っ！　状況は……！？







　そうではないと。それは違うと。そう断言する者がいた。自分たちとは違う行動原理で動く『正義のミカタ』がいた。少数を犠牲にしてでも、大多数を助けるのが正義の職務であると断言する者がいた。彼女がいれば。彼女がこの場にいれば。途方もない魔力を誇る『正義のミカタの魔法使い』がこの場にいれば。結果は違ったかもしれないのに。『魔法少女』が命を失うことにはならなかったかもしれないのに。『魔法少女』と『魔法使い』。心は通じ合っていた筈なのに。互いを何よりも大事な仲間であると認識していた筈なのに。なのに。なのに。







『……黒崎！　おい黒崎！　聞いているのか！？　もう限界だ！　撤退しろ！』







　インカムが拾う音声が煩い。撤退？　撤退だと？　今更どこへ？　仲間を助けられず。救いの声を上げる人々を救えず。自身の志さえも否定されて。今更どこへ逃げろと？　今更自分の命だけを惜しめと？　『正義のミカタ』としての誇りを捨て。『魔法少女』一人を悪鬼への生贄に捧げて。おめおめと。おめおめと逃げ帰れ、と？







『……黒崎、さん。聞こえますか？　……タイムリミット、です』







　――その冷静な声が耳に障る。黒崎の心を掻き毟る。







『……先程お伝えしたとおり、ここを焼き払います』







　――そうか、と。お前は。『魔法使い』は。やはり、そうするのか、と。







『……ですから、早く。一刻も早く。そこから離脱してください』







　――ここに生存者がいるのに。影山が命懸けで助けた幼子がいるというのに。







『……これが、最終通告、です。ですから』







　黒崎はインカムを投げ捨てる。コードを引き千切りその音声を遮断する。もう、いい。もういい。好きにしろ。ここを焼くというのなら。生存者もろとも焼くというのなら。影山の。正義に殉じた『魔法少女』の亡骸ともども焼くというのなら。







「……影山？　見事な、一本、だった、ぞ？」







　――それが『正義』というのなら。







「……私から一本を取ったら、キス、だったよな？」







　――それがこの国の『正義』というのなら。







「……こんな男からの口付けなんて、若いお前からすればただの罰ゲームだろうが」







　――それがこの国を守る緋村家の、『魔法使い』の一族の『正義』だというのなら。







「……せめて。約束は。約束だけは、果たさせてもらおう」







　――大多数を助ける為に、少数を犠牲にすることを是とするのが『正義』なら。







「……受け取れ。影山」







　――それを『正義』と呼ぶのなら。







「……約束の、口付け、だ」













　――私は、それを、否定する。













　……色を失った唇は、それでもまだ柔らかさを残しており。微かな温もりすら残しており。だがしかし。黒崎の行為に応えることは無く。物言わず。吐息漏らすことは無く。少女ではなく、ただの物体となったそれを。それだからこそ。黒崎はきつく、きつく抱きしめる。許せ、と。恨め、と。言葉ではなく態度で。声ではなく自身の体温で。彼女の亡骸に語りかける。







　触れ合った唇の、その少女のほうには。吐き出された血が。彼女が生きていたという証が薄く残っており。その赤を。彼女の血の一欠けらを。黒崎は口に含む。それを嚥下する。その気持ちごと。その志ごと。彼女の残したものを、体内に取り込む。







「……ぐうっ……」







　……強烈な違和感。体内が。体の中の自衛機能が。それを否定する。取り込まれた異物を排除しようと抵抗する。それを無理矢理押さえ込む。だがしかし。それすらも一瞬のこと。異物は。天川博士の残した史上最悪のウィルスは。黒崎の体内を瞬時にして貪り始める。その構造を変える。その属性を変える。人から悪魔へと。人から鬼へと。圧倒的な破壊力を秘めた存在へと作り変える。そしてそれが。その変化が。強烈な属性変化が、脳を。心までもを。変化させようとしたその時。







「……ぐう、うお、うおおおおおおおおおおおおっっ！！」







　全身の力を使いそれに抗う。黒く染まろうとする心。破壊。憎悪。衝動。狂気。自己を。己の内部を。危険な思想で、悪の原理で塗り潰そうとするそれに抵抗する。頭が割れる。胸が裂ける。全身を襲う激痛に耐え。四肢が捥がれるほどの痛みに耐え。意識を失わず。心を失わず。黒崎という男の、『正義のミカタ』としての本質を。その根源を。必至に守る。黒から。闇から。悪魔の囁きから。







「――――――――っっっ！！」







　最早声にすらならぬ叫び。赤く染まりそうな視界を跳ね返し。勝手に伸びようとする爪を。牙を。強固な意志の力で押し戻し。破壊を捨て。憎悪を切り。衝動を抑え。狂気を否定し。体を悪鬼のそれへと変貌させ。されど心までは侵されず。侵蝕してくる黒に抗う黒崎の心の中にあるもの。それは。その正体は。抑えがたい、怒り。







「か、げ……や、ま……よ」







　――悪のウィルスを取り込み。







「お前の願い、しかと、聞き入れた……」







　――その身を悪へと墜とし。







「お前の『正義』は、私が受け継いだ」







　――光さす王道から、闇に生きる邪道へと、その生き方を変え。







「緋村の『正義』は」







　――されど、『正義』の心までは失わず。







「間違えた『正義』は」







　――されど、戦士の魂は失わず。







「私が、正す」







　――自らが信じる『正義』の為に。自ら悪に身を差し出し。







「それを、ここに」







　――しかし『正義』の心を持ったまま。『正義のミカタ』と戦う。悪の戦士が。







「私はここに、宣言、しよう」







　――今ここに、誕生、する――。







　☆　☆　☆　☆　☆







「緋村っ！　もう限界だ！　やめろ！　もうやめるんだ！」







　結界の外側。『正義のミカタ』の指揮車の側で、緑川が叫ぶ。無言のまま首を振る緋村の顔色は青を通り越して既に白く。額に浮かぶ汗は滝のようで。過度の疲労で震える肩は瘧のようで。三十分が限界と、そう自分に告げたはずの少女は、既にその倍以上の時間、広大な結界を張り続けており。華奢なその体に残された力は、魔力は、今や無理矢理自分自身の生命力を変換して作り出されているものであり。







「緋村！　お前まで、お前まで倒れるぞ！」

「……ま、まだです……。まだ、お姉ちゃんが、黒崎さんが、帰ってきません……」







　ぎり、と。噛みしめた唇から血を滲ませ。握り締めた拳から血を滲ませ。それでも少女は結界を解こうとはしない。折れない。諦めない。







「つ、翼、おねえちゃんは、きっと、ぜ、絶対、帰ってきます。くろ、黒崎さんが、連れて帰って、きます。そう、信じて、います。だ、だから、だからそれまでは……。戦いにいけない私に出来ることは。弱い私に出来ることは、これ、だけ、です、から。だ、だから。だから……」







　だからと。自分の命の、その最後の一滴までを振り絞ろうとした『魔法使い』の瞳が、その影を捉える。少女を胸に抱え、幼子を連れたその影が、逞しい右腕を空間に向け、一振り、する。







　――百万の硝子を砕いたかのような音と共に、結界が、一瞬で崩れ去る。







「え……？」







　一撃で。たったの一撃で。『魔法使い』渾身の結界を打ち破った影は、静かに歩み寄る。少女の横を通り過ぎ。少女の背後に控える緑川へと話しかける。







「……生存者、一名、救出、だ」

「あ、ああ。……いやお前、おい、黒崎……？」

「影山が、命懸けで助けた子、だ。大切にしろ」

「え、あ、え？　い、命懸け、で？　おい黒崎？　翼ちゃん、は……？」







　黒崎は。いや。かつては『黒崎』と呼ばれた男は。その問いに答えることはせず。少女に向けて言葉を放つ。背中を向けたまま。







「……緋村。焼くというなら、焼け。もうあの村に生存者はいない。ついでに、悪鬼と化した者共も、いない。……すべて、私が倒して、きた」







　男の声が、緋村の耳を素通りする。何故ならば緋村の五感は。その目は。たったひとつのことに注がれていたから。男の胸に抱かれ、ピクリとも動かず。ただ静かに目を瞑る少女へと注がれていたから。それ以外のことなど、すべて、緋村の意識から排除されていたから。







「……なぜ、です、か……？」







　震える唇から漏れる声は、揺れ。







「……どうして、です、か……？」







　潤む目に映る少女の姿が、揺れ。







「……どうして、翼おねえちゃんが、死ななきゃいけないの、ですか……？」







　軋む心に映る少女の姿が、揺れ。







「答えて、ください。黒崎、さん。どうして、ですか？」

「それが、あいつの、影山の選んだ、影山の信じた、『正義』だから、だ」







「どうして、黒崎さんは、翼お姉ちゃんを止めてくれなかったのです、か？」

「それが私の志した『正義』と、同じだったから、だ」







「私の言うとおりにしてくれれば、翼お姉ちゃんは死なずに済みました、よ？」

「君の言う通りにすれば、そこにいる幼子を救うことは出来なかった」







「私は、皆を、より多くの人を、助けようとしました」

「影山は。私は。たった一人でも、見捨てることは出来なかったのだよ」







「ならば」

「だから」







「私はあなたの『正義』を、認めません」

「私は君の『正義』を、否定する」







　……その一言を残し、男は静かに歩き始める。『正義のミカタ』に。かつての仲間に。『魔法使い』に。最早一瞥もくれないまま。







　……その一言を呟き、『魔法使い』は大地へと崩れ落ちる。泥の中に跪く。立っている力も無いのに。その体を支えることすら出来ないのに。なのに、魔法を召還する。







「……あああああああああああああああああああああっっっ！！」







　絶叫と共に呼び出されたものは、炎。紅蓮の炎。全てを焼き尽くす、業火の紅。







「うわああああああああああああああああああああっっっ！！」







　魂を切り裂くような叫び。その声に乗るように。少女の怒りを。悲しみを。嘆きを。その感情を具現化したような激しい炎が、集落を焼く。地獄の灼熱が。暴れ回る炎の龍が。降りしきる雨などものともせずに、その全てを飲み込む。痛みも。後悔も。思い出も。別れも。全てを。全てを。その一切を。灰に変えていく。







「――私はっ！　忘れないっ！　この炎を忘れない！　この熱さを忘れない！　この怒りを忘れない！　この悲しみを忘れない！　翼お姉ちゃんを！　絶対に！　絶対に！　忘れない！　私は誓う！　この炎に誓う！　黒崎さんを！　私を！　私の『正義』を！　緋村一族の『正義』を否定した黒崎さんを！」







　……その日。その夜。嵐のその夜に。







「私は！　認めない！　私のほうこそ！　否定する！　私が！　私こそが！　この国の『正義』なのだから！　この国の『正義』そのものだから！　この国を影から守ってきたのは！　代々！　その任に当たってきたのは！　緋村の一族なのだから！　だから！　だからだから！」







　……『正義のミカタ』と、元『正義のミカタ』の長きに渡る戦いが。







「黒崎さん！　いえ！　黒崎！　私はあなたを！」







　……同じ『正義』の旗を仰いでいた筈の、二人の戦いが。







「絶対に！　絶対に！　許さない！」







　……その、幕を開けたのである……。
















************************************************

私は後書きは、章の終わりの挨拶くらいしか書かない無精者なのですが。

今回だけは。どうしても。特別に。一言。







やっとこのシーンが書けました。







『私が悪の女幹部である理由』

ここまでの百余話、六十万文字は、このシーンを書くためにありました。

やっとここまで辿り着くことが出来ました。感無量です。







ここまでお付き合い頂けたことに、深く感謝を申し上げます。





舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第十四話　ten years ago（前編）

第十四話　ten years ago（前編）




「邪魔するぞ？　総統」

「うん？　ああ。博士ですか。どうされました？」

「いやな。今、そこで百合にあったのだが、何やらえらく浮かれておったのでな」

「ああ」

「小遣いでもくれてやったのか？」

「いえいえ。違いますよ。ちょとした贈り物を、ね」

「ふむ？」

「自分も戦わせろと煩いので、『悪の女幹部』への変身キットを渡しました」

「……はあ？」

「これでしばらくは大人しくなる……と、いいのですけどね」

「いや。まてまて。総統。儂はそんなもの、発明した覚えは無いぞ？」







「そりゃそうでしょう。嘘ですから」

「……嘘、とな？」







「はい。渡したのは、前にその辺の雑貨屋で買ってきた安物のアクセサリーですよ。もともとは八重に贈ろうかと思っていたのですけどね。彼女、『報酬はもう頂いていますから』といって受け取ってくれなかったもので……」

「成程、の。……しかしそれ、嘘とばれたら大変じゃぞ？　百合のやつ、ああ見えて結構気が強いからのう」

「まあ、平気でしょう。『大人になるまでは使えない』と言ってあります。嘘とばれる頃には、もう、戦い自体が終わっている筈、です。……それに」

「それに？」

「……私は、あの子を、この戦いに巻き込む気はありませんから」

「……そう、か」

「我々は、仕方が無い。私にしろ、博士にしろ。あの戦闘莫迦にしろ、少年、少女にしろ。戦う理由があり、戦う意味がある。私にはそれを止める気はないし、止めても止まるものではない。……そうでしょう？　博士、も？」

「まあ、な」

「ですが。百合にはそれはない。百合は、あの子は、ただ巻き込まれただけ、です。ただの被害者、です。……あの子を戦いの場に引きずり込む気は、私にはありませんよ」

「…………」

「あの子には、普通の生活を送ってほしい。我々はもう、手遅れです。『正義のミカタ』と戦ってしまった。悪にこの手を染めてしまった。ですが、あの子は。百合は。まだ間に合います。今ならまだ、元の世界に戻れます。……だから、機会を見て元の世界に。戦いの無い世界に。普通の世界で、普通の女の子として。普通の幸せを……と」







「……あのお嬢ちゃんが、それを由とする、かな？」

「……今すぐ、というのいうのは無理かもしれませんが」

「何しろ本当に懐いてるからなあ。お前さんに」

「……困ったものです」







「……それで？　博士？」

「あん？」

「お忙しい博士が、それを伝える為だけに、自分のラボから出てくるとは思えません。……何がありました？」

「……うむ。例の『重光重工』の件、情報の出先が判明した」

「ほう」

「お前さんの読みどおり、『正義のミカタ』組織から、じゃ」

「やはり、ですか」

「ああ。……もともと、報道の時点からおかしいとは感じてはおったのじゃ。我々の扱う機械。それを構成するパーツ。その開発元。確かに有力な情報じゃ。だがしかし、それをすぐマスコミが発表するのは、ちとおかしい。発表のタイミングが不自然すぎる」

「……普通であれば、捜査機関がしっかりと内偵し、それなりの処置を取ってからの発表、というのが筋です。実際、発表が早すぎたが為に、発注元のメーカー、重光重工に行き着く前に、下請けが煽りを喰った訳ですしね」

「元々、黒い噂のある企業ではあった。だからこそ、正体不明の儂らとの取引にも乗ってきた訳ではあるが」

「マスコミの報道では、『重光』の名前は、ひとつも出ませんでした。ただ、大々的に下請けを叩いただけ。悪意のある文章で、ね」

「実際の当事者である儂らには、重光の不誠実は丸見えじゃが」

「逆に言えば、我々にしか、それは見えなかったということ、です」

「つまり、儂らは」

「重光をいう餌を使って、まんまと釣り上げられた、と」







「……やられたな」

「……やられましたね」







「……ただ、それだけでは説明のつかないこともあります」

「と、いうと？」

「実際に我々が誘い出されたと仮定すると、重光の、というか、『正義のミカタ』組織の対応がお粗末過ぎるのですよ」

「ふむ？」

「重光の家。その守り。確かに光学兵器で武装してあったり、私設のガードマンが巡回していたりと、それなりのものではありました。……ですが、せいぜいその程度。『それなり』の域を超えてはいませんでした」

「……それなり、か」

「仮にこれが我らを誘い出す罠だったとして、その目的は何だったのでしょう？　包囲殲滅を目標とするには、戦力が足り無すぎる。実際、重光の家には『正義のミカタ』側の人材は一人もおらず、結果として作戦は成功しました」

「作戦というか、まあ、報復、じゃな」

「ええ。……このあたりが解せないのですが」

「ふむ。確かに、な」

「緋村は何を考えているのでしょう？」

「儂は科学者じゃ。戦闘指揮のことは皆目わからんよ。だが……」

「だが？」







「この件、結構根が深い、そんな気は、する。わざわざ手間隙かけて誘い出し、そして織り込み済みの、敗北。なあ、総統よ？　『魔法使い』の緋村とやらは、どうやら儂らとは違う視点で、この戦いを見ているのかもしれんぞ？」







「……違う視点、ですか」

「余り気にするな。単なる思い付きじゃ」

「まあ、今はこちらから仕掛ける気もありませんしね」

「そういうこと。……では、儂はラボに戻るぞ」

「はい。お疲れ様でした」







「……うん？　はて。外にいたような気がしたのだが……。気のせいか？」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……失礼。ちょっといいかな？　緋村」

「はい？　ああ、緑川さんですか。どうぞ」

「今さっき、君からの要請を受けた『魔法少女』たちが本部に到着した」

「そうですか。それではさっそく、明日からでも任務に付いてもらいましょう」

「しかし、さすがは『魔法使い』の一族だな。即座に実戦投入できる『魔法少女』を五人も確保しているとは……」

「ああ。えっと。その。緑川さん。それは誤解ですよ？」

「誤解？」

「今日、ここに来た『魔法少女』たち。彼女たちは確かに魔法は使えます。でも、それは極々初歩的なものだけです。戦闘に関しても訓練は受けていますが、だからといって過剰な期待はしないでくださいね？」

「……でも、『魔法使い』の一族の者、なんだろう？」

「一族とはいっても、本家の人間ではありません。傍系ですから」

「つまり？」

「その力は大したことは無いのですよ。『悪の秘密結社』。その戦闘員程度となら戦えるでしょうが、怪人との戦いは無理ですね。ましてや、『悪鬼』の力を手に入れたあの男との戦いなんてとてもとても……」

「……では、何の為にわざわざ召集したんだ？」







「……策、いえ、演出の為、です」

「演出……？」







「はい。演出です。……緑川さん、『魔空間発生装置』の件、覚えてますか？」

「覚えてるも何も、君からの指示で一番解せなかったのはそれだよ。『魔空間発生装置』。周囲への被害を抑える為に、戦闘そのものを別の世界で行う。実に画期的な発明であったと思う。なのに」

「私はそれを、その実用を、問答無用で却下しました」

「そうだ。そのおかげで開発室の室長は辞表を叩きつけたまま行方不明だぞ？　優秀な科学者だったのに……」

「ですね。惜しい人材、でした」

「……で？　それとこの件、どう繋がるんだ？」







「ですから、『演出』ですよ」

「うん？」







「私たち『正義のミカタ』の組織は、『悪の秘密結社』を名乗る集団に対する過剰なまでの取り締まりや、重光重工を餌にすることで、地下に潜ったあの男を誘い出すことには成功しました。『正義のミカタ』の敵と公然に名乗りつつも、実際に悪事を働くことの無いあの男、黒崎を討つ大義名分を得ました」

「見損なうな。黒崎は元『正義のミカタ』だぞ？　理由の無い悪事を働く筈がない。あいつはそんな男ではない」

「『正義のミカタ』の敵というだけで、私にとっては十分、『悪』であるという条件を満たしていると思いますが……。今はそれはいいでしょう。とにかく、重光重工を襲撃したことによって、あの男は『悪』であるという共通認識を得たのですよ。私たちだけではなく、広く、世間から」

「生贄に差し出された重光も、憐れなものだな」

「もともとよくない噂のある企業でした。『正義』である私たちに面従腹背しつつ、その敵である『悪の秘密結社』側にも多数の武器を売っていたのですから」

「それは、まあ、否定はしない」

「実際、あの男が手を下さなければ、私自身が直々にその罪を暴くつもりでした。まあ、ですから、重光重工の件はこれでよかったと思います」

「それで主犯であった重光の名前は出さずに、匂わすだけにした、と？」

「あの報道。下請けの工場の名前を幾つか出しただけのあれでは。あれだけでは重光には辿り着けない。辿り着けないと言うことは、罰することも出来ない。それが可能なのは当事者だけ。重光の醜いトカゲの尻尾きりを知ることが出来るのは、真の発注者だけ、ですから」

「……それ故に、と、いう訳か」

「はい。こちらの思惑通り、あの男は乗ってきてくれました」







「……で？」

「はい。問題はこの先、です」







「こちらは、『正義のミカタ』の魔法少女部隊を揃えました。例えそれが、実戦では役に立たない張子の虎だったとしても」

「……張子の、虎」

「そして今の私たちには大義名分があります。『重光重工襲撃事件』、その犯人である黒崎を討つという大義名分があります。……ですから、出撃が出来ます」

「成程な。出撃の為の『大義名分』か。……あ、いや待て緋村。君、自分自身で言っていたじゃないか。『張子の虎』と。相手はあの黒崎だぞ？　実力の伴わない『魔法少女』部隊を戦場に駆り出したところで、むざむざ負けに行くようなものじゃないか」







「そう。その通りです。……彼女たちは、負けるでしょう。間違いなく」

「……負けるでしょう、って、緋村……」







「今のところ、黒崎の一派は正体不明の集団です。そういう認識しか得ていません。重光重工襲撃の件、あれは私たちが真相を語らなければ、ただの犯罪行為でしかありません。ですが、万が一、ということもあります。私の、緋村の一族の息を受けていないマスコミもこの世界には存在します。それでなくても今の世の中、誰もがインターネットを使って情報の発信者になれるこの世の中。……誰かが真相に気づき、それを公表しないとも限らないのです」

「……正直、緋村の一族が政界だけではなく、マスコミ関係にも広く顔がきくと聞いたときには驚いたもの、だが」

「伊達にこの国を影から守り続けたわけではありません。それなりに、権力とのパイプは築いています。……でも、それでも完全ではありませんから、ね。だからこそ。です」

「だからこそ？」

「やつらを。『ブラックシャドウ』を。『正体不明の集団』から、明確な『悪』へと。きちんと認識させるのです。世間の評価を」

「……つまり？」







「これから私たちは、黒崎に戦いを挑みます。……そして、負ける。その一部始終をマスコミを使って世間に流します。『正義のミカタ』を名乗り、『正義のミカタ』の衣装に身を固めた年端も無い少女たちが、負ける。彼女たちには勿論、真相は話していません。彼女たちは信じているでしょう。自分が『正義』だと。戦う相手は『悪』だと。そしてそれを、映像としてみた人々は……」







「……『正義のミカタの魔法少女』の敵は、『悪』、か……」

「はい。そう認識するでしょうね。誰でも」







「だから、『魔空間発生装置』は使えない。使わせる訳にはいかなかったのですよ。今でなければ。今、この時期でなければ。私も全面的に支持したでしょう。むしろ、一刻も早くと実装を急がせたでしょう。ですが。今。『正義のミカタ』が、あの男に何度も敗れる姿を放送しなければいけない今だけは、あの装置は、その素晴らしい機能は、むしろ邪魔、なんですよ」







「……その為に、情報操作の為に、あれを、あの企画書を握りつぶしたのか」

「誤解のないように言っておきますが、事が成ったら実装するつもりではいましたよ？　誤算だったのは、開発者である博士自身が出奔してしまったこと。そして彼が残した企画書が、彼にしか読めなかったということ、です」

「天才が残した設計図だ。それは天才にしか読み解けないであろうよ」

「その点は素直に非を認めます。……真相を話す訳にもいかなかったので」

「……成程な。理解はした。納得はしていないが。……ひとつ、質問がある」

「なんでしょう？」







「何が君をそこまでさせる？　黒崎を許せないという気持ち。それはわかる。……わかる、つもりだ。それがあるからか？　憎しみから。恨みから。あいつを。黒崎を。黒崎に『悪』のレッテルを貼りたいのか？　だったら……」







「見損なわないでください。私は『正義のミカタの魔法使い』です。私利私欲の為に、自分の恨みを晴らす為だけに、国家権力やマスコミの力まで使って事を成すなんて、そんなこと、する訳がないじゃありませんか」







「……そう、か？」

「……正直に言います。あの人を恨んでいます。それは私の本心です」

「……そう、か」

「でも、それとこれとは別、なんです。……考えてもみてください。恨みを晴らしたいだけなら、復讐なら、こんな回りくどいことをしなくてもいいでしょう？　正面から堂々と、『正義のミカタ』らしく。戦って、そして勝てばいい」

「では、何故？」







「……あの男の、あの人の『正義』は危険、だから、です」

「……危険？」







「はい。危険な『正義』です。……自己犠牲。誰を見捨てることもせず。誰かを犠牲にすることを由とせず。どんな時でも。どんな状況でも。救いを求める手を振り払おうとしない。……それが、彼の『正義』です」

「……わからない、な。確かにそれはあいつの、黒崎の『正義』だ。私にはそれのどこが悪いのかがわからない。立派なものじゃないか。これこそ『正義』じゃないか。それのどこが『危険』なんだ？」

「誰にでもわかる、わかりやすい形の『正義』。……それはどこまで行っても、『理想』であり、現実的ではないのです。砂の楼閣、なのですよ。それが通用するのは、創作物の中だけ、なのです」

「……砂の、楼閣」

「現実の事件では。『悪』の前には。それは通用しない。大多数を助ける為に、少数を犠牲にしなければならない場面が必ず出てくる。そうしなければ。そこで非情に徹せなければ。結果として壊滅的なダメージを蒙ることがままある。……それが、現実、です。実際、私の、緋村の一族は。そうしてこの国を守ってきた」

「……緋村の、一族」

「具体的な例を上げましょうか？　根治不可能な疫病がある村を襲った。それを放置すれば疫病は村の外に飛び出し、やがてはこの国全体を侵す。それがわかっていても、助けに行こうとするのが。村の中に入り込んでしまうのが。あの男の、黒崎のやり方です。……緋村は。『魔法使い』の一族は、そうはしません。ただ粛々と、その村全てを焼き払うだけ、です」

「……そんな、ことを、君たちは、ずっと……？」

「ええ。そうです。……緑川さん。あなたにはお教えしましょう。緋村の一族。その直系は、生まれてすぐに訓練に入ります。その第一段階が、『感情を殺す訓練』なのです。どのような事態を目撃しても冷静でいること。自らの手が血に染まっても、それに耐えられること。……それが、『魔法使い』の。『正義のミカタの魔法使い』の。緋村の一族の、最低条件、なのです」







「勿論それが広く一般的に世間から受け入れられるとは、私たちも考えてはいません。だからこそ、私たちは影からこの国を守ってきた。わかりやすい『正義』は。あの人の唱えるような『正義』は。表に出ている『正義のミカタの魔法少女』たちに任せる。……それで対処しきれない事態。この国の存亡に直結しかねない事態。……誰かが、誰かを『見捨てる』という決断。『正義』を免罪符として、誰かを見殺しにしなくてはいけない場面。そのような時に、私たちは、緋村の一族はその力を発揮します。……そうして、この国を守ってきたのですよ」







「……賞賛はいりません。名誉も求めません。名を残すことは望みません。ただ私たちは。緋村の一族は。この国が安全であれば、それでいい。その為に強大な敵と戦い、命を失ってもいい。その為に無辜の市民の血に塗れ、地獄に落ちてもいい。私たちが望むものはただひとつ。この国の、未来、だけです」







「それを私たちは『正義』と呼びます。そう定義付けています。……だから、あの人は危険なんです。あの人の思想は危険なんです。その、危険な思想の持ち主が。危険な力を手にしたまま。私たちの、『正義のミカタ』のコントロールの元から、離れた。……これを放置することは、『正義』の定義が覆る可能性がある。その危険がある。……だから私たちは、あの人をただ倒すだけでは駄目なのです。きちんと。誰の目にもわかるように。あの人が今後、どのような行動を取っても。どのような発言をしようとも。それが『悪』であると。それは『悪』のいう戯言であると。そう、認識させる為に」







「私は私の全力を以って、黒崎を『悪』に仕立て上げます。緋村の名の下に。そして、その上で。あの人を『悪』であると世間に認識させた上で。最後は私の手で。私自身の手で。倒します。必ず。必ず」







　☆　☆　☆　☆　☆













「――喰らいなさい！　『異世界召還』っっ！！」

「ぬおおおおおおおおっっ！！」













************************************************

長くなりすぎたので前、後編に。

後編はもう少し推敲して本日中に。





舞台裏　悪の秘密結社　『ブラックシャドウ』

第十五話　ten years ago（後編）

第十五話　ten years ago（後編）




「……入るぞ？　緋村」

「……どうぞ。緑川さん」

「どうだ？　体調のほうは？」

「心配しないでください。別に負傷した訳ではありませんから。ただ……」







「……ただ？」

「……ただ、魔力の全てを失っただけ、です、から……」







「それが、『ただ』の一言で済むような事態とは、私には思えないけどな」

「……魔法を撃てなくても。魔力を失っても。緋村は緋村、ですから」

「『緋村は緋村』か」

「ええ。私は今でも、まだ、『正義のミカタの魔法使い』のつもり、ですよ」

「あれしか、なかったのか？」

「『異世界召還』。緋村の一族に伝わる最大の魔法、です。本来は熟練した魔法使いが、その身を犠牲にして放つ、業。私のような若輩者がそれを使えば、こうなることは初めからわかっていましたから。……それでも」

「それでも？」

「あの男を。黒崎を倒すには、これしかなかった。……後悔はしていません」

「……そうか」

「はい」







「……で？　これからどうするつもりだ？」

「緑川さん。黒崎一派の、『ブラックシャドウ』の残党は？」

「やられたよ。こっちの追跡を振り払って逃げおおせた」

「……そう、です、か」

「こっちも戦闘終了と同時に君が倒れたことで、混乱していたしな」

「申し訳、ありません……。不甲斐ないこと、です」

「別に責めてはいない。あの魔法には、それだけの代償があったということだろ」

「…………」

「それで？　繰り返すが、これからどうする？」

「勿論、『ブラックシャドウ』を討ちます。壊滅させます」

「……君がそういうのなら私は従うだけだが、しかし、最大の敵である黒崎は倒しただろう？　もうやつらは我々の脅威にはならないと思うのだが」

「緑川さんは、見ていませんでしたか？」

「何をだ？」







「あの男の背中に隠れていた少女の目を。……あれは。あの子は。きっといつか立ちます。黒崎の意思を継ぎます。その牙を剥くでしょう。『正義』に対し、公然と向かってくるでしょう。……私には、わかります。そんな予感がするのです」







「……そうか」

「それでなくても。黒崎の息のかかった者は全て倒さなければなりません。あの危険な思想が世に出ることがないように。徹底的に叩き潰す必要があります。」

「わかった。……で？　私は何をすればよいのかな？」

「…………」

「おい？　どうした？」







「……緑川さん。今までありがとうございました。もう、結構です。十分です。あとは私が。私一人で、やりますから……」







「……はあ？」

「緑川さんのおかげで。貴方の献身的な協力のおかげで。最大の敵を葬り去ることに成功しました。その存在を消すことができました。もう、平気です。大丈夫です。ですから」

「おいおい。ちょっと待てよ？　今更後に引けるか。ここまでやってきたんだ。最後まで付き合うさ」

「いえ。ここから先は。この先まで、貴方を巻き込むことは……」

「見損なうな。毒を食らわば皿まで、だ」

「……毒。そう。『毒』なのです。ここから先は。これからは。本当の意味で『毒』なのですよ」

「……どういうこと、だ？」







「……私がこれからしようとしていること。その目的は、『ブラックシャドウ』の壊滅。そして、それを成す為に、自らの魔力を回復させること。……古い文献を読みました。失った魔力、それを回復する術は、あります。確かにありました。ですが、それは。とても。とても可能性の低いものでした。奇跡、そう呼んでも差支えがないほどに」







「……私はそれを待てばいい。時間はかかるでしょうが。長い時間、それこそ何十年と待つ覚悟さえあれば。いつかは、それは現れる。その機会が来る。だから、それまで待てばいい。そう、思っていました。ですが……」







「……思いついて、しまったのです。勝手に頭の中で、策を。『奇跡』を人工的に起こす手段を、立ててしまったのです。……それは、悪魔の囁き。甘美な罠。私はそれを。その非道な手を思いついたというそれだけで、きっと地獄に落ちるでしょう。それほどまでに、汚い、策、です」







「……誰かを犠牲にすれば。その人の人生そのものを奪う覚悟があれば。私の魔力は復活します。早ければ五年。遅くとも十年を過ぎることは、ない。……最近の私は、そのことばかりを考えてしまいます。考えないようにしようとすればするほど、それに身を任せてしまいたくなる。……何故だと、思いますか？　緑川さん、貴方のせい、です」







「……私、が？」







「貴方が私に尽くしてくれるのは、その職責があるから。『魔法使い付き』という責務があるから。それはわかっています。そして、それだけではないということも理解しています。緑川さん、貴方は、優しい。孤独な私を。一人の私を。今日この日までしっかりと支えてくれた。本当に、本当に感謝しています。……でも。だから。そうとわかっていても。わかっているからこそ。……甘えたく、なってしまうのですよ」







「……私、に？」







「……だから。緑川さん。私から離れてください。私とは距離を置いてください。貴方は私を駄目にします。貴方は私を堕落させます。一人でいることには、慣れていたつもりでした。一人でも、私はやれると信じてきました。……でも、そうではなかった。翼お姉ちゃんに触れて。緑川さんに触れて。私は弱くなってしまった。私は力を失ってしまった。……精神的な意味でも。そして、現実的な意味でも。……緑川さん。わたしはもう、その魔力を失ってしまった。私はもう、『正義のミカタの魔法使い』ではなくなってしまった。だから、もう、緑川さんの『魔法使い付き』という職務も完了です。ですから。ですから、どうか」







「見損なうな」

「…………」







「自分で言っていたじゃないか。魔力は失っても、『緋村は緋村』だと。私はその言葉を信じる。君が言うのならそれを信じる。そして緋村が『魔法使い』のままならば、それを支えるのが私の仕事だ。私の責務だ。それを勝手に奪うな」

「……でも。私は、でも……」

「それに、魔力を回復させる手段があるんだろう？　ならばそれを実行すればいい。魔力が戻れば、君は名実共に『魔法使い』だ。何の問題もない」

「……でも。それは。私は……」







「ついでにな。これだけは言わせて貰おう。私は職務だから。任務だから。そういう理由で君を支えている訳じゃない。君と共にいる訳じゃない。黒崎の唱える正義。君の言う正義。私にはどちらが正しいのかわからない。あれからずっと考えているが、私には答えは出せない。今でも、選べない。だがな」







「これだけは、言える。君が。緋村の一族が。どれだけの覚悟を以って。どれだけの犠牲を払って。この国の平和を守ってきたのか。この国の人々を守ってきたのか。それだけは、理解、出来た。それを知った今。知ってしまった今。私は君を見捨てることは出来ない。私は君を、緋村の一族を、心から尊敬する。その役に立ちたいと願う。だから……」







「……後悔、しますよ？」

「今更、だな」

「……貴方はきっと、私を恨みますよ？」

「さあ？　どうだろうな？」

「……元の世界には。元の自分には。戻れなくなりますよ？」

「『正義のミカタ』になった時に、平穏無事な人生は諦めてるさ」

「……私と共に、地獄に落ちてくれます、か？」

「君がそれを願うなら」

「……貴方は、莫迦、です」

「賢かったら、『正義のミカタ』なんてやってないさ」







「…………」

「…………」







「……緑川さん、こちらへ」

「ああ」







「……最後に。一言だけ。私と緑川さんが。『正義のミカタの魔法使い』とその専属担当であるうちに。対等の仲間であるうちに。……ありがとう、ございます。私は、貴方と出会えて、よかった。私の担当が貴方で、よかった。……そして、ごめんなさい。私は。貴方の。貴方の未来全てを、奪い、ます」







「……どういうこと……んむっ！」

「ん……」







「……んっ！！　な、何をするんだっ！？」

「な、何って。く、口付けくらいでそんなに動揺しないでください！　いい大人なんですから！　こっちのほうが恥ずかしくなりますから！」







「いやしかし君……。っ！？　な、なんだこれは……っ！？」

「……『魔法使い』は生涯においてただ一人だけ、『使い魔』を持つことが出来ます。勿論、式神や下級の魔物たちとは違うもの、です。自らの力を分け与え。自らを護る壁とし。共に歩む者を、選べます。……口付けは、その証、です」

「……ぬおおおおおおおおおっっ！」

「……今の私には、魔力はありません。だから、『魔法』を受け渡すことは、出来ません。ですが。体を。肉体の構造を。その属性を。変えることは出来る。ヒトからヒトでないものへと。ヒトから『正義のミカタ』へと。鋼の肉体と。強力な戦闘力。……『魔法使い』の為に戦う、存在へと」

「か、体が、焼ける、よう、だ……」

「苦しいですか？　ごめんなさい。辛いですか？　ごめんなさい。……でも。これで貴方は。緑川さんは。『正義』の力を手に入れます。……いえ。違いますね。緑川さんの場合は、『正義』の力を、取り戻した。強大な『悪』にも負けない、無敵の肉体をその手にしました」

「お……おおおっ！　力が！　力が漲る……っ！」

「それは。その変化は。一般人であっても『魔法少女』に匹敵する力を授けます。ましてや。元々が『正義のミカタ』であった緑川さんのことです。きっとそれは。その力は。悪鬼の力をものにしたあの男、黒崎にも匹敵するでしょう」







「これを……この力を使って。君は、私に、『悪』と。『ブラックシャドウ』と戦えと、そう言う訳、か……。成程。この力なら、この肉体なら、あるいは……」







「……いえ。違います。違うんです。緑川、さん。それならば。緑川さんの言うとおりならば。私はここまで躊躇わなかった。私はここまで悩まなかった。……私が貴方に望むこと。私が貴方を使い成そうとしていること。それは。そんな。綺麗で単純なことでは、ありません。……言ったでしょう？　地獄に落ちる、と。緑川さん。貴方には。貴方には、これから。貴方の役目は。これから……」







「……『悪』を率いて、『正義』と戦って頂きます」

「……な……っ！？」







「……我が家に保管された古い文献。そこに書いてありました。失った魔力を復活させる方法。そもそも魔力というものは、この地に眠る精霊の力を借りるもの。それを少しずつ、ほんの少しずつ別けて貰うというもの。しかし、私にも。緋村の一族にも。眠れる精霊たちを起こす力は、ない。だから私たちは。『魔法使い』は。たまたま『起きていた』精霊から力を借りるしかない。……普通ならば。ですが。それを成せる者がいる。精霊たちを呼び起こし。その力を活性化させられる者がいる。……誰だと思いますか？　『魔法少女』たち、です」







「魔法、少女……」

「期間限定であるとはいえ、『魔法少女』の魔力、それは『魔法使い』を大きく上回ります。『正義』と『悪』の戦い、その長い歴史の中では、そんな力をも。静かに眠る精霊たちをも強制的に召還できるような、そんな凄まじい魔力を持った『魔法少女』も存在したのです」

「……精霊を、召還……」

「多数の精霊が召還されれば、当然、その地の魔力は増加します。『魔法使い』はその地に赴き、それを吸収します。……魔力が、復活します」

「なる、ほど……。しかし、そこまで判明しているのなら、一刻も早く」

「……話はそれほど簡単ではないのです。『魔法少女』。それほど強大な力を持つ『魔法少女』は、なかなか出現しません。少なくともここ数十年。そのような力を持つ者は現れていません。策があっても。方法があっても。肝心の『魔法少女』が存在しなければ、私にはどうしようもありません」







「……ですから、奇跡、と」

「そう、か……」

「……ですから、その、ですから。……『悪』なのです」

「意味が……？」







「常駐している『魔法使い』と違い、『魔法少女』は不定期です。その理由、そこまでは判明していませんが、過去の文献からその傾向は、わかります。……対処療法なのですよ。『魔法少女』という存在は」

「対処療法？」

「はい。……強大な敵。凶悪な存在。『正義』の敵が強ければ強いほど、それに対抗する、対抗出来る『魔法少女』の存在も強くなります。『悪』の力が弱ければ、『魔法少女』に与えられる力も少ない。『悪』が強ければ、『魔法少女』に授けられる力は強大になります。……つまり」







「……精霊を呼び起こすほどの強い力を持った『魔法少女』。そんな存在を生み出すには、それ相応の力を持った敵、強大な『悪』が必要なのです」







「…………」

「わかって、頂けました、か？　『地獄へ落ちる』と言った、その意味が」







「……君は、私に。その『悪』になれと。『正義』の敵になれと。マッチポンプをしろと。そう、言いたい訳、か……？」







「最大最強の『悪』であった『ブラックシャドウ』が壊滅した今。『悪』側はその後釜狙いの血みどろの闘争に突入するでしょう。群雄割拠の時代、という訳です。それは長い戦いになるでしょう。そんな時間は、私にはありません。そんな長い時間、私は待てません。だから……」







「緑川さん。この話を聞いて。私の、私の為だけの。この最低な作戦の内容を聞いて。それで約束を反故にするというのなら、私は止めません。恨みもしません。私の言うことは。私の立てた策は。下劣極まりないもの、です。ずっと日の光差す場所で活躍してきた、数々の実績も残してきた、元『正義のミカタ』である緑川さんを侮辱するような行為であると自覚もしています。だから……」







「……皮肉な、もの、だな」

「……皮肉？」







「黒崎は、自らが信じる『正義』の為に、心に『正義』を残したまま、その身を『悪』に堕とした。私は、自らが信じる道の為に、『正義』の力を体に宿し、『悪』へと走る。……これを皮肉と言わず、何と言おうか」







「緑川さん……」

「この道は、修羅の道。……わかった。緋村よ。君の策に、乗ろう」

「緑川、さん……っ！」

「それが君の魔力を回復させるというのなら」

「みどり、かわ、さん……っ！」







「今日から私は『悪』になろう。『悪』となり、『正義』の敵となろう。いつか自分を倒すほどの、熱い『正義』の心を持った、『正義のミカタの魔法少女』の出現を願って。それがこの国百年の平和の為だと言うのなら、私は喜んでこの身を『悪』に捧げよう。心を黒く染め、闇に紛れるとしよう」







「……そう。闇夜に隠れる鴉のように、な」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……少年？　どうじゃ？　百合の様子は？」

「……駄目ですね。相変わらず部屋に閉じこもったまま、です。今、八重さんが部屋の前でずっと語りかけていますが、残念ながら……」

「そうか……」

「おい。博士！　なんとかなんねーのかよ！　この状況！」

「……儂は科学者じゃ。カウンセラーではない」

「ちっ！　使えねえなあ！」

「文句があるのならとっとと出て行けばよい。止めはしないぞ？」

「出てくつったってなあ……。別にいいけどよ」

「すいません。博士。お邪魔してしまって……」

「気にしなくていい。ようやく追っ手を巻いたのじゃ。少年も少し体を休めておくといい。今後のことはそれから考えようではないか。幸いここは、儂の母方の実家だった建物じゃ。もう何年も無人で放置されていた場所じゃ。『正義のミカタ』の追っ手も、ここまでは辿り着けんじゃろ」

「……はい。でも、総統は、本当に……？」

「……少なくとも、この世界からは、消えた、な」

「くそっ！　あのおっさんは俺が倒す予定だったのにっ！」

「お前の不屈の闘志には、呆れるを通り越していっそ尊敬するわい」

「……しょうがねーだろ。他に目的がある訳でもねーんだ」







「……目的、か……」

「あん？　おい、どうした？　博士？」







「……いやな、儂らの目的というのは、大なり小なり、あの男、総統にあった訳でな。総統が行方不明、生死不明となった今、儂らはこれから、何を目的に生きていけばよいのか、とな」







「…………」

「…………」







「……俺は、あの男を超えることだけが目的だった」

「……僕は、あの人みたいに強くなりたいと、そう願ってました」







「その、総統がいなくなったのじゃ。『悪の秘密結社』としての『ブラックシャドウ』も、その存在意義を失ったのではないか？　……だとしたら。ならば。我らも、その進退を考えるべきではないか？　そういう時期なのではないか？」







「…………」

「…………」







「……偉そうに語る儂だって、気持ちはお主らと同じじゃ。あの男の考えに賛同した。あの男の理想に殉じるつもりだった。……だが、それもこれも、あの男が、総統がいればこその話じゃ。やつ無き今。儂らの中心であったやつ無き今。それでも。儂らは。『ブラックシャドウ』でいられるのか。それは……」







「……失礼します。博士。まだ起きていられますか？」

「うん？　おお。八重か。どうした？」

「百合ちゃんが、博士にお話があると……」

「何？　百合が？」

「はい」







「ごめんなさい。はかせ。こんなよるおそくに」







「おお！　百合か！　どこか痛むところは無いか？　腹は減っておらぬか？」

「へいきです。ありがとうございます。はかせ」

「そうか。いやよかった。何かあれば儂か八重に言うのだぞ？」

「はい。……それで、はかせに、おねがいがあります」

「うん？　何だ？」







「これを、そうとうからもらったこれを、ほんものの『あくのおんなかんぶ』へのへんしんきっとにかいぞうしてください」







「……これ、は……。この逆十字は……。百合、お前、まさか……」

「ごめんなさい。はかせ。たちぎき、しちゃいました」

「そう、か……。あの時の会話を、お前は……」

「はい」

「それを責めはせぬよ。騙したのはこちら側だ。気にしなくていい。……で？」

「ありがとうございます。……かいぞう、してくれますか？」







「…………」







「はかせ。そうとうは、わたしをかばって、きえてしまいました。わたしをかばったせいで、まけてしまいました。『せいぎのみかた』に、やられちゃいました。……だから、わたしは、あくになります。あくになろうとおもいます」







「…………」







「……いまはまだ、だめです。わたしはちいさいから。わたしはよわいから。だから、いまは、だめ、です。いまは、まだ、だめ、です。でも、おおきくなったら。わたしがおとなになったら。わたしは、そうとうのかたきを、うちたいです」







「…………」







「『ぶらっくしゃどう』に、わたしは、なります。だから」







「…………」







「はかせ。おねがいです。……わたしに、そのためのちからを、ください」







　☆　☆　☆　☆　☆







「……なあ、博士。頼みがあるんだ」

「……なんだ？」







「俺を……いや、『私』を、もっと強くしてくれ……ください」

「僕も」

「私も」







「…………」







「百合が。あんな小さな子が。総統の仇を討ちたいと言っています。あんな小さな子が、自らの意思で『ブラックシャドウ』を継ぎたいと言っています。……それに応えられなくて。その見本となれなくて。何が大人か。……俺は、私は。自分の生きる道を見つけました。あの子を護る。そして、あの子の保護者に相応しい大人になる。その為に、私を、強化してください。今より、ずっと」







「……僕は、あの子に空手を教えます。教えながら、自分をもっと強くします。あの子の兄として。総統の代理として。恥ずかしくないように。胸を張れるように。強く、強く、なります」







「……私は今日から、たった今から。『八重』の名を捨てます。この先の人生、全てをあの子に捧げます。……あの子には、それだけの価値がある。状況に流されるだけで、環境に振り回されて。自分の意思すら、感情すら失ってしまった私では、あの子には勝てない。一生、勝てません。だから私は、あの子に、尽くします。……これは、これこそが、私の、私自身の、『意志』、です」







「博士」

「博士」

「博士」







「……どいつもこいつも、揃って莫迦者じゃ。大莫迦者じゃ。……気に入った」







「博士！」

「博士！」

「博士！」







「よかろう。今日からここは、『悪の秘密結社　ブラックシャドウ』のアジトじゃ。我らこれから一同、長い月日、ここで身を隠す。地下に潜る。逃げる訳ではない。『正義のミカタ』に敗北した訳ではない。いつか。きっと。あの子が。百合が。自らの意思で立ち上がるその日まで。その時が来るまで。儂らは……」













「――総統の魂を忘れずに、『ブラックシャドウ』として、生きよう」













************************************************

長かった　幕間『ブラックシャドウ』　これで終わり、です。

隠していたこと全てを書ききりました。満足、です。




ここまで読んでくださり、ありがとうございました。

願わくば、もう少し、お付き合い頂ければ幸いです。





次回予告





次回予告

最終章　予告！

最終章　予告！




　――『正義のミカタ』と『悪の秘密結社　ブラックシャドウ』――







　その長い戦いに終止符が打たれる時が、ついに、来る。







　緋色の『魔法使い』と、黒い『悪の女幹部』。







　双方譲らず。己の信じる道を賭けて。

　その手を赤い血に染め。最後の決戦の場に進む。







　果たしてその勝者は？

　そして『魔法少女』は。『マジカル・カトリーヌ』は？

　正義とは？　悪とは？　その答えとは？










　次回。『私が悪の女幹部である理由』　最終章！







　逆襲の黒　――そして、私が悪の女幹部である理由――　乞う。ご期待！













「カトリーヌ！　あんたの魔法を！　正義の魔法を！　私に向かって撃て！」










　





最終章　逆襲の黒　――私が悪の女幹部である理由――





最終章　逆襲の黒　――私が悪の女幹部である理由――

プロローグ　「親友でいられて、良かった」

最終幕　逆襲の黒　開幕です。

最後までお付き合い頂ければ幸いです。

********************************************

プロローグ　「親友でいられて、良かった」




「……それが、儂の知ることの全て、じゃ」

「……ありがとう、ございました」







　――沈黙。







　長い長い昔話が終わった。それは悪の秘密結社『ブラックシャドウ』と『正義のミカタ』の闘争の歴史。正義と悪の戦いではなく、正義と『別方向の正義』の、血で血を洗う見苦しい同士討ちの、歴史。







　――私の知らない、でも、私の想像していた通りの、歴史。







　抱え込んだ膝の中に、顔を埋める。零れ落ちそうな何かを堪える。あげてしまいそうな声を堪える。物語の中の正義の味方はいつでも強く正しく。悪はどこまでも悪らしく。各々が各々の役割を果たせばいい。そこは善悪二元論の世界。悪事を働く正義の味方なんて存在しなくて。悪の組織の人間が実は正義の心を持っていたなんてどんでん返しもなくて。でも、現実には。この世に絶対の正義なんてものは存在しない。それは私の立場から来る僻みではないと思う。誰かの正義は、他の誰かの不正義。そういった一面が、この世界には、確かに、ある。残酷な世界だなって思う。だから。







「……さて。儂の昔話はこれで仕舞いじゃ。そこで改めて、『正義のミカタ』のお嬢さん。あんたに問うとしよう。……少数を見捨てない『正義』と、大多数の平和を守る『正義』。あんたはどちらが正しい、いや、正しかったと思うかね？」







　その質問は思いっきり無意味なんだと思う。答えのない質問なんだと思う。それは立場の、思想の問題。私は総統が正しいと信じているけど、でも、そうじゃないという考えがあることを、そういう『正義』が存在することを、頭ごなしに否定することは出来ない。そこまで一方的な視線をもてない。共にあるのは、『誰かを守りたい』という志。それを『悪』だと切って捨てることは、私にも出来ない。だから。







「そう……ですね。では、お答えしましょうか」







　カトリーヌが。『英国の白い魔女』が。その禁断の質問に迷うそぶりも見せずに答えようとしていることが、私には意外で。想定外で。軽く、ううん。結構深刻に混乱する。







「でも、その前に……」







　その言葉と同時に、かすかな音が。古い我が家の大広間。その床がぎしりと音を立てる。誰かが立ち上がったかのように。あ、と思う間もなく。身動きする間もなく。私の目の前の引き戸が開かれる。大広間と台所を遮る引き戸が開け放たれる。







「立ち聞きは、あまりいい趣味とは言えませんよ？　百合？」

「……っ！？」







　見上げた視線の先。床に座り込んだ私を見下ろす白いお嬢様。多分、Bさんのものなんだろう。シンプルなハーフパンツと無地のTシャツ。むき出しになった手足は白い包帯に包まれて。悪戯な子供を見るような苦笑を浮かべて。怒るのではなく、ちょっとだけ呆れたように。でも。それでも。彼女は優しい目で、私を見下ろす。







「え？　あ、うあ……。ど、どう、して……？　いつから？」

「家鳴りにしては、ちょっと音が大きすぎましたからね」

「さ、最初から、気がついて……？」

「初めは猫でも迷い込んだかな、とも思ったのですが。でも、猫にしてはちょっと音が重すぎるかな、と、ね？」







　そんなに重くはない。重くはない筈だ、なんて。そんな反論する余裕もなく。そんな言い訳を口にする余裕もなく。私はそっと視線を逸らす。無言のまま後ずさる。ずりずりと。壁に背を付けたまま。唇を噛みしめ俯いたまま。







「……ぐっ！」

「あっ！　こら！　待ちなさい百合！」







　私は脱兎のように駆け出す。振り返らず。呼び止める声に耳を貸さず。玄関で履き慣れたスニーカーを引っ掛け一気に外に飛び出す。赤い夕日が目を刺す。真夏特有の熱気を含んだ空気が私の体を包み込む。最近の私は逃げてばかりだ。敵からではなく、友達から。戦いの場からではなく、日常から。嫌いなものからではなく、大好きな人から。なんだこれ？　どうしてこうなるんだ私は？　でも、仕方ない。今は顔を見せられない。今は顔を合わせられない。真っ赤になったこの目を見せる訳にはいかないから。だから。私は逃げる。脇目も振らずに。







「待ちなさいってば！　百合！　百合ー！」







　……想像していた十年前の出来事が、想像の通りだったと、『事実』であったと、その当事者から聞かされた今だけは。そしてそれを、自分だけじゃなく、あんたにまで聞かれてしまった今だけは。







　――私は、逃げるしか、ない。







　☆　☆　☆　☆　☆







「全く。本当に逃げ足だけは早いんですから……！」

「……すまんな」

「いえいえ。どうかお気になさらず。……ところで、今のお話、百合は……？」

「……本来なら、十六の誕生日に話す予定じゃった」

「話す予定、ですか？」

「ああ。何しろその日が来る直前に、うちのところとあんたのところが、な」

「……それは、その、なんと言ったらよいか……」

「よいよい。それも百合が仕出かしたことじゃ。それより」

「はい？」

「なあ、お嬢さん？　さっきの話の続きなんじゃが……」

「ああ。申し訳ありません。また中断してしまいましたね」

「いや。それはもうよい。我ながら意地の悪い質問であった」

「そう……ですか？」

「ああ。それよりも今は、もっと気になることがあって、な」

「何でしょう？」







「……先程の話。十年前の事実。お嬢さん。あれを聞いても、それでもあんたはあいつの、百合の、友達でいてくれるのかな？」







「お断りですわ」

「……そう、か……」







「あんなに執念深くて。人に心を許さなくて。いつまでもいつまでも過去に拘ってうじうじしていて頑固で根性曲がっていて捻くれていて口が悪くて性格も悪くてそのくせ意外と泣き虫で意外と寂しがり屋でもうホント面倒くさくてどうしようもないあんな女の子なんて、私の友達じゃありません」







「い、いや、あの、お嬢さん？　そこまで言わなくても、だな」

「……だから」







「……友達じゃ、我慢できなかったかもしれません。友達でしたら、喧嘩別れしてしまったかもしれません。……だから、よかった。あの子と友達じゃなくて。ただの友達じゃなくて。友達よりももっと近く、友達よりももっと親しい、誰よりも大切な。何よりも大事な」







「……親友でいられて、よかった」











最終章　逆襲の黒　――私が悪の女幹部である理由――

第一話　「私は、この星で一番強くなります。本物の『正義の味方』になるために」　

第一話　「私は、この星で一番強くなります。本物の『正義の味方』になるために」　




　走って、走って、走って。







　塞がりかけた傷から、少しだけ血が滲むくらい全力で走った先は、いつもの過去川。その川岸。早朝や夜、涼しくなる時間でもマラソンランナーくらいしか見かけないこの場所は、西日射すこの時間には誰もいなくて。部屋着のまま飛び出して全力疾走。汗まみれのみっともない格好の私に注目する人は誰もいなくて。







　どさっと。音を立てて。草木生い茂る土手の上に座り込む。







「…………」







　膝小僧を抱え込み、その間に顔を埋める。







「……ははっ」







　何故だか笑いがこみ上げてきた。自分のものとは思えない、枯れ果てた笑い。楽しさよりも悲しさを。温かさよりも冷たさを。誇らしさよりも惨めさを。より一層強く感じさせるその笑い。そんな声が自分の口から漏れたことにちょっとだけ驚き。そしてその理由を追及して納得する。







　知ってしまったから。――そして、知られてしまったから。







　薄々、感づいてはいたのだ。自分でも。自分が、いや、自分たちが何者であるかということに。『悪』を名乗りつつ、悪事を働かない『ブラックシャドウ』。一般市民に害を成す訳でもなく。世界征服を目指す訳でもなく。その存在理由は、ただただ、『正義のミカタ』の敵ということだけ。存在の前提に『正義』がある組織。『正義』を目の仇にしつつも、その『正義』がなければ存在し得ない組織。それが自分たち、『悪の秘密結社　ブラックシャドウ』。







　――その正体は、過去に敗れ去った、もうひとつの『正義』。







　それでも。それでも私は。縋るしかなかったのだ。信じるしかなかったのだ。自分が『悪』だということに。自分が『正義』の敵であるということに。だってそうしなければ。だってそうじゃなければ。きっと私は。多分私は。







　だから、私は――。







「……百合」







　背中からかかったその声に。ゆっくりと振り返る。夕日を受けてうっすらと輝く銀髪。水面のように澄んだ青い瞳。安物の部屋着姿でも少しも失われることがないその気品。そんな少女が、立っている。荒い息をつき。大きく肩を揺らして。震える足で。土手沿い道路に立って、いる。







「百合」







　綺麗だなあ、と。まず最初にそう感じて。莫迦だなあ、と。次にそう思った。年頃の娘がそんなパジャマみたいな部屋着で飛び出してくるなよな。ああ。それに。包帯が所々解けているじゃないか。あんた、私なんかよりもよっぽど重症なんだぞ？　ほら、せっかく塞がった傷がまた開いてる。白い包帯に血が滲み出している。どんだけ全力疾走で追いかけてきたんだよ？　私のためなんかに。私なんかのために。私の……ために。







「…………」

「隣、いいですか？」

「…………」

「よっと。……ふう。いい風ですね」







　誰も許可なんかしてないのに。私は頷くこともせず、また膝の中に顔を埋めてしまっただけだというのに。この図々しいお嬢様はすっと静かに私の横に並ぶ。断ってもどうせそうするつもりだったのだろう。だったら最初から許可なんて求めなければいいのに。







「…………」

「…………」







「……包帯」

「うん？　はい？」







「……包帯、解けてる」

「ああ。本当。気づきませんでした」







「……結びなおせば？」

「そうですね。ああ、でも、私、実は指がまだうまく動かなくて」







「……へー」

「困りました。ああ困りました。百合？　どうしましょう？」







「…………」

「…………」







「……腕」

「ふふっ」







　笑顔と共に差し出された腕は細くて白くって。手荒に扱ったらポキって折れちゃいそうで。でもその手は実は歴戦の腕で。百戦錬磨の『魔法使い』の腕で。数多くの人々を救ってきた腕で。そんな腕を。そんな腕に巻かれていた包帯を。私はもう一度しっかりと巻きなおす。顔は伏せたままで。顔を上げないままで。







「……ん」

「ありがとうございます。百合」







　丁重なお礼の後は、また無言。急かす訳でもなく。何かを追求する訳でもなく。そして勿論、怒る訳でもなく。彼女はただ、そこにいる。私の側にいる。いてくれる。私が自ら口を開くことを、静かに待ってくれる。だから。







「……何も聞かないの？」

「何か、話したいことがあるのですか？」







「……何も言わないの？」

「何か、言ってほしい言葉があるのですか？」







「…………」

「じゃあ、先に。私から。ひとつだけ、質問を」







「……何よ？」

「私のこと、どう思っていますか？」







「…………」

「…………」







「……言わなきゃ、わかんないの？」

「言ってくれなきゃ、わかりますけど、伝わらないかもしれませんよ？」







「…………」

「…………」







「莫迦。意地悪。お節介。……親友。好き」

「悪口がみっつ。肯定がふたつ。……ふふっ。百合らしい答えですね」







「……うっさい。莫迦」

「だから」







　ふわりと。カトリーヌが立ち上がる。つられて私は顔を上げる。見上げた少女は透明な微笑。夕日をきらきらと反射する銀髪は絹のよう。まぶしげに夕日に向けて開かれた指は白魚のよう。妖精なんて見たことないけど。いるのかどうか知らないけど。もしそれが存在するのなら、きっと今のこいつみたいな外見をしているんだろうなって、そう思う。







「私の大好きな人が、私を親友だと言ってくれた。私のことを好きだと言ってくれた。それだけで十分です。十分すぎるほどなんです。だから、それ以外のことはどうでもいいんです。その人の過去に何があったか、なんて。その人の正体が何だったのか、なんて。それも全て、百合を構成する要素だから。私の大好きな人の一部分だから。だから、私は」







　そこで言葉を切った彼女が、ふと、こちらを見る。私と目が合う。微笑は笑顔に変わる。邪気ひとつない笑顔。破顔一笑。満開の向日葵のように彼女は笑う。そして。一言。







「――私は、全部。貴方の全てを、無条件で受け入れます」







　畜生。ああ、畜生。何だよ。何だよ何だよ何だよ。もう！　そんな顔を向けられたら。そんな言葉を聞かされたら。もう駄目じゃんかよ。もう駄目になっちゃうじゃんかよ私が。今日までずっと守り続けてきた心の城壁が崩れる。あの日から誰にも立ち入れなかった私の内面が溢れてくる。聞いてくれと。聞いて欲しいと。その気持ちが欲求が欲望が。抑えきれずに。







「……気づかなかった訳じゃ、ないんだ」







　――とうとう。零れた。







「先程のお話、全て、知っていた、と？」

「全部って訳じゃないけどさ。私が『ブラックシャドウ』に、総統に拾われる前の話だってあったしね。でも、さ」







　総統の過去。総統が『総統』と呼ばれる前のことなんかは、私は知らない。知る由もない。そこは完全に初耳だった。だけど。でも。







「でも？」

「自分で。この目で見たこともある。見た事件もある。その場にいられなくても。いなかったことのときでも。探せば記録は出てくる。調べようとすれば調べられることもある。だって私たちの組織は、その当事者だった訳だし」







　報道規制された『ブラックシャドウ』の歴史。その秘密。私が一介の女子高生であったのなら、それを調べ、その本質に迫ることは不可能だったろう。だけど、私は残念ながら『一介の』女子高生ではなかった。その当事者たちの身内だった。博士のラボに残された記録。メモ。パソコンのハードディスク。積極的に見ようと思わなくても。知ろうとしなくても。資料は普通に我が家に幾らでも転がっていた。







「なるほど」

「それにね。状況証拠、ってやつも私には大きかったかな？　だって、私たちって、『ブラックシャドウ』って、『悪の秘密結社』なんだよね。そう自称していたんだよね。なのに、一切、悪事に手を染めていなかったし。少なくとも、私が物心ついてからは」







　一般的に、『悪の秘密結社』を名乗るからには、それ相応の活動をするものなんじゃないかと、そう思うのだ。世界征服でもいい。過激なところでは人類の絶滅なんかもありそうだ。でも。私たちは。日々淡々と、騒がしくも平和な日常を送るだけで。ただ毎日、笑ったり怒ったり、それでも楽しい日々を過ごすだけで。







「だから、ですか？」

「うん。でも、それが一番って訳じゃなくて。本当は、もっと、もっともっと前から。ずっと、ずっとずっと前から気づいていたんだ。だって、あの総統が。優しくって強くって、そして私を助けてくれた総統が」







　――『悪』の訳、ないじゃないか、って。







　子供の頃。総統が倒れた後のこと。博士やみんなに向かって『悪の女幹部』になると宣言した私は、私には。まだ善悪の区別なんてついちゃいなかったのだ。自分が大好きな、大好きだった総統を倒した憎い相手、それがイコール『正義のミカタ』であるという認識しかなかったのだ。だから、その敵である悪になろうと。そうしようと。幼い私は心にそう誓ったのだ。







　――だけど。時は流れ。体だけじゃなく、心も成長し知識も増え。







　正義とは『正しい』から正義と呼ばれることを知り。

　悪とは『悪い』から悪と呼ばれることも知り。




　でも、あの時の総統が『悪』だったとはどうしても思えず。

　でも、あの時の『正義のミカタ』が正しいとはどうしても認められず。




　心の中に疑問を抱えたまま。頭の中に不信を残したまま。

　私の体は大人に近づき。私の心は矛盾に満ちて。







　――そして、私は。







「そうです、か。でも、そこまでわかっていたのなら、なら何故、自分のことを『悪の女幹部』だと、『悪』だと、そんな自称を続けたのですか？　自分こそ正しいと。自分たちこそ本物の正義だと。そう言っても。言ってしまってもよかったのではないですか？」







　――本物の、心から認められる、『正義のミカタ』に、出会ってしまった。







「ねえ、カトリーヌ？」

「はい？」







「私、今からあんたにすごく酷いこと、言うから」

「は、はい？」







　だから。嗚呼、だから。私はとうとう言ってしまう。私自身が認めた本物の『正義のミカタ』に。『魔法少女　マジカル・カトリーヌ』に。何度も助けられた。何度も助けた。こいつなら。こいつのことなら。心から信じてもいいと思った親友に。こいつの為なら、こいつの為になら死んでもいいと思えた親友に。限りなく完璧に近い、『正義のミカタ』であるコイツに対する、たったひとつの。ひとつだけの――。







「……なんで、あの時、私を助けてくれなかった？」

「――えっ？」







　――不満を。







「カトリーヌ。あんたは正しい。いつでも正しい。本当に、凄いと思う。……でも、だったらなんで、あの時の私を助けてくれなかった？　お父さんが倒れた時。お母さんが倒れた時。総統が倒れた時。学校で悪の子だと苛められていた時。私はいつも助けを求めていた。誰か助けてと叫んでいた。救いの手を求めていた。誰かを……求めていた。求めてちゃ、いけなかったのかな？」







　それはもう、いっそ清々しいほどの、言いがかり。理不尽なんて言葉じゃ物足りない。どんなクレーマーでも思いつかないような、酷い弾劾。カトリーヌ。怒っていいんだよ？　私のこの言葉は、我侭なんてもんじゃない。でも。だけど。嗚呼。だけど。







「だって、そうだろう？　そうじゃないか？　『正義のミカタ』なんだろう？　『正義』は困っている人を助けるから『正義』なんだろう？　なのに、なんで、私のところには来てくれなかったんだ？　『正義のミカタ』は来てくれなかったんだ？　どうして、どうして私のことは助けてくれなかったんだ？」







　止まらない。言葉は止まらない。それが私の本当。私の根源。我侭だと言われてもいい。そう思われるのは当然だ。それでも私は口を閉ざさない。だってこれが。これこそが。私が私である理由なのだから。







「カトリーヌ。あんたがあの時、何かしてくれれば。ううん。何もしてくれなくたっていい。ただ、ただただ私の側にいてくれれば。いてくれさえすれば。それで良かったのに。それだけで私は救われたのに。なのに。なんで」







　だって。『正義のミカタ』は私のところには来てくれなかったから。私のことを助けてはくれなかったから。……『マジカル・カトリーヌ』は、まだ『正義のミカタ』じゃなかったから。そもそも、この国にはいなかったから。だから私は、こんな。こんな矛盾だらけの女の子になってしまった。こんなひねくれた女の子になってしまった。いや、わかっている。これすらも責任転嫁。そんなことは自分自身が痛いほど知っている。それでも。嗚呼。それでも。







　だから、私は、正義が嫌いになった。自分を助けてくれなかったから。だから私は悪に、いや、悪を自称する総統に惹かれた。私を助けてくれたから。でも。それでも。それでもと、思うのだ。あの時、私の元に『正義のミカタ』が駆けつけてくれたのなら、と。総統に拾われたことは後悔していない。今でも心から感謝している。そして今では、総統が純粋な意味での『悪』ではなかったことも知ってもいる。でも。だけど。いや、だからこそ。







「……カトリーヌ。私は、あんたに、『正義のミカタ』に助けてもらいたかった」







　――本当は、『正義のミカタ』に、助けて欲しかったんだよ。私は。







　ぽろっと、一滴。涙が溢れた。その涙の由来はどこにあるのだろう？　悲しい過去を思い出したから？　情けない自分を曝け出してしまったから？　それもあるのだろう。でもきっと。一番大きいのは、多分、恐怖。







　言ってしまったから。酷い言葉を親友に浴びせてしまったから。きっと呆れられる。怒っているかもしれない。いや、嫌われたかもしれないな。そりゃそうだ。こんな酷い言いがかりを受けて、今までどおりでいられる訳がない。きっと見捨てられる。縁を切られる。いくらカトリーヌでも、ここまで言われれば、さすがに、きっと――。







「……ごめんなさい」

「え？」







「貴方を助けてあげられなくて、ごめんなさい」

「え？　ええ？」







「その時の、百合の側にいて上げられなくて、ごめんなさい」

「や、その、ちょっと、カトリーヌ？」







　いやおかしいから！　あんたが謝る筋合いはどこを探してもないから！　今あんたはね！　すっごい理不尽な非難を受けてた筈だから！　怒って当然謝ることなんて世界中を探したってこれっぽっちもないんだから！　だから！







「莫迦。謝るな。莫迦。莫迦。あんたは何も悪くない」







　なのに。彼女は、静かに、首を振る。







「でも、私は、百合にとっての『正義のミカタ』には、なれませんでした。それが悔しくて。それが悲しくて。それが情けなくて。だから。謝ります。ごめんなさい。本当にごめんなさい。……それから、もうひとつ。お詫びになるかどうかわかりませんが、約束します」







　そして。彼女は、静かに、顔を上げる。







「私は、今日から、本物の『正義の味方』になります。百合。貴方の為に」




　

　――私は彼女の胸に、親友の胸に飛び込み、声を上げ、泣いた。







　☆　☆　☆　☆　☆







「……そういえば、さ」

「はい？　なんです？」







　……夕日が完全に沈み、空には綺麗なお月様と夏の大三角。それがくっきりと見えるくらいの時間がたって。ようやく自宅へと歩き始めた私は、隣を歩くお嬢様へと声をかける。こんなに時間がたっちゃった理由？　言わせんな恥ずかしい。あーあ。これ絶対、明日も真っ赤なままだぞ。私の目。過去川で泳いできたから充血してるって言ったら信じてくれるかな、みんな？　駄目だろうなあ。







「今更だけど、さっきの博士の質問」

「はい？　ああ、あれですか。それが？」







『……さて。儂の昔話はこれで仕舞いじゃ。そこで改めて、『正義のミカタ』のお嬢さん。あんたに問うとしよう。……少数を見捨てない『正義』と、大多数の平和を守る『正義』。あんたはどちらが正しい、いや、正しかったと思うかね？』







「あれさ、あんた、ちゃんと答えようとしていたよね？」

「ええ」

「答えなんてあるの？　あの意地悪な質問に？」

「そうですね。うーん。出題者が求める答えとは違うかもしれませんけど」







　彼女は悪戯っぽく笑う。ご機嫌な様子で右手を大きく振る。それによって私の左手も振られる。その理由？　言わせんな恥ずかしい。それにしてもこいつの指、ほんっとーに細いなあ。肌もすべすべだし。いやまあ、それはともかく。







「……どっちも、間違っているんですよ」

「うん？」

「あの質問の答えは、それ、です」

「……そんなのズルくない？」







　いやまあ、そりゃそうなんだろうけどさ。あれは、あの質問はさ、そういう『どちらかを選ばなきゃいけない状況』に置かれているっていうのが大前提な訳だし、そこを否定しちゃったらそもそも問題として成り立たないんじゃないの？







「……だから、私、強くなります」

「はい？」

「さっき言ったじゃないですか。本物の『正義の味方』になるって」

「ああ。うん。それが？」







　繋がれていた指が解ける。ステップを踏むように、とっとっと、と。お嬢様が私の前に飛び出し、綺麗にターンを決める。ふわりと、柔らかい銀髪がなびく。







「少数も、大多数も、全部、全部私は助けます。誰も見捨てませんし、誰も泣かせません。だって私は『正義の味方』だから。本物の正義の味方だから。だから、私は、もう絶対に誰にも負けません。負けられません。だから」







「私は、この星で一番強くなります。本物の『正義の味方』になるために」







　凛としたその顔に気負いはなく。静かに宣言するその声に緊張はなく。だから。だからこそ、本気なのだと知った。理解した。こいつは。このたおやかなお嬢様は、心から本気で言っているのだ。この夢物語のような言葉を。







「……莫迦だね」

「そうでしょうか？」

「夢みたいな話だよね」

「そうかもしれませんね」

「そんなの、本気で出来ると思ってるの？」

「そうですね。今の私なら、出来てしまうような、そんな気がしますよ」

「なにその意味不明な自信の根拠は」

「だって」







　――カトリーヌが私に近づく。







「信じてくれるでしょう？　百合は？　私のことを？」







　――カトリーヌが私の手を取る。







「百合が信じてくれれば、私は、何にでもなれます。なって見せます」







　――カトリーヌが私と指を絡める。







「だから、ずっと、見ていてくださいね。私のことを」













　――その夜、『正義のミカタ』は『正義の味方』に、なった。

















最終章　逆襲の黒　――私が悪の女幹部である理由――

第二話　「私の気に入らない正義を振りかざすあいつを、力づくで、叩きのめす」

第二話　「私の気に入らない正義を振りかざすあいつを、力づくで、叩きのめす」




　パチリと目を開ける。







　カーテンの隙間から差し込む光。静まり返った我が家。自分がいつもの時間に目覚めたことを自覚する。うん。「いつもの時間」。ここ数日、いろいろなことがあって、いろいろなことがありすぎて。すっかり失ってしまった日常というやつを、体がまた取り戻し始めたのかもしれない。よし。よしよし。いい傾向だ。







　そろりと布団から抜け出す。普段なら豪快に体を伸ばしてから活動を開始する私ではあるが、今日は自重。何故なら今、この狭い部屋には同居人が存在しているから。おっと。変な想像をしてもらっては困るな。同居人と言っても異性ではないからね。こうみえても私は身持ちは固いのだ。男女七歳にして席を同じゅうせず。いやまあそもそも、小学生の頃から孤高という名のぼっちを貫いてきた私には七歳どころか物心ついて以来、男女問わず誰かと同衾なんてした経験はないんですけどね。いや別にいいんですけどね。泣いてなんかいませんよ？







　……まあでも、しかし。







　自分のホームグランドである台所に下りる前に、私はそっと、その同居人に視線を送る。静かな寝息。呼吸にあわせ微かに上下する胸。ううむ。あれだな。お嬢様ってやつは寝姿まで麗しいんだな。豪快ないびきをかいたり、枕にまでべっとりと染みを作るほどの涎をたらしたり、ぼりぼりと無意識のままお尻を掻いたりとかは、間違ってもしないんだろうなあ。なんかこう、同じ女性としてこんなところでも負けた気がする。いやまあいいんだけどね。別に。悔しいからって額に肉なんて書いたりしないよ？　油性ペンでなんてそんなこと考えてもいませんからねホホホ。







「……なーんて、ね」







　私は無意識のうちに握り締めていたペンを机に戻す。今日のところは勘弁しておいてやろうと思う。ま、実際そんなことをしようとしたら、きっとこのお嬢様のことだ。即座に目を覚まして戦闘モードに入っちゃうだろうしね。『魔法少女』の肩書きは伊達ではないのだ。どこまでもお嬢様然としたこの美少女が、実は百戦錬磨の戦士であることは、私が誰よりも良く知っている。だから。







「おはよ。先に行ってるからね。カトリーヌ」







　私はそっと、彼女を起こさない程度の小声で呟き、部屋を出た。







　☆　☆　☆　☆　☆







「おはよう、ございます……」

「あ、カトリーヌ。おはよ。よく眠れた？」







　私が台所を忙しく走り回っていると、二階から彼女が降りてきた。なんか、ちょっと申し訳なさそうに。あー。そっか。家事を私に任せて自分だけぐっすり寝坊したとでも思ってるんだろうなこの顔は。気にしなくてもいいのに。家事、特に料理は私の担当とこの家では決まっているのだよ。いやまあ確かに。ここ数日は、その職責を放棄して全部お姉ちゃんにまかせっきりにしちゃっていたけど。その分を取り返したいんだから、あんたは変に気を使わなくてもいいの。







「ごめんなさい。百合。手伝います」

「いいよいいよ。お嬢様に包丁なんか持たせられないし。危ないから」

「そ、そんなことありませんわ！　家事なら私だって一通りは……」







　そういやこいつ、春から一人暮らししてる筈なんだよな？　自炊してるのかなあ？　うーん？　前にこいつが熱





最終章　逆襲の黒　――私が悪の女幹部である理由――

第三話　「私にも、私だけの戦う理由が出来ました。……一緒に来て、くれますか？」

第三話　「私にも、私だけの戦う理由が出来ました。……一緒に来て、くれますか？」




「戦おうと思う。もう一度」







　朝食の後。人数分のお茶を淹れ、ちゃぶ台の前に正座し。私は私の大事な家族を前にして、胸を張ってそう断言した。迷いはなく。躊躇いもなく。私は私の原点であるそこに、そこからしっかりやり直そうと、そう思った。







「……再戦、とな？」







　私の正面に座る博士が、今の言葉を吟味するように繰り返す。そう。再戦。でも、私の中でそれは、再戦ではない。何故なら最初の戦い、あれは私の本来ではなかったから。私の強い意志ではなかったから。あれは消極策。出来ないこと、自分ではどうしようもないことをどんどん切り捨てていって、自分をどんどん追い詰めていって、最後に残った最低の意思。戦って勝つことに意味を見出せず、戦って敗れることに救いを求めた最悪の決断。そんなもの、そんなものは、誇り高き『ブラックシャドウ』の女幹部たる私には似合わない。自らの信じる道のために、我が身を黒く染めた総統、その後継者として許せない。だから。







「そう。リベンジする。そして今度は勝つ。必ず」







　必勝の策。そんなものは存在しない。必殺の戦法。そんな手は持っていない。相手は強大。そして最強。実際、先の戦いでは手も足も出なかった。一矢報いるどころか掌で転がされ、刺し違えるどころか子供のように扱われ。挙句に大事な仲間をまた失った。だけど。







「勝算は、あると思うか？」

「どうだろう？　それはわかんないや。でもね」







　私はちらりと横目で彼女を見る。私の隣に並ぶ彼女を。生粋の英国人であるにも拘らず、私よりも綺麗な姿勢で正座をし、ぴんと背を伸ばす彼女を。そう。あのときにはいなかった彼女が。私の側にいなかった彼女が。今こうしてここにいる。いてくれる。だから。ああ、だから、ね。







「……絶対勝てるとは言わないけど、でも、負ける気はしないんだよね。全然」

「……成程、の」







　博士がにやりと笑う。枯れ果てた好々爺の笑みではなく。それは悪戯っぽい少年の笑顔。多分、博士は全部わかってるんだろうな。私の気持ちも心も頭の中も。ちょっとだけ、ちょっとだけ恥ずかしくも思うけど、少しだけ頬が赤くなっているかもしれないけど、でも、まあいいや。私は大事なものを手に入れた。望んでも望んでも決して手が届かないと思っていたものに触れてしまった。もう、この手は放さない。離せない。だからもう、認めてしまおう。







　――私はこの銀髪の親友が側にいる限り、誰にも、絶対に、負けない。







「いいでしょう。総統代理。我らはあなたに付き従うのみ」







　博士がそう言って頷く。これで我ら『ブラックシャドウ』の意思は決定する。再戦。そして勝利。もう止まらない。止まる必要はない。あのくそったれの『正義のミカタ』に対し、全力で挑むだけだ。







「しかし。百合よ？　その前に決めておきたいこと、いや、決めておかねばならぬことがあると思うのだが？」







　博士の横で、黙ってお茶を啜っていた大佐が手を上げる。なんだよもう。気持ち、これ以上はないってとこまで盛り上がってるんだから、余計な水は差さないで欲しいなあ。







「総統代理、でしょ？　大佐？」

「……総統代理。意見、いいでしょうか？」







　すごーく不本意な
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